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10 年 周期 で 放映 きれ る TV アニ メ [ ゲゲゲ の 鬼太郎 ]J は 、 そ れ ぞ れ に 楽し め る 要素 が いっ つば ぱい だ 。 
朱 太郎 の 活躍 を 中 心 に 、 そ の 魅力 や 見 どこ ろ を 名 場面 と と も に 振り 返っ て みよ う 。 


アニ メ の 世 に 
鬼太郎 が 登場 ! 

















第 1 部 DAIA 
/。 鬼太郎 対 邪 肢 の 対決 。 こ 
| の 直後 、 鬼太郎 は 邪 魅 の 
妖力 で 悪人 に な っ て し まう 。 
EE ま 知 の ESyA 
カ ぶ り も 見 て いて 微 ーー 
笑 まし い 。 鬼太郎 と 請 
は いつ も 一 緒 だ 。 
68 年 の 主 な で きこ と 
悪 で あれ ば 、 人 間 に だ っ て 容 
赦し な い 正 義 感 が 頼も し い 、 
3 の た 9 と 9 月 
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カラ ー に な っ た 
異色 の 鬼太郎 


Ei 





新た に レギ ュ ラ ー 陣 に 加わ っ 
た 、 ネ コ 娘 。 ね ずみ 男 は いい ケ 
ンカ 相手 だ 。 


レモ KEIh ま : ヨ の ) 
味方 で は ある も の の 、 
傍観 者 と な っ て し まう 
スト ー リ ー も 多かっ た 。 


KAI 年 の 主 な で きこ と 











鬼太郎 の ピン チ に 駆け つけ る 
仲間 た ち も 増 えた 。 ぬ りか べ は 、 
鬼太郎 の 盾 と な っ て 活躍 する 。 ト 車 祖 
八 俣 大 蛇 の 待つ 解放 石 に 引き ずり 込ま れ 
た 2 人 。 呼 子 の 手下 は 原作 どおり だ が ……。 
妖怪 アパ ー ト 初 登場! 








妖怪 アパ ー ト が 登場 し た の は 第 2 部 か 
ら 。 大 家 は シー ズン と お し て 砂 か け 婆 。 子 
泣き 苑 は も ちろ ん アパ ー ト の 住人 だ 。 







第 2 部 で は か な り 無 口 な 一 反 も めん 。 た ま 
に 話す と 思え ば 、 愚 痴 だ っ た りす る こと も 。 
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最高 視聴 率 
29.6% の 大 ヒッ ト 


























第 3 部 DAIA 
書 * AN 
F に 
第 3 部 に 登場 し た 新 ヒ ロイ ン ・ ユ メ コ 。 鬼 太郎 を 
めぐ り 、 ネ コ 娘 と は 恋 の ライ バル 。 鬼太郎 の 周り 
に いる こと か ら 、 事 件 に 巻き 込ま れる こと 多い 。 
M 侵 
85 年 の 主 な で きこ と * の 
や 
つべ ぺ ペ 
人 1 
国 ( 
人 
に つ 
前 
が 





ルレ は る ば る 沖縄 か ら 、 鬼 太郎 を 幕 っ て 
や っ て きた 妖怪 ・ シ ー サ ー。 体 は 小さ 


いな が ら 鬼 太郎 助け て 活躍 する 。 








麗 器 つて 乙 ご で で で YU に 
( て 


届 
/ 
9 に ンク 


/ 


ワン を 連れ て 行 り 
ゲゲゲ の 礎 の 村長 ・ 油 すま し 。 初 期 は ゲス ト 出 
演 だ っ た が 、[ 地 狐 編 」 か ら は レギ ュ ラー と な る 。 
地獄 の 知識 に 関し て は 、 目 玉 お や じ よ り も 上 。 
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半 魚 人 は 、 人 間 の 海女 ・ あ か ね に 心 奪わ れる 。 ね ずみ 男 に 頼ん で 、 あ か ね と 
見 合い を する 半 魚 人 だ っ た が ……-。 後 に 半 魚 人 は 女王 人 魚 と 結ば れる 。 


妖怪 た ち が 人 間 を 襲う 理由 は さま ざま 。 磯 女 は レジ ャ ー 開 発 に 怒り 人 間 を 
江 っ た が 、 鬼 太郎 に 諭 され て 海 の 妖 怪 た ちと 悪 の 開発 業者 を 懲らしめ る 。 


NS パ ペー ロ Y 層 本選 笑 快 愛 謀 





風 の 又三郎 は 道路 工事 を 中 止 さ せる た め 、 人 間 の 幼い 少女 ・ 風 子 を 誘 グ ま ずれ) ぬりかべ は 雪山 で 遭難 し て いた 少女 ・ 紅 子 を 救う 。 紅 子 は 一 時 的 に 目 が 
拐 。 し か し 又三郎 と 風子 は お 互い に 心 通わ せ 、2 人 で 工事 中 止 を 訴え る 。 2 じい 見 えな く な り 、 ぬ りか べ を 祖父 だ と 勘違い 。 ぬ りか べ も し だ い に 情 を 寄せ る 。 


鬼太郎 誕生 秘話 も 
UK な bf 


SO 


鬼 取 HIY27B2 








陵 を 求め 、 移 太 族 は 地獄 へ 


ーー 





そし て 伝説 へ !? 
4 度目 の TV アニ メ 化 


第 4 部 DIA 











96 年 の な で きこ と 
STOPICS 
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怪 優 ・ 佐 野 史郎 が 演じ た 吸血 鬼 エ リー ト 。 
デジ タル 化 され た 画像 と あい まっ て 、 第 1 部 
に 比べ 、 幻 想 的 な 究 囲 気 が 大 幅 に アッ プ ! 


鬼太郎 ワー ルド に あの 人 も 参戦 ! 






作家 ・ 京 極 夏彦 が 脚本 ・ ゲ スト 声 
優 を 務め た 「 言 霊 使い の 罠 ]。“ 一 
刻 鹿 " は 、 決 め 台 詞 も 風貌 も 、 自 分 
の 小説 に 出 て くる "京極 堂 "その ま 
E さ cgl 


今回 、 さ ら 小 僧 に 誘拐 され た バ 
ンド * 愛 歌 団 は 、 第 4 部 の 主題 
歌 担当 。 さ ら わ れ て も どこ か 余 
裕 た っ ぷり な の は 、 気 の せい で 
E ル / が 4 


第 4 部 の 放映 が 終了 し て か ら 、 ち ょ うど 10 
に ゴ /G に <c 科 の / の ラウ 6010 に コト q ョ (5: アミ 
郎 は 現れ て いな い 。 近 い 将 来 、 私 た ち は 新 
た な 鬼太郎 に 出 会 を る の だ ろう か ……。 





そし て 物語 は 続く ? 





妖怪 の 
~ っ Regular 編 ご 


鬼太郎 を え 取 り 巻く 、 目 玉 お や じ や ね すみ 男 。 そ し て 、 鬼 太郎 と と も に 悪い 妖怪 た ち 
と 戦う 、 ネ コ 娘 、 砂 か け 婆 、 子 泣き 爺 、 一 反 も めん 、 ぬ りか べら "鬼太郎 ファ ミ 
リー”。 そ ん な レギ ュ ラ ー 妖 怪 た ちの 違い を シー スン こと に 解説 し て いこ う 。 





0 この 妖怪 カタ ログ の 使い 方 

この コー ナー は 、 レ ギュ ラー と し て 登場 する 妖怪 を 掲載 し て いる 。68 年 放映 作品 を 「 第 1 部 ] お よび [60 年 代 版 」、71 年 放映 作品 を 「 第 2 部 ] お よび [70 年 代 版 ]、 
85 年 放映 作品 を 「 第 3 部 ] お よび 「80 年 代 版 」、96 年 放 喘 作品 を 「 第 4 部 ] お よび 「90 年 代 版 ] と 表記 。 な お 、 第 1 部 と 第 2 部 は 連続 し た 作品 と みな し て いる 。 
劇場 版 は 以下 の よう に 略し て いる 。「 ゲ ゲ ゲ の 移 太 郎 」= 劇 「 ゲ ゲ ゲ の 晃 太 郎 」、 「 妖 怪 大 戦争 ]= 劇 「 妖 怪 大 戦争 」、 「 最 強 妖 怪 軍団 旧 本 上 際 』= 劇 「 最 
強 妖怪 [激突 ! 異 次 元 妖怪 の 大 反乱 」= 劇 「 異 次 元 ]、「 大 海獣 」= 劇 「 大 海獣 ]、「 お ば け ナ イタ ー」= 劇 「 お ば け ナ イタ ー」、「 妖 怪 特 急 ま ぼろ し の 洗車] 
= 崩 「 浪 車 」。 

また 、 符 シー ズン で 呼び 名 の 違う レギ ュ ラ ー 妖 怪 だ が 、 目 玉 お や じ 、 ね ずみ 男 、 ネ コ 娘 、 砂 か け 疲 、 子 泣き 苑 、 一 反 も めん 、 ぬ りか べ に 統一 し た 。 
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ググ グ の 上 擬 太 郎 


【 げ げ げ の きた ろう 】 
時 代 に よっ て 変化 する 妖怪 ・ 鬼 太郎 


妖怪 (霊界 ) ポス ト に 手紙 を 出せ ば 現れ る 、 幽 霊 族 最後 の 生き 残り 。 先 祖 の 報 毛 
で 作っ た ちゃ ん ちゃ ん こと リモ コン 下駄 を 武器 に 、 悪 い 妖 怪 を 鍋 らし め る 。 そ ん な 
正義 の 妖怪 ・ 鬼 太郎 の 魅力 を 、 シ リー ズ ご と に 紹介 し よう 。 













60'> 更 第 1 部 (68 年度 上 





木 の 上 に 稿 暮 き 屋根 の 家 を 
建て て 暮らす 。 周 り は 池 。 





さざえ 鬼 が 化け た 二 セ 鬼太郎 
が 登場 。 人 魚の 子 を 売る 。 





ポン チョ に 身 を 包ん だ 鬼 太郎 。 








帽子 も 被っ て ます 。 
: | ヽ 
第 1 部 、2 部 で は 意外 と コス トン 全身 
プレ も 多い 。 上 は 、 車掌 さん 。 還 還 
】 (上 て 所 
を っ (し 






* 第 2 部 (72 年 度 上 


積極 的 に 行動 し 、 ぶ っ そう な 発言 飛び 出し た 

ね ずみ 男 に よれ ば 、「20 億 人 に ひと り し か 生存 し て いな い 舗 類 」 らし い 。 一 
時 期 、 妖 怪 退 治 を 休み 漁村 で 暮らし て いた が 、 悪 妖怪 に 昔 し な 人 た ちの 
声 が 高まり 再び 立ち 上 が る 。 より アク ティ プ さ が 際立ち 、 女 装 な ども 披露 。 
か ま ぼ こ や トラ ンク へ と 姿 を 変え る こと も あっ た 。「 と っ 捕まえ て 地獄 の 貢 め 苦 
を 味わわ せ て や る | と 過激 な 発言 も 。 また 、「 妖 怪 ア パー ト 」 が 作ら れ 妖 怪 
た ちの 結束 が 深まり 、 仲 間 の 妖怪 が 集団 で 助っ人 に 現れ る こと も 増え た 。 








父親 の 目玉 お や じ と 、 い つ で も 一 緒 に 行動 。 
父 の 好き な 茶碗 風呂 に お 湯 を 入れ る の は 日 課 

と 只 王 較 の よう だ 。 母親 の 存在 は あま り 語ら れ な い が 、 
第 2 部 に は 魔女 が 化け た ニセ の 母親 が 登場 。 


叫 座 i 証 木 の 上 に ある 家 に 住む 鬼太郎 だ が 、 第 1 部 で 


は 河川 敷 な ど に 家 を 建て 暮らす 姿 も 。 妖 怪 退 
治 の 報酬 を も ら わ な いた め 、 ゴ ミ を 漁る の も 日 


- 魚 吉 4) 一 








た と え 、 そ れ が 人 間 で あっ て も 悪 は 許さ な い 
人 間 に 悪 き を する 妖怪 を 、 か ず か ず の 妖力 を 駆使 し て 成敗 する 「 ゲ ゲ 
ゲ の 鬼太郎 」。 口 か ら 蛇 を 出し て 手錠 に し た り 、 指 鉄砲 を 飛ば し た り と 、 常 茶飯 事 。 だ が 、 小 額 を 持っ て いる こと も ある 。 
この シリ ー ズ な ら で * 多 数 登場 。 妖怪 ポス ト に 届く 手紙 だ け で な く 、 に 
OR RE 上 蘭 粒 等 外 テ レビ を 見 て ば か り い て 、 日 玉 お や じ に 怒 


- キ た 、 け た 旅先 で 妖怪 退 こ s っ た 。 ま た 、 妖 怪 
た また ま 出 か けた 旅先 で 妖怪 退治 を する こと も 多かっ た 。 ま た 、 妖 怪 を 革 問 られ た り 、「 妖 怪 パ ンチ 』 と いう マン ガ を 読ん で 


第 2 部 PROFILE 











信じ な い 人 間 に 強 い 反感 を 抱き 、 必 要 と あら ば 、 彼 ら に も " 仕 革 き を 0 Es 

ゝ た り と 、 普 通 の 少 同じ 趣 ! る 
突 行 する 。 動 物 や ヤム シ た ちと 言葉 を 交わ し 、 彼 ら に 午 地 を 救 わ れる こと は 
も 少な く な い 。 腹 が 減り すぎ で 関 れ た こと も ……。 ち な み に 2 月 30 日 生ま れ 。 Neoicis 
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80'> 提 第 3 部 (85 年度 上 


「 ゲ ゲ ゲ の 森 」 で 暮らす 妖怪 と 人 間 の ハー フ 

幽霊 族 の 生き 残 0 と され て いた が 、 じ つ は 人 間 と 妖怪 の ハー フ 。 そ れ 
ゆえ 、 誰 より も 人 間 と 妖怪 の 共存 を 願っ て いる 。 ち ゃ ん ちゃ ん こ や り リモ 
コン 下駄 に 加え て 、 多彩 に 変形 する オカ リナ で 悪い 妖怪 と 対決 。 シ リー 
ズー の 熱血 漢 ぶ り で 、 何 度 と な く 人 間 や 妖怪 た ちの 徐 地 を 救っ た 。 普 
段 は 、 砂 か け 婆 や 子 泣き 爺 た ち “鬼太郎 ファ ミリ ー" と 「 ゲ ゲ ゲ の 森 」 
で 暮らし 、 そ こ を 訪れ る 人 間 の 少女 ・ ユ メ コ と は 、 妖 怪 と 人 間 の 枠 を 
越え た 信頼 関係 で 結ば れ て いる 。 





ニセ 母 が 登場 する が 、 鬼 太郎 の や さ し さ に 心 


( 打 た れ 改 心 す る 。 また 、『 地 獄 編 」 で は じ つ 
朋 の 母親 が 登場 。 目玉 お や じ と と も に 涙し て いる 。 
ゃ 目玉 の 付い た 父親 も 回 想 シ ー ン に ちら り 。 
ユメ コ を は じ め 、 人 間 と の 関わ り も 深く な っ た た 
「 めか 、 屋 台 の ラー メン 屋 さ ん に 入っ た こと も 。 
ハイ キン グ や 温泉 、 委 踊 りな ど 、 生 活 ス タイ ル 
も より 人 間 に 近 く な っ た 。 


めん こ 天 狗 相手 に 、 め ん この 腕前 を 披露 。 あ 


1 まめ は ぎ と は 、 こ まで 対決 し て いた 。 古 きよ き 昌 
3 池 人 の 遊 び は 、 わ り と 得意 の よう だ 。 委 踊 り に は 
l 細 ガン 浴衣 で 参加 する 気合 の 入れ よう 。 


第 3 部 PROFILE 




















ゲゲゲ の 森 に ひっ そり と 立 
つ 。 家 の 中 に は ベッ ド が 。 


し 


第 3 部 で は 変装 が 少な い 
太郎 。 こ ちら は バス 運転 手 。 


















大 木 を 支柱 に し た 「 ゲ ゲ ゲ ハ 
ウス ]」。 中 に は 電 な ども 。 





ハン チン グ を 被っ て 山 葉 採り 
へ 。 女装 も 2 度 披露 。 


* 第 4 部 (96 年 度 上 ) 


クー ル な スタ イル を 買 き つつ も 人 間 味 豊か 

崇高 な 里 電 族 の 血 を ひく 少年 。 つ ね に 冷静 に 物事 を 判断 する 、 ど ち 
ら か と いえ ば ドラ イ な タイ プ だ が 、 ひ と た び 悪 い 妖 怪 が 現れ れ ば 埋 力 を 
駆使 し て これ と 戦う 。 し か し 単に 倒し て し まう の で は な く 、 定 大 に 許し て 
し まう ケー ス も シリ ー ズ 最多 。 そ の 気持 ち に 打 た れ 、 上 鬼太郎 を 関 っ て 仲 
間 に な る 妖怪 も 多かっ た 。 買い 物 袋 を ぶら 下げ 、 ノ イロ ー ゼ に か か る 
な ど 人 間 臭 い 面 も 強い 。 ち ゃ ん ちゃ ん この デザ イン も 変わ り 、 下 駄 の 鼻 
緒 も オレ ンジ に 。 ま た 、 空 手技 な ども 披露 する よう に な っ た 。 





男山 較 叉 虹 に 一 族 の 巫女 が 化け た 、 鬼 太郎 の ニセ 母 が 
最終 回 に 登場 。 母 に 会 う チ ャ ンス を 目玉 お や じ 
に 譲る 父親 想い の と ころ を みせ る が 、 そ れ が 
裏目 に 出 て 命 を 狙わ れる こと に 。 


鍋 で 魚の 骨 を 煮 た り (ご は ん と た く あ ん 付き ) 、 


ie OO 食 生 活 は 普通 












MM 
選 
ココ 
O 
トコ 
に 
Ei 
に 
稀 


の 人 間 と 変わ ら な い (?) よう だ 。 屋 台 の ラー メ 
ン も 2 度 ほ ど 食 べ て いた 。 

遊園 地 で ジェ ッ ト コ ー ス ター に 興じ る な ど 、 子 ど 
も らし い 一 面 も 見 せる 。 山 葉 採り に も ネコ 娘 た 
ちと 出かけ 、 遠 方 の 妖怪 の と ころ へ 遊び に 行く 
こと も あっ た 。 
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不死 身 の 鬼 太郎 だ か ら 
で きる 秘術 の 数 々 ! 


強力 な 妖怪 すら 恐れ る 並外れ た 妖力 を 持ち 、 
そこ か ら 繰 り 出 され る 術 や 超 能力 で 敵 を な ぎ 倒 
し て いく 鬼太郎 。 じ つ は 、 お な じみ の の 毛 
針 や ちゃ ん ちゃ ん こ 、 リ モコ ント 下駄 以外 に も 鬼 


太郎 の 技 は 数 多く 存在 し て いる の だ 。 こ こ で 


は 、 そ ん な 鬼太郎 の 必殺 技 や 、 不 思 議 な カカ 
の 一 部 を 紹介 し て いこ う 。 


969696enHO0KitaP0o 
Hair Antenna =、4 






Hair Needle 


Chanchanko 







Remo-con Hand 





Finger Gun 


Remo-con GETA 


 】 皮 の 毛 は 、 鬼 太郎 の 寺 力 の 源 。 上 の 毛 針 で 相手 の 視界 を ふさ ぎ 、 毛 で 捕え 自由 すら 奪う 。 妖 怪 ア ン テ ナ で 妖気 を 察知 し 、 
いち 早く 危険 か ら 逃 れる こと も で きる 。 さ ら に 、 毛 を 一 本 抜け ば 、 そ れ が 通信 機 の 役割 も 果たす 。 す っ ぱり 外す こと も 可能 だ ! 





4 鬼太郎 の 脳波 と 英 が り 、 思 うだ け で 動く 万 能 ア イ テ ム 。 意思 を 持っ て いる か の よう に 、 鬼 太郎 の ピン チ を 何 
度 も 救う 。 蹴 りつ けれ ば 、 相 手 に 大 ダメ ー ジ を 与え る 武器 に 。 第 4 部 で は 「 下 駄 ト ルネ ー ド 」 な る 大 技 も 。 






第 28 話 普 さ に ぶら 下がる 目 第 32 話 水中 を 歩く 第 4 話 下駄 トル ネー ド 17 明 Ear 此 49 清 拓 CE 人 革 キク 


先祖 の 霊 毛 で 作ら れ た ちゃ ん ちゃ ん こ 。 避け る 、 包 む 、 ほ ぐす と その 使い 方 は さ は ま ざ ま 。 剣 の よう に な っ 








た り 、 目玉 お や じ を 乗せ て 空 を 飛ぶ こと も で きる 。 相手 を 覆い 、 と ど め を 刺す の に も 多く 使わ れ た 。 











第 3 部 か ら 登場 し た 、 鬼 太郎 の 手持 ち 武 器 。 剣 や ロー プ に 早変わり し 、 あ ら め ゆる 状況 に 対応 する 。 オ カリ ナ を 吹け ば 、 
仲間 の 妖怪 や カラ ス が た ち ど こ ろ に 集まっ て くる 。 第 3 部 と 4 部 で は 、 その 形状 が 若 王 違 う の に も 注目 。 






第 92 話 二刀流 














1 体 か ら 電気 を 放出 し 、 相 手 を 倒す 鬼太郎 の 決め 技 の ひと つ 。 電力 は 調節 可能 で 、 相 手 を 気絶 させ る の に ゃ 使用 。 髪 
の 毛 や 、 筒 状 に し た ちゃ ん ちゃ ん こ か ら の “コラボ 放 電 " も 放つ 。 体 電池 を 使い きっ て 、 気 を 失っ て し まっ た こと も ある 。 


5 ca 旧 
詳 E コ 
各 96 庄 合 - パ ー 上 目 第 63 話 電気 で 撃つ 


体 を 丸め て ボー ル に な っ た り 、 保 護 色 に な っ て 姿 を 消し た り 、 首 を 伸ばし た り と 鬼太郎 の 体 は 、 ま さ に 変幻 自在 。 
不死 身 の 体 を も つ 鬼 太郎 な ら で は 。 第 3 部 で は 、 怒 り が 頂点 に 達し 、 バ ー ニ ング 状態 で ぬら り ひ ょ ん を 倒し た 。 








第 3 話 地面 に も ぐる 


第 57 放 か 5 人 内 2 を 上 く 


第 29 話 リモ コン 脱 


第 29 話 放水 第 27 話 巨大 化 軒 第 68 話 空気 ボッ ホ の 術 四 第 115 話 バー ニン グ 四 第 38 話 口 か ら 吸 血 軒 第 58 話 ね ずみ 男 


 。 相手 の 正体 を 見 破っ た り 、 封 じ 込 め た りす る と き に 使わ れる の が 術 で ある 。 い くつ か の 質問 に 回 答 さ せ て 相手 を 封じ る こと や 、 鏡 の 中 
か ら 少 女 を 救い 出す の に 使用 し た 「 呼 び 出し の 歌 」 な ど 、 術 と 一 口 に いっ て も いく つか の バリ エー ショ ン が 存在 する 。 





az FO 
第 35 話 地獄 流し 軒 第 24 話 正体 あ ば き の 秘術 





第 64 話 106 の 質問 


第 3 話 74 の 質問 


第 29 話 呼び 出し の 避 四 第 53 話 逆 魔法 


1 








96969BHOKiItaP0 


不死 身 の 鬼 太郎 も ビン チ に な る !! 
不死 身 の 鬼 太郎 に 対し て 、 真 っ 向 勝負 に 出 た ら 勝ち 目 が な いこ 
と は 敵 も 承知 。 だ か ら 、 隙 を つい て 力 が 出せ な いも の に 変化 き ft 


せ た り 、 鬼 太郎 を 操っ て 力 を 自分 の も の に し よう と 企ん だ りす る こ ノー ズリ 
と も 多い 。 


そん な 状況 に 陥っ た 長 れ な 時 太郎 の 姿 。 


劇場 版 で は 南方 妖怪 に 捕まり 、 大 海獣 に さ 
れる が 、 第 1、3 部 で は 私 利 私 欲 に 駆 ら れ 
た 人 間 が 鬼太郎 を 出し 抜き 、 大 海獣 に する 






中 国 か ら 来 た チ ナー に よっ て 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ 柄 の 
反物 に され て し まう 。 井戸 仙人 に よれ ば 、 思 い の 


ほか カン タン に 元 の 姿 に も どる 





彫刻 の よう な 形 で その まま 石 へ と 変化 する こと が 多い が 、 と 
き に 、 原 形 を と ど め て いな い 丸 い 石 に され て し まう こと も 。 ま 
5 1 部 の 「 騰 車 」 で は 、 石 に され て も 動け る の だ 。 









強敵 に 魂 を 抜か れ て し まう こと も ある が 、 そ れ で も や は 
り 完全 に 死ぬ こと は な い 。 た だ 、 長 い 時 間 放置 し て お 
く と 魂 が 身体 に 戻ら な く な る らし い 





「 髪 を 取ら れる と 人 間 の 子供 ほど の 力 し か 出せ 
な く な る | と 、 第 2 部 で 鬼太郎 自身 が 発言 し て 
いる ほど 大 事 。 毎 回 、 釜 鳴り に 春 わ れ て し まう 。 


人 





液体 





mm 












// 々 / 2 
MY グリ が 7 ん いう 
5 レノ / WW ん MN 
マル グン グ / 7/ の 0N 
1 クー MMM// MI 
N 導 20MUG 
NN タゲ グーン ンー AM 
NN 4/ 迷 NN、 


人 (WW 
NO 艇 ) 


4 アク ク ん 必 米 
0 ん ん // グ の 
クジ 


。 MM 


鬼太郎 に と っ て 、 
し た こと で は な いよ うだ 。 べ ぺら べら に な っ て も 、 
と し て いる と ころ は さす が と し か 言い よう が な い 


つぶ され る くら い の こ と は さほど 大 
平然 


困っ て いる ふり を し て 、 
石 を 動か し て も ら う 。 する と 術 が 鬼太郎 に か か っ て カエ ル に ! 
素直 で 優し い 鬼 太郎 の 性 格 を 逆手 に 取っ た 作戦 だ 。 


鬼太郎 に 助け を 求め 、 封 印 さ れ た 





下駄 に 操 ら れ 踊 ら さ れる こと も あれ ば 、 カ ビ だ ら け 
に な る こと も ある 。 項目 立て する ほど 多く は な い が 、 
と くに 変わ っ た も の を 集め て みた 。 


第 20 話 真珠 


第 28 話 ネコ 


AM/ 





/ 


ンーー ァ アデ" 





八 百 八 刈 と の 約 東 を 破り 封印 を し た た め 、 刑 部 刈 の 呪い 
の 力 が 働き 、 徐 々 に 旬 へ と 変化 し て いく 。 四国 に 戻り 、 封 
印 を 解く こと に よっ て 呪い は 解け 、 完 全 な 旬 に は な ら な い 。 
キー 馬 本 = 

















カマ ボコ や 、 薫 製 の よう に 食べ 物 に 変え られ る こ 
と も ある 。 カ マ ボ コ に され て も 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ 柄 
が 残り 、 ひ と めで 素 太郎 だ だ た わか る の が 特徴 





血 を 吸わ れ 、 ミ イラ の よう に 干からび て し まう 。 第 1 部 で は 
妖怪 血液 銀行 に あっ た 血 を ペナ ン ガ ラン の 腹の中 か ら 取 り 
出し 、 輸 血 す る こと に よっ て 元 に 戻っ た 。 





寝 て いる 間 に 妖 怪 の びあ が り に よっ て 芽 を 植え 
られ 吸血 木 へ と 変化 する が 、 花 を 咲か せ 、 実 
を つけ る と 、 そ の 中 か ら 復 活 す る の が お 約 東 


和牛 鬼 を 倒し た も の が 牛 鬼 に な る と いう 法則 を 知ら ず 
に 倒し て し まい 、 牛 鬼 に な っ て し まう 。 イ ンド の 神 ・ 
迎 桜 駿 に よっ て 和牛 鬼 か ら 元 に 戻れ る の だ 
ua ン 





け 残 っ て いる タイ プ の カオ ナシ 状態 だ 
が 、 第 4 部 で は 口 ま で な いも の に な る 。 


っ 


い 第 3 部 で は 着物 姿 を 披露 。 第 4 部 は 残念 な が ら 顔 は 見 えな い が 


全 第 1 部 で は の っ ぺら ぼう と 同じ く 口 だ 


カツ ラ を 被り 、 第 2 部 に いた っ て は 化粧 まで し て いる と いっ た 、 な 
か な か 本 格 的 な スタ イル で ある 。 


| 第 13 話 | 第 88 話 


第 1 部 で は 軽かっ た ノイ ロー ゼ も 、 第 4 部 で は 
か な り 重 症 の 妖怪 ノイ ロー ゼ に か か っ て し ま 
う 。 夢 で 攻撃 され る と 起き て か ら も 傷 が 残る 。 




















冷凍 妖怪 軍団 に 纏 らき れる 。 洒 っ て し まう と 動け な く な る が 、 
みず か ら 体 電池 な ど を 放っ て 復活 で きる た め 、 さ ほど 困っ 
て いる 様子 も な い 。 つ る べ 火 な ど に 助け られ る こと も ある 。 





第 1 部 で は 、 半 ゲル 状 の 鬼太郎 が 大 ナマ ズ を 北 
極 に 連れ て 行っ た た め 、 凍 っ て 粉々 に な っ て し まう 
こ 入 っ て いる だ け で 、 赤ん坊 か ら 再 生 。 


が 、 保 育 器 ( 











ちょ っ と し た 隙 を つき 操 ら れ て し まう こと が 多い 
鬼太郎 。 み ず か ら 復 活 す る こと は 少な く 、 ま 
| わり に 気づか され る 確率 が 高い 。 当たり 前 か 


幽霊 に な る と いっ て も 、 本 当 に 死ん で し まっ て いる わ 
け で は な い 。 第 4 部 で は 船 較 霊 に は きれ そう に な る ゃ 、 
足 だ けが 幽霊 に な る 程度 で 収まっ て いる 。 


第 2 部 で は 吸血 鬼 ビ ー と 妻 モン ロー に 陥れ られ 、 吸 血 鬼 
に され て し まう が 、 目 玉 お や じ が 「 ま ぼろ し の 洗車 ] に 
鬼太郎 を 乗せ て 時 間 を 逆行 し 元 に 戻る 。 


し 
第 9 話 
外見 、 体 力 は モチ ロン 、 毛 針 を 勢い よく 飛ば そう と し て も 、 う まく 


飛ば すこ と が で き な く な る と いう ふう に 妖力 も 詞 え て し まう 。 アク ティ 
+ プ な 戦い が で きず 、 体 内 ガス を 使う と いっ た 頭脳 戦 が 多い 
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目玉 お や じ 


【 め だ まお や じ 】 
鬼太郎 を 豊富 な 知識 で サポ ー ト 


鬼太郎 の 父親 に し て 、 ゲ ゲ ゲ の 森 の 生き 字 引 。 妖 怪 や 伝説 、 人 間 社 会 の 党 
識 に 至る まで 、 幅 広い 知識 が ある 。 茶碗 風呂 が 大 好き で 「 宝 物 は 自慢 の 息 
子 ] と 親 バカ な 一 面 も 。 小 き な 体 全 体 で 表す 感情 表現 は 、 意 外 と 豊か 。 





60' 70'> 提 第 2 部 (7 年度 版 


鬼太郎 の 仲間 た ちの 精神 的 支柱 と し て 活躍 

基本 的 に 技 太 郎 と と も に 行動 し て いる が 、 新 レギ ュ ラ ー の ネコ 娘 の 世話 に 
な る 場面 も 増え 、 鬼 太郎 の ピン チ を 2 人 で 救う な どの 活躍 も みせ る 。 英 を 
倒す アド バイ ス や 、 妖 怪 に 関す る 説明 が 詳し く な り 、 知 ら な いこ と は 妖怪 
図書 館 に 調べ に いく と いっ た 勤勉 きも 際立つ 。 鬼 太郎 の 仲間 た ちの 、 精 
神 的 支柱 の 役割 も 果たす 。 ち な み に 第 2 部 で 「 若 いこ ろ は レン ジャ ー 部 
隊 に 憧れ て いた 」 こと が 判明 。 時 々 へ そ が ある 。 


第 1 部 (68 年度 上 













息子 が な に より の 自慢 。 ニ ュー ギニア へ 探検 に 

3 出かけ た 鬼太郎 が 帰る まで 、 大 好き な 茶碗 風 

呂 を 断ち 、 西 洋 妖怪 と の 戦い も 危険 だ か ら と 
止め た り し た 。 か な り の 親 バ カ 。 


ハン モッ ク で 寝る こと も 。 家 計 委 を 付け 「 今 月 
も 赤字 じゃ 」 と 嘆き 、TV の 料理 番組 を 見 よう と 
提案 し た こと か ら も 、 意 外 と 家庭 的 ? 借金 し 
て 鬼太郎 カマ ボコ を 買い 占め た こと も あっ た 。 

温 曲 「 森 の 石松 】 や 「 起 坂 霊験 記 ] の 一 節 

を 茶碗 風呂 で 歌い 、「 富 士 の 山 高き は さん 


一 な な な な ろく ]」 と 俳句 も 嗜む 。 ま た 、 火 事 を 見 
る こと も 好き な よう だ 。 新聞 も 好き 。 
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妖怪 ご ま の 代わ り と な り 、 あ ま 
め は ぎ と こま 勝負 する 。 





朱 
雨 ふり 天狗 の 義眼 に され そう に 
な っ た こと も 。 ピ ンチ も 増加 し た 。 






えさ の 代わ り と な り 、 海 の 中 を し 
偵察 し た こと も あっ た 。 玉 お や じ 最 大 の 必殺 技 ・ 
鬼太郎 の 名 ブレ ー ン に し て 、 超 ・ 親 バカ 

その 深い 知識 と 洞察 力 で 、 鬼 太郎 の 妖怪 退治 を サポ ー ト する 。 鬼 太 
郎 に 対し 「 さ す が わ し の 息子 じゃ 」 と 頻繁 に 褒め て お り 、 子 類 悩 を と 
お りこ し て 親 バ カ な 面 も 目立つ 。「 ゲ ゲ ゲ の 名 を 辱め る な よ 」 「 な り は 小 
きく て も 、 わ し ゃ 一 流 の 妖怪 じゃ ぞ 」 と みず か ら 発言 する よう に 、 小 き 
な 体 に 誇り 高き を 併せ 持つ 。 ま た 、 い ざと な る と 鬼太郎 を 守る た め 、 
親 な ら 当 た り 前 か も し れ な い が 、 自 身 の 寿 命 を 減ら し て まで 術 を 使う こ 
と も 左 わ な い 。 ち な み に 、 バ ス は 大 人 料金 。 
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80'> 東 第 3 部 80 年度 上) 


"ゲゲゲ 世界 ” の 名 参謀 か つ コ メデ ィ リ リー フ 

黒 月 部 分 が 大 きく な り 、 輝 き を 増し て 可愛 S UP。 全身 に お ける 目玉 ( 豆 
部) の 比率 も 大 きく な り 、 コ ミカ ル な 印象 が 増し て いる 。 そ し て その 分 、 
胴体 は や や スマ ー ト に 。 鬼 太郎 を ペタ 詞 め する こと や 、 危 険 だ か ら と 
妖怪 退治 を 止め る こと が 激減 し 、 過 保護 な イメ ー ジ が 少な く な る 。 む し 
ろ 第 3 部 で は 、 調 子 に 乗っ て いる 鬼太郎 を 戒め る こと も あっ た 。 ま た 、 
茶碗 風呂 好き が 高じ 、^ 変 わっ た 茶碗 風呂 ? に 入る よう に も な っ て いる 。 











こう 見 えて も 立派 な は 大 人 。 タ 
バ コ を 吸う シー ン も 。 





ふく ろ さ げに 妖怪 エネ ルギー を 
と られ て ペラ ペラ に 。 





第 3 部 で は 人 間 の 女性 と 結婚 し 、 鬼 太郎 を 授 
計 か っ た 回 想 シー ン が 。 そ こ で は 、 な ん と 体 の あ 
る 姿 を 確認 する こと が で きる 。 鬼太郎 誕生 秘 
話 が 映像 で 語ら れ た の は 第 3 部 が 初め て 。 


また た び 餅 を 食べ よう と し た こと か ら ゃ 、 
食事 を し て いる らし い 。 し か し 、 0 
る の か は 謎 だ 。 木 の 葉 の 布団 で 寝る こと も ある 。 
茶碗 風呂 の レパートリー も 増え 、 タ バ コ も 吸う 。 
子 泣き 苑 と 将棋 を 、 み ん な と 百人 一 音 を し て い 
た 。 ま た 、 マ ン ガ も 読み 、 村 の 答 踊 り 大 会 で 
は 太鼓 を 叩く 。 天 体 望遠 鏡 で 、 月 の 観察 を し 
て いた こと か ら 宇 宙 に も 興味 が ある らし い 。 
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間 魔 大 王 に も 一 目 置 
も と も と 顔 は 広かっ た が 、 





ど 、 そ の 社交 術 は 想像 以上 だ 。 手 足 の デザ イン は シン プル に 
情 は 豊か に 。“ 顔 "で より 感情 を 表す よう に な る と 同時 
あせ る と いっ た 行動 も オー バー に 表現 され 、 アク ティ ブ ( こ 動 き 回 る 。 ま 
た 茶碗 風呂 に あき た ら ず 、 ワ ンカ ッ プ 履 呂 や お 猪 ビ 風 品 
まで 登場 。 第 4 部 で クー ル さ が 増し た 鬼太郎 を 尻目 に 、 人 の 家 で 出 き 
れ た お 茶 に 入ろう と する 「 お 約束 ] な ど 、 コ ミカ ル な 部 分 


理 第 4 部 90 年度 上 


か れる 、“ 上 鬼太郎 親子 の 目玉 の 方 " 
第 4 部 に な る と 間 魔 大 王 か ら も 頼り に され る な 








な り 、 表 
に 、 転ぶ 、 逃げ る 、 




















、 カ キ 水 風呂 























も さら に アッ プ 。 













| 粘膜 導 
け 、 


























に 死神 の 陰謀 だ と 気が付か ず に 「 妖 怪 天 国 ツ 
話 アー」 で 提 太 郎 と 離れ 、 子 泣き 爺 や 砂 か け 疲 
8 と 一 緒 に 霊界 行き の 洗車 に 乗る 。 や は り 亡 き 
に 妻 の こと 6 は 気 に な る よう だ 。 

EE 

守 

菊 


= ミ た 様子 で 極小 の リュ ッ ク を 背負 う 。 月 見 な ど 風 
流 な こと は 割 と 好き な ほう だ 。 


や は り 新 聞 は 読む 。 泳 も 好き な よう で 、 温 泉 
で は 必ず 水泳 。 ま た 、 鬼 太郎 に シャ レ で 返し た り 、 
金髪 の カツ ラ を 着け た り 、 夜 間 遊 園地 で ジェ ッ ト 
*W コー スタ ー 




















に か か っ た こと が ある 。 山菜 採り に 出 か 
で は 文句 を 言っ て いる が 、 わり と 気にいっ 








に 乗る な ど 子 ども っ ぽい と ころ も 。 

















ー に 強烈 
チョ ッ プ や パン チ を する 。 








ふく ろ さ げ を お びき 出す た め 、 
初 の 女装 を 披露 。 
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medama0oyali 


茶碗 風呂 好き な 目玉 は 「 
何 回 風呂 に 入っ た か ? の 








茶碗 風呂 に 入る の が 、 な に より 好き と いう 有 目玉 | ハマ ボ 

お や じ 。 第 1 一 4 部 まで の 全 339 話 で 、 茶 和 ( 以 オナ 

外 も 多い ) 風呂 に 浸かっ て いる の は 、 な ん と の ーー< 
合計 146 回 ! そこ で 、 代 表 的 な 風呂 に 浸かっ ーー テン 
て いる 場面 だ け を 抜き だ し て み ま し た 。 ま さ に oo 
圧着 な 入浴 シー ン 絵 巻 、 と く と ご 覧 あれ 。 0 が 


* 茶碗 風呂 ノー マル 茶碗 風呂 と ひと 口 に 言っ て も 、 浴 槽 (茶碗 ) に も さま ざま な タイ プ の モノ を 用 いて それ 
な り の こだわ り を 見 せる 。 ま た 、 入 り 方 も いろ いろ ある よう で シー ズン ご と の 違い も 見 も の 。 


















































人 の 家 に お じゃ まし た 際 に 、 飲 むように と 出し て も ら っ た お 茶 に 浸かっ て し まう の は 、 も は や お 約 東 。 
形 を 見 れ ば 湯のみ や カッ プ な の だ が 、 目玉 お や じ に は そん な こと 関係 あり ませ ん 。 




















































々 四 茶碗 風呂 だ ば け で な く 、 も ちろ ん 普通 の 温泉 に も 浸かる の が 大 好き な 目玉 お や じ 。 と き に は 温泉 の 中 で あり な が ら 、 茶 碗 風 





4 呂 に 浸かる と いう よく わか ら な いこ と も し て いま す が …… バ 。 茶碗 の 中 身 は 温泉 と 同じ も の な の だ ろう 、 多 分 。 





全 その 他 ここ で は 、 一 般 的 な 茶碗 で は な いも の や 、 お 湯 で は な いも の に 浸かっ た “変わ り 種 風呂 " を 集め て み ま し た 。 茶碗 
風呂 も TPO や 、 気 分 に 合わ せ て バリ エー ショ ン が ある 。 決し て お 湯 だ け に こだわ っ て いる わけ で は な い の が わか る 。 












bd 目玉 お 3 じ 喜 問 衣 楽 Selection 


目 だ け と いっ て も 気持 ち は 出 ます 
ボディ ラン ゲー ジ 以 外 に 、 目 玉 お や じ は 意外 と 表情 も 豊か 。 
ちゃ ん と 喜 怒 哀楽 を 目玉 だ け で 表現 し て いる 。 そ ん な 彼 
の 感情 の 表れ を ピッ クア ッ プ し て みた 。 
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ね すみ 男 


【 ね ずみ お と こ 】 
計算 高 さ と フッ トワ ー ク の 軽 さ が 身上 


妖怪 と 人 間 と の 間 に 生 まれ た 半 妖 尾 。 つ ね に 計算 高く 、 鬼 太郎 の 親友 を 気取り な 
が ら も 人 金 の た め な ら 平 気 で 仲間 を 敵 に 売る 。 風 呂 に 入ら ぬ 不 潔 さ は 、 も は や チャ ー 
ム ポ イン ト か も 。 言わ ず も が な だ が 、 ネ コ 娘 と は 大 猿 の 仲 。 





60'> 更 第 1 部 68 年度 









不潔 な と ころ を 好む マン モス フ 





ラ ワ ー が 背中 に 生え た こと も 。 









明治 時 代 の 霊 李 車 を H 
運転 する 。 





呼子 に 陥れ られ 、 身 体 が 入 
れ 替 わっ て し まう 。 











の っ ぺら ぼう に 顔 を 奪わ れ 、 
鬼太郎 の 元 を 訪ね る 。 





イン チキ 商売 花盛り & 卑 屈 さ と 勝 靖 さも クロ ー ズ アッ プ 
商魂 た くま し く 、 あ くど さき は さら に エス カレ ー ト 。 口調 な ども いか が わし さき 
に 磨き が か か っ た 。 前 作 以 上 に 詐欺 まがい (と いう より 詐欺 ) な 金 儲 
け を 何 度 も 試み 、 教 欄 な ど で 成 功 を お る さめ る こと も あっ た 。 妖怪 研究 
家 と いう 肩書 は 影 を 潜め 、 人 鬼太郎 を 
だ し に 使う こと も 増え る 。 ま た 気弱 な 部 分 が より 表れ 、 暗 痢 か ら 現 れる 
妖怪 に 驚い た り 、 居 え て 鬼太郎 に 助け を 求め る 印象 が 強く 残る 。 











300 歳 。 体 重 は 40kg。 視 力 は 50。 妖 怪 大 
学 出身 (第 2 部 で は 最高 学府 、 不 潔 学部 出身 ) 
で 、 自 称 ・ 妖 怪 研究 家 。 脳 膜 火 を 2 回 患う 。 
結婚 歴 あ り ( 貞 芳 の ワナ だ っ た が ) 。 

普段 は 一 軒 家 に 住ん で いる も よう 。 党 読書 は 
「 夫 力 し な いで 人 金 を も うけ る 方 法 ]」。 イ ンチ キ 商 
| 売 で 、 極 まれ に 成功 する こと も あり 、 家 と 車 を 
購入 し た こと も 。 

金もうけ 以外 の 趣味 は 、 尾 奇 愛好 家 と 称し て 、 
時 グ テ モ ノ を 食う こと 。 そ し て パチ ンコ 。 ま た 、 年 
目 代 も の の 霊 格 車 を 所 有 、 新 た に 中 古 車 も 購入 。 
謀 し か し 、 車 は 金持ち の 象徴 と し て の 見 栄 だ ろう 。 




















鬼太郎 の 親友 を 自 任 す る 、 自 分 に 正直 な 半 妖 怪 

本 来 は 金 の た め な ら 何で も する ね ずみ 男 だ が 、 第 1 部 で は 無償 で 鬼 
太郎 を 助け る こと も 多かっ た 。 金 に 意地 汚い と いう より も 、 む し ろ ピ ュ ア 
に 生き て いる と いっ た ほう が し っ くり くる 感じ 。 妖 怪 研究 家 を 名 乗り 、 グ 
ル メ な 怪奇 愛好 家 を 気 取 る 。 数 十 年 、 着 物 ( 劇 中 で ミニ マン ト と 呼称 ) 
は 取り 装 え て お ら ず 、 品 臭 を 武器 に 何 度 も ピンチ を 切り 抜け た 強 運 の 
持ち 主 だ 。 足 は 水 虫 に 置 され 、 胃 炎 を 患 っ た こと も 。 シー ズン を と お し て 、 
か な づち 。 みずから 妖怪 を 復活 させ て し まう こと も 多かっ た 。 


第 人 2 部 PROFILE 
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ン ン ax 
\ 

| 還 1 
意外 と ネコ 娘 と の 絡み も 多い 。 
接触 する 機会 トシ ー ズ ン No.1。 

時 

強烈 な 臭い の お な ら と 息 を 放 
出す る 攻撃 は 健在 。 

月 

た 





















































SE 


商売 の 幅 は 広がる が 、 ユ メ コ ち ゃ ん に は 相手 に され ず 
ユメ コ の 登場 に より 、 と き に は ユメ コ を 巡っ て 鬼太郎 と 醸 い 争 い を 見 せ 
る な ど 、 金 に 加え て 色 へ の 執着 も 見 られ る よう に な っ た 。 第 1 一 2 部 に 
比べ て 鬼太郎 と 一 緒 に 行動 する 機会 が 減り 、 そ の 分 、 ぬ ら り ひょんな 
どの 敵 妖 怪 に 手のひら を 返す 回 数 も 増え る 。 そ し て すぐ 仲間 に 戻る な 
ど ズ ル 皿 き の フッ トワ ー ク は 軽い 。 手 が ける 商売 も 多岐 に わた り 、 従来 
の マン ト 姿 以外 の タキ シー ド や 上 由 ネ クタ イ 姿 な どの コス プレ も 増え た 。 ち 
な み に 、 日 本 一 の 音痴 らし い 。 




















身寄り は な いも の と 思わ れる が 、 シ ー ズ ン と お し 
て む じ な が 弟 に 化け て 登場 する 。 また 第 3 部 
で は 、 地獄 と 天国 の 間 に あ る 「 ね ずみ 男 の 国 ] 
『 還 で 、 サ ソリ 女 が 母親 に 化け て 現れ る 。 


ボロ ボロ の テン ト 住 まい の こと も 。 食事 は 、 ゴ ミ 

漁り や 雑草 が 常食 。 し か し 鬼太郎 と 一 緒 に ラー 
メン を 食べ る な ど 、 第 1 一 2 部 に 比べ て 普通 の 

= 人 の 食 生活 に 近づい て いる と いえ る 。 

金儲け に 関す る コス プレ が 増え 、 も は や 趣味 
の 域 と いえ る だ ろう 。 さ ら に 「 フ ロム B」| な る 求 
人 情報 誌 る 読ん で いる 。 鬼太郎 を よそ に 、 ス 
キー を 堪能 し て いた こと も 。 運動 神経 が UP !? 














第 3 部 PROFILE 
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ハジ けっ ぷり が 随 一 、 や や 人 情 家 & る 情熱 的 な 面 も 

金 と 美女 に 弱く 、 手 の ひら を 返す 調子 の 良さ は 相変わらず 。 た だ し 過 
去 シ ー ズ ン に 比べ て 、 言動 の ハジ ケ 方 と 感情 の 振り 幅 が 激しく 見 える 。 
人 情 に 厚い 面 が 見 えた り 、 時 に は 純愛 に 涙し た り 、 第 4 部 独特 の 感 
情 の 発露 が 見 られ 、 よ り オ ー バ ー ア クシ ョ ン に 。 ま た 、 前 シー ズン に も 
増し て 商売 の バリ エー ショ ン が 広がり 、 イ ンチ キ 商 売 だ け で は な く 普 通 
に アル バイ ト し て いる 姿 も る 。 鬼太郎 ファ ミリ ー 以 外 に 対し て は 、 基 本 的 
に “いい ヤツ ” に な る パタ ー ン も 多い 。 


妖怪 大 学 出身 。 妖 力 は 最低 レベ ル 。 女 性 の 好 
み は 「 清 尊 、 可 憐 、 い つも 笑顔 ] で 、 嫌 いな 
も の は 「 嘘 つく ガキ と 、 医 者 の 楽 ] らし い 。 家 
族 は な い が 、 ニ セ ね ずみ 男 に 妖怪 アパ ー ト を 紹 
基本 的 に は 借金 取り に 追わ れる 毎日 。 食事 は 
So ゴミ 捨て 場 で ゴミ を 漁る こと も ある が 、 芋 や ラー 
語 信 バン な ども 口 に する 。 新鮮 な 特 上 寿司 を 食っ て 
腹痛 に な っ た こと が ある 。 


金儲け に 宝探し が 加わ り 、 コス プレ も エス カレ ー 


ト す る 。 酒 も シリ ー ズ 最多 で 飲む よう に な っ た 。 
愛車 は ボロ ボロ の トラ ッ ク 。 ア イド ル ・ 渡 辺 千 


里 の 大 ファ ン 。 タ バ コ も 嗜む 。 










第 4 部 PROFILE 





























意地 汚さ が 災い し て 吸血 鬼 に 
な っ て し まう 。 














邪 克 の 手先 と な っ た 鬼太郎 と 
一 緒 に 新聞 に 載る 。 











ね すみ 


ガ 


Best of 金もうけ 


さま さま な 職業 で 稼ぐ ! 

知 恵 を 働か せ 、 金 の こと と な る と 日 の 色 を 変え る ね ずみ 
男 。 話 欺 、 泥 棒 、 初 次 と いっ た 犯罪 その も の か ら 、 鬼 太 
朗 の 紹介 、 宗 教 、 幹 旋 、 ま じ め に 働い た も の まで 、 ね ず 
み 男 が “賃金 を 得 よ うと し た " 商売 を 特集 し た 。 お まけ と 


し て 、 名 乗っ た 肩書 の 一 部 も 紹介 し よう 。 



















シー ズン | 話 数 
第 1 部 | 2 話 | 太郎 の 紹介 料 。 夜叉 に 魂 を 抜か れ た 子ども た ち を 、 打 郎 に 心配 屋 を 開業 。[ 事 業 ・ 恋 愛 ・ 愛 験 ・ 金 繰り ・ エ ト セ トラ 、 
し て 賃金 を 巻き 上 げ る 。 現代 ほど 心配 が あふ れ て いる 時 代 は あり ませ ん 。 本 人 に 代 皿 
わっ て 私 が 解消 いた し ます ]。 結 果 、 モ ー レ ツ 社 員 に な っ た 
吸血 鬼 ラ ・ セ ー ヌ が も た らし た 「 血 な し 病 ] の に せ ワ クチ トー 
/ 話 | 販売 。 ちなみ に 、 1 杯 1000 円 だ っ た 。 同時 に 、 ラ ・ セ ー 
詩 ヌ を 血 な し 病 の ワク チン を 発明 し た 博士 と し て 日 本 に 紹介 。。| アイ デア コン サル タン ト 。 傘 化け に 対し て 、 ア イデ ア を 提供 し 利益 の 1 割 を 
し 、 売 り 上 げ ア ッ プ を 狙う 。 24 話 | 二 凍 と し て も ら う 。 
7 話 | 鬼太郎 や 仲間 の 妖怪 と 組み 、" 本 物 の 妖怪 を 使っ た 妖怪 ショ ー" を 開催 。 32 話 | 妖怪 探偵 と し て 、 警 察 か ら 事件 解決 を 請け 負う 。 交 通 費 と 調査 工 を も ら う 。 
14 話 | 村 に 現れ て 人 を 襲う 水 虎 を 封じ 込め る 。 代金 10 万 円 を 請求 。 問 アレ ス 占 い 師 の 呼び 込み 。 イ ー ス ター 島 で 、 婆 さん に 化け て ホテ ルマン と な る 。 
5 話 | 新聞 の 求人 広告 で 吸血鬼 エリ ー ト の 秘書 に 。 妖怪 語 37 話 | 表 細 の 国 か ら 、「 天 相 ] と 「 水 相 了 眼 ] を 次 み 出 し 、 安 井 に 1 億 円 
中 が わか る と いう 条件 だ っ た 。 月 給 10 万 円 で 雇 わ れる 。 革 | 売 ろう と する 。 
長寿 教 教祖 と な っ て 、 三 虫 を 殺す 丸 薬 を ひと つ 1 万 円 で 40 話 湯水 社長 か ら 、1000 万 円 で 原始 さん を そそ の か す と いう 仕事 を も ら う が 、 成 
。。 | 販売 。 ま た 、 家 に や っ て きた 老婆 に 対し て は 、 虫 下 し を 105…、、 。 | 功 後 支払 われ た の は 1000 円 だ っ た 。 
20 語 | 万 円 で 売る 。 も うけ た 後 は 、 家 と クル マ を 購入 し 、 蝶 ネ ク 
タイ で 正装 。10 万 円 の 熱帯 魚 を 飼っ て いる 。 41 話 | メン ベラ の も と に 、 顔 を な くし た い 人 間 を 連れ て 行く 。 治 療 費 は 1 万 円 。 


































































鬼太郎 を テレ ビ 局 に 推薦 し 、 出 演 料 を 前 払い で も ら う 。 し か し 、 鬼 太郎 が 


鬼太郎 の 別荘 の 立ち 退き 料 と し て 3 万 円 も ら う 。 し か し 、 後 に 鬼太郎 に だ ま 









三角 山 の 村 に 、 雨 を 降ら す と 約束 。 雨 を い を し 、10 万 円 の 報酬 を 請求 。 
前 金 で 受け 取り 済み 。 


行方 不明 に な り 、 代 わっ て TV に 出演 する こと に 。 


し 取ら れ て し まう 。 


また た びと 猫 い ら ず を 50 円 で 売 ろ うと する 。 さ ら に 、 猫 の 亡 露 の 慰霊 碑 を 建 
て る 名 目 で 募金 活動 も 行う 。 


生け 賞 を 出さ な く て すむ よう に すれ ば 、 謝 礼 と し て 1000 万 円 が も ら える 。 分 
割 で 前 金 と し て 100 万 円 を も ら う 。 

妖怪 (ひで り 神 ) の 描い た マン ガ を 売る と いう 条件 で 前 金 を も ら う 。 し か し 、 
原稿 は 一 切 、 渡 さ ず じまい 。 




















縁日 で 、 み ず か ら の 著作 「 妖 怪 百科 事典 ] を 100 円 で 販売 する 。 し か し 、 買 っ 


の っ ぺら ぼう か ら 、 3000 円 で 死体 を 守る 。 実 際 は 2000 円 に 負け させ られ た 。 
後に 、 の っ ぺら ぼう の 秘書 に な る 。 日 当 5 銭 ? 

















埋蔵 金 は 100 億 円 と も 噂 され る 「 い ら ず 山 」 を 散策 。 発 見 し た ら 、 中 村 、 
山田 と 3 人 で 分 ける 計画 だ っ た 。 


100 円 で 、 日 本 全国 か ら 集め た “うさ ん くさ いも の (ぼろ ぼろ の 天狗 の うち わ 
な ど )” を 販売 。 












ニュ ー ス で お 守り を 売り つけ た 後 、「 妖 怪 な ん で も 相談 所 ] に 来る よう に 宣伝 。 








スク ー プ を 狙う 雑誌 記者 に 、 デ ィ ス コ に 妖怪 が 出没 する こと を 教え て 1 万 円 
を 巻き 上 げ る 。 


観光 開発 を 予定 し て いる 「 ワ ル タ 開 発 ] に 就職 し て 、 ま じ め に サラ リー マン 
と な る 。 し か し 、 金 髪 で 紫 の モー ニン グ 姿 。 





だ る ま に 「 妖 怪 相談 所 ] で も うけ よう と けし か ける 。 相談 料 は 1 日 1500 円 。 


山伏 の よう な 格好 で 、「 悩 み 事 よろ ず 解 決 」 を 行う 。1 回 、3 万 円 で 受け 付け 。 
「 子 ども の 不良 化 の 95% は 、 妖 怪 に 取り 湖 か れ た の が 原因 で す ]」 


に せ の 弟 と 新年 の 酒 を 飲も うと 、 路 上 で 売 ろ うと し た 時 計 を 質屋 に 入れ る 。 
































71 | て いる 人 は 画面 に 出 て こない 。 13 話 | し か し 、1000 円 に し か を ら な い 。 
8 ラリ ーー 1 国 か 。 賞品 は 小 
に に ンド ソ 7 語 | 巨大 各 ふ ら り 火 を 使い 空中 作 泳 。 通常 な ら 3000 円 、 美 少女 タダ 。 
6 | 大 を 探す お 礼 に 、 と りあ え ず お に ぎり を 握っ て も ら う 。 祖父 と ヨシ 子 が いな 1 話 | 工事 現場 で アル バイ ト 。| 一 日 中 サポ っ て た っ て 、 弟 と 同じ 日 給 が も 5 える も 
庄 < な り 、 鬼 太郎 を 呼ぶ 料金 を 村人 か ら 1 人 110 円 ずつ 請求 。 話 | ん な 」 と 隠れ て いる 。 
4 話 | 怪人 事件 専門 解決 | ゲゲゲ 探偵 社 ] を 設立 。 だ る ま の 事件 を 解決 する も 20 話 | 「 有 名 人 ネズミ 男 先生 よろ ず 結 婚 相 談 所 ] を 開催 。 入 会 金 10 万 円 
語 和 本 は な し 。 話 | 神前 結婚 式 で は 、 神 主 の 服装 を し て いた 。 
台 2 部 | 。 話 | 映画 会 社 に 、 妖 怪 喘 画 の 企画 を 紹介 。 手 付け に 50 万 円 も ら う が 、 百 々 各 話 停電 し で いる 村 の 人 々 に 、 電 気 格 宏 で お すそ わけ 。 お 金 の な い 子 ども に は 、 
3 語 | に 誕 其 を 見 抜か れ 取 られ て し まう 。 話 | [静電気 を 起こ し て 電気 に し ろ !| と 下敷 き を 100 円 で 売る 。 
| 狼 己 ポス ト の 手紙 を 隠し 、 日 本 は 平和 だ と 鬼太郎 に 見 せ か け て 移 太 郎 に 人 4。 話 | ホテ ル の 副 支 配 人 に 。 寄 の 来 を ない ホ テル の 建て 替え を 提案 。「 尾 ホテ ル ] 
結 | 面 意 の 世話 を させ る 。 そ れ を 人 間 界 で 売 ろ うと 企む 。 話 | に 旭 て 百 え て 大 ヒッ ト 。 
| ホテ ル の 容 や スタ ッ フ 5 が ホテ ル を 壊し だ す と いう 怪 谷 現象 を 貝 め よう と 、 4 話 | 和郎 近代 社 。 名 探偵 ・ シ ャ ー ロ ッ ク ピ ビビ の ね ずみ 男 を 名 乗り 、 妖 怪 に 
語 | 鬼太郎 の マネ ー ジ ャ ー を 名 乗る 。 語 | し か 解決 で き な い 事件 を 受け て ひと も うけ を 狙う 。 
/ 語 | IE ビビ の B 組 ライ セン ス を 持つ 、 ね ずみ 男 と 申す 車 に 強い 者 で す 」 と 、 中 2 話 | セー ルス マン 。 舞 き 猫 の 形 を し た 時 金 導 を 1 個 1000 円 で 販売 妖精 の 花 
語 | 古 車 販売 店 で 店 員 に な りす まし 、 怪 自動 車 を 2 万 円 で 販売 。 話 | 子 に あげ 、 代 わり に は ち み つ を も ら っ て 店 に 売る と 1 万 円 に 。 
話 | 様 切り 問題 相談 所 。「 あ な た は 必ず 末 わ れる !! 部 、 絶 緑 、 他 、 誰 で も 線 | 秒 か け 秋 の 妖 尾 アパート の 建設 に 協力 の た め 、 全 国 を 行商 し て いる 。 や さ 
語 | を 切っ て あげ ます ]。 1 回 1 万 円 話 | か り の 赤玉 を 祭り で 売っ て いた 。 
1 話 | ヨー ロッ パ 風 に 言え ば 幸福 を 売る 男 、 日 本 風 に 言え ば 69 | 信条 立ち 寄っ た 村 が 強風 で 困っ て いる の で 、 神 主 に な りす まし 土地 の お 払 
庄 | の 神 | を 名 乗り 、 豆 金 1 万 円 で 地獄 玉 を レン タル する 。 話 | い を する 。 一 瞬 風 が や み 村 人 か ら お 布施 を も ら う 。 
* で きた 後に 、 * で ら う 和 で 
人 | 他人 に な りす まし て 村 へ 。 村 を 助け る お 礼 と し て 、 村 一 番 の 美女 と 家 と 財 
村長 に 登 鳴り 退治 の ギャ ラ を 要求 。1 人 円 ずつ 。 前払 いと し て 39 
す 長 に 釜 鳴 り 退 治 の ギャ ラ 求 。1 人 1 万 2000 『 つ 。 前 払い 
19 話 20000 円 を も 5 う 。 四 81 話 | 「 タ コシ ョ ー] の 主催 者 。 入場 料 、 大 人 800 円 、 子 供 500 円 を 取っ て 荒稼ぎ 
"| 1 ヵ月 で 、 貸 し ビル の 一 つや 二 つ 建 つぐ らい の 売り 上 げ 。 
20 計 | 混 棒 の 2 人 組 か ら 、 妖怪 エネ ルギー を 紹介 し て ほし いと 委 ま れ て 1 億 円 を 和 ーーー ーー 
話す る 。 2 話 | 事 し 入道 に 命令 され 、 筆 本 に な る 虫 な ど を 捕まえ て いた 。 埋 され て 、 人 











































































間 の 子ども を 捕まえ る こと に 。 報 酬 は 、 純 金 小 判 2 枚 。 








0 22 








妖怪 マラ ソン の 実況 & 窒 判 を 行い つつ 、 極 寒 地獄 で は 、 
焼き 芋 と カイ ロ 売 り 。 知 熱 地獄 で は 、 ア イス クリ ー ム 売り 。 訪 
花子 復帰 第 1 弾 の マラ ソン 大 会 で は 、 ポ テト を 売っ て いた 。 
















お どろ お どろ に 誘拐 され た 子ども た ちの 行方 調査 を 請け 負 
う 。「 金 次 第 で は 優先 順位 を 考え る 」 「 腹 が 減っ た 」 と 言っ て 
依頼 主 に 寿司 を 注文 させ る 。 











「 人 間 と 妖怪 友好 盆踊り 大 会 ] で 、 か き 氷 、 焼 きとう も ろ こ し 、 わ た あめ 





[漬け 物 の チュ ー チ ュー」。 チ ラ シ に は 、「 お か わり 自由 ! 無 料 試食 券 ね ず 
































て 、 鬼 太郎 を ガー ド マ ン に 雇う 。 


上 | 款 り を 抹 任 。「 最 強 妖 怪 」 4 語 み 商 店 | と 如 か れ て いた 。 
劇 怪 気 象 が 現れ た 東京 で 、 お 札 付 き サ バイ バル セッ ト を ひと つ 1000 円 で 販売 。 42 話 [ ぺ っ た ら ぺた ら こ 」 が 収録 され た 、 妖 怪 た ちの 声 が 聞け る カセ ッ ト テ ー プ の 
飛ぶ よう に 売れ る 。「 異 次 元 」 ” | 販売 。 
5 ジ 2 は ネン = ま 土蔵 か らい ら な く な っ た 骨董 品 を 1000 円 で 買い 取り 、 骨 董 屋 さん に 売る 。 タ 
第 4 部 | 2 語 | 鬼太郎 が 目 目 連 を 追い 出し た 後 、 子 ども の 父親 に 料金 を 請求 。 PA 
| 和 昌 の 呪い を 払う 。 邊 光 に 取り 海 か れ た 上 頭 社長 を 助け る と うそ ぶ き 、 部 | キツ ネ た ち が 行 う 「 衣 人 会 ] で アル バイ ト 。 子 ギツネ を 探し こい く と き に 「 
"| 下 か ら 金 を せしめ よう と する 。 本 | 出 に 成功 し た ら 、 も ち を 10 倍 に し て も らい ます よ !| 
10 話 | 太い の 知れ な い 竹屋 表 の 物件 を 手ごろ な 価格 で 天 売 し て し まう 。 保 険 と し = | 座 生 子 の 悩み を 聞き 、 彼 が 住む 家 を 貨 貸す る 不動 産 屋 に 。 礼 人 3 ヵ月 、 


妖怪 付き 。 





12 話 | 街 に 増え て きた 捨て 猫 を 退治 する 商売 。 後 に 、 猫 裁判 で 死刑 を 宣告 され る 。 









13 話 | 本 物 の 妖怪 た ち を 使っ て 、 「 逃 げ ず に 出れ ば 100 万 円 」 の 妖怪 屋 敷 を 開催 。 





7 半 | 万 円 だ と 思い 込ま され て し まう 。 





吸血 別 エ リー ト に 、 秘 書 と し て 働け ば 報酬 100 万 と 言わ れ 
て 秘書 に な る 。 し か し 、 ギ ター 催眠 に か けら れ 、 石 を 100 











「 メ ン ソ ー レ ホテ ル 」 で 働く 金城 さん と 母 の 再会 シー ン に 感動 し て 大 泣き し 、 
























14 話 | 「 夢 の 世界 を 占う | と 祥 一 の 両親 に 近づき 、 褒 美 を 約束 させ る 。 本 
16 語 部 屋 に 来 た あ か な め と 白 溶 商 を 巻き 込ん で 、「 汚 し て キレ イ に する 」 清掃 業 67 話 封 神 の し め 縄 を 、 税 込み 9800 円 で た ん た ん 坊 へ 売る 。 こ の 仕事 を や り 遂 げ 
” | 社 を 始め る 。 定 れ ば 、 特 別 ボー ナス 100 万 円 が 手 に 入る 予定 だ っ た 。 
- | 人 食い 島 に 、[ こ の 世に 二 つ と な い 真 珠 の 首飾り 」 を 探す の が 目的 で 上 陸 、 | 自分 の 生徒 が 、 女 に 連れ 去ら れ 混乱 し て いる 先生 に 対し 、 妖 怪 授 治 の 
19 話 68 話 に 
する 。 料金 を 請求 する 。 
21 話 | 白粉 か ら [人 間 の 顔 を 秦 う | 白粉 を 受け 取り 、 人 間 た ち に 売り つけ る 。 69 話 2 と いう バイ ク 便 で 働き 、 マ ン ガ 家 ・ 木 水 の 表 へ 原 積 を 





25 話 | 騰 車 の 被害 に 困惑 する 市 長 と 署長 の 前 に 現れ 、「 金 を くれ | 圭二 





il 


em 木 水 の 家 に 来 た ぐ や わ ご ぜ か ら 、 水 木 の マ ネー ジャ ー 料 と し て 4000 円 も ら う 。 























た ら 退 治す る ] と 契約 する 。 ま た 、 夜 の 街 に 出 て 「 妖 怪 封 
じ の お 札 」 を 1 枚 20 万 円 で 売り つけ よう と し た 。 較 1 話 | お 祭り の 忠 店 で 、 30000 円 の 時 計 を 3000 円 だ と 言っ て 売る が 、 本 当 は 300 
E ” | 円 の 価値 し か な い 。 
いさ ーー コ Es = ェ | 人 間 と 妖怪 の 野球 試合 で 、 霊 界 名 物 「 火 の 玉 ボ ー ル 」 を 売り 歩く 。「 た だ 
27 話 | 粗大 ゴミ を 引き 受け 、 永遠 に モノ が 捨て られ る 「 野 づち 塚 」 に 落と し て 処理 。 73 話 EL か アム 3 
の 夜光 ボー ル か 」| と 子ども か ら バ カ に され る 。 
28 話 | クリ スタ ル ボ ー ル 占い 。 な くし 物 、 人 を 探す 。 76 話 雨 を 降ら せる 祈 裕 師 と し て 隆三 の 家 に 現れ 、 祈 笠 料 50000 円 の と ころ 












30000 円 に 負け て 祈 裕 する 。 




















29 話 | ダイ ダラ ボッ チ の 封印 を 解い て 復活 させ 、 そ の 主人 に な っ て 金儲け を 企む 。 





て 大 も うけ を 企む 。 





36 話 | 秋祭り で 、 自 家 製 の 妖怪 シー ル を 販売 。 


お 化け の 生活 改善 コン サル タン ト を 名 乗り 、 傘 化け に 大 金持ち の 死ん だ 人 
間 に 化け させ て 金 を も ら お うと 画策 。 


雷 が 落ち る 事故 が 多い こと に 目 を つけ 、 雷 か ら 電 気 を 集め て 電気 会 社 に 売っ 











夢 歌 団 に さら 小僧 の 「 ぺ っ た ら ぺ た ら こ ] を 歌わ せ 、 大 ヒッ ト さ せ て 金 を も う 
け よ うと 企む 。 











ビビ ビ 保 育 ラ ンド 。「 安 全 ・ 清 潔 ・ 安 い 」 2 歳児 まで が 対象 。 チ ラン に は 、 


81 話 | かぶ わい いあ な た の 子供 さん を 大 切 に あず か り ます 。 愛 を 込め て 」 。 





103 話 | 朽ち て 久しい 寺 に 住み 着い た 「 ね ずみ 妖怪 ] の 退治 。 





輸入 道 が 作っ た コピ ー 品 を 格安 で 販売 。 有 名 デザ イナ ー 
コピ ー| な ど を さら い 輸 入道 に 与え 、 代 わり に コピ ー 品 を も ら っ て 、 に 
妖怪 | 定価 の 3 分 の 1 ぐら い の デ ィ ス カウ ント 価格 で 販売 し て し ま | 時 

う 。 翌日 店 を た た む 。 








バト ラー ズ の 監督 。 サ イン は 1 人 35 円 。 妖 怪 バ ッ ト を 三太郎 少年 に 手 に 入 
れ さ せ 、 バ トラ ー ズ の 監督 に 就任 。「 お ば け ナ イタ ー] 


劇 














書 selection 





妖怪 研究 家 









不思議 事件 解決 コン サル タン ト 根津 見 尾 床 



































怪奇 愛好 家 42 話 人 呼ん で 正義 の 味方 ビビ ビ の ネズ ミ 男 

ゲゲゲ 妖怪 産業 セー ルス マン 第 3 部 | 7 話 ワル タ 観 光 開 発 営業 部 渉外 課 課 長 代理 ビビ ビ の ね ずみ 男 
怪 死 防止 協会 専属 の 妖怪 医 49 名 探偵 ・ シ ャ ー ロ ッ ク ビ ビビ の ね ずみ 男 

妖怪 連邦 の 日 本 代表 53 話 大 日 本 妖怪 研究 帆 取 締 役 兼 営業 部 長 ビ ビビ の ね ずみ 男 
妖怪 霊媒 長井 風 天 第 4 部 | 1 話 自 怪 事件 専門 弁護 士 ビ ビビ の ね ずみ 男 様 

全日 本 死体 愛護 協会 8 話 格闘 技 世界 一 の ね ずみ 男 様 

株 式 会 社 ネズ ミ 男 19 話 妖怪 問題 研究 所 所 長 ビ ビビ の ね ずみ 男 





第 2 部 








ゲゲゲ の 鬼太郎 の マネ ー ジ ャ ー ビビ ビ の ね ずみ 男 住所 …… 
不定 





ね ずみ 仙人 














マス コミ 界 に その 人 あり と 知ら れ た 、 妖 怪 学 の オー ソリ ティ ー、 
ね ずみ 男 先生 


妖怪 コン サル タン ト 
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NeK0mlSl 四 B 


ネコ 娘 


【 ね こむ すめ )】 


ネズ ミ を 見 れ ば すぐ に 変身 ! 
鬼太郎 の ガー ルフ レン ド 

第 2 部 か ら レ ギュ ラー と な っ た 、 鬼 太郎 の 彼女 的 存在 。 
魚 と ネズ ミ 、 お よび ね ずみ 男 を 見 る と キバ を むく 。 強気 
と 甲斐 甲斐 し さき を 併せ 持つ ヒロ イン だ 。 





























章 (68 年 度 上 





この 頃 は まだ 、 ト レー ド マ ー ク 
の リボ ン を し て いな い 。 


この 直前 まで 、3 日 間 な に も 
食べ て いな か っ た 。 


ね ずみ 男 へ の 刺 寄 と し て ゲス ト で 登場 
60 年 代 は 登場 話 数 1 話 の み と 、 ゲ スト 妖怪 の 扱 
い 。 閣 魔 大 王 の 命令 で 、 ね ずみ 男 を 殺す 役 を 
鬼太郎 に 頼ま れる 。「 鬼 太郎 ちゃ ん 」 と 呼ん で い 
る た め 、 上 鬼太郎 と は 仲 が よさ そう だ 。 


旬 第 2 部 (71 年 度 上 
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土 こ ろ び に エネ ルギー を 吸わ 
れ 、 ネ コ 波 に な っ て し まう 。 


アン コー ル ワ ッ ト の 亡霊 に 刀 
で 斬ら れ た こと も ある 。 


神社 の 縁 の 下 に 住む 鬼太郎 の “友だち " 
レギ ュ ラ ー 妖 怪 に な り 、 リ ボン & ワン ピー ス (シー 
ズン 唯一 の 柄物 ) 姿 で 登場 。 鬼 太郎 宅 に も 遊 
びに 来 て 、 日 玉 お や じ の 世話 も する 。 鬼太郎 
と 仲 が よく 、2 人 で 手 を 繋ぐ こと も あっ た 。 



























































ふく ろ さ げに 妖怪 エネ ルギー を ユメ コ と は 鬼太郎 を 巡っ て ラ 
取ら れ 、 べ ぺら ぺら に な る 。 イ バ ル 関係 。 だ が 仲 は よい 。 
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*% 第 3 部 (85 穫 ) 


ユメ コ と 仲 は いい けど 意識 は し ちゃ いま す 

恋愛 要素 が ある 第 3 部 で は 、 鬼 太郎 の が ガー ルフ レン ド と 綴 調 し た り 、 
ユメ コ を ライ バル 視 す る な どの 三角 関係 も 描か れる 。 オ シャ レ も 意識 す 
る よう に な り 、 着 物 姿 や イヤーマフ ラー を つけ た 冬 服 も 披露 し た 。 性 格 
は 前 シリ ー ズ より 、 強気 で 活発 に 描か れ て いる 。 


また た び 餅 を 作り みん な に 振る 舞う な ど 、 料 理 
好き な 面 も 見 せる 。 着 物 や 花嫁 衣 舌 など コ スプ 
レ も シー ズン 最多 を 誇る 。 悪魔 ベリ アル と の 戦い 
前 に は 「 勝 利 の お まじ な い 」 を 。 
























還 
選 
ら の 
ゴ 
に 
回 
Lv 
燃 








砂 か け 婆 、 子 泣き 苑 と 顔 と 体 食事 の ネコ 缶 は コン ビニ で 購 
が 混 さ っ て し まっ た 。 入 し て いる 。 





美 少 女 化し た ネコ 天 だ が 、 化 け 猫 バー ジョ ン は 健在 

や や ボー イッ シュ な 第 3 部 に 比べ 、 か な り 美 少女 に バー ジョ ン ア ッ プ 。 
紫色 の 交 で 刈り 上 げ お か っ ぱに 変わ る 。 性 格 も 芯 の 強 さ と 控え め な 部 
分 、 女 の コ ら し いや わら か き を 併せ 持つ 、 鬼 太郎 の 名 パー トナ ー だ 。 
きれ いな 歌声 で 息 念 の 塊 を 鎮め た こと も 。 











神社 の 縁 の 下 に 住み 、 カ ツ オ ブシ が 好物 。 魚 
と ネズ ミ を 見 る と 牙 を むく 。 2 部 で は 、 鬼 太郎 に 
"ネコ ちゃ ん "と 呼ば れ て お り 、 目 玉 お や じ の こ 
と を 「 お 父さん 」 と 呼ん だ こと も あっ た 。 

















第 2 部 PROFILE 








普段 の 食事 は [コンビニエンス 24| で 購入 し 
た ネコ 向 。 模型 飛行 機 に 乗っ た り 、 ジェ ッ ト コ ー 
スタ ー に 乗っ た り と 、 や は り ス ピー ド 狂 な の か も 。 
妖怪 バス ツア ー に も 参加 し て いる 。 























第 4 部 PROFILE 








0 2 4 














$ ネコ 女 vs. ね ずみ 


バト ル シ ー ン か ら 仲 が いい シー ン ま で 、2 人 の 関係 を 追っ て みよ う 。 





















































































































































































































































因縁 は ここ か ら 。 
60' ネコ 妨 初 登場 は 
ね ずみ 男 と の 絡み !『 
調子 に 乗っ て いる ね ずみ 男 
を 懲らしめ る た め 、 朱 太 郎 
に 協力 する ネコ 娘 。 第 1 部 
で は 、 ネ コ 娘 が 登場 する の 
は この 1 回 の み で 、 ね ずみ 
12 人 の 初 ゲン カ 。 服 男 と の 記念 すべ き 初 対面 で 1 ニラ メッ コ (?) で 嫌 
を ボロ ボロ に され .、 え も ある 。 こ の 時 に 後 の シ ー ズ い 度 を アピ ー ル する こ 
『 み 男 。 第 20 計 6 RE 異 次 元 |。 
ー 和 人 レル て ね ず ン へ と 続く 、 ネ コ 旭 と ね ずみ | の 
み 男 に 紹介 され る ネ 男 の 力 関係 が 確立 され た と 出 で き た と 勤 違 いし て 
コ 眼 は お し と や か 。 いっ て も 過言 で は な い 。 キス 。 劇 [ 妖 怪 大 戦争 | 






















ほか の シリ ー ズ と 
比べ 距離 が ある 
よう に 感じ る ? 

「 あ の ね ずみ 男 ] と いっ た 、 
バカ に する 発言 が 多く 、 よ く 
裏切る ム ね ずみ 男 に 対し て 好感 
を 持っ て いな い 。 泥 田 坊 に 襲 
われ た の を 助け る な ど 仲 間 と 
し て 認識 は し て いる が 、 ネ コ 
娘 側 か ら ね ずみ 男 に コン タク ト 















1 ね ずみ 男 が 顔 を ひ 
っ か か れる の が お 約 


† 身長 の 差 も 、 ね ず 
み 男 に は あり が た か っ 







ける …・。 第 2 話 に BI 束 。 第 19 話 
月 H9e が な く 4 交 2 
ち : 入 む ネコ 娘 を ね ずみ る 。 会 っ た だ け で ネコ 娘 の 形 っ て ネズ ミ に 変え られ 
男 が 鶏 め る 。 第 5 話 相 が 変わ る こと は な く な っ た 。 る の を 胡 上 第 109 語 








$ ネコ 娘 コ スプ レシ ョ ー 


レギ ュ ラ ー に は な っ 
た も の の コス プレ は 諾 
少な い 。 だ が 、 レ 
オタ ー ド な ど イ ン パ 
クト の 強い 格好 を す 

る の が 特徴 。 5 





70 








コス プレ 回 数 が 
番 多 いこ の シリ ー ズ 
で は 、 型 を 変え 
る 、 花 嫁 衣 且 を # 
る な ど と いっ た 派手 
な 変化 が み ら れ る 。 




















80' 
第 13 話 中 還 要 
着物 次 


メイ ド 姿 を は じ め と 
する 萌え コス チュ ー 
ム か ら 、 大 人 "と いっ 
た 身体 的 な 変化 ま 
で 。 コ スプ レ が 変 
化し た 90 年 代 。 





90' 


鬼太郎 に 化け る 大 人 に な る 人 間 の 女の子 


メイ ド 姿 


本 質 的 に 仲 が よく な い ネ コ 娘 と ね ずみ 男 だ が 、 そ こ は 妖 怪 仲 間 。 


詩 と し て 心 が 通じ る こと も 。 


顔 を 合わ すず と ケン カ 
ば か り の 2 人 だ が 

じつは 伸 が いい !? 
ひっ か いた り 、 化 け 猪 の 姿 
に な っ て し た りす る 機会 が 
増え 、 良 くも 悪く も ね ずみ 易 
と の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 多く 
な る 。2 人 の 関係 が コミ カル 
に 描か れ て いる た め 、 フ ァ ミ 
リー 内 で は 仲 が 悪い と いう よ 











、 り も ケン カ 仲 間 と し て 、 場 の 











雰囲気 を 和 ま せ て いる よう 
だ 。 接触 す る こと も 多かっ た 。 


暴走 する ね ずみ 男 を 








一 応 尾 配 レ し て いる 


大 人 に な っ た ネコ 娘 
クー ル な 印象 さえ 受け る 第 4 
部 の ネコ 娘 。 そ し て 、 シ ー ズ 
ン 最高 の は じ け っ ぷり の ね ず 
み 男 は 、 か み 合 わな いこ と も 
多い 。 し か し 、 ね ずみ 男 に 
食事 を 差し 入れ た り 、 生 気 
を 失っ た ね ずみ 男 を 心配 し た 
り と 、 ネ コ 娘 は な に か と 気 に 
か け て いる よう す 。 も ちろ ん 
ケン カ は 相変わらず だ が 。 

















女性 キャ ラ が 少な い 鬼 太郎 ファ ルリ ー の な か で 、 唯 一 華 の ある 若く て か わい らし い 女 の コ 
妖怪 ・ ネ コ 娘 。 定 番 の リボ ン && ワン ピー ス 姿 以外 の きま ざま な スタ イル を 一 挙 紹介 。 
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『 


sunakakehaha 


砂 か け : 


【 す な か け ば ば あ 】 


鬼太郎 を 息子 の よう に 可愛 が る 
妖怪 医学 に も 詳し い 頼 れる 味方 
砂 を か け て 相手 の 視界 を 夫 う 砂 か け 疲 太郎 を 息 
子 の よう に 可愛 が り 、 行 動 を 共に する こと も 多い 。 知識 

豊富 で 、 鬼 大 郎 の ビン チ を 何 度 も 救っ た 。 子 普 穫 
と は 、 な か な か の 名 コン ビ で ある 。 


第 1 部 (68 年度 版 ) 




































初 登場 の 回 か ら 。 顔 が 現在 西洋 妖怪 と 戦い 、 一 度 命 を 
と は 大 きく 異な っ て いる 。 落と し て いる 。 

き に 現れ 鬼太郎 を サポ ー 
第 1 部 で は 、 ゲ スト キャ ラ 扱 い 。 し か し 、 系 太郎 
の 頼れ る 味方 と いう スタ ンス は 、 こ の 頃 す で に 確 
立 し て いる 。 妖怪 医学 に 長け 、 占 いや 術 を 使う 
な ど 、 後 に 出 て くる 設定 は すべ て 揃う 。 


* 第 2 部 (7 年度 版 ) 























数 少な い 第 2 部 で の コス プレ 。 
ナー ス 姿 で 登場 し た 。 





砂 か け 流 の アパ ー ト に ある テ 
レビ を 住人 た ちと 見 る こと も 。 


妖怪 アパ ー ト を 作り 大 家 に 
味方 と し て レギ ュ ラ ー 入 り 。 鬼太郎 や 目玉 
お や じ に 意見 で きる 数 少な い 妖怪 の ひと り 直 
で も ある 。 妖怪 アパ ー ト の 大 家 と し て は 、 
この 第 2 部 が 最初 。 他 の シー ズン に 比べ 
て 、 肌 の 色 が 黒い 。 































































































毒 に つい て も 詳し い 。 鬼 太 
郎 曰く 、 妖 怪 医術 の 先生 。 





砂 か け 婆 と 子 泣き 苑 も 妖怪 た 
ちの 術 に か か り 竹 人 間 に 。 
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80' $ 上 っ gd (85 年 度 
鬼太郎 の よき 母親 代わ り 


母性 本 能 が 強く 、 鬼 太郎 の 母親 的 な 役割 も こなす 。 そ の た め 、 つ ね 
に 鬼太郎 た ち を 怒鳴 っ て いる 印象 が 強い 。 砂 を 地面 か ら 拾 っ て か ける 
こと が な く な り 、 着物 の 挟 や 堂 か ら 砂 を か ける 。 妖怪 マ ッ サ ー ジ な どの 
新 術 も 披露 。 帯 も チェ ッ ク 柄 に 変更 され た 。 


























】 2800 歳 (第 107 話 で は 、1200 歳 )。 家族 は いな 
で いよ うだ 。 し か し 物語 の 終盤 に は 、 子 泣き 爺 と 恋 
伸 に な っ た 。 また 、 胡 婆 の 素性 に 詳し か っ た 

沈 た め 、 親 戚 だ と 思わ れ た こと も ある 。 
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第 4 部 で は コス プレ も エス カ 白粉 婆 に よっ て 顔 を 取ら れ て 
レー ト 。 こ ちら は 芸者 姿 。 し まい 、 の っ ぺら ぼう に 。 





喜 を 使っ て 攻撃 力も アッ プ 

シー ズン 唯一 の 黒髪 と な り 、 そ れ ま で より 若い 印象 を 受け る 。 働き 者 で 
世話 好き と いう 面 が 強調 され 、 ア パー ト の 住人 に 対し て 料理 を 振る 舞う 
こと も あっ た 。 砂 を か ける 「 砂 か け マ シン ガン 」 以外 に 、 新 た な 小道 
具 と し て “妖怪 を 封印 する 奄 " を 使用 する 。 








































































記 過去 の 生い立ち な ど は 不明 。 ね ずみ 男 か ら 「 死 四 子 泣き 多 と は 古く か ら の 、 ま き に 腐れ 縁 。 回 想 
者 を 菊 ら せ て や る 」 と 言わ れ 、 死 ん だ 孫娘 に 9 | シー ン に は 400 年 前 の 姿 や 、 ニ セ モ ノ だ が 間 
所 会 いた いと 言っ た こと も ある が 、 実 際 は 基 娘 な E 間 た 契 っ た と いう 漁師 が 登場 。 厚 化粧 し た り 、 女 
さ どい な か っ た 。 ミ 隊 に な っ た り と お 失い 康 も 地 えた 。 

* ら 

で 


0 








d 砂 か け 婆 * 技 & 術 人 コ レク ショ ン 砂 か け 湊 と いえ ば 、 相 ヨ 








初期 は 地面 か ら 砂 を すく っ て 相 
手 に か け て いた 。 第 1 部 ・24 話 








ー 世 一 代 の 秘術 。 え ん ら え ん ら を 
砂嵐 で 巻き 込む 。 第 3 部 ・107 話 








第 3 部 以降 で は 、 堂 や 拓 か ら 砂 を 


出す こと が 増え た 。 第 3 部 ・1 話 





英 の 侵 人 を 防ぐ 。 だ が 、 津 波 や 
雪崩 に は 弱い 。 第 4 部 ・109 話 














占い に よっ て 、 白 山 坊 を 追い 出 
す 方 法 を 伝 援 。 第 1 部 ・24 話 

















月 玉 お や じ か ら の SOS を 髪の毛 





を 伸ばし 受信 。 第 2 部 ・19 話 








眠り 草 に 、 イ モリ と カエ ル の 血 の 
粉 で 効果 アッ プ 。 第 3 部 ・22 話 


* 妖怪 アパ ー ト の 変遷 


1 
まだ アパ ー ト は な く 、 富士山 の 据 野 
に 別荘 を 建設 別荘 は 後に も 登場 。 








子 泣き 苑 、 山 小僧 、 ぬ りか べら 
と 、 少 女 を 救う 。 第 1 部 ・29 話 





いや み に 毒 され た 鬼太郎 の 
魂 を 清め た 。 第 2 部 ・27 話 





ガム を ふく ら ま せ て 、 中 に 入る 
と 無敵 に な る 。 第 3 部 ・46 話 








妖怪 アパ ー ト が 完成 。 や た ら と 壊 
され 、 そ の た びに 住人 が 修繕 。 





1O『 台 











アカ マタ が 吐き 出し た 粘液 を 、 
は ね 返す 。 第 1 部 ・39 話 


合体 で き な い 砂 
分 離 を 得意 と する 、 く し ゃ み の 精 に 
対し て 放っ た 砂 。 劇 「 最 綴 放 性] 


F の 動き を 封じ る 砂 か け と 、 か ず か ず の 秘 
術 が 印象 的 。 そ ん な 技 と 術 を ピック アッ プ し て 紹介 。 


- 。 砂 か け バ リエ ーション 





割れ た 鏡 の 破片 を 集め 、 砂 を 
か け て 蘇ら せる 。 第 4 部 ・4 話 





砂 を カジ キマ グロ の 形 に し て 、 雲 
外 鏡 に 放っ た 。 第 1 部 ・29 話 








鏡 に 閉じ 込め られ た 太 郎 
を 復活 させ る 。 第 3 部 ・2 話 





火鉢 で イモ リ の 粉 と 髪 ・ 爪 を 焼き 、 
白 仙 坊 を 見 抜く 。 第 3 部 ・11 話 


お ば ば パラ シュ ー ト 
一 反 $ め ん か ら 飛 び 降 り 、 野 づち 
に わざ と 食わ れる 。 第 4 部 ・27 話 


に | バ | 
より 大 きく 近代 的 に 。 住 人 た ちち 
第 2 部 か ら 若 干 変更 に な っ た 。 











月 の 光 を 集め る た め 、 ぬ りか 
べ を 磨い た 。 第 4 部 ・93 話 














玉 に な っ た 鬼太郎 に か け て 、 元 
の 次 へ と 戻す 。 第 3 部 ・20 話 











若返り マッ サー ジ 
老人 に され て し まっ た 遇 太 郎 を 


元 の 次 に 戻す 。 第 3 部 ・44 話 











o 甘 湊 み F 直 S③ 注 泊 S③ 





に 


当選 半 


びな は で 時 。 は 竹早 型 


砂 か け 婆 の ち も う ひと つの 顔 と いえ る の が 、 妖 怪 ア パー ト の 大 家 だ ろう 。 行き 場 の な い 妖 
怪 や 、 親 し い 仲間 を 住ま わせ て いる 。 家賃 も ちゃ ん と 徴収 し て いる の だ が ……。 


内 


0 2 





や 


さ 取 
に な が # じ EuJ】 


石化 し て 相手 を 攻撃 する 

砂 か け 婆 と は 気 の 合う 仲間 
鬼太郎 ファ ミリ ー の ひと り 。 し が みつ く と 離れ ず 、 石 化し 
て 最大 1 t の 重き に 。 こ の と き 、 赤 ん 坊 の 声 を 発する の 
が 名 の 由来 と な っ て いる 。 酒 が な に より 好き で 、 そ れ に 
より ピン チ に 陥る こと も 少な く な い 。 


第 1 部 (68 年 度 上 




































初 登場 時 の 姿 。 砂 か け 渡 と 
同様 、 騙 冠 印象 が 異な る 。 


西洋 妖怪 と 激戦 を 繰り 広げ 、 
敗れ 去っ た こと も ある 。 

_/ 鬼太郎 を 助け 、 強 敵 相手 に 大 活躍 する 
砂 か け 波 と 揃っ て 登場 する こと が 多い が 、 ど ちら 
か と いう と 砂 か け 婆 と は ケン カ 仲 間 と いっ た 感じ 。 
性 格 は いた っ て の ん き 。 赤ん坊 の 泣き 声 で 、 う ぶ 
め を お びき 出し た こと も ある 。 


旬 第 2 部 (71 年 度 上 











ね ずみ 男 に 大 量 の 酒 を 飲ま さ 
れ 、 鬼 太郎 の 裁判 を 欠席 。 





妖怪 アパ ー ト が 壊れ た と き の 
修繕 役 と し て も 活躍 。 


妖怪 アパ ー ト で の ん びり 暮らす 
砂 か け 沙 と も ども レギ ュ ラ ー に な り 、 妖 怪 
アパ ー ト の 住人 と な っ た 。 単純 で ボー ッ 
と し て いる の は シー ズン と お し て だ が 、 
第 2 部 で は や や 気 の 荒 いと ころ も 目 立 
つ 。 ゲ ー ム と 酒 が な に より 好き 。 

































































ね ずみ 男 と と も に 、 妖怪 病院 日 本 妖怪 の 戦闘 隊長 と し て 
に 入院 し た こと も 。 チー た ち に 挑ん だ 。 
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つい に 、 ケ ンカ 仲間 だ っ た 砂 か け 婆 と 恋仲 に ! 
鬼太郎 ファ ミリ ー と し て より 活躍 の 場 が 増え 、 頼 りな さそ うな と ころ も 多 
少 は 減っ た よう だ 。 劇 「 最 強 妖怪 ] で は 、 日 本 妖怪 軍 を 指揮 し て 、 鬼 
太郎 の 救出 を か け て 中 国 妖怪 た ちと 激戦 を 繰り 広げ る まで の 立場 に 。 
砂 か け 疲 と は 物語 の 終 比 で 、 晴 れ て 恋仲 と な る 。 











中 3100 歳 。 え ん ら え ん ら が 住み 着い て いた 炭焼 
き 小屋 の 老人 と は 旧知 の 仲 。 彼 が 死ん だ と き 
に は 、 ひ と り 有 市 い 酒 を 飲ん で いた 。 シ リー ズ の 
ラス ト 間 近 に は 、 砂 か け 引 と 結ば れる 。 
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上 ご : SS 3 
黒髪 切 に 眉毛 を 切ら せ 、 茎 
に すれ ば よかっ た と 後悔 。 





いのしし に 乗り 裁判 へ 向かう 
が 、 時 すでに 遅し 。 









本 当 に 子ども !? お ちゃ め 度 が アッ プ 
きら に 、 と ぼけ た 感じ が 増し た 第 4 部 の 子 泣き 爺 。 骨 童 品 が 高い と 開 
いて 石像 に な りき っ た り 、 砂 か け 婆 た ちと 「 だ る まさ ん が ころ ん だ 」 を し 
た り と 、 ち ゃ め っ け も た っ ぷり 。 敵 に や られ た 鬼太郎 に 、 妖 怪 心臓 マッ サー 
ジ を 施し た こと も ある 。 石 に な ら ず と も ビス トル 玉 は 利 か な い 。 

















ね ずみ 男 か ら 「 死 者 を 財 ら せ て や る 」 と 言わ れ 、 


別れ た 女房 と 会 いた いと 告げ る 。 し か し 、 別れ 
た 人 間 " は ダメ だ と 言わ れ た 。 砂 か け 疲 の 生 い 
立ち が 嘘 だ っ た の に 対し こち ら は 本 当 の よう だ 。 
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ね ずみ 男 に 付い て 、 死 者 に 会 を る と いう 「 妖 
8 怪 天 国 ツア ー」 に 、 砂 か け 婆 ら と 参加 。 こ の 時 、 
誰 に 会 う の か は 劇 中 で は 明か されない が 、 会 
いた いと 思う 者 は いた よう だ 。 








、 コ 
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更 子 泣き 爺 技 コ レク ショ ン 




















だ 
ゴッツ ン 頭 突き 


ひつ っ くし ゃ っ く の 術 


* 砂 か け 婆 と 子 泣き 苑 の 関係 





1 吸血 妖怪 の 手 か 
ら 、 麗 山 の 妖怪 血液 
銀行 を 守る 2 人 。 で も 
ケン カ 。 第 52 話 
ー 仲 間 た ち が や られ 
て 、 慰 め あ う 。 第 10 話 








† 同じ 回 で 2 回 の バ 
トル 。 本 当 に 仲 が 悪 
そう 。 第 26 話 

ー ト ラン プ で 遊ぶ 2 人 。 
"仲間 ' と いっ た 印象 
が 強い 。 第 30 話 

















時 か ら 必 久 技 「 ゴ 


上 信 を 食らわ せる 。 














吸血 鬼 の 上 に 
乗っ て ジャ ンプ 。 
地面 に 相手 を 
埋め 込ま せ て し 
まう 技 。 第 1 部 ・ 
11 話 




















和牛 擬 と 化し た 
鬼太郎 に 上 空 


ッ ツ ン 頭 突き 」 


第 4 部 ・6 話 


悪魔 ベリ アル 
に 、 し ゃ っ くり を う 
つ し た 。 敵 の 行 
動 を 制御 で き 
る レア な 技 だ 。 
第 1 部 :30 話 


仲良 し と いう より 
古く か ら の 知り 
合い に 過ぎ な い 
お 互い を バカ に し つつ も 信 
頼 し あっ て いる 、 気 の 合う 
仲間 と いっ た 感じ 。 ま だ まだ 
2 人 が 接近 する に は 程遠い 
よう に 見 える 。 し か し 、 砂 か 
け 婆 が 建て た と いう 別荘 に 、 
鬼太郎 を さそ っ て 出かけ て 
いる こと か ら 、 意 識 を し て い 
る と は 思わ れる の だ が 。 ケ ン 
カ の 回 数 も それ な り 。 


会 えば ケン カ ! 
違っ た 意味 で 仲 を 
医 い た く な る 2 人 
ケン カ す る ほど 仲 が いい を と 
お り 越し て 、 本 当 に 仲 が 悪 
い の で は と 思え る ほど ケン カ 
が 絶え な い 。 砂 か け 疲 の 口 
調 も る 、 ほ か の シー ズン に 比 
べべ て キツ イ よ うな 気 も する 。 
し か し 、 そ れ で も 砂 か け 疲 
の 妖怪 アパ ー ト に 間借り し 
て 、 一 緒 に トラ ンプ に 興じ る 
な ど 、 友 人 に は 違い な い 。 




















石化 の バリ エ 
ーション の ひと 
つ 。 地下 王国 
行き の 厚い 壁 
を ぶち 破っ た 。 
第 3 部 :18 話 














めった に 出さ ぬ 
技 。 手 を 握っ た 
ネコ 眼 を 、 石 に 
変化 させ 、 攻 撃 
を 退け た 。 第 4 
部 24 話 


ダム の 決壊 を 
ョ 防ぐ た め 、 石 に 
な っ て 漏れ て い 
る 水 を せき 止め 
る 。 呼 中 が 心配 
第 4 部 .56 話 


第 3 部 で は 実際 に 恋仲 と な る 2 人 だ が 、 












「 お 前 に 技 が あっ た な ん て 」 と 驚い た 砂 か け 疲 で は な い が 、 子 泣き 苑 の 技 が 少な 


い の $ 事 実 。 石 化 の バリエ ーション を 含め た 、 子 泣き 爺 の 技 を セレ クト し て みた 。 


子 泣き 苑 の 一 
般 的 な 技 。 し が 
みつ いた ら テ コ 
で も 離れ ず 、 
く な る 。 第 3 部 ・ 
選 話 





画 


仲間 と と も に 自 
分 が 持つ 最大 
記 の 霊力 を 中 太 
郎 に 送り 、 神 木 
を 復活 させ た 。 
第 4 部 52 話 





敵 か ら の 攻撃 を 、 
石化 し て か わす 。 
大 振 の 攻撃 は 受 
旧 け 付け な いい 鉄 


ほか の シー ズン で は 単なる ケン カ 


仲間 と いう 気 も ……。2 人 の 微妙 な 関係 を シー ズン ご と に 追う 。 


† 全体 を と お し て ケ 

ンカ らし いも の は 見 
当たら な い 。 じ ゃ れ 合 
っ て いる ? 第 84 話 
ーー つ い に 2 人 は 恋 
仲 に な る 。 第 107 話 軒 





† 皮肉 も 「 オ マエ は 
あの 頃 か ら ば あさ ん じ 
や ゃ っ た ぞ ] が 限界 か 。 
第 27 話 
ー ビ ピン チ に な る と 告 
白 タ イム 。 第 41 話 

















年 の 差 300 歳 の 
お 似合い ? カ ッ プ ル 
ここ に 誕生 

古く か ら の 知り 合い と いう 設 
定 。 と ぼけ た 子 泣き 爺 と 、 
気 の 強 いし っ か り 者 の 砂 か 
け 婆 は な に か と 気 が 合う よ 
うだ 。 憎まれ 口 を 叩き 合っ 
て いた が 、「 砂 か け の 」「 子 
泣き の 」 と 、 お 互い を 認め 
合い 、 助 け 合 っ て いる 印 
象 を 受け る 。 と も か く 、 シ リー 
ズ 終 盤 で は つい に 恋仲 に 。 


ビ ピンチ の と き は 
お 互い を ほめ 合う 
認め 合っ た 2 人 
気心 が 知れ た 旧知 の 仲 。 
第 3 部 で 結ば れ た も の の 、 
また し て も 振り 出し に 逆 戻 
り 。 し か し 、 シ ー ズ ン と お し 
て 一 番 し っ くり くる 気 が す る 
の も 確か 。 登場 する の は 
必ず 2 人 一 緒 だ し 。 徐 地 
に 立た され る と 、 お 互い を 
ほめ 合う の は 、 第 4 部 の お 
約束 に な っ て いる 。 
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Ittam 品 0 中 6 


一 反 も めん 


【\ ゝ っ た ん も めん 】 


水 を が けれ ば た ち ま ち 復 活 
鬼太郎 を 乗せ て 空中 を 舞う 


長い 反物 の よう な 体 で 宙 を 舞う 一 反 も めん は 、 鬼 太郎 
を 乗せ て 運ぶ の が 主 な 見 せ 場 。 ど の シー ズン も 2 一 3 人 
な ら 乗 せ て 飛べ る らし い 。 英 に 巻き 付き 息の根 を 止め 
る 技 も 持つ 。 再 生 能 力も ピカ ー。 


60'> 更 第 1 部 (68 年 度 上 






嫌い な も の は ハサミ ? ハサミ 一 反 も めん が 想像 する 彼女 
が 迫っ て くる 悪夢 に うな され る 。 の イメ ー ジ 。 変わ っ て ます 。 
























旬 第 3③ 部 (85 年 度 版 


九州 弁 を 使い 、 ひ ょ うき ん な が ら 真 面目 な 性 格 

それ まで の イメ ー ジ を 一 新 し 、 九 州 弁 で し ゃ べり まく り 。 控えめ な 性 格 
だ が 、 か な り の ひょう きん 者 で ある 。 鬼 太郎 が 移動 する 際 に は 、 文 句 
も 言わ ず に 空 を 飛ぶ 。 多 少 、 気 弱 な 面 も 見 せる が 、 鬼 太郎 を 救う た 
めで あれ ば 敵陣 へ と 果敢 に 飛ん で いく 。 





























八 百 八 旬 に 関し て 、 意 外 と 
物知り な 面 を 見 せ た 。 








燃やさ きれ た り 、 切 られ た りす る 以外 に 、 妖 気 を 
吸わ れる こと も あっ た 。 海 の 中 に 落ち 濡 れ て し 
琶 』 まう と 、 低空 飛行 し か で き な く な る 。 村 の 盆 史 

時 り 大 会 で は 、 太 鼓 を 叩い て いた 。 















登場 回 数 は ぬり か べ 以 下 
第 1 部 で は 、5 回 し か 出演 し て いな い 。 性 格 
も 出 て くる た び ご と に 佑 う が 、 第 22 話 で は 、 
休 沈 NE5 コ 57 日 先 で ね ずみ 男 を 各 い 刑部 狐 を 倒 そ うと 
糸 さ え あ れ ば 復活 。 する 勇敢 な 妖怪 と し て 登場 し た 。 


第 2 部 (71 年 度 版 
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の っ ぺら ぼう の アジ ト で 顔 を と 
られ る 。 悲惨 な 状態 も 多い 。 


鬼太郎 を 乗せ 、 チ ー の 待つ 
妖怪 城 へ と 乗り 込む 。 





ar モン / 
ロー の 前 で は デレ デレ 。 


90' > 更 第 4 部 (97 年度) 


布 も 圧倒 的 に 長く な り 、NO と 言え る 性 格 に 

第 4 部 で も 九州 弁 を 使う 。 し か し 、 口 数 と ひょう きん さ は 抑え られ 、 遠 
が 強い 。 し か し 、 第 14 話 で は 「 へ リ 代 わ 方 へ 飛ぶ こと を ぐず る と いっ た 自己 主張 も 増え た 。 体 が ぐっ と 長く な り 、 
り に 使わ れ ち ゃ か な わん よ 」 と 、 非 協力 スマ ー ト さ が 強 調 さ れ 、 裁判 の 前 に は 自分 の 体 に アイ ロン を か ける な ど 、 
的 な 衣 度 を 見 せ て いる 。 語 s ユ | シー ズン 中 一 番 の お し ゃ れ か も ? 


みず か ら 体 を 切っ て 区 地 を 脱 す る こと も あっ 
国 軒 た 。 ま た 、 い や み の 毒 気 に や られ た 太 郎 に 
は 食い ちぎ られ 、 和牛 と な っ た 鬼太郎 に は 食 
べら れ た こと も 。 ハ エ が 嫌い 。 








^ 鬼 太郎 カマ ボコ "を 乗せ て 、 
恐山 の 妖怪 病院 へ 運ぶ 。 


な に も 言わ ず に 鬼太郎 を 運ぶ 
ほとん ど 一 貫 し て し ゃ べら な い 妖 怪 と し て 
描か れ 、 鬼 太郎 の ^ 乗 り 物 ? と いっ た 印象 















































第 1 部 ・10 話 で 初 登場 する が 、 そ の 生い立ち 
な ど は 一 切 不明 。 チ ョ コレ ー ト が 好物 らし く 、 
ね ずみ 男 か ら チョ コレ ー ト を 条件 に 「 世 界 妖 怪 
ラリ ー] の 中 継 車 代わ り を 引き 受け た 。 

















2 部 PROFILE 
第 4 部 PROFMLE 
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huPikahBe 


」 後 神 の 美 し さ は に 、 さ す が の ぬ 
P 『 りか べ も 溶け て し まっ た 。 
【 ぬ りか で 】 


仲間 の ビンチ に 現れ て 
壁 と な る 縁 の 下 の 力持ち 


ある 時 は 鉄 右 と な っ て 仲間 を 守り 、 あ る 時 は その 巨体 
で 敵 を 犯し つぶ す プ レス 機 と し て 活躍 。 体 に 敵 を 塗り こ 用 ペリ アル の 度 法 で 、 き 
め て し まう 必殺 技 も 持つ 頼れ る 味方 だ 。 だ が 、 ど て っ SR 

腹 に 風 容 を 開け られ る こと も 多かっ た 。 


60'> 賜 第 1 部 (68 年 度 上 ) 


帆 の 代わ り と な る 。 使 い 
勝手 の 良さ も 魅力 。 






































80'> 東 第 3 部 (85 年 度 上 ) 


突然 現れ て 仲間 の 窮地 を 救う 頼も し い 仲間 
仲間 の ピン チ に 「 ぬ りか べ ベー」 と 、 避 移 と 現れ て は 攻撃 の 盾 に な る 神 
出 鬼 没 な 妖怪 に 変化 。 だ が 、 英 の 妖怪 も 強力 に な り 、 生 気 や 血 を 吸 
われ て し まう こと ゃ 激増 。 ふにゃふにゃ に な っ た り 、 小 さく な っ た りす る こ 
と も し ば し ば 。 体 に ペイ ント する こと も あっ た 。 































穴 を 開け られ 、 鬼 太郎 に 針 と 






































系 で 縫っ て も ら 2。 

2 ヨ 雪山 で 遭難 し た 少女 ・ 紅 子 と 心 通 わせ 、 彼 
PA に 9 | 炎 の た め に 鬼太郎 と 戦う な ど 、 純 情 な 一 面 も 
SH 上 千 つ 。「 人 間 と 妖 尾 友好 欠 り 大 会 」 で は 
攻 は 少な く 、 体 の 大 き さ を 自由 に 変え られ る 瞬 ” ||8 的 当て の 的 に な る 茶目っ気 も みせ た 。 








特技 を 持っ て いる 。 鬼 太郎 た ち が 乗る 船 の 
山 と し て も 重宝 され た 。 


























感情 を 出さ な い 少年 ・ 太 郎 を 
笑わ せよ うと 試み る 。 





骨 女 た ちの 骨 投 げ 攻 撃 に 、 
勅 と な っ て 仲間 を 守る 。 






大 海獣 の 光線 を 浴び 、 毛 む 
くじ ゃ ら に な っ て し まう 。 








人 分 で 高く ジャ ンプ し て 、「 ゆ り iL 四 ui -- 商 / 
Pe 品 局 | 0 の 更 第 4 部 





















































より 活発 に アク ショ ン を こなす > 

話 怪 アパ ー ト の 住人 と し て 半 レ ギュ ラー 旧 還 顔 を 盗ま れ た り 、 電電 

参加 。 人 を 疑う こと を 知ら な い 、 心 や き いき な り 地面 か ら 出現 し て 、 敵 の 前 に 立ち は だ か る 。 傷つい て も 、E 
し い 力 持ち の イメ ー ジ 。 走 る 、 ジ ャ ンプ 分 で 左官 道 内 を 使い 補修 する 器用 な 面 も 持っ て いる 。 妖怪 磨き 粉 で 
する な ど 、 他 シー ズン に は な い オ リ ジ ナ 表面 が 負 の よう に な っ た こと や 、 大 海獣 の 光線 で 毛 だ ら け に も な っ た 。 
ル な “動き ′ を 見 せる 。 また 、 ダ イダ ラボ ッ チ の あま り の 巨大 き に 退却 する ひと こま も 。 

還 お に ぎり を 食べ る な ど 、 食 事 は いた っ て 普通 の 四 幅跳び に 挑戦 する も 、 記 録 は 33cm。 鬼 太朗 

和 も の 。 と くに 果物 が 好き な よう で 、「 ヤ マブ ドウ 回 た ち を 助け た いと いう 強い 思い で テレ ポー ト ま で 

還 は 格別 の 味 ] と 総状 し て いる 。 第 1、2 部 と も 9 し て し まう 。 ち な み に 、 反 物 に きれ る 前 に 食べ 

お それ ほど 登場 同数 は 多く な い 。 さき させ られ た の は 、 干し だ っ た 。 











1 


0 





妖怪 の 章 
~3 や っ Guest 編 ご ご 


鬼太郎 に 襲い か か っ た 凶悪 な 妖怪 や 悪魔 た ちや 、 
また 、 と も に 悪 の 妖怪 を こら し め た り 、 人 間 を 救っ た 仲間 た ち 。 
全 4 部 と 劇場 版 な と に ゲス ト と し て 登場 し た 妖怪 ・ 全 374 種 、724 体 を 一 挙 紹介 。 





0 この 妖怪 カタ ログ の 使い 方 

この コー ナー は 、 ゲ スト と し て 登場 する 妖怪 を 五 十 音 順に 掲載 し て いる 。68 年 放映 作品 を 「 第 1 部 ] お よび [60 年 代 版 ]、71 年 放映 作品 を 「 第 2 部 ] お よび [70 年 代 版 」、85 年 放映 作品 を 「 第 
3 部 お よび 「80 年 代 版 」、96 年 放映 作品 を 「 第 4 部 ] お よび [90 年 代 版 」 と 表記 。 な お 、 第 1 部 と 第 2 部 は 連続 し た 作品 と みな し て いる 。 劇場 版 は 以下 の よう に 略し て いる 。「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] 
= 劇 「 ゲゲゲ の 擬 太 郎 」、[ 妖 任 大 戦争 = 劇 「 妖 怪 大 戦争 」、| 最強 妖怪 軍団 旧 本 上 陸 = 劇 「 最 強 妖怪 [激突 ! 異 次 元 妖怪 の 大 反乱 に 劇 「 異 次 元 ]、「 大 海獣 ]= 劇 「 大 海獣 「 お 
ば け ナ イタ ー 劇 「 お ば け ナ イタ ー」、「 妖 怪 特急 ほぼ ろ し の 汽車 ]= 劇 「 汽 車 」。 掲載 は 、 上 か ら 順 に 「 妖 怪 名 」 「 現 代 に 残る 伝承 や 伝説 な ど ] 「 各 シー ズン の 劇 中 で の 行動 ] 「 原 
作 と の 相違 な ど 」 と な っ て いる 。 便宜 上 、 五 十 音 順 で は な い 位 置 に ある 場合 も 、 な る べく 正しい 位置 の 近く に 置く よう 心がけ た 。 各 シ ー ズ ン で 呼び 名 の 人 違う 妖怪 も ある が 同じ 表記 と し て 統一 。 
その つど 本 文 の な か で 異な っ た 名 を 明記 し 、 劇 中 で 名 前 が 明か され な い 妖 怪 に 関し て は シナ リオ を 参考 に し た 。 外 見 的 に 違う 妖怪 も その 役割 や スト ー リ ー な ど で 同 じ 妖 怪 と し て まとめ て 
いる 。 また 、 そ の 他 大 勢 と し て 登場 する 妖怪 は で きる 限り 掲載 し た が 、 誌 面 の 都合 に より カッ ト し て いる 場合 ある の で 了承 願い た い 。 な お 、 原 作 と の 対比 は 編集 部 が 独自 に 調査 し た も の 。 


akashita 


赤 古 
【 あ か し た 】 
津軽 の 水 争 い を 解決 し た 正義 の 妖怪 


と りや ませ きえ 


鳥山 石 燕 の 「 画 図 百 鬼 夜行 前 編 風 」 に 登場 する 赤 知 は 、 毛 む 
くじ ゃ ら で 爪 が ある 、 黒 雲 の よ うな 姿 だ 。 山 田野 理夫 の 「 東 北 
怪談 の 旅 ] に も 、 津 軽 の 農村 の 水 争 い を 解決 し た 話 を 掲載 。 












































/ 上 90' 
地獄 の 底 か ら 、 人 間 界 で 働く 夫 ・ 死 神 を 心から 心配 
死神 の 妻 。 霊 魂 集め の た め に 人 間 界 に いる 夫 の 死神 と 連絡 が 取 
れず 、 人 息子 の 骨太 と 地獄 の 底 を 抜け 出し て きた 。 夫 と 再会 し て 
喜ぶ が 、 パ シャ と 組ん で 、 「 み ず か ら の 手 で 人 間 を 殺し て 霊魂 を 
集め て は いけ な い ]」 と いう 死神 の 失 を 破る 夫 の 姿 に に 涙する 。 パ 
シャ が 鬼太郎 た ち に 倒さ れ た こと で 死神 が 霊魂 集め の ノル マ を 

















達成 し 、 一 家 は そろ っ て 地獄 へ 帰っ て いく の だ っ た 。 第 45 語 な ん と 2 段 変身 ! 人 間 と 心 通 わせ 改心 し 帰っ て いく 
原作 コミ ッ ク で は ? 水 を 自由 自在 に 扱う 北国 の 妖怪 。 始 め は 小さ な 毛 の 塊 の よう な 





姿 だ っ た が 、 人 間 の 友だち ・ 涼 子 の ビンチ を 救う べく 、 水 を 飲 

ん で 巨大 化 。 涼 子 の いる 東京 へ 向かっ た 。 清流 で 暮らし て いる 

た め 海 水 は 和 猛毒 に な る ほか 、 暑 さと 酸素 不足 が 苦手 。 第 49 話 

能力 @ 水 を 自由 に 扱い 、 水 分 を 吸収 し て 巨大 化す る 。 長 い 舌 を 
武 替 と し て 使う 。 


「 涙 の の る ま 」 ほか サラ リー マン 死神 | シリーズ に 登場 。「 涙 の の る 
ま ] で は 夫 で ある 死神 に 手違い で お な か に 宿 し て いる 子 を 殺さ れる 。 








akaatama 


赤 明 
【 あ か あ た ま 】 
怪力 を 授け て く れる 神 の よう な 存在 


「 因 伯 伝 説 集 】 に 、 鳥 取 県 に いた 怪力 の 男 ・ 赤 頭 と 、 そ れ を し 
| の ぐ 人 怪力 を 見 せつ ける 小 僧 (妖怪 と 思わ れる ) の 逸話 が 残っ て 
いる 。 ア ニ メ 内 の 赤 頭 は 、 こ の 小僧 の デザ イン に 近い 。 


願い が 通 通 じ て 元 の 小 き な 赤 舌 に 戻る 。 








鬼太郎 と その 仲間 た ち を 石 に する 
國 00 年 代 は 「 世 界 妖怪 ラリ ー 大 会 」 の 
審判 長 と し て 登場 。 天 を チェ ッ カ ー 











馬 』 た 。 第 54 話 。70 年 代 に は 、 地 上 に 王 
国 を つく ろう と 画策 する 、 水 を 自由 
に 操 る 多 怪 と し て 登場 。 人 人 間 や 妖怪 の 水分 を 吸い 、 吸 っ た も の 
知恵 の 実 を 使い 、 月 ち が の で の 生来 ・ 減 亡 を 図る を 胃液 で 石 に し て 吐く 。 昨 太郎 を も 在 み 込ん だ が 、 最 後に は 衝 
本 と 公害 か ら 逃 れ 、 太郎 の 胃液 で 溶け て 、 体 か ら 水 が 大 量 に 噴出 。 赤 香 自身 も 流さ 
月 に 移り 住ん だ 妖怪 。 れ て し まう 。 第 31 話 

月 に まで 侵攻 し て き 
た 人 間 に 怒 り 、 月 に 
生え る 知恵 の 木の実 
を か ぶ そ に 与え て 地 
上 へ 送る 。 急 速 に 進 






























































千年 王国 を 画策 。 ラ リー の 番 判 長 も 
骨 女 を 使っ て 、 自 分 が 支配 する 千 
王国 を つく ろう と 画策 。 だ が 骨 女 か 
| ら 鬼 太郎 を 倒す べき だ と 言わ れ て 対 


了 






















































































生化 し た か ぶ そ と 人 間 決する 。60 年 代 と 同じ く ラ リー の 審 
を 衝突 きせ よう と 試 判 長 も 務め た こと も 。 第 35、51 話 
人 みる が 、 か ぶ そ の 自 

6 に より 失敗 。 み ず 能力 や 水 を 自在 に 操る 。 鬼 太郎 た ち を 妖怪 答 り 合い 所 ご と 飲み 

か ら 知 恵 の 木 を 使っ て 、 地 球 に 降り 立つ 。 第 93 話 込ん で 水分 を 抜き 、 骨 の 塊 と な っ た 妖怪 を 吐き 出す 。 
能力 数 珠 を 飛ば し て 攻撃 。 相 手 の 動き を 止め る 「 不 動 金縛り 」。 最期 @ 炎 の 妖怪 と 協力 し た 昨 太郎 に よっ て 蒸発 させ られ て し ま 

最後 @ 人 間 の 自滅 を 予言 し な が ら 月 に 帰る 。 い 、 地 中 に し みこ ん で 眠り 【 に つが だ な 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 原作 コミ ビン 06 纏っ 
5 下 の 酸 素 夫 中 B 現 本 な と 志 大 刻 を 民 上 
1 0 太郎 の 胃液 で 溶け る 。 の 審判 長 ち 務 め る 。[| 赤 舌 
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akaname - akamata 


あか な め 
【 あ か な め 】 【 あ か また 】 
風呂 を し っ か り 洗 えと いう 教え が 妖怪 に | | 蛇 の 化身 か !? 沖縄 に 伝わる 妖怪 

















鳥山 石 燕 の 「 画 図 百 鬼 夜 行 」 に 描か れ た 妖怪 。 特 に 石 燕 の 解説 沖縄 に 住む と され る 妖怪 。「 美 貌 の 娘 が ある 青年 に 窟 を する が 、 
は な い が 、「 古 今 百 物語 評判 ] に 証 い 風呂 屋 な ど に 住む 妖怪 「 垢 青年 は 蛇 の ア カマ タ が 化け た 妖怪 だ っ た 」 と いう 物語 が 起源 と 











ね ぶり 」 の 項 が あり 、 こ れ が あか MY いわ れる 。 ま た 沖縄 で は 、 ま だ ら の 時 の こと を 赤 叉 "と も 言う 。 











2 タイ プ が 登場 。 巨 大 化 や 怪奇 植物 で 人 間 を 鉛 ら し め る ジャ ング ル を 荒らす 日 本 人 に 腹 を 立て 、 大 海獣 を 操り 東京 を 攻撃 
































東京 湾 に 住む 。 人 間 が 海 に 排気 が ス や 工場 の 煙 、 ゴ ミ ま で 流す こ バル ル 島 の 奥地 に 住む 、 南 方 妖怪 の ひと り 。「 生 命 の 水 ] を 求め 

と に 腹 を 立て マン モス フラ ワー を 生やす 。 第 8 話 。 ま た 第 28 話 で て ジャ ング ル を 荒らす 日 本 人 に 怒り 、 や し 落と し 、 チ ン ポ ら と 

は 、 ゴ ミ が 増え る こと で 生ま れ 、 巨 大 化し て 東京 の 街 を 破壊 し た 。 日 本 に 総 攻撃 を 仕掛 ける 。 ア カマ タ は 、 太 郎 を ゼ オ ク ロ ノ ド 
一 旦 生 まれ る と 、 す べ て を ゴミ 化す る まで 自身 で も 制御 が 不能 。 ン (大 海獣 ) に 変え て 操り 、 東 京 を 破壊 する 。 劇 「 大 海獣 」 

2 に ANNeAPS か HP かす 能力 で 口 か ら 煙 を 吐き 、 鬼 太郎 の 妖気 を 吸い 取っ た 。 ま た 、 口 
共存 共 栄 の ね ずみ や ゴキ ブリ も 増え 、 人 に 表 い 掛か る 。 か ら 吐 いた 煙 で 、 人 間 の 動き を 止め る こと も で きる 。 

後 O あ か な めか 侍 を 抽 す 人 則 を 合 ら し ら た と 知り 、 鬼太郎 と 和解 最後 @ 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ に 妖気 を 吸い 取ら れ て 命 い 。 鬼 

(8)。 年 代 種 を 体 ! に 植え られ 、 あ か な め は 大 木 に (28)。 RE 





日 本 を 妖怪 の 国 に し よう と 企む 
や し 落と し と と も に 、 軍 艦 に 乗っ て や っ 
て 来 た 南方 妖怪 。 妖怪 未 解放 地区 と な っ 
上 | て いる 日 本 の 妖怪 の 地位 向上 の た め 、 ね 
二 ず み 男 を た ぶら か し て 見 太郎 の 命 を 狙 
う 。 つ ね に 他 者 に 寄生 する 。 第 39 話 


還 や は り 巨大 化 ! 見 大 郎 の 味方 を する こと も 
ls ステン レス 風呂 が 増 た た こと に 不満 の 
鬼太郎 の 仲間 。 化学 物質 か ら 生 まれ た 60" 
未知 の 物質 を 食べ 巨大 化 。 第 8、32、 
33、35、36、45、46、52、54、55、57、 
67、84、104、108 話 、 劇 | 最強 妖怪 」 
































NN 



































能力 巨体 生か し 東京 を 破壊 。 機 動 際 の 攻撃 も 効か な い 強 動 能力 代 手 の 平 が 吸盤 に な っ て いて 、 相 手 の 生 気 を 吸い 取る 。 口 か 
な 体 を 持つ 。 ま た 、 長 い 舌 を 使っ て 人 間 を 食べ て し まう 。 ら 強 力 な 粘液 を 吐き 出し 、 相 手 の 動き を 封じ る 術 を 使う 。 
最後 や 巨大 化し た 後 、「 豊 か の 木 」 の 種 を 飲み 込ん で 大 き な 木 に 最期 で 自分 で 吐い た 粘液 と 砂 か け 疲 の 砂 で 固まる が 、 ね ずみ 男 に 
な っ た 。 木 が 縮む と あか な めも 元 の 姿 に 戻る 。(33) 寄生 し 復活 。 鬼 太郎 の 生気 を 吸い すぎ 、 ね ずみ 男 の 腹 が 破 像 











ろう ね な ねり 

白 溶 商 を 守っ て 風神 & 雷 神 と 対決 
風呂 の 汚れ な ど を な め て キレ イ に す や し 落と し 、 チ ン ポ 、 キ ジム ナー と 来 
| る 妖怪 。 ね ずみ 男 の も と に 現れ 、 心 0 日 し た 南方 妖怪 。 ぬ ら り ひ ょ ん と 手 を 
| を 通わ せる 。 巨大 化し た 白 溶 育 を 止 80 結び 、 日 本 妖怪 の 生活 向上 の た め 、 鬼 
| め よ うと あか な め み ず か ら も 巨大 化 太郎 を 葛 う 。 ほ か の も の に 寄生 し て 生 


腹 を 破っ た の は 、 目 玉 お や じ 



































































































PP li | し 、 白 溶 育 の 体 を な め る 。 改心 し た きる 。 第 108 話 、 劇 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 
潜 疹 を 風神 ・ 重 神 か ら か ば っ た 。 また 、 鬼 夫 郎 チー ム 対 人 間 能力 で 口 か ら 粘 液 を 出し 、 相 手 を 石 に し て し まう 。 ね ずみ 男 に 
チー ム の 野球 試合 も 観戦 。 第 9 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 乗り 移っ て 鬼太郎 の 生気 を 吸い 取っ た 。 
能力 @ 吐 く 息 で カビ を 作り 出し 、 尻 尾 で 触れ た も の に も カビ が 最期 @ ち ゃ ん ちゃ ん こ で 粘液 を は ね 返さ れ て 石 に 。 ね ずみ 男 に 寄生 
生じ る 。 都市 の 汚れ を 吸収 し て 巨大 化す る こと も で きる 。 し 鬼太郎 の 生気 を 吸う が 、 目 玉 お や じ に 腹 を 破 ら れ て し まう 。 
人 E コミ ッ ン 0 原作 コミ ッ ク で は ? 
0 9』 三 の は 各 来 日 。 ね ずみ 労 に 大 曳 大 婦 の 
県 を 萌 世 5 の H | 団 
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akanh0ol 


赤ん坊 
| 【 あ か ん ぼう 】 
赤ん坊 を 把 い て いる の は ぬれ 女 ? 


稚 女 は 、 九 州 の 海 に 現れ る 妖 惨 。 人 間 の 血 を 吸う と され て いる 。 だ 
が 、 赤 ん 坊 は 抱い て いな い 。 ま た 、 川 に は 濡れ 女 と いう 磯 女 に 似 た 
妖怪 も いて 、 赤 ん 坊 を 抱か せる 妖怪 と し て は こち ら の ほう が 有名 。 
































50" 





磯 女の子 ども で 気 が 強 く 、 ね ずみ 男 に 暴力 も 振る う 
姿 形 は まっ た く 似 て いな い が 、 磯 女の子 ども で ある 。 姿 は 完全 に 
赤ん坊 だ が 、 言 葉 や 郁 度 は 大 人 並み 。 磯 女 が 子守 に 連れ て きた ね 
ずみ 男 に 、 キ ッ ク と パン チ を 浴び せる 気 の 強 さ を 見 せ た 。 是 寝 に 
は ハン モッ ク を 使用 。 ち な み に 磯 女 は 「 坊 や 」 と 呼ぶ 。 第 56 話 
能力 鬼太郎 に すご い 力 で 吸い 付き 、 海 へ 引き ずり 込ん だ 。 口 
を 大 きく 開け 、 鬼 太郎 を 頭 か ら 丸 奉 み に し て し まう 。 
最期 @ 在 み 込ん だ 鬼太郎 が 大 きく な り 、 腹 が 膨張 。 そ れ を 抑え よ 
うと し た 磯 女 と と も に 、 妖 力 を 使い きり 石 に な っ て し まう 。 








海 を 汚す 人 間 に 制 裁 を 加え る 
レジ ャ ー ラ ンド 計画 に 腹 を 立て 、 磯 女 
と と も に 人 間 を 競う 。 生 意気 だ が 、 母 
親 を 求め て 泣き 、「 赤 ん 坊 は 悪い こと 
し ちゃ ダメ だ 」 と 叔 太 郎 に 叱 ら れ た 。 
第 7 、70、85、98 話 、 劇 「 最 強 妖怪 ] 
能力 @ 石 と な っ て 相手 を 湧 れ きせ 、 磯 女 が 存 み 込む と いう コン 
ビ 技 が 得意 。 鬼 太郎 を 頭 か ら 吸 い 込 ん で し まっ た 。 
最後 ⑯ 奉 み 込ん だ 鬼太郎 が 腹の中 で 膨らみ 赤ん坊 が 爆発 。 が 、 砂 
か け 波 が 破れ た 腹 を 縫い 合わ せ て 復活 し た 。 磯 女 と 海 に 帰る 。 














母親 の 磯 女 と は 一 心 同体 

母親 の 磯 女 と 洞穴 に 住む 妖怪 。 小さな 
体 を し て いる が 、 妖 力も 態度 も 大 人 の 
よう な 赤ん坊 。 磯 女 と は 一 心 同体 で 、 
磯 女 が 頭 を 叩か れる と 同じ よう に 赤 

ん 坊 も 痛 が る 。 第 68 話 
能力 で 相手 に 引っ 付い て 、 子 泣き 爺 の よう に 重い 石 に な る こと 
が 可能 。 お 約束 どおり 、 鬼 太郎 を 丸 奉 み に し て し まっ た 。 
最期 @ 母 親 の 磯 娘 と と も に 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ て 妖力 を 吸わ 
れ 消 を えて な く な る 。 磯 女 が さら っ て いた 人 間 た ちゃ 救 軸 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


抽 2 キキ 















































4 写 あ o 層 タ は 命 金 口調 だ 。 「 磯 み 






























































HeVil Buer 。 


加 魔 プ ブ エ ル 
あく 4 ぶ え る 】 きく 
ソロ モン 王 の 作 に 登場 する 有名 な 悪魔 


ソロ モン 王 の 作 と され る 、17 世 紀 の 魔 術 書 「 レ メ ゲ トン 』 の 第 1 
部 に 登場 する 72 人 の 悪魔 の ひと り 。 語学 と 哲学 、 論理 学 を 教授 し 、 
手 で 触れ る だ け で すべ て の 病 と ケガ を 治す こと が で きる 。 








人 間 に 化 け 手 を 付け 替え る 、 西 洋 悪魔 軍団 の 指揮 官 








悪魔 の 軍団 を 指揮 する 西洋 悪魔 。「 難 儀 し て いる 者 を 難儀 させ 

る | の が 趣味 で 、 人 の 手 を 付け 替え 、 和 突然 了 ら せる と いっ た 邊 

さき を する 。 普段 は 人 間 の 姿 を し て いる が 、 そ の 正体 は マン ト を 

着け た 小 鬼 の よう な スタ イル だ っ た 。 な で ぜ か 関西 弁 。 第 33 話 

能力 や 手 を 付け 茜 を られ た 人 は 、 突 然 手 の 自由 を 失っ て 朱 力 や 
犯罪 を 行う よう に な っ て し まう 。 

最期 6 ヤカン ズル に 、 加 魔 軍団 と と も に 吸い 込ま れ て し まう 。 
呑み 込ま れ た ブ エ ル は 、 胃 に 落ち て 息 絶 える 。 












































悪魔 の 手下 を 集め る た め 来 日 
人 間 の 手 を 付け 替え て 悪事 を 働か せ 、 
生き る 希望 を な くし た 者 を 悪魔 に す 
る 。 一 声 か けれ ば 、 悪 魔 の 20 一 30 は 集 
まる 実力 を 持ち 、2000 人 の 手下 を 作る 
の を 目標 に 日 本 に や っ て きた 。 第 63 話 
能力 @ 目 か ら 怪 光 を 放ち 、 生 きる 希望 を な くし た 人 間 を 悪魔 に 
変 た て し まう 。 悪魔 軍団 を 指揮 し 、 第 太郎 を 細 う 。 
最期 悪 麻 軍団 と と も に ヤカン ズル に 相 み 込ま れ 、 腹 の 中 で 鬼太郎 
と 対決 。 空中 を 飛び 任 太 郎 を 拓 弄 する が 、 電 撃 を 食らい 絶滅 。 









































ヤカン ズル の 体内 で 鬼太郎 と 対決 
人 間 の 手 を 乗っ 取り 、 何 度 も 戦争 を 
起こ させ た 残忍 な 悪魔 。 ぬ ら り ひ ょ 
ん と 手 を 組む 気 も な く 、 ひ と り で 天 
下 を と る つも り で いた 。 普段 は 外国 
人 墓地 に 住ん で いる 。 第 69 話 
能力 @ 人 間 の 手 を 付け 替え る 、 悪 魔 の 大 群 を 呼ぶ と いっ た 従来 
の 能力 に 加え 、 強 力 な 光線 を 発し て 鬼太郎 を 攻撃 を し た 。 
最期 鬼太郎 が ヤカン ズル を 呼び さま し 、 時 魔 の 大 群 と 一 緒 に 吸い 
込ま れる 。 ヤ カン ズル の 胃 の 中 で 鬼太郎 と 格闘 する が 破れ る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
悪魔 五 寺 側 軍団 を 指揮 する 悪魔 。「 悪 魔 の 手 」 と いう 悪事 を 働く 手 
































を 人 に 付け て 苦し め た 。 ヤカン ズル に 食べ られ る 。「 悪 麻 ブ ェ ル ] 
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⑯ 演 還 
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devil herial 
避 魔 べ ぺ リ アル 「 

【 あ くま べり ある 】 

人 間 を 堕落 させ て 、 そ の 魂 を 手 に 入れ る 


『 旧 約 聖 書 偽 典 】 で は 、 ノ ア の 箱 舟 の 数 代 前 に 、 地 上 へ 知識 を も 
た ら す た め に 天 か ら 隆 り た 天使 の 長 の ひと り 。 人間 を 誘 惑 し て 堕 
落 さ せ 魂 を 自分 の も ちの と する 。 ミ ルト ン の 「 失 楽園 ] に も 登場 。 



































水爆 並み の 魔力 を 持つ 、 ポ ルト ガル の 悪魔 

明治 元 年 に 、 日 本 を 植民 地 に し て 帝王 に な る た め ポ ルト ガル か 

ら 来 日 し た が 、 カ ラス 天狗 に よっ て 魔力 を 封じ られ 手品 師 と し 

て 暮らし て いた 。 ね ずみ 男 を だ まし て 魔力 を 取り 戻し 、 鬼 太郎 

に 挑む 。 魔 力 は 水爆 ぐら い の 威 力 が ある らし い 。 第 30 話 

能力 人 @ 魔 方 信 で か ら す 天狗 を 地 中 に 詩 じ 込め 、 雷 や 地震 な ど 自 然 を 自 
由 に 操る 。 2 本 の 首 立っ た 髪の毛 で 妖気 を 感じ る こと が 可能 。 

最期 @ 目 、 口 、 耳 、 手 、 足 を 分 解 し 力 を 100 倍 に し て 攻撃 する が 、 
本 体 の 部 分 を 鬼太郎 の 指 鉄砲 で 撃た れ て 絶滅 。 











日 本 妖怪 を 多彩 な 術 で 翻弄 

安政 元 年 、 日 本 を 征服 し よう と や っ て 
くる が 、 カ ラス 天狗 一 族 に よっ て 魔力 
を 封じ られ た 。 魔力 回 復 後 は 、 自 分 を 
倒 そ うと する 鬼太郎 た ち を 察知 し 、 迎 
史 え 撃 つた め に 山道 を 疾走 する 。 第 54 話 
能力 60 年 代 の 技 に 加え て 、 体 か ら 電気 を 発し 子 泣き 爺 の 抱き つき を 
阻止 。 呪 文 を 唱え 、 ぬ りか べ を 小さ くし た 。 ま た 、 相 手 の 能 
を 春 い 使用 する こと が 可能 。「 岩 石 巨 人 化 」 の 秘術 を 使っ た 。 

最期 @⑥ 耳 の 部 分 に ある 心臓 を 剣 で 突 か れ て 粉々 に な っ て し まう 。 























ね ずみ 男 の お な ら が 敗因 !? 

王 に な る た め 黒 船 と と も に 来 日 し た 
が 、 カ ラス 天狗 に 力 を 封じ 込め られ て 
し まう 。140 年 も の 間 、 そ の パワ ー を 
探し 求め る 。 パ ワー が 戻る 前 は 、 出 店 
で マジ ッ ク を 披露 し て いた 。 第 44 話 

能力 @ 手 、 足 、 口 、 耳 、 目 を ば らし て 、 そ の 力 を 100 倍 に し て 攻撃 
する 「 特 悦 時 魔術 |。 指先 か ら ビン ク の 光 を 出し 、 寺 を 消す 。 
最 基 @ ね ずみ 男 の お な ら で 本 体 が ば れ 、 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん 

こ に 閉じ 込め られ て 消滅 し て し まっ た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


明治 元 年 に 来 日 。 髪 で 英 の 情報 を 探り 、 寺 を 落と すこ と も で きる 。 
を 見 抜か れ 、 指 鉄砲 撃た れ 死 亡 。「 悪 魔 ベリ アル ] 
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アサ サポ ボン サン 


【 あ ささ ぼん さん 】 











ドラ キュ ラ と と も に 、 妖 怪 病 院 の 血液 を 狙う 南海 妖怪 
「 吸 血 妖怪 樹 」 の 復活 の た め に 恐山 の スー パー 血液 を 狙う べく 、 
ドラ キュ ラ の 下 に 集まっ た 、 南 海 の 吸血 妖怪 一 族 の ひと り 。 小 
唐 釜 島 で 、 ボ ス ・ ド ラキ ュ ラ に よっ て 、 恐 山 か ら スー パー 血液 
を 礁 われ 一 瞬 気 が 抜け た 砂 か け 疲 た ち を 岩の上 か ら 上 う 。60 年 
代 の アサ サボ ン サ ン は 座っ た まま だ っ た が 、 こ の アサ サボ ン サ 
ン は 二 本 の 足 で 歩行 する 。 そ の アフ リカ の 土産 物 の よう な 風貌 
か ら 、 ね ずみ 男 に 「 デ ク 人 形 野郎 」 と 呼ば れる 。 舌 は 出し た ま 
まで 、 肩 を 震わせ て 笑う 。 体 は グリ ー ン を 基調 と し た 結 模 様 だ 。 
第 96 話 
能力 @ 口 か ら 粘 着力 の ある ゲル を 吐き 、 相 手 の 動 き を 封じ る 。 ね 
ずみ 男 、 砂 か け 婆 、 子 泣き 爺 、 呼 子 が 、 こ の 犠牲 と な っ た 。 
最期 で 登場 後 、 2 分 足ら ず で ぬり か べ の 中 に 塗り こま れ て し まう 。 
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木 の 上 か ら 不 気味 に 笑う 吸血 妖怪 

吸血 妖怪 軍団 の ひと り 。 ドラ キュ ラ 

博士 と と も に 、 吸 血 妖怪 樹 の た め 

恐山 の 妖怪 血液 銀行 を 環 撃 し た 。 小 

笠原 に 攻め 込ん だ 日 本 妖怪 を 木 の ト 

か ら 迎 え 届 つ 。 第 52 話 

能力 甲高い 笑い 声 と と も に 登場 。 木 の 上 に 座り 、 口 から 和 樹液 
の よう な も の を 吐い て 日 本 妖怪 の 動き を 止め た 。 

最期 や 一 反 も めん に 捕まり 、 木 か ら ま っ きか さま に 落下 。 地 面 
に 上 半身 を 突っ 込み 倒さ れ た 。 
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アジ ア 最 強 妖怪 三 人 衆 ! 

ラン ス ブ ィ イル 、 ペ ナン ガラ ン と 並ぶ 、 

アジ ア 最 竣 吸血 妖怪 三 人 衆 の ひひ とり 。 

ぬら り ひ ょ ん に 利用 きれ 、「 吸 血 樹 ] を 

守る た め に ネコ 娘 た ちと 戦う 。 威 張っ 
0 間 抜 けら し い 。 第 104 話 

能力 @ 口 か ら 紫 色 を し た スラ イム 状 の 粘液 を 吐き 出し 、 強 力 な 

粘着 力 に よっ て 相手 の 動き を 封じ る 。 

最期 日 本 妖怪 た ち を 倒し に 行き 、 返 り 討 ち に あう 。 退却 し 、 

吸血 樹 の 元 へ 向かう が 吸血 樹 に 血 を 吸わ れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
ドラ キュ ラ に 呼ば れ 、 妖 怪 血液 銀行 を 骸 う 。「 お ほほ ほほ ほ 」 と 笑 















































い 、 鳥 も ちよ り 粘 り 気 が ある 樹液 を 吐き 攻撃 。「 血 戦 小笠 原 」 











まっ た く 目 立た な か っ た 、 妖 怪 チ ー ム の ライ ト 担 当 

鬼太郎 が 、 ド ン 平 た ちか ら 妖 怪 バ ッ ト を 取り 戻す た め に 行っ た 野 
球 の 試合 に 、 妖 怪 チ ー ム と し て 参加 。- 妖怪 チー ム で は 、 ラ イト を 
守る 。 溶け た よう な 顔立ち が 印象 的 な 妖怪 で 、 な ぜ “あか ん べ 
え ” と いう 名 前 な の か は 不明 だ 。 ほ か の チー な メイ トト に は それ な 
り に 活躍 の 場面 も も ある の だ が 、 こ れ と いっ た 働き も な いま ま 、 ニ 
ワ ト リ の 声 に 頑 き 去っ て いっ た 。 第 1 話 
上 人 コミ 





ッ ク で は ? 





足 洗い 


【 あ し あら 


人 を 驚か す た め に 現れ る 、 足 だ け の 妖怪 
戸 時 代 の 怪談 『 本 所 七 不 思 議 』 の ひと つ 。 泥 だ ら け の 大 き な 足 
0 SRI 
テニ メ で は 体 も 見 えた が 、 伴 談 に は 体 は 登場 し な い 。 





本 所 七 不思議 の 最後 に 待ち 受け る 巨大 な 足 
ぬら り ひ ょ ん が 仕掛 
けた 「 本 所 不思議 
の 刑 ] の 第 の 不 思 識 









EE 葉 
SSM 
中 ける 妖怪 。 七 不思議 
呈 最後 に (iM 
掛け 。 巨 大 な 足 で 天 
井 を 破り 、「 足 洗っ て 
くれ 一 | と 叫び な が 
ら 鬼 太郎 を 踏み つぶ 
そう と し た 。 第 108 話 
人 
ら は 強力 な 光 を 放つ 。 暗 導 の 中 で は 実体 が な い 。 
最期 @ 妖 怪 た ち に 動き を 封じ られ 、 日 光 を 浴び 骨 に な っ て し まう 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


の 着 名 披 太 郎 の 】 三 
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asSHimmaga『i 


あし まがり 


【 あ し まがり 】 
正体 は 、 足 に まとわりつく タヌキ タッ 


四国 ・ 香 川 県 に 伝わる 妖怪 。 人 の 足 に 絡み つき 、 歩 く の を じゃ 
ます る 。 姿 は 見 せ ず 、 タ ヌキ の 仕業 で ある と も され て いる 。“ ま 
が り " と は 、 四 国 の 方 言 で “まとわりつく” を 表す 言葉 。 











気体 生物 を 鐘 と 太鼓 で 操り 、 酒 の た め な ら 何 で も する 
見 た 目 は タヌキ その まま の 妖怪 。 大 酒飲み で つね に 飲む 酒 に 
困っ て お り 、 ね ずみ 男 に 妖怪 花 と 、 妖 怪 花 を 二 け ホテ ル 建 設 
じゃ ます る 提 太 郎 の 退治 を 酒 で 雇 わ れ た 。 自身 に は さほど 力 が 
な い の か 、 操 られ て 自分 を 襲う 「 気 体 生 物 二 に 対し て 何 も で き 
な か っ た 。 第 5 話 
能力 @ 和 鐘 と 太鼓 を 交互 に 鳴ら し 、 進 ませ た い 方 向 に 念じ て 操る 
気体 生物 で 攻撃 。 こ れ に 捕われ た も の は 消さ きれ て し まう 。 
最期 @⑥ 酒 を 大 量 に 飲ん だ 勢い で 気体 生物 の 操り 方 を 喋っ て し まい 、 
鬼太郎 の 下駄 に 鐘 と 太鼓 を 拘ら れ て 逆 に 食わ れ て し まっ た 。 


































ぬら り ひ ょ ん の 用 心 棒 と し て 参上 
妖怪 花 が 咲く 土地 を 遊技 場 に し よう 
と 企 な ぬら り ひ ょ ん が 、 用 心 棒 と し 
| て 許 っ た 妖怪 。 酒 が 大 好物 で 、 酒 の 
1 - た め に 用 心 棒 を し て いる 。 強力 な 妖 
個 N 上 、 放 上 を セン チ に 陥れ た 。 劇 
中 で は 一 度 も あし まがり と は 呼ば れる こと は な か っ た 。 第 45 話 
能力 で 手 に 持っ た 木 植 で 相手 を 攻撃 。 ま た 、 太 鼓 を 鳴ら し て 鬼 
大 郎 を 竜巻 に 巻き 込み 、 地 獄 へ 飛ば そう と する 。 
最期 の リモ コン 下駄 が 太鼓 を 叩き 、 竜 巻 に 巻き 込ま れ 飛ば され る 。 


上 " は ? 
気体 生物 を 操り 。 自 分 が 現場 に 到着 する より 早く 鬼太郎 を 倒す 。 



























































酒好き で 、 酔い つぶ た と ころ を 気体 生物 に 食わ れ た 。「 妖 怪 花 | 
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小豆 洗い 小 は か り 
あずき あら い 】 【 ぁ ず き は か り 】 



























































































































































小豆 を と ぐ よ うな 音 を 立て る 妖怪 妖怪 と いう より 駐 霊 に 近い 存在 
「 小 豆 洗い 」 と も いう 。 川 や 井戸 な どの 水辺 で 、 小 豆 を 洗う よう 江戸 時 代 の 『 尾 談 老 の 枯 』 より 。 麻布 の 武家 屋敷 に 出 た 妖怪 で 、 
な 音 を 立て る 妖怪 。 ほ ぼ 全 国 に 出没 し て お り 、 歌 を 歌う と いう 寝 て いる 間 に 天 井 を どしどし 踏む 音 、 小 立 を まく よう な 音 、 旋 
地方 も ある 。 津村 涼 庵 「 訂 海 ]】 な ど 、 江 戸 時 代 の 随筆 に も 登場 。 先 で 下駄 を 鳴ら す 音 な ど を 出す 。 音 だ け で 特に 悪い こと は し な い 。 
80" 
妖怪 ボス ト に 「 周 り に 人 が いな く な り 寂 し い 」 と 相談 
[小豆 と ぎ | と 呼ば れる 。 山 の 中 で 歌 を 歌い な が ら 小 豆 を 洗う 気 の 
いい 妖怪 。 ね ずみ 男 の 紹介 で 、 和 菓子 屋 で 働き 成功 する が 、 見 せ @ 
物 に され て いる こと に 怒り 、 ほ か の 小豆 妖怪 と と も に 人 間 を 監禁 
する 。 第 34 話 、92 話 、98 話 、99 話 、112 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] フラ 
能力 @ 歌 を 歌い な が ら 小 豆 を 洗う 。 彼 が 洗っ た 小豆 を 使っ た あ = ク 
ん こ で 作っ た ダン ゴ は 、 大 行列 が で きる ほど の 人 気 に 。 〆 
最後 @ 人 々 を 監禁 する が 「 本 当 は 人 を 食っ た こと は な い 」 と 言 @ 
い 解 放し 、 田 舎 の 川 を 紹介 され 、 剛 せ に 小豆 を と ぐ 。 豆 
丹波 の 山 尋 か ら 東 京 に 出稼 ぎ に 来る “小豆 ” を 武器 に 鬼太郎 と 戦う ! 
丹波 の 山奥 に 住む 妖怪 。 大 好物 の 小 小豆 連合 軍 の ひと り と し て 登場 。 人 の 体 か ら 養分 を 取っ て 小豆 
豆 が 凶作 の た め 、 電 車 に 乗っ て 上 京 を 作ろ うと 企む が 、 晶 太郎 に 阻止 され る 。 小豆 を 投げ て 戦う ほか 、 
し 、 ス リラ ー シ ョ ー で バイ ト し て い 3 人 の “合体 技 " で は 一 番 下 の 礎 の 役 を 担当 。 劇 場 版 で は 擬 太 
た 。 ね ずみ 男 が 作っ た 「 妖 怪 シ ョ ー] 郎 の 呼び か け に 応じ て 集まる が 、 西 洋 妖 怪 と の 戦い に 勝 し て 、 
に 出演 する が 、 心 な い 客 に 石 を ぶつ 戦わ ず し て 消え て いく 。 第 75 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 ] 
けら れる 。 第 10 話 で は 、 西 洋 妖怪 と 戦う た め に 墓場 に 集合 し た が 、 能力 ⑥ 手 に し た ザル か ら 小 豆 を 投げ て 、 相手 を 信 ま せる 。 そ こ 
結局 戦い に は 参加 し な か っ た 。 第 7 、10 話 、70 年 代 ・ 第 3 話 そこ の 破壊 力 で 、 ネ コ 娘 や 砂 か け 婆 を 快 ませ た 。 
能力 @ 川 で 小豆 を 洗い 、 そ の シャ キシ ャ キ と いう 音 で 人 を か 最後 @ 自 分 が 「 小 豆 の 神様 ]」 だ と ダマ し て いた 畑 色 霊 を や っ つ 
す 。 し か し 、 鬼 太郎 に も 客 に も あっ さり と 見 つか る 。 ける 。 小豆 作 り に ゲゲゲ の 森 を 提供 し て も ら う 。 
作 中 随 一 の “武闘 派 小豆 洗い " 小豆 と ぎ を 追っ て 上 京 し 、 和 
小豆 の 凶作 で 神様 に 奉納 で き な い と 菓子 屋 で 小豆 を 量 る 
パ み 「 食 べ る と 人 間 の 差分 を 吸い 、 山 の 中 で 小豆 を 量 る 妖怪 。 小豆 洗 いと と も 
80 顔 か ら 小 豆 が 生え る 」 小豆 を 人 間 に に 和菓子 屋 で 働き 成功 する 。 見 せ 物 に され 
NE を 収穫 し よう と す て いる こと に 怒り 、 人 間 を 監 葵 する 。 第 34 話 、 
) る 。 第 32、54、75 話 = 40 話 、108 話 、112 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 
能力 @ 手 に 持っ た 桶 を 回 転 き せる こと で 、 ど ん な 攻撃 で も 防御 能力 歌 を 爽 いな が ら 小 豆 を 量 る 。 彼 が 量 っ た 小豆 を 使っ た あ 
6 鬼太郎 の リモ コン 下駄 、 毛 針 も ブロ ッ ク し た 。 ん こ で 作っ た ダン ゴ は 、 大 行列 が で きる ほど の 人 気 。 
最後 @ 想 霊 を 鬼太郎 ファ ミリ ー、 小 豆 連 合 軍 が 協力 し て や っ 最後 @ 小 豆 三 妖怪 で 人 々 を 監禁 する が 、 結 局 危害 を 加え ず に 解 
62 お お 放す る 。 田 舎 の 川 を 紹介 され 、 幸 せ に 生生 
原作 コミ ッ ク で は ? * は ? 
『 渋 記 連 合 軍 」 に 、 小豆 ば ば あ 、 小 豆 は か り と 一 緒 に 小豆 一 「 小 豆 連 合 軍 」 に 登場 する が 、 名 前 は 出 て こない 。 
族 と し て 登場 。 お ずみ 男 の 金 も うけ の 片棒 を 担 が され る 。 妖 カ 下 し の 夫 鼓 の 音 で 、 人 々 の 顔 は 元 に 戻っ た 。 











に 
で の 
ドー2 





a7ukihahaa 
小豆 ば ば あ 
【 あ ず き ば ば あぁ 】 
埼玉 県 中 心 の 小豆 と ぎの 老婆 バー ジョ ン 
埼玉 県 大 宮 、 入 間 市 な ど に 伝承 が ある 、 小 豆 洗 い の 老 婆 バ ー ジ ョ 


ン 。 川越 市 の 廃寺 で は 雨 の 降り そう な 夕方 に ギ キシ ョ ギ シ ョ 、 ザ ク 
ザク と 小豆 を と ぐ 音 を 立て た と いう 。 子 脅 し の 妖怪 と し て も 登場 。 
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妖力 を 込め た 太鼓 で 鬼太郎 を 苦し め る 
路 豆 の 凶作 で . [小豆 の 神様 ] ( 畑 色 霊 が 化け て いる ) に 奉納 で き 
な いと 悩み 、「 食 べ る と 人 間 の 養分 を 吸い 、 顔 か ら 小 豆 が 生え る 」 
小豆 を 人 間 に 食べ させ 、 小 豆 を 収穫 し よう と する 。 妖力 を 込め た 
大喜 で 、 持 太郎 に 小豆 を 生やし て 苦し め 落 と し 穴 に 落と し 、 小 豆 
と ぎ ・ 小 泡 は か り と の 合体 攻撃 で 鬼太郎 を 苦し め た 。 第 75 話 
能 方 人 @ 太 鼓 を 叩い て 、 鬼 太郎 に 生 を た 小豆 の 成長 を 促し て 苦し め 
る 。 3 人 で の 合体 攻撃 で は 一 番 上 か ら 実 際 の 攻撃 を 担当 。 
最後 ぬ 鬼 太郎 の リモ コン 下駄 を みぞ お ち に 食らい 、 負 け を 認め 
る 。 畑 綴 霊 を 鬼 太郎 ファ ミリ ー と 協力 し て や っ つけ る 。 


見 せ 物 に な っ て いる 小豆 妖怪 に 慎 健 
小豆 洗い た ち を 訪ね 、 彼 ら が 見 せ 物 
と 化し て いる と ころ を 見 て 怒る 。 2 
匹 を 扇動 し 、 見 せ 物 に し た 人 間 た ち 
や 助け に 来 た 鬼 太郎 も 捕らえ る 。 第 
34、98、99、112 話 

能力 小豆 を 投げ て ね ずみ 男 を 攻撃 。 小 豆 の ツル を 操り 、 人 間 

た ちや ね ずみ 男 、 鬼 太郎 ら を し ば りつ けた 。 
最期 @ 小 豆 洗い や 小豆 は か り が 結局 人 を 食え ず に 解放 する と こ 
を 見 て 泣く 。 田 舎 の 川 を 紹介 され 、 3 匹 で 移り 住む 。 


* は ? 
上 由 写 連 合 事 ] に 登場 する が 、 名 前 は 出 な い 。[ 妖 カカ 下 し の 太 
一 | の を 鬼太郎 ほ 説明 する な ど 、 気 の い い 妖 怪 の よう だ 。 







0' 





































anaguPamVlul0 


どう 


穴 ぐ ら 入 道 「 


【 あ な ぐら に ゅ うど う 】 





心 優し い 括 尾 だ が 人 間 の 勝手 さ に 郊 る 


ぼ た 山 の 廃 塊 跡 に 住む 。 妖 怪 を 生け 捕り に し テレ ビ 局 に 売っ て 備 
け よ うと する 人 た ち に だ まさ れ 、 冷 蔵 庫 に 入れ られ て 連れ 去ら れ 
る 。 光 に 弱い た め ス ポッ トラ イト に 参っ て し まい 、 顔 を 覆っ て ス 
タ ジ オ か ら 飛 び 出 し 地下 鉄 に 逃げ 込む 。 地下鉄 で の 事件 まで 
ショ ー ア ッ プ 化し 、 麻 酔 銃 を 使っ て 自分 を 捕まえ よう と する 人 々 
に 激怒 。 手 下 の 大 グモ を 呼び 出し て 人 間 を 静 わ せ 、 助 け に 来 た 鬼 
太郎 も 襲わ せる 。 穴 ぐら 入道 を 人 間 か ら か ば お うと し た 女性 が 負 
傷 し た た め 、 抱 き 上 げ て 人 間 の も と に 返 そ うと する 。 第 64 話 
能力 @ 口 か ら 冷 気 を 出し て 、 物 を 凍ら せる 。 手下 の 大 グモ を 呼 
び 出 し 、 尻 か ら 出 し た 糸 な ど で 人 を 葬 わ せる 。 
最後 @ 人 間 た ち が 和 鬼太郎 の 吸わ せ た 「 良 心 カ ビ 」 で 改心 し た た め 
怒り を 収め 円 満 解決 。 カ ラス コ プ タ ー で ば た 山 に 帰る 。 


























穴 倉 に 住む お と な し い 妖 怪 
ぼたもち 山 の 洞窟 に 住む 、 炭 鉱 に 迷 
い 込 ん だ 人 間 を 助け た りす る いい 妖 
惨 。 ク モ の 畑 を 作り 暮らし て いる 。 
マン ガー 家 の 親 分 に だ まさ れ 、 見 せ 
物 に され そう に な る 。51 話 

また その 冷気 を 洞 究 の 天井 に 吹き 付 











か ら 人 冷気 を 出し 、 
け て 冷た い 守 を 垂らす 。 大 声 で 相手 を 驚か す 。 








能力 @ 





































最後 で 長 心 カ ビ で 改心 し た マン ガー 家 の 面 々 に よっ て 、 元 の 住 
みか に 返し て も ら う 。 し か も 冷蔵 庫 付き 。 





山神 山 を 守る た め 工 事 現場 を 龍 う 
山神 山 に 住む お と な し い 妖 怪 。 人 間 
の た め に 住み か を 追わ れ 続け 、 ま た 
ン ネ ル 工 事 で 汚さ れる こと で 色 り 
爆発 。 工 事 現 場 を 襲い 、 工 事 を 中 
に 。 委 止 させ よう と する 。 107 話 
能力 包 病 昌 を あや つり 、 人 々 の 精気 を 吸う 。 
相手 を 凍ら せる 。 大 百 足 に 乗り 鬼太郎 た ち を 攻撃 。 
最期 @ 山 神山 か ら 水 が 噴出 し た の で 、 村 を 救う た め に 大 百 足 と 
と と も に 水 を 防ぎ 、 石 に な っ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? ' 
「 穴 ぐら 入道 』 で 登場 。 一 見 強 そ うな 風貌 だ が 、 お と な し い 
60 年 代 が 原作 に 近い 。 












































性 格 で 、 意 外 に 層 W。 
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か ら 冷 気 を 吐き 、 








いい 1 」 
Ni 



































と / 


ahuPasumashi 


油 す まし 


【 あ ぶら すま し 】 
熊本 に 伝わる 妖怪 、“ 油 ず ま し " 











章 陽 越 と いう 峠 に 現れ る 妖怪 。 本 来 は “ 油 ず まし " と いう の が 
正しい 。 柳田 国男 の 『 妖 怪談 義 ] で も 、 そ の 名 を 確認 で きる 。 

















5 と 
0 / 
』 


地獄 に 関す る 豊富 な 知識 で 、 鬼 太郎 の 地獄 旅 を サポ ー ト 
子 泣き 爺 の よう な 韻 を 着 た 、 鬼 太郎 の 仲間 の ひと り 。 知名 度 も あ 
り 戦闘 能 力も 高い と 思わ れる の だ が 、 じ つ は 目立っ た 活躍 は し て 
いな い 。 第 8 話 で は 「 油 を 少し 分 け て くれ ん か 」 と 人 間 の 前 に 現 
れ 、 サ ラダ オイ ル を 渡さ れ て 「 藤 種 油 じ ゃ な きゃ ここ を 動か ん 」 
と ダダ を こね た こと も あっ た 。「 地 獄 編 ] か ら は レギ ュ ラ ー と な り 、 
抑 太 郎 た ちと 地獄 界 へ 同行 。 サ ラメ イヤ の 雰 や 三途の川 、 針 の 山 
と いっ た 地獄 に 関す る 博識 ぶり を 披露 する 。 間 魔 大 王 に も 顔 が 利 
き 、 地 上 を 求め て 地獄 を 旅 する 鬼太郎 一 行 の よき ガイ ド と し て 活 
虫 し た 。 第 6 、8 、91、109 一 115 話 





無口 で 目立た ぬ ダ メ 妖 怪 ? 
砂 か け 普 の 経営 する [妖怪 アパ ー ト 」 
| の 住人 。 そ の た め 、 妖 怪 運 動 会 や 人 
| 問 対 妖怪 の 野球 試合 観戦 と 、 行 事 の 
ーー パ ほとん ど に 上 顔 を 出し て いる 。 そ の わ 

作 三 昌 へ 、 り に は 無口 な 妖怪 で 、 他 の 妖怪 と は 
あま り 会 話 を する こと が な い 。 お り た た み 人 入道 に 食べ られ 、 黒 胡 
切 に は 提供 する 敵 も な く 、 に せ の 鬼太郎 か ら 妖怪 アパ ー ト 前 の 掃 
除 を 命じ られ る な ど 、 ダ メ な 妖怪 の 印象 が 強い 。 第 36、40、92、 
95、108、112 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 




















mw 


県 ミツ * は ? 
ゲゲゲ の 森 の 村長 。 将 棋 好 き の と ぼけ た イメ ー ジ だ が 、 い さと な る 
と 術 を 使い 悪 折 怪 ど 対 決 。 [新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 か ら レ ギュ ラー 化 。 










0 4 0 


1 天草 島 民俗 誌 』 に よれ ば 、 熊本 県 天草 市 柚 本 町 と 本 渡 町 を 結ぶ 、 














70' 





VIumuchac 


雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク 
【 あ # ま が み ゆ む ら ゃ っ く 】 ( 
マヤ 神話 に 登場 する 雨 の 神 


ユ ム チャ ッ ク は 、 メ キシ コ の ユカ タン 半島 に 伝わる マヤ 神話 に 
出 て くる 、 雨 と 雷 を 司る 「 雨 神 チ ャ ッ ク 」 が 語源 。 長 い 鼻 と 大 
キバ が 特徴 的 で 、 涙 を 流す 豊 生 の 神 と し て 表 さ れる 。 















































貞 品 還 
ユー トピ ア の 建設 を 願う マヤ 族 の 雨 神 
マヤ 族 の 神 。 は る か 昔 、 人 間 が 永遠 に 、 幸せ に 暮らせ る 国 「 ユ ー ト ピア 」 
の 門番 と し て 、 小 釜 原 の 魔 矢 ヶ 島 に いる 雨 隆 り 小 僧 を 選出 。 ユ ー ト ピア 
の 鍵 と な る 呼 笛 を 託し て 、 そ の 姿 を 消す 。 し か し 、 ユ ー ト ピア の 宝 を 手 
に 入れ ん と する 内 田 に よっ て 門 が 開か れ 、 鳥 の 女性 ・ カ ル メ ン の 笛 の 音 
に 応え 、 再 びそ の 姿 を 現す 。 ユー トピ ア を 汚さ れ た 怒り に まかせ 叔 太 朗 
た ち に まで 毅 い か か る が 、 カ ル メ ン の 犠牲 に よっ で 怒り を 沈め る 。 カ ル 
メン に よれ ば 、 洪 水 を 起こ すこ と も 可能 な よう だ 。 ま た 、 マ ヤ 族 で は 雨 
神 ユ エム チャッ ク に 生け 迷 を 捧げ て いた が 、 本 来 は 人 間 の 幸せ を 願っ て 雨 
を 降ら せ て くれ る 良 神 で ある 。 第 83 話 


























怒り で 雨 を 降ら せな か っ た 
古代 マヤ 文明 を 支配 し た 神 。 ユ カタ ン 
半島 チチ ェ ン ・ イ ッ ツ ア の 町 の 中 心 に 
ある 、「 泉 の 源 ]」 の 隠さ れ た 泉 に 住む と 
いわ れる 。 マ ヤ 族 の 搾 で は 、 日 照り が 
続く と 雨 神 を 鎮 め る た め に 16 歳 の 娘 と 
宝石 を ユ ム チャ ッ ク の 泉 に 泰 げた 。 且 され た 者 は 水 遠 の 命 を 授かる 
と 伝え られ て いる 。「 泉 の 源 ] に ある 宝 を 盗 も うと し た 内 田 へ の 郊 り 
で 雨 を 降ら せな か っ た 。 姿 を 見 せる こと は な い が 、 変 色 き させ た 泉 に 
渦 を 発生 きせ て 内 田 を 源 れ させ る 。 



































コ ミッ * は ? 

















大 邪 


【 あ # の じゃ く 】 
人 の 心 を 読ん を で か ら か う の が 好き な 妖怪 


伝承 や 昔話 に 数 多く 登場 し 、 人 の 心 を 読み 、 物まね で 人 を か ら 
か う 。 そ の 語 源 は 、 『 古 事 記 】 な ど に 登場 する 「 天 探 女 」 と い 
こ な っ た と され る 。 


う 悪 神 の 名 が 員 玉 し て 、 あま の じゃ く 【 
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人 間 を 困ら ちせ る の を 生き が い に す る 強力 な 妖怪 


MM 
ぶ 、 為 助 に よっ て 救出 され 2 人 で 悪 


伊豆 の 四海 神社 で 眠っ て いた 
『 を 働く 。 さ と り の 妖怪 と も 呼 


























PP 鬼太郎 の 攻撃 を 事前 に 察知 する 。 薫製 マニ ア 。 第 47 話 。70 年 
代 は 、 百 々 爺 と 結託 し で 鬼太郎 を 妖怪 裁判 に か けた 。 第 3 話 
能力 @ 大 木 を 根元 か ら 引 き 抜 いて 谷 に 落と し 、 土 砂 月 れ を 起こ 
す 人 怪力 の 持ち 主 。 口 か ら 突 風 を 吐く 。 相 手 の 心 を 
最期 ⑥ 鬼 太郎 に 巨大 な 岩 を 投げ つけ よう と する が 、 
た は ほり 、 








読む 。 
鬼太郎 の ワ 
岩 を 持ち 上 げた まま 沼 の 中 へ と 沈む 。 


嫌がら せ と 間 製 が 大 好き 

石 の 下 に 封印 され て いた が 、 源 次 の 

若者 た ち へ の 療 り で 復活 。 嫌 が ら せ 

肝 と 納豆 と 薫製 が 大 好き で 、 ク サヤ や 

カラ ス の 薫製 を レス トラ ン で 注文 し 

メ た 。 第 22、91、108、 劇 「 最 強 妖怪 」 

能力 @ 相 手 の 考え を 読む 悟り の 妖怪 で 、 鬼 太郎 の 攻撃 も 算 を ほ 
じ り な が ら よ ける 。 

最期 ⑥ 子 泣き 爺 が 爆弾 を 爆発 、 谷 の 岩 の 下敷 き に な る 。 そ の 号 
の 上 に 、 魔 よ け の 昆 沙門 天 を 供え て 封印 され て し まう 。 





上 金持ち の 娘 を 誘拐 食べ よう と する 

500 年 間 封 印 さ て れ て いた 、 千 人 力 の 

妖怪 。 金 持ち の 娘 を 気 に 食 わな いと 

誘拐 し た 。 薫製 が 好き で 、 擬 太郎 た 

ちゃ 桜の 木 を 燃やし た 煙 で 薫製 に し 

よう と する 。 第 26、106 話 

能力 や 時間 つ ぶし に パト カー を 全滅 させ る ほど の 人 怪力 の 持ち 主 。 
ぬり か べ と 力 比べ も し た 。 

最期 @ ぬ りか べ と の カ 比 べ 中 に 、「 封印 用 ] の 石 風車 と 子 泣き 人 釣 
が 落ち て き て つぶ され 、 魔 よ け の 封印 で 封じ し られ る 。 


原作 コミ ッ ク で は? 


600 年 の 加 剛 語 し 悪事 を 働く 。 7 


























【 あ まめ は ぎ 】 
な ま は ば げ と 類似 する 能登 半島 の 妖怪 


北陸 の 妖怪 。 正 月 や 小 正月 、 節分 な ど に 、 人 が 仮面 を 被っ て 家々 
を 回 る 、 国 の 重要 無形 民俗 文化 財 に 指定 され る 能登 地方 の 伝統 
行事 。 あ まめ と は 、 足 な ど に で きる た この こと を 指す 。 
































頭 の キノ コ を こま に 変え 、 鬼 太郎 と こま 合戦 

北陸 山中 の 「 き の こ 山 に 住む 、 別 名 こま 妖怪 。 明 治 20 年 に 深 

山 に こも り 眠 っ て いた が ね ずみ 男 に 起こ され 、 世 の 中 の 変化 に 

驚く 。 頭 に 生 を えた キノ コ の た め に 、 子 ども の 足 の 裏 の 皮 を 食べ る 。 

鬼太郎 と 妖怪 こま 試合 を 繰り 広げ た 。 第 35 話 

能力 で 妖怪 こま を 飛ば し 、 相 手 の 自 由 を 礁 う 。 体 を 回 転 し な が 
ら 地 中 に 潜る こと が 可能 。 頭 の キノ コ を 食べ る と 、 あ ま 





め は ぎの 言う こと を 24 時 間 は 聞く よう に な る 。 
最後 〇 鬼太郎 に や られ 、 頭 に 生え た キノ コ を 全部 と られ て 改心 。 


時 また し て も 鬼太郎 と こま 試合 
加賀 の 妖怪 中 に 名 を 還 か す 妖 怪 。 明 
治 20 年 に 冬眠 し た が 、 ね ずみ 男 た ち 
が 騒い だ た め 目 覚め る 。100 年 ぶり の 
た の US 券 、 車 も テレ ビ も 妖術 だ 
。 第 21、91 話 、 劇 「 最 強 妖 怪 ] 
能力 回 っ た こま を 音 や 順に し 人 を 倒す 。 頭 に 生え た 「 い い 
な り ダ ケ 」| を 食べ た 人 間 は 、 一 日 言い な り に な 

最後 や 自信 の ある こま が 、 AR リナ や 毛 針 で 壊さ れ 観 

































念 す る 。 卑 太郎 に 諭 さ きれ 、 山 へ と 帰っ て いく 。 
子ども 好き で 、 普 段 こ ま を 使わ な い 
こま 神木 に 住む 主 。500 年 前 に ひき 
こも る が 、 大 雪 で 神木 が 倒れ て 目覚 














め る 。 昔 か ら 子 供 が 好き で 、 も っ と 

遊び た い 一 心 で か ら こ ま に 和 宿っ て し 

ゅ ぬ 、 まい 、 捨 て られ て し まっ た 。 第 52 話 

能力 @ 人 間 を コマ に し て 、 そ れ を 使い 攻撃 。 妖 気 を 吸い 取っ て 
し まう 「 こ ま 結 界 ] で 、 鬼 太郎 の 攻撃 能力 を 奪う 。 

最後 人 で 鬼太郎 に 負け て 封印 し て くれ と 懇願 。 鬼 太郎 た ちの 霊力 
に より 、 元 どおり に な っ た こま 神木 で 静か に 眠る 。 


原作 コミック で は ? 
北陸 の 山中 で 、80 年 間 眠っ て いた 妖怪 。 目 を 回 転 させ て 相手 を 














気絶 させ た り 。、 こ ま を 操っ て 攻撃 する な ど 技 も 多彩 。「 コマ 妖 怪 ] 
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amikiri 


あみ きり 


【 あ みき り 】 


骨 の よう な 手 と 、 海 老 の よう な 体 
鳥山 石 培 の 「 画 図 百 鬼 夜 行 ] に 、「 網 画 ] と し て 描か れ た 妖怪 。 
手 は 般 の よう な ハサミ 状 で 、 海 老 の よう な 姿 を し て いる 。 夏 に 居 
る 「 雪 相 」 を 鋭い 刃物 で 切っ た よう な 状態 に する と いう 。 








一 反 も めん に 乗っ て 現れ た 、 鬼 太郎 の 助っ人 

比較 的 メジ ャ ー な 妖怪 だ と 思わ れる の だ が 、 じ つ は あま り 姿 を 現 
し て いな い 。 第 3 部 に 鬼太郎 の 助っ人 と し て 、 一 瞬 活 躍 す る 程度 
で ある 。 帝 様 に まっ た く 歯 が 立た ず 捕 ら え られ た 鬼太郎 の 元 に 現 
れ 、[「 任 せ と け 、 ズ タ 切 り に し て や る 」 と 次 々 と 髪 様 の 毛 を 切っ 
て いく 。 あ みき り は 空 を 飛べ る 妖怪 の イメ ー ジ が 強い が 、 こ の と 
き は 、 な ん と 一 反 も めん に 乗っ て いる 。 ま た 第 52 話 で は 、 ね ずみ 
男 か ら 招 き 猫 型 の 貯金 箱 を 買い 、 文 句 を 言っ て いる メン バー の な 
か に 、 そ の 姿 を 確認 する こと が で きる 。 体 は 茶 と 緑 で 、 髪 の 毛 は 
白 。 目 つき が 悪く 赤色 だ 。 第 52、72 話 














競技 は 苦手 !? 傍観 者 の あみ きり 
くち ば し は 鋭く と が っ て いる が 、 特 
徴 の ひと つ で ある は ず の 手 の は さ み 
は 小さ く 、 鋭 くも な い 。 年 に 一 度 行 
われ る 「 妖 怪 運動 会 ] に 参加 し て い 

sr る 妖怪 の ひと り 。 競技 を 行っ て いる 
の で は な く 、 ど う や ら 応 援 に 来 て いる だ け の よう だ 。 ぬ りか べ 
の まわ り に 集まり 仲間 と 楽し を うに し て いる 。 ま た 、 雨 降り 小 
僧 に 雨 を 降ら せな いで ほし いと 頼む と き に 、 仲 間 と お 願い を す 
る シー ン に も 姿 が 確認 で きる 。 第 40 話 


* 作 コミ ッ ク で は ? 


























042 

















aBfuPik0nz0ol 


雨 隊 り 小僧 
【 あ め ふ りこ ぞう 】 
中 国 の 雨 神 に 仕え る 子ども の 妖怪 






















手 に は 提 条 を 失っ て 走り な が ら 現 れる 。 中国 の 雨 神 ・ 雨 師 
えて いる 侍 告 と いわ れ 、 自身 で も 雨 を 降ら せる 能力 を 持つ 。 


























山中 に 住み 、 雨 を 自由 に 隆 ら せる こと が で きる 妖怪 。 少 年 ・ 

光 の 願い を 聞き 入れ 、 雨 を 降ら せる こと を 約束 。 し か し 、 そ 

代償 と し て 正光 の 魂 を 要求 する 。 約 束 を 守る た め 正 光 を さら 

うと し て 、 鬼 太郎 た ちと 対決 する あこ と に な る 。 第 40 話 

能力 @ 提 和 灯 を 振り 回 し て 自由 自在 に 雨 を 降ら せ 、 提 灯 の 火 を 
す と 雨 は 止む 。 動 き が 素早 く 、 ジ ャ ンプ 力も あり 。 
























































間 魔 大 王 か ら 悪 い 人 間 を 殺せ と い 
赤 紙 が 届き 、 人 殺し は で き な い と 
太郎 の 元 へ 相談 に 訪れ る 。 代 わり 
ネコ 娘 が この 役 を 引き 受け る が 、 

















まう 。 第 20 話 。70 年 代 で は 、 チ ー 率 いる 妖怪 軍団 と 対決 する 、 








































た ち に 交じっ て その 姿 を 確認 する こと が で きる 。 どちら と も 、 
念 な が ら 日 立っ た 活躍 は 見 せな い 。 


ユ ム チャ ッ ク に 、 日 本 の 二 妖 怪 の 神 に 任 





雨 神 ユ スム チャ ッ ク か ら ユ ー ト ピア 








だ が 、 ユ ー ト ピア の 宝 を 狙う 内 
































能力 @ 小 さ な 雨 等 に 乗っ て 空中 を 移動 。 雨雲 を 呼び 、 強 雨 を 
ら せ る こと が で きる 。 

最後 カル メン の 呼 笛 で 雨 神 ユ エム チャ ッ ク が 飛来 。 ユ ムチ ャ 
ク の 怒り を 鎮め る た め 扉 が 閉ざさ れ 、 そ の 中 に 残る 。 


人 コミ ッ ク で は ? 











る 妖怪 0 


朗 
守 団 時 の 字 大 e+ 昌 


いい 妖怪 だ が 、 二 を 降ら せる 代わ り に 少年 の 区 を 要求 


門番 を 命ぜ られ る 。 本 来 は いい 妖怪 


鳥山 石 燕 の 「 今 昔 画図 続 百 鬼 』 に 描か れ た 妖怪 。 笠 を か ぷり 、 
に 仕 









正 
の 
お 


消 


最後 @ 正 光 を さら っ て 逃げ ば よう と する が 、 ぬ りか べ に 激突 。 鬼太郎 た 
ち に 説得 され 魂 を あき ら め る 。 後に 、 妖 怪 た ちの 運動 会 に 参加 。 


間 魔 大 王 の 命令 を 鬼太郎 に 相談 


う 
上 





1 


を 下す より 先 に 人 間 は 事故 死 し て し 


日 


本 妖怪 軍 の と し て 参加 し て いる ほか 、 第 43 話 で も 大 勢 の 妖怪 


残 


全 


日 本 の 雨 妖怪 の 神 と し て 、 マ ヤ 族 の 


の 
任 


に 


そそ の か され 鬼太郎 と 戦う 。 第 83 話 
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ammBfuPitengl 


雨 隆 り 天 狗 


【 あ め ふ り て ん 1】 
原作 オリ ジ ナ ル の 石 に な る 天狗 


天狗 に まつ わる 話 は 数 多い が 、 実 際 に “ 雨 に 当たる と 石 に な る 








天狗 ′” と いう 民話 な ど は 、 過 去 の “鬼太郎 研究 本 "で も わか ら 
な いと 記さ れ で いる 。 原作 の オリ ジ ナ ル と 思わ れる 。 





目玉 お や じ を 示 目 に 移 視 し よう と し た 大 和 

乱 人 峠 に 住む 天狗 。 排気 ガス で 天狗 の 栄養 「 オ ゾン を 含む 直 ] 

を 汚さ きれ 、 ス カイ ウェ イ を 凡 夜 な く 走る 車 に 安眠 を 妨げ られ て 

私 り 、 人 々 を 行方 不明 に させ て いた 。 鬼 太郎 と 戦い 、 上 室 人 

大 山 医師 の 執刀 で 、 目 玉 お や じ を 移植 し よう と する 。 雨 に 当 た 

る と 石 に な っ て し まい 、 その 間 は 無防備 に 。 第 4 話 

能力 で 団扇 で 暴風 を 起こ し 、 その 風 に 巻き 込ま れ た 人 間 は 風化 
し て し まう 。 風 は 、 富 士 の 風穴 に 送り 込ま れる 。 

最後 ⑯ 鬼 太郎 と 戦闘 中 に 雨 に 当たり 石 に な っ て し まう が 、 擬 太 
に 右目 を 治し て も らい 戦い を や め た 。 























| 人 間 と 和解 し 、 山 へ と 去っ て いく 
風吹 峠 に 住む 。 排 気 が ガス で 天狗 の 妖 
力 の 素 ・ カ スミ 革 が 枯れ た こと に 多 





























す 
り 、 峠 を 通る 車 を すべ て 吹き 飛ば す 。 
1 鬼太郎 に や られ た 日 を 治す た め 、 町 
人 | の 医者 に か か る 。 第 23 話 
能力 @ 団 扇 を 振っ て 突風 を 起こ し 、 車 を 吹き 飛ば す 。 雨 に 当 た 








る と 内 に 変化 し て し まう 。 
最後 思 鬼 太郎 と 戦い 不利 に な る が 、 人 間 の 優し さき に 打 た れ 、 村 
で カス ミ 草 を 栽 誠 す る こと を 条件 に 山 へ と 帰っ て いく 。 


コミ ッ * は ? 


は 60 年 代 版 は 同じ 。 原作 の 名 の 住む 財 史 




































































aHnhaPaa 
アド バラ ナ 
【 あ ど ば ら な 】 
じつは マラ リア を 運ぶ 政 の こと ? 


昼間 は ジャ ング ル の 中 に 隠れ て お り 、 夜 に な る と 出 て き て 戸口 
の 隙間 か ら 入 り 、 人 間 を マラ リア に する 。 夕 方 に な る と ボー ッ 、 
ボー ッ と 鳴く 。 部 屋 を 煙 で 充満 させ て お け ば 、 人 入っ て こない 。 


水木 作品 に は 貸本 時 代 か ら 登場 AO 
[妖怪 挑戦 状 ] を 使っ 
た 、 鬼太郎 VS 女子 
プ ゼ セレ ジス ター・ タ ン 
ク 松 竹 の 対戦 で レ 
フェ リー を 務め た 妖 
怪 。 負 けた 者 は 相手 
の 言う こと を 聞か な 
けれ ば な ら な いこ の 
戦い で 、「 あ くま で 
生身 で 戦う よう に 。 
3 特に 鬼太郎 は 、 下 駄 
に 笛 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ ゃ や 髪の毛 針 の 攻撃 は 禁止 ] と 、 鬼 太郎 に 
対し て 念 を 押し た 。 仮 の けた よう な 奇 ッ 怪 な 顔 に 卵 形 の 目 
玉 が 特徴 的 だ が 、 口 調 は 普通 の 気 の い い 兄貴 風 。 第 80 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
に 登場 と 鬼太郎 が 挑ん だ プロ レス 勝負 で レフ ェ リ ー 






































を 務め た 。 そ の ば ぽか 「 本 所 ふし ぎ 」 な ど 多数 に 登場 。 


ayVakashi 


あや か し 
【 あ や か し 】 
に 現れ る 括 必 の 舌 を 総 じ て 「 あ や か し 」 と 呼ぶ 


地域 に よっ て 姿 が 異な り 、 海 に 現れ る 怪異 の 総称 で ある こと が 多い 。 
鳥山 石 燕 の 「 今 昔 百 第 拾 四 】] に は 、 ア ニ メ 同 様 海 骨 の よう な 絵 で 
描か れ 、 船 の 上 を 二 、 三 日 か け て 乗り 越え る と 記さ れ て いる 。 


ks 
海上 に 現れ て 船 を 
め る 、 2 の 
斑 よう な 妖怪 。 東 京 を 
剛 人 生 の 日 に て ょ うら 
ョ m する 妖怪 皇帝 の 先 兵 
と し て 、 都 心 に 出現 。 
愉 W「 が し ゃ どく ろ 」 と と 
凍 も に 、 街 を 破壊 する 。 
書 上 体 の 表面 は 油 だ ら け 。 
『※ ね ずみ 男 の 必 に 一 皮 
ひる も 。 劇 「 異 次 元 ] 
能力 @ 人 魚の 姿 に な っ て 油断 させ 、 船 に 巻き 付き 沈め て し まう 。 
鋭い 牙 で 鬼太郎 た ち を う 。 
最期 電線 を 噛ん で 感電 。 電 気 が シ ョ ー ト し 、 火 が 起こ り 笑 上 。 
ミッ ク で は ? 


























原作 に は 登場 じ な 
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angkK0P Wat ho HOlPei 


アン コー ルリ ワッ ト の じ 霊 
【 あ ん こ 一 ろ ち わ っ と の ぼう れい 】 








4 年 に 一 度 若い 娘 を さら う 落 ち 武 者 の 行列 
4 年 に 一 度 、 う る う 年 の 2 月 29 日 に アン コー ル ワ ッ ト に 現れ る 日 
本 人 の 落ち 武者 の 行列 で 、 毎 年 ひと り の 若い 女性 を 行列 の 中 に 
巻き 込む 。 そ の 正体 は 現在 の 「 死 の 村 ] を 作っ た 山田 長政 の 息 
子 ・ オ イン と その 部 下 で 、 誤 っ て 殺し て し まっ た 娘 ・ ワ ラン を 
抱 し て き 迷 い 歩 いて いる も の 。 鬼 太郎 と 現地 に 来 た ネ コ 娘 も 腹 
を 刺さ れ 、 亡 霊 の 行列 の 中 に 巻き 込ま れ て し まっ た 。 第 10 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
鬼太郎 以外 の 水木 作品 [アン コー ル ワ ッ ト の 女 ] で は 、 女 性 が 4 




















年 後に 戻っ で くぐる が 。 彼女 は 4 年 間 を わずか 数 分 の 出来 事 と 思っ た 。 


ichimm0OKInHVuuHdol 


一 目 入道 
【 い らち も くに ゅ うど う 】 
佐渡 の 国 の イタ ズラ 好き の 水神 欄 


『 日 本 伝説 叢書 佐渡 の 巻 』 で は 佐渡 の 加茂 湖 に 住む 水神 と し て 
記載 。 馬 に いた ずら を する な ど と 河童 の よう な 妖怪 の 性 質 を 持つ 
が 河童 と は 書か れ て お ら ず 、 水 神 、 加 茂 湖 の 主 と だ け あ る 。 


ー 目 入道 親方 の も と に 集う 、 気 性 が 激しい 河童 集団 
皿 の と ころ に 目 の よ 
うな 模様 が ある 河童 。 
遊び 場 で 暴れ 、 若 者 
に 襲 い 掛 か る な ど 、 
気性 が 荒い 。 縄 張り 
を 広げ る た め に 水 を 
止め る 、 き ゅ うり を 
奪い 食い 荒らす な ど 
の 悪事 を つく し 河童 
村 か ら 河 童 た ち を 追 
い 出 そう と する 。 第 
42 話 。 な お 80 年 代 に も さら 小僧 の 手下 と し て 登場 。 第 43 話 

能力 氏 特 別 な 妖力 は な い が 、 木 妃 を 使い 集団 で 攻撃 し て くる 。 
最後 @ 鬼 太郎 に 攻撃 する も 、 歯 が 立た ず 退 却 す る 。 

原作 コミ ッ ク で は 2? 
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原作 に は 登場 し な い 手 。 
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胡 女 
【 い そお た な 】 和 つ 422 
後ろ か ら 見 る と た だ の 岩 か も し れ な い ? 
機 に 出現 する 女 妖怪 。 民間 信 件 和 大 ] な ど に よる と 上 半身 は 絶世 


の 美女 で 、 下 半身 が 幽霊 の よう に ぼや け て いる 。 ま た 半身 が 竜 、 
と いう 説 や 、 後 方 か ら 確 認 す る と た だ の 岩 に 見 える と いう 説 も ある 。 


























怒る と 怖い が 子ども 思い な の は 人 間 と 一 緒 
100 年 に 一 度 現 れる 蛇 の よ うな 長い 体 を し た 妖怪 。 渦 を 起こ し て 
船 を 襲い 、 伸 ば し た 舌 で 釣り 人 た ち を 捕らえ て 靖 乾 の 缶詰 に する 。 
息子 の “赤ん坊 "と 魔 の 岬 の 洞 で 暮らす 。 勝ち気 で 高い プラ イ 
ド を 持っ て いる が 、 人 息子 に は 層 く 、 親 バカ ぶり も 見 せる 。 第 56 話 
能力 @ 海 で 油 を 起こ し 、 長 く 伸 ば し た 舌 で 人 を さら う 。 体 を 巻 
きつ け 、 締 め 付 ける 。 髪 を 海 由 に 変化 させ 操る 。 

最期 @ 鬼 太郎 を 飲み 込み 膨らん で きた 赤ん坊 の 腹 を 押さ えつ け 、 
妖力 を 使い 切っ て し まっ た た め 、 石 に な っ て し まう 。 














自分 の 住み か を 守る た め 礁 闘 
海 の 幸 を 民 と 分 け 合 い 、 縄 文 時 代 か ら 
住む 場所 が 、 レ ジャ ー ラ ンド 建設 で 埋 
め 立 て られ る こと に 腹 を 立て 、 漁 民 を 
襲 う 。 だ が 、 上 鬼太郎 に 説得 され て 襲 う 
剛 の を や め 、 上 鬼太郎 や 海 の 仲間 と と も に 、 
開発 会 社 社長 と 村長 を こら し め る 。 第 7、70、85、98 話 
能力 や 人 間 を 海 の 中 に 引き ずり 込み 、 春 み 込ん で し まう 。 
最後 きれ いな 海 が 破壊 され る 危機 が 去り 、 盾 太郎 た ち に 感謝 
し 、 海 の 中 か ら 手 を 振り 見 送る 。 
































IiN こ 、、 | に 約束 事 は し っ か り 守 る の が 基本 ! 

員 語 海底 の 洞窟 に 住み つい て いる 蛇 の よ う 

| e な 妖怪 。 い つも 本 体 で ある “赤ん坊 " 

細 k、。 を 抱き か か えて いる 。 近く の ほこ ら に 

人 間 は 近づか な い 決 まり が あっ た の だ 
が 、 最 近 決ま り が 破 ら れ 、 し ば し ば 人 

間 が 来る よう に な っ た た め 、 人 間 の 子 を さら う 。 第 68 話 

能力 @ 素 早く 動き 、 長 い 舌 で 相手 の 体 を 締め 付け る と いっ た 攻 

撃 を する 。 さ ら に 呑み 込ん で 魂 を 吸い 取る 。 
最期 @ 圭 毛 ちゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ 、 妖 力 を 吸い 取ら れる 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


尼 女 の 本 人 f 描 
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詠 の 特 物 と 口 BR の 基 の 会 が 確認 























iPDOHHataPa 
一杯 ダ タ ラ eo 
【 い っ ぽん だ た ら 】 
職業 病 が 妖怪 の 元凶 と され る 


| ダ タ ラ (タタ ラ ) と は 、 和製 製 錬 法 の ひと つ で 足 で 踏み 空気 を 
送る 団 の こと を 指す 。 タタ ラ 師 は 、 職 業 か ら 片 目 と 片足 を 愚 う 
こと が 多かっ た た め 、 こ の 妖怪 を 生ん だ よう だ 。 























子 ギ ツネ を 追い か ける 、 ち ょ っ と 間抜け な 一 本 足 の 妖怪 
一 本 足 、 一 つ 目 の 妖怪 。 雪 山 で 冬眠 し て いた が 、 子 ギツネ た ち 
に クマ と 間違え られ いた ずら され て 目 を 覚ます 。 キ ツネ を 食べ 
る 妖怪 と し て も 知ら れ 、 い た ずら し た 子 ギ ツネ た ち を 執 失 に 追 
う 。 外 見 と は 裏腹 に 、 ち ょ っ と 抜け た と ころ が ある 。 第 51 話 。 
また 、 第 79 話 で は 、 チ ー に 昼寝 を 邪魔 きれ 反物 に さき れ て し まう 。 
能力 @ 息 を 吸い 込み 一 気 に 吐き 出し 突風 を 起こ す 。 玉 の よう に 
丸く な っ て 転がり 移動 する 。 
最後 ⑯ 空 腹 を 満た そう と 子 ギ ツネ を 追い か け て いた が 、 ね ずみ 
男 か ら も ち を も ら っ て 満た され た た め 洞 窒 へ 帰っ た 。 











警察 官 に 化け て 鬼太郎 を 襲う 
怪奇 象 を 使っ て 東京 を 乗っ 取 ろ うと 
企む 妖怪 皇 交 の 手下 の ひと り 。 水木 
本 も に か くま われ た 披 太 郎 を 、 警 察 官 
活 、 に 変装 し て 弟 撃 。 鬼 太郎 の 毛 針 で 目 
ン \ を や られ 退散 する 。 劇 | 異 次 元 ] 
能力 ぬ 一 本 足 で ド タ ド タ と 移動 し 、 強 烈 な パン チ で 水木 先生 を 
フッ クア ウト 。 
最期 @ ね ずみ 男 に 殴ら れ た 挙げ 句 、 妖 怪 戦車 の 野 づ ち 砲 で 吸い 
込ま れ て し まう 。 

















原作 に は 登場 じ な い 怪 。 





































井戸 仙人 


【 い ど せ ん に ん 】 








中 国 妖術 や 、 あ ら ゆ る 妖怪 医学 に 詳し い 中 国 出身 の 仙人 
1000 年 前 に 中 国 か らち や っ て まき て 、 井 戸 で 暮らす 仙人 。 も の すご 
い 形 相 と は 裏腹 に 、 あ ら ゆ る 妖怪 医学 に 精通 し 、 現 在 は 恐山 に 
ある 妖怪 病院 の 医者 を し て いる 。 反物 に され た 妖怪 た ちの 復元 
法 や 、 ゼ オク ロ ノ ドン (大 海獣 ) と な っ た 鬼太郎 を 元 に 戻す 方 法 、 
妖怪 クイ ロー ゼ の 治し 方 な ど を 目玉 お や じ た ち に 伝授 。 も ちろ 
ん 魚 眼 丸 と いっ た 楽に も 詳し く 、 水 晶 玉 で チー の 正体 を 見 抜い 
た こと も ある 。 第 太 郎 や 目玉 お や じ た ち は 困っ た こと が ある と 、 
な に か と 井戸 仙人 の も と を 訪れ て 、 助 言 を 求め る 機会 が 多い 。 
し か し 、 長 年 生き て いる せい か 物忘れ が 激しく 、 い つも 肝心 な 
と ころ を 思い 出せ な い 。 ま た 、 妖 怪 医学 書 を 百々 爺 に 盗ま れる 
な ど 、 抜 けた と ころ も あっ た 。 井戸 仙人 が 井戸 の 側 を 離れ る こ 
と は ほとん ど な い が 、 第 106 話 な ど 鬼 太郎 の 入院 先 へ 出向 く こ と 
も あっ た 。 第 80、94、97、106、 劇 「 大 海獣 」 






























































メタ ン ガ ス だ け を 食べ て 生き て いる 
1000 年 前 か ら 、 井 戸 で メタ ン ガ ス を 
食べ て 生き て いる 仙人 。 チ ー に よっ 
て 反物 に され た 妖怪 た ち を 元 に 戻す 
較 軒 方 法 を 、 目 玉 お や じ た ち に アド バイ 
" ス 。 さ ら に 、 チ ー の 正体 が 九 尾 の 狐 






































の 弟 だ と 、 万 能 ガ ラス 玉 を 使っ て 見 破っ た 。 反 物 を 検分 する 際 、 
目 の 部 分 の 七色 が 変化 する 。 目玉 お や じ と は 、「 わ し 」「 鬼 太郎 の 
親父 ] と 呼び 合う 仲 。 チ ー も 井戸 仙人 の こと を 知っ て お り 、 か な 
り の 実力 者 らし い 。 第 2 話 











妖精 の 国 の 女王 と も 上 顔見知り 
中 国 の 妖怪 に 詳し い 仙 人 。 元 は 人 間 
am だ っ た が 、 古 井戸 の 中 で 1000 年 前 か ら 
NIL 

ー に よっ て 、 反 物 に され た 上 投 太 郎 た 
時 叶 こ 戻 す 方 法 を 、 目 玉 お や じ ら に 
伝授 する な ど 、 妖 尾 医 学 の 知識 が 豊富 だ 。 また 、 万 能 ガ ラス 玉 を 使っ 
て チー の 正体 を 見 抜き 、 妖 精 の 国 に つい て も 詳し い 。「 人 間 と 妖怪 
友好 盆踊り 大 会 ] で は 、 ネ コ 娘 に すり 寄っ て 節 踊り を 踊っ て いた 。 
第 68、90、104 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
アニ メ で は 、 あらゆる 妖怪 の 病気 に つい て 詳し い が 、 原作 で は |[ 妖 























怪 反物 」 に だ け 登 場 ょ チー の 正体 を 見 抜き 、 妖怪 反物 を 元 に 戻し た 。 
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iyami 
いや み 
【 い や み 】 
鳥山 石 燕 の 創作 し た 妖怪 ? 





後姿 は 若い 女 だ が 、 水面 に 喘 っ た 顔 は 男 の よ うな 「 否 哉 ] と し て 、 
石 格 の 「 今 普 百 提 拾 遣 ] に 描か れ て いる 妖怪 。 し か し 、 妖 怪 の 
説明 は な し 。 ま た 、「 東 北 怪談 の 旅 ] な ど に も 登場 































































































人 間 の “楽し み ” を 食べ て 生き る 、 お か ま 妖 怪 

人 間 が あく せく 働い て 手 に 入れ た "楽しみ" の エキ ス を 食べ る 

妖怪 。 森 の 中 に ある 住み か で 冬眠 し て いる と ころ を 了 手 ど も に 超 

こさ れ 、100 年 分 の 楽し み の エ キス を 吸い 拓 も うと する 。 始終 、 

オネエ 言葉 。 人 間 の 容姿 は 仮 で 、 本 体 は 一 つ 目 の 妖怪 。 第 27 話 

能力 @ 口 か ら 「 イ ロ 気 」 と いう 気体 を 出し 、 相手 の 妖力 を 封じ る 。 
鬼太郎 も イロ 気 に や られ 、 脱 抜け に な っ た 。 

最期 や つる べ 火 に より 燃やさ れ た 家 で 、 股 間 に 火 が つき 「 急 所 
を や られ た ! 」 と 言い な が ら 消 える 。 





弱点 は “きゃ ん た ま "! 
人 間 の や る 気 や 楽し い 気持 ち を 盗み 、 
「 楽 し み エ キス 」 を 作る 妖怪 。 別 名 
エロ モドキ と も 呼ば れる 。 人 間 に 
よっ て 冬眠 を 解 か れ 、「 楽 し み エ キ 
0 hu 間 ス 」 を 吸う た め に 人 を 襲う 。 第 48 話 
能力 @ イ ロ 気 を 使い 、 そ れ を 吸っ た 者 は 骨抜き に され て し まう 。 
最後 @ 鬼 太郎 に 投げ 飛ば され 正体 を 現す 。「 鬼 太郎 キッ ク ] に よ 
り 、“ き ゃ ん た ま " を 蹴 ら れ て 気絶 。 そ の 間 に 、 氷 の 張る 
寒い と ころ に 連れ て 行か れ 、 再 び 冬 眠 さ せら れる 。 





春 い 落語 を 披露 する 

人 の 『 気 ” を 抜き 取る 妖怪 。[ 高座 で 
大 爆笑 を 取ら せ て みや が れ 」 と 、 神 社 
で 祈っ た は な し 家 に 取り き 、「 い や 
み 享 いや み 」 と いう 芸名 で 落語 を 披露 
する 。 本 体 は 一 つ 目 の 妖怪 。 第 61 話 
能力 人間 の 正気 や 笑 気 を 抜き 取り 、 本 音 む き 出し に させ る 。 
鬼太郎 も 正気 を 礁 われ た 。 吸い 取っ た 気 は ひょう た ん に 。 
最期 @ 正 気 を 取り 戻し た 鬼太郎 が 攻撃 。 一 つ 目 の 正体 を 現し 、 

ちゃ ん ちゃ ん こ で 体 を 巻 か れ て 消え て な く な る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
火 を 吐い て 攻撃 ずる いや み と 、 陰毛 で 攻撃 する いや み の 2 タ 
































イプ が 登場 。 「 い や み 」 [妖怪 いや み ] [セク ハラ 妖怪 いや み ] 


* ら 
守 
トー2 


IiWaHahnlz7l 


FLWW ゃ 
如 鱗 功 主 
【 い わな ぼう ず 】 

漁 を や め さ せ よう と する 魚の 化身 


福島 、 東京 、 岐 阜 な ど で 伝え られ る 妖 公 。 川 で 魚 を 取っ て いる と 
「 殺生 は や め ろ 」 と 現れ る 。 その 名 は 、「 想 山寺 開 耕 集 」 な ど で 見 
る こと が で きる 。 場所 に よっ て は 、 算 や 人 の 場合 も ある よう だ 。 


























































































































人 の 魂 を 天国 に 案内 する 徳 の 高い 妖怪 僧 

鬼太郎 と 目玉 お や じ の 知り 合い の 物静か な 妖怪 僧 。 修 行 に より 、 
人 の 寿命 を 言い 当て る こと が で きる 。 少女 ・ 幸 美 の 死 を 予言 し 、 
彼女 と 仲の よい 心 や さ し い 妖怪 ・ オ バリ ヨン に 申告 。 幸 美 を 喜 
ば せる た め 、 彼 女 の 姉 に 会 わせ た いと 言う オバ リヨン の 願い を 
聞き 入れ 、 幸 美 の 魂 が 天国 べ 行く の を 術 に よっ て 1 日 遅らせ る 。 
そし て 、 オ バリ ヨン の 働き で 喜び を 得 た 幸美 の 圭 を 連れ て 、 天 
国 へ と 消え て いっ た 。 ま た 、 世 大 な 旧 人 を 生み 出し た 廃寺 に 巣 
くっ た 悪 埋 た ち を 、 日 玉 お や じ に 頼ま れ 、 清 め の 念仏 を 唱え て 
これ を 琶 っ た こと も ある 。 第 59、103 話 














モウ リョ ウ を 念仏 で 封じ 込め た 
岩魚 の 体 に 、 僧 信 の スタ イル と いう 
徳 の 高い 妖怪 。 モ ウリ ョ ウ の 恨み の 
強 さ に 苦戦 する 鬼太郎 の 元 へ 、 目 玉 
お や じ が 助っ人 に 呼ん だ 。 一 反 も め 
ん に 乗っ て 登場 し 、 長 い 念仏 を 唱え 
て モウ リョ ウ を 苦し め る 。 そ し て 、 後 に 「 喝 !」 の 一 声 と と も 
に 目 を 光ら せ 、 強 敵 モ ウリ ョ ウ を 岩 に 封じ 込め て し まっ た 。 と 
て も 物静か な 妖怪 で 、 お 礼 を 言う 鬼太郎 た ち に 「 い や 、 な ん の 
Na | と だ け 応 える 。 第 53 話 

















原作 に は 登場 し な 妖怪 。 
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板 朱 し 4/ 
| 【 い た お に 】 
| 切り裂か ず に 、 押 し つぶ す 殺 人 板 


押し つぶ し て 人 間 を 殺す 殺人 板 と し て 「 今 音 物語 』 に 登場 する 。 
平安 時 代 で は 、 妖 怪 の 総称 と し て 「 鬼 | が 使わ れ て いた た め 
この 殺人 板 も 「 鬼 ] が 板 に 変化 し た も の だ と 考え られ る 。 


| 一 見 た だ の 板 切れ だ が 、 強 各 な 力 を 持つ 異色 の 鬼 

較 板 か ら 釘 の よう な 8 
本 の 角 が 生え た 妖怪 。 
飛び 回 り 、 素 早い 動 
き で 攻撃 し て くる 。 
板 の 璧 に 溶け 込む よ 
うに 隠れ る こと も で 
きる 。 山形屋 の 財 骨 
を 狙う 百々 爺 に 命じ 
られ 、 山 形 屋 の 人 間 
を 皆殺し に し よう と 












































-。 する 。 第 101 話 
能力 人 @ 倖 の 刀 と 同じ 切れ 味 を 持つ 鋭い 角 。 
最期 @ 燃 え 盛 る お 玉 の 魂 に 体 当 た りさ れ 前 後 不 賞 に な り 、 鬼 太 
郎 に 蹴 ら れ て 百々 谷 に 激突 。 井戸 の 中 に 落下 する 。 
原作 コミ 





ッ ク で は 2? 
原作 で は 「 本 所 七 ぶし ぎ 」 の 刑 を 鬼太郎 に 執行 する 妖怪 の ひと り 。 
鬼太郎 の 指 鉄砲 を 受け て 倒さ れる 。「 括 怪 本 所 七 ふ し ぎの 巻 ] 
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ウー スト レル 
【 う 一 す と れる 】 
死ん だ 子ども の 霊 が 変化 し た 悪魔 


プ ブルガリア の 悪魔 。 土 曜日 に 生ま れ 、 キ リス ト 教 の 洗礼 を 受け 
る 前 に 死ん だ 子供 の 霊 が な っ た も の と され て いる 。 和 牛 の 血 を 主 
食 と し て いる が 、 眠 っ て いる 人 間 の 血 を 吸う こと も ある 。 


コウ モリ 猫 の 体 か ら 集団 で 出現 する 西洋 妖怪 
バッ クベ アー ド 配 下 
の 西洋 妖怪 。 妖 怪 王 
と な っ た ぬら り ひ ょ 
ん の た め 、 日 本 各地 
で 妖魔 城 出 現 の 封印 
を 解く 鏡 を 探す 妖怪 
の ひと り 。 ぬ ら り 
ひ ょ ん の 妖力 で 生み 
出し た ダイ ダラ ボッ 
チ の 肩 に 乗り 、 桜 島 
を 散策 。 第 96、97 話 
能力 @ コ ウゥ モリ 猫 の 体 か ら 出現 。 鬼 太郎 の 体 に 張り 付き 、 妖 気 
を 吸い 取り カラ カラ に し た 。 妖怪 バス に 張り 付き 、 ネ コ 
娘 や 砂 か け 婆 ら を か し た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 



































原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 

















MS 0 094 叩 i 穫 

後 神 

後ろ髪” の 語 昌 合わ せ か ら 生ま れ た 石 族 の 創作 ? 
鳥山 石 燕 「 今 音 百 沙 拾 遺 ] に 「 腫 病 者 に 付き 、 前 に いる か と 思え ば 


後ろ ク に あり 、 人 の "後ろ髪" を 引く ] 妖怪 と し て 登場 。 親 が 子 を 勘 
当 し よう と いう と き に 、 後 ろ で 親 の 気持 ち し を な だ め る 神 と いう 説 も 。 






































































































































妖怪 サボ テン と 組ん で 、 人 間 の 家 を 乗っ 取 ろ うと し た 
祭り で 妖怪 サボ テン を 売り 、 買 っ た 人 間 の 家 を 乗っ 取 ろ うと す 
る 。 住 まい と 食べ 物欲 し き に 、 氏 玉 一 家 を 妖怪 サボ テン の えさ 
に し て 、 負 夫 家 で 我 が 物 顔 で 暮らそ うと する 。 倒 され た 後に 朱 
太郎 に 社 を 造っ て も らい 、 後 の 昧 り は 消 を た も よう 。 第 61 話 
能力 妖 任 サ ポテ ン と 結託 。 手 か ら 煙 を 出し て 妖怪 サポ テン を 
操り ご 大間 を 食わ ぜ て じ ま う 。 ーーー デ 
最期 で 顔 に 鬼太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ が 張 り 付 き 、 昔 し き の あ ま 
り 柳 の 木 の 中 へ 。 そ こ へ 落雷 し 、 木 が 真っ 二 つ に 。 





男 た ち は メ ロメ ロ 必 至 の 美人 妖怪 
美しい 女性 の 妖怪 。 人 間 の 男 と 恋 に 
落ち る が 、- 下 山 し て 帰っ て こない 男 
を 捜し て 山 か ら 下り て きた 。 妖怪 サ 
ボテ ン と 組ん で 、 男 の 行方 を 捜す 。 
1 花 を 育て さき させ た ら 妖 怪 一 。 第 59 話 
能力 @ 友 の 毛 を 伸ばし て 相手 の 自由 を 奪う 。 し か し 力 は 弱く 、 
ネコ 娘 で も 簡単 に 逃げ る こと が で きた 。 
最後 @ 捜 し て いる 男 が 建築 現場 で 事故 死 し て いた た め 、 み ん な 
に 迷惑 を か けた と 放 り 山 に 帰っ て いく 。 






































影 の 世界 を 操り 鬼太郎 を 襲う 
家 に と り 邊 き 、 そ の 一 家 を 妖怪 サボ 
テン の えさ に し て 魂 を 奪う 。 座敷 章 
子 の 住む 家 に 目 を 付け 、 そ の ほとん 
ど を 妖怪 サボ テン に 食べ きせ て し 
まっ た 。 光 が 大 の 苦手 。 第 55 話 
能力 @ す べ て の 影 が 後 神 の 言う こと を 聞く 「 影 の 世界 ] に 、 鬼 
太郎 を 閉じ 込め る 。 
最期 @ 明 か り を 持っ た つる べべ 火 や 子 泣き 爺 た ち に より 非力 に 。 
影 を 探し て 、 砂 か け 婆 の 乾 に 放 い 込ま れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
「 後 神 ] に 登場 。76 年 代 が ほぼ 原作 に 近い が 、 後 神 は ちゃ ん 
ちゃ ん た こ に 顔 を 締め 付け られ て あつ ざり や られ て し まう 。 
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巡 が 火 
【 う 2 ば が び 】 
油 泥棒 の 老婆 が 転じ た 火 の 妖怪 
山 の 晩 に 、 大 阪 府 に ある 枚 闘神 社 に 現れ る 火 。 毎 史 、 神 社 の 通 


を 盗ん で いた 老 小 が この 妖怪 に な っ た と いわ れ て いる 。「 河 内 鍋 
名 所 記 」「 諸 国 里 人 談 |「 古 今 普 物語 評判 】 な ど に 登場 
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口 か ら 吐 くす さま じい 炎 に 、 上 鬼太郎 も か な わな か っ た 

男 に 捨て られ た 女 の 情念 が 化け た 妖怪 。 ク リス マス に 浮か れる 

カッ プル た ち に 怒り 姿 を 現し た 。 仲の 良い 男女 を 見 る と 見 境 が 

な く な り 、 連 続 放火 を 引き 起こ す 。 鬼太郎 を か ば い 手 を つない 

だ ネコ 娘 を 見 て 逆 上 し た 。 ま た 、 妖 怪 ノ イロ ー ゼ と な っ た 昌夫 

郎 の 幻覚 に も 登場 。 第 50、106 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 

能力 代 口 か ら 火 炎 を 吐き 、 辺 り を 焼き 尽く す 。 鬼太郎 の 髪の毛 
針 も 秋 の 威力 に 効果 が な か っ た 。 

最期 @ 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ を 着 て 霊力 アッ プ し た 吹 消 婆 に 
吹か れ て 、 空 の 彼方 へ と 消え て いっ た 。 





炎 の 妖怪 5 人 の ひと り 

登場 名 は 「 始 火 ]。 天 火 、 つ る べ 火 、 
海 月 の 火 玉 、 化 火 ら と 炎 の 妖怪 5 人 
衆 を 組ん で 、 鬼 太郎 の ビン チ に 駆け 
つけ る 。 合体 し て 、 より 激しい 交 攻 
撃 を 繰り 出す こと も 可能 だ 。 ま た 、 
と の 戦い で は 画 皮 に 苦戦 する も 、 鬼 太 


























チー 率い る 中 国 妖怪 軍団 
郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ を た いま つ に し て 笑 の 妖怪 5 人 衆 が 合体 。 
パワ ー ア ッ プ し て 、 紙 に 描か れ た 絵 が 立体 化し た 妖 神 を 焼き 尽 
く し た 。 第 35、91、 劇 「 最 強 妖怪 」 






















ヒー 族 を 倒す べく 集め られ た 妖怪 の ひと り と し て 登場 。 ま た 、 地 氏 
の 魔物 と 対決 する 際 ほ も 呼ば れ た 。 [折尾 危機 一 回 ] 復活 悪魔 くん ] 
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婚 獲 鳥 


【2 ぶ め 】 








形態 は 異な れ ど 各 地 に 伝わる 妖怪 

中 国 が 発祥 の 妖怪 。 さ きま ざま な 文献 に 記さ れ 、 各 地方 に 伝わる 
女性 の 妖 任 だ 。 茨 城 県 で は ま 「 ウ パ メ ド リ 」 と 呼ば れる 、 始 衝 委 
と ほぼ 同じ よう な 鳥 の 妖怪 も 存在 し て いる 。 











大 勢 の 赤ん坊 を さら い 世 話 を する 巨大 な 鳥 の 妖怪 
子ども を 死な せ 、 親 の 役目 を 果たせ な か っ た 魂 が 変化 し た 妖怪 。 
如 獲 鳥 の 羽 を 付け られ た 「 店 獲 鳥 石 」 か ら 出現 。 赤ん坊 を さら 
い 滝 の 奥 に ある 部 屋 で 世話 を し て いた 。 また 、- 日 本 妖怪 軍 と し 
て 中 国 妖怪 と 戦っ た 。 第 24、81、91 話 、 劇 「 最 強 妖怪 ] 
能力 @ 目 か ら 光 線 を 出し 、 糞 を 落と し て 攻撃 。 干 し て ある 布団 
に 足跡 を 付け 、 そ の 布団 で 須 た 子 は 必ず オネショ を する 。 
最期 @ 鬼 太郎 が 髪の毛 針 に よっ て 、 始 獲 鳥 の 羽 を 如 獲 鳥 に 付け 
に こと で 元 の 石像 に 戻る 。 石 に な っ て か ら 涙 を 流 ず 。 








鬼太郎 を 頭 か ら 呑 み 込ん だ 
巨大 な 鳥 の 姿 を し た 妖怪 。「 獲 鳥 
石 」 を 千 獲 鳥 の 羽 で 覆う と 現れ る 。 
昭和 町 で 赤ん坊 を きら っ て は 洞穴 に 
較 れ 去り 、 ね ずみ 男 と 雄一 少年 に 世 
話 を させ て いた 。 第 46 話 
能力 @ 目 か ら 怪 光線 を 発射 し 、 相 手 の 目 を くら ます 。 由 の 力 は 
強く 、 鉄 格子 も 難なく 曲げ て し まう 。 鬼太郎 を 呑み 込む 。 
最期 @ 鬼 太郎 を 在 み 込む が 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ が 腹 の 中 で 暴れ 問 
絶 。 つる べ 火 に 羽 を 焼 か れ 、 元 の 獲 鳥 石 に 戻る 。 











日 本 中 の 赤ん坊 を さら うと 豪語 

日 本 中 の 赤ん坊 を さら い 自 分 の も の 

に し よう と する 。「 自 分 が あや せ ば 

赤ん坊 は 安心 する 、 人 間 は 赤ん坊 を 

泣か せる 」 と 主張 。 鬼 太郎 を ガキ 妖 

怪 と の の し っ た 。 第 81 話 

能力 氏 鬼 太郎 へ 電気 を 発射 し て 攻撃 。 髪 の 毛 針 を 、 羽 ば た いて 
は ね 返し た 。 

最期 @ つ る べ 火 に 火 を 点け られ て 、 地 面 に 落ち る と 「 始 獲 鳥 石 」 
に な っ て いた 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
60 年 版 は 原作 と 同じ 攻撃 パタ ー ン 。 妖怪 春 炉 に 火 を 点け た こと 


















































で 、 交 っ た ご と も ある 。「 千 獲 鳥 」 | 再生 妖怪 軍団 の 反撃 ! の 巻 ] 








【 う みお し ょ う 】 。 
災害 を も た ら す 顔 は 人 間 、 体 は 亀 海 坊主 


海 坊主 の 一 種 。「 和 商 魚 ] と も いう 。『 海 島 逸 志 」 に よる と 、 現 
れる と 必ず 災害 を も た ら す と いう 。 ま た 紅色 の すっ ぽん の よう 
な 体 に 人 の 上 顔 が 付い て いる と 『 和 漢 三才 図 会 『 斉 諸 俗 談 ] に ある 。 














信心 薄い 人 々 に 怒る 頭 は 坊主 、 体 は 亀 の 妖怪 

休 は 亀の甲 継 で 、 首 と 顔 が 和尚 。 凶 悪 で 頭 が いい 。 漁師 た ち が 、 

E に 1 回 の 海 を 尊ぶ 儀式 を し な く な っ た こと に 怒り を 感じ る 。 ま 

た 底 引 き 網 で 魚 を 根こそぎ 捕 ら れ 、 自 分 も 網 に 義 じ 込め られ た 

こと で 、 人 間 を 憎む よう に な っ た 。 船 ょ 霊 の 製造 工場 を 使っ て 

答 明 圭 を 造り 、 船 を 襲う 。 第 77 話 

能力 @ 船 較 霊 の 製造 工場 と いう 釜 の 中 に 鬼太郎 を 入れ て 、 幽 霊 に 
し よう と する 。 鬼太郎 も る 、 下 半身 だ け 了 幽霊 に きれ て し まう 。 

最期 @ リ モコ ン 下 駄 で ひっ くり 返さ れ 、 オ カリ ナ 鞭 で 縛ら れ 身 
動き が と れ な く な る 。 そ の まま 冷た い 海 の 底 に 沈む 。 


























島 神 に 寄生 し 人 の 肝 を 食う 
海辺 の 村 で 冷た い 仕 打ち を 受け て 死 
ん だ 和 向 の 魂 が 、 亀 に 乗り 移っ た 妖 
匠 医 。 島 神 (人 食い 島 ) に 寄生 し て 、 
W 人 の 肝 を 食べ る こと で 人 に 戻 ろう と 
6 き し た 。 第 76 話 
能力 @@ 島 神 に 寄生 し て 人 食い 鳥 に 成り 代わ り 、 生 け 罰 を 捧げ さき 
せる 。 す っ ぽん の よう に 、 噛 み 付い た ら 離 れ な い 。 
最期 @⑯ 盾 太郎 に 食い つい た が 体内 電気 を 放電 され て 離し て し ま 
い 、 人 食い 島 の 血液 に 流さ れ 心 臓 の 弁 に 挟ま れ て 死亡 。 
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海 座頭 
【 う み ざ と う 】 
玉音 法師 の 姿 を し た 盲目 の 海 坊主 


鳥山 石 燕 『 画 図 百 鬼 夜 行 } に ある 、 月 の 終わ り に 現 琶 法師 姿 で 
現れ る 盲目 の 妖怪 で 、 杖 を つい て 海上 を 歩き 回 る 。 質 問 に 素直 
に 答え る と 姿 を 消し 、 害 を 与え な いと いう 。 海 坊主 の 類 。 


船 幽 霊 を 奴隷 の よう に 扱う 盲目 の 妖怪 

岬 の 岩場 の 洞窟 に 住ん で いる 。 船員 た ちの 魂 を 槍 っ て 船 較 霊 に 

し 、 そ の 船 幽 霊 を 奴隷 の よう に 使っ て 新た な 船 を 沈没 させ 、 宝 

を 蓄え て いた 。 フミ 子 と いう 少女 を さら い 、 自 分 の 跡継ぎ に し 

よう と する 。 盲目 だ が 聴覚 を は じ め 他 の 感覚 器官 は 、 視覚 を 補っ 

て 余り ある ほど 鋭い 。 岬 の 岩場 で 琵琶 を 嗜む 。 第 26 話 

能力 @ 枯 で 海 を 反 き 回 し 巨大 な 渦 を 作る 。 海中 で も 琵 総 を 振り 

回 し て 渦 を 作る こと が 可能 。 毛 穴 か ら 魂 を 吸い 取る 。 

最期 @ 海 中 に 鬼太郎 を 誘い 込み 優位 に 立つ 。 し か し 上 鬼太郎 の 魂 
を 吸 お うと し て 、 鬼 太郎 の 体内 電気 の 放電 で 倒れ る 。 





























人 間 た ち へ の 警告 と し て 船 を 沈め る 
AP 使命 だ 
ぶ 、 人 間 た ち が そ の 後 も 争い 続け る 
の SO 
き な い と 警告 の 意味 で 船 了 ょ 圭 を 使っ 
6 て 船 を 沈め る 。 第 50 話 

井 を 使い 船 を 沈め る 。 死ん だ 船員 は 船 黒 に 。 拓 二 
源平 以来 の 海戦 の 歴史 を 遡っ て 幻覚 を 見 せる 。 








能力 @ 船 
を 奏で て 、 
告 と し て 、 海 戦 の 歴史 を 遡っ て 見 せ 、 鬼 太郎 や 人 間 た 











最期 @ 警 


ち が 納 得 し た の で 、 船 霊 の 魂 を 解放 。 海 に 帰っ て いっ た 。 


ロ コ ミッ * は ? 


評 詳 衣 あ zo OO 尿 措 い 悪事 を 働く 妖 尾 
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Mu 岬 IIIIII 
海 じ じい 
2 み C い 】 
「 ま ん が 日 本 昔ばなし 」 に も 登場 


大 分 の 民話 に ある 、 青 白く や せこ けた 風貌 の 老人 。 海 に 住み 人 




















を 食っ て し まう と いう 。 サザエ を 取っ た 舟 に 現れ 、 逃 げ 出す と 
「 サ ザ エ 、 も ちっ と よこ せ や ー」 と 追い か け て くる そう 。 














大 クラ ゲ に な る 敵 妖 怪 と 仙人 風 の 2 と お り で 登場 

人 間 や 動物 に お ぶさ り 、 状 分 を 吸う 妖怪 。 吸 い 尽く す と 大 クラ ゲ 

と な っ て 次 の 獲物 を 探す 。 少 年 に と り 如 く が 、 ね ずみ 男 の デ タ ラ 

メ な 呪文 に よっ て ね ずみ 男 の 背中 に 。 第 62 話 。 ま た 第 22 話 で は 北 

板 で 水 漬け に な っ た 上 鬼太郎 を 発見 し 、 目 玉 お や じ の 元 へ 届け た 。 

能力 @ 大 クラ ゲ と な り 触 手 で 鬼太郎 を 捕まえ て 、 そ の 精気 を 吸 
い 取る 。 どこ か ら で も 塩 を 呼ぶ こと が で きる 。 

最後 @ 鬼 太郎 の 養分 だ け で な く 、 精 気 ま で 吸っ た た め 体 が 発電 
し て 、 鬼 太郎 が くっ つく と 養分 と 精気 が 鬼太郎 の 元 へ 





凍っ た 鬼太郎 を 運ん だ 苑 
中 国 の 仙人 の よう な 枯れ た 上 顔 を し て 
いる 妖怪 。 釣り竿 を 持ち 、 腰 み の を 
し て いる 姿 は 浦島 太郎 その も の 。 目 
玉 お や じゃ や 鬼太郎 と は 、 も と も と の 
* ー 知り 合い だ っ た らし い 。 普段 は 北極 
で 釣り を し て いる 。 北極 で 、 大 な まず と の 聞い に よっ て 氷 漬け 
に な っ て いた 鬼太郎 と 一 反 も めん を 発見 。 粉 々 に し て 玉手 箱 に 
入れ 、 目 玉 お や じ の 元 へ 届け る 。 そ の 後 、 北極 に 釣り を し に 戻っ 
て いっ た 。 第 57 話 








80 年 代 と ほぼ 同じ 形 で 活躍 








80 年 代 と 同じ く 、 妖 怪獣 の 回 に 登場 。 
大 な まず と の 闘い で 水 潰 け に な っ た 
鬼太郎 を 運ぶ 役割 を 果たす 。 伝承 に 
ある 海 に いて 人 を 食っ て し まう 老人 
の 妖怪 (「 ま ん が 日 本 昔ばなし 』 に 
も 登場 ) と 、60 年 代 に 出 て きた クラ ゲ の 化身 の よう な 妖怪 と 、 

この 仙人 に 近い よう な 妖怪 と の つなが り は 不明 。 海 の 妖怪 は そ 
の ほか に も 海 坊主 、 海 玩 ほ か 大 勢い る の で 、 そ れ ぞ れ が どう い 
う 妖 怪 な の か は 明確 で は な い 。 第 111 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
60 年 代 は [ 海 じ じい | と 同じ 設定 。 鬼太郎 の 仲間 は 「 妖 怪獣 | に 登場 し 
































て いる 。 と どちら も 原作 と ほぼ 同じ 設定 で アニ メ 化 され て いる 。 
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MIDOHMZH や 
海 坊主 
【 う み ぼ ば うず 】 いい 7 
海 に 現れ る 巨大 な 黒い 坊主 頭 が 船 を 破壊 する 


多く は 夜間 の 海上 に 現れ る 。 そ れ ま で は 穏やか だ っ た 海面 が 突 
然 盛り 上 が り 、 黒 い 坊主 頭 の 巨大 な も の が 現れ て 、 船 を 破壊 す 
る と され る 。 か な り 巨 大 な も の か ら 比 較 的 小さき な も の まで いる 。 
























































世界 妖怪 ラリ ー に 観客 と し て 登場 

世界 妖怪 ラリ ー の 回 に 登場 。 空 色 の 外皮 に オッ ト セ イ の よう な 形 
状 の 胴体 ( 二 足 歩行 で 手足 あり ) の 妖怪 。 口 の 周り に 無精 ひげ の 
よう な も の を 生やし て いる 。 世界 妖 怪 ラ リー の 当日 に 、 世 界 の 妖 
怪 た ちの 街中 で の 暴れ っ ぷり に し か め 面 を し な が ら 、 息 子 と と も 


























に 鬼太郎 を 待つ 。 そ の 際 に 、 妖 怪 に 跳ね 飛ば され て 空中 に 飛ん だ 
赤ん坊 を 受け 止め て 救う 。 そ の 後 は 砂 か け 疲 、 子 泣き 爺 と と も に 
中 継 を 見 な が ら 殆 太郎 を 応援 。 橋 を 落と され る な どの 鬼太郎 の ビ 
ンチ に は 、 心 配 そ うな 顔 を し て いた 。 ラ スト は ゴー ル 地 点 で 大 声 
援 を 送っ て いた 。 第 51 話 








炎上 し た 鬼太郎 の 車 を 消火 する 
80 年 代 と 同じ く 世 界 妖怪 ラリ ー の 回 
に 登場 し た 、 大 き な 目 と 大 き な 口 が 
愛らしい 妖怪 。 ル ックス 的 に は 80 年 
代 と ほぼ 同じ 。 息 子 の 小 坊 主 が ラ 
リー 会 場 の 近く に 酒 の 買い 出し に 出 
て いた と ころ か ら 、 ラ リー 会 場 で ある 佐渡 ヶ 島 周辺 に 住ん で いる 
と 思わ れる 。 ゴ ー ル 近く に お り 、 バ ッ ク ベ アー ド の 妨害 で 炎上 し 
て し まっ た 移 太 郎 の 車 (霊界 自動 車 ) が ゴー ル し た 後 で 、 口 か ら 
水 を 吐き 出し て 笑 を 消し た 。 第 54 話 




































県 作 コミ ッ は ? 
[妖怪 ラリ ー」 に は 子ども は 登場 せ ず 、 油 を 春 わ れる の は 父親 。 最後 に は バッ 
クベ アー ド に 謝ら れ で いた 。[| 海 坊主 」 と いう 別 キ ャ ラ の 作品 も あり 。 














ulHOIUZ7IUHOKOHOm0 


海 坊主 の 子ども 


【 う み ぼ うず の こども 】 
海 の 怪 の 総称 だ が 子供 の 記録 は な し 


海 に 出没 する 怪 の 総称 を 海 坊主 と 言う 。 裸体 の 坊主 風 な も の が 
群れ を な し て 船 を 襲う と いわ れる こ と が 多く 、 船 体 や 橋 に 抱き 
つい た り 、 侍 火 を 消す と いっ た 行動 を と る 。 























め ぬらりひょん の アジ ト に 妨 び 込む 
染色 の 外皮 に 大 き な 月 、、 卵 形 の 子供 大 の カラ ダ を 持つ 。 洞 究 に 駆 
| け 込 ん で ぐる 朱 の 艇 を 怪 じ ん で 後 を つう ける と 、 ぬ ら り ひ ょ ん の ア 
| ジ ト に 着い て し まう 。 そ こ で ぬら り ひ ょ ん が 世界 妖怪 ラリ ー を 利 
用 し て 世界 の 妖怪 を 支配 し よう と 企ん で いた こと 、 そ し て ギリ ギ 








リ で お じ け づい て 、 鬼 太郎 に 日 本 代表 を 押し 付け て きた こと を 知 
、 る 。 当 日 、 来 日 し て 各国 の ラリ ー 代 表 が 暴れ る 現場 で 鬼太郎 を 待 
ち 、 事態 の あら まし を 説明 する 。 その後 は 砂 か け 婆 、 子 泣き 苑 ら 
と と も に 応援 。 ラ スト は ゴー ル 地 点 で 声援 を 送っ て いた 。80 年 代 


に 限り 、 名 称 は 「 小 坊主 ]。 第 51 話 




















火 を 噴い た 鬼太郎 の 車 を 消火 
世界 妖怪 ラリ ー が 開催 され た 佐渡 ヶ 島 
付近 に 生息 し て いる と 思わ れる 。 卵 形 




















1M 
60 の 小 き な カラ ダ (子供 と 同じ ぐら い の 
大 き さ ) を 持つ 妖怪 。 世 界 妖 任 テリー 
の 際 、 コ ー ス に 飛び 出し て バッ クベ 
ー ド に 埋 か れ そ うに な る 。 き さら に その と き 、 持 っ て いた お 洒 を 
バッ クベ アー ド に 春 わ れ て し まう 。 ラ リー に 出場 し た 鬼太郎 が 火 ダ 


ル マ の 車体 で ゴー ル し た 後 、 親 で ある 海 坊主 と と も に 口 か ら 水 を 吐 
き 出 し 、 そ の 車 の 消火 活動 を 行う 。 第 54 話 















































Ingaiky0l 


雲 外 鏡 
【 う ん が いき ょ 』 う 】 
付 理 神 の 一 種 で 銅鏡 が 変化 4 


長い 年 月 を 経た 鏡 が 妖怪 化し た も の 。 鏡 の 表 分 の 顔 を 
只 し 肥 し て いる 。 鳥山 の [上 人] で 措 か れ て い 
る が 、 「 服 魔 鐘 を モチ ー フ に 石 燕 が 創作 し た も の と 考え られ て いる 。 












































鬼太郎 一 派 を だ まし 、 鬼 太郎 を も 鏡 に 閉じ 込め る 
銅 で で きた 鏡 が 、2000 年 以上 の 年 月 を 経て 物質 が 変化 し 、 妖 怪 
と な っ た も の 。 銅鏡 寺 か ら 、 照 魔 鏡 が 盗ま れ 海 に 捨て られ た た 
め 復活 。 美 し い 少女 に 化け 、 鬼 太郎 を 鏡 に 閉じ 込め た 。 照 麻 鏡 
を 当て られ て 、 雲 の よう な 化物 と し て の 正体 を 現す 。 第 29 話 
能力 @ 少 女 に 化け て 、 妖 怪 た ち を だ ます 。 巨大 な 舌 で 、 目 玉 お や 
じ と ね ずみ 男 を 呑み 込ん だ 。 
最期 @ 雲 外科 を 倒す た め に 用 意 さ れ た 塩水 を 浴び て 、 赤 サビ に 
な っ て し まい 死亡 。 























鏡 一 族 の 内 紛 に 鬼太郎 を 利用 する 
世界 を 征服 し よう と 企む 、 鐘 妖怪 。 
自分 の 弱点 を 知る 鏡 爺 に 罪 を な すり 
つけ 、 鬼 太郎 た ち を ワナ に 陥れ る 。 
ふだん は クモ コ と いう 女子 高生 に 化 
け 、 敵 の 目 を あざ むく 。 第 70 話 
能力 で 日 か ら 必 光線 を 放ち 、 鏡 を 使っ た さま ざま な 妖力 を 使う 。 
人 間 に 作 け る こと が で きる 。 
最期 @ 鬼 太郎 た ち を 鏡 の 中 に 閉じ 込め る が 、 ユ メ コ が 出雲 大 社 
か ら 持 ち 帰 っ た 照 魔 鏡 に よっ て 封じ 込め られ る 。 














天敵 ・ 照 魔 書 を 探す た め に 少女 に 変化 
2000 年 以上 経っ た 鏡 が 変化 し て 誕生 。 
昭 魔 鏡 で 時 ら され る と 普通 の 鏡 に 戻 
る の で 、 処 分 し よう と 少女 に 変化 し 、 
在り 処 を 探す 。 巨 大 な 舌 で 子 泣き 爺 
や 鬼太郎 を も 呑み 込ん だ 。 第 75 話 
能力 @ 少 女 に 変身 し て 鬼太郎 ファ ミリ ー を だ ます 。 口 から 火 を 
噴く 。 舌 が 長く 、 相 手 を 食べ る こと が で きる 。 
最期 で 鬼太郎 が 在 み 込ま れる 前 に 、 体 中 に 塩 を こす り 付け て い 
た 。 そ の 体内 に 考 を こす り 付け られ て 退治 され る 。 


原作 コミック で は ? 
「 半 合戦 」 に 登場 。 宮 太 郎 を 呑み 込む が 、 提 太 郎 を 者 水 入 り 




























の パケ ッ と と も に 呑み 赤 サ ビ と な っ て し まっ た 。 
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ekiPimushi 


線 切 り 虫 


ほん きり むけ 








小さ な 虫 な が ら 世 界 を 破滅 させ る 破壊 力 を 持つ 

噛ん だ 人 間 を 人 間 嫌 い に さ せる 虫 。 噛 まれ た 人 間 は 体 中 に 毒 が 
回 り 、 捨 て 鉢 な 態度 を と る 。 ね ずみ 男 が 「 縁 切り 問題 相談 所 」 
を 開設 。 さ きら に 、 世 界 平和 会 議 で 縁切り 虫 を 使い 、 戦 争 を 起こ 
し て 武器 会 社 の 株 を 高騰 させ て 大 儲け し よう と する 。 第 17 話 
能力 ⑥ 人 の 首筋 を 噛む 。 噛 まれ た 人 間 は 、 人 間 嫌 い に な る 。 
最後 @⑯ 被害 者 は 硫黄 中 を 喫 ぎ 正気 に 。 縁切り 虫 は どこ か へ いな く な る 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 作品 『 技 切り 虫 | が 原作 。 原作 で も 、 大 の 緑 を 切る 虫 と 




















て 登場 。 こ ちら で は 圭 人 公 が 緑 切り 虫 を 繁殖 させ る こと に 成功 ずる 。 


BNPaBlPa 


ゃ に eo 
えん ら え ん ら 
【 ん ちえ ん 
さま ざま な 表情 を 見 せる 煙 の 妖怪 「 煙 護 煙 弘 」 
鳥山 石 燕 『 今 昔 百 鬼 拾 遣 ] に ある 煙 の 妖怪 。 き さまざま な 形 に な り 


な が ら 大 気 中 を きま よう 。「 維 ] と は 薄い 織物 の こと で 、 煙 を 「」 
が 風 に た な びく 様子 に 見 立て た も の 。「 え ん えん ら 」 と も いう 。 


都会 の 有害 な 煙 を 吸っ て 凶暴 に な っ た 
煙 の カラ ダ に 大 き な 





ン 

















] の 顔 を 持っ た 妖怪 。 煙 

1 較 を 吸っ て 巨大 化し 、 
00 漂 を 吐く 。 も と は 山 
ラー 身 の 炭 焼き 小屋 の 煙 
の を 吸っ て 章 ら す 穏 や 
か な 妖怪 だ っ た 。 庶 
焼き 小屋 の 爺さん が 





死に 、 ね ずみ 男 の 導 
N き で 都会 に 出 て き て 
凶暴 に な る 。 ね ずみ 
月 の 火事 場 泥棒 を 手伝う が 、 排 気 が ダス を 吸っ て 巨大 化 。107 話 
能力 人 ⑯ 煙 を 吸っ て 巨大 化 。 口 か ら 煙 を 吐い て 人 を 巻き 込む 。 
最後 ⑯ 砂 か け 疲 の 大 砂塵 で 吹き 飛ば され 、 山 に 戻り 温厚 に な る 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 

「 次 煙 紀 | に 登場 。 都 会 の 有吉 な 煙 を 吸っ で 凶 生 に な る の は 同じ 5 
原作 は 最後 に 、 野 づち に 吸い 込ま れ て 終わ る 。 

























































同 魔 大 王 
【 え ん まだ いおう 】 
地獄 と 浄土 を 行き 来 で きる 地獄 の 守護 天 


人 間 で 最初 の 死者 と な っ た ゆえ に 、 死 者 の 国 の 王 と な っ た と い 
われ る 。 死者 を 裁 いて 地獄 に 甘 と す 神 と 考え られ た 。 間 魔 天 は 
仏教 に お いて 地獄 を 守護 する 大 部 。 意 王 、 間 魔 苺 間 と も いう 。 








い P 

地獄 の 王 と し て 頻出 。 地獄 編 で は 操 ら れる 

目玉 お や じ を 恐縮 させ る ほど の 強大 な 権力 と 威圧 感 を 持つ 、 地 
獄 の 王 。 鬼 太郎 の 妖怪 退治 の 手助け を た び た び 行う 。 第 27 話 で 
は 妖怪 エネ ルギー を 吸収 する 妖怪 ・ ふ くろ さげ を 倒す た め に 、 

ふく ろ さ げ が 吸収 し きれ な い は ほど の 妖怪 エネ ルギー を 遇 太 郎 に 
与え を た 。 ま た 第 33 話 で は 巨大 化し た あか な め を 倒す た め の 方 法 
「 豊 の 木 の 種 を 体内 に 入れ て 毒 を 沙 化 する 」 を 鬼太郎 に 教え る 。 

し か し 「 地 獄 編 ] で は 、 天 叢 雲 剣 を 抜い た ぬら り ひ ょ ん に 操 ら 
れ て 鬼太郎 一 行 に 死刑 を 宣告 する 。 第 27、33、39、112、115 話 











ね ずみ 男 殺 害 命令 を 下す 

1 部 2 部 で は 鬼太郎 親子 と それ ほ 
ど 親 し く は な い 模 様 。 人 間 の 悪事 を 
報告 する 虫 “ 三 虫 ′ の 報告 に 基づき 、 
鬼太郎 の も と へ ね ずみ 男 を 殺せ と 命 
| 昌 令 す る 赤 紙 を 2 度 に 渡っ て 送っ た 。 
そし て 実行 し な い 鬼 太郎 を 小 き つけ る た め 目 玉 お や じ を 人 質 に 
取る 。60 年 代 ・ 第 20 話 。70 年 代 で は 死神 の 上 司 と し て 登場 。 死 
神 42 号 に 早く ノル マ の 霊魂 を 送る よう に 命令 し 、 不 可能 な ら 地 
獄 払い だ と 告げ る 。 第 34 話 



































鬼太郎 親子 と 持ち つ 持 た れつ 

48 話 で は 母親 と 思う ほど 慕う 女性 を 
病 か ら 救 お うと 談判 に 米 た ネコ 娘 に 、 

解決 法 を 示唆 。 ま た 91 話 で は 、 目 玉 お 
や じ を 地獄 に 呼び 出し 、 最 近 、 死 ん だ 
人 間 の 魂 が あの 世 へ 来 て いな いこ と に 
NR 間 魔 大 王 の 部 下 ・ 百 鬼 夜行 
の 鬼 の 仕業 だ っ た 。 ま た 劇場 版 に も 登場 。 地 獄 か ら ま ぼろ し の 汽車 
= に ドー は PT に に 依頼 する 。 
第 48、91 話 、 劇 | 汽車] 


原作 コミ ッ ク で は ? 


「 死 霊 軍 団 ] 「 鬼 太郎 地 夕 編 ] シリ ー ズ 「 問 魔 危 うし ! 白骨 軍 
団 」 な ど に 登場 。 狼 編 | の み 主要 キャ ラ 。 
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べ エリ ー ト は 、 吸血 鬼 エ リー ト を 見 る の じゃ ) 





ビン と 
っ 短 





oitekehori 


お いて け 堀 
【 お いて け ぼ り 】 
釣っ た 信司 いて と 原 く 。 や の 化 か 


本 所 七 不思議 の ひと つ 。 釣り を し て いる と 「 置 いて け 、 置 いて 
| け 」 と いう 声 が する 。 無視 し て も 必ず 足 が す くん で 、 釣 っ た 魚 
は 消 を えて し まう と いう 。 現在 の 錦糸 町 か 両国 あたり と いわ れる 。 
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魚 を 愛す る 東京 湾 の 主 、 水 仙人 の 俗称 
東京 湾 の 主 で あり 、 本 来 の 名 前 は 水仙 人 。 性 格 は や さ し く 穏 や 
か で 、 豆 々 と し て いる 。 魚 に 対し て は 甘い 。 う っ か りゃ もの 。 無 
意味 に 魚 を 釣る 人 間 に 、 ど こ か ら と も な く 「 置 いて け 一 」 と 路 
き 無 視 さ きれ た ら 魚 の 気持 ち を わか ら せ る べく 、 魚 に な っ て し ま 
う 「 魚 有 眼 丸 ] を 渡す 。 井戸 仙 人 と は 旧知 の 仲 で あり 、 魚 眼 丸 お 
よび 元 に 戻れ る 「 回 復 丸 ] を 作れ る 数 少な い 仙 人 の ひと り 。 東 
京 湾 中 の 魚 と 連絡 を 取る こと が で きる 。 第 94 話 

能力 @ 魚 眼 丸 な どの 薬 を 作れ る 。 手 足 が 伸 びる 。 海中 で の 吸引 

カカ が すご く 、 水 ご と 敵 を 飲み 込む 。 

















本 所 七 不 思 議 の 第 三 の 不 思 議 
ぬら り ひ ょ ん が 鬼太郎 を 倒す べく 仕 
掛け た ワナ 「 本 所 七 不思議 の 刑 」 の 
第 三 番目 「 お いて け 堀 ] で 待ち 受け 
る 妖怪 。 痩 身 ・ 長 髪 で 、 顔 は 光る 目 
と 大 き な 口 の み 。 第 108 話 

能力 や @「 置 いて け 一 、 置 いて け 一 | と 泣き な が ら 、 伸 縮 自 在 の 
長い 腕 で 、 相 手 を 水底 近く まで 引き ずり こむ 。 

最期 @ 鬼 太郎 は 水中 に 引き ずり 込ま れ 苦 戦 す る が 、 雷 獣 か ら 受 

けた 電撃 を 一 気 に 放出 させ 、 お いて け 堀 は 敗北 し た 。 


や は ? 
80 年 代 の “お いて け 堀 ” は 、 康 作 「 妖 怪 本 所 モ ふ し ぎの 





























巻 ] に 登場 。「 お いく < け 堀 圏 霊 ] と いう 名 前 で 呼ば れ で いた 。 
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狼 男 
【 お お か みお と こ 】 
世界 三 大 怪物 の ひと り 。 東欧 の 民間 伝承 が 起源 か 


月 を 見 る と オオ カミ に な る 獣 人 の 一 種 。 北欧 神 話 や 旧約 聖書 が 
根幹 に あり 、 十 代 東 欧 の バル ト ・ ス ラヴ 系 民族 の 民間 伝承 に も 
ある 。 リ カン トロ ピー ( 狼 狂 幻想 ) な る 精神 疾患 と いう 説 も 。 

















意外 に 義理 堅く 、 誇 り 高 い イ ギリ ス 一 流 の 妖怪 

劇 「 妖 怪 大 戦争 | で 、 バ ッ ク ベ アー ド た ちと と も に ホウ キ ボ シ 

鳥 に 上 陸 。 部 下 の 吸血 狼 を 使い 、 鬼 太郎 た ち を 襲う 。 ま た 第 51 

話 で は 、 世界 妖怪 ラリ ー に イギリス 代表 と し て 参戦 。 第 46 話 で は 、 

妖怪 大 統領 選挙 の 進行 役 と し て 登場 し た 。 

能力 @ 鋭 い 牙 と 爪 で 強 芝 。 劇 場 版 に て 、 機 敏 な 動き の 部 下 ・ 吸 
血 狼 た ち を 使っ て 日 本 妖怪 た ち を 苦し め た 。 

最期 @ 劇 場 版 で は 、 噴 出し た 水流 に 流さ れ て し まう 。 世界 妖 怪 

ラリ ー で は 鬼太郎 に 助け られ 、 恩 義 を 感じ る 。 
































西洋 妖怪 出場 の 機会 に は 漏れ な く 登場 
第 10 話 - 「 妖 怪 大 戦争 ] で 、 ロ ンド ン の 
パー ティ 会場 を 壊さ れ 、 人 間 に 復讐 を 
約 う 。 西洋 妖怪 軍団 の 一 員 と し て 妖怪 
の 国 を 作ろ うと 、 日 本 の 抽 界 ヶ 島 へ 上 

陸 し た 。 た だ し 西洋 妖怪 の な か で は 、 
最初 に 倒さ れ て し まう 。 ま た 第 54 話 .「 妖 怪 ラ リー] に も 出場 。 水 虎 
の ガソリン 攻撃 で スリ ッ プ する 。 第 58 話 の . 「 怪 気象 ] で は 、 調 布 に 
定着 し た 怪 気象 の 中 に ある 、- お 化け の 国 の 妖怪 の ひと り と し て 登場 。 
水木 し げ る 宅 の 周り を うろ つい で いた 。 


























見 大 郎 の お か げ で 島 活 する が 再度 外 を お く 
第 64 話 [妖怪 ラリ ー」 に 出場 。 第 1 ポ 
イン トト で 、、 魔女 と と も に マグ マ に 落 
ち て し まう 。 し か し レー ス に 優勝 し 
「 伝 説 の 妖怪 石 」 を 手 に し た 扶 太 郎 が 
「 犠 牲 者 を 元 の 姿 へ 」 と 願い 、 復 活 し 
た 。 ま た 劇場 版 「 ま ほろ し の 洗車 ] で は 、 地 獄 か ら 脱走 し た 西 
洋 妖 尾 の ひと り と し て 登場 。 子 泣き 爺 の 杖 を 折っ た が 、 砂 を 目 
に くち らい 、 石 に な っ た 子 泣き 谷 を 負 ぶ わ さ れ る 。 最後 は 鬼 夫 郎 に 、 
下駄 で 減 多 打 ち に きれ て 終わ る 。 4/ 


原作 コミック で は ? 
「 匠 怪 ラリ ー] [ 折 怪 天 戦争 」「 ボ ク は 新入 生 ] [ 間 魔 拓 うし! 白骨 軍 団 | 
[折尾 ロッ キー ド ] 半 神 大 戦記 ] な ど 多 数 の 作品 に 登場 し て いる 
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00KuBi 
【 お お く び 】 
江戸 時 代 に 現れ た 、 呪 い を 残し て 死ん だ 女 の 霊 




















突然 夜空 に 現れ る 巨大 な 女 の 首 の こと 。 鳥山 石 燕 「 今 昔 画図 続 














百 鬼 』 に 、 長 い 髪 が ば さば さと 風 に な びき 、 口 か ら 長 い 舌 を 出 
し た 大 首 が 描か れ て いる 。 お 歯 黒 を 塗り た くっ た 姿 が 定番 。 








ンー ニー テー 剛 
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巨大 な 骸骨 の 姿 を し た 縄文 王 の 成れの果て 

王国 復活 を めざし て 生き 長らえ て いた 縄文 王 。2000 年 前 、 隣 国 

と の 戦い に 敗れ て 風穴 に 追い 込ま れ た 。 死な な い 方 法 と し て 人 

間 か ら 妖 怪 に な り 、 骨 だ け の 巨大 な 骸骨 の 姿 と な っ た が 、 人 間 

の 骨 の 缶詰 を 食べ て 生き つづ けた 。 骨 女 を 仲間 に する 。 第 82 話 

能力 @ 人 間 の 骨 を 缶詰 に し て 、 そ れ を 食べ る 。 体 内 の カル シ ウ 
ム が 固まっ た も の を 口 か ら 出 す 。 

最期 @「 も う 王 国 復 活 を あき ら め よ う 、 自 分 で 自分 が 恐ろし い 」 
と 、 骨 女 と と も に 風穴 に 封印 され る 。 





























| 将来 有望 な 人 間 を 連続 で 襲っ た 
| 人 の 霊魂 を 食べ 、 数 千年 も 生き て き 
| た 妖怪 。 退 化し て 手足 が な く 大 き な 
頭 だ け に な っ た 。 富 士 の 洞穴 を 根城 
一 と し 、 優 秀 な 人 間 の 魂 を 食べ て 長生 
蘭 記 = き し 続け よう と し た 。 第 26 話 

能力 @ 顔 を 回 し て 渦巻 き を 作る 。 か まい た ち (カマ で 切っ た よ 

うな 傷 ) の よう に 相手 を 寄せ 付け ず に 危害 を 加え る 。 
最期 @ 特 選 フ ー セ ン の 中 に 入っ た 鬼太郎 に 振り 回 され 、 大 首 が 疲 
れ た と ころ へ 、 骨 女 か ら 奪 っ た 毒液 を か けら れ 溶 か され た 。 

























雲 殊 の 缶詰 を エネ ルギー 源 に する 妖怪 







富士 の 洞穴 に 棲む 。 富士 山 を 噴火 さ 

せ て 東京 を 死 の 町 に し 、 日 本 を 支配 

し よう と 考え て いた 。 霊魂 の 缶詰 が 

に ー エネ ルギー 源 。 第 40 話 

能力 真空 汰 態 を 作り 出し 、 無数 の 骸骨 を 操る こと が で きる 。 
霊魂 を 缶詰 に 1 それ を 食べ る 。 

最期 @ 霊 魂 を 食べ る 霊 食 キノ コ を 植え つけ られ る と 能力 が 低下 
し 、 元 の 次 で ある 巨大 な 石 に 戻る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


和 嘱 太 郎 双 信 
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霊 天 を 食べ て 力 を 強化 し て いく 妖怪 。 











大 ナマ ズ 
【 お お な ます 】 
大 地震 を 起こ す 、 地 下 に いる ナマ ズ 


『 動 物 妖怪 護 ] に よれ ば 、 地 恩 と ナマ ズ が 結び 付け られ た の は 江 
戸 時 代 ら し い 。 鹿嶋 市 の 鹿島 神宮 に ある 「 要 石 ] は 巨大 な ナマ 
ズ を 抑え て お り 、 封 印 が 解け た ら 大 地震 が 起き る と いわ れる 。 





















































刑部 理 に よっ て 復活 し た 巨大 な ナマ ズ 
刑部 刈 の 命令 を 受け て 動く 巨大 な ナマ ズ 。 要 石 で 封印 され て い 
た が 、 刑 部 刈 の 力 で 復活 し た 。 大 地震 を 起こ すこ と が 可能 で 
地下 の 湖 に 生息 。 鬼 太郎 と 対決 し 、 一 時 は 鬼太郎 の 体 電池 で 感 
電 す る 。 後 に 地上 に 現れ 街 を 破壊 し 始め る 。 第 21、22 話 
能力 @ ヒ ゲ の 力 で 岩 を も 砕く 。 不 死 身 。 目 か ら 光 線 を 出し 戦車 
を 破壊 する 。 渦 を 作っ て 艦隊 を 沈め る 。 日 か ら 竜 巻 を 吐く 。 
最期 @ 鬼 太郎 と 一 反 も めん を 飲み 込む が 、 和 鬼太郎 に 脳波 を コン 
トロ ー ル され 北極 へ 。 そ こ で 氷山 に な っ て し まっ た 。 











水爆 数 個 分 の 破壊 力 ! 

富士 山 の 地下 に ある 要 石 に よっ て 封 

ョ mi 印 され て いた 、 妖 怪獣 の 一 匹 。 大 地 

し oo 
刻 還 は 水爆 数 個 分 に も 匹敵 する と いう 。 

1 邊 略 の \ 痢 の が は する 。 第 56、57 話 

能力 で 大 地 人 を 起こ すこ と が で きる 。 巨体 を 生か し た パワ ー 攻 
撃 で 街 を 破壊 する 。 

最期 @ 鬼 太郎 を 呑み 込む が 、 鬼 太郎 に 脳みそ の 中 へ 進入 され 、 
コン トロ ー ル され て 南極 で 冷凍 され て し まっ た 。 























立ち 歩き で きる ナマ ス 神 
富士 の 地底 湖 に 住む 巨大 な ナマ ズ 。 
旬 た ち に は 「 ナ マズ 神 」 と 呼ば れ て 





90 内 者 ME すこ と が で きる 。 





/ 鬼太郎 の 全 妖 力 を 込め た 電気 攻撃 で 

一 度 は 撃退 され る 。 第 110、111 話 

能力 @ 大 地震 を 起こ すこ と が で きる 。 街 に 出る と き に は 立ち 歩 
き を する 。 巨体 を 生か し た パワ ー 攻 撃 。 

最期 鬼太郎 を 飲み 込ん だ が 、 そ の まま 操 ら れ 北極 まで 連れ て 
行か れ て 「 妖 怪 冷 凍 ] に され る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
原作 填 医 怪獣 |』 に 登場 = ヒゲ で 押 太 郎 の 目 を つぶ し 、 口 か ら 




















熱 光 線 を 吐い て 大 暴れ 。 最 後 は 北極 で 氷 潰 け に 。 
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大 猫 


【 お お れこ 】 








巨大 な 体 で 鬼太郎 に 襲い か か る 、 猫 塚 の 番 人 

猫 仙人 の 肉体 が 眠る 、 猫 塚 の 番 を する 巨大 な 黒 ネ コ 。 そ の 村 で 
は 猫 が 人 間 の 上 に 立ち 、「 お 猫 様 ] と 呼ば れ て いた 。 そ の 「 お 猪 
様 ] の ボス 的 存在 で 、 猫 塚 に 侵入 し て きた 鬼太郎 に 叶 び 声 と と 
も に 襲い か か る 。 攻撃 方 法 は 普通 の ネコ と 変わ ら な いよ う で 、 
素早 い 動き で 人 鬼太郎 を 翻弄 。 鋭 い 爪 で 飛び 掛か り 、 巨 体 を 活か 








し て 覆い か ぶさ っ た 。 その パワ ー に 圧倒 され 、 鬼 太郎 も 一 度 は 

例 さ きれ て し まう 。 し か し 最後 は 、 鬼 太郎 に バッ ト の 要領 で こん 

棒 で 殴ら れ 、 歴 に 激突 し て し まう 。 猫 仙人 が 、 ふ だ ん 移動 する 

の に 使っ て いる 体 だ と 思わ れる 。 第 17 話 

能力 @ 猫 塚 に 入っ て くる 人 間 に 、 素 早い 動き で 襲い 掛か る 。 お 
そら く 人 語 を 解す る と 思わ れる 。 

最期 @ 飛 び 掛 っ て きた と ころ を 、 投 太郎 が こん 棒 で 打ち つけ 、 
磨 に ぶち 当て て 気絶 さき せる 。 





遠足 中 の 小学 生 た ち を 襲う 巨大 な 獲 
「 化 け 猫 ] と 呼ば れる 。 猫 仙 人 が 移 
動 す る た め に 化け た 姿 。 ね ずみ 男 に 
編 壊さ れ た 猫 塚 の 中 に あっ た 、 獲 仙人 
の 魂 を 保存 し て ある 「 宝 の 玉 」 を 探 
す た め に 、 猫 仙人 は 獲 た ち を 派遣 し 
て いた が 、 ま っ た く 見 つか ら な か っ た 。 そ の た め に 焦っ た 猪 仙 
人 が 、 最 後 の 手 段 と し て 黒い 大 獲 の 姿 で 学校 を 襲っ た 。 和 雷鳴 と 
と も に 登場 し て 屋根 の 上 に 飛び 乗り 、 ユ メ コ を 吐 え て 、 猫 仙人 
| の 住み か まで さら っ て いっ た 。 第 3 話 



































猫 王 国 を 作ろ うと する 猫 仙人 の 仮 の 次 
「 大 黒 ネ え コ ] と し て 登場 。 獲 と 人 間 
の 立場 が 入れ 替わっ た 町 で 、 ペ ッ ト 
屋 の 店 主として 登場 。 人 間 を ペッ ト 
= と し て 棋 に 閉じ 込め 、 餌 付け を し て 
猫 に 売っ て いた 。 さら に 猪 を 捨て た 
人 に 対す る 裁 判 を 開き 、 裁 判官 を 務め て 、 佑 子 の 友人 に 有罪 判 
決 を 出し て いた 。 そ の 場 で 正体 を 現し て 、 鬼 太郎 と 戦う 。 そ の 
正体 は 、 猫 を 操り 猫 の 国 を 作ろ うと し た 獲 仙 人 だ っ た 。 体 の 各 





























部 が 自在 に 伸び る 能力 で 鬼太郎 を 翻弄 する 。 第 12 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 獲 仙人] に 登場 。 猫 仙人 の 魂 が 入っ て いた と 思わ れる 巨大 ネコ 。 獲 











の 大 群 を 率い て 鬼太郎 を 襲う が 、 ノ ミ を けし か けら れ 戦 意 を 静 失 ずる 。 



































n0mVIHn き あ 
大 入道 Re 
【 お お に ゅ うど う 】 


見 る と 病気 に な る ? 脅かし が 専門 
大 き さ る も 行動 は 伝わる 地方 に よっ て まち まち だ が 、 大 入道 の 伝 
説 は 全国 各地 に 残っ て いる 。 旬 や カワ ウソ も 大 入道 に 化け る と 
も いわ れ 、 人 を 和 驚か し た り 、 見 る と 病気 に な る 伝承 が 多い 。 


体調 を 崩し 、 井 戸 か ら 出 る の も や っ と な 皿 数 え の 夫 
数 を え の 夫 で 、 由 だ 
け を 食べ て 生き て い 
る 妖怪 。 昔 は 暴れ ん 
坊 だ っ た が 、 体 調 を 
圭 し て 体力 ・ 妖 力 と 
も に 衰え 、 今 は 井戸 
を 出る の が や っ と 。 
え に 支 えら れ な 
が ら 暮 らし て いる 。 
数 を に よっ て 皿 に 
na 変え られ た 鬼太郎 と 
砂 か け 婆 に よっ て 術 を 解 か する た め の 人 質 に され て し まう 。 し レ し 
か し 、 病 気 の こ と を 知っ た 挿 太郎 は 、 大 入道 が 元気 に な る まで 、 
2 人 の 食料 を 運ぶ こと を 約束 する 。 第 97 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
皿 数 え が 四 に 変え だ 食物 を 食べ 強く な ろう と する 。 ア ニ メ 同 様 
に 、 皿 に 変え られ た 秒 太郎 と 砂 か け 波 の 攻撃 を 受け る 。「 皿 合戦 | 
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IN H 


大 時 昧 
【 お お ぐも 】 際 
年 を 経た 巨大 凌 昧 が さま ざま な 怪異 を 起こ す 


「 狗 張子 』『 諸 旦 記 ]】 ほか の 随筆 や 怪談 集 、 各 地 の 民 俗 資料 に 多 
く 登 場 す る 、 怪 異 を 起こ す 巨 大 な 胸 昧 。『 信 濃 奇 勝 録 】 に は 、 大 
時 味 が ある 農民 の 生気 を 吸っ て 病気 に させ る 話 が 残っ て いる 。 


AAM 
穴 ぐ ら 入 道 が 本 気 で 
怒っ た と き に 操る と 
いわ れ て いる 、 巨 大 
な 遇 の 妖怪 。TV 
の スポ ッ ト ラ イト か 
調 ら 輝 亡 し 、 地 下 鉄 に 
逃げ 込ん だ 穴 ぐら 入 
道 が 呼び 出し た 。 鬼 
太郎 を 糸 で 絡め 取っ 
た 。 全 部 で 5 匹 登場 。 
第 64 話 
能力 人 @ 強 博 な 糸 で 相手 を 絡め 取る 。 し か し 、 糸 に 毒気 が な い 。 
最期 @ 女 性 クル ー の 涙 の 謝罪 と 、 体 を 張っ て 自分 を 守っ て くれ る 
旧 度 を 見 て 穴 ぐ ら 入 道 の 怒 り が 解け 、 同 時 に 消え て いっ た 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 


Mi | 



































原作 に は 登場 ちな い 妖怪 
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【 お お ぉ お むか て 】 
蛇 と の 因縁 めい た 対決 が 残る 
日 本 各地 に いわ れ が 残る 。 と くに 、 蛇 と 百 足 の 因縁 めい た 話 が 


多く 、 そ の 対決 は 数 多く の 文献 に 描か れ て いる 。 し か し 、 ど れ 
も が 百 足 が 有 利 と され て いる 。『 和 漢 三才 図 会 ] に も 掲載 。 
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キジ ム ナ ー の 畑 を 荒らす 巨大 な 百 足 の 化け 物 

沖縄 に 住む 巨大 な 百 足 の 妖怪 。 負 武者 を 糸 で 操り 、 キ ジム ナー 

た ちの 畑 か ら 食料 を 集め て いた 。 鬼太郎 た ち を 毒ガス が 充満 す 

る 洞 究 に 閉じ 込め て 、 ね ずみ 男 を 誘拐 。 ね ずみ 男 の オ ナラ を 使っ 

て キジ ム ナ ー た ち を お ど し 、 食 料 の 調達 を 強要 する 。 砂 の 中 を 

自由 に 移動 する こと が で きる 。 第 73 話 

能力 @ 口 か ら 吐 く 玄 を 使っ て 物 を 操る 。 溶解 流 を 吐い て 、 何 で 
も 溶かし て し まう 。 

最期 や シーサー が 土 の 中 か ら 現れ 、 大 百 足 の 体 を 貫通 。 同時 に 
体内 に ある 溶解 流 の 袋 が 破れ て 溶け て し まう 。 










































分 離合 体 が 可能 な 穴 ぐ ら 入道 の ペッ ト 





時 本 ツメ に 入っ て 合体 し 巨大 な 百 足 に 変 
生化 。 穴 ぐら 入道 を 頭 に 乗せ て 、 鬼 太 

。 郎 た ち を 龍 う 。 攻 撃 力 の 高き と 、 し 
ぶ と さき で 鬼太郎 を 圧倒 。 第 107 話 

能力 @ 体 を 切断 され て も 、 パ ー ツ ご と に 行動 が 可能 。 ま た 、 元 
に 戻る こと も で きる 。 

最期 @ 穴 ぐら 入道 を 乗せ た まま 山神 山 の 水 を 止め る た め に 亀 抽 
に 突っ 込み 、 そ の まま 石 に な っ て し まう 。 


作 コミ ッ “は ? 


百 足 た ちの 総 大 将 。 料 人 に [ムカ デ 油 | を 作る た め に 仲間 を 殺さ れ 、 
怒っ て 家 害 や 人 間 を 環 う 。 鬼 太朗 の 軸 液 で 潜 か され た 。 [妖怪 大 百 中 | 
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穴 ぐ ら 入道 が 飼っ て いる 病 虫 た ち が 、 











DSiPOihahaa 


自 粉 婆 
【 お し ろ い は ば ば あ 】 

雪 の 日 に 酒 を 買い に くる 老婆 の 妖怪 
奈良 県 に 現れ る と いう 妖怪 。 大 き な 笠 を 被り 、 雪 の 日 に 酒 を 買 


い に く る と 「 図 説 日 本 民族 学 全集 ] に 記さ れ て いる 。 ま た 、 鳥 
山 石 燕 の 『 今 昔 鬼 拾 集 】 に も 白粉 疲 の 姿 が 描か れ て いる 。 
























































白粉 を 使っ て 人 間 の 顔 を 奪い 、 若 返り を は か る 

醒 い 姿 を 人 に 見 られ た く な い の で 、 め っ た に 人 前 に 出 て こない 妖 

怪 。 基 本 的 に 白粉 を 使っ た 妖術 を 得意 と する が 、 杖 で 攻撃 を する 

こと も で きる 。 付 ける と 顔 が な く な っ て し まう 白粉 を ね ずみ 男 に 

売ら せ 、 盗 ん だ 顔 を 煮込ん で 作っ た 楽 で 若返ら ろう と し た 。 年 寄り 

と は 思え ぬ 素 早い 身 の こ な し で 、 鬼 太郎 を 圧倒 する 。 第 21 話 

能力 @ 付 けた 者 の 顔 を 奪う 白粉 を 使い 、 砂 か け 婆 や ネコ 娘 、 子 
泣き 爺 も 顔 を 礁 われ て し まっ た 。 笠 を 盾 に する 。 

最後 鬼太郎 を の っ ぺら ぼう の コン ビ に や られ 、 逆 に 上 顔 を 食べ 
られ て し まう 。 改心 し て 人 間 に 顔 を 返す 。 
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妖怪 大 統領 に な る 野望 を 持つ 
女 妖 怪 一 の 妖力 を 持つ 「 脂 粉 仙 子 」 
の 力 で 、 妖 怪 大 統領 に な ろう と 企む 。 
し か し 、 脂 粉 仙 子 と し て 生ま れ て き 
た 赤ん坊 を 人 間 に 連 れ 出 され て し ま 
い 、 鬼 太郎 に 捜索 を 依頼 。 第 103 話 
能力 人 白粉 を 使い 、 相 手 を 固め 動け な くす る 。 美女 に 化け る こ 
と が で き 、 そ の 姿 で 鬼太郎 に 近づく 。 
最期 @ お じい ちゃ ん と 思い 込ん で いた ぬり か べ を 倒さ れ 、 妖 力 
に 目覚 め た 脂 粉 仙 子 に より 消さ きれ て し まう 。 


は ? 
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お 語 独 


【 お と み だ ぬ ほ 】 





存在 し な い 八 百 八 理 は 狐 が モチ ー フ ? 
八 百 八 狩 は 、 刑 部 独 の 伝承 に 登場 する の だ が 、 そ の な か に 「 お 
富 旬 ] は いな いよ うだ 。 愛知 県 に は 人 に 濾 く 「 お と ら 狐 ] と い 
う の が いる が 、 こ ちら が 名 前 の 元 に な っ て いる の か も しれ な い 。 





| 





に 坦 計 
[お た ん こなす 」 と 相手 を 殴打 する 、 過 激 な 刈 
工事 の 影響 で 封印 が 解け 、 日 本 を タヌキ の 国 に し よう と 企ん だ 八 
| 百 八 犯 。 そ の な か で も ひと きわ 目立つ 、 日 本 髪 を 結っ た 異色 の タ 
ヌキ 。 同じ く 仲間 の 団 三 郎 旬 と 行動 を 共に する こと が 多い 。 過激 
な 八 百 八 独 の な か で も 出刃 包丁 を 持つ 、 と くに ぶっ そう な タイ プ で 、 
「 お た ん こなす 」「 ぶ っ 殺し て や る 」 が 口癖 。 集団 で 攻撃 する と き 
は 先陣 を きっ て 、 相 手 を こん 棒 で 殴打 する 。 ま た 、 地 下 の ア ジ ト 
| に 乗り 込ん だ 一 反 も めん を 裁 ち ば きみ で 細切れ に し て し まっ た 。 
| 最後 は 、 目 玉 お や じ に よっ て 岩戸 に お 札 を 貼ら れ 、 仲 間 と と も に 
再び 石 に な っ て し まう 。 名 前 は シナ リオ か ら 。 第 21、22 話 









































日 本 髪 に 着物 の いで た ち 

400 年 の 眠り か ら 覚 め 、 日 本 を 独 王 国 
に し よ ょ うと 企てる 八 百 八 斉 の ひと り 。 
日 本 上 に 着物 と いう いで た ち だ が 、 
「 お た ん こなす 」| が 口癖 の 暴力 独 。 団 
三郎 析 を は じ め 仲間 と 行動 を と も に 
し 、 こ ん 棒 で 細 い か か る 。 日 玉 お や じ が 護符 の 代わ り に 用 意 し た 、 
鋼 に 松 ヤ ニ を 煮 て 、 硫 黄 や タバ コ の 葉 を 入れ た も の で 岩 を 封じ ら 
れ 、 念 が 込め られ た 護符 に よっ て 再び 封じ 込め られ て し まう 。 シ 
ナリ オ で は 「 着 物 刈 ] と 明記 され て いる 。 第 110、111 話 


: に は ? 
原作 で は どく に 名 前 は 由 て こない が 、 そ の 過激 な 言動 で 記憶 























に 残る タヌキ 。 [お た ん こなす 」 の 曰 閣 も 健在 だ 。「 妖 怪獣 」 








0HOP00OHO0oPD 
お どろ お どろ 
【 お どろ お どろ 】 で ーー 
石 聞 は “お と ろ し” と いう 名 で 紹介 


『 化 物 づ くし 』 に 描か れ た 妖怪 。 ま た 、「 お と ろ し | と いう 名 で 、 
鳥山 石 燕 の 「 画 図 百 鬼 夜行 】] に も 描か れる 。 上 か ら 落 ち て くる 
と いう 設定 は 「 日 本 妖怪 大 辞典 ] で は 児童 書 の 創造 と 推測 。 


























実験 の 失敗 か ら 妖 怪 に な っ て し まっ た 科学 者 














元 は 優秀 な 科学 者 だ っ た が 、 毛 生え 楽 の 実験 台 と な っ て 妖怪 化 。 

人 間 に 戻 る 研究 を し て いた が 、 そ の うち 心 ま で も 妖怪 に な っ て 

し まっ た 。 飛行 機 の プラ モデ ル を 使い 子ども を 諾 拐 。 食料 と な 

る 血液 を 吸っ て 寺 界 に 送っ て いた 。 第 27 話 

能力 @ 此 の 毛 で 人 間 の 血 を 吸い 、「 寺 界 輸送 機 」 で 霊界 に 送る 。 
敵 の 毛 を 操り 、 相 手 を 攻撃 。 ホ ウキ 元素 を 発明 し た 。 

最期 で 鬼太郎 の 血液 を 吸 お うと し て 、 逆 に 血 を 吸い と られ て 人 圧 
の 毛 だ け の 姿 に な っ て 果て た 。 






































不老 不死 を 願っ た 科学 者 が 変身 
科学 者 の 死 へ の 恐怖 心 に 、 妖 気 が 取 
り 織 き 生ま れ た 。 候 子 の 隆 に 子ども 
に 人 に 放 衣 | 作 狼 衝 する た め に そ 
ン ン SN の 血 を 吸う 。 「 霊 界 転 送 機 ] な ど 、" 変 
証 な 機械 ′ を 作る 。 第 32、37、91 話 
能力 で 電界 転送 機 を 使っ て 子ども た ち を 霊界 に 監禁 し て いた 。 
髪の毛 を 操り 、 相 手 を 捕まえ る 。 目 か ら 怪 光線 を 発射 
最期 で 鬼太郎 を 捕らえ て 血 を 吸う が 、 逆 に 吸い 取ら れ て し まう 。 
人 間 の 挫 に 戻っ て 息 絶え る 。 























満月 の 夜 に 変身 し た 科学 者 
毛 生 え 薬 の 実験 中 に 科学 者 が 突然 変 
か 異 を 起こ し て 変化 。 満 月 の 夜 に 、 和 
90 を 吸わ な けれ ば 生き て いけ な い 。 元 
に 戻る た め に 必要 な 、 汚 れ の な い 血 
液 を 求め 子ども た ち を 狙う 。 第 38 話 
能力 @ 子 ども た ち を 機械 で 押し つぶ し 、 新 鮮 な 血液 を 得 よう と 
し た 。 此 の 毛 を 自在 に 操り 、 相 手 を 捕らえ て 血 を 吸う 。 
最後 で 鬼太郎 の 血 を 吸う が 、 逆 に 吸い 取ら れ 問 絶 。 鬼 太郎 が 妖 
気 で 清め た 薬 を 飲み 、 人 間 の 姿 へ と 戻る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
お どろ お と どろ 」 据 性 大 裁判 | や 、 魔 和信 ドラ キュ ラ の 4 代目 
と 戦っ で 乗 で る お どろ お どろ 対 吸 血 兎 | など に 登場 し た 。 
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OkuPichocHim 
送り 提 和 
【 お くり ちょ うち ん 】 
絶対 追い つけ な い 提 灯 の 明か り 
江戸 で 語ら れる 七 不思議 。 | 夜中 に 歩い て いる と 、 前 方 に 提灯 の 
明か り が 見 える 。 し か し いく ら 急 いで も 提灯 の 明か り に は 近 づ 
けず 、 同 じ よ うな 距離 の まま で 前 方 に 見 えて いる 」 と いう も の 。 


鬼太郎 を 目玉 お や じ の も と へ 誘う 無害 な 妖怪 





本 所 七 不思議 の 第 六 
の 不思議 [送り 提 
灯 」 で 待ち 受け る 妖 
怪 。 第 五 の 不思議 
「 送 り 拍子 木 」 の 後 、 
鬼太郎 の 前 に 出現 。 
父親 の 居場所 に 案内 
ずる も 告げ て 、 庄 も 
の 不思議 「 足 洗い 屋 
敷 」 まで 鬼太郎 を 連 
れ て 行く 。 た だ 道 を 案内 する だ け で 、 危 害 を 加え る こと は な い 
よう だ 。 提灯 の よう に 明か り が 揺れ 徐々 に 姿 を 現す が 、 近 づく 
と 姿 が 消え 、 い つま で 経っ て も 追い つけ な い 。 第 108 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 妖 怪 本 所 巧 ぶ し ぎの 巻 ] で 、 本 来 の 廿 ふ し ぎ を 紹介 する 
語 と し て は 絡ん で こない 。 





コー ナー に の の み 登 場 。 





目 に 見 えな い 怪 異 は すべ て 「 鬼 」 だ っ た 
も と も と は 隠 ( オ ン ) が な まっ て 伝わっ た も の で あり 、 人 の 目 に 見 
えさ ざる 超自然 的 な 存在 の 総称 。 そ こ か ら 陰 陽 思想 や 光 土 思想 と 
習合 し 、 章 魔 大 王 の 配下 と し て 認識 され る よう に な っ た 。 


間 腐 大 王 の そば に いる 、 地 獄 の 戦闘 具 た ち 
獄 に お ける 間 魔 大 
王 配下 の 屈強 な 怪物 。 
大 き さ や 風貌 が 違う 
も の が 何 種類 か いる 。 
天 業 雲 剣 が 封印 され 
て いる 「 自 の 院 ] に 
は 赤 鬼 、 黒 鬼 、 青 鬼 
が お り 、 そ れ ら は め 
ら り ひ ょ ん を 指 で つ 
まめ る は ほど 巨大 だ 。 ほ 
か に も 人 間 を 少し 大 
きく し た 程度 の 、 間 魔 大 王 付 き の 「 十 披 ] も 登場 。 ま た 、 第 39 話 で 
は 麦 衣着 の 万 有 自 在 玉 で 拘ら れる 者 も 登場 し た 。 第 39、109 話 ほか 
能力 @ こ ん 棒 を 持ち 、 尾 力 を 操る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


の 中 登場 。 の 



































胡 章 の 筐 衣 波 の 特 








5 狼 編 3 人 鹿 の 日 
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ぬら り ひ ょ ん の 作戦 、 








晃 巫 女 


【 あ お だ みる] 












































ョ 1| ーー | 
八 百 比 丘 尼 の 霊力 で 、 操 られ た ユメ コ の 姿 
ユメ コ が 、 八 百 比丘 尼 の 霊力 が か か っ た 般若 の 面 を 着け られ て 
釣 変 し た 姿 。 鬼 太郎 へ の 愛情 を その まま 憎しみ に 変え られ た た 
め 、 強 大 な 霊力 を 持っ で いる 。 女王 人 魚 を 手 に 入れ る た め 、「[ 妖 
怪 殺 し の 奥義 ] に 鬼太郎 の 魂 を 封印 し て し まう 。 最 後 は 、 八 百 
比丘 尼 が 投げ た クナイ が 般若 の 面 に 当たり 、 面 が 割れ て 霊 カ が 
解 か れ た 。 火 を 使っ た 攻撃 が 得意 。 第 100 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
「 鬼 道 衆 」 に 登場 。 鬼 道 衆 を 率い る 。 人 魚 を めぐ り 、 鬼 太郎 と 対決 。 











札 と 経文 で 鬼太郎 を 襲っ た 。 リ モコ ン 下 須 で 鬼面 を 割ら れ 力 を 失う 。 


0haPiVom 
オバ リヨン 
【 ぉ お ばり よん 】 
背中 に 飛び 乗っ て 頭 を か じ る 妖怪 


夜中 に 歩い て いる と 、 飛 び 乗 っ て 頭 を か じ る 新潟 の 妖怪 | バリ ヨ 
ン ] が モチ ー フ と 思わ れる 。 バ リヨン と は 、 デ 負わ れ た い ” と い 
う 方 言 で 、 こ の 妖怪 を 連れ 帰る と 金 の 入っ た 電 だ っ た と いう 話 も 。 


30 年 以上 仲良 し だ っ た 子 を 思い 続け る 
軸 Ni 緑色 の 風船 の よう な 体 
- 、 を し た 、 心 の や さき しい 
妖怪 。 人 間 に 危 害 を 加 
える こと は な い 。 仲の 
= 工 よかっ た 少女 ・ 幸 美 が 
置 | 事故 で 死亡 。 生 前 に 彼 
: 女 が 姉 と 会 う の を 楽し 
み に し て いた こと か ら 、 
その 願い を 叶え て や り 
NN 
け て いた 。 姉 に は 自分 
の 姿 が 見 えな いた め 、 潮 KR と 
に 成功 し た オバ リヨン は 、 時 間 を 越え る 力 を 使っ て 過去 へ 。 岩 魚 坊 

主 の 力 を 借り て 、 幸 美 の 願い を 叶え て あげ る 。 第 59 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 






























































議 癌 と 2 

















phakehamaguri 


お 化け は まぐ り 
【 お ば け は まぐ り 】 
展 気 楼 は 大 は まぐ り が 吐き 出し て いる ? 


は まぐ り で は な い が 、「 今 昔 百 鬼 拾 道 】 に は 、 展 気 楼 を 大 は まぐ 
りや 野 が 吐き 出し て いる と 記さ れ て いる 。 ま た 、『 播 磨 の 妖怪 た 
ちの 中 に 、 一 丈 も ある は まぐ り の お 化け が 登場 する 。 















































「 妖 気 定着 装置 」 と し て 、 怪 気 象 を 作り 出す 騰 車 の 正体 
騰 車 に 身 を 包み 、「 怪 気象 ] を 作り 出し て いた 。 怪 気象 は 小笠 原 
に 発生 し 、 時 速 20km で 南関 東 へ 移動 。 ぐ わ ご ぜ 率 いる 妖怪 た ち 
は 、 こ の 人 怪 気 象 の 中 に 住ん で いる 。 東京 上 陸 後 は 、 マ ン ガ 家 ・ 
水木 し げ る 宅 付 近 の 空中 に 存在 し 、 つ ね に 人 怪 気象 を 吐き 出し て 
調布 を 妖怪 た ちの 国 生後 MS0RRM30ME76SR 
と 呼ば れる ぐ わ ご ぜ か ら は 、 妖 気 定着 装置 と 呼ば れる 。 第 58 話 
85 お ら 石化 し た 鬼太郎 に 何 
度 も 体 当 た りさ れ 、 そ の 正体 を 現す 。 さ ら に 、 鬼 太郎 に 
攻撃 を 続け られ 、 あ っ け な く 破壊 きれ て し まう 。 




















国会 議事 堂 に 巣 く い 怪 気象 を 吐く 
ぐ わ ご や ぜ の 命令 を 聞き 、 国 会 議事 営 
0 象 を 吐き 出し て いた 。 ふ 

ん は 騰 車 と し て 存在 し 、 議 事 堂 の 
半生 
か ら 人 怪 光 線 を 出し 、 鬼 太郎 と ぬり か 
べ を 石 に 変え た 。 最後 は 復活 し た 鬼太郎 に 攻撃 され 、 そ の 正体 
を 現し 、 貝 の 口 を 開け て あっ け な く 果て て し まっ た 。 目玉 お や 
じ に よれ ば 、「 も と も と 、 お 化け は まぐ り は 、 霊 気 で 民 気 楼 を 見 
せる こと が で きる 妖怪 |] らし い 。 劇 「 異 次 元 」 














さ 


上 E 当 還 rcz お 作り は まぐ り と 呼ば れる と か に の 





姿 で 怪 気象 を 吐き 由 す 。 あ っ け な い や られ か た は 原作 と 同じ だ 。 








NNN ノ ン | 


phOoP0gUPHIHa 


騰 車 


【 お ぼろ ぐる 3】 





牛車 争い の 遺恨 が 妖怪 に な っ て まる 
鳥山 用 の 
人 の た 者 が 妖怪 に な り 、 夜 に 
っ た 」 





[今昔 百 鬼 捨 遣 ] で は 「 牛車 の 場所 の 取り 合い で 冬 牲 
こ 賀 茂 の 大 路 を 車輪 の きしむ 音 を 
と 書か れ て いる 。 














立て な が ら 走 
















































































工事 に 部 っ て 夜中 を ひ た 走 る 、 妖 怪 化し た 牛車 
数 百年 前 の 遺跡 か ら 発掘 され た 木片 が 博物 館 で 生 車 に 到 




















現さ れ 
て 、 そ れ が 妖怪 と な っ た 。 何 百年 も 住ん で いた 丘 と 、 そ こ に 立 
つ 博 物 館 の 取り 壊し に 激怒 。 夜 中 に 車道 を 走っ て 、 次 々 と 交通 
事故 を 引き 起こ し て いた 。 第 25 話 

















能力 や これ と いっ た 特殊 能力 は な い が 、 相 手 へ の 体 当たり や 、 
車輪 で 泡 く こと を 武器 に し て いる 。 

最期 @ 鬼 太郎 の 説得 に は 耳 も 貸さ きず 、 工 事 の トラ ッ ク に 体 当 た 
り し て 粉々 に 壊れ た 。 破片 は 館長 に 渡さ れる 。 





その 正体 は 、 妖 気 定着 装置 
その 中 に 妖怪 の 国 が 存在 する 、 怪 気 
象 を 発生 きせ て いた 。 ぐ わ ご ぜ の 指 
令 で 、 東 京 の 調布 市 に 停車 竜巻 と 
に 姿 を 現し 、 鬼太郎 を 石 に 変え る 。 
正体 は 、 お 化け は まぐ り 。 第 58 話 
能力 @ 目 か ら 怪 光線 を 放ち 、 披 太郎 を 石 に し て し まう 。 
最期 @ 石 に な っ た 鬼太郎 に 体 当 た りさ れ 、 そ の 皮 を は が され て 
妖気 定着 装置 (お 化け は まぐ り ) の 正体 を 現す 。 そ の 後 
る 何 度 か 体 当 た りさ れ て 粉々 に な っ て し まっ た 。 


























| 妖怪 皇 市 と 手 を 組ん で 怪 気象 を 生む 
妖怪 皇帝 軍 の ひと り 。 怪 気象 を 発生 
させ 、 妖 怪 の 国 を つく ろう と し て い 
た 。 そ の 正体 は 、 お 化け は まぐ り 。 
騰 車 に 、 石 に され た 者 を 元 に 戻す に 
は 、 騰 車 の 涙 が 必要 。 劇 「 異 次 元 」 
能力 で 尾 谷 象 を 作り 出す 。 目 か ら 光 線 を 出し 、 鬼 太郎 と ぬり か 
べ を 石 に し て し まっ た 。 
最期 @ 鬼 太郎 に に ちゃ ん ちゃ ん こ で 目 を ふさ が れ 、 オ カリ ナ 
ロー プ で 車輪 を 破壊 され る 。 剣 で 体 も 壊さ れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
9 年版 は オリ ジ ナ ルス トー 
の 正体 は 2 の 巻 ] に も 登場 。 両 目 は ペッ ドラ イト に な っ て いる 。 

















リー。「 腺 車 ] に 加え 、「 謎 の ゴー スト カー 
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DPitata 相 IIVIHOH 


折り た た み 人 入道 


) た た み に ゅ うど う 】 


ゆり 








つづ ら の 中 か ら 現 れ て 、 大 好物 の 妖怪 を 頭 か ら 一 呑み ! 
箱 な どの 中 か ら 、 笑 然 飛 び 出 し て 人 を 驚か す 妖 惨 。 山 の 中 で 行 
き 倒 れ て いた と ころ を 「 む じ な 」 に 拾わ れ 、 言 うこ と を 聞く よ 
うに な っ た 。 普段 は 、 む じ な の 背負 っ た つづ ら の 中 に 住ん で いる 。 
好物 の 妖怪 を 食べ る た め 、 ね ずみ 男 に 化け た む じ な と と も に 妖 
怪 ア パー ト に 潜入 。 気 の いい 妖怪 の 呼子 や 、 油 すま し を だ まし 
て 食べ る 。 伸縮 する 体 で 素早 く 動 き 、 鬼 太郎 を 翻弄 。 鬼 太郎 の 
飛ば し た リモ コン 下駄 も 一 符 み に 。 さ ら に 、 隙 を つい て 殆 太 郎 
を も 食べ て し まう 。 ち な み に 、 呼子 より 油 す まし の 方 が お いし く 、 
鬼太郎 は も っ と うま いら し い 。 第 36 話 
能力 @ 妖 怪 が 好物 で 、 頭 か ら 丸 奉 み に し て し まう 。 和 突然 、 つ づ 
ら か ら 現 れ て の 奇襲 攻撃 。 
最期 @ 在 み 込 ん だ 鬼太郎 が 発し た 電気 で 、 鬼 太郎 を 吐き 出す 。 
ちゃ ん ちゃ ん こ で 締め 付け られ 、 紙 の よう に な っ て し まう 。 


鬼太郎 の 「 毒 まん じゅ う 」 で 癌 絶 
む じ な が し ょ っ て いる つづ ら の 中 に 
いて 、 隙 を 突き 鬼太郎 に 襲い 掛か る 。 
鬼太郎 に 倒さ れる が 、 山 の 妖気 を 浴 
び て 復 活 。 そ の 正体 は カカ シ で 、 育 
て る の に 100 年 か か る らし い 。 第 38 話 
能力 人 @ つ づら の 中 か ら 和 突然 現れ 、 相 手 を 骨 か す 。 大 き な 口 で 、 
何で も 存 み 込ん で し まう 。 
最期 @ 鬼 太郎 の 「 毒 まん じゅ う 」| を 食べ て 倒れ る が 、 
を 浴び 復活 。 鬼 太郎 の 飛び 蹴り を 食らい 、 











山 の 妖気 
カカ シ に 戻る 。 





妖怪 香炉 で 再び 鬼太郎 を 襲う 
む じ な の つづ ら に 入り 、 鬼 太郎 を 
襲っ た 。 ま た 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 妖怪 
香炉 か ら 現れ た 、 妖 怪 の ひと り と し 
て 登場 し た こと も 。 実体 化し て 、 鬼 
太郎 に 迫る 。 第 13、86、91 話 
DOTS を 吹き 返し た 。 鬼 太郎 を 目玉 お や じ と 
民 信 べし まう 。 
内 の を 抽 うず くま っ た 
呈 恩 ろ を 子 泣き 貸 に 地面 へ 押し つぶ きれ て 消 渉 する 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 お けた た の | で は 、 日 本 で は 育た な い 妖 怪 ら し い 。 毒 まん じゅ 
] さ れ て いる 。 [| 再生 捧 保 軍団 の 反撃 ! の 巻 」 ほ か 。 











































OHHaVaSsVa 


【 お ん な や し ゃ 】「- ュ 
日 本 で は 神 を 守る 護法 神 に 変化 


古代 イン NN に 登場 する 悪鬼 。 イ ンド 神話 に お いて 、 悪 見 の 
総称 と 一 般 的 に は いわ れ て いる 。 な お 、 イ ンド 神話 で 悪 埋 だ っ 
た 神々 は 、 沈め 護法 神 に な っ た 。 



































MV 


妖怪 の 天敵 ・ ヒ ー 族 を 操っ て 妖怪 帝国 の 支配 を 目論む 
ヒー 族 か ら 夜 叉 神さま と 呼ば れん 、 あ が め ら れる 中 国 妖怪 。 ヒ ー 
族 を 使っ て 鬼太郎 を は じ め 日 本 の 妖怪 を 倒し 、「 妖 怪 帝 国 日 本 支 
部 ] を 作ら ろう と し て いた 。 最 期 は 、 ヒ ーー 族 を 作る 際 に 用 いる 金 
胡 虫 が 体内 に 潜り 込ん で し まう 。 目玉 お や じ と 毛 目玉 に 、 後 世 
に 伝え て ほし いと 、 ヒ ーー 族 製 造 の 秘伝 の 技 を 語っ て 息 絶え る 。 
第 91 話 。 ま た 、「 夜 叉 ] と し て 、 第 96 話 に も 登場 。 2 
ね ずみ 男 と 出くわし て 追い か け 、 お 尻 に YY く が 、 な ら 攻 
撃 を 受け て 気絶 し て し まう 。 砂 か け 婆 た ち TP ト に 
戻っ て いく 。 あか ヤー 


























恐山 を 龍 う 吸血 妖怪 軍団 の ひと り 
「 吸 血 夜叉 ] と し て 登場 、 ド ラキ ュ 
ラ 博 士 と と も に 吸血 妖怪 樹 の た め 、 
恐山 に ある 妖怪 血液 銀行 を 融 撃 。 老 
人 に 化け 、 挿 太郎 に 毒 入り ジュ ー ス 
を 飲ま せよ うと し た 。 第 52 話 
能力 で 地 中 か ら 現 れ て 敵 の 意表 を 付く 。 キバ を 伸ばし 、 
ファ ロー の よう に 突進 し て 襲 い 掛か る 。 
最期 砂浜 で 鬼太郎 た ちと 対決 する が 、 吸 血 妖 怪 綿 に 襲わ れる 。 
吸血 夜叉 は 戦っ て いる うち に 海中 へ 。 
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法 は 、 ぬ っ ぺら ぼう を 見 る の じゃ 





0-Tm0Paki Ru 
【 お ん も らき 】 いく の > 
三 つ 目 で は な い 鳥 の 妖怪 
中 国 の 古書 『 清 尊 録 1 に は 、 新 し い 死体 の 気 が 変 化し た と いう 


陰 摩 維 鬼 が 登場 。 鳥 山 石 燕 の 「 今 蘭 画 図 続 百 鬼 】 に も 、 ア ニ メ 
と 違っ て 三 つ 目 で は な い 陰 摩 弘 晃 が 描か れ て いる 。 

















| 魂 と 肉体 が 別に な っ た 、 復 讐 の 鳥 妖怪 

「 い ん も らき 」 と 読ん で いる 。 太古 か ら 住む 古墳 の 上 に 、_ 哲夫 

の 父 が 大 き な 家 を 建て た た め 、 復 讐 の 機会 を 狙っ て いた 。 哲夫 

の ガー ルフ レン ド ・ 啓 子 を 殺し 、 そ の 死体 に 乗り 移っ て 哲夫 の 

命 を 竹 う 。 魂 状態 は 、 お た まじ ゃ くし の よう な 姿 。 第 64 話 

能力 @ 空 中 を 飛行 し 、 哲 夫 を 襲う 。 鬼 太郎 の 口 か ら 、 魂 を 抜き 
取っ た 。 死体 に 乗り 移っ て 操る こと が で きる 。 

最期 @106 の 質問 で 絵 に 魂 を 封じ 込め られ る が 、 肉 体 は 健在 。 鬼 
太郎 の 魂 を 抜き 取る が 、 体 に 眠り 楽 を 流し 込ま れ 総 減 。 






































死者 に 乗り 移り 、 財 産 を 狙う 
死者 に 乗り 移っ て 悪さ き を する 妖怪 。 死 
ん だ ルリ 子 に 乗り 移り 、 資 産 家 の 伊 集 
院 と 結婚 し て 財産 を 礁 お うと 企む 。 
じゃ まな 「 悪 霊 封 じ の お 札 ] を 探し 、 
二 夜な夜な 家 の 中 を 従 簡 。 第 49 話 
能力 本 体 と 魂 が 別々 に 行動 可能 。 魂 の み 死 者 に 乗り 移っ て 、 
動か すこ と が で きる 。 
最期 @74 の 質問 で 正体 を 現し 、 お 札 に よっ て ルリ 子 か ら 陰 摩 苺 
鬼 の 魂 が 抜け る 。 本 体 も 鬼太郎 た ち に 敗れ 去る 。 








亡霊 た ち を 操り 、 鬼 太郎 を 本 っ た 
魂 の 供 差 を 怠っ た 人 間 に 腹 を 立て 、 
人 を 毅 っ た 。 夜な夜な 人 間 の 亡霊 を 
操り 、 生 き て いる 人 の 生気 を 吸う 。 
鬼太郎 に 「 正 体 暴き の 秘術 」 で 正体 
了 計 較 を 晃 か れ 、 基 に 光 げ 込む 。 第 24 話 
能力 @ 足 の 力 が 強く 、 鬼 太郎 の 頭 を 掴ん で 離さ な い 。 細 で 空 を 
飛ぶ 。 墓場 で 亡霊 を 操り 、 鬼 太郎 た ち を 襲う 。 
最期 で 上 鬼太郎 が 出し た 108 の 質問 に よる 「 正 体 寺 の 秘術 ] で 、 
に 封じ 込め られ て 土 に 返る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 陰 摩 編 鬼 ] に 登場 。 地下 5 メー トル の 所 に 、 太 吉 か ら 住 ん で いた 。 




















「 医 怪 本 所 ふし ぎの 巻 ] で も 、 そ の 姿 を 確認 する こと が で きる 。 








gaikoisl 


骸骨 


【 が v ゝ 剖 っ 1] 
三 つ 刻 に 現れ る た くさ ん の 骨 骨 


“ 骨 "に まつ わる 怪異 は 各地 に 伝わる 。 骸骨 と し て は 「 赤 俗 の 民 
俗 』 に 、 鳥 取 県 東伯 郡 赤 俗 町 の 怪談 が 掲載 きれ て いる 。 葵 三 つ 
時 に 町 を 歩い て いる と 、 無 数 の 骸骨 が 現れ て 困っ た と いう 。 





うし 
































体 の 骨 を 投げ て 攻撃 。 胃 女 の 奴 款 と し て 使わ れる 

大 首 が 門 ら せ て 、 骨 女 の 奴 款 と し て 働く 。.2 9 人 程度 で 行動 し 、 
つね に 骨 女 の 側 に いで 彼女 の 指示 に 従う 。- そ の 役割 は 、 ね ずみ 
男 の 死体 が 入っ た 征 お け を 運ん だ り 、 ネ コ 娘 を 捕 ち えた り と 、 
稚 聞 が 皇 と な っ て いる 。 し か し 、 価 の 財 を 投げ て 攻撃 する こ と 
も 可能 。 大 6 
撃っ た 。 だ が 、 いと も 前 単に 笑 破 さ れ で いる こと か ら 、 区 水 カ 
は 低い よう だ 鬼太郎 の リモ コン 下 天 や 砂 か け 婆 た ち に よっ で 
で 粉々 に され で し まっ だ た 。 第 26 話 











大 首 の 命令 で 霊 塊 を 向 詰 に 
大 首 に よっ て 墓 か ら 菊 り 、 邊 情操 作 さ | 
れ て いる 。 同じく 大 首 の 子 分 、 沿 女 の | 








多 ク 工場 で 缶詰 に 

< ン 2 で いた 。 0 時 戦い の 際 
に は 、 2 て 改 撃 する 。 体 の 分 離 が 自由 で 、 
バラ バラ に され て も すぐ に 元 に 戻る ご と が 可能 な た め 、 攻撃 力 は 
3GD い も の の 。 BE リー も 守 P 
大 首 が 鬼太郎 に 倒さ れる と 、 た だ の 骨 に 戻っ た 。 第 40 話 



































みず か ら の 意志 を も つ 兵 隊 
大 首 の 念力 に よっ て 生か され 、. 骨 女 
NM 集団 で 行動 し 、 
大 首 の た め に 人 を さら っ て 缶詰 に し 
て いた 。 意志 を 持ち 、 ク ル マ の 運転 
も 7 を し た り 、 骨 女 に 意見 し だ た ひ す る こ 
と も ある 。 8 動き を 止め た 。 [縄文 ガイ コッ ]」 
と 呼ば れる 。 ま た 、 第 64 話 で は 、 妖 怪 レ ー ス の 司会 を 務め た 者 も 
いる 。 優勝 者 の 鬼太郎 に 、 妖 怪 石 を 出せ と 言わ れ 冷 や 汗 を か いて 
いた 。 ど ちら の 話 で も 鬼太郎 と 戦う こと は な か っ た 。 第 64、82 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
[大 首 ] 以外 に ゼ 、 本 殆 太 郎 ム ー の 国 べ の 巻 ] 「 決 開 コ ロ セ ウ 




















ム | な ど で 狼 男 ど の 部 下 と し て も 登場 する 。 
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包 命令 に より 、 | 
大 首 の も と に 運ん : 玉 。 


























昌 多 


【 か が み じ じ いい 』】 























ユメ コ を 鏡 の 中 に さら い 、 雲 外 鏡 と も 戦う 
鏡 の 中 に 住む 老人 の 妖怪 。 昭 和 の 初め は 鏡 が 貴重 で 、 少 女 た ち 
か ら 大 事 に きれ て いた 。 な か で も と くに か わい か っ た 少女 ・ お 
花 ち ゃ ん が ユメ コ に 似 て いた た め 、 鏡 爺 が 昔 か ら 住 ん で いた 村 
に ある 鏡 の 中 へ ユメ コ を さら う 。 鬼太郎 に 倒さ れ て 改心 し た 後 
は 、 原 宿 の 「 時 代 屋 」 と いう 古道 具 屋 に 勤務 。 少 女 が 鏡 に 閉じ 
込め られ る 事件 が 発生 し 、 そ の 濡れ 衣 を 着せ られ る 。 だ が 、 雲 
外 鏡 の 仕業 と 判明 し 、 雲 外 鏡 を 倒す の に 必要 な 「 照 魔 鏡 ] を 、 
ユメ コ と 出雲 大 社 に 取り に 行っ た 。 第 2 、35、46、52、70、80 話 、 
劇 「 最 強 妖 怪 」 
能力 ⑯ 杖 から ビー ム が 出 て 鏡 を 操る 「 あ わせ 鏡 攻 撃 」。 ミ ラー ハ 
ウス の 鏡 が 鬼太郎 を 取り 囲む 「 鐘 地獄 」。 
最後 ら ユ メ コ が お 花 ち ゃ ん の 茶 に あたる こと を 知り 、 鏡 の 中 に 
消え る 。 後 に 原宿 の 古道 具 屋 で 働く 。 






























































少女 を 鏡 に 連れ 込み こき 使う 

銀座 の 古道 具 屋 で 売ら れ て いた 鏡 に 

50' 潜み 、 大 山 家 の 長 女 ・ カ オリ を 誘拐 。 

身の回り の 世話 を させ る 。 本体 は 空 

気 の よ うな も の で 、 鏡 は 300 年 前 の 

も の だ っ た 。 第 8 話 

能力 @ 人 間 を 鏡 の 中 に さら い 、 さ ら わ れ た 人 間 は 姿 を 盗ま れ て 
外 の 世界 で は 透明 に な っ て し まう 。 

最期 透明 に な っ た 和 鬼太郎 に 岩 で な ぐら れ 本 体 を 現す 。 鏡 に 逃 
げ 込 む が 、 鏡 を 割ら れ て 本 体 も 爆発 。 




















田舎 の 小学 校 に 移さ れる 

鏡 に 住み 、 持 ち 主 を 守る 心 や さ し い 

妖怪 だ っ た が 、 鏡 を 捨て られ て し ま 

い 人 間 に 復讐 を 示 う 。 翔太 や 、 学 校 

の 子ども た ち を 鏡 の 世界 に 閉じ 込め 
ョ て し まう 。 第 4 話 

能力 包 午 の 中 を 自由 に 出入 り で き 、 鐘 の 中 で は 能力 が アッ プ す 
る 。 人間 を 鏡 の 世界 に 封じ 込め る 。 

最後 包 砂 か け 婆 が 合わ せ 鏡 で 作っ た 光 の 道 か ら 鏡 の 外 に 引き ず 
り 出さ れ 降 参 。 そ の 後 は 、 田 舎 の 小学 校 で 幸せ に 暮らす 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


中 三重 | お む お 。 : 鐘 の 中 
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昧 児 
【 が き 】 
この 世に 未練 が あり 成仏 で き な い 者 た ち 


仏教 の 六道 の ひと つ で 、 鍼 鬼 道 に 堕ち た 亡者 の こと 。 現 世 で 
殺 や 事故 死な ど を 遂げ て 、 こ の 世に 未練 が ある 者 が 館 鬼 道 に 堕 
ちる と いわ れ て いる 。 そ の 形態 は 書物 に よっ て 異な る 。 


人 間 を 食べ て し まう 、 地 獄 に 暮らす 妖怪 
地獄 に 随 ち な が ら も 、 
人 間 を 食べ て 生き 長 
ら え て いる 妖怪 。 普 、 
人 里 に 下り て 人 間 を 
苗 っ て いた た め 「 入 
ら ず 山 」 に 封印 され 
:。 た が 、 そ こ へ 人 間 が 
入っ た こと で 現代 に 
復活 し た 。 村 人 を 連 
れ 去 り 、“ ワ イン 濱 
っ re け " に し て 食べ よう 
と し た が 、 彼 太郎 に 不老 長寿 の 泉 に 投げ 込ま れ て 赤ん坊 に な っ 
て し まう 。 ま た 地獄 に いた 僚 鬼 は 、 ユ メ コ の 両親 に 化け て 、 彼 
太郎 た ち に 工 いか か っ た 。 第 77、113 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 画 戦 三途の川 | は 、 弟 119 話 と 同 内 容 。 | 最後 の 出会い ] で 、 
























































kakutamnjhl 


角 端 獣 
【 か く た ん じゅ う 】 
チン ギ ス ニハ ン が 出会っ た 妖獣 


「 角 端 ] と も 呼ば れる 、 中 国 の 虚 麟 の 一 種 。13 世 紀 に 、 チ ン ギ ス 
= ハン の 兵 候 隊 が 、 砂 漠 の 中 で 出くわし た 。 馬 の よう な 頭 に 緑 
色 の 体毛 が 生え 、 額 に は 1 本 の 角 を 持っ て いた と いう 。 


日 本 妖怪 を 蹴 ち ら す 

チー 率い る 中 国 妖怪 
の ひと り 。 黒い 馬 の 
よう な 姿 で 、 額 に 
本 の ツノ を 有する 。 
チー の 呼び 出し で 出 
現し 、 命 令 に 従う 。 
日 本 妖怪 と の 戦い で 
は 、「 山 」 乗せ 出撃 。 
か まい た ちら と 激 し 
い 死 闘 を 繰り 広げ る 。 
- 劇 「 最 強 妖怪 」 

能力 @ 額 の 一 本 ヅ ノ を 振り 回 し 、 か まい た ち を は じき 飛ば し た 。 

また 、 後 ろ 蹴 り が 強烈 だ 。 
最期 @ 石 に な っ た 子 泣き 爺 に 乗ら れ て 、 地 面 に 押し つぶ され て 消滅 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 














山 問 を 乗せ て 戦闘 へ GO ! 






























































kaihutsi kage0onma 


D 計 = と < 
【 か いぶ つ 】 「 Z 





[か け お ん な 】 


月 夜 の 暁 に 障子 に 映る 女 の 影 

鳥山 石 燕 「 今 普 百 鬼 拾 造 ] に あり 。「 物 の 怪 あ る 家 に は 、 月 夜 の 
上 晩 に 女 の 影 が 障子 な ど に 映る 」 と いう 、 そ の 影 の こと 。 荘子 『 電 
物 論 篇 】 に も 、" 影 | に 関す る 記述 が ある 。 














母 を 想い 世間 を 呪う 画家 が 生み 出し た 女 訪 

妖怪 で は な く 、 人 の 急 念 の 塊 。 母 が 死ん だ と き に 誰 も 助け て くれ 
な か っ た と 世 を 恨む 青年 画家 が 描い た 絵 が 、 ス ライ ム 状 の 物体 と 
な っ て 絵 を 飛び 出し て 人 を 食う 。 食 われ た 人 は 、 絵 の 世界 に 閉じ 
込め られ て し まう 。 ち な み に 体 の 赤色 は 、 青 年 の 血 。 第 84 話 
能力 @ 部 屋 の 中 に 画家 が 連れ て きた 絵 の モ デル を 食べ る 。 
最期 @ 画家 が 正気 を 取り 戻し 、 動 き が 止ま っ て 消 減 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 











原作 に は 登場 し な い 括 怪 。 


kaKuPezatonl 


か くれ 座頭 


【 か くれ ざと う 】 Se 

1 姿 を 見 た 人 間 は 霊 石 で 魂 の 世界 に 閉じ 込め られ る 

幽霊 屋敷 呼ば れる 家 に 住み 着く 、 女 の 姿 を し た 霊 。 障 子 に 影 が 

映り 、 畳 に 足跡 が 残る 無数 の 人 魂 が 集まっ て 、 影 女 へ と 変貌 す 

る 。100 年 の 間 に 自分 の 姿 を 見 た ひと り の 人 間 を 生か し て お けず 、 

「 霊 石 」 を 食べ させ 魂 の 世界 に 閉じ 込め る 。 そ れ は 、 妖怪 や 幽霊 

な ど は 存在 し な い 、 と 言い 張る 人 間 へ の 宮 の 意 味 も ある 。 第 36 話 

能力 で 自分 の 姿 を 見 た 人 間 に 、 埋 石 を 食わ せ て 魂 を 閉じ 込め る 。 
伸縮 自在 の 自分 の 体 で 相手 の 首 を 締め 付け る 。 

最後 〇 光 を 消さ れる と 影 も 消え 、 力 が 落ち て 降参 。 恨み が まし 
い 女性 の 顔 か ら 、 一 気 に 美女 の 顔 に 変化 し た 。 








不平 不満 が 集まっ た 巨大 な 黒い 影 
地獄 へ 送ら れ た 人 間 た ちの 悪意 か ら 
生ま れ た 妖怪 。 不 公平 ・ 不 満 だ 、 と 
思う 負 の 気持 ち に 反応 し て 出現 。 人 
を 影 の 世界 へ 引き ずり 込み 、 そ こ で 
悪意 の 塊 に 変え て し まう 。 第 100 話 











得 要 
死ぬ こと も 老い る こと も な い "隠れ里" の 管理 者 
盲目 の 妖怪 。17 年 間 座禅 を 組ん で いて 、 念力 が 備わり “ 関 の 橋 " 























記 見 える よう に な る 。12 一 13 歳 の 貸 乏 な 子ども を さら い 、 隊 れ 能力 や 人 を 影 の 世界 へ 引き ずり 込む 。1000 の 悪意 を 集め る と 実 
時 に 連れ 込ん で | 神隠し] を 起こ す 。 自 分 の 世話 を させ 、 あ と 体 化 する 。 

は 子ども た ちと の ん びり 暮らす こと を 望ん で いる 。 第 38 話 最期 で コン サー よ 会 場 へ お びき 出さ きれ 、 四 方 か ら 強 い ラ イト の 
旗 力 〇 念力 を 持つ 。 関 の 橋 を 見 る こと が で きる 。 光 を 浴び で 元 の 次 へ 。 ち ゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ て 消 減 。 








早期 で 鬼太郎 の 毛 針 に や られ 、 永 遠 の 国 ・ 隠 れ 里 も 減 び る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水木 作 品 『 落 発 ] に 登場 。 隠れ里 は アニ メ と 違 






“ は ? 
鬼 玉 郎 以外 の 水木 作 韻 『 妖 怪 屋敷 |】 に 登場 70 年 代 と ほぼ 同じ 。 
また | 影 女 ! な る 前 後編 の 物語 も あぁ る が 、 ま っ た く 別 の スト ー リ ー。 


















い 女 性 だ な ら け の 国 で 、 死 神 が さ らち わ れ て 連れ 込ま れる 。 
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kasahak 


筆 化 け 





【 か さば け 】 
戯画 な ど で 頻 出 の わり に は 伝承 は 少な い 


ーー つ 目 ある い は 2 つの 目 が 付い た 傘 か ら 2 本 の 腕 が 伸び 、 ー 本 
足 で ピョン ピョン 跳ね 回 る 傘 の 化け 物 の こと 。 付 喪 神 の 一 種 と 





思わ れる が 、 知 名 度 の わり に 





の ほほ ん と し た 性 格 の わり に は 、 


一 つ 目 で 一 本 足 の 倫 の 妖怪 。 純 朴 で 人 が 良く 、 
な い 。 ね ずみ 男 に そそ の か され て 、 太 郎 に 


こ は 伝 承 は 残っ て いな いよ うだ 。 


か な り の 強敵 
頭 は あま り 良 く 
攻撃 を 仕掛 け 、 ち ゃ 


ん ちゃ ん こ を 克 う 。 奪っ た ちゃ ん ちゃ ん こ で 大 金持ち の 老人 ( 攻 


人 ) 
傘 小 僧 と は 別個 体 と 思わ れる 。 第 31 話 











に 化け 、 そ この お ば あちゃ ん と の 生活 に 幸せ を 感じ る 。 唐 


能力 で 円 比 状 に な っ て 周囲 を 切り 刻む 。 目 か ら 光 線 を 出す 。 分 








身 し て 催眠 術 を か ける な ど 、 
最後 や ちゃ ん ちゃ ん こ を 
キレ ス 腫 園 め で ギブ アッ プ す る 。 





考え て い 
た 妖怪 。 宮 





と は 目玉 お や じ 談 。 
ちゃ ん こ を 狙い 一 度 【 


攻撃 力 は 大 きい 。 
錠 り 戻し に 来 た 鬼 太郎 と 再 対決 し 、 ア 


怠け 者 だ が 恐ろし く 強 い 
「 楽 し て 幸せ に な り た い 」 と いつ も 
る 、 愚 注 ば か りこ ぼ す 困っ 


け 者 だ が 恐ろし く 強 い " 
鬼太郎 の ちゃ ん 
は 春 う 。 第 24 話 


能力 @ 分 身 し て 目 く ら まし 催眠 を か ける 。 目 か ら ビ ー ム を 出す 。 





円 盤 状 に 
最期 @ 鬼 太郎 と の 














戦 で 、 

















な っ て 空 を 飛び 、 周 囲 を 切り 刻む 。 
分 が 且 か ら 


出し た 光線 を 、 ネ コ 娘 


の 手鏡 で 跳ね 返さ れ て 焼 か れ て し まう 。 


コミ ッ 














よ 太 作り の まま 。90 ヨ 





" は ? 




















【 か し ゃ 】 
墓場 か ら 死体 を 奪う 猫 の 化身 


非 式 や 葬列 、 あ る い は 墓場 で 死体 を 奪う と いう 妖怪 。 全 国 に 分 
布 し 、 年 を と っ た 猫 の 姿 だ と する 地方 が 多い 。 火車 と いう 名 前 は 、 
地獄 か ら の 迎え で ある 「 火 の 車 ] よ りき て いる よう で ある 。 















































鬼太郎 に 乗り 移り 悪事 三昧 。「 鬼 太郎 組 | を 作る 
鬼 の よう な 姿 を し た 妖怪 で 、 モ チ が 大 好き 。 鬼 太郎 と 対決 し 、 
鬼太郎 と 魂 を 入れ 替え て 火車 の 姿 の 太 郎 を 倒す 。 そ の まま 人 金 
を 奪い 、 キ ャ バレ ー で 遊ん で 暴力 団 を の っ と り 「 提 太 郎 組 」 を 
作る な ど 悪 行 三昧 。 第 62 話 、108 話 、 劇 「 異 次 元 」 
能力 @ 魂 を モチ と 一 緒 に つい て 食べ る 「 モ ナチ 殺し 」。 魂 を 相手 と 
上 朋 時 に 入れ 替え る 「 魂 と りか えば や の 術 」 を 使う 。 
最期 で 目下 お や じ の 妖術 「 逆 モチ 殺し 」 で 魂 を 元 の カラ ダ に 戻 
され 、 鬼 太郎 の 体内 電気 で トド メ を 刺さ れる 。 











完全 降伏 し て 命 ご いす る 

妖怪 の 中 で も 5 本 の 指 に 入る 強敵 で 、 

鬼太郎 で も か な わな い "と は 目玉 お 

| や じ の 談 。 自 分 の 魂 を 敵 の 体 に 潜り 

込ま せる こと も 、 人 の 魂 を 抜き 出す 

6 

能力 @ 自 分 か の 魂 を 相手 と 入れ 礁 える こ と が で きる 。 相手 に 
移っ た ら 、 相 手 の 技 も 使え る 。 

最後 〇 目玉 お や じ か ら 受け た 「 逆 鮮 殺し 」 で 火車 の 魂 が 出 て き て で 、 
も う 永久 に 穴 ご も りす る か ら 殺 さ な い で 、 と 懇 原 する 。 


































人 情 梁 い が “モチ の 魂 が ら み ” が 大 好き 
亡くな っ た 人 間 の 魂 を 食う 妖怪 。# 
親 の 葬式 に 出 な い 親 不 孝 な 3 人 兄妹 
を さら い 、 す 親 の 魂 と 緒 に 食べ て 
や る か ら 腹 の 中 で 機 悔し 続 けろ と い 
う 。 第 45 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー」 
能力 @ 魂 と モチ を 一 緒 に 食べ る 。 食 べら れ た ら 成 仏 で き な い 。 自 

分 が や られ そう に な る と 、 相 手 と 入れ 堆 わ る こと が で きる 。 
最後 @ 「 息 子 を 誇り に 思っ て いる | と いう 母親 の 本 当 の 気持 ち を 

知り 、「 今 回 は モチ だ け を 食べ る 」 と どこ か に 消え て いく 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
『 魚 殺し] に 登場 。 基 本 的 に 70 年 代 版 は 原作 と 同じ 。 90 年 | 
s 穫 は ほぼ オリ ジ ナ ル の 設定 だ 。 























































































gashadnkurno 


が し ゃ どく ろ 「 
の Le くろ 2】 
全長 10m 前 後 の 巨大 な 人 食い 骸骨 


佐藤 有 文 「 日 本 妖怪 図鑑 」 に あり 。 野 垂れ 死に し た 人 の 身 航 が 
集まり 、10m ほ どの 大 きき に な っ た 人 食い 骸骨 。 深 夜 2 時 ご ろ 、 
ガ シ ャ ガ シャ と 音 を 立て て 出現 。 子 ども 向け の 創作 と 思わ れる 。 


























90' 


が 





毛羽 毛 現 に 操 ら れ 、 ハ イ ウ ェ イ の 車 を 襲う 
巨大 な 骸骨 。 圭 山 ハ イ ウ ェ イ に 現れ 、 自 動車 を 襲っ て 事故 を 頻 
発 さ せる 。 こ れ は 自然 を 破壊 し て 高速 道路 を 造る 人 間 に 怒 っ た 
毛羽 毛 現 が 、 が し ゃ どく ろ を 操 っ て 起こ し た 事件 だ っ た 。 その 後 、 
毛羽 毛 現 の 主張 に 納得 し た 鬼太郎 は 、 高 速 道路 を 広げ よう と し 
て いる 大 臣 と 社長 を 温泉 ツア ー の 接待 で お びき 寄せ 、 仲 間 た ち 
を 使っ て 疫 怖 体験 を 味わわ せる 。 が し ゃ どく ろ も ター ゲッ ト 2 
人 が 温泉 に 入っ て いる の を 見 計ら い 、 鬼 太郎 の オカ リナ 笛 に 友 
応 し て 現れ 箇 か し た 。 第 11 話 。 ま た 、 第 96 話 で は 札幌 で 大 暴れ 。 
雪 祭 り が 行わ れる 時 計 挫 の 下 の 大 通り を 掘り 起こ し た 。 





























- 南 の 島 で 妖 花 を 守る 墓守 
華子 の 部 屋 の 中 に 咲き 乱れ た 「 妖 
花 」 の 元 の 木 が ある 南 の 島 に 住み 、 
華子 た ち が 来 る まで ずっ と 、 木 の 下 
に ある 墓 の 墓守 を し て いた 。 尋ね て 
生き た 太 郎 た ち を 曹 荒らし と 間違え 
工 っ た が 、 華 子 の お じ が 眠っ て いた その 木 が 、 勘 違い し て いる 
が し ゃ どく ろ の 周り に 木の葉 を 飛ば し て 止め る 。 そ の すき に 衝 
太郎 の オカ リナ 草 が 頭 に 巻き つき 、 頭 を 落と され 倒れ る 。 第 71 話 。 
また 劇 「 異 次 元 ] で は 、 妖 怪 皇 帝 軍 と し て 東京 の 街 を 破壊 し た 。 


























県 作 コミ ッ * は ? 
「 大 妖怪 が し ゃ ど ぐ る 復活 の 巻 〕 に 登場 、 カ マキ リ の よう な ス 
タイ ル で 、 大 間 を 吸収 し て 大 きく な る な ど 設 定 は 大 きく 異な る 。 
























kashahpo 
カシ ャ ボ 
【 か し ゃ ぼ 】 
河 章 が 山の上 に あがっ た 姿 


和歌 山県 と 三重 県 に また が る 熊野 地方 に 伝わる 妖怪 。 川 に いる 
聞 は 河童 で 、 山 に いる 間 は カシ ャ ボ に な る と いわ れ て いる 。 カ 
シャ ン ボ 、 カ シラ ン ボ ウ 、 ガ シャ ン ボ ウ と も 呼ば れる 。 


大 き な 頭 が 特徴 的 な 、 金 比 羅 島 に 暮らす 妖怪 
“日 本 の 南 の 果て の 
果て "に ある 、 金 比 
弘和 鳥 に 住む 妖怪 。 紫 
色 の 長い 頭 に 、 ふ ん 
還 ど し 次 の ラフ な スタ 
イル 。 ゆ っ た り と し 
た 性 格 の よう だ 。 い 
や み の 毒 に や られ 、 
何 を する に も 面倒 に 
な っ た 鬼 太郎 を 治す 
唯一 の 薬 「 清 め の 水 ] 
を 求め て 、 金 比 維 島 に 降り 立つ 目玉 お や じ た ち 。 そ こ へ 現れ 、 
一 行 を 「 清 め の 泉 ] の 場所 へ と 案内 する 。 鬼太郎 は 泉 に 浸かり 、 
無事 に 元 の 状態 へ と 戻る の だ っ た 。 第 61 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 





人 電 

































原作 に は 登場 も な い 妖 怪 ぁ 


kazem0m 田 ataSsSahuPnl 


風 の 又 三郎 


【 か ぜ の また さぶ ろう 】 


工事 を 中 止 さ せる た め 、 人 間 の 子ども を 誘拐 

季節 風 の 妖 精 を 道 案内 する 妖怪 。 鬼 太郎 の 見 立て に よれ ば 、 天 
狗 の 子ども らし い 。 季節 風 の 妖精 た ち が 休 む 風 の 谷 が 、 木 枯 幅 
の 道路 建設 で 破壊 され そう に な り 、 工 事 を や め さ る せよ うと 人 間 
の 少女 ・ 風 子 を 誇 拐 する 。 第 69 話 
能力 空 を 自由 に 飛ぶ 。 巨大 な カラ ス に 変身 し 、 羽 で 突風 を 巻き 起こ す 。 
最後 で 風子 と 旅 に 出 よ うと する が 、 彼 女 の 母 親 の 涙 を 見 て ひと り 去 っ て いく 〈。 

原作 コミ ッ ク で は ? 








TV アニ メ オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 





065 








kazenokami 


風の神 
【 か ぜ の か み 】 
中 国 や イン ド が 発祥 と され る 神 


「 風 神 ] の ルー ツ は 、 中 国 や イン ド と され て いる 。 日 本 の 夢 華 王 院 
に は 鎌倉 期 の 彫像 が あり 、 有 名 な 「 風 神 雷 神 図 羽 風 ] の 作者 と さ 
れる 令 屋 宗達 は 、 こ の 人 造形 を 参考 に し た と も いわ れ て いる 。 









































































































































AS 鬼太郎 の 力強い 味方 

2 度目 の 登場 以降 は 、「 風 神 」 と 呼ば れる 。 抱 を えて いる 袋 は いく 
ら で も 膨らみ 、 そ こ か ら 強 風 を 噴出 し て な ん で も 吹き 飛ば し て 
し まう 。 ま た 衝 太 郎 は 、 そ の 風 に 乗っ て 自由 に 空 を 飛ぶ こと も 
で きる 。 鬼太郎 の 頼も し い 助 っ 人 と し て 度々 登場 し 、 い つも 用 
が 終わ れ ば 疾風 の よう に 去っ て いく 。 第 63 話 で は 、 悪 魔 ブ エル 
と 直 魔 軍団 を 吸い 込む た め に 封印 を 解 か れん た ヤカン ズル が 暴走 
を 始め た と き に 、 再 び 封 じ 込 め る た め に 参上 。 ヤ カン ズル の 腹 
の 中 に 大 量 の 風 を 送り 込み 、 風 船 の よう に し て ヤカン ズル を 膨 
ら ま せ て 持ち 去り 、 封 印 し た 。 第 14、63、69 話 


雷神 と の 連係 で 風雨 を 起こ す 
「 風 神 ] と し て 登場 。 砂 か け 疲 に 呼 
び 出 され 、 雷 神 と と も に 出現 。 都 会 
に 溢れ る 公害 を 吸収 し て 、 巨 大 化し 
禁 れ る 白 溶 育 を 洗い 流し て 元 に 戻す 
1 べく 、 神 通 力 を 発揮 。 雷神 と の コン 
ビ ネ ー シ ョ ン で 風雨 を 起こ す 。 ま た 妖怪 バッ ト を か けた 、 人 間 
チー ム 対 妖怪 チー ム の ナイ ン と し て も 参加 。 和 突風 で ボー ル を 上 
空 に あげ て キャ ッ チ 。 バ ッ タ ー ボ ックス で は ボー ル を 打 た ず に 
風 で 飛ば し て 反則 に な っ て いた 。 第 16 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー」 






























































原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 
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kazehoukou 


風 ほ うこ う 


【 か ぜ ほ うこ う 】 


“ 風 ” ほう こう は 水木 オリ ジ ナ ル 

ほう こう は 、 鳥 山 石 燕 の 「 今 音 鬼 拾 遣 ] に 登場 する が 、 木 の 精 
と だ け 説 明 さ きれ て お り 、 地 水 火 風 を 操る 旨 は 書か れ て いな い 。 
風 ほ うこ う は 、 ア ニ メ (原作 も 含め ) の オリ ジ ナ ル で ある 。 











風 攻撃 で 鬼太郎 ファ ミ リー を 襲う 
0 に 吸い 込ま れ た 、 ほ うこ う の 分 像 し た うち の ひと 
。 漬物 を ね ずみ 男 に ダメ に され 、 同 じ く 分 裂 し た 火 ほ うこ う 、 

RS 0 す 0 

う 。 妖怪 塩 で 溶かさ れ た 鬼太郎 だ っ た が 、 砂 か け 婆 た ちの 妖力 

を 得 て 復活 。 風 ほう こう た ちと 死闘 を 繰り 広げ る 。 第 41 話 

能力 で 体 を 高速 で 回 転 き させ て 竜巻 を 起こ す 風 攻撃 で 、 砂 か け 披 
と 子 泣き 爺 を 吹き 飛ば し た 。 

最期 @ 鬼 太郎 に 風 攻 撃 を 仕掛 ける が 、 地 ほう こう を ぶつ けら れ 
「 カ が ……」 と 言い 残し て 消 を て いく 。 














ほう こう が 4 人 に 分 裂 し て 攻撃 
ほう こう が 、 4 人 に 分 肌 し た うち の 
ひと り 。 地 ほう こう 、 水 ほう こう 、 
火 ほ うこ うと 共同 で 鬼太郎 を 環 撃 す 
還 半 る 。 鬼太郎 の 下駄 で 攻撃 され る が 、 
上 計 いと も 簡単 に 振り 払う 。 第 65 話 
能力 氏 体 を 回 転 きせ て 突風 を 起こ し 、 盾 太郎 を "きり も るみ” に 
し て や ろう と する 。 
最期 @ 4 人 の ほう こう た ち で 上 鬼太郎 を 鍋 地 に 追い 込む が 、 地 ほ 
うこ うと ぶつ か り 無 に か える 。 





























"は ? 
「 ほ うこ う ] に 登場 。「 台 風 ぜ め ] で 鬼太郎 を 攻撃 。 や は り 圭 





ほう こう に 投げ つけ られ て 無 に か えっ た 。 





KaHHa 
ペー 
河間 
【 か っ ぱ 】 。 。 

まさ に 、 全 国 各地 に 伝わる 水 の 妖 怪 


その 語源 は 、 関 東 地方 の 方 言 「 カ ワッ パ | と され て いる 。 全国 各 
地 で 知ら れる 妖怪 で あり 、 そ の いわ れ や 形態 も さま ざま 。 し か し 
相撲 や キュ ウリ を 好み 、 尻 子 玉 が 好物 と いう の は 共通 の よう で あぁ る 。 





































































































淵 や 村 ま で 登場 する 、 最 多 登場 キャ ラク ター 

いた る と ころ に 顔 を 出す メジ ャ ー 妖 怪 ・ 河 童 。 第 14 話 で 、 河 童 淵 の 
河童 た ち が か に 坊主 に 操 ら れ 、 第 42 話 で は 、 河 童 親分 が 仕切 る 河童 
村 に 集団 で 暮らし 、 同 じ 河 童 妖怪 の 一 目 入道 た ちと 対決 し て いた 。 
第 63 話 で は 、 第 一 回 日 本 妖 公 会 議 に 出席 し 、 第 71 話 で は カワ ウソ を 
劉 す た め 、 朱 の 盤 に 協力 する 。 さ ら に 、 妖怪 新聞 で 尋ね 人 の 欄 を 有 眺 











め 、 さ ら 小 僧 と 行動 を と も に する 少数 派 $ 存 在 し て いる 。 ま た 、 怪 
気象 に より 出現 し た 妖怪 の 町 で 、 寿 司 職 人 を する 変わ っ た 者 も ゃ いた 。 
第 8、14、30、42、.63、70、71 話 


単独 で 行動 する 河童 が わずか に 登場 
その ネー ム バ リュ ー の 割 に 、 意 外 と 
次 を 見 せな い 60 年 代 の 河童 た ち 。 メ 
イン と な る 話 は な く 、 い ずれ も ゲス 
ト 、 も し く は その 他 夫 地 で の 出演 に 
と ど ま っ て いる 。 吸血 擬 エ リー ト に 
よっ て 液体 に され た 太 郎 を 湖面 で 受け 取り 、 恐 山 の 妖怪 病院 
に 人 運ん だ 河童 。 ま た 、 さ ら 小 僧 と と も に ザ ・ ビ ン ボ ー ズ を 誘拐 し 、 
鬼太郎 と さら 小僧 の 戦い を 川 の 中 か ら 笑 っ で 観戦 し て いた 河童 
た ち が 登場 し た 。 第 16、34 話 




























日 本 妖怪 軍 に は 欠か せな い 戦 力 
。 や は り 、 複 数 の 種族 の 河童 が 存在 し 
いる 。 第 85 話 で は 、 カ ッ パ 天国 が 
登場 。 ユ メ コ の 弟 ・ 星 郎 と 体 を 入れ 
替え た 子ども の 河童 ・ 三 者 や 、 そ の 
母親 も 顔 を 見 せ て いる 。 ほ か に も 磯 
女 た ち と 悪い 人 間 を 懲らしめ 、 悪 魔 べ ベリ アル や 猛 霊 人 惨 に 日 本 
妖怪 軍団 の ひと り と し て 戦い を 挑ん だ 者 も いた 。 ま た 、 地 獄 を 
一 周 す る 妖怪 マラ ソン に も 参加 し た 河童 が 登場 し た 。 第 7 、31、 
43、52、54、84、85、94、98、108 話 


原作 コミック で は ? 
その 他 大 勢 と し て 顔 を 出す こと が 多い 。「 尻 子 玉 | 「 贅 怪 大 戦争 | | 死 





























神 大 戦記 | 「 括 怪 大 裁判 | [地獄 マラソン] 「 括 怪 危 機 一 髪 | な ど に 登場 














MA 


河童 親 分 


【 か っ ぱお や ぶん 】 








河童 村 を 一 目 入道 一 家 か ら 守 る 、 河 章 た ちの 長 

平和 な 河童 村 を 束ね る ボス 。 心 優し く 、 本 来 は 争い ご と が 嫌い 。 
一 卓 入 道 一 家 が 、 河 童 村 の 子ども た ちの 遊び を じゃ まし 、 ま た 、 
若い 衆 を 集団 で 暴行 し て 、 胡 瓜 を 盗ん で 食べ て し まう 事件 が 多発 。 
そん な と き 、 一 目 入道 一 家 か ら 河 章 村 を 守 ろ うと 春闘 。 木 刀 を 振 
り 回 し 、 一 目 入道 親分 と 戦い を 繰り 広げ た 。 ちなみに 、 客 人 の 
ね ずみ 男 と が ん き 小 僧 に は 、 か っ ぱ 巻 き を 振る 凶 っ た 。 第 42 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 


TV アニ メ オリジナル の 妖怪 。 














katsuraotok0o 


桂 男 


【 か つら お ぉ とこ 】 
月 を 見 て いる と 現れ 人 を さら う 


和歌 山県 東牟婁 郡 下 里村 に 伝わる 妖怪 。 月 を 長く 眺め て いる と 
桂 男 に 招 か れ 命 を 落と す と いわ れる 。『 絵 本 百 物語 桃山 人 夜 
話 』 や 『 西 陽 雑 得 ] な ど に も タイ プ の 異な る 桂 男 が 登場 し て いる 。 


巨大 な ハエ や ゴキ ブリ を 使っ て 街 を 攻撃 する 
W 月 女 の 忠 実 な 部 下 。 
』 800 年 に 一 度 、 月 の 船 
を 飛ば す た め に 出現 。 
船 に じゃ まな 生活 兆 
を 、 巨 大 化 さ きせ た ハ 
エ や ゴキ ブリ で 破壊 
し て いく 。 それ を 上 阻 
止 し よう と する 鬼 太 
郎 と 巨大 な ハエ を 戦 
わせ 、 自 身 は 破壊 活 
動 を 続行 。 第 93 話 
能力 氏 目 と 口 か ら 光 線 を 発射 し 、 昆 虫 を 巨大 化 さ せる 。 
最期 月 女 の 説得 に より お と な し く な り 、 上 鬼太郎 の 協力 を 得 て 
月 女 を 月 へ 帰す と 、 自 分 は 海 に 帰っ て いく 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
人 間 に 月 を 今 ら され で 怒り 、 仕 返し する た め 寺 東 と と も に 飛来 する 。 










































































ひで り 神 の 攻撃 に よう て 体 の 水分 を 失っ で し まう 。 | 月 の 妖怪 - 桂 男 | 


t* 
に ー』 
トー 











kaniholzl 


か に 功 主 
【 か に ぼう ず 】 
禅問答 を 仕掛 け て くる 盤 の 化け 物 


山梨 県 、 富 山県 、 石 川 県 に ある 数 多く の 寺 に 人 多 話 が 残る カニ の 
妖怪 。「 新 し く 住 職 が 来 て も すぐ に いな く な る 寺 が あり 、 そ こ に 
旅 の 僧 が 泊まる と 、 夜 に 何者 か が 現れ 禅問答 を 仕掛 け て くる 。 
僧 は 、 こ れ を カニ 坊主 の 仕業 と 暴き 退治 する ] と いう の が 一 般 
的 に 知ら れる カニ 坊主 の 話 の よう だ 。 









































時 も * う 秋 
旧 線 は 史 TP 


株 35 か 正面 で すか 5 
で 3 全 け 提 せ 生 い で ゴマ カ い て 下さ 。 





上 海 ガ ニ が 2000 年 を 経て 妖力 を 得 た 

徐福 と と も に 日 本 に 渡っ て きた 上 海 ガ ニ が 、2000 年 生き て 妖力 

を 手 に 入れ 妖怪 に な っ た 。 山 奥 の 沼 に 住ん で いた が 、 沼 を 埋め 

た 人 間 に 復讐 を 替 う 。 し か し 鬼太郎 に 破れ 、 以 後 仲間 に 。 進 

島 に 詳し く 、 そ こ に 住む 時 を 鬼太郎 と と も に 抑え 、 二 千 動 力 で 

船 幽霊 を 退治 を し た こと も あっ た 。 第 8、14、77 話 

能力 で 白い 泡 を 吐き 、 浴 び た も の を 操る 。 海 和 に 泡 攻撃 を し 
て 動け な くし た 。 

最後 や 泡 を 吐い て 衝 太 郎 の 自由 を 奪う が 、 復 活 し た 昨 太郎 の 髪 

の 毛 綱 で 妖力 を 引き 出さ れ て 、 上 海 カニ に 戻る 。(8) 


上 "は ? 
原作 で は 荒れ 寺 の 池 に 住ん を で いる 。 し が し 山 章 に 仲間 を 乱獲 
され て 、 鬼 太郎 に 表 ら で も ら う 。 [地獄 の 妖怪 な べ の 巻 」 
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* ら 























ゃ ド wl 


【 か れ ね だ 3】 
よい 行い を すれ ば 福 き た る !? 


鳥山 石 燕 の 『 今 音 画 図 続 百 鬼 】 に 描か れ て いる 。 し か し 、 妖 怪 
と いう より も 、「 よ い 行 い を すれ ば 、 必 ず 天 より 福 が 舞い 降り 
る | と いっ た 教え を 絵 に 表し た も の の よう だ 。 


光り 輝く 金色 の 体 で 、 百 目 の 目 を 周 ま せ た 
金貨 その まま の 姿 を 
し た 妖怪 。 一度 だ け 、 
鬼太郎 の 仲間 と し て 
登場 する 。 か な り 大 
きく 、 鬼 太郎 を 乗せ 
て 空 を 飛ぶ こと も 可 
能 。 自 身 の 郊 き を 弥 | 
くす る こと を で きる 。 
光 が 憧 点 の 強敵 ・ 百 
目 と 戦う 鬼太郎 に オ 
カリ ナ で 呼び 出さ れ 、 
百 目 退治 に 加勢 。 そ の 人 金色 に 輝く 姿 で 百 目 の 目 を 周 ま せ 、 百 目 
を 追い 込む 。 こ れ に より 、 卑 太郎 は 止め を 刺す こと が で きた の 



































だ っ た 。 第 65 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 折 怪 金 圭 あら わる の 巻 ] 人 間 の 発する 毒気 に 当て られ で て 巨大 化し 、 





妖気 の こも っ た 金 を 搬 き 散 らし て 人 や 怪 を 金 の 記者 に 変え た 。 


画 友 、 


【 が ひ 】 
人 の 皮 を 被っ つて 、 人 間 を 食べ て し まう 中 国 の 妖怪 


中 国 に 伝わる 伝承 。 人 間 の 皮 に 化粧 を 施し 、 そ れ を 身 に まとっ 
て 美女 に 化け て 人 間 に 近 づき 食べ て し まう 。「 陵 斎 志 異 』 に 詳し 
い 。 ま た 、 人 間 の 皮 を 使っ て 行う 妖術 の こと も 画 度 と 呼ぶ 。 





空 か ら 日 本 妖怪 空軍 を 襲う 中 国 妖怪 


日 本 を 支配 し よう と 
する 、 チ ー が 指揮 す 
る 中 国 妖怪 の ひと り 。 
巨大 な 頭 だ け の 妖怪 
、 で 、 空 中 を 移動 し て 
化け 傘 や うぶ め な ど 、 
日 本 妖怪 の 空軍 を 農 
散ら し た 。 鬼 太郎 に 
振り 回 され 、 岩 に 滴 
笑 し て 気 を 失っ て い 
”。 た が 復活 。 同 じ 
く チ ー が 呼び 出し た 妖 神 と と も に 鬼太郎 に 挑む 。 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 で @ 識 を 飛び 、 口 か ら 黒 い 突 風 を 吐い て 敵 を 攻撃 。 
最期 で 燃え 盛る 妖 神 と 激突 し 、 そ の まま 妖怪 城 へ 突っ 込む 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 



































原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 








か まい た ち 
| 【 か まい た らち 】 
知ら ぬ 間 に 手足 に 切り 傷 を 作る 


| kamaitachi 
| 
| 
| 


風 に 乗り 、 人 の 手足 を 切る あと いわ れ て いる 妖怪 。 そ の 伝承 は 各 
地 で 語ら れ て お り 、 い つの 間 に か 刃物 で 切っ た よう な 傷 が で き 
この か まい た ちの 仕業 と 考え られ て いた 。 








る の は 、 





人 間 を 妖怪 に 変え て 仲間 増やそ うと 目論む 

た ん た ん 坊 、 大 口 女 ら と 妖怪 の 世界 を 復活 きせ よう と 企む 。 入 

ら ず の 森 で 冬眠 に 入っ て いた が 、 ね ずみ 男 に よっ て 百年 の 眠り 

か ら 復活 。 妖怪 城 を 建設 し 、 人間 を 妖怪 に 変え て その 数 を 増やし 、 

百年 前 の よう な 妖怪 最盛 期 を 目指 す 。 第 3 話 

能力 @ 和 失っ た 口 か ら 突 風 を 起こ す 。 鬼太郎 を 吸い 込み 、 遠 くに 
噴き 出し た 。 

最期 @ 圭 印 さ れ て いた 石 に し め 縄 を か けら れ 、 妖 怪 城 と と も に 

び 封 印 き され て し まう 。 

































































鬼太郎 ファ ミリ ー と し て 仲間 に 
妖怪 城 を 造り 、 子 ども た ち を 次 々 と 
0 誘拐 する 。 鬼 太郎 に 倒さ れ た 後に 、 
ファ ミリ ー に 加わ っ た 。「 人 間 と 妖 
怪 友 好 委 踊 り 大 会 ] に も 浴衣 で 参加 。 
第 1 、74、93 話 、 劇 「 最 強 妖 怪 ] 
蔵 力 @ 素 早い 動き で 敵 を 害 弄 。 黄 緑色 の 塊 に な り 、 風 の よう に 
人 を さら う 。 
最後 や 一 反 も めん に 巻き つか れ て 、 身 動き が 取れ な く な っ て し 
まう 。 第 1 話 で は 、 封 印 き れ て し まっ た 。 


を 
を \ 











ノイ ロー ゼ の 鬼太郎 の 幻覚 に も 
た ん た ん 坊 ら と と も に 妖怪 城 に 薔 む 。 
すべ て を 闇 の 世界 に し て 、 世 の 中 を 
支配 し よう と 目論ん だ 。 ま た 、 妖 怪 
フイ ロー ゼ に か か っ た 鬼太郎 の 夢 の 
中 に も 登場 する 。 第 66、67、106 話 
蔵 素早 く 風 の よう に 空中 を 舞い 、 両 手 を 刃物 に 変え て 相手 
を 引き く 。 突 風 を 起こ す 。 
最期 や 6 た ん た ん 坊 た ちと 妖怪 城 に 閉じ 込め られ 、 城 と と も に 封 
印 き され て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


[妖怪 城 」 株 怪 本 所 七 ふ し ぎの 巻 ] で は 離 大 郎 の 敵 と し て 、 
新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | で は 、 仲間 と し て 鬼太郎 と と も に 戦っ た 。 




















kahus0o 


【 か ぶる 】 
人 に いた ずら する 子猫 大 の 舞 


石川 県 の 妖怪 。 子猫 ほど の 大 き さ で 、 体 は 黒く て 前 足 が 短い 。 そ 
し て 、 尾 は 先 の ほう が 太い 。 夜間 に 出没 し て 、 人 に いた ずら を し 、 
美女 に 化け る こと も で きる らし い 。「 カ ワ ソ | と も 呼ば れる 。 


赤 頭 の 与え た 「 知 恵 の 実 」 で 切 速 に 進化 を 遂げ る 
トーー マ 』 木 に 住む 大 人 し い 妖 
怪 。 ハ チャ と メチ ャ 
の 2 人 の か ぶ そ が 、 
, 偶然 、 人 工 衛星 に 
| 乗っ て た どり 着い た 
) 月 で 、 赤 頭 に 遭遇 。 
月 に ある 「 知 恵 の 
実 」 を 赤 頭 に 与え ら 
れ た か ぶ そ は 、 和 急速 
/ に 進化 。 ハ チャ と メ 
人 称 チ ャ の 2 人 を 女王 と 
国王 に し 、 一 夜 に し て 巨大 な 城 を 建設 する 。 さらに 、 城 に 乗り 
込ん だ ユメ ヌコ と ね ずみ 男 を 人 質 に と っ て 鬼太郎 た ち に 宣戦 布告 。 
し か し 、 油 断 し た か ぶ そ は 自滅 し て し まう 。 第 93 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 



















































原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 5 





【 が まじ ん 】 





山林 に 暮らす 、 元 は 人 間 の 二 足 歩行 の カエ ル た ち 
ニュ ー ギ ニア の 山林 の 奥 で 暮らす 。 元 は 人 間 。 引 田 青年 の 父親 
が 戦時 中 銃弾 に 当たり 、 ガ マ 人 が 輸血 し て くれ た こと で 命 を 取 
り と め 、 第 二 の 人 生 を ガマ 人 と し て 過ごし て いた 。 が ガマ 人 と な っ 
た 引田 の 父 は 、 引 田 を 呼び 寄せ る た め に 夢 を 見 させ る 。 第 16 話 
能力 美女 に 変身 する 。 相 手 の 夢 の な か に 入っ て 自分 の 存在 を 知ら せる 。 
最期 ぐ 鬼太郎 は 、 髪 の 毛 を 旨 に し て ガマ 人 の 首 に まき つけ て 浦 め つけ た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 が 登場 じ な い 「 南 か ら の 招き ] と いう 短編 に 、 カ エル 人 
と じ で 出 六 。 方 王 形 大 に な る に は 、 交 尾 を 重ね る 必要 が ある 。 
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ガマ 仙人 


【 が ませ ん に ん 】 





60" 




































































多彩 な 仙 術 を 使う 、 邪 光 を ガマ に し た 仙人 
邪 区 を 封印 し た 、 多 彩 な 術 を 使う 強力 な 仙人 。 目 玉 お や じ と は 古 
く か ら の 知り 合い 。 ガ マ か ら 元 の 姿 に 戻っ た 邪 法 の 毒気 に や られ 
た 鬼太郎 と 、 昔 か ら 一 流 の 妖怪 が 決戦 の 場 に 選ん だ と いう 、 時 間 
も な けれ ば 空間 も な い 、「 妖 怪 関 ヶ 原 ] に 鬼太郎 を お びき 入れ て 
対決 。 な ん な く 鬼 太郎 を 正気 に 戻し 、 邪 殆 を 再び が ガマ に し て し ま 
う 。 蛇 が 苦手 で 、 ね ずみ 男 を |「 チ ュー 公 | と 呼ぶ 。 第 50 話 
能力 上 鬼太郎 の 下駄 や も ちゃ ん ちゃ ん こす ら は ね 返し て し まう 力 
を 持ち 、 持 っ て いる 枕 を 回 転 き させ 投 げ て 攻撃 。 木 の 根 を 
当 由 に 操る こと も で き 、 こ れ で 鬼太郎 を 捕らえ た 。 歴 に 
杖 で 線 を 描い て [妖怪 関ヶ原 ] の 入り 口 を 作り 、 異 次 元 
光線 を 放つ 「 キ ノコ ラン プ 」 を 使っ て 自由 に 出入 り が 可 
能 。 ま た 、 下 駄 と ちゃ ん ちゃ ん こ を 着 て 、 鬼太郎 に 化け る 。 
し か し 、 ヒ ゲ は その まま だ っ た 。 
































霊力 の ある 杖 を 使う 仙人 
不 仙山 の 奥 の 樹 齢 3000 年 の 木 の 中 に 
住む 。 鬼 太郎 を 助け よう と 、 必 死 で 
戦っ て いる ユメ コ を 見 て 姿 を 現す 。 
「 妖怪 関 ヶ 原 ] へ 、 邪 魅 に 操 ら れる 
鬼太郎 を 連れ 込み 術 を 解く 。 第 41 話 
甘 か 具 次 元 へ 半 く 応 を 半 け 、 妖力 を 無効 化す る | 妖怪 関ヶ原] 
へ 行く こと が で きる 。 鬼太郎 に 、 霊力 の ある 杖 を 渡し 「 杖 
は 霊力 が ある 、 そ の 杖 で 那 転 を 東 の ほう へ 打 て ! 」 と 指 
示 。 放 っ た 光 が 邪 軟 に 当たり 、 再 び 北 克 は が ガマ に な る 。 








「 異 次 元 の 森 」 で は 無敵 の 仙人 
邪 法 を ガマ ガエル の 姿 に 変え た 仙人 。 
毒気 で 邪 標 の 言い な り と な っ た 鬼 太 
郎 を 「 異 次 元 の 森 」 に 誘い 込み 、 鬼 
太郎 を 助け る 。 鬼太郎 の ふり を する 
う が 、 顔 は 老け て いた 。 第 54 話 

能力 歴 に 桃 で 線 を 描き 、 光る キノ コ を 使っ た [キノ コラ ンプ 」 
で 「 異 次 元 の 森 ] に 入る こと が で きる 。 こ こ に いる 限り は 、 
ガマ 仙人 は 無敵 と な り 、 鬼 太郎 の 攻撃 も 効か な か っ た 。 
光る キノ コ に 呪文 を か け 、 再 び 邪 条 を ガマ に 変え た 。 


原作 コミック で は ? 
外 徳 に 毒気 を 浴び た 移 太郎 を 「 抵 選 関 ヶ 原 ] に 誘い だ す ガ マ 仙 


























人 。 基 的 に 、60 逢 代 は 原作 と 同じ 展開 に 。「 括 怪 関ヶ原 
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2 
【 か まな り 】 
釜 を 頭 に 被っ た 二 足 歩行 の 獣 ? 
「 鳴 釜 ] と も 呼ば れる 。 鳥山 石 燕 の 『 画 図 百 器 徒然 袋 】 に 、. 金 


を 被っ た 獣 の よう な 妖怪 と し て 描か れる 。 釜 鳴り は 、 占い の 方 
法 と し て 用 いら れる 手法 の ひと つ で も ある 。 




















ニセ の 鬼太郎 に な りす まし 、 妖 怪 を 支配 し よう と 企む 
釜 に 宿っ た 、 一 つ 目 の 妖怪 。 地 獄 の 間 魔 大 王 を 倒し て 、 妖 怪 た 
ちの 支配 者 に な ろう と 画策 。 鬼 太郎 の 髪 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ 、 下 
駄 を 奪っ て ニ 鬼太郎 に な りす まし た 。 品 が うま く 、 人 を だ ま 
す の が 得意 。 本 体 の 一 つ 目 が 騙 点 。 第 95 話 
能力 相手 を 釜 の 中 に 吸い 込み 、 釜 で 相手 に 体 当 た りす る 。 人 
に 化け る こと が 可能 。 二 
最期 ⑥ 人 金 の 中 に 隠れ つつ 鬼太郎 に 攻撃 する が 、 毛 針 に 秋 り 出さ 
る 。 一 つ 目 に 下駄 を くらい 人 逃げ 出し 、 た だ の 釜 に 戻っ た 。 




















釜 に 入り 込ん だ 生気 が 妖怪 に 
古い 釜 に 、 よ どん だ 風 が 入り 生気 を 
お び た 。 釜 の 中 に 手 を 入れ る と 吸い 
込ま れ 、 異 次 元 へ 落下 。 入 り 込ん だ 
子ども は 砂 と 土 に 化し て 、 城 秦 の 克 
の 中 に 閉じ 込め られ る 。 第 19 話 
能力 や 釜 の 中 に 人 を 吸い 寄せ 、 異 次 元 の 世界 へ 閉じ 込め て し ま 
う 。 鬼 太郎 の 髪 を 春 っ た 。 

最期 @ 砂 か け の 砂 を 「 プ ハ | プ ハ | | と 吐き 出す と 、 妖 気 も 
出 て し まう 。 上 鬼太郎 の リモ コン 下駄 の 攻撃 で 姿 を 消す 。 























子ども に 怒っ て 復讐 を 痺 う 

釜 の 中 の 異 次 元 空間 で 暮らす 妖怪 。 
四 子 ども た ち に 、 釜 を 祭っ て いる 祭壇 
を 壊さ れ て 激 燃 。 復讐 を 哲 っ て 鬼 太 
郎 の 上 を 奪取 し 、 妖 力 を 使っ て 子 ど 
も た ち を 飲み 込む 。 第 36、91、108 話 
能力 @ 鬼 太郎 を え 葬 け よう と し た 妖怪 た ちの 網 に か か っ た 釜 鳴り 

だ っ た が 、 巨 大 な 鍋 た ち を 操っ て 反撃 する 。 
最期 鬼太郎 を 璧 に 挟ん で 潰 そ うと する が 、 逆 に 毅 の 毛 針 で 攻 

















撃 さ れ 敗 れる 。 
原作 コミ ッ ク 中 は ? 
文 福 茶釜 の 系 斉 大 BR の 前 を 飲 2 
吸う 。 | 釜 な り j。 は [最新 大 りあ: めき 登場 




















kamikiri 


か みき り 


【 か みき り 】 
いつ の 間 に か 髪 を 切ら れ て いる 


語 贈 里 人 談 ] な ど に 記さ れ た 、 知 ら ぬ 間 に 髪 を 切ら れ て いる 
話 が も と 。 水 木 し げ る の 「 妖 怪 大 百科 】 に は 「 招 し い 人 が 売っ 
た 髪 の 毛 の 霊 が 妖 任 に な っ た らし い 」 と 説明 。 





Nd 





あみ きり に よく 似 た 、 両 手 が ハ サミ の 妖怪 

両手 の ハサミ で な ん で も 切っ て し まう 妖怪 。 鬼 太郎 を 助け る 仲 
聞 の ひと り と し て 顔 を 出す 。 第 64 話 で は 、 太 郎 に 呼ば れ 、 一 
反 木 綿 に 乗っ て 参上 。 穴 ぐら 入道 の 操る 大 時 味 の 糸 に 捕まっ た 
鬼太郎 を 、 両 手 の ハ サミ を 使っ て 救う 。 ク モ の 糸 を 切り な が ら 、 
「 さ す が 容 ぐら 入道 だ け あ っ て 、 毒 気 が な い ] と ささ や く 。 第 
104 話 で は 、 妖 怪 狩り ツア ー の 客 た ち を 乗せ た バス に “人 間 狩 り 
ツア ー" の 妖怪 客 と し て 同乗 する 。 ま た 、 第 36 話 で は 、 よ く 似 
た あみ きり と 共演 。 第 36、64、80、104 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 





























言葉 の 代わ り に 表情 で 語る ! 
ぼっ くり 病 で 死ん だ ね ずみ 男 の 葬 式 
こ 参 列 する 。 言葉 を 発する こと な く 
悲し み の 表情 を 浮か べ 、 始 終 う つ 向 
いて いる が 、 涙 は 流し て いな い 。 砂 
か け 婆 な ど み ん な と 一 緒 に 墓 の 前 で 
| お 経 を 唱え る 。 墓前 で 手 を 合わ せる 際 に 、 な ぜ か ひと り だ け 西 
洋風 だ っ た りす る 。 手 は は さ み で は な く 、 人 間 と 同じ 手 を し て 
いる 。 夜 に な る まで みん な 集まっ た まま だ が 、 そ の 人 後 は 姿 を 消 
し て し まう 。 第 26 話 


















































妖怪 運動 会 で 疾走 する 

夜 の 墓場 で 年 に 一 度 行わ れる 「 妖 侍 
運動 会 ] に 参加 し た 妖怪 。 夜 行 さ ん 、 
| 。 ナ み 男 と と も に 知 還 光 走 に 出場 。 
調 際 し い 表 情 で 汗 を か き な が ら 必 死に 
走り 、 夜 行 さ ん と 一 位 を 競い あう が 、 
寸分 の 差 で 負け て し まい 、 二 着 に な っ て し まう 。 く ちば し ゃ や 、 
ひま わり の よう な エラ は ある が 、 鼻 穴 は な く 、 目 は オレ ンジ 色 。 
80 年 代 と は 違い は さ み で は な く 、70 年 代 と 同じ よう に 5 本 の 指 が 
ある 。 第 40 話 


原作 コミ ッ ク で は 3? 


「UFG 宇 宙 只 撃隊 ] 死神 大 戦記 」 | 妖怪 危機 一 髪 ] 「 釜 な り ] な ど 
多数 の 話 に 登場 する が 、 両 手 が ハ サミ で は な い タ イプ も いる よう だ 。 






























髪の毛 を 操り 、 島 民 を 苦し め る 髪の毛 の 妖怪 
沖の 島 に 住む 、 髪 の 毛 の 妖怪 。 毎 年 、 生 け 旨 を 捧げ る 風習 が 残 
る 鳥 だ っ た が 、 そ の 年 の 生け 費 に 逃げ ば られ た た め に 激 色 。 神 主 
の 毛 目玉 を 使っ て 、 代 わり に 100 人 の 生け 連 を 要求 する 。 島 民 は 
な すす べ な く 困 っ て いた が 、 要 求 を 受け 入れ られ な いと 、 さ きら 
に 怒っ て 全島 民 た ちの 髪の毛 を 奪い 、 こ れ を 操っ て 島民 を 鳥 か 
ら 追 い 出 し て し まお うと 企む 。 救援 に 来 た 自衛 隊 の へ リ す ら 、 
胃 の 毛 を 大 若 で 飛ば し て 墜落 きせ て し まっ た 。 みずから の 意思 
は 神主 の 毛 目玉 を 通じ て 島民 に 伝え る 。 普段 は 、 覗 いた 者 を 吸 
い 込 ん で し まう 「 ヤ タ の 鏡 ] の 中 に 薔 ん で お り 、 こ れ を 割ら れ 
る と 何 も で き な く な っ て し まう 。 第 9 話 
能力 @ 人 間 か ら 上 の 毛 を 奪っ て 操る 。 そ の 髪 は 電気 を 著 す る こ 
と が 可能 。 盾 太郎 を 髪の毛 で 締め 付け た 。 
最期 @ 鬼 太郎 に ヤ タ の 鏡 を 割ら れ て 動け な く な り 、 神 通 力 が 消 
えて 、 た だ の 髪の毛 に な っ て し まう 。 

































































人 間 に 存 在 を 忘れ られ 激 冶 
ア < 島 の 平和 を 守っ て いた が 、 お 供え も な 
J 共和 分 の 存在 を な い が し ろ に され 、 
怒っ て 生け 賞 を 要求 。 神主 の 毛 目玉 を 
使っ て 、 島 民 に 意思 を 伝え る 。 生 け 賞 
全 を 陣 止 する 鬼太郎 と 対決 。 第 72 話 
能力 @ 人 間 の 上 の 毛 を 操 り 、 そ の 半 か ら 電 気 を 発する こと が で 
きる 。 髪 の 毛 を 伸ばし て 鬼太郎 を 攻撃 。 毛 針 も 跳ね 返す 。 
最後 や 巨大 化し 鬼太郎 を 敵 の 毛 で 捕まえ る が 、 力 の 源 で ある 
「 ヤ タ の 鏡 ] を 割ら れ て 元 の 良 神 に 戻る 。 






































沖の 島 の 油 放 に ある ヤ タ の 鏡 の 中 に 住 お 。 5000 年 前 か か ら 島 を 支配 し 、 


毎年 、 生 け 哲 を 要求 吉 る 。 銭 を 壊さ れ て 神通 力 を 失っ た 。「 髪 さま 」 
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kamimari 


か みな り 
【 か みな り 】 
菅原 道真 が 生ま れ 変わ っ た 雷 の 神 ? 


鳴神 、 雷 公 と も 呼ば れ 、 菅 原 道真 が 、 死 し て 天 
な っ た と も 伝え られ る 。 信 屋 宗達 が 描い た と され 
図 扉 風 ] に より 、 風 神 と 対 で 語ら れる こと も 多い 。 




























人 工 雨 の 実験 に 怒り 、 雨 を 降ら せな か っ た 電気 妖怪 
別名 、「 電 気 妖怪 ]。 空中 に 浮か ぶ 巨 大 な 岩 に 住む 。 岩 に は 引力 
が あり 、 普 段 は 岩 の 中 に 潜っ て いる よう だ 。 相 次 ぐ 人 工 雨 の 実 
琴 に 怒り 、 1 年間 、 村 に 雨 を 降ら せな か っ た 。 自由 に 雷 を 操る 
こと が で きる 。 元々 人 間 の 前 に は 姿 を 現さ な い 妖 怪 。 第 25 話 
能力 @ 体 か ら 電 気 を 発し 、 雷 を 引き 起こ す 。 持 っ て いる バチ か 
ら 電 光 を 放ち 、 敵 を 攻撃 する こと も で きる 。 
最期 ⑯ 子 泣き 人 銘 に し が みつ か れ て 地面 に 落下 。 鬼 太郎 に 電気 を 吸 
い 取 られ た あげ く 、 鬼太郎 の 放電 を くら い 体 が 燃え て し まう 。 





























電気 を 使い すぎ る 人 間 に 怒 り 巨 大 化 
博士 の 軍 か ら 電 気 を 作る 実験 で 、 エ ネ 
ルギー を 奪わ れる と 勘違い し て 博士 に 
不信 を 抱き 、 電 気 を 無駄 使い する 人 間 
に 燃 り 出 現 。 後 に 、 鬼 太郎 の 仲間 に 。 
多 第 23、82、106 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 伺 強力 な 雪 を 落とす 。 電 気 シ ョ ッ ク で 、 雨 山 博 士 が 作っ た 
機械 「 キ テレ ッ TI」 と 合体 し て 巨大 化 。 
最後 人 ぬ 鬼 太郎 の 毛 針 を 下駄 で ひる み 、 懇 技 で 首 を し め ら れ て ギ 
ブ ア ッ プ 。 最 後 は 、 雨 山 博 士 と 酒 を 醒 み 交わ す 。 





























背中 の 太鼓 は 著 電 器 に な っ て いる 
積 乱 実 の 中 に 住み 、 寺 を 発する 電気 
礁 。 実 験 で 積乱雲 に ミサ イル を 撃 
ち 込 まれ て 怒る 。 背 中 の 太鼓 は 甘 電 
コ 計 ほ き で 、 す ぐに 補 売 が 可能 だ 。 第 32 話 。 
| また 、 第 16 話 に は 「 雪 神 」 も 登場 。 
能力 人 間 た ち を 雷 で 撃っ て 捕らえ る 。 軍 が 尽き た と 見 せ か け 
組み 付い て きた 鬼太郎 を 逆 に 組み 伏せ 、 電 気 を 流し 込む 。 
最後 @ 鬼 太郎 の 電気 攻撃 に 逆 に や られ て し まう 。 住み か の 岩 と 
一 緒 に 、 積 乱雲 の 中 に 帰っ て いく 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
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karakasak0z70l 


唐人 鍵 小 僧 
[か ら か さこ ぞう 】 
作り 話 の な か だ け に 登場 する 物 の 怪 


「 傘 化け 」 と も いう 。 傘 が 化け た と きれ る ボ ポピュラー な 妖怪 だ 。 
し か し 、 戯 画 や 昔話 な ど に は 頻繁 に 登場 する も の の 、 実 際 に 現 
れ た と いう 記録 な ど は 残さ れ て いな い 。 












秒 ーー 


仲間 を ぶら 下げ て 空 を 飛ぶ 、 傘 の 妖怪 
傘 化 け と 同じ タイ プ だ が 、 こ ちら は 鬼太郎 ファ ミリ ー で ある 。 み ず か 
ら を “カサ コ プ タ ー"” と 呼ん だ こと も あっ た 。 大抵 は 仲間 を 足 に ぶら 
下げ て 飛行 する の が 主 な 役割 だ が 、 客 の 河原 を 支配 する 時 計 を 覆 回 し 
し た り 、 中 国 妖怪 戦 で は 空軍 と し て 集団 で 参戦 し た り し て いる 。 ま た 、 
妖怪 チー ム VS. 少 年 野球 チー ム の 試合 で は 、 3 番 で ファ ー ス ト を 担当 。 
バッ ト は 唐 傘 を 使用 し て いた 。「 人 間 と 妖怪 友好 盆踊り 大 会 ] で は 、 
ぬり か べ の 的 当て を 担当 する 。 第 6 、23、26、40、46、50、54、68、 
75、79、83、84、94、102、104、106、108 話 、 劇 「 最 強 妖 怪 ] 
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さま ざま な 呼び 名 を も つ 傘 妖怪 
傘 や ん 、 化 け 傘 、 傘 化け と も 呼ば れ 
る 、 和 太 郎 の 仲間 。 [妖怪 ショ ー]」 

に 出演 し て 黒川 に ボロ ボロ に され 、 

ピー に よっ て 踊 血 鬼 に され た 人 間 に 
= 忠 か れ た り も し た 。 太 郎 と 子 泣き 
鈴 を 乗せ て 電機 妖怪 の 住む 空中 の 岩 へ と 向かう な ど 、 朱 太 郎 た 
ち を 運ぶ こと も 多い 。 ま た 、70 年 代 で は 妖怪 アパ ー ト の 住人 と 
な り 、 ね ずみ 男 が 死亡 し た 際 、 枢 お け の 前 に 集まっ て 葬式 に 参加 。 
60 年 代 ・ 第 7、25 話 、70 年 代 ・ 第 2、25、26、31 話 












































チー に 挑み 、 反 物 に され た 

「 傘 化け 」 と 呼ば れる 。 シーズン を 
と お し て 、 擬 太郎 を 運ぶ こと が 一 番 
少な か っ た 。 し か し 、 シ ー ズ ン 中 で 
八 一 、 中 国 妖怪 ・ チ ー に 対抗 し て 反 
計 3 の 1 物 に され て いる 。 ま た 、 今 回 も 妖怪 
チー ム と 少年 野球 チー ム の 試合 に 参加 。 ポ ジ シ ョ ン を セカ ンド 
に 移し 、 そ れ な り の 活躍 を みせ る (シナ リオ で は 、 変 身 し て 驚 
か す 冒 も 考え られ て いた )。 バ ッ タ ー ボ ックス で は 、 傘 の 上 で 
ボー ル を 回 し アウ ト に 。 第 32、 79、 80 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー」 














































原作 コミ ッ ク で は ? 
的 な 登場 が 多 味方 の 他 : 






































KaPaslutemgl 


| と 
| カラ ス 天 狗 
| [か ら す て ん く ①】 
| 天狗 で あっ て 、 天 狗 で は な い 者 


その モデ ル は 、 山 に 住む 人 間 に 自 然 の 箇 威 や 山賊 な どの イメ ー 
ジ を 重ね た も の らし い 。 鞍馬 山 の カ ラス 天狗 が 和牛 若 丸 に 剣 を 教 
えた の は 有名 な 話 。 天狗 と ある が 、 厳 審 に いえ ば 天狗 で は な い 。 


























100 年 前 に 悪魔 ベリ アル の 魔力 を 封じ た 一 匹 狼 の 天狗 
ひと り 鞍 馬山 の 奥 で 暮らす 妖怪 。100 年 前 、 審 か に 日 本 へ や っ て 
きた 悪魔 ベリ アル を いち 早く 察知 し 、 そ の 魔力 を 封じ 込め た 。 
し か し 魔力 が 復活 し た ベリ アル の 魔法 陣 に よっ て 、 家 ご と 地 中 
に 封じ 込め られ て し まっ た 。 鬼 太郎 が ベリ アル を 退治 し た 後 は 、 
砂 か け 婆 の 別荘 に 移っ た よう だ 。 第 30 話 
能力 @ や きか り の 玉 に 、 悪 魔 ベ リア ル の 魔力 を 封じ 込め た 。 袖 
の 中 に 大 量 の を 飼っ て お り 、 そ の 暴 を 使っ て 空中 に 文 
字 を 書く こと が で きる 。 














132 年 前 に ベリ アル の 魔力 を 封印 
カラ ス 天 狗 を 東 ね る 長 。132 年 前 に 、 
西洋 の 悪魔 ベリ アル と の 間 で 起こ っ 
た 「 妖 性 大 戦争 ] に お いて 、 ベ リア 
ル の 魔力 を や さか り の 赤玉 に 封印 し 




















地底 に 家 ご と 沈め られ て し まう 。 ベ リア ル が 倒さ れ た 後に 地底 
か ら 救 出さ れる 。 だ が 住む 家 を 失い 、 砂 か け の 妖怪 アパ ー ト 
に 移り 住む こと に な る 。 第 54 話 

能力 ほか の カラ ス 天 狗 に 、 下 で 文字 を 書き 救助 を 求め た 。 








| 140 年 前 に ベリ アル の 魔力 を 封印 
40 年 前 、 黒 船 と と も に 日 本 に や っ 
四 て き て 、 妖 怪 の 王 に な ろう と し た 西 
| の 悪魔 ベリ アル の 存在 を 知り 、 や 
きか り の 玉 に ベリ アル の 魔力 を 封じ 
込め る 。 緑 日 で その や さか り の 玉 を 
見 せ て いた ね ずみ 男 の お か げ で 魔力 が 戻っ た ベリ アル は 、 か つ 
て 自分 を 封じ 込め た カラ ス 天 狗 に 復讐 し て 、 地 中 深く に 封じ 込 
本 Re 
天狗 の 封印 を 解い た 。 第 44 話 


原作 コミック で は ? 


「 悪 魔 ベ リア ル | に 登場 。 ベ リア ル に 気づか れ な いう ち に 魔 訪 を 





































封印 し た が 、 逆 に 自作 が 気づか みな いう ち に 土 の 中 に 封じ られ た 。 


















本 た 。 復活 し た ベリ アル に 仕返し きれ 、 








kaPura 


週 楼 苺 
【 か る ら 】 
千 手 観音 菩薩 を 守る 護法 善 神 の ひと り 


イン ド の 神 、 ガ ルー ダ が 仏教 に 入っ て きた も の 。 千 手 観音 著 薩 
の 信者 を 守る 、 護 法 善 神 ・ ニ 十 人 部 駿 の ひと り で 、 各地 の 寺 に 、 
その 像 が 奉納 され て いる 。 別名 「 金 現 鳥 」。 











人 間 の 白 り に 応え て 中 見 を 圭 じ 込め た 、 イ ンド の 神 
背中 に 大 き な 興 を 付け た 男性 の 神 。1000 年 前 に 、 牛 鬼 を 退治 し 
た こと が ある 。 現代 に 復活 し た 和牛 鬼 に 環 われ る 村民 た ちの 祈り 
に よっ て 、 神 社 か ら 出 て きた 。 背中 の 羽 で 空 を 飛ぶ 。 神 社 に は 
見 えな い 礎 が 張ら れ 、 和 牛 鬼 は 入っ て こら れ な か っ た 。 第 15 話 
能力 @ 横 笛 を 吹き 、 桜 山 へ 和牛 鬼 を 誘い 出す 。 和 牛 鬼 の 額 へ 笛 を 投 
ば げ つ け 、 火 山口 へ 落と す 。 
最後 和牛 鬼 の 本 体 で ある 気体 を 風呂 敷 に 包み 、 鉛 の 箱 に 入れ 海 
に 沈め る よう 指示 。 役 目 を 終え 神社 へ と 戻っ て いっ た 。 















































強大 な 力 を 持つ 二 十 人 部 居 の ひと り 
NN あら 
則り 。 唯一 、 に 生 鬼 を 倒し た こ 

| が あり 、 RM 

で いる 3 や っ てるよ 
こと が で きる 。 . 第 42 話 

能力 横笛 で 和牛 を 呼び 寄せ 火口 に 落と し 、 鬼 夫 郎 の 口 か ら 出 
た 妖気 を 布 で 培 う 。 そ の 上 に 寺 印 石 を の せ 閉 じ 込 め る 。 
最後 〇 和牛 提 を 封印 し た 後 、「 和 牛 鬼 を 呼び 起こ し た の は 、 失 を 破り 
封印 石 を 動か し た 前 」 と 、 人 間 た ち に 釘 を 刺し 去る 。 














幻 の よう に 現れ て 和牛 鬼 を 退治 
生 鬼 と な っ た 鬼 大 郎 の 前 に 現れ た 、 
罰 イン ド の 神 。 体 が 施 け 、% 
飛び 回 る 。 目玉 お や じ の 上 鬼 太 
う 涙 に 応え 生 移 を 倒 じ 、- 生 拓 ] 
> 込ま れ た 一 据 も めん ら も 救う 。 第 6 放 
能力 人 @ 横 人 笛 で 和牛 鬼 を 誘い 出し 、 断崖 か ち の プル 
を 投げ 、 牛 鬼 を 岩 の 中 に 封じ 送 め る 。- 

最後 思 盾 太郎 た ち を 救い 、 牛 電 を 催 本 させ た 人 間 に 舌 る 伝 か 
れ 」 と 一 喝 し て 姿 を 消す 。 


原作 コミック で は ? 
原作 「 牛 捉 ] に 登場 。 当 て も な く 神 社 で 祈っ て いる 村人 を 
た め に 登場 。 神 で ほな いと し 、 み ず か ら 好 楼 息 と 名 乗っ た 。 























baFolimne 


カロ リー ヌ 
【 か ろり ー ぬ 】 





ね ずみ 男 を 慕い 、 石 に な っ た 鬼太郎 を 救う べく 前 直 

妖怪 香 帝 の 側近 で ある 、 ぐ わ ご ぜ の 娘 。 親 と は まっ た く 似 つか 

な い 金 毅 の 美 少 女 で ある 。 地下 鉄 で 、 土 央 味 に 襲わ れ て いる と 

ころ を ね ずみ 男 に 救 わ れ て 以来 、 み ょ うに ね ずみ 男 を 信頼 。「 ね 
ずみ 男 し ゃ ん 」 と 呼ん で 、 つ ね に 行動 を 共に する よう に な る 。 
し か し 、 妖 怪 皇帝 軍 の 白 溶 座 に きら われ て し まう 。 だ が それ は 、 
ぐ わ ご ぜ の 企 て た 鬼太郎 を お びき 出す た め の 作 戦 だ っ た 。 軍 に 
使わ れ た こと を 知っ た カロ リー ヌ は 、 ぐ わ ご ぜ に 反旗 を 翻す 。 
騰 車 の 光線 で 石 に され て し まっ た 鬼太郎 を 救う た め 、 ね ずみ 男 
と 協力 。 鬼 太郎 を え 元 に 戻す の に 必要 な 騰 車 の 涙 を 手 に 入れ よう 
と 奮闘 する 。 父 ・ ぐ わ ご ぜ と お 揃い の ペン ダン ト を 所 有 し て いる 。 
劇 | 異 次 元 妖怪] 

| 最期 多 ね ずみ 男 を か ば い 、 





















































猛 ス ビ ピード で 突っ 込ん で くる 騰 車 に 


ね られ て 死亡 。 泣き叫ぶ ね ずみ 男 の 腕 の 中 で 、 光 と 
な っ て 消え て いく 。 





鬼太郎 に まま ご と を 強要 する 
脆 車 を 使っ て 怪 気象 を 発生 きせ 、 東 京 
を 妖怪 の 国 に し よう と する 、 ぐ わ ご ぜ 
の ひと り 娘 。 親 と は 似 て いな い 。 と り 
あえ ず 言 うこ と を 聞く こと に し た 朱 
_ 太郎 に 、 ま ま ご と の 相手 を きせ る 。 こ 
れ と いっ た 特殊 能力 は も あっ て いな いよ うだ 。 ち な み に 、 鬼 
太郎 と 遊ん で いた 人 形 は 、 ナ ン シ ー ち ゃ ん だ っ た 。 第 58 話 
最期 人 の 昆 太郎 が 脆 車 を 倒し た た め 、 移 動 し た 怪 気象 と と も に 消 
えた と 思わ れる 。 







































































kaWals0 


か わ う そ 
【 か わ う る 】 
刈 と 同じ 、 人 を 化 か す 河 の 動物 


日 本 全国 で 諸説 ある か わ う そ 。 地 域 に NM うな 扱 
われ 方 も し て いる 。 鳥 山 石 燕 の 画図 百 提 夜行 | に は 、 徳 利 を 
化け る 動物 と し て 描か れ て いる 。 


持っ た 、 











NN 間 
少年 に 化け 、 人 間 た ち を だ まし て 人 金 備 け を する 
ォ オ べ べ 沼 に 住む こと か ら 、「 オ べべ | と も 呼ば れる 。 人 間 の 子ども 
に 化け て 悪さ き を する 。 ね ずみ 男 と グル に な っ て か ら は 、 悪 きも エ 
スカ レー ト し た 。 此 太郎 の 昔 の 友だち だ が 、 ダ ム 工 事 で 住み か を 
追わ れ 沼 に 移り 住ん だ 。.60 年 代 ・ 第 40 話 、70 年 代 ・ 第 2、3 話 ほか 
能力 公 水 中 か ら 水 鉄砲 を 発射 。 提 太郎 の 飛び 中 り を よ け る ほど 
す ば し っ こく 、 鬼 太郎 を 沼 ! に 引き ずり 込み 攻撃 する 。 
最後 双 鬼 太郎 引き で 捕まり 、 フ ナ を 焼く 匂い に つら れ て 正体 を 
現す 。. 反省 し 、 人 大 の いな い 所 へ 移り 住ん だ 。 

















し さか らい た ずら を 繰り 返す 
オ べ べ 沼 に 住む 妖怪 。 期 違い か ら 村 
人 に 追 害 を 受け 、 逆 上 し て いた ずら 
を 繰り 返し て いた 。 村 人 と 和解 し た . 
|. 後 は 、 鬼 太郎 の ファ ミリ ー に 参加 。 
巨大 な 只 の 船 を 持っ で いる 。 第 31、 
46、52、54、71、85、98、104 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 代 人 間 の 少年 に 化け 、 ね ずみ 男 や 村人 を だ ます 〆 水鉄砲 を 
発射 し 、 口 千 で ヒル を 操る こと も 可能 だ 。 水 中 で は 、 地 
上 に いる と きよ り パ ワー が 増す 。 


金 だ け を 頼り に 生き る 一 匹 狼 
天涯 孤独 で 、 金 だ け を 頼り に 人 を だ ま 
し て きた 妖怪 。 ケ ンカ が 得意 で 、 ペ テ 
ン で 生き て きた 。 ぬら り ひ ょ ん か ら 「 キ 
タロ ン Z」 販売 で 資金 稼ぎ を 依頼 され 
1 る が 、 現 金 を 持っ て 逃走 。 朱 の 盤 や 河 
章 に 攻め られ 、 滝 に 流さ れ て お じい さん の 家 に 着く 。 [妖怪 も 金 じゃ 
な い 、 心 と 心 の つなが り だ | と 知り 、 し ば らく お じい さん の 係 に な る 。 
また 、 中 国 妖 怪 ・ チ ー に 挑み 、 反 物 に され た こと も 。 第 71、79 話 
能力 人 ケ ンカ が 得意 で 、 人 を ペテン に か ける 。 


An コ ミ ンク K は 回 
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9angiIK0DZ70OI 


が ん き 小 情 系 
【 が ん ぎ こ ぞ う 】 
河 意 の 仲間 の よう だ が …… 


「 岸 涯 小僧 」 と 書く 。 鳥山 石 藻 の 『 今 昔 百 鬼 拾 遣 】 に 描か れ た 妖 
怪 。 毛 に 覆 わ れ た 河童 の よう な 姿 を し We 河童 関連 の 伝 
承 な ど に は 、 こ の 名 は 登場 し な い 。 



















































































義理 と 人 情 に 厚く 、 ね ずみ 男 を 兄 て と 慕う 

ちょ ろ ち ょ ろ 川 出身 の 河童 の 仲間 。 天涯 孤独 の 流れ 者 で 、 つ ね 

に 股旅 姿 。 旅 の 途中 で ね ずみ 男 に 会 い 、 に ぎり めし を 半分 分 け 

て も ら う 。 以 降 、 ね ずみ 男 を 兄 イ と 慕っ て いた 。 河 章 村 の 親分 

の 下 で わら じ を 脱ぐ つも り で 村 を 訪れ る が 、 一 目 入道 た ち に い 

や が ら せ を され て いる 村人 の た め に 立ち 上 が る 。 第 42 話 

能力 @ 特 殊 な 能力 は な い が 、 木 刀 で 敵 を な ぎ 倒 す 。 

最期 @ 一 目 入 道 た ちと 戦い 、 傷 を 負っ て 死亡 。 ね ずみ 男 が 、 さ ら 
小僧 の 「 べ っ た ら べ た ら こ 」 が 入っ た カセ ッ ト テ ー プ を か 
け 、 ね ずみ 男 と が ん ぎ 小 僧 が 再会 する 場面 まで 時 間 が 戻る 。 



































鬼太郎 を 助け て 戦う 妖怪 の ひと り 
鬼太郎 の 仲間 の ひと り 。 昨 太 郎 を 助け 
て 中 国 妖怪 軍団 を 始め 、 悪 き を する 妖 
怪 た ちと 激戦 を 繰り 広げ た 。 ま た 、 人 
間 チ ー ム と の 野球 試合 で は 、7 番 
ショ ー ト を 担当 。「 人 間 と 妖怪 友 条 委 

踊り 大 会 ] に も 浴衣 で 参加 し た 。 一度 だ け 、 百 々 爺 に 騙さ 

れ て 鬼太郎 と 戦っ た こと も ある 。 第 32、38、43、50、52、 

55、67、68、80、84、85、104、106、108 話 、 劇 「 最 強 妖怪 ] 
能力 @ ど ん な 硬い も の で も 噛み 砕く 、 鋭 く 強 東 な 歯 。 


"は ? 
「 妖 怪 大 裁判 ]「 妖 怪 本 所 も ふし ぎの 巻 」 な ど 、 大 勢 集まる 妖怪 
た ちの ひと り と し て 顔 を 出す 。 メ イン と な る 話 は 作ら れ て いな い 。 



















































kiko 
た 
気 狐 
【 き <】 
4 つの 階級 に 分 類 さ れる 妖狐 の ひと つ 


妖狐 は 、 天 狐 一 空 導 一 気 狐 一 野 独 と 4 つの ラン ク に 分 類 さ れる 。 
さら に 気 狐 は 、 赤 狐 と 白狐 に 分 か れる 。 一 般 的 に 気 狐 は 、 人 間 
に 良い こと を も た ら す 善 狐 と され る こと が 多い 。 


妖狐 で は 、 人 に 化け る の が も っ と も うま いと され る 

妖狐 の 中 の 一 種 。 サ 
クラ ビル 地下 駐車 場 
建設 で 住み か を 追 
われ 、 人 間 に 工 事 を 
中 止 する よう に 忠告 。 
| 地下 の 喫茶 店 元禄 
上 の 美女 に 化け 、 ね ず 
| み 男 た ち を 眠ら せ た 。 
また 、 ね ずみ 男 に 化 
け 、 鬼 太郎 を 騙し て 
沼 に 沈め る 。 第 49 話 
能力 や 人 間 に 化け る の が 得意 。 念じ て 地割れ を 起こ し 、 炎 と な っ て 岩 を 溶かし た 。 
最後 巨大 な コマ と な っ た 鬼太郎 に 、 弾 き 飛ば され る 。 油揚 げ 

を 稲荷 に 捧げ る こと を 条件 に 、 天 狐 た ちと 去る 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 
「 天 狐 ] に 登場 。 名 前 だ け は 紹介 され る が 、 ど れ が 気 包 で ある か 不明 。 















































お そら く ア ニテ と 同 や 、 美 女 に 化 は で いた の が 気 孤 と 思わ れる 。 


kijn 


提 女 


【 ほ じ ょ 】 
本 州 、 沖 縄 まで 広く 伝わる 鬼女 伝説 


昔話 な ど に も た び た び 登場 する 、 各 地 に 伝わる 妖怪 。 女 性 が 綴 
みな どか ら 転 じ た 者 だ っ た り 、 山 に 住ん で いた り と 、 そ の 形態 
は さま ざま 。 ま た 、 美 女 に 化け る こと も ある よう だ 。 


妖怪 皇帝 の 部 下 と し て 、 蛇 骨 婆 と 鬼太郎 を 襲う 

尾 気象 を 使っ て 東京 
を 乗っ 取 ろ うと 企む 
妖怪 皇帝 の 部 下 の ひ 
と り 。 ぐ わ ご ぜ と と 
も に 姿 を 現す 。 水木 
し げ る 宅 に か くま わ 
れ た 鬼太郎 を 、 蛇 骨 
店 た ちと 翼 撃 。 し か 
し 、 ね ずみ 男 の 口 臭 
に 問 絶 し て 倒れ る 。 











その 後 も 国会 議事 党 
に 乗り 込ん だ 鬼太郎 と 対決 し た 、 妖 怪 軍 の ひと り と し て 登場 。 
ね ずみ 男 に 殴ら れる ひと コマ も 。 妖怪 戦車 の 野 づ ち 砲 で 吸い 込 
まれ た と 思わ れる 。 劇 「 異 次 元 ] 

原作 コミ ッ ク で は 2? 








原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 
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KkIHOlISVI 


鬼 道 寺 


【 き どう し ゅ う 】 
卵 馬 台 国 の 女王 、 卑 弥 呼 が 使っ た ? 


弥生 時 代 後期 に 邪 馬 台 国 を 治め た 女王 、 卑 弥 呼 。『 魏 志 俊 人 伝 』 
に よれ ば 、 衝 弥 呼 は “ 鬼 道 "と 呼ば れる も の で 上 衆 を 惑わ し て い 
た と いう 。 こ の 鬼 道 に は 諸説 あり 、 正 確 に は わか っ て いな い 。 


妖怪 を 天敵 と する 妖怪 狩り を 生業 と する 武闘 派 集団 
桂木 山 を 本 拠 地 に 、 
1000 年 前 か ら 妖 怪 狩 
り の エキ スパ ー ト と 





























1 全 和 べ 2 
80 妖怪 必殺 仕掛 人 。 八 
百 比丘 尼 の 圭 力 で 生 
き な が ら え を 、 八 百 比 
丘 尼 に 縮 対 の 服従 を 
奪う 。 八 百 比 丘 尼 の 
命 を 受け 、 女 王 人 魚 
の 肉 を 狙う が 、 鬼 太 
郎 に じゃ まき され て ユメ コ を 誘拐 する 。 第 100 話 
能力 @ 顔 に 妖力 を 封じ る お 札 を 貼り 、 六 角 梶 で 攻撃 。 
最期 @ 八 百 比丘 尼 が 倒さ きれ 、 と も に 全滅 し た 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
原作 で は 着物 を 脱ぎ 捨て て 透明 に な る ご と が で きる 。 鬼 巫 女 



























































の 面 を 割ら れ 、 全 員 舞 力 に な っ で し まっ た 。「 鬼 道 衆 ] 


kihatslu 


抑 迷 


【 き は つ 】 
怒り の 力 で 髪 が 鬼 の 角 の よう に 


胡 鬼 と し て 鳥山 石 攻 の 「 百 器 徒 然 袋 ] に あり 。 醒 い 顔 を 長い 閉 
で 隠し て いた 女性 が 、 美 し い 女 性 を 見 る た びに 抵 っ て いた 。 そ 
の うち 毛髪 は 人 硬く な り 、 鬼 の 角 の よう な も の が で て きだ た と いう 。 


人 間 の 髪の毛 と 魂 を 奪う 、 髪 の 毛 が 変 化し た 妖怪 
女 の 執念 が こも っ た 
髪 が 変化 し た 妖怪 。 
300 年 前 、 手 当たり 
し レ だ い に 人 人間 を 襲っ 
て いた が 、 髪 の 毛 妖 
怪 の 代表 に 選ば れ た 
黒 上 切 に よっ て 、 人 
形 の 中 に 封印 され て 
』 ] いた 。 ね ずみ 男 が 、 
2 髪 の 大 社 か ら 封 印 の 
ER 人 形 を 次 ん だ た め に 
復活 。 女 性 を 中 心 に 、 人 間 を 襲い は じ め る 。 第 112 話 
能力 @ 胃 の 毛 を 伸ばし 相手 を 捕らえ て 、 髪 の 毛 と 魂 を 春 う 。 
最期 @ 黒 髪 切 に 押さ えつ けら れ 、 清 め の 秋 で 消滅 する 。 
原作 コミック で は 2? 


























































































































原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 





し て 知ら れる 。 別名 、 





KiIjiimuHaP 


キジ ム ナ ー 

【 き も な -】 

沖縄 の ガ ジ マ ル に 住む 木 の 精霊 
キジ ム ナ ー は 木 の 精 霊 と いわ れ 、 沖 縄 本 島 中 南部 の も の が 沖縄 


各地 に 広がっ た と され て いる 。 ま た 、 古 く か ら キ ジム ナー と 類 
似 の 伝承 も る あり 、 地 域 に よっ て は 名 前 な ども 異な っ て いる 。 































人 。 全 
と gs リタ ア 


南 太平 洋 と 沖縄 出身 の 2 タイ プ が 登場 し た 

南 太 平 洋 の バル ル 島 の 筐 地 に 住む 南方 妖怪 。 つ ね に 集団 で 行動 す 

る 。 生 命 の 水 を 求め て ジャ ング ル を 荒らす 日 本 人 に 和 把 り 、 日 本 に 

総 攻 撃 を 仕掛 けた 。 ま た 、 シ ー サ ー に 協力 する 、 沖 縄 産 の キジ ム 

ナー た ちゃ 登場 。 鬼 太郎 に 細 い か か る が 、 じ つ は 南国 育ち の 気 の 

いい 妖怪 な の だ 。 第 63 話 、 劇 「 大 海獣 」 

能力 @ 口 か ら 火 を 放ち 攻撃 。 横 に 連なり 、 アカ マタ と や し 落と し 
を 乗せ て 空 を 飛ぶ 。( 劇 ) 少女 に 変身 し 、 集団 で 襲う 。(63) 

最後 で 鬼太郎 の 毛 針 や 下駄 で 蹴 散 らき され 、 ア カマ タ た ちと 南方 
に 帰っ て いく ( 劇 )。 目玉 お や じ に パン チ さ れ 降 参 (63)。 




















さと うき び を 作っ て 沖縄 に 暮らす 
“シー サー と と も に 、 沖 縄 に 住む 妖怪 。 
= 長老 を 中 心 に 、 集 団 で 村 を 作っ て 3 
活 。 さ と うき び 畑 を 荒らす 鎧 武者 
『 団 に 困り 果て 、 鬼 太郎 に 助け を 求め 
sa て きた 。 ボ ク デ ン と いっ た 名 の ある 
キジ ム ナ ー や 、 沖 縄 を 離れ 単体 で 暮らす 仲間 も いる よう だ 。 オ 
ナラ を 怖がる 妖怪 らし い 。 第 32、73、104 話 

能力 @ 戦闘 能力 は 低く 、 鬼 太郎 に 武器 の 使い 方 を 教わっ た が 、 

うま く 使 いこ な せな か っ た 。 

















洪 HH 



























上 "は ? 
80 年 代 の 原作 [ 疾 怪 天 百 足 ] に は 登場 せ ず 。 鬼 大 郎 国 盗 り 物語 シ 
リー ズ の 「 ガ ジュ マル の 精 あら わる 19 の 巻 | に 名 前 の 登場 
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kinmokp 


本 の 子 


【 き の こ 】 






人 間 の 子ども と 一 緒 に 暮らす 子ども の 妖怪 
天狗 の 森 の 奥深 くに ある 、 妖 怪 の 森 に 住む 妖怪 。 気 の や さ し い 子ども の 
妖怪 た ち で 、 森 に 迷い 込ん だ 人 間 の 少女 ・ モ モコ と 一 緒 に 暮らし て いた 。 
モモ コ を 連れ て 行か れる と 勘違い し 、 鬼 太郎 と 対決 。 悪い 妖怪 ・ 山 天狗 
を 封印 か ら 解 き 、 鬼 太郎 に けし か ける 。 7 人 の 木 の 子 が 登場 。 第 89 話 
能力 @ 木枯らし を 起こ し 、 木 の 葉 で 相手 の 動き を 封じ る 。 木 の 
葉 に 火 を つけ 相手 を 煙 攻 め に する 、「 木 の 葉 い ぶし 」。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
森 の 精霊 。 人 間 の 少女 ・ モ モコ と 暮らし 、 モ モコ が 山 天狗 に 食べ ら 
れ そ うに な る と と ろ ま で 、 アニメ と 同じ 設定 と な っ て いる 。 [ 木 の 子 ] 

























kihagupPui 


小 ぐ る い 


【 き ば ぐる 





妖怪 野球 チー ム の キャ ッ チ ャ ー 担 当 
鬼太郎 と 知り 合い の 気 の 荒 い 妖 惨 。 人 間 に 拾わ れ た 妖怪 バッ ト を 、 力 ずく で 
奪い 返 そ うと 提案 し 鬼太郎 に た し な め ら れる 。 妖怪 バッ ト を 懸け て 、 ド ン 平 
た ちと 対決 し た 妖怪 チー ム で は 、 キ ャ ッ チ ャ ー を 担当 し て いた 。 ま た 、 西 洋 
試 任 と 戦う た め 、 ね ずみ 男 の 呼 び か け に 集まっ た 。OP に も 登場 。 第 1 、10 話 
能力 @ 巨大 な ロロ だ け と な り 、 相 手 に 噛み 付く 。 

最期 @ ニワ トリ の 声 に 慰 え て 逃げ ば て いっ た (1⑪1)。 
原作 コミ ッ ク で は ? 











TV アニ メオ リ ジ ナ チル の 妖怪 。 
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千 鬼 
【 ぎ ゅ うき 】 
各地 に 角 や 呈 が 残さ れ て いる 妖怪 


日 本 各地 に 、 そ の 計れ が 残る 。 香 川 県 の 根 香 に は 和牛 鬼 の 写し 
絵 と その 角 が 所 蔵 さ れ 、 福 岡 県 の 観音 寺 に は 和牛 時 の 手 の 骨 が あ 
る 。 ま た 、「 太 平 記 』 に は 源 頼光 に 退治 され た と いう 話 が ある 。 
































退治 し た 鬼太郎 も 牛 鬼 に な っ て し まっ た 
邊 の よう な 角 を 持ち 、 上 味 の よう な 体 を し た 巨大 な 妖怪 。1000 
年 前 に 、 現 在 は 神社 に 祭 ち られ て いる 神 ・ 周 楼 羅 に よっ て 封印 さ 
れる が 、 人 間 の 手 に よっ て 復活 し て し まい 漁村 を 毅 う 。 和牛 邊 の 
本 体 は 気体 で 、 凶 楼 弘 し か 退治 する こと が で き な い 。 第 15 話 
能力 @ 巨 大 な 体 で 人 家 を 潰し 、 爪 で 引っ か く 。 自分 を 殺し た 人 
間 の 細胞 を 変化 させ て 、 そ の 人 を 和牛 鬼 に し て し まう 。 
最期 ⑯ 迎 楼 苺 が 神社 か ら 出 て き て 、 火 口 へ 落と きれ る 。 それに 
より 出 て きた 気体 は 、 鉛 の 箱 に 入れ 千 鬼 岩 の 側 へ 沈め た 。 







































本 体 は 生き て いる 気体 だ っ た 

生物 に と り 爆 き 細 胞 を 変化 させ る 、 

生き た 気体 。 こ れ に と り か れ た 者 

、 が 和牛 鬼 の 姿 と 化し 、 そ の 者 が 死ぬ と 

殺し た 者 に と り 爆 いて 水 遠 に 生き 続 

ける 妖怪 だ 。 第 32、42 話 

能力 鋭い 爪 と 、 巨 体 を 活か し た 体 当 た り 。 相手 に と り 混 いて 
生き 続け る 不死 身 の 体 。 

最期 @ 迎 楼 に 笛 で お びき 寄せ られ 火口 に 落下 。 口 か ら 出 た 妖 
気 を 布 で 覆 わ れ 、 封 印 石 で 火口 に 封じ 込め られ る 。 




















子 泣き 館 や ぬり か べた ち も 食 っ た 
巨大 で 凶暴 な 妖怪 。 遡 楼 弘 に よっ て 
) 封じ 込め られ て いた 。 口 か ら 突 風 を 
90 噴き 出し 、 人 額 と 珍 中 に 模様 が ある の 
が 特徴 。 ね ずみ 男 や ぬり か べた ちゃ 
食べ て し まっ た 。 第 6、106 話 
能力 退治 され る と 退治 し た も の に 乗り 移り 、 そ の 者 が 新た に 
牛 鬼 の 姿 と な る 。 鋭い 爪 。 
最期 で 鬼太郎 に 乗り 移る が 、 逆 楼 に 横笛 で お びき 出さ れ て 再 
度 封じ 込め られ る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
原作 と な る 「 生 鬼 ] 以外 に 、「 財 和 少年 サン デー] 版 、「 鬼 太郎 地 












































獄 編 | な ど で は 味方 と し て 。「 鬼 太郎 夜話 | で は 吸血 鬼 と 戦っ た 。 
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kVuuketslonkami VamHIPe 


吸血 伏 吸血 鬼 


【 き ゅ うけ つ お お か み 】 【 き ゅ うけ つき 】 
語源 も いろ いろ な 説 が ある よう だ 


小説 や 映画 な ど に 頻 築 に 登場 する 吸血 鬼 = ヴ ァ ン パイ ア 。 ヴァ 





















































ン パ イア と いう 語源 に は 、 諸説 が ある 。 ト ルコ 語 の 「UDER] 
4 セル ビア 語 の 「VAMP I R」 (飛ば な い 人 )、 ポ ー ラ 

ド 語 の 「UP IOR]」 ( 細 あ る 亡霊 ) な ど び が そう だ 。 ま た 、 人 
AM 魔女 な ど と 同一 析 さ れる こと も ある 。 
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バッ クベ アー ド を ボス に 、 ホ ウキ ボ > 鳥 を 人 し た 狼 男 の 部 下 。 
狼 男 の 命令 で 動き 、 人 Hp 島 に 上 陸 し た 鬼 太 
郎 ら 日 本 妖怪 を 襲い 、 要 講 建 設 の 監視 役 も 担う 。 一 匹 で は 、 人 
二 寺 9 も 且 う 20 出 妖怪 大 戦争 」 

能力 ⑥ 素早 い 動 き で 相手 を 翻弄 し 、 牙 や 爪 で 襲う 。 ム チ も 使う 。 
最期 〇 @ ホウ キ ボ シ 島 を 細 っ た 水流 に 、 狼 男 と も ども 流さ れ て し まっ た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 








kVuuketsuki 


吸血 鬼 


【 ほ きゅう けつ 3】 
人 間 の 生 血 を 吸っ て 生き 続け る 








は 界 中 に 多く の 伝説 を 残す 。 墓 場 か ら 蘇 り 、 生 き て いる 人 間 の 
1 を 吸う 死者 と いう 、 ス ラヴ を 起源 と する 説 が 有力 だ 。 ほ か に 、 
| 死体 に 悪霊 が 入り 込ん だ 、 死 者 の 霊 そ の も の と も いわ れ て いる 。 


7 才 の た お 人 がら だ ドジ キョ ラ の ず ダ 
「 妖怪 の 国 ] 建設 の 
前進 基 地 と し て 奇 





















































































































































































怪 ヶ 島 を 占領 し た 、 
バ パック ペア ー ド の 朋 ま ぼ ろ し の 汽車 を 奪っ て 、 暗 黒 世界 を 目指 す 
腕 ・ ド ラキ ュ ラ の 子 狼 男 、。 魔 女 、 フ ラン ケン を 引き 連れ た 、 西 洋 妖怪 の リー ダー 格 。 
分 た ち 。 つ ね に 集団 地獄 に 落ち て いた が 、“ こ の 世 "” に も “あの 世 " に も に 行き 
で 行動 。 計 6 体 以上 来 で きる 、 ま ぼろ し の 洗車 を 春 い 脱走 。 世界 中 の 妖怪 を 支配 す 
が 登場 し 、 鬼 太郎 た る パワ ー を 手 に 入れ る た め 、 兆 車 で 暗黒 世界 を 目指 す 。 披 太郎 
ち を 襲っ た 。 ぬ りか を 石炭 に 変え て 泡 車 の パワ リー アップ を 図っ た 。 劇 「 泡 車 」 
べ の 血 を 吸っ て 、 倒 能力 @ 歯 の 付い た シル クハ ッ ト や マン ト で 、 披 太郎 を 攻撃 。 サ ー 
す 。 第 10、11 話 ベル も 使う 。 鬼 太郎 を マン ト で 包み 、 妖 怪 石 戻 に し た 。 

能力 @ 吸 血 。 ぬ りか べ の 血 を 吸い 、 倒 し て し まう 。 最期 で 投げ た マン ト が ちゃ ん ちゃ ん こ で は ね 返さ れ 、 自 分 の 心 

最期 で 3 体 は 子 泣き 爺 に 押し つぶ きれ 、 地 面 に 埋め られ る 。 4 臓 に 刺さ きっ て し まう 。 

体 は 鬼太郎 に 倒さ れる 。 残り は 、_ 鉄 砲 水 に 流さ れる 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 5 作 コ ミッ "は ? 
で ば 姿 は 見 えな い 。 砂 か け 婆 の セリ フ で 、 史 血 鬼 こ 






































が 集団 で ゆり か べ を 議 い 血 を 吸い 倒し た と いう 説明 が され で いた 。 














吸血 夜 又は 、 女 夜叉 を 見 る の じゃ 
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kyuuketsukoumori 上 elite 


吸血 コウ モリ 吸血 昌 エ リー ト 
【 き ゅ うけ つこ う も 9】 【 き ゅ うけ つき えり ー と 】 
| ドラ キュ ラ 正 体 と し て 認識 され た !?" チ スイ コウ モリ " 


ブラ ム ・ ス トー カー「 吸 血 擬 ドラ キュ ェ ラ ]】 の な か で 、 ド ラキ ュ 
ラ は コウ モリ に 変身 し て 移動 する 。 そ こ か ら 吸 血 鬼 の 正体 と し 
て 認識 され る よう に 。 実在 の 動物 に “ チ ス イコ ウ モ リ ” も いる 。 
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妹 コ ウ モ リ ・ テ ィ ナ の た め に エリ ー ト は 戦う 

吸血 鬼 エ リー ト の 妹 ・ テ ィ ナ を は じ め と する 、 エ リー ト の 部 下 
と し て 登場 。 タ ー ゲ ッ ト の 家 の 前 で 、 ね ずみ 男 と 鬼太郎 が も み 
合う 前 に 、 鬼 太郎 に 大 群 で 向かっ て いく 。 そ し て ター ゲッ ト の 
誘拐 に 成功 し た エリ ー ト は 、 吸 血 コ ウ モ リ た ちの 大 群 が 作る “ 空 
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飛ぶ コウ モリ 紋 称 " に 乗っ て 移動 する 。 そ も そ も エ リー ト の 正 名 士 の 血 ば か り を 狙い 、 変 装 ま で 行っ た 吸血 鬼 

体 も 吸血 コウ モリ で あり 、1000 年 か け て 美女 の 血 を 吸い “ 超 エ 20 年 間 、 美 女 の 血 を 求め 、 世 界 中 を 旅 する 吸血 鬼 。 紳 士 的 に 振 

リー ト 吸 血 鬼 "” を 目指 し た の は 、 テ ィ ナ を “人 語 を 解す る " エ る まっ て いる が 、 血 を 見 る と 恐ろし い 形 相 に 変わ る 。 吸血 コ ウ 

リー ト 吸 血 鬼 に する こと が 目的 だ っ た 。 第 57 話 モリ を 部 下 に し 、150 年 も の 間 、 住 みか の 別荘 が 誰 に も 知ら れず 

に ある の は 、 こ の コウ モリ の お か げ ら し い 。 この 吸血 コウ モリ は 

ドラ キュ ラ の 正体 も 吸血 コウ モリ 新鮮 な 血液 を エリ ー ト の た め に 供給 し て いた 。 有 名 人 の 血 が 好 
第 52 話 で は 、 吸 血 妖怪 軍団 の ボス 、 物 で 、 別 荘 に は 樽 に 入っ た 血液 が スト ッ ク さ れ て いる 。 さら に 、 
ドラ キュ ラ の 手下 と し て 登場 。 恐 山 有名 人 ば か り の 血 を 狙う 「1000 人 吸血 プラ ン ] を 計画 。 手 始め 
の 洞窟 の 中 で 、 砂 か け 婆 や 子 泣き 倫 に 花 間 コ ン ツ ェ ル ン 会 長 を 狙う が 、 和 失敗 し 、 モ ン ガ 国 の 通産 大 
に 蒙 い 掛か か っ た り 、 小 笠原 島 で の 臣 に 化け て 再び 花 凌 社 長 を 襲 う 。 正 体 は 巨大 な 吸血 コウ モリ 。 
戦い で は ね ずみ 男 を 敗走 させ る 。 鬼 鬼太郎 を “けた ろう "と 呼ん で いた 。 第 15、16 話 

太郎 が 、 巨 大 な 吸血 コウ モリ と 化し た ドラ キュ ラ と の 最後 の 戦 能力 @ 相 手 の 性 質 に 合わ せ て ギタ ー を 演奏 する こと で 、 供 眠 術 

いで 、 つ る べ 火 の 力 を 借り て 羽 を 燃やし て 退治 し て いる 。 ま た を か ける 。 肉体 を 溶かす 注射 液 で 、 上 鬼太郎 を 溶かす 。 

第 15、16 話 で は エリ ー ト の 部 下 と し て 登場 。 エリ ー ト は 吸血 コ 最期 で 吸血 コウ モリ に 変身 し 、 鬼 太郎 を 攻撃 。 此 の 毛 針 を 顔 に 

ウゥ モリ の 大 群 に ぶら 下がっ て 移動 し て いる 。 第 15、16、52 話 浴び 、 視 界 が 利 か な く な っ た と ころ へ 火 を 放 た れる 。 





最強 の 妖怪 ・ 超 エリ ー ト 吸血 鬼 ! 
1000 年 も の 歳 月 を か け て 99 ヵ 国 の 天 
オ 美 女 の 血 を 吸い 歩い て きた 。100 
こ 是 国 八 目 の 美女 の 血 を 吸っ た と き 、 最 大 
還 本 還 四 の 妖力 を 持つ 、 最 強 の 妖怪 超 エ リー 


劇場 版 で も ドラ キュ ラ に 付き 従う 
第 96 話 に て 、 小 唐 釜 島 で の 吸血 妖怪 
と の 戦い に 登場 。 ド ラキ ュ ラ た ち に 
轟き れ 、 協 力 し て いた 子供 た ち が 、 
須 返 っ て 鬼太郎 を 助け よう と し て い 

























































































































































































る の を 目撃 し て 、 吸 血 妖 任 樹 に 報告 呈 細 吸血 見 へ と 出世 する 。 第 57 話 
し た 。 な お 、 ド ラキ ュ ラ 自身 が 恐山 を 環 っ た 後に 退却 する 際 な 能力 で 相手 の 体 の 一 部 を お た まじ ゃ くし に 食べ きせ る と 楽譜 に 
ど は 、 巨 大 な 吸血 コウ モリ と 化し て “スー パー 血液 "の 入っ た 変化 。 そ れ を 使い 催眠 ギタ を 作る 。 血 を 吸う 。 
十 を 持っ て 移動 し て いる 。 ま た 劇場 版 で も 、 や は り ド ラキ ュ ラ 最期 で 鬼太郎 を 館 か ら 和 突き 落と そう と する が 避け られ 、 ね ずみ 
の 手下 と し て 登場 し て いる 。 第 96 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 」 男 の オ ナラ を 浴び て 、 館 ご と 崩れ 落ち 砂地 獄 の 谷 へ 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 人 作 コ ミッ * は ? 
暫 戦 原 」 吸血鬼 3 登場 吸血 衝 紀 の 碧 怪 較 池 の 人 き 登場 。 | 移り 
る 際 占 玲 9 る 。 3 学 場 。 ュー ガ よ 、 寺 の ド 日 し 国防 大臣 の 由 
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AN 」 





























吸血 所 ピー 


【 き ゅ うけ つき びー】 - 





吸血 解放 区 を 作ろ うと 、 鬼 太郎 と ね ずみ 男 を 吸血 鬼 に 





南方 か ら 来 た 吸血 鬼 。 ワ ニ が 逆立ち を し た よう な 姿 (妖怪 ・ さ 
が り に 酷似 ) を し て お り 、 祖 先 の 血 で で きた 赤い シル クハ ッ ト 
と 靴 を 身 に 着け て いる 。 そ の シル クハ ッ ト を 被っ た 者 は 、 吸 血 
鬼 に 変化 。 ね ずみ 男 も この 帽子 を 被っ て 吸血 鬼 と 化し て し まっ 
た 。 紳士 的 な 菊 度 で 相手 に 接し 、 い つも 妻 と 呼ん で いる 女 吸血 
鬼 ・ モ ン ロ ー を 同伴 。 作戦 を 実行 する の は モン ロー の 役目 だ っ た 。 
所 太郎 を 吸血 鬼 に 変え 、 日 本 に 吸血 解放 区 を つく ろう と 画 貸す 
る 。 じ ゃ ま に 入 っ た ネコ 娘 を 尻尾 の よう な 手 で 了 殴り 飛ば す 力 も 
も つ 。 鐘 播 堂 か ら 村 に 鳴り 響く 鐘 の 音 が 嫌い 。 第 25 話 
能力 @ "悪魔 の 血 " を 持ち 、 飲 ん だ 者 は 吸血 児 に な っ て し まう 。 
血 を 吸わ れ た 者 は 、24 時 間 以 内 に 吸血 鬼 に 。 
最後 ぬ 鬼 太郎 と 目玉 お や じ が まぼろし の 兆 車 を 走ら せ 、 時 間 を 
戻す 様子 を 見 て 退散 。 日 本 征服 を あき ら め 南 へ 帰る 。 


















































黒い シル クハ ッ ト と 靴 を 着用 

日 本 へ 追放 ほれ て 100 年 間 、 格 の 中 

で 眠っ て いた が 、 ね ずみ 男 に よっ て 

復活 する 。 シ ルク ハッ ト と 黒い 革靴 

人 人 を 身 に 着け て いる 。 吸血 鬼 に 効く と 

2 人 還 人 こ され る 妖 怪 鐘 は 効か な い 。 第 61 話 

を 力 包 仮死 状態 に な っ て いる 鬼太郎 を 連れ 去り 、 噛 み 付い て 吸 

血 鬼 の 鬼太郎 と し て 復活 させ る 。 

最後 @⑯ 正 気 に 戻 っ た 鬼太郎 に に 、 リ モコ ン 下 駄 で と ど め を 刺さ れ 
火 の 海 へ 。 槽 に 入れ られ 海 に 流さ れ 日 本 か ら 追 放 き れる 。 



















靴 は 履か ず 、 鳥 の よう な 足 は むき 出し 
ある 村 か ら 吸 血 鬼 を ネズ ミ 人 算式 に 増 
や し 、 日 本 を 牛 了 ろう と する 西洋 の 
妖怪 。 尻 尾 が 手 の よ うに な っ て お り 、 
つね に シル クハ ッ ト を 着用 。 鬼 太郎 
盟 劣 も 吸血 皿 に し て し まっ た 。 第 9 話 
能力 @ 手 に な っ た 尻尾 で 、 人 や 妖怪 を 叩き つぶ す 。 吸血鬼 に 
な っ て し まう 薬 を 使い 、 鬼 太郎 を 吸血 鬼 に する 。 

最後 @ 鬼 太郎 を 吸血 鬼 に 変え る が 、 正 気 に 戻っ た 鬼 夫 郎 に 縛り 

あげ られ 、 土 の 中 に 埋め られ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
日 本 征服 を 目的 に 来 晶 する が 、 ま ぼろ し の 物 車 で 吸血 鬼 が 次 々 と 
元 に 戻さ れ で いく の を 見 で 南 へ 帰っ て いく 。 「 ま ぼろ し の 汽車 ] 
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吸血 學 ラ ・ セ ー ヌ 


【 き ゅ うけ つき ら せ ー ぬ 】 


















































パリ の 美女 を 戻 え 上 が ら せ 、 鬼 太郎 を 倒す た め 来 日 
美女 の 血 し か 吸わ な い 、 フ ラン ス 出 身 の 吸血 鬼 。 社 交界 な ど に 出 
没 し て は 吸血 を 繰り 返し 、「 血 な し 病 ] と し て パリ 全土 を 恐怖 に 陥 
れる 。 し か し 鬼太郎 に 正体 が ば れる の を 恐れ 、 マ ン モ ス と いう 殺 | 
し 屋 を 子 分 に 引き 連れ て 鬼太郎 拓 殺 の た め 来 日 する 。 鬼 太郎 を お 
びき 出し 、 最 新 世 の マシ ン ガ ン で 撃ち 殺す こと に 成功 する が 、 倒 
し た は ず の 叔 太 郎 の 下駄 が 現れ て ラ ・ セ ー ヌ に 付き まとう 。 ま る で 
意思 が ある よう に ひと り で に 動く 下駄 に 、 恐 ろ し く な っ た ラ ・ セ ー 
ヌ は 下駄 か ら 逃 ん れる た め 、 東 京 か ら 500km 離 れ た 屋敷 へ 電車 に 
乗っ て 逃走 。 窓 と 入り 曰 に 一 定 の 時 間 が 来る まで 開か な い “フラ 
ンス 製 電気 鍵 " が 取り 付け られ た 屋敷 に 立て 込 も る 。 第 4 話 
能力 や パリ で 美女 た ちの 血 を 吸う 。 和 を 吸わ れ た 人 間 は 「 血 な 
し 病 ] に か か っ た と さき され 、 恐 れ ら れ て いた 。 
最期 時 間 が 来 な いと 鍵 の 開か な い 屋 敷 に 火 を つけ て し まい 、 
みず か ら 放 っ た 笑 に 包ま れ 焼 死 し た 。 


































原作 の f 手 |] と ほぼ 同じ ラ ・ セ ー ヌ 。 | 吸血鬼 ラ ・ セ ー ヌ ] で は 、 
千 大 の 美女 の 生き 面 を 喝 っ で さら に 千年 の 生 を 得 よう と 企む 。 
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吸血 象 


【 ほ ぁ う けつ ぞう 】 























































































































こう も り 猫 の 妖術 で 現れ た 、 血 を 吸う 巨大 な 象 
玉手 箱 を 取り 返し に 来 た 鬼太郎 た ち を 追い 払う た め 、 こ う も り 





猪 が 口 の 中 か ら 妖 術 で 出現 きせ た 、 巨 体 を 持つ 象 の 妖怪 。 妖怪 
大 統領 を 用 お うと いう こう も り 猫 の 妖術 だ け に 、 か な り の 強 き 
を 誇っ て いる 。 見 て くれ は 単なる グリ ー ン の 象 だ が 、 じ つ は 上 鼻 
を 相手 に 刺し て 血 を 吸う ヴァ ン パ イア な の だ 。 血 を 吸う 以外 に 
も 、 巨 体 を 活か し た 体 当 た りや 踏み つけ も 得意 と し て いる 。 晃 
太郎 た ち が 吸 血 象 に 襲わ れる 瞳 間 、 地 面 か ら ぬ りか べ が 出現 し 
て 鬼太郎 た ち を ガー ド す る 。 し か し 、 逆 に 長い 鼻 で 血 を 吸わ れ 、 
ぬり か べ は 縮まっ て し まう 。 さら に 一 反 も めん が 助け に 現れ 、 
吸血 象 の 目 に 巻き つき 攻撃 する が 、 ま た し て も 鼻 で 血 を 吸わ れ 
ペラ ペラ と な り 地 面 に 落下 。 落 ち た と ころ を 吸血 象 に 踏ま れ て 
ボロ ボロ に され て し まう 。 次 々 と 鬼 未 郎 フ ァ ミ リー を 倒し 、 圧 
倒 的 な 強 さ を 誇る 吸血 象 だ っ た が 、 最 後 は 鬼太郎 に 「 逆 魔法 」 
を 掛け られ て 消 き れ て し まっ た 。 第 46 話 


鬼太郎 た ちの 前 に 立ち は だ か る 巨大 象 

妖 公 大 統領 こと 、 こ う も り 猫 の 術 で 現 

N れ た 妖怪 。 妖怪 と いう より も 、 単 な る 

60 大 き な 象 と いっ た 印象 が 強い 。 こ う も 

り 猫 の 住み か か ら 白 い 煙 と と も に 出 

人 現し 、 鬼 太郎 た ち に 襲い 掛か る 。 目玉 

| お や じ に よれ ば 、 上 鼻 で 血 を 吸う らし く 、|「 逃 げろ | と 言っ て いる こ 

と か ら も か な り の 強敵 だ と 予想 で きる 。 下駄 を 両手 に 持っ た 鬼 太 

| 郎 が 吸血 象 に 飛び 掛か っ て 行っ た 、「 逆 魔法 ] に より 急 然 と 姿 を 消 
し て し まう 。 第 53 話 






















































































"は ? 
原作 と まっ た く 同 じ さ と し か し な い 呪 血 象 。 出 現 方 法 か ら 、 
較 [ 洋 庭 法 | で 消 ぐさ れる と ころ まで 一 緒 だ 。 [妖怪 大 統領 
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吸血 妖怪 纏 . 


【 ほ きゅう けつ よう か い め ん 】 
























































鬼太郎 の 血 を 吸い 、 吸 血 夜叉 と 激しい バト ル 
南洋 に 住む 巨大 な 海綿 の 妖怪 。 体 中 に は タコ の 吸盤 の よう な も 
の が 付い て いる 。 海中 を 猛 ス ピー ド で 移動 し 、 体 全体 を 使っ て 
獲物 を 包み 込ん で 捕獲 。 捕 まえ た 獲物 の 血 を 吸い 取っ て し まう 。 
砂浜 を 移動 する こと も 可能 だ 。 ドラ キュ ラ た ち に 毒 を 盛 ち られ た 
盾 太郎 を 細 撃 し 、 血 を 吸っ て ミイ ラ に し て し まう 。 そ の 後 、 吸 
血 妖怪 軍団 と 砂浜 で 戦う 、 復 活 し た 鬼太郎 と その 仲間 た ちの 前 
に 姿 を 現 わ し た 。 吸血 妖 怪 軍 団 の ひと り 「 吸 血 夜叉 ] に 襲い か 
か り 、 激 し い バ トル を 展開 する 。 戦 い は 海 へ と も つれ 込み 、 と 
も に 絶 減 し た と 思わ れる 。 吸血 妖怪 た ちと の 関係 は 不明 だ が 、 

吸血 夜叉 と 戦っ て いる こと か ら 、 も と も と その 島 で 暮らし て い 
た も の だ と 思わ れる 。「 毒 きえ 回 っ て な か っ た ら 、 こ ん な 奴 に は 

負け な いん だ けど 1 | と 野 太郎 が 言っ て いる こと か ら 、 そ ん な 
に 強い 敵 で は な い の か も しれ な い 。 第 52 話 















































廊 見 太郎 の 血 を 吸う た め だ け に 現れ た 
男 ドラ キュ ラ を 中 心 に 吸血 妖怪 軍団 が 
放 集 寺 する 、 お か ら が さる さ 島 の 海辺 に 住 
時 む 吸 血 妖 怪 。 巨 大 な グリ ー ン の 海綿 
の 姿 を し 、 単 体 で 行動 する 。 ドラ 
キュ ラ に 誘い 出さ れ 、 し びれ 薬 を 飲 
まさ れ た 晃 太郎 を 奇 細 。 何 本 も の 触手 で 鬼太郎 に 覆い か ぶさ り 、 
体 全体 か ら 血 液 を 吸い つく し て 、 第 太郎 を ミ き イラ の よう に し て 
し まう 。 鬼太郎 の 血 を 吸っ た あと は 、 そ の まま 姿 を 現す こと は 
な か っ た 。 第 96 話 





















































の 
な まこ と] と し で 登場 し た 。 ア ジ 
6 が じゃ うじ ゃ いる 吸 
血 島 に 住む 巨大 な な まこ の 妖怪 。 獲物 
を 狙っ て 、 集 団 で 砂浜 を 移動 し 、 吸 箇 
を 終え る の に は 数 時 間 か か る 。 普段 は 
薄紫 の 体 色 だ が 、 ぬ ら り ひ ょ ん の ワナ (【 ハマ っ 大 和み 
に し て 黄 と 黒 の 虎 柄 に 。 そ の 大 半 は ぬり か べた ち に 退治 され 、 指 
太郎 を 春 ん だ 吸血 な まこ は 、 PP 
と と も に 破 像 し て し まう 。 第 104 話 


原作 コミック で は ? 
鬼太郎 を 血 を 吸う で 倒す 。 し か し 、 復 活 し た 鬼太郎 に 再び 柚 
















































































いか か り 、 逆 に 血 を 吸わ れ て し ぽん で し まう 。「 血 戦 小笠 原 ] 


rm 


0 8 
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吸血 樹 旧 侯 
【 き ゅ うけ っ じゅ 】 ば ゅ 2 る 
ネコ に 代わ っ て 子猫 を 育て る 古 ネズ ミ 


年 老い た ネズ ミ が メス ネコ と 交わ り 、5 匹 の 子猫 を 生ん だ 。 そ 
の 後 、 メ ス 猫 が 毒 で 死亡 し た 後 、 こ の 旧 仙 が 子 獲 を 育て た と い 
う 伝 承 が 『 絵 本 百 物語 桃山 人 夜話 ] に 残っ て いる 。 


ネコ 女 を “ネズ ミ 銀 "に 変え た 、 巨 大 な ハツ カネ ズミ 
山奥 の 廃寺 に 住む ネ 
ズミ が 、 悪 い 霊 た ち 
に よっ て 巨大 ネズ ミ 
妖怪 と な っ た 。 ね ず 
み 男 の 魂 を と っ て 手 
下 に し て 、 自 分 の 妖 
力 を 分 けた ハツ カネ 
ズミ を 人 間 た ち に 配 
り 、 人 間 を ネズ ミ に 
変え て 衡 を パニ ッ ク 
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自立 し 歩行 する 吸血 樹 の 子ども が 誕生 
吸血 島 に 生息 する 吸血 植物 。 人 の 言葉 は 話さ きず テレ パシ ー で 対 























話す る 。 花 を 咲か せ 、 火 事 に あっ て 初め て 実 を 結ぶ 。 中 央 の 目 に 陥れ る 。 ネ コ に 恨 
を や られ る と 活動 を 停止 し 、 海水 が 弱点 だ 。 ぬらりひょん に よっ み を 持ち 、 ネ コ 娘 も “ネズ ミ 娘 "に 変え られ た 。 第 103 話 

て 復活 させ られ 、 大 量 の 血 を 必要 と する こと か ら 手 あたり 次 第 能力 や @ ガス を 浴び せ 、 相 手 を ネズ ミ に 変え て し まう 。 

に 妖怪 の 血 を 吸 お うと し た 。 花 が 咲い て 実 を 結ん で タネ が ま か 最期 G リ モコ ン 下 駄 の 攻撃 で 元 の 小さ な ネズ ミ に 戻っ て し まう 。 
れる と 、 無 数 の 吸血 樹 の 子ども た ち が 登 場 。 子 ども た ち は み ず 原作 コミ ッ ク で は ? 











か ら 動 き 、 攻 撃 を 受け て も 分 裂 し て 増殖 を 繰り 返す 。 普 段 は 、 

アサ サボ ン サ ン 、 ペ ナン ガラ ン 、 ラ ンス ブ ィ ル と いう 「 ア ジア 

の 最強 吸血 妖怪 三 人 衆 ] に 守ら れ て いる 。 第 104 話 

能力 @ 枝 で 相手 を 絡め 、 血 を 吸う 。 タ ネ か ら は 、 動 く 妖 怪 樹 の 
子ども が 出 て 相手 を う 。 陸上 湯 素 玉 上 


最期 @ 吸 血 樹 の 子ども が 鬼太郎 た ち を 追い 詰め る が 、 化 け 鯨 に 金 訟 由 
海水 を か けら れ 枯れ て し まう 。 0 


【 ほ ん さん ちゅ う 】 


旧 量 は ちら っ と し が 遇 な い が 、「 ド ブ ね ずみ 、 大 王 あら わる の 巻 | な 
ど に 巨大 な 旧 貞 王 が 登場 。 ね ずみ 男 を 使い 、 猫 抵 怪 た ち を 無力 化し た 。 











語 具体 的 に は 何 も し な い 吸 血 拘 の ドン 
「 吸 血 妖怪 樹 ] と し て 登場 。 小 笠原 
の 母島 の 奥地 で 、 数 千年 の 生命 を 
保っ て いる 吸血 植物 。 昔 の よう に 暴 
れ 回 り た いと 、 パ ワー を 取り 戻す の 
に 必要 な 妖怪 の 血 を 「 ド ラキ ュ ラ 博 
士 」 に 懇願 し た 。 短 時 間 で 花 が 咲き 、 実 が な る 。 繁殖 する と 人 
類 が 減 亡 する ほど の 繁殖 力 と 破壊 力 を 持つ と いわ れる が 、 具 体 
的 な 攻撃 方 法 や 吸血 方 法 な ど は 明か され て いな い 。 第 52 話 
最期 @ 燃え 盛る 大 コウ モリ が 落下 し 、 と も に 燃え て し まう 。 















































体内 電気 スー パー 発電 で 爆発 ! 
「 妖 怪 樹 ] と し て 登場 。 小 唐 釜 島 に 
生息 し て いる 樹 の 吸血 妖怪 。「 吸 血 妖 
































































































LU 
90 怪 の ボス 」 と も いわ れる 。 体調 不良 
を ドラ キュ ラ に 診察 し て も らい 、 妖 妖怪 の 天敵 ・ ヒ ー 族 を 作る 元 
怪 の 血 の 不足 だ と いわ れ 妖 尾 病院 か 妖怪 の 天敵 ・ ヒ ーー 族 を 生み 出す エキ ス を 作る た め に 、 中 国 妖 怪 ・ 
ら 「 ス ー パ ー 血 液 ] を 奪う よう 指示 する 。 スー パー 血液 が 手 に 入っ 女 夜叉 に よっ て 作り 出さ れ た 生き 物 。 さ ま ざ ま な 毒 目 を ひと つ 
て 復活 し 、 木 いっ ぱい に 花 を 咲か せる 。 第 96 話 の 例 に 入れ 、 共 食い を させ て 1 年間 育 て る 。 そ し て 生き 残っ た 1 
最期 @ 鬼 太郎 を え 幹 で 捕まえ を て その 血 を 吸 お うと する が 、 逆 に 匹 に に アダ ダ と いう 数 百年 に 1 度 生 える 霊 草 を 与 た を て 育て た も 
「 体 内 電気 スー パー 発電 ] を 流 き れ 爆 発し て し まう 。 の が 金 衝 虫 に な る 。 そ の フン を 取り 水 を 混ぜ た エキ ス の 中 に ヒ 
ル を 入れ て 、 じ っ くり 育て る と ヒ 一 族 に な る と いう 。 第 91 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 原作 コミ ッ ク で は ? 

































































の 層 王 ラ 宮 3 元 o 父 飲 胡 【 肢 A2 半 : 三 


* 折 尾 樹 / と し て 「 戦 伴 原 ] に 登場 する 。90 年 代 が 原作 に 近 
< 芽 が 出 て 動き 回 マッ チ で 火 を つけ られ 克 に な っ で し まう 。 


























上 邊 の 中 に 閉じ 込 @ 限 2 婦人 夜 
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九 尾 の 狐 





【 き ゅ う び の きつ ね 】 


天皇 に 取り 入る が 成敗 れ 石 に され た 
イン ド や 日 本 各地 に 伝わる 悪 * 狐 。 平安朝 で 女官 に 化け て 天皇 に 
取り 入る が 、 安部 秦 成 に 正体 を 見 た:o 昌 折ら の 。 
その 急 念 は 凄まじ く 、 石 と 化す と いう の が アニ メ の 元 ネ タ だ 。 

















gyV0lIhuldanuki 
刑部 刈 『。 
【 き ぎょ うぶ だ ぬき 】 ーーー. 

元 は 守護 神 だ っ た 旬 の 妖怪 


愛媛 県 松山 の 化け 狩 、 隠 神 刑 部 刈 。 四 国 八 百 八 犯 を 従え 久 万 山 に 
住み 、 守 護 神 と し て 崇め られ て いた が 、 お 家 騒 動 に 巻き 込ま れ 洞 
釣 に 封じ 込め られ る 。 現在 で も その 洞窟 は 残っ て いる そう だ 。 























姉 の 復讐 に 現れ 、9 本 の 尾 を 使っ て 鬼太郎 た ち を 襲う 

尻尾 が 9 本 に 分 か れ た 狐 の 妖怪 。 中 国 妖怪 た ち を 指揮 し て 、 姉 

の 復讐 の た め 日 本 に 攻め て きた チー の 正体 。 そ の 姉 で ある 九 尾 

の 狐 は 、 昔 、 悪 さき を する の で 生 岩 に 封印 され て いた 。 巨 大 な 

体 で 、 鬼 太郎 た ち 日 本 妖怪 軍 に 勝負 を 挑む 。 第 79、80 話 

能力 @ 9 本 の シッ ポ で 、 鬼 太郎 た ち を 攻撃 。 巨 体 の わり に 動き 
が 素早 い の が 特徴 。 

最期 @「 最 後 の 妖術 ] で 日 本 妖怪 を 全 減 に し よう と する が 、 反 
物 に な っ て し まう 。 





























ノン 鐘 は 人 間 に 、 弟 は 妖怪 に 倒さ れる 
人 何 千年 と 生き て いる 間 に 術 を 体得 し 
た 狐 。 チ ー 姉 弟 の 正体 で も ある 。 姉 
| は 800 年 前 に 倒さ れ 、 殺 生 石 に 封じ 
られ た 。 弟 は 、 チ ー と し て 来 日 し 、 
に 姉 の 復讐 を 遂げ よう と し た 。 第 2 話 
リモ コン 下駄 で 目 を や られ 、 首 に か け て いた 妖怪 を 反物 
に 変え る 薬 の 入っ た 袋 を 取ら れ て し まう 。 そ の 楽 を 鬼 太 
郎 に 飲ま され 、 大 き な 反 物 に 。 井 戸 仙人 の 指示 に 従っ た 
鬼太郎 た ち に よっ て 、 鉛 の 箱 に 入れ られ て 埋め られ た 。 



































毒気 と な っ て 鬼太郎 に 詰め 寄る ! 
仲間 を 倒さ きれ 、 妖 怪 城 も 焼 か れ で し 
まっ た チー が 見 せ た 真 の 姿 。 直 尊 戦 
うこ と は な く 、 み ず か ら 巨 大 な 毒気 
と な っ て 、 じ わ じ わ と 上 鬼太郎 た ち を 
ニ 証 環 う 。 劇 | 最強 妖怪 ] 
能力 @ ど ん な 妖怪 も 死ん で し まう 毒気 と な っ て 、 鬼 太郎 た ち に 
迫る 。 毒気 は チー の 術 に か か っ た 者 に は 逆 の 働き が ある 。 
最期 @ チ ー の 使っ て いた 妖怪 を 反物 に し て し まう 丸 薬 を か けら 
れ 、 九 尾 の 狐 の 形 を し た 反物 に な っ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? | . 
人 百年 前 、 中 国 で 悪事 を 働き 日 本 に も や っ て きた が 、 主 策 介 革 
純 に 矢 を 射 られ て 石 を 擬 す 。「 妖 怪 反 物 ]。「 太 十 の 秘密 ] に も 登場 。 








































八 百 八 理 を 従え 、 日 本 を 刈 の 国 に し よう と し た 巨大 な 旬 
大 な まず や 岐 竜 (妖怪 獣 ) を 操り 、 日 本 を 狗 の 国 に し よう と 企 
む 八 百 八 狩 の 親分 。 工 事 に よっ て お 札 が 剥 お れん 、 こ の 世に 復活 
し た 。 政権 を 奪っ た 暁 に は 、 日 本 中 の 美人 を 集め て 狂 城 の お 手 
伝い と し 、“ 野 郎 は ソー セー ジ に "” し よう と し た 。 第 21、22 話 
能力 人 @ 鬼 太郎 の 問 に キス を し て 呪い を か け 、 裏 切っ た 鬼太郎 を 
旬 に し よう と し た 。 大 な まず を 封じ て いた 要 石 に 術 を か 
け 、 触 っ た 者 を 石 に 変え て し まう 。 
地 天 肌 痕 必 20 多 お 本 重り 4 導 02HE ま セ ま ク 。 























要 石 まで 登場 させ 日 本 を 脅す 

四国 か ら 遇 現し た 、 八 百 八 犯 の ボス 。 

独 た ち に 指示 を 貞 し 、 首 相 を 捕らえ 

て 日 本 を 征服 し よう と する 。 強力 な 

妖力 を 持ち 、 妖 怪獣 や 大 ナマ ズ 、 要 

石 を 操っ た 。 第 56、.57 話 

能力 で 数珠 に 念 を 和 近 め て 、 工 事 車両 を 中 に 浮か せ た 。 また 、 鬼 
太郎 に 呪い を か け 、 旬 に し よう と する 。 

最期 @ 妖 怪獣 と 大 ナマ ズ を 倒さ れ 、 八 百 八 狩 も 洞窟 の 中 へ 封印 
され る 。 力 を 失い 擬 太 郎 た ち に 潔く 負け を 認め た 。 

















マヌ ケ な 旬 電 法 を 制定 する 

八 百 作 撮 を 東 ね る 押 。 一 時 、 日 本 を 
征服 し 、 提 内 閣 を 発足 させ る 。 狗 写 
法 第 13 条 ・ 時 報 は すべ て 手 の 腹 吉 
第 14 条 ・ た ぬき う どん 、 た ぬき そば 
は 全面 禁止 らし い 。 第 110、111 話 

て 、 犯 の 県 り を か ける 。 妖力 で 、 野 意 

















能力 @ 鬼 太郎 に キス を し 
や 「 ナ マズ 神 」 を 操る 。 旨 石 に 結界 を 張っ て いた 。 
最期 @ 目 玉 お や じ が 用 意 し た 、 念 が 込め られ た 護符 に よっ て 、 

再び 封じ 込め られ て し まう 。 





原作 コミ ッ ク で は ? 
地上 を 美人 と 刈 だ けが 暮らす 「 旬 王国 ] に 変え よう と 企む 。 だ が 、 
目下 お や じ と ね ずみ が 男 の 手 に よっ て 再び 封 還 さ れ た 。 「 妖 怪獣 
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冠 狐 
K う <】 
じつは 天 狐 より も 格 上 (? ) の 妖狐 


ほとん ど が 御 先 稲荷 を 引退 し た 狐 。 狐 の 最高 格 、 御 先 稲荷 の 頂 

点 に 立つ 天 狐 が 現役 ゆあ を え に 上 の よう に 扱わ れ て いる が 、 引 退 し 

た 空 狐 は 大 神 狐 = 神 な の で 、 広 い 意 味 で の 最上 級 の 狐 と も いえ る 。 
デ せ 1 
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光る 妖力 し っ ぽ と 素早 い 動き で 鬼太郎 も ビン チ に 
地底 王国 に 住む 、 狐 の な か で 最も 偉い 天 狐 に 仕え る 妖狐 の ひと り 。 
七 王子 に ある 三 高 屋 ア パー ト の 屋上 に ある 、 お 稲荷 きん か ら デ パー 
ト を 見 守っ て いた が 、 リ ニュ ー ア ル で お 稲荷 さん が 取り 壊さ れ た た 
め に 私 っ て 出現 。 デ パー ト を 異 次 元 に 沈め て し まう 。 第 72 話 
能力 @ 狐 火 と と も に 現れ 、5 本 の 尻尾 を 使っ て 相手 の 首 を 絞め 
る 。 妖力 し っ ぽ を 回 転 きせ て 体 当たり 。 動 き が 素早 い 。 

最後 鬼太郎 を 食べ る が 、 鬼 太郎 が 腹の中 で 放出 し た 「 段 電気 」 
に 昔 し む 。 後 に 天 狐 が 現れ て お と な し く な る 。 























鬼太郎 を 相手 に 化け 勝負 
狐 の 中 で 、 も っ と も 位 の 高い 天 狐 に 
続く 階級 の 妖狐 。 地 水 火 風 を 操る 。 
地下 に 暮らし て いた が 、 ビ ル の 地下 
駐車 場 建 設 で 住み か を 追わ れ 、 工 事 
テテ を 中 止 する よう に 宣告 する 。 第 49 話 
能力 空中 を 高速 で 移動 。 鬼 太郎 の 上 の 毛 針 を 板 に 化け て か わ 
し 、 身 の 攻撃 を 軍配 団 記 に 化け て あお い だ 。 
最後 軍配 団扇 に 化け て 有利 に 見 えた 空 狐 だ っ た が 、 リ モコ ン 
下駄 で 殴ら れ タ ンコ ブ だ ら け に 。 













































鬼太郎 の 行く 手 を 阻む 五 人 衆 
妖狐 の 幹部 。「 空 狐 五 人 秦 ] と し て 
登場 。 地 下 工 事 を 侵略 と 勘 千 いし 、 
人 間 を 襲 う 。 天 狐 に 頼ら ず 、 自 分 た 
ち で 鬼太郎 を 倒 そ うと し た 。 和服 美 
| 人 に 変身 する 妖術 を 使う 。 第 18 話 
能力 女性 に 化け て 人 間 を 惑わ す 。 分 身 の 術 を 使っ て 敵 を 翻弄 
する が 、 分 身 に は 影 が な いと いう 玲 点 が ある 。 
最後 ⑯ 鬼 太郎 を 取り 囲み 苦し め た が 、 天 狐 が 一 騎 打 ち を 望ん だ た 
め 、 戦 い を 見 守っ た 。 鬼 太郎 に 負け た 天 狐 と 去っ て いく 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
原作 で は 化け は る こと に 加え て 、 地 水 火 風 を 自在 に 操る と と が で 
きる 。 見 た 目 は ほか の 狐 た ちと ほとん ど 変 わら な い 。「 天 狂 ] 
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kusakamaitachi 
曹 か まい た ち 
【 く さか まい た ち 】 
か まい た ちの 登場 し な い 七 不思議 


「 駒 止 堀 と いう 小さ な 堀 に 生え て いる 攻 は 、- な ぜ か すべ て 、 茎 の 
片側 に し か 茎 が 出 て いな か っ た と いう 、 江戸 の 噂 話 「 本 所 七 不 
思 議 ] の 「 片 葉 の 芋 ] が 元 ネ タ 。 か まい た ち 自 体 は 登場 し な い 。 


「 片 葉 の 章 」 で 鬼太郎 を 待ち 受け る 、 か まい た ち 
打倒 、 鬼 太郎 を 目指 
す ぬ ら り ひ ょ ん が 仕 
掛け た ワナ 「 本 所 七 
不 思 護 ]。 そ の 第 四 
の 不思議 「 后 葉 の 
華 の 刺客 と し て 、 
鬼太郎 を 細 っ た 妖怪 。 
空中 を 飛び 回 り 、 素 
早い 動き で 鬼太郎 を 
知 者 。 両手 の 鋭い カ 
マ と 、 革 の 葉 を 手 裏 
剣 の よう に 飛ば し て 鬼太郎 に 切り つけ る 。 衝 玉 郎 を 追い 詰め る 
が 、 カ メレ オン の 術 に よっ て 背後 を 取ら れ 、 オ カリ ナム チ で 木 
に 叩き つけ られ て 消 減 し た 。 第 108 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 本 所 ふじ ぎ 』 で 鬼太郎 を 朋 っ た 妖怪 。 武 器 は [ 葉 し ゅ り け ん 」。 鬼 








玉 郎 の 体内 原子 炉 か り の 熱気 を 受け 捕まる 。 「 族 怪 本 所 七 ふ し ぎの 巻 ] 





kushizashinVudol 


串刺し 入道 


【 く し ざし に ゅ うど う 】 








は くせ い 

動物 、 人 間 、 妖 怪 を 剥製 に ! 標本 コレ クタ ー 妖 怪 
きま ざま な 動物 を 剥製 に し 、 そ の 能力 を 自分 の も の に する 妖怪 。 
ね ずみ 男 を 使い 、 剥 製 に する た め の 人 間 を 調達 。 和 時 大 郎 に じゃ ま 
され る が 、 逆 に 鬼太郎 も 標本 に し て その 能力 を 手 に 入れ る 。 首 が 
抜け 、 首 先 に 付い た 巨大 な 人 針 で 相手 を 沖 刺 し に する 。 第 82 話 
能力 手 か ら 無 数 の 人 針 を 飛ば し て 攻撃 。 ム クロ を 操る 。 

最期 で 助っ人 に 現れ た か みな り の 放電 を 受け て 倒れ る 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 

迷い 込ん だ も の を 標本 に する 。 そ の 頭 は 、 胴 体 か ら 離 れ て 飛行 移動 。 
胴体 と 協力 し で 相手 に 襲い か か る こと も で きる 。| 申 ざし 入道 | 



























kushaminosel 


を 





鼻 か ら 出 て きた 小さ な “モノ” が 合体 !? 
水木 し げ る の 「 世 界 の 妖怪 100 話 ] に よれ ば 、 あ る 男 が くし ゃ み 
を する と 、 上 鼻 か ら 鬼 瓦 の 形 を し た も の が 4 つ 出 た 。 そ の 4 つ は 、 
共食い し て ひと つ に 。 最後 は 肌 に 付い て こぶ に な っ た と いう 。 








4 つ に 分 離合 体 が 可能 な 中 国 妖 怪 軍 の ひと り 

3 日 本 を 襲う 、 チ ー が 指 
揮 す る 中 国 妖 尾 の ひと 
り 。 黒 い 体 に 大 き な 目 
は 、 小 さき な バッ クベ 
アー ド を 思わ せる 。 
チー の いる 妖怪 城 に 攻 
め 込 ん で きた 日 本 妖怪 
た ちと 対決 。 機敏 な 動 
き で 、 ネ コ 娘 や 砂 か け 
小 ら を 翻弄 し た 。 劇 
「 最 強 妖怪 ] 

能力 @ 4 つ に 分 離 ・ 合 体 が 可能 。 1 4 サイ ズ と な り ネ コ 娘 を 攻撃 し た 。 
最期 @ 分 離し た と ころ へ 、 砂 か け 婆 の “合体 で き な い 砂 " を く 

ら う 。 合体 し よう と し て 爆発 し て し まう 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
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原作 に は 登場 し な ゅ 妖怪 


伸 の よい 河童 三 兄弟 の 長男 


鬼太郎 を 救う 大 活躍 


河童 淵 で 暮らす 、 ク ッ パ 、 コ ッ パ 、 パ ッ パ の 河童 三 兄弟 の 長男 。 


奥 の 沼 か ら や っ て きた カニ 坊主 が 、 淵 に いた 河童 た ち を 操っ 
て 復讐 を 始め た 。 困 っ た クッ パ た ち 三 兄弟 は 、 助 け を 求め て 上 鬼 
太郎 の 元 へ 。 鬼太郎 は 、 カ ニ 坊 主 に 果敢 に 立ち 向かう も 体 の 自 
を 奪わ れ て し まう 。 ク ッ パ 、 コ ッ パ 、 パ ッ パ の 三 上 兄弟 は 、 動 
け な く な っ た 系 太 郎 を 助け よう と 春闘 する 。 第 8 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
























































TV アニ メオ リ ジ ナ ル の 妖怪 。 











kuhireomni 


くびれ 児 
【 く びれ お に 】 
同心 に 首 を 括 れ と 迫る 悪霊 


江戸 麹町 に 現れ た と され る 幽霊 の 一 種 。 柴 田家 曲 編 「 随 健 辞 
典 奇談 異 開 編 」 に 掲載 され て いる 。「 同 心 が 誰か に 童 を 括る よ 
うに 命じ られ る 。 し か し 、 上 役 の 機転 で 同心 は 命 を 取り 留め る 。 
だ が 、 別 の 者 が 代わ り に 音 を 括っ た 」 と いう 物語 に 登場 する 。 
音 を 括 ら せよ うと する こと か ら 、「 総 第 」 と も 呼ば れる 。 
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ダク グ の 鬼太郎 











疲れ た 人 間 を 黄泉 の 国 へ と 誘う 顔 の 大 き な 悪 鬼 
現世 に 疲れ た 人 間 の 心 に 取り 居 き 、 黄 泉 の 世界 へ 連れ 込む 凶悪 
な 妖怪 。 黄泉 の 国 へ 俊彦 を 誘い 込み 、 紙芝居 屋 さ ん に 化け て 人 徐々 
に 俊彦 の 魂 を 奪っ て いく 。 ま た 、 地 獄 絵 図 血 座 及び 無断 公開 事 
件 の 法廷 で 、 検 事 側 の 証人 と し て 登場 。「 ひ どい 目 に あい まし た 。 
鬼太郎 は 妖怪 界 の 鼻 つ まみ も ん 」| と 証言 し た 。 第 19、46、70 話 
能力 @ 心 が 弱っ て いる 人 に 取り 開き 、 黄 泉 の 国 へ 誘う 。 黄 長 の 
国 で は 、 食 事 を する た びに 魂 が 削ら れ て いく 。 

最期 で @ 霊 毛 ち ゃ ん ちゃ ん こ に 包 ま れ 、 目 玉 お や じ と 砂 か け 疲 に 
「 偉 坊さん の いる 山 ] に 封じ 込め られ る 。 









































原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 。 
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ク ネ ユ スリ 更 
【 く ね ゆす り 】 
生け 垣 を 激しく 揺 す る が 姿 は 見 え ず 


県 仙北 郡 角 館 町 中 川村 に 伝わる 妖怪 。 音 だ け の 妖怪 で 、 姿 
0 「 く ね 」 と は 生け 垣 の こと 。 生け垣 を ひど く 播 する 









































と いう 。 人 小豆 を と ぐ 音 を 出す 小豆 洗い の 傍ら に いる と いう 説 も 。 


家 を 回 転 さ せる す ば し っ こい 妖怪 


小 人 の よう に 小さ な 妖 
怪 で 、 す ば し っ こく 床 
か ら 壁 も 天井 も 自在 に 
歩き 回 る 。 迷い 家 に 住 
む 倉 ほっ こと 納戸 婆 を 
ダマ し た 会 社 社 長 を 懲 
らし め る た め に 、 鬼 太 
郎 た ち が 台 集 し た 妖怪 
の うち の ひと り 。 家 を 
押し て グル グル と 回 転 
させ た 。 家 が 回 転 する 


























と 、 会 社 社長 ら も 一 緒 に 回 っ て 、 恐 怖 に 震え た 。 第 87 話 
能力 @ 床 か ら 砲 、 











天井 と 歩き 回 り 、 家 を 縦 に 回 転 き せる 。 





上 か コミ 





ッ ク で は ? 
原作 に は 登場 し 


kumootokno 


クモ 男 「 
【 く も お と こ 】 








口 か ら ※※ を 吐い て 鬼太郎 を つか まえ 殺 そ うと 企む 
ミミ ズ 男 、 サ ソリ 女 と と も に 「 首 狩り 三 人 抄 ] を 名 乗る 、 ク モ 
の 妖怪 。 ぬ ら り ひ ょ ん に 操 ら れ 、 鬼 太郎 を つか まえ て 殺 そ うと 

















し た 。 母 を 援 し に 地獄 に 来 た 鬼 太郎 を 待ち 受け 、 口 か ら 糸 を 吐 
いて グル グル 巻き に し 、 つ か まえ る 。 第 109、110 話 
能力 ⑯ 口 か ら 自 い 糸 を 吐き 出し て 、 相 手 を グル グル 巻き に する 。 





































































































最期 @ ちゃ ん ちゃ ん こ に 襲わ れ 、 自 分 の 糸 で グル グル 巻き に 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
凡 5 b 獄 が 場 間 界 と 地獄 の 中 
の 誤 魔 大 の 
* ら 
に っ 











kuPagBlnhinntama 


海 月 の 火 玉 
【 く ら け の ひ の た 3】 
ゼリー の よう に ドロ リ と し た 怪 火 


[ 三 州 奇談 ] に 出 て くる 怪 火 。 夜 道 を 歩い て いる と 、 光 りな が 
ら 前 方 か ら 漂 っ て くる 。 この 衣 7 の 800 義介 SSMW 9 
つけ た と ころ 、 真 っ 二 つ に 割れ て 、 そ の 片割れ が 顔 に ベッ タリ 
貼り つい た 。 それ は ね ば ね! ば し た 村 の よう で 、 赤 く 光 り 続 け て 
いた 。 目 を 開け る と 、 そ こ か ら 辺 り が 赤く 見 渡せ た と か 。 























炎 の 妖怪 五 人 陣 と し て 鬼太郎 に 召喚 され る こと 多 し 

くら げ の 姿 を し た 火の玉 の 妖怪 で 、 青 い 火 を 放っ て いる 。 敵 を 
倒す と き な ど に 、 ほ か の 笑 の 妖怪 と と も に 呼び 出さ れる こと が 
多い 。 第 35 話 で は 、 赤 舌 に 対抗 し よう と 、 化 火 や 天 火 た ちと と 
も に 鬼太郎 に 呼び 出さ れ た 。 赤 舌 の 腹の中 に 入っ て グル グル 回 
り 、 赤 舌 を 倒す 。 第 91 話 で は 、 ヒ ー 族 と 戦う た め に 集め られ た 














妖怪 の うち の ひと り 。 ほ か の 秋 の 妖怪 た ちと 攻め 込ん で いく が 、 
あっ と いう 間 に キ ー ホ ル ダ ー に され て し まう 。 第 94 話 で は 激 し 
く 燃 える ぬけ 首 の 顔 に 、 胴 体 を ドッ キン グ す る た め に 近づい て 
いく 。 第 35、91、94、 劇 「 最 強 妖怪 」 





ロ コミ ッ * は ? 


























kurahokkno 


倉 ば っ こ 
【 く ぼっ =]】 ご 
倉 に 住み 着い て 栄え させ る 「 倉 わら し 」 
岩手 県 遠野 で 伝承 され る 妖怪 。 倉 に 住む 子ども の 妖怪 で 「 倉 わ 


らし | と も いわ れる 。 座敷 章子 と 同じ よう に 、 倉 の 持ち 主 に 議 
運 を 授け る 。 倉 ぼっ こ が い な く な る と 、 と た ん に 家 運 が 傾く 。 












妖怪 病院 で 妖怪 の 病気 や 怪我 を 治す 医者 
弄 山 に ある 妖怪 病院 で 医者 を し て いる 。 全身 が 長い 毛 で お お わ 
れ た 、 ず ん ぐり むっ くり し た 妖怪 。 お っ と り と し た 穏 や か な 性 格 。 
第 96 話 で は 、 妖怪 樹 と ドラ キュ ラ が 狙っ て いる 「 ス ー パ ー 血 液 ] 
を 、 病 院 の 一 室 で 守っ て いる 。 が 、 あ っ さり 礁 われ て し まう 。 
第 102 話 で は 、 ア ラビ ア か らき た 魔女 ・ ジ ニヤ ー に よっ て 誠 拐 き 
れ そ うに な る 。 ジ ニヤ ー は アラ ビア の 魔王 の 娘 で 、 体 を 壊し た 
父親 の た め に 、 日 本 の 妖怪 医者 を アラ ビア に 連れ て 行こ うと し 
て いた 。 し か し 、 衝 太 郎 が ジニ ヤー と 戦っ て 勝っ た た め 、 つ か 
まっ て いた 倉 ほ っ こ は 解 放さ れる 。 第 96、102 話 











幸福 の 茶碗 を 授け る 慈悲 深い 妖怪 
迷い 家 に 納戸 疲 と 一 緒 に 住む 。 事 業 
に 失敗 し て 自殺 し よう と 迷い 込ん で 
きた 男 を 諭し 、 勇 気づけ る よう に お 
和 を あげ る 。 男 は 自殺 する こと を や 
め 、 再 び 頑 張っ て 生き る こと に 。 倉 
ぼっ こ か ら も ら っ た お 柳 か ら は 米 が いく ら で も 出 て 、 そ れ を 食べ 
て 必死 に 働い た 男 は あっ と いう 間 に 金 持ち に な っ た 。 そ の 話 を 聞 
いた 悪徳 社長 が 倉 ぼ っ この と ころ に や っ て くる が 、 同 じ よ うに お 
枕 を あげ て し まう 。 や や 抜け て いる が 、 優 し い 性 格 。 第 87 話 


“は ? 











































TE コミ ツ 


「 吹 消 婆 」 に 登場 。 ご ちら で は 、 披 太郎 と 太鼓 の ドン 子 が プ 


ロレ ス の 試合 を し を たと き に 、 観 客 と し て 観戦 ほし て いた 。 








glUPImaPlkKim 
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グル マル キン 
【 ぐ る まる きん 】 「 
二股 の 尻尾 の 猫 に 化け る 魔女 


猫 に 化け る イギリス の 晶 魔 で 、 サ バト (魔女 の 夜 懇 ) に 現れ る 。 
猫 に 化け た と き の 姿 で は 、 日 本 の 「 獲 又 ] と 同じ よう に 、 怖 必 
が 二 つ に 分 か れ て いる 。 健康 な 人 間 に と り 開 いて 生命 力 を 吸い 
取る な ど と いわ れる 。 シェイ クス ピア の 「 マ クベ ス 」 に 登場 し 
た こと で 、 そ の 名 を 世間 に 広く 知ら れる よう に な っ た 。 














































































































西洋 妖怪 四天王 の な か で 唯一 の 女 の 妖 怪 
西洋 妖怪 四天王 の うち の ひと り 。 尻尾 が 二股 に 分 か れ 、 ぶ ちの 
ある か わい い 獲 の 姿 に 化け て 第 太 郎 に 近づく 。 ぬ ら り ひ ょ ん と 
結託 し 鬼太郎 を 倒 そ を うと する 。 ゴーレム を 操っ て 鬼太郎 を 倒し 
か ける が 、 オ カリ ナ の 音 に 邪魔 きれ て 失敗 。 怒 っ た ぬら り ひ ょ 
ん に 妖気 を 吸い 取ら れ て し まう 。 第 97、98、99 話 
能力 で 尻尾 が 二股 に 分 か れ た か わい らし い 猫 に 化け る 。 ほ うき 
の 柄 に つい た 笛 を 吹い て 、 超 巨大 な 魔物 ゴー レム を 操る 。 
最期 @⑥ ぬ ら り ひ ょ ん の 持つ 「 妖 気 を 吸い 取る 鏡 ] に よっ て 妖力 
を 吸い 取ら れ て し まい 、 妖 魔 城 か ら 姿 を 消し て し まう 。 

















原作 に は 登場 な 妖怪 
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guUPBmlPim 
グレ ムリ ン 

【 ぐ で ぐれ む りん 】 
機械 を 故障 させ る いた ずら 好き な 小 人 
醸 い 小 人 の 姿 を し た 妖精 で 、 機 械 を いた ずら し て 遊び 、 う まく 


作動 で き な い よう に する 。 か つて は 人 間 に 発 明 の ヒン ト を 与え 
て いた が 、 な い が し ろ に され た た め 下 き を する よう に な っ た 。 

















ゴー ル 寸 前 で ガス 欠 に より 鬼太郎 に 敗北 

ね ずみ 男 が 主催 する 「 世 界 妖怪 ラリ ー 大 会 【 に 、 ン ソ連 代表 と し 
て 出場 し た 妖 尾 。 車 か ら 伯 を 発射 し 、 魔 女 の 車 を バン ク き させ る 。 
レー ス 半 ば で 水 虎 に 燃料 を 抜か れる が 、 竹 で 攻撃 を 仕返し 、 水 
虎 の 車 に も 穴 を 開け て 燃料 を 漏れ 出さ せる 。 と 、 漏 れ た 燃料 に 
ほか の 妖怪 の 車 が スリ ッ プ 。 そ の お か げ で 西洋 妖怪 代表 の 車 が 
五 重 衝突 を ……。 レース の 賞品 で ある 佐渡 島 が 欲し いた め 、 西 
洋 妖 怪 た ち は 共 同 戦線 を 張り 、 鬼 太郎 を 陥れ よう と する 。 最 終 
的 に 残っ た の は グレ ムリ ン 。 が 、 ゴ ー ル 直前 で ガス 欠 を 起こ し 
や っ て きた 鬼太郎 の 車 に 抜か れ て ジ ・ エ ンド 。 第 54 話 
































魔女 の 次 に レー スリ タイ ア 

西洋 妖怪 の うち の ひと り で 、 青 い 体 
に 牙 の 突き 出 た 口 を し て いる 。 日 本 
で 開催 され た 「 妖 怪 ラ リー」 に ソ連 
代表 と し て 参加 。 ラ リー 開始 早々 

由 。 先頭 を 走る 魔女 の 車 の 屋根 に 飛び 乗 
り 、 力 ずく で 魔女 を 放り 出す 。 そ の 人 後 、 先 頭 を 走る が 、 ア メリ 
カ 代表 の バッ クベ アー ド に 抜か れる 。 バ ッ ク ベ アー ド は 、 振 り 
向き ざま に 目 か ら 光 線 を 発し て 、 グ レム リン を 攻撃 。 グ ダレ ムリ 
ン は 、 車 ご と ガードレール を 突き 破っ て 海 に 落ち る 。 第 51 話 





























「 折 怪 ラリ ー」 [死守 江 | に 登場 。 原作 で も や は り 、 コ ー 


ル 寸 前 で ガス 欠 ど な っ て 鬼太郎 に 抜か が れ で し まう 。 
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kuPoikyodainaVoukal 


黒い 巨大 な 妖怪 


【《 ろ いき ょ だ いな よう か vJ 





妖怪 の 街 で 水木 し げ る に ぶつ か っ た 廃物 

名 前 は シナ リオ か ら 。 漫画 家 の 水 木 し げ る が ネタ に 詰まっ て 喫茶 
店 を 訪れ る と 、 そ こ に は 鬼太郎 と ね ずみ 男 が いた 。 ふ た り を 家 に 
連れ て 帰る と 、 怪 気象 が 起こ り 妖 怪 が 次 々 訪れ る 。 水木 が 外 に 出 
る と 、 調 布 の 街 は 妖怪 の 街 と 化し て いた 。 そ こ を 水木 が 歩い て い 
る と き に 、 前 か ら 来 て ぶつ か っ た 妖怪 。 黒 く て 巨大 で 毛 が 生 えて 
いる 。 水木 に 「 気 を つけ て ちょ うだ いね 」 と 言う 。 第 58 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
「 懇 車 」 に 登場 。 原 作 で は 水 本 と 森 の 中 で ぶつ か っ て いる 。 
水木 に 「 気 を つけ て ね | と 告 け で いる 。 2 コマ の み 登 場 。 























kur0kaihutsl 


【 く ろか いぶ フ 】 
お じ さ ん に 逃げ て いく 怪物 た ち 
藤沢 衛 彦 が 「 妖 怪 画 談 全 集 支 邪 往 』 に 紹介 。 2 匹 の 黒い 怪物 か 


ら 人 逃げ ば て いた 青年 が 、 新た な 怪物 と 遭遇 。3 匹 の 怪物 は 大 乱闘 に 。 
そこ に 叔父 が 来 て 杖 を ふり あげ る と 、 怪 物 は 逃げ ば て いっ た 。 











図体 は で か い が 敵 を 殴る だ け で あっ と いう 間 に 退 散 
中 国 妖 怪 チ ー の 手下 。 
真っ 黒 で 、 巨 大 な 体 
を し た 妖怪 。 日 本 の 
妖怪 軍団 が チー の 城 
に 攻め 入っ た と き に 、 
これ 迎え 撃つ 。 鉄 の 
棒 を 片手 に 持っ て お 
り 、 そ れ で 子 潤 き 倫 
の 頭 を 殴る が 、 石 に 
変身 きれ て 失敗 。 劇 
| 最 巫 妖怪 」 
能力 体 の 大 き さ を 変え る こと が で きる 。 怪力 で 鉄 の 棒 を 振り 
回 し 、 相 手 を 殴り つけ る 。 
最期 で 鬼太郎 の 毛 針 で 目 を つぶ され 、 画 度 と ぶつ か り 消 減 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 























原作 に は 登場 し な い 妖 怪 。 














kuPokamikiri 


り 里 髪 切 


【〈 く ろか みほ り 】 
夜道 で 髪の毛 を バッ サリ 切り 落と す 妖 怪 


正体 は 不明 で 、 男 女 問わ ず 人 の 髪の毛 を 切っ て し まう 妖怪 。 夜道 
を 歩い て いる と 髪の毛 を 根元 か ら バ ッ サ リ 切 られ る が 、 切 られ た 
本 人 は 気づか な い 。 髪の毛 は 束 に な っ た まま 道 に 落ち て いる そう 。 


葛藤 し つつ 仲間 の 髪の毛 妖怪 を 倒す 正義 の 妖怪 

人 間 の 冶 の 毛 を 食べ て 
生き る 髪の毛 妖怪 の う 
ちの ひと り 。 悪 き を す 
る 妖怪 で は な く 、 同 じ 
髪の毛 妖怪 の 仲間 で 人 
間 の 魂 ま で 奪っ て し ま 
う 鬼 髪 を 、300 年 前 に 
封印 。 鬼 髪 が 現代 に 
蘇 っ た た め 再 び 封 印 す 
べく 立ち 向かう 。 年 を 
取り カカ が 誤 え て いた が 、 
鬼太郎 た ちの 毛 を 食べ て パワ ー ア ッ プ を 果たす 。 第 112 話 

能力 @ 圭 毛 すら 噛み 切る こと の で きる 鋭い 歯 で 鬼 髪 の 髪 を 切る 。 
最期 @ 鬼 愛 を 押さ え 込 ん で 、 清 め の 疾 を 受け 鬼 髪 と 一 緒 に 消 減 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
| カニ 妖怪 | [妖怪 危機 一 髪 」 に 登場 こち ら で は | 黒髪 屋 | そい 
93 店 を 営ん で いた 。 























、 髪 の 所 で 服 を 作っ て 


keiten 


刑 天 


【 け いて ん 】 
首 を 切ら れ て も 戦っ た 中 国 の 巨人 


中 国 神話 の 妖怪 。 元 は 人 間 の 姿 を し た 巨人 だ っ た が 、 敵 の 黄帝 
に 立ち 向かい 頭 を 切り 落と きれ る 。 そ れ で も 刑 天 は 、 両 乳首 を 
目 に へ そ を 曰 に し て 戦い 続け た 。 刑 天 は 「 頭 を 切り 落と す 」 の 意 。 








鬼太郎 た ち を キョ ン シ ー に し て 操る い ば り ん 坊 妖怪 
中 国 で も 一 二 を 争う 
耕 れ 者 。 支配 欲 が 強 
く 、 人 を 半 気 で だ ま 
す ズ ルイ 性 格 。 長 い 
間 、 封 印 さ れ て いた 
が 、 況 棒 に 盗ま れ て 
日 本 へ 運ば れ 、 復活 
し た 。 怪 光線 を 出し 
て 、 彼 太郎 の 仲間 を 
次 々 と キョ ン シ ー に 
する 。 第 102 話 
能力 ⑯ 怪 光線 を 出し て 相手 を キョ ン シ ー に し て し まう 「 キ ョ ン 
シー の 術 」。 品 から 炎 、 目 か ら 光 を 出し て 相手 を 石化 。 
最期 オカ リナ の ムチ で 護符 を 人 額 に 貼ら れ 、 再 度 封印 され た 。 
コミ リン て だ 


























| 原作 に は 登場 じ な い 捧 怪 。 
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ぐ わ ご 


【 ぐ わこ ご ぜ 】 
人 食い 的 と な っ て 人 を 食らう 悪者 の 霊 鬼 


鳥山 石 燕 の 『 画 図 百 鬼 夜行 ] に 描か れる 。「 元 興 寺 」 と 書い て 「 が 
ご ぜ 」 と 読む 。 奈良 の 元興寺 の 鐘楼 に 住ん で いた 人 食い 鬼 の こと 。 
正体 は 、 こ の 世 で 悪事 を 働い て 死ん だ 者 の 霊 披 と いう 。 

















和 


妖怪 皇帝 に 仕え 国会 議事 堂 を 乗っ 取っ た 

條 気象 を 使っ て 東京 を 乗っ 取 ろ うと 企む 、 妖 怪 た ちの 総理 大 臣 。 

妖怪 皇帝 に 仕 を て いる 。 娘 ・ カ ロリ ー ヌ を 使っ て 鬼太郎 を お び 

き 出し 、 遼 車 に 攻撃 きせ て 石 に し て し まう 。 さ きま ざま な 部 妖怪 

を 操っ て 鬼太郎 を 襲わ せる が 、 自 分 に は と くに 能力 は な い 。 吾 

に は 優し く 、 ふ た り で 妖怪 帝国 で 幸せ に 暮らす た め に 旦 淀 に 

従っ て 人 間 た ち を 襲 っ た 。 劇場 版 「 異 次 元 」 

最期 @ 娘 ・ カ ロリ ー ヌ を 騰 車 に ひき 殺さ れ 、 妖 公 旦 帝 を 恨ん で 殺 
そう と する が 、 剣 で 顔 を 切ら れ 、 国 会 議事 堂 の 屋根 か ら 落 下 。 



































妖怪 の 総理 大 臣 と し て 水木 宅 へ 
妖怪 の 国 の 総理 大 臣 。 怪 気象 を 起こ 
し 、 調 布 を 妖怪 の 街 に し よう と 企 き 。 
水木 し げ る の 家 を 国会 議事 堂 に し 、 
そこ で 悪 の 政治 を 行 お うと し た 。 カ 
ロリ ー ヌ と いう 娘 が いる 。 第 58 話 
能力 で 尾 気 象 定着 装置 の 脆 車 を 操り 、 東 京 上 空 を 怪 気象 で 覆 わ 
せ た 。 脆 車 に 命令 を し 、 鬼 太郎 を 襲わ せ て 石 に し た 。 
最期 @ 目 玉 お や じ を 飲み 込ん だ と ころ 、 脳 を 支配 され て し まう 。 
鬼太郎 に 騰 車 を 攻撃 され 、 怪 気象 と 一 緒 に 消え る 。 






































人 間 の 妄想 を 吸い 取っ て パワ ー に 
妖怪 王国 を 建設 する た め 人 間 の 妄想 
や 欲望 に 取り つき エネ ルギー を 吸い 
取る 。 木 水 し げ る の 妖怪 を 見 た いと 
いう 欲望 を 満た す 。 | 妖怪 総理 大 臣 」 
と いう 名 刺 を 持つ 。 第 70 話 
能力 @ 怪 気象 に より 街 を 混乱 きせ 、 妖 怪 の 街 に 変え て し まう 。 
マン ガ 家 木 水 し げ る 宅 に 入り 込み 、 鬼 太郎 を 石 に する 。 
最期 @ 目 玉 お や じ を 飲み 込ん で 、 コ ント ロー ル さ れる 。 石 か ら 
戻っ た 鬼太郎 が ちゃ ん ちゃ ん こ を 投げ 、 天 に 消え る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 騰 車 」 [妖怪 本 所 七 ふ し ぎの 巻 ] に 登場 。[ 騰 車 ] で は 、 





























目玉 お や じ に 脳 を 乗 っ 取ら れ た 後 、 物 言わ ず に 去っ て いく 。 








keukBegel kemBedama 


毛羽 毛 現 毛 目 下 


【 け うけ げん 】) 【 け め だ ま 】 
じめじめ し た 縁 の 下 か ら 不幸 を 搬 き 散ら す 


鳥山 石 務 の 『 今 普 百 鬼 拾 遣 】 に 描か れ た 、 全 身 が 毛むくじゃら 
の 妖怪 。 縁 の 下 な ど 、 家 の 周辺 辺 の じめじめ し た 場所 に 住み つき 、 
その 家 に 疫病 や 不幸 な ど を も た ら す と も いわ れ て いる 








『 も 
1 に 


幸 。3 

































































に | 
4 

人 の 列 を に えて 大 の 人 を 

全身 長い 毛 に 包ま れ た 妖怪 。 人 間 に に 杉 いか ぶさ っ て 現 を 抜き 
2 に 変え て し まう 。 昔 は 妖怪 と 恐竜 が 共存 し 、 

し く 甘 ら し て いた が 、 人 間 が 生ま れ て 恐 意 た ち は 死 に 絶え て し 

まっ た 。 人間 は 魂 の な い 冷 た い 生き 物 ば か り 作る 現実 を 嘆き 、 
人 間 の 魂 か ら 恐 竜 を 作り 太古 の 世界 を 再現 し よう と し た 。 第 17、 髪の毛 を 操っ て 村人 を 醸 う 撃 様 に 仕え る 妖怪 
91 話 、 劇 「 最 強 妖 企 」 姿 か た ち が 目 王 お や じ に そっ くり の 、 目 玉 の 妖怪 。 そ の 風体 か 
最後 @ 巨 大 な 鵜 に 乗り 鬼太郎 と 戦う が 、 芝 童 に きれ た 子ども た ら わ か る と お り 、 日 下 お や じ の 親戚 で も ある 。 頭 の 部 分 を ぐる 

ち が 人 間 の 友だち に 親 し げ に する 様子 を 見 て 改心 する 。 り と 取り 囲 な よう に 、 グ レー の 毛 が 生 を て お り 、 ぴ ょ ん ぴょ ん 


と 跳ね る よう な 歩き 方 を する 。 と くに 悪さ を する 妖怪 で は な く 、 
子ども た ち を さら っ て 悪 竜 に ! ある 将 の 神社 に 礼 ち れ て いる 抵 様 に 仕え る 神主 。 碗 様 の 言葉 を 
東北 電 を し ゃ べ る 毛 だ ら け の 妖怪 。 その まま 人 間 た ち に 伝え る 役割 を する 。 第 72 話 で は 、 髪 様 と 一 
人 間 の 文明 を 嫌い 太古 の 世界 を 復活 緒 に うら ぶれ た 神社 の そば に ある 洞窟 の な か に 住ん で いた 。 そ 
し よう と 企む 。 子 ども の 魂 を 抜き 、 の ころ は 、 島 も 寂れ て き て お り 、 鳥 民 か ら の 圭 納 品 も 洋 っ て い 
それ を 使い 迷 竜 を 生き 返ら せる 。 毛 る 状態 で あっ た た め 、「 最 近 村 人 に 大 切 に され な く な っ た ]| と 広 | 
を 踏む と 本 体 も 誰が る 。 第 55i る 美 様 の 言葉 を 、 村 人 た ち に 伝え を に いく 。 そ の 一 生 懸 命 の 言動 
能力 @ 毛 を 飛ば し 、 子 ども の 魂 を 抜く 。 そ の 魂 を 化石 に 吹き 込 
ん で 、 恐 竜 を 生き 返ら せ た 。 ふ ら り 火 に 乗っ て 空 を 飛ぶ 。 
最後 人 @ 和 鬼太郎 の 催 眼 術 に か か り 捕まる 。「 人 間 に は 話 き な い 」 と 
いう 鬼太郎 の 言葉 を 信じ て 山奥 へ と 帰っ て いく 。 














か ら 、 律 儀 で 忠義 立て する 性 格 で あり 、 髪 様 へ の 互 誠心 は 非常 
に 高い こと が 伺え る 。 第 91 話 で は 、 ヒ ー 族 と 戦う た め に 集まっ 
た 妖怪 の ひと り と し て 登場 。 し か し 戦闘 力 は 皆無 に 等 し いよ う 
に 見 える 。 第 72、91 話 

















自然 破壊 を 行う 人 間 に 仕返し を 
動物 の 毛 や 鳥 の 羽 で で きた 妖怪 。 第 
11 話 で は 、 霊 山 に 封 し られ て いた が 、 
ね ずみ 男 が お 札 を 外し た た め 復 活 す 
る 。 自然 を 壊す 人 間 に 対 し て 森 の 動 た 姿 。 生 け 顎 に 逃げ られ 、 村 人 が 自分 
物 た ち を 代表 し て 敵 り 、 が し ゃ どく 田 に 散 意 を 払わ な く な っ た と 怒り だ し た 
る を 操り 人 間 を 襲わ せる 。 第 106 話 で は 、 妖 怪 ノ イロ ー ゼ 胡 様 が 、 村 人 へ さま ざま な 要求 を する と き 、 そ れ を 村人 へ 伝 


髪 様 の 言葉 を 人 間 に 伝 える 

四国 の 沖ノ島 に 祀っ られ て いる 髪 様 に 仕 
える 神主 。 髪 様 と 村人 と の 橋渡し 役 を 
行う 。 目 玉 お や じ に グレ ー の 毛 が 生 え 

































































に か か っ た 鬼太郎 の 夢 の 中 に 登場 し た 。 第 11、106 話 え に い く 。 ね ずみ 男 を ダマ し て 生け 賞 に し た 。 第 9 話 
NRN と する が ね ずみ 男 に 止め られ 、 能力 Q 手 か ら 光 線 を 出し て 相手 に 浴び せ 、 相 手 を 自分 の ほう に 
鬼太郎 が 人 間 を 改心 させ る と いう 約束 に より 予 を 収め る 。 引き 寄せ る 。 逃げ よう と し た ね ずみ 男 に 浴び せ た 。 


原作 コミ 


ッ ク で は ? は ? 
































0 で 甘 旬 は 、 シ ルク ハッ ト 旬 を 見 る の じゃ 


kePakerannma genshisaH 


ケラ ケラ 女 名 原始 さん 
【 け ら けら お ん な 】 【 け ん は ん 
ケラ ケラ 笑い な が ら 道 行く 人 を 訪 か せる 


着物 を 着 た お た ふく 顔 の 巨大 な 女 の 姿 で 現れ 、 寂 れ た 道 を ひと 
り で 歩く 人 間 を 驚か せる 。 ケ ラ ケ ラ 笑う 声 が する の で 振り 返る 
と 、 巨 大 な 女 が その 者 を 上 か ら 見 下ろ し て 笑っ て いる と いう 。 


呈し た 子供 み ウ し 和 の の 電 人 し の お だ れ 天 る 
巨大 な 女 の 妖 怪 。 着 70' 
物 を 着 で いつ も ケラ 人 
ケラ だ 笑っ て いる 。 
笑い を 忘れ た 子ども 
た ち を か わい そう に 
思い 、 ね ずみ 男 を 
W 使っ て 笑い の 世界 に 
子ども た ち を 連れ て 還 粒 還 
いく 。 鬼太郎 に 倒さ 
れ て 自分 が 間違っ て 
いた と 反省 。 第 95 話 
能力 @ 突 風 を 巻き 起こ す 。 手 下 の 妖 怪 ヘ へ ン ラ ヘ へ ヘラヘラ を 使い 人 
を 混乱 きせ る 。「 笑 い 粉 ] を まい て 相手 を 笑わ せる 。 
最後 @ 鬼太郎 が 口 に 飛び 込み 腹 で 暴れ 回 る 。 涙 を 流し て 降参 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 け ら け ら 女 」 に 登場 。 こ ちら で は 子ども た ち に 変 な 笑い 方 
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に 3 









に を 教え たり 、 笑 い 昌 を 使っ て 襲う な ど 悪 事 を 行う 。 





kooni 


了 鬼 | 
【 と 撤 に 】 ( EE 
隊 陽 師 が 紙 や 動物 に 湖 依 させ て 操る 


平安 時 代 に 盛 隆 を 極め た 、 陰 陽 道 を 操る 陰陽 師 が 使っ た 鬼神 や ニー 


情 圭 。 こ れ ら の 精 圭 は 「 式 神 ] と いわ れ た 。 陰陽 師 は 式 神 を 紙 本 っ っ 聞 に 緑 < エコ "な 
や 人 形 、 動 物 な ど に 旦 依 さ せ て 操っ た り 、 人 間 の 次 を と ら せ た 。 東京 を あっ と し う 間 に 緑化 し た ョ ヨ な 妖怪 回 
豪 伺 に 「 ワ ハ 、 ワ ハ ] と 笑う 、 原 始 人 の 姿 を し た 大 巨人 。 目玉 お や 


皿 に か けら れ た ま じ な い に よっ て 出現 し た 鬼 の 幻影 じ が 妖怪 図書 館 で 調べ た と ころ に よれ ば 、 破 壊 き れ か けた 自然 が 、 













































































その 精気 を 巨人 の 形 に 集め 、 人 間 の 手 より 緑 と 自然 を 回 復 し よう と 

放し する 妖 任 だ と いう 。 別名 「 え ころ 葉 」 と も いう 。 ど こ か ら と も な く 
し 現れ 、 今 々 し く 東 京 の ビル を 壊し て 回 っ た が 、 そ の 後に 土 を 運ん で 

ド Ye 種 を 放 き 、 自 然 を 生か し て 人 間 の 住み や すい 環境 を 作っ て いっ た 。 





体 長 15cm ほ ど で 、 

グレ ー の 体 に 紫色 の 
知 を 出し て いる 。 妖 
怪 で は な く 、 吉 い 道 
臭 に まじ な い を か け 
| て 作り 出さ れ た 幻影 。 


日 本 政府 と の 間 に ま と まっ た 約束 に 基づい て 、 山 手 線 の 内 側 を 緑 の 
ニュ ー タ ウン と し て 原始 の 街 を 残し て 行き 、 そ の 代わ り 山 手 線 の 外 
側 に は 手出し は し な い 。 そ れ に より 、 山 手 線 の 内 側 は ビキニ 姿 の 女 
性 や 原始 人 さながら の 風体 の 男性 な ど が 溢れ 、 あ た か も ヌー ディ ス 
ト 村 よろ し く 、 原 始 の 世界 へ 帰っ た か の よう に な っ た 。 第 40 話 。 












































| 式 神 を 操る 陰陽 師 に 能力 で 草木 の 種 を 笑い て 育て 、 丸 の 内 、 東 京 、 赤 坂 な どの 都心 
ミ よっ て 、 小 学校 の 校 を た っ た の 1 日 で 、 本 来 の 自然 の 姿 に 戻し た 。 
庭 に 出現 し た 。 十 数 匹 が いっ ぺん に 登場 。 第 101 話 最後 @「 い つか きっ と 人 間 は 一 人 残ら ず 後 悔 す る 」 と 語り 、 人 間 
能力 @ 特 殊 な 能力 は な い 。 鬼太郎 を 多数 で 地面 に 押さ きえ つけ る 。 に は 自然 の あり が た き が わか ら な い 、 と 海 へ 帰る 。 
最期 @ 校庭 に 埋め られ て いた 皿 を 掘り 返し 割っ た ら 消 滅 し た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? * は ? 
上 た 以外 の 水木 作 広 迷 まん | に 三次 然 現れ 、 10 年 か け 
で 東京 を 原始 の 街 に 作り 変え た 。 最 後 は アメ リカ に 請 わ れ て 飛ぶ 。 





原作 に は 登場 ちな い 括 怪 。 
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こう も り 独 


【 に こう も り れ ね に こ 】 



































































































な ん と し て も アメ リカ 妖怪 大 統領 に な る た め に 日 本 へ 
アメ リカ の 妖怪 大 統領 選 で 、 バ ッ ク ベ アー ド に 1 票 差 で 敗れ た 妖 
怪 。 ふ だ ん は 帽子 を か ぶっ た 人 間 の 男 の 姿 で 、 攻 撃 時 な ど に 羽 
の 生え た 猫 の 姿 に 変身 する 。 ず る 賢く 、 支 配 欲 の 強い 性 格 。 な 
ん と か 大 統領 に な り た いと 日 本 に や っ て き て 、 葬 頭 河 婆 に 協力 
を 仰ぐ 。 お り し も 、 日 本 で は ある 博士 が 「 浴 びる と 年 寄り に な っ 
て し まう 」 浦島 太郎 の 玉手 箱 と 同じ 煙 を 発明 。「 そ れ を 使っ て 大 
統領 に な れ 」| と 葬 頭 河 婆 は こう も り 猫 に 指示 し 、 大 統領 に な っ 
た 暁 に は 、 自 分 を 日 本 の 妖怪 の ボス に する と いう 約束 を させ る 。 
が 、 擬 太郎 に 阻止 きん て あえ な く 退 散 。 第 46 話 
能力 ⑯ 口 か ら 煙 を 吐く と 吸血 象 が 登場 。 ふ だ ん は 人 間 の 姿 を し 
て いる が 、 攻 撃 の 際 に は 羽 の 生え た 獲 の 姿 に 変わ る 。 
最後 @ 玉 手箱 を 持っ て 飛ん で 逃げ ば よ うと し た と ころ 、 ち ゃ ん ちゃ 
ん こ に 環 わ れ 落 下 。 子 泣き 舘 に の っ か られ て 降参 する 。 


























日 本 の 妖怪 大 統領 を 目指 す 
アメ リカ の 妖怪 。 維 の 河原 を 散歩 中 、 
葬 頭 河 疲 に | 日 本 の 妖怪 大 統領 に し 
て や る か ら 玉 手箱 を 盗ん で こい | と 
言わ れ 玉 手箱 を 盗む 。 催 眠 術 を か け 
て 鬼太郎 に パン を 盗ま せ た 。 第 53 話 
能力 @ 爪 と 牙 で 江 い か か る 。 空 を 飛び ちゃ ん ちゃ ん こ を 追う 。 
口 か ら 気 体 を 出す と 、 吸 血 象 が 登場 。 催 眠 術 を か ける 。 
最期 @ ち ゃ ん ちゃ ん こと 格闘 。 頭 に 石化 し た 下駄 が 落ち て ダウ ン 。 
人 類 老化 の 煙 で 満た され た 維 の 河原 に 閉じ 込め られ る 。 























バッ クベ アー ド ら と 上 鬼太郎 を 攻撃 

1 妖怪 四天王 の 一 匹 。 ぬ ら り ひ ょ ん と 

結託 し て 鬼太郎 を 倒 そ うと する 。 妖 

魔 基 に 乗り 込 ふ うと する 鬼太郎 を 待 

ち 受 け て 攻撃 。 鬼 太郎 の 妖気 を 吸い 

必 っ た 。 第 97、98、- 99 話 

能力 代 空 を 飛び 、 爪 を 立て て 間 う 。 妖 気 を 吸い 取る 妖魔 を 服 の 
裏 に 忍び 込ま せ て 、 上 鬼太郎 の 妖気 を 吸い 取っ た 。 

最期 や ぬらりひょん と 仲間 割れ 。 妖 気 を 吸い 取る 鏡 を 向け られ 、 
ぬら り ひ ょ ん に 妖気 を すべ て 吸わ れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
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kOMuPyl 


で 

時 章 。 

【 に うり ゅ う 】 き 宙 

中 国 十 来 の 竜 と 蛇 の 中 間 の よう な 括 尾 


中 国 古 来 の 竜 の 一 種 。 長 さ は 約 3m で 、 虹 に 似 た うろ こ を 持つ 。 
四 足 で 広い 盾 の よう な 顔つき 。 野 が 山 穴 に 隠れ て し ば らく し て 
変化 し 、 竜 に な っ て 海 に 入る と も いわ れ て いる 。 











激しく 暴れ て 東京 の 街 を 破壊 し まく る 巨大 怪獣 

八 百 八 独 が 出現 させ た 「 第 二 の 月 ] か ら 生ま れる 。 巨 大 な 体 に 

鋭い 牙 を 持ち 、 二 本 足 で 地面 を 歩く 。 土 の 中 や 海 に も 潜っ た 。 

また 、 劇 場 版 で は 、 南 方 妖怪 の 配下 と な り 海上 で 鬼太郎 た ち に 

襲 いか か っ た 。 第 56、57 話 、 劇 「 ゲ ゲ ゲ の 此 太 郎 ] 

能力 @ 目 か ら 出 す 光 線 で 何で も 燃やし て し まう 。 地 中 に 浴 る 。 
海 を 自在 に 泳い で 、 牙 や 巨体 で 敵 を 攻撃 する 。 

最期 @ 第 57 話 で は 、 何 で も 溶かす 胃液 に な っ た 鬼太郎 に 溶かさ 
れる 。 劇場 版 で は 、 オ カリ ナ で 刺さ れ て 船 に 激突 。 























刑部 刈 の 命令 に より 暴れ まく る | 
八 百 八 濁 の 守護 神 。 第 二 の 月 か ら 出 現し 、 
自衛 隊 の 攻撃 が 効か な い 。70 年 生き た 蛇 
が 展 気 楼 の 中 で 卵 を 産み 、 そ の 卵 か ら 生 
まれ て 地下 に 入り 数 百年 経つ と 天 に 昇り 
2 了 和 SA 岐 童 に 。 第 21、22 話 

目 か ら 怪 光線 を 出し 、 挿 太郎 に 幻覚 を 見 させ る 。 ま た 、 
鋭い 下 の は えた 口 で 鬼太郎 を 食べ よう と する 。 

最期 巨大 な 足 で 鬼太郎 を 踏み つぶ す が 、 擬 太郎 が 「 ど ん な も 

の で も 溶かす 液体 ] に 変化 。 溶 け て 白骨 化し て し まう 。 


















能力 で 























目 か ら の 光線 で 幻影 を 見 させ る 
、 東京 上 空 に 現れ た 第 二 の 月 か ら 出 現し 
引 た 巨大 な 妖怪 。 東 京 湾 か ら 上 陸 し 、 街 
を 破壊 し た 。 地面 を 掘り 、 地 中 に 姿 を 
消す 。 刑 部 刈 の 命令 で 再び 地上 に 現れ 、 
き 鬼太郎 を 襲 う 。 第 110、111 話 
能力 人 @ 日 か ら 光 線 を 出し 、 浴 び た も の に 隼 気 楼 を 見 させ る 。 鬼 
太郎 は 花畑 の 幻影 を 見 て 、 岐 竜 に つか まり か か る 。 
最期 @ 鬼 太郎 を 足 で 踏み つぶ す が 、 衝 太 郎 の 胃液 で 急速 に 溶 か 
きれ て いく 。 骨 だ け に な っ て 倒れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


妖怪 畑 ] | 婦 % 寺 ジン いっ 19 と 中 も 
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ゴー レム 誠に 
に ー れ ね 】 
自分 を 食っ た 人 間 に の み 従 う 土 の 人 形 


ユダ ヤ 教 の 伝承 に 登場 する 泥 人 形 。 自 分 を 作っ た 人 間 の 言う こ 
と だ け を 聞く 。 忠実 な し も べ に な る が 、 操 る に は さま ざま な 制 
約 が あり 、 守 ら な いと 凶暴 化す る こと も 。 主 に 土 か ら 作 られ る 。 




















グル マル キン に 操 ら れ て 鬼太郎 た ち を 踏み つぶ す 

| 西洋 妖怪 四天王 の ひ 
と り で ある グル マル 
キン が 操る 、 巨 大 な 
魔物 。 ほ うき の 柄 に 

| 付い て いる 笛 を グル 
マル キン が 吹く と 、 

















を 攻撃 する 。 恐 山 に 
乗り 込ん で き て 鬼 太 
。 郎 た ち を 踏み つぶ そ 
うと し た 。 き さら に 、 
鬼太郎 を 両手 で 押し つぶ そう と する 。 第 97 話 
能力 グル マル キン の 吹く 笛 の 音 に 従い 、 怪 力 を 駆使 し 暴れ る 。 
最期 ぬら り ひ ょ ん が 倒さ れ て 妖魔 城 が 崩れ 、 そ の 下敷 き に 。 
原作 コミック で は 2? 


原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 。 



































子 河間 


【 に が っ ぱ 】 


河原 や 水辺 に 現れ る 。 子 ども の 伝承 も 多 し 


日 本 全国 で 伝承 され る 水 の 妖 怪 。 地 域 に よっ て きま ざま な 呼び 
名 が ある 。 同時 に 、 そ の 外見 も 地方 に よっ て 合 い が あ り 、 頭 に 
皿 が な い 亀 や 、 す っ ぽん に 似 た も の な ど さ ま ざま 。 








平和 な 河童 村 に 住ん で いる 温和 な 河童 の 子ども 
河童 村 に 住む 河 意 の 
子ども 。 お と な し く 


一 目 入道 と いう 皿 が 
目玉 に な っ て いる 凶 
困 な 河童 の 一 家 が 間 
う 。 が ん ぎ 人 小僧 が 率 
先 し て 戦う が 、 ね ず 
み 男 は その 様子 を 見 
て いる だ け で 戦わ な 
い 。 そ の と き に ね ず 
み 男 の 肩 を 叩き 、「 お じ さ ん は や ら な い の ? | と 言っ た 。 一目 入 
道 に 敗れ て が ん ぎ 小 僧 は 連れ 去ら れる が 、 鬼 太郎 と その 仲間 た 
ちと 河童 が 村 を 救う 。 第 42 話 

原作 コミ 











ッ ク で は ? 





原作 に ほ 登 場 し な 





その 意思 に 従っ て 敵 








て 温和 な 河 章 た ち を 、 














か に 坊主 か ら 鬼 太郎 を 救い 出し た 河童 の 3 兄弟 

河 章 浅 に 住む 河童 3 兄弟 の 次 男 。 か に 坊主 に よっ て 、 お か し くさ 
れ た 仲間 た ち を も と に 戻し て くれ と 鬼太郎 に 助け を 求め に くる 。 
事件 が 起き た と きのこ と を 説明 し 、「 泡 を 浴び な か っ た の は 森 に 遊 
びに 行っ て いた お いら た ち だ け だ っ ぱ ] と 伝え た 。 か に 坊主 に 操 
られ た 河童 に 連れ 去ら れ た 鬼太郎 を 助け る た め に 、 3 匹 で 河童 湯 
の 中 に 潜る 。 か に 坊主 か ら 、 鬼 太郎 を 救う な ど 大 活躍 する 。 第 8 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 


原作 に は 登場 も な い 妖 怪 。 
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護法 章子 


ペー 


=132 ど 3] 


雲 に 乗り 戦う 昆 沙門 天 の 使者 


『 信 貴 山 縁起 絵巻 】 の 「 延 喜 加持 の 巻 」 に 昆 沙門 天 の 使 者 で ある 
* 剣 の 護法 童子 ′ が 登場 する 。 別 名 剣 鎧 童子 。 法 輪 を 回 転 さ せ 雲 
に 乗り 清涼 典 ま で 向かう 姿 な ど が 描か れ て いる 。 


隊 陽 師 ・ 一 刻 堂 の 正 し さ の 証明 








一 刻 堂 の 法力 が 正 し 
いこ と を 保証 する 存 
在 。 右 手 に 剣 を 掲げ 、 
火 を 噴く 一 輸 車 に 
乗っ て 宙 を 飛び 回 る 。 
lm 一 刻 堂 の 計略 で 学校 
に 集め られ た 鬼太郎 
の 仲間 た ち に 素早 い 
動き で 襲い か か り 落 
下さ せ た 。 第 101 話 














能力 @ 笑 の 車輪 に また が り 、 剣 で 切り つけ つつ 体 当 た りす る 。 
最期 @ 一刻 堂 の 術 か ら 覚 め た 鬼太郎 や 子 蘭 き 欠 を は じ め と する 
仲間 た ちの 連係 攻撃 を 受け 、 一 刻 堂 の 懐 へ 消え て いく 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


原作 に ば 登場 ない 妖怪 。 
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gotokumnek0o 


な 徳 独 
の を 条 選 1 。 
尾 が 二股 に 分 か れ 五 徳 を 頭 に 載せ た 猫 の 妖怪 
島 山 石 燕 の 「 画 図 百 問 徒然 袋 】 に 描か れ た 猫 の 妖怪 。 尻 尾 が 二 


つ に 分 か れ 、 頭 に 五徳 を 載せ て いる 。 室 町 期 に 『 百 鬼 夜行 絵巻 』 
に 拭 か れ た 五徳 を 載せ た 妖怪 を モデ ル に し た と 思わ れる 。 





鬼太郎 を 倒す た め に ぬら り ひ よん に 雇 わ れ た 貧 逐 妖怪 
お 金 が な いた め 、 傘 貼り の 内 職 を し て いる 。 ね ずみ 男 に そそ の 
か され て 、 加 意 自在 、 山 葉 と と も に ぬら り ひ ょ ん の も と で 衝 太 
郎 を 抹殺 する バイ ト を 請け 負う ハメ に 。 河 原 の 掘っ 立て 小屋 に 
住ん で いる が 、 訪 ね て きた ね ずみ 男 と 話す うち 、 小 屋 は 崩れ て 
し ま う 。 倒す 相手 が 鬼太郎 と 聞い て 腰 を 抜か す 。 第 113 放 
能力 で 竹筒 に 口 を つけ て 吹き 、 業 火 を 起こ す 。 だ が 、 風 に 簡単 

に あお られ て 鬼太郎 に は 届か な い 。 逆 に 自分 が 黒焦げ に 。 
最期 如意 自在 、 山 区 と 三 匹 で 肩車 を し て 攻撃 する 妖気 合体 」 

で 省 太郎 に 挑む が 、 攻 撃 する 前 に 勝手 に 倒れ て 終わ る 。 









































鉄 遇 と 結婚 し た い が た め に 上 鬼 太郎 を 柚 う 
巨大 な メス 猫 。 身長 2m で 体重 は 
210kg。 鉄 魚の 恋人 で 、 ぬ ら り ひ ょ 
ん に 「 上 鬼太郎 を 仕 止 め た ら 盛 大 な 結 
婚 式 を 開い て や る |」 と いわ れ 2 臣 で 
鬼太郎 を 襲う 。 第 112 話 

巨体 で 相手 に つか みか か る な どの カカ 














能力 @ 特 殊 な 能力 は な い 。 
技 。 頭 の 三 本 の 角 が 折ら れる と 、 本 来 の 猪 の 習性 に 戻る 。 





























最期 で 鬼太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ が 頭 の 角 を 直撃 。 角 が 折れ て し 
まい 、 猫 の 習性 に 戻っ て 鉄 抽 と 大 ゲン カ を 繰り 広げ る 。 


コ ミッ は ? 



























































90POHO 中 IiFPa 


郎 の ミイ ラ 


ご ろう の みい ら 】 











遇 肖 が 乗り 移っ て ゾン ビ の よう に 街 を 徒 条 


死体 か ら 死体 へ 乗り 移る 妖怪 弟 斑 が 、 死 ん だ 五郎 の 死体 に 開い 
て ゾン ビ の よう に 徒 税 し た 姿 。 五郎 は 山奥 の 村 は ずれ に 住ん で 
いた が 、10 日 前 に 死亡 。 死 因 に 不審 な 点 が ある と いう こと で 、 
畑 形 が 乗り 移っ た 状態 の まま 解剖 の た め 大 学 に 運ば れ た 。 法 医 
学 の 先生 を 間 い 、 街 中 を 走っ て 逃走 。 その 後 、 次 浮 は 体内 か ら 
抜け 出し 、 た だ の 死体 に 戻っ て 焼 か れ た 。 第 31 話 

原作 コミ ッ ク で は 2? 
登場 。 原作 と ほぼ 同じ スト ー 











5 まつ に リー。 原作 同様 、 


最後 は つる べ 火 に 残っ た 指 を 焼 か れ て し まう 。 


kohoPut0o 


や 

コ ボ ルト 

【 こ ぼる と 】 
イタ ズラ 好き で 偏屈 な 家 に 住み 着く 小 人 
ドイ ツ で 伝承 され て いる 家 の 中 に 住む 小 人 の 妖精 。 キ レイ な 部 
屋 を 散ら か し た り 、 送 に 汚い 部 屋 を 掃除 し た りす る 。 贈り 物 を 
する と 怒る こと も 。 住み 着い た 家 に 幸せ す を も た ら す と いわ れる 。 


ニク ス を 「 ア ネ キ 」 と 募 う 妖精 











妖精 ニク ス の 弟分 。 
ニク ス が 「 上 級 妖 精 
| に な り た い 」 と 女王 
80' 男 デ 様 に 願い 出 た と き に 、 
/ つき そっ て いた 妖精 。 
垢 




















人 


ニク ス が 人 間 た ち を 
幸福 に し て 上 級 妖精 
に な る こと を と も に 
願い 、 試 練 を 与え ら 
れ た ニク ス と 一 緒 に 
人 間 界 に や っ て くる 。 
妖精 な の で と くに 悪 き は し な い が 、 ニ クス と と も に 悪気 な く 人 
間 界 に 混乱 を 引き 起こ す 。 ニ クス の た め に 鬼太郎 に 食っ て か か 
る な ど ヤ ンチ ャ な 面 あ り 。 第 90 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 





























の 妖怪 


























8 うま 海 妨 主 の 子供 を 見 る の じゃ ) 





knWal 


拡 者 異 
に れい 
仙 慢 な 人 間 の 霊魂 が この 世 を 祥 簡 し た 次 


「 絵 本 百 物語 桃山 人 夜話 ] に 記さ きれ て いる 妖怪 。 無 分 別 で 強欲 、 
乱 慢 な 人 間 が 執着 を 残し て 死ん だ と き 、 成 仏 で きず に 書 霊 と な っ 
て 怪異 を 引き 起こ す 。 そ うし た 悪霊 の こと を 「 孤 者 異 」 と 呼ぶ 。 


見 大 郎 に 関 い 掛か る が や られ て 泣き な が ら 退 散 

ぬら り ひ ょ ん が 、 妖 
怪 だ け の 妖怪 王国 を 
N 作る の に じゃ まな 提 
時 太郎 を 陥れ る 作戦 。 
当 本 所 七 不思議 ・ 第 二 
の 不思議 「 灯 りな し 
そば 」| で 、 鬼 太郎 に 
襲い か か っ た 。 気味 
の 悪い 声 を 発し な が 
ら 鬼 太郎 を 追い 掛け 
回 す 。 第 108 話 














能力 @ 鋭 い 爪 で 鬼太郎 に 襲い か か る 。 

最期 @ 鬼 太郎 の 髪の毛 で 数 回 打 た れる と 、 あ っ きり 体 が 砕け 散 
り 目 の 玉 だ け に 。 青い 火 の 玉 に な っ て 消え て いく 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 

 「 妖 怪 本 所 ふ し ぎの 巻 ] に 登場 。 こ ちら で は 、 警 麦 屋 の 提 

目 条 か ら 現 れ で 鬼太郎 と 格闘 を くり 広げ る 。 体 が 炎 で で き で いた 。 








神通 力 に 憧れ る ヤン チャ な 子 狐 





訓 狐 の 化け 物 ・ 白 山 坊 の 弟子 。 神 通 力 を 教え て も ら う た め に 白 
山 坊 に 仕 を て いる 。 人 間 の 娘 を 眠ら せよ うと 「 お 前 は 眠く な る ] 
と 催眠 術 を か ける が 、 自 分 が か か っ て 寝 て し まう ドジ ぶり 。 生 
意気 だ けど じつは 優し い 性 格 で 、 和 白山 坊 が 娘 の 生き 血 を 吸 お う 
と し て いる こと を 知っ て 、 自 分 が 身代わり に な ろう と し た 。 白 
山 坊 が 倒さ れる と 普通 の 狐 ( Se 第 38 話 

原作 コミ ッ ク で は ? 


















































2 ルッ マビ: 





























sakahashipra 
夢 柱 
【 ょ か ば し ら 】 
逆さ に 立て られ て 不吉 な こと を 呼び 込む 柱 


「 逆 柱 ] と は 妖怪 で は な く 、 木 の 上 下 を 逆 に し て 立て た 柱 の こと 
を いう 。 逆さ に 柱 を 立て る と 、 家 が パシ ー ン 、 パ シー ン な ど と 
鳴り 、 不 吉 な こと が その 家 に 数 多く 起こ る と いわ れ て いる 。 








立派 な 床の間 の 柱 に な る こと を 夢見 た 柱 の 妖怪 
マン ト を 着 た 紳士 の 姿 で 現れ 、 ね ずみ 男 に 貯金 箱 を 売ら せる 。 そ の 
貯金 箱 は 、 お 金 が 入る と 遊 柱 の も と に 飛ん で くる と いう も の 。 逆 柱 
は も と は お 屋敷 の 柱 だ っ た が 、 一 家 が 破産 し て 家 を 取り 壊さ れ 妖怪 
に な っ た 。 お 金 を 集め て も う 一 度 家 を 建て る 野望 を 持つ 。 第 52 話 
能力 @ グ ル グ ル 回 転 し て 竜巻 を 巻き 起こ す 。 だ が 、 上 下 を 逆 に 
きれ て 地面 に 打ち つけ られ る と 妖力 が 消え て し まう 。 
最期 〇 回 転 する 逆 柱 に 子 泣き 菊 が し が みつ いて 動き を 止め 、 鬼 
太郎 の 髪の毛 で 上 下 を 逆 に 。 地 面 に 打ち つけ られ て 死ぬ 。 
































巨大 下駄 に な っ て 鬼太郎 を 攻撃 
太 郎 が 生ま れる 前 か ら 丸 毛 を 奴隷 
60' と し て 使っ て いた 妖怪 。 鬼 太郎 に に 
せ の 下駄 を 履か せ 、 妖 術 が 効か な い 
場所 に 監禁 し て 仲間 に な る よう に 盆 
し た 。 正体 は 柱 。 第 44 話 
能力 @ 人 の 目 を くら ませ る た め に 巨大 な 下駄 に 化け る 。 弟子 で あ 
る 、 た くさ ん の 磨り 減っ た 下駄 を 操り 鬼太郎 を 攻撃 。 
最期 @ 鬼 太郎 の 本 物 の 下駄 が 巨大 下駄 に 攻撃 きれ る 。 下駄 は 巨体 
で 鬼太郎 に 飛び か か る が 、 逆 に 真っ 二 つ に され て し まう 。 


























逆さ が 苦し いあ まり 人 間 を 攻撃 

家 を 建て る と き に 、 上 下 逆さ の 状態 

で 立て られ た 柱 が 、 妖 怪 と な っ た 。 

逆さ で いる こと が 昔 し く て 、 そ れ を 

人 間 に 気 づい て も ら お うと 、 人 間 た 

| ち を 襲 っ た 。 第 83 話 

武器 @ 柱 か ら 根 を 伸ばし 、 鬼 太郎 と ね ずみ 男 を 食べ る 。 葉っぱ 
が 敵 の 体 に くっ つく 、 葉 っ ぱ 妖 怪 を 口 か ら 出す 。 

最後 や 燃え て 灰 に な る 。 鬼太郎 か ら 「 灰 に な っ て も 故郷 の 森 に 
戻す か ら 新しい 命 に 生ま れ 変わ れ ば いい 」 と 言わ れ 納得 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 げ た 合戦 」 に 登場 。60 年 代 は 原作 を ほぼ 再現 。 ふ だ ん は 下 




















駄 の 姿 で 、 殆 大 郎 の 下駄 と すり 共 わ っ て 各 太 郎 を 操っ た 。 
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SazaeOnmHl 


ささ え 叔 。 

【 ょ ざ ぇ お に 】 
さざえ が 上 鬼 に 変化 する こと も あり 得る ? 
“あり えな い 人造 化 の の 不思議 ′ を 意味 する 計 、「 雀 海中 に 入 て は ま 


ぐり と な り 、 日 県 化し て うず ら と な る 」 と いう 言葉 と と も に 、 
鳥山 石 燕 の 「 画 図 百 器 徒然 袋 } に サザ エ の 妖怪 と し て 描か れる 。 

































































攻 








何 に で も 化け られ る 、 間 抜け な 外見 の クセ に 強い ヤツ 
300 年 以上 生き た サザ エ が 変化 し た も の 。 千葉 ・ 天狗 岩 に 住む 。 促 
間 が つぼ 焼き に され た た め 、 人 間 に 復 讐 。 鬼 太郎 を 食べ て 強い 妖 
力 を 得 よ うと 、 鬼 太郎 に 化け て お びき 寄せ る 。 貝殻 に 人 間 を 取り 
4 2 ーー 
能力 @ 組 胞 が 変化 し 、 自 由 に 化け る こと が で きる 。 腕 が 自由 に 
伸び る 。 手錠 で も 何で も 食べ て し まう 。 
最期 〇 鬼太郎 に 本 体 で ある 舌 を 持っ て 振り 回 きれ 、 舌 が 取れ て 
本 性 を 現す 。 地面 に 叩き つけ られ て 絶命 する 。 












































| 工場 に よる 海域 汚染 の 被害 者 
公害 で 海 が 汚れ 、 エ サ が 減っ で 体 が 
弱っ た た め 、 鬼 太郎 を 食べ で 復活 し 
よう と 企む 。 ウ ッ ボ の 毒 か ら 作っ た 
シビ レ 薬 を 鬼太郎 に 注射 する 。 第 14、 
52、84、85、98 話 、" 劇 最強 妖怪 」 
能力 や 何 に で も 変化 で きる 。 人 間 や 妖怪 を 食べ る こと で 、 そ の 
妖力 を 吸収 で きる 。 鬼 太郎 を 調理 し て 食べ て し まう 。 
最後 や 舌 の 先 が 本 体 と いう こと を 鬼太郎 に 見 抜か れ て 、 握 りつ 
ぶさ きれ る 。 興 山 の 妖 怪 病院 に 転地 療養 を 勧め られ る 。 











特技 は 変身 、 趣 味 は 長生 き 
サザ エ が 300 年 以上 生き て 、 妖 力 を 持っ 
た 妖怪 。 よ り 強 い 妖 力 と 、1000 年 以上 
の 長寿 を 求め て 鬼太郎 を 食べ よう と 、 鬼 
太郎 の に せ も の に 変身 し て お びき 出す 。 
中 に ある 本 体 が 層 点 。 第 17、106 話 
能力 @ 細 胞 を 自由 に 変化 させ られ る た め 、 何 に で も 変身 で きる 。 
妖怪 を 食べ る こと で 、 寿 命 を 延び せる 。 
最期 一 度 は 鬼太郎 を 食べ る も の の 、 毛 穴 か ら 逃 げ ら れる 。 層 
点 の 目 に 髪の毛 針 を 打ち 込ま れ 、 退 治さ れる 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
さざえ 提 」 に 登場 。 鬼太郎 に 化け で お びき 寄せ る シー ン は 出 ぐ て 
な い が 、 そ れ 以 外 は 60、90 年 代 と も 原作 同様 の 々 トー リー と キャ ラ 。 













































































7asShikiWaPashi 
es ( 
座敷 章子 
【 ざ し きわ らし 】 
家 の 盛 衰 を 司る 子ども 姿 の 妖怪 


岩手 県 を 中 心 と し た 東北 地方 に 伝わる 、 家 に 馬 く 子ども の 妖怪 。 
3 一 12 歳 くら いで 、 髪 は オカ ッ パ が 多い 。 座敷 章子 の いる 家 は 
築 盛 する と いわ れ 「 遠 野 物語 |】 な ど に エビ ソー ド が ある 。 


























後 神 & 妖 怪 サ ボテ ン と の 家 源 き バ トル ! 

人 に 尽く し て 家 を 栄え きせ る の が 生き が い の 子 ども の 妖怪 。「 座 

敷 章子 の 住む 家 ] と し て その 家 を 買っ た 家族 を 幸せ に し て や ろ 

うと 頑張 る が 、 同じ く 家 に 届き 家 を 不幸 に する 妖怪 ・ 後 神 と 鉢 

合わ せ に な り 、 後 神 の 使う 妖怪 サボ テン に 食わ れる 。 第 55 話 

能力 @ 家 に 還 き 、 そ の 家 の 家 族 を 幸せ に する 。 住 人 が いな い 間 | 
に 掃除 や 導 藤 、 や きい も な ど を する 。 

最後 や 妖怪 サポ テン の 腹の中 で 暴れ て 、 鬼 太郎 の 戦い を サポ ー 
ト 。 食 われ て い だ た 家族 と と も に 復活 する 。 








笠 地 蔵 の “ゲゲゲ 版 " に 登場 
岩手 県 に 住む 。 座敷 章子 が 住み 付く 
と 緑 起 が いい と 育 ば れる 。 ある 善良 
な 老夫婦 の 家 に 怠 こ うと する が 、 貧 
元 ず すぎ て 迎え 入れ て くれ な いこ と を 
提 太 郎 た ち に 相談 する 。 第 60 話 
人 力 O 補 誠 の まま を わら べ 束 に し 、 上 の 和 を 言い 当て た 
大 の 体 に 時 く っ た 悪 寺 を 退散 させ る 。 
最後 食べ物 を 老夫婦 の 家 に 届け 、 そ の 家 が 座敷 章 子 を 迎え ら | 
れる よう に する 。 改め で 、 老 夫婦 の 家 に 記 く 。 








_ 貧乏 神 と 韻 く 家 を 奪い 合い !? 
_ 子ども と 妖怪 に し か 姿 が 見 えな い 妖 
人 怪 。 呼子 の か まく ら を 訪ね て 、 療 良 | 
か が 
。 て ほし いと 頼む 。 第 12、46、54、68、 
- 97、104、108、 劇 「 最 強 妖怪] 
能力 @ 家 に 輝い て 、 そ の 家 を 栄え きせ る 。 腕力 や 戦闘 能力 は 
と ん ど な い 。 | 
最後 鬼太郎 た ちと 一 緒 に 、 貧 乏 神 を その 家 か ら 追 い 出 すこ と 
に 成功 する 。 老 夫婦 に 食べ 物 を プレ ゼン ト す る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


[等 地蔵 ] [ 折 怪 大 裁判 | な ど に 登場 。 60 年 代 の スト ー リ ー は 、 | 等 
地蔵 | と ほぼ 同じ 。 | 座 怪 大 裁判 | で は な ぜ か 敵 方 に つい て いる 。 
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さそ り 女 





そり お ん な 】 















































































































































ね ずみ 男 の 母 親 に 化け 、 鬼 太郎 を 地獄 に 向かわ せる 
首 狩 り 三 人 衆 の ひと り 。 地獄 と この 世の中 間 に あ る 「 ね ずみ 男 
の 村 ] で ね ずみ 男 の 母 親 に 化け て 、 鬼 太郎 を だ まし で ワナ に か 
ける 。 鬼 太郎 が 母 へ の 郷 惹 を 呼び 起こ され て 地獄 に 向かう と 、 
正体 を 現し て 、 用 済み の ね ずみ 男 を 殺 そ うと し た 。 第 109 話 
































能力 ⑯ 両手 の ハサミ か ら 、 何 で も 溶かす 毒液 を 噴出 で きる 。 
最期 @ 子 泣き 爺 の 「 濱 物 石 殺 法 ]」 に 敗れ る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
[地獄 編 | の 原作 、「 母 を 求め で 地獄 旅 ] に 登場 。 人 間 界 と 地獄 の 


中 間 の 村 を 襲っ た 魔 央 の 手下 で 、 砂 か け 疲 と 子 泣き 郊 に 倒さ れ た 。 
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皿 数 え 

【 ょ ら か まま 】 
所 州 皿 屋敷 の お 菊 の 別名 ? 


島 山 石 燕 『 今 昔 画図 続 百 鬼 】 に 、 井 戸 か ら 炎 の よう な も の が 出 
て 皿 を 操っ て いる 姿 が 描か れる 。 | 一 枚 足 りな ーー い ……」| で 有名 
な 「 播 州 皿 屋敷 】 の お 菊 の 亡霊 を 描い た も の と 説明 され る 。 


夫 思 い の 美 人 妻 だ が 、 怒 る と 怖い ! 






























































古井 戸 に 住む 、 着 物 
姿 の 美人 の 妖怪 。 体 
が 皿 で で き て いる の 
か 、 体 で 皿 を 作る の 
か 、 と に か く 下 を 自 
在 に 操る 。 体調 を 月 
し た 夫 ・ 大 入道 の 食 
料 と な る 皿 と 、 自 分 
の た め の 上 に 載っ て 
いる 食料 を 人 間 た ち 
か ら 春 う 。 第 97 話 



































多胡 


能力 @ 相 手 を 眠ら せる 「 眠 り 皿 ]、 踊ら せる 「 皿 踊り ] な ど 皿 




















を 使っ た 多彩 な 攻撃 で 、 第 太郎 た ち を 翻弄 し た 。 
最期 @ 夫 ・ 大 入道 を 人 哲 に 取ら れ 、 術 を 解く 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 








「 皿 合戦 ] に 登場 。 や は り 大 入道 の 妻 だ が 、 食 欲 時 盛 で 、 食 べた 


も の を 皿 に 変え る 能力 を 持つ 。 外見 は も っ と 麗 ろ し い ぃ 形相 の 女性 。 





























Satori 





各地 の 民話 に 登場 する 妖怪 。 人 の 思う こと を 次 々 と 言い 当て 、 


思う こと が な く な る と つま ら な く な っ て 逃げ る と も 、 相 手 を 食 
べ て し まう と も いわ れる 。 鳥 山 石 薫 「 今 普 画 図 続 百 鬼 』 に も あり 。 
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山 の 洞 穴 に 住む 、 予 知能 力 を 持つ 妖怪 

死神 の 親戚 で 、 了 予知 能力 を 持っ た 妖怪 。 先 の ご と が わか っ て し 

まい つま ら な いた め 、200 年 も 山 の 洞穴 に ご こも っ て いた 。 紫色 の 

顔 に 白い 燥 妊 を 蓄え て いる 。 も の ぐさ な 人 性格 な の で 、 行動 する 

と き は つね に 誰か と 組ん で 動く らし い 。 ノ ル マ に 苦し む 死 神 を 

助け る た め に 、 あ る 男性 を 自殺 に 追い 込む 。 第 34 話 

能力 〇 人 や 世の中 の 未来 の こと が わか る 。 そ れ に より 災難 を 避 
けた り 、 人 を 災難 に 遭わ せ た り する こと が で きる 。 

最期 で 妖怪 た ちか ら 始 み の 心 で 過 み つけ られ て 、 苦 し く な り 海 
に 落ち る 。「 や づ さぼり 自分 は 山 に こも る | と 消え る 。 





チー の 企み を 鬼太郎 た ち に 伝え る 
中 国 妖怪 チー の 企み を 神社 の 草 険 で 見 
て 、 呼 子 と ね ずみ 男 と と も に 叔 太 郎 の 
も と に 行き 伝え る 。 ほ と ん ど し ゃ べ ら 
な い 呼 子 や 、 要 領 を 得 な いね ずみ 男 の 
代わ り に すべ て の 報告 を し た 。 用 心 深 
く 、 わ り と 聡明 で ある 。 中 国 妖怪 側 に 寝返っ た ね ずみ 男 の ワ ナ に 、 
みん な が 引っ か か り そ う に な っ て いる と ころ を 止め る が 、 ネ コ 
娘 に “ 表 虫 "呼ば わり され て し まう 。 その後 中 国 妖 怪 た ちと 戦っ 
て 、 結 局 、 反 物 に され て し まっ た 。 第 79 話 


R "は ? 
鬼太郎 以外 の 水木 作品 「 ね た み ] に 登場 。 死 神 と 共謀 し て 、1 人 
























































の エリ ー ト を 死に 追い や る 。90 年 代 は | 妖怪 反物 | と 同じ 役回り 。 
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の > 
トー】 
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で ら 情 


【 さ ら 





ぞう ー 





普段 は の ん びり 屋 だ が 怒る と 怖い 河童 の 仲間 
名 曲 「 べ っ た ら べ た ら こ 」 を 墓場 で 妖怪 た ち に 歌っ て 聞か せる 、 
美声 の 持ち 主 。 た だ し 4 番 を 歌う と 恐ろし いこ と が 起き る と い 
われ て いる の で 、 4 番 に な る と 妖怪 た ち も 逃 げ 出 し て し まう 。 
自分 の 歌 を 他人 に 歌わ れる こと を 極端 に 嫌う 。 ね ずみ 男 に そそ 
の か され た バン ド ・ 愛 歌 団 に 「 べ っ た ら べ た ら こ 」 を 歌わ れ 、 
激怒 し て さら っ て し まい 、 一 生 自 分 の 家 に 閉じ 込め よう と する 。 
彼ら を 助け に 来 た 鬼 太郎 や ね ずみ 男 に 「 ジ ェ ッ トコ ー ス ター に 
乗り た い ] な どの わが まま を 言う が 、 わ が まま を 聞い て も 無駄 
だ っ た 。 和 怒る と 目 が 真っ 赤 に な り 、 凶 暴 な 形相 に な る 。 第 33 話 
能力 で 水 由 を 円 盤 の よう に 投げ る 「 水 皿 攻撃 ] と 、「 何 で き 浴 か 
す お し っ こ 」| が 武器 。 か な り 攻 撃 力 は 高い 。 
最後 ⑥ 一 度 は 鬼太郎 に 退治 され て 素直 に 引き 下がる が 、 
力 で 人 間 た ち に 禁断 の 4 番 を 歌わ せる 。 









































その 妖 





怒り っ ぽい けど 強い 河童 の 仲間 
350 年 生き て いる 、 川 に 住む 妖怪 。 
「 ぺ っ た ら こ 」 の 曲 を |「 ザ ・ ビ ン ボ ー 
スス | に 盗作 され 、 メ ン バ ー を 誘拐 す 
る 。 説得 に 来 た 鬼 太郎 相手 に 、 わ が 
まま 放題 の 注文 を する 。 第 34 話 
能力 頭 の 皿 を 無数 に 飛ば し 、 太 陽 の 光 を 反射 きせ て 相手 に 向 
か っ て 光線 を 出す 。 
最後 @ 自 分 の 皿 か ら 発射 され る 光線 を 頭 に あび 、 皿 に ヒビ が 
入っ て お か し く な っ て し まう 。 隠れ 里 に 閉じ 込め られ た 。 



































怪力 の 河 章 の 親玉 格 だ が 音痴 
称 “河童 一 族 一 の 美声 の 持ち 主 " 
だ が 、 本 当 は 建物 を 破壊 する ほど の 
音痴 。 強引 に 仲間 を 従え 、 河 童 一 族 
の 歌 を 盗作 し た 「 ビ ン ボ ー プ ブラ ザー 
ト ス 」 を 誘拐 する 。 第 43 話 
能力 @ 公 力 の 持ち 主 。 頭 の 皿 を 刃物 の よう に 飛ば す 。 飛ば し た 
皿 に 太陽 の 光 を 集め る 「 皿 レン ズ 攻 撃 」。 
最後 人 @ ひで り 神 が 吐い た 熱風 で 頭 の 皿 が 乾い て 割れ そう に な り 、 
降参 。 人 間 と 和解 し て 歌謡 大 賞 に 出る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
大 筋 は 原作 と 同じ 「 さ ら 小 僧 」 に 登場 。 原 作 は より ぶ ふ て ぶ て 







































































、 一 度 は 鬼太郎 を や っ つけ る 実力 の 持ち 手 。 
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【 ょ ん きら ち 】 











人 間 に 憧 れ て いた 河童 の 子 で 、 人 間 と 入れ 替わる 
河童 天国 に 住む 河 章 の 子ども 。 い つも 人 間 の 生活 を 覗き 見 し て い 
る 。 学 校 で 友だち と 遊ぶ 人 間 の 子ども た ち を 羨まし が っ て は 、 母 
親 に 怒ら れ て いた 。 た くろ う 火 の 妖力 で 、 人 間 ( 是 郎 ) と 入れ 閑 
わる 。 と ころ が 1 日 も 経た な いう ち に 、 自 分 が 入間 に 向い て いな 
いこ と を 知り 、 元 に 戻り た く て 鬼太郎 の も と を 訪れ た 。 人 間 に 
な っ て も 水 か き は あり 、 長 時 間 の 水中 活動 も 可能 。 第 85 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
三吉 と いう 河童 登場 し な い が 、 水 木 し げ る の 代表 作 [千草 
三平 は 人 間 か ら 河 童 だ な っ た キャ ラ 。 




















」 の 主 大 公 


sankichinohaha 


三吉 の 母 


【 ょ ん きち の は は 】 








5 人 5 泊 き あ の CE は 
人 間 界 か ら 離 れ た 河童 天国 に 住む 河間 で 、 人 間 に 憧れ て いる 忠 
子 ・ 三 吉 の 母 。 い つも 人 間 の 生活 を 覗き 見 し て いる 息子 を 連れ 
戻し て は 、 た し な め て いる 。 そ の と き の 営 倫 旬 は 河童 天国 の モッ 
トー で ある 「 河 童 は 誰か ら も 干渉 され ず 、 誰 に も 干渉 し な い 」 
で ある 。 息子 が 人 間 と 入れ 准 わ っ た こと に も 、 気 づい だり 心配 
し た り し て いる 様子 は な い の ん びり 屋 。 第 85 話 

原作 コミ ッ ク で は ? 

















TV アニ メオ リ ジ ナ ル の 妖怪 。 








【 ょ ん し ょ う 】「 庄 
鋭い 眼光 を し た 獣 の よう な 姿 の 鬼 


中 国 南山 に 出没 する 鬼 の 一 種 。 詩 し た 瓜 の よう な 顔色 に 鋭い 眼 
光 、 猿 の 体 に 手足 が 1 本 ずつ 。 路 は 逆 向 き で 、 指 は 3 本 。 雄 に は 
金 を 、 雌 に は 紅 や 白粉 を 出す と 喜ぶ と 「『 広 異 記 } に ある 。 












































小柄 な 体 で 宙 を 舞う 、 中 国 妖怪 チー の 手下 

中 国 妖怪 チー の 手下 の ひと り 。 小柄 な 体 に 緑 の 皮膚 で 、 鎧 玉 に 

秘 を 包む 。 日 本 妖怪 と の 戦い で は 、 角 端 獣 に 乗っ て 何 度 も 宙 返 

) し な が ら 出 撃 。 体 が 硬く 石 で 了 殴 られ て も ビク と も せ ず 、 ネ コ 

肖 の 爪 も 歯 が 立 た な か っ た 。 劇 「 最 強 妖怪 ] 

能力 @ 角 幣 貞 の 上 で 何 度 も 宙返り で きる 身 の 軽 さ 。 三 杭 の 矛 を 
操り 、 敵 と 戦う 。 体 は 非常 に 硬く 丈夫 。 

最期 ⑯ 日 本 妖怪 と の 2 戦 目 で 、 巨 大 化し た 黒 怪物 の こん 棒 が 
吹っ飛ば され 、 そ の 下敷 き に な っ て 倒れ る 。 



































特に 目立っ た 活躍 の な い 青 い 鬼 
頭 に 角 が 3 本 ある 鬼 。 日 本 に 来襲 し 
て きた 、 中 国 妖怪 チー の 手下 で あり 、 
胴 長短 足 で 、 側 近 の 中 で も チー の 修 
上 ら に つね に 控え て いる タイ プ 。 劇 中 











@ で は 名 前 で 呼ば れ な い 。 第 2 話 
能力 で 肉弾 戦 の み で 日 本 妖怪 と 戦う 。 仲 間 と と も に 鬼太郎 を 攻 
届 す る が 、 特 に 目立っ た 活躍 は し て いな い 。 
おま おす 
に 城 は 峰 に つつ まれ 、 結 局 チー 妖怪 と と も に 燃え 尽き る 。 








紙 魔法 で 作ら れ た チー の 手下 
青 鬼 。 紙 魔法 で 作ら れ た 、 中 国 妖 怪 
6669 
RM を 探り チー に 報告 。 
W 城 に 攻め て きた 日 本 妖怪 に ey 
80 話 
能力 誰 三 : 極 の 巴 を 操り 、 敵 を 襲 う 。 小 柄 な 体 を 生か し 兵 候 の 役 
割 を 果たす 。 チ ー の 妖力 を 分 け て も ら う と 、 強 く な る 。 
最期 @ 元 が 紙 な の で 、 火 に 玉 い こと を 井戸 仙人 に 見 破 ら れ て 輸 
入道 の 火 で 敗走 する 。 


原作 コミ 





























ッ ク で は 2? 
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小さ な 悪事 も 見 逃さ な い 間 魔 大 王 の 手下 
60 日 に 一 度 、 諾 申 の 日 の 夜 に 人 間 の 体内 か ら 抜 け 出 し て 、 間 魔 
大 王 に その 人 が 60 日 間 に 犯 し た 罪 を すべ て 報告 する 、 虫 の よう 
な 生き 物 。「 青 面 金 昌 ] と いう 神 に 弱い らし い 。 





























めん どく さがり な 悪事 の 見 張り 人 








人 間 の 体内 に 巣 食 い 、 そ の 人 の 悪事 を 見 張る 役目 を 持つ 、 小 き 
な 虫 の よう な 生き 物 。 ね ずみ 男 の 説明 で は 「 体 の 真ん中 に 住む 
悪魔 ] らし い 。 く し ゃ み と と も に ね ずみ 男 の 体 を 抜け 出し 「 仕 
事 か ぁ る 、 め ん どく さい な ぁ ー」| と 言い な が ら 間 魔 大 王 の 下 に 飛 
ん で いっ た 。 そ の セリ フ か ら も 、 ね ずみ 男 の 普段 の を 見 逃 
て 、 罪 も な い 老 人 か ら お 金 を 巻き 上 げ る と いう 悪事 に 手 を 上 抄 
め て 初め て 動い た と ころ か ら 見 て も 、 あ まり 仕事 熱心 な タイ プ 
で は な いと 思わ れる 。 三股 に 分 か れ た 体 の 先 す べ て に 目 が あり 、 
両側 の 体 を 翼 の よう に 羽 ば た か せ て 空 を 飛ぶ 。 第 55 話 


































































| 悪事 を 見 逃さ な い 悪魔 は 次 を 見 せな い 
し 間 の 体 の 中 心 に 住む 悪魔 。 そ の 人 
避 が 悪事 を 働く と 、 間 魔 大 王 に 知ら 
、 せ に 行く 。 間 魔 大 王 は 、 三 虫 の 報告 
を 受け て 手近 な 妖怪 に 赤 紙 "を 出 
し 、 そ の 人 を 事 敵 や その 他 の 方 法 で 
殺さ せる 。 急 に 病気 に な る 人 の 半分 は 三 虫 の 仕業 らし い 。 三 下 
が 死ね ば 、 間 魔 に 連絡 が いか な い 。 目玉 お や じ の 話 の 中 に 登場 し 、 
ね ずみ 男 の イ ンチ キ 宗 教 の イラ スト が 映る だ け で 実際 に 姿 は 見 
せな い 。 第 20 話 
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全 Pr Ps MC の 

【 し 一 ミー】 グ き 
名 は 獅子” を 琉球 語 で 発音 し た も の 
沖縄 県 中 心 に 見 られ る 、 伝 説 の 獣 の 像 。 起 源 は 古代 オリ エン ト 


の ライ オン 。 建物 の 門 や 屋根 な ど に 配 思 さ れ 、 家 や 人 、 村 に 災 
い を も た ら す 算 圭 を 追い 払う 魔 除 け 、 幸 運 招 き の 意味 を 持つ 。 
































鬼太郎 に 弟子 入り 志願 の ひょう きん も の 

沖縄 を 守っ て いた 妖怪 だ っ た が 、 鬼 太郎 の 強 さ に 触れ て 憧れ 、 
弟子 入り 志願 する 。 以 降 上 京 し 、 鬼 太郎 ファ ミリ ー の 一 員 と し 
て レギ ュ ラ ー 出 演 。 カ ワイ イ 声 と 笑顔 で 人 気 者 に 。 ね ずみ 男 の 
こと も 何かと 慕い 、 茶 化し な が ら も 尊 散 し て いる よう だ 。 第 93 
話 で は 、 地 中 を 掘り 進む 能力 で 鬼太郎 た ち を 助け 、 第 97 話 で は 
皿 女 に 皿 の 上 に 乗せ られ て さら われ て いる 。 意外 と 役に立っ て 
いる の だ が 、 ま だ まだ 未 熟 と つね に 悩ん で いる 。 第 73 一 115 話 

能力 @ 地 中 を ドリ ル の よう に 掘っ て 和 突き 進む 。 す ば し っ こい 動 

き と 鋭 い 牙 。 変 身 能力 も あり 、 獅 子 に 化け る 。 








沖縄 ・ 妖 怪 ホ テル の ベル ボー イ 
中 縄 の 森 に 住む 気 の い い 妖 怪 。 観 光 
和 客 か ら 森 を 追わ れ 、 ホ テル に 泊まり 
_ に きた 。 沖縄 は 自分 が 守る 、 と 鬼 太 
。 郎 に 牙 を むく が 、 衝 太 郎 の ちゃ ん 
~- ちゃ ん こ に 降参 。 ホ テル の 人 金城 支配 
人 と 協力 し て 、 ホ テル 再建 の 立役者 と な る 。 第 一 回 日 本 妖怪 会 
議 の 司会 も 務め た 。 カ ワイ イ 声 で いつ も 笑顔 で 、 ホ テル の ベル 
ボー イ も 務め る 。 伝承 上 の 巨大 な シー サー に 変身 可能 だ 。 第 4 
シー ズン で は この 1 話 の み の ゲ スト 妖怪 と し て 登場 。 第 63 話 


県 作 コミ ッ * は ? 
| 燃 怪 犬 百 足 」 に 登場 し て 以来 。 レ キュ ラー 化 。 鬼 末 郎 の ピ 
ンチ を 幾 度 と な く 助 ける 、 小 さい けれ ど 頼 り に な る 仲間 。 
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地獄 章子 


【 じ 時 どう じ 】 























間 腐 大 王 に 雇 わ れ た 、 キ ザ で 凄腕 の “地獄 の 用 心 棒 " 
この 世 と あの 世 の 双 方 で ハグ レ も の と し で し か 生き られ ず 、 手 を 焼 
いた 間 魔 大 王 に 逆 に 用 心 棒 と し て 雇 わ れ た 。 間 魔 大 王 に 処刑 され そ 
うに な っ た 鬼太郎 が 、 間 魔 大 王 庁 か ら 逃げ 出し た と き 、 そ の 前 に 立 



































ち は だ か り 鬼 太郎 と 初 対 温 。 白い マフ ラー を みず か ら の 手足 の よう に 





と き に は 剣 の よう に し て 戦う 。 し か し 鬼太郎 た ちと 戦っ て いた の は 、 


地獄 の 五徳 猫 や 鉄鋼 に 、 幽 霊 で ある 恋人 の 幽 子 を 人 質 に 取ら れ て い 





た た め だ っ た 。 闘い で 負傷 し 、 輸 血 が 必要 に な っ た と き に 「 妖 怪 と | 














人 間 と の ハー フ 」 で ある こと が 判明 。 同 じ 境 遇 で ある 太 郎 の 血 を 





輸血 し 、 一 命 を と り と め る 。 その後 、 鬼 太郎 の 協力 で 幽 子 を 救い 出し 、 











和解 。 は ぐれ た ユメ コ を 助け 出す な ど 、 陰 に 回 っ て 鬼太郎 の 地 狂 旅 
を サポ ー ト する 。「 地 獄 編 | を と お し て 活躍 し た 。 第 111 一 115 話 

















能力 @ や トレ ー ド マー ク の 白い マフ ラー を 、 み ず か ら の 手足 の よ 
うに 操る 。 時 に は 剣 の よう に な る 。 

最後 @ 恋 人 の 幽 子 と 再会 。 鬼 太郎 ら と 和解 し 、 地 獄 で 幸せ に 募 
らし た と 思わ れる 。 























"は ? 














jigokunoshisha 


地獄 の 使者 


【 じ ご く 〈 の し し ゃ 】 
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小柄 な マン ト 姿 の ガイ コツ が 杖 を つき な が ら 人 を 襲う 
"アク アク "と 呼ば れ 、 イ ー ス ター 鳥 の 地下 に 住む 。 人 金 も 命 
幸福 も 得 ら れる 魔法 の 奥義 を 手 に 入れ よう と する 、 令 の 強い 人 
肖 を 処 六 する 。「 赤 い 月 が 中 天 に か か る と き 。13 匹 の コウ モリ が 
空 に 舞う と き 。 石像 の 目 が 血 の 涙 を 流す と き 。 液 の 影 は 三里 に 
な り 、 地 獄 の 使者 は アク アク の 精霊 に 所 か れ 、 光 の 呼び か け に 
応え る で あろ う 」 と いう 条件 で 姿 を 現す 。 第 85 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 

鬼太郎 以外 の 水木 作品 『 イ ー ス ター 島谷 談 | に 登場 。 鬼 太朗 
還 が 登場 し な い ほ か は 、 ほ 原作 ど お り に アニ メ 化 され て いる 。 
















ji9g0kunohankem 


地獄 の 番犬 


電 ご く の ば ん けん 】 





鬼太郎 を 圧倒 する パワ ー を 持っ た 犬 の 妖怪 





符 衣 婆 が 「 万 有 自 在 玉 ] を 手まり 歌 に あわ せ て まり の よう に つ 
き な が ら 操 る 、 巨 大 な 大 の 妖怪 。 青く 長い 毛 を 持ち 、 狐 犬 の よ 
うな 風貌 。 そ の 巨体 か らく る パワ ー と 、 石 化し た 子 泣き 菊 を 一 
詳 で 噛み 砕く 強 彰 な 顎 と 牙 で 、 鬼 太郎 た ち を 圧倒 し た 。 第 89 話 
能力 @ 強 処 な 顎 と 牙 で 攻撃 。 口 か ら 秋 を 噴く 。 
最後 人 @ 万 有 自 在 下 を 壊さ きれ 、 パ ワー を 失う 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 






















































二 > 3 ル の 妖怪 。 








ji90kumusha 


地獄 武者 


【 じ ご くむ し ゃ 】 








半 
ぬら り ひ ょ ん に 操 ら れ た 夜行 さん の 変装 
ぬら り ひ ょ ん の 組織 し た 地獄 軍団 の 、 最 後 の ひ と り 。 妖怪 科学 
の 粋 を 集め た 鎧 を 身 に 着け 、 首 な し 馬 に 乗っ て 戦う 。 じつは 夜 
行 さ ん が 天 叢 雲 剣 の 光 に 操 ら れ 、 鬼 太郎 の 前 に 現れ た と き の 姿 。 
ユメ コ た ち を 捕まえ て 僚 鬼 を 作る 機械 の 実験 台 に し た 。 第 113 話 
能力 ⑥ 鬼太郎 の 体内 電気 を 再現 する な ど 、 妖 怪 科学 を 操る 。 
最後 で 鬼太郎 に 倒さ きれ て 、 操 られ て いた 術 が 解け る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 地獄 編 最期 の 出会い | に て 、 鍼 中 た ちの 管理 た と し 
て 、 鉄 の 鎧 に 身 を 包ん だ 夜行 さん が 登場 セ て いる 。 
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ms 
地 基 菩 障 
【 じ ぞう ぼ さ っ) 
六道 と は 地獄 、 館 児 、 畜 生 、 修 羅 、 人 、 大 で ある 


釈 角 の 入 滅 後 、 弥 勤 菩 薩 が 出現 する まで の 56 億 7000 万 年 の 間 、 
六道 を 輪 廻 する 上 衆生 を 救う と され る 菩薩 。 日 本 に お いて は 地獄 
の 均 め 苦 か ら の 救済 を 司る 菩薩 の 意味 合い が 強い 。 


ー 行 に 渡す 
天上 界 か ら 客 の 河原 
に 降り て きた 、 あ り 
。 が た い 菩 薩 様 。 何 で 
も 見 と お す 目 を 持つ 。 
宏 の 河原 で 石 を 積む 
| 子ども た ち を 救済 す 
る た め 、 地 獄 へ と 降 
り て くる の は 伝承 の 
と お り 。 地獄 か ら 人 
間 界 に 戻る こと が で 
きる 道しるべ の 「 サ 
ラメ イヤ の 鳩 」 を 持っ て いて 、 鬼 太郎 た ち に 1 羽 渡 し た 。 し か 
し 鬼太郎 た ち は 、 ユ メ コ で は な く 生 まれ た ば か り の 子ども を 残 
し て いた 人 間 の 女性 ・ 山 田 花 子 に その 鳩 を 譲る 。 第 110 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
鬼 夫 郎 地 鍼 編 .1 時 を 求め て 地獄 旅 ] に 、 サ ラメ イヤ の 鳩 は 登 








サラ メイ ヤ の 嶋 を 鬼太郎 た ち 



































場 レ で いる が 、 地蔵 菩薩 は 次 を 現さ な い 。 
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【 し に が み 】 “ 
大 鎌 を 持つ 骸 職 の 姿 は 西欧 スタ イル 


人 間 を 死に 誘う 悪霊 、 ま た は 神 を 指す 。『 絵 本 百 物語 桃山 人 夜 
話 ] で は 、 人 を 死に 仕向 ける 如き 物 の よう な 存在 。 西欧 におい 
て は 生命 と 死 を 司る 神 で 、 冥 府 の 魂 の 管理 者 と され る 。 





























" 魂 の ノル マ ” に 追わ れる サラ リー マン 的 存在 

作 が 突き 出 た が ガイコツ を 思わ せる 、 独 特 の 風 和 貌 。 幾 度 と な く 登 

場 し 、 魔 女 と 組む な ど し て 上 鬼太郎 の 命 を 租 う 。 自 分 の 仕事 に 嫌 

気 が き し て 地上 の 王 を 狙っ た り 、 ノ ル マ に 昔 し め ら れ た り と 、 

か な り 人 間 的 で 哀 区 漂 う 存 在 。 第 30、38、42、45 話 

能力 @ 絶 対 に 死な な い 。 口 か ら ガ ス を 吐き 、 相 手 を 老化 きせ る 。 

生き て いる 人 間 の 魂 を 抜く (死神 憲法 で 禁止 きれ て いる )。 

最後 @ 鬼 大 郎 に や っ つけ られ た り し つつ 、 最 後 は 鬼太郎 の 協力 
で 魂 の ノル マ を 達成 し 、 家 族 と 地獄 へ 帰っ て いく 。 


























鬼太郎 に な り 代わ り 現 世 支 配 を 企む 
死人 を あの 世に 案内 する 仕事 を し て 
いた が 嫌気 が さ し 、 鬼 太郎 に な り 代わ 
り 現世 を 支配 し よう と 考え る 。 ね ずみ 
男 に 自分 が 父親 だ と 偽っ て 近付き 、 鬼 
太郎 に ワナ を 仕掛 ける 。 第 44 話 
能力 口 か ら 吐く ガス を 浴び る と 老化 が すす み 、 そ の まま 放っ 
て お く と 白骨 化し て し まう 。 舌先 三 十 で 相手 を だ ます 。 
最後 や 宇宙 に 飛ば され た 日 下 お や じ が 超 巨 大 化し て 落ち て き て 、 
死神 を 包み 込む 。 そ れ に より 苦し ん で 降参 する 。 












































妖怪 ハン ター・ ヒ ー 族 と 共謀 ! 
懲 れ られ こそ すれ 誰か ら も あり が た 
が られ な い 生 活 に 不満 を 抱き 、 ヒ ー 
族 の 巫女 に そそ の か され て 、 指 太郎 
た ち を 競う 。 目玉 お や じ ら を 無明 の 
世界 へ 連れ て 行こ うと する 。 第 114 話 
能力 大鎌 を 駆使 し て 鬼太郎 た ち を 毅 う 。 舌先 三 定 で 人 を だ ま 
すこ と 、 お よび 謀略 が 得意 。 
最期 @ 泡 車 乗 っ た まま 、 す べ て が 無 に 
行っ て し まう 。 


原作 コミ 























な る 無明 彼 央 の 世界 へ 











ッ ク で は 2? 
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ニン ジ ドス に 2 
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や ここ 2 
まだ 


【 じ に や ー】 





アラ ビア 生ま れ の じゃ じゃ 馬 魔 女 

約 1000 歳 の 、 ア ラビ ア 生 まれ の 魔女 。 悪魔 の 国 の 王 を 父親 に 持つ 
その 多 親 の 病気 を 治す た め 、 医 師 を 読 的 し よう と し た 。 日 本 の 
高校 に 入り 込ん で 不良 た ち を 部 下 に し 、 ね ずみ 男 か ら 医 者 の 居 
場所 を 聞き 出し 恐山 の 妖怪 病院 を 組 う 。 第 102 話 

能力 @ 魔力 で 人 や 物 を 操る 。 宙 に 浮く 。 ホ ウキ で 空 を 飛ぶ 。 

最後 @ 父 に よる 鬼太郎 へ の 攻撃 の 巻き 添え を 食い 、 空 か ら 落 下 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 

[魔女 ジニ ヤー」 に 登場 。 吸 えば 魔力 を 体内 に 宿 せ る [精霊 煙 | 
草 ] を 使い 、 少 年 強盗 団 を 結成 し て 銀行 強盗 な どの 悪事 を 働く 














jiniVamnocHicehi 
> ニヤ ー の 父 し 


【 じ に や ー の ちち と 】 





アラ ビア に 住む 悪魔 の 国 の 王様 
悪魔 の 国 の 王 だ が 、 争 い ご と は あま り 好 き で は な い 。 娘 思い で 








腰 が 低い 。 日 本 に 向かっ た 娘 を 心配 し て 追っ て きた 。 凡 郎 と 
の 戦闘 中 に 娘 ・ ジ ニヤ ー を 自分 の 攻撃 の 巻き 添え に し て し まう 
が 、 そ の 娘 を 鬼太郎 に 助け られ て 心 を 開く 。 第 102 話 

能力 @ 空 を 飛ぶ 。 口 か ら 光 線 を 吐く 。 連 か ら も 光線 が 出る 。 
最後 で 日本 で の 娘 の 悪事 を 知り 、 移 太郎 た ち に 謝罪 する 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 

「 魔 女 ジニ ヤー」 に 登場 。 導 を 追っ て 日 本 に 現れ 、 口 か ら 光 株 を 出 
し て 克 大 を 攻 。 面 ガラ ス で 反射 し た 自信 到 で 燃え つき 2 




























































































giamnt 


ジャ イア ント 
【 じ ゃ いあ ん と 】 





坊主 頭 に ヒゲ 面 の 西洋 妖怪 四天王 最強 の 男 

ケタ 違い に 大 き な 体 を 持つ 、 西 洋 妖怪 四天王 の 最強 の 男 。 上 半身 
裸 の レス ラー 風 ス タイ ル で 、 坊 主 頭 に 白い ひげ を 若 え て いる 。 決 
し て 抜け られ な い 「 妖 惨 坂 の 術 ] や 「 分 身 の 術 ] で 鬼太郎 を 苦し 
め る 。 ケ タ 外 れ に 五感 が 優れ 、 闇 討ち も 効か な い 。 第 109、110 話 
能力 @ 巨体 を 生か し た パワ ー 攻 撃 。 ケ タ 外 れ に 鋭い 五感 。 


























最期 @ 妖力 の 源 で ある ひげ を カッ ト さ れ て 力 を 失う 。 


ッ ク で は 3? 





原作 コミ 
原作 に は 登場 し 


shifiumsBmnko s 
脂 粉 仙 子 

【 し ふん せん こ 】 

白粉 婆 が 仕え る 紅白 粉 の 神 


烏山 石 格 『 今 音 百 鬼 拾 革 】 の な か に ある 、 和 白粉 婆 の 項目 に 「 紅 









































お し ろ い の 神 を 脂 粉 仙女 と 云う 。 お し ろ い ば ば は 此 神 の 侍女 な 


る べし 」 と その 名 が 出 て いる 。 





女 妖怪 の 頭領 と な る べき 妖怪 も まだ カワ イイ 女の子 

普段 は 美しい 女 の 姿 
だ が 、 一 度 そ の 妖力 
に 目覚 め る と 恐ろし 
い 力 を 発揮 する と い 
う 、 女 妖怪 の 頭領 と 
な る べき 妖怪 。 白 粉 
婆 が 、 無 理 や り 目 覚 
め さ せ て 利用 し よう 
と し て いた と ころ を 
老人 に 助け られ 、 人 
間 の 女の子 ・ 紅 子 と 
し て 育て られ て いた 。 雪山 で 祖父 (助け て くれ た 老人 ) を 提 し て 
遭難 し た と ころ を ぬり か べ に 助け られ る 。 再 び 近 付い て きた 白粉 
婆 に 対し て 、 無 意識 に その 妖力 を 解放 し て 退治 し た 。 第 103 話 

原作 コミック で は 2? 


| 原作 に は 登場 し な 妖怪 
































jakptsuhahaa CN 
【 じ ゃ こつ ば ば あぁ 】 。 . 
体 に 蛇 を 巻き つけ た 、 紫 塚 の 時 五 衛門 の 大 


鳥山 石 燕 「 今 音 百 拾 中 』( 、 蛇 を 体 に 若 きつ けた 老婆 と し て 
描か れ て いる 。 解説 に ょ る と T& ろ こ し 巫 成 国 は 女 ヨ "の 北 に あ 
り 」 と 書か れ て お り 、" 蛇 塚 の 蛇 五 衛門 ′ の 妻 と の こと 。 






























































ぬら り ひ よん と 共謀 し て 、 鬼 太郎 を 追放 直 め る 
面 長 、 タ レ 目 の 老婆 。 鬼 太郎 を 倒す た め に ぬら り ひ ょ ん と 共謀 。 
ぬら り ひ ょ ん が 、 手 が 勝手 に 動く | 鬼太郎 送 き ] に 悩ん で いる と 
き に 、 魔 法 の つぼ か ら 出 る 煙 を 使っ て 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 手 の 中 に 
引い た 鬼太郎 の 手 を 煙 り 出し て 解決 。 さ ら に 鬼太郎 を 、 魔 法 の つ 
ぼ の 中 に 閉じ 込め よう と する 。 そ の 際 「 例 え 仲間 で も た だ 働き は 
イヤ じゃ 」 と 、 ぬ ら り ひ ょ ん か ら 大 金 を せしめ る 。 第 12 話 
最期 鬼太郎 を だ まし て 魔法 の 起 に 閉じ 込め よう と する が 、 

に だ まさ れ て 、 訓 代 の 石臼 で 原始 時 代 ! ie お 
































地獄 編 に も 登場 、 一 つ 目 の 犬 に 変身 
昔 の 暮らし を し て いる 、 一 見 普 通 の 
上 才 敵 。60 年 代 と 同じ く ぬ ら り ひ ょ ん 
ンス お サフ: 

、 地獄 編 で は 、「 地 獄 の 針 の 山 」 
き Ex > が 場 。 一 徳 独 鉄 
景 の コン ビ と 組む 。 一 つ 目 の 大 に 変身 し て 提 太 郎 や ユメ コ を 食 
べ よ うと し た 。 劇 「 異 次 元 ] で は 、 怪 気象 の 中 に いた 妖怪 の ひ 
と り 。 国 会 議事 堂 に 現れ た 鬼太郎 た ちと 対決 し 、 ね ずみ 男 に や 
られ た 。 第 4、108、112 話 、 劇 異 次 元 」 














鬼太郎 の 誕生 秘話 を 語る 

ぬら り ひ ょ ん と 共 計 、 党 力 を 吸っ て 
固まる 特 抽 コンクリート [妖怪 コ ンク 
リー ト 」 を 作っ て ぬら り ひ ょ ん に 渡す 。 
鬼太郎 を コン クリ ー ト 詰め に し た 後 
も 、 鬼 太郎 の 誕生 秘話 を 思い 出し 、 鬼 
太郎 が また 墓場 か ら 区 っ て くる の で は な いか と 恐れ て いた 。 移 大 
郎 の 下駄 に 追わ れ て 逃げ 惑 い 、 背 中 に 下駄 が 張り 付い た まま 水 の 
中 に 入っ て 、 大 申 の 本 性 を 現す 。 下 駄 を 虹 骨 疲 ご と 葬り 去 ろ うと 
し た ぬら り ひ ょ ん の 手 で 、 魔 法 の 奄 に 封じ し られ る 。 第 78、106 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 ぬ ぬらりひょん 」 に 登場 。60 年 代 の 内 容 が 、 ほ ば 原作 の まま 。 


























地獄 編 に は 登場 ぜ ま 大 蛇 な ど に 変身 する こと も な か っ た 。 
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車掌 獲 


【 し ゃ し ょ う ね こ 】 の 


cp 











獲 町 へ の 唯一 の 交通 手段 、「 猫 町 線 」 で 働く 車掌 
疲れ た 人 間 た ち が 現 世 を 捨て 、 ネ コ に 変わ っ て 生き る 「 猪 町 ] 
に 向かう 電車 「 猪 町 線 ] の 中 で “切符 を 拝見 "を し て いた ネコ 。 
「 次 は ば け 猫 一 ] な ど と 駅 案内 を し て いた 。 同 僚 に 、 猫 町 駅 で 第 
太郎 た ち を 迎え 入れ た 改札 猫 が いる 。 双方 と も 薄茶 色 の 三 毛 ネ 
コ 風 だ が 、 導 び 町 駅 の 改札 猫 は 目 が 赤い 。 改札 猫 は 「 獲 町 逆 切 符 
が な いと 人 間 界 に は 帰れ な い 」| と 鬼太郎 に 教え て いた 。 第 28 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 




















パス ポー 


従者 キツ ネ 


【 じ ゅ うし ゃ きつ ね 】 























キツ ネ の 嫁 迎え 行列 を 作る 白山 坊 の 手下 

山 坊 が 、 人 間 の 娘 ・ 茜 を 嫁 に 迎え る た め に 派遣 し た 、 狐 の 行列 。 
銃 を 構え て 待っ て いた 黄 の 父親 も 、 彼 ら が 現れ た こと で 観念 し 
た らし い 。 和 坦 籠 に 茜 を 乗せ て 進ん で 行く が 、 茜 と 仲良 く な っ て 
いた 白山 坊 の 弟子 ・ コ ン 太 が 裏切っ て 「 こ の まま 行っ た ら 白 山 
坊 様 に 食べ られ ちゃ う よ 」 と 教え た ら 、 従 者 キツ ネ は 「 大 変 だ ~、 
白山 坊 様 に 怒ら れる 一 ] と 叫び な が ら 姿 を 消し た 。 第 39 話 

原作 コミ ッ ク で は ? 


























TV オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 
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人 に 害 を な す 妖 怪 一 般 を 指す 名 称 。 


鳥山 石 燕 の 「 今 音 画 図 続 百 鬼 】 に 描か れ て いる 妖怪 。「 邪 区 は 征 
の 類 な り 。 妖 狗 の 悪気 な る べし 」 と の 言葉 が 添え られ て お り 、 
つま り は 人 を 害する 妖 人 一般 の こと を 指す と いう 。 




















































































































































































ガマ に な っ て いた 妖怪 。 目 玉 お や じ が 恐れ る 悪名 高 さ 
ガマ 仙人 に より 、 カ エル の 姿 に 封じ られ て いた 妖怪 。 太 っ た 熊 
の よう な 外見 で タラ コ 唇 。 目玉 お や じ が 「 ア イツ が 暴れ だ し た 
ら 一 大 事 ] と 言う ほど 悪名 高い 妖怪 らし い 。 ね ずみ 男 の お か げ 
で 封印 が 解 か れ 、「 毒 気 」 で 鬼太郎 を 手下 に する 。 第 50 話 
能力 @ 吐 く 息 は 毒気 と な り 、 吸 い 込 ん だ ら ど ん な 秀 オ で も お か 
し く な っ て し まう 。 指 太郎 も ら 吸 わ さ れ 、 手 下 に され る 。 
最期 @ 部 下 に な っ た 上 鬼太郎 を ガマ 仙人 に 倒さ れ 、 そ の 後 再度 が 
マ 仙 人 に 封じ し られ 、 カ エル の 姿 に 戻る 。 
































女性 に 変化 し て 鬼太郎 を 操る 
人 4 200 年 前 に ガマ 仙人 に より カエ ル の 
姿 に 封じ し られ て いた 。 女性 の 声色 で 
ね ずみ 男 を だ まし 、 封 印 を 解 か せ て 
復活 。 鬼 太郎 と 闘い 、 毒 気 で 鬼太郎 
を 操り 部 下 に する 。 第 41、91、108 話 
能力 で 変身 能力 。 吐 く 息 (毒気 ) で 人 の 心 を 歪め て 操る 。 体 を 
丸め て 転がり な が ら 級 っ て くる 。 
最期 〇 正気 に 戻っ た 鬼太郎 が 、 ガ マ 仙 人 の 杖 で 丸く な っ た 那 魅 
を 打ち 返し 、 封 印 石 に ぶち 当て て 再度 封印 する 。 



































< 3 ぬら り ひ ょ ん の 指示 で 鬼太郎 を は め る 
2 思っ = 電 鬼太郎 に 封印 を 解 か す て カ エル に し た 。 
ce 日 玉 お や じ が 身代わり に な る こと で 児 
太郎 が 元 に 戻っ た 頻 間 に 毒気 を 噴き か 
け 、 鬼 太郎 を 部 下 に し て ぬら り ひ ょ ん 
も っ プチ の 思惑 どおり 悪事 を 働か する 。 第 54 
能力 @ 吐 く 息 (毒気 ) で 人 の 心 を 歪め 、 操 る 。 鬼 太郎 は 銀行 強 
盗 を させ られ て し まっ た 。 
最期 @ ガ が マ 仙 人 の 手 で ふた た び カ エル の 姿 に 封じ られ 、 悪 事 を 
働か な いよ うに 管理 され た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 

県 | に 登場 。 基 本 的 に 60 年 代 の 


国 F 所 2 大 接 申 大和 角 
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| イット 骸骨 を 見 る の じゃ ) 


沙 の 
【 し ゅ の ぼん 】 
鬼 系 と 真っ な 顔 の 大 坊主 系 、2 つ の 伝承 が 残る 


福島 県 で は 頭 に は 針 の よう な 毛 、 額 に は 1 本 の 角 、 目 は 忠 の よう 
で 口 は 耳 ま で 像 け て いる 持 の よう な 妖怪 。 ほ か に 新潟 県 で は 、 
真っ 赤 な 顔 の 大 坊主 が 朱 盤 と し て 伝わる 。「 老 如 茶 話 ] な ど に 残る 。 
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つっ と 





ン ン 


ドジ ば か り だ が 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 忠実 な 部 下 

赤い 大 き な 顔 で 、 目 が 黄色 。 体 は 小さ く 、 昔 の 足軽 の よう な 格 
好 を し て いる 。 鬼 太郎 の 宿 英 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 手下 と し て 行動 
を 共に し 、 何 度 も 鬼太郎 に 立ち 向かう が 、 い つも ドド ジ ば か り 。 
第 91 話 で は 、 妖 怪 の 宿 英 ・ ヒ 一 族 に ぬい ぐる み に さ れ て し まっ 
た ぬら り ひ ょ ん を 助け る た め 、 鬼 太郎 た ちと 行動 を と も に し た 。 
また 、 第 58 話 で は ユメ コ の 優し さ に 触れ て ぬら り ひ ょ ん を 理 切 
り 、 ユ メ コ と 2 人 で 妖怪 城 を 脱出 し よう と 試み た 。 [地獄 編 ] で 
は 改心 し 、 鬼 太郎 と と も に 地上 に 向かう が 、 ぬ ら り ひ ょ ん を 理 
切り きれ ず 、 最 後に は 地獄 に 残る 。 第 4、16、58 話 ほか 





























主人 に 絶妙 な ツッコ ミ を 入れ る こと も 
「 朱 の 和 盆 ] と 表記 。 ド ジ で 間抜け で 憎 
め な い 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 皿 実 な 部 下 。 
鬼太郎 の 強 さ は 認識 し て お り 、 下 駄 
の 音 に も ビク ビク する 始末 。 鬼太郎 
と の 闘い で 他 力 本 願 の ぬら り ひ ょ ん 
分 で は 何 も や ら な いん で すね ー」| な ど と 悪意 
な く 言 っ て し まい 、 問 られ た り も する 。 第 113 話 で は 鬼太郎 を 倒 
す 助 っ 人 を 集め る が 、 ね ずみ 男 に ダマ され て へ ヘナチョコ 妖怪 ば か 
り 3 匹 集 め て し まう 。 第 60、64、71、74、78、83 話 ほか 











を 見 て 「 や っ ぱり 

































PP 坦 。 相撲 大 会 の 張 湯 で 称 大 郎 に 
当たり 、 や は り 間 の 抜け た 負け 方 を する 。 
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祭 福 
和 Av 

LE は あく 《】 
不老 不死 の 霊 薬 を 求め て 渡航 し た 秦 代 の 学者 
秦 の 始 皇 交 の 命 を 受け 、 不 老 不 死 の 霊 薬 を 求め て 東方 に 船出 し 
た と いう 中 国 の 方 士 (学者 )。 司 馬 頂 「 史 記 】 ほか に 伝承 が 残り 、 
日 本 各地 に 一 行 が 上 陸 し た と され る 伝説 が 残っ て いる 。 


仙人 の よう な 出で立ち の 邊 藤 島 の 主 














2000 年 前 の 中 国 の 方 
士 で あり 、 幻 の 島 ・ 
立場 。 ち な み に か に 
坊主 の 前 身 で ある 上 
海 ガ が ニ は 、2000 年 前 
に 徐福 に 付い て 日 本 
に きた 。 現 世に 疲れ 
た 人 間 の も と に 現れ 、 
進藤 島 へ と 導く 。 名 
前 を 呼べ ば その 相手 
を 封じ 込め て し まう ひょう た ん が 武器 。 行 方 不明 の 人 間 を 追っ 
て 、 か に 坊主 に 乗り 首藤 島 に た どり 着い た 鬼太郎 を 、 島 を 荒 ら 
す 侵 入 者 と 勘違い し ひょう た ん の 中 に 封じ 込め た 。 第 14 話 

原作 コミ ッ ク で は 2? 


原作 に は 登場 し な い 括 怪 。 
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johnhullnek0o 
ジョ ンプ ブル 猫 
【 じ ょ ん ぶる ね れこ 】 








座り 込ん だ ね ずみ 男 に 優し く 具 合 を 聞い た 紳士 ネコ 
シル クハ ッ ト に 口ひげ を 蓄え 、 ス テッ キ を 付い た 英国 紳士 風 の 、 
二 足 歩行 の ネコ 。 鬼太郎 と ね ずみ 男 が 行方 不明 の サラ リー マン の 
足取り を 追っ て 着い た 、 人 間 が ネコ に 変化 し て 生き る 町 「 猫 町 ] 
に 住む 。 見 渡す 限り ネコ だ ら け で 、 気 分 を 悪く し た ね ずみ 男 に 
「 ど うし まし た ? 顔色 が 悪い みた いで すけ ど 」 と 声 を か ける が 、 
ね ずみ 男 に 「 放 っ と いて くれ ぇ 」 と 一 蹴 さ きれ て し まう 。 第 28 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 























TV オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 
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シル クハ ッ ト 狩 


【 し る く は っ と だ ぬき 】 





刑部 刈 に 次 ぐ 八 百 八 理 の 実質 ナン バー ク 2 

四国 の 山中 に 封じ 込め られ て いた 、 日 本 征服 を 狙う 妖怪 旬 集 団 ・ 
八 百 八 独 の 幹部 。 解 放さ れる 前 か ら 「 人 間 ど も め ー」 と 陰 っ て 
お り 、 人 間 に 対 する 敵 昼 心 は 強かっ た 。 そ し て その 分 、 刑 部 犯 
へ の 忠誠 心 は 厚く 、 刑 部 旬 に 続く 実質 ナン バー 2 の 地位 を 得 て 
いる 。 主 に 参謀 的 役割 を 担当 し て いる 。 街 で 第 太郎 を 見 つけ て 
「 あれ が 鬼太郎 か ] と 確認 し て 、 部 下 の タ ヌキ た ち を 指揮 し て 拉 
致 。 さ ら に 目玉 お や じ を 木 の 枝 に 吊る し て 運び 、 刑 部 利 の 前 に 
連行 する 。 ね ずみ 男 の こ と は 「 無 礼 者 の ザコ 妖怪 め が ! | と 相 
手 に も し な い プ ライ ド の 高 さ を 持っ て いる 。 タ ヌキ が 政権 を 
取っ て か ら は 、 人 間 た ち に 多 城 建築 を 指揮 する 指揮 宮 の よ うな 
役割 を 果たす 。 刑 部 旬 が 封じ しら れ て 妖力 が 消え る と 仕返し に き 
た 入 官 に 追わ れ 、 最 後 は 倒れ て きた 鉄骨 の 下敷 き に な っ て し ま 
う 。 第 56、57 話 




















川原 に も 彼 専 用 の イス が ある ? 
「 玄 善 抑 ] と し て 登場 。 狼 百 八 独 の 
ひと り 。 妖怪 獣 が 入っ て いる 第 2 の 
月 に つい て 人 々 に 解説 し て いる 鬼 太 
郎 を 見 て 「 放 っ て は お け な い 」 と 投 
致す る こと を 決意 し た 。 川 原 で 鬼 太 
郎 と 話 を する と きも 、 イ ス に 深く 腰掛 け 、 ふ ん ぞ り 返っ て 話す 
な ど 、 紳 士 的 な 外見 と は 裏腹 の 強権 的 な 態度 で 物事 に 挑む 。 鬼 
太郎 に 「 昭 和 40 年 代 に 妖怪 の 時 代 が 来る こと は 、 知 っ て いる だ 
ろう 。 な ぜ 人 間 の 味方 を する ? 」 と 問い か ける 。 第 20、-21 話 



































タヌキ 内 閣 の 外務 大 臣 

シル クハ ッ ト に 礼服 を 着こなし 、 忠 
ネクタイ と 白い 軍手 で 身 を 固め る 、 
完全 に 英国 紳士 風 の 八 百 八 独 の ひと 
り 。 手 に し て いる ステ ッ キ は な か な 
か 強力 な 武器 と な り 、 鬼 太郎 の リモ 
コン 下駄 攻撃 を 打ち 落と し た こと も 。 一 度 は 殺し た と 思わ れ た 
鬼太郎 が 復活 し て きた と き に は 、 妖 怪獣 ・ 岐 竜 に 直接 指示 を 出 
し て 上 鬼太郎 を 襲わ せ た 。 八 百 八 旬 が 政権 を 礁 取 し た 際 に 、 刑 部 
独 に 任命 され て 外務 大 臣 を 務め て いた 。 第 110、111 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
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ShiPplunBeri 
y 燃 
日 溶 黄 
【 し ろう ね り 】 
「 徒 然 草 ] に ちな ん で 作ら れ た 創作 妖怪 


鳥山 石 燕 『 画 図 百 器 徒然 袋 } に あり 。 吉 田 兼 好 の 「 徒 然 草 』 第 
60 段 に 登場 する 坊主 「 白 うる り ] に ちな ん で 雑 由 の 化け た も の 
























































こう 名 付け た と され る 。 おそらくは 石 燕 の 創作 妖怪 。 





普段 は カワ イイ 小型 竜 が 都会 の 汚れ を 吸っ て 巨大 化 
汚れ を 含ん だ 雑巾 が 、 妖 怪 変化 し た も の 。 竜 の よう な 体 を 持ち 
吐く 息 や 尻尾 か ら カ ビ を 作り 出す 。 ね ずみ 男 と あか な め と と も 
に 、「 汚 し て は キレ イ に する 」 エセ 清掃 業者 を 始め 、 彼 ら と 心 を 
通わ せる 。 都会 の 汚れ を 吸収 し て 巨大 化し 、 暴れ だ す が 、 風神 ・ 
雷神 に 止め られ る 。 第 16 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 
能力 吐く 息 や 尻 必 か ら カ ビ を 作り 出し 、 周 囲 を カビ だ ら け に 
する 。 川 の 汚れ な ど を 吸っ て 巨大 化す る 。 
最後 や 街 で 果 れ て いた と ころ を 風神 ・ 雷 神 に 止め られ 、 洗 い 流 
され て も と の 小さ な 白 溶 疹 に も どる 。 
































ぬら り ひ ょ ん の 部 下 と し て 登場 
妖怪 皇帝 ・ ぬ ら り ひ ょ ん の 部 下 と し 
て 、 怪 気象 に 包ま れ た 東京 に 降り 立 
つ 。 ぐ わ ご ぜ の 娘 ・ カ ロリ ー ヌ を 、 
| その 長い 尻尾 で 捕まえ る 。 劇 「 異 次 
『 ーー 『 元 」 
能力 G 子 泣き 沿い わく 「 ね ずみ 男 よ り も クサ い 息 」 を 吐く 。 意 
の よう な 体 を 生か し て 空 を 飛ぶ 。 
最期 鬼太郎 と 国会 議事 堂 で 対決 し 、 鬼 太郎 の オカ リナ の 剣 
「 妖 怪 剣 ] で コマ 切れ に され て し まう 。 


























コ ミッ * は ? 
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自 坊 主 
【 し ろ ぼ うず 】 
伝承 は 少な い “白っぽい 坊主 の よう な 妖怪 " 


丈 岡 県 、 大 阪 府 、 三 重 県 な ど に 伝わる 妖怪 で 、 そ の 基体 的 な 介 
話 は あま り 残 っ て いな い 。 単純 に 白っぽい 坊主 の よう な 形 の 妖 
惨 を いう と 思わ れる 。 タ ヌキ が 化け た も の と も いわ れる 。 


SM に 績 学 間 に と りあ え ず 集合 

第 6 話 で は 、 鬼 太郎 
が 妖怪 の 存在 を 信じ 

な い 人 間 を こら し め 
る た め に 用 意 し た 
「 了 幽霊 電車 ] に 乗車 。 
大 勢 の 妖怪 と と も に 
乗客 の 2 人 を 和敬 か せ 
た 。 劇 「 妖 怪 大 戦 
争 ] に て 、 西 洋 妖怪 
に 対抗 すべ く 墓 場 に 
まま っ た 妖怪 の うち 
の ひと り 。 青 い 渦巻 き 模 様 の 着物 姿 。 結 局 、 西 洋 妖怪 に 膳 し て 
消え て いく 。 の っ ぺら ぼう を 思わ せる ツル ツル 顔 だ が 、 違 い は 
足 が あ る か 否 か 。 第 6 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 」 

原作 コミ ッ ク で は ? 

「 括 性 本 所 ふし ぎの 巻 」 に 登場 。 妖 怪 総 大 将 ・ ぬ ら り ひよ 
ん の 号令 に 応じ て 、 球 場 に 集合 し た 大 勢 の 妖怪 の な か の ひと り 。 
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人 面 晶 


【 じ ん めん え う 】 





カラ フル で 表情 豊か な 顔 が 付い て いる 花 

系 太郎 が 栽培 し て いた 、 顔 の ある 花 。 一 つ 目 の も の か ら 三 つ 目 
の も の 、 鼻 の ある も の や な いも の な ど 、 複 数 の 種類 が ある と 思 
われ る 。 笑っ て いる も の や 怒っ て いる も の な ど 多 数 あり 、 ね ず 
み 男 が 顔 の アゴ に 当たる 部 分 を な で て や る と 喜ぶ と ころ を 見 る 
と 、 触 覚 も ある し 感情 も 豊か の よう だ 。 ね ずみ 男 は これ を 人 間 
界 に 持ち 込ん で 、 PH Ne 第 4 話 

原作 コミ ッ ク で は ? 
「 雨 降り 天狗 | で の 登場 の 仕方 が アニ メ に 反映 され で いる 。 ま 














































水 虎 
【 す いこ 】 
河童 と は 異な る 水中 に 潜む 小 坊主 的 妖怪 
中 国 の 古書 「 本 章 綱 目 」 が 起源 子供 の よう な 外見 で 、 全 身 和 


も 刺さ きら な い ほ ど 丈 夫 な 鱗 に 呈 わ れ て いる 。 普段 は 水 の 中 に お 
り 、 い つも 座頭 だ け を 水 の 上 に 出し て いる と いう 。 




















封印 を 解い て くれ た 思 人 ・ 百 合 子 を 守る 

あら ゆる も の か ら 水 を 吸い 取っ て 生き る 妖怪 。500 年 前 に 中 国 か 

ら 渡っ て き て 、 徳 の 高い 倍 に つぼ の 中 に 封じ 込め られ て いた と 

ころ を 、 村 の 女の子 ・ 百 合 子 が 復活 させ て し まう 。 百合 子 に 恩 

義 を 感じ 、 い じ め ら れ て いる 彼女 を 守る 。 第 14 話 

能力 で 森 羅 万 象 か ら 水 分 を 吸い 取る 。 人 間 の 口 か ら 入 り 、 水 分 を 
取っ て 干からび させ る 。 液状 に な る こと が で きる 。 

最期 や 鬼太郎 の 体内 に 入る が 、 鬼 太郎 の 策 に より 、 冷 気 で 
練っ て 動け な く ぐ な り 、 再 び つ ぼ に 封じ られ る 。 












































胃 夫婦 に な る メス を 探す 、 オ ス の 水 虎 
液状 の 生き 物 で 、 打 撃 を 受け て も 元 
に 戻る 。 メ ス の 水上 席 が 封印 され た つ 
ぼ を 探し 、 水 虎 を 増 や を うと し て い 
た 。 そ の た め に 少年 ・ 新 一 に と り 是 
き 、 古 代 塚 を 掘ら せ た 。 第 9 話 
能力 滋 状 を の で 、 攻撃 が 一 切 効 か な い 。 人 に と り い て 、 人 
を 操る 。 特 に 子ども に と りく の が 好き 。 
0 崩 に 存 み 込ま れ 、 太 郎 の 体 
の 中 で 凍っ て し まい つぼ に 封じ られ た 。 





強大 な 力 を 得る た め 女 房 と 合体 
雪崩 や 津波 を 起こ す 。 別 に 封印 され 
た 女房 と 合体 する こと で 、 凶 凌 性 と 
力 は 爆発 的 に 大 きく な っ た 。 大昔 圭 
印 を 解い て 現れ た と き は 、 妖 怪 総出 
N 睡 で 再び 封印 し た ほど の 強敵 。 第 56 話 
能力 で 口 か ら 水 を 噴く 。 水 の 中 で 姿 を 消す こと が で きる 。 液体 
な の で 刀 な ど で 切 っ て も 切れ な い 。 
最期 @ 水 と 一 緒 に 水 虎 の 腹 の 中 に 入っ た 鬼太郎 が 、 体 内 で 「 妖 
気 冷凍 ] の 術 を 用 いて 水 虎 を 凍 ら せ た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 水 虎 ] に 登場 。80 年 代 の スト ー リ ー が 最も 原作 に 近い が 、 外 
見 は 虎 の 姿 で は な LA。 と り 湿 か れる 子ども の 名 前 は 同じ 新 一 
































た 鬼太郎 以外 の 作品 に 『 人 面 草 」 も ある が 、 別 タイ プ と 思わ れる 。 
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水 虎 
【 す いこ 】 
中 国 の 妖怪 が 日 本 で 変質 し 、 河 埋 浸 同 さ れる 


中 国 か ら の 伝承 が 起源 だ が 、 日 本 で 変質 し 明治 の 初め に は 河童 
の 上 役 、 水 神様 的 な 存在 と し て 祭 ら れる よう に な っ て いる 。 鳥 
山 石 薫 『 今 昔 画図 続 百 抱 】 に も その 次 が 描か れ て いる 。 


























いつ も る フランケン と と も に レー ス を 脱落 

富士 の 青木 が 原 樹海 で 行わ れ た 、 ぬ ら り ひ ょ ん が 仕組 ん だ 妖 惨 ラ 
リー に 参加 する た め に 中 国 ・ 長 江 よ り 来 日 。 獲 と イタ チ を 混ぜ た 
よう な 外見 で 、 赤 い 目 。 ラ リー で は 第 2 チェ ッ ク ポ イン ト 「 幸 福 
の 橋 と 不幸 の 橋 | で 、 正 解 の 橋 を 知り た く て フラ ン ケ ン を 先 に 行 
か せ て 様子 を 見 よう と する 。 結局 フ ラン ケン と も ども 第 3 チェ ッ 
ク ポ イン ト で 爆破 され 、 溶 岩 に 落ち て し まう 。 ラ リー が 終わ り 、 
人 陸 閣 の 天 太 朗 が 刀 怪 石 に tf 
を も と どおり に 」 と 願う で 、 生 き 返 る 。 第 64 話 








論語 を 読み な が ら 悠々 と 運転 
佐渡 ヶ 島 を 舞台 に し た 、[ 世 界 妖怪 ラ 
リー 大 会 ] に 中 国 代表 と し て 測 場 。 ス 
ター トト 時 は 論語 を 読み な が ら 、 悠 々 と 
レー ス を 展開 。 後 半 に な り 積 極 的 に な 

る と 、 グ レム リン の 燃料 を 抜い て し ま 
う 。 その 後 、 鬼 太郎 と の 取っ 組み 合い に な り 、 水 に 変化 し て 、 擬 太 
郎 の 所 針 を か わす 。 そ こ で 第 14 話 の 水 虎 と 同じ く 、 水 で で き て いる 
虎 だ と 判明 する が 、 デ ザイ ン が まる で 異な る た め 別 人 人 と 思わ れる 。 
フラ ン ケ ン の クル マ が 炎上 し 、 一 緒 に 燃 を て し まう 。 第 54 話 

















共闘 し て いた フラ ン ケ ン に 裏切ら れる 
世界 妖怪 ラリ ー に 参加 する た め に 来 
日 。 ス ター ト 前 に 街 で れ まく る 。 
スタ ー ト 時 は 鬼太郎 に 次 いで 5 番手 
に 付け 、 そ の 後 フ ラン ケン と 協力 し 
て 左右 か ら 鬼 太郎 の 車 を 挟み 撃ち 。 
ドッ グフ ァ イ ト を 繰り 広げ 、 一 度 は 鬼太郎 を 追い 落と す 。「 そ ん 
な ポン コツ 車 に 構っ て いら れる か ! 」 と 人 息巻く が 、 そ の 後 、 順 
橋 の ポイ ント で 直前 に 渡っ た フラ ン ケ ン が 吊橋 を 落と し た た め 
一 緒 に 川 に 墜落 し て し まっ た 。 第 51 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 折 怪 ラリ ー ー」 に 登 場 を 60 年 代 の スト ー リ ー で は 論語 を 読ん を で い 
る が 、 コ ミッ ク で は ほ [ 和 沢 東 語録 | を 読み な が ら レ ー ス を 展開 。 
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けれ ね こす り 】 
NG 紀 の 2 寺尾 こす っ て 驚か す 


岡山 県 小田 郡 に 伝承 が 残る ロー カル 妖怪 だ が 、 名 前 は 全国 区 。 
剛 kniBCRSOBIDe 遇 0200: 
を し た 妖怪 。 晴 天 よ り も 雨 の 降る 日 に 多く 現れ る らし い 。 






































か わい い 顔 し て や る こと は キツ い 、 犬 思い の 妖怪 

人 食い 藻 居 で 作ら れ た 「 怪 自動 車 ] を 操る 黒幕 の 妖怪 。 し か し 
本 来 は 気 が 弱 そう な か わい い 系 ルッ クス 。 怪 自動 車 で 中 古 車 店 
の 客 を さら っ て 沼 の 底 に 引き ずり 込み 、「 二 度 と 車 を 持ち た いと 
思う な 」 と 箇 迫 する 。 そ れ は 交通 戦争 の 中 で 、 大 の 肉 き 逃げ が 
頻発 し て いる こと に 対す る 報復 だ びっ た 。 第 14 話 

能力 〇 人 食い 藻 層 で 作ら れ た 怪 自 動車 を 操り 、 車 が 欲 2 




















ち に 報復 を 与え る 。 力 が 玉 く 、 自 分 で は 何 も で き な 
最後 G 鬼 太郎 が 呼ん だ 、 つ る 太 火 に より he 
出 で く る 。 光太郎 に 大 の 欄 き 光 げ の 多き を 話 え る 。 





























体 全 体 で 扉 を 開け る 妖怪 皇帝 軍 の 一 員 
| 劇 「 異 次 元 ] に 登場 じ た 、 ハ パム スタ ー 
犬 が 混ざっ た よう な か わい い ル ッ 
。 ク ス の 妖怪 。 妖 怪 皇 帝 ・ ぬ ぬ ら り ひ ょ 
に 従い 、 ほ か の 大 勢 の 妖怪 旦 帝 軍 
と と も に 人 怪 気 象 に 包ま れ た 東京 に 降 

り 立 っ た 。 国会 議事 堂 の 中 に ある 妖怪 皇 常 の 本 部 に いつ も いる 
様子 。 ぬら り ひ ょ ん が と お ろう と し た 扉 を 、 体 全体 を 使っ て 開 
ける な ど 、。 思 誠心 は か な り の も の 。 ね ずみ 男 が 本 部 に 来 た と き 
つい 性 質 で 擦り 寄っ て し まう 。 劇 「 異 次 元 ] 











コミ ュ ッ 
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らい 水 精 稚 は 、3 


猛 霊 人 惨 の 主 を 見 る の じゃ  ) 
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Z7umnhePa 
ズン ベラ 
【 ず ん べら 】 
青森 県 に お ける の っ べら ぼう 「 ず ん べら 坊 | が 語 


正式 に は 「 ず ん べら 坊 」 と いい 、 厳 谷 小波 「 大 語 園 』 に その 姿 
を 見 る こと が で きる 、 の っ ぺら ぼう の こと 。 青森 県 に 残っ て い 
る 民話 は “再度 の 怪 " の 手法 を 踏ん で お り 、 小 泉 八雲 「 衝 ] (の っ 
べら ぼう の 伝承 ) と 同じ パタ ー ン で ある 。 ま た 島根 県 の 人 食い 
妖怪 「 ず ん べら 」 の 伝承 も ある が 、 モ デル は 前 者 で あろ う 。 
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ナポレオン 、 リ ンカ ー ン 、 混 美 清 な どの 顔 に 付け 替え 可能 
問 を 取る こと が 存在 理由 の 妖怪 。 人 魂 入 り 料 理 を 他人 に 食べ さ 
せ て 、 顔 を 取る 。 本 来 は 死体 の 顔 し か 取ら な い が 、 ね ずみ 男 に 
そそ の か され て 生き て いる 者 の 顔 も 取り 始め た 。 顔 を 座っ た う 
え で 、 コ レク ショ ン か ら 自 由 に 顔 を 選ん で 付け 替え る 「 霊 形 手 
術 」 を 施す 。 整形 依存 症 の 女性 ・ 月 子 と 結婚 し た 。 第 41 話 
能力 @ 人 魂 入 り 料 理 を 食べ きせ 、 相 手 の 顔 を の っ ぺら ぼう に し 
て か ら コ レク ショ ン し た 他 の 顔 に 付け 替え る 。 
最後 ⑯ 鬼 太郎 に 諭 さ れ 、 ね ずみ 男 の 誘惑 を 突っ ぱ ね 死体 以外 の 
顔 し か と ら な いと 約束 し て 去っ て いく 。 


" は ? 


提 太 朗 の 登場 し な い 「 恨 手術 ] で 、 人 魂 を 食べ て 痢 を 付け 震え る 
語 元 ・ 人 間 ′ の と と だ | ずん べら | と 呼ん で いる 。 妖怪 で は な い 。 








































































760KuP0OH0HeH 


ゼ オ ク ロ ノ ドン 
[ば お くろ の どん 】 








ニュ ー ギ ニア に 生き る 3 舘 年 前 の 生物 が 復活 !? 
通称 、 大 海獣 と いわ れる 、 ク ジラ の 祖先 。 3 億 年 前 の 生物 だ が 、 
ニュ ー ギ ニア の 奥地 で 生き な が ら え て いた 。 ビー グル 川 で 上 島 











| 








博士 に 発見 され 、 探 検 隊 に 血 を 採取 きれ て 首 上 。 探検 隊 の キャ 
ンプ を 荒らす 。 若き 学者 ・ と 鬼太郎 の み 逃 げ 延 びる が 、 鬼 
太郎 は 山田 の 策 に より 採取 し た 血液 を 注射 さき れ 、 ゼ オク ロ ノ 
ドン と 化し て し まう 。 擬 太 郎 は ぜ オ クロ ノド ン に な りな が ら も 
東京 に 上 陸 。 期 せ ず し て 街 を 破壊 し 、 戦 車 隊 と 対決 する こと に 。 
その 後 、 山 田 が 操縦 する ロボ ッ ト と 激突 し これ を 退け る が 、 原 
爆 を 投下 され ミサ イル の 総 攻撃 を 受け る 。 第 5、6 話 

能力 代 口 か ら 光 線 を 吐き 、 相 手 を 毛 だ らち け に し て し まう 。 巨体 
を 生か し た 怪力 で 、 ロ ボッ ト や 自衛 隊 と 対決 。 
最期 や @ 心 を 入れ 彗 え た 山田 が 作っ た 薬 に より 、 も と の 鬼太郎 に 
戻る 。 放射 能 は お し っ こと 一 緒 に 流し て し まっ た 。 

























































































| 日 本 に 来 て ゲゲゲ の 森 に 向かう 
。 ニ ュー ギニア の 帳 地 で 発見 され た 大 
: 獣 。 鬼太郎 は 山田 の 謀略 で 大 海獣 
目 と 化し て し まう が 、 仲 間 の 妖怪 た ち 
に 自分 が 鬼太郎 だ と 分 か っ て も ら う 
こと に 成功 する 。 第 67、68 話 
能力 巨体 生か し た パワ リー 攻撃 。 戦 車 の 砲弾 な ど を モノ と も 
し な い 頑 丈 さ 。 
最期 目玉 お や じ 、 ね ずみ 男 ら に 悪事 の 裏 を 取ら れ た 山田 が 、 
鬼太郎 を 元 に 戻す 薬 を 作り 、 注 射 し た こと で 戻っ た 。 






























































Ui 南 太平 洋 ・ バ ルル 鳥 の 山 の 奥 地 に 眠っ 

NO て いる 巨大 な 妖怪 。 ア カマ タ た ち に 神 
と し て 崇め られ て いた 。 有 眠っ て いる 

プー ル の 水 を 飲ん で 、 朱 太 郎 も る ゼ オ ク 

ロ ノ ドン と な る 。 劇 「 大 海獣 

能力 @ 口 か ら な ん で も 毛むくじゃら に し て し まう 光線 を 吐く 。 
巨体 生か し た 怪力 で 攻撃 。 

最期 ココ の 実 を すり つぶ し た も の と 、 妖 気 を 取り 戻す 薬草 で 
鬼太郎 は 元 の 姿 に 戻る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
原作 「 大 海獣 を 、60 年 代 の スト ー リ ー が ほぼ 忠実 に 再現 。 


の 南方 妖怪 の 神 と し て 崇め られ る 
ON 














90 年 代 の 劇場 版 は オリジ ナル の 要素 が 強い 。 
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仙人 


【 せ ん に ん 】 
不老 不死 に な り “ 人 を 超え た 人 "の 総称 


高い 山の上 や 仙 島 、 天 上 界 な ど で 暮 らし 、 仙 術 を 身 に つけ 不老 
不死 を 得 た 人 間 を 指す 。 有 名 な 斉 天 大 聖 孫 悟 補 の よう に 、 妖 怪 
で あり な が ら 修行 に より 仙 術 を 身 に つけ た 妖 仙 も ある 。 


“自分 は 強い ” と 調子 に 乗る 鬼太郎 に お 鱗 を すえ る 
チベット の 山奥 に 住 
』 み 3000 年 修行 し て 、 
森 維 万 象 に 悟り を 開 
いて いる 。 大 の タ 
ロー と し て ユメ コ の 
家 に 潜り 込み 、 い ろ 
いろ な 奇跡 を 起こ す 
こと で 鬼太郎 を 誠 い 
出し 、 闘 い を 挑 まれ 
る が 一 農 。 正体 を 現 
し 、 鬼 太郎 を 自分 の 
弟子 に 挑 ま せる 。 歯 が 立た な い 鬼 太郎 に 、 そ の 弟子 の 正体 が た 
だ の 岩 で ある こと を 伝え 、 戦 う 前 に 相手 の 正体 や 戦い の 意味 を 
考え る よう 諭し た 。 第 88 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 

原作 「 妖 犬 ] で は 、 と くに 鬼太郎 に お 灸 を ず え る 意思 は な い 。 入間 
で ある 限り 幸せ な 生活 は 送れ な いと 、 大 と し て 生き る こと を 選ん だ 。 

















SO0Patohusakahna 


空 飛ぶ 魚 


【 そ ら と ぶさ か な 】 










































































鬼太郎 の ニ セ 母 を 襲う 紫色 の 魚 
獄 編 ] に 登場 。 巨 大 な 口 と 鋭い 牙 で 、 高 い 岩 の 塔 に は りつ け 
に され た 人 間 を 襲う 紫色 の 魚 た ち 。 ダ ツ を 思わ せる 細身 の 体 で 、 





























自由 自在 に 香 太郎 の ニセ 母親 の 周り を いた ぶる よう に 飛び 続け 
少し ずつ 傷 を つけ て いた 。 全部 で 4 了 匹 登場 。 第 109 話 

能力 @ 空 を 飛ぶ 。 巨 大 な 口 と 鋭い 牙 で 人 を 問 う 。 

最期 @ 鬼太郎 の 髪の毛 針 と り モ コン 下駄 で 撃ち 落と され る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


が 旧い 登場 。 地 編 の 世の中 
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SO0IZIgahahaa の 
例 頭 河 党 … 

【 そ うず が ば あ 】 - 

衣 の 重 さ で 罪 の 重 さ を は か る 


三途の川 の 岸 の 表 傾 格 の 下 に いる 光 。 世 者 か ら 衣類 を 剥ぎ 取る 
役割 を 持つ 。 春 っ た 衣 は 樹 上 に いる 懸 衣 人 稚 が 枝 に か け 、 そ の 桜 
3 浅い 





鬼太郎 を 石 に する が 、 時 を 遡 られ て 逆転 負け 
寒 の 河原 に 住む 、 老 婆 の 妖怪 。 つ ね に 上 半身 裸 で 風呂 に 入っ て 
いる 。 鬼太郎 を 倒し て 日 本 妖怪 の 頂点 に 立 と うと いう 野望 を 抱き 、 
こう も り 猫 と 組む 。 科 学者 が 作っ た 、 人 を 老化 させ る 煙 の 入っ 
た 「 玉 手箱 ] を 奪い 、 鬼 太郎 と その 仲間 を 老化 させ て 盟 ら せ た 
うえ で 、 特 殊 な 湯 を か け 上 鬼太郎 を 石 に し て し まっ た 。 第 46 話 
能力 @ 特 殊 な 湯 を 使い 、 何 で も 石 に し て し まう 。TV の よう な 
も の で 世の中 を 見 る こと が で きる 。 | 
最期 で 三途の川 を 渡っ て 逃げ ば よう と し た と き に 、 鶴 の 河原 の 時 
間 を 戻す こと で 老化 か ら 復活 し た 鬼太郎 に 倒さ きれ る 。 














| 
妖怪 大 統領 に な る た め 玉 手箱 を 狙う 
客 の 河原 に 住む 老婆 の 妖怪 。 妖 怪 大 
放さ eb 
し 、 陰 か ら 操 っ て 鬼太郎 の 命 を 狙 | 
鬼太郎 を 倒し た 暁 に は 、 地 上 で 
暮らそ う と 考え て いた 。 第 53 話 
能力 で 水 風呂 に = 入っ た 鬼太郎 に 対し て 、 コ ンク リー ト を 流し 込 
ん で コン クリ ー ト 詰め に する 。 
最期 @| 人 類 老 化 の 煙 ] で 満た され た 鶴 の 河原 に 、 閉 じ 込 め ら れ 
で し まう 。 


ロ コ ミッ * は ? 


メ MLT 具 宮 - ち go 』0 主 9 4 2 へ へ おい 林 ュー 




































































大 海獣 は 、 ゼ オク ロ ノ ドン を 見 る の じゃ 


Setotaishol 


瀬戸 大 将 
[ せ と た いしょ う 】 
三国 志 | の 関 午 を イメ ー ジ し て 創作 され る 


詞 山 石 燕 「 画 図 百 器 徒然 袋 } に 、 寄 せ 集 め た 瀬戸 物 の 身体 に 瀬 
3 物 の 甲 責 を つけ た よう な 姿 で 描か れ て いる 。「 三 国 志 」 の 出 操 
を 徳 と 関羽 と の 逸話 を モデ ル に し て 創作 され た 妖怪 。 


カワ イイ 顔 に 凍り つい た よう な 微笑 で 襲う 

陰陽 道 弄 鳩 流 ・ 言 填 
使い の 一 刻 堂 が 使う 
式 神 。 数 十 メ ー ト ル 
は ある か と いう 巨体 
で 、 瀬 戸 物 を 集め て 
作ら れ た よう な 外見 。 
丸い 目玉 に 凍り つい 
た よう な 微笑 を 浮か 
べ て 、 巨 大 な 稚 の よ 
う な 武器 で 相手 を 























HaidaPahotti 
ダイ ダラ ボッ チ ~ キ 

【 だ い だ ら ば ぼっ ち 】 1 
スケ ー ル が 半端 じゃ な い 伝説 の 大 巨人 
関東 、 中 部 を 中 心 に 東北 か ら 四 国 まで 広く 分 布 する 伝説 の 巨人 。 


一 説 に よれ ば 、 富 士 山 は この 妖怪 が 地面 を 掘っ た 土 を 盛り 上 げ 
て 作っ た と いう 。 ち な み に 掘 っ た 後 は 琵琶 湖 に な っ た らし い 。 









































70" 





う 。 瀬 戸 物 を 元 に 
贅 堂 が 作っ た 幻影 で も る た め 、 妖 怪 で は な く 、 妖 気 は な い 。 
能力 や 巨体 を 生か し て 細 う 。 幻 昌 な の で ダメ ー ジ は 受け な い 。 
最期 @ 校庭 に 埋め られ た 本 体 の 瀬戸 物 を 壊さ れ 、 消 える 。 

原作 コミ ッ ク で は 2? 


原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 。 








蛇 様 








三途の川 を 違法 に 渡る うと する 人 々 を 食う 大 き な 明 
= 途 の 川 に 住ん で いる 巨大 な 蛇 。 三 途 の 川 は 渡し 舟 以 外 で 渡る こ 
と は 窟 き ず 、 
その 巨大 な ロロ で 、 人 間 を ひと 存 み に し て し まう 。 泳い で 渡 ろ うと 
する 子ども を 助け に 入っ た 太 郎 を 襲っ て くる 。 第 110 話 
能力 記 巨大 な 口 で 人 を 訂 む 。 
最期 人 @ 鬼太郎 の オカ リナ の 剣 で 眉間 を ひと 突き され 絶命 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
郎 地獄 編 「 血 戦 三途の川 」 に 登場 。 一度 は 鬼太郎 を 丸呑み す 














還る が 、 暖 の 中 で 鬼太郎 が 何で も 溶かす 胃液 を 出し て や っ つけ る 。 





ほか の 方 法 で 渡ら ろう と する 者 を 攻撃 する 習性 が ある 。 








日 本 の 国土 を 65 日 間 で 食い 尽く す と いう 伝説 の 巨人 
普 は 日 本 の 主 で あっ た が 、 あ まり に 強い た め 始 ん だ 者 が その 体 
を 解体 し 、 埋 め て 封印 し て いた 。 封印 時 に 使っ た 巨大 な 鍵 を 見 
つけ 出し た 6 人 の 「 ダ イダ ラ 教 」 信者 が 、 復 活き させ よう と 体 の 
各部 を 掘り 起こ す 。 そ れ が 岡山 県 に 集まり 復活 。 封印 し た 者 へ 
の 復讐 と し て 暴れ まわ り 、 日 本 の 国土 を 食べ 始め る 。 ニ ュー ス 
で は [65 日 間 で 日 本 を 食べ つく す 」 と 報道 され た 。 第 29 話 

最期 で 鬼太郎 の 切り 離さ れ た 手 が 、 身 体 を 遠隔 操作 し て いた ダ 

イダ ラボ ッ チ の 脳みそ を 壊し 、 倒 れる 。 
















ぬら り ひ ょ ん に 利用 され る 

も の を 生む 土地 の 神 と も 、 破 壊 を 呼 
ぶ 魔 和信 と も いわ れる 巨人 。 ダ イダ ラ 
ボッ チ 教 徒 の 手 に よっ て 体 の 各部 の 
封印 が 解 か れ 、 そ れ が 集まり 復活 し 
た 。 その 復活 の 裏 に は 、 ダ イダ ラ 
ポッ ナチ で 文明 を 破 寺 し よう と し た ぬら り ひ ょ ん の 野 散 が あっ た 。 
脳みそ 復活 前 は 本 能 の まま に 暴れ まわ る 。 第 60 話 

最後 @ 最 後に 復活 し た 脳みそ を 鬼太郎 が ぬら り ひ ょ ん か ら 春 い 

返し 、 そ れ を 加え る こと で お と な し く な っ た 。 








詳 争い を 食べ て 鎮め る 大 巨人 
争い を 鎮め る 伝説 の 巨人 。 昔 、 争 い 
の 絶え な い 日 本 全土 を 食い 尽く そう 
0 
ら に 封 印 さ れ た 。 ね ずみ 男 に 封 印 を 
艇 かれ 、 再 度 暴れ だ す 。 第 29 話 
能力 @ 和 争い を 見 つけ る と 食っ て 鎮め る 。 と に か く デ カイ の で 、 
鼻息 ひと つと っ て も ゃ 武器 に な る 。 
最期 @ 封 印 の 解け て いな い 脳 みそ を 、 竹 や り を 打ち 込ま れ て 壊 
きれ 、 ば ら ば ら に な っ て 海 に 沈む 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 全 了 イダ ラボ ッ チ ]。60 年 代 版 は 原作 を アニ メ 化 。 鬼 大 郎 が 切り 




















落と され た 手 を リモ キー トコ ント ロー ル し て 脳みそ を つぶ し た 。 


mm 
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HaidarPahotiikyoutnou 


ダイ ダラ ボッ チ 教 便 


だい だ 5 ば っ 5 きよ 2 人 】 





70" 














ね ずみ 男 を 勧誘 する な ど 布 教 に 積極 的 な 6 人 組 
日 本 の 主 が 伝説 の 巨人 ・ ダ イダ ラボ ッ チ で ある と する 「 ダ イダ 
ラ 教 」 を 信じ る 人 々 。 か つて ダイ ダラ ボッ チ を 封じ る と き に 使 
われ た 鍵 を 、 子 か ら 孫 へ 、 そ の 孫 へ と 1000 年 も の 間引き 継ぎ 続 
け て いた 。 ね ずみ 男 が 福島 県 ・ 猪 苗代 湖 で 見 つけ た と き に は | 目 
も 口 も な い 6 人 | と 表現 され た 。 フ ンド シー 本 で 大 き な 鍵 を 担 
いで 「 エ ン ヤ ァ ー コ ラサ ァ ー エ ィ イー] の 掛け 声 と と も に 歩き 、 
全国 各地 で 土 の 中 に その 鍵 を 刺し て は 回 し 、 ダ イダ ラボ ッ チ の 
体 の 各部 を 復活 させ る 。 穴 の 中 か ら 体 が 復活 する 瞬 間 に は 笑 風 
が 巻き 起こ り 、 彼 ら は 、 穴 に 向かっ て 土下座 し て いる 。 ダ イダ 
ラボ ッ チ の こと は “ダイ ダラ ボッ チ 様 "も し く は “ボッ チ 様 " 
と 呼ぶ 。 ま た 、 砂 か け 婆 の 家 の 前 で 締め 出さ れ て いた ね ずみ 男 
を 誘拐 し 、 信 者 と し て 勧誘 。 復 活 し た ダイ ダラ ボッ チ が 鬼太郎 
に よっ て 倒さ れる と 、 姿 を 消し て し まっ た 。 "教祖 様 " と 呼ば れ 
て いる リー ダー は 、 ネ ッ ク レ ス を し て いる 。 第 29 話 


ぬら り ひ ょ ん に 利用 され る 
物 を 生む 土地 の 神 ・ ダ イダ ラボ ッ チ 
を 信じ る 「 ダ イダ ラボ ッ チ 教 」 の 教 
徒 。 全 身 が 黒 一 色 だ っ た 270 年 代 に 比 
べ 、 濃 い 紫 色 の フー ド を か ぶる に と 
吾 議 に まっ て いる こと か ら 信 者 が 人 間 で 
ある こと が わか る 。 リ ー ダ ー 格 は 彼ら の 信仰 心 を 利用 し 、 ダ イ 
ダラ ボッ チ を 復活 させ て 操る こと で 、 人 間 社 会 を 破壊 し よう と 
考え て いる ぬら り ひ ょ ん 。 た だ し 信者 た ち は 純 粋 に 、 ダ イダ ラ 
ボッ チ の 力 に すがり 、 緑 の 大 地 を 取り 戻し た か っ た 。 第 60 話 


* は ? 
「 ダ イダ ラボ ポッチ に 登場 。 ル ックス は 70 年 代 の いで た ち が 



























































原作 に 近い が 、 も っ と 腰 が 低く 描か れ で て いる 。 


うう 球 妖怪 は 、 地 上 を 見 る の じゃ ) 


























taitanhoumnnoishi 


タイ タン ボウ の 人 石 


【 た いた ん ぼう の いし 】 





タブ ー を 冒す と 、 人 間 も 妖 怪 も 果 ら れる 
入ら ず 山 に ある 岩 に 祀 ち れ て いる 、 妖 怪 以 上 の 力 を 持つ 自然 を 
支配 する 神様 の ひと り 。 妖怪 の 前 に は 姿 を 現 き な い が 、 色 る と 
懲 ろ し い 力 を 発揮 する 。 立 ち 入り 禁止 の 岩 の 重 地 を 中 村 と 山 
が 冒し た た め 、 関 係 の な い 人 物 が 神隠し に 遭っ た 。 第 43 話 
能力 G まず 指 や 耳 な ど 体 の 一 部 分 を 消し 、 体 も 消滅 きせ 、 最 後 
に は 血 の 足 跡 ・ 手 形 だ け の まま 岩 の 近 く の 穴 に 引き 込む 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水 本 作品 足跡 の 怪 」 に 登場 。 ア ニ メ は ほ ば 有 
作 ど お り で 、 や は り タ イタ ン ボ ウ は 姿 を 現さ ず 崇 り だ け 起 こす 
































takekiridamnuki 


航 切 り 独 


【 た け き 9 だ ぬき 】 ーー (J 


山奥 で 答 の 葉 を 鳴ら し す の は 、 タ ヌキ の 妖怪 の 所 業 
夜中 、 山 中 の 竹やぶ で チョ ン 、 チ ョ ン と 小枝 を 払っ た り 、 竹 が 
倒れ る 音 が する 。 し か し 翌日 その 竹やぶ を 確認 し て も 何事 も な 
いと いう 。 これら の 音 は 、 竹 切り 狩 の 仕業 だ と いわ れ て いる 。 


人 間 と の 共存 を 望む 、 陽 気 な 理 の 妖怪 
竹やぶ で 人 竹 を 切っ た 
り 、 人 間 に イ タ ズ ラ 
を する の が 好き な タ 
ヌキ の 妖怪 。 人間 と 
タヌキ の 共存 共栄 を 
考え て いる 。 八 百人 
狩 の 日 本 支配 に 反対 。 
鬼太郎 た ち を 八 百 八 
狩 が 封じ られ て いた 
場所 へ 案内 する が 、 
八 百 八 揚 に 捕まり 袋 
叩き に され る 。「 ナ マズ 神 」 AN 
八 百 八 狩 の 妖力 の 源 で ある 狗 石 へ と 案内 し た 。 目玉 お や じ に ! 
「 気 の いい タヌキ 妖怪 ] と 言わ れる 。 第 110、111 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 










































































Haitengl 


だ いて ん <】 
山伏 の 装束 に 高 下 訳 を 履き 、 葉 団扇 で 風 を 起こ す 山神 


大 別 す る と 、 大 天狗 と は 高い 算 を も つ 人 型 の 天狗 を 指し 、 カ ラ 
ス の 相 貌 で 術 が 未熟 な 小 天狗 と は 区 別 さ れる 。 仏法 を 守護 する 
カラ ス の 姿 を し た 「 聞 楼 級 | が 変化 し た も の と も 伝え られ る 。 


























も ク 
70" | N / 


鬼太郎 の 擬態 も 見 抜く 閑 腕 裁判 長 
妖怪 大 坊 判 の 裁判 長 を 務め る 天狗 。 自 い 申 を 甘え 、 修 験 者 の よ 
うな 人 容姿 。 妖 怪 パ ー テ ィ ー の 様子 が 映画 に な り 、 妖 怪 の 秘密 を 
人 間 に 知 られ て は な ら な いと 、 出 席 し た 妖怪 た ち を 叱責 。 企 ん 
だ の は 香 太 郎 だ と 百々 爺 ら か ら 話 を 聞く と 、 鬼 太郎 に 500 年 の 妖 
怪 刑 を 申し 渡し た 。 鬼太郎 が 逃げ る と 、 す ぐさ まち ゃ ん ちゃ ん 
こと り モ コン 下駄 を 封印 し 、 目 玉 お や じ を 人 質 に する 。 その後 
鬼太郎 が 無実 だ と 判明 する と 、 真 犯人 の 百々 爺 は 禁固 刑 に 、 ね 
ずみ 男 は 偽証 罪 に 処せ られ た 。 第 3 話 

まり 、 妖 怪 パ ー テ ィ ー 公 開 の 完 罪 で 


し AS 提 太 郎 を 500 年 の 妖怪 刑 に 処し て し 


ま う 。 鬼太郎 が 隙 を 見 て 逃げ る と 、 目玉 お や じ を 人 質 に し て 、 
期限 まで に 戻ら ね ば 目玉 お や じ を 処刑 する と 宣言 。 ギ リ ギ リ 間 
に 合っ た 鬼太郎 の 活躍 で 黒幕 が 百々 爺 と わか る と 、 す ぐさ きま 
百々 苑 と 偽証 し た ね ずみ 男 に も 、 和 有罪 判決 を 言い 渡す 。 第 32 話 







































































威厳 ある 姿 だ が 百々 谷 に ダマ され る 
妖怪 裁判 所 の 裁判 長 を 務め る 天狗 の 
長 で 、 闇 魔 大 王 の 代行 人 と し て の 顔 
も 持つ 。 ま ん ま と 百 々 爺 の 計略 に は 











悪事 を 裁く 公明 正大 な 判決 

明 を 著 え 、 修 験 者 の 頭巾 (帽子 ) に 
栓 と 柴 の 法衣 を まとっ た 條 高 の 天狗 。 
地 狼 絵 初 千 お よび 無断 公開 事件 の 
法廷 の 裁判 長 を 務め た 。 妖怪 た ちや 
ね ずみ 男 か ら 証 書 を 聞き 、 地 鍼 絵図 
を 盗ん だ 鬼太郎 に 対し 、 有 罪 を 言い 渡す 。 逃亡 し た 鬼太郎 が 約 
東 の 刻 限 に な っ て も 戻ら ず 、 兎 太郎 に 逃げ る よう に 言っ た 目玉 
お や じ の 処刑 を 許可 し た 。 後 に 真犯人 の ぬら り ひ ょ ん を 時 代 流 
し の 刑 に 処 し た 。 第 46、47 話 























原作 コミ 


ッ ク で は 2? 
妖怪 ポリ ス を 配下 に 持つ 、 括 怪 法廷 の 裁判 長 。 送 亡 し た 鬼 夫 郎 
思 の 提 能 を 見 抜き 、 目 主 お や じ を 人 質 に 。「 括 怪 大 裁判 ] に 登場 



























takuPouhbi 


た くろ 2 う 火 。 
【 た くろ う ぴ 】 
不知 火 の 一 種 で 双子 の 火 


広島 県 の 長井 浦 の 沖 に 、 夜 明け 頃 波間 に 火 が 燃え る の が 見 える 
と いい 、 こ れ を 地元 で は 「 疾 朗 火 (た くろ う び )」 と 呼ぶ 。 ふ た 
つの 並ん だ 笑 と し て 現れ 、 不 知 火 の 類 と も いわ れる 。 


口 か ら 噴 く 炎 で 河童 の 世界 を 稚 熱 地獄 に 
骸骨 の よう な 顔 を し 
た 笑 の 妖怪 。 二 つ 目 
が 二 体 と 三 つ 目 が 一 
体 の 、 計 3 体 が 一 緒 
に 行動 する 。 怠 け 者 
で 、 楽 し い 世界 を 
乗っ 取る の が 趣味 。 
河童 に な っ た 星 郎 に 
持ち 込ま せ た 電 に 潜 
そ み 、 河童 の 世界 を 
炎 で 芝 時 。 河童 た ち 
を 奴隷 に し て 、 炎 の 王国 を つく ろう と し た 。 第 85 話 
能力 〇 人 間 と 河童 の 体 を 入れ 替え る 。 口 か ら 秋 を 吐く 。 
最期 ⑥ 鬼 太郎 た ち に 水 の 中 に 引き 込ま れ て 消滅 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 妖 怪 ク リー ニン グ ] の 、 四 次 元 世界 の 人 炎 の 妖怪 。 炎 で 洗濯 する ク 
リー ニン グ 店 を 開き き 上 服 を 着 た も の を 仲間 に し て 世界 征服 を 企む 。 





























Hatsuehahaa 





【 だ つえ ぇ ば ば あぁ 】 
三途の川 で 罪 の 重 さ を 測る 組 


亡者 の 衣服 を 剥ぎ 取り 、 三 途 の 川 の 岸辺 に ある 衣 領 樹 と いう 木 
に か ける 老婆 。 亡 者 の 衣 の 重き は 、 生 前 の 業 が 表 さ れる と し 、 
その 重き に よっ て 死後 の 罪 の 重き が 決ま る 。 脱 衣 婆 と も いう 。 


亡者 の 服 を 剥ぎ 取る 、 美 し さ を 求 め た 地獄 の 妖怪 
地獄 の 入り 口 で 亡者 
か ら 服 を 剥ぎ 枝 に カ 
け 、 罪 の 重き を 測る 
妖怪 。 本 来 の 仕事 を 
放っ て 美しい 娘 に な 
ろう と 人 間 の 男 を さ 
らい 、 魂 を 取り 込ん 
で 若 返 ろ うと し た 。 
第 39 話 。 第 110 話 で 
*。 は 、 ぬ ら り ひ ょ ん に 
召喚 され 、 鬼 太郎 の 
衣服 を だ まし 取っ た が 、 地 蔵 若 薩 に 小 ぼ され た 。 
能力 @ 万 有 自 在 玉 で 鬼 を 操り 、 地 獄 の 番 大 を 呼び 出す 。 
最期 や 間 麻 大王 に 罪 を 裁 か れ 、 人 間 界 に 落と され た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
地獄 の 入り 口 で 死 大 の 着物 を 剥ぐ 妖怪 。 問 魔 大 王 の 万 有 自 在 










































































玉 を 持ち 出し 、 こ の 世に 来 た 。| 奏 衣 ば ば あぁ 」 に 登場 











HaPl 因 4 


だ る ま , 
【 だ る #】 


も と は イン ド の 王子 が 日 本 で は 妖怪 に 


仏教 の 一 派 で ある 禅宗 の 開祖 ・ 達 磨 大 師 が モデ ル 。 達磨 は 修行 
の た め 9 年 盛 に 向かっ て 座り 、 そ れ で 手足 が 腐っ て し まっ た と 





で き 











いわ れる 。 玩具 や 縁起 物 と し て 親しま れ て いる 。 











56 了 住 放 葉 誤る 

だ る ま の 妖怪 。 と ある ビル の 4 階 に 住み 着き 、 ビ ル を 乗っ 取 ろ 

うと する 。 4 に まつ わる 場所 を 求め 、 銭 湯 の 4 番 ゲタ 箱 、 4 を 

含む トラ ッ ク の ナン バー、 4 の 電話 ボッ クス な ど へ 移動 。 鬼 太 

郎 に ガソリン を か け 、 火 だ る ま に し た 。 第 59 話 。70 年 代 ・3 話 

能力 で 腹 か ら 無 数 の 小 だ る ま を 出し 、 相 手 を 食い 殺す 。 手 足 を 
引っ 込め て 倒れ る こと は な い 。 

最期 @ 小 だ る ま は 、 だ る ま の 内 臓 に あたる 。 心 臓 の 小 だ る ま を 
鬼太郎 に 噛ま れ 、 命 且 い し つつ 消 減 。 




















自身 の 内 臓 で も ある 小 だ る まで 攻撃 
だ る ま に 手 足 が つ いて いて 、 顔 に は 
昧 が ある 。 第 8 話 で は 、 ね ずみ 男 に 
言わ れ 妖 怪 相談 所 を 始め る 。 青 い 小 
だ る ま は 心臓 部 分 。 第 26 話 で は 野球 
チー ム で 5 番 セ ンタ ー を 担当 。 
能力 @ お な ら 攻 撃 で 相手 を ひる ませ る 。 腹 か ら 小 だ る ま を 出し 
て 相手 を 困ら せる 。 
最後 上 鬼太郎 に 心臓 に あたる 小 だ る ま を 握ら れ 隆 参 し た 。「 お 
じゃ まし まし た 」 と あい さき さ つ し て 去る 。 































丸い か ら だ の 憎め な いや つ 
廃 ビ ル の 4 階 に 「 だ る ま 王 国 ] を つく 
り 、 日 本 中 の 人 間 を だ る ま に し よう 
と 企む 、 気 分 屋 の だ る ま 。 ウ ー マ ン 
リブ と も や し っ こ が 嫌 い 。 下駄 や 毛 
針 攻撃 に も 面 えた 。 第 105 話 
能力 人 間 を 丸 春 み に し て 、 だ る ま に す る 。 火 だ る ま 攻 撃 や 、 

だ る ま 攻 撃 、 だ おま を 出す だ る ま 着 と し と いう 技 を 持つ 。 
最後 @ 小 だ る まで 一 語 iA 心臓 都 分 の 小 だ る ま 

を 捕まれ 、 降 服 し た 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


= 7 た た 妖怪 。「 ぶ し き 問 題 専門 解決 だ る ま 商 
に 9 証 Ei に 妖怪 を 呼び 礎 せ た 。 [だるま 』 に 登場 。 



























































Han7ahluPoldanlki 


団 三郎 独 


【 だ ん ざぶろう だ ぬき 】 
困っ た 人 に は 金 も る 貸す 「 団 三郎 ] 


新潟 県 の 佐渡 で は 、 タ ヌキ の こと を 猪 と 言い 、|「 団 三郎 猪 と い 
う タ ヌキ が いる 。 佐渡 の 猪 の 大 将 で 、 木 の 葉 で 買い 物 し た り 
人 に 化け た り し た ら じ レ い 。 困っ た 者 に は 金 を 貸す こと も ある 。 








鉢巻 き が トレ ー ド マー ク 。 一 反 も めん は マフ ラー に 
日 本 を タヌキ の 国 に し よう と 企てる 、 刑 部 刈 率 いる 八 百 八 亀 の 
ひと り 。2850 年 前 、 天 海 聖人 に より 四国 の 刈 山 に 封じ し られ て いた 
が 、 工 事 の 影響 で お 札 が は が れ 再 び 日 覚め る 。 八 百 八 衝 の な か 
で は 行動 隊長 的 な 役回り 
お 富 亀 と 行動 を と も に する こと も 多かっ た 。 第 21、22 話 

能力 で 力 技 が 得意 で 、 こ ん 棒 を 携帯 し て 相手 を タコ 殴り に する 。 
最期 〇 一 反 も めん を 倒し た と 思い マフ ラー に し て 、 封 印 きれ る 

前 に 絞め 殺さ れ て し まう 。 









































行動 隊長 的 な 役割 の 「 団 十郎 刈 」 
ク 「 団 十郎 理 ] と し て 登場 。 八 百 八 狗 
の ひと り で 、 鉢 巻き が 特徴 だ 。 乱 畠 
な 性 格 を し て お り 、 つ ね に 前 線 で 鬼 
太郎 た ちと 対 財 し て いた 。 一 反 も め 
ん を ふん ど し に し た 。 第 56、57 話 

能力 @ こ れ と いっ 大 特殊 能力 は な い が 、 こ ん 棒 で 鬼太郎 を 殴り 

つけ る な どの 力 技 が 得意 だ 。 























再び 洞窟 に 封印 され る 。 


名 前 は 単純 に 「 鉢 巻 ] だ っ た !? 
四国 か ら 菊 っ た 、/ 
刈 王 国 設 立 の 暁 に は 、 建 設 大 臣 に な 
る 予定 だ っ た 。 捕らえ た 一 反 も めん 
を ぁ ふんどし 代わ り に し て 、 結局 締め 






































オ で は 「 鉢 巻 」 と いう 名 で 書か れ て いる 。 第 110、111 話 

能力 @ こ ん 棒 で 相手 を 殴り つけ る 、 パ ワー ファ イタ ー。 

最期 人 @ 目 下 お や じ が 用 意 し た 、 念 が 込め られ た 護符 に よっ て 、 
再び 封じ し 込め られ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 









































り が 多く 、 つ ね に 前 線 に 赴 い て いる 。 また 、 


八 旬 の ひと り 。 


付け られ て 気絶 し て し まう 。 シ ナリ | 


最期 で 2 匹 の 妖怪 獣 を 鬼太郎 に 倒さ れ 、 観 念 し た 刑部 旬 た ちと | 


| 





tantaHhpl 


【 た ん た ん ぼう ]】 we 
[小夜 時 雨 | の 中 の 「 古 理 人 を 覧 か す モ ノ 」 


水木 し げ る に よる [日 本 妖 條 大全 』 な ど に 掲載 され た 「 大 か む 
ろ 」 が ペー ス と 思わ れる 。 も と は 「 小 夜 時 雨 】 に ある 「 古 犯人 
を 驚か す ] も の と いわ れ て いる 

















人 間 を 妖怪 に し よう と し た 、 妖 怪 城 の ボス 的 存在 

自分 た ちの 存在 を 認め ず 、 思 いあ が っ た 人 間 た ち を 妖怪 に し よ 

うと 企む 、 巨 大 な 頭 だ け の 妖怪 。 か まい た ち 、 二 口 女 と と も に 

「 妖 侍 城 ] を 建設 する 。「 人 間 と 妖怪 友好 急 臣 り 大 会 ] に も 参加 。 

第 1 、86、91、108 話 、 劇 「 最 強 妖 怪 」 

能力 @ 口 か ら 央 溢 を 発射 。 そ れ を 受け る と 、 全 身 が 石 に な っ て 
し まう 。 巨 体 を 使っ た 押し つぶ し 。 

最期 @ 砂 か け 小 に 砂 を か けら れ 視 界 を 失い 、 鬼 太郎 の ちゃ ん 
ちゃ ん こ で 顔 を 科 わ れ て 、 妖 怪 城 と と も に 沈ん で いく 。 





























妖怪 全盛 期 を 目指 す 
入ら ず の 森 で 冬眠 し て いた が 、 ね ず 
み 男 に よっ て 100 年 の 眠り か ら 覚 め 
る 。 妖 尾 城 を 根城 に し 、 人 間 を 妖怪 
に し て 仲間 を 増やし 、 再 び 妖 怪 全盛 
期 を 作ろ うと 画策 する 。 第 3 話 
能力 や 目 か ら 「 誘 導 ミ サイ ル よ り 命 中 率 の 確か な ] ヤニ を 飛ば 
し 、 相 手 の あ り と あら ゆる 穴 を 内 ぐ 。 押 し つぶ し 。 
最期 @ 一 緒 に 蘇っ た 、 か まい た ち 、 大 口 女 と と も に 、 妖 怪 城 も 
ろ と も 封印 され て し まう 。 






































夜 に な る と 無敵 に な る 

妖怪 城 に 巣 く い 、 夜 は 無敵 に な る カカ 

を 備え た 3 妖怪 の ひと り 。 世 界 征服 

の 野望 を 抱く 。 昼 を 消滅 きせ る た め 、 

人 間 を さら い 妖 怪 の 生け 費 に 改造 す 

る 。 第 66、67 話 、| 風雲 ! 妖 惨 城 」 

能力 包 口 か ら ビ ンク の 嘩 液 を 吐く 。 体 に 上 り 付く と 、 す べ て の 
穴 を 覆う 。 巨 大 な 顔 で 上 か ら 押し つぶ す 。 

最期 @ 城 の 崩壊 と 同時 に 封印 され た 。 ち な み に 、1000 年 前 は 尾 
泥 神 社 の し め 縄 で 封印 され 、 小 さき な 石 に きれ て いた 。 


原作 コミック で は 2? 
る \ 城 | 0 80 年 代 の 第 86 話 


の 巻 | ヵ 登場 
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の 原 再生 妖 桁 土 団 の 反 記 














人 間 に 復 讐 する た め 、 妖 怪 を 反物 に 変え て し まう 
気 の い い 妖怪 を 装っ て 妖怪 た ち に 近づき 、 次 々 と 「 妖 怪 反 物 」 
を 製作 。 そ の 反物 で 作っ た 衣服 を 着 た 人 間 を 操り 、 世 界 を 支配 
し よう と 暗躍 する 中 国 の 妖怪 。 提 太 郎 や 、 砂 か け 婆 も この 術 で 
反物 に きれ て し まう 。 計画 が 明る み に 出 た 後 は 、 中 国 妖怪 た ち 
を 指揮 し て 日 本 の 妖怪 連合 軍 と 激突 。 絵 に 描い た 妖怪 を 実体 化 
きせ る 術 で 複数 の 「 妖 怪獣 ] を 呼び 出し 、 日 本 妖怪 を 迎え 撃つ 。 
その 正体 は 九 尾 の 狐 の 弟 で 、 姉 を 殺し た 人 間 へ の 復讐 が 本 来 の 
目的 だ っ た 。 上 鬼太郎 た ちの 攻撃 を 受け ビ ピンチ に な り 、 本 来 の 姿 
を 現し て 鬼太郎 た ち に 立ち 向かう 。 井戸 仙人 が 正体 を 赴 破 し て 
いる こと か ら 、 中 国 時 代 の 知り 合い の よう だ 。 第 2 話 
能力 @ 赤 い 丸 薬 を 飲ま せ 、 妖 怪 染 色 剤 を か け て 妖怪 を 反物 に す 
る 。 そ れ を 着 た 人 間 た ち を 意 の まま に 操る 。 白 い 息 を 吹 
きか け て 、 相 手 を し びれ させ る 。 
























































中 国 怪 を 指揮 し 、 日 本 妖怪 た ちと 戦う 
昔 、 武 将 に 殺さ れ た 姉 の 敵 を 討つ た 
め 、 日 本 妖怪 と 人 間 を 支配 し よう と 
国 妖怪 を 指揮 し 、 日 本 妖怪 
軍 と 対決 し た 。 透明 な 布 を 使い 、 姿 
を 消す こと も で きる 。 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 人 妖怪 に 丸 薬 を 食べ させ 、 口 か ら 赤 い 煙 を 吐い て 反物 に し 
て し まう 。 粉 を 振り 掛け る と 反物 に 柄 が 付く 「 布 の 術 」。 
透明 な 布 で 姿 を 消し 、 そ の 布 で 毛 針 を か わす 。 紙 の 精 を 
使っ て 、 紙 に 描い た 妖 神 を 呼び 出す 。 





以 
le 














催眠 術 や カン フー も 使う 
中 国 の 妖怪 。 日 本 の 妖怪 を 手下 に し 


2 て 、 世 界 を 自分 の 天下 に し て 王国 を 
く 了 信人 ろう と し た 。 刻 尾 の 狼 と いう 、 中 
ト 国 か ら 日 本 に 逃れ て きた 妖怪 の 弟 だ 
と 井戸 仙人 が 見 破る 。 第 79、80 話 
能力 で 催眠 術 で 妖怪 を 眠ら せ て 、 干 し 若 を 食べ きせ て 反物 に し 
て し まう 。 そ の 反物 か ら 作っ た 服 を 着 た 人 間 は 、 す べ て 
チー の 配下 に 下る 。 ま た 、 カ ン フ ー を 使っ た 肉弾 戦 も こ 
な し 、 日 本 妖怪 に 立ち 向かっ た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
相手 に 幻覚 を 見 せる パラ 色 の 気体 を 吐く 。 謝 の 九 尾 の 損 が 日 本 に 渡っ 



































た の は 七 百年 前 らし い 。 井戸 仙人 に 正体 を 見 彼ら れる 。「 妖 怪 反 物 ] 























chihouk0ol 
y。 b。 
地 は ほう こう 

(ちさ うこ う 】 
4 人 に 分 裂 し な い 動物 タイ プ の ほう こう 


ほう こう は 四 足 の ライ オン の よう な 姿 で 、 鳥 山 石 燕 の 「 今 音 
拾 遣 』 な か に も 描か れ て いる 妖怪 だ が 、 ア ニ メ の よう に 地 水 火 
風 の ほ うこ うに 分 裂 す る こと は な いよ うだ 。 
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土 や 砂 に 変化 する 、 ほ うこ う が 分 死 し た ひと り 
砂 か け 婆 の つぼ に 吸い 込ま れ た ほう こう が 4 を 人 に 分 裂 し た うち 
の ひと り 。 地 、 水 、 火 、 風 ほう こう と な っ て 抄 太 郎 を 襲う ぉ .[ 地 」 
に 関す る 術 を 数 多く 操り 、 地 中 を 移動 する こと も で きる 。 妖怪 
塩 で 溶かさ れ た 朱 太 郎 が 復活 し た 後 、 最 初 に ちゃ ん ちゃ ん この 
洗礼 を 受け て 、 い つま で も 地面 に 倒れ ん て も が いて いた 。 第 41 話 
能力 ⑯ 手 の 平 か ら 砂 を 出し 、 砂 か け 婆 と 子 泣き 爺 に 浴び せる 。 
砂 や 土 に 変化 する こと が 可能 で 、 地 中 を すばやく ぐ 移 動 。 
最期 @ 盾 太郎 を す 押 きえ つけ た も の の 、 風 ほう こう . に 投げ つけ ら 
れ 無 に 帰す 。 









































分 裂 し た ほう こう の リー ダー? 

ね ずみ 男 に 、 家 に 火 を 付け られ て で 濱 
嘩 物 を 台無し に され 、 激 怒 し た ほう こ 

う が 分 裂 。 水 、 火 、 風 ほう こう た ち 

と と も に 、 擬 太郎 を 襲っ た 。 人 怪力 を 

武器 に 香 太郎 に 組み か か り 、 い と も 
簡単 に ほう り 投 げた 。 最 期 は 、 風 ほう こう を 投げ つけ られ 、 無 に 
帰す 。 接 触 し そう に な っ た 火 ほ うこ うと 水 ほ うこ う を 見 て 、| 気 
を つけ ろ ! 火 と 水 が ぶ つか っ た ら そ れ ま で だ ぞ 」 と 注意 し て い 
る こと か ら も 、 リ ー ダ ー 的 な 役割 な の か も し れ な い 。 第 65 話 


" は? 
「 ほ うこ う 」 に 登場 。 砂 を ど に 変化 し 、 鬼 太郎 の 術 も な か な か 
効か な か っ た 。 ア ニ メ よ り は 若干 活躍 し て いる よう に も 見 える 。 









































1 


1 

































虎 と 猪 を 現す 、 山 の 神様 と 沢 の 神様 
" 地 " で は な く “ 和 " は 、 山 林 の 卒 気 か ら 生じ た 怪物 と いわ れ 、 
人 を 迷 わ せる こと が ある と いう 。 また " 病 " は 席 の 形 を し た 出入 
" 落 ” は 猫 頭 の 沢 神 を 表す と も いわ れ て いる 。 














妖怪 た ち も 指 示 に 従う 、 妖怪 対人 間 の 野球 試合 の 審判 
妖怪 チー ム 対 人 間 チ ー ム で 行わ れ た 、 野 球 試合 の 審判 を 務め た 妖 
怪 : 鬼太郎 か ら 「 地 灯 さ ん 」 と 呼ば れる よう に 、 妖 怪 た ちの リー 
ダー 前 な 存在 の よう だ 。 一 方 的 に 人 間 か ら 「 妖 怪 バ ッ ト 」 を 礁 お 
うと し だ .「 牙 ぐる いよ と 野球 の 試合 で 取り 返 そ うと する 上 鬼 太郎 
が 激突 。 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 上 牙 ぐ る い を 押さ えつ けた 鬼太郎 の 勝利 
を 認め 、 野 球 試合 を 決行 し た 。 シ ナリ オ で は 、 オ ネエ 言葉 を 話す 
設定 だ っ た 。 第 1 話 。 ま た 第 7 話 に は 、 原 作 に 近い スタ イル の 地 
魅 が 登場 する 。 ね ずみ 男 が 開催 し た 「 妖 怪 シ ョ ー」 に 参加 し 、 控 
え 室 で あぐら を か き な が ら キ セル を ふか し て いた 。 








オネエ 言葉 を し ゃ べ る 「 球 妖怪 」 

シナ リオ で は 「 球 妖怪 ] と な っ て い 

る 。「 妖 怪 バ ッ ト 」 を めぐ っ て 行わ 

れ た 、 妖 怪 チ ー ム 対 少年 野球 チー 

ム ・ バ トラ ー ズ の 審判 。 目 と 口 が た 

= 男 くさ ん 付い た 了 肉 の 塊 の よう な 姿 を し 

て いる 巨大 な 妖怪 。 な ぜ か “オネエ " 言葉 で し ゃ べ る 。 同じ 妖 

怪 仲間 だ か ら と いっ て ヒ イ キ する こと な く 、 公 平 に 審判 を 行っ 

て いた 。 勝負 が つき 、 明 け 方 に な る と 、 帰 っ て いく 。 劇 「 お ば | 
け ナ イタ ー]」 

































県 作 コミ ッ * は ? | 
「 お ぼけ ナイ ター」 に 登場 する 地 魅 は 、90 年 代 版 や 60 年 代 版 ・ 第 | 
話 の タイ プ と 酷似 。 60 年 代 の 審判 は TV オリ ンジ ナ ル の デザ イン 。 








EhI 四 ImOMPVOI 


殆 商 


【 も み も うり ょ う 】 
すべ て の 妖怪 た ち を まとめ た 呼び 名 


妖怪 や 物 の 怪 な どの 総称 名 。『 和 漢 三 才 図 会 】 に よれ ば 、 暑 魅 を 
山の神 、 遇 環 を 水神 と し て いる 。 ま た 、 中 国 に 伝わる 妖怪 ・ 表 
燃 と 、 水 沢 の 神 ・ 半 区 が 合わ きっ た も の と いう 説 る ある 。 


死人 に と り 澤 き 、 集 団 で 現れ る 妖怪 た ち 

| さま ざま な タイ プ が 
存在 する 、 死 人 に と 
り 避 いて 人 間 を 帝 う 
妖怪 。 八角 円 に 入る と 、 
敵 魅 芽 潜 た ちか ら 中 
の 者 の 次 は 見 えな い 
が 、「 土 精 ] と 呼ば れ 
る 姜 荻 是 可 に は 姿 が 
見 える 。 策 6 話 。 また 、 
第 37 話 に は 上 艇 将 弟 
把 の 世界 ] が 登場 
最期 @⑯ 八 角 円 に 入っ た 鬼太郎 の 謗 い に の り 、 朝 まで お 人 堂 に 閉じ 
































込め られ 、 処 点 で ある 朝日 を 浴び て し まう 。 す べ て の 翔 
魅 毅 英 が ミイ ラ 化 し て し まっ た 。 (第 6 話 ) 





chainaHdnushi 


茶 伊 那 道 王 . 


【 ち ゃ いな だ うし 





























中 国 の 妖怪 「 刑 天 」 を 、 唯 一 倒す こと の で きる 仙人 

中 国 か ら や っ て 来 た 仙 人 。 妖 怪 ・ 刑 天 を 封印 する た め の 護 符 を 
E 一 作る こと が で きる 。 日 本 で 復活 し た 刑 天 を 追っ て 来 日 。 護 
符 を 作っ て 刑 天 に 挑む が 、 返 り 討ち に あっ て 石 に され て し まう 。 
し か し 、 護符 の 中 で 意識 体 と な り 、 人 鬼太郎 の も と へ 飛び 、 見 事 
に 刑 天 を 倒す こと に 成功 する 。 肉体 は 失っ た が 、 護 符 を 使っ て 
ミイ ラ 化 し た 刑 天 と と も に 中 国 へ 帰っ て いく 。 第 102 話 


























Ehoukouzetsl 


長 広 舌 


【 ら ちょ うこ う ぜ つ 】 
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PA 
[妖怪 バ ッ ト 」 と 命 を 懸け た 、 人 間 VS. 妖 性 の 野球 試合 で 、 妖 怪 
チー ム の ショー ト を いき 2 ギ ボ ら で 
ボッ クス に 入り 、「 あ ん さん と この ピッ チャ ー、 ガ タ ガ タ し と る 
3 その 主 る バッ ト 代 わり に ス 
イン グ し て 、 見 事 ホ ー ム ラン を 打っ た 。 試 合 の 終 哀 に は 、 ニ ワ 
トリ の 声 に 朝 が 来 た と 勘違い し 逃げ ば て いっ た 。 第 1 話 














chopuchinohakBg 


提灯 お 化け 


【 ち ょ うち ん お ば け 】 
昔話 に は 頻繁 に 登場 する が ? 


普 か ら 、 妖 怪 の 本 や お 化け カル タ な ど で 目 に する 機会 が 多い 提 
灯 お 化け だ が 、- は っ きり と し た 伝承 や 伝説 な ど は 残さ れ て いな 
い 。 子 ども 向け に 創作 きれ た 妖怪 だ と 思わ れる 。 


巨大 な 姿 で 現れ 、 人 間 を 驚か す 物 の 怪 
納戸 婆 か ら 茶 碗 を 
奪っ た 、 欲 の 深い 人 









0 
に 参加 。 倉 ぼ ほっ この 
家 の 家 捜し を 始め た 
人 間 た ちの 前 に 、 妖 
怪 た ち が 次 々 と 現れ 
る 。 天井 な め が 顔 を 
な め 、 ク ネ ユ スリ が 
家 を 揺らし 、 そ し て 
、 巨大 な 提灯 お 化け が 出現 

















外 に 放り 出さ れ た 人 間 た ち 。 そ の 眼前 に 
目 を 開き 、 べ ロ を 出し て 人 間 た ち を 驚か し た 。 第 13、87 話 。 ま た 、 
第 3 部 ・84 話 に は 、 口 か ら 交 を 噴く 「 破 れ 提 灯 」 が 登場 し て いる 











原作 コミ ッ ク で は ? 





上 ま 司 坦 0 
































間 を 懲らしめ よう と | 

















チン ポ ~- 


【 ら ん ぼ 】 












































































































































































































































































































































日 本 に お ける 妖怪 の 地位 向上 の た め に 鬼太郎 を 襲う 

3 つの 男性 性 器 を 持つ 南方 妖怪 。 南 方 妖怪 た ちの 首領 格 で あり 、 妖 
怪 は 人 間 の 上 に 立つ べき だ 、 と いう 思想 を 持っ て いる 。 ア カマ タ 、 
や し 落と し ら と 日 本 妖怪 の 地位 向上 の た め 来 日 。 ぬ ら り ひ ょ ん と 手 
を 組み 、 計 画 に じゃ まな 鬼太郎 を 亡き 者 に し よう と 企む 。 鬼 太郎 
16 を ST お さび 
大 な 妖怪 ・ 竜 を 差し 向け る 。 実際 の 戦闘 は アカ マタ た ち が 行 い 、 
テン 3 り ひ ょ ん と と も に 、 遠 征 に 使用 し た 船 の 中 で 酒 を 
凍 み 交わ し て いた だ け 。 ク ライ マッ クス で ある 船上 で の 戦闘 で も 、 
ね ずみ 男 の 悪 具 に むせ て 何 も る でき なか っ た 。 劇 上 上 ゲゲゲ の 素 太 郎 ] 





能力 で 王 連 の チン ポ か ら 燃 料 を 噴射 し て 空 を 飛ぶ こと が で きる 。 
NN 18 あり 
rk 竜 が 船 に 激突 し 、 脱 出し た ボー ト 
に 激突 。 Ah で 国 に 帰っ で いっ た 。 


3③ つ の 性 器 か ら 連 射 し て 攻撃 
バル ル 島 に 住む 、 責 方 妖怪 。 [生命 の 
水 ] を 求め て ジャ ング ル を 荒らす 日 
本 人 に 怒る 。 探 索 に 来 た 鬼 太郎 を 大 
海獣 に し て 日 本 べ 送 り 、 ア カマ タ ら 
1 と 、 日 本 に 来襲 し た 。 劇 「 大 海獣 」 
能力 自由 自在 に 空 を 飛行 可能 。 3 つの 性 器 か ら マ シン ガン の 
うに 稔 撃 し て 、 相 手 を 攻撃 する 。 
最後 や 股間 に リモ コン トト 駄 の 攻撃 を 受け て で 問 絶 。 ア カマ タ た ち 
と と も に だ 、。 南 方 に 帰っ て いっ た 。 




















ロ コ ミッ * は ? 
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tsukime 


月 女 


【 つ きめ 】 











夜 な お 明る い 現代 、 月 へ の 関心 が 薄れ た こと を 嘆く 

月 を 愛でる 日 本 人 の 心 に 応え る た め に 、 月 か ら や っ て きた 月 の 

使い 。 地 球 で は 800 年 以上 は 生き られ ず 、 満 月 の 夜 に 桂 男 の 飛 は 

す 船 で の み 、 月 へ 帰る こと が で きる 。 そ の 和 夜 を 逃す と 、 導 と な っ 

て 消え て し まう 。 街中 で 暴れ る 桂 男 を 説得 する 。 第 93 話 

能力 で 月 が 明る く 輝 いて 見 える よう に する 。 

最後 ⑥ 桂 男 が 飛ば す 月 の 光 を 集め た 船 に 乗り 、 月 へ 帰っ て いく 
原作 コミ ッ ク で は ? 





原作 に は 登場 し な 括 怪 。 柱 男 が 出 て くる [月 の 妖怪 ・ 村 男 慎 





に も 、 月 交 は 登場 し な い 。 


tSujigami 
辻 神 
【 つ じ が み 】 
「 神 ] は つく が 、「 魔 」 と し て 扱わ れる 


鹿児島 県 屋久 島 で は 、 丁 字 路 の 突き 当たり の 家 に 入り 込み 、 家 
の 者 を 病気 に させ た り 不 幸 に する と いわ れる 。 兵庫 県 淡路 島 に 
も 伝わり 、「[ 総 合 日 本 民俗 語 茎 ]「 民 間 信 仰 辞典 ] に 見 られ る 。 


一 反 も めん と 、 空 飛ぶ 乗り 物 対決 ! 

















ぬら り ひ ょ ん の 空 飛 
ぶ 乗 り 物 と し て 登場 
する 。 一 上 骨 、 一 反 も 
めん と 見 間違え る ほ 
ど 似 で いる 。「 地 狂 
編 ] の 最後 で 、 朱 の 
和 盆 が 乗っ た 一 反 も め 
に 絡み つか れ 、 締 
め つ けら れる 。 第 
115 話 劇 | 異 次 元 」 
で は 妖怪 皇帝 に 呼ば | 


れ て 登場 。 妖 怪 


皇 常 を 乗せ て 空 を 飛ぶ 。 
能力 や 人 を 乗せ て 、 縦 横 無尽 に 飛び 回 る 。 


最期 ぬる り 坊 の 投げ た 石 が 当たり 、 地 獄 の マグ マ に 落ち る 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 











加 
































tsSuchigum0 


土 凌 昧 . 
【 つ ち ぐ も 】 
源 宮 光 の 説話 で " 括 怪 ” の 地位 を 確立 


古く は 、『 古 事 記 ! 『 日 本 書 紀 』 や 各地 の 風土 記 に 登場 し 、 朝 廷 
に 従わ な い 先 住民 の 事 を さき し た 。 中 世に な り 、「 平 家 物 語 』 に 登 
| 場 し て 源 頼光 に 怪し い 術 を 使う 狗 昧 の 妖怪 と し て 広く 知ら れ た 。 




























































90" 





黒 と 赤 の 巨体 で 糸 を 吐き な が ら 人 を 追い か ける 
大 人 4 人 分 ぐら い の 大 き さ の 、 糸 を 自由 に 操る 巨大 な 先 昧 。“ 各 
味 の 巣 山 ” に 系 を 張り 巡ら し て 住ん で いる 。 800 年 使っ た 体 を 乗 
り 的 えよ うと 、 少 年 に 化け て 4 人 の 人 間 を 綿 菓 子 状 の 糸 に 絡め 
と っ た 。 きら に 金塊 と 混ぜ 、 最 強 の 新しい 体 を 作ろ うと し た 。 鬼 
太郎 どの 戦い の 後 、 住み か に し て いた 山 は 期 れ た 。 第 85、106 話 
能力 人 @ 口 か ら 系 の 網 を 出し 、 相 手 を 捕らえ る 。 系 の 玉 を 吐い て 
相手 を 包み 舌 み 、 妖 気 を 吸う 。 人 間 に 化け る 。 
最期 や 人 間 を 新しい 競 昧 の 体 に 仕立 て 、 乗 り 換 えよ うと し た が 
失敗 。 鬼太郎 を 食べ 、 体 の 中 か ら 攻 撃 さ れ て 消滅 し た 。 
























































土 昧 を も 居 ま せる 尼 の 威力 
東京 を 襲 っ た 怪 気象 の 中 に 現れ 、 東 
京 を 壊滅 状態 に 向かわ せよ うと し た 
妖怪 軍団 の ひと り 。 東京 の 地下 鉄 に 
現れ 、 ね ずみ 男 と ユメ コ の 乗っ た 電 
車 を 襲う 。 ね ずみ 男 と ユメ コ は この 
地下 鉄 内 で ぐ わ ご ぜ の 娘 ・ カ ロリ ー ヌ を 見 つけ 、 保 護 し な が ら 
基 ば げ る こと に な る 。 土 凌 昧 は それ を 追い 、 ね ずみ 男 の ぶ ちか ま 
し た 選 を くら っ て 問 絶 し て いた 。 劇 「 異 次 元 」 

最期 @ 国 会 議事 堂 に 現れ 、 野 づち に 食べ られ て し まっ た 。 


"は ? 




































































tsuchikorpohbi 


【 つ ちこ ろ び ぴ び 】 
読み 方 は 同じ 、「 植 転び 」 


鳥取 県 東伯 郡 小鹿 村 中 津 で は 「 棚 転び ] と 書き 、 穏 の 形 を し た 
怪 蛇 と きれ る 。 足元 に 転がっ て き て 、 噛み 付く 。『 妖 怪談 義 』『 妖 
怪 名 革 ! で は 、 九 州 の 一 部 に 伝わり 、 小 豆 洗 い の 正体 と きれ る 。 
EL 

















































































ほこ ら を 粗末 に し 、 電 気 を 浪費 を する 人 間 に 失 望 
元々 は 山 に いて 、 旅 人 を 驚か せ て 喜ぶ 罪 の な い 妖怪 。 体 は 減 び 、 
魂 が ほこ ら に 祀 られ て ダム の 庶 に 沈ん で いた が 、 水不足 で 干上がっ 
て 外 へ 。 人 間 が 有難 み も な く 電 気 を 使う 姿 に 慎 坂 。 電 気 を 止め 、 
人 間 を 困ら せる 。 電 線 か ら 電 気 を 吸い 取り 巨大 化す る 。 第 73 話 
能力 G 発 電 所 所 長 の 体 に 入り 込み 、 街 を 荒らし て 停電 きせ る 。 
物 を 吸い 取り 、 自 分 の エネ ルギー に し て 巨大 化す る 。 
最期 で 鬼太郎 に 妖力 を 送り 込ま れ て 、 体 が 膨張 し て 爆発 。 町 に 
明か り が 戻り 、 魂 は ほこ ら へ 帰っ て いっ た 。 






































工場 の 廃液 で 細胞 が 成長 
ガソリン や 電力 な ど エ ネル ギー を 食 
70' と べ る 妖怪 。 タ ンク ロー リー を 環 い 、 
人 証 また 山 乃 旅館 で 電力 を 食べ 停電 させ 
た 。 絶 減 し た と され て いた が 、 細 胞 
は 川 の 底 で 生き て いた 。 第 11 話 
能力 @ 口 か ら 火 炎 を 吐き 、 火 傷 を 負わ せる 。 飲み 込ん で エネ ル 
ギー を 吸う 。 ネ コ 娘 の エネ ルギー を 吸い 、 老 疲 に し た 。 
最期 鬼太郎 を 飲み 込ん だ が 、 口 を ちゃ ん ちゃ ん こ で ふさ が れ 
て エネ ルギー を 溜め 込ま され 、 体 電池 で 爆破 され た 。 









































人 間 の 生活 を 見 守る 事 を た だ 願う 
分 が 礼 ら れ て いた ほこ ら が 、 ダ ム 
ペ の 底 に 沈め られ た 事 に 腹 を た て て い 
980 生 二 議 上 上 る 。 ね ずみ 男 に そそ の か され 、 沈 ん 
- だ 村 を 交 ら せる た め に 、 村 に 来る 電 
1 気 を すべ て 吸い 取っ た 。 第 38 話 
能力 で 電気 を 吸い 、 巨 大 化す る 。 吸 い 取 っ た 電気 を 放出 する 。 
妖怪 エネ ルギー を 電気 エネ ルギー に 変え る 。 
最期 や 自分 の 気持 ち を 理解 し て も ら え た 事 に 納得 し 、 水 の 底 か 
ら 引 き 上 げた ほこ ら に 納まる 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


に 革 メ ン 7 2 の 




















































































































































































































































































































HHR 日 

















麻 報 園 に 集 3 湊 翌 
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tSIPaPa0oHma 


つら ら 6 女 
[つら ら お ん な 】 = 
「 氷 柱 女房 ] が モチ ー フ か が ? 


氷柱 を 切っ て いた 独身 男 の 元 へ 美しい 女 が 現れ て 女房 と な る が 、 

風呂 に 入る の を 嫌がる 。 無理 に 風呂 に 入れ る と 、 姿 が 消え て いた 、 

と いう | 氷柱 女房 ] の 昔話 が 東北 や 新潟 に 伝わる 。 
で 1 | 


上 























冷気 で 鬼太郎 の 手助け を する 、 貴 重 な 存 在 

妖精 ・ コ ボル ト と ニク ス の 集め た 、100 人 分 の 青い 涙 の 小瓶 が 割 
れ 、 体 と な り 動 き 出し た と き 、 そ の 「 青 い 涙 の 塊 ] を 凍ら せる 
た め に 登場 。「 季 節 は ずれ に 呼び 出さ れ て し ん どい 」 と 嘆き な が 
ら 手 先 と 口 か ら 冷気 を 出し 、 凍 ら せ た 。 第 84 話 で は 「 地 獄 マ ラ 
ソン ]| に 参加 。 極寒 地 獄 で トッ プ に 立ち 、 知 熱 地獄 で へ ヘロヘロ 
に な る 。 第 94 話 で は 、 胴 体 と 離れ て 限界 を 超え る ほど の 高熱 を 
も っ た 妖怪 ・ ぬ け 首 の 頭 を 傘 や す た め に 登場 。 爆 発 士 前 の と こ 
ろ を 息 を 吐い て 冷や し て あげ た 。 第 84、90、94 話 

能力 冷たい 息 を 吐き 、 人 や 物 を 凍ら せる 。 巨 大 な 物 で も 可 。 
































体 は 冷た い が 、 温 か い 仲 間 の ひと り 
妖怪 島 へ 向かう 道 を 阻止 する ブイ イ 
と の 、 水 点 下 の 戦い の 助っ人 の ひと 
り と し て 登場 。 妖 怪 島 で は 人 喰い 花 
に 追い か けら れ 、 全 力 で 逃げ る が 、 
呑み 込ま れる 。 彼 太郎 が 人 喰い 花 を 











に 鬼太郎 に 妖力 を 送り 、 物 を 凍ら せる 力 を 与え た 。 鬼太郎 た ち 
と と も に 化け 人 鯨 に 乗っ て 妖怪 島 を 去る 。 第 98、99 話 
能力 @ ど ん な に 指 く て も 凍ら な い 。 冷気 を 吐く 。 






















[6 獄 マラ ソン ] に 登場 。 地 獲 マ ラ ソン に 参加 。 多 熱 地 獄 で 、 
溶け て しま っ た 。 東北 生ま れ の 妖怪 の よう だ 。 
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人 ぐ 














tsuPuheot0oshi 


つる べ 沙 と し 
【 つ る べ お と し 】 伝 宏 が 
人 を 木 に 引っ 張り あげ て 食べ て し まう 


京都 な ど に 現れ る 妖怪 。 突 然 、 木 の 上 か ら 落 ち て き て 、 人 を 引っ 
張り あげ 食べ て し まう 。「 つ る べ 下 ろ し 」 と も いう 。 鳥山 石 燕 の 
「 画 図 百 鬼 夜 行 』 に は 火 中 に 顔 が ある つる べべ 落と し が 描か れる 。 


了 、 












































大 き な 顔 が 印象 的 な 、 鬼 太郎 の 仲間 の ひと り 

鬼太郎 の 仲間 と し て 登場 する 、 大 き な 上 顔 だ け の 妖怪 。 単 身 、 釜 
鳴り の 元 へ 乗り 込ん だ 鬼太郎 の 助っ人 と し て 登場 し た 。「 つ る ベ 
落と レー」 と 叫び な が ら 、 木 の 上 か ら 釜 鳴り の 上 に 落下 。 釜 鳴 
り も その 巨体 を 吸い 込め ず に 、 釜 か ら 本 体 を 出し て し まっ た 。 

また 、 赤 舌 に 春 み 込ま れ て 「 や け に 暑い な ぁ 」 と も らし な が ら 、 

仲間 の 妖怪 た ちと 石 に され た こと も 。 和 擬 太 郎 や 砂 か け 疲 、 子 潤 
き 爺 ら が 出場 し た 「 妖 性 マラ ソン | に も 参加 。 コ ー ズ を 眺 ね て | 
進ん で いた が 、「 針 の 山 」 以降 は 姿 を 見 せな いこ と か ら 、 脱 落し 
て し まっ た よう だ 。 第 35、36、84 話 











砂 か け 婆 の アパ ー ト の 住人 

妖怪 アパ ー ト の 住人 。 世 大 な 顔 だ け 
の 妖怪 で 、 圧 倒 的 な 存在 感 を 残す 。 
が 、 こ れ と いっ た 活躍 は し で いな い 。 
金 鳴り に 奪わ れ た 鬼太郎 の 轄 の 毛 を 
の 。 取り 返す た め 、 砂 か け 疲 が 妖怪 ア 
パー ト の 住人 を 招集 し た と き 、 家 賃 1 ヵ月 栓 引き を 条件 に 戦闘 
に 加わ っ た 。 し か し 戦地 に は 赴 い た も の の 、 子 泣き 苑 ら が 釜 鳴 
り と 激戦 を 繰り 広げ て いる に も か か わら ず 、 修 観 す る だ け だ っ 
た 。 最 後に は ちゃ っ か りみ ん な と 喜ん で いた 。 第 19、25 話 


"は ? 
「 釜 な り ] ほか 。 妖怪 アパ ー ト の 住人 と し て 何 度 も 登場 。 活 
虫 の 場 に 恵まれ ず 、 能 力 な どの 詳細 は 不明 で ある 。 
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tsuPuhehi 
つる べ 火 
【 つ る べ び 】 
名 つけ 親 は 鳥山 石 藻 ら しい ? 


鳥山 石 蒸 の 『 画 図 百 鬼 夜 行 」 に 描か れ た 妖怪 。 村 上 健司 の 『 日 
本 妖怪 大 事典 ] に よれ ば 、「『 宮 物語 評判 | に ある " 釣 痕 下ろ し " 


















































を 、 石 燕 が “ 釣 瓶 火 " と 名 づけ た よう で ある 」 と 記さ れ て いる 。 








どん な 強敵 も 焼き 尽く す 、 鬼 太郎 の 強い 味方 
火 の 妖怪 。 鬼 太郎 が 呼ぶ と 現れ 、 火 に 弱い 妖 尾 な ど を 焼き 払う 。 強敵 


と の 勝負 を 決め る こと も 多く 、 時 大 隔 り 県 れる 合間 の が と り だ 。 また 、 


妖怪 自動 車 の ラン プ に な っ た り 、 叔 太郎 の 家 を 照ら すこ と も 多い 。 第 
1 部 の 1 、39 話 の み 話し て いた が 、 後 は 口 を 開く こと 1 は な か っ た . ま 
た 和 炎 の サイ ズ の 小さ な 「 妖 怪 ラ ンプ 」. も 存在 し て いる 。 こ ちら は 一 騰 





に し て 水 虎 の 吐 いた 液体 で 消え て し まっ た 。 第 下部 ・1、 7 、20、31、 


39、41 話 ほか 。 第 2 部 ・2、6、8、14、19、22 話 ほか 
能力 人 口 か ら 笑 を 吐き 、 相 手 に 火 を つけ る 。 














“ 妖怪 戦車 の ライ ト で も 活躍 

| 朱 大 郎 が オカ リナ で 呼ぶ と 現れ る 他 

| 問 の ひと り 。 つ る べべ 火 、 

、 巡 が 火 、 天 火 、 化 火 で 権 成 さ れ た 「 秋 

4 の 妖怪 万 人 較 」 の 一 上 負 で も ある 。 周 
囲 を 只 ら し た り 、 敵 に 火 を 放っ た り 

と 鬼太郎 を サポ ー ト する 。 夜行 さん が 開発 し た 、 妖怪 戦車 の ヘッ 


























ドラ イト や 、 火 炎 放 射 問 と し て も 活躍 する 。 第 35、36、91、94 話 、 


劇 「 ゲ ゲ ゲ の 和 鬼 太郎 」「 最 強 妖 怪 ] 
能力 欠 炎 の 妖怪 互 人 失 は 、 合 体 し て 大 き な 炎 と な る こと も 可能 。 


主 な 役割 は 道 案 内 や 明か り 
素 太 郎 の 仲間 の ひと り 。 他 の シー ズ 
ン と 比べ て 、 敵 を 業火 で 焼き 尽く す 
| と いう より も 、 道 案内 や 周り を 照 ら 
) 役 日 が 多い 。 雨 降り 小僧 の と ころ 
に へ 案内 する よう 、 ね ずみ 男 に 呼ば れ 
こり 、 鬼 太郎 に に 呼ば れ て 空港 の 症 路 を 照ら し た り と 、 ラン プ 
と し て 重 室 きれ て いた 。 し か し 、 ぶ る ぶる の 冷気 に 対し て 秋 の 
カ で 対抗 し 、 千 狼 エ 鳥 の 羽 に 火 を つけ と ど め を 刺し て 「 獲 鳥 石 」 
に 戻す 活躍 も 見 せる 。 第 15、40、55、73、81、90 話 
原作 コミ ッ ン て は ? 


妖 惨 軍団 始 竹 全 ご ペン 
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海 月 の 火 玉 、 
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E ビ ヨ 
喘 県 
の 
約束 を 破 ら れ た 僧 が 死後 変化 し た 


鳥山 石 燕 の 『 画 図 百 鬼 夜 行 」 に 描か れ た 妖怪 。 大 量 に 人 皇子 誕生 
の 祈 待 を 命じ られ た 僧 が 、 約 束 を 果たし た に も か か わら ず 誰 美 
を も ら え な か っ た た め 、 死 ん で 大 鉛 へ 変化 し て 暴れ まわ っ た 。 


五徳 猫 と の 結婚 を 願う 、 地獄 で 暮らす ネズミ 妖怪 
地獄 で 、 ぬ ら り ひよ ょ 
ん の 手下 と し て 働い 
て いる ネズ ミ の 妖怪 。 
鬼太郎 を 倒し 、 猫 の 
議 作 怪 ・ 五 徳 猪 と 盛大 
= な 結婚 式 を あげ よう 
ど し て いぬ だ 。 "ね ず 
み 男 の 叔父 ′ と し て 
ね ずみ 男 の 前 に 現れ 、 
結婚 式 の 付き 添い 役 
を 頼む 。 第 112 話 
程度 の 攻撃 を は ね 返す こと が で きる 。 

た 角 を 折ら れ て 獲 の 習性 を 取り 戻し た 反 徳 猫 と 
争い に な り 、 永 遠 に ケン カ し 続け る 。 

作 コミ 


























と は 夫 帰 で 、 子 
い 王 の よう に な る 。 





temagaashimnaga 


手長 足 長 
【 て な が あし な が 】 
清少納言 の 枕草子 | に も その 名 が 登場 


秋田 な ど に 伝わる 巨人 の 妖怪 。 海 で 船 を 襲っ た り 、 里 に 下り て 
悪さ き を し た りす る 。 ま た 、 清 少 納 言 の 『 枕 草子 」 に も 天皇 の 長 
寿 を 願う 神仙 と し て 、「 清 涼 殿 ] に 描か れ て いた と 記さ れ て いる 。 


タコ へ 復讐 を 暫 う 、 足 長 の 上 に 手長 が 乗っ た 妖怪 
足 長 と いう 力 の 強い 
妖怪 が 、 手 長 と いう 
妖術 使い を 肩車 し て 
いる コン ビ 妖 怪 。 300 
年 前 、 大 ダコ に よっ 
に 封じ られ 、 石 
家 に 奉納 され て いた 。 
胃 し か し 、 建 設 工事 で 
石塚 が 取り 壊さ れ て 
復活 。 タ コ た ち へ 復 
讐 を 始め る 。 第 81 話 
能力 包 手 長 の 妖術 で 、 タ コ の 頭 を 大 猪 に 変え た り 、 日 玉 お や じ 

た ちの 体 を タコ の よう に する 。 足 長 の 強力 な 足 賊 り 。 
最期 失 「 妖 素 ] を 中 和 き させ る 力 を 持つ 要 石 を 掴み 液体 と な っ た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


に ま る と: 回 内 人 補 
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teH0mBe Hehumnek0o 


手 の 目 デブ 猪 


【 て の ゅ め 】 【 で ぶれ ね < に 】 7 
手のひら に 目 が ある 座頭 姿 の 妖怪 je 


鳥山 石 格 の 『 画 図 百 鬼 夜行 】 に 描か れ て いる 。 座頭 (盲目 の 坊 
主 ) の 手のひら に 目 が つい た 姿 を し て いる 。 京都 七条 河原 の 墓 
所 に 、 肝 試し 目的 で 入っ て きた 若者 を 襲っ た と いう 。 
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人 間 界 と 猫 町 を つなぐ 建物 の 中 で 猫 町 行き の 切符 を 発行 
獲 町 に 続く 地下 通路 の 入り 口 で 、 獲 町 切符 を 発行 し て いる 太っ 
た ネコ の 化け 物 。 鬼 太郎 の 3 倍 く らい は あり そう な 大 きい 図体 
で 、 ト ラ 柄 。 ピ ンク 色 の ソフ ァ に 腰掛 け 、 葉 巻 を くわ えて いる 
見 て くれ どおり 、 堂 々 と し た し ゃ べり 方 を する 。 地上 か ら 続 く 
洞窟 を 歩い て 行っ た 先 に 、 鉄 で で きた ネコ の 上 顔 の 形 を し た 建物 
が あり 、 そ の 中 で 巨大 コン ピュ ー タ を 自在 に 操る 。 第 28 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 猫 町 切符 | に 登場 。 作品 に 猫又 は 登場 せ ず 、 こ の 切 待 を 手配 す 















































デブ 猫 (名 称 は な し ) が 猫 町 の ボス 的 存在 と じ て 描か れ で いる 。 
































【 て ん か 】 


の っ ぺら ぼう で 、 手 の ひら に 目玉 が 付い た 妖怪 。 白 い 着 物 を 着 た ゃ 、 
坊主 の 姿 。 不 老 長 寿 の 泉 が ある 山 の 洞窟 に 住ん で いた が 、 人 間 が 夜間 や 夕方 に 空 を 飛ぶ 明る い 怪 火 






































餅 鬼 と と も に 自分 を そこ に 閉じ 込め て 封印 し た こと に 腹 を た て 、 愛知 県 や 岐阜 県 な ど で 伝承 きれ る 、 怪 火 の こ と 。 愛知 県 で は 夜 
封印 が 解 か れ た 後に 、 餅 所 た ち に 人 間 を 襲わ せる 。 も と も と は 人 間 に 辺 り が 昼間 の よう に 明る く な る も の 。 岐阜 県 で は 夏 の 夕方 
間 た ち を 驚か せる だ け で 悪さ は し な い 。 第 32、77、91 話 に 、 音 を 立て な が ら 不 意 に 空 を 飛ぶ と いわ れ て いる 。 





能力 で 手 に 付い た 目 か ら 光 線 を 出し 相手 を し びれ させ る 。 手 か - 
ら 目玉 を 離す こと が で き 、 日 玉 が 空中 を 飛ん で 攻撃 する 。 鬼太郎 の 呼び か け で 召集 され る 炎 の 妖怪 の 中 の ひと り 
最期 で 鬼太郎 が 顔面 に 入れ た 典 り に よっ て 後方 に 飛ば され 、 木 「 炎 の 妖怪 五 人 衆 」 
に ぶつ か っ て 倒れ る 。 そ の 後 、 洞 究 に 再び 封印 きれ る 。 の ひと り 。 青 く て 大 
き な 火 の 玉 。 悪 い 妖 






































人 間 の 手 を 意 の まま に 操る 怪 で は な く 、 た いて 
/ い 着 物 を 着 た 謀 日 の 坊主 姿 で 、 手 い は 敵 を や っ つけ る 
の ひら に 目玉 が つい て いる 。 あ ば ら た め に 鬼太郎 が 召集 








する 「 導 の 妖怪 ] の 
な か の ひと り と し て 
登場 する 。 第 85 話 で 
は 、 ほ か の 笑 の 妖怪 
4 人 と と も に 、 赤 舌 








60 | 家 に 住ん で お り 、 人 間 に 目 か ら 光 線 
を 浴び せ て 思う まま に 操る 。 少 年 を 

操り 銀行 強盗 を させ た 。 第 37 話 
能力 @ 手 に ある 目 か ら 光 線 を 放ち 、 浴 び た 者 の 手 の 細胞 を 変化 
させ 意 の まま に 操る 。 目玉 を 飛ば し て 相手 の 目 に 付け る 。 






















































































最期 人 @ 砂 か け 婆 の 砂 で 視力 を 失い 、 髪 の 毛 針 を 浴び て 妖力 が 使 の 腹 に 入っ て 赤 舌 を 熱し た 。 第 91 話 で は 、 ヒ ー 族 と 戦う た め の 
えな く な っ た 。 銀行 強盗 容疑 で 留置 所 へ 入れ られ る 。 ひと り と し て 集め られ た 。 第 35、91、94 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 @ た だ 燃え て 飛ぶ の み 。 敵 を 熱し た りす る と き に 能力 発 挿 。 
人 作 コ ミッ " は? 原作 コミ ッ ク で は ? 
妖怪 本 の 巻 ] [死神 大 戦 の 1 目 症 て: 5 獄 の 散歩 道 ] に 登場 。 深 すき 物 
ンジ 目 が 4』 近 る 。 ク 才 SE の だ 説明 は な く 沖 上 



































電気 妖怪 は 、 カ ミナ リ を 見 る の じゃ 








みく ぐ 】 
正反対 の いわ れ を も つ 中 国産 の 天狗 


「 山 海 経 』| に よれ ば 、「 て ん こう 」 と 呼ぶ らし い 。 こ の 書 で は タ 
ヌキ の よう な 白い 首 の 「 凶 を 防ぐ 獣 ] で ある と 考え られ 、 ま た 
別 の 書 に よれ ば 「 災 い の 前 兆 ] と も 伝え られ て いる 。 





チー の 傍ら に いて 妖怪 た ち を 反物 に する 手伝い を する 
チー が 指揮 する 中 国 妖 怪 の ひと り 。 赤い 顔 を し て くち ば し の よ 
うな と が っ た 口 を 持つ 。 妖 犬 と と も に チー の 一 番 の 手下 で 、 い 





つも チー の 傍 ら に いる 。 こ れ と いっ た 能力 は な く 、 二 股 の 矛 を 

等 ちな が ら も 日 本 妖怪 と 中 国 妖 怪 の 戦い に も 交 じ ら な い 。 唯一 、 

ね ずみ 男 に 反物 を すべ て 盗ま れ 、 怒 っ た チー に 命じ られ て ね ず 

る み 男 を 追い か ける こと を する くら い 。 劇 | 最強 妖怪 」 

最期 @ ね ずみ 男 を 追い か け て いる 途中 に ネコ 娘 の 蹴り に あい 、 
倒れ た と ころ を 子 泣き 爺 に 乗っ か られ て 消滅 する 。 











二 届 の 狐 が 化け て 天狗 に 
中 国 妖怪 チー に 仕え る 妖怪 。 青 い 顔 
に くち ば し の よう な 長い 口 を し て い 



















マン ト を 羽織 っ て いる 。 尻尾 が 9 つ 
< 分 か れ た 九 尾 の 狐 (チー) と 同じ 








よう な 所 分 か れ た 狐 の 化け た 姿 。 と くに これ と いっ 
た 能力 は 持っ て お ら ず 、 戦 い に も 参加 し な い 。 第 2 話 
最期 @ 鬼太郎 た ち を 追い か けた と き に 、 晃 太郎 に 攻撃 きれ る 。 


髪の毛 針 が 腹 に 突き 刺さ り 、 同 れ る と 狐 の 捧 こ 戻っ た 。 


菱 チー に 仕え る 中 国 妖 怪 の ひと り 
中 国 妖怪 チー の 手下 。 妖 犬 、 山 と 
と も に 、 3 人 で チー に 仕え る 。 黄色 
、/ い 顔 に 黒い くち ば し を 持っ て いる 
、 ~ と くに 能力 は な い が 、 ネ コ 娘 た ちと 
』 戦う と き に チー に 妖力 を 与え られ て 
パワー アッ プ 。 持っ て いた 団扇 で 傘 化 け を は た き 飛 ば す 。 正体 は 
テー が 紙 魔 法 で 作っ た 妖怪 だ っ た 。 第 79、80 話 
早期 @ 紙 魔法 で 作ら れ た 妖怪 な の で 、 火 に い 。 妖 怪 自 動車 の 
火 で 攻撃 きれ て 逃げ る 姿 を 見 て 、 チ ー に 消さ れる 。 


旧作 コ ミ ュ ン ン て は Fi 


計 和 反物 ら に 学 ジ | る 妖 特 全う 






























































































る 。 上 半身 操 で 下半身 に 腰 巻 を 着け 、 





tenguHolicBe 


天狗 ポリ ス 
【 て ん ぐま りす 】 
修験 者 の 守り 神 で ある 山 に 住む 精霊 


半 人 半 鳥 の 妖怪 で 、 葉 の よう な 顔 と 変 を し て いる 「 カ ラス 天狗 」。 
現代 で は 、 赤 面 鼻 高 の 大 天狗 の 配下 に 世 か れ て いる と 解釈 きれ 
る こと が ある 。 和歌 山県 の 熊野 神社 の 守り 神 と し て 礼 ら れ て いる 。 





























濡れ 衣 を 着せ られ た 鬼太郎 を 逮捕 し に 来 た 「 妖 怪 ボ リス 」 











「 妖 怪 ポリ ス 」] と し て 罪 を 犯し た 妖怪 を 捕まえ る 仕事 を し て いる 、 








カラ ス 天 狗 の 集団 。 青い 顔 に と が っ た 口 を し て お り 、 背 中 に 羽根 
が つい て いて 飛べ る 。 妖怪 パ ー テ ィ を 撮影 し て 人 間 た ち に 映画 と 


し て 見 せ た 罪 で 、 鬼 太郎 を つか まえ に 来る 。 桜 の 大 紋 が つい た 印 
人 籠 を 持っ て お り 、 こ れ が 警察 手帳 の よう な 役割 を し 、 北 の 手錠 を 
鬼太郎 の 手 に か け 、 妖 怪 裁判 場 へ 鬼太郎 を 連れ て 行っ た 。 裁判 長 
で ある 大 天狗 に 従い 、 処 刑場 を 抜け 出し た 鬼太郎 の 代わ り に 、 大 
天狗 の 命 を 受け て 目玉 お や じ を 処刑 し よう と する 。 第 32 話 

















蘭 妖怪 界 の 戒律 を 守ら せる 存在 
罰 カラ ス 天 狗 の 集団 で 、「 妖 怪 ポ リス 」 
と し て 働く 。 青 い 顔 に と が っ た くち 
ば し を し て いて 羽根 が あり 、 そ ろ い 
の 作 務 衣 に 半 て ん を 着 て いる 。 年 に 
一 度 行わ れる 「 妖 怪 パ ー テ ィ 」 を 人 
則 た ち に 近東 させ た 界 で 、 遼 捕 状 を 持ち 鬼太郎 を 裁判 所 へ と 連れ 
よっ な 人 で 上 に が る と 、 を する だめ 
処刑 場 に 引き 立て て いっ た 。 事 件 に 加担 し た ね ずみ 男 が 閉じ 込 
の し を 邊 の mL CM て 第 3 話 

































譜 鬼太郎 を 処刑 し よう と する 

「 妖 怪 ポ リス 」 と し て 働く カラ ス 天 
狗 の 集団 。 人間 た ち に 見 せ て は いけ 
な い 「 大 地獄 絵図 」 を 、 人 間 界 に 公 
開 し た 罪 に より 、 鬼 太郎 を つか まえ 
に 来る 。 和 白蛇 の 手錠 を 鬼太郎 の 手 に 
か け 、 鬼 太郎 を つか まえ て 空 に 飛び 去っ た 。 妖怪 裁判 所 で 裁判 
長 の 大 天狗 に 従っ て お り 、 法 廷 を 守る 役割 を し た り 、 処 刑 を 実 
際 に 行っ た りす る 。 どろどろ に 溶かさ きれ て 500 年 間 章 に 入れ られ 
る 刑 が 下っ た 鬼 太郎 の 刑 を 執行 し よう と する 。 第 46、47 話 


ES ツ ク で は ? 


妖怪 大 考 カ 銘 の 部 隊 
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temnko teHiO0MuIame 


天 狐 天井 な め 
【 て ん こ 】 ヘマ 人 【 て ん じょう な め 】 
数 多い 妖狐 の な か で も 最高 の 位 を も つ 人 の 見 て いな いと と つて 天井 慌 筑 み を 





























狐 の 妖怪 で ある 妖狐 の な か で も 最高 位 の 存在 。 尻 尾 が 9 本 に 分 長い 生 で 天井 を な め る 妖怪 。 鳥 山 石 燕 の 「 画 図 百 器 徒然 袋 ] 
か れ て お り 、 容 姿 は を も いわ れ ぬ ほど 美しい と され る 。 と くに 描か れ て いる 。 家 に 誰 も いな いと き に 天井 を な め 、 染み を つけ 
正 き は し な い 。 狐 が 1000 年 生き る と 天 狐 に な れる と いわ れる 。 る と いわ れる 。 人間 に 見 られ る と 天井 の 穴 か らき っ と 逃げ ば る 。 















































鬼太郎 に 一 対 一 の 勝負 を 挑ん だ 狐 王国 の ドン 

地下 に ある 狐 王国 の ドン 。 体 は 狐 だ が オレ ンジ 色 の 長い 髪の毛 

を 持つ 。 プ ライ ド が 高い 。「 人 間 が 地下 鉄 の 工事 を し て 自分 た ち 

の 王国 を 荒らす 」 と 怒っ て 人 間 た ち を 人 質 に と っ た が 、 提 太 郎 

と 勝負 を し て 負け 、 あ っ さり 身 を 引く 。 第 18 話 

能力 や 手のひら か ら 七 色 の 光 を 出す 。 そ れ を 第 太郎 の 体 に 巻き 
つけ て 動け な くし た 。 動き が 俊敏 。 

最後 ⑯ 鬼 太郎 に 尻尾 を 持っ て 振り 回 され 、 柱 に 当たっ て 倒れ る 。 
あっ きり 負け を 認め 身 を 引き 、 別 転地 へ と 地下 王国 を 移動 。 











































































































後 光 の 差す 最高 峰 の 妖狐 天 で カビ を 全部 な め と る 、 カ が 大 好物 の 妖怪 
妖狐 の な か で 最高 峰 の 存在 。 普段 は カビ が 大 好物 。 緑 色 の 体 を し て いて 、 舌 を 長く 伸ばせ る 。 悪 い 
姿 を 現さ な い 。 儲 高 な 魂 を 持っ て お り 、 妖怪 で は な く 、 上 鬼太郎 た ちの 仲間 と し て 登場 し た 。 将 棋 九 段 の 
後 光 が 差し て いる 。 妖狐 の 巣 を 荒 ら 腕前 で 、 京 都 の お 化け 茶屋 で 子 泣き 区 と 将棋 の 名 人 戦 を 行っ て 
す と 空 狐 た ち が 怒 っ て 人 間 を 襲っ た いる と ころ を 、 全 上 身 カ ビ だ ら け に な っ た ね ずみ 男 の 体 を 綺 青 に 
パ その と き 「 天 狐 に 話 を つけ る 」 と 鬼 する た め に 呼ば れる 。 一 反 も めん の カビ を すべ て 舐め て 綺麗 に 
太郎 が 妖狐 の 巣 に や っ て くる と 、 空 狐 が 「 俺 に 勝っ た ら 天 狐 に 会 し た ほか 、 自 分 の 胃液 を 水 で 薄め て 鬼太郎 や ね ずみ 男 に か け て 、 
わせ て や る 」 と いう 。 負け て も 人 数 を 増やし て 戦 お うと する 空 狐 カビ を 取り 去る 。 第 106 話 
を 見 か ね て 天 狐 が 登場 し 「 卑 讐 な た こと を する な 」 と 諭す 。「 全 国 の 能力 @ カ ビ を な め 取 る 。 胃液 で カビ を 消失 させ る こと が で きる 。 
稲荷 神社 に 油揚 げ を 絶やさ な いよ うに 」 と 告げ て 去る 。 第 49 話 胃液 を 薄め た エキ ス で 鬼太郎 た ち に つい た カビ を 消し た 。 
気 高 き 魂 を 持っ た 最高 位 の 狐 舌 を 伸ばし て 人 間 の 顔 を ベロ リ 
日 本 の 狐 た ちの な か で 、 一 番 位 が 高 語り 代 か いて YR 
く 尊 い 狐 。 崇高 な 魂 の 持ち 主 で 狐 が な め る 妖怪 。 倉 ぼっ こと 納 戸 疲 の 住 


悪さ き を し な いよ うに 見 張っ て いる 。 
「 自 分 た ち を 大 切 に し な い 」 と 多 る 空 


か 涼 い 家 荒 ち し た 人 間 を 懲らしめ 
る た め に 挿 太郎 が 召集 し た 。 そ の 人 





















































【 を 諭し 鬼太郎 た ち に 謝る 。 第 72 話 間 た ち を 家 に 閉じ 込め 、 ク ネ ユ スリ 
能力 で 攻撃 し よう と する 空 狐 の 動き を 止め る 。 強 大 な 妖力 で 、 や 提灯 お 化け た ちと と も に 人 間 を か す 。 天 井 に 張り 付い て 振 
地上 の 建物 を 地下 に 沈め た り 、 地 上 に 戻し た り で きる 。 り 返 り 、 長 い 舌 を 伸ばし て 人 間 た ちの 顔 を な め た 。 第 87 話 
最後 @ 空 狐 が 地下 に “沈め た デパ ー ト " を も と に 戻し 、 人 間 に 能力 @ 天 井 に 張り 付き 、 天 井 を な め る 。 長 い 舌 を 伸ばし て 、 下 

頭 を 下げ な が ら 去っ て いく 。 に いた 人 間 た ちの 顔 を な め ま わす 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 人 作 コ ミッ "は ? 










「 天 導 ] に 生 場 。60 年 代 の アニ ズ メ は 原作 と 同じ スト ー リ ー る を 
キヤ ラフ 。 地下 に 主 城 を 構え る 妖 外 族 の 長 で 、 果 高 な 精神 を 持つ 。 


当 | [上 怪 本 』 の 巻 ]、「 死 神 大 戦 人 場 




















li. 団 
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teBNjO0uUSaga『Pi 


天井 さがり 
【 て ん じょう さがり 】 
天井 か ら 逆 さま に ぶら 下がっ て ペロ リ 


鳥山 石 格 の 『 今 音 画図 続 百 鬼 ] に 描か れ て いる 妖怪 で 、 天 井 の 
板 の 割 れ 目 か ら 上 半身 を 乗り 出し 、 逆 きま に ぷら 下がっ て いる 。 
舌 を 出し て 笑っ た り 、 下 で 科 て いる 人 間 の 顔 を な め る 。 
































天井 か らぶ ら 下 が っ て 人 間 た ち を 薄 ら 笑 い 
紫色 の 顔 に 黄色 い 目 
を し て 舌 を 出し て い 
る 。 顔 の 周り は 黒く 
て 長い 交 の 毛 で お お 
われ て いて 、 服 は 着 
て いな い 。 鬼太郎 を 
バカ に し た 人 間 を 和 鍋 
。 らし め る ため に 、 鬼 
太郎 た ち が 用 意 し た 
霊 列 車 に 乗り 込ん 
で いる 妖怪 の な か の 
ひと り 。 濡れ 女 や 唐 傘 小 僧 、 油 すま し な ど と 一 緒 に 人 間 た ち を 
脅かす 。 天井 か らぶ ら 下 が り 、 了 幽霊 列車 の 窓 か ら 逃 げ ば よう と し 
て いる 人 間 た ち を 薄 ら 笑 い を 浮か べ な が ら 眺 め て いる 。 第 6 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 死 神 大 戦記 ] に 登場 。 西 洋 妖怪 と 戦う た め に 集め られ た 日 本 妖怪 





























の ひと り と し で 描 が れ て いる 。 


HOo7aBmmO 


土 左門 


【 ど ざ ぇ も ん 】 





少年 た ちと 野球 の 試合 を し た 妖怪 チー ム の サー ド 担 当 
少年 に 盗ま れ た 妖怪 バッ ト を 取り 戻す た め に 、 和 鬼太郎 が 少年 た 
ちと 妖怪 た ちの 野球 の 試合 を セッ ティ ング 。 そ の と き に 、 三 塁 





| を 守っ た 妖怪 。 頭 の て っ ぺん が ハゲ て いて 前 歯 が 二 本 飛び 出し 
て いる 。 野 分 疲 る さん が ヒッ ト を 打つ と 、 喜 ん で 両手 を 挙げ る 。 
| ニワ トリ の 鳴き 声 を 聞い て 、 朝 が 来 た と 勘違い し て 逃げ 帰っ て 
し まう 。 ま た 、 ね ずみ 男 主催 の 妖怪 ショ ー に も 出演 。 第 1、7 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 

















TV オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 




















tnufuk0Z70OH 


と うふ 小 憎 


【 と うふ こぞう 】 
豆腐 を 持っ て 歩き 回 る 愛 妊 の ある 小僧 所 怪 


江戸 時 代 中 期 の 滑稽 文学 に 描か れ た 妖怪 。 頭 に 傘 を 乗せ 、 豆 腐 
6 SON 
い | と いう 説 と 、「 豆 腐 を 食べ させ 人 間 の 体 を カ み ビ だ ら け に する 」 
と いう 説 が ある 。 後者 の 場合 、 雨 の 降る 夜 に 現 0 り 歩 き 
の 人 間 に 豆 腐 を 勧め 、 食 べた 者 を カビ だ ら け に し 長 思い させ る 。 




















避 腐 を 山神 に 差し 入れ する 本 当 は 心 優し い 性格 
目玉 が 大 きく て 舌 を 出し て いる 、 2 手 に 豆腐 
を 持っ て お り 、 山 神 に 差し 入れ を する 。 普段 は 気 の 優 し い 性 格 
で 悪い こと は し な い が 、 人 間 が 山 の 木 を 勝手 に 切り 、 山神 が 弱っ 
て きた こと に 怒っ て 人 間 た ち を 攻撃 する 。 全 身 を カビ だ ら け に 
する 薬 を 豆腐 に 混ぜ 、 人 間 や ね ずみ 男 に 食べ させ た 。 第 106 話 
能力 欠 分 身 の 術 を 使っ て 自分 の 分 身 を 多数 見 せる 。 舌 を 長く 伸 
ば し て 相手 を 絡め と る 。 豆腐 や 油揚 げ を 投げ つけ る 。 
最後 破れ か ぶれ で 鬼太郎 に 胃 い 掛か る と 、 簡 単に 接 首 を つか 
まれ て 背負 い 投 げ さ れる 。 木の根 に ぶつ か っ て 降参 。 















































「 室 腐 小 僧 ] に 登場 。 ア ニ メ で は 舌 が 急所 だ が 、 原 作 で は 手 





に 持つ 豆腐 が 所 。 豆腐 を 攻撃 され る と 消え る 。 
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HFPaElla 
ドラ キュ ラ 
【 ど らき ゅ ら 】 
説 か ら 生まれ 、 超 メジ ャ ー な 取 血 見 の 代 名 調 に 























プラ ム ・ ス トー カー 作 「 吸 血 鬼 ドラ キュ ラ 』 に 登場 する 吸血 鬼 
の 名 称 が 一 般 化 し 、 今 で は 吸血 鬼 = ド ラキ ュ ラ と いう 認識 も 強 


い 。 モ デル は 独裁 専制 君主 の ワラ キア 公 ・ ヴ ラド ・ 


ツ エ ペ ジ シュ ユ 。 








西洋 妖怪 軍団 の 一 上 員 に し て 吸血 妖怪 軍団 の ボス 

シル クハ ッ ト に マン ト 姿 の 、 知 的 な 出で立ち の 吸血 鬼 。 第 10、 

11 話 で は ロン ドン の パー ティ 会 場 を 壊さ れ 、 人 間 に 復 讐 を 哲 う 

妖怪 の 国 を 作ろ うと 日 本 の 鬼 界 ヶ 鳥 へ ヘ 上 陸 。 子 泣き 区 を 血 を 
吸っ て 倒し た 。 また 、 第 52 話 で は ドラ キュ ラ 博 士 と 呼ば れ て お り 、 
小笠 原 の 母 島 に 眠る 吸血 妖怪 樹 に 妖怪 の 血 が 欲し いと 依頼 され 
て 世界 中 か ら "吸血 妖怪 軍団 ′ を 組織 。 恐山 に ある 妖怪 血液 銀 
行 を 襲 っ た 。 大 コウ モリ に 変身 し 、 空 を 飛ぶ こと が で きる 。 コ 
ウ モ リ の キバ と 爪 で 擬 太 郎 を 襲う が 、 つ る べべ 火 に 焼 か れ 、 妖 怪 
の 上 に 落ち て 笑 上 し て し まっ た 。 第 10、11、52 話 

































































スー パー 血液 を 求め て 戦う 

劇 「 妖 怪 大 戦争 ] で は 、 バ ッ ク ベ アー 
ド ら と と も に ホウ キ ボ シ 鳥 に 上 陸 。 
一 反 も めん を 切り 裂き 、 食 事 の ナ プ 
キン 代わ り に 使う 。 最 期 に は 、 噴 出 
し た 水流 に 流 き れ て し まっ た 。 第 96 
話 で は 、 医 者 と し て 妖怪 樹 の 体 を 診る 。 南 海 吸血 一 族 を 使っ て 、 
麗 山 の 妖怪 血液 銀行 を 細 わ せ た 。 大 コウ モリ に 変身 し て 突風 を 
巻き 起こ す な ど の 攻撃 を 有する 。 最 後 は 玉 点 の 日 光 と 十字 架 を 
見 せら れ て 逃げ 去っ た 。 第 96 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 」 


" は ? 












































R 作 コミ ン ツ 
が た 特 ー: 








































































































HOPotahol 


泥 田 坊 


演 田 坊 
農民 の 霊 が 、 恨 み を 言っ て 現れ る 


鳥山 石 燕 の 『 今 昔 百 鬼 拾 遣 』 に 描か れ た 一 つ 目 の 妖怪 。 農 民 の 
息子 が 、 彼 の 死後 に は 妖怪 と な り 、 人 息子 
と 田 を 買っ た 者 に 対 を 返せ | と 恨み を 言っ て 現れ る 。 




















地 を 売り 払う と 農 
Gy 


















































「 田 を 返せ >」 と 暴れ まわ る 泥 の 妖怪 
田んぼ に 住む 妖怪 。 田 ん ぼ が 減っ て 住み か を 追わ れ 、「 田 を 返せ 
ー」 と 漁村 を 暴れ まわ っ た 。 へ ドロ に 移り 住み 、 そ こ を と お る 
漁船 を 細 う 。 熱 に 弱く 、 鬼 太郎 の 体内 電池 で 倒さ れる が 、 雨 を 
浴び て 復活 し た 。 本 来 は 、 き わ め て お と な し い 性 格 。 第 1 話 
能力 @ 口 か ら 吐 いた 泥 で 相手 を 固め る 。 水 を 浴び る と 、 粉 々 に 
生 NM OM 
最後 鬼太郎 に 脳神経 を 操縦 きれ 、 学校 の ま に 移 住 。「 農 薬 
本 っ て いな lo ラサ 










































































間 4 才 は 人 
普段 は 田んぼ に 住む お と な し い 妖 怪 
だ が 、 住 ん で いた 田んぼ が 新幹線 の 
た め に つぶ され 、 篤 っ て 新幹線 を 
う 。 雨 が 止み 月 れ て し まう が 、 再 び 
L 雨 が 降っ て 再生 し た 。 第 28 話 

赤い 火 を 吐く 。 物 理 的 攻撃 が 効か ず 、 粉 々 に 砕け 
に 打 た れれ は 分散 し た 状態 で 復活 。 

退治 され 魂 と な っ た 況 田 坊 は 、 山 中 家 の 庭 に 逃 
ん ば ぼ を 作り 、 沼田 坊 を 落ち 着 か せる 


























能力 @ 口 か ら 
て し まっ て も 、 雨 ( 
最後 @ 鬼 太郎 に 
げ 込 む 。 山 中 は 庭 に 












































溶け て 合体 し 、 さ ら に 巨大 化 
雨 の 日 に 現れ る 妖怪 。 地 域 開発 で 田 
ん ぼ が な く な る こと に 怒り 、 人 間 た 
っ ち に 競い か か っ た 。 消防 車 の 散水 に 
語 一 度 は 溶け る が 、 合体 し て 巨大 化す る 。 
本 来 は 田んぼ を 守る 妖怪 。 第 22 話 



































能力 で 口 か ら 泥 を 吐き 、 そ の 況 で 挿 太郎 を つぶ し た 。 水 を 吸収 | 


する と パワ ー ア ッ デ グレ し 、 巨 大 化す る 。 
最後 や 人 間 た ち が 起 こし た 火 に より 乾燥 し て 能 る 。 人間 た ち が 
田んぼ を 残す こと に し た の で 、 田 ん ば へ 帰っ て いく 。 



























































原作 コミ ッ ク で は ? 
取 衣 民 た ちの 寺 が 括 怪 E 田 坊 | や 
自 鬼 夜 行軍 団 登場 ! の 療 【 あら 
































な ま は げ 
【 な ま は げ 】 
[泣く 子 は いね ぇ が ぁ 」 と 家 を 回 る 鬼 


秋田 県 男鹿 半島 に 伝わる 妖怪 。 行 事 と し て も 知ら れる 。 起 源 は 、 
漢 の 武 誠 が 5 匹 の 所 た ちと と も に 男鹿 に 住み 着き 、 ま じ め に 働 
いた の で 1 月 15 日 だ け は 村 に 下り て いい と いわ れ た こと か ら 。 





















































次 々 に 人 の 面 を 変え 、 そ の 素顔 は 謎 の まま 
面 使い 。 手 に 負え な 
い イ タ ズ ラ 者 だ が 、 
行き 当たり ば っ た り 
で 人 を 和 示 か す よ うな 
こと は し な い 。 な ま 
は げ が 作っ た 面 を 被 
と 、 誰 で も その 面 
そっ くり の 顔 に な る 
こと が で きる 。: 村 の 




















鬼太郎 と 地元 を 馬鹿 
に する 片田 舎 の イン テリ ・ 東 大 助 に 悪さ を し た 。 第 63 話 

能力 @ 口 か ら 火 を 噴く ひょっと こと お か め の 面 で 鬼太郎 を 襲っ た 。 
最後 や 鬼太郎 に つり 橋 を 揺 ら さ れ 、 橋 に 絡ま っ て し まっ た 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
出現 ! 括 怪 総 大 料 の 巻 } に 登場 。 子ども の 前 に 現れ て 馬鹿 に され る 。 





























また 、 デザ イン が 異な る が [野球 の 巻 (野球 狂 の 巻 )| に も 登場 し て いる 。 


hekirimiushi 


根 切り 昌 


【 ね きり むし 】 








妖怪 樹 の 根 を 切っ て し まっ た 変わ っ た 虫 
小 唐 泡 島 に 住む 、 木 の 根 を 切っ て し まう 生き 物 。 過 去 に 大 量 発生 
し 、 ジ ャ ング ル が 全 減 し そう に な っ た こと が ある 。 第 96 話 で は 、 








木 を 焼 か れ た 妖怪 樹 が 飛ば し た 種 が 地面 に 落ち て 発芽 。| スー 
パー 血液 ] を 吸い こん で 、 一 つ 目 で 動き 回 る 無数 の 妖怪 樹 の 芽 と 






































な っ て し まっ た と き に 登場 。 鬼 太郎 の 貝 寄 せ 笛 で 大 量 に 集め られ 、 














妖怪 樹 の 根 を 根こそぎ 食い 荒らし て 退治 し た 。 第 96 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 








ホ 2 大竹 楓 の 芽 は 
































区 躍 を 集 @ の は 目 主 1 時 呈 日 E た 中 


六 半 じい きん に 化け 、 




















nandohahaa 

絹 戸 受 

【 な ん ど は ば あぁ 】 
「 ほ ー」 と いう 奇妙 な 声 を 発する 
西日本 に 伝わる 妖怪 。 老 婆 の 姿 を し て お り 納 戸 に 住ん で いる 。 


と くに 悪い こと を する わけ で も な く 、 家 人 が 納戸 の 戸 を 開け る 
と さっ と 床下 に 隠れ る 。「 ほ 一 」 と いう 奇 炒 な 声 を 発し た りす る 。 





見 か け は 悪い が 気 の い い ボ ン ヤ リ し た 妖怪 
倉 ぼ っ こと と も に 迷 
い 家 に 住む 。 お 歯 黒 
を つけ た 老 疲 の 姿 を 
し た 妖怪 。 容 姿 は 悪 
い が 性 格 は ボー ッ と 
し て いて 悪 き は し な 
い 。 ね ずみ 男 の 手引 
き で や っ て きた 人 金 の 
亡者 ・ 安 田 社 長 に 
[幸せ に な る お 枕 を 
BE 5 くれ 」 と ね だ られ 、 
黄金 の お 枕 を 渡す 。 し か し 、 安 日 の 手下 に 殴ら れ 気 を 失っ て し 
まう 。 上 鬼太郎 や ネコ 娘 、 ぬ りか べ な どの 妖怪 た ちと 結託 し て 安 
田 た ち を こら し め る 。. 第 87 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 


原作 に は 登場 じ な ぬい 妖 怪 。 















































HaHH0l0kK0D0nmHi 


南方 の 小 鬼 


【 な ん ぼう の こ お に 】 





妖 花 の ある 南方 の ジャ ング ル で 鬼太郎 た ち を 襲う 
南方 の ジャ ング ル に 住む 小 鬼 。 ピグミー や ホッ テン トッ ト に 間 
違わ れる が 別 の 妖怪 らし い 。 妖 花 を 求め て ジャ ング ル を 訪れ た 
鬼太郎 た ち に 、 突 然 六 い か か っ て くる が 、 妖 花 の 森 に は 近づか 
ず に 、 い ず こ か へ 去っ て いっ た 。 最 後 は 、 妖 花 の 真意 を 知り 帰 
国 する 擬 太 郎 た ち に 、 手 を 振っ て 別れ を 告げ る 。 第 32 話 
能力 @ 集団 で 細 い か か り 、 口 か ら 矢 を 放つ 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 

















TV アニ メリ ジ カル の 妖怪 。 
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HIKuSIl 
ニク ス 
【 に くす 】 
美しい 容姿 で 人 間 を 惑わ す 水 の 妖精 


ドイ ツ に 伝わる 川 や 湖 の 中 に 住む 水 の 妖 精 。 男 は 緑色 の 歯 に 緑 
色 の 帽子 を か ぶっ て お り 、 女 は 金髪 で 美しい 容姿 を し て いる 。 
人 間 を 水 の 中 に 引っ 張り 込み 、 湧 れ た 人 間 の 魂 を つぼ に 入れ る 。 


「 人 間 を 幸せ に し た い 」 と 思う 行動 で 混乱 を 招く 
妖精 の 国 に 住む 心 優 
し い 妖 精 。「 上級 の 
妖精 に な り た い 」| と 
願い 、 人 間 た ち を 幸 
に し よう と 人 間 界 
へ や っ て くる 。「 時 
間 や 義務 に 通わ れる 
人 間 を 自由 に し て あ 
げ れ ば 幸せ に で き 
る 」 と 思い 込ん で お 
り 、 人 間 た ち を 勝手 
に 解放 。 会 社 や 学校 を サボ る 人 間 で あふ れ か えり 人 間 界 は 大 パ 
ニッ ク 1! が 、 大 き な ス トレ ス 人 怪物 が 生ま れ て し まい 自分 が 間 
違っ て いた と 気づく 。 第 90 話 。 
原作 コミ 

















ッ ク で は ? 








原作 に は 登場 し 


HVOIiiizai 


如意 自在 


【 に ょ いじ ざい 
室町 時 代 に 描か れ た の が 大 も と 





鳥山 石 燕 の 「 面 図 百 器 徒然 袋 ] に 描か れ た 妖怪 。「 如 意 ] と は 僧 
信 が 使う 仏具 の 一 種 。 如意 の 妖怪 は 室町 時 代 の 『 百 鬼 夜 行 絵巻 ] 
に 描か れ て お り 、 鳥 山 石 燕 は これ を モデ ル に し た と いわ れる 。 


「 み さこ 、 ゆ うた 、 怖 いよ て 」 と 泣き 叫ぶ 到 虫 妖怪 
ゴル フ 場 で ロス ト 
ー ル を 盗ん で 生計 
を 立て て いる 貧乏 妖 
怪 。 み さこ ( 妻 ) と 、 
ゆう た (息子 ) と いう 
家族 が いる 。 ね ずみ 
男 に た ぶら か され 、 
五徳 猫 、 山 人 苑 と と も 
に 3 人 で 第 太郎 と 対 
決する ハメ に 。 が 、 
[家族 が いる か ら 死 
こ た く な い 」| と お よび 腰 。 一度 は 逃げ ば よう と する 。 第 111 話 
能力 〇 両手 を 長く 伸ばし て 、 遠 く か ら 敵 に 掴み か か る 。 3 人 で 
肩車 する 「 妖 気合 体 」 Mo こ 倒 れ て 自 減 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
































原作 に は 登場 し な い 反 。 





























HisSekitaPo mo haha 


に せ 上 鬼太郎 の 母 


【 に せき た ろう の は は 】 





鬼太郎 を 殺す た め に 死神 の 謀略 に 乗っ た 魔女 
鬼太郎 を 亡き 者 に すべ く 、 死 神 と タッ グ を 組ん だ 魔女 の 変身 し 
た 姿 。 魔力 で 変身 し た と いう より 、 マ スク の よう な も の を 着け 
て 変装 し て いた 。 目 に 見 え を な い 地 下 を と お っ て くる 「 地 獄 列車 」 
に 乗っ て きた と いう 設定 で 、 墓 場 の 土 の 下 か ら 現れ る 。 そ の 姿 
を 見 た 砂 か け が 「 ま こと に 鬼太郎 の 母 ] と いう の で 、 実 際 に 
か な り 似 て いた らし い 。 鬼太郎 は この 魔女 の 持ち 込ん だ 「 地 球 
上 の どん な 生物 だ っ て 死ぬ 毒 入り の ジュ ー ス 」 を 人 金 部 飲ん で し 
まう が 、 な ぜ か 毒 0 導 ちな み に 鬼 太郎 は この に せ 
母 に 限り 「 な ん と な く 」| 違う こと を 見 抜い て いた 。 第 30 話 
能力 や 髪の毛 の 間 か ら 境 の より 測 手 人 信 し 、 血 を 吸う 。 
OO 
最期 @ 毒 が 効か な か っ た 香 太 郎 を 殺す た め に 添い 寝 し な が ら 
を 吸う が 、 鬼 太郎 の 血液 の 中 に 入っ た 毒 を 吸っ て 死ぬ 。 
























































鬼太郎 、2 度 も に せ 母 に だ まさ れる 
第 109、110 話 で は 、 こ の 世に 幼 子 を 
残し た 人 間 の 母親 が 、 首 狩り 三 人 飛 
に 操 ら れ て に せ 母 を 演じ た 。 レ か し 
CKKISST 9 
な る と ころ を 止め る 。 ま た 第 44 
話 で は こ の 人 に 因 し 訴 が に せ 母 に 化け て 登場 。 息 
子 に 会 いた い 一 心 で 死神 と 取引 し 、 鬼 太郎 に “妖怪 コロ リ ” と 
いう 毒 を 飲ま せる 。 し か し 情 が わい て 毒 を 鬼太郎 か ら 吸 い 出し 、 
身代わり に な っ て 白骨 化し て し まう 。 第 44、109、110 話 





























ヒー 族 の 巫女 が 死神 を そそ の か す 
妖怪 界 の 支配 を 企む ヒー 族 の 巫女 が 、 
鬼太郎 を 殺す た め に 変装 し た 姿 。 死 
還 計 神 を そそ の か し て 共闘 し 、 鬼 太郎 た 
| ち に ワナ を 仕掛 ける 。 目玉 お や じ 、 
砂 か け 疲 、 子 泣き 爺 、 ね ずみ 男 を だ 
追い や っ た うえ で 、 鬼 太郎 に 毒 人 り の 食事 を 食べ | 

















まし て 遠く に 
させ た 。 異変 を 感じ て 駆け つけ た 夜行 さき ん と ネコ 娘 に 正体 を 見 | 











破 ら れ 、 姿 を 消す 。 そ の 後 、 解 毒薬 で 助かっ た 鬼太郎 と 対決 。 | 


本 性 で ある 白蛇 の 姿 に 戻り 、 鬼 太郎 を 昔 し め た 。 第 114 話 
人 コミック て は て | 


80 ヨ 細 は | 財 











に 1 オ は 
b よ 。 す 1 双 ルン が 
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HIHgV0 HO0 kp HIiNgVO0 
人 魚の 子 人 灸 
【 に ん ぎょ の こ 】 【 に ん ぎょ 】 
多く の 童話 や 小説 の 題材 に も な る ヨー ロッ パ を は じ め 世 界 各地 に 伝わる 
人 魚 と は ヨー ロッ パ や 日 本 、 中 国 な ど 世 界 各地 に 伝説 が 残る 半 上 半身 が 人 で 下半身 が 魚の 、 伝 説 上 の 生き 物 。 日 本 で は 人 魚の 
身 半 魚 の 想像 上 の 生き 物 。「 海 に 生息 する 喘 乳 動物 の ジュ ゴン が 肉 を 食べ た 娘 が 十 代 の 美しき を 保っ た まま 何 百年 も 生き 、 尼 に 
見 間違え られ た 」 と する 説 が 流布 し て いる が 真 偽 の ほど は 不明 。 な っ て 洞窟 に 消え た と いう 「 八 百 比丘 尼 伝 説 ] が 残る 。 
海 の 底 に 住む お と な し く 性 格 の 優し い 半身 半 魚 




















海 に 住 ず む 半 身 半角 の 
妖怪 。 女 王 人 魚 は 
赤い ロン グ ヘ へ ヘア の 見 
』 目 豚 し い 美 女 。 外 見 
同様 に 心 も キ レイ 。 
第 14 話 で は 、 海 を 埋 
め 立 て て レジ ャ ー ラ 
ンド を 建設 し よう と 
日 論 む ワル タ 会 社 の 
社長 を 、 磯 女 に 仕 返 
- し させ る た め に 美貌 



































で 海 に お びき 寄せ る 。 第 100 話 で は 、 美 貌 と 永遠 の 命 を 求め る 八 
百 比 丘 尼 に 捕 を られ 、 釜 茹で に され 食べ られ そう に な る 。 第 7、 
14、100 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 鬼 道 衆 に 登場 。 天 間 の 少女 と し て 暮 ほ らし て いた 女王 人 魚 が 、 
海 に 帰る まで の エピ ソー ド が 展開 され る 。 妖術 も 使う 。 




















隊 い いい ーー nukekuhi 。 
ーー ぬけ 首 。 
ぬ ] g 

ね ずみ 男 に 釣り 上 げ ら れ た 伝説 の 人 魚の 子 【 け く び 】 
千葉 県 の 海岸 の 天狗 岩 付近 の 海 の 底 に 住む 、 人 魚の 子供 。 体 長 ーー ょ っ 内 
1mi ほ どの 毛 が な い 男 の 子 の 様相 。 も ちろ ん 下半身 は 魚 。 妖怪 と 頭 が 抜け る 「 ろ くろ 首 」 の 進化 系 
は いえ 性 質 は お と な し く 、 悪 き は し な い 。 ふ だ ん は 海 の 底 深く 首 が 長く 伸び る 妖怪 | ろく ろ 首 ] の 別名 。 ろ くろ 首 が 首 を 伸 ば 
に も ぐっ て いて 絶対 に 姿 を 現 き ない 。 ね ずみ 男 が 天狗 岩 で 釣り し すぎ る と 、 胴 体 か ら 頭 が 抜け て し まう 。 こ の と き に 体 を 隠 き 
を し て いて 釣り 上 げ る が 、 そ の 直後 、 海 中 か ら 現れ た 妖怪 ( さ れる と 、 栄 養 補給 が で きず 次 第 に 弱っ て 死ん で し まう と か 。 
ざ え ぇ 鬼 ) に よっ て 海 に 戻さ れる 。 じ つ は 、 此 太 郎 の 神通 力 を 使っ 3 
て 人 間 を 支配 し よう と 考え た さ ぎ え 鬼 が 、 鬼 太郎 を お びき 寄せ SA 頭 を 冷や す 体 を 持つ 





「 妖 性 ブー ム 」 を 機 
に 人 前 に 姿 を 現す が 、 
世間 で は 誰 も 自分 を 
知ら な い 。 妖怪 人 気 
No1 の 和 披 太 郎 を 如 み 、 
体 を 離れ た 燃え る 頭 
で 襲い か か る 。 そ の 
間 に 頭 を 傘 や す た め 

に 必要 な 体 が 盗ま れ 、 


る た め に 人 魚の 子 を 捕らえ て いた の だ っ た 。 和 鬼太郎 が さざえ ぇ 鬼 
を 退治 し 、 海 の 底 に ある 住み か に 戻っ て いく 。 第 33 話 







































遂 語 鬼太郎 を お びき 寄せ る た め の エ サ 

こち ら に 登場 時 も 、 第 1 シー ズン の 
第 33 話 と ほぼ ば 同じ スト ー リ ー。 し か 
し 、「 ボ ス 人 人 魚 が 盗 まれ た 人 魚の 子 
を 捜す | と いう エピ ソー ド が つけ 加 
えら れ て いる 。 鬼太郎 の 肉 を 食べ よ 

















うと 日 論 ひ さざえ 鬼 に 捕らえ られ 、 ニ 二葉 鬼 太郎 に 的 し た さざえ 頭 が 熱 で 爆発 し そう 
鬼 に 売り 歩か れる 。「 さ ざ え 鬼 を 倒し て ほし い 」 と 鬼太郎 に 依頼 中 に な る 。 第 94 話 
し 、 鬼 太郎 を 海 の 底 の 住み か まで 案内 。 き さざえ 系 を 鬼太郎 に 退 馬力 大 場 の コロ ナ と 同等 の 幸 を 発する 順 を 持ち 、 炎 も 吐く 。 
治し て も らい 、 ボ ス 人 魚 と と も に 海 の 底 に 帰っ て いく 。 第 17 話 最後 @ 体 を 探し 出し ぬけ 首 の 頭 へ 持っ て いく が 、 燃 えす ぎ て 近 寄 


れ な いた め 、 秋 の 妖怪 た ち に よっ て 戻さ れ 爆 発せ すず に 助かる 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
凍 ラ SE SSPCYTS 妖怪 の 中 で 一 番 強 いと 思っ て いる 。 鬼太郎 そそ の 仲間 の 大 気 に や っ 





ぶな ど 、 少 々 し だ た か そう に 描か れ で いる 。 か み 、 頭 に き て 鬼太郎 た ち を 業 っ た 。 [ぬけ 首 ] 
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HMIHHBPahol 
ぬっ べら ぼう 
【 ぬ っ ぺら ぼう 】 
江戸 時 代 の カル タ に も 描か れ た 妖怪 


鳥山 石 藻 の 『 画 図 百 鬼 夜 行 全 画 集 ] に も 描か れ て いる 「 ぬ っ ペ ぺ っ 
ぽう 」| と いう 妖怪 が モデ ル 。 廃寺 や 墓地 に 現れ て 意味 も な くう 
ろう ろ す る 。 ぶ よぶ よ と し た 肉 の 塊 に 手足 が 付い て いる 。 








80' 






































アリ ラン を 聞か せ て 鬼太郎 の 若 さ を 吸 い 取 っ た ! 

肉 の 塊 の 姿 を し た 韓国 の 妖怪 。 人 間 の 若 さ を 吸い 取っ て 生き る 。 

石像 の 中 に 入っ て 美しい 声 で アリ ラン を 歌い 、 聞 き ほ れ た 若者 

の 若 さ を 奪う 。 鬼太郎 に ち ア リラ ン を 歌っ て 聞か せ 若 さ を 吸 い 

っ た 。 人間 と 変わ ら な い 背 丈 の 3 匹 の ぬっ ぺら ぼう の ほか に 、 

巨大 な 遊 明 の ぬっ ぺら ぼう が いる 。 第 66、108 話 

能力 @ ア リラ ン を 歌っ て 、 そ の 歌 に 魅了 され た 者 の 若 さ を 吸い 
取る 。 巨大 な ぬっ べら ぼう は 透明 に な っ て 町 を 壊す 。 

最後 人 大量 の 金 バ エ が た か っ た と ころ に 、 小 鳥 の 大 群 が 来 て つ 
つく 。 血 だ ら け に な っ た と ころ を 、 ヒ ル に 血 を 吸わ れる 。 









































透明 な ぬっ べら ぼう が 悪さ を 
沖縄 の 村人 に 「 ゆ ん た 様 」 と し て 恐 


ゆん た の 言い 伝え を 借り 、 歌 を 歌っ 
て 村人 の 若 さ を 杖 っ て いく 。 巨 大 な 
和 ぬっ ぺら ぼう も いる 。 第 57 話 
能力 @ 遊 明 の 体 を 利用 し て 村 を 破壊 する な ど 悪 き を 行う 。 上手 
な 歌 を 聞か せ 、 歌 に 魅 耳 され た 若者 の 若 さ を 吸い 取る 。 
































血 だ ら け に な っ た と ころ を 無数 の ヒル に 





を 吸わ れる 。 


"は ? 
の 「 妖 怪 危 機 一 髪 」「 世 











[ 殺 法 」 の ほか 、『 括 必 大判 








紀 の 妖怪 アイ ドル の MVTSHTTON 


トー2 
で の 
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れ ら れ て いた 妖怪 。 一 年 に 1 度 現れ 、 





最後 や 鬼太郎 の 毒ガス を 浴び 、 大 量 の 金 バ エ と 小鳥 に た か られ 、 











HuPaPihyom 


ぬら り ひ ょ ん 


【 ぬ ぬらりひょん 】 
どこ か ら と も な く ヌ ラリ と 現れ る 


頭 部 が 大 きい ハゲ た 人 苑 の 姿 で 描か れる 妖怪 。 伝 承 で は 妖怪 の 親 
玉 と きれ 、 忙 し い 夕 暮れ どき に 現れ 人 の 家 に 勝手 に 上 が りこ む 。 
岡山 県 で は 頭 を 海面 に 浮か べ 人 を か ら か う 海 坊主 と 伝え られ る 。 











妖怪 軍団 を 操り 、 鬼 太郎 を 殺 そ うと 策 を 練る 妖怪 王 
妖怪 の 世界 の 総 大 将 。 人 間 や 妖怪 の 心理 を 巧み に 操り 、 自 分 の 
利益 の た め に 悪事 を 働く 。 鬼太郎 を じゃ ま 者 扱い し 、 ほ か の 妖 
怪 を 操っ て 抹殺 し よう と 企む な 。 が 、 い つも すん で の と ころ で 和 失 
敗 す る マヌ ケ な 面 も 。 第 4 話 で 、 鬼 太郎 に 何 万 年 も 前 の 古代 へ 送 
られ た は ず だ が 、 謎 の 復活 を 送 げ て レギ ュ ラ ー 化 。 つ ね に 朱 の 
盤 を 手下 と し て 連れ て いる 。 第 109 話 か ら の 「 地 獄 編 ] で は 天 叢 
雲 剣 を 手 に 入れ 、 地 獄 の 支配 者 と な る 。 第 4、6、16、68 話 ほか 
能力 @ 剣 術 が 得意 で 仕込 み 故 を つね に 持ち 歩く 。 









































「 山 田 」 と 名 乗っ て 悪さ を ! 
一 見 、 貧 乏 そ うな 老人 の 妖怪 。 ず る 
賢い 性 格 で 、 人 間 の ふり を し て 悪い 
こと ば か り し て いる 。 彼 太郎 を コン 
クリ ー ト で 固め て や っ つけ よう と す 
る が 失敗 に 終わ る 。 第 12 話 
能力 @ 特 殊 な 能力 は な い 。 ウ ソ を つい た りう まい こと を 言う な 

ど し て 、 人 ゃ 妖怪 を だ まし 、 味 方 に つけ て うま く 動 か す 。 
最期 @ 鬼 太郎 に よっ て 、 石 臼 を 使っ た "タイ ム マ シー ン " で 、 
数 万 年 前 の マン モス や 恐竜 の いる 先史 時 代 に 飛ば され る 。 









































多数 の 策 を 練っ て 鬼太郎 を 攻撃 
者 
る 妖怪 王 に な ろう と 企む 。 第 46 話 で 
初 場 。「 地 才 絵 図る | 
衣 を 着せ られ 、 未 捕 き れ た 鬼太郎 の 
we 弁護 士 を 務め る 。 だ が 悪事 が バレ 、 
「 時 代 流し の 刑 」 に よっ て 恐竜 の いる 原始 時 代 に 送ら れる 。 そ の 
後 復活 し 、「 土 と 山 の 急 霊 の 力 ] を 手中 に 収め 妖怪 王 と し て 君臨 。 | 
バッ クベ アー ド と いっ た 強力 な 外国 妖怪 を 配下 に お き 、 鬼 太郎 | 
] 




















ファ ミリ ー 抹 殺 を 図る 。 第 46、47、54 話 ほか 











原作 コミ ッ ク で は ? 
| 原作 スト ー リ ー と が る 「 ぬ 5 り ひ ょ ん ] [最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 





に 加え 、| 夫 軍団 登場 の 拳 ]、[ 野 球 手 の 巻 」 な ど 多 数 に 登場 。 











HIPlPihol 


ぬる り 功 
【 ぬ る り ば う 】 
| 全身 ぬる ぬる の 体 で 人 に も た れ か か る 


県 米子 の 近く に 現れ る 「 ぬ る ぬる 坊 ]」 と いう 海 坊主 が モチ ー フ 。 
| 一 つ 目 で 月 回 が 約 60cm ほ ど あ る 入 の よう な 姿 を し た 妖怪 。 も と は 
「 因 伯 伝 説 集 ] に 引用 きれ て いる 「 因 幡 人 怪談 集 ] の 「 海 坊主 」 の よう 。 


地獄 を 揺るが す 大 立ち 回 り を 演じ る 





流 















































b 獄 に ある 血 の 池 に 
住む 妖怪 。 地獄 に 
っ た 鬼太郎 一 行 が 
由 の 池 に 落ち 激怒 し 、 
手当 た り 次 第 に 岩 を 
投げ つけ る な ど し て 
暴れ る 。 その後 、 ぬ 
ら り ひ ょ ん に けし か 
けら れ 、 鬼太郎 一 行 
に 間 い か か っ た 。 第 

8 114、115 話 
能力 ⑯ 血 の 池 の 中 か ら 池 に 引き ずり 込 も うと する 。 池 の 外 で は 、 

そこ ら 中 に ある 石 や 岩 を つか ん で ひたすら 投げ つけ る 。 
最期 @ 鬼 太郎 が 放っ た オカ リナ で 、 地獄 の 洞窟 の 岩 が 落下 し 、 爆発 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 最 後 の 出会い 』 に 登場 。 体 内 に 飼っ で いる 無数 の ヒル を 吐 
き 出 し で 鬼 夫 郎 た ち を 襲っ た 。 


っ NT 


詞 








中 


























NUMP6e0OHIa 


濡れ 女 


【%a れ お ん な 】 
叶 ろ し い 和 の 宮 を し た が の 上 


北陸 や 九州 に 伝わる 妖怪 。 大 蛇 の 体 に 女 の 顔 で 貞 の 女 で 長い 舌 を 持つ 。 
川 や 沼 に 住ん で いて 、 全 身 ず ぶ ぬ れ 。 岩 や 木 な どの 物陰 か ら 様子 を う 
か が い 、 と お りか か が る 人 間 を 脅かす 。 血 を 吸う と も いわ れる 。 


髪の毛 を 振り 乱 し て 人 間 た ち を 驚か せる 
大 蛇 の よ うな 体 を 持 
ち 、 顔 は 恐ろし い 形 
相 。 髪 は 長く 、 赤 い 
日 と 長い 舌 で 人 間 を 
脅かす 。 見 か け は い 
に も 恐ろし い が 、 
と くに 人 間 に 危 害 を 
加え る わけ で は な く 、 
人 間 を 驚か せる だ け 。 
第 3 部 で は 全 5 話 に 登 
場 す る が 、 い ずれ も 
大 き な 役どころ で は な い 。 初 登場 の 第 6 話 で は 、 鬼 太郎 を 殴っ た サ 
ラリ ー マ ン を 和 化 ら し め る た め に 、 貫 霊 電車 に 乗せ て 彼ら を 驚か せる 

場面 で 登場 。 第 6、68、84、91、104 話 
コー SE 






























































猫 シ ョ ウ 
[ね こし ょ う 】 








鬼太郎 や ぬり か べ 、 一 反 も めん も 若 さ を 吸わ れる 

も と も と は 獲 又 。 獲 ショウ と は 、 獲 又 の 知能 と 妖気 が 上 が っ て 、 
無限 に 生き る 力 を 得 た 状態 の こと で 、 猪 又 よ りさ ら に サイ ズ が 
一 回 り 大 きい 。 人間 の 若き を 吸い 取る こと で 猫 シ ョ ウ に な れる 。 











若返り の 方 法 を 研究 し て いた 博士 の 論文 を 應 み 、「 若 返り の た め 
に 人 間 の 若き を 吸い 取る 」 方 法 を 知る 。 そ し て 、 女 子 高生 や 女 
優 な どか ら 若 さ を 吸い 取り 、 猫 ショ ウゥ ウ へ と 進化 し た 。 猫 シ ョ ウ 
に な っ た 獲 又 は 、 さ ら に 大 きく な っ て 猫 妖怪 の 頂点 に 立 と うと 
企み 、 人 間 で は 化 き 足ら ず 、 妖 怪 た ちの 若 さ を 吸い 取り まく る 。 
ね ずみ 男 、 子 泣き 苑 、 ぬ りか べ な どの 若 さ を 吸い 、 小 山 ほ どの 
大 き な 猫 の 怪物 に な る 。 そ し て 、 和 披 太 郎 の 若き を 吸い と っ た あ 
げ く 、 丸 呑み に し て し まう 。 第 108 話 








能力 @ 人 間 や 妖怪 に 襲い 掛か り 、 首 筋 に か みつ いて 若 さ の エキ 
ス を 吸う 。 鬼太郎 に も 蒙 い 掛か っ て 若き を 吸っ た 。 

最期 人 @ 首 ショ ウ の 若 さ エキ ス を 吸っ て 赤ん坊 に な っ た 太 郎 を 
春 み 込ん だ が 、 逆 に や られ る 。 小さな 猫 に な っ て 逃げ た 。 


ロ コミ ッ * は ? 















































圧 軽 獲 和 き 場 。 ] 天 2 に = 部 
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nekosenmin の neknmata 


猫 仙人 猫又 
【 ね こせ ん に ん 】 [ね こま た 】 ヾ YE 
歳 を と っ た 老 ネ コ の バケ モノ 


鎌 食 時 代 か ら 伝わる 、 ネ コ の 妖怪 。 尻 尾 が 二股 に 分 か れ て お り 、 
か な り の 歳 を と っ て いる 。 大 き な 犬 ほど の サイ ズ 。 ふ だ ん は 山 
奥 に 住ん で お り 、 都 に 下り て は 人 を 喰らう な どの 悪 事 を 働く 。 
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猫 塚 の 中 で 安らか に 生き 続け る 仙人 

生ま れ て 1200 年 の 不老 不死 の 仙人 。 命 の 水 が 入 っ て いる 宝 の 玉 
を 見 つけ 、 そ の 水 に 自分 の 魂 を 吹き 込む こと で 永遠 の や すら ぎ 
を 得 た 。 だ が 、 猫 塚 の 中 に 入れ て お いた 宝 の 玉 が ね ずみ 男 に 持 
ち 去 られ た た め 目 を 覚まし 、 眠 ら せ て お いた 肉体 に 魂 を 戻す 。 
姿 は 着物 を 着 て 杖 を 持っ た 、 毛 な むく じゃ ら の 上 顔 を し た 老人 。 猪 | 
















































































に 化け る こと が で き 、 ネ コ の 姿 に な っ た と き は 黒 釣 の よう な 大 
猫 の 姿 だ 。「 命 の 玉 が な いと 1 日 で 了 肉体 も 魂 も 減 び て し まう | と 
必死 で 命 の 玉 を 探す 。 ユ メ コ に 乗り 移っ て 生き な が ら え よう と 
する が 、 最 後 は 鬼太郎 に よっ て 命 の 玉 の 中 に 戻さ きれ る 。 第 3 話 
能力 @ 目 か ら 赤い 光 の エネ ルギー を 放つ 。 両手 と 胴体 を どこ ま 
で も 伸ばす こと が で き 、 そ れ で 鬼太郎 を 追い 回 し た 。 
最後 両手 と 胴体 を どこ まで も 伸ばし な が ら 鬼 太郎 を 追い か け 』 1 
た た め 、 体 と 手 が こ ん が ら が っ て し まい 降参 する 。 | 1 





























魂 と 体 の 分 割 に 成功 ! 体 が 大 きい 、「 猫 町 」 を 取り 仕切 る ネコ の 親分 
1200 年 間 生き て いる 仙人 。 生 き な が ら 尻尾 が ふた つ に 分 か れ て いる 、 神 通 力 を 持っ た 化け 猫 。 体 が ふつ 
に し て 魂 と 体 を 分 ける こと に 成功 。 体 う の ネ コ の 倍 以 上 に 大 きく 、 ネ コ が 楽し く 暮らす 「 獲 町 」 を 取り 
は 猫 塚 の 中 で 冷凍 人 間 と し て 保存 し 、 仕 功 っ て いる 。 第 28 話 で は 、 行 方 不明 に な っ た 男 を 捜す た め に 衝 
魂 は 猪 の 中 へ 入り 込ま せ て いる 。 体 が 太郎 と ね ずみ 男 が 猫 町 を 訪れ る 。 猪 町 で は 誰 も が ネコ の 姿 に な る 




















ー 危険 に な る と 魂 が 体 へ 戻る 。 第 17 話 た め 、 鬼 太郎 と ね ずみ 男 も ネコ に 変身 。 だ が 、 猫 又は ね ずみ 男 を 

能力 ⑯ 手 を 伸縮 させ る こと が 可能 。 魂 を 生き 物 か ら 生 き 物 へ 乗り 「 ネ ズミ 」 と 見 抜き 只 お うと する 。 そ こ へ 来 た ネ コ 娘 に 止め られ 、 

移り せる こと が で きる が 、 石 に 封じ られ る と 出 ら れ な い 。 理由 を 説明 きれ て 納得 、 猫 町 か ら 人 間 界 へ 戻る 切符 を 発行 し て く 

最期 @ ね ずみ 男 に 乗り 移っ て 鬼太郎 を 毒殺 し よう と する が 、「74 れる 。 第 108 話 で は 、 人 間 の 若き エキ ス を 吸っ て 妖力 を アッ プ し 
の 質問 ] に よっ て 、 濱 物 石 に 封じ に 込ま れ て し まっ た 。 た 猫 シ ョ ウゥ に な る 。 第 28、108 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 








妖力 を 使っ て 飼い 主 を 守っ た 

イン ド ネ シア の 奥 の ポ ロゴ ン 島 に 住 
む 娘 ・ エ リー メ が 飼っ て いた 猫 。 名 
前 は ジー ダ と いう 。50 年 も 生き て い 
の 国 を 作ろ うと する 。 猫 起 に 入れ ら る た め 、 妖 力 を 持ち 、 尻 尾 が ふた つ 
台 れる と 力 を 失う 。 第 12、64 話 了 に 分 か れ て いる の が 特徴 。 片 時 も エ 
攻 | と いう 黒い 大 き な ネ コ に 化け て 、 野 良 ふ ネコ た ち リー メ の そば を 離れ な いた め 結 婚 相手 も 見 つか ら な いと 、 父 親 


人間 た ち を 裁判 に か ける 

ネコ に 変身 し 、 体 を 自在 に 伸ばす こ 
と が で きる 妖怪 。 ネ コ を 宜 末 に 扱う 
人 間 を 裁判 に か け 、 ネ コ を 操り ネコ 

































能力 














を 操る 。 仙 人 の 姿 の と き は 手 が ど こま で も 無限 に 伸び る 。 が 鬼太郎 に 殺害 を 頼む セ 。 だ が 、 じ つ は ジー ダ は 妖狐 と いう 妖怪 
最期 @ 鬼 太郎 の 攻撃 で 降参 。 猫 乾 に 入れ られ そう に な る が 、 ネ か ら エ リー メ を 守っ て いた の だ っ た 。 結局 、 ジ ー ダ は 僧 の 姿 に 
コ 娘 の 助け で 許さ れ 、 捨 て られ た ネコ と と も に 山奥 へ 。 化け て 、 エ リー メ を さら っ た 妖狐 と 戦い 命 を 落と す 。 第 7 話 















原作 コミ ッ ク で は 2? コミ ッ * は ? 
「 猫 仙人 | に 登場 。 肉 体 と 魂 を 切り 離し て 猫 塚 の 中 で 眠っ て 昌 導 の 1 と 
いた が 、 道 路 工 事 で 猫 塚 が 壊さ れ た こと に 導 る 。 























鬼太郎 以外 ロロ 3 和田 つく の 28 室 場 する 。 
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獲 の 亡霊 
【 ね この ぼう れい 
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集団 で 鬼太郎 た ち を 襲う 事故 死 し た 猫 の 想念 

人 間 の 運転 する 車 に は ね られ 、 死 ん だ 猪 の 霊 。「 人 間 た ち は 較 き 
殺す だ け で 、 墓 に も 入れ ず 線 香 の 一 本 も 立て て くれ な い 」 と 角 っ 
て 人 間 た ち を 襲う 。 鬼 太郎 と 目玉 お や じ 、 ね ずみ 男 が 事件 を 解 
明 し よう と 填 界 を 訪れ た と き 、 集 団 で 襲っ て くる 。 そ の 親王 は 


























釣 の よう な 大 きき さ で 三 つ の 火の玉 を 従え て いる 。 第 41 話 
最期 @ 鬼太郎 に 投げ 飛ば され 、 岩 と 一 緒 に 
原作 コミ 





崩れ て つぶ され る 。 
ッ ク で は 2? 





motaPihol 


の た り 坊 で: 





【 の た り ぼ う 】 





墓地 の 中 で 最後 の 球 を 難なく キャ ッ チ 
振れ ば 必ず 当たる 「 妖 怪 パ ッ ト 」 を 拾っ た 野球 少年 。 そ の バッ ト 


を 取り 返す た め 、 叔 太郎 た ち は 妖怪 チー ム を 組ん で 少年 た ちと 野 
球 を 行う 。 そ の 試合 で レフ ト を 担当 し た 妖怪 。 9 回 の 衰 で 少年 が 
打っ た 球 を キャ ッ チ する 。 少年 た ち は 負 け て お り 、 あ と アウ ト ひ 
と つ で バッ ト と 命 PR Ne の た り 坊 が 球 を 取っ 
た 瞬間 に 夜 が 明け 、 試 合 は ドロ ー で お 開き と な る 。 第 1 話 
原作 コミ ッ ク で は 2? 








TV アニ メ オリ ジ カ ル の 妖怪 。 











野 づち 
【 の づち 】 


径 一 尺 、 長 さ 二 尺 の 寸 詰 まり の 蛇 の 化け 物 
[古事 記 】 に 見 られ る 草 の 神 カヤ ノ ヒ メ の 別名 か ら 、 人 後に 胴 の み の 
中 の 妖怪 を 指す よう に 。 ツ チノ コ の 語源 で あり 、 を 人 
の 足 に 喰い つく 。 江 戸 の 百科 事典 『 和 漢 三才 図 会 ] に も 記述 あり 。 
































































































































何で も 吸い 込む 妖怪 。 ゴ ミ 処理 場 に 利用 され て 問 る 
古代 の 神様 が 命 NII 
し まう 妖怪 。 ね ずみ 男 と 少年 ・ 淳 が 封印 を 解い て し まい 復活 。 
RI 7 
お こし 腹 の 四 次 元 の ね じ れ を 正 さ れ す べ て を 吐き 出す 。 第 27 話 
能力 @ も の を 吸い 込む と いう 本 能 だ け で 生き て いる 。 腹 の 中 が 四 
次 元 に な っ て お り 、 飲 み 込ん だ も の は 別 の 世界 に 消え る 。 
最期 や" すべ て の も の を 吐き 出し た 後 、 鬼 太郎 の 策 で 自分 の 尻尾 
を 食わ きれ 、 小 さく な っ た と ころ を 再び 封じ 込め られ る 。 



























































ひで り 神 を 封じ る た め 起 こさ れる 

300 年 間 、 鬼 ヶ 原 に ある 野 づ ち 塚 に 

眠る 区 大 な 蛇 の 妖 怪 。 0 

力 に な っ た ひで り 神 を 封じ る た め に 、 

鬼太郎 が ひで り 神 の 炎 で 塚 を 壊し て 
復活 させ る 。 第 43 話 

能力 @ も の を 何で も 吸い 込ん で し まう 。 び で り 神 は 吸い 込ま れ 
た うえ 、 精 気 を 吸わ れ て ヨ ボ ヨ ボ に 。 

最期 や 過 り 曹 を 大 量 に 食べ さき せら れ 、 野 づち 塚 の 中 で 再び 眠り 
に つく 。 「 こ れ で 300 年 は 起き ん じゃ ろう 」 と 目玉 お や じ 談 。 























妖怪 自動 車 の 上 に 乗っ て の 登場 も 
ひで り 神 の 攻撃 に より 岩 が 壊れ て 目 
を 覚ます 。 ひ で り 神 を 吸い 込み 、 鬼 
太郎 も 吸い 込 も うと し た 。 劇場 版 で 
。 は 日 本 妖 性 軍 の 一 員 。 妖怪 戦車 と し 
: て も 活躍 。 第 29、64 話 、 測 「 最 強 妖怪 ] 
能力 で 周囲 の も の を 何で も 吸い 込む 腹 。 第 64 話 で 分 勝手 な 
半 了 EnE の IO 
最期 鬼太郎 の 策略 で 輸 状 に な っ し て し まい 、. 自 分 の 尻尾 を 吸い 
込み 動け な く な る 。 劇場 版 で は 丸 楽 を 飲ま され 反物 に 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 ひ で り 神 |] 「 手 紀 煙 雑 | ほか に 登場 。「 ひ で り 神 」 以降 は 鬼 夫 朗 
































た ちの 仲間 と し て 活躍 し で いる 。 
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の っ べら ば ぼう 
【 の っ ぺら ぼう 】 
人 を 驚か せ て 楽し むだ け の 無害 な 妖怪 


外見 は 普通 の 人 間 だ が 、 顔 に は 目 も 鼻 も 口 も な い 。 小泉 八雲 『 公 
談 ] 内 「 む じ な 」 の 話 が 有名 だ が 、 原 型 は 中 国 古 典 「 夜 語 随 録 
な ど に ある と いわ れる 。 む じ な な ど が 化け た も の と いう の が 定説 。 























4 ま 


人 魂 を 食わ せ て 顔 を 奪い 、 自 分 の も の に する 
墓場 で 人 魂 を 捕まえ て 、 天 ぷら や スー プ に し て 食べ る こと で 死人 
の 上 顔 を 奪う 。 生 きた 人 間 の 顔 も 狙い 始め 、 鬼 太郎 も ね ずみ 男 も 一 
度 は 顔 を 奪わ れ た 。 都 会 人 の 顔 を 集め る た め ね ずみ 男 と と も に 東 
京 へ 。 人 魂 入 り ポ ッ プ コー ン を 配り 36 人 分 の 顔 を 集め た 。 第 45 話 
能力 人 魂 を 調理 し て 食べ 、 死 人 の 顔 を 奪う 。 ま た は 人 に 人 魂 
入り の 料理 を 食べ きせ る こと で 、 そ の 人 の 顔 を 礁 う 。 
最後 @ 鬼 太郎 を 娠 で つぶ し 、 も ち に し て 食 お うと する が 、 逆 に 
餅 が 全身 に くっ つい て 降参 。 奪 っ た 顔 を すべ て 返す 。 








軸 ぬら り ひ ょ ん に 利用 され る 
他人 の 顔 を 盗み 、 そ れ を 、 顔 を 変え 
た い 指 名 手配 犯 な ど に 高額 で 売り 払 
う 商 売 を する 。 た だ し 本 人 は お 金 を 
IP 裏 に いる ぬら り ひ ょ ん 
に 利用 され て いた 。 第 16、52、68 話 
能力 や 抱き つい た 人 間 の 顔 を 奪う 。 ま た 抱き つい て 、 他 人 の 顔 
を スト ッ ク し て ある 礁 っ た 顔 と 入れ 替え る こと も で きる 。 
最後 時 太郎 に 抱き つい て 顔 を 春 う 寸前 に 、 オ カリ ナム チ で 首 を 
絞め られ て 敗北 。 そ の 際 克 っ た 顔 を すべ て 吐き 出し て いる 。 














顔 を 奪う 顔 な し 妖怪 は 武術 の 達人 
顔 の な い 妖 怪 。 う まい と 評判 の そば 
組 屋 を 経営 し 、 客 の 顔 を 食べ て の っ べべ 
ら ぼ うに し て し まう 。 第 21 話 「 白 粉 
婆 ] か ら は 改心 し 、 仲 間 と し て 登場 。 
第 7 、21、40、64 話 
能力 人 の 誠 を 食べ て 、 の っ ぺら ぼう に し て し まう 。 武術 の 達 
人 で 、 鬼 太郎 ファ ミリ ー を いい と ころ まで 追い 詰め る 。 
最後 @ 鬼 太郎 を 食べ る つも り が 霊 毛 ちゃ ん ちゃ ん こ を 食べ て し 
まい 、 腹 が 膨れ て 降参 。 奪 っ た 顔 を すべ て 戻す 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


革 場 天 を 取 調理 人 と 顔 
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【 の で ら ぼ う 】 
石 燕 以 外 の 伝承 が な い 謎 の 多い 妖怪 


鳥山 石 燕 「 画 図 百 提 夜 行 ・ 陽 ]』 に 描か れ て いる 、 野 寺 や 廃寺 に い 
る 3 本 指 の 妖怪 。 坊 主 の 姿 を し て お り 、 壊 れ た 鐘 を 叩い て 音 を 鳴 
ら す と いう 。 石 燕 以 外 の 情報 が な く 、 詳 細 は 不明 な 点 が 多い 。 


妖怪 の 国 の 建国 を 目指 す 集団 の 大 臣 の ひと り 

妖怪 の 国 を つく る べ ベ 

く 東 京 に 定着 じ た 怪 

気象 の 中 に ある 、 お 

化け の 国 の 妖怪 の ひ 

と り 。 ぐ わ ご ぜ を 維 
人 き 


























理大 臣 と 仰ぎ 、 ね ず 
み 男 に 「 野 寺 坊 大 臣 ] 
と 呼ば れる 。 ね ずみ 
男 の 導 き で 、 水 木 し 
げ る 宅 の 中 に 入り 込 
む 。 川 赤子 や 蛇 骨 疲 と 
同じ く 、 そ の ほか 大 塾 の ひと り と し て 大 臣 を 名 乗り 登場 する 。 第 58 話 
能力 や 作品 内 で は 能力 を まっ た く 見 せ て いな いた め 、 不 明 。 
最期 @ 怪 気 象 の 終 聞 と 同時 に 、 竜 巻 に 巻き 込ま れ 去 っ て いく 。 
硬 i ロ ミック SR 
| 放 の 作り 





























杖 で ボー ル を 打つ ! 妖怪 チー ム の 強打 者 ? 

妖怪 野 球 チ ー ム の ファ ー ス ト 。 バ ッ ト を 使わ ず 杖 で ボー ル を 打 
つ 。 桃 を 持っ た まま 走り 、 吹 く 息 で ボー ル を 吹き 飛ば し 無理 や 
り ヒ ッ ト に し た 。 ま た 、 秒 太 郎 が 試合 を 引き 延ばす た め 投 げた 
鋭い 率 制 球 で 、 グ ラブ ご と 弾き 飛ば され る 。 第 1 話 

能力 @ 強力 な 吹く 息 で ボー ル を 吹き 飛ば す 。 杖 で ボー ル を 打つ 。 
最後 @ 目玉 お や じ が 鳴か せ た 一 番 鶏 に だ まさ れ 、 墓 場 に 消え る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 

















TV アニ メオ ネリ ジ BB ル の 妖怪 。 





m0hiagari aku 


の びあ が り “ 猿 2 
【 の びあ が り 】 【 ば く 】 
見 上 げ る ほど に 大 き く な り 行 9 手 を 阻む 悪夢 を 食べ て くれ る 想像 上 の 珍獣 











愛媛 県 や 徳島 県 に 伝わる 、 見 上 げ る ほど に 背 が 高く な り 身 長 10m 中 国 古来 の 応 獣 で 、 悪 夢 を 食べ る と され る 想像 上 の 動物 。 体 は 
暫し 82EDR 和 UE あの の NB 熊 に 似 て いて 、 象 の 鼻 、 さ い の 目 、 和 牛 の 尾 、 虎 の 足 を 持つ 。 狭 
も の な の で 、 地 上 か ら 30cm の と ころ を 賊 れ ば 消え て し まう と いう 。 の 絵 を 枕 の 下 に 敷く と 、 い い 夢 が 見 られ る と 信じ られ て いた 。 


気味 の 悪い 幻 を 消す た め に 鬼太郎 に 呼ば れ 登場 

アニ メ の 中 で も 伝承 
時 どおり の 姿 で 、 赴 夢 
語 を 食べ る 存在 と し て 
登場 。 ぬ ら り ひ ょ ん 
の 陰謀 を 阻止 する た 
め 、「 夢 の 世界 ] に 
入っ た 上 鬼太郎 一 行 。 

そこ で ぬら り ひ ょ ん 
が 鬼太郎 を 惑わ せる 
た め に 、 披 や 妖怪 た 
ちの 幻 を 見 せる 。 そ 
の 幻 を 食べ て も ら う た め 、 鬼 太郎 が オカ リナ で 獲 を 呼ぶ 。 獲 は 
幻 を 吸い 込む が 、 怪 物 の 強い 妖力 に 耐え を きれ ず 幻 に 負け て し ま 















































妖怪 の 世界 を 作ろ うと し た 半 遂 明 妖怪 AM 
土 の 下 に 住む 妖怪 。 半 透明 で ゲル 状 の 体 と 無数 の 腕 を 持つ 。 普 段 原作 コミ ッ ク で は ? 
は 見 えな い が 、 地 震 に よっ て 戦国 短 か ら 現れ た 。 人間 を ね ちり 花 「 妖 怪 大 裁判 | [妖怪 本 所 も ふし ぎの 巻 | 「 狭 | に 登場 。 基 








の 花粉 を 使っ て 眠ら せ 、 吸 血 木の芽 を 植え て 吸血 木 に し て し まう 。 本 的 に は 、 鬼太郎 の 味方 で ある 。 

吸血 木 を 使っ て 地上 を 妖怪 の 世界 に し よう と し た 。 第 19 話 

能力 @ 催 眠 作 用 の ある 目 を 持つ 。 無 数 の 腕 で 攻撃 。 ね むり 花 の 
花粉 を 使っ て 人 を 眠ら せ 、 吸 血 木 の 芽 を 人 間 に 植え る 。 


最期 胡 の 毛 針 を くら っ た 後 、 昨 太郎 を 追う が 、 水 中 で 鬼太郎 の 見 ヾ た り 
体 電 池 で 感電 。 吸血 木 の 芽 を 植え られ て 木 に な っ て し まう 。 時 べ っ に つ 
NN あり 
ョ 人間 を 吸血 木 に し て し まう 【 は ぐろ べったり 】 
地 中 深 くに 封じ 込め られ て いた が 、 る 
群発 地震 に より 2 万 年 ぶり に 復活 。 お 歯 黒 を つけ た 口 だ け を 持つ 女 の 妖怪 


。 木 を 切り まく っ て いる 人 間 に 稀 り 、 「 絵 本 百 物語 桃山 人 夜話 ] に 出 て くる 妖怪 。 角 隠し を 着け て 
人 間 を すべ て 木 に 変え て 地上 を 征服 着物 を 着 た 女 の 容 を し て いる が 、 目 と 鼻 が な く お 歯 黒 を つけ た 
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』 し よう と し た 。 第 47 話 口 だ けが ある 。 古い 神社 の 前 に いて 、 と お りか か る 人 を 稀 か せる 。 
能力 人 @ 無 数 の 腕 を 使い 、 人 間 に 吸血 木 の 種 を 飲ま せる 。 種 を 飲 
まき れ た 人 間 は 吸血 木 に な る 。 作り 物 の 妖怪 の フリ を し て 妖怪 ショ ー に 出演 
最期 @ 地 底 の 地震 の 巣 と 、 の びあ が り の 住み か を ぬり か べ が 穴 を 伝 基 そ の まま の 角 隠 
開け て 繋ぎ 、 っ て きた マグ マ で 燃え な が ら 埋 まっ て し まう 。 し を つけ た 着物 姿 で 、 
6 目 と 鼻 が な く お 歯 黒 
村人 を 救う た め 機 牲 に な る 60' 本 の 口 だ け を 持つ 妖怪 。 
落下 し た 陸 若 から 出現 。 村 の 青年 の 第 7 話 で は 、 鬼 太郎 








「 山 の 安全 を 守り 、 人 々 を 助け た い 」 -、 壮 と ね ずみ 男 が 催し た 
と いう 強い 意志 が の びあ が り と 合体 。 旨 講 「 妖 怪 シ ョ ー」 に 出 
雪崩 を 予言 し 、 村 の 人 々 を 助け よう 演 し 、 に せ の 妖怪 の 
0 と し た 。 第 109 話 剛 ふり を する 。 が 、 
能力 @ 無 数 の 手 を 使っ て 、 村 の 人 々 を 赤い 木 に 変え る 。 そ れ は 。 まっ た く 驚 か な い 和 客 

彼ら が 雪崩 に 面 え を られ る よう に する た め だ っ た 。 に 、 顔 に 「 へ の へ の 






























































最期 や 妻 ・ 今 日 子 と 、 娘 ・ 春 を 雪崩 か ら 救 うた め 日 光 の 中 へ 飛 も へ じ 」 を 書か れ て し まう 。 その後 、 そ の 客 を 幽 雲 電車 に 乗せ 、 
び 出 し 、 最 終 的 に 水蒸気 と な っ て 粉々 に 砕け 散る 。 妖怪 た ち み ん な で 仕返し を する 。 第 10 話 で は 、 西 洋 妖怪 と 戦う 
た め に 集まっ た 日 本 の 妖怪 の ひと り と し て 登場 。 第 7、10 話 





原作 コミ ッ ク で は ? 原作 コミ ッ ク で は ? 
「 吸 血 木 」 に 登場 “の びあ が かがり” と いう 名 前 は 、 地 元 に 伝 わ 


原作 に ほ 登 場 も な 妖怪 。 





る 妖怪 の 名 を 便 定 上 上 使っ て いた だ け の よう で ある 。 








3 5 


1 





自 山 坊 


【 は く 〈 さ ん ぼう 】 
僧 頭 貼 を か ぶっ た 白銀 の 化け 狐 


『 絵 本 百 物語 桃山 人 夜話 ] に 登場 する 、「 白 蔵主 」 と いう 化け 
狐 が モデ ル と 思わ れる 。 甲斐 の 国 (山梨 県 ) の 夢 山 の 薦 に 住む 
歳 を と っ た 白狐 で 、 僧 頭巾 を か ぶっ て 坊主 に 化け て いた 。 


















































自分 の 取引 の 道具 と し て 、 人 間 に ツ キ を 与え る 

マン ト を か ぶっ た 狐 人 間 の よう な 姿 を し て いあ 。 無 邊 物 に 化け 
る の が 得意 で 、 赤 い 指 輪 や 鎌 な ど に 変身 する 。 ある 男 を 軟 売 で 
仙 け きせ て や り 、 交 挨 条 件 と し て 娘 を 嫁 に ほし が る 。 男 の 屋敷 
の 裏手 の 稲荷 神社 に 住む 。 第 11、86、91 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
に SE 鬼太郎 と の 戦い の と き 

、 鎌 に 化け て ちゃ ん ちゃ ん こ を 切り 裂 い た 。 

の 中 枢 神経 が 麻痺 。 
そこ に 虹 の 卵 を 注射 きれ 、 幼 虫 に 内 臓 を 食わ れ て 死ぬ 。 














ずる 賢く て 残忍 な 樹海 の 主 
樹海 の 中 に ある 岩 穴 に 住む 古 狐 。 マ 
ント を か ぶっ て いる 。 落ち ぶれ た 男 
を 救っ て や る が 、「 代 わり に 16 歳 に 
な っ た ら 娘 を 嫁 に くれ | と 言う 。 じ 
剛 つ は 生き 血 を 吸う の が 目的 。 第 24 話 
能力 人 無生物 に 化け る の が 得意 。 真 珠 の ネッ クレ ス に 化け て 娘 
を さら っ た り 、 大 き な 岩 に 化け て 鬼太郎 と 戦っ た りす る 。 
最期 @ 人 の 体内 に 卵 を 生み つけ 、 遇 化 し た 幼虫 が 内 臓 を 食い 荒 
ら す と いう 「 上 鬼 峨 ] に 卵 を 生み つけ られ 、 死 亡 。 























女 を 食べ よう と 企む お 古 狐 

歳 を と っ た 大 き な 狐 の 姿 で 、 マ ント 
を か ぶっ て いる 。 全身 が 白銀 の 毛 で 
覆 わ れ 、 大 きい 黄色 い 目 と 鋭い 牙 、 
と が っ た 上 鼻 を 持つ 。 自 分 が か つて ツ 
キ を 授け て や っ た 男 の 娘 が 16 歳 に 
な っ た の で 、 約 束 ど お り 嫁 に も ちら お うと や っ て くる 。 だ が 、 じ 
つ は その 娘 を 食べ よう と 思っ て いる 。 第 39、106 話 

最期 @⑯ 砂 か け 婆 の 家 の 押し 入れ に あっ た 「 狐 封じ の 奄 | を 鬼 太 

郎 が か ざす と 、 そ の 中 に 吸い 込ま れ て し まう 。 
































に 当 コロ ミッ ク で は ? 
較 の 二 団 の 反 柚 -! の 閥 全う 場 s 





















































pakeika 


化け イカ . 


【 ば けい か 】 


小説 や 映画 に も 登場 する 幻 の 巨大 イカ 


革 か ら 伝 説 的 に 語ら れる 巨大 イカ 。 ダ イオ ウイ カ と いう 種類 で 、 
最大 で 全長 は 18 メ ー ト ル に な る と いわ れる 。 だ が 、 そ の 姿 を 捕 
ら え た 者 は いな い 。 4 一 5m の も の は わり と 類 築 に 目撃 され る 。 














半 魚 人 に リモ コン で 操 ら れ て 悪さ を し で か す 

海 の 底 に 住む :、 切 大 な イカ の 化け 物 。 も と は 南 の 海 に 住ん で い 
た らし い 。: 半 魚 太 に よっ て 、 貝 の リモ コン で 操 ら れ て いる 。 人 
間 の 女性 と 結婚 し た い 半 魚 人 が 、 じ ゃ ます る 鬼太郎 を 殺す た め 
に 海 の 底 か ら 呼 び 寄 せ た 。 船 に 乗っ て いた 上 鬼太郎 を 襲い 、 海 中 
に 引き ずり 込む 。 鬼 太郎 を 貴 の 中 に 吸い 送 ん で 、 海 の 底 に ある 
区 大 な 具 の 中 に 閉じ 込め て し まっ た 。 だ が 、 半 人 魚 人 に 操 ら れ て 
いる だ け な の で 、 そ れ 以 上 の 悪 き は し な い 。 鬼太郎 に よっ て 中 
の サモ コン が 壊さ れん た た め 、 半 魚 信 から 自由 に な っ た 。~ 第 20 話 
































呼ば れ て 現れ る 半 魚 人 の 手下 
半 魚 人 の 子 分 で ある 、 巨大 な イカ 。 
明 旬 を 食べ よう と し て の 鬼太郎 に 那 魔 き 
放 れ た 半 魚 人 が 、 把 っ て 海底 か ら 呼 び 
寄せ る 。 鬼太郎 を 長い 手 で つか まえ 
て 、 充 春 が し て し まう 。 イ カ の 胃 の 
中 に 落ち た 鬼太郎 は 、 消 化 液 で 体 を 槍 か され て し まう が 、 脳 と 
ちゃ ん ちゃ ん こ だ け は 浴 け ず 、 逆 に イカ の 脳 を 支配 する 。 イ カ 
に な っ た 朱 太 郎 は 、: 半 魚 大 に も と に 戻す よう に 要求 する が 、 爆 
薬 で バラ バラ に され て か ま ぼ こ に され て し ま う 。 第 13 話 

















「 妖 怪 真 珠 」 を 産む 巨大 イカ 
海 の 底 に 住ん で いる 、 巨 大 な イカ 。 
| 妖怪 イカ | と 呼ば れる 。 半 魚 人 の 
命令 で 動く 。 鬼 太郎 を 呑み 込ん で 、 
鬼太郎 の 妖力 エキ ス を 含ん だ | 妖怪 
真珠 ] を 産み 落と し た 。 い っ た ん 存 
み 込 まれ る と 、 体 の 中 か ら 出 て くる こと は で きず 、 飲 まれ た 移 
太郎 は 妖怪 イカ その も の に な っ て し まう 。 第 60 話 
最期 @ 鬼 太郎 に な っ た 妖怪 イカ が 、 事 件 の 黒幕 ぬら り ひ ょ ん に 

襲い か か り 、 そ の 剣 に よっ て バラ バラ に 斬ら れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 























Ph 屋 
郎 を 谷 み 込 2 剛 破 





























2 こう 化け 座 は 、 唐 傘 小 僧 を 見 る の じゃ 


hakegarasl 


f じ け ガラ スニ <。 
【 ば が ら す 】 








目玉 お や じ を 背 に 乗せ て 飛ぶ 温和 な 大 カラ ス 









大 き な カ ラス で 、 人 間 の 言葉 は し ゃ べら ず に 』 
く の み 。 悪 い 妖 怪 で は な く 、 鬼 太郎 た ちの 
きた と き に 、 そ れ を 知ら せ に きた り 、 目 ヨ 
て 飛ん だ りす る 。 一 羽 だ け で な く 、 集団 で 
第 2 話 に 初 癌 場 し 、 反 物 に され て し まう 
数 羽 で 目玉 お や じ と ネコ 娘 を ブラ ンコ 』 
で 運ん だ 。 第 3 話 で は 、 砂 か け 婆 に 言わ れ 
に 飛ん で いく 。 ま た 、 百々 菊 率 いる 悪者 妖怪 団 が 鬼太郎 を 舞っ 
た と き に 、 集 団 で 現れ て 、 妖怪 軍団 に 石 を 投げ つけ て 攻撃 を じ た 。 
鬼太郎 の ビンチ の と き に は 、 百 々 爺 の 顔 に 「 封 ヒレ フ ン よ を 落と 
し た 。 第 2 、 3 話 ほ か 
能力 @ 大 き な フ ン を 相手 の 顔 に か ける 「 封 レフ ン 」。 そ の フン は 、 
ゴム の よう に な っ て 、 と ろう と し て も 簡単 に と れ な い 。 
































反物 に な っ た 鬼太郎 を 救出 

70 年 代 と まっ た く 同 じ キ ャ ラ で 、 人 
80" 間 の 言葉 を し ゃ べら な い 人 妖怪 カラ ス 。 
劇 「 最 強 妖怪 ] の 中 で 、 中 国 妖怪 に 

/ 放 よっ て 反物 に され て し まっ た 鬼太郎 

。 を 救う た め に 、 目 玉 お や じ を 背中 に 

素 せ て 、 ネ コ 夫 ゃ ー 一 反 も めん ら と 淫 陣 に 乗り 込む も 。 大 き な 入れ 
物 の 中 に し まわ れ て いた 、 反 物 に な っ た 鬼太郎 と 砂 か け 引 を 両 
足 に つか ん で 飛ぶ 。 あ まり 積極 的 に 自分 か ら 動く こと は な く 、 
命令 さき ミ れ て その と お り に 行動 する 。 第 36 話 ほか 、 劇 「 最 強 妖 怪 」 



































ネコ 娘 や 鬼太郎 の 乗り 物 役 
第 47 話 で は 鬼太郎 に 逮捕 状 が 出 て い 
0 る こと を 知ら せ に きた 。 ま た 、 百 々 
9 爺 と 鬼太郎 が 戦っ て いる と き に 集団 

ー で や っ て き て 、 木 の 上 に と まっ て フ 
ン を 落と し た 。 ほ か 、 ね ずみ 男 が 妖 
怪 ポ スト か ら 手 紙 を 盗ん だ り 、 弟 表 に 人 間 の 体 を 提供 させ る 審 
談 を し た り し た と き に 、 鬼 太郎 に 報告 。 聞 いた り 見 た り し た こ 
と を 鬼太郎 た ち に 報告 する ほか 、 集 団 で 鬼太郎 や ネコ 娘 な ど を 
吊り 下げ て 運ん だ りす る 。 第 17、47、55、63、86 話 ほか 


原作 コミ ッ ク で は ? 
[新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | で は 頭 に 帽子 を か ぶっ て 登場 し 、 大 
問 の 言葉 を じゃ べ っ た 。 ほ か 、 数 多く の 作品 で 登場 。 



































































hakeklujiPa 


化け 角 


GU wo が 














































































悪 と 戦う 味方 妖怪 一 行 


を 育 に 乗せ て 大 海 を 行く 
神聖 な 場所 で ある 「 く じ ら の 墓場 」 の 守り 主 。 第 18 話 で は 、 く 





じ ら の 墓場 が 人 間 た ち に 荒らさ きれ た こと を 怒っ て 、 人 間 を 襲 う 。 
鬼太郎 、 ね ずみ 男 、 静 子 た ち を 看 み 込む が 、 化 け 鯨 の 体内 に v 
た 魂 に 頼ま れ 、 鬼太郎 た ち を 陸地 まで 送り 届け る 。 ま た 、 世 界 
を 征服 し よう と ぬら り ひ ょ ん や 西洋 妖怪 が 待つ 「 妖 怪 島 」 まで 、 
系 太郎 や ネコ 娘 ら を 運ぶ 。 第 18、98、99、104 話 

原作 コミ ッ ク で は 2? 


原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 。 




















hakektmOPi 


化け コウ モリ 


【 ば け こ う も り 9】 


70' 














ダイ ダラ ボッ チ の 脳みそ が ある 場所 へ 鬼太郎 を 案内 
日 本 各地 か ら パ ー ツ が 出現 し 、 合 体 し て 巨人 と な っ た ダイ ダラ 
ボッ チ 。 し か し 脳みそ は 別 の 場所 に あり 、 そ こ か ら リ モー トコ 
ント ロー ル さ れ て いた 。 ダ イダ ラボ ッ チ の 脱 み そ が 地下 に ある 
と 悟っ た 目 玉 お や じ は 、 そ の 在り か を 探る べく 「 化 け コ ウ モ リ 
に 頼め ] と 鬼太郎 に 告げ る 。 化 け コ ウ モ リ は 、 ダ イダ ラボ ッ チ 
の 脳みそ が 眠る 山口 の 秋芳 洞 に 、 鬼 太郎 を 案内 し た 。 第 29 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 











TV アニ メリ ジ ナ ル の 妖怪 。 





3 7 


1 








bakenek0o 


化け 獲 2 ( 


MCl 
人 間 に 恨 み を 持つ 猫 が 「 化 け 猫 」 に 


hakez0lri 


化け ぞう り 


【 ば け ぞ うり 】 
デカ い草 履 の 一 つ 目 お ば け 











佐々 木 喜 善 の 『 聴 耳 草 紙 ] 
姿 で 手足 が あ 
ン 、 コ ロリ ン | な ど と 歌い 








りー つ 是 。 履物 を 租 末 に する 家 に 


に 書か れ て いる 妖 惨 。 大 き な 草 履 の 
現れ る 。 カラリ 
な が ら 出 て き て 歌い 終わ る と 消え る 。 





6 


TP 





「 履 物 の あの 世 が 圭 で いっ ぱい だ 」 と 北 る 草履 の 妖怪 





大 き な 草 履 に 大 き な 一 つ E 


と 手足 が つい た 姿 。 靴 や 下駄 や 草履 


の 霊 を 支配 し て いる 。 人 間 が 簡単 に 履物 を 捨て る こと に 稀 っ て 、 


仕返し を し よう と 捨て られ た 洪 た ち 


( 靴 の 霊 ) を 扇動 し て 人 間 


を 襲う 。 光 線 を 靴 に 浴び せ か ける と 、 田 は 人 間 以 上 の 巨大 な 大 


き さ に 変わ る 。 第 99 話 、 劇 
能力 @ 空中 で 体 を 振り 突風 








目 か ら 光 線 を 出し 、 相 手 の 動 き を 止め た り 妖 力 を 吸い 取る 。 
最後 @ 砂 か け 婆 に 砂 を か けら れ て ひる み 、 小 さく な っ た と ころ 
を 鬼太郎 の 髪の毛 針 に や られ て 木 に 貼り つけ られ る 。 





が で きる 。 古道 具 た 
最期 @ 草 履 の 持ち 主 で ある 
草履 に 戻り 、 老 人 を 
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1 


「 異 次 元 」。 
を 出す 。 菓 を 体 か ら 伸 ば し 絡み つく 。 


普通 の 草履 が 、 妖 怪 に !! 

末 の 旅路 に 履く 草履 で 大 事 に 保管 さ 
れ て いた が 、 ね ずみ 男 に 片方 を 捨て 
られ て し まい 妖怪 に 変化 。 古 い 道 具 
を 大 切 に し な い 人 間 を 和 仙 ら し め る 。 





第 43 話 、 劇 | おばけ ナイ ター] 
能力 @ 大 きい 足 で 踏み つぶ し 





た り 、 人 間 の 生気 を 吸い 取る こと 
ち を 操り 、 攻 撃 き せる 。 

老人 の 霊 に 怒ら れ 、 示 の 旅路 に 履く 
天国 に 連れ て 行く 。 

















各地 で 伝承 され る 猫 の 化け 物 。 人 間 に 粗 末 に され た 猪 が 化け て 
す 」 と い 





出る 。「 飼 っ て 13 年 た っ た 猫 は 化け 猫 に な っ て 主人 を 殺 
われ る こと も 。 人 間 に い た り 、 悪 き を し た りす る 。 











ひき 殺さ れ た 猫 の 独 霊 が 巨大 な 化け 猫 に ! 

大 き な ト ラッ ク に 化け て 、 国 道 0 号線 に 出没 。 運転 する 人 間 が そ 
の トラ ッ ク に ぶつ か る と 、 ネ コ そ っ くり の 行動 を 取る 「 獲 打ち 
症 ] に な っ て し まう 。 正体 は 、 人 間 に ひ き 殺 され た た くさ ん の ホネ 
コ 。 そ れ ぞ れ が 化け 猫 だ が 、 そ の 魂 が ひと つ に な る と 、 通 常 の 

100 倍 くら い の 巨 大 化け 獲 に な る 。 ひ き 殺 され た 恨み を 呈 ら そう 
と 人 間 た ち を っ た が 、 鬼 太郎 に 説得 され て 退散 する 。 第 34 話 


最後 や 和 見 太郎 が みず か ら を 投げ 出し 「 好 き に 攻撃 し て 恨み を 晴 
ら せ 」 と 言っ た こ 


と に より 攻撃 を や め る 。 


猫 の 亡霊 を 従え 人 間 を 襲う 
トラ ッ ク に 化け て 、 甲 州 街道 で 人 間 
た ち に 交通 事故 を 起こ きせ て いた 。 | 
人 間 た ち が 車 で ネコ を ひき 殺し 、 線 | 
香 の 一 本 も あげ な いこ と に 腹 を 立て 、| 
還 仁 宮 し を し よう 1 
大 きき で 、 三 つの 火の玉 が 周り に 飛ん で いる 界 高速 道路 を 
と お っ た 先 で 鬼太郎 と 対決 。 猪 の 亡霊 : た ち を 従え る 。 第 本 放 

最期 @ 鬼 太郎 に 投げ 飛ば され 、 く ずれ た 岩 と 一 緒 に つぶ され る 。 

その 後 、 鬼 太郎 た ち に 慰 井 塔 を 建て で も ら う 。 











ョ メー また た び を 喫 いで 脆 抜 け に 
霊界 で ひき 殺さ れ た ネコ た ちの 親玉 
と し て 、 ネ コ た ち を 操る 。 人間 が 車 
で ネコ を ひき 殺す こと に 怒っ て 復讐 
の た め に ネコ を ひい た 人 間 を 「 獲 打ち 
議 症 ]」 に する 。 妖怪 自動 車 で 霊界 に 乗り 
込ん だ 鬼 大 郎 た ち を 「 人 間 の 味方 を する 」 と 言っ て 色 り 、 襲い か 
か っ た 。 大 き さ は 巨大 だ が と くに 特殊 な 能力 は な い 。 第 62 話 
最後 又 す 鬼太郎 と 戦っ て いる と き 、 侯 か け 疲 の 袖 に 入っ て いた ま 
た た び の 匂い を 日 下 お や じ が 吊 が せ 、 力 が 抜け 戦意 裏 失 。 


原作 コミ ッ ク で は 3? 


BK 4 旅 写 場 する 謗 征 は 和 村 な る 。 5 の 






















































































化 火 


【 ば け び 】 W 痛 
燃え 盛る 火の玉 の 中 に 人 の 顔 が 


[周遊 奇談 ] に 出 て くる 火 の 化け 物 。 琵 琶 湖 の 付近 に 出没 する 。 
90cm ほ どの 火の玉 で 、 火 の 中 に 人 の 顔 が ハッ キリ と 映る 。 2 人 
の 男 が 相撲 を と っ て いる よう に 見 える と も いわ れる 。 


鬼太郎 た ちの ピンチ を 救う 燃え る 火 の 塊 

1 メー トル くら い の 
火 の 塊 で 、 中 に 3 人 
の 男 の 顔 が 見 える 。 
ピン チ の と き に 鬼 太 
郎 の オカ リナ に よっ 
て 呼び 出さ れる 。 第 
15 話 で は 、 雪 ん 子 と 
雪女 に 凍ら され た 晃 
太郎 の 水 を 熱 で 溶 か 
し た 。 第 28 話 で は 、 
鬼太郎 の 体 の 中 に 
入っ て あたり を 高温 に し 、 泥 田 坊 を 倒す 。 第 15、25、28 話 ほか 
能力 @ 空 中 を 燃え ながら 飛ぶ 。 燃え盛る 自分 の 体 を 自在 に 伸 ば 

し た り 、 分 割 し た り で きる 。 どん な 氷 も 火力 で 溶かす 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 
「 妖 怪 危 機 一 髪 |」 な ぞ に 登場 。 火 の 玉 の 姿 を し た 炎 の 妖怪 の な 
一 族 退 治 に 参加 する 。 












































か の ひと り で 、 妖 怪 バ ンタ ー・ 


hakedakno 


化け ダコ 
【 ば け だ こ 】 
人 間 を 海 に 引き ずり 込む 海 の 魔 物 


日 本 妖怪 変化 語 革 』 に 晴 入 道 と いう タコ の 妖怪 の 話 が ある 。 島 
根 県 隠岐 地方 に 出没 し 、 漁 船 を ひっ くり 返す 、 漁 師 を 海 に 引き 
ずり こむ な どの 悪 き を する 妖怪 と し て 伝え られ る 。 


大 荒れ の 中 か ら 突 如 出 現す る 大 ダコ !! 
ハリ ケー ン の 中 か ら 
突然 現れ 、 妖 花 の 元 
= の 樹 が ある 島 へ 向 か 
う 鬼 太郎 た ち に 表 い 
を か か っ て きた 巨大 な 
* タコ 。 足 を 切断 され 
」 還 寺 立て も 動 ず る こと な く 
チ 細 い 掛か っ て くる 。 
2 シナ リオ で は 「 大 ダ 
コ 」 と 明記 され て い 
る 。 第 71 話 
能力 人 巨大 な 体 で 由 船 に し が みつ き 、 強 力 な 力 で 締め あげ る 。 
最期 @ 貝 船 の 蓋 に 挟ま れ 、 も が いて いる タコ の 左目 に 鬼太郎 が オ 
カリ ナ 剣 を 刺し た た め 、 貝 船 か ら 離 れ 海 の 中 へ と 退散 する 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


















































原作 に ほ 登 場 し な い 妖 怪 。 























































































































































































































ベク 清 | 








王 に 内 緒 で 人 を 殺し て 霊魂 集め を し よう と 算段 
アラ ビア の 死神 。 霊 魂 を 集め て は 、 ス フィ ンク ス 王 に 献上 し て 
いた 。 昔 は 商売 の た め に 砂漠 を 行き 米 す る 人 が 頻繁 に 死ん だ の 
で 魂 を 多く 取る こと が で き 、 成 績 優秀 な 死神 と し て トロ フィ ー 
を よく 貰っ て いた 。 が 、 現 代 は 車 な どの 乗り 物 が 発達 し た た め 、 
人 が 死な な く な り 、 魂 を 昔 ほ ど 集 め ら れ な く な っ て し まっ た 。 
死神 の 世界 で は 、 魂 を 集め る た め に 人 間 を 殺す の は ご 法度 。 そ 
こ で 、 人 を 殺し て も スフィンクス 王 の 目 が 届き そう も な いり い 日 本 
へ や っ て き て 、 霊 魂 を 200 個 集め よう と 算段 する 。「 分 け 前 を 1 
割 や る と そそ の か し 、 日 本 の 死神 に 協力 させ 、 旅 行 客 の 佳 魂 
を と る た め の ツ アー を 実行 する 。 行 き 先 の 大 島 ・ 三 原山 の 砂漠 
地帯 で 砂嵐 を 起こ し 、 倒 れ た 隙 に 日 本 の 死神 に 魂 を 取ら せよ う 
と する が 、 挿 太郎 に 阻止 きれ て し まう 。 第 45 話 
能力 色 タ ー バ ン を 使っ て 首 を し め 、 口 か ら 火 を ふく 。 霊魂 を ] 
物 に し て 保存 し 、 水 で 元 通 り に する 方 法 を 編み 出し た 。 
最期 @ ネ コ 娘 が 砂漠 の 中 に アリ 地獄 を 作っ た 。 そ こ に 落ち て 、 
二度と 出 て こら れ な く な っ て し まっ た 。 
県 * は? 
鬼太郎 以外 の 水 林 作品 月 の の る ま 」 に 登場 。 安 達 が 原 の 昨 
婆 と 大 日 取り 引き を し て 、 成 績 を 稼い で いる トル ヨコ の 死神 。 
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hata0nlPVol 


帰 狂 霊 有 
【 は た お ん りょう 】=。 





凶作 で 僚 死 し た 人 が 恨み を 持っ て よみ が える 
水木 し げ る の [日本 妖怪 大 全 ] に 記さ れ て いる 妖怪 。「 凶 作 で 鐘 
死 し た 人 を 発 式 も せ ず に 放っ て お く と 、 妖 性 と な っ て し まう と 
信じ られ て いた 」 と の 記述 が 。 何 を する 妖怪 な の か 詳細 は 不明 。 








「 小 豆 を お 供え し ろ 」 と 畑 の 中 か ら 現 れ 脅 か す 

大 き な 赤 い 顔 に 黄色 い 目 の 、 般 若 の お 面 の よう な 顔 を し た 妖怪 。 

岩 の 塊 の よう な 巨大 な 顔 を 突き 出し て | 小豆 の 神様 」 と 名 乗る 。 

小豆 ば ば あ 、 小 豆 と ぎ 、 小 豆 は か り に 「 小 豆 を た くさ ん お 供え 

し な いと 全 世 界 の 作物 を 不作 に する 」 と 有 脅かす 。 目玉 お や じ に 

よる と 、「 凶 作 に な る と 出 て くる 、 ウ ソ を つく の が うま い 妖 怪 ] 

と の こと 。 叙 太郎 た ち に 正体 を 暴 か れ て 、 戦 うた め に 全身 を 現 

す と 、 有 白い 着物 に 下駄 を 履い た 巨大 な 体 が 出現 。 第 75 話 

最期 @ 小 豆 ば ば あや ぬり か べ 、 ネ コ 娘 た ち が 叩 き 、 一 反 も めん 
に 乗っ た 鬼太郎 が 首 に 縄 を まい て 引く と あっ さり 倒れ る 。 
























































巨大 な 緑色 の 顔 で 人 間 を 脅かす 


第 13 話 で は 、 妖 怪 屋敷 で ほか の 妖怪 
た ちと と も に 「 妖 怪 な どい な い 」| と 
断言 する 僅 そ うな 人 間 を 脅かす 。 劇 
= 「 お ば け ナ イタ ー」| で は 、 妖 怪 チ ー 
・ バ トラ ー ズ で 行っ た 野球 の 試合 を 、 化 け 草履 











ム 対 少年 チー ム 





や 油 す まし な ど 、 大勢 の 妖怪 た ちと 見 に 来る 。 こ の と き の 外 見 は 、 








巨大 な 岩 の 塊 の よう な 緑色 の 顔 に 白い 髪 、 黄 色 い 目 を し て いて 、 
体 は な い 。 口 か ら 火 を 吹く 。 第 13 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー] 
































登場 じ な い 妖 怪 。 











90 年 代 で は チョ イ 役 と し て の み 登 場 。 


hack hea『Hl 
バッ クベ アー ド 9 5 
【 ば っ くべ ぁ ー と 】 ee 
親 が 子ども を し つけ る と き に 使う 怪物 


英国 ウェ ー ル ズ 地 方 発 媒 の 「 バ グ ベ ア 」 が その 名 の 名 由 ら し い 。 
黒い 毛むくじゃら な 体 に 赤い 目 と いう 以外 詳細 は 不明 。「 い い 子 
に し な いと パグ ペア に 食べ られ る ] と し つけ に 代わ 












































アメ リカ 妖怪 の 大 統領 に 選ば れ た 西洋 妖怪 の ドン 
黒い 毛 の 塊 の よう な 丸い 体 の 中 央 に 、 大 き な 赤 い 目 が つい て い 
る 。 西洋 妖怪 の ドン で 、 魔 女 や ドラ キュ ラ な ど 西 洋 妖 怪 を 率い 
て 日 本 乗っ 取り 計画 を 画策 。 体 の 中 は ブラ ッ ク ホ ー ル に 奏 っ て 
いる 。 急 所 は 目 。 第 46、51 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 ] 「 
能力 @ 日 か らき ま ざ ま な 光線 を 発し て 攻撃 。「 交 焼 攻撃 」 で 相手 
を 燃やし 、「 全 エネ ルギー 砲 」 で 爆発 を 起こ させ る 。 
最期 で 劇場 版 で は 、 鬼 太郎 を つか まえ て 体内 に 入れ よう と する 
が 、 胡 の 毛 針 を 目 の 玉 に 打ち 込ま れ 赤 く 燃 えな が ら 退 散 。 








西洋 妖怪 を 扇 勤 し 日 本 乗っ 取り を 計画 | 
西洋 妖怪 の 首領 格 と し て 登場 。 日 本 
を 征服 し よう と 企み 、 そ の 前 線 基 地 
略し と | て 捉 界 ヶ 島 に 上 陸 す る 。“ ま た 第 
54 話 で は 世界 妖怪 ラリ ー に アス リカ 
代表 と し て 参加 。 第 10、11、54 話 













































能力 @ 目 か ら H し て 、 相 手 を 催眠 術 に か ける 。 鬼太郎 も こ 
の 能力 で 、 一 度 は バッ クベ アー ド の 手下 に な りか けた 。 





最期 @ 和 灯台 の まぶし い 明 か り に 目 が くら ん で ひる む 。 そ の と き 、 
目 の 玉 を 鬼太郎 に 蹴 ら れん 、 そ の まま 倒れ て し まう 。 第 11 話 











ぬら り ひ ょ ん と まで 共謀 ! 
世界 妖怪 ラリ ー に 参加 し 、 昨 太郎 と 
最後 まで 争う 。 ま た 妖怪 王 に な っ た 
|。 ぬら り ひ ょ ん と も 共闘 し て 鬼太郎 を 
雪 ポ 襲う が 、 裏 切っ て ぬら り ひ ょ ん を 溶 
NIC C 9 岩 に 突き 落と す 。 第 64、96 一 99 話 
能力 @ 垂 を 飛ぶ 。 目 か らき さまざま な 光線 を 発射 する 。 し びれ さ 
せ た り 、 焼 いた り 、 供 眠 術 を か けた り と 効果 は 多数 。 
最期 第 64 話 で は 鬼太郎 と メリー し 岩 に 当たっ て 砕け る 。 第 97 
話 で は ぬら り ひ ょ ん に 光線 を 浴び せら れ て 倒さ れる 。 




















原作 コミ ッ ク で は ? 
「 妖 怪 大 戦争 | に 


登場 。 そ の 眼力 に ちゃ ん ちゃ ん こも 晋 が 立た 
目玉 お や じ に 針 で 目 を 刺さ れ で 息 絶 えた 





の つた が 























Aa の バチ 生 は 、 傘 化け を 見 る の じゃ 





) ハチ マキ は 、 団 十郎 理 を 見 る の じゃ ) 



























MY が る 子 河童 
< 住ん で いる 、 カ ッ パ 3 見 弟 の 未 っ 
パッ パ 」 と し か し ゃ べ れ 欠 い 。 か 















































人 の 持っ て 生ま れ た 能力 を パ ツ グン に 伸ばす 珍 妖 怪 

体内 に 埋め 込む こと で その 人 の 能力 を 最大 限 に 伸ばす こと が 
で きる 妖怪 。 卵 で 人 間 の 体内 に 入り 、 体温 で 肌 化 する 。 ダ メ 息 
子 を 有 能 な 人 物 に 変え た い 会 社 の 社長 が 、 ね ずみ 男 に 頼ん で 卵 
を 息子 の 体内 に 埋め 込ま せ た 。 が 、 不 都合 が 起き て バリ バリ を 
体外 に 出す こと に 。 ね ずみ 男 の 爪 の 垢 を 与え る と 息子 は バリ バ 
リ を 吐き 出す 。 体 外 に 出 て 空気 に 触れ た と た ん 消え た 。 第 21 話 

原作 コミック で は ? 














メ も 同じ く 姿 
を 現 わ さ ず 、 卵 を 埋め 送 ま れ た 平凡 な 青年 は すぐ に 非凡 と な る 。 


鬼 夫 郎 以外 の 水森 作品 『 む 配 屋 】 に 登場 。 アニ 





で 


最期 や 大 ナマ ズ と 下 龍 を 操っ て 暴れ まく る が 、 





ahpVakuyalamlki 


八 百 八 独 


【 は っ ぴゃ く や だ ぬき 】 





刑部 犯 ] と いう 親分 ダメ ヌキ 
の 和久 万 山 に 棲み つい て いた 
、 松 山城 の お 家 双 動 に 巻き 約 ま れ 、 洞 究 に 封じ 込め られ た 。 


殴 国 に 古来 か ら 伝 わる 化け 揚 。 











































ー 時 的 に 日 本 を 制圧 し た 凶悪 キャ ラ の 化け ダ ヌ キ 
四国 の 山奥 に 400 年 間 封 じ 込 ぬら れ て いた タメ ヌキ の 集団 。 日 本 を 
占領 し て 人 間 を タヌキ の 支配 下 に お く 「 犯 王国] を 作ろ うと 企み 、 
親分 の 刑部 刈 と と も に 東京 さや っ て きた 。 巨大 な 妖 秀 獣 を 操り 
日 本 を 制圧 。 興奮 する と 腹 哉 と 雄叫び を 上 げ る 。 第 110、111 話 
能力 @ つ ね に 集団 で 行動 し 、 こ ん 棒 で 相手 を めった 打ち し た り 、 
集団 で 茎 り か か っ だ りす る 。 妖怪 獣 ・ 下 本 を 操る 。 
最期 や 目 王 お や じ が 用 意 し た 念 が 込め られ た 護符 に よっ て 、 再 


人 全 の し 入れ て じ 天 約 、 よ ん な 石 に に な っ た 。 
: 巨大 妖怪 獣 を 揉 る 悪 提 集 団 
、/ / 250 年 前 、 天 海 皇 人 に よっ て 四国 の 
幸人 殺 4 に 封じ られ た 化け ダス キ の 集団 
工事 の 爆発 で お 札 が は が れ て 復活 。 
年 刑部 提 を 親分 に 、 日 本 を 乗っ 取る 計 
画 を 立て る 。 第 21、22 話 
能力 で 岩 に 化け て 、 ね ずみ 男 宅 欺 いた 。 集 団 で こん 棒 を 持っ て 
相手 を 殴る 。 腹 を 叩き な が ら 集団 で 雄叫び を あげ る 。 
目玉 お や じ に お 
- 札 を 貼ら れ 、 再 び 石 に な っ て 圭 印 され て し まう 。 





































































第 3 部 の み 「 要 石 」 が 飛び まし た 

行 部 旬 を 頭領 と し て 日 本 征服 を 企ん 

だ タヌキ の 集団 。 そ の ほか に は 、 シ ) 

クハ ッ ト 旬 、 飛 脚折 な ど が いる 。80 年 

代 の み 、 大 ナマ ズ を 抑え て いた 要 石 を 

行 部 提 が 飛ば し た 。 第 56、57 話 

* 相 手 に 殴り か か る 。 妖 怪獣 ・ 大 ナマ ズ と 、 第 2 の 
月 か ら 生 まれ た 妖怪 獣 ・ 岐 竜 を 操る 。 

最期 @ 2 匹 の 妖怪 獣 を 操っ て 暴れ 、 一 度 は 鬼太郎 を 溶かし て し 
まう が 、 目 玉 お や じ ら に よっ て 再度 封印 され る 。 
























































原作 コミ ッ ク で は ? 
「 括 怪獣 】 に 登場 。 60 年 代 は 原作 と ほぼ 同じ スト ー リ ー。 護 


待 を 見 つけ た ね ずみ 男 と 目玉 お や じ に 封 田 され る 。 
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花子 に 
【 は な こ 】 交 





80' 





ね ずみ 男 を た だ ひと り 信 じ る 、、 純 粋 な 花 の 妖精 
お 花畑 に 住む 、/ 純 情 可 憐 な 花 の 妖精 >:- ビ ンタ の ドレ ス と 羽衣 を 
まとっ て いて 、 金 毅 で 角 が 2 本 生え て いる 。 性 格 は ピュ ア で 和俊 
し く 、 人 を 疑う こと を 知ら な い 。 ね ずみ 男 が くれ た 「 招 き 猫 の 
貯金 箱 ]」 の お 礼 に 、 天 然 の は ち み つ を あげ る 。 その 貯金 箱 に お 
金 の 代わ り に 花びら を 秋 れ る と 、- 財 金 箱 は 怒っ て ど ご か に いっ 
て し まう 。 じ つ は ほそ の 貯金 箱 は お 金 が 貯まる と どこ が に 消え て 
し まう と いう 代物 だ っ た 。 そ れ を ね ずみ 男 に 売り つけ られ た 妖 
尾 た ち が 怒 っ て ね ずみ 男 を 責め た と き 、 千 ね ずみ 男 さ ん は そん な 
人 じゃ な い 」 と < ひとり だ け 信 じ て あげる 。 花 吹雪 を 出す ご と 
が で き 、 ね ずみ 男 に 貯 人 箱 を 売ら せ た 逆 柱 を 花 吹雪 の 笑 風 で 攻 
撃 す る 。 鬼太郎 の 攻撃 で 部 往 が 息 絶え る と 。 指先 か ら 花 びら を 
た くさ ん 出し て 体 の 上 に か け て あげ る 。 第 52、.108 話 

能力 @ 空 を 飛ぶ こと が で きる 。 指先 か ら 花びら を 坦 し 、 花 吹雪 

を 相手 に 吹き つけ る 。 花 吹 雪 を 掴む わせ て 瞬時 に 消え る 。 




















か わい い 顔 し て ワガママ 系 
花 の 妖精 。 日 ご ろ は 鬼 夫 郎 た ち を 軽 
蔵 し て 口 も きか な い が 、 財 金 箱 が 


























か わい い 顔 だ が 、 ツ ンタ ン し で いで 
ワガママ 。 子供 た ちの た め に な く 
な っ た 時 金 箱 を 探し て いる 鬼太郎 に 、 十 早く 私 の 貯金 箱 を 探し て 
い に く る 。~ 狂 見 が か わい いた め に ね ず 男 は 
男 は 貯金 箱 が 見 つか っ た あと で 喜ん で 渡し に 








で は ? 


会 党 きき 場 。60 年 代 の 改 邊 中 





























世 
計 





























な で な っ た 」 と 鬼太郎 を 頼っ て くる 。 











hangV0olim 


半 魚 人 _ 


【 は ん ぎょ じん 】 
頭 が 魚 で 両手 両足 の つい た 半身 半 魚 の 怪物 


一 般 に いわ れ て いる 「 半 魚 人 ] と は 、 ア マゾ ン 川 や カス ピ 海 な 
ど に 生息 する と いわ れる 半身 半 魚 の 怪物 。 上 半身 が 魚 で 下半身 
が 人 間 の 姿 。 全 身 が うろ こ で 覆 わ れ 、 両 手 両足 に エラ が ある 。 


































































































ダイ ナマ イト で 上 鬼太郎 を 爆破 し 、 か ま ぼ こ に 
亀 を 食べ る 直前 に 鬼太郎 に 阻止 され 、 色 っ て 子 分 の 化け イカ に 
鬼太郎 を 襲わ せる 。 飲み 込ま れ て イカ に な っ た 鬼太郎 に 魚 を と 
ら せ 、 か ま ぼ こ に し て 売り 大 も うけ 。 じ ゃ ま に な っ た 鬼太郎 も 
ダイ ナマ イト で 爆破 し て 、 か ま ぼ こ に し て 売り さば く 。 第 13 話 
能力 ⑥⑯ 子 分 で ある 化け イカ を 一 声 で 操る こと が で きる 。 移 太 郎 
を 襲う よう に 指示 し 、 パ クリ と 腹の中 に 飲み 込ま せ た 。 
最後 @ 女 中 に 化け た 鬼太郎 に を そそ の か され 、 妖 怪 病院 で 人 間 に 
税金 や 公共 料金 の 取り 立て が 押し 寄せ て き て 後悔 する 。 











| 人 間 の 娘 と 結婚 し た いと 願う 

半身 半 魚 の 妖怪 。 人 間 の 娘 に 片思い を 
』 し て 、 ね ずみ 男 に 仲介 を 頼ん で その 娘 
と 結婚 し よう と 企む 。 口 か ら 真 珠 を 出 
目 し て 得 た お 金 で 、 人 間 に 変 身 し よう と 
Ei 守 きも デパ ー ト で 一 張 維 を 買っ て お 見 合い 
に 臨む 。 そ れ を 阻 し よう と する 鬼太郎 を 化け イカ を 使っ て 環 う 。 
最後 は 、 人 間 と 結婚 し た いた め 、 妖 怪 病院 で 人 間 に な る 。 第 20 話 

能力 @ 口 の 中 か らい くら で も 上 真珠 を 生み 出す こと が で きる 。 上 中 

の リモ コン を 使っ て 、 化 け イ カ を 好き な よう に 操る 。 















ぬら り ひ ょ ん の 片棒 を か つぐ 

海 の 底 に 棲む 半身 半 魚 の 妖怪 。 化け 

D イカ を 操る ほか は と くに 能力 は 持っ 
90 て いな い 。 ぬら り ひ ょ ん の 口 車 に 乗 
せら れ 、 海 で 湧 れ た ふり を し て 此 太 

郎 を つか まえ る 。 化け イカ に 命令 し 

て 毎 太郎 を 飲 み 込 ませ 、 妖 力 を 閉じ 込め た 「 妖 尾 真 珠 ] を 生ま 
せる 。 し か し ぬら り ひ ょ ん の 裏切り に 合い 、 仕 返し と し て 妖怪 
真珠 に 明か り を と も し た 妖怪 灯台 に し の び こ み 、 妖 怪 真 珠 を 取 
り 上 げ て 割る 。 お か げ で 叔 太 郎 に 妖力 が 戻っ た 。 第 60 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 


| 太 郎 の お ば け 旅 写 場 。 

































































が よ 西 注 妖 邊 7 
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ヒー 族 


【 ひ いち ぞ く 】 | 



























































妖怪 に 恐れ られ る 、 妖 怪 で も 人 間 で も な い ヒ ル の 化身 
過去 に 妖怪 と 何 度 も 戦い 、 妖 怪 た ち を 絶滅 寸前 に 追い 込ん だ 妖怪 の 
天敵 。 妖怪 で も 人 間 で も な く 、 妖 力 を 消す 能力 が あり 芝 れ られ て い 
る 。 そ の 誕生 は 、 各 種 の 毒虫 を 缶 に 入れ て 共食い させ 、 一 年 後に 生 
き 残 っ て いた 最後 の 一 匹 に 霊 草 を 与え も 、 そ の フン を 混ぜ た 水 に ヒル 
を 入れ て 生長 きせ た も の 。 自分 た ち を 誕生 させ た 者 を 神 と 崇め る 。 
神棚 の 中 国 妖怪 ・ 女 夜叉 の 声 に 操 ら れ 、 口 か ら ガ ス を 吐き 妖怪 た ち 
を ぬい ぐる み に し て し まう 。 ふ だ ん は 、 そ の 妖怪 ぬい ぐる み を 売っ 
て 暮らし て いる が 、 妖 人 怪 を 狩る と き に は 戦闘 服 に 身 を 包み 圧倒 的 な 
パリ ー で 妖怪 た ち を 攻撃 し て いく 。 女 夜叉 は 、 鬼 太郎 を も ぬい ぐる 
み に し て 、 日 本 の 妖怪 を 支配 する の が 目的 だ っ た 。 第 91 話 
能力 ⑯ 口 か ら 吹 く 紫 の ガス で 、 妖 怪 を ぬい ぐる み に し て し まう 。 
妖怪 の 毒 や 妖力 を 中 和 さ せ 消 す 。 
最期 @ 骨 章 の 中 の 薬 を 飲み 元 に 戻っ た 鬼太郎 に 、 海 に 投げ 入れ 
、 られ る 。 海水 に よっ て 体 か ら 毒 素 が 消え う せ た 。 



















































































鬼太郎 の 母親 に 化け 、 毒 を も る 
か つて 妖怪 界 を 束ね よう と し て 失敗 
し 、 妖 怪 界 と 人 間 界 か ら 追 放 き れ た 
「 ヒ ー 族 の 巫女 ]。 死神 を そそ の か し 、 
鬼太郎 た ち を 亡き 者 に し て 妖怪 た ち 
を 支配 し よう と 企む 。 第 114 話 
能力 代 鬼 太郎 の 母親 に 化け て 、 鬼 太郎 に 毒 を 食べ させ る 。 正体 
を 現し て 白蛇 と な り 、 巨 体 で 鬼太郎 を 締め 付け る 。 
| 最期 @ 鬼 太郎 の 母親 の 魂 が 入っ た アゲ ハ 上 農 の 光 を 受け 、 鬼 太朗 
| の チャ ンチ ャ ンコ に 上 顔 を 覆 われ て 消滅 する 。 
は ? 


日 の 





















































R 作 コミ ッ 


ヵ 隆一 時 よう 








良 る 。 女 夜 2 ぬ の 
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無言 で 迫る 、 全 身 が 「 奥 の 院 」 の 地獄 の 番 人 
ふだん は 地獄 の に ずら っ と 埋まり 眠っ て いる が 少し で も 音 が する と 
カッ と 目 を 見 開き 、 侵 入 者 めがけ て 追っ て くる 。 全身 の 火 の 熱 に よっ 
て 相手 の 攻撃 力 を 無効 に し て し まう 。 地 獄 へ や っ て きた 鬼太郎 た ち に 
複数 で 迫り 寄り 、 血 の 池 に 追い 込ん で し まう 。 第 114 話 

能力 @ 人 迫り 寄り 、 相 手 に 火 え つけ る 。 そ の 高熱 は 、 近 くに 寄っ 

た だ け で の ぼ せ て し まう ほど 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 
「 最 期 の 出会い ] に 登場 。 地 獄 の 溶 者 の 妖怪 で 、 璧 と 一 体 化 























し て いる 。 燃え 盛る 和 約 雪 の 体 で 集団 で 朋 い か か っ て くる 。 





hikyakudamnuki 
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【 ひ きゃ くだ ぬき 】 と と 


ス 、 


神通 力 を も つ 刑 部 旬 に 仕え る 情報 貞 

行 部 御 を 筆頭 に 、 人 間 界 を 支配 し 、 手 城 を 建設 し て いく 八 百 八 提 の 一 
匹 。 配 下 の 人 間 の 公務 上 員 は 手 の 尻 尾 を つけ られ 、 コ ント ロー ル さ れる 。 
ゴー グル を 付け 、 赤 い バ ンダ ナ を 首 に 巻い た パイ ロッ ト の よう な 格好 
で 、 戦 場 の 情報 を 集め る 。 報告 時 の 一 瞬 し か 姿 を 見 せな い 。 第 57 話 
能力 人 G 素早 い 動 き で 、 刑 部 旬 に 戦局 の 報告 を する 。 

















原作 コミ ッ ク で は ? 
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ひで り 伸 6 
【 ひ で り が み 】 
中 国 か ら 伝わっ た 、 俊 足 の 獣 身 


古代 中 国 の 書 『 山 海 経 】 に は 、 早 虹 を お こす 怪物 「 帝 ] と ある 。 
石 医 の 『 今 昔 百 鬼 拾遺 】 や 『 和 漢 三才 図 会 】 に は 、 猿 の よう な 
姿 で 、 足 は 風 の よ うに 速く 、 現 れる と 大 日 照り に な る と ある 。 








者 えた ぎる マグ マ に 落ち 、 な お 強く な る 


雲 、 温 度 、 湿 度 、 自 然 の 気象 条件 が 合う と 出現 。 街 で 暴れ た が っ 

て いた と ころ を ね ずみ 男 と 出会い 、 2 人 で 漫画 雑誌 の 編集 者 を 誘 

拐 し て 、 身 代金 を 要求 し よう と 面 策 。 じ ゃ ま を する 衝 太 郎 も 亡き 

者 に し よう と 襲い か か る 。 隠れ 家 は ひで り 山 の 洞穴 。 第 43 話 

能力 人 @ 妖 怪 ホ バー クラ フト を 操る 。 口 か ら 秋 を 噴き 、 火 日 に 落と さ 
れ て パワ ー ア ッ プ 。 さ ら に 岩 を 吸収 し 巨大 化 。 

最後 @ 野 づち に 吸い 込ま れ 、 吐 き 出さ れる も の の 1000 年 分 の 生 
気 を 吸わ れ ヨ ボ ヨ ボ に な っ て し まう 。 











漫画 を 描こ うと 意気 込む 

ね ずみ 男 に 謗 われ 漫画 を 描く が 、 ダ 

メ 出 し され 自信 を 喪失 する 。 野 づち 

上 に 吸い 込ま れ 、 生 気 を 吸い 取ら れ て 

よ ぼ よ ぼ に 。 第 29、43、52、57、80、 

104、108 話 、 劇 「 最 強 妖 怪 ] 

能力 @ 口 か ら 火 を 吹き 、 ホ バー クラ フト を 操る 。 全 身 を 火 で 包 
み 、 熱 の 力 で 強く な る 。 

最後 @ 野 づち に 吸い 込ま れ 、 生 気 を 吸わ れ て お と な し く な る 。 
ね ずみ 男 が 漫画 を 描く の を 手伝う 。 








機械 化 さ れ た 酒 の 味 に 不服 、 大 暴れ 
年 に 一 回 、 う まい 酒 ( 山 一 錦 ) を 飲 
ん で お と な し くし て いた が 、 機 械 で 
作ら れ た 酒 の 味 を 偽物 と し て 激怒 。 
雨雲 を 消し 、 米 農家 を 困ら せる こと 
則 菩 で 怒り を 晴 ら そ うと し た 。 第 76 話 
要 人 ゆ 炎 C。 火 の 中 に 入っ て 、 熱 す れ ば 熱 す る ほど 、 
強い 炎 の 塊 に な る 。 
最後 ぬ 砂 か け 婆 た ち が 雨 雲 を 連れ て 現れ 、 雨 を 降ら し 、 ひ で り 神 
の 力 を 封じ る 。 最後 は 酒 を 作っ て いる 一 家 と 楽し い 宴 会 を 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


「 ひ で り 神 ] で は 、 吾 風 を 吐く 。 [月 の 妖怪 桂 男 ] で も 大 男 
に 呼び 出さ れ 、 相 手 の 水分 を 蒸発 させ て 降参 させ た 。 
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生け 賛 を 要求 する 、 巨 大 な 人 間 の 形 を し た 
和歌 山県 の 第 岡村 沖合 い に ある 巨大 な 島 。「 海 ネ 
月 2 人 の 生け 賞 を 要求 。 生 け 罰 を 断 わ ら れる ど 
町 を 破壊 し て し まう 。 妖怪 ポ スト の 手紙 を 盗ん だ ね ずみ 男 は 生 
け 旨 の こと を 知り 、 鳥 へ 急行 。 ね ずみ 男 は マネ キン の 生け 賞 を 
渡し 、 生 け 賞 を 救う が 、 人 食い 島 は さら に 怒っ て 津波 を 起こ す 。 
責任 を と っ て 生け 費 と な っ た 村長 と 鬼太郎 は 人 食い 島 の 体内 に 
潜入 する が 、 村 長 は 浴 か され て し まう 。 和 鬼太郎 は ちゃ ん ちゃ ん 
この お か げ で 無事 で あっ た 。 島 全体 が 人 体 と 同じ 構造 を し て お 
り 、 生 け 婁 を 状 分 と し て 1000 年 も 生き 続け て いた 。 第 42 話 
能力 @ 鼻 息 は 突風 と な っ て 人 を 襲う 。 生 け 香 が 口 か ら 入 る と そ 

の 体 を 溶かし て し まう 。 生 け 芝 を 断る と 大 津波 を 起こ す 。 
最期 飲み 込ん だ 胃 の 中 の 鬼太郎 に 、 何 で も 溶かし て し まう 胃 
液 を スプ レー され 溶け て し まう 。 






























































海 和 尚 に 乗り 移ら れ た 「 人 喰い 島 」 
『「 人 喰い 島 ] と 呼ば れる 。 島 全体 が 人 
_ の 形 を し て いる 。 本 来 は 無害 な 島 妖 任 
だ が 、 若 い 娘 の 肝 を 食べ れ ば 人 間 に 戻 
れる と 信じ る 海 和尚 が 住み 着き 、 村 に 
- 若い 娘 の 生け 軟 を 要求 する 。 第 76 話 
能力 で 巨大 な 人 問 の 次 を し て お り 、 内 蔵 も すべ て 揃っ て いる 。 存 
まれ た 人 間 は 胃 で 消化 きれ 、 肛 門 の 部 分 か ら 排 出さ れる 。 
最期 @ 島 に 隠れ る 海 和尚 を 追い 詰め た 鬼太郎 が 放電 。 海 和尚 を 心 
臓 弁 へ 流れ させ て 退治 する 。 元 の お と な し い 島 妖怪 へ 戻る 























本 の 首飾り に 込め られ た 約束 を 守る 
巨大 な 鳥 の 妖怪 。1000 年 前 に 人 質 と 
| な っ た 美しい 娘 と の 約束 で 、 人 を 食べ 
る の を や め た が 、 彼 女 の 形見 の 首 館 り 
語 を ね ずみ 男 に 盗ま れ 逆 上 。 島 に いる 人 
語 問 た ち を 溶 か そう と する 。 第 20 話 
能力 @ 口 か ら 人 間 を 飲み 込み 、 肖 液 で 消化 し て 朱 湊 する 。 大波 
を 起こ す 。 ま た 人 間 体 を し て お り 、 動 く こ と も 可能 だ 。 
最後 や 事情 を 知っ た 鬼太郎 に よっ て 、 首 飾り が 人 食い 島 の 手 
返さ れる 。 怒り が お さま り 元 の 静か な 島 へ と 戻る 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


良い 量 ミー 較 吸 時 を 操り 海神 を 
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hitekuiuchi 


人 喰い 家 


【 ひ と くい うら ちと 】 


山小屋 か ら マ ンション へ 。 成 長 す る 、 妖 怪 ・ 家 鳴 の 住み か 
し 山奥 で 暮らし て いた 妖怪 ・ 家 鳴 の 住み か だ っ た が 、 人 を 食う 快 
感 を 覚え て どん どん 食べ 始め 、 そ の た びに 成長 する よう に な っ 
た 5 世 茸 き の 山小屋 か ら 普 通 の 一 軒 家 へ 変わ り 、 次 に 特大 の 洋 
風 ア パー ト へ 、 さ きら に 近 未 来 風 の 高級 マン ショ ン へ と 成長 し て 
) いく 。 妖怪 戦車 の 野 づ ち 砲 に 家 鳴 は 吸い 込ま れ 、 さ ら に 妖怪 戦 








車 の 体 当たり で 崩壊 。 食 われ た 人 々 は 元 に 戻っ た 。 第 92 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水木 作 品 「 一 万 大 目 の 男 ]」 が ペー ス 。 人 を 食っ て 


は 成長 し て いく 家 の 話 で 、。 住 民 で ある 妖怪 ・ 家 鳴 は 出 て こない 。 





hit0kKuihamna 





ジャ イア ント に よる 幻影 ? 妖魔 城 に 生息 
妖魔 城 に いる 妖怪 花 。 花 より 下 の サ ボテ ン の よう な 部 分 は 地 中 
に 埋もれ 、 敵 が 近づく と 飛び 出し て ぴょ ん ぴょ ん と 跳ね な が ら 
集団 で 追い か け て くる 。 花 びら の 中 央 か ら 黄 色 く 太い ホー ス の 
よう な も の を 突き 出し 、 敵 を 丸 符 み に する 。 第 98、99 話 

能力 @ 近づく と 、 跳 ね な が ら 追 いか け て き て 丸呑み に する 。 
最期 ジャ イア ント の 分 身 の 術 を 破る こと に よっ て 消え た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 























TV アニ メオ リ ジ ナ ル の 妖怪 。 






NitpkKli 四 DKHzl 


人 食い も くず 


【 ひ と く 〈 い も くす 】 






沼 に 住む 、 引 っ 付い て 離れ な い プ ラン クト ン の 塊 
山 の 中 の 沼 に 住む プラ ンク トン が 、 プ ラス チッ ク の 塊 の よう に 
な っ た も の 。 人 間 に 引 っ 付い て 、 剥 が そう と し て も な か な か 剥 
が れず 、 最 終 的 に ガイ コツ に し て 沼 に 沈め る 。 野良犬 た ち が 山 
ほど 車 に ひき 殺さ れ て いる こと に 腹 を 立て た すね こす り が 、 人 
食い も くず を 怪 自 動車 に 作り 上 げ て 操り 、 人 を 沼 まで 引き ずり 
込む 。 そ うし て 車 を 持た な いよ うに 和 讐 告 を し て いた 。 第 14 話 

原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼 太郎 以外 の 水木 作品 | 妖怪 自動 車 」 が 原作 だ が 、 人 食い も 
くず は 出 で と な い 乗 っ た 人 を 食べ て し まう 自動 車 の 話 。 





hyakkiVagV0um0o0nmi 


百 鬼 夜行 の 鬼 


【 ひ や っ き や ぎ ょ う の お に 】 「[ 


火 を 灯 し 行列 する 、 異 形 の 者 


「 ひ ゃ っ き や こ う 」 と も 読む 。 夜 中 に 異形 の 者 が 列 を な し て 歩き 、 
会 うと 遠近 の 者 が 死ぬ と いわ れ て いる 。「『 捨 草 抄 ] で は 、 出 
現す る 日 が 決ま っ て お り 、 そ の 日 は 外出 を 控え た と いう 。 


仲間 思い の 、 魂 の 通り 道 の 番 人 





病気 の 兄 買 と 、 そ の 
子 分 3 人 が 登場 。 普 段 
は 魂 の 通り 道 の 番 人 
で 、 夜 な 夜 な 行列 を 
組み 、 魂 が あの 世 へ 
行く の を 見 張っ て い 
る 。 魂 を 集め て 飲め 
ば 病気 が 治る と いう 
迷信 を 信じ 、 兄 貴 の 
た め に 廃 震 の 病院 で 
魂 を 集め る 。 第 91 話 











能力 金棒 を プロ ペラ の よう に 振り まわ し 、 鬼 太郎 の 髪 の 毛 針 
も は ね 返す 。 結 界 の 糸 ( 網 ) を 張る 。 鬼 の 張っ た この 網 は 、 
金棒 で な いと 切れ な い 。 

原作 コミ ッ ク で は 2? 








原作 に は 登場 じ な い 妖 怪 。 
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火 ほ うこ う 
【 ひ ほう こう 】 





伝承 に 残る ほう こう は まっ た く 違 う 
木 の 精 と の 説明 付き で 、 鳥 山 石 燕 の 今昔 鬼 拾 邊 】] に 描か れる 
ほう こう 。 し か し 、 地 水 火 風 を 操る と いう 記述 は な い 。 火 ほう 
こう は 、 ア ニ メ (原作 も 含め ) の オリ ジ ナ ル の よう だ 。 








ほう こう が 操 る 、 地 水 火 風 の ほ うこ う の ひ と り 
元 は 木 の 精 。 火 ほう こう は 、 ほ うこ う が 変 化し た も の で 、 ほ か 
に も 地 ほ うこ う 、 水 ほう こう 、 風 ほう こう が いる 。 顔 は め ら め 
ら と 燃え る 疾 の よう な 風貌 だ 。 ほ うこ う は 、 ね ずみ 男 に よる 住 
みか へ の 放火 に 怒り 、 生 命 の 根源 で ある 地 水 火 風 の ほう こう へ 
と 変化 。 口 か ら 火 を 吐き 、 リ モコ ント 歳 と 格闘 する 。 第 65 話 
能力 @ 口 か ら 地 い の ある 疾 を 吐き 出し 、 敵 を めがけ て 吹き か け 
燃やし て し まう 。 リ モコ ン 下 駄 を も 燃やす 。 

最期 @ 砂 か け 婆 と 子 泣き じじ い の 妖 力 に よっ て 蘇っ た 鬼太郎 に 、 
水 ほ うこ うと 東 ね られ 中 和 さ せら れ て 無 と な る 。 


せ 


























分 裂 し 炎 を 操る ほう こう 

砂 か け 婆 の 奄 に 詰め られ た ほう こう が 、 
地 水 火 風 の 4 種 の ほう こう に 分 裂 し た 
を 思ひ と り 。 潰 物 樽 を 燃やさ れ 、 濱 物 が 台 
l し だ と 怒り 、 火 を 放ち な が ら 攻 撃 。 
鬼太郎 ファ ミリ ー を ピン チ に お と し 入 
れる 。 そ の 正体 は 、2000 年 以上 生き た 巨木 の 妖怪 だ っ た 。 第 41 話 

能力 @ 指 先 や 手のひら か ら 圭 い の あ る 火 を 放ち 、 敵 を 燃やす 。 

最期 @⑯ 里 太郎 の ムチ で 水 ほ うこ うと ぶつ けら れ 、 互 い の 力 を 消 

し 合い 無 に な っ て し まう 。 










































「 ほ うこ う 」 以外 で は 、「 妖 怪 本 所 も ぶし ぎの 巻 】 で 、 ぬ ら り 
ひ ょ ん 主 催 の 集会 に 、 仮 面 を か ぶっ た ほう こう の 姿 が 。 
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hVakume 


百 目 


ユン グ | 変容 の 象徴 | の 挿絵 が モデ ル ? 
水木 し げ る 『 日 本 妖怪 大 全 ] に よる と 、 体 中 に 百 の 目 が つい た 
化け 物 で 、 人 に 会 うと 目玉 が 飛び 出し て つい て くる 。 カ ー ル ・ 
グスタフ ・ ユ ング の 変容 の 象徴 』 で は 百 目 と し て 紹介 。 


脱獄 の 手助け の 裏 に 謀略 あり 

















全身 に 100 個 の 目玉 
が 付い た 妖怪 。 百 目 
神社 に 住む 。 目玉 を 
飛ば し 刑務 所 の 囚人 
と 連絡 を と り 、 脱 獲 
の 手 は ず を 整え る 。 
脱獄 囚 に 水晶 を 見 せ 、 
生き た まま 地獄 の は 
し っ こ へ 送 届 。 狙い 
は 50 人 の 凶悪 犯 の 目 
玉 を 集め て 、 自 分 の 
コピ ー を 作る こと だ っ た 。 第 65 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 ] 
能力 で 目玉 を 飛ば す 。 妖怪 風 船 と な り 妖 気 が ス を 吐く な ど 。 
最期 妖怪 風船 に 突 を 開け ち 和 落ち て し まう 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 
「 賠 部 の 替 連 想 ] で は 全身 の 目 を 飛ば し て 攻撃 。 ま た 、「 天 






































太郎 と 妖怪 大 相撲 @ 巻 ] で も 登場 し て いる 。 


Voucehl 
病 昌 


【 び ょ うち ゅ う 】 








合体 する と 大 化け する 、 穴 ぐら 入道 の 飼う 虫 

トン ネル 工事 に 怒る 山の神 、 穴 ぐら 入道 に 操 ら れる 妖 虫 。 ふ だ 
ん は 穴蔵 に ある 瓶 の 中 に いる 。 毒 の ある 虫 を 、 妖 気 を 封じ 込め 
た 瓶 の 中 で 飼っ て お き 、 変 化 さ きせ せ た も の 。 赤 い 目 玉 の 巨大 な 必 
の よう な 人 容姿 で 、 人 間 の 生気 を 吸い 取り 、 発 執 させ る 。 第 107 話 
能力 生気 を 吸い 発熱 させ る 。 瓶 の 中 で 合体 し 、 大 ムカ デ と な る 
最期 @ 髪の毛 針 で 退治 され る 。 大 ムカ デ と な り 決 壊 の 璧 と な る 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 











TV アニ メオ リ ジ ナ ル の 妖怪 。 





hyakumenohouya 


百 目 の 坊 や 


【 ひ ゃ くめ の ぼう や 】 ご ぞ 








| まだ 妖力 を 開花 させ て いな い 、 偉大 な 父 の 子 


百 目 の 子ども 。 お 父さん 子 で 、 好 奇 心 が 姓 盛 だ が 騰 病 。 砂 か け 疲 
に 預け られ て いた が 、 勝 手 に 外 へ 出 て 人 間 界 で 迷子 に な っ て しま 
う 。 辺り を 「 境 目 ]- で 覗い て 回 る こと が で きる た め 、 ね ずみ 男 に 
金儲け の 材料 に さむ れ そ ぞう に な る 。「 遠 目 ] を し て いる 時 、 花 が 満 
開 の 妖怪 樹 を 発見 。 テ ント を 抜け 出し 、 妖 怪 樹 を 見 に 工場 跡 へ 
行っ た と ころ 、 ぬ ら り ひ ょ ん た ち に 捕まっ で し まう 。. 助 け に 来 て 


| 聞 に ピン チ と な っ た 鬼太郎 、 砂 か け 婆 を 助け る だ め 、 男 気 を 出し 


| 能力 人 @5km 以 内 を 、 





て 、 秘 め ら れ て いた 能力 「 金 縛り 」 を 開花 させ て 、 2 人 を 救う 。 
助け られ た 後 、 百 目 に 手 を 引か れ 帰 っ て いく 。 第 92 話 

目 を 一 個 飛 ば し 「 遠 目 ] で 覗い て 回 る 。 金 
縛り 。 じ つ は その 妖力 は 妖怪 界 で も 1、2 を 争う ほど 。 





気 の 弱 い 、 泣 き 虫 の 坊や 

折 し も 妖怪 界 で 野球 が ブー ム に な っ 
て お り 、 思 っ た と お り に 球 を 打てる 
と いう 妖怪 チー ム の バッ ト を 墓場 に 


泣き べそ を か き な が ら バ ッ ト を 探し 
て いて 、 鬼太郎 と 会 う 。 人 間 の 少年 が バッ ト を 拾っ た こ 
牙 ぐ る い に 怒 られ て し まう と 鬼太郎 に 立 き つい た 。 ま た 西洋 妖 
怪 と の 戦い で 、 ね ずみ 男 の 呼び か け に 集 っ た が 、 結 局 戦い に は 
参加 し な か っ た 。 第 1 、10 話 








"は ? 
水木 し げ る 原作 の 『 提 鹿 くん ] に は 、 60 年 代 版 と 同じ デザ 


イン の 百 目 の 子 が レギ ュ ラ ー と し で 登場 ずる 。 




















な くし て し まう 。 つ る べ 火 に 伴わ れ 、 





と を 知り 、 








hVouslhHe 





その 鳴き 声 か ら ? 名 の 由来 諸説 あ り 


九州 で いう 河童 の こと で 、 ヒ ョ ウズ ン ボ な ど と も いう 。「 ヒ ョ ウ 
ヒョウ と 鳴き な が ら 渓 流 を 行く こと が ある 」 と 語ら れる 。 ひ ょ 
うす べ の 姿 を 見 た 人 間 は 必ず 病気 に な っ て し まう と も いわ れる 。 























呈 。 間 
人 間 低 服 の た め 、 そ の 能力 を 利用 され そう に な る 
刀 州 に いる 日 本 妖怪 。 提 夫 郎 た ちと 西洋 妖怪 と の 戦い で 、 バ ッ 
クベ アー ド の 目 か ら 発 する 妖力 に よっ て 手下 と な っ て し まっ た 
鬼太郎 が 、 人 間 を 支配 する た め に ひょう すべ の 利用 を 提案 する 。 
提 太 郎 は 「 以 前 、 面 倒 を 見 た こと が ある 」 と 語っ て いた 。 ひ ょ 
うす べ の 姿 を 見 た 者 は 必ず 病気 に な り 、 ま た ぞ の 人 間 を 見 た 者 
も 病気 な る 、 と いわ れ て いる 。 第 10、11 話 

能力 @ 自 分 の 姿 を 見 た 者 を 病気 に させ る 。 ま た 、 そ の 人 間 の 姿 

を 見 た 者 を も 病気 に きせ る 。 




















目立つ 色 な の に 存在 感 薄い !? 

緑色 の 体 を し た 妖怪 。 お 化け を 信じ 
な い 会 社員 と 鬼太郎 が 言い 争い と な 
り 、 素 太郎 は 暴力 を 振る われ 、 た ん 

こぶ を 作る 。 仕返し を する た め 

酔っ ぱら っ た 会 社員 2 人 を 、 了 臨時 の 
特別 便 と 偽り 此 寺 電車 に 乗せ る 。 駅 の 中 で 、 会 社員 2 人 の 前 に 
現れ 、 和 驚か そう と する が 、 酔 っ ぱら っ て いる た め 和 気付 いて も ら 
たえず 、 し ょ ん ぼり する 。 その 後 も 鬼太郎 の 仲間 と し て 、 た び た 
び 顔 を 出す よう に な る 。 第 6、46、53、54、68、84、104 話 


























両手 に 魚 を ぶら 下げ て 登場 
ぬら り ひ ょ ん の 仕組 ん だ 妖怪 城 へ 向 
か う 鬼 太郎 た ちの 前 に 、 海 か ら 西 洋 
中 妖怪 の ブイ イ が 現れ る 。 強力 な 力 の 
較 前 に ビン チ に な る 鬼太郎 ファ ミリ ー。 
糧 そん な 時 、 助 っ 人 と し て 登場 し た 。 
小三 妖怪 と と も に 参上 し 、 魚 の 差し 入れ を 持っ て くる 。 まだ 
城 で は 、 人 喰い 花 に 吸い 込ま れ そ うに な り 、 必 死 で 逃げ ば る が 、 結 
局 吸い 込ま れ て し まう 。 鬼 太郎 が ジャ イア ント を 倒し た こと に よ 
り 、 人 喰い 花 は 消滅 し て 助かる 。 第 98、99 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 
ト 共 翌 コン ピ 。! わい らち と サカ ガリ の 巻 」 で は スパ イ と し で 殺さ 
れる 。 [ほら 小僧 妖怪 大 裁判 | な ど に も 端役 で 登場 。 
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貧乏 神 
【 び ん ぼう が み 】 
囲 炉 裏 に 住む と され る 疫病 神 


家 に 住み つき 、 貧 乏 に する 神 。「 徐 鬼 ] と も いう 。 昔話 や 落語 で 
は 押し 入れ に 、 民 間 伝 承 で は 囲炉裏 に 住む と され る 。 新潟 で は 
年 越し の 夜 に 囲炉裏 で 大 火 を 狂 く と 逃げ ば て いく と され た 。 










































































80′ 


金儲け を し て いる 家 に 行け と 言わ れる 、 迷 惑 な 存在 
東北 の ある 山村 の 、 人 の いい 老夫婦 の 家 に 住み つき 貧し くさ せ 
る 。 お か ゆ を 盗み 食い し た り 、 後 か ら 家 に や っ て きた 座敷 童子 
こ 出 て いけ と 言っ て 言い 争い を し た りす る 。 の 鬼太郎 た ち に お び 
き 出 され 、 老 夫婦 の 家 を 追い 出 き れる が 行き 場 に 困り 、 ね ずみ 
男 に と り 六 こう と する 。 第 12、55、 引 08 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
能力 @ 家 に 住み 着き 、 貧 乏 に させ て ひも じい 思い を させ る 。 
作っ た ご 飯 を 盗み 食い し て し まう 。 
最後 食べ 物 に つら れ 、 老 夫婦 の 家 か ら 追 い 出 きれ る 。 太 郎 
に ムチ で ま か れ 、 ぬ りか べ に 打ち 付け られ る 。 











死神 と 手 を 組み 、 ひ と 受 居 
最近 は 人 間 が 豊か に な っ て 貧乏 神 に 
と っ て は 不景気 。 死 神 と 手 を 組み 、 
.@。 播 り か ご か ら 墓 場 ま で の 「 ゆ りか ご 
ア 、】 カプ セル 」 を 発表 。 過 激 な デモ ンス 
に ンー トレ ーション を 行う 。 第 42 話 














鬼太郎 を 失神 させ 、「 ゆ りか ご カプ セル 」 に 閉じ 込め た 。 
最後 や 死神 と と も に みず か ら が 開発 し た 「 ゆ りか ご カプ セル ]」 
に 閉じ 込め られ 丈 察 へ レッ カー され る 。 


ロ コ ミッ は ? 
































力 で 何 の 武 召 も 使え な い が 、 工場 内 の 6 万 ボル ト の 電流 を 使い 、 











プイ イー 


3) 四 


地 中 に 住ん を で いる 魔性 の 老人 “ 土 の 精 " 


19 世 紀 の 作家 、 ゴ ー ゴ リ の 「 妖 女 (ヴィ イ )」 が 起源 で あり 、 一 
般 的 に は ゴー ゴリ の 創作 と 考え られ て いる 。 地 中 に 住ん で いる 


と 信じ られ て いる 、 雇 ろ し い 魔 性 の 老人 を 意味 する 。 








滑 事 S 
まぶた で 一 つ 目 を 隠し 、 極 寒 の 海 か ら 現れ る 
西洋 妖怪 四天王 の ひと り 。 ぬらりひょん の 潜 も 妖怪 島 へ 向かう 
鬼太郎 た ちの 行く 手 を 、 海 に 流水 を 張っ て 阻止 し た 。 大 口 を 開き 
鬼太郎 た を 吸い 込 も うと する 。 化け 鯨 に 体 当たり され 、 輸 入 
道 を 礎 み ご ん で 体温 が 上 が り 、 耐 え か ね て 隠し て いた 目 を 見 開 
ぐ 。- 輪 入道 が 腹 か ら 飛 び 出 す 時 、 前 歯 を 2 本 折ら れ た 。 第 98 話 
能力 大口 を 開け て 息 を 吸い 込み 、 敵 を 存 み 込む 。 冷 た い 息 を 
吐き か け 、 . 敵 や 此 の 毛 針 を 水 潰 け に する 。 
最後 や まぶた を めく っ た 目玉 に 上 鬼 夫 郎 の リモ コン 下駄 を 当て られ 
て 退散 し 、 海 の 底 の ほう へ 潜 う で いく 。 氷 は 解け て いっ た 




















死 入 に 取り 少く 背 棚 と し て 登場 
「 土 精 |] と いう 一 つ 純 の 妖怪 と し て 
登場 。 米 角 円 に 入る と 、 入 っ た 者 は 
妖 尾 た ちか ら 見 え を な く な る が 、 土 精 
、 の 大 き な 目 に は 見 える 。 ま ぶた は は ほ 
記 言 か の 妖怪 に 上 上げ て も ら う 。 第 6 話 
能力 @ ま ぶた を 開け で も らい 目 を 開く と 、 見 を な い は ず の 八角 
円 に 入っ た 者 を 見 と お せる 。 
最期 日 玉 に 髪の毛 針 を 受け で 倒 札 る 。 朝 陽 を 浴び 、 
竹 と と も に 乾燥 し て 消 減 す る 。 = 











ほか の 睦 








ブイ イィ と し て は 「 要 力 肖 手 権 大 会 」「 吉 怖 の 地 者 凍 了 の 
巻 ]。 土 策 と し て ほ [妖怪 大 裁判 | に 登場 し た 。 














flHKuP0SagBe futakuchi0nma 


クー 


ふく ろ さ げ ーー 日 女 の 


いく ろ さ け 】 ' [ふた くち お ん な 】 
長野 に 伝わる 、 氏 を 提げ た 旬 の 妖怪 髪 で 隠し た 後頭 部 に 歯 の 生え た 大 口 あり 



























長野 県 大 町 市 に 伝わる タヌキ の 妖怪 で 、 突 然 高 い 木 の 上 か ら 白 「 飯 食わ ぬ 女 房 、 夫 の 留守 に 後頭 部 の 口 で 大 食い する 」 と いう 
い 袋 を 下ろ す と いう 。 民俗 学研 究 所 編 『 総 合 日 本 民俗 語 薬 ] や 、 昔話 と し て も 知ら れる 。 本 性 は 山 始 や 凌 味 と され て いる 。「 絵 本 
柳田 国男 「 妖 怪談 義 ] な ど に も その 名 が 登場 する 。 百 物語 桃山 人 夜話 ] に は 、 意 地 悪 な 継母 と し て 登場 する 。 



























欲 深 さ が 信 と な る 、 タ ヌキ の 風貌 を し た 妖怪 

持っ て いる 袋 で 妖怪 を 包み 込み 、 妖 気 を 吸い 取る 、 欲 深い 性 格 。 

音 の 妖怪 が 苦労 し て 電 に 封じ し 込め た が 、 ね ずみ 男 に より 復活 。 

自分 を 封じ 込め た 妖怪 た ち を 乱 ん で 復讐 を 誓い 、 人 間 に も 妖怪 

の 恐ろし さ を 知ら し め る と 意気 込む 。 第 27、91、108 話 

能力 @ 袋 で 妖怪 エネ ルギー を 吸い 取り 、 紙 の よう に ペラ ベラ に 
する 。 袋 に た め た 妖気 で 右 に 穴 を 開け る 。 

最期 @ 鬼 太郎 の 肩 に 噛み 付き 妖気 を 吸い 取る が 、 吸 い 取り すぎ 
で 体 が 膨らみ 、 破 裂 する 。 再 び つぼ に 封 叩 され た 。 


俊敏 に 動く 髪の毛 で 、 敵 を 締め 付け る 
入ら ず の 森 で 冬眠 に 入っ て いた が 、 ね ずみ 男 に よっ て 100 年 の 眠 
り か ら 復 活 。 妖怪 城 を 建て 、 人 間 を 妖怪 に し よう と 企む 。 劇 中 で 
は ひと つの 口 し か 見 せ ず 、 名 前 も 呼ば t な か っ た (シナ リオ で は 
「 大 口 女 」)。 第 3 話 。 ま た ね ずみ 男 主催 の 「 妖 怪 シ ョ ー」 に 出演 。 
乱暴 な 客 か ら 口 に つっ か え 棒 を され て し まう 。 第 7 話 

能力 @ 甘 の 毛 を 伸ばし て 相手 を 捕まえ 、 締 め 付 ける 。 巨大 な 口 | 

で 相手 を 春 み 込む 。 
最期 や 妖怪 城 と と も に 、 再 び 封 印 さ れ て し まう 。 第 3 話 










































































妖怪 に と っ て は 危険 な 妖怪 

人 間 の 欲望 を 叶え 、 妖 怪 エ ネル ギー 
を 吸い 取っ て 生き る 。 そ の 昔 、 妖 怪 
た ち に よっ て 封じ 込め られ 山奥 の 洞 
六 に 理 め られ て いた が 、 2 人 の 泥棒 
に よっ て 悪用 きれ て し まう 。 第 20 話 
能力 @ ろ ぼ の な か に 入っ て お り 、 妖 怪 エ ネル ギー を 吸う と き に 
| は ゲ が 此 状 と な っ て 相手 の 体内 へ 。= 人 人間 の 願い を 叶え る 。 

最期 @ 妖 惨 エ ネル ギー を 吸収 し ょ 各 貫太 朗 @ 体 内 ^ 入 る が 、 

体 電 気 を 浴び て 逆 に エネ ルギー を 吸わ れ で し まう 。 


パト カー も 持ち 上 げ る 髪 の 威力 
た ん た ん 坊 と 組み 、 こ の 世 を 治め よ 
うと 企む 。 迷 の 毛 を 伸ばし て 巻き 付 
け 、 子 ども を さら う 。 後頭 部 の 髪 の 
中 に 大 き な 口 が あり 、 上 鬼太郎 を 食べ 
よう と する 。 第 1、86、91 話 
能力 人 後頭 部 に ある 好 の つい た 大 き な 口 で 、 食 い 付く 。 長 い 髪 
が 伸び 、 人 を 締め 付け る 。 

最期 捕っ た 鬼太郎 を 助け に 来 た 砂 か け 婆 に 砂 を か けら れ 、 視 
失っ て 妖怪 城 の 高 所 か ら 地 に 落ち る 。 
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人 間 の 欲望 で 、 妖 力 を た め 込む 
元々 は 中 国 出身 の 豆 狩 で 、 縄 文 時 代 
に 日 本 に 渡っ て きた 。 古 絢 の 玉 袋 が 
妖力 を 持っ た 。* 現 代 人 の 欲望 の パ 
ワー で 強く な っ た 。 鬼 太郎 の “ 袋 " 
| 補い 才 う 。 第 85 話 

| 能力 @ 欲 部 の 幻想 を 見 せ 、 欲 の 力 を 妖力 と する 。 箕 の 中 に 取り 
込み 、 消 化す る 。 お 腹 を 叩き 、 中 に いる 人 を 音 し め る 。 
| 

] 


牙 あ る 口 で 噛み 付 こ うと する 
後頭 部 に 大 き な 口 を 持つ 妖怪 。 た ん 
た ん 坊 ら と 妖怪 城 を 復活 させ 、13 人 
の 生け 罰 の 妖怪 を 集め る 。 無敵 と な 
る 夜 だ け の 世界 に し て 、 世 の 中 を 支 
配 し よう と し た 。 第 66、67、106 話 
能力 @ 暑 の よう に 伸び る 髪 を 自在 に 操り 、 敵 を 締め 付け た り 、 
投げ つけ た りす る 。 後頭 部 の 大 き な 口 で 相手 を 大 み 込む 。 | 
最期 太陽 の 光 を 浴び 、 妖 力 が 弱まっ た と ころ を ネコ 娘 に 顔 を 
引っ か か れる 。 締 め 縄 を され た 城 と と も に 封印 され る 。 
































































最期 @ ぬ りか べ が 袋 へ 入り 、 玉 袋 を 破裂 され る 。 ち ゃ ん ちゃ ん 
に 妖力 を 吸い 取ら れ 、 か わい い 豆 独 の 次 に 戻る 。 


原作 コミック で は ? 
「 ふ くる さげ |] に 大 形 の よ うな 形 で 登場 。 他 の 妖怪 の エネ ルギー 
を 主食 と する 。 鬼 太郎 の エネ ルギー を 吸い 取 ろ うと し て 自 減 する 。 











原作 コミ ッ ク で は ? 
「 括 怪 城 」 防 た 翌 天 裁判 [再生 妖怪 軍団 の 反撃 1 の 巻 」 に 登場 。 


[死神 大 戦記 | に 吉 ひ と コマ の み だ が 登場 する 。 | 
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fukkeshihahaa 
いぶ っ けし ば ば あ 】 
石 燕 が 創作 ? 行灯 の 火 を 吹き 消す 


火消 牛 と し て 、 鳥山 石 格 『 今 音 画図 続 百 鬼 』 の み に 登場 し 、[ 昔 
手 で ある 火 を 消す 」 と し て 描か れ て いる 。 鍋田 玉 英 画 『 怪 物 画 





























本 ] に は 、「 ふ っ 消し 婆 ] の 名 で 模写 され て いる 。 





電気 ば か り の 現代 に 腹 を 立て 、 人 間 を 困ら せる 

本 来 は ろう そく の 火 を 吹き 消す だ け の 妖怪 。 美 女 の 次 で 、 ね ず 

み 男 に キャ ンド ル の 火 を 灯 し て も らい 、 吹 き 消 し て いた 。 だ が 、 

電気 ば か り で 火 が 少な い 現 代 に 腹 を 立て 、 遊 園地 の 観覧 車 や 

ジェ ッ ト コ ー ス ター を 吹き 飛ば そう と する 。 鬼太郎 の ちゃ ん 

ちゃ ん こ を 着 て パワ ー ア ッ プ し 、 巡 が 火 を 倒す 。 第 50 話 

能力 人 息 を 吹き か け 、 秋 を 消す 。 口 か ら 強 風 を 吹き つけ 、 リ モ 
コン 下駄 すら は ね 返し た 。 

最後 @ 始 が 火 と の 対決 で 100 年 分 は 吹い た 、 と 満足 し て 、 美 女 の 
姿 に な り 遊 園地 の 観覧 車 の 下 に 消え る 。 























火 だ け じ ゃ な く 運 命 も 吹き 消す 
ね ずみ 男 と 共謀 し て 、 へ ぼ レ ス 
ー・ タ ンク 松竹 の 手相 を 消し て 運 

命 を 変え 、 強 い 力 と 凶暴 性 を 与え た 。 
その 力 を 悪用 し 、 銀 行 強盗 を させ よ 
うと する 。 第 8、54、80 話 

能力 人 @ た い 焼 き の マ シン の よう な も の を 使っ て 、 人 の 手相 の 運 

命 線 まで 吹き 消し て 、 人 の 運命 を 変え る 。 
























































最後 @ 妖 怪 挑 戦 状 に も と づく 勝負 に 敗れ て 居 直 る が 、 浪 を 受け 
て 退散 し 、 タ ンク 松竹 か ら 手 を 引く 。 
R 作 コ ミッ “ は ? 
D 尻 > 泊 の 0 
西 を 人 うお 日 本 妖怪 軍 写 場 




















funaVlureli 


[な ゆう れい 】 


全国 各地 で いわ れる 、 海 の 怪異 

海 や 川 で 死ん だ 人 の 審 が 船 と と も に 姿 を 現し 、 仲 間 に 引 き 入れ よ 
本 な ど に も 多く 
音 な どの パタ ー ン も ある 





うと する も の 。 各地 の 民俗 資料 や 江戸 時 代 の 怪談 
記述 が 見 られ る 。 怪 火 、 怪 光 、 タ 





幻影 、 怪 

















魂 を 奪わ れ 、 サ ラリ ー マ ン 生活 を 強い られ る 
eye れ て いる 、 海難 事 艇 の 遭難 者 た ちの 
。 海 座頭 の 財産 を 増やす た め 1 に 働か き が て いた た 。 遂に ひし ゃ 
く で 洛 水 を か け 、 沈め て 財産 を 奪う 。 第 26 話 で は 鬼太郎 た ちの 
イカ ダ で 栽 紅 し て いな も ゼ し 』 < 笑 水 を か け 、 全 減 さ せ て し まう 。 
鬼太郎 が 海 座 座頭 を 退治 ずる で る と の 人 間 ! こ 戻 れ た 。 第 26 話 
能力 や ひしゃく で 前 に 海水 を 入れ で 沈ま せる 。 海 中 を 注ぐ 。 
最期 ご 鬼太郎 に 魂 を 閉じ 込め る うほ の 善 を 閉 け て も ちい 、 風 租 
状 の 魂 を 手 に 入れ 人 間 に た 戻る 。 w プ 





海 座 頭 に 操 ら れ て 船 を 沈め る 
』 船 に 乗っ て 集団 で 現れ 、 ほ か の 船 に 
量 ひし ゃ く で 海水 を か け て 沈め て し ま 
う 。 源 平時 代 以来 、 争 い を 繰り 返す 
人 間 た ち に 対し て お ろか な こと は や 
W め ろ と 伝え た い 海 座頭 が 、 船 幽 霊 を 
使っ て 遂 を め る こ . と で メッ セー ジ を 発 レ で いた 。 第 50 話 
能力 や ひし ゃ く で 海水 を すく い 、 船 け て 船 を 沈め る 。 
最期 同じ 過ち を 繰り 返す な と 言 W 残 し て 、 海 座頭 は 消え た 。 
鬼太郎 に つぼ に 入っ た 魂 を 開放 し て も らい 人 間 に 戻 る 。 














海 和 尚 に 操 ら れ た 、 哀 れ な 魂 
海 で 遭難 し た 人 の 魂 。 謎 の 多い 妖 低 
と きれ て いた 。 ひ し ゃ く を 渡す ど ひ 
し ゃ く と と も に 巨大 化し 、 海 水 を す 
くっ て 船 を 沈め る 。 海 和尚 に よっ て 
幽霊 に され 操 ら れ て いた 。 第 77 話 
能力 @ 漁 に 出 て いる 漁師 へ 、 ひ し ゃ く を く れ と 追 る 。 ひし ゃ く 
を 渡す と 、 海 水 を か け て 船 を 沈ま せる 。 
最期 @ 鬼 太郎 た ち が 船 幽霊 を 操っ て いた 海 和 曽 退治 
霊 製造 の 液体 を 逆流 させ る 事 に 


原作 コミ 
「 海 訟 頭 ] で 、 船 必 











し 、 船 幽 
よっ て 大 間 に 戻 っ た 。 


ッ ク で は 2? 


PPE 
れ て いた 。 殊 を 解放 され 、 船員 に 戻る 。 




















海 座頭 に 納め さ 
















ホッ ーー、 


fmrawlni 
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こ は 羽 


夜行 op 
の ある 大 か 島 ら レ き も の 友 描 か ょ る 。 竹原 | 。 
物 語 】 で は 天 火 まう 名 で 出 で いる 。 ーーーー 
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ね ずみ 男 が 焼き 島 に し た が る 巨大 な ニ ワ ト リ 風 妖怪 

人 間 の 支 明 を 嫌う 妖怪 毛羽 毛 現 の 、 空 飛ぶ 乗 『 物 。 満 月 の 夜 - ト 、 
に 飛 符 中 、 フ クロ ウ に 攻撃 され て 墜落 し 、 地面 に 9 6 
0 こ を ね ずみ 男 に 及 けれ お 礼 の 意味 、 相 寄 |, 
が 男 を 背 に 素 系 ん あげ る 。 一 上 を っ ウト リ 過 で 

鳥 き 声 は 「 コ ケ ゴ ッ コ プ 」。 じ つ は ね ずみ 男 は 、 理 ま っ て いる る 

た く て 掘り 返し を だ け だ っ た 。 主 人 で ある 


ちり 火 を 焼き 島 に し 
沢 万 現 の 毛 を 急 べ る と 、 も も まず に 提 め る 。 

の 

毛 現 の 空 履 ぶ し 0 


| 能力 @ 乗 り 物 ど し て 空 を 飛ぶ 。 屋 根 の 上 に 立ち 、 イ 
IE 






























0 の 人 お 


で 空 を 飛ぶ 。 ま た 、 劇 「 最 強 妖 尾 」 
で は 、 日 本 妖怪 軍 の 一 員 と な っ て 中 
妖怪 と 戦う 。 空軍 に 参加 し 、 毛 激 
中 国 妖怪 の 侵略 を 退け た 後 で 開催 され 




















毛 現 を 乗せ て 出撃 する 。 
た 「 人 間 と 妖 作 友好 盆踊り 大 会 ] で は 、 子 ども を 乗せ て 空 を 飛 





ぶ 、 妖 怪 飛行 機 と な っ た 。 第 17 話 、 劇 | 最強 妖怪 」 
能力 人 や 妖怪 を 乗せ 、 巨 体 を 播 ら し て 空 を 飛ぶ 。 


" は ? 
所 現 で も 、 記 汐 毛 現 の 空 飛 ぶ 乗り 物 と され る 。 戦う 時 は フ 
ン を 落と し で て 攻撃 。 鬼 太郎 た ち を 毛 羽 毛 現 の 住み か まで 乗せ で いく 。 
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イ rankemstein 


ヲ ラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 
/ AN こる 
想 2 ふら ん けん し ゅ た いん 】 
映画 、 パ ロディ で 有名 な モン スタ ー 
1818 年 に メア リー・ シ ェ リ ー が 出版 し た 怪奇 小説 の 題名 。 小 説 


往 、 科 学者 フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン に よっ て 本 時 な 人 造 人 間 が 
り 山 さる 。 条 表 を 繰り 返し 、 後 に 北極 の 海 に 消え て 行く 。 














ドイ ツ 代 表 と し て 長 距離 自 動車 レー ス に 参加 

「 世 界 妖怪 ラリ ー 大 会 ] に ドイ ツ 代 表 と し て 出場 。 金 鉱 が 眠る と 
いぬ われ る 、 公 勝 賞品 の 佐渡 ヵ 鳥 を 狂う 。 水 虎 の 車 か ら 漏れ た ガ ソ 
M % で ネリ ッ プ し て レー ス を 中 断 。 途 中 か ら 鬼 太郎 に は 優勝 きせ 
ま W と 』 バッ クベ アー ド た ちと 結託 し て 鬼太郎 の じゃ ま を する 。 
鬼太郎 と 戦い 、 移 太郎 を 羽 交 い 絞め に する 。 第 54、58 話 

能力 @ 怪 力 で 襲い か か る 。 素手 で 体 を 押さ きえ つけ る 。 

最期 や ほか の 参加 者 と と も に 鬼太郎 を 毅 う が 、 髪 の 毛 針 を 顔 に 

# 浴び て 、 地 面 へ 倒れ て し まう 。 














虫 が 苦手 な 巨体 の モン スタ ー 
西洋 妖怪 軍団 の 一 員 と し て 、 ホ ウキ 
ド シ 島 に 上 陸 。 ぬ りか べ と 力 比べ を 
し て 投げ 飛ば す 。 毛 虫 ヤ クモ な ど 、 
いさ な 虫 が 嫌い 。 劇 「 妖 怪 大 戦争 ] 
第 51 話 で は 妖怪 ラリ ー に 参戦 。 吊 橋 
を 落と し て ライ バル の じゃ ま を する 。 第 51 話 、 劇 妖怪 大 戦 名 
能力 @ 怪 力 の 持ち 主 。 鬼太郎 一 行 が 乗っ た イカ ダ を 持ち 上 げ 、 
砂浜 に 投げ 飛ば し た 。 
最期 @ 噴 出し た 水流 に 流さ きれ て し まう 。( 劇 「 妖 怪 大 戦争 」) 
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西洋 妖怪 を 代表 する 怪力 男 
劇 「 汽 車 」 で は 地獄 か ら 脱 走 し た 











ョ 洋 




















葉 の 。 
人 妖怪 の 一 人 。 一 反 も めん に 顔 を 覆 わ れ 
90 る が 、 逆 に 引き ちぎ っ て し まう 。 邊 乳 
が 好き らし い 。 仲 間 は 狼 男 、 魔 女 、 吸 
血 鬼 。 第 64 話 で は 願い を 叶え る 伝説 の 
妖怪 石 を 狙い ラリ ー に 参戦 。 第 63、64 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 」、 劇 「 注 車 ] 


能力 怪力 で ネコ 娘 を 放り 投げ 、 汽 車 の イス を 外し て 投げ る 。 
最期 @ 砂 を か けら れ 、 一 反 も めん に 足 を 引っ 張ら れ 転 倒 。 側 頭 
部 を 強打 し た と ころ に 、 石 に な っ た 子 泣き が 落ち て くる 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
[ね ら わ れ た 寺 姫 ち 府 ん 」「 旗 怪 ラ リー」「 死 入 大 戦記 | 「 括 怪 実 選 
手 権 大 会 ]「 括 怪 大 戦争 ] [ゲバ ラ 、 ベ トナ ム に 現 る | | 」 な ど 多 数 登場 。 
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【 ぶ る ぶる 】 
ぶる ぶる と 岩 え る の は 、 幽霊 の 仕業 ? 
「 扇 々 ] と も 書く 。 女 の 姿 を し た 喚 圭 鳥山 石 燕 「 今 昔 画 較 続 


百 黒 』 で は 、 そ ぞ 神 も し く は 肛 病 神 と も いわ れ 、 居 が っ た 時 に 
首筋 が だ っ と する の は 、 ぶ る ぶる が 取り 選 い た か ら だ と され る 。 























住み か は 人 間 の 「 騰 病 な 気 」 で で き て いた 
峠 の トン ネル を 通る 及 病 な 人 た ち を 表 っ て 住み か へ 引き ずり 込 
み 、 寿 命 を 礁 う 妖 怪 。 人 々 の 及 病 な 気持 ち が 力 の 源 で あり 、 捕 
まえ た な か に 鷹 病 な 気持 ち を 捨て た 人 間 が いた せい で 、 力 が 羽 
まり 住み か か ら 引 きず り 出 され 、 鬼 太郎 に 捕まる 。 第 90 話 
能力 @ 府 病 な 人 以外 に は 、 姿 が 見 えな い 。 風 を 巻き 起こ し て 自分 
が 無敵 と な る 住み か へ 引き ずり 込み 、 寿 命 を 吸い 取る 。 
最期 @ 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ 、 オ カリ ナ 鞭 で 縛ら れ 
た うえ 、 つ る べ 火 に あぶ られ て 燕 発する 。 














二度と 同じ 手 に か か ら な い 利 口 な 妖怪 

峠 を 走る 車 の 運転 手 に と り 遇 いて 、 事 

逆 を 起こ きせ る 。 絵 に 封印 され て いた 

が 、 燃 や され て 出現 。 ア スピ リン と お 

湯 が 苦手 で 、 温 泉 で 弱っ た と ころ を 木 

に 貼り 付け に され る 。 第 23 話 

能力 @ 人 に と り 江 き 寒 け を 感じ させ 、 事 故 を 起こ きせ る 。 色 と 
な っ て 相手 を 包み 、 凍 ら せ る こと も で きる 。 

最期 @ ね ずみ 男 の 体 か ら 出 た と ころ を 鬼 太郎 に 吸い 込ま れ 、 風 
船 の 中 に 閉じ 込め られ て 空 に 飛ば され る 。 














珍味 !? 鍋 に され た ぶる ぶる 
封じ 込め られ た 巻物 を 焼い た た め 復 
活 。 鬼 太郎 に 木 に 貼り 付け られ 、 ね 
ずみ 男 に 持ち 帰ら れ 鍋 に され て し ま 
う 。 ユ メ コ に と り 古 く が 熱い 温泉 に 
よっ て ユメ コ の 体 か ら 出 て 行き 、 そ 
の 温泉 宿 に 向かっ て くる バス を 襲 お うと する 。 第 25、104 話 
能力 @ 人 が 怖い と 思う と き の 、 背 筋 が ヒ と ヤ っ と する 冷気 を 食べ 
る 。 体 の 中 に 入る と 、 そ の 者 を 凍ら す 。 
最期 @ 岩 に 髪の毛 針 で 貼り 付け られ 、 封 じ 込 め ら れる 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 村 の 妖怪 ] で は 、 鬼太郎 の 圭 毛 で の み 固定 で きる と され る 。 
[再生 妖怪 軍団 の 反撃 ! の 巻 ] な ど に も 登場 






















































































































































































巨大 化し た あか な め 退 治 の 救世 主 ! 
東京 に 溢れ る ゴミ の お か げ で 生活 に 困る こと が な く 、 進 化し て 知恵 
が つい た ハエ 。 喋 る こと が で きる が 、 ね ずみ 男 の 商 売 に 利用 きれ そ 
うな 時 は 口 を 利 か ず 、 た だ の ハエ の ふり を し て いた 。 ゴ ミ 処 理 場 に 
いる ね ずみ 男 に 話し か け て 自分 の 存在 を 知ら せ 、 夢 の 島 で 化学 変化 
が 起き て 、 ゴ ミ の 中 か ら 人 怪物 (巨大 化し た あか な め ) が 生ま れ そ う 
な こと を 太 郎 た ち に 皿 告 する 。 ね ずみ 男 の 無知 を 論 し 、 巨 大 化し 
た あか な め を 退治 する 方 法 と し て 、 ゴ ミ の 中 か ら 拾 っ た 古代 植物 の 
種 を 託す 。 ネコ 娘 が あか な め を 倒し て 街 が 平和 に な っ た こと を 見 届け 、 
「 人 間 ど も よ 、 過 ち を 再び 起こ す な か れ 」 と 言い な が ら 去 っ て いく 。 
第 28 話 
能力 @ ハ エ で あり な が ら 知 識 と 知恵 を 備え 、 人 語 を 解す る 。 し 
か も ね ずみ 男 に 利用 され な い 了 臨機 応変 な 対応 も 。 
最後 や 古代 植物 が 巨大 化し た あか な め を 減 ぼ し 、 東 京 に 緑 が 
戻っ た こと を 見 届け て まっ て いく 。 


人 語 を 解す る 新種 の ハエ 

= 知恵 バエ と 名 乗る 。 多 く の ゴ ミ に 

よっ て 頭 が 進化 し た 、 人 語 を 解す る 

\ エ 。「 地 球 上 の 生物 は 複雑 に 化合 

し た 結果 生ま れ た の だ 、 人 類 お ご る 

な か れ 」 と 語る 。 第 33 話 

能力 な 人 間 の 言葉 を 話し 、 人 間 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 。 
知能 は 高く 、 複 雑 な 話 も で きる 。 

最後 人 @ あ か な め が 退 治さ れ て 、 き れい に な っ た 東京 は 自分 の 住 
みか で は な い 、 と 飛ん で いっ て し まう 。 

































































知能 が 進化 し た パ エ 。『 あ か な め ] に 登場 。 あ か な め の 出 現 





を 予言 し 、 そ の 解決 の 知恵 を 提示 し た 。 


fukunekami 





ボカ スカ 打てる ! バッ ト に 込め た 不思議 な カカ 
妖怪 チー ム の た め に 、 樹 齢 2000 年 の 霊 木 か ら 作 っ た バッ ト を あ 
げた 。 だ が バッ ト は 人 間 の 少年 に 拾わ れ 、 そ の 少年 た ち は バ ッ 
ト の 威力 で 連戦 連勝 。 彼 ら が バッ ト の 力 に 頼り きり 努力 を し な 
く な っ て し まう 、 と 昌 太 郎 に 相談 を 受け 、 少 年 の 眠っ て いる 間 
に バッ ト に 込め た 神通 力 を 消す 。 第 26 話 

能力 @ よく 打てる バッ ト を を 作る 。 ま た 、 その 効力 を 消す 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 


原作 に は 登場 し な い 括 怪 。 
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営 太 


【 ほ れ ね た 】 





死神 の タブ ー を 犯す 父 を 案じ て 鬼太郎 に 相談 
死神 の 息子 。 父 が 霊魂 集め の ノル マ を 達成 で き な い た め 


め に 、 地 獄 で 
いじ め ら れ て いた 。 母 の 青子 と と も に 、 消 息 の 途 絶え た 父 を 心配 し 
て 日 本 に や っ て くる 。 地獄 の 搾 を 破り 、 人 間 の 命 を 故意 に 奪っ で ま 
で ノル マ を 達成 よう と し て いる 父 を 止め る た め 、 提 太郎 に 協力 じ 
て も ら お うと 、 パ シャ に 礁 われ た 鬼太郎 の 魂 を 救出 し た 。 第 45 話 
最後 @ 土 魂 集め の ノル マ を 達成 し 、 一 家 で 地獄 へ 戻れ る 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 


I 死神 ] の 戻 ゆ の の る 富 坦 
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に 7 だ た 
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ペナ ン ガ ラン 
【 ぺ な ん が らん 】 
異様 な 姿 で 、 子 供 や 妊婦 の 生き 血 を 狙う 














東南 アジ ア (マレ ー シ ア ) の 吸血 怪物 。 女 の 妖怪 と きれ 、 ポ ボン 
ティ アナ と も いわ れる 。 夜中 に 生 首 の 下 に 消化 器官 を お ぶら下げ 
て 空 を 飛ぶ 。 血 を 吸っ た 後 は 、 











消化 を 助け る た め に 酢 に 浸かる 。 











吸血 樹 の 完全 復活 を 願う 、 吸 血 妖怪 三 人 衆 の ひひ とり 
アジ ア の 最強 吸血 妖怪 三 人 衆 。 い ば っ て は いる が 、 間 抜け な 性 格 。 
身体 の 中 は 妖怪 血液 だ どら け 。 目玉 お や じ を 飲み 込ん だ こと で 鬼 太 
郎 の 仲間 に つか まり 、 ミ イラ に な っ た 和 太 郎 を 救出 する た め 、 鬼 
太郎 を 春 み 込ん で し まっ た 吸血 な まこ に 入れ られ る 。 第 104 話 
能力 @ 空 を 飛び 、 相 手 を 丸呑み に し て 血 を 吸う 。 体 の 中 に は 妖 
怪 血 液 が 詰まっ て いる 。 

最期 で 吸血 な まこ に 飲み 込ま れ た 鬼太郎 を 救う た め 、 ネ コ 娘 の 
入れ られ 、 妖 怪 血 液 を 吸わ れる 。 
























































手 で 吸血 な まこ に 











歯 は 弱い !? 吸血 妖怪 
胃袋 の よう な 風貌 の 空 飛ぶ 吸血 妖怪 。 
ドラ キ デ ラ と と も に 吸血 妖怪 樹 の た 
め に 、 麗 向 の 妖怪 血液 銀行 を 襲撃 す 
る 。 子 泣き 爺 に 吸い つく が 、 石化 き 
村 で 撮 し ゃ 選 き LIL まう > MM 
能力 〇 空 を 飛び 、 鋭 い 牙 で 評 を 吸う 。 飛 行 ん 突進 す 
る と き は まる で 全 算 が バネ の よう 
最期 @ 石 に な っ た 子 泣き 爺 た 押し つぶ され 、 骨 に た っ で いる 大 
上 の 人 の 和 を 設 で 抜き 取 ち われ た 。 | 
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人 を 和 
大 の 中 で 








か FaY742451 
* き れ 復活 。 鬼 太郎 の ちゃ ん 
訪 こ し た 削 の 店 必 カ で 客 











能力 @ 空 を 飛 














還 た 220 目 を 回 し て 
原作 コミ ッ ク で は ほる? 


面 戦 小笠 ま 共 日 の 妖 怪 弄 液 家 

































































と 1 1 














hahydnrotahol の の 


べ ビ ー 況 田 坊 











ルレ 


【 べ びー どろ た ぼう 】 避 





























ホー ス の 水 で も 溶かさ れ ち ゃ う 、 赤 ちゃ ん 泥 田 坊 

大 きい 泥 田 坊 と 同様 に 泥 か ら で き て いる 、 子 ども の 泥 田 坊 。 田 
ん ぼ を 守 ろ うと する 少年 ・ 直 也 と 友達 に な り 、 れ まわ る 大 き 
な 泥 田 坊 を ふた り で 止め よう と する 。 泥 田 坊 に 攻撃 きれ そう に 

な っ た 直也 を か ば い 、 ま た 鬼太郎 も 助け た 。 第 22 話 

能力 @⑯ 水 で どろ どろ に 流 き ほれ て も 、 元 の 形 に 復活 で きる 。 

最後 @ 泥 田 坊 の 後 を 追い 、 笑 顔 で 直也 の 家 の 田んぼ に 消え る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 



































TV オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 


ヘン ラ ヘ ハラ へ ハラ ブフ 


【 へ ん ら べ へら へ ら 】 

























































































鬼太郎 そっ くり の ヘン ラ ヘ ラ ヘ ラ も 登場 

へ ら へ ら と 笑い な が ら 浮 遊 し 、 妖 怪 ・ ケ ラ ケ ラ 女 の 命令 で 街 を 
破 載 す る 。 目玉 お や じ に よる と 、 人 間 で も 妖怪 で も な い 、 正 体 
不明 の 生き 物 。[ 妖 惨 ケ ラ ケ ラ トン カチ 」 で 頭 を 叩く と 、 叩 か れ 
た 人 物 そ っ くり の ヘン ラ ヘ へ ヘラヘラ が 出 て くる 。 第 95 話 

能力 @ 笑顔 の まま 宙 に 浮き 、 飛 び 回 りな が ら 街 を 壊す 。 

最期 @ ケラ ケラ 女 が 反省 する と 、 自 然 に 消 を えて し まう 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 

0 天 
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の 本 は 公 寺 良 魂 。 














hp0luk0ol 
by _] b。 】 
は うこ りう 
【 は ほう こう 】 
犬 の 味 !? 食べ られ た 記述 が ある 木 の 精 


「 彰 侯 ] と 書く 。 中 国生 まれ の 木 の 精 。『 和 漢 三才 図 会 』『 捜 宰 記 』 
の 呉 の 彰 侯 の 逸話 に は 、 人 面 を 持っ た 時 大 の よう で 、| 木 を 切る 
と 中 か ら 出 て きた の で 煮 て 食べ た 」 と ある 。 























お と な し い 漬 物好き 男 に 拐 し た 、 木 の 妖怪 

2000 年 以上 経っ た 木 が 変化 し て 生ま れ 、 木 か ら 出 て 自由 に 生活 

で きる よう に な っ た 妖怪 。 な ぜ か 症 物 好き 。 生 命 の 根源 で ある 

地 ・ 水 ・ 火 ・ 風 の 本 体 を 持ち 、 に 操る 。 和 杉山 杉 太郎 と いう 

人 の よい 男 に 拐 し て 大 杉村 で 大 根 泥棒 を 働き 、 ね ずみ 男 と と も 

に 、 家 に ある 巨大 な 濱 物 樽 で 漬物 を 作っ て いた 。 第 65 話 

能力 @ し びれ 薬 が 付い た 歯 を 飛ば し 、 相 手 を し びれ させ る 。 巨大 
な ノコ ギリ を 振り 回 し て 困 れ る 。 地 水 火 風 に 分 離す る 。 

最期 @ 地 ほう こう 、 水 ほう こう 、 火 ほうこう 、 風 ほう こう に 変 
化し 、 火 は 水 と 、 地 は 風 と 合わ きれ て 無 と な り 、 消 減 し た 。 






























































世界 一 うま い 漬 物 に か ける 執念 
2000 年 以上 年 を 重ね た 縄文 杉 の 精 。 
鬼太郎 の 妖怪 パワ ー 入 り ス タ ミ ナ 鞭 
け を 作っ て 大 儲け し よう と 、 ね ずみ 
男 に も ちか ける 。 朱 太 郎 潰 け を 腹 
いっ ぱい 食っ て や る ! と 発言 。 聖 な 
AD し て 漬け 込む 。 復活 し た 鬼太郎 と 戦 

、 砂 か け 婆 の 持つ つぼ に 吸い 込ま れる 。 第 41 話 
滞 0 の 20509 0 毒 の 牙 を 飛ば す 。 
最期 鬼太郎 に それ ぞ れ の 力 を 打ち 消さ れる 。 
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HO0IHBO0OIIa 


営 女 


【[ ほ ね お ん な 】「 
男 に 逢い に や っ て くる 、 あ の 世 の 女 


三遊亭 円 朝 『 怪 談 牡丹 灯籠 』 や 『 伽 婦 子 』 に 登場 する 女 の 亡 霊 。 
鳥山 石 李 『 今 音 画 0 に も 骨 だ け の 女 と し て 描か れ て いる 。 
歩く 骸骨 の 女 が 登場 。 
































また 、「 東 北 怪談 の 旅 」 








着物 に 長い 髪 、 不 気味 な 財 骨 の 女 
大 首 の 子 分 。 長 い 敵 の 生え た 骸骨 の 女 。 大 着 の 食糧 と な る 優秀 な 寺 
魂 を 集め る た め に “ポッ クリ 病 ' を 流行 ら せ 骸骨 の 手下 を 引き 連 
れ て 墓 を 掘り 起こ 
命 を 狙う 。 ま た 、 赤 誠 の 子 分 に な っ た こと あっ た 。 第 26、31 話 
能力 で 体 の 骨 を 投げ つけ る 。 首 が 外れ る ぷ ヾ - 普 だ げ 飛 ぶ こと 
が 可能 。 死 体 か ら 魂 を 抜き 取り 、 大 首 べ 届け る 。 
最期 で 子 泣き 多 に 捕まり 首 が 外れ 砂 か け 疲 に 砂 を か けら れる s 
大 首 が 退治 され る と 一 緒 に 消滅 じ て し まっ た 。 





合計 3 人 の 主 に 仕え る 尻 軽 女 !2 
赤 舌 、 大 首 こ 家 鳴 と 、. 合 計 3 和信 の 妖 
怪 に 仕え る 家 来 と し で 3 虎 登 場 。 第 
35 話 で は 、「1000 年 王国 ]」 を つく ろ 
うと いう 赤 舌 の 野望 の 手助け を する 。 
赤 舌 が 叔 太郎 に 倒さ きれ た 後に は 、 ね 
「 2 人 だ け の ユー トピ ア を つく ろう 」 と 言 








い 和 寄っ た こ 


・ 家 鳴 に 仕 


ずみ 男 に 
と も 。 ま た 第 92 話 で は 、 人 喰い 家 の 家 主 で ある 妖怪 
える 。 ユ メ コ の ふり を し て ね ずみ 男 を 誘い 出し て 味方 に つけ 、 
人 喰い 家 の 食 糧 に な る 人 間 を 集め させ た 。 第 85、40、92 話 











ョ 大 首 復活 に か け 続け る 執念 
[縄文 王国 ] 復活 を 大 義 と し て 大 首 を 
生き な が ら え きせ て いた 、 縄文 王国 の 
8 大 痢 の 食糧 を 確保 す る た め 央 の 
詰 工 場 を つく り 、: ね ずみ 男 を そそ の 

か し て 場 で 働か せ た 。 第 82 話 
能生 舘 の 音 を 関 く と 、 自由 を 奪わ れる 。 人 間 を 集め で 骨 向 
詰 に し て 、 大 首 へ 献上 する 。 美女 に 化け る こと が で きる 。 
最期 ら 履 心 し た 大 間 の 龍 を 見 て 、 直 
大 首 と と も に 、 み ず か ら 洞 留 の 中 に 封印 きれ た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 赤 舌 」「 大 音 」 で き 、 そ れ ぞ れ に 操 ら れる 手下 と し て 登場 































し て いた 。 ネコ 娘 に 此 を 飲ま せ で 操り 、 鬼 太郎 の 


こ 魂 を 売っ だ 自分 を 長 省 。 





いずれ も ね ずみ 男 を 利用 し て 、 鬼 夫 郎 の 命 を 狙っ た 。 








DOItePgelist 
ポル ター ガイ スト 
【 ぼ る た 一 が いす と 】 
物 が ひと り で に 動く 心霊 現象 


ドイ ツ 語 で “騒が し い 霊 "を 意味 する 言葉 で 、 
勝手 に 動く 、 誰 も いな い の に 音 が する 、 な どの 心 圭 








般 的 に は 物 が 
現象 を さす 。 


ポル ター ガイ スト を 題材 に し た 映画 や 小説 も 製作 され て いる 。 


ー 言 も 発 さ ず 、 飛 ん で 襲い 掛か る 


西洋 妖怪 。 ぬ ら り ひ ょ 
ん の 妖力 で 生み 出さ れ 
た 見 上 げ 入 道 と と も に 、 
道頓堀 で 「 妖 尾島 | 出 
現 の た め の 鏡 の 破片 を 
探す 。 こ う も り 猫 と 鬼 
太郎 の 戦い の 中 で ちゃ 
ん ちゃ ん この 下 に 潜り 
2 2 
吸っ た 。 ネ コ 娘 た ち 

郊 い か か ろう 2 























む が 、 ぬ りか べ に 阻止 され る 。 第 96、97 話 
能力 背後 より 噛み つき 、 妖 気 を 吸う 。 
最期 @ ぬ りか べ に 和 突 

原作 コミ 


し 、 つ ぶれ る 。 
ッ ク で は ? 







原作 に は 登場 じ な な い 召 


matagoP0olnni 


馬 郎 





80' 

















鬼太郎 た ちの ピン チ を 救っ た 、 気 の いい 鬼 

「 万 有 自 看 玉 」 を 持つ 春 衣 湊 を 捜し て いる 途中 、 地 獄 の 火 の 中 に 落 
ち そ うな ネコ 娘 を 見 つけ 助け る 。 鬼 太郎 が 春 衣 疲 に や られ そう に 
な っ で いる こと を 知り 、 万 有 自 在 玉 を 破壊 すれ ば 、 胡 疲 は た だ の 
| 老 淡 に 戻る と 教 ん 、 そ の た め の 針 を ネコ 娘 に 渡し た 。 第 39、80 話 

| 能力 で 地獄 に いて 、 万 有 自 在 玉 を 無力 に する 針 を 持つ 。 




















原作 コミ 2 ク で は ? 
「 奪 衣 波 ] に 。 地 獄 の 丁目 に いる 鬼 ど し て 登場 。 春 衣 店 に 
対抗 する た め の 人 金剛 針 を 目玉 お や じ に 託し た 。 











5 








makuPagaeSshi 


まく ら 返 し 。 


【 ま くち も が を し 】 
上 の 隊 連 ち 下 宮村 お の 


枕 小僧 と も いう 。 朝 起き る と 枕 が あら ぬ 方 向 へ 移動 し て いる 
異 。『 妖 怪 の 民俗 学 ]」 で は 、 枕 を 返さ れる と 魂 が 夢 か ら 肉 体 へ ) 
れ な いと され る 。 東北 地方 で は 、 座 敷 章子 の 仕業 と され る 。 








測 了 



































尽 夜 問わ ず 、 夢 の 世界 へ 引き ずり 込む 

夢 の 世界 に 住む 妖怪 。 毎 晃 夢 を 見 て 領分 を 荒らす 夢 吉 に 色 り 、 
夢 吉 を 「 夢 の 世界 ] へ 引き ずり 込 も うと し た 。 夢 吉 を 助け に 現 
れ た 移 太郎 と 夢 の 世 界 で 対決 。- 腕 の リン グ で 目玉 お や じ を 捕 ま 
えて 遠く へ 飛ば し 、 鬼 太郎 を 眠ら せ て ノコ ギリ 引き に し よう モ 
し た 。 夢 を 食べ て し まう 動物 の パク と 、 指 が 苦手 。 第 28 話 


は め て 自由 に 操る 。 眠り 





能力 @ 手 足 の リン グ を 飛ば し 、 相 手 に 
粉 を 投げ つけ 、 相 手 を 眠ら せる 。 
最期 @ 現 実 世 界 に 








現れ 、 動 物 園 の バク に 食わ れ て し まう 。 


香炉 を 使っ て 、 夢 を 操る 
香炉 を 命 の 次 に 大 事 に する 、 夢 の 番 
人 。- 体 の 成分 が な めく じ と 似 て お り 、 
塩 を か けら れる と 動け な く な る 。 肥 
点 は 獲 。 第 86 話 で は 、: ぬ ら り ひ ょ ん 
| に 香炉 を 春 わ れ た 。- 後 に 鬼太郎 の 促 
間 と し て 活躍 。 、86 話 、 劇 「 最 強 妖怪 | [妖怪 大 戦争 ] 
能力 @ 眠 り 砂 で 人 を 眠ら せ 、 香 炉 か ら 出 す 妖 気 で 悪夢 を 見 せる 。 
最後 @ 鬼 太郎 が 呼ん だ 獲 に 、 鼻 か ら 吸 い 込ま れ そ うに な り 観念 
する 。「 妖 性 手 形 ] に 手 を 付け て 、 夢 の 世界 に 戻っ て い ぐ 。 


























多忙 な 現代 の 子ども を 狙う 

人 の 夢 の 中 に 、 自 分 の 仕掛 けた 夢 の 
< 引き ずり 込む 。 始 め は いい 夢 を 
見 させ て 誘い 、 奥 に 行く に 従い 悪夢 
と な り 、 最 後に は 魂 を 食べ て し まう 。 
8 | 夢 の 中 へ 来 た 鬼 太郎 の 首 を 切 ろ うと 
塩 を か けら れ 、 手 が 溶け て し まう 。 手 を 取り 返 そ うと 
太郎 に 挑む 。 第 15 話 

引き ずり 込む 。 




































する が 、 
現実 世界 まで 追い か け て 、 再 び 

















現れ 、 自 分 の 仕掛 けた 夢 の 中 に 








能力 @ 夢 の 中 に 


















































最期 @ 一 反 も めん に 塩 を か けら れ 、 溶 け て 虹 と な り 消 える 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
日 本 妖怪 の 層 才 























一 方 で 暗い 歴史 を 持つ 、 童話 に か か せ 放 存在 
ヨー ロッ パ の 俗 信 で 、 魔 術 、 呪 術 な ど を 使い 、 魔 力 を 持つ 女性 
の こと 。 中 世に お いて は 、 キ リス ト 教 会 に 対し て 害 を 与え る と 
考え られ 、 弾 効 さ れん た 。 ま た 、 西 洋 の 童話 な ど に も 多数 登場 。 











魔法 が な く な り 、 た だ の 人 間 の お 婆さん に な る 
魔王 の 命令 で 10 人 の 少女 を 魔女 に し よう と 企む 。 魔女 に な り た 
い 少 女 か ら 魂 を 奪い 、 魔 女 に し て し まう 。 その 後 も 仲間 を 増 や 
そう と する が 、 鬼 太郎 に 阻止 され る 。 魔女 の 持ち 物 を 焼い て し 
まえ ば 、 人 間 に 戻 る 。 第 10、11、18、54 話 、70 年 代 ・30 話 
能力 @ ホ ウキ で 空 を 飛ぶ 。 幻 覚 を 見 せ 、 変 身 も 可能 。 毒 を 使い 
人 間 の 魂 を 春 う 。 帽 子 の 先 は レー ダー に な っ て いる 。 
最期 や ロー プ の よう に 変身 し た 鬼太郎 に 捕まる 。 逃がし て も ら 
う が 、~ 関 王 に よっ て 普通 の 人 間 に さ れ て し まう 。 











日 本 妖怪 を 襲う 、 手 強い 相手 
バッ クベ アー ド と と も に ホウ キ ボ シ 
島 に 上 陸 。 日 本 を 占領 し よう と 、 日 
本 の 妖怪 軍 と 対決 する 。 ま た 、 フ ラ 
ンス 代表 と し て 「 世 界 妖怪 ラリ ー」 
に も 参加 。 そ の 魔力 で バッ クベ アー 
ド を 石化 し た 。 第 51 話 、 劇 『 妖 怪 大 戦争 」 

能力 @ ホ ウキ で 空 を 飛ぶ 。 ホ ウキ で 砂 を か け 、 日 本 妖 必 を 苦し 

め る 。 カマ を 出し 、 子 泣き 爺 た だ ち に 襲 いか か る 。 
最期 @ 廊 場 版 で は 噴出 し た 水流 【 に 流さ きれ て し まう 。 


ね ずみ 男 に 惚れ る 、 稀 有 な 感性 
地獄 か ら 脱走 し た 西洋 妖怪 の ひと り 。 ね 
ずみ 男 に 惚れ て 迫り 
香水 の よう だ と 言う 。 劇 | 洗車 」。 第 64 
位 話 で は 、 妖 怪 ラリ ー に 参加 し 、 第 1 ポイ 
ント で 狼 男 と と も ゃ に マグ マ に 落ち る 。 
能力 @ 呪 文 を 唱え 、 爪 を ハサミ に 変え て 攻撃 。 ホ ウキ に 
空 を 飛ぶ こ と が で きる 。 
最期 ⑥ 劇 場 版 で は 、 ね ずみ 男 に 追 り 
も で ル ま うう 


原作 コミ ッ ク で は ? 


の 衣 














、 強 烈 な 必 を くら っ て ダウ 





















































、 ね ずみ 男 の 口 臭 を | 


乗っ て | 














中 dPIHgB 


【 ま る げ 】 































































































自分 の 子ども を 守る た め 、 無 口 を 買 く 

第 1 部 44 話 で は 、 妖怪 ・ 逆 柱 の 手下 と し て 登場 。 逆 柱 に 子ども 
た ち を 人 質 に 取ら れ 、 奴 款 と し て 使わ れ て いる 。 妖怪 貯金 箱 に 化 
け て 、 子 ども た ちの 小遣い を 春 っ て 逆 柱 に 届け て いた 。 鬼 太郎 に 








捕まっ た と きも 、 逆 柱 に 人 質 に な っ て いる 自分 の 子ども た ちの こ 
と を 思い 黙秘 を 貫く な ど 、 骨 の ある と ころ も 見 せる 。 素早 い 動き 
で 木 の 上 を 飛び 回 っ て 、 鬼 太郎 を 翻弄 する 。 鬼太郎 が 逆 柱 を 倒す 
と 解放 きれ 、 親 子 と も ども 自由 の 身 と な る 。 ま た 第 2 部 ・2 話 で は 、 
日 本 を 侵略 に 来 た 中 国 妖怪 ~・ チー の 住む 妖怪 城 に 、 目 玉 お や じ と 
と も に 潜入 。 チ ー の 妖術 で 反物 に され た 捉 太 郎 を 、 箱 の 申 か ら 助 
け 出 す な ど の 活躍 を 見 せる 。 第 1 部 ・44 話 、- 第 2 部 ・2、_3、43 話 

能力 や 動き が すばやく 、 木 の 上 を 飛び 回 る 。 貯金 箱 に 化け 、 中 

の お 人 金 を 取り 出 そ う と する と 噛み 付く ぐ 。 
最期 @ 鬼 太郎 が 逆 柱 を 倒し 、 自 由 の 身 と な る 。 緑 の 下 に 隠れ て 
いた 丸 毛 の 子ども たち も ゃ 解放 され た 。 

敵陣 に 潜入 する 、 勇 気 ある 活躍 

比較 的 お と な し い 鬼 太郎 の 仲間 。 中 
国 妖怪 ・ チ ー や 、 鬼 太郎 に 本 所 七 不 
思 議 を 仕掛 けた ぬら り ひ ょ ん を 租 手 
に 活躍 し た 。. また 逆 柱 に 操 ら れ て 、 

招き 猫 に 入り お 人 金 を 盗み だ す 息 事 を 
は た らい た こと も あっ た 。 そ の と き は 、 鬼 太郎 の 英 の 毛 針 攻 撃 
に よっ て 招き 猫 が 割ら れ 開 放さ きれ る が 、 閉 じ 込 め ら れ て いる 間 
の 記憶 は 残っ て いな か っ た 。 第 52、 104、 108 話 、 劇 最強 妖怪 」 

能力 @ 毛 を 抜き 、 妖 術 の か か っ た 錠前 を 開け る 「 秘 術 錠前 破り 」。 


ちょ こち ょ こ 動 く 、 か わい い 存 在 
丸く て 小さ な 妖怪 。 中 国 妖怪 ・ チ ー が 、 
妖怪 た ち を 反物 に する 企み を 木陰 か ら 
覗き 、 鬼 太郎 へ 知ら せ に 行く 。 ネ コ 娘 、 
一 反 も めん 、 ね ずみ 男 な ど に 乗り な が 
ら 移動 。 目 玉 お や じ と と も に 城 へ 忍び 
込ん で 、 反 物 に な っ た 鬼太郎 を 救い 出す 。 中 国 妖怪 軍 と の 戦闘 に も 
積極 的 に 参加 し た 。 第 79、80 話 

能力 氏 小 さ な 体 で 、 目 立た ず に 敵陣 へ 潜入 する こと が で きる 。 

フッ トワ ー ク が 軽く 、 偵 察 な ど に 向く 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 


[げた 合戦 」[ 折 怪 内 坊 判 」「 妖 怪 反物 」 な ど に 登場 。「 地 鍼 マ 
ラ ソ ン 」 で は ほ 、 年 に =- 鹿 の マラ ソン 大 会 に 出場 する 。 









































































mmahHnBellakBe 


年 和 用 | 


【 ま ん ね ん だ け 】 
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生き 物 の こと を 考え な い 人 間 に 、 復 讐 する 
竹やぶ に 宿る 、 竹 の 精 。 竹 や ぶ を 切り 崩し て 開発 し よう と し て 
いる 地主 の 家 に 、 女 中 と し て も ぐり こむ 。 そ し て 工事 を 中 止 す 
る よう に 恵 告 す る が 開き 入れ られ ず 、 工 事 現場 の 人 間 を 襲 っ て 、 
「 竹 人 間 ] に し て し まう 。 ね ずみ 男 も 工事 現場 で 働い て お り 、 人 竹 
大 聞 に され て し まう 。 鬼太郎 た ち が 調査 に 赴 い た と き に は 、 女 
中 の 次 で 対応 し て 案内 役 を 買っ て 出 て 、 隙 を 見 て 砂 か け 疲 や 子 
泣き 爺 た ち を 位 人 間 に し て し まう 。 こ の 勢い で ほか の 生き 物 の 
こと を 考え な い 人 間 た ち へ の 復讐 の た め 、 日 本 中 の 人 々 を 人 竹 人 
- 間 に し て し まお うと する が 、 鬼 未 郎 と シー サー の コン ボ 攻 撃 に 
あえ な く 倒 れる 。 それ に より 人 竹 人 間 た ちゃ 元 に 戻っ た 。 第 74 話 
能力 で 相手 を 竹 人 間 に す る 。 手先 か ら 細い 竹 を 伸ばし 、 締 め 付 
ける 。 竹 を 伸ばし 相手 を 取り 囲む 。 巨 大 化す る 。 
最後 根 を 食い ちぎ られ 、 人 竹 を 真っ 二 つ に 割ら れ 、 静 っ た タケ 
ノコ の 抄 に 。 ま だ 残っ て いる 竹林 に 植え られ る 。 


思い 出 を 守る 、 感 情 を 持っ た 竹 
何 万 年 も 生き て 妖力 を 持っ た 人 竹 。 心 
か を 通わ せ た エ リ と の 思い 出 を 守る た 
90 3 め 、 万 年 竹 が 住む 屋敷 に 近づく 人 間 
を 竹 人 間 に 変 える 。 ち な み に 和 位 人 間 
は 火 に は い 。 第 10 話 
能力 人 間 の 魂 を 奪い 、 生 気 を 吸っ て 竹 人 間 に す る 。 そ の 竹 人 
間 を 操り 、 鬼 太郎 た ち を 攻撃 し た 。 
最後 死亡 し た エリ の 魂 が 近く に ある こと を 知り 改心 。 吸 い 
取っ た 魂 を 放出 し 、 竹 人 間 を 元 の 人 間 に 戻 す 。 


ミ ン “ は ? 


「 括 怪 万 年 御 で ば 、 竹 の 精 に 操 ら れ て いる 。 妖怪 万 年 和仁 の タ 
ケ ノ コ を 食べ る と 腕 が タケ ノコ に な っ て し まう 。 


1 























































































t ュ 
1 の 


1 
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マン モス 男 | 
【 ま ん も す お と こ 】 





鬼太郎 の 味方 を する 、 旋 強い 助 っ 大 . 
大 きも で ほ わ か た を 場 度 は 少な い 2 
時 

ヌキ 軍団 ・ 八 百 
























































務め る 。 人間 か ら ク レー ム を 受け る と 開 人 


ンジ | と 叫ん で し まう が 、 鬼 太郎 に 注意 きれ て 人 剛 の ルー ル に -~ 





あわ せ て ジャ ッ ジ する よう に な る 。 ed 共 豆 河 
婆 に 石 に され た 鬼 太郎 を 救う た め に 、 「 
を 逆 回 転 き せ 、 時 間 を 戻す の を 手伝う 。 第 26、 NN 


SSR RE 
「 む く 那 淫 」 と 呼ば れる 。「 狭 経 バッ 
ト 」 の 所 有 権 と 、 人 間 チ ー ム の 命 ] 









ナイ ター 試合 に 参戦 する 。 守備 位置 
は セン ター。 巨体 を 生か し て 大 飛 球 
を キャ ッ チ する な ど し て 、 人 間 チ ー ム を 苦し め る 。 試合 は 、 思 
う が ま ま に ボ ー ル を 打てる 妖怪 バッ ト を 封じ られ た 人 間 チ ー ム 
の 圧倒 的 な 劣 共 で すす む が 、 試 合 終了 前 に 一 番 鶏 が 鳴い た た め 、 
ほか の 妖怪 た ちと と も に 逃げ 帰っ て いく 。 第 1 話 


















「 おぉ ばけ ナイ ター] の 括 侍 チー た の 一 臣 。 どん な こう ) 
キャ ッ チ で きる 巨大 な 妖怪 と し で 登場 する 。 


に <】 
Lc】 


1 





















を 賭け た 妖怪 チー ム 対人 間 チ ー ム め 、、| 





am 岬 加 OtHfIOWBEP 


マン モス フラ リー * 守 
【# ま ん も す ふ ら わ ーー】 L 
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キレ イ 好 き な あ か な めか ら の メッ セー ジ 

あか な め が 発 生き せ た 、 巨大 な 植物 。 ゴ ミ の 山 や 地面 を 突き 破り 、 
汚い と ころ に よく 育つ 。 鬼太郎 日 く の 
せる 。 綿毛 の 種子 で 増え 、 茎 は 鉄 の よう に 固く 、 ブ ルト ー ザ ー 
で も 歯 が 立 た な い 。2458 本 生え を 、 ブ ルト ー ザ ー は 1361 台 破壊 し た 。 
銀座 、 新 宿 、 臨 海 工業 地帯 を 壊滅 状態 に し 、 空 軍 の ナパ ー ム 韻 
も 効か ず 、 花 を 守り な が ら 茎 で ジェ ッ ト 機 を た た き 落 と す 。 ね 
ずみ 男 の 背 中 か ら も 芽 が 生え る が 、 お 風呂 に 入り 、 体 を 清潔 に 
3 ん だ 。 そ し て そこ か ら 、 マ ン モ ス フ ラ ワー へ の 対処 方 
る 。 第 8 話 

^ 入 ピ ー ド で 巨大 に 成長 し 、 茎 を 動か し 敵 に 攻撃 する 。 
) < 種子 を 飛ば し 、 あ ちこ ち に 繁殖 する 。 

『 生 な 生活 に 怒っ て 生やし た も の な 
除 し 清潔 に する と な く な っ た 。 













































































原始 時 代 へ 回 帰 させ る 植物 

* ま いた 種 で 育つ 、 古 代 の 巨大 
急 成長 し 、 花 か ら ミ サイ ル の 
を 飛ば し て 繁殖 する 。 区 
ば し て 、 人 間 の 現代 の f 
か 第 78 語 























リー の 種 が ね 














て 実 を つけ た 。 そ の 実 の 中 か 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
鬼太郎 が 出 て と な い 水 木 作品 シン モス ララ ワー]| が 不作 。/0 
く 、 あ か な めも 登場 する 。 





年 代 の アニ メ が も つと も 原 


MagBNVIHOH 
見 上 げ 入 道 
【 み あげ に ゅ うど う 】 
尻 魚 を つか せる ほど に 大 きく な る 、 入 道 


「 見 越し 入道 ] と も いう 。 新潟 県 佐渡 島 で いう 妖怪 の こと 。 小 
坊主 の よう な 姿 で 現れ 、 見 上 げ れ ば 見 上 げ る ほど 大 きく な る 。 








「 見 上 げ 入 道 、 見 越し た ] と いう 呪文 を 唱え る と 、 消 える 。 








神出鬼没 、 風 を 操り 、 空 も 飛ぶ 
目 の 前 に 現れ 、 巨 大 化し て 見 上 げ さ せる 妖怪 。 息 を 吸う と 体 が 大 き 
く な り 、 吐 く と ノミ ほど まで に 小さ く な る 。 動物 や 妖怪 を さら っ て 、 
妖怪 学校 で 勉強 を きせ 妖怪 に し て し まお うと 企み 、 じ ゃ ます る 累 太 
郎 を 霊界 へ と 飛ば し て し まう 。 第 30、32、91 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 」 
能力 @ 風 を 自由 に 操り 、 体 の 大 き さ を 変え る 。「 秘 法 霊 界 流 し の 
術 ]」 で 、 中 か ら 外 の 様子 が 見 えな い 霊 界 へ と 軍 ぶ 。 
最後 ちゃ ん ちゃ ん こ で 忠 を ふさ が れ 、 息 を 吹い た は ずみ に 目 
が 飛び 出し て し まい 、 そ の 目 を 追い か け て 飛ん で いく 。 
































妖怪 学校 の スパ ル タ 教 師 
入ら ず の 山 に 落書 き し た 下 助 や 動物 を 捕 
まえ ぇ 教育 し 、 妖 怪 に し よう と する 。 口 か 
ら 癌 味 の 巣 の よう な 網 を 吐き 、 鬼 太郎 を 
捕まえ た 。 第 9 話 。 第 2 部 ・3 話 で は 、 
su 百々 谷 に そそ の か され 、 上 鬼太郎 を 環 っ た 。 
能力 @ 大 きく 呼吸 し 、 体 の 大 き さ を 変え た り 、 相 手 を 吹き 飛ば 
す 。「 火 業 霊 界 流 し 」 で 秋 を 出し て 相手 を 霊界 に 送る 。 
最期 @ 鬼 太郎 を 吸い 込む が 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 息 を ふさ が れ 
思い っ きり 人 息 を 噴出 し た た め に 霊界 へ 飛ん で いっ た 。 











か つて 入道 沼 に 封じ られ た 妖怪 
住み か を 荒らす 工事 を じゃ まし 、 子 
ども た ち を 細 う 。 ま た 法廷 で 、「 鬼 
太郎 は 妖怪 の くせ に 人 間 の 見 方 ば か 
り し て いる ひで ぇ 奴 ] と 証言 し た こ 
1 と も 。 第 1 、46、96 話 、「 妖 怪 城 」 
能力 @ 人 間 の 魂 を 吸い 、 妖 力 の も と に する 。 何 で も 存 み 込む 腹 。 
体 の サイ ズ を 自由 に 変え た る こと が 可能 。 突 風 を 起こ す 。 
最期 @ 上 鬼太郎 に 「 見 上 げ 入 道 、 見 越し た 」 と 言わ れ 、 つ ば ぼ に 封 
じ 込 め ら れ て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 死 神 大 戦記 」 [妖怪 金 圭 あら わる の 巻 ] 見 上 げ 入道 ]「 妖 怪 
大 裁判 ] 「 妖 怪 本 所 華 ふ し ぎの 巻 』 ほか に 登場 。 



















































ikK0shinVuHnl 


見 越し 入道 


【 み こし に ゅ うど う 】 = 
行き 止ま り に 現れ 、 み る みる 巨大 化 


見 上 げ 入 道 の 類 。 全国 に 伝わり 、 「 宿 直 草 』『 煙 優 綺談 ] 『 碧 物語 
評判 』 な ど に 登場 。 狐 独 や 財 の 仕業 と も ちい われ 、 命 を 奪う と き 








れ て いる 。「 見 越し た 」「 見 抜い た 」 と 唱え る と 退散 する 。 


活躍 の 場 を 4 見 せ ず し て 、 姿 を 消す 








ね ずみ 男 が 主催 する 
「 妖怪 ショ ー」 に 出演 。 
また 、 鬼 界 ヶ 島 を 妖 
怪 の 国 に し よう と 目 
論 む 西洋 妖怪 た ちと 
戦う た め に 集め られ 
た 妖怪 の ひと り と し 
て 登場 。 草場 に 集合 し 、 
ね ずみ 男 に 点呼 を と 
られ 、 首 を 伸ばす 。 
命 が 惜しかっ た の か 、 
戦闘 に は 参加 せ ず に あっ さき り と 姿 を 消し て し まっ た 。 第 7 、10 話 
能力 @ 首 を 伸ばす 。「 攻 撃 能力 が な いも の は 消え て くれ | と いう 言 
葉 で は 残っ て いる の で 、 何 か し ら の 攻撃 方 法 は ある よう だ 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 復 活 悪魔 くん ( 此 玉 郎 対 悪魔 くん )」 に 、 首 の 長い 姿 で 登場 。 



































鬼太郎 と と も に 戦う 妖怪 の ひと り 。 


【2 ず が 2】 
生活 と 密接 する 、 多 様 な 意味 を 持つ 神様 
全国 各地 の 水 の 豊 か な 所 や 水 の 危 険 が ある 所 、 水 の 乏しい 所 な 


で 、 水 の 神様 と し て 礼 ら れる 。 雨 を い 、 豊 作 を 祈願 する 田 の 
神 と の 関連 も 強い と 考え られ る 。 河 童 の こと を さす 地方 も ある 。 


東京 を 襲う 








水神 使い と の コン ビ で 、 


水神 使い の 角 人 笛 の 音 
記 に よっ て 操 ら れる 、 

透 明 な 細胞 を 持っ た 、 
^ 高 等 な 液体 生物 ” 
の よう な も の 。 ヒ マ 
ラ ヤ で 100 年 の 眠り 
に つい て いた が 、 大 
学 教授 に よっ て 持ち 
出 き れ 、 水 蒸気 と 
な っ て 逃げ 出し た 。 
第 22 話 
能力 @ 水 神 使い の 指示 に よっ て 人 を 看 み 込み 溶かし て し まう 。 

津波 と な っ て 東京 の 街 を 襲 っ た 。 
最期 き 水 神 使 いと と も に ガソリン を ま か れ 、 火 を つけ られ 減 び た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 水 神様 が 町 べ や っ で きた | 「 痕 の 中 の 仙 | に 登場 。 透 明 な 細胞 を 

















持ち 、 夫 古 か ら 大 間 を 食べ で 生き る 。 石油 を ま か れ て 火葬 され る 。 
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IZUI9amItSukai 


水神 使い 


【 み ず が みつ か い 】 








角笛 を 使っ て 水神 を 操り 東京 を 水 攻め に 


“高等 な 液体 生物 "で ある 水神 を 祭る 神官 の 
笛 を 使っ て 水神 を 操る 。 全 介 要 
追っ て 来 


ヒマ ラ ヤ の 山 典 で 、 
よう な 役割 を する 妖怪 。 
探検 に 来 て 水神 の 秘密 を 知り 日 本 に 持ち 帰っ た 男 を 
日 。 男 を 殺し た 後 、 東 京 中 を 高波 で 襲わ せ た 。 第 22 話 
能力 角笛 で 水神 を 操る 。 体 術 に も 優れ 、 模 数 の 警官 を 投げ 飛ば す 。 
最期 @ ガソリン を ま か れ 、 つ る べべ 火 で 火 を つけ られ て 燃え 尽き る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水木 作品 地獄 の 水 | に 登場 。 ヒ マラヤ "チョ コリ ザ ' 

















の 水神 様 に 仕え る 、 木 影 り 風 の 面 を し た 男 。 や は り ホ ラ 貝 を 操る 。 


1iZucHi 


遇 
【 み ず ち 】 
日 本 書 紀 に も 仁徳 天皇 の 項 で 登場 


古い 時 代 に 信じ られ た 、 水 神 の 性 格 を 有 し た 蛇 神 。『 和 漢 三 : オ 図 
会 』 に よれ ば 、 竜 族 の 一 種 。 長 さ は 一 丈 あ まり で 蛇 ! に 似 て 鱗 が 
ある 。 四 足 で 形 は 広く 桶 の よう だ と いう 。 


ニン の の る は 、 首 菜 島 と いう 展 気 楼 を 作る 
翌 気 楼 を 作る 巨大 な 
海竜 。 ビ ンク 色 の 息 
を 吐い て 、 幻 の 島 
「 攻 薬 島 |] と いう 屋 
気 楼 を 作り 出す 。 そ 
の 鳥 は 現世 に 療 れ た 
人 々 が 集い 、 す べ て 
を 忘れ て 過ごす 空間 
に な っ て いる 。 ね ず 
み 男 に 「 逆 さ 鱗 ] を 
と られ 、 暴 れ だ し て 
島 が 消 を か か っ て し まう 。 第 14 話 
能力 @ 自分 の 吐く 息 で 、 展 気 楼 を 作る こと が で きる 。 
最後 1 暴れ る の を や め た 。 

原作 コミ ッ ク で は ? 


引 迎 の 宿 本 ・ 奄 婆 達 多 9 























息 を 吐く の を や め て し まい 、 
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mizuhouk0nu 


水 ほ うこ う 
【 み ず ほ うこ う 





" 水 ほ うこ う ” と し て の 伝承 は な し 





千年 生き た 樹木 に 宿る 精 で ある 








“ほう こう "の 伝承 は 中 国語 本 





草 綱目 より 。 io 


ほ 犬 の よう な 姿 と され る が 、 作品 内 で 水 








を 司る " と いわ れる 水 ほ う 








こう と し て の 伝承 は 残っ て いな い 。 





水 を 自在 に 操る こと が で きる 、 ほ うこ う 
2000 年 以上 年 を 取っ た 杉 の 木 か ら 抜け で た 妖怪 富 あ る ほう と う が 


地 水 火 風 の 4 つの ほう ぶ ぷう. に 分 か れ た うち の びと り 。 妖 
され た 鬼太郎 を 助 ば に 来 た 砂 か け 疲 に まっ 宮 つ 綾 ( に 吸 


ほう こう が 、 つ ほ を 提 発 し 、 地 水 火 風 の ほう ご 






2 介 し て 攻撃 


て きた 。 砂 か け 疲 た ちの 妖力 に よっ て 上 移 太郎 が 復 江 。 旧 太 郎 に 上 か 


ら 水 を 吐く 水 攻撃 で 襲い か が る s 第 4 話 、 

ペー 「 水 
と の 連携 で 、 砂 か け 婆 と き 釣 を 攻 

最期 @ 火 ほう 











こう と と も に 縄 應 巻き うけ られ 、 





攻 買 』。 地 ま う 2 こ と 
撃た ど 
能 と な る > 











ジン 


トー2 
* ら 





能力 e 生 山 の 根源 で あ 
口 か ら 水 を 放出 
最期 @ 鬼 太郎 の リモ コ 

へ 入っ て し まい 、 





見 。4 竹 ある は の の 一 体 。 





木 か ら 抜け 出 た 妖怪 体 

主 ほう こう の 正体 で ある 地 水 火 風 に 分 像 し 
た ひと り 。 ね ずみ 男 に 、 鬼 太郎 が 死ん だ 

| 証 と し て 骨 を 探さ せ た 。 生 き て いた 風 太 

郎 の 下駄 に 翻 弄 きれ る が 、 そ の 強力 パ 

ワー で 叔 太 郎 を も 圧倒 する 。 第 65 話 

る 地 水 炎 風 の うち 、 水 を 自由 に 操る 。 

し て 、 鬼 太郎 を 攻撃 し た 。 

ン 下 駄 を 追っ て 、 火 ほう こう と 一 緒 に 欠 

中 和 き れ て 無 と な る 。 


ウッ ク で は で? 






































コ ミ 
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> ぐう ラ 


水仙 人 は 、 お いて け 堀 を 見 る の じゃ ッ むく 邪 羅 は 、 マ ン モ ス 男 を 見 る の じゃ 
ラ う 








HENE4 








・ 性格 は 人 
人 所 か ら 、 地 邊 限 














鬼太郎 以外 の 作品 Pb 相 眼 」 に 登場 。「 チ ミ モ ウ リョ ウ の 国 ] 
の 使者 趣 相 眼 に 夜 える 能力 、 性 格 な ど ア ニ メ に て 忠実 に 再現 。 




















ナ 剣 で 退治 され 、 ミ ミズ 
コミ ッ ク で は ? 















































【 む じ な 】 
奈良 時 代 の 書 に も 登場 、 怪 し い 動物 


0 TH 本 書 和 ! に 始ま り 、 日 本 各地 の 民族 伝承 や 
怪談 、 失 委 8 1 Ro 

































に せ の 弟 に 失 し 、- 兄 ね ずみ 男 の 愛 を 一 身 に 受け た 
山 臭 に 住ん で いた 、- 変 身 能力 宅 挟 つ 獣 の 妖怪 。 折 り た た み 入 道 を 
背負 い ヾ ね ずみ 男 た 抽 し て お 金 を だ まし と る 。 ね ずみ 男 の 弟 と 偽り 、 
折り た た み 入 道 に 呼子 、 油 すま し を 食わ せ て し まっ た 。 正体 が ば 
れ て 無理 矢 理 頭 を 下げ させ られ 、 尻 尾 を 出し て し まう 。 第 36 話 
能力 G 変 身 能力 を 持つ 。 口 八丁 で ね ずみ 男 を だ まし 、 妖 怪 ア 
バート に 型 び 込 むこ と に 成功 する 。 

最後 ら だ まさ れ た だこ ど に 気づい た ね ずみ 男 に 往復 ビン タ を くら 
い 、 濯 を 流す 大潮 し て 山 べ と 堤 っ て いく 。 














に せ 者 は ひげ の 数 が 足 りな い ? 
ね ずみ 男 の 第 に 化け : 披 玉 郎 を お 
し いれ 、 子 ども た ちか ら 金 を だ まし 
取っ た 。100 年 山 に こも っ て 育て た 
折り た た み 入 道 を 使っ て 、 鬼 太郎 を 
亡き 者 に し よう と する 。 第 38 話 
能力 で 変身 能力 を 駆使 し 、 人 の 心 の 隙 を つく 。 ね ずみ 男 の 弟 に 
化け ご ね ずみ 男 と 共謀 し て 鬼太郎 を 襲っ た 。 
最後 や ちゃ ん ちゃ さこ を 燃やし た 煙 を 浴び て 正体 を 現し 、 逃 げ 
る 。 折り た た み 犬 道 は た だ の 案山子 だ っ た 。 


























折り た た み 入 間 を 使っ て 、 子 ども た | 
ちの お 年 玉 を 春 い 取る 。 鬼 太郎 に 追 
。 い 詰め られ て ね ずみ 男 の 弟 の ふり を 
、 レ 、 そ の 場 を 逃れ る 。 第 13 話 | 
聞 力 @ 化 ける 。 日 を 見 きせ 、 幻覚 を 見 せる 。 股 間 の 袋 を 腸 ら ま | 

せ て 、 相 手 を 押し つぶ す 。 | 
最後 で 巨大 化し た 股間 の 袋 を 鬼太郎 に 針 で 突き 破 ら れ 、 破 裂き | 









































せら れ て 降参 。 砂 か け 門 っ て も ら う 。 
和 ミ ミッ ンク で は? 
天 び 2 計 コ 
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meshitsukai 


召使 い 


【 め し つか い 








指輪 を こす れ ば 現れ 、 ジ ニヤ ー の 命令 を きく 
アラ ビア の お て ん ば な 魔女 ジニ ヤー に 仕 を ん 、 ジ ニヤ ー の 父 で ある 
0 と 現れ る 。 息 を 吹き か け 、 鬼 太郎 を ね ずみ に 、 
仲間 を 猿 や 犬 に 姿 を 変え た 。 空 飛ぶ じゅ うた ん で 、 妖 怪 病院 の 先 
生 ・ 倉 ぼっ こ を アラ ビア に 連れ て 行こ うと する 。 第 102 話 
能力 @ 動物 に 変身 させ る ガス を 吐く 。 布 を 空 飛ぶ じゅ うた ん に 変え た 。 
最期 @ ちゃ ん ちゃ ん こ で 顔 を 覆 わ れ 、 じ ゅ うた ん か ら 落 ち て 消え た 。 
原作 コミック で は ? 











TV アニ メ 





四 BHk0tBmgl 


めん こ 大 狗 


【 め ん こ て ん 】 中 























心底 めん こ を 愛し 、 現 代 っ 子 に 楽し み を 教え た が る 
めん こ を する の が 好き な 妖怪 。 一 本 歯 で 下駄 を 履い て いる 。 め ん こ 
の お も し ろ さ を 叩き 込 も うと 、 子 ども た ち を さら い 、 妖 力 で めん こ 
に 変え た 。 鬼 太郎 も や めんこ に 変え 勝負 する が 、 負 け 続 け 、 自 分 も め 
ん こ に な っ た と ころ を 鬼太郎 めん この 竜巻 に 巻 か れる 。 第 105 話 
能力 人 妖気 を 放ち 、 ど ん な 物 も めん こ に する 。 自 分 も めん こ に な る 。 


















































最後 鬼太郎 に 負け 、 1 
_ 原作 コミ ッ ク で は ? 
と 天狗 」 で は 、 人 写 め ん 夫人 機 で 子供 を めん と に 変 
5 侯 や 強力 な 疾 を 飛ば し て 攻撃 する 。 
* ど 











皿 OMPVOIH 


映 杉 。 。 


【 も 2 りょう 】 


墓場 の 死体 の 肝 を 好 ん で 食す 妖怪 


「 問 雨 」 「 方 良 ] と も 書く 。 亡 者 の 肝 を 好む 、 中 国 
「 浴 責 子 』「 左 伝 ( 
神 と され 、 











米 の 妖怪 で 
に 記述 が 残っ て いる 。『 和 漢 三才 オ 図 会 』 で は 水 | 
に 河童 と 混同 され る よう に も な っ た 。 




















日 本 で は 後 
























亡者 の 未練 に つけ いる 、 死 の 国 の 住人 

墓場 に 住む 妖怪 。 こ の 世に 未練 を 残し て 死ん だ 人 の 体 に 乗り 移る 。 

マチ コ の 体 に 入り 込み 、 家 の 者 を 般 か せ た 。 化 け 火 に あぶ り 出 され 

正体 を 現し 、 亡 者 の 吹き だ まり で ある 墓地 の 地下 へ と 逃げ 込む が 、 

桶 に 入り 死人 に 抽 し た 鬼太郎 に お びき 出さ れる 。 第 53、108 話 

能力 @ 死 者 の 体 に 入り 込み 、 身 軽 に 飛び 回 る 。 怪 力 の 巨体 で 攻 
貢 す る 。 亡 者 た ち を 操る 。 

最期 @ 鬼 太郎 に 縄 で 木 に くく りつ けら れ て いる 間 に 、 岩 魚 坊主 
が お 経 を あげ 、 岩 へ 封印 され て し まっ た 。 














| 死体 を 求め て 墓 を 掘り 起こ す 
死体 か ら 死体 へ 乗り 移っ て 生き て い 

る 妖怪 。 乗り移っ た 死体 は 夜 し か 動き 

回 れ な い 。 郎 の 死体 か ら 、 実 験 用 の 

犬 の 死体 へ 乗り 移る が 、 火 を 放 た れ て 

証 光 を 現す 。 第 31 話 、 第 2 部 ・6 話 

能力 @ 死 体 に 乗り 移り 、 動 き 回 る 。 噛 み 付く 。 体 の 一 部 が 残っ 
て いれ ば 復活 する こと が で きる 。 

最期 や 五郎 の 死体 を 焼 か れ 、 残っ て いた 五郎 の ミイ ラ 化 し た 指 
も 焼 か れ 、 完 全 に 灰 と な り 姿 を 消す 。 









































時 変化 する 埋葬 方 法 に 翻弄 され る 
魂 だ け で 肉体 が な い 妖怪 。 昔 は 、 土 発 に さ 
画 れ た 死体 に 乗り 移っ て いた が 、 火 葬 の 時 代 
に な り 、 魂 が 乗り 移 れ る 了 肉体 を 探し て いた 
。 死ん だ 人 間 が 、 生 きた いと 未練 が ある 場合 
ー 6 は 、 体 を 春 え な い 。 第 86、106 話 
能力 @ 死 体 に 乗り 移る 。 事故 を 起こ し 死体 を 得 よ うと 、 街 で 暴 
れる 。 魂 だ け の た め 、 体 の 大 きき さ を に 変え られ る 。 
最期 @「 入 る が イイ さ 」 と 鬼太郎 が 自分 の 肉体 に 魂 を 人 れろ と 言 
う が 、 着 て いる ちゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ 魂 が 消 減 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 































































































と と 了 ( 夫 


【 も うれ いや っ さ ガ 
恨み 辛み で 哀しく も 仲間 を 引き ずり 込む 


千葉 県 銚子 市 に 伝わる 船 幽霊 [亡霊 ヤ ッ サ ] が も と に な っ て いる 。 


海難 事故 で 死ん だ 者 た ち が 、 自 分 た ち だ け 死 ん で し まっ た こと 
を 作 ん で 、 仲 間 を 増 や を やう と し て いる らし い 。 














鬼太郎 が 身 を 削っ て 戦っ た 、 海 を さま よう 死者 た ち 
猛 霊 人 人 惨 の 主 に より 、 集 め ら れ た 水難 死体 を 集め て 木製 ロー 
ラー で 薄く ペラ ペラ に し 、 再 び 海 に 戻す こと で 作ら れる 工 霊 。 
主 の 命令 に より 船 を 沈め る 。 妖怪 水 車 な どの 強 朝 な エネ ルギー 
に な る 。 生身 の 人 間 で も 近い うち に 水難 事故 に よっ て 死 当 運命 
を 与え られ 、 猛 霊 人 人 惨 に され る こと も ある 。 第 39 話 
能力 津波 を 竜 着 に し た よう な 「 妖 怪 水車 ] と な り 、 人 の 体 に 
巻き つき 捕まえ る 。 2 アム 
吉 穫 穫 小 03 主 が 鬼太郎 に 破れ 、 猛 霊 八 惨 は 鬼太郎 の 体内 
電気 に 触れ て 骸骨 と な り 、 海 ( = 消え て いく 。 















































津波 以上 に 恐い 「 妖 怪 水車 」 
「 も うり ょ う は っ さん 」 と 読む 。 神 了 
な 祭り が 村 お こし に 利用 きれ て いる こ 
と に 慎 怪 。 | 猛 電 八 惨 ] の か け 声 と と 
も に 海 で 死ん た だ 人 た ち を 利用 し 、 妖 怪 
水車 で 村 を 符 み 込 も うと する 。 第 98 話 
より 作ら れ 、 妖 怪 水車 の エネ ルギー 源 に 















































能力 @ 水 精 の 付 の 手 に 
な る 。 そ れ に より 猛 霊 人 人 惨 を さら に 増やし て いく 。 








最期 @ 黒 太郎 の 口 か ら 火炎 連弾 が 発射 され 、 水 精 の 稚 は 敗走 。 徐 
の 起こ し た 水車 に 巻き 込ま れ た 猛 霊 人 人 惨 は 消え て し まう 。 

















コ ミッ * は ? 























四 OUMF6iVaSSam HO0 HilslHi 


猛 霊 八 惨 の 主 


全 PC も 2 の 














鳥 相 子 に 着物 の 古風 な 出で立ち だ が 一 見 し て 名 
海難 事故 に 遣い 、 命 を 落と し た 人 々 が な る と いう 亡霊 ・ 猛 霊 人 
惨 (第 2 部 で は 「 も うれ いや っ さん 」 と 発音 ) を 束ね る 長 。 水 難 
事 導 者 の 霊 6 由 自 在 に 伸 
び で 喜 だ 巻き つき 、- 捕 ら え で 本 さ な い 。 周囲 に 亡霊 を 引き 連れ 
て 登場 し 、 怒 る ど と 緑 公 の 顔 に 黒い 、 ク マドリ が で きる な ど 、 一 見 
し て 凶悪 な 印象 。 猛 霊 人 惨 を 作っ て いた の が じつは この 妖怪 で 
ある 。 湖 死 じ た 遺体 を 集め で の し い が の よう に プレ ス し て 、 水 
に つけ る こと で 猛 霊 八 惨 を 作り 上 げ で いた 3. この 儀式 を 見 て し 
まっ た 人 間 は 、。 猛 雲 入 惨 の 主 の 呪い に より 生き な が ら 展 と 化し 、 
導 か れる よう に 水難 事故 で 死ん で し まう と いう 。: 
能力 で 鋭い 眼光 は 、 岩 を も 砕く こと が で きる 。- 猪 
竜巻 状 の 大 津波 公事 」 を 超 こ 6 
- 最 期 ぐ 鬼 夫 8 
こ が 首 に 巻き つき 、 

























































































攻 水 車 」 を 起こ し 、 い 販 た も ども 生 な k も うと し た 弟 8 
能力 で 猛 寺 八 惨 を 使う ほか 手 を 回 転 き せ て も 
最期 で 化 火 を 春 み 込ん だ 殆 太 郎 の 口 か ら 、 火炎 s 

それ が 麗 点 の 大 き な 算 に 当たっ て 空 高く 逃げ で 行く 。 


* は? 
系 太郎 以外 の 水木 作品 『 奈 怪 水車 』 に 登場 。 こ の スト ー 
代 版 の アニ メ の ペー ス 。 た ただ し 呪い を か けた り は し な い 。 

















リー が 70 年 














加 OKIU 軍 OKIuPBeI 


日 目 連 
【 も くも くれ ん 】 
住人 を みつ め る 無数 の 目 ・ 目 ・ 目 


鳥山 石 燕 『 今 苦 百 鬼 拾 遣 ] に も 描か れ て いる 、 廃 屋 の 障子 に 現 わ 
れ た お び た だ し い 数 の 目 の 妖 怪 。 碁盤 に 注 が れ た 鞭打ち の 目 の 念 
が 家 の 隅 々 に こも っ て 浮か び 上 が っ て きた も の と も いわ れる 。 














心 優し き 妖 怪 が 涙 の 反逆 を 開始 する 

普段 は 「 木 進 の 里 ] に 住む 、 心 優し き 妖怪 。 無 数 の 目 の 姿 で 宙 を 舞い 、 

無生物 に と り 如 く 。 里 を 壊さ れ た こと へ の 抵抗 で 、 さ ま ざ ま な も の に と 

り 請 き そ の 犯人 の 家族 を 襲 う 。 線 香 の 煙 と 玉ねぎ 攻撃 で 追い 出さ れ た 後 

も トラ ッ ク 、 ビ ル に と り 爆 き 街 を 破壊 する 。 第 2 話 

能力 人 の 衣服 だ け で は な く 、 家 の じゅ うた ん 、 歴 、 タ ンス な 
どの 無生物 に と り 旭 き 、 自 由 自在 に 操る 。 

最後 や ね ずみ 男 の 服 に と り 遇 き 、 ね ずみ 男 ご と 妖怪 カメ ラ に 閉 
じ 込 め ら れる 。 後に 、 解 放さ れる 。 















































5 一度 は 鬼太郎 も 殺し た 強敵 
欄 光 の 拉 で で きた 妖怪 で 、 昆 虫 の 擬 量 





の よう に 、 ど ん な 色 ・ 形 に も な れる 。 
昼 に 比べ 、 夜 は 力 が 弱く な る が 、 月 
剛 の 光 に より 通常 と 変わ ら な い ほ どの 
力 を 発揮 する こと が で きる 。 第 32 話 
人 か G 相 の 4 や に に 無数 の 目 が 張り つい て 、 圧 迫 し て 苦し 
殺し て し まう 。 被害 者 は カチ ンコ チン の 石 に な る 。 
人 30 
と ころ を 、「 妖 怪 カ メラ 」 に 収め て 妖力 を 封じ た 。 




























“生き る 城 " は 妖怪 の 廃 窟 

無数 の 目 だ け で 存在 し て いる 妖怪 。 

ぬら り ひ ょ ん の 手下 と し て 妖怪 城 に 

と り 皿 き 、 第 太郎 を 襲う 。 光 が 弱点 

の た め 、 基 本 的 に 締め 切っ た 家 の 中 

生井 第 58 話 

能力 @ も の に と り 臣 き 、 自 由 自 在 に 操っ て し まう 。 時 に は 自由 
を 失う ほど 圧迫 し 、 石 に し て し まう こと も 。 

最期 @ 弱 いと いう 暗 に 光 を 当て られ 、 一 気 に 勢 力 低下 。 小さな 
光 の 粒 に な り 、 そ の 後 フ ィ ル ム に 焼き 付け られ る 。 


0 コミ ッ ク で は ? 


「 上 月 軸 2 部 が 原作 に 近い 。 体 を 光 の 粒子 に し 
F 半 ミディ し メ の IIEkq と FE: シリ ルス | 宮 
























































百々 元 
【 も も ん じい 】 肌 
館 の 妖怪 か 2? は て は 獣 の 絵 遊び か ? 


鳥山 石 燕 の 「 今 普 画図 続 至 史 】 に ? 2 
江戸 時 代 に 尾 の 生 を た 
































鬼太郎 の 地位 を ひそ か に 狙う 頭脳 犯 

殺 獲 な 性 格 の 課 略 が 得意 な 爺 の 妖怪 。 鬼 太郎 に 深 れ 3 

追い 落 そ うと する 。 ね ずみ 男 を 利用 し 、 ね ずみ 男 が だ まし 取っ 

た 金 も す べ て 巻き 上 げ 、 さ ら に ほか の 妖怪 た ち を も 仲間 に 引き 

込む 。 裁判 で は も ちろ ん 鬼太郎 の 有罪 を 主張 する 。 第 3 話 

能力 @ 鼻 か ら 毛 針 を 飛ば す 「 身 毛 針 ] と 、 鼻 か ら 出 す ガ ス に や 
られ る と 、 幻 覚 を 引き 起こ す 「 鼻 も ん も 」。 

最後 や 邊 も ん も で 鬼太郎 に 幻覚 を 見 せ 、 優 位 に 立つ が 、 術 の 正 
体 を 聞い た 鬼太郎 に 毛 針 で 撃退 され る 。 












































地位 の た め な ら 粘 息 な こと も 
妖怪 裁判 に か けら れ た 移 太 郎 の 弁護 
80" が で き な い よう 、 一 反 も めん を 木 に 
は り 付 けた り 、 ね ずみ 男 を 使っ て 子 
泣き 爺 に 眠り 楽 を 飲ま せ た り 、 汚 い 
手 を 平気 で 使う 。 第 32、91、101 話 
能力 や 鼻毛 針 と いう 邊 か ら 出 る 人 針 で 攻撃 し た り 、 見 穴 か ら シ ャ 
ボン を 出し 、 幻 覚 を 相手 に 見 せる 上 も ん も が ある 。 
最後 鬼太郎 の リモ コン 下駄 で 倒さ れ 、 一 連 の 事件 の 真犯人 と 
し て 、 鬼 太郎 の 手 で カラ ス 天 狗 に 身柄 を 渡さ れる 。 





























の 剛 カラ ス の 糞 の 恨み は 糞 で 返す 
以前 鬼太郎 に 受け た カラ ス の 開 の 恨 
み を 晴 ら そ うと 、 復 讐 の 機会 を 狙っ 
て いた 。 井戸 仙人 か ら 妖 怪 医学 書 を 
み 、 幻 術 で 第 太郎 を 妖怪 クイ ロー 

ーー ゼ に 。 第 46、47、106 話 

能力 人 @ カ ラス の 養 を 材料 に 、 ひ どい 悪臭 の ガス を 手紙 に 染み 込 

せ 、 幻 術 で 鬼太郎 を 妖怪 クイ ロー ゼ に 陥れ た 。 
最期 @ み ず か ら 臭 い ガ ス を 喫 ぎ 、 妖 怪 た ちの 幻覚 に 快 えん ながら 
足 を 滑ら せ て 「 恐 れ が 淵 」 に 落下 。 


原作 コミック で は ? 
「 妖 怪 大 裁判 」 に 登場 。 鬼 太郎 を 始末 し 、 妖 怪 界 を 牛耳る ろう 
と 考え た 角 獲 な 妖怪 。 し か し や は り 使 える 術 は ふた つの み 












































ずる 賢い や り 方 で 世界 征服 を 狙う 
吸血 提 ピ ー の 手下 で 、 必要 以 上 に 色気 の ある 妖怪 。 金 迷 々 ボディ 
コン の 美しい 女性 の 次 で 、 兆 車 の 中 で ワイ ン と 偽っ て 、 吸 血 鬼 
に な っ て し まう 薬 を 配り 、 ね ずみ 男 を 吸血 鬼 に し て し まう 。 そ 
の 時 初め て 出会っ た ね ずみ 男 に は まっ た くい い 印 象 が な く 、「 不 
潔 な と ころ が 嫌 ] と 言い 放つ クー ル な 面 も 。 世界 征服 を 夢見 る 
吸血 鬼 ピ ー と モン ロー の 2 人 は 、 ま ず は 鬼太郎 か ら と 助け を 求 
め る 嘘 の 手紙 を 出し 、 鬼 太郎 に 近づく 。 そ し て 吸血 時 に な っ た 
ね ずみ 男 が 噛ん だ 肩 の 手当 て を する と 見 せ か け 、 じ つ は 吸血 鬼 
に な る 薬 を 鬼太郎 に 塗り こん だ 。 第 9 話 

能力 @ ワ イン に 見 せ か け 、 吸 血 鬼 に な る 薬 を 飲ま せる 。 もしくは 
吸血 提 に な る 薬 を 塗る 。 優 れ た 美貌 で 男 を だ ます 演技 派 。 
















































































最期 吸血 鬼 ビ ピー と と も に 太陽 の 方 向 を 向 か さ れ 、 首 まで 地面 
に 埋め られ る 。 





マリ リン ・ モ ン ロ ー の 血 が 流れ る 
| 吸血 鬼 ビ ー の 妻 。 皆 、 マ リリ ン ・ モ ン 
70" 5 ロー の 血 を 吸っ た た め 、 外 見 は モン ロー 
に そっ くり な 吸血 鬼 だ 。 仲 間 の 吸血 鬼 
を 増やし て いく カギ と な る 薬 を 損 る 。 と 
会 上 | き に 暴力 的 。 第 61 話 
能力 人 で 吸血 鬼 を 増やす た め 、 飲 ん で 吸血 鬼 に な る 液体 や 塗り 薬 
を 駆使 。 も ちろ ん 噛ん で も 吸血 鬼 に する こと が で きる 。 
最後 鬼太郎 と 仲間 た ちの 団結 力 を 目の当たり に し 、 日 本 征服 
を 目 柄 に し て いた が 、 吸 血 鬼 ピ ー と と も に 南 へ 帰る 。 





















































ビ ピー の 復活 を その 美貌 で 成す 
吸血 鬼 ピ ビー の 手下 。 美 貌 を 生か し て 





























100 年 ぶり に ピー を 蘇ら せる 。 目玉 

お や じ の 頼み と ウソ を つき 、 倒 れ た 

鬼太郎 の 診察 に 現れ る 。 第 61 話 

能力 @ 生 まれ な が ら に 備わっ た 天性 の 美しき 。 そ し て 吸血 鬼 
ピー へ の 了 皿 誠心 。 薬 を 使っ て 吸血 鬼 を 増やす 。 

最期 @「 ま ぼろ し の 洗車 」 の 煙突 の 中 に 広がる 火 の 海 で 、 鬼 太郎 
と 根 比 べ を し た 結果 、 吸 血 鬼 ビー と 火 の 海 へ 消え る 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 


「 ま ぼろ し の 演 車 」 に 登場 する 基 の 下 高 校 の 教師 。 モ ン ロ ー そ っ く 
りな 、 野 球 部 の 後援 会 長 で 資金 集 め の た め に は ヌー ド も 辞 さ な い 。 
























































ね ずみ 男 に 重い 入 の フタ を 開け させ 、 










VakanzluPl 、 

ヤカン ズル 

【 や か ん ずる 】 の 

木 の 上 か らぶ ら 下 が る “や か ん ” 


ヤカン ズル と いう 妖怪 は 存在 し な い が 、 木 の 上 か ら 突 然 、 や か 
ん が 下がっ て くる 「 薬 向 づ る 」 と いう 人 怪談 が 長野 県 に 伝わり 、 














水木 し げ る 「 妖 怪 百 物語 ] で も 「 や か ん づる 」 と し て 語ら れる 。 
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胃袋 に 別 の 世界 を 持ち 、 悪 魔 軍 団 を 一 気 に 呑ん だ 
目 も 鼻 も な い 、4 本 足 の 妖怪 。 洞 窟 で 3000 年 も の 間 、 眠 っ て いた 。 
悪 魔 プ エル 率い る 悪魔 軍団 を 一 網 打 尽 に する た め 、 鬼 太郎 と 目 
玉 お や じ が 洞 念 の 鍵 を 開け る 。 悪魔 プ エニ ル た ち を 食べ た 人 後 も あ 
ら ゆ る も の を 食べ 続け 、 と ど ま る こと を 知ら な か っ た 。 第 33 話 
能力 胃袋 に は 別 の 世界 を 持っ て いて 、 い くら で も 食べ 続け る 
こと が で きる 。 
最後 @ 封 印 を 解い た 者 を 食べ る まで 永遠 に 食べ 続け る た め 、 鬼 
太郎 が 悪魔 プ エ ェ ル を 道連れ に 食べ られ る 。 そ し て 洞 疹 へ 。 






































無限 の 胃 を 持つ 悪魔 退治 の 専門 家 
神 に 仕え る 、 悪 魔 退 治 専門 の 妖怪 。 
洞窟 に 眠っ て いた が 、 吉 魔 プ エ ル を 
倒す た め に 鬼太郎 た ち が 封 印 を 解い 
た 。 時 魔 プ エ ル を 倒し た が 、 物 が あ 
ふれ か える 現代 に 暴走 する 。 第 63 話 
能力 無限 に も の を 吸い 込む 。 吸 い 込 ん を だ も の は 、 空 の 彼方 に 
転送 し 保存 。 ま と め て 消化 する 。 

最後 で ⑥ 砂 か け 婆 に 風船 を 吸い 込ま せら れ 、 そ の 風船 に 空気 を 入 
れ ら れ て 上 空 へ 。 体 の 自由 を 失い 、 再 び 洞 窟 に 戻さ れ た 。 


















































胃袋 が 井戸 の 底 と 繋が っ て いた 
胃袋 が 地 の 底 ま で 繋が っ て いる と い 
う 、 何 で も 吸い 込む 大 食い 妖 惨 。 吉 
魔 ブ エル 率い る 悪魔 軍団 を 倒す た め 
に 封印 を 解 か れん た 。 だ が 、 そ の 後 も 
吸い 込む の を や め な か っ た 。 第 69 話 
能力 @ 自 分 の 封印 を 解い た 者 を 食べ る まで は 、 あ ら ゆ る も の を 
食べ 続け る 。 胃袋 は 井戸 に 繋が っ て いた 。 

最後 や 強力 な 胃液 で 溶かさ れる が 、 消 化す る の に 一 晩 は か か る 。 
封印 を 解い た 鬼太郎 を 吸い 込み 、 再 び 洞 窒 に 戻っ て いく 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
別世界 に 胃 筐 を 持つ 体内 に 飛び 込ん だ 鬼 夫 郎 に コン トロ ー ル さ 
れ 、 天 の 岩 戸 へ 。 体内 の 鬼太郎 に 倒さ れ た も よう 。「 悪 魔 ブ ェ ル | 
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VagVO0lSa 
AA 
夜行 さん 
- 【 や ぎょ うさ ん 】 
頭 に 草履 を 載せ て いれ ば 大 丈夫 ? 


徳島 県 に 伝わる 、 首 の な い 馬 に 乗っ て 現れ る 鬼 。 出 会 うと 賊 り 
殺さ れる が 、 地 に ひれ 伏し て 章 履 を 頭 に 載せ れ ば 助かる らし い 。 
節分 、 大 みそ か 、 席 申 の 日 な ど に 現れ る と され て いる 。 
























































「 反 車 」 を 発明 し 、 爺 太郎 の ピン チ に 務 け つ る 
提 太 郎 を 助け る 仲間 の ひと り 。 文明 や 接 術 の 進歩 に 興味 を 持ち 、 
いろ いろ な モノ を 研究 ・ 開 発し て いる 妖怪 
妖怪 た ちの 前 を 活か し 、 最 先端 の 文明 の 利器 を 応用 し た 「 妖 
Rb 筋 縄 で は い が な や ふ が 、 本 当 は 穫 が 
や さ し く 、 い ざと いう と き と て も 頼り に な る 。「 地 獄 編 ] で は 、 
6 まん に 祭 ら な し の 用 に まだ が れ り 「 六 」 
名 乗っ て 鬼太郎 た ち に 襲い 掛か っ た 。 ま た 、 西 洋 妖怪 戦 の 呼び 
か け に 集まっ た も の の 、 す ぐに 姿 を 消し て し まっ た こと も 。 第 
78、86、113 話 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 ]「 異 次 元 ] 










































「 妖 怪 自動 車 」 を 開発 し た 発明 王 
妖怪 一 の 発明 家 。 妖怪 自動 車 を 開発 
じ 、 妖怪 潜水 盤 を つく っ て 妖怪 を 退 
治し よう と 提案 し た こと も あっ た 。 
普段 は 、 首 の な い 馬 に 乗り 移動 し て 
いる 。 鬼太郎 の 母親 に 化け た 「 ヒ ー 
族 の 邊 女 」 が 放つ 、 た ちの 悪い 電気 を 見 抜き 、 幸 に や られ た 鬼 
太郎 に 「 解 寺 草 ] を 煎じ て 飲ま せる 活躍 も 見 せる 。「 地 獄 絵図 補 
盗 及び 無断 公開 事件 の 法廷 で は 、 妖 怪 検事 も 務め て いた 。 第 
37、46、47、77、80、114 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー]」 





































の 六 に 住み 、 環 売 た ちの 食事 を 用 現世 と あの 世 を 行 
し で 人 怪 と 人 間 の 結婚 な ども 取り 締まる 。 [最後 の 出会い ] 














明 家 。 その 代表 作 は 。 











Yak0 


に 〈 こ 

野 狐 

【 や で こ 】 泌 | 

妖狐 の 中 で は 最 下級 で 人 に 害 な す 妖 怪 


人 間 に 危 害 を 加え る 妖狐 の こと を 、 野 狐 と 呼ぶ 。 妖 狐 の 中 で は 
野 狐 が 一 番 下 の 階級 と され 、 尻 尾 は 1 本 し か な い が 、 長 い 歳 月 
を 経て 9 つ に な る と いわ れる 。 ま た 、 九 州 で は き 物 と きれ る 。 
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着 の ホ わな の は 人 下 ら 志 
eeA る が kN と 


妖 導 各 欄 びな か で は 、 


る キッ ネ 。 地 下 の 
を # め ぬ よう 人 間 た ち 
し 、 城 の 護衛 や 守屋 の 
見 張り の な 部 下 だ が 、 捕 ら え た ね 
字 男 か ら 陸 外 を むら っ て 定量 か ら 釈放 し 、 そ れ が 空気 に ば れ 
て 叩か れ て いた 野 狐 も いる 。 集団 で 行動 する こと が 多く 、 長 い 
棒 を 手 に し で き 地 下 に に ある 城 に 乗り 込ん だ 鬼太郎 に 襲 いか か っ 
だ た 。 だ が 、 あっ け な く 素手 で 例 ぎ C し ま う 。 最後 は 、 鬼 太郎 
に 敗れ た 天 狐 と と も に 、 城 ど と 姿 を 消し て し まう 。 第 18 話 
































































化け る こと すら で き な い 妖狐 
妖狐 と 呼ば れる 妖怪 ギツネ の 一 種 。 
妖狐 の 王城 で は 、 実 力 に よっ て 階級 
が 分 か れ て いる 。 野 狐 は 、 天 狐 、 空 狐 、 
bp 狐 に 次 いで 、 一 番 下 級 の 妖狐 。 尻 
尾 は 1 本 で 、 化 ける こと も で き な い 
し て いた が 、 地 下 10 階 の 駐車 場 建 





設 の 工事 で 





地底 の 王城 に 暮 ら 
行き 場 を な くし 、 工 事 中 の 現場 で ロー プ を 切る な どの 事故 を 頻 






































築 に 起こ し て 、 工 事 の 中 止 を 人 間 た ち に 








訴え た 。 油 あげ を 供え 





る 約束 で 、 天 狐 と と も に 去っ て いく 。 第 49 話 







登場 。 括 狐 の な か で も っ と も 第 級 が 低く 、 
ゃ ほり し く 162 と も に 去っ て いっ た 。 






「 天 無 | に 
も で き な い 。 























Vasha 


【 や し ゃ 】 まき 
空 を 飛び 、 人 間 の 血 肉 を 喰う 


中 国 に 伝わる 悪鬼 の 一 種 。 水 木 し げ る の 「 中 国 妖怪 事典 ]】 に よ 
れ ば 、 空 中 を 飛行 し 、 人 間 の 血 肉 を 吸う と いわ れ て いる 。 ま た 、 
人 間 の 女 を さら っ て 自分 の 妻 と する と いう 話 も 伝え られ て いる 。 


yashiotoshi 


や ゃ し 落と し 


【 や し お と し 】 沈 



























































HH | 
「 キ キキ の キ 」 と 不気味 に 笑う 、 南 方 妖怪 





「 ア カマ タ 」 ら 南 方 妖怪 軍団 と と も に や っ て 来 た 、 植 物性 妖怪 。 
頭 に や し の 木 を 生やし 、 マ ント 一 枚 と いう スタ イル だ 。 妖 伴 未 
解放 地区 に な っ て いる 日 本 妖怪 の 地位 を 向上 させ る た め 、 軍 艦 
に 乗っ て 来 日 。 日 本 の 妖怪 王 に し て や る と 、 ね ずみ 男 を だ まし て 、 
計画 の 障害 と な る 鬼太郎 の 控 有 殺 を 図る 。 ア カマ タ と つね に 行動 
を と も に し 、- し ゃ べり は アガ カマタ: 導 s。 や し 落と し 自体 は 、 
[キキ キ の キ 」 と 笑っ て いる こと 5 

る な ど 、 言 葉 ら し きも の 


























ね ずみ 男 の 魂 を 食べ 、 訟 を 壊し て し まっ た 
ギタ ー 7 体 の 自由 を 礁 っ て 薄 を 食う 妖怪 。 墓場 で 魂 を 
ね ずみ 男 の 魂 を 食っ て 腹 を 壊す 。 そ れ を 治 そう 
も の 現 を 集め 、 食 べ よ うと し た と ころ を 衝 太 郎 に 
正体 は 、 髪 の 毛 。 第 3 話 























































































ある 、 動 く 怪 木 だ っ た 。 
能力 や 頭 の や し の 木 を 伸 し 、 体 の 自由 を 奪う 。 ギ ター の 音 で 鬼 太 
が つる に な り 伸 縮 自 、 郎 の 自由 お 春 ら た 。 





0 お 0 補 N 死霊 の 穴 に 落ち て 死霊 











コト で ある 。 劇 「 ゲ ゲ ゲ 


頭 に 生え た や し の 実 を 飛ば し て 攻撃 >- 林 区 を 抜き 取る 。 





能力 〇 突風 を 起こ し 、 旧 手 を 催眠 状 浮 に し 、 















































の 根 を 自由 に 操り 、 鬼 太郎 た ち を 細 っ た 。 K こ 
最期 木の根 で ネコ 娘 た ち を 捕らえ る が 、 つ る べべ 火 の 放っ た 火 最期 〇 甘 の 所 の 正体 を 現 > 底 夫 郎 の 呼ん だ 「 妖 怪 ラ ンプ 」 の 
で 焼 か れ て し まう 。 炎 で 焼 が れ で や まう 。~-* 
や し を 落と し て 攻撃 する 南方 妖怪 「 ビ ー ト ルズ の 曲 も 夜叉 が 作っ た !? 
四 南 太平 洋上 の バル ル 島 の 奥地 に 住む 、 中 国 の 妖怪 。 響 と いう ギタ ー 演 奏者 
南方 妖怪 の ひと り 。 生命 の 水 を 求め に 乗り 移り 、 演 奏 を 開い て いる 人 が 
叶 て ジャ ング ル を 荒らす 日 本 人 に 怒り 、 聞き 惚れ て いる 間 に 、 魂 を 抜き 取っ 
アカ マタ 、 チ ン ポ ら と 日 本 に 総 攻 撃 て し まう 。 ビ ー ト ルズ の 曲 も 夜叉 が 
を 仕掛 ける 。 劇 「 大 海獣 」 すす 呈 庄 計 ま 作っ た と いう 。 第 10、86 話 
能力 頭 の や し の 実 を 飛ば し て 攻撃 。 や し の 実 を 落と す ス ピー 能力 や 人 が ギタ ー の 音色 に 酔っ て いる うち に 、 魂 を 抜き 取る 。 























ド は 自由 自在 。 昔 は 琵琶 を 使用 し て いた 。 
最後 キジムナー が 噴い た 火 を 鬼太郎 が か わし 、 それ が 引火 し 最期 音痴 だ と 曲 を 聴い て も 大 丈夫 な の で 、 日 本 一 音痴 な ね ず 
丸 焼 け に 。 最 後 は アカ マタ た ちと 南方 に 帰っ て いっ た 。 み 男 の 尻 か ら 出 る ガス に 火 を つけ て 噴射 し 、 燃 え 尽 きる 。 


原作 コミ 
[ 妖怪 軍団 | に 登場 し た 妖怪 。 日 本 に や っ て きた 妖怪 解放 軍 の ひと り 。 
正体 は 巨木 の 根 の よう な 姿 で 、 最 後 ほ つ る ペ 火 に 焼 か れ て し まっ た 。 





ッ ク で は ? 








原 作 
原作 と な っ た | 枯 硫 ] 








じ て 「 下 宿屋] 「 あ う 時 は いつ も 死人 | な ど に 登場 。 


コミ ッ ク で は ? 
以 球 に も 、1600 年 前 に 中 国 か ら 来 た 吸血 鬼 と 
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Vanuhikhunli 


八 百 比丘 尼 


【 や お びく に 】 
人 魚の 肉 を 食べ 、 諸 国 を めぐ っ た 女性 


若狭 ・ 小 浜 の 出身 と いわ れ 、 人 魚の 肉 、 また は 九 穴 の 飽 を 食べ 
て 不老 不死 に な っ た 女性 。 白 い 椿 を 持っ て 諸国 を めぐ り 、 後 に 
若狭 の 空 印 寺 の 岩屋 で 入 定 し た と され て いる 。 


「 鬼 道 軍 ] を 使い 、 妖 怪 抹殺 を 企てる 800 年 生き た 尼 
人 魚の 了 肉 を 食べ 800 
年 を 生き 延び て いる 
尼 。 奏 えて ざく 肉体 
を 再生 する た め 、 同 
じ く 人 魚の 肉 で 生き 
な が ら え て いる 「 移 
道 衆 ]- を 使 づ で 、、 女 
王 人 魚 を 手 に 入れ よ 
ヶ と ずる 。、 し か し 、 
鬼太郎 に 邪魔 ざれ て 
じ ま う 。 妖 尾 た ち を 
天 散 と みな し て お り 、 必要 婦 上 に 提 大 郎 た ち を 追っ た 。 第 100 放 
“能力 や @ ユ メ コ に 此 巫 共 の 術 を か け て 操る 。 
最期 @ 鬼 巫女 の 面 が 割れ ッ ノ が の ど に 。 老化 が 進み 白 骨 作 す る 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 お そろ じい 履 百 贅 丘 尼 の 巻 } に は 、 な ーー に 協力 し て 鬼 夫 朗 




















































を 亡き 者 に し よう を し た 老 渡 の 妖怪 と し で 登場 する 。 


YamaPi 


家 鳴 
な 時 2 
小 鬼 の 姿 を し た 和風 ポル ター ガイ スト 


「 画 図 百 鬼 夜行 』 に 描か 神 て る が 、 説 明 は つけ られ て いな い 。 
水木 し ずる の 各 書 に よれ ば 、「 障 子 や 戸 を が ガタ ガタ と 鳴ら す 、 ポ 
ルター ガイ スト の よう な も の 」 ど 説 明 き れ て いる 。 


人 喰い 家 に 住ん で 、 家 鳴 国 を つく ろう と し た 

人 単 苑 れ た 山奥 で 、 
ひっ そり と 暮らし て 
いた 3 人 組 の 妖 稚 。 
ある 日 、 迷 い 送 ん で 
きた 人 間 を 、 自 分 た 




















家 が 食べ て し まっ た 。 
取り 下 いた 家 が 「 人 
喰い 家 ] で 人 間 を 食 
べ て 成長 する こと に 
っ 気 信 い た 家 鳴 は 、 家 
を っ くろ う 加 す る 





























ち が 住み 着い て いる.。 





Yammantokno 






気 の や さ し い 、 

山中 で 山男 に 会 っ た と いう 語 各地 に 伝わる 。 大 半 は 半 
裸 で 毛深い 大 男 と され 、 言 葉 を か 話 き な か っ た りす る と 
いう 。 ま た 、 少な い 報 酬 で 大 き な 労働 を じ て く れる の が 通例 だ 。 


















東京 を ジャ ング ル に し よう と マン モス フラ ワー の 種 を まく 
0 地下 深く 水 漬け に 
な っ て 眠っ て いた と 
ころ を 、 ね ずみ 男 に 
目覚 め さ きせ られ た 妖 
怪 。 文 明 を 嫌い 、 自 
然 が な いと ノイ ロー 
ゼ に な っ て し まう こ 
と か ら 、 街 を 原始 時 
代 戻 を うと 「 マ ン 
モス フラ ワリ ワー] の 種 
- を まき 東京 を ジャ ン 
グル に し て じ ま う 。 鬼太郎 の 説得 に も 応じ し な か っ た が 、 状 況 を 
打開 し よう と 登場 し た 妖怪 戦車 に 、 文 明 の 進化 を 目の当たり に 
し た 上 帆 は 東京 を 元 に 戻し て 再び 山 へ 帰っ て 行く 。 第 78 話 


















































原作 コミ ッ ク で は ? 


80 年 代 の アニ メ で は "山男 "だ が 、 鬼 太朗 の 登場 し な い 「 原 
始 さん の 原始 さあ が 、 妖怪 の ペー ス に な う て い る と 思わ れる 過 


Mama9aml 
中 神 「 
【 や ま が み 】 
日 本 各地 で 祀 ち れ て いる 「 さ ん じん 」 


「 き タ ゼ ん ] ほ 呼 ぶ 。 山 で 生活 する 人 に より 、 窒 国 的 に 妨 ち 礼 て 














いる 精霊 の まう な 春 在 。 水木 し げ る に よれ ば 、 山 か ら 石 を 持っ 
て 糖 る と 、 石 を 返し て も ら う た め に いた ずら を する らし い 。 


と うふ 小僧 を 従え 、 森 ど と も に 弱っ て いく 神 

山 で 一 番 古 く 大 きい 木 
詩 の 中 に 住ん で いる 山 の 
神 。 自 分 た ちの 森 が ] 
事 に より 破壊 され る 【 
つれ 、 山 神 自体 も 床 に 
伏せ る よう に な っ て い 
た 。 山 神 に 仕 を ん る と う 
ふ 小 僧 は 、 山 神 の 体 を 
心配 し 、 カ ビ の 粉 で 人 
| 開 を 襲う が 、 人 鬼太郎 に 
阻止 きれ る 。 山神 は 、 
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YS Os 悪さ を し て 
東 太 郎 に 倒さ きれ ぞう に な っ た と うふ 小僧 の た め に 次 を 現す 。 記 














山 小 僧 は 、 呼 子 を 見 る の じゃ 














Yamajilii 
アンタ 、、 
山 苑 
[ぐま じい 】 
猪 や 猿 を バク バク 食べ る 一 本 足 の 妖怪 


四国 山中 に 伝わる 妖怪 。「 南 路 志 続 含 稿 本 二 十 三 ) に よれ ば 、 約 
90 一 120cm の 一 本 足 で 、 目 は 2 つ あ る が 、 ひ と つが 小さ く ペー つ 























に も 見 える 。 猪 や 猿 を まる で 大 根 を 食べ る よう に 食う らし い 。 





恐ろし い 顔 を し な が ら 、 チ ョ ウ が 好き な の ん びり 屋 
山 に 住む 得体 の 知れ な い 妖 怪 。 ね ずみ 男 か ら 強 引 に 読 わ れ 、 ぬ 
ら り ひ ょ ん の 助っ人 バイ ト を 務め る こと に 。 そ の ご つい 顔 と は 
裏腹 に 、 チ ョ ウ が 好き な 妖怪 で 、 無 口 で ほとん ど し ゃ べ ら な い 。 
山 の 古 木 を 住み か と し て お り 、 そ の 入り 口 に は 「 ゴ 用 ノ 方 導 木 
ヲタ タイ テ 下 サイ 山 ジ ジイ | と 書か れ て ある 。 第 113 話 

能力 人 @ 出 着 か ら ど ん ぐり を 投げ つけ る 。 こ れ と いっ た た 特殊 な 能 
| 力 は 持っ て いな いよ うだ 。 

最期 @ 五 徳 猫 、 加 意 自在 と 3 人 で 肩車 し て 攻撃 する 「 妖 気合 体 」 
で 累 太郎 に 挑む が 、 あ っ け な く 倒れ て し まう 。 



































西洋 妖怪 戦 か ら 離脱 し た 

日 本 を 妖怪 の 国 に し よう と 企む 、 西 
洋 妖 怪 。 奇 怪 が 島 に 上 陸 し た バッ ク 
全音 A 
向かう 有志 を 、 ね ずみ 男 が 募っ た 中 

Ni ね ずみ 男 に 「 山 仁 」 























| と 出席 を と られ 、 墓石 の 陰 か ら 大 きく 手 を 挙げ て いた 。 し か し 、 


決戦 に は 参加 せ ず 姿 を 消し て し まっ た 。 派 手 な つく り の 顔 に 似 
| 合わ ず 、 攻 撃 能 力 が な いか 、 命 が 惜しかっ た の だ と 思わ れる 。 
第 10 話 。70 年 代 、 第 2 話 で も 違う タイ プ の 山谷 が 確認 で きる 。 


"は ? 
「 折 怪 大 裁判 ] の 中 で 姿 が 確認 で きる 。 











名 前 は 呼ば れ な いか が 


百々 苑 の 仲間 と し で 、 ほ か の 妖怪 た ちと 鬼太郎 を 開 っ た 。 

















Yamatan0nPochi 


八 備 大 蛇 


【 や また の お ろ ち 】 
8 つの 頭 と 8 つの 尾 を 持つ 大 蛇 


「 古 事 記 】 や 「 日 本 書 紀 】 に 登場 。 八 俣 大 暑 は 、 ク シナ ダ ヒ メ を 
生け 費 に し よう と し て いた が 、 ス サ ノ オ ノミ コト に よっ て 退治 
され る 。 尾 か ら は 三 三 畑 の 神 示 の ひと つ 「 便 開 の 伸 ] が 出 た 。 














解放 石 の 中 で 、 生 け 軒 が 来る の を 待つ 





呼子 が 持つ 、 解 放 石 の 中 に 住ん で いる 巨大 な 妖怪 。 解 放 石 に 触 

れ た 者 は その 中 に 引き ずり 込ま れ 、 中 で 待ち 構え る 呼子 の 手下 

に よっ て 、 八 俣 大 蛇 の 前 まで 連れ て 行か れる 仕組 み と な っ て い 

る 。 そ れ ぞ れ の 頭 は カラ フル で 、 体 の 部 分 は 見 えな い 。 第 12 話 

能力 鋭い キバ で 鬼太郎 に 組 いか か っ た 。 そ し て 、 鬼 太郎 を 丸 
呑み に し て し まう 。 

最後 ちゃんちゃんこ や リ り モコ ン 下 吐 で 視界 を ふさ が れ た 1 頭 
が 別 の 1 頭 に 噛み 付く 。 残 り は 、 妖 怪 体 電 池 で 感電 。 



































呼子 の や ま び この 術 で 倒れ る 
8 つの 頭 を 持つ 妖怪 。 ダ イヤ モン ド の 
80' 中 に 異 次 元 の 世界 を 作っ て 妖怪 た ち 
を 住ま わせ 、 月 に 一 度 生け 賞 を 差し 
HH させ て いた 。 尾 に は 、 異 次 元 を 脱 
HH で きる 剣 が 隠さ れ て いる 。 第 79 話 
能力 @ 口 か ら 火 笑 を 吐い て 鬼太郎 を 襲う 。 鋭い キバ も 強力 な 武 
器 と し て 使用 する 。 
最期 呼子 た ちの 「 や ま び この 術 ] で 分 身 し た 鬼太郎 に 、8 本 の 
首 を 絡ま され 、 剣 で と ど め を 刺さ れ 倒さ れる 。 
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本 各地 に 首 が 散ら ば っ で いる 
倍 乳 洞 な ど に ある 封印 場所 に 、[ 草 
ト 著 の 剣 ] を は め 込 むと 、1 頭 ず つ 大 
90 蛇 が 復活 。 ぬ ら り ひ ょ ん が 叔 太郎 を 
個 す ため 復活 させ た 。 お 台場 の フジ 
テレ ビ に も 出現 。 第 74、96 話 
詳 か 6 か ら 火 守 光 往 軸 す 5: 四 拓 課 の 巣 の 休 やり モ コス ド 
駄 、 ち ゃ ん ちゃ ん こも 効か な い 。 剣 で 倒し て も 復活 する 。 
最期 黄色 目 の オ ロ チ の 額 に ある 心臓 が 急所 。 草 落 の 剣 で 和 さ 
れる と 、 す べ て の オロ チ が 倒れ た 。 


原作 コミック で は ? 
鬼 夫 郎 が 登場 じ な い 「 や また の お ろ ち ] に 登場 。 呼 子 が 持つ 解 
放 石 の 中 に 住ん を で いる な ど 、70 80 年 代 須 は ほぼ 原作 と お り 。 
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VammateHgl 


山 天狗 


【 や ま て ん 3】 
山 に 住み 人 を 驚か す “ 山 の 天狗 ” 


神奈 川 県 津久井 町 に 伝わる 天狗 。 山 小屋 を ゆす っ た り 、 木 を 倒 
音 を た て る と いわ れる 。 ま た 、 こ の 地 で は 山 に 住む 天狗 を 「 山 
天狗 」、 川 に 住む 天狗 を 「 川 天狗 ] と 呼ん で いる 。 


鬼太郎 の 鼻 を 天狗 うち わ で 伸ばし た 











「 天 狗 の 森 ] に ある 遼 
に 封印 され て いた 巨 
大 な 天狗 。 鬼 太郎 た 
ち に 、 人 間 の 少女 、 
モモ コ を 連れ て 行か 
れ た く な い 「 木 の 子 」 
た ち に よっ て 、 封 印 
を 解 か れる 。 女 の 子 
の 生き 胆 を 食べ る と 
oe 
ーー ea 豪語 する 。 第 89 話 
夫人 何 す 「 央 衝 四 本 
毛 針 ]」。 天 狗 うち わ を 扇 ぎ 、 相 手 の 鼻 を 伸ばす 妖術 を 使う 。 
最期 @ 封 印 の 札 を 鼻 に 貼ら れ 、 元 の 麟 に 戻さ れ 再び 封印 され る 。 
原作 コミ ッ ク で は 2? 
原作 と アニ メ が ほぼ 同じ キャ ラ だ が 、 前 述 し た 以外 に 、 無 数 の 




















石 つ ぶ て を 飛ば す [ 狗 つぶ て | と いう 技 も 使う 。[ 木 の 子 ] 


VammaWaPo 


テム 
山 草 
[や まわ 2】 
九州 で は 、 山 仕事 の 手伝い も し て くれ る 


各地 に 伝わる 山 に 住む 妖怪 。 九州 で は 、 河 章 が 山 に 入っ て 山 章 
に な っ た と され て いる 。 そ の 呼び 名 も さま さま だ 。 山 仕事 の 手 
伝い を する と も いわ れ 、 木 を 運ん で くれ た り も する と いう 。 


ユメ コ ち ゃ ん に ゴル フク ラブ で 殴ら れ 卒 倒 
ー つ 目 の 老 人 の よう 
な 妖怪 。 怪 気象 を 
使っ て 、 東 京 を 妖怪 
の 国 に し よう と 企む 
「 妖怪 皇帝 | 軍団 の 
ひと り と し て 登場 。 
マン ガ 家 ・ 水 木 の 家 
で 鬼太郎 を 襲う 。 し 
か し 、 待 ち 構 えて い 
だ ユメ に よら で 、 
内 の ゴル フク ラブ で 殴ら 
れ て 気絶 し て し まう 。 国 会 議事 堂前 で も 鬼太郎 を 待ち 構え て 、 
妖怪 軍団 と と も に 迎え 撃つ 。 こ れ と いっ た 目立っ た 活躍 も な い 
ま 、 怪 気象 と と も に 消え て し まっ た 。 劇 「 異 次 元 ] 
原作 コミ ッ ク で は ? 
「 妖 怪 as 
) と り と し で 、 そ の 姿 を 確認 ずる こと が で きる 。 





























に 集まっ た 。 



































Yukiotokn 
当 男 
【 ゆ き お と <] 
現在 で も 目撃 さ れる 、 山 に 現れ る 大 入道 
02 拉 介 抽 の PP 


化 語 葉 ] に 書か れ て いる 。 現在 で も UMA と し て 、 世 界 中 で 目 届 
例 が 多い 。 中 国 山 地 の ヒ バ ゴ ン も 雪男 と 同一 視 さ れる よう だ 。 





析 本 KS 














つら ら 、 寺 月 、 冷 気 と 多彩 な 攻撃 を 繰り 出す 冷凍 妖怪 

北海 道 の 「 最 果 村 に ある 銀 雪 山 ] に 住む せ 、 なまはげ の よう な い 

で た ちの 冷凍 妖怪 。 雪 女 の 夫 で 、 娘 は 雪 ん 子 。 む や み に 動 物 を 

殺す 村人 を さら い 、 魂 を 抜く 。 住 みか の 洞窟 に 乗り 込ん だ 鬼 大 

郎 を 、 和 雪女 と 雪 ん 子 の 3 人 で 迎え 撃つ 。 第 58 話 

能力 や つらら を 落と し て 攻撃 。 口 か ら 冷気 を 吐き 、 相 手 を 凍ら 
せる 。 洞窟 の 天井 を た た け ば 雪崩 が お こる 。 

最期 妖怪 エネ ルギー の 温度 を あげ た 鬼太郎 に 、 エ ネル ギー を 
顔 に 吹き か けら れ 溶 け て し まう 。 




















雪女 & 雪 ん 子 と 合体 し て 冷凍 巨人 に 
雪女 、 雪 ん 子 と 北海 道 に 暮らす 、 冷 凍 
妖 公 の ひと り 。 雪 ん 子 を 使い 、 人 を さき 
ら っ て 魂 を 抜く 。 鬼 太郎 に 苦戦 する 雪 
< 女 と 雪 ん 子 を 救う べく 、 水 の 中 か ら 現 
れ て 鬼太郎 を 工 う 。 第 48 話 
能力 G 相 手 を 怪力 で 押さ えつ け て 凍ら せ て し まう 。 天女 、 
子 と 合体 し て 冷凍 巨人 と な る 。 
最期 @ 冷 凍 巨人 と な っ て 鬼太郎 を う 
洞窟 が 崩れ て 姿 を 消す 。 


が 、 和 鬼太郎 の 火炎 に より 





化 火 に よっ て 2 度 溶 が され る 

雪山 の 価 乳 洞 に 住む 。 雪女 、 雪 ん 子 

と は 冷凍 妖怪 ファ ミリ ー。「 我 々 3 

人 で 世界 中 の 人 間 ど も を 凍ら せ て や 

る の さき 」 と 豪語 。 計 画 を じゃ ます る 
RS 鬼太郎 と 戦う 。 第 15 話 

能 カ 日 が 青く 光り 、 光線 を 発射 。 そ の 光線 が 体 に 巻き つく と 
相手 は 凍っ て し まう 。 

最期 @ 化 火 の 火 を 受け て 溶け る が 、 二 女 、 雪 ん 子 の 妖気 が 集 
まっ て 大 き な 冷 凍 妖怪 に 。 結 局 、 化 火 の 熱 で 溶かさ れる 


原作 コミ ッ ク で は ? 


阪 の 原 ある 「[ 寺 タ 再生 妖怪 軍団 の 反 















































【 ゆ 


YUKIOHHa 


雪女 選 


き お ん な 】 


古く か ら 各地 で 伝わる 雪女 伝説 


日 本 各地 で 知ら れる 雪 の 夜 に 現れ る 女 の 妖 怪 。 地 方 に よっ て 、 











雪女 郎 、 雪 姉 サ 、 雪 バン バ 、 


雪 な ど 呼 び 名 は さま ざま 。 し か 














能力 @ 口 か ら 冷 気 を 吐く 。 





し どの 地方 で も 、 会 っ た 人 間 は 殺さ れ て し まう よう だ 。 





雪 ん 子 を 助け 、 強 力 な 吹雪 を 起こ し て 鬼太郎 を 襲う 
雪男 、 雪 ん 子 と 共存 する 冷凍 妖怪 の ひと り 。 北海 道 の 雪 山 に いる 。 
人 間 の 魂 を 抜い て いた 雪 ん 子 が 鬼太郎 の 攻撃 を 受け 、 ビ ンチ に 
陥っ た と き に 現れ 、 鬼 太郎 を 襲う 。 雪 男 、 雪 ん 子 と 合体 し て 、 
冷凍 巨人 に な る こと も で きる 。 第 48 話 














胡 の 毛 針 も は ね 返す 、 雪 ん 子 よ り も 


強力 な 吹雪 を 起こ す 。 
| 最期 @ 妖 怪 原子 妨 を 燃やし た 鬼太郎 が 口 か ら 噴 いた 火炎 に より 、 
浴 け て し まう 。 


















まっ た 。 





「 姿 を 見 られ た ら 4 


n《 を りょう み と し た 雪 ん 子 を 叱 


鬼太郎 に 手 を 賃 す こと も あっ た 
雪男 、 雪 ん 子 と 暮らす 妖怪 。 水 の 魂 を 
食べ る の は 、 一 時 ひと つが 基本 らし い 。 
[人間 と 妖 友好 生 踊 大会] に も 
参加 。 ぬ け 首 の 頭 を 冷や す た め 鬼 拓朗 
に 示 を 賀 し た と と も ある 。 第 15 94 話 





に 間 き 外 9 て / 深 らち そ て し 3。 ン ン 
最 央 光太郎 が 呂 ん だ 化 火 の 火 を 直接 受け で で 1 











提 太 郎 を 纏 ら せよ うと し た 。 また 鬼 
太朗 に 協力 し て 妖魔 城 へ 乗り 込み 
人 食い 花 に 喰わ れ た 5 第 58、98、99 話 
雪男 と と も に 、 
と あの クン 

熱気 を 顔 に 吹 










DS を ら の 








ニ メ 版 の 原作 で ある 「 寺 ん 子 」 の ほか に 、「 再 生 妖 怪 軍団 の 反 
軸 ! の 巻 ] で は 、 括 怪 香 訪 で 均 り 鬼太郎 を 明 っ た 。 

















E き で 帰せ な い 」 と | 








雪女 が 連 


人 間 の 子 ど 








雪男 、 雪 女 
魂 を アイ ス 


能力 で 目 を 
と 、 


な っ 


能力 代入 問 
と まう 





間 の 
最期 @ 鬼 太 


> 守 









の 反 黄 ! 












し ぶし ぶな が ら も 鬼太郎 に 協力 し た こと も 


と 


YUIKink0o 
雪 ん 子 
【 ゆ ほん こ 】 
れ て くる 子ども の 雪 妖 怪 





[ 当 凍 子 」 と も 呼ば れる 。 北国 の 防 守 具 で も あっ た 養 を 纏っ た 女 
の 子 の 擬 で 描か れる こと が 多い 。 雪女 が 連れ て くる こと も 多く 、 








6 才 う の の SW の 


es ssaa 


と 行動 を と も に する 冷凍 妖怪 。 人 間 を 凍ら せ 、 そ の 
キャ ン デ ィ ー に し て 食べ る 。 住み か に 乗り 込ん だ 鬼 


太郎 も や 纏 ら せ て し まう 。 ま た 、 ぬ け 首 の 頭 を 冷や す た め 、 雪 女 、 
つら ら 女 と も に 衝 夫 郎 に 協力 し た 。 第 15、94 話 、 劇 「 最 政 妖 怪 」 





背く 光ら せ て 光線 を 出す 。 そ の 光線 が 体 に 巻き つく 
相手 は 凍っ て し ま う 。 


| 最期 や 化 火 が 作 つ た 熱い 炭 を 鬼太郎 が 鏡 乳 洞 の 池 に 投げ 、 熱く 


た 池 の 中 に 入っ て し まい 溶け て 消え る 。 


鬼太郎 の 炎 で 溶け て し まう 
村人 を 水 漬け に し て 魂 を 抜き 、 ア イ 
スキ ャ ン デ ィ ー に し て 食べ て いた 。 
盾 太郎 を だ まし て 背中 に 負 ぶ きり 湖 
ら せ 、 雪 女 、 雪 男 と 共 護 し て 鬼太郎 
を 鱗 地 に 追い 込む 。 第 48 話 
を 凍ら せ て 、 そ の 魂 を アイ スキ ャ ン デ ィ ー に し て し 
。 小さ な 雪 履 や 、 吹 雪 を 起こ す 。 

















時 期 @「 妖 怪 原 子 炉 」 を 燃やし た 鬼太郎 が 、 口 か ら 火災 を 噴出 。 
その 


笑 を 浴び て 溶け て し まう 。 


鬼太郎 を か ば っ て 逃 が そ うと する 
雪男 と 雪女 の 娘 。 人 間 が むやみ に 動 
物 を 殺す こと に 色 り 、 人 間 の 魂 を ア 
イス キャ ン デ ィ ー に し て 食べ て し ま 
う 。 動 物 を 殺し た こと の な い 爺 太郎 
を か ば い 、 光 が そう と する 。 第 58 話 








本 は いら ん か ね 」 と 雪 の 中 を 歩き 、 人 





口 に アイ ス を 入れ て 凍ら せ 、 魂 を 抜く 。 
郎 が 妖怪 エネ ルギー を 上 げ て 出し た 、 熱 光線 を 浴び 
男 を か ば っ て 、 一 緒 に 沙 け て し まう 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
ス と な う て い る 「 寺 ん 子 ] を は じ め 、「 再 生 妖 怪 軍団 
の 巻 | に も 登場 。 ど ちら も 敵 と し て 描か れ 、 改 心 し ない 。 
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少女 の 身 を 案じ て 咲き 乱れ る 、 ジ ャ ング ル に 生息 する 花 
本 来 は 南方 の ジャ ング ル に 生息 する 植物 で あり 、 空 か ら 飛ん で 
きた タネ が 、 花 子 の 家 の 植 木 鉢 に 落ち て 発芽 し た も の 。 見 る 間 
に 物干し 竿 いっ ぱい に 広がる 繁殖 力 と 、 切 っ て も また すぐ に 生 
えて くる 和 驚く べき 生命 力 を 兼ね 備え て いる 。 ま た 、 夜 に な る と 
花 が 点滅 。 彼女 を 半ば ノイ ロー ゼ 状 態 に 追い 込ん で いっ た 。 鬼 
太郎 た ち が 花 を 引き ちぎ ろう と する と 、 動 きま わる 葛 と 体 に 吸 
い 付 く 花 で 反撃 する 。 し か し 、 花 子 が 手 を 差し 伸 べ る と 、 絡 み 
つい た 切 や 花 が 簡単 に 取れ て し まう 。 妖 花 の 本 体 の 木 小 鬼 た ち 

が 住む 南方 の ジャ ング ル に あり 、 そ こ か ら 各 地 ヘ へ タネ を 飛ば し 
て いた 。 じ つ は 、 妖 花 の 根 の 近く に ある 地下 通路 に は 花子 の 両 
親 の 死体 が 眠っ て お り 、 2 人 の 魂 が 妖 花 の タネ に 答 っ て 海 を 渡 
り 、 花 子 を 見 守っ て いた 。 第 32 話 

能力 ⑯ 夢 を 鞭 の よう に し て 攻撃 。 花 が 飛ん で 体 に 吸い 付く 。 

















主 較 が し ゃ どく ろ に 守ら れ た 叔父 の 魂 

s 華子 の 住む アパ ー ト 一 面 に 咲い て い 
る 、 不 思 議 な 熱帯 性 の 植物 。 切 っ て 
も すぐ に 生え て くる 生命 力 の 強い 花 
呈 で 、 大 元 の 木 は 南 の 島 に 生息 し て い 
諾 の SMA 
が し ゃ どく ろ に 守ら れ た 、 に 秘境 で ある 。 そ の 密 林 の 奥 に 
ある 木の根 元 に 、 和博 埋め られ て いた 。 
木 の 寿命 が 近づき 、 木 に と り 還 いた 叔父 の 最後 の メッ セー ジ と 
し て 、 妖 花 は 華子 の 部 屋 に 咲き 乱れ て いた 。 第 71 話 





















キシン 孫 の 成長 を 見 守る 祖父 母 の 魂 

南方 の ジャ ング ル に 生え る 植物 。 毎 
E、 夏 の 暑い 盛り に 一 気 に 繁殖 する 。 
切 が 花子 の 部 屋 中 に 広がり 、 大 輪 の 
花 を 咲か せ て いた 。 人間 に 危害 を 加 
える こと は な い 。 南 の 島 で 、 戦 死 し 
た 花子 の 祖父 の 遺体 か ら 養分 を 吸い 成長 。 妻 (花子 の 祖母 ) と 、 

係 の 花子 を 守る た め に 、 人 か 南 の 島 か ら 花 粉 を 飛ば し て 、 部 屋 
に 花 を 咲か せ て いた 。 後 に 、 花 子 の 祖母 も 同じ 場所 で 息 を 引き 
取り 、2 人 で 花子 の 成長 を 見 守る よう に な っ た 。 第 30 話 


原作 コミ ッ ク で は ? 























「 妖 花 | に 登場 する 妖 花 が 、 ア ニ メ に お ける 花 の ペー ス 。 少 女 を 





見 守っ て いる の は 、60 年 代 ア ニ メ の 設定 と 同じ く 両 親 。 


























YOukaisahotBeni 


妖怪 サボ テン : 


【 ょ うかい さぼてん 】 











座敷 章子 も 呑み 込ん だ 、 攻撃 力 が 高い 「 サ ボテ ン 妖 怪 」 
「 サ ポテ ン 妖 怪 ] と し て 登場 。 家 に 入り 込み 、 住 人 の 生気 を 吸い 
取る 妖怪 ・ 後 神 の 相棒 で も ある 。「 幸 せ を 運ぶ サポ テン] と し て 、 








座敷 童子 の 住む 家 に 進入 。 ふ だ ん は 小さ いた だ の サボ テン だ が 、 

後 神 の 命令 どおり に 、 そ こ で 暮らす 人 た ち を つぎ つぎ と 遂 う 。 

震 の よう な 触手 で 相手 を 捕まえ て 、 頭 か ら 相 み 込む 。 座敷 章子 

も 春 み 込ま れ て し まっ た 。 ま た 、 腕 力も 強く 、 体 の トゲ を 飛ば 

す な ど 攻撃 力も 高い 。 消 化 力 は さほど 強く な いよ う で 、 在 まれ 

た 人 た ち は 無事 救出 され て いる 。 ま た 、 意 思 の よう な も の も な く 

後 神 が 例 され る と お と な し く な っ た 。 第 55 話 

能力 @ 〇 サボ テン の トゲ を 連射 する 。 触 手 で 獲物 を 捕まえ て 春 み 
込む 。 春 み 込 まれ た 人 間 は コ プ と な っ て 現れ る 。 

最期 で 座 避 章 子 に 体内 で 攻撃 され て 問 絶 し 、 リ モコ ン 下 駄 で 両 
手 を 切ら れる 。 後 神 が い な く な る と 鎮静 化し た 。 














鬼太郎 の 指 鉄砲 で 絶滅 

後 神 と 手 を 組み 、 人 間 を 食べ て し ま 

う 妖 怪 サ ボテ ン 。 体 の 大 き さ を 自由 

に 変え る こと が で き 、 後 神 の 合図 に 

よっ て 獲物 を 狙う 。 隙 を つい て 、 鬼 

太郎 も 存 み 込ん だ 。 第 61 話 

能力 人 @ 後 神 の 手 か ら 出 る 煙 を 合図 に 、 花 が 咲き 人 間 を 丸大 み に 
食べ られ た 人 間 は 、 サ ボテ ン の コブ と な っ て し まう 。 

最期 @ 妖怪 サボ テン に 呑み 込ま れ た 鬼太郎 が 、 指 鉄 克 を 発射 。 
ひる ん だ と ころ を 第 太郎 が 皮 を 裂 い て 出 て くる 。 






































還 昌 旧 後 神 に 同情 し て 孤軍 奮闘 ! 
ふだん は 普通 の 鉢 西 えん の サボ テン だ 
が 、 じ つ は 花弁 を 伸ばし て 相手 を 捕 
え 春 み 込 む 妖 怪 。 一 人 符 み 込む た び 
に 体 の コブ が ひと つ ず つ 増 える 。 後 
神 の 境 過 に 同情 し て 、 花 屋 を 持た せ 
て や ろう と 奮闘 する 。 呑み 込ん だ 鬼太郎 に 、 体 内 に ある 中 央 の 
茎 を 剣 で 破 ら れ 水 が 噴 出 。 鬼 太郎 た ち を 吐き 出し 、 しおれ て し 
まっ た 。 後 神 に 「 さ ぼ ち ゃ ん 」 と 呼ば れる 。 第 59 話 

能力 体内 は 別 空 間 の よう に な っ て いる 。 針 を 飛ば す 。 


に コ ミ ーー ンプ て は ? 
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80' 
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を 持 夫 











| で 本 を 切る よう な 音 を た て 
| り 病気 


小さ な 体 で 巨大 な が し ゃ どく ろ を 操作 







































































ぬら り ひ ょ ん が 自分 
捜し 当て た 鏡 を 持っ て 空中 
障 り 、 姿 を 消す こと が で きる 。 
ミッ ク で は 2? 
ぬ ぬ ら り ひよ ん に 操 ら れ で 、 街 を 


な が ら 、 
能力 妖怪 を 


日 本 の 地 矢 を 





YO0ukaikoutei 


妖怪 旦 常 





【 ょ ようかい こう てい 


東京 を 妖怪 の 国 に し よう と し た 、 妖 怪 皇帝 と は ? 
「 人 間 よ り も 優れ て いる 妖怪 が 、 





む 。 ぐ わ ご ぜ の 娘 ・ カ ロリ ー ヌ が 死ん で も 
| 一 蹴 する 非情 お り 。 そ の 正体 は ぬら り ひ ょ ん 。 劇 「 異 次 元 」 
能力 @⑯ 腰 の サー ベル を 抜い て 、 鬼 太郎 と 一 騎 打 ち 。 

最期 @ 鬼太郎 の オカ リナ 剣 で 切ら れ 


原作 コミ 


TV オリ ジ ナ ル の 妖怪 。 


VOoualtepuztli 


ヨナ ル デ パ バズ トー ハ 
【 は ょ な る で ば ず と ー リ り 】 
時 に は 命 を も 奪う 、 恐 ろ し い 地 獄 の 神 


人 間 の 魂 を 支配 する 地獄 の 神 と いわ れる 、 メ キシ コ の 妖怪 。 短 
、 こ の 音 を 聞く と 吐き 気 に 細 わ れ た 
こ な っ た り し 、 姿 を 目撃 し た の が ば れる と 命 を 奪わ れる 。 




















国会 議事 
ッ ク で は? 






















































































原 作 コ 








伝い に 地上 へ 出る が 、 











人 間 を 支配 する の は 当たり 前 」 
に 、 東 京 に 怪 気象 を 発生 きせ て 妖怪 の 天国 を 作ろ うと 企 





「 し か た が な い 」| と 





堂 か ら 落 下す る 。 








毛 の 生え た 丸い 仁 
大 き な 首 と 鳥 の よ 
な 上 足 を 持つ 、 外 国 の 
妖怪 。 妖怪 王 に な ら 
た ぬら り ひ ょ ん に 道 



















わ さ れ 、 が し ゃ ど ぐ ユン 


ろ を 操っ て 、 / 札 幌 で 
妖怪 鳥 を 出現 さ ぜ る 
鏡 の 一 片 を 探 ず 。 鏡 
を 捜し あて る と 消え 
て し まっ た 。 役場 で 





の 持つ 鏡 を 論 に か ざす と 、 紫 の 光 に 包ま れ - 
に 出現 し た 。 ーーー 


第 96 話 





う 。 [地獄 の 妖怪 獣 出現 ! の 巻 | また [ 募 摩 くん | の 、 十 三 使徒 の ひと り 。 














70' 





絶 減 十 前 の 花 に 宿り 、 
だ け に 生 交 す る 希少 を 花 「 妖 尾花 





VOukaihanamnsel 


妖怪 花 の 精 


【 ょ うか い ば な の せい 】 













































夢 の 中 で 助け 求め る 精霊 
「 に 宿る 精霊 。 『 
レン ピース を 閉 て 琶 場 。 リ ゾー ト 
を 狭 し 絶滅 十 前 に な っ | 。 
に 合計 し て 肥 け を ボ め た 。 妖 トン 
の 

































































折尾 花 」 に 登場 お る 山村 に く 花 の 姓 。 最 後 の 1 本 を 
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EE 









emem へ 
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科 」 


じゃ 








ョ 2 ンプ 「 っ cx 































YOuken 


【 よ うけ ん 】 
人 間 に 化け た 黒い 風 締 中国 


了 西 省 近辺 に 伝え られ る 唐 時 代 の 妖怪 。 黒 大 が 人 間 の 次 に 
2 韓 と いう 人 物 の 馬 を 乗り 回 し 、 古 い 墓 で 何やら 企 
ん で いた と の 話 が 間隔 時 089 に ある 。 
























































二股 の 矛 を 持つ 、 チ ー の 側近 

チー が 率い る 中 国 妖怪 の ひと り 。 黒 色 で 大 と いう より は 和牛 の よう な 容 
狐 。 二 股 の 矛 を 持ち 、 人 間 ほ どの 背丈 。 中 国 風 の 衣 服 を まとっ て いる 。 
戦い の 際 は あま り 前 線 に は 出 な か っ た 。 妖 犬 に 捕獲 され た 一 反 も めん 
は 綱 の よう な 形状 の 反物 に され て し まっ た 。 劇 「 最 強 妖怪 ] 











能力 @ 二 股 の 矛 を 操り 戦う 。 前 に 出 て 戦わ ず 、 基 本 前 に 、 守 り 
を 固め る 役割 。 チ ー の 側近 の よう に 、 隣 に いる 。 

最期 @ 砂 か け 疲 に 不意 打ち で 砂 を か けら れる 。 そ の 後 砂 封 じ の 
技 を 受け 、 全 身 砂 に な っ て 崩れ て し まう 。 


cnn 
チー の 手下 の 顔 も 体 も 黒い 妖怪 。 
すま た を 持っ て いる 。 oi 
い 、 人 間 ら し い 服 を 着 て いる 。 妖怪 
反物 を 持っ て 逃げ た ね ずみ 男 を 追っ 
で 0 2 








た さす また を 胸 に 受け 、 二 尾 の 白い 


ね ずみ 男 を 部 下 に し て 日 本 妖怪 と 対決 

チー の 手下 。 ね ずみ 男 を 使っ て 日 本 の 

妖怪 を 陥れ よう と 企む が 、 返 り 討 ち に 

合う 。 日 本 妖怪 を 窮地 に 追い 込む 場面 

も 。 シ ナリ オ で は 「 黒 怪物 ] と 書か れ 

1 て いる 。 第 79、80 話 

能力 @ 石 の こん 槍 礁 で 戦う 。 チ ー の 妖力 を すけ け 与 えら れる こと に 
より 、 パ ワー アッ プ し 、 笑 を 吐 け る よう に な る 。 

最期 @ 反 物 か ら 復 活 し た 鬼太郎 の オカ リナ ムチ で こん 棒 を 捕え 
られ 、 蹴 られ て 倒さ れ た 。 


原作 コミ ッ ク で は 2? 
「 医 怪 反物 ] に 、 ヂ ー の 手下 と し て 登場 。 日 本 妖怪 に 無 条 件 降 全 
を 要求 する 手紙 を 居 サ に 行く な ど 重 要 な 役 を 担う 。 



















Youk0o 


【 よ うこ 】 
ヒエ ラル キー の 頂点 に 立つ の は 天 狐 


キツ ネ は 日 本 古来 より 、 化 けた り 人 間 を だ まし た りす る 動物 と 
し て な じみ 深い 。 中 国 の 史書 に も 登場 し 、 人 を 惑わ す 白 面 金 毛 
九 尾 と いう 妖狐 な ど に 代表 され 、 強 力 な 妖力 を 持つ と いわ れる 。 
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2 パタ ー ン 登場 する が 1 つ は 本 当 に キツ ネ ? 
キツ ネ の 妖怪 。 妖 狐 は 天 狐 か ら 、 空 狐 、 気 狐 、 野 色 か ら な る 。 地 
底 を 根城 に し 、 地 下 駐 車場 建設 で 住み か を 追わ れ て 人 間 に 工 事 の 
中 止 を 求め る 。 ま た 第 2 部 で は 、 巨 人 風 の 妖 狐 が 娘 を さら う が 、 
本 当 に キツ ネ の 妖怪 か は 不明 。 第 1 部 ・49 話 、 第 2 部 ・7 話 
能力 @ 野 狐 は 何 も で きず 、 気 狐 は 化け る の が 得意 。 空 狐 は 土 水 
火 風 を 操る 。 天 狐 は めった に 姿 を 現さ な い 妖 狐 。 
最後 や 空 狐 が 鬼太郎 に 倒さ れ 、 騒 ぎ を 聞き つけ 天 狐 が 登場 。「 全 
国 の 稲荷 神社 に 油揚 げ を 絶やさ る な いよ うに 」 と 人 間 に 約 
東 さ きせ 、 去 っ て いく 。 
空 狐 ら 人 衆 が 大 活躍 
語 地下 王国 を 率い る 女帝 ・ 天 狐 を 中 心 
80' 守 最 間 謗 生還 こし た 狼 の 妖 必 の 総称 。 仲 間 は 全国 
! 1 加 に 散ら ば っ て いる 。 プ ライ ド が 高く 
負け を 認め る と 潔く 引く 。 第 18 話 
















































































能力 @ 手 か ら 光 の 糸 を 遇 し て 、 鬼 太郎 の 体 開 きつ め る ( 天 狐 ) 
最期 〇 天 狐 は 提 太 郎 に し う 回 され る 。 自分 
の 負け を 認め 、 別 天 下 王国 を 壊し た 。 
異 次 元 風 の 地下 で 空 狐 が 大 暴れ 


蘭 | 三 高 屋 デ パー ト と 倫 蔵 た ち を ずっ と 
見 守っ て きた が 、 竹 蔵 の 息子 の 信仰 
心 の な さ に 腹 を 立て 、 デ パー ト を 地 
ト に 沈め る 。 空 狐 は 大 暴れ し 、 天 狐 
に は 信仰 心 の 大 切 き を を 教え た 。 第 72 話 
能力 @ 野 狐 は 戦闘 を た だ 見 守る の み で 、 空 狐 は 尻尾 を 振り 回 し 
て 空中 に 浮き 、 体 当たり する 。 か な り の 強 さ で ある 。 
最期 で @ 狐 の 気 高 き を 示す た め 、 デ パー ト を 何事 も な か っ た か の 
よう に も と の 状態 に 戻し て 、 地 下 の 住 みか へ 去っ て いく 


ッ ク で は ? き 
リ に コム の で ス 。 地下 駐車 場 工事 を 妨害 する 計 
妖狐 た ち 。 旋 太郎 ほ 天 狐 と 話 を し に 地下 に 潜る 。 = 

















原作 コミ 
「 天 狐 | が スト ー 








妖怪 獣 ・ 駿 音 は 、 明 意 を 見 る の じゃ 

















YOHIim 


妖 神 


【 ょ うじ ん 】 








鬼太郎 た ちる た じ ろ ぐ 手強い 妖怪 ! 

チー が 赤い 紙 に 筆 で 竜 の 絵 を 描き 召喚 し た 紙 の 妖怪 。 雷 が 立 く な 

か 鬼太郎 た ちの 前 に 姿 を 現す と 、 至 近 距離 で 襲っ て きた 。 和 鬼太郎 

木 に 擬態 する と 、 木 を な ぎ 倒 し て 暴れ 回 る 。 近 く を と お る だ け 

で も 激しい 風 が 吹き 荒れ る ほど 巨大 。 一 反 も めん を 得 た 鬼太郎 が 

再度 向かっ て いく と 、 口 を あけ て 威 貴 。 顔 に 飛び 移っ た 鬼太郎 が 

拳 を 繰り 出し 顔面 を 攻撃 する が 、 効 果 は な く 、 逆 に ヒゲ で 太 郎 

を 絡め と り 、 地 上 に 叩き 落と し た 。 し か し 、 丸 毛 か ら そ の 正体 が 

低 の 精 だ と 知ら され た 鬼太郎 は 、 オ カリ ナ で つる べ 火 た ち 秋 の 妖 

性 刀 人 衆 を 呼び 出し 、 反 撃 を 開始 し た 。 劇 「 最 強 妖怪 」 

能力 や 空 を 自由 に 飛び まわ る 。 鬼 太郎 の 毛 針 も 効か ず 、 逆 に 吹き 返 
し て きた 。 ヒ ゲ を 人 触角 の よう に 自在 に 操る 。 

最期 @ つ る べ 火 、 巡 が 火 、 天 火 、 海 月 の 火 ん を 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ 
の 松明 に し た 上 鬼太郎 に よっ て 点火 され 燃え て し まっ た 。 























中 国 妖怪 が 作り 出す 不思議 な 紙 の 精 

本 ナー が 作り 出す 、 紙 の 妖怪 。 チ ー が 

キャ ン バ ス に 輪 を 描き 、 息 を 吹き か け 

る と 大 き な 妖 怪 に な り 、 鬼 太郎 た ち を 

攻撃 。 形 の 違う タイ プ で 4 種 登場 。 「 妖 

怪獣 ] と 呼ば れる 。 第 2 話 

能力 空中 を 飛び まわ っ て 、 大 き な 体 で 敵 を う 。 紙 製 な の で 
鬼太郎 の 毛 針 攻撃 も も の と も し な い 。 

最期 @ 鬼 太郎 に その 正体 が 紙 だ と 知れ る と 、 つ る べ 火 の 炎 で 燃 
や され て し まっ た 。 











助っ人 の 輸入 道 た ち に 燃やさ れる 

竜 の よう な 外見 の 大 き な 妖 怪 。 鬼 太 

郎 が チー の 妖術 で 反物 に きれ て いる 

間 に 鬼 太郎 の 仲間 の 日 本 妖怪 た ち を 

襲う た め 、 チ ー が 紙 か ら 生み 出し た 。 

第 79 話 、80 話 

能力 G 意 の よう な 大 き な 体 で 空中 を 飛び まわ っ て 英 を 押 う 。 鬼 
太郎 が 反物 か ら 復 活 する 前 に 苗 っ て きた 。 

最期 @ 正 体 が 紙 で ある こと を 井戸 仙人 に 見 抜か れ て 、 妖 怪 自動 

車 の 一 部 で ある 輪 入道 の 衝 で 燃やさ れ た 。 


原作 コミ ッ ク で は ? 
「 折 怪 反物 | に 登場 。 チ ー が 紙 に 絵 を 描き 、 呼 び 出し た 妖怪 。 正 
体 が 紙 だ と 知ら れ で ミ マッ チ で 燃やさ れ て し まっ た 。 



































ーーー 


用 心 権 は 、 あし まがり を 見 る の じゃ ) 


Yo0huko 


【E び SI] 
山 の 中 に いて 、 呼 び か ける と 山彦 を 返し て くる 


鳥取 市 で 呼ば れる 山彦 、 も し く は その 仲間 。 実際は 山 の こ だ ま 
現象 の こと 。 柳 田 国男 の 『 妖 怪談 義 ] に よれ ば 、 山 中 に 呼ぶ 子 
と いう “ 何 か " が いて 、 山 彦 を 返し て いる と 信じ られ て いた 。 


























危険 で は な い イ ベン ト に は 毎回 参加 する ? 
妖怪 アパ ー ト の 住人 。 中 国 妖怪 ・ チ ー と の 戦闘 に 加わ っ た こと 
も ある が 、 基 本 的 に 鬼太郎 と と も に 戦う こと は 少な い 。 百 目 の 
子 の 捜索 や 、 妖 怪 チ ー ム 対 少 年 野球 チー ム 「 バ パト ラー ズ 」 の 試 
合 観戦 。 ま た 、 猫 ショ ウ に や られ 、 年 寄り に な っ て いく 妖怪 が 
る と いう 丈 告 を 開く と き な ど に 顔 を 出し た 。 折 り た た み 人 入道 
に 食べ られ た り 、 に せ 鬼 太郎 を 従え を た ね ずみ 男 に お 茶 を 入れ さ 
せら れ た り と 不運 な 妖怪 だ 。 釜 を 取る と 髪 は な く 、2 本 足 で ある 。 
第 36、79、92、95、108、112 話 、 劇 「 お ば け ナ イタ ー」 











目立た な い が 鬼 太郎 を サポ ー ト 

「 山 小僧 」 と も 呼ば れる 、 鬼 太郎 の 促 
間 。 一 つ 目 だ っ た り 、 一 本 足 だ っ た 
り と さま ざま な タイ プ が 存在 する よ 
うだ 。 第 2 部 で は 、 妖 怪 ア パー ト に 
住ん で いた 。 目立た ぬ 存 在 で は ある 
が 、 鬼 太郎 に 呼ば れる 機会 も 多く 、 夏 か け 疲 と 呼び 出し の 歌 や 麻 
除け の 歌 を 歌っ た り 、 六 地蔵 の 代わ り に 人 間 の 家 へ モチ や ミカ ン 
を 届け た こと も 。 ま た 、 鬼 太郎 た ちと 戦闘 に も 積極 的 に 参加 し た 。 
第 1 部 ・ 第 10、27、29、60 話 、 第 2 部 ・ 第 13、19、30、31、 34 話 





ゴ 登山 客 相手 に 山彦 を 返す 

に 住む 鬼太郎 の 仲間 。 夏場 は 「 山 
彦 ] と も 呼ば れ 、 登 山 を し て は し ゃ 
ANIME 

雪 ば か り で 寂し く 食 べ 物 も 少な いた 
。 人 め 、 抄 太郎 た ち を か まく ら に 呼ん で 
年 越し を 楽し も うと し た 。 ま た 山 か ら 下り て 、 中 国 上 怪 軍 と の 
対決 に も 参戦 し 、「 人 間 と 妖怪 友好 盆踊り 大 会 ] で は 、 や ぐら 
の 上 で 太鼓 を 叩い て いた 。 第 12、32、35、36、54、68、70、79、 
94、96、108 話 、 劇 「 最 強 妖怪] 


原作 コミ ッ ク で は 5? 
原作 で も 括 怪 アパ ー ド の 住人 と し て 登場 。 そ の 呼び 名 も まち まち で 
ある 。「 次 な り ] 「 傘 化け | 「 死 神 大 戦記 | 「 母 を 求め て 地 狐 旅 ] ほ か 。 
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Yohuk0 


呼子 


よこ 1 の 
「 山 び こ 」 も 妖怪 の 仕業 と 思わ れ て いた 


亡 山 石 燕 の 「 画 図 百 鬼 夜行 〕 に 、 幽 符 響 と し て 毛むくじゃら の 
妖怪 の 次 で 紹介 され て いる 。 日 本 各地 に 広がる 「 山 び こ 」 の こ 
と だ が 、 昔 は 妖怪 の 仕業 と 思わ れ て いた よう だ 。 











解放 石 の 中 に 八 俣 大 蛇 を 住ま わせ る 、“ 悪 い 呼子 “ 

香 太郎 た ちの 仲間 と は 別 の 呼子 。 ひ い 川 の 川上 に 住ん で いる 。 

大 声 で 叫ぶ と それ に 答え 、「 山 彦 ]. と も 呼ば れ て いる 。 木 の よう 

に 地面 に 根 が 張っ て 動く こと が で きず 、200 年 も の 間 、 人 が 来る 

の を ずっ と 待っ て いた 。 た また ま 訪 た ね ずみ 男 を だ まし て 解 

放 石 を 使っ て 入れ 奉 わ り 、 足 を 手 に 入れ る 。 第 12 話 

能力 人 @ 解 放 石 を 使い 、 根 が 張っ て 動け な い 体 を ね ずみ 男 と 入れ 
替え て 自由 に な る 。 解放 石 の 中 に は 八 俣 大 蛇 が いる 。 

最後 ⑯ ね ずみ 男 の 懐 に 隠れ た 目玉 お や じ を 捕まえ よう と し て 解放 石 





























に 触り 、 解 放 石 の 中 へ 。 八 俣 大 凝 に 命 る い を し 、 再 び 元 に 戻る 。 


八 俣 大 蛇 に 脅 さ れる 

「 ニ セ 呼 子 」 と 呼ば れる 。 月 に 一 度 奴 俣 
大 蛇 に 生け 賞 を 捧げ る た め 、 人 間 を 八 俣 
大 蛇 が 住む サダ イヤ の 中 へ 誘い 込む 。 本 来 
は いい 妖怪 だ が 、 ダ イヤ に 閉じ 込め られ 
た 仲間 の た め 、 送 ら え ず に 従っ て いた 。 
正体 が ば れ 、 本 物 の 呼子 と 直接 バト ル を 展開 。 し か し 、 鬼 太郎 が 八 俣 
大 蛇 を 倒せ ば 助かる と 考え 、 呼 子 と 協力 し 鬼太郎 を 助け る 。 第 
79 話 
能力 @ 叫 ぶ と 周り に 反響 し て 、 こ だ ま の 数 だ け 鬼 太郎 が 増え る 

「 や ま び こ の 術 」 を 使う 。 








拓郎 の 登場 し な い 水木 作 品 「 や また の ちろ ち 」 に 登場 。 正太 と 





いう 少年 が 、 山 中 で 呼子 と 入れ 替わっ て し まう と いう スト ニ リ ー。 


* ら 
ト * 
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VO0hukonoteshita 


呼子 の 手下 


sc の て 2 








八 俣 大 蛇 に 捕え を られ て いた 妖怪 た ち 

ニセ 呼子 が 持っ て いた ダイ ヤ モ ン ド の 中 に いる 妖怪 た ち 。 ダ イ 
ヤ モ ン ド の 中 の 宙 に 浮か ぶ 島 に ある 家 に 住み 、 八 俣 大 蛇 に 捕 ら 
えら れ 働 か きれ て いた 。 ユ メ コ の クラ ス メ イ ト の 弘 な ど ダ イヤ 


モン ド の 中 に 入っ て きた 人 間 を 捕らえ て は 、 毎 月 八 俣 大 時 に 評 
上 し て いる 。 一 つ 且 や 赤い フー ド の 妖怪 な ど が 計 8 体 い て 、 そ 
れ ぞ れ 手 に は 剣 や 鎌 な どの 武器 を 持っ て いる 。 ニセ 呼 子 も 彼ら 
の 仲間 で 、- 生 け 婁 を 呼び 込む 役目 を し て いた 。 ダ イヤ モン ド の 
中 に 入り 込ん だ 各 太 郎 を 前 に 、 赤 い フ ー ド の 妖怪 が 人 質 の 子 と 
も に 鎌 を つき つけ 、 鬼 太郎 た ちの 動き を 止め る 。 ユ メ コ ら も 捕 
まえ る と 妖怪 は 八 俣 大 暑 の 生け 乾 に する と 宣告 し た 。 八 俣 大 上 
に 歯 向かう 鬼太郎 た ち に 打 れ る が 、 鬼 太郎 が 優 鞭 に な る と ひる 
が えっ て 応援 。 鬼 太郎 の お か げ で も と の 世界 に 戻る 。 第 79 話 








能力 @ つ ね に 集団 で 行動 。 そ れ ぞ れ が 手 に 持っ て いる 剣 、 ナ 

AE 
解放 石 に 棲む 無口 な ふた り 
呼子 が 持つ 解放 石 の 中 に いる 妖怪 た 
ち 。 首 ご と に 色 の 異な る 八 俣 大 蛇 に 
ミ 仕 ん 、 ま た 上 商 や か な 風景 が 広がる 異 
。 次 元 空間 の 住人 だ け あ り 、 か な り 信 
的 な ルッ クス 。 大 き な ビ ンク の 幅 
子 を か ぶり 着物 を 着 た 、 前 歯 の 大 き な 妖 性 と 、 腰 ま で ある 髪 の 
毛 で 裸 の 一 つ 目 の 妖怪 が 存在 し 、 解 放 石 に 吸い 込ま れ た 者 を 人 
俣 大 時 の も と へ 連れ て 行く 。 ね ずみ 男 の 時 は ふた り で 両 脇 を か 
た め て 連れ て 行き 、 鬼 太郎 た ちの 場合 は 一 つ 目 が ネコ 娘 を 、 峠 
子 の ほう が 鬼太郎 の 音 根 っ こ を 握 ん で 誠 ep 

コミ ッ * は ? 







































































Faijlu 


雷 獣 
【 ら いじ ゅ う 】 
雷 と と も に 現れ る 不思議 な 獣 


雪が 落ち た と ころ に 出現 する 。 栃 木 県 の 山 に 住み 、 夕 立 雲 が 起 
ころ うと する と 、 も の すご い 勢 いで 空中 に 駆け 上 が る と いわ れる 。 
また 江戸 時 代 に 雷 と と も に 不思議 な 獣 が 現れ た と も 伝え られ る 。 


電気 を 操り 、 敵 を 痺れ させ る 雷 の 妖怪 
ぬら り ひ ょ ん が 仕掛 
けた 鬼太郎 拓 殺 作戦 
「 本 所 七 不思議 」 第 二 
の 不思議 「 灯 りな し 
そば 」 で 鬼太郎 を 待 
ち 受 ける 。 雷 が 地上 
に 落ち る と 、 青 い 光 
= と と も に 現れ た 。 指 
太郎 に 電撃 を 食らわ 
せ 、 し びれ させ た 。 鬼 
太郎 に 飛び 掛り 押さ 
えつ ける が 、 リ モコ ン 下 駄 の 攻撃 で 顔 が ずれ て し まう 。 第 108 話 
能力 @ 二 股 の 尻尾 を 逆 立 て 、 そ の 先 か ら 青 い 光 の 雷 を 放つ 。 
最期 G リ モコ ン 下 駄 で 攻撃 きれ 、 目 に 毛 針 を 受け て 消滅 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 
電 と と も に 現れ 目玉 お や じ を 連れ 去っ た 。「 本 所 七 ふし ぎ 」 
で 鬼太郎 を 立 う 。「 睦 怪 . 本 所 七 ふ ぶし ぎの 巻 ] に 登場 。 

























Voukaiju 


妖怪 樹 


【 ょ うか いじ Ce】 


ぬら り ひ よん を 乗せ て 空 を 飛ぶ 妖怪 植物 兵器 
ぬら り ひ ょ ん が 育て た 、 妖 公 植物 兵器 。 根 の 部 分 か ら 妖怪 パワ ー 
を 拘 取 する こと に よっ て 、 兵 器 と し て の パワ ー が 増す 。 ぬ ら り 
ひ ょ ん た ち を 乗せ る こと が で きる ほど に 巨大 。 人 触手 の よう な 根 
を 伸ばし て 相手 を 捕まえ 、 妖 怪 パ ワー を 奪う 。 第 92 話 

能力 @ 葉 の 部 分 を 使い 飛び 、 木 の 実 爆弾 や 長い 根 で 攻撃 する 。 

最期 @ 百 目 の 坊 や の 金縛り の 術 に よっ て 力 を な くし 落下 する 。 

| 原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水玉 作 品 | 悪魔 ぐん |] に 「 な ん じゃ も ん じゃ 」 
と いう 名 前 で 登場 。 油 すま し な ど が 乗り 物 と し で 利用 。 

































Fakshasas 
ラク シャ サ 
【 ら くし ゃ くさ 】 
イン ド に 住む 古来 より 伝わる 羅 章 の 語源 


イン ド 出 身 の 妖怪 。 そ の 起源 は 古く 、 イ ンド の 古書 『 リ グ ・ 
ヴェ ー ダ |「 ラ ー マ ー ヤ ナ 』 など に 登場 する 。 仏 教 に 伝播 する と 
漢 訳 さ れ て 「 紳 ] と な り 、 夜 叉 と 似 た 性 格 の 護法 神 と され た 。 


人 策 を 弄 し て 日 本 の 妖怪 を 陥れ る 巧妙 さ 
純 喫 茶 「 銀 十字 ] の 
店 員 に 化け 、「 妖 怪 
は 人 間 を 苦し め て こ 
90' そ 、 人 間 界 に て の 存 
在 理由 が ある 」 と い 
。 、』 う 持 論 か ら 、 人 間 と 
な れ 合 う 鬼 太郎 た ち 
を 倒し に きた 。 妖怪 
1 = た ち が 一 番 会 いた い 
= e 者 の 姿 に な りす まし 、 
Euro だ ます 。 第 89 話 
能力 伸縮 自 在 の 髪の毛 で 相手 を 攻撃 。 髪の毛 単体 で も 相手 が 会 
いた い 者 の 姿 に 化け 、 そ の 後 髪 の 毛 に 戻り 動き を 封じ る 。 
最期 @ イ ンド の 行者 が 円 を 描き 、 鬼太郎 が 霊 毛 を 操っ て 炎上 させ た 。 
原作 コミ ッ ク で は ? 


































原作 に は 登場 を な 妖怪 


Feikainojumin 


報 界 の 住人 


【 れ いか い の じ ゅ うに ん 】 





宙 に ぽっかり と 浮か ぶ 死 人 の 国 の 住人 
回 の 長い 老人 の 姿 で 、 着 物 を まとい 長い 杖 を つい て いる 。 ゆ っ く 
り と 穏やか な 話し 方 を する 。 見 上 げ 入 道 に よっ て 霊界 に 飛ば され 
た 鬼太郎 が 死ん で いな い の で 、 人 間 で は な く 化 物 だ と 気づく 。 霊 
界 を 荒らさ きれ て は 困る の で 移 太 郎 に 帰る よう に 促し た 。 上 鬼太郎 が 
帰る 方 法 を 知ら な いと 言う と 、 近 くに ある 木の根 を 指し 、 そ の 
根 の フタ を 取れ ば 下界 に 戻れ る と 教え て くれ た 。 第 9 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
杖 を 持っ だ 骸骨 の 次 で 登場 する 。 死霊 の 国 は 外国 で は 天国 、 




















日 本 で は 高天原 の こと だ と いう 。「 見 上 げ 入 道 」 に 登場 。 
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FaHSuhuiPl PeitnoukyVojim 
ラン スプ ィ ル 冷 巨 人 
【 ら ん す ぶ ぃ る 】 【 れ いと うき ょ じん 】 
お 産 の た め に 死ん だ 女性 が 変化 し た 南方 吸血 鬼 


マレ ー シ ア の 妖怪 。 お 産 の た め に 死ん だ 女性 が こ の 妖怪 に な る と 
いわ れる 。 木 の 枝 な ど に と まり 、 手 を 叩い た り 大 声 で 喚 い た りす 


る 。 首 に 血 を 吸う 穴 が ある が 、 普 段 は 頭髪 で 隠し て いる と いう 。 








失っ た 舌 で 狙い を すま す 南 方 吸血 妖怪 
鋭い 牙 を 持つ 、 バ リ の お 面 の よう な 顔 の 妖怪 。 3 本 指 、 髪 型 は オー 
ル バ ッ ク 。 変 装 が 得意 で 、 老 婆 に 変装 し 鬼太郎 に 毒 を 飲ま せ た 。 
ドラ キュ ラ と と も に 興 山 に ある 妖怪 血液 銀行 を 襲い 、「 吸 血 妖怪 
樹 ] を 復活 させ る た め 、 鬼 太郎 た ちと 対決 する 。 第 52 話 5 

能力 @ 口 か ら 先 の 失っ た 舌 を 長く 伸ばし 、 カ メレ オン の 舌 の よ 雪 の 妖怪 3 人 が 合体 し た 強敵 ・ 冷 凍 巨 人 









































う に 伸 籍 させ て 、 杖 の よう に 相手 を 刺し て 放 撃 。 雪 ん 子 、 雪 安 ご 雪男 の 溶け た 流体 が 集まり 、 入 型 の 妖怪 と し て 
最期 指 の よう な 天 を 子 泣き 苑 の 石頭 で 折ら れ 、 ぬりかべ に 上 出現 し た も の :- 鬼太郎 の 妖怪 原子 妨 に より 、 3 人 が 溶 か き れ た 
か ら 覆 いか ぶさ られ た 。 後に 合体 。 大 きく 角 ば っ た 水 の 塊 よう な 体 た 、 細 い 眼 と の こぎ 

り の よう な 種 が ある 自 を 持つ 。 喰 り 声 を 上 げ 威 蹴 し * 止 か ら 吹 


鋭い 歯 で 呼子 の 竹 や り を 噛み 砕く ! 雪 を 吐き 出す 攻撃 を する 。 和 太 郎 も 冷凍 巨人 に 対抗 し 、 口 が ら 
南方 の 吸血 妖怪 の ひと り 。 赤 い 顔 に 炎 を 出す が 、 互 角 の だ め 、 な か な か 勝負 が つか な い 。 笑 と 水 の 
黄色 の 鋭い 外 が 生え て いる 。 ドラ 壮絶 な 戦い が 影響 し て 、 洞 窟 の 上 部 が 崩れ 落ち はじめ る 。> 抽 中 
キュ ラ の 要請 で 、 南 方 吸血 妖怪 た ち で 名 前 を 確認 する こと は で き な い が 、 シ ナリ オ で は 「 傘 纏 巨 人 ] 
と 恐山 に ある 妖怪 血 溢 銀 行 を 守る 目 と な っ て い が 第 48 話 











































































































- 玉 お や じ た ち を 抽 撃 。 地 中 か ら 出 現 交 
し て 日 本 の 妖怪 と 戦う が 、 形 共 不 利 と な っ て 、 牙 が 折れ た 衣 れ 坦 が G 口 放 ら 吹 千 の は う 聞 風 を 吹く 。 二 式 の 区 所 ホワ 22 
な 次 の まま は か の 吸血 妖怪 と も ども 逃げ 惑う は め に な る 。 第 96 話 に 吹 二 荒れ る 吹雪 ガバ パテ ー を が ある る 。 
最後 G 子 泣き 鈴 の 頭 突 き を くら い 、 大 き な 牙 を 折ら れ て し まっ 最後 @ 冷 凍 妖怪 と 戦っ で いる と 、 な だ れ が 発生 。 気 を 失っ た 沸 
た 。 日 本 の 妖怪 に 追わ れ 、 地 中 に 帰っ た 。 生か ら 和信 た を さ に は 間 培 し ずい 7 
ちょ っ と マヌ ケ で 憎め な い 了 吸血 樹 の 手下 氷柱 を 下げ た 水 の 妖 怪 
赤い 眼 に 黄色 の 牙 、 緑 色 の 舌 と 極 彩 生生 雪 ん 子 、 雪 男 、 雪 女 の 妖 気 が 合 体 し 
色 の 吸血 妖怪 。 吸 血 樹 の 手下 で 、 ペ 80' 導い た 、 大 き な 鈴 纏 妖 怪 。 つ らら の ト 
ナン ガラ ン 、 ア ササ ボン サン の 3 人 が っ た 白い 体 に 黒い 目 ど 口 を 持ち 、 
で 「 ア ジア の 最強 吸血 妖 性 三 人 衆 」 人々 を 凍ら せる 。 冷凍 妖 怪 が 溶け る 
を 結成 。 鋭 い 歯 で 子 泣き 爺 に 路 み 付 と 、 人 々 も 元 ど お り に な っ た 。 第 15 話 
いた が 、 石 頭 で 歯 が 欠け て し まっ た 。 さ ら に ぬり か べ が 飼っ て 能力 @ 飛 びな が ら 相 手 を 追い か ける 。 大 き な 体 で 相手 を 押さ え 
きた の で 、 逃 げ 出 し て し まう 。 第 104 話 つけ 、 凍 えさ せる 。 
最期 〇 目下 お や ビー 行 に 負 か さ れ 吸 血 樹 の も と へ 戻る が 、 吸 血 最期 鬼太郎 に 覆い か ぶさ っ て いた が 、 鬼 太郎 の 体内 に 入っ た 
樹 の 枝 に 絡め と られ 、 血 液 を 吸わ れ ミ イラ 化し た 。 化 火 の 熱 で 溶かさ れ 、 水 蒸気 と な り 燕 発 。 





















原作 コミ ッ ク で は ? 
妖怪 血液 銀行 を 半 役 し た 南方 の 咽 妖 怪 。 子 き 苑 に 前 歯 
折ら れ 、 目玉 


【 で は? 
鬼太郎 に 溶かさ れ だ 雪男 、 雪 女 、 雪 ん 子 の 液体 が ひと つ に 集 
まっ て 出現 し 、 抵 太郎 に 肛 い 掛か る 。「 寺 ん 子 ] に 登場 。 

























お や じ に 胃 を 攻撃 され 降参 。「 血 戦 小笠 原 」 より 。 











0 ウー は 吸血 鬼 ラ "セー ヌ を 見 る の じゃ ) 








FOKuPokuhHi 


【 ろ 〈 ろ 〈 び 】 
夜な夜な 首 が 伸び 、 行 条 の 油 を ベロ リ 
夜 に な る と 首 が 長く 伸び て 頭 が 自在 に 動く 妖怪 。 頭 が 胴体 か ら 


離 れる 「 飛 頭 倫 ] と いう 中 国 の 妖怪 に 由来 する と いう 。 古典 落 
語 で は 、 夜 な 夜 な 少女 の 首 が 伸び る 悪い 病気 と きれ る 。 






























































60' 1 




















意外 に ファ ッ シ ョ ナブ ル な ろく ろ 首 

和装 の 女 の 姿 を し て 、 首 が 自在 に 伸び る 妖怪 。 ね ずみ 男 が 思い 
つい た [妖怪 ショ ー」 に 出演 。 し か し 、 傍 着 無人 な 男 の 客 が 投 
げ 縄 で 捕獲 し よう と し た の で 、 音 を 縮め て 難 を 逃れ る 。 楽 屋 に 
戻っ を ろく ぐろ 首 は 、 か な り の ご 立腹 だ っ た 。 その後 、 幽 電電 車 
で 洋装 の 婦人 の 姿 と な っ て 男 に 近づき 、 恐 怖 を 味わわ せ て 復讐 











どろ お どろ の プラ モデ ル に よっ て 、 無 人 島 に 飛ば され た 妖怪 
の ひと り と し て 登場 し た 。 第 7 、27 話 
能力 で 音 を 長く 伸ばし た り 縮 め た り で きる 。 








妖怪 界 に 花 を 添え る 日 本 の 妖怪 
日 本 髪 に 和服 の 姿 で 、 首 を 長く 伸 ば 
し て いる 。 い わ ず と 知れ た 日 本 を 代 
表す る 妖怪 。 劇 「 最 強 妖怪 ] で は 「 人 
代 | 間 と 妖怪 友好 委 踊 り 大 会 」 に 観客 と 
4 「】 し て 参加 し て いる 次 が 見 られ る 。 ま 
た 、 劇 「 妖 怪 大 戦争 ] で は 鬼太郎 の 呼び か け で 集まっ た も の の 、 
西洋 妖怪 に 怖 気づい て 姿 を 消し て し まっ た 。 第 104 話 に も 、 女 妖 
怪 の ひと り と し て 1 カッ ト の み 登 場 し て いる 。 
能力 @ 首 を 長く 伸ばす こと が で きる 。 





























お どろ お どろ に よっ て 無人 島 に 飛ば され た 妖怪 の ひと り 。 新 


年 パー ティ ー だ と 思い 酒 を 飲む 。 | お どろ お どろ る 」 











し だ 。 また 第 27 話 で は 、 ポ ニー テー ル に リボ ン の ろく ろ 首 が 登場 








FOkKuPoheBe 


ろく ろ 殿 衛 


【2 く ろ べ で ぇ 】 























人 間 と 野球 で 戦っ た 、 妖 怪 チ ー ム の ひと り と し て 登場 
[妖怪 バッ ト 」 を 手 に 入れ た 少年 ・ ブ ン 太 の チー ム と 、 そ の バッ 
ト と 魂 を 賭け た 野球 試合 を 繰り 広げ る 妖怪 チー ム の メン バー の 
ひと り 。 長い 首 が 特徴 の 妖怪 で 、 チ ー ム で は セカ ンド を 担当 する 。 
試合 は 妖怪 チー ム の 圧倒 的 有利 で 展開 。 し か し 、 ニ ワ ト リ の 声 
を 聞い た ろく ろ 兵 衛 は 、 な ん の 活躍 も る しない まま 、 朝 が 来 た と 
勘違い し 逃げ て いっ て し まう 。 第 1 話 

原作 コミ ッ ク で は 2? 














TV アニ メ オリ ジル の 妖怪 。 


ワラ 男 


【 わ ら お と こ 】 





「 ア ガ ア ゴ 、 ア ゴゴ 」 と 話す 、 ワ ラ を 被っ た 男 
元 は ニュ ー ギ ニア の 村 に 暮らし て いた 人 間 。 村 が 負 伴 で 苦し 
ん だ と き 、 ガ マ 人 に 食料 を 分 け て も らい 救 わ れる 。 柄 い 姿 を し 
て いて も 平和 で 幸福 な 生活 を する ガマ 人 に 憧れ 、 ワ ラ 男 を 含む 
村人 全員 が ガマ 人 に な っ た 。 日 本 軍 が 大 勢 入り 込ん だ た め に 、 
日 本 語 を 覚え た 。 島 を 調査 に 来 た 博士 に 会 っ た ワラ 男 は 、「 ア ガ 
アゴ 、 ア ガ ア ゴ 、 ア ゴゴ 」 と 、 妙 な 言語 を 話し た 。 第 16 話 
原作 コミ ッ ク で は ? 
鬼太郎 以外 の 水木 作品 『 南 か ら の 招き 」 に 登場 。 ち な み に 原 作 

















で は 、[| カ カマ 大 1 は [カエ ル 人 | と 呼ば れる 。 
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WahyVuld0 
輸入 道 
【 わ に ゅ うど う 】 
見 た も の の 魂 を 奪う 牛車 の 怪 




















描か れ た 挿絵 が も と に な っ て いる と も いわ れる 。 

















数 々 の 悪事 を 働き な が ら 、 妖 怪 自動 車 の 車輪 に も 
人 間 を ダイ ヤ に 変え 、 ね ずみ 男 と 組ん で プラ ン 下 部 の コ 
た 。 さ きら に 、 間 魔 大 王城 に ある 「 宝 珠 ] を 次 み 、】 
に 入れ よう と し た こと も 。 また 、 妖怪 自動 車 く 輸 と し いて も 滞 、 
37、46、62、98、99 話 、 劇 お ば け ナ イタ ー」「 王 せ で 妖怪 」 














ね ずみ 男 を スト ラッ プ に し 、 商品 の コビー 品 を 作っ : 
最後 @ 鐘 で 息 を 反射 され 、 の っ か 
ちゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ 、 





て 食べ る 。 体 当 た り で 建物 を 
最期 @ 空 中 を 飛行 し て 鬼太郎 を 翻 玩 す る 
光線 を みず か ら 浴び ダイ ヤ に な ちら に 








ル ま う 、 








キン / 
元 は 便 に 住ん で いた 幸人 








BOD 
た め 、 4 





能力 G 口 か ら 央 素 光 藤 を 吐き 、 人 を タイ 
に 反射 きせ た 光線 は 、 妖 力 を 何 十 倍 多い 
6 昌光 鏡 に よっ て 反射 ! 











原作 コミ ッ ク で は ? 
EN 
危機 一 堅 | [ぬけ 首 | [UEO 宇 邊 突撃 隊 | 「 折 性 城 の 大 攻 防湿 の 巻 } ほか 。 

















ドー2 
co と 


1 





『 今 普 画 図 続 百 鬼 】 に 描か れる 、 和 牛車 の 車輪 に 顔 が 付い た 妖怪 。 
見 た も の の 魂 を 奪う と 記さ れ て いる 。 こ れ は 、「 諸 国 百 物語 」 に 


ピー 部 を 作っ 
失 最 大 の カ を 手 | 


能力 @ 息 を 吹き か け 、 人 を ダイ ヤ に する 。 品 から ガ ス を 吹い 人 


ペン ン 人 の る 


砂 か ! 0 し め ら れ で = の 





5 ヽ 





話 )。 昌 大 郎 の 上 
ソル SS ニ 妖 お < 


分 の 光線 を 浴び て し まい 姿 が 哨 え る 。 1 二 























マイ ナー 妖怪 が ズラ リ ! 








その ほか の 妖怪 


第 3 部 は 水木 妖怪 の オン パレ ー ド 


第 6 話 に は 、 一 目 入道 、 袖 引き 小僧 、 が ん ば り 人 入道 、 一 つ 目 大 太 


道 、 癒 疹 店 、 五 体面 、 機 尋 、 水 木 し げ る タッ チ の 影 女 や お いて 
け 堀 、 天 邪 鬼 な どの 姿 が 。 


第 43 話 に は 、 一 目 入道 な ども いる < 


どこ と な く "妖怪 大 百科 " で 見 た よう な 顔ぶれ が 
第 10 話 に 大 挙 し て 登場 する 抵 
倍 た ち は 、 ほ と ん ど が TV ォ 
リ ジ ナ ル の デザ イン 。 し か し 
な か に は 、 水 木 し げ る タッ チ 
の 日 和 坊 や 山 鬼 、 油 すま し 、 
。 ひょう すべ に 似 た 妖怪 た ち が 
。 確認 で きる 。 第 58 話 に は 
- ド バ ラ ナ も いる よ 訪 だ 。 


-| ちょ っ と お か し な 妖怪 た ち が ダ ンス し て る 


第 3 話 に は 、 オ リ ジ ナ ル の 妖怪 
に 混じっ て 、 山 爺 だ ろう と 思 
われ る 妖怪 た ち が 妖 怪 パ ー 
目 ティ ー に 参加 し て いる 。 同じ く 、 
但 | 休 の 大 き な キ ジム ナー っ ぱい 
も の や 、 鱗 の な い 水 虎 ら し き 
も の も いる よう だ 。 第 19 話 に は 
ネコ 娘 の 原作 版 ・ 猫 子 の 姿 が ! 


ni 


トド 


な ん と ネコ 女 が 2 人 !? 

第 63 話 に は 、 水 木 し げ る の 
「 妖 怪 天 百 科 ] に も 描か れ た 
ー フ 目 巨 人 な ど 、 第 70 話 に は 、 
火 ま む し 入道 らし き 者 を 確認 

第 40 話 に は 、 功 童 、 土 精 、 海 
坊主 の 子ども ち 、 な ん と ここ に 
も 原作 に 登場 する ネコ 娘 の バ 
リエ ーション 、 獲 子 の 姿 が ! 























と 有人 か ら の 引 朋 ほ お いま か に まだ まだ 人 し れき 本 ない 
的 怪 た ちか が た くさ ん 登場 じ て いる 。 劇 場 版 に も 得体 の 和 れ な い 選 が 


= 人 物 ・ ア イ テ ム の 章 デ 


、 | ゲゲゲ の 人 鬼太郎 』 の 交 力 は 、 決 し て 狼 怪 だ け じ ゃ な い 。 
この 章 で は 、 鬼 太郎 に 味方 する 人 間 や 、 妖 怪 を 倒し た アイ テム 、 
妖怪 が 出現 し た 場所 な ど 、 妖 怪 以 外 に スポ ッ ト を 当て た 。 


の 772 


ys ミッ に 
上 に も 






was あの 
に 


さ WM 
0 (NN に 上 和 の た 人 


こさ ーー 


5 2 な 


イリ を プル ニレ ルル) コア /」 

この コー ナー は 、 妖 尾 以 外 の キー ワー ド を ピッ クア ッ プ し て 五 十 音 順に 掲載 し て いる 。 68 年 放映 作品 を 「 第 1 部 」 お よび 「60 年 代 版 」、71 年 放映 作品 を 「 第 2 部 」 
お よび 「70 年 代 版 ]、85 年 放映 作品 を 「 第 3 部 ] お よび 「80 年 代 版 」、96 年 放映 作品 を 「 第 4 部 ] お よび .「90 年 代 版 」 と 表記 。 な お 、 第 1 部 と 第 2 部 は 
連続 し た 作品 と みな し て いる 。 劇場 版 は 以下 の よう に 略し て いる 。 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 に 劇 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ]、「 妖 怪 大 戦争 = 劇 妖怪 大 戦争 ]、「 最 
強 妖怪 軍 団 旧 本 上 陸 !]= 劇 「 最 強 妖怪 ]、「 激 突 ! 異 次 元 狼 怪 の 大 反乱 」 劇 征 異 次 元 ]、「 大 海獣 ]= 劇 「 大 海獣 ]、「 お ば け ナ イタ ー」= 劇 「 お ば け . 
ナイ ター」、「 妖 怪 特 急 ほ ぼろ し の 洪 車 ]= 劇 [汽車 」。 

掲載 し た キー ワー ド は 、 大 、 動物 、 アイ テム 、 場所 に 分 類 し 、 これ に 当て は ま ら な いも の に 関し て は 、 その 他 と し た 。 








【 赤 紙 】 あ みか が み (プイ テム ) 


第 1 部 ・20 話 














三 虫 か ら 知ら せ を 受け た 間 魔 大 王 は 、 適 当 な 
妖怪 を 選ん で 悪事 を 犯し た 人 間 を 殺さ せる 。 





























赤 紙 を 受け 取っ た 妖怪 は 、 そ の 人 間 を 殺す と 、 


詞 美 が も ら え る 。 


【 あか ね 】 ぁ みか ね の ) 

第 3 部 ・20 話 
半 魚 人 に 見 初め られ た 、 ア ワ ビ な どの 漁 を す 
る 着い 海女 。 ア ワ ビ が 採れ な く な っ た と 嘆い 
て いた 。 あ る 夜 に 大 量 の アワ ビ が 家 の 前 に 出 
現 。、 そ れ と と も に 大 き な ウ ロコ が あっ た の で 、 
気味 可 が っ て 、 鬼 太郎 へ 手紙 を 送る 。 半 魚 
人 と お 見 合い を し た 。 


【 アキ オ 】 ぁ き ぉ の ) 








劇 「 妖 怪 大 戦争 」 
ホウ キ ボ シ 島 に 父親 と 暮らす 少年 。 島 が 西 
洋 妖 怪 た ち に 占領 され 、 鬼 太郎 に 助け を 求 
め て きた 。 父 親 譲り の 勇敢 さ を 持ち 、 鬼 太郎 
を 助け て 活躍 する 。 ち な み に 、 第 1 部 *10、 1 語 
に 登場 し た 同じ 境遇 の 「 鬼 界 ヶ 島 」 に 住む 少 
年 の 名 は 、 キ チ だ っ た 。 


【 東大 助 】 ぁ ず ま だ ぃ すけ の ) 


第 1 部 ・63 話 
東京 の 大 学 に 入っ て 、 故 卿 に 住む お 人 々 を バ 
カ に し て いる 男 。 故 卿 の 考え 方 を 合理 化す る 
た め 、 非 科学 的 な も の を 排除 し よう と する 。 イ 
タ ズ ラ で 「 な ま は げ 」 の 面 を 被り 村人 た ち を 驚 
か す が 、 面 が 顔 か ら 離れ な く な っ て し まっ た 。 
な ま は げ が 化け た 六 平 を 、 驚 か せ て 殺し た と 
思い 込み 、 死 体 を 穴 に 埋め る 。 鬼 太郎 に 救 わ 
れ て も 、 最 後 まで 妖怪 を 否定 し て いた 。 


【 汗 っ か き の 葉 】 妃 っ か き の は (7 イ テ ム ) 
第 1 部 ・37 話 
薬草 の 一 種 。 こ れ を 煎じ た 湯 に 浸かる と . 風 
邪 が いっ ぺん に 吹き 飛ぶ 。 砂 か け 小 が 目玉 
お や じ の た め に 持参 し た 。 


【 天 叢 宏 銘 】 


あめ の むら くも の つる ぎ ( ア イ テ ム ) 





第 3 部 ・109 一 115 話 
た の か が み や さか り の ま が た ま 


「 八 鏡 人 民 弄 色 玉 と と も に 天 昭 大 御 
神 か ら 授け られ た 三種 の 神器 の ひと つ 。 岩 に 





間 魔 大 王 の 命令 書 。 人 間 の 悪事 を 見 張る 忠 、 


突き 刺さ さっ て お り 、 そ れ を 抜い た 者 は 、 地 獄 
界 ・ 地 上 界 ・ 天 上 界 を 支配 で きる と いわ れ て 
いる 。 ぬ ぬらりひょん が これ を 抜き (実際 に は 地 
震 に より ひと り で に 取れ た )、 地 獄 界 を 支配 
し た 。 ち な み に 実 際 の 伝承 で は 、 草 欧 の 剣 と 
同一 の も の 。 


【 雨 山陽 十 】 ぁ ゅ や まほ は か せ ( ひ ) 

第 1 部 ・25 話 、 第 3 部 ・23 話 
世界 的 な 人 工 雨 の 権威 。 ね ずみ 男 に 頼ま れ 
て 、1 年 間 雨 が 降ら な い 三 角山 に 、 人 工 雨 を 
降ら せよ うと し た 。 枝 に ドラ イア イス を 落と し 、 
電気 妖怪 の 怒り を 買っ て し まう 。 吉 田 と いう 
助手 が いる 。 第 3 部 で は 、 研 究 所 で 電気 品 
ボッ ト 製 造 の 実験 中 に 、 か みな り を 刺激 し て 
し まう 。「 現 在 鬼 太郎 が か みな り に 勝つ 勝率 
は 196、 だ が 、 私 が 協力 すれ ば 99% 成 功 す る 
だ ろう ]」 と 分 析 し た 。 自 分 が 作っ た 「 キ テレ ツ 
HL | が 、 か みな り と 合体 し て 巨大 化す る が 、 朱 
太郎 と 協力 し た 作戦 (東京 タワ ー に か みな り 
を 落と させ る ) で 、 キ テレ ツ H は 宇宙 を 漂う こ 
と に 。 ち な み に 第 4 部 で 電気 を 集め る 実験 を 
行っ て いた の は 、 保 谷 博士 だ っ た 。 


【 綾 子 Js この ) 
第 4 部 ・57 話 


小学 生 に し て 世界 学力 コン クー ル 大 人 の 部 
で 6 年 連続 優勝 。 中 学 1 年 で 東大 v オ ックス 
フォ ー ド 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 の 学士 課程 を 首 
席 で 卒業 。 政 府 の 依頼 を 受け て 、 流 行 病 の 
特効薬 を 研究 し て いる 天才 エリ ー ト 美女 。 
薬 が 完成 すれ ば た くさ ん の 病人 を 救う こと 
が で きる 。 吸 血 鬼 エ リー ト に 狙わ れ 、 ギ リ ギ リ 
の と ころ で 鬼太郎 に 助け られ る 。 


【 ア レス 占い 師 】 丸 すぅ 5 な いし ひ ) 
第 2 部 ・35 話 
ペル ー か ら や っ て きた 女性 の 占い 師 。 大 繁 
盛 し て お り 、 近 所 の 占い 師 の 男 - 福 島 に 営業 
妨害 だ か ら と 殺さ れ て し まう 。 ち な み に ア レス 
の 占い の 店 は 、 ね ずみ 男 が 客引き を し て 、 ネ 
コ 女 が 接客 を し て いた 。 


【 伊 集 院 寿 太郎 】ce3uwtwx23) 


第 4 部 ・31 話 
野菜 売り か ら 一 代 で 大 財閥 を 築い た 大 富吉 。 
1 年 前 に 死亡 し て お り 、 ね ずみ 男 の 謀 略 で 、 
鬼太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ を 奪っ た 傘 化 けが 
化け る 人 物 と な っ た 。 い つも 威厳 が あり 折り 














| 2。 
* 36 を 塗っ 普 


第 3 部 ・ あ か ね 









































目 正しい 昭和 の 男 と いう 感じ で 、 三 つ 指 つい 
て 好 え る 女房 が いる 。 


【 一 刻 堂 】 い っ こく ど ぅ の) 
第 4 部 ・101 話 
陰陽 道 下 鳩 流 の 言霊 使 い 。 理 屈 屋 で 律 
儀式 神 ] を 操り 攻撃 する 、 温 き 物 落と し の 
拝み 屋 。 モ ノ ( 十 い 道具 ) に まじ な い を か は 命 
信 を 下 し て 式 神 と し て 操る 。 五 世 星 の 中 に 鬼 
太郎 と その 仲間 た ち を 封じ 、 真 の 姿 " を 言い 
当て 戦闘 不能 に し て 鬼太郎 を 追い 詰め る 。 
相手 (妖怪 ) の 正体 を 言い 当て る と 、 そ の 相手 
は 真実 の 姿 に 戻っ て し まう 。 ち な み に 100 話 
で は 、 毎 回 、 次 回 予告 で 鬼太郎 の 言う セリ フ 
「 君 の うし ろ に 黒い 影 」 が 世の中 に 不思議 
な こと は 何 も な い の だ よ I に 変わ っ て いた 。 第 
4 部 で 大 き な 話題 と な っ た 、 京 極 夏彦 が 肢 
本 ・ メ イン ゲス ト 声 優 を 務め た 作品 の ゲス ト 
敵 。 














【 生 命 の 水 】 い の ちの みず (アイ テム ) 
劇 「 大 海獣 」 
9 バル ル 島 の ゼ オ ク ロ ノ ドン が 住む 山 に ある と 
され る 、 ひ と 口 含め ば 寿命 が 伸び る と いう 言 
い 伝 え の あ る 不老 長寿 の 秘薬 。 日 本 の 雑誌 
に 紹介 され 、 日 本 人 が 姿 も うと 山 に 入っ て 、 
次 々 と 行方 不明 に 。 


吉 455. イ ンド の 行者 。。 【 入 ら ず の 森 】 い 5 ず の も り ( 得 
第 1 部 ・3 話 ほか 
作品 内 に 数 多く 登場 。 何 が し か の 物 の 怪 や 
怪 現象 を 司る 場所 で 、 人 間 が 入っ て は いけ な 
いと され て いる 森 を 指す 。 第 1 部 ・3 語 で は 、 
四国 山中 に あり 、 そ こ に は 妖怪 城 が 立っ て い 
に る 。 ま た 第 2 部 ・43 話 で は 、 自 然 を 司る 神 の 一 
種 - タ イタ ン ボ ウ が 祭 ら れ て いる 洞穴 が あっ 
e た 。 人 間 が 荒らし て は いけ な い 聖 域 で あり 、 研 
究 者 の 山田 と 中 村 が 、 こ の 中 で 小便 を する な 
ど 無礼 を 繰り 返し て 、 崇 り で 命 を 失っ た 。 


【 入ら ず の 山 】 い ら ず の や ま ( 坦 世 
第 1 部 ・9 話 ほか 
作品 内 に 数 多く 登場 。 登 る と 二度と 下り て こ 
られ な いと いわ れる 山 。 第 1 部 ・9 話 で は 、 忠 
介 は ここ を 登る こと で 度胸 を 示し た が 、 後 に 
その と き に 残し た 落書 き が 原因 で 見 上 げ 入 
道 に 捕まっ て し まう 。 見 上 げ 入 道 は この 中 に 
| 妖怪 学校 を つく っ て いた 。 ま た 第 2 部 ・43 話 
で は 、 い ら ず 山 と し て 登場 。 山 村 に ある 神聖 な 
山 で 、 聖 地 の 岩 は 立入 禁止 に な っ て いた 。 第 
4 部 106 話 で は 、 妖 怪 ノ イロ ー ゼ に か か っ た 























































































































【 イ 





擬 太郎 が 回 復 する た め に 登山 し た 。 そ の 中 に 
ある 恐れ が 淵 が 目的 地 だ っ た 。 


ンド の 行者 】 ぃ ん Eo き x ぅ Es W) 
第 4 部 ・89 話 
ラク シャ サ を 退治 で きる 人 物 。 ラ クシ ャ サ に 
苦戦 する 鬼太郎 を 救う た め 、 目 玉 お や じ が 連 
れ て きた 。 行 者 の 持つ 赤い 粉 で 円 陣 を 描き 、 
ラク シャ サ の 動き を 封じ る 。 ラ クシ ャ サ を 倒す 
と 、 空 か ら 降 り て きた ロー プ に つか まっ て 飛ん 
で 帰っ て 行っ た 。 























【 梅 ノ 木 花子 】?% の き ほ は なこ の) 


第 3 部 ・84 話 
女子 高生 スプ リン ター。2 年 連続 で 全国 大 
会 に 優勝 する が 、 今 期 は 優勝 を 逃し て し まい 
ビル の 上 か ら 飛 び 降 り 自殺 を 図る 。 鬼 太郎 た 
ちと 地 獄 を 一 周 する 「 地 獄 マ ラ ソ ン | に 参加 し 、 
生き る 希望 を 取り 戻す 。 




















【 浦島 小太郎 】? ぁ し まこ た ろう の ) 


第 1 部 ・53 話 
毒ガス 研究 で 知ら れる 博士 。 浦 島 太郎 の 子 
孫 。 人 類 老 化 の 煙 を 開発 し て し まい 、 悪 用 さ 
れる の を 恐れ て 、 鬼 太郎 に 玉手 箱 に 入れ た 
その 煙 を 捨て る よう に 頼む 。 第 3 部 ・46 話 で も 
同様 の 煙 を 発明 する 博士 は 登場 する が 、 名 
前 は 不明 。 


【 永遠 の 国 】 を えん の くに ( 得 


第 2 部 ・44 話 
雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク の 生け 牙 に な っ た 女性 た 
ち が 暮 ら す 世界 。 宝 や 花 に 囲ま れ た 時 間 の な 
い 空 間 。 カ ル メ ン を 追っ て ここ に きた 菅原 は 、 
永遠 の 時 間 と 愛 の ある この 地 で 、 名 誉 も 金 も 
捨て て カル メン と 生き る こと を 決意 する 。 











【 エリ ー メ 】 ぇ り - め 人) 


第 2 部 ・7 話 
イン ド ネ シア 諸島 に ある 、 ボ ロン ゴ 島 に 暮 ら 
す 娘 。 ジ ー タ と いう ネコ を 人 っ て いる 。 妖 狐 に 
狙わ れ て お り 、 ジ ー タ が 化け た 僧 個 に よっ て 、 
魔 除け と し て 顔 の 半分 を アザ の よう に 黒く さ 
れ て し まう 。 




















【 大 黒 】 ぉ s ぐ 2 の ) 
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第 4 部 ・35 話 
土地 転がし 、 サ ギ 、 箇 迫 な ど で 追わ れる 指名 
手配 犯 。 鬼 太郎 た ち が ラ ー メ ン を 食べ て いる 
と ころ に 現れ 、 立 て こも ろう と する 。 店 か ら 帰 
ろう と する 鬼太郎 を 人 質 に し よう と する が 、 無 
視 し て 帰る 鬼太郎 を ピス トル で 撃 つ 。 路 地 裏 
に 逃げ 込み 、 転 が っ て きた 大 き な ダ イヤ に 見 
入っ て いる と 、 中 に 吸い 込ま れ て し まう 。 披 太 
郎 が 用 意 し た 『 地 獄 』 で 、 水 と 引き 換え に 笑顔 
を 、 ラ ー メ ン と 引き 換え に 若 さ を 奪 われ 、 宿 と 
引き 換え に 母 の 思い 出 も 奪わ れる 。 結 局 最 
後 ま で 、 地 獄 か ら 出 ら れ な か っ た 。 










































































【 旭山 】 お を れ さ ん ( 場 

第 1 部 ・16 話 ほか 
青森 県 に ある 霊場 日 本 で 唯一 の 妖怪 病院 
お よび 妖怪 血液 銀行 が ある 大 血 鬼 エリ ー ト 
に 溶かさ れ て 液体 と な っ た 鬼太郎 が つぼ に 
入っ た まま 運び 込ま れ た り 妖怪 結膜 炎 に 
な っ た 目玉 お や じ が 入院 し て いた り 、 妖 怪 た 
ち が 非 常に 世話 に な っ て いる 。 ま た 吸血 妖 
怪 樹 が 吸血 妖怪 軍団 を 指揮 し て 襲っ て きた 
り 、 腕 の いい 医師 を 狙っ て 魔女 の ジニ ヤー が 
農 っ て きた り と 受難 続き の 場所 で も ある 。 


【 落 目 映画 株 式 会 社 】 


お ち め えい が か ぶし き が いし ゃ (その 他 ) 








第 2 部 ・3 話 
ね ずみ 男 が 忍び 込み 、 妖 怪 喘 画 の 企画 を 提 
案 し た 映画 会 社 。 映 画 は 大 ヒッ ト し 、TV 会 
社 か ら 億 単位 の フィ ルム 買い 取り の 話 が 舞 
い 込 む 。 WC テレ ビ は 1 日 1 億 円 で 、 ア メリ カ の 
TV 会 社 か ら は 2 億 円 で 貸し 出し の 要請 が 
あっ た 。 ち な み に こ の 会 社 は 、 予 算 不 足 で 「 黒 
目 の 大 陽 状 林 火 山 ] な どの 超大 作 は 作れ 
な いら し い 。 


【 尾 泥 市 】 ぉ と ろ し 0 間 め 





第 4 部 ・66 話 
子ども が 連れ 去ら れる 事件 が 続発 し て いる 
市 。 た そ が れ 時 に 謎 の 男 ( ね ずみ 男 ) が 現れ 
て 子ども を 誘拐 し て いく 。 さ ら わ れ た 子ども は 、 
妖怪 城 へ と 連れ て いか れる 。 


【 児 央 】 お に が ( 牧 
第 1 部 ・24 話 
山中 で ね ずみ 男 に 殺さ れる と ころ を 此 太 朗 
に 助け られ 白山 坊 と の 戦い で 恩返し を し た 
吉 。 体 に 張り 付い て 卵 を 産み つけ 、 た ち ま ち 
幼虫 が 内 騰 を 食い 尽く し て 成虫 に な る 。 こ の 














戦い で 白山 坊 の 体 に 卵 を 産み つけ た 。 


【 鬼火 販売 機 】s に ん いき ⑦ イ テ が ) 


第 4 部 ・37 話 
妖怪 界 の 発明 王 、 夜 行 さん の 発明 品 。 本 体 
に は | 明る い 各 火 『 安 全 清潔 暗い 夜通し 
大 丈夫 !! と 書い て ある 。 鬼 火 は 赤 、 青 、 黄 の 3 
種類 で 1 コ 100 円 熱く な い の で ヤケ ド の 心配 
も な く 、 夜 の ひと り 歩き も 安心 。 





【 オ べ べ 沼 】s べ べら ま ( 得 

第 1 部 ・40 話 、 第 3 部 ・31 話 、 第 4 部 ・71 話 
か わ う そ が 住ん で いる 沼 。 ね ずみ 男 が 時 計 の 
売 を し て いて 、 少 年 (か わ うそ ) と 出会っ た 場 
所 で も ある 。 釣 り が で き 、 ス ッ ポ ボン も と れる 。 第 
3 部 で は 神社 が あり 、 か わ う そ や 河 章 が 住む 
川 の 綺麗 な 場所 に な っ て いる 。 ち な み に 第 1 

部 で は 「 お べべ 沼 ] と 表記 。 


【 お 愛 】s ゅ の ) 
第 3 部 ・101 話 
番外 編 に 登場 し た 、 ユ メ コ の 次 江戸 で 絹 問 
屋 を 営む 「 山 形 家 」 の ひと り 娘 。 お 玉 と いう ネ 
コ を 飼っ て いる 。 百 々 人 に 店 を 狙わ れる が 、 飼 
い ネ コ の お 玉 に 救 われ た 。 


【 カー 坊 】 か ー ほ 2 う 人 牧 


第 2 部 ・9 話 
沖の 島 の カラ ス 。 可 愛 が っ て くれ た 花子 が 
^ 朋 さ ま "の 生け 賞 に 選ば れ た の で 、 助 け を 求 
め て 鬼太郎 宅 に や っ て きた 。 し か し 鬼太郎 は 
留守 で 、 ね ずみ 男 が [カラ ス 語 事典 ] を 使っ て 
会 話 を 試み た 。 


【 怪 気 象 】 か きしょう (その 他 ) 
第 1 部 ・58 話 、 劇 「 異 次 元 」、 第 4 部 ・70 話 
第 1 部 で は 、 小 笠原 に 発生 し た 異常 気象 が 
時 速 20km で 南関 東 へ 移動 し 、 調 布 に 停滞 
し た も の を いう 。 暗 間 の 中 に は 妖怪 . ぐ わ ご ぜ 
を 総理 大 臣 と する お 化け の 国 が あり 、 怪 気象 
の 中 心 は 水木 し げ る 宅 。 外 側 100m が 霧 で 
お お われ 、 そ れ 以 外 は 聞 に な っ て いる 。 そ の 間 
に 包ま れる と 、 中 へ 進ん で いる つも り で も 外 
側 へ 出 て し まう 。1 時 間 1m の 速度 で 膨張 し て 
いた 調布 は 妖怪 の 町 と 化し 「 お 岩 よ うか ん ] 
「 一 ツ 目 タク シー 鬼火 保険 ] な どの 看板 が 
続々 登場 . 騰 車 こと 「 妖 気 定着 装置 」 に より 








滞 し て いた が 、 鬼 太郎 が これ を 壊し た た め 、 


妖怪 た ちと と も に 移動 する 。 第 4 部 で も 基本 












































第 4 部 ・ 鬼 火 販 売 補 


























設定 は 変わ ら な い 。 2000O 年 前 に 出現 し て 
お り 、 妖 怪 の 町 で は 、 河 音 の 寿司 職人 や 人 魂 
の 串刺し バー 悪霊 な ど が 活気 づい て いた 。 
劇場 版 の 設定 で は 、100 年 に 一 度 世界 中 の 
妖気 が 集まっ て で きる と いう 。 雲 の 渦 の 中 で 
は あら ゆる 不可 思 議 な こと が 現実 に な る 。 妖 
怪 皇 帝 の 命令 で 、 国 会 議事 堂 か ら 騰 車 が 煙 
( 怪 気 象 の も と ) を 噴出 し て いた 。 


【 解 放 石 】 が ほう せき (アイ テム ) 


第 2 部 ・12 話 
足 が 木 の 根 に な っ て いて 動け な い 妖 怪 * 呼 
子 が 持つ 、 ダ イヤ モン ド の よう な 石 。 石 に 触る 
と 、 呼 子 と 体 が 入れ 替わっ て し まう 。 中 に は 、 
八 俣 大 蛇 が 住ん で いる 。 


【 貝 の 船 】 か の * ね (アイ テム ) 

第 1 部 ・32 話 、 第 3 部 ・71 話 、 第 4 部 ・30 話 
鬼太郎 が 南方 の ジャ ング ル を 目指 す の に 
使っ た 船 。 第 3 部 で は か わ う そ が 持っ て いた 。 
月 が 上 り 、 情 気 楼 と と も に 姿 が わか る 。 海 底 を 
移動 する こと も 可能 で 、" 栓 "を 抜く と 浮上 す 
る 。 貝 の 中 に は 庭付き の 一 軒 家 が 建つ て いる 。 
妖 花 の 咲く 南方 の 島 を 目指 す と き は 、 必 ず こ 
の 船 を 使う っ ちな み に 第 4 部 で は 夜行 さん の 
発明 曲 [ 貝 の 潜水 艦 も 登場 し た 。 


【 画家 】# ゆ ひ ) 
第 4 部 ・84 話 


ある 洋館 に 住ん で いる 青年 画家 。 母 が 病 で 
死ん だ と き 、 周 囲 の 人 間 が 助け て くれ な か っ 
た と 恨み を も っ て いる 。 そ し て 母 の 肖像 画 を 
書く うち に 、 自 分 の 血 で 唇 を 描い た こと か ら 息 
念 が 絵 に の り 移り 、 モ デル を 食う 化け 物 「 人 
食い 肖像 画 ] を 引き 出す 。 も っ と 強い 妖力 を 
も っ た も の を モデ ル に すれ ば 、 母 が 生き 返る 
と 思い 込ん で いた 。 し か し 、 ネ コ 娘 が 歌う 優し 
い 歌 声 に 、 正 気 を 取り 戻し て 涙 を 流す 。 正 気 
に 戻る と モデ ル と し て 絵 の 世界 に 閉じ 込め ら 























れ た 人 た ち を 解放 する 。 
2 の ー。、 【 餅 鬼 製造 機 】》 き せい を うき ⑦ イ テ の ) 
7 ハー 倫 第 3 部 ・113 話 


地獄 武者 (夜行 さん ) が 発明 し た 機械 。 人 間 
の エネ ルギー を し ぼり 取り 、 多 鬼 に し て し まう 。 
鬼太郎 に よっ て 破壊 され た 。 


【 隠れ 里 】 か くれ ぎ と ( 場 
第 1 部 ・34 話 、 第 2 部 ・38 話 ほか 
作品 内 に 数 多く 登場 。 第 1 部 ・34 話 で は 、 さ ら 
第 2 部 ・ カ ラス ヘリ 小 償 た ちの 住み か で あり 、 人 間 の 知ら な い 未 





知 の 世界 と し て 描か れ て いる 。 ザ ビン ボー ズ 
の メン バー が 監禁 され て いた 。 第 2 部 :38 語 
で は 、 子 ども た ちと 妖怪 : か くれ 座頭 が 住む 世 
界 と され る 。 枯 れる こと の な い 花 が 咲 く 永遠 
の 国 で 、 年 を と る こと も 死ぬ こと も な い 。 披 太 
郎 は ここ か ら 子 ども た ち を 救い 出す が 、 現 実 
世界 に 戻っ た 子ども た ち は あ っ と いう 間 に 白 
骨 死 体 と 化し て し まっ た 。 


【 和 吉 】 か ず ょ し の ) 




















第 2 部 ・1 話 
隠 通 生活 を する 鬼 太郎 を 居候 させ て いた 漁 
師 の 息子 。 父 親 を 泥 田 坊 に 固め られ て し まっ 
た 。 鬼 太郎 に 言わ れ 、 泥 田 坊 の 住み か に 学校 
の 田んぼ を 提供 し て あげ る 。 


【 要 行 】 か な めい し (アイ テム ) 


第 1 部 ・22 話 、 第 3 部 ・56、81 話 、 第 4 部 ・110 話 
大 ナマ ズ ( ナ マズ 神 ) を 封印 し て いた 巨石 。 
触っ た 者 を 石 に 変え る 刑部 旬 の 魔力 が か け 
られ て いた 。 第 3 部 に 限っ て は 、 空 を 飛ぶ 。 ま た 、 
同 84 話 で は 「 手 長 足 長 ] を 封印 する 際 に 使 
用 され だ " 列 の 要 石 "が 登場 し た 。 


【 カブ ト 忠 】 か ぶ と ち し 物 ) 
第 1 部 ・15、16 話 、 第 4 部 57 話 ほか 
作 品 内 に 数 多く 登場 [吸血 捉 エ リー ト 」 の 回 
に 活躍 第 4 部 .57 語 では. 黄金 虫 呼 ば れ 
て . 鬼 太郎 た ち を 助け に くる 。 第 憶 *15 話 で も 
吸血 鬼 エ リー ト に 対抗 。 以 前 に 鬼太郎 に 助 
けら れ た こと が ある らし い 。 目 玉 お や じ を 乗せ 
て 飛び 、 と も に 鬼太郎 を 救出 。 エ リー ト の 服 に 
入っ て 笑わ せ 砂地 獄 に 落と し た 。 


【 上 島 二 】 か みしま は か を) 

第 1 部 ・5 話 
大 海獣 を 発見 し た 博士 。 調 査 隊 を 結成 し 、 
ニュ ー ギ ニア へ 大 海獣 を 追う 。 大 海獣 の 血 を 
抜く こと に 成功 する が 、 逆 に 殺さ れ て し まっ た 。 
第 3 部 67 話 で も 大 海獣 の 調査 団 を 結成 す 
る 人 物 が 登場 する が 、 劇 中 で は 教授 と し か 
呼ば れ て いな か っ た 。 
































【 カラ ス へ ヘリ 】 か ら す ぐり (プイ テム ) 

第 2 部 ・41 話 ほか 
作品 内 に 数 多く 登場 する 、 鬼 太郎 と その 伸 
間 た ちの メジ ャ ー な 移動 手段 の ひと つ 。 カ ラ 
ス の 足 を 結 わ えて 、 連 隊 を 作っ て 人 や 物 を 運 
ぶ 。 そ の 形式 も さま ざま で 、 腕 で ぶら 下がる 
"ぶら 下がり 型 、 気 球 の よう な "コン ドラ 型 "、 
* 訂 か け 型 "な ど が ある 。 第 1 吉 27 話 で は 目 
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玉 お や じ が カラ ス の 足 を 結 わ えて この へ リ を 
作っ て いる と ころ も 描写 され て いる 。 ち な み に 
目玉 お や じ は 、 こ の 乗り 物 の 騒音 (鳴き 声 ) と 
糞 害 が 嫌い 。 第 4 部 "65 話 で は 、 マ ン モ ス フ ラ 
ワー と 化し た ね ずみ 男 を カン ブリ ア 紀 島 ま で 
運ん だ 。 第 2 部 *28 話 で は 巨大 化し た あか な 
め に 近づこ うと 鬼太郎 た ち が 命 令 す る が 、 あ 
か な め を 怖がっ て 近づか な か っ た 。 




















【 カル メン 】 か る ゅ ん の ) 

第 2 部 ・44 話 、 第 3 部 ・83 話 
雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク の エピ ソー ド に 登場 し た 女 
性 。 第 2 部 で は ユ ム チャ ッ ク を 信じ て 生け 費 
と な っ た 16 歳 の 娘 と し て 登場 。 助 け に きた 鬼 
太郎 に 説得 され る が 聞か ず 、 自 分 が 生け 賞 
に な る こと で 村 を 救え 、 さ ら に 自分 は 永遠 の 
命 を 得 ら れる と 信じ て お り 、 望 ん で 生け 連 に 
な る 。 泉 の 中 の [永遠 の 国 ] で 内 田 と 再会 し 、 
永遠 の 愛 を 得る 。「 こ の 世に は 、 理 屈 で は 割り 
切れ な いこ と が あり ます 」 と 鬼太郎 た ち に 話 
す 。 第 3 部 で は ユー トピ ア へ 入る た め に 必要 
な 、 島 に 伝わる 笛 を 守っ て きた 一 族 の 娘 と し 
て 描か れる 。 妹 ・ ア ル メ ラ と 2 人 暮らし 。 笛 を 吹 
く こ と で ユー トピ ビア へ の 扉 が 開く の で . 日 本 人 
学者 内 田 の 命令 で 、 島 に 呼び 寄せ られ 笛 を 
吹く <。 最 後 は ユー トピ ア に 残り 、 雨 神 ユ ム 
チャ ッ ク の た め に 笛 を 吹き 続け た 。 


【 川 大 猫 病 院 】 め ac びょう いん 場 0 
第 3 部 ・15 話 
ね ずみ 男 が 、 肌 の か ゆみ で 診療 を 受け た 病 
隊 . 酷 い 皮膚 病 な の で 、 環 境 を 変え て 寒い 場 
所 へ 行っ た ほう が 良い と 助言 され る 。 な ぜ か 
肩 に 鳥 を 乗せ て いる 、1000 贅 以上 の 動物 を 
みて きた 獣医 が いる 。 


【 カンブリア 紀 島 】 炊 りな 550 
第 4 部 ・65 話 
南方 に ある 、 海 に 囲ま れ た 小さ な 島 。 こ の 島 で 
採取 され た 古代 植物 ・ マ ン モ ス フ ラ ワー の 種 
が 日 本 に 渡り 、 誤 っ て 口 に し て し まっ た ね ずみ 
男 が マン モス フラ ワー に な っ て し まう 。 マ ン モ 
ス フ ラ ワー に 花 を 咲か せる た め に は この 島 の 
環境 が 必要 で あり 、 拓 太 郎 た ち は カ ラス ヘリ 
を 使っ て 日 本 の マン モス フラ ワー (ね ずみ 男 ) 

を この 島 ま で 運ん だ 。 


【 児 界 ヶ 島 】 き か が し ま 


第 1 部 ・10 話 


















































バッ クベ アー ド や ドラ キュ ラ た ち 西 洋 妖怪 が 、 





日 本 に 妖怪 の 国 を 作る た め の 前 線 基地 に 選 











ん だ 島 。 島 で は 金 の 延べ 板 が いく ら で も 採れ 
る 。 上 陸 し た 西洋 妖怪 た ち は 、 島 に ある ガ ジ ュ 
マル の 森 を アジ ト に し て いた 。 


ュー 
【 キタ ロン グ Z 】 き た ろ ん ぜ っ と (アイ テム ) 
第 4 部 ・71 話 
か わ う そ が ぬら り ひ ょ ん の 依頼 で 売っ た イン 
チキ ドリ ンク 。 鬼 太郎 の 汗 と 涙 で 作っ た 栄養 
ドリ ンク と いう 触れ 込み で 、 第 太郎 推薦 と し 
て か わ うそ が 神社 で 売り 出し た 。 起 店 の 前 で 
朱 の 盤 は わざ と らし い サ クラ を 演じ て いた 。 た 
くさ ん の お 客 が 買う が 、 か わ う そ は 売り 上 げ 
金 を 持っ て ぬら り ひ ょ ん に 渡さ ず 逃 げ る 。 


【 キツ ネ の 幻 秦 会 】 


きつ ね の げん と うか い ( そ の 他 ) 











第 4 部 ・51 話 
毎年 大 腸 日 に 冬山 で 、 狐 た ち に よっ て 行わ れ 
る 幻 徐 会 。 狐 た ち が 影 絵 芝 居 を する 。 累 太郎 
た ちの 年 に 一 度 の 楽し み で 、 砂 か け 婆 、 子 泣 
き 苑 、 ネ コ 女 な ども 参加 し て いた 。 ね ずみ 男 は 
会 場 で アル バイ ト し て お り 、 本 番 の 幻燈 会 
見 て 感動 し て 号泣 し た 。 


【 狐 封じ の 需 】# っ 2L の っ 7 イ テ が ) 
第 3 部 ・39 話 
砂 か け 婆 の アパ ー ト の 押し 入れ の 奥 に し まっ 
て あっ た 白山 坊 を 封じ る た め の つ ぼ 。 つ ぼ を 

あけ る と 風 が 起こ り 自 山 坊 を 下 い 込ん だ 。 


【 キノ コ 谷 】 き の こ だ に ( ラ 
第 3 部 ・21 話 
妖術 、 妖 力 を 使え な い 、 妖 怪 の 難所 。 谷 中 の 
キノ コ が 妖気 を 吸っ て し まう 。 あ まめ は ぎ は ね 
ずみ 男 を 使っ て 鬼太郎 を ここ に お びき 出し 、 
一 度 負 けた 雪辱 を 果たす べく 戦っ た 。 あ まめ 
は ぎの こま 投げ は 妖術 で は な く 鍛え た 技 な 
の で 、 キ ノコ 谷 で も こま を 投げ られ る 。 巨 大 ご 
まで 岩 を 壊し 、 鬼 太郎 が 埋まっ た 。 





【 キノ コラ ンプ 】 き oc5 ん s⑦ ィ テム ) 

第 1 部 ・50 話 、 第 3 部 ・41 話 、 第 4 部 ・54 話 
異 次 元 光線 を 放つ 、 光 る キノ コ を 入れ た ラン 
プ 。 こ れ に より ガマ 仙人 が 作る 異 次 元 - 妖 怪 
関が原 へ 行く こと が で きる 。 第 4 部 で は 異 次 
元 空間 の 名 前 は 「 異 次 元 の 森 」 に 変わ る 。 こ 
の 異 次 元 空間 に いる 間 は 、 ガ マ 仙 人 は 無敵 
の 強 さ を 誇る 。 
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【 木 水 】 き 2 の 


第 4 部 ・70 話 
マン ガ 家 。 ア イデ ア が 浮か ば ず 悩 ん で いる と 
ころ へ 、 ね ずみ 男 が バイ ク 便 ライ ダー と し て 
現れ る 。 ね ずみ 男 が 本 物 で ある こと を 確認 す 
る た め 、 口 の 匂い を 喚 い で 倒れ る 。 そ の 後 、 怪 
気象 が 起き て 現れ た 妖怪 . ぐ わ ご ぜ に 、 妖 怪 
王国 の 文部 大 臣 に し た いと 言わ れ て 有頂天 
に な る 。 妖 怪 を 出す た びに 欲望 が 満た され 、 
送 に 体 が 弱っ て いく 。 ぐ わ ご ぜ に 乗り 移ら れ 
る が 、 鬼 太郎 が ぐ わ ご ぜ を 倒す と 元 に 戻っ た 。 
な お 1 部 お よび 劇 場 版 で は 、 漫 画家 の 名 前 は 
水木 で ある 。 


【 九 王子 警察 】 き ゅ 3 tws っ ( 短 0 
第 2 部 ・30 話 
ノー カー デー を 行っ て いる 町 の 警察 。 あ と 
100 年 で 人 間 は 、 地 球 を みず か ら 汚 し た こと 
で 減 び る の で 、 ノ ー カ ー デ ー の 1 日 や 2 日 は ム 
ダ だ と 死神 が 話し て いる 。 そ の 後 は 妖怪 の 世 
界 に な る と の こと 。 


【 牛 鬼 岩 】 き ゅ うぅ きい わ ゎ ( 場 選 


第 2 部 ・15 話 、 第 4 部 ・6 話 
妖怪 牛 鬼 が 封じ られ て いる 岩場 。 牛 鬼 岩 の 
そば に 行く と 、 帰 っ て 来 ら れ な く な る と いう 言 
い 伝 え が あ る 。 か つて 逆 楼 宮 に よっ て 和牛 鬼 
が 封印 され た 場所 で あり 、 第 2 部 で は 、 忠 太 の 
父 が そこ で 行方 不明 に な っ た 。 ち な み に 第 3 
部 で は 「 海 鬼 の 磯 」 か ら 牛 鬼 が 復活 し た 。 


【 吸血 サボ テン の ジュ ー ス 】 
きゅう けつ き ぼ て ん の じゅ ー す (アイ テム ) 
第 3 部 ・96 話 
小 唐 笠 島 の 吸血 サボ テン か ら 取 れる ジュ ー 
ス 。 即 効 性 の 眠り 薬 に な る 。 ド ラキ ュ ラ が 、 恐 
山 の 妖怪 病院 の [スー パー 血液 」 を 奪う の に 
じゃ まな 、 鬼 太郎 え 眠 ら せ る た め に 使用 。 


【 九 わ ゃ ん 】 き ゅ うぅ ちゃ ん 便 物 ) 
第 1 部 ・48 話 
「 圭 ん 子 」 の エピ ソー ド で 活躍 する 、 山 田 元 少 
年 が 飼っ て いる 九官鳥 。 人 の 言葉 が 解 か る 
頼り に な る 鳥 だ 。 北 海道 か ら 、 元 の 手紙 を 妖 
怪 ボ スト に 出し に きた 。 


【 魚 眼 丸 】 き ょ が ん が ん (アイ テム ) 
第 4 部 ・94 話 
海 の そば で 飲む と 体 が 魚 に 変化 する 薬 回 
復 丸 で 元 に 戻る 。 一 部 の 妖怪 が 作れ る 妙薬 








で 水仙 人 と 井戸 仙人 が 作る こと が で きる 。 


【 清滝 涼子 】 ほ # ょ た きす すず この) 
第 4 部 ・49 話 
手のひら サイ ズ の 「 水 の 妖精 」 と し て の 赤 舌 
と 友達 。 父 親 の 転勤 で 北国 か ら 東京 へ 転校 
し て き て 、 村 上 佑子 と 同じ クラ ス に 。 転 校 早々 
下校 途中 で 強盗 犯 に 人 質 に 取ら れ た た め 、 
「 困 っ た と き は 助け て ね 」 と いう 約束 を 守る た 
め 、 赤 舌 が 巨大 化し て 北国 か ら 駆け つけ て 大 
脳 ざ と な っ た 。 最 後 は 自滅 し よう と 海 へ 向かう 

赤 舌 を 、 体 を 張っ て 止め よう と する 。 


























【 清め の 秋 】 きよ め の ほ の お (アイ テム ) 


第 4 部 ・112 話 
妖怪 を 火 に 封じ 込め て 焼き 尽く す 。 髪 の 大 
社 の 拝殿 の 下 に 埋まっ て いた 。 髪 の 妖怪 は 
この 炎 に 触れ た だ け で 燃え 上 が っ て し まう 。 
鬼 蜂 と 黒 髪 切 を 葬っ た 。 


【 霧 ヶ 績 】 き り が た け ( 電 0 
第 1 部 ・15 話 ほか 
吸血 鬼 エ リー ト の 別注 が ある と ころ 。 駿 が 晴 
れ た こと が な い 。 吸 血 鬼 エ リー ト は そこ へ 骸 
骨 だ ら け の 道 を 通っ て 、 ロ ー ル スロ イス を 思 
わせ る 高級 外車 で 乗り 付け て いる 。 


【 肥 子 きり に 
第 2 部 ・6 語 


死ん で 箇 魅 懲 背 に と り 輝 か れ た 町 長 の 娘 。 
死ん で か ら 3 日 後に ね ずみ 男 に 結婚 を 申し 
込む 。 生 き て いる 間 は 病 に 伏せ 、 死 ん で か ら 
は 弟 郊 に と り 光 か れる と 災難 続き の 女性 。 


【 銀 太 】 き 4 た の ) 

















第 1 部 ・33 話 
中 学生 。 新 し い 手 を ブ エ ル に つけ て も ら う が 、 
手 が 勝手 に 動い て 数 々 の 悪行 を し て し まう 。 
ヤカン ズル に ブ エ ル が 呑み こま れ て 消滅 す 
る と 、 元 の 手 に 戻っ た 。 


【 草 難 の 剣 】 く ほな き の つ る ぎ ( ア イ テ ム ) 

第 4 部 ・74 話 
八 俣 大 蛇 を 復活 させ る た め の 剣 。 こ の 剣 で 
八 俣 大 蛇 の 急所 を 刺す こと で し か 、 八 俣 大 
蛇 は 倒せ な い 。 ぬ ぬらりひょん が この 剣 を 使っ 
て 八 俣 大 蛇 を 復活 させ た 。 そ の ぬら り ひ ょ ん 
か ら 佑子 淳 翔 太 の 3 人 組 が 剣 を 奪い 、 鬼 太 
郎 に 渡す 。 八 俣 大 蛇 を 倒し た 後 は 、 作 俣 大 蛇 
と と も に 永遠 に 封印 され た 。 
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【 くじ ら 飛 行 秀 beoc247772) 

第 3 部 ・86 話 

夜行 さん が 開発 し た 、 夢 の 世界 に 行け る 船 。 

鬼太郎 が 悪夢 に 悩む 人 間 た ちの た め に 、 夢 

の 世界 へ 向かう 際 に 、 夜 行 さ ん に 借り て 使用 

し た 。 ぬ ら り ひ ょ ん の エネ ルギー 波 を 浴び て 
隊 落 し て し まっ た 。 


【 くらや み 新 聞 】〈5*LASA7 人 7 の) 
第 4 部 ・54 話 
邪 魅 に 操 ら れ 、 銀 行 強盗 や 現金 輸送 車 強奪 
事件 を 起こ し た 系 太 郎 の 記事 が 載っ た 新聞 。 
記事 内 容 は 以下 の と お り 。 
くら や み 新 聞 vol2349 「 東 京 支社 発行 。 
謎 の ちゃ ん ちゃ ん ご 少年 。 24 昌 正午 頃 練 馬 
区 東大 泉 の 親切 銀行 に 謎 の 少年 が 突然 押 
し 入り 行員 を 不思議 な 下駄 で 脅す な ど し て 
約 1000 万 円 を 奪っ て 逃走 し た 。 少 年 は 、 黄 色 
と 黒 の ちゃ ん ちゃ ん ご 姿 で 、 不 気味 な 目 つき 
で 行員 た ち を に ら み つけ 恐ろし げ な 風体 だ っ 
た と いう (中 略 ) 空 飛ぶ 下駄 で 防犯 用 カメ ラ 
を 破壊 。 現 金 輸 送 車 に は 髪の毛 が 多数 刺さ 
ム ガ ー ド マン は 黄色 と 黒 の ちゃ ん ちゃ ん こ を 



































目撃 後 、 気 を 失っ た 。( 略 ) 
【 黒川 】 く 2 か ゎぁ の 
第 1 部 ・7 話 、 第 3 部 ・6 話 


元 ボ クサ ー の 男 。 妖 怪 を 秩 が ら ず 、「 妖 怪 
ショ ー」 の 入場 料 も 踏み 倒し た 。 披 太郎 を 町 
いて 鬼太郎 に コブ を 作り 、| 幽 霊 電車 ] に 乗せ 
られ る 。 あ まり の 恐怖 に 電車 か ら 飛 び 降 り 、 系 
太郎 と 同じ 大 き さ の コブ を 自分 で 作っ た 。 白 
山 と いう 後 次 が いる 。 第 3 部 で は 、 ラ ー メ ン 屋 
台 で 、 鬼 太郎 を 明 い て 鬼太郎 に コブ を 作り 、 
後輩 * 吉 永 と 列車 か ら 飛 び 降 り て 自分 に コブ 
を 作っ た 。 後 に 、 人 間 の 駅 長 か ら 列車 事故 の 
話 を 聞い て 、 お 化け は いる と 信じ る よう に な る 。 
ちな み に 、 第 4 部 53 話 で 「 了 幽霊 電車 」 に 乗る 
人 物 は 、 小 林 と いう 男 だ っ た 。 


【 里 洋 】 く 2 な だ の ) 






































第 4 部 ・65 話 
植物 学者 。 生 命 エ ネル ギー 研究 所 で マン モ 
ス フ ラ ワー の 研究 を し て いた が 、 悪 人 に 持ち 
去ら れる 。 知 事 に 対し て マン モス フラ ワー を 
攻撃 し な いよ うに 交渉 [自然 が 持っ て いる 
不思議 な 力 を 信じ る べき だ 」 と 軍隊 に 向かっ 
て 言う 。 鬼 太郎 た ちと 協力 し て 、 マ ン モ ス フ ラ 
ワー を 沈静 化 。 カ ンプ リア 紀 島 へ マン モス フ 
ラ ワ ー の 移動 を 提案 する 。 

















【 ゲゲゲ の 森 】 げ けけ の るり ( 場 
第 1 部 ・2 話 ほか 
鬼太郎 親子 や 、 そ の 仲間 た ち が 暮 ら す 森 。 
うっ そう と し た 森 で 、 沼 や 池 な ど が ある 。 ユ メ 
コ を は じ め 、 人 間 た ち も 何かと 出入 り し 、 第 2 
部 '1 話 で は 沼 を 埋め 立て る 工事 を し て いた 。 
また 第 1 部 -13 話 で は 、 政 吉 が 銀行 強 次 を し 
た 後に 迷い 込ん だ 。 な お ゲゲゲ の 礎 ] と 呼 
ば れる の は 第 3 部 か ら 。 


【 源 区 】yzte 





第 1 部 ・23 話 
九谷 村 に 住む 老人 。 幅 の 自動 車 事故 を 妖怪 
の 仕業 だ と 気づき 、 妖 怪 ポス ト に 手紙 を 出し 
て 鬼太郎 に 助け を 求め た 。 し か し じつは 自分 
の 蔵 か ら 出 て きた 絵 を 燃やし て 、 封 じ 込め らち 
れ て いた 妖怪 ・ ぶ る ぶる を 復活 させ た の は 源 
芳本 人 だ っ た 。 


【 濾 沼 】 に c ゅ まひ) 

第 2 部 ・17 語 
財界 の プリ ンス で 、 金 儲け の こと し か 頭 に な 
い 男 。「 緑 切り 虫 を 使っ て 戦争 を 起こ せ ば 、 武 
器 を 作る 会 社 が 儲かる の で 、 株 が 高騰 する 
前 に 買占め て 株 が 上 が っ て か ら 売 り 払え ば 
ボロ 儲け だ ] と 、 ね ずみ 男 を その 気 に さ せる 。 
それ に より 1000 億 円 を 儲け よう と 仕掛 ける 
が 、 失 敗 す る 。 


【 光 一 】 に ちの ) 

第 1 部 ・19 話 
奥山 村 に 住む 少年 。 妹 の みつ こ が 、 の びあ が 
り に よっ て 「 吸 血 木 | に され て し まい 、 披 太郎 
と と も に 復讐 する 。 勇 敢 な 少年 で の びあ が り 
に カマ で 切り つけ 由 に 砂 を か ける な ど し て 鬼 
太郎 を サポ ー ト し た 。 妹 の 形見 と し て . 手 鏡 を 
身 に つけ て いる 。 


【 幸 吉 】 に ぅ きち の ) 
第 2 部 ・23 話 、 第 3 部 ・62 話 
死ん だ 母親 の 遺体 を 火車 に 奪わ れ た 少年 。 
母 の 葬儀 中 、 火 車 に 母 の 死体 を さら われ 囚 
太郎 に 助け を 求め る 。 第 2 部 で は みず か ら 退 
治 に 向かう が 、 逆 に 操 ら れ て し まっ た 。 


【 高 僧 ち ん ぽ '】 に うそ うち ん ぼ () 


劇 [「 異 次 元 」 





EE 


_ 第 4 部 ・ ゲ ゲ ゲ の 大 
































| 劇 ・ 高 億 ちん ぼ | 





第 3 部 ・ 古 代 の 石臼 


第 4 部 ・ 金 比 維 島 





総理 大 区 に 呼ば れ 来 日 し た 高僧 。 額 に ある 
第 3 の 目 で 怪 気 象 を 解き 明か す 。 怪 気象 を 止 
め る に は 、 妖 気 を 出し て いる 謎 の 生物 を 退治 
する ほか な いと 総理 に 進言 し た 。 目 は 3 つ あ る 
が 人 間 の よう だ 。 


【 香 妨 】 に = う 2 ア ィ テ の ) 

第 3 部 ・19、86 話 
まく ら 返 し が 所 有する 、 人 々 が 悪夢 に 襲 われ 
る よう に 攻撃 と し て 使う つぼ 。 妖 怪 香炉 と 呼 
ば れる タイ プ も あり 、 ぬ ら り ひ ょ ん に 盗ま れ 悪 
用 され た こと も ある 。 そ の お か げ で 、 人 々 は 毎 
晩 苦手 な も の に 環 わ れる 悪夢 を 見 せら れ て 
いた 。 普 段 は 夢 の 世 界 の 番 人 ・ ま くら 返し が 
使用 し て いる 。 





【 ココ の 実 】 に この み ア ィ テム ) 
劇 「 大 海獣 」 
井戸 仙人 が 、 目 玉 お や じ に 教え た 、 ゼ オク ロ 
ノド ン と な っ た 加 太 郎 を 元 に 戻す た め の 方 
法 の ひと つ 。 ク ルミ に よく 似 た 実 で 、 山 の 上 の 
編 に あっ た 。 


【 古代 岩 】 に な いわ ( 坦 玉 


第 1 部 ・12 話 、 第 4 部 ・78 話 
ぬら り ひ ょ ん が 各 太 郎 を 封じ 込め る べく 、 連 
れ て きた 場所 。 妖 怪 が 嫌う いや な 音 を 、 風 と 
共鳴 し て 作り 出す 。 鬼 太郎 が 苦し ん で いる と 
ころ を 穴 に 落と し 、 妖 怪 コ ンク リー ト で 生き 埋 
め に し た 。 鬼 太郎 は 妖怪 コン クリ ー ト の 妖気 
を 吸い 込ん で 、 自 力 で 動き 出し 、 結 局 、 ぬ ら り 
ひ ょ ん と 朱 の 盤 が ひき ずり 込ま れる 。 


【 古代 の 石臼 な の いし 5 す ⑦ イ テ の ) 

第 1 部 ・12 話 、 第 3 部 ・4 話 
石 夏 を 右 へ 回 す と 時 間 が 逆戻り し て 、 外 の 風 
景 が 変わ る 。 回 し て いる うち に 恐竜 時 代 ま で 
さか の ぼり 「 外 で 見 た ら 、 マ ル チ ス クリ ー ン の 
よう に 迫力 が あり ます よ 」 と いう 系 太郎 の 言 
葉 で ぬらりひょん 、 朱 の 盤 、 蛇 骨 浪 が 外 に 出 
る 。 そ の 後 、 石 昨 を 左 へ 戻し 、3 人 を 取り 残し 
て し まう 。 こ れ が "先祖 流し の 術 " で ある 。 








【 コマ 神木 】] に まし ん ぼく ( 得 
第 4 部 ・52 話 
コマ 妖怪 : あ まめ は ぎ が 住む 神木 の こと 。 大 
雪 に よっ て 倒れ て し まっ た が 、 鬼 太郎 た ち が 





起 力 を 送っ て 元 ど お り に し た 。 
【 金比羅 島 】 に ん びら と う ( 舌 0 
第 4 部 ・61 話 


披 太 郎 が 、 い や み に 毒 され た 魂 を 清め に 行っ 
た 場所 。 日 本 の 南 の 果て の 果て に ある 。 妖 怪 * 
カシ ャ ボ が 案内 人 に な り 、 目 玉 お や じ た ち を 
島 に ある 清め の 泉 へ と 連れ て 行っ た 。 


【 再生 粉末 】$ い せい ふん まっ アイテム) 
第 1 部 ・22 話 ほか 
落 山 の 妖怪 病院 に 置い て ある 薬 。 第 部: 第 
3 部 の 「 八 百 八 刈 ] と の 戦い に お いて 、 み ず か 
ら の 胃液 で 妖怪 獣 : 財 間 と と も に 溶け て し 
まっ た 鬼太郎 を え 元 に 戻し た 。 鬼 太郎 を 助け る 
た め に 、 一 反 も めん が 取り に 行く の が お 約束 。 


【 鶴 の 河原 】 ほ きい の か わら ( 場 
第 1 部 ・53 話 ほか 
地下 深く に あり 、 葬 頭 河 波 が 住ん で いる 。 地 
下 に 水 風呂 が あり 、 葬 頭 河 疲 が 入っ て いた 。 
こう も り 猫 の エピ ソー ド で は 、 鬼 太郎 が 人 類 
老化 の 煙 を ここ に 捨て た 。 


【 笹岡 村 】 ほ ミ お か むら (昌世 

第 1 部 ・42 話 
和歌 山県 に ある 村 。 毎 月 2 人 の 生け 芝 を 海神 
さま に 捧げ る 儀式 を 行っ て いる 。 生 け 賞 を 差 
し 出さ な か っ た 月 は 、 船 の 転覆 事故 で 漁師 が 
死亡 し 村 に は 大 津波 が や っ て き て 100 人 以 
上 が 死ん だ 。 生 け 費 を 出さ な く て すむ よう に 
ね ずみ 男 に 問題 解決 を 依頼 する が 、 マ ネ キ 
ン を 使っ て だ ます と いう ね ずみ 男 の 作戦 が 
人 食い 島 の 逆鱗 に ふれ 、 大 津波 を 起こ され 
て 村 が 破壊 され て し まう 。 貴 任 を と っ て 村長 
が 鬼太郎 と と も に 生け 賢 と な り 、 人 食い 島 の 
胃 の 中 で 溶け て し まう 。 


【 ザ ・ ビ ン ボ ー ズ 】 ぎ - の びん ほ - ず (人 ) 
第 1 部 ・34 話 
ジャ リー 虎 刈 を リー ダー と する 売れ な い バ ン 
ド 。 さ ら 小 僧 の 「 ぺ っ た ら ぺ たらこ 」 を 盗作 し て 
大 ヒッ ト を 出す が 、 門 っ た さら 小僧 に 隠れ 里 
へ 誘拐 され て し まう 。 メ ン バ ー は 3 人 。 


【 小 百合 】swb の) 


























第 4 部 ・24 話 
荒れ 寺 の 元 住職 の 娘 で 、 み ず か ら も すでに 
死ん で いる 。 妖 怪 ・ 陰 摩 苺 串 に と り 温 か れ た 
明 霊 と し て 登場 。 行 き 倒れ の ね ずみ 男 を 助け 、 
結婚 し て 一 緒 に 寺 を も り 立 て て くれ と 頼む お 。 
鬼太郎 の 正体 暴き の 術 で 陰 摩 羅 鬼 と 切り 
離さ れ た 小百合 は 、 退 治さ れ た 除 摩 羅 鬼 を 
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か ば う 。 小 百合 は 、 ね ずみ 男 に 号泣 され な が 
ら 成仏 し た 。 


【 サ ラマ ンド ラ の 粉 】 
さら まん どら の こ な ( ア イ テ ム ) 








第 1 部 ・5 話 
科学 者 山田 修一 が 研究 し て いた 、 妖 怪 封じ 
の 効き 目 が ある 楽山 田 は 大 海獣 の 探検 に 
鬼太郎 と 同行 し 、 負 傷 し た 鬼太郎 に 、 追 い 打 
ち を か ける よう に この 粉 を か けた 。 サ ラマ ンド 
ラ の 粉 の 解毒 剤 も あり 。 


【 地獄 】 し こく) 















































第 1 部 ・13 話 ほか 
物語 の 中 に 多数 登場 。 第 1 部 *13 話 で は 、 午 前 
0 時 に 、 墓 場 の 停留 所 に 地獄 行き の バス が 
来る こと に な っ て いる 。 地 獄 の 様子 は 霊界 テ 
レビ で 見 られ る 。 ま た 第 31 話 で は 、 寺 界 自動 
車 で 移動 し た ね ずみ 男 の 妄想 に 登場 し た 風 
景 。 妖 怪 自 動車 で スペ シャ ル 優 良 道路 を 通 
り 、 地 獄 め ぐり を し た 。 針 の 山 、 火 炎 地 獄 、 血 の 
池 地獄 が 登場 。 同 じ く 第 91 話 で は 、 地 獄 の 累 
た ち は 、 死 ん だ 人 間 の 魂 が 来 な いと 体力 が あ 
り 余 り 、 は け 口 を な くし て 凌 れ 、 三 途 の 川 は 千 
上 が る と ある 。 そ の ほか 第 3 部 の 最終 シリ ー 
ズ 「 地獄 編 」 は 、 地 獄 そ の も の を 舞台 に 展開 
する 。 さ きら に 、 第 4 部 「 え ん ま 大 王 と ね ご 娘 」 第 
1 部 [妖怪 大 統領 | な ど に も 登場 し て いる 。 


【 地獄 行 】 と こく いし Z ィ テム ) 

第 3 部 ・109 話 
白雪 姫 も 眠り 姫 も 愛用 し た と いう 、 ね ずみ 男 
家 に 先祖 代々 伝わる 眠り 枕 。 と 「 ね ずみ 男 一 
族 の 秘宝 に は 書か れ で いる が 、 じ つ は 頭 を 
乗せ る と 地獄 に 落ち て し まう 。 


【 地獄 ゼミ 】 じ ごく せみ (W 牧 ) 
第 3 部 ・111 115 話 
地獄 に 落ち た 鬼太郎 一 行 を 導き 、 サ ポー ト す 























る セミ 。 披 太郎 の 紋 親 の 意思 を 持つ よう だ が 、 





鬼太郎 の 母親 の 化身 か は 不明 だ 。 


【 地獄 玉 】 し こく だ ま ( ア イィ テム) 
第 2 部 ・18 話 
願い が 叶う 不思議 な 玉 。 中 村 太 郎 が 頭金 1 
万 円 で 、 ね ずみ 男 か ら 購 入 し た 。 そ の と き の 応 
い は 「 金持ち に な っ て 出世 で きま す よ うに !』 
[部 長 に な れ ま す よ うに 専務 、 社 長 に な れ ま 
す よ うに 」 だ っ た 。 あ まり の 中 村 夫 妻 の 欲 深 さ 























に 、 地 獄 玉 は 燥 発 。 中 村 は 手 に 入れ た も の を 
すべ て 失う 。 


【 静 子 】 し * こ の) 
第 4 部 ・18 話 


南 の 島 で の 難破 船 宝探し & ダ イ ビ ン グ の ソ ツ 
アー に 参加 し た 女性 。 同 海域 で 3 年 前 に 動 
物 学者 の 父 を 亡くし て お り 、 そ の 父 に 結婚 の 
報告 を する た め ツ アー に 参加 し た 。 化 け 鯨 に 
飲み 込ま れる が 、 そ の 奥 で 「 自 分 を 呼ぶ 声 が 
する 」 と 、 さ ら に 奥 に 進む 。 そ こ で 父 の 魂 に 会 
い 、 結 婚 の 報告 を する 。 











【 死神 憲 法 】 し に が み け ん ほう (その 他 ) 
第 2 部 ・30 話 
死神 が 、 鬼 太郎 の 母 (に せ 者 ) を あの 世 か ら 
連れ て 来 た 時 に 語っ た 穴 法 。 死 者 は この 世 
で は 死神 と 行動 を と も に し な いと いけ な い 、 な 
どの 項目 が ある 。 


【 ジニ ヤー の 指輪 】 


じ に や ー の ゆび わ ( ア イ テ ム ) 


第 3 部 ・102 話 
人 間 界 に 現れ た 、 魔 女 ジ ニヤ ー が 持つ 。 魔 法 
を か けた り 、 召 し 使い を 呼び 出し た り と 万 能 の 
働き を みせ る 。 じ つ は ジニ ヤー の 父 で ある 魔 
王 の 持ち 物 で 、 勝 手 に 持ち 出し た ジニ ヤー は 
叱 ら れ て し まう の だ っ た 。 


【 ジャ リ パ ッ ク 】 じ りほ っ くそ の 他 ) 
第 2 部 ・45 話 
パシ ャ が 考え た 旅行 会 社 で 通称 JAR。 表 向 
き は 筑 乏 人 の た め の 海 外 旅行 団 。 仙 し い 
人 々 を 夢 の 国 : オ アシ ス 王 国 へ 無料 で 招待 
する と いっ て 参加 者 を 募る 。 じ つ は その 参加 





者 か ら 魂 を 取る つも り で 企画 し た 旅行 で あり 、 








目的 地 に 向かう 途中 と 言っ て 、 参 加 者 を 大 島 
の 秦 丘 に 連れ て 行く 。 





【 照 魔 鏡 】 し ょ うま きょう (ティ テム ) 
第 1 部 ・29 話 、 第 3 部 70 話 、 第 4 部 ・75 話 
「 魔 を 照ら す 鏡 ] と いわ れ . 降 魔 の 力 を 持っ て 
いる 。 鏡 の 妖怪 - 計 外 鏡 を 封じ 込め て お り 、 寺 
印 が 解け て 寺 外 鏡 が 外 に 出 て か ら も 、 村 外 
鏡 に と っ て は 塩 と と も に 麗 れ る 大 き な 弘 点 。 
第 1 二 で は 銅鏡 寺 に 奉納 され て お り 、 寺 の 火 
事 に まぎれ て 盗ま れ て し まっ た 。 第 3 部 で は 出 
雲 大 社 に 奉納 され て お り 、 ユ メ コ が 持ち 出し 
て 鏡 の 世界 に 閉じ込め られ た 鬼太郎 た ち を 
助け 出し た 。 第 4 部 で は 一 度 は 雲 外 鏡 に 奪わ 




















_ 第 3 部 ・ 地 獄 石 


第 3 部 ・ 地 獄 セ ミー 


第 2 部 ・ 地 獄 玉 
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れ 、 壊 され る 寸前 まで いっ て し まう 。 


【 親切 銀行 】 し ん せっ きん こう ( 坦 

第 3 部 ・52 話 
邪 圭 に 操 ら れ た 鬼太郎 が 、 銀 行 強 交 を 働い 
た 銀行 。 約 1000 万 円 を 奪わ れ た 。 銀 行 強 次 
の 記事 、 そ し て それ が 解決 し た 記事 は くら や 
み 新 聞 に 掲載 され た 。 ち な み に こ の と き 朱 太 
郎 は 、1000 万 円 を 持っ て いな が ら 直 後に 
会 っ た ね ずみ 男 に は 金 を 貸さ な が か っ た 。 


2 
2 


【 シン シン 工業 】MU に きょう の 人 

第 2 部 ・42 話 
「 ゆ りか ご か ら 墓 場 ま で 」 と いう 乗り 物 を 作っ 
た 会 社 。 社 長 は 秦 と いう 大 学 を 出 た ば か り の 
人 物 で 苦労 を 知ら ず 、 面 倒 だ か ら と 会 社 を つ 
ぶし て 、 作 曲 家 に な り た いと 思っ て いた 。 し か 
し 、 ね ずみ 男 か ら 「 こ ん な 下手 な ギタ ー 聞 いた 
こと な い 」 と 言わ れ 、 シ ョ ッ ク の あま り マ ン シ ョ 
ン か ら 飛 び 降 り 自殺 。 ま た 専務 は 「 ゆ りか ご か 
ら 墓場 まで 」 の 発表 会 で で モデ ル ( 死 神 ) を 火 
葬 し て 殺人 罪 で 逮捕 され て し まっ た 。 


【 スー パー 血液 】)- ま 92 を 7 人 7 
第 3 部 ・96 話 
強力 な 妖怪 の 血 を ブレ ンド し た も の 恐山 の 
妖怪 病院 に 保管 され て いた が 、 吸 血 樹 が 指 
揮 す る 吸血 妖怪 軍団 に 奪わ れ て し まっ た 。 強 

力 な 吸血 樹 の 芽 を 生み 出す 。 


【 鈴木 翔 大 】3# ず きしょう た ( ひ ) 
第 4 部 ・1 話 ほか 
第 4 部 を 通じ て 活躍 する 、 小 学生 3 人 組 の ひ 
と り 。 坊 ちゃ ん 刈り で 眼鏡 を か け て お り . 海 で 
は 浮き 輪 が 手放せ な い 、 ち ょ っ と 頼り な さげ 
な 少年 。 頂 が り 、 鏡 爺 に 連れ 去ら れ 、 鏡 の 中 
の 世界 に 閉じ 込め られ て し まう 。 そ の ほか 、 
の っ ぺら ぽう 、 野 づち 、 電 気 妖 怪 か みな り 、 ダ 
イダ ラボ ッ チ な どの 回 に 登場 。 八 俣 大 蛇 の 回 
で は 村上 佑子 、 谷 本 淳 と 協力 し て ぬら り ひ ょ 
ん か ら 草 区 の 剣 を 奪う と いう 活躍 を 見 せる 。 
ちな み に 、 第 4 部 で 一 番 初 め に 妖怪 ポス ト を 
使っ た 人 物 で も ある 。 


【 砂地 獄 の 谷 】# な じ ご く の た に ( 得 
第 1 部 ・15 話 、 第 4 部 ・57 話 
第 4 部 で は 、 吸 血 鬼 エ リー ト の 隠れ 家 の 崖 の 
下 に あり 、 夏 に 体 を 溶かす 成分 が 含ま れ て い 
る 砂 の 穴 。 行 方 不明 者 た ちの ガイ コツ が ある 。 


























第 局 で も 「 砂 地獄 ] と し て 登場 。 こ の と き は 
体 を 溶かす 成分 は 入っ て いな か っ た 。 一 度 沙 
ちる と 二度と 局 い 上 が れ な い 。 


【 殺生 石 】 は せっ し ょ う せ き (アイ テス ) 

第 2 部 ・2 話 、 第 4 部 ・80 話 、 劇 最強 妖怪 」 
以下 、 作 品 内 で の 殺生 石 の 説明 。 
[いま か ら 80O 年 前 の こと で ある が 、 ど こ か ら 
と も な く 一 匹 の 妖狐 が 出現 し た 。 そ れ が チー 
妖怪 の 姉 に あたる 九 尾 の キツ ネ と よ ば れる 
妖怪 で ある 。 悪 事 の か ぎり を つく し た の で 、 三 
浦 介 義 純 が 矢 を 射 て 石 に し た 。 そ れ が 殺生 
石 の いわ れ で ある 。 今 同じ と ころ に 別 の 殺生 
石 が で きた 。 チ ー 妖 怪 の 殺生 石 で ある ] 


だ 
【 大 猿人 】 た えん じん (その他) 


第 4 部 ・86 話 
マン ト ヒ ヒ の よう な 着ぐるみ ヒー ロー。 大 猿人 
が 登場 する 作品 は 、 人 気 作 で シリ ー ズ 化 さ れ 
て いる 。 大 猿人 の 項 ぐる み に 入 っ て いる の は 、 
長島 晴 之 助 と いう ベテラン 役者 。 


【 谷本 淳 】 た に も $ と Le ん の ) 

第 4 部 ・1 話 ほか 
第 4 シー ズン を 通し て 登場 する 、 小 学生 3 人 
組 の うち の ひと り 。 背 が 高い ワン パク 少年 。 
妖怪 や 伝承 の 類 に も 意外 に 詳し く 、 ダ イダ ラ 
ボッ チ の 話 を 鬼太郎 た ち に 教え た の も じ つ 
は 彼 。[ 野 づち | の 回 で は 0 点 の テス ト な ど を 野 
づち 塚 に 捨て て し まい 、 そ の 後 ね ずみ 男 と と 
も に 、 野 づち の 封印 を 解い て し まう 。 


【 狩 城 】 た ぬき じょう 

第 1 部 ・22 話 、 第 3 部 ・57 話 
日 本 か ら 政 権 を 奪っ た 八 百 八 狩 が 建て させ 
た 城 。 第 1 部 の 設定 で は . 製 作 途中 で 50 万 人 
が 犠牲 と な っ た 。 八 百 八 狩 が 封 FH さ れる と く 
ずれ 落ち た 。 第 3 部 で は 、 ユ メ コ や その 令 親 も 
建築 に 借り 出さ れ て いた 。 


【 だ る ま 王 国 】 た る まお ぉ うこ く ( 得 世 
第 4 部 ・105 話 
だ る ま が 「 治 方 戸 市 の 廃 ビル の 4 階 に つく っ 
た 清 い 心 を 持っ た だ る まだ けが 住ん で いる 
だ る ま の 本 拠 地 。 中 は 幻覚 で 、 昔 の 古き よき 
日 本 を 再現 し て いる 。 ち な み に 3 階 の ら 上 っ て 
も 、5 階 か ら 降り て も 辿り 着 か な い 。 子 だ る ま 
に 導 か れ て 初め て 辿り 着く 異 空間 と な っ て い 
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keyWord enCVClnhedia *m 








る 。 外 の 声 は 聞こ えて も 、 中 か ら の 声 は 外 に は 
聞こ えな い 。 


【 だ る ま 妖 怪 相 談 所 】 


だ る ま よ うか いそ うだ ん じ ょ (場所 ) 





第 3 部 ・8 話 
だ る ま が ア パー ト の 「 存 在 し な い 4 階 ] を 100 
万 円 で 借り て 作っ た 、 妖 怪 の 身の上 相談 所 。 
ね ずみ 男 か ら そ その か され て 作っ た 。 妖 怪 は 
た くさ ん 集まっ て くる が 、 誰 も 金 を 払っ て くれ 
な いた め 経 営 が 立ち 行か な く な る 。 し か も 妖 
怪 が 集まる た め 気 味 悪 が られ 、 ア パー ト の 住 
民 が 大 多数 出 て 行っ て し まう 。 そ の 状況 を 見 
た だ る ま は 、 ア パー ト を 乗っ と ろう と 考え る 。 相 
談 所 の 看板 は 、3 階 の 窓 か ら 見 る と 1 階 上 に 
見 える が 、5 階 か の ら 見 る と 1 階下 に 見 える 。 妖 
怪し か 入れ な い 場 所 に ある 。 


人 
【 チ ー ス ッ タ ー 祭 】 ち 3 っ た まい を の 
第 4 部 ・57 話 
第 4 部 に お いて 、 吸 血 鬼 エリ ー ト の 信仰 する 
神 を 祭る 日 と 思わ れる 。 チ ー ス ッ タ ー の 神 の 
教え に 従い エリ ー ト は 世界 中 の 美女 の 血 を 
吸い 続け て きた 。 最 後 の 100 人 目 の 美 女 で あ 

る 綾子 を 誘拐 し た の が この 日 。 


【 チ チエ ン イ ッ ツ ァ 】 


ちち えん ・ い っ つ ぁ (場所 ) 












































第 2 部 ・44 話 
メキ シコ は ユカ タン 半島 の 中 ほど に ある 小さ 
な 町 。 町 の 中 ほど に 泉 が あり 、 そ の 地下 に は 
隠さ れ た 泉 が ある 。 古 代 マ ヤ 文 明 を 支配 し た 
雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク が 、 そ こ に 住ん で いる と い 
う 。 住 民 は フレ ンド リー だ が 、 い まだ に ユ ム 
チャ ッ ク に 対す る 生け 費 の 習慣 が 残っ て お 
、 ユ ムチ ャ ッ ク の 名 前 を 出す と 、 み な よそ よそ 
し く な っ て し まう 。 


【 地 相 有 限 】 ち < ぅ が ん (アイ テム ) 


第 2 部 ・37 話 
地 の こ と が 何で も わか る 玉 ( 赤 色 )。 戦 後に 内 
魅 閥 区 の 世界 に 入り 込ん だ 安井 は 、 こ の 地 
相 眼 を 手 に 入れ て か ら " 地 "に 関す る 事業 で 
成功 し 、 大 財閥 を 築く まで に な っ た 。 地 相 眼 は 
安井 の へ その 中 に 入っ て いる 。 そ の ほか 天 の 
こと が 何で も わか る 玉 「 天 相良 」 水 の こと が 
何で も わか る 玉 「 水 相良 」 が ある 。 
































【 地底 王国 】 ち < い ぉ うぅ こく ( 場 

第 1 部 ・49 話 、 第 3 部 ・18 話 、 第 4 部 ・72 話 
天 狐 を 長 と する 妖狐 の 組織 が 暮らす 地底 
の 王国 。 地 下 鉄工 事 が 天 括 た ちの 聖地 に 近 
づい た た め に 、 人 間 を 懲らしめ よう と し た 。 第 4 
部 で は 、 異 空間 に ある 設定 の 疾 た ちの 住ま い 。 
地底 に ある が 人 間 が 入る こと は で き な い 。 デ 
バート の 改装 工事 の 際 に 壊さ れ た 稲荷 台 明 
神 の 詞 が 、 新 装 の 際 に 建て 直さ れ な か っ た こ 
と に 激怒 し た 空 狐 が 、 デ パー ト を この |[ 地 記 
王国 ] に 引き ずり 込ん だ 。 空 狐 と 互角 の 戦い 
を 見 せる 鬼太郎 だ っ た が 、 王 天 狐 に 認め ら 
れ 、 デ パー ト は 元 の 場所 に 戻っ た 。 


【 血 な し 病 】 ち な し びょう (その 他 ) 
第 1 部 ・4 話 
吸 血 鬼 ラセーヌ の 吸 和 面 に よっ て 死亡 し た 人 
間 は 、 こ の 病気 に か か っ た と され た 。 ち な み に 
ラ ・ セ ー ヌ は 、 来 日 し た と き ね ずみ 男 の 手 に よ 
り リ 「 血 な し 病 の ワク チン を 開発 し た 有名 な 博 
士 ] と し て 紹介 され て いる 。 


【 長寿 教 】 ち ょ うじ ゅ きょう (その 他 ) 
第 1 部 ・20 話 
ね ずみ 男 が 教祖 を 務め る イン チキ 宗教 。 そ 
の 宗旨 を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 
「 人 間 の 頭 の 中 に は 「 ど ろ た ぐう 』 と いう 神 、 心 
臓 に は 蜂 の 宮 と いう 女神 、 下 半身 に は 血 下 と 
いう 神 が 住ん で いる 。 体 の 中 央 に は 三 虫 と い 
う 悪 魔 が 住ん で いる 。 こ の 三 虫 を 衰え させ る 
丸 薬 を 売る 。 悪 いこ と を し て 貯め た お 人 金 を 渡 
すこ と に よっ て 、 そ れ が 2 倍 に な っ て 返っ て く 
る 」 と いう こと 。 


【 月 子 】 わ きこ に の 
第 2 部 ・41 話 


美しく な り た いと いう 欲望 が 強い 女性 。 整 形 
を し て 顔 を 変え る が 、 よ り 美 し く な り た いと 、 顔 
の スペ ア を た くさ ん 持っ て いる 妖怪 ・ ズ ン ベ 
ラ と 結婚 する 。 最 後 は 、 美 へ の 欲望 が 強 すぎ 
て 石 に な っ て し まっ た 。 石 に な っ た 月 子 を 見 た 
鬼太郎 は 、「 美 人 に な り た い 欲 が 自分 の 心 を 
すっ か り 干 か ら び させ て し まっ た と 咳 く 。 


【 月 の 船 行 】 つ き の ふ な いし アイテム) 
第 4 部 ・93 話 
月 の 光 を 集め て 、 月 と 地球 を 結ぶ こと が で き 
る 、 桂 男 の アイ テム 。 人 工 の 明か り が 強い 者 
会 で は 効力 が 薄い た め 、 桂 男 は 街 の 明か り を 











第 1 部 ・ 長 寿 孝 





第 4 部 ・ 月 の 船 石 


FEEEE32: 間 較 





第 3 部 ・ 天 童 ユ メ コ 





巨大 な ゴキ ブリ や 蜂 を 使っ て 隠し た り 、 街 を 
破壊 し た り し て 明か り を 消し まく っ た 。 


【 筒井 俊彦 】 っ っ つ ぃ と し ひこ の ) 


第 4 部 ・19 話 
会 社 で 後輩 に 出世 の 先 を 越 され 、 荒 れ て い 
る と ころ を 妖怪 [くびれ 鬼 」 に と り か れる 。 黄 
泉 の 国 で 子ども に 帰っ て 遊び 、 そ の 黄泉 の 国 











魂 を 抜か れ て 死に 近づい て いく 。 ギ リ ギ リ の 
と ころ で 鬼太郎 ら に 助け られ 、 残 され た 家族 
を 思い 出し て 、 現 実 世 界 に 戻る 。 


【 天狗 岩 】< ん ぐい ゎ 
第 1 部 ・33 話 、 第 3 部 ・14 話 、 第 4 部 ・14 話 
千葉 に ある 岬 。 人 魚 が 海底 に 住ん で いた が 、 
さざえ 鬼 に 占領 され て し まう 。 鬼 太郎 は に せ 
鬼太郎 (さざえ 鬼 ) と の 対決 を この 海岸 の 岩 
で 行っ た 。2 人 と も 海 の 中 へ も ぐり 、 さ ざ え 鬼 
の 住み か に 辿り 着く 。 














【 天草 星 郎 】 て ん と ぅ ほし ろ ぅ の ) 
第 3 部 ・2 話 ほか 
ンー 第 3 部 を 通し て 登場 。 第 3 部 の ヒロ イン 的 存 
り MA ) 在 で ある ユメ コ の 弟 。 性 格 は 好奇 心 吐 成 で 、 
(用 上 、 着 や ん ちゃ 坊主 。 初 登場 で いき な り 鬼 太郎 に な 
ンー 人 に つき 、 以 降 ち た び た び 妖怪 と か か わっ て いく 
mmmrrirfnrummm こと に な る 。 少 年 少女 の 狙わ れる 誘拐 事件 





に 巻き 込ま れる こと な ど 、 み ず か ら が 妖怪 に 
狙わ れる こと も 多かっ た 。 ま た 第 85 話 で は 、 
学校 の な い 妖怪 世界 に 憧れ た 星 郎 が 河童 
の 三吉 と すす ん で 入れ 彗 わり 、 大 トラ ブル を 
起こ し た と いう 経験 も 。 鬼 太郎 の こと を 両親 
に 聞か れ て [日 本 の ゴー スト バス ター さ ! と 答 
えて いた 。 


【 天童 正夫 】 こ ん どう まき ぉ の) 
第 3 部 ・2 話 ほか 
第 3 部 を 通し て 登場 。 第 3 部 の ヒロ イン 的 存 
在 で ある 天童 ユメ コ の 父親 。 性 格 は 少々 豆 
が 固い が 、 つ ね に 子ども た ちの こと を 考え て 
いる よき 父親 だ 。 初 登場 の と き は 、 娘 を 鏡 元 
間 に さら われ な が ら も [妖怪 な ん か いな いと 言 
62 クー ンジ ルー、、 い 張 る 常識 的 な 父親 だ っ た が 、 娘 の " 姿 " が 
次 まれ る と いう 非常 識 に 遭遇 し て 鬼太郎 の 
力 を 借り 、 以 後 た び た び 娘 や 息子 が 鬼太郎 
と か か わっ て いく こと で 態度 は 軟化 し て いく 。 

















7 SA Cc また 第 25 話 で は 、 幅 で 妖怪 . ぶ る ぶる に 狙わ 
れ て 家族 を 乗せ た 車 で 事故 に 遭い 、 入 院 し 


の 食べ 物 を ロロ に する こと で だ ん だ ん や せ 細 り 、 


て し まう 。 第 57 話 で は 輝 城 建築 に 借り 出さ れ 、 
旬 に せっ か ん され る 。 さ ら に 第 90 話 で は 、 妖 

ニク ス に 狙わ れ て スト レス を 回 収 さ れ 、 一 日 
中 遊ん で 暮らす よう に な る な ど 、 み ず か ら も 受 
難 の 人 で も ある 。 


【 天童 ユメ コ 】 て ん と う ゅ ゅ この ) 


第 3 部 ・2 話 ほか 
第 3 部 を 通し て 活躍 。 第 3 部 に お ける 、 人 間 側 
の ヒロ イン 的 存在 。 第 2 話 で 、 遊 園地 の ミラ ー 
ハウ ス の 中 で 妖怪 ・ 鏡 苑 に 鏡 の 中 の 世界 に 
閉じ 込め られ た と ころ を 助け られ て 以来 、 鬼 
太郎 に 全幅 の 信頼 を 寄せ る 。 以 降 も 猫 仙人 
に 乗り 移ら れる 、 夜 叉 に 狙わ れる 、 毛 羽毛 現 
に 魂 を 抜か れる 、 ぶ る ぶる に 体 に 入ら れる 、 こ 
う も り 猫 に 老婆 に され る な ど な ど 、 そ の 受難 は 
数 え 上 げ れ ば 切り が な い 。 ま た 「 地 獄 編 」 で は 
枕 石 (地獄 石 ) で 最初 に 地獄 に 入り 、 以 降 鬼 
太郎 た ちと 行動 を と も に し て 地獄 を 探検 。 瑞 
だ っ た 地 鍼 童子 に 助け られ た こと も ある 。 性 
格 は お と な し そう に 見 えて 意外 に 大 胆 で 、 
太郎 の た め に 妖魔 の 巣 で ある 山 の 中 を 分 け 
入っ て ガマ 仙人 を 探し た り 、 夜 中 に ね ずみ 男 
と と も に か ぶ そ の 城 を 探検 に 行っ た り と 好奇 
心 吐 盛 な タイ ブ 。 誰 に で も 優し く 接 する 女 の 
子 で 、 披 太郎 の みな ら ず ね ずみ 男 や 朱 の 盤 
で すら トリ コ に し て し まう 罪 な コ で も ある 。 で 、 
それ を 逆手 に と っ て 自分 の 非 を ね ずみ 男 に 
擦り 付け る な ど 、 ち ゃ っ か り し た 一 面 も 持っ て 
いる 。 ち な み に 4 月 生ま れ で 、 誕 生 石 は ダイ ヤ 
モン ド 。 輸 入道 の 事件 が 解決 し た の ち 「 私 も 
ダイ ヤ が 欲し い 」 と 発言 し て いた 。 
























































【 天 章 優子 】 て ん どう ゅ ぅ この ) 


第 3 部 ・2 話 ほか 
第 3 部 を 通し て 登場 。 ご く ご く 普 通 の 母親 で 、 
つね に ユメ コ と 星 郎 の こと を 心配 し て いる 。 
鏡 苑 を 「 昔 は 女の子 の 味方 だ っ た は ず 」 と 思 
い 出 す な ど 、 比 較 的 妖怪 な ど を 信じ て いる ほ 
う 。 ち な み に 鏡 爺 が 惚れ て いた 女性 は 、 優 子 
の 母親 で あり ユメ コ の 祖母 。 





【 天道 法印 緒 】< ん と 2 いん と う ( 基 0 


第 1 部 ・30 話 ほか 
黒船 と と も に 日 本 に や っ て き て 日 本 征服 を 企 
ん だ 醒 魔 ベリ アル の 魔力 が 封じ られ た 神器 
「 や さか り の 赤玉 」 が 封印 され て いた 場所 。 第 
4 部 の この 塔 の 看板 に は 「 こ の 塚 天道 法 
印 諸 な り 何人 も 触れ る こと まかり な ら ず | と 
書か れ て いた が 、 ね ずみ 男 が 触れ て し まう 。 








た 0 と : 
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【 遠山 正弘 】 と ぉ や まま き ひ ろ ひ ) 

第 4 部 ・90 話 
妖怪 ・ ぶ る ぶる に つか まっ て 異 次 元 に 連れ て 
いか れ た 宿 の 主人 遠山 の 息子 。 父 親 を 救う 
た め に 、 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ を まとい 、 単 
身 で 妖怪 ぶる ぶる の と ころ へ 乗り 込ん で い 
く 。 披 太郎 と 間違わ れ 引 きず り 込 まれ そう に 
な る が 、 父 親 に 助け られ る 。 


【 関 の 橋 】 と たきの は し Z ィ テム ) 
第 2 部 ・38 話 
か くれ 座頭 が 仕切 っ て いる 秘密 の 空間 隠れ 
里 と 現世 を 結ぶ 、 た だ ひと つの 橋 。 普 段 は か 
くれ 座頭 に し か 見 え ず 、 か くれ 座頭 の 許可 な 
くし て これ を 渡っ て し まう と 、 白 骨 化 し て し まう 。 


【 直 出 】 な ぉ ゃ の ) 


























第 4 部 ・22 話 
祖父 母 の 下 に 、 両 親 と と も に 遊び に きた 少 
年 。 か える や アメ ン ボ に は し ゃ ぎ 、 ベ ビー 泥 田 
坊 と 友だち に な る 。 ベ ビー 泥 田 坊 を 洗っ て あ 
げ て 、 溶 か が し て し まっ た こと も 。 後 に 畑 を 守る 
良い 妖怪 で ある こと を 知る 。 泥 田 坊 が 暴れ 始 
め る と ベビ ー 淫 田 坊 と と も に 止め に 入り 、 泥 
に つぶ され た 披 太郎 を 助け る 。 火 で 玉 ら され 
た 泥 田 坊 を 退治 し よう と する 鬼太郎 を 止め 、 
日 ん ぽ に 帰し て あげ た 。 


【 永 島 幸一 】 な が し まこ うぃ ち ) 
第 2 部 ・34 話 
福々 産業 の 総務 部 長 。 順 調 に 出世 し 順 必 満 
帆 だ っ た が 、 突 然 の 病 に 不安 に な り 、 鬼 太郎 
へ 治し て ほし いと 懇願 。 サ トリ か ら 「 痛 み を 消 
し た いな ら 、 始 まれ て いる 状態 (地位 ) を 捨て 
る こと だ | 助言 され る 。 今 の 地位 を 捨て る ぐ 
らい な ら 一 家 心 中 し よう と 、 ヘ ビッ 清 海岸 まで 
行く が 、 鬼 太郎 に 止め られ 一 命 を 取り 留め た 。 
突然 の 病 と は 、 目 玉 お や じ に よる と 「 大勢 の 人 
の 視線 が 物理 的 効果 に より 痛み の 原因 に 
な っ た 」 も の らし い 。 心 中 を 止め られ て か ら は 、 
出 選 の た め に 人 に ひど いこ と を せ ず 子ども の 
た め に 生き て いく 、 と 鬼太郎 に 話す 。 余 談 だ 
が 、 車 の ナン バー は 「 多 摩 5657 


【 中 村 】 ぉ な か ぉ の) 
第 2 部 ・43 話 


都会 の 人 間 。 山 田 と と も に 入ら ず の 森 に 入り 、 









































央 石 だ と 思い 込ん で 、 タ イタ ン ボ ウ の 聖地 の 
岩 を 削っ て 持ち 帰り 研究 する 。 崇 り で 人 間 の 
心 を な くし て いた た め 、 鬼 太郎 が 石 を 返せ と 
忠告 し て も 聞く 耳 を 持た な い 。 石 を と られ 、 鬼 
太郎 た ち を ニトロ グリ セリ ン で 爆発 させ よう 
と する 。 崇 り で 体 が 溶け 、 穴 に 落ち る 。 





【 猫 打ち 症 】 ね = うち し ょ うぅ (その他 


第 1 部 ・41 話 、 第 3 部 ・34 話 、 第 4 部 ・62 話 
第 1 部 に お いて は 甲州 街道 で 発生 し た 奇病 。 
怪し い ト ラッ ク ( ナ ン バ ー 7460) 相 手 に 事故 
を 起こ し た 者 が 、 猫 そっ くり な 動作 を する よう 
に な っ た の が 最初 。 目 が 赤く な り 、 人 間 な の に 
ネコ と 同じ 仕草 を し 、 キ ャ ッ ト フ ー ド や ドブ ネ 
ズミ な ど を 食べ る よう に な る 。 こ の 事故 は 化 
け 猫 が 、 事 故 で 捨て られ た 猫 の 復讐 と し て 起 
こし て いた 。 猫 の 亡霊 の 慰 較 碑 を 建て る と 患 
者 も 元 に 戻っ た 。 


【 猫 家 】 ぉ に つか G 馬 ) 


第 1 部 ・17 話 、 第 3 部 ・3 話 、 第 4 部 ・12 話 
猫 塚 村 に あり 、 猫 塚 の 魂 で ある 猫 玉 が 納め 
られ て いる 塚 。 ね ずみ 男 が この 玉 で ひと 儲け 
を 企ん で 車 を 走ら せ て いた と ころ 、 運 転 を あ 
や まり 塚 を 壊し て し まい 、 玉 が 現れ る 。 そ れ に 
より 、 村 中 の 猫 が 狂い 、 遠 足 中 の ユメ コ た ち を 
襲っ た 。 猫 塚 の 地底 に 、 猫 仙人 が 住ん で いる 。 
第 4 部 で は 、 猫 仙人 の 体 が 眠る 塚 と し て 登場 。 
みだりに 手 を か けた り 壊し た り し た ら 崇 り が あ 
る と され 、 大 猫 が 守っ て いる 。 





【 猫 町 】 ね に まち ( 場 


第 4 部 ・28 話 
現世 に 療 れ た 人 間 が 、 野 良 猫 に 案内 され て 
到着 する ネコ の 町 。 向 か っ た 者 は 行く 途中 で 
ネコ に な っ て し まう 。 地 下 鉄 を 乗り 継い で 行 
き 、 最 後に 「 猫 町 切符 で 猫 町 線 に 乗っ て 終 
点 で 到着 。 で ぶ 猫 駅 、 三 毛 猫 駅 な ど が 途中 
に あり 、 三 毛 猫 駅 の 前 は か ら す 猫 、 後 ろ は ば 
け 猫 。 猫 町 の こと は 猫 だ け の 秘密 の た め 、 
戻っ て きた ら 記 憶 が 失わ れ て し まう 。 


【 野 づち 塚 】o つ ちっ か 0W0 


第 1 部 ・43 話 、 第 3 部 ・29 話 、 第 4 部 ・27 話 
「 野 づち 」 が 冬眠 し て いる と ころ 。 第 1、3 部 で 
は 、 こ と こ か ら 野 づち が 復活 し て ひで り 神 を 香 
み 込 ん だ 。 第 1 部 で は 、 鬼 が 原 と 呼ば れる 平 
原 、 弟 4 部 で は 、 街 外れ に あり 、 何 で も 吸い 込 





















































む 穴 と し て 存在 。 


【 橋 本 正吉 】 は し も と し ょ うき ちい ) 


第 1 部 ・24 話 、 第 4 部 ・39 話 
第 1 部 、 第 4 部 に お いて 白山 坊 に 狙わ れ た 娘 
の 父親 。 事 業 に 失敗 し 、 自 殺し よう と 富士 山 を 
訪れ て 白山 坊 と 出会い 、 娘 が 16 歳 に な っ た ら 
白山 坊 の 嫁 に する と 約束 。 以 後 幸 せな 暮らし 
を 送る 。 娘 の 名 前 は 第 1 部 が 花子 、 第 4 部 が 
茜 。 ち な み に 第 3 部 で 同じ 境遇 の [正吉 」 の 苗 
字 が 、 橋 本 で ある か 否 か は 定か で は な い 。 


【 花子 】 ほ は な この ) 


1 部 ・32 話 、4 部 ・30 話 
[ 妖 花 」 の エピ ソー ド で 登場 する 女性 。 第 24 部 
は 花田 花子 、1 部 は 苗字 が 不明 。 第 1 部 の ほ 
う は 笑う と え く ぽ の で きる 赤い ほっ ぺ の 女 の 
コ で 、 ハ ー モ ニカ で 「 壇 生 の 宿 | を 吹く 。 内 職 で 
暮らし て いた 。 第 4 部 は 夏 が 好き な 妙齢 の 美 
人 。 古 書店 員 で 、 終 戦記 念 日 の こと を 子ども 
に 説明 し た りす る 面倒 見 の いい 女性 。 毎 年 
夏 に な る と 咲く 「 妖 花 」 が お ば あちゃ ん を 連れ 
て 行っ て し まっ た と 思い 、 プ ロ ポ ー ズ され て も 
[同じ こと が 起き る の で は 」 と た め ら う 。 ち な み 
に 第 3 部 で は 「 華 子 」 と いう 名 で 、 妖 花 が 部 屋 
に 咲き 乱れ 大 家 と トラ ブル を 起こ し て いる 。 


【 羽 仁 輪 障 士 】 ほ はにわ は か を せ ひ ) 

第 2 部 ・16 話 
大 和 大 学 の 博士 。 ニ ュー ギニア へ 探検 に 行 
く 。 人 間 を 呼び 寄せ る 奇怪 な 能力 を も っ た 怪 
物 を 探す た め 、 夢 で ニュ ー ギ ニア に 呼び 寄せ 
られ た と いう 坪田 と 鬼太郎 に 同行 を 依頼 す 
る 。 発 見 し た ガマ 人 に つい て は 、 彼 ら の 平和 
な 日 々 を 壊さ な いた め に 、 世 間 へ の 発表 は し 
な か っ た 。 助 手 と も ども 、 ジ ャ ング ル で も ネ ク 
タイ を 着用 し て いた 。 


【 バル ル 鳥 】 ば る る と うぅ .( 場 
劇 「 大 海獣 」 
南 太 平 洋 に ある 島 。 山 に は アカ マタ を は じ め 
南方 妖怪 と 、 ゼ オク ロ ノ ドン の 亡骸 が 眠っ て 
いる 。 ゼ オク ロ ノ ドン の 「 生 命 の 水 ] を 求め 日 
本 人 が 大 挙 し て 上 陸 。 


【 万 能 ガ ラス 玉 】 


ば ん の う が ら す だ ま (アイ テム ) 


第 2 部 ・2 話 ほか 
井戸 仙人 が 操る 、 何 で も 見 える ガラ ス 玉 。 主 





に 妖怪 の 正体 が わか る 。 こ れ を と お し て 、 チ ー 
妖怪 の 正体 が 九 尾 の 狐 で ある と 判明 し た 。 


【 万 有 自 在 玉 】& ゅ Cs だ ま 7 イ テ 

第 3 部 ・39 話 
間 魔 大 王 が 持つ 手 和 。 千 を つく こと に よっ て 、 
望 か が か な う 。 ど ん な 経 紐 で 入手 し た か は 不 
明 だ が 、 奪 衣 湾 が 間 魔 庁 より 持ち 出し た 。 春 
衣 渡 は 若 さ を 取り 戻す た め 、 人 間 を 地獄 に 誘 
扱っ 魂 入 り の スー プ を 作る の に 使用 し て いた 。 
又 石 郎 鬼 の 人 針 に よっ て 破裂 し て し まう 。 


【 一 つ 釜 村 】 ひ と っ か まち ら (所 
第 2 部 ・19 話 
大 き な ヤ カン や 又 を 村 の 宝 と し て いる 村 。 村 
の 子ども が 行方 不明 に な る 事件 が 多発 し た 。 
ちな み に ぶ ん ぶ く 茶 釜 は 、 こ の 村 か ら の 伝説 
と され て いる 。 


【 響 ワタル 】 ひ ひき わた る ひ ) 

第 3 部 ・10 話 
キ ギター 演奏 者 。 コ ンク ー ル に 出す 曲 が 作れ ず 、 
[神さま 才能 を くだ さい 」 と 祈っ た と ころ へ 、 夜 
叉 が 現れ る 。「 有 名 に な れる な ら 何 で も し ま 
す 」 と 言っ た た め 、 夜 叉 に コン トロ ー ル され て 
し まう 。 夜 叉 が 燃え 尽き た 後 、 自 分 で 曲 を 作り 
コン クー ル で 喝 来 を あび た 。 ち な み に 、 第 届 
で 夜叉 に 揉 ら れ て いた の は | 野呂] と いう 人 物 


だ っ た 。 


【 封 EI! 全 】 ふ うい ん せき (アイ テム ) 
第 1 部 ・50 話 、 第 3 部 ・41 話 、 第 4 部 ・54 話 
邪 魅 を 封印 し て いた 石 。 こ の 石 を 動か し た 者 
は ガマ に な っ て し まい 、 元 に 戻る に は 、 誰 か を 
ガマ に し な けれ ば な ら な い 。 ち な み に 第 1 部 で 
は 、 邪 克 ~ ね ずみ 男 一 鬼太郎 一 目玉 お や じ 
ー 邪 魅 の 順に ガマ に な る 。 


【 福島 】 ふ くし まひ) 








第 2 部 ・35 話 
[アレ ス 占 い 師 」 の 出現 で 閑古鳥 が 鳴い て い 
る 占い 師 。 ア レス に 「 近 々 惨 な 死に 方 を す 
る | と 占 わ れ て 怒り 、 殺 害し て 逃亡 。 魔 法 の 奥 
義 を 得 よ うと イー スタ ー 島 へ 行く 。 船 内 で 和 荷 
物 の 中 の 父 の 日 記 を 発見 し て 「 地 獄 の 使者 
に 会 えば 金 も 幸 福 も 思う まま に 手 に 入る 」 と 
知る が 、 地 獄 の 使者 に よっ て 地獄 に 連れ て 
行か れ て し まう 。 
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【 フ ジテ レビ 】 ぉ ふじ て れ び ( 電 

第 4 部 ・94 話 ほか 
第 94 話 で は 建物 を バッ ク に 沢井 が 釣り を し 
て いた 。 第 96 話 で は ぬら り ひ ょ ん が 屋上 を 拠 
点 と し 、 各 地 の 鏡 探し の 様子 を 見 て いた 。 八 
俣 大 蛇 が 建物 を 突き 破っ て 登場 。 ち な み に 
名 称 は 出 て こ ず 、 建 物 が 描か れる の み 。 


【 古野 国権 造 】 ふ る ゃ こく こん ぞ ぅ の ひ ) 

第 4 部 ・107 話 
穴 ぐら 入道 の 住む 山神 山 に トンネル を 開け 
よう と し た 社長 。 穴 ぐら 入道 に お ど さ れ て も 村 
人 の た め と 言い 張り 、 ト ン ネ ル 工 事 を や め よ う 
と し な か っ た 。 穴 ぐら 入道 が 村人 の 犠牲 に 
な っ て 石 と 化し た 後 も 区 度 を 変え よう と せ ず 、 
鬼太郎 に 殴ら れる 。 


【 へ ビ ァ ヶ 浦 海岸 】⑦9 記 ぃ 學 0 間 

第 2 部 ・34 話 
自殺 の 名 所 。 サ トリ に よっ て 自殺 へ 導 か れ た 
エリ ー ト < 永島 は 、 家 族 そ ろ っ て ココ で 心中 し よ 
うと し て いた が 、 待 ち 構え て いた 鬼太郎 に 止 
め ら れる 。 自 殺 防 止 の 看板 が 立っ て いる 。 


【 ホウ キ 元 素 】 ほ うき げん そ (その 他 ) 


第 1 部 ・26 話 
お どろ お どろ が 発見 し た 、 魔 女 の ホ ウキ に 含 
まれ る 元素 。 モ ノ を 空 に 飛ば すこ と が で きる 。 
お どろ お どろ が プラ モデ ル の 飛行 機 に 使用 
し 、 子 ども た ち を 誘拐 する の に 使っ た 。 


【 ホウ キボン シ 島 】 ほ うき ほし と ぅ 
劇 「 妖 怪 大 戦争 」 
アキ オ た ち が 暮 ら す 島 。 バ パッ クベ アー ド ら 西 
洋 妖怪 に 占領 され て し まう 。 ハ レー 彗星 が 近 
づく と 渦潮 が 島 の 底 へ 集まっ て エネ ルギー 
を 溜め る 。 島 の 底 に は 縦 穴 の 大 き な 洞窟 が 
あっ て 、 そ こ か ら 噴出 する 水 の 圧 力 で 島 が 
吹っ飛び そう に な っ た 。 膨 大 な 金 が 揉 れる 。 


【 攻 業 島 】 ほ う ぁ いとう 
第 4 部 ・14 話 
浮世 を 忘れ 、 年 も 取ら ず 楽 し く 暮 ら せ る 楽園 。 
仙人 < 徐福 が この 島 の 主 。 本 当 に 欲す る 者 の 
前 だ け に 現れ る 。 じ つ は 海竜 ・ 野 の 吐く 息 が 
作る 展 気 楼 だ っ た 。 
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【 ボボ ン ガ 島 】 ほ ほん が と うぅ ( 場 

第 2 部 ・16 話 
定 田 の 父親 が と も に 暮らす ガマ 人 の 住み か 。 
ボボ ン ギ 沼 の ボボ ン ゲ 部 落 に 住ん で いる ガ 
マ 人 は 、 ボ ボン ゴ 洞 窟 で ご 馳走 を 振る 舞い 、 
探検 隊員 を ガマ 人 に し よう と し た 。 石 柱 を 見 
た 博士 は 、 村 が 作ら れ て か ら 30 年 し か 経っ て 
いな いと 断定 し て いた 。 


【 凡 太 】 ほ 4 た の ) 

















第 2 部 ・21 話 
薬品 会 社 社長 の 息子 。 い つも 居眠り ば か り 
し て 、 会 社 を 継ぐ つも り は な い 。 し か し 、 バ リバ 
リ の 卵 を 飲ま され て 、 生 まれ 変わ っ た よう に 、 
寝る 間 も 惜しん で 仕事 を する 。[ 死 な な い 薬 ] 
を 開発 し よう と する が 、 父 親 の 願い で バリ バ 
リ が 離れ て 元 の ぐう た ら な 男 へ と 戻る 。 


【 政吉 】 ま きき ちの ) 





第 1 部 ・13 話 
銀行 か ら 1 億 円 を 盗ん で 逃走 し た 指名 手配 
犯 。 前 科 8 犯 。 押 し 入っ た 際 に 2 人 の 銀行 員 
を 殺害 し た 。 ゲ ゲ ゲ の 森 に 逃げ 込み 、 留 守 の 
鬼太郎 の 家 で 拾っ た 「 地 獄 行き ]」 の 切符 を 
使っ て 、 相 棒 の 豆蔵 と と も に 地獄 へ 流さ れ て 
し まっ た 。 


【 増 本 俊之 】 ま す も と と し ゅ き ひ ) 

第 4 部 ・109 話 
冬 岳 が ある 村 の 村長 の 息子 。 10 年 前 、 冬 岳 
に 落ち た 隅 石 を 飛行 機 の 層 落 と 勘違い し 、 
救助 の た め に 吹雪 の 山 に 入っ て 遭難 。「 山 の 
安全 を 守り 、 人 々 を 助け た い 」| と いう 強い 念 が 、 
陣 石 に 乗っ て や っ て きた の びあ が り と 合体 。 
雪崩 を 予言 し 、 村 人 を 助け る た め に 人 間 を 
[赤い 木 ! に 変え て いた 。 妻 は 今日 子 、 娘 は 春 。 


【 魔法 の 届 】 ま ほう の つ ほ (アイ テム ) 
第 1 部 ・12 話 、 第 3 部 ・4 話 、 第 4 部 ・78 話 
蛇 骨 渡 の 持ち 物 。 鬼 太郎 を や っ つけ る 相談 
に 来 た ぬ ら り ひ ょ ん に 対し て 、 魔 法 の つぼ に 
入れ る し か 手 は な いと 協力 する 。 ぬ ら り ひ ょ ん 
は お 礼 と し て 200 万 円 渡し た 。 し か し 披 太郎 
に 見 破 ら れ 、 作 戦は 失敗 に 終わ る 。 


【 まぼろし の 汽車 】s 7 
第 2 部 ・25 話 、 第 3 部 ・61 話 、 劇 [汽車 」 

吸 碧 鬼 ピ ー の エピ ソー ド の と き な ど に 登場 。 
走る と 過去 に 戻れ る 汽車 。 吸 血 鬼 に な っ た 
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第 3 部 ・ や さか り の 赤玉 
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第 1 部 < ゆう れい 列車 





SS 。。。, 1 
第 4 部 ・ 幽 電電 車 


鬼太郎 を 救 お うと 、 目 玉 お や じ が 強い 霊 カ で 





呼び 出し た 。 劇 場 版 で も 1 度 登場 。 過 去 、 未 来 、 


現世 、 来 世 す べ て 行け る 。 


【 迷い 家 】 ま ょ い が ( 場 % 


第 4 部 ・87 話 
妖怪 た ち が ひ っ そり と 暮らし て いる 、 山 の 中 に 
ある 古い 小さ な 屋敷 。 気 の 弱い 妖怪 も いる 。 
ふだん は 、 倉 ぼっ こ 、 納 戸 着 が 住ん で お り 、 迷 
い 込 ん だ 人 間 に お 本 を 渡し た こと も 。 


【 丸田 勇夫 】 ほ る た いき ぉ の ) 


第 4 部 ・37 話 
生 真 面目 な 、 働 きす ぎ で 急死 し た 中 年 男性 。 
息子 * 勇 樹 を 連休 に ドラ イブ に 連れ て 行き 、 
夜明け の 海 を 見 せる 約束 を し て いた が 、 そ れ 
が 果たせ ぬ ま ま 死 ん で し まい 、 心 残り に な っ 
て いた 。 妖 怪 ・ 夜 行 さん に 会 い 、 妖 怪 自 動車 を 
借り て 現世 に 戻り 、 約 束 を 果たす 。 


【 万 年 】# ん ね ん の ひ ) 


第 3 部 ・26 話 
野球 少年 。 所 属 チー ム 「 ラ ッ キ ー ズ 以前 は 
ヒッ ト を 打つ の が や っ と だ っ た が 、 墓 で 妖怪 
バッ ト を 捨 い 、10 割 の 打率 を 残す 。 妖 怪 と の 
野球 対戦 で は 、 鬼 太郎 が 打っ た あわ や ホー 
ン ラ ン と いう ライ ナー を ジャ ンプ し キャ ッ チ す 
る ファ イン プレ ー を 見 せる 。 試 合 の 決着 が つ 
か ず 、 ハ ワイ で の 他 チ ー ム と の 試合 後に 、 鬼 
太郎 と 再戦 を 約束 する 。 ハ ワイ の 試合 は 、5 
打席 5 三振 と さん ざん な 結果 に 終わ る 。 帰 っ 
て 来 た 万 年 は 、 バ ッ ト の 神通 力 が 消え て し 
まっ た こと を 嘆く が 、 鬼 太郎 に [バット の 力 に 
頼ら ず と も 、 万 年 君 は 野球 が 上 手 いと 励ま 
され 、 体 力 づ くり に 励む ちよ うに な る 。 ち な み に 
第 1 部 で 妖怪 バッ ト を 拾っ た の は ブン 太 、 劇 
場 版 「[ おばけ ナ イタ ー」 で は 三太郎 だ っ た 。 


【 マン モス 】 ま ん も す ひ ) 


第 1 部 ・4 話 
吸血 鬼 ラ ・ セ ー ヌ の 子 分 の 殺し 屋 。 ラ ・ セ ー ヌ 
を 先生 と 呼び つね に 行動 を と も に する 。 累 
太郎 を 最新 式 の マシ ン ガ ン で 撃ち 殺 そ うと 
し た が 失敗 。 ラ ー セ ー ヌ と と も に 、 み ず か ら 放 っ 
た 笑 に 包ま れ て 死亡 し た 。 





【 水木 し げ る 】》 ず き し ず る (ひい) 


第 1 部 ・58 話 、 劇 「 異 次 元 」 
調布 に 住む マン ガ 家 。『「 ゲ ゲ ゲ の 鬼 太郎 』 の 
作者 で ある 。 マ ン ガ の アイ デア に 行き 詰まっ 








て 入っ た 喫茶 店 『 ホ ー ム ラン 』 で 、 本 物 の 鬼 太 
郎 と ね ずみ 男 に 出会う 。 家 が 怪 気象 の 中 心 
と な り 、 妖 怪 総理 大 臣 を 名 乗る ぐ わ ご ぜ に 
よっ て 妖怪 の 国会 議事 富 に され て し まう 。 怪 
気象 が 晴れ た た め 、 自 分 が 次 元 の 異な る 扉 
を 開け て し まっ た の だ と 納得 。 


【 村 上 佑子 もら か みゅう この ) 


第 4 部 ・1 話 ほか 
第 4 部 を 通し て 登場 。 準 レギ ュ ラ ー の 小学 生 
3 人 組 の ひと り で 、 一 番目 立っ て いる 女の子 。 
1 話 で 見 上 げ 入道 に 飲み 込ま れ た の を 各 太 
郎 に 助け られ て 以来 . を び た び 妖怪 に 遭遇 
し 鬼太郎 に 助け を 求め る 。 素 直 で 優し く 、 芯 
の 強い 少女 だ 。 た また ま 探 検 に 行っ た 鍵 乳 
洞 で 、 悪 事 を 働い て いる ぬら り ひ ょ ん と 出 会 
い 「 上 鬼太郎 さん が 黙っ て な いん だ か ら 」 と 明 
呆 を 切る 。 そ し て ぬら り ひ ょ ん か ら 草 苑 の 剣 を 
奪う な ど 、 度 胸 と 行動 力も ある 。 


【 明 治 時 代 の 鼓 物 車 】 


めい じじ だ い の れ いき ゅ うし ゃ (アイ テム ) 






































第 1 部 ・41 話 
ね ずみ 男 が 所 持 。 猫 打ち 症 を 引き 起こ す 怪 
し い ト ラッ ク を 追う た め に 出動 。 露 界 高速 道 
路 を 通っ て 霊界 へ 。 ね ずみ 男 に よれ ば い ず 
れ は 国宝 に 指定 され る べき 値打ち 物 ら し い 。 


【 日 玉 お や じ 人 形 】 


め だ ま お や じ に ん ぎょ う (アイテム ) 





第 3 部 ・98 話 
“若者 文化 の 最 先端 "原宿 で 流行 っ て いる ぬ 
い ぐ る み 。 魔 よ け の 効果 も あり 、 な ん に で も 効 
く ス グレ モノ 。 ね ずみ 男 が 持 り の 出店 で 売っ 
て いた 。 原 宿 で は 2000 円 だ が 、1980 円 に 負 
け て 販売 。 


【 目 斑 印 グロ ー ブ 】 


め だ ま じ る し ぐろ - ぶ (アイ テム ) 





コピ ー 妖 怪 対 鬼太郎 
職人 喜平 が 製作 し た グロ ー ブ 。 プ ロ の 有名 
選手 も 使っ て いる 。 通 常 は 3 万 円 する が 、 ね ず 
み 男 が コピ ー 品 を 、1 万 円 で 販売 。 少 年 勇 は 
それ を 8000 円 で 売っ て も ら っ た 。 
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【 メ ン ソ ー レ ホテ ル 】 第 4 部 ・33 話 了 
めん そ ー れ ほてる (場所 ) 木村 、 内 田 、 島 田 、 花 岡 で 構成 され た バン ド 。 
ね ずみ 男 に そそ の か され 、 さ ら 小 僧 の 歌 「 ペ っ 
た ら べ たらこ 」 を 盗作 し 、 大 ヒッ ト さ せる 。 し か し 、 
さら 小僧 に ば れ て 誘拐 され て し まう 。 


【 殴 霊 電車 】 ゅ うい で ん し ゃ (アイ テム ) 


第 1 部 ・53 話 、 第 3 部 ・6 話 、 第 4 部 ・53 話 
も し く は 「 ゆ うれ い 列 車 ] こ し て も 、 作 品 内 に 登 








第 4 部 ・63 話 
沖縄 に ある ホテ ル 。 妖 怪 が 出る と 噂 で 客 が 
減り 、 鬼 太郎 が 妖怪 退治 を 依頼 され る 。 提 太 
郎 が 沖縄 に 着く と 、 BGM で 三線 の 音 が 響 
いた 。 妖 怪 と 仲良 く な る こと を 売り に し て 業績 
が UP する 。 第 1 回 世界 妖怪 会 議 も ここ で 開 



































催さ れ た 。 支 配 人 は 金城 。 場 。 鬼 太郎 が 人 間 を 霊力 で お どか し た と き に 
使用 し た 特別 列車 。「 特 別 電車 霊園 行き 

この 世 攻 | 第 4 部 で は 、4 番 ホー ム か ら 

【 や きか り の 赤玉 】 出発 。 プ レー キ は 寺 板 車 が きしむ よう な 音 で 、 

や きか り の あか た ま ( ア イ テ ム ) 扉 は 火葬 場 の 扉 の 音 、 冷 た い イ ス の 一 両 編 





第 1 部 ・30 話 、 第 3 部 ・54 話 、 第 4 部 ・44 話 
[悪魔 ベリ アル 」 の エピ ソー ド で 登場 。 第 1 部 
で の 設定 は 、100 年 前 に か ら す 天狗 が ベリ 
アル の 魔力 を 封じ た 金色 の 玉 。 天 童 法師 塔 
に 保管 され て いた が 、 ね ずみ 男 に よっ て 壊さ 
れる 。 第 3 部 で は 「 八 尺 更 の 赤玉 ] で 、 カ ラス 
天狗 の 長老 が ベリ アル の 魔力 を 封じ 込め た 。 
第 4 部 で は 「 や さか り の 玉 」 と し て 登場 。 カ ラス 
天狗 が ベリ アル の パワ ー を 封じ 込め た 玉 。 起 





成 。 窓 か ら 見 える 景色 は 墓場 で 、 駅 員 が 笛 を 
吹く と 電車 が 到 す る 。 出 発する と き に は 駅 
員 全員 が 線香 を た いて 見 送り 乗客 は 拝ん 
で いる 。 終 点 ま で の 切符 を 買う と 、 途 中 駅 で 
は 降り られ な い 。 幽 霊 電車 の 正体 は 、 使 い 古 
され て 捨て られ た ボロ 電車 だ っ た 。 第 憧 【 で は 
村山 霊園 行き の 臨時 列車 。 停 車 駅 は 危篤 、 
臨終 、 火 葬 場 、 骨 専 。 車 内 は 、 ひ ん や り し て 気 
味 が 悪い 。 妖 怪 が 多数 乗車 し て いる 。 そ の 正 
体 は や は り 古 い 電 車 。 








第 2 部 ・ ゆ りか ご 





第 1 部 ・ 妖 怪 学校 


天 商 を し て いた ね ずみ 男 が 、 そ れ と 知ら ず そ 
の 封 EH を 解い て し まっ た 。 


【 ヤ タ の 鏡 】 や た の か が み ( ア イ テ ム ) 
第 2 部 ・9 話 
最初 に 覗き 込ん だ も の を 生け 警 に する 鏡 。 
神通 力 を も ち 、 右 様 は ふだん は この 中 に 住ん 


【 豊か の 木 】 ゅ た か の き (アイ テム ) 
第 3 部 ・33 話 
十 ば つが 続い た と きも 、 そ の 木 だ け 実 を つけ 
人 々 を 季 っ た 木 。 体 に 回 っ た 毒 を 取り 除く 林 
と し て も 大 切 に され て いた 上 自然 の 恵み を 与 
えて くれ る [ 神 の 木 」 と し て 械 作 を 願う 神社 
に は 種 が 置い て ある 。 巨 大 化し た あか な め の 








で いる 。 
体 に この 種 を 植 お 込め ば 、 あ か な め を 抑え る 
【 山 田 寺 一 】 や まだ し ゅ うぃ ち ひ ) こと が で きる と ブン 太 が 提案 し た 。 第 2 部 で 
は 同様 の 役割 の 種 が 「 古 代 登場 
第 1 部 ・5、6 話 、 第 3 部 ・67、68 話 0 3 so 
[大 海獣 I の エピ ソー ド に 登場 する イン テリ の 
青年 。 生 物 学 か ら 物 理 まで 万 能 の 天才 と い 【 芝 の 世界 】 ゆめ の せ か い (場所 ) 
われ て 周り を バカ に し 、 モ ッ ト ー は 科学 こそ す 




















第 1 部 ・28 話 、 第 3 部 ・19 話 、86 話 、 第 4 部 ・15 話 
まく ら 返 し の エピ ソー ド な ど に 登場 目玉 お や 
じ に よれ ば [死ん で も 死な ず 、 生 き て も 生き ず 、 
あっ て も な い 世 界 で 、 金 や 食べ 物 に 苦労 し な 
い 。 途 中 の 道 は 険しく 、 迷 い の 山 の 頂 上 に 上 
り 、 太 陽 を 背 に し て 待つ と 、 虹 の 架け 橋 が 現 
れる 。 橋 は 鬼太郎 の 下駄 が な いと 渡れ な い 。 
世界 の 中 で は 、 切 り 株 か ら 芽 が 出 て 森 と な り 、 
雷 に 打 た れ て 切り 株 に な る まで が 一 瞬 に し 
て 起こ る 。 時 の 流れ は 速く て 無限 に 例え る の 
は 、 こ こ か ら 始 まっ た らし い 。 眠 る と き は 、 魂 だ 
け 夢 の 中 で 遊ぶ 、 夢 は 本 当 に ある 、 妖 怪 の 空 
間 |。 虹 を 渡っ て 夢 の 世界 に 行け る が 、 虹 は 15 


べ て 。 大 海獣 研究 の た め ニ ュー ギニア 探検 

に 出かけ る 。 大 海獣 の 血 を 独り 占め し よう と し 

て 鬼太郎 を 襲い 、 鬼 太郎 に 大 海獣 の 血 を 輸 

血 し て 大 海獣 に し て し まう 。 第 1 吉 で は 、 鬼 太 

郎 の 能力 に 興味 を 持っ て 、 妖 怪 封じ の 薬 を 

研究 。 ロ ボッ ト を 作り 、 大 海獣 と 対決 を 繰り 広 

げた 。 大 海獣 と な っ た 鬼太郎 に 命 を 救 われ て 、 
妹 の 言葉 に よっ て 改心 し 、 擬 太郎 を 救う 。 最 

後 は 妖怪 を 認め る まで に な っ た 。 


【 愛 歌 結 】 ゅ うか だ ん の ) 
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第 4 部 ・ 妖 怪 事典 





分 くら いで 消え て し まう 。 鬼 太郎 は ね ずみ 男 
に 片方 の 下駄 を 借 し て 、 2 人 と も ケン ケン レ し 
て 虹 を 渡っ た 。 


【 ゆ りか ご か ら 墓 場 まで 】 


ゆり か ご か ら は か ば まで (アイ テム ) 


第 2 部 ・42 話 
シン シン 工業 の 新 製品 。 ぬ りか ご か ら 墓 場 ま 
で を コン セプト に 作ら れ た 。 赤 ちゃ ん の 自動 授 
乳 か ら 、 児 童 の 勉強 部 屋 に な り 、 車 な の で 通 
学 - 通 勤 に 便利 で 、 寝 室 に も な る 。 最 後に 持ち 
主 が 亡くな っ た ら 、 ド クロ ボタ ン を 押せ ば 20 
秒 で 火葬 し て 骨 に で きる 。 1 合作 る の に 
8000 万 円 か か る 。 


人 
【 妖 隊 】 ょ うか い (その 他 ) 
第 1 部 ・1 話 ほか 

全編 に わた っ て 登場 。 作 品 内 で 「 妖 怪 と は 」 を 
語っ て いる と ころ を いく つか 抜粋 する 。 
[妖怪 は 人 間 と 違っ て いつ まで も 生き られ る 
が 、 人 間 の よう に 子ども を 産ん で 子孫 を 増 や 
すわ け に は いか な い !( 見 上 げ 入道)。「 昭 和 40 
年 代 に は 妖怪 の 時 代 が くる 。 妖 怪 事典 の 最 
初 に 載っ て いる I( お 富 独 )。「 飛 行 機 な ど と い 
う 科 学 的 な も の は 使わ な い 上 目玉 お や じ )。 
[人 間 を だ まし 、 人 間 が 奉 力 し て 作っ た 物 を 横 
取り し 、 人 間 より も 高級 な 生活 を 送る の が 妖 
怪 の 本 分 (アカ マタ )。「 夜 より 昼間 眠っ た ほ 
う が 体 に いい 目玉 お や じ )。「 妖 力 が 衰え て 
きた と き 、 こ の 世に は と ど ま る こと は で きず に 、 
人 間 と は 違う は る か あの 世に 隠れ て し まう 妖 
怪 や 幽 寺 が いる こと は 確か 上 目玉 お や じ )。 


【 妖 層 運動 会 】3 ぅ うん と うがい の 人 

第 4 部 ・40 話 
骸骨 山 の 墓場 で 年 に 1 回 開催 され る イベ ント 
で 、 各 地 の 妖 怪 た ち が 集 まっ て 行わ れる 大 々 
的 な 運動 会 。 ち な み に 夜 行 さん が 短 下 離 走 1 
番 、 ね ずみ 男 は ビリ 。 お は ぎ 食 い 競争 で は 1 つ 
ハズ レ の 激辛 が ある (ね ずみ 男 に 当たり ) 館 
玉 探し 競争 は の っ ぺら ぽう が 得意 。 ぬ りか べ 
の 幅跳び は 33cm( 倒 れ た だ け )。 


【 妖 隊 エキ ス 】 ょ うか えき す ⑦ イ テム ) 
第 3 部 ・2 話 
鏡 の 中 に 閉じ 込め られ た 鬼太郎 を 双 ら せる 
た め に 、 砂 か け 波 が エキ ス を 口 に 含み 、 霧 吹 
いた 。 そ れ に より 、 鬼 太郎 が 復活 。 














【 妖 隊 学校 】 は うか ぃ が っ こ う ( 得 務 

第 1 部 ・9 話 
見 上 げ 入 道 が 先生 を 務め る 、 妖 怪 学 を 教え 
る 学校 。 さ ら われ た 選 助 、 披 太郎 ね ずみ 男 の 
ま か に 、 ニ ワ ト リ 、 ネ コ 、 イ ヌ ら の 生徒 が いる 。 
空気 の 食べ 方 、 サ イズ の 変え 方 な ど を 教え 
て 、 妖 怪 に な れる よう に 勉強 する 。 逆 ら っ た 生 
徒 は 見 上 げ 入 道 に 吹き 飛ば され 、 二 度 と 戻 
れ ぬ [ 寺 界 流し の 刑 | に 。 


【 妖 隊 カメ ラ 】 ょ うか いか め ら (アイ テム ) 

第 1 部 ・32 話 ほか 

この カメ ラ で 撮影 され た も の は 、 フ ィ ル ム の 中 

に 封じ 込め られ 妖怪 も 妖力 を 使え な い : 目 玉 

お や じ が 、 鏡 で 集め た 目 目 連 を 妖怪 カメ ラ の 

シャ ッ ター を 押し て 封じ 込め た 。 第 4 部 で は 砂 

か け 婆 が 持参 。 や は り 目 目 蓮 を ね ずみ 男 と も 
ども 封じ 込め る 。 


【 妖 層 研究 所 】 ょ うか が 9 ん きゅう じ ょ 
第 4 部 ・37 話 

夜行 さん の 住み か 。 夜 行 さん は 、 手 狭 に な っ 
て きた の で 広い 場所 に 移り た いと 思っ て いる 。 
鬼火 販売 機 、 人 魂 を 入れ る 風船 な ど を 開発 。 


【 妖 了 残 机 物 語 


よう か いざ ん こく も の が た り ( そ の 他 ) 















































第 2 部 ・3 話 
妖怪 映画 の 公開 名 称 。『「 世 紀 の ド キュ メン タ 
リー 妖怪 残酷 物語 く 衝 撃 の ロー ド シ ョ 
ウッ | 立て 看板 に は 「 初 め て カメ ラ が と ら え た 
衝撃 の 数 々 ・‥‥‥」 と 書か れ て いた 。 


【 妖 隊 シ ー ル 】 
よう か いし レー る (アイ テム ) 
第 3 部 ・94 話 ほか 
妖怪 の イラ スト が 入っ た シー ル 。 妖 怪 ブ ー ム 
に よっ て 、 子 ども た ち に 人 気 を 呼ん で いた 。 ね . 
ずみ 男 が 縁日 で よく 販売 。 


【 妖 避 事典 】 ょ うか いじ て ん (アイ テス) 
第 1 部 ・32 話 ほか 
作品 内 で 多数 登場 。 妖 怪 の こと な ら 何 で も 
載っ て いる 事典 だ が 、 妖 花 に つい て は 載っ て 
いな か っ た 。 ま た 、 鬼 太郎 の 病気 の こと も 載っ 
て いた 。「88 以 上 の 妖怪 を 倒す と その 懇 霊 が 
乗り うつ り 、 高 熱 を 出し て 死に 至る こと が ある 。 
治療 法 と し て は 、 人 間 に 愛 され る 妖怪 と 親 し 
く な る こと に より 、 悪 圭 を 退散 させ る こと が で 
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きる その 後ろ の ペー ジ が 破れ て いた 。 弟 2 
部 33 話 に は 「 悪 魔 事典 」、9 話 に は 「 カ ラス 
語 事 典 ]、 第 4 部 *12 話 に は 「 猫 族 妖怪 事典 
40 話 に は [日 本 妖怪 図鑑 ] な ども 登場 し た 。 


【 妖怪 自動 車 】35 か CE3Ls 7⑦ イ テ が 
第 1 部 ・54 話 ほか 
鬼太郎 が 「 世 界 妖怪 ラリ ー 大 会 出場 の た め 
に 使用 し た 。 フ ロン ト の ゲタ が 飛び 障害 物 と 
な っ た 車 を どか す 仕掛 け 付き 目玉 お や じ が 
チュ ー ン ナッ プ し . 逆 に 不調 に な っ て し まっ た 。 
始め は [妖気 自動 車 ] と も いい 、 化 け 猫 を 追う 
と き に も 使用 され た 。 第 4 部 で は 妖怪 界 の 発 
明王 、 夜 行 さん の 発明 品 と し て 、 ま っ た く 異な 
る デザ イン で 登場 霊界 バイ パス を と お っ て 、 
あの 世 と この 世 を 行き 来 で きる 唯一 の 乗り 
物 と いう 設定 に バー ジョ ン ア ッ プ 。 ガ イコ ツ 
の ボディ に 輸入 道 の タ イヤ 、 鬼 火 の ヘッ ドラ 
イト 、 ガ マ 里 の クラ クシ ョ ン を 完備 し て いる 。 
差し 込ん で ある キー を 抜く と 封じ られ て いる 
輸入 道 が 解放 され 、 暴 走 を 始め て し まう 。 


人間 還 事 件 通 4 商事 


よう か いじ ゅ うた くも ん だ いじ けん か いけ つ 
よん し ょ うじ (その 他 ) 












































































































































第 1 部 ・59 話 
だ る ま が 経 営 す る ビル の 4 階 に つく っ た 会 社 。 
ビル は 明治 時 代 か ら あり 、 エ レベ ー タ ー は な 
い 。4 階 は 元々 存在 せ ず 、5 階 か の ら 見 る と 下 に 、 
3 階 か ら 見 る と 上 に 看板 が あっ た 。 住 むと こ 
ろ に 困っ た 数 匹 の 妖怪 が 、 そ の ビル で 暮らす 。 
鬼太郎 は ロープ を つた っ て 、 外 か ら 侵 入 し た 。 


【 妖 隊 茂 】 ょ うか いじ ょ う ( 場 
第 1 部 ・3 話 ほか 
全 シ ー ズ ン を と お し て 、 妖 怪 が 立て た 城 を 総 
じ て こ う 呼 ぶ 。 代 表 的 な も の を いく つか あげ よ 
う 。 第 1 部 ・3 話 に は 、 た ん た ん 坊 た ちと と も に 
妖怪 城 が 復活 し 、 子 ども を 生け 皿 に 出す よう 
要求 し た 。 こ の 後 の シ ー ズ ン で も 、 た ん た ん 坊 
と と も に 各所 で 復活 し て いる 。 第 2 部 ・3 話 で 
は 、 チ ー ら 中 国 妖怪 た ち が 建 築 し し アジト に 使 
用 し て いた 。 さ ら に 、 劇 妖怪 大 戦争 」 の バッ ク 
ベア ー ド も 、 人 間 を 使っ て 建設 させ た の が 妖 
怪 城 (シナ リオ 表記 ) だ っ た 。 


【 妖 隊 真 珠 】 ょ うか いし ん じゅ (アイ テム ) 
第 4 部 ・60 話 

妖力 を 封じ に 込め る 力 を 持つ 真珠 。 怪 イカ に 
生け 賢 を ささ げ る と ひと つ 産み 落と す 。 食 べ 























られ た 人 の 妖力 は 真珠 に 封じ に 込め られ る 。 ぬ 
ら り ひよ ょ ん と 半 魚 人 の ワナ に は まり 、 鬼 太郎 
が 妖怪 イカ に 呑み 込ま れ て 真珠 に な っ て し 
まっ た 。 そ の 鬼太郎 の 妖怪 真珠 を 妖怪 灯台 
に は め 込 むこ と で 、 全 世界 の 妖怪 を ひれ 伏 さ 
せる こと が で きる らし い 。 


【 妖 隊 水車 】 ょ うか いす いし ゃ その他 ) 


第 2 部 ・39 話 、 第 3 部 ・98 話 
猛 霊 八 内 が つく り 出し た 、 巨 大 な 渦 を 巻く 大 
津波 。 猛 霊 八 惨 ] と いう 声 と と も に 出現 し 、 船 
な ど を た や すく 沈め て し まう 。 第 3 部 で は 、 水 
精 区 が 使用 し て いた 。 


【 妖 隊 石 】 ょ よう かい せき (アイ テム ) 
第 4 部 ・64 話 
第 4 部 に お ける 「 妖 怪 ラ リー」 の 優勝 賞品 。 顧 
い を ひと つ だ け ! 叶 えて くれ る 石 。 月 に か ざし て 
願う と た ち ど こ ろ に 叶う 。 


【 妖 隊 関が原 】 ょ うか いせ き が は ら ( 得 
第 1 部 ・50 話 、 第 3 部 ・41 話 
昔 か ら 、 一 流 の 妖怪 が 決戦 の 場 に 選ん だ 異 
次 元 空間 。 時 間 も な け れ ば 、 上 下 も な い 。 鬼 
太郎 と ガマ 仙人 が 対決 し た 場所 だ が 、 こ の 
空間 で は ガマ 仙人 は 無敵 。 第 4 部 で は 同様 
の 空間 を 「 異 次 元 の 森 」 と 呼称 し て いた 。 


【 妖 隊 戦 車 】 ょ うか せん し ゃ プイ テ ベ の) 


第 3 部 ・78 話 ほか 
妖怪 界 の 発明 王 、 夜 行 さん の 発明 品 。 ガ イコ 
ツ の ボディ に 輸入 道 の タ イヤ 、 化 け 火 と つる 
べ 火 の ヘッ ドラ イト に 野 づち 砲 を 乗せ て 完 
成 。 そ の 何で も 吸い 込ん で し まう 能力 で 、 東 
京 は 山手 線 内 に 大 繁殖 し た マン モス フラ 
ワー を 一 掃 し た 。 劇 場 版 に も 登場 。 


【 妖 隊 反物 】 ょ うがい た ん も の (アイ テム ) 
第 2 部 ・2 話 、 第 4 部 ・79 話 、 劇 「 最 強 妖怪 」 
チー の 赤い 丸 薬 を 飲ん だ 妖怪 が 変化 し た も 
の 。 そ の 反物 で 作っ た 服 を 着る と 、 チ ー の 思 
い ど お り に 動く 。 毎 回 反物 に され る 加 太 郎 と 
チー を 除く と 、 第 2 部 で は 、 ぬ りか べ と 夏 か け 














婆 。 劇 場 版 で は 、 野 づち 、 ひ で り 神 、 か まい た ち 、 


だ る ま 。 第 4 部 で は 、 呼 子 . か わ う そ 、 傘 化け 、 
サト リ が それ ぞ れ 反物 に され て いた 。 


【 妖 隊 貯 金 箱 】 よ うか ちょ きま に 7 イチ) 
第 1 部 ・44 話 ほか 
正体 は 丸 毛 。 逆 柱 に 操 ら れ 、 子 ども た ちの 小 
遣い を 次 も うと し た 。 預 金 する と 妖怪 貯金 箱 
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第 2 部 ・ 妖 怪 パ ー テ ィ ー 





第 1 部 ・ 妖 怪 バ ッ ト 


劇 ・ 妖 怪 バッ ト 


ke 


第 1 部 ・ 括 性 ボ スト 


第 3 部 妖怪 ミ キサ ー 





が も ら え る キャ ン ペ ー ン を 、 一 凌 銀 行 が 行っ 
て いた 。 


【 妖 隊 中 眼鏡 】 ょ うか cya7 イ テ の ) 

第 4 部 ・74 話 ほか 
主 に 砂 か け 波 が 使い こなす 、 何 で も 覗け る 
望遠 鏡 。 第 74 話 で は 八 俣 大 蛇 の 急所 を 見 
つけ 、 第 19 話 で は くびれ 鬼 が 黄泉 の 国 に 引き 
ずり 込 も うと し て いる 会 社員 ・ 俊 彦 を 覗い て 、 
その 魂 が や せ 細 っ て いる こと を 確認 。 2 度目 
は 黄泉 の 国 で 使用 し 、 現 実 へ の 出口 を 見 つけ 
出す な ど 、 見 た いと 思っ た も の は 何で も 見 え 
る らし い 。 第 37 話 で は 目玉 お や じ が 、 妖 怪 自 
動車 盗ん だ ね ずみ 男 の 場 所 を 確認 する た 
め に 使用 し た 。 


【 妖 隊 ク イロ ー ゼ 】 


よう か い の い ろ 一 ぜ ( そ の 他 ) 





第 4 部 ・106 話 
百々 苑 の 策略 で 鬼太郎 が か か っ た 病気 。 こ 
の 病 に か か る と 、 妖 怪 は 自分 の な か の 恐怖 心 
に さい な まれ て どん どん や つれ て いく <。 眠 り に 
つく た びに 進行 する 。 最 後 は 妖怪 の 姿 で 襲 
いか か っ て くる 自分 の 恐怖 心 に 押し つぶ され 
て し まう 。 恐 怖 心 を な みずから の 手 で 克服 する 
以外 に 治せ な い 。 


【 妖 隊 パ ー テ ィ ー】 
よう か い ば ー て ぃ ー( そ の 他 ) 





第 2 部 ・3 話 、 第 3 部 ・32 話 
ね ずみ 男 が 、 鬼 太郎 主催 と 偽っ て 金儲け の 
た め に 計画 し た も の 。 人 間 の 監督 と カメ ラマ 
ン が 隠れ て 撮影 を 行っ て いた 。 第 2 部 で は 、 
主催 者 の 鬼太郎 が 来 な い の で 、 妖 怪 た ち は 
気分 を 害 す 。 し か し 、 陽 気 に 「 妖 怪 ダ ンス 」 を 
披露 し て いた 。 


【 妖怪 バ ス 】 ょ うか いま ほす プイ テム ) 
第 4 部 ・96 話 、97 話 ほか 
鬼太郎 た ち が ツ アー に 出かけ た バス 。 圭 界 と 
人 間 界 を 自由 に 移動 で きる 。 運 転 手 の 妖力 を 
吸い 取っ て 走り 、 ス ピー ド も 運転 手 の 妖 力 に 
比例 する 。 行 き 先 表示 も 変わ る 。 ナ ン バ ー プ 
レー ト に は [| 霊界 バス 」 と 表示 され て いる 。 


【 妖 隊 バ ッ ト 】 ょ うか は っ と 7 イ テ ム ) 
第 1 部 ・1 話 、 第 3 部 ・26 話 、 劇 [お ば け ナ イタ ー] 
ホー ムラ ン で も ゴロ で も 好き な よう に 打てる 
再発 百 中 の バッ ト 。 打 っ た と き に 嫌 な 音 が 鳴 
る 。 第 3 部 の 設定 で は . 妖 怪 チ ー ム の た め に 





福の神 が 樹齢 2000 年 の 木 か ら 作っ て くれ 
た バッ ト 。 福 の 神 が そ の 能力 を 自在 に 操る 。 劇 
中 で は 妖怪 バッ ト と は 呼ば れ な い 。 劇 場 版 で 
は ホー ムラ ン が 打てる 代わ り に 魂 を 吸う 。 


【 妖 隊 パ ンチ 】 ょ 2 か いま ん もち プイ テ ム の) 
第 1 部 ・43 話 
妖怪 ネタ を マン ガ に し た 雑誌 雑誌 は 売れ ず 、 
社内 は 返 本 の 山 。 妖 怪 の 描い た マン ガ を ね 
ずみ 男 か ら 買う 予定 だ っ た が 、 そ れ は 身代金 
胃 9 の 誘拐 の 布石 だ っ た 。 


【 妖 悦 ポ スト 】 ょ うか ty イィ テム) 

第 1 部 ・9 話 ほか 
妖怪 関連 の 困っ た こと を 鬼太郎 に 相談 し た 
いと き 、 こ の ポス ト に 投了 す れ ば 鬼太郎 の 元 
に 届く 。「 人 間 と 妖怪 が 仲良 くす る た め に 作っ 
た | と 第 1 部 で は 鬼太郎 が 語る 。 鬼 太郎 の 家 
の 前 に ある も の 以外 は わり と 神出鬼没 で 、 ど 
こ に ある か は わか ら な い 。 本 当 に 必要 と し て 
いる 人 の 前 に 現れ る と いう 話 も ある 。 


【 妖 悦 ホ バー クラ フト 】 


よう か い ほ ば ーー くら ふと (アイ テム ) 
































第 1 部 ・29 話 ほか 
妖怪 ・ ひ で り 神 が 使っ て いる 乗り 物 で 、 雲 形 
の 浮か ぶ 障 子 付き の 部 屋 。 水 を 含む と 、 重 さ 
で 墜落 する 。 第 4 部 の 妖怪 ホバー クラ フト は 、 
雨 を 降ら せる 装置 が 付い て いる 。 


【 妖怪 ミキ サー 】 ぉ 5 か が き - 7 人 テ り 
第 1 部 ・9 話 、 第 3 部 ・30 話 
見 上 げ 入 道 が 教師 を 務め る 、 妖 怪 学校 に 設 
置 され た 機械 。 第 1 部 で は 木 で で きた 樽 に 水 
車 が 付い て いて 、 中 に 人 を 入れ 回 転 させ る 。 
妖怪 に な る た め 、 中 に 入っ て 激しい 訓練 を す 

る た め の 道具 と し て 説明 され て いた 。 


【 妖 隊 メガ ネ 】 ょ うか めがね アイテム) 

第 1 部 ・23 話 ほか 
妖怪 の 妖気 が 薄 す ぎ て 見 つけ られ な い 時 、 こ 
れ を か ける と 妖怪 が 見 える 。 薄 いえ ん じ 色 の 
丸 メガ ネ 。 上 眼鏡 タイ プ も ある 。 第 1 部 の 設定 
で は 月 の 映っ た 水 を み が いて 鬼太郎 が 作っ 
た サン グラ ス 。 ご れ を 使い 普段 は 姿 が 見 えな 
い 、 ぶ る ぶる の 姿 を 見 る こと が で きた 。 鬼 太郎 
が 崖 か ら 落 ち た た め に 、 割 れ て し まう 。 


【 妖 人 花 平 】 よ うか だ いら ( 場 
第 2 部 ・5 話 
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山中 に 開け た リゾ ー ト 。 以 前 は 日 本 に た だ ひと 
つの 妖怪 花 の 生息 地 だ っ た 。「 利 徳 ホ テル 
レス トラ ン ビア ガー デン 多 花 平 ゴ ルフ 
場 | の 立て 看板 が 立っ て いる 。 


【 与太郎 】 ょ た ろ ぅ の ひ ) 
第 1 部 ・62 話 


大 クラ ゲ に 海 へ 引き ずり こま れ 、 海 苑 に と り 
源 か れ た 少年 。 栄 養 を 海 爺 に 取ら れ 、 体 重 は 
30kg に まで 減っ て し まう が 、 ね ずみ 男 の 呪 文 
で 海 爺 か ら 解 放さ れる 。 鬼 太郎 に サイ ン を 頼 
ん だ 。 母 親 は TV の 料理 番組 に 出演 し 、 拾 福 
な 生活 を 送っ て いる 。 


【Live House Ge'】 カ カッ ググ ( 
第 4 部 ・33 話 
「 ぺ っ た ら ぺ たらこ 」 で ヒッ ト を 飛ば す 前 に 、 愛 
歌 団 が 歌っ て いた ライ ブ ハ ウ ス 。 鬼 太郎 の エ 
ン デ ィング テー マ 『 カ ラン コロ ン 一 」 を 歌っ て 
いた 。 


【 良心 カビ 】 り ょ うし ん か び (アイ テム ) 

第 1 部 ・51 話 、 第 3 部 ・64 話 
穴 ぐぅ 入道 の エピ ソー ド に 登場 良心 菌 と い 
う 細菌 が 含ま れ て いて 、 吸 うと 二度と 悪い こ 
と を し な く な る と いう カビ 。 穴 ぐら 入道 の 住み 
か 近く に は 必ず 生え て いる 。 第 1 部 で は マン 
ガー 家 、 第 3 部 で は 穴 ぐら 入道 を 売り 物 に し 
よう と し た マス コミ な ど が 改心 し た 。 


【 霊界 】 和 か 上 

第 1 部 ・9 話 ほか 
生き た 者 に は 見 えな い が 、 空 中 に 浮い て いる 
死人 の 国 。 行 っ た ら 最後 、 こ の 世に 帰る こと は 
で き な い 。 見 上 げ 入道 に よっ て 、 鬼 太郎 が 送 
られ た 。 そ の ほか 、 霊 界 高速 道路 を 通っ て 行 
ける 。 猫 の 亡 吉 、 ば け 猫 が いる 洞窟 も ある 。 












































【 霊界 テレ ビ 】 直 か いれ ht が ( イ テ ) 

第 1 部 ・13 話 ほか 
鬼太郎 の 家 に ある テレ ビ 。 光 の 当たる 角度 を 
変え る と 、 見 える 景色 が 変わ る 。 見 える 世界 
は 地獄 で 、 妖 怪 が いて 同じ よう に こち ら を 見 
て いる 。 鬼 太郎 は は トラ ンジ スタ テレ ビ と 呼ぶ 。 
また 、 過 去 の 真実 を 映し だ すこ と も で きる 。 第 
2 部 35 話 で は 、 ア レス の 占い に 怒っ た 男性 が 、 



































アレ ス を 殺害 する 様子 が 映っ た 。 


【 霊 食 キ ノコ 】 し ょ くき の こげ プイ テム の) 
第 2 部 ・26 話 、 第 3 部 ・40 話 
骨 女 が 鬼太郎 を 殺す た め に 食べ させ よう と 
し た キノ コ 。 骨 女 た ち の 住み か に 生え て いる 。 
第 2 部 で は 骨 女 に 操 ら れ た ネコ 娘 が 鬼太郎 
に 食べ させ よう と 妖怪 鍋 に し た が 、 霊 食 キ ノ 
コ に 鬼太郎 が 気づき 、 食 べ る こと は な か っ た 。 
大 首 は 、 こ の 霊 食 キノ コ の 菌 を ば ら ま か れ て 
死に 至る 。 な お 第 3 部 で は 、 霊 魂 を 食べ る と 
いう 設定 あり 。 大 首 は この キノ コ を 植え つけ ら 
れ た こと で 能力 が 低下 し 、 本 来 の 姿 で ある 巨 
大 な 石 に 戻っ て いっ た 。 








【 霊 石 】 紋 せき (アイ テム ) 
第 2 部 ・36 話 
影 女 が 持っ て いる 石 。 食 べ る と バリ ア に 包ま 
れ た よう に な り 、 透 明 人 間 王 死者 に な る 。 寺 
を 食べ て 袋 に 包ま れ た 金太 が 学校 へ 行く と 、 
自分 と 同じ よう に 袋 に 包ま れ た た くさ ん の 人 
間 が いた 。 そ れ は 自分 の 子 格 を じっと 見 守っ 
て いる 先祖 だ っ た 。 ち な み に 、 元 に 戻る た め に 
は も う ひ と つ 「 霊 石 」 が 必要 。 


【 ロボ ッ ト 】2 ほ っ と プイ テム ) 

第 1 部 ・5 話 
山田 修一 が 5 億 円 か け て 作っ た 対 大 海獣 の 
兵器 。 山 田 が 搭乗 し て 操縦 する 。 全 身 が 鋼 
鉄 で で き て お り 、 目 か ら 怪 光線 を 放つ 。 ま た 、 
両手 は ハサミ に な っ て いて 、 大 海獣 の 光線 で 
毛 だ ら け に な っ た 自分 の 体 の 毛 を 刈っ た 。 大 
海獣 が 海中 で 作っ た 渦 に よっ て 沈没 。 


【 若杉 先生 】 ゎ か すき せん せい (ひい) 


第 3 部 ・3 話 ほか 
第 3 部 を と お し て 登場 。 ユ メ コ の クラ ス 担 任 。 
第 3 話 で は 猫 の 大 群 に 襲 われ 、 第 10 話 で は 
夜叉 に 魂 を 抜か れる な ど 、 ユ メ コ の 担任 に 
な っ た ば か り に 受難 の 人 で も ある 。 


【 渡 辺 千 里 】 ゎ た な べ ち き と ひ ) 
第 4 部 ・100 話 
人 気 ア イド ル 。 本 人 の 意思 と は 関係 な い 仕 
事 が 多い た め 、 逃 げ ば よう と し た と ころ を 影 
に 吸収 され て し まう 。 フ ァ ン の 着る 顔 写 真 入 
り T エ シャツ に は な ぜ か [MI の 文字 。 ね ずみ 男 
も 大 ファ ン だ っ た 。 
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第 2 部 電界 テレ ビ 








1 部 :・ ロ ボッ ト 








了 ル Ft の 


第 1 部 か ら 第 4 部 まで の 全 339 話 に 加え 、 劇 場 版 作 、 お よび 特別 編 2 編 を 含む 、 
全 349 話 の スト ー リ ー が すべ て この 章 に ! 
原作 と の 対比 きつ いて いる の で 、 ア ニ メ を 楽し む 一 助 と し て 利用 し よう 。 
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0 物語 の 章 に つい て 

この コー ナー は 第 1 部 か ら 第 4 部 まで の TV アニ メ 、 お よび 劇 
場 版 な どの スト ー リ ー を 紹介 し て いる 。 掲載 の 原作 は 、 ア ニ メ 
を 楽し む 一 助 と し て 、 編 集 部 が 独自 に 調査 し た も の で ある 。 
妖怪 名 の 表記 は 、P9 か ら の 妖怪 カタ ログ の 表記 に 順 じ る 。 




















68 年 1 月 3 日 ご 69 年 3 月 30 日 放映 


ク ク ケ の 鬼 太 沼 
第 1 部 の 世界 


gegege no kitaro first season 





「 鉄腕 アト ム 」 (63 年 ) に 始ま っ た と され る 日 本 

の TV アニ メ 界 は 、 ヒ ー ロ ー も の の 潮流 を 「8 
マン 」 (63 年 ) が 引き 継ぎ 、 そ れ と は 別に 「 お そ 松 く 
ん 」 (66 年 ) や 「 も ー れ つ ! ア 太郎 (69 年 ) な ど 、 日 常 
を ナン セン ス に 切り 出し た 赤塚 不二夫 作品 な と が 
人 気 を 博 し て いた 。 そ ん な な か 、 近 未来 的 な SF ヒー 
ロー も の と も 、 ナ ン セ ンス ギャ グ と も 異な る 新た な 
ジャ ン ル を 切り 開く べく 、 東 映 と 講談 社 「 週 刊 少年 
マガ ジン 」 が アニ メ 化 に 向け て 強い 情熱 を 注い で 
いた の が 、 ほ か な ら ぬ 「 鬼 太郎 」 で ある 。 あ る 理由 
で 難航 し て いた この 企画 を 強烈 に 後押し し た の 
が 、 キ ング レコ ー ド と 講談 社 に よる タイ アッ プレ コー 
ド 用 に 作ら れ た “あの 歌 " だ っ た 。 


アニ メ 鬼 太郎 の 訓 生 


ヒー ロー で は な い 、 新 し い 主人 公 の 形 
アニ メ 化 企画 の 背景 に は 、66 年 スタ ー ト の 同じ 水木 
作品 『 悪 魔 くん 」 の 実写 ドラ マ の 成功 が あっ た 。 し か 
し 、 貸 本 時 代 か ら 『 週 刊 少 年 マガ ジン 』 初 期 に か け て 
の 鬼太郎 の タイ トル は 「 幕 場 の 鬼太郎 」 で ある 。 こ の 
タイ トル が アニ メ 化 に 際 し 、 ス ポン サー を 渋 ら せ て い 
た 。 そ の 間 題 を 解決 し た の が 、 タ イア ッ プ レコ ー ド 企 
画 で 生ま れ た 主題 歌 の “ゲゲゲ ” と いう 言葉 で ある 。 
好感 の 持て る 主題 歌 と 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 と いう タ 
イト ル 。 シ スコ ( 現 ・ 日 清 シス コ ) が スポ ン サ ー に 決定 


し 、 第 1 シー ズン 兎 太郎 の 制作 が 始ま っ た 。 
原作 に ほぼ 忠実 に 、 人 間 に 害 な す 妖 怪 を 鬼太郎 が 


退治 する と いう 勧 善 懲悪 型 の スト ー リ ー。 し か し 鬼 太 
郎 は 決し て "ヒー ロー" で は な か っ た 。 親 友 の ね ずみ 
男 を 子供 っ ぽく 茂み 、 ま た ある と き は 強大 すぎ る 敵 に 
歯 が 立た ず に 、 取 り 清 か れ て 探 られ た り 、 食 べら れ た 

。 こ れ ほ ど ま で に 英 に 忠 叶 され る 主人 公 を 、 ス 
テレ オタ イプ の ヒー ロー と は 同一 視 で き な い 。 「 主人 
公 で は ある が 、 ヒ ー ロ ー で は な い 」 と いう 鬼太郎 像 
は 、 放 映 開始 と と ども に た ち ま ち 人 気 と な っ た 。 


主人 公 の 加 太 郎 役 の 声優 に は 野沢 雅子 を 起用 。 野 沢 に と 


っ て も 初 の シリ ー ズ も の 主演 作 だ 。 


ね ずみ 男役 は 個性 派 の ベテラン 大 塚 周 夫 。 目 玉 お や じ 役 


は 最新 シリ ー ズ まで 変わ ら ず 、 田 の 中 勇 が 担当 。 


住ん で いる と ころ は 奥深 い 山 の 中 の 
ゲ ゲ の 森 ] と し う 呼 び 名 は 、 ま だ 出 て こなし 


第 2 話 「 夜 叉 ] で 、 い き な り 敵 に 魂 を 抜か が れ て し まう 太 
郎 。 決 し て 無敵 で は な いそ の 姿 が 人 気 を 博す 。 








怪獣 プー ム か ら 妖 怪 ブ プー ム へ 





怪獣 ブー ム 収 束 の 裏 で “妖怪 " が きた 
鬼太郎 躍進 の 背景 に ある も う ひ と つの 要素 が あっ た 。 それ が 、 大 
人 も 子ども も 問わ ず 当 時 日 本 全国 を 巻き 込ん だ 、 “怪獣 ブー ム " 
の 一 時 的 収束 で ある 。 円 谷 プ ロ の 「 ウ ルト ラマ ン 」 シ リー ズ 第 1 作 
『 ウ ルト ラ Q」 が 始ま っ た の が 、 鬼 太郎 に 先んじ る こと 2 年 の 66 年 1 
月 。 そ れ を 超え て ヒッ ト し た 『 ウ ルト ラマ ン 」』、 さ ら に 『 キ ャ プ テ ン ウル 
トラ 」 を 経て 、 視 聴 率 的 に は 前 作 に お よ ば な か っ た が 、 テ ー マ の 深 
さか ら 現在 で は シリ ー ズ 最高 傑作 と の 呼び 声 も 高い 『 ウ ルト ラ セ 
ブン ]』 に 至る 空想 特撮 シリ ー ズ が 終了 し た の は 、68 年 9 月 の こと で 
ある 。 ソ フ ビ や プラ モ な ど で 独 特 の 造形 を 楽し むこ の ブー ム に 当 
て 込ん で 、 鬼 太郎 に 関し て も スポンサ ー の シス コ か ら 、 ま ず は 「 鬼 
太郎 チョ コレ ー ト 」 な どの お 菓子 類 が 登場 。 「 ウ ルト ラ セ ブ ン 」 と 並 
行 し て 、 大 々 的 な 商品 展開 を 行っ て いく 。 さ ら に 妖怪 マン ガ や 大 
映 妖 怪 三 部 作 を は じ め と する 妖怪 映画 な ど が 次 々 と 登場 し 、「 東 
映 ま ん が パレ ー ド 」 に お ける 初 の 劇場 版 も 68 年 夏 に 実現 。 怪 獣 へ 
の オマ ー ジ ュ に 満ち て いる TV 版 の 第 5 一 6 話 「 大 海獣 ] の 再編 集 
版 を 上 映し た 。 業 界 で は "怪獣 ブー ム か ら 妖 怪 ブ ー ム へ " と 護 わ れ 
る よう に な る が 、 実 際 は 怪獣 ブー ム が 収束 し か けた と ころ に 、 う まく 
ハマ っ た と いう の が 現実 だ ろう 。 第 1 シー ズン の 目玉 お や じ の セリ 
フ の 中 に 「 現 代 人 は 怪獣 に 慣れ っ こ に な っ と り ま すか ら な あ 」 (第 
33 話 「 さ ざ え 鬼 ]) と いう 言葉 が ある の も 、 時 代 を 感じ させ る 。 





問題 の 目玉 お や じ の セリ フ の 後に 、 イ メー ジ カ ッ ト 的 
に 差 じ 込ま れ た ほ 獣 カッ 。 確 か に こん な 感じ で し た 。 





68 年 3 月 上 映 の 妖怪 百 物語 は 、「 妖 怪 大 戦 


争 ]「 東 海道 お 化け 道 』 





」 と 続き 、 空 前 の ブー ム 


を 生み 出し た 大 映 . 妖 怪 三 部 作 の 第 1 弾 


江戸 時 代 、 お 上 の 悪 


巧み を 阻止 すべ < 住民 了 : 再 





が 催し だ 百 物語 が 現 自 


実に ?「 妖 怪 百 物語 
悦 安 田 公 義 脚 吉田 哲 
郎 出 藤 巻 潤 (68 日 / 
角川 エン タテ イン メン ト ) 
79 分 \4935 








どこ か 民話 的 で 魅力 的 な 丸 怪 た ち 


民話 の 世界 が 命 を 吹き 込ま れ 動き 始め る 
妖怪 も 人 間 も 、 水 木 し げ る 原作 を も と に 、 当 時 の 東映 動画 の 傾向 
が 色濃く 反映 され た スタ イル で 登場 。 モ ノ ク ロ 作品 な ら で は の “お 
どろ お どろ し さ "も あり 、 他 シー ズン と は 大 きく 雰囲気 を 異 に し て い 
る 。 そ し て 敵 妖 怪 に 関し て は 、 お どろ お どろ し さと と も に 、 ど こ か 民 
話 的 で ファ ンタ ジッ ク な 人 造形 で 作画 され た 。 伝 承 の 中 の 絵 で し か 
見 た こと が な か っ た 妖怪 た ち が 、TV 画 面 の 中 で 命 を 吹き 込ま れ て 
動き 出す 。 現 代 より も 「 妖 怪 」 が 生活 に 根付 き 、 身 近 に 感じ られ て 
いた 時 代 だ け に 、 そ の 衝撃 は 大 きか っ た だ ろう 。 








鬼太郎 を 苦し め た 妖 
怪 : た ん た ん 坊 の デザ 
イン も 、 原 作 の 姿 を 生 
か し な が ら 、 イ キイ キ と 
動け る よう に マイ ナー 
チェ ンジ 。 ど こ か 憎め な 
い 姿 と な っ て いる 。 








主題 歌 の みな ら ず BGM の レベ ル も 随 一 





さん ぜん 
日 本 アニ メ 音 楽 シ ー ン に 交 然 と 輝く “あの 歌 ” 
アニ メ 化 の 決め 手 と な っ た 主題 歌 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 (発売 当初 
は 「 墓 場 の 鬼太郎 ]) の 作曲 は 、 後 の 日 本 音楽 界 の 重鎮 いずみ 
た く 。 こ の 歌 は 最新 の 第 4 シー ズン に 至る まで 、 歌 い 手 を 変え つつ 
歌い 継が れ て いる 。 さ ら に バト ル の シー ン な ど に 流れ る 、 オ ー ケ スト 
ラ を 存 分 に 使っ た 2BGM の レベ ル の 高 さ は 、 他 作品 を 大 きく 抜き ん 
で て いた 。 ま た 、 鬼 太郎 の 音楽 関連 と し て 、「 鬼 太郎 ナイ ナイ 音 
頭 ] を 含め 、 当 時 の メデ ィ ア の 定番 で ある “ソノシート” は 10 種 類 
以上 も 発売 。 息 の 長い 人 気 商品 と な っ た 。 





第 1 シー ズン の オー プ 
ニン グ 。 歌 い 手 は 熊倉 
一 雄 だ 。 ち な み に 「 ゲ 
ゲ ] は 、 貸 本 か ら 「 週 
刊 少年 マガ ン ン 』 に 移 
行 する 際 に ラス ト に 添 
えら れ た 文字 か ら 取 ら 
れ た いう 。 
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【 第 001 話 】 


お ば け ナ イタ ー 


1968 年 1 月 3 日 放映 


き 


STORY 
ho、 


妖怪 Vs. 人 間 の 野球 試合 開始 ! 

思い の まま に 球 が 打てる 「 妖 怪 バ ッ ト 」| を 拾っ た ドン 平 は 、 
その バッ ト を 使い チー ム を 連勝 に 導く 。 鬼太郎 は それ を 妖怪 
バッ ト だ と 気付 き 、 妖 怪 チ ー ム に 返す よう に 頼む が ドン 平 は 
手 放 そ うと し な い 。 そ こ で 命 と バッ ト を 賭け た ナイ ター 試合 
を 持ち か けた 。 試合 は 数 々 の 超 能 力 を 持つ 妖怪 チー ム の 絶対 
的 優 勢 で 進む 。 命 まで 取り た く な い 鬼 太郎 は 、 試 合 を 長 引 か 
せ て 朝 を 迎え る こと で 、 命 を 救 お うと する 。 人間 の 命 も 欲し 
い ほ か の 妖怪 た ち は 、 早 く 試 合 を 終わ ら せ よ うと 画策 。 し か 
し 鬼太郎 の 機転 で 日 玉 お や じ が 一 番 凌 を 早く 鳴か せる と 、 朝 
に 有 弱い 妖怪 た ち は 逃 げ て 行き 、 命 は 奪わ ず に すむ の だ っ た 。 


| 碑 作 
8 ec H 
i「 お ば け ナ イタ ー] : 
! で は 、 妖 供 バ ッ ト : 
: は 鬼太郎 の 持ち 物 

: で ある 。 妖怪 た ち : 
: は 目玉 お や じ の 鳴 

かせ た 一 番 凌 で は : 
: な く 、 朝 日 と と も : 
! に 逃げ ば て いく 。  : 




















演出 久山 康男 脚本 信 辻 真 先 作画 監督 念 我 奏 宏 








[第 003 話 


妖怪 城 


1968 年 1 月 17 日 放映 


い 


STORY 

ho、 人 
100 年 の 眠り か ら 覚 め た 妖怪 た ち が 暴 れ 出 す ! 
ね ずみ 男 に よっ て 封印 を 解 か れん た 、 た ん た ん 坊 ・ か まい た ち ・ 
大 口 女 の 3 匹 の 妖怪 に 、 月 に ひと り ず つ 子 ども の 生け 贅 を 差 
し 出す よう に 轟き れ た 村長 は 、 途 方 に 暮れ て いた 。 そ こ に 鬼 
太郎 が と お りか か り 、 妖 怪 退 治 を 買っ て 出る 。 そ し て 長老 の 
係 娘 ・ と み 子 を お と り に し 、 妖 怪 の 出現 を 待っ て いる と 、 妖 
怪 た ちの 手先 と な っ た ね ずみ 男 が た ん た ん 坊 と と も に 現れ る 。 
だ が 鬼太郎 が た ん た ん 坊 と 闘っ て いる 聞 に と み 子 が さら われ 
て し まい 、 擬 太郎 は 妖怪 た ち が 住 む 妖 怪 城 に 、 と み 子 を 助け 
に 行く 。 と ころ が 手強い 3 妖怪 に 苦戦 し 、 鬼太郎 は ちゃ ん ちゃ 
ん こ を 槍 わ れ た うえ 、 の し いか に され て し まう 。 


























: 硬 作  : 
5 H 
[妖怪 城 ] で は 、: 
: 鬼太郎 が の し いか : 
! に な っ た まま 復活 
! す る 前 に 、 ち ゃ ん : 
i ち ゃ ん こ を 操り 、: 
! ね ずみ 男 に 妖怪 城 
: を 封 払 させ る こと :!: 
i に 成功 し て いる 。 : 





演出 人 白根 徳重 脚本 人 若井 基 成 作画 監督 欠落 合 道 正 

















【 第 002 話 】 


夜叉 


1968 年 1 月 10 日 放映 


り 


STORY 
hb、 人 
魂 を 奪う 、 危 険 な ギタ ー の 音色 


山寺 で 子ども た ち が 意 識 裏 失 で 発見 され 、 病 院 に 運ば れる 。 

子ども た ち は 魂 を 抜き 取ら れ て いた 。 捜査 を 始め た 鬼太郎 が 
山寺 へ 行っ て みる と 、 ギ ター を 弾く 男 ・ 野 呂 と 遭遇 する 。 彼 
は 魂 を 喰らっ て 生き る 妖怪 ・ 夜 叉 に 操 ら れ 、 ギ ター の 音色 で 
子ども た ち を お びき 和 寄せ て いる と いう 。 野 叶 の 家 で 夜叉 が 現 
れる の を 待つ 鬼太郎 。 し か し 、 野 呂 自身 が 夜叉 だ っ た た め 、 

不意 を つか れ 魂 を 奪わ れ て し まう 。 そ し て 野呂 は 鬼 太郎 を 火 
葬 し よう と 檜 を 持っ て 家 を 出る が 、 そ の 隙 に 目玉 お や じ は 上 鬼 
太郎 の 魂 を 取り 返し 、 鬼 太郎 を 復活 させ る こと に 成功 。 鬼 太 
郎 は 妖怪 ラン プ で 夜 又 を 燃やし 、 子 ども た ちの 魂 を 取り 戻し た 。 


原作 
gd 
[夜叉 ] で は 、 目 : 
! 玉 お や じ は 、 鬼 太 : 
! 郎 の 左目 か ら 登 : 
: 場 。 鬼 太郎 の 魂 を : 
! 取 り 返 そう と し て : 
! いる と ころ を 夜叉: 
! に 見 つか り 、 食 べ : 
: られ て し まう 。 






































演出 人 県 田 昌 郎 脚本 人 高久 進 作画 監督 久 細 田 雄 





第 004 話 ナーーーーーーーーーーー 


吸血 ラセーヌ 


1968 年 1 月 24 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 人 
吸血 鬼 が 鬼太郎 の 下駄 に 右往左往 


鬼太郎 を 倒す た め 、 吸 血 鬼 ・ ラ ・ セ ー ヌ が パリ か ら や っ て 来 た 。 
鬼太郎 を 墓場 で 待ち 伏せ し 、 ラ ・ セ ー ヌ の 手下 の ザ ・ マ ン モ 
ス が 機関 銃 を 乱射 する 。 手 応え を 感じ 、 鬼 太郎 を 殺し た 、 と 
満足 げ な 2 人 。 し か し その 夜 、 ラ ・ セ モー ヌ が 宿泊 する ホテ ル 
に 鬼太郎 の 下駄 が 現れ 、 暴れ 始め る 。 う っ と うし く 思 っ た ラ ・ 
セー ヌ た ち は 、 下 駄 か ら 逃 れる た め に 山奥 の 別荘 へ 。 し か し 
そこ に も 下駄 が 追い か け て くる 。 彼ら は 下駄 を 焼き 払 お うと 
する が 、 そ の うち に 別荘 全体 に 火 が 回 り 、 ラ ・ セ ー ヌ た ち は 
焼死 し て し まっ た 。 じ つ は 、 鬼 太郎 は 墓場 で 撃た れ た 時 に 下 
駄 だ け 残し て その 場 を 離れ 、 下 駄 を 操っ て いた の だ っ た 。 


原作  : 
1 Nr ! 
i 別 作品 で 「 吸 血 鬼 : 
「 ラ セーヌ ] も あ ) 
! る が 、 ス トー リー! 
! は 「 手 」 が モチ ー: 
i フ 。 切り離さ れ た ! 
! 鬼太郎 の 手 が 遠 隔 : 
: 操作 で 動き 、2 人 : 
! を 倒す 。 



































演出 多 高 見 義雄 脚本 信二 室 人 一 作画 監督 欠 高 橋 信 也 
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【 第 005 話 】 





ゅ 


STORY 
の デ 
鬼太郎 危う し !? 怪獣 に され る 


ニュ ー ギ ニア に 住む クジ ラ の 祖先 ・ 大 海獣 の 探検 隊 に 参加 す 
る こと に な っ た 鬼太郎 。 現 地 で 鬼太郎 と 若き 学者 ・ 山 田 が 水 
を 流 み に 行っ て いる 間 に 、 探 検 際 の キャ ンプ が 大 海獣 に 襲 わ 
れる 。 瀬 死 の 探検 隊 参 加 者 ・ 上 島 博 士 は 採取 し た 大 海獣 の 血 
を 朱 太 郎 に 託す 。 と ころ が 山田 は その 手柄 を 自分 の も の に し 
よう と 、 開 発し た 妖怪 封 し の 粉 ・ サ ラマ ンド ラ を 此 太 郎 に か け 、 
大 海獣 の 血 を 春 っ て し まう 。 し か し 山田 が 船 で 帰国 し よう と 
する と 、 生 き 延 び た 和 鬼太郎 が 現れ 、 山 田 に 襲 い 掛 か っ て きた 。 
山田 は サラ マン ドラ の 粉 で 死な な か っ た 上 鬼太郎 に “大 海獣 の 
押 ” を 注射 。 鬼 太郎 は 大 海獣 に な り 、 海 に 落ち て し まう 。 


: 碑 作 : 
1 1 
i 105 ペ ー ジ の 長編 
大 海獣 ] で は 、 鬼 : 
: 太郎 は も と も と 山 
: 田 青年 一 家 の 隠 れ 
: た 思 人 だ っ た 。 そ 
i れ 以外 の スト ー: 
: リ ー は 、 ほ 忠実 
! に 再現 きれ て いる 。: 























































































































演出 條 設楽 二 脚本 人 @ 辻 真 先 作画 監督 今田 島 実 








第 007 話 
ろ 5 
ゆう れい 電車 
1968 年 2 月 14 日 放映 
0 
STORY 
0 人 


妖怪 の 恐 ろ し さ を 人 間 が 思い 知る 瞬間 ! 

近頃 マン ガ や 映画 な ど に し か 妖怪 が 現れ な いこ と を 嘆く ね ず 
み 男 。 そ こ で 投 太 郎 は 「 妖 怪 に 会 わせ て あげ る 」 と お 化け 屋 
敷 に 連れ て 行く 。 そ こ に は 妖怪 ・ 小 豆 洗 い が い た 。 小豆 が 凶 
作 な た め 、 お 化け 屋敷 で バイ ト を し て いる と いう 。 そ こ で ね 
ずみ 男 は 、 本 物 の 妖怪 を 使っ た スリ ラー ショ ー を 始め 、 そ れ 
が 大 繁盛 。 し か し 心 な い 2 人組 の 客 が 調子 に 乗り 、 妖 怪 た ち 
を いじ め だ し た 。 そこで 鬼太郎 は 、2 人 を 妖怪 ば か り が 乗っ 
た 電車 に 謗 い 込 む 。 不気味 な 車内 に 面 え 切れ な く な っ た 2 人 は 、 
電車 か ら 飛 び 降 り た 。 気がつく と 原っぱ に お り 、 鬼 太郎 た ち 
を 本 物 の 妖怪 だ っ た の だ と 気づき 恐れ お の の いた の だ っ た 。 


| 硫 作  : 
8 すず H 
i「 ゆ うれ い 電 車 」 で : 
i は "スリ ラー ショ ! 
ー" の くだ り は な : 
い 。 鬼太郎 た ち が : 
妖怪 を 信じ て いな : 
い 人 間 を 筐 らし 

: め 、 妖 怪 の 存在 を : 
! 認識 さき せる 話 。 : 

















| 









































演出 村 山 貸 雄 脚本 人 @ 鈴 樹 三 千 夫 作画 監督 代 羽 根 章 倍 

















演出 多 明 比 正行 脚本 久安 藤 豊 中 


【 第 006 話 】 


大 放 ( 後 ) 


い 


STORY 
Bi 
変わ り 果 て た 姿 で も 、 親 子 の 愛 は 通じ る の か !? 


大 海獣 の 姿 に な っ た 鬼太郎 は 、 目 玉 お や じ に 会 いた い 一 心 で 東 
京 に 上 陸 す る 。 みずから の 悪事 が ば れる こと を 恐れ た 山田 は 、 
科学 省 の 大 臣 に 大 海獣 を 倒す よう 進言 。 一 方 、 目 玉 お や じ は 大 
海獣 が 太 郎 だ と いう こと に 気づか ず 、 シ ョ ッ ク を 受け た 鬼 太 
郎 は 街 を 従 簡 する 。 山 田 は 大 海獣 を 倒す た め 、 鋼 鉄 の ロボ ッ ト 
を 作り みず か ら 搭 乗 する 。 激 し く 戦う 大 海 仙 と ロボ ッ ト 。 政府 
は 原爆 を も 使い 鬼太郎 を 攻撃 。 鬼 太郎 は 山田 を 原爆 か ら か ば い 、 
傷つい て し まう 。 山田 は 、 大 海獣 が 鬼太郎 で ある と 気づい た 自 
分 の 妹 の 説得 も あり 、 鬼 太郎 の 体 を 元 に 戻す 薬 を 作り だ す 。 そ 
し て 鬼太郎 は 無事 、 上 日 玉 お や じ と 再会 を 果たす 。 

































































: 原作 

! 和 谷 ee 才 ! 
! アニ メ で は 目玉 お 
: や じ が 涙 を 流し て 
: 鬼太郎 の 身 を 案じ 
! て いる が 、 原 作 : 
i「 大 海獣 ] で は 心 : 
: 配 を し て いる 様子 : 
: は な く 、 は ほ は ば 冷静 
本 fe 











演出 欠 設 楽 二 





脚本 人 @ 辻 真 先 作画 監督 信 出 島 突 





第 008 話 


前 義 


1968 年 2 月 21 日 放映 


9 


STORY 
ーー 
鏡 に 巣 く い “ 姿 " を 奪う 妖怪 が 登場 


骨董 店 で 妖気 を 発する 鏡 を 見 つけ た 鬼太郎 。 翌 日 店 に 行く と 、 
鏡 は すでに 売れ て いた 。 購入 者 を 訪ね る と 、 そ の 家 の 娘 ・ カ 
オリ が 行方 不明 に な っ て お り 、 鬼 太郎 は 誘拐 犯 と 間違わ れ 捕 
まっ て し まう 。 し か し その 後 、 自 分 が 有名 な “ゲゲゲ の 殆 太 
郎 " だ と 信じ て も ら え 、 逆 に 警察 に 協力 を 求め られ た 。 そ し 
て その 鏡 を カオ リ の 家 か ら 買 い 取 っ た 老人 が いる と 聞き 、 手 
が か り を 追っ て 山 に 入っ た 鬼太郎 は 、 不 審 な 気配 を 感じ る 。 
それ は 鏡 の 中 に 住む 妖怪 ・ 鏡 爺 に 姿 を 春 わ れ た カオ リ だ っ た 。 
カオ リ を 助け る た め 鬼 太郎 は 鐘 共 と 対決 。 一 度 は 姿 を 春 わ れ 
た が 、 鏡 を 割っ て 全員 元 の 次 に 戻す こと が で きた 。 
: 原作  : 
1 人 ! 
「 鏡 爺 ] で は 、 鬼 : 
中 : 太郎 が 山奥 の 民家 : 
: に 泊め て も ら お う : 
: と 入り 、 鐘 多 に 商 : 
: を 取ら れ た 少女 に : 
: 助 け を 求め られ ! 
: る 。 ね ずみ 男 は 登 : 
: 場 し な い 。 | 






































作画 監督 介 証 沢 日 出 夫 





ト * 
トー2 
で 











【 第 009 話 】 


見 上 げ 入 道 


1968 年 2 月 28 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 


鬼太郎 が 妖怪 学校 に 入学 !2 

妖怪 の 存在 を 信じ な い 少 年 ・ 皿 助 は 、 度胸 試し に “入ら ず の 森 " 
の 洞窟 に 入っ た た め に 、 妖 怪 に さら われ て し まう 。 救 出 に 向 
か っ た 鬼太郎 が 着い た 先 に は 、 い た ずら な 人 間 や 動物 を 無理 や 
り 妖 怪 に し て し まう 「 妖 怪 学 校 ] が あっ た 。 そ この 教師 の 見 上 
げ 入 道 に 捕まり 、 無 理 や り 入学 させ られ た 鬼太郎 。 そ こ に は 忠 
坊 の 姿 も あっ た 。 皿 助 を 救い た い 鬼 太郎 は 、 体 の 大 きる は 自由 
自在 だ と いう 見 上 げ 入 道 に 「 試 し に 小さ きく な っ て みろ | と そそ 
の か す 。 そ し て その 隙 に 逃げ よう と する が 捕まり 、 霊 界 送 り の 
術 で 霊界 に 飛ば され て し まう 。 し か し 太 郎 は ちゃ ん ちゃ ん こ 
見 上 げ 入 道 と 再び 対決 する 。 


原作 1 
8 hr 1 
i「 見 上 げ 入 道 ] を ほ : 
: ぽ 忠 実に 再現 。 原作 
! で は ちゃ ん ちゃ ん : 
「 こ で 蝶 を 詰まら さ : 
i れ た と き 、 見 上 げ 入 : 
: 造 の 詰まっ た 息 が 、: 
大き な 目 を 吹 っ 飛 : 
! ば し た 。 


















































の お か げ で 無事 生き て 戻り 、 














演出 念 帳 根 徳重 








第 011 話 
妖怪 大 戦争 (後編 ) 
1968 年 3 月 13 日 放映 
STORY 
Bo、 人 
多数 の 犠 竹 の うえ に 、 西 洋 妖怪 を 撃破 ! 
西洋 妖怪 の 首領 ・ バ ッ ク ベ アー ド は 、 日 本 侵略 の た め に 彼 太 
郎 を 催眠 術 で 味方 に つけ よう と 画策 。 一 方 鬼太郎 は 、 消 息 が 
途絶 えた 砂 か け 引 、 子 泣き 爺 た ちの 様子 を 探り に 出る 。 そ し 














て 西洋 妖怪 に 倒さ れ た 仲間 た ち を 発見 。 悲 し み に 暮れ る な か 、 
そこ に 訪れ た バッ クベ アー ド の 催眠 術 に か か り 、 鬼 太郎 は 手 
下 と な っ て し まう 。 と ころ が 島 に 来る 船 を 礁 お うと し た バッ 
クベ アー ド は 、 対 友 の 明 か り に 目 を つぶ され 、 鬼 太郎 の 催眠 
術 を 解い て し まう 。 正気 に 戻っ た 第 太郎 は 、 目 玉 お や じ が 守っ 











て くれ た だ た ちゃんちゃんこ を 取り 戻し て バッ クベ アー ド ら を 倒 
す が 、 


多く の 仲間 を 失い 悲し み に く れ る の だ っ た 。 


: 硫 作  : 
1 ーー H 
妖怪 大 戦争 |] で: 
i は 、 島 を 占領 し て : 
ji いた 妖怪 た ち は 、 

: ある 一 定 の 気象 条 : 
: 件 (ブリ ガ ド ー ン : 
現象) に よっ て 、: 
: 存 在 し て いた こと ! 
i に な っ て いる 。 | 












































演出 食 茂 野 一 清 脚本 念 寺 室 俊 


の 
トー 
| 


| 全 XSEASON 1 








【 第 010 話 


妖怪 大 戦争 (前 編 ) 


1968 年 3 月 6 日 放映 


い 





STORY 
PP デ 
外国 の 妖怪 の 総 攻 撃 に 大 苦戦 ! 


ロン ドン で 、 妖 怪 た ちの パー ティ ー 会 場 と な っ て いた 城 が 壊 
され た 。 そ れ に 怒っ た 妖怪 た ち は 、 妖 怪 の 国 を 作ろ うと 決断 。 
日 本 の 鬼 界 ヵ 島 に 、 そ の 前 線 基地 を 作ろ うと 攻め 入っ て くる 。 
島民 ・ キ チ の 話 え を 聞い た 鬼太郎 は 、 一 反 も めん や 砂 か け 疲 
な ど 日 本 の 妖怪 を 集め 、 鳥 に 向かう 。 し か し 一 反 も めん を 魔 
女 に 倒さ きれ 、 ね ずみ 男 を さら われ 、 さ ら に ワナ に は め ら れ た 
鬼太郎 は ちゃ ん ちゃ ん こ を 奪わ れる 。 一 方 残り の 日 本 の 妖怪 
た ち は 、 西 洋 妖 怪 の 細 撃 を 受け 、 大 苦戦 。 さ ら に 島民 が 居 難 
し て いる 洞 視 に 辿り 着い た 鬼太郎 は 、 そ こ に 現れ た 西洋 妖怪 
妖気 を 使い 切り 、 倒 ん て し まう 。 


原作 
! gr 
妖怪 大 戦争 ] で も : 
i 鬼 太郎 は ちゃ ん 
i! ちゃ ん こ を 取ら れ 
! て 霊力 を 使い 果 た : 
! す 。 た だ し 、 原 作 
: で は 毛 針 を 飛ば し 
! す ぎ て 、 毛 を 3 本 
: 残し て 気絶 する 形 。! 














を 追い 返す た め に 











- 作画 監督 葉 生 頼 昭 意 





第 012 話 





妖怪 ぬら り ひ ょ ん 


1968 年 3 月 20 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 
人 間 に 溶 け 込 み 悪事 を 働く 妖怪 が 鬼太郎 に 挑む 


悪事 を 重ね る 妖怪 ・ ぬ ら り ひ ょ ん は 、 鬼 太郎 を 殺す た め に ワ 
ル 仲間 の 蛇 骨 婆 と 手 を 組む 。 ぬらりひょん が 犯人 の 新幹線 連 
続 爆破 事件 の 捜査 を し て いた 鬼太郎 は 、 ぬ ら り ひ ょ ん か ら 呼 
び 出 され 、 だ まさ れ て コン クリ ー ト で 生き 埋め に され て し ま 
う 。 鬼 太郎 を 殺し た と 思い 、 喜 ぶ ぬ ぬら り ひ ょ ん 。 し か し その 
日 以来 、 鬼 太郎 の 妖術 「 技 太郎 開き ] で 、 死 ん だ は ず の 鬼 太 
郎 に 手 を 操 ら れる 。 鬼太郎 が 生き て いる と 判断 し た 2 人 は 
復活 し た 鬼太郎 を 好物 の 甘酒 で 釣っ て だ まし 、 つ ぼ の 中 に 封 
じ 込 め よ うと する 。 し か し 鬼太郎 は 送 に 2 人 を だ まし 、「 先 揚 
流し の 術 | で 二度と 戻れ ぬ 古 代 の 世界 に 送り 込ん だ 。 


原作 

人 ! 
「 ぬ ら り ひ ょ ん ]」! 
骨 疲 が 提 : 
i 太 郎 江 き を 払う ! 
: と 、 鬼 太郎 の 手 
i 姿 を 現す 。 そ の 
: が 遠隔 操作 され 、! 
! 理 まっ て いる 自分 ! 
: を 助け 出す 。  ! 





















































演出 多 西 沢 信 孝 脚本 欠 安 藤 豊 弘 作画 











【 第 013 話 


地獄 流し 
1968 年 3 月 27 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
救い よう の な い 犯 罪 者 に は 特製 の 地獄 を ! 


2 人組 の 銀行 強盗 が 逃亡 を 続け 、 鬼 太郎 の 家 に 着く 。 強盗 た 
ち は 鬼 太郎 が いな い 間 に 小屋 に 入り 込み 、 居 座っ て し まう 。 
そこ で 和 鬼太郎 は 、 地 獄 行 き の 切符 を 風 に 乗せ て 飛ば し 、 強 盗 
た ち に 渡す 。 ど こま で も 逃げ 切り た いと 考え る 兄貴 分 1 人 だ 
けが 地獄 行き の バス に 乗る 。 そ し て 弟分 は 鬼太郎 に 出くわし 、 
仕方 な く 鬼 太郎 を ドラ イブ に 誘い 出す が 、 車 を 走ら せ て いる 
と な ぜ か “地獄 " に 着い て し まう 。 2 人 の 強盗 は 地獄 で 再会 
する が 、 鬼 太郎 の 姿 は すでに な い 。 切符 も 片道 切符 で 、 元 の 
世界 に は 帰れ な い 。 必 え る 2 人 の 様子 を 、 霊 界 テ レビ で 見 て 
いた 上 太 郎 は 、 明 日 に で も 警察 に 引き 渡 そう と 思う の だ っ た 。 


原作 


i「 地 狼 流 し を 7: 
| ニ メ で ほぼ 思 実 に 
i 再現 。 た だ し 原作 
i で は アニ メ と は 異 ! 
な り 、 2 人 を 地 狼 : 
: か ら 元 の 世界 に 戻 : 
: す 気 は な いよ うに : 
i 描か れ て いる 。 : 















































演出 旬 久 岡 散 史 脚本 食 鈴 樹 三 千 夫 作画 監督 旬 我 雪 宏 








一 [第 015 話 ナー 





【 第 014 話 } 


水 虎 


1968 年 4 月 7 日 放映 


0 


STORY 
hi 人 
あら ゆる 物 の 水分 を 吸い 取る 虎 が 復活 


百合 子 は 父母 の お 墓参 り の 際 、 ど こ か ら か 起こ る うめ き 声 を 
聞く 。 百 合 子 は 声 に 計 わ れ て 林 の 中 へ 進み 、 そ こ に あっ た 液 
体 入り の つぼ を 開け て 、 妖 怪 ・ 水 虎 を 逃がし て し まっ た 。 百 
合 子 は それ を 知ら せ に 村 に 行く が 、 誰 も 信じ て くれ な い 。 助 
けら れ た こと を 思 に 感じ る 水 虎 は 娘 を か ば うた め 、 村 の 子 ど 
も た ちの 体 か ら 水 分 を 抜き 取っ て し まう 。 そ の うわ さ が 広 が 
り 、 百 合 子 が 水 虎 を 操っ て いる と 思い 込ん だ 村人 は 百合 子 を 
迫害 する 。 す る と 百合 子 を 助け る た め 、 水 虎 が 村 の 人 々 の 水 
分 を 吸い 取り は じ め た 。 暴 れる 水 虎 を 退治 する た め 、 和 鬼太郎 
は 自分 の 体 の 中 に 水 虎 を 取り 込ん で 雪山 で 凍ら せる 。 


: 硫 作 : 
! 2 1 
i「 水 虎 ] で は 復活 : 
: し た 雄 の 水 虎 が 、! 
雌 の 水 虎 を 復活 さ : 
せよ うと する の を : 
! 鬼太郎 が 阻止 。 外 : 
: 見 も 虎 で は な く 水 : 
i 葵 気 で 、 人 の 形 に 
: 変形 も する 。 























演出 信 村 山 銀 雄 脚本 人 高久 進 作画 監督 介 証 沢 日 出 夫 








吸血 鬼 エ リー ト ( 前 編 ) 


1968 年 4 月 14 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、、 人 
えり 好み の “吸血 プラ ン "、 始 動 


ある 会 議 室 で 、 花 開 コ ンチ ェ ル ン の 会 長 が コウ モリ の 大 群 に 
襲 われ た 。 さ きら に 吸血 鬼 か ら の 共 迫 状 が 会 長 の も と に 届き 、 
快 えた 会 長 は 鬼太郎 に 警護 を 依頼 する 。 一 方 、 ね ずみ 男 は 大 
金 に 釣ら れ 、 ギ ター で 人 を 操る 吸血 鬼 エ リー ト の 秘書 に 採用 
され て いた 。 エ リー ト は 有名 人 の 血 を 吸う “吸血 プラ ン ' を 
計画 。 会 長 の 血 を 吸 お うと 考え て いた た め 、 ね ずみ 男 は まず 
は 鬼太郎 を 倒す べき だ と 進言 する 。 そ こ で エリ ー ト は 衝 太 郎 
を 催 也 術 に か け て 捕らえ 、 薬 を 注射 し て 体 を 溶かし て し まう 。 
ひと 足 遅れ て 助け に 来 た 目玉 お や じ は 、 鬼 太郎 の 液体 を つぼ 
に 集め る 。 や が て 、 そ こ に 残っ た 鬼太郎 の 下駄 が 動き 出し た 。 


: 硬 作  : 
h eg 0 
吸血 鬼 エ リー ト ] 
: が 原作 注射 流 で 

! 浴 か され て し まう : 
: が 死ぬ こと は な く 、: 
しゃ れこ うべ だ け : 
1 で 動き 回 り 、 寝 て : 
: い る エリ ー ト に 攻 : 
! 撃 を 仕掛 ける 。  : 









































: 作画 監督 人 高橋 信也 





ーー 第 016 話 





吸血 抄 エ リー ト ( 後 編 ) 


1968 年 4 月 21 日 放映 


0 


STORY 
Bb、 人 
体 を 浴 か され た 鬼太郎 の 驚き の 戦術 


何 を し て いて も 鬼太郎 の 下駄 が 近く で 暴れ まわ る た め 、 気 味 
悪 が る エリ ー ト 。 そ の ころ 浴 け た 鬼太郎 が 入っ た つぼ は 、 恐 
山 の 妖怪 病院 に 持ち 込ま れ て いた 。 一 方 エリ ー ト と 仲違い し 
た ね ずみ 男 は 、 深 い 「 砂 地獄 ] へ 突き 落と され る 。 と ころ が 
エリ ー ト も また 、 目 玉 お や じ に よっ て 突き 落と きれ て し まう 。 
目 主 お や じ は 縄 柳 子 を 下ろ し 、 エ リー ト を 残し て ね ずみ 田 だ 
け を 救出 し た 。 し か し エリ ー ト は 「 ギ ター と と も に 死に た い 」 

と ね ずみ 男 に 懇願 し て ギタ ー を 手 に 入れ 、 コ ウ モ リ を 呼び 出 
し て 脱出 に 成功 する 。 そ こ に 妖怪 病院 で 復活 し た 鬼太郎 が 登 
場 。 エ リー ト と 鬼太郎 の 、 最 後 の 戦 い が 始 まっ た 。 


原作 

| 吸 見 エリ ー ト | 
| と 「 手 ] の 要素 を | 
i ド ッ キ ング 。 硫 作 ! 
「 で は ね ずみ 男 と 目 ! 
! 玉 お や じ で エリ ー: 
i ト を 家 ご と 焼き 殺 
| し 、 そ の 後 鬼太郎 : 
: を 元 の 姿 に 戻す 。 
































演出 里田 旧 郎 脚本 信 鈴 樹 三 千 夫 作画 監督 人 高橋 信也 





演出 信 黒 田 員 郎 脚本 欠 鈴 


ご つ > 
トー】 
| 


【 第 018 話 】 





【 第 017 話 


狐 仙人 


1968 年 4 月 28 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
魂 を ネコ に 宿 ら せる 仙人 、 鬼 太郎 毒殺 を 課 る 


ね ずみ 男 は 、 ネ コ の 幕 場 ・ 獲 塚 を 壌 そう と し て ネコ に 襲わ れる 。 
鬼太郎 が 現場 に 向かう と 、 人 間 が ネコ に 支配 され て いる 村 が 
あっ た 。 和 鬼太郎 は 猫 塚 の 洞窟 に 入り 、 猫 仙人 と 遭遇 。 獲 仙人 
は 自分 の 魂 を ネコ に 答 ら ちせ 、 体 は 冷凍 保存 する こと で 1200 年 























生き て いる と いう 。 和 鬼太郎 と 猫 仙 人 と の 闘い は 、 鬼 太郎 の 勝 
利 に 見 えた 。 そ の 時 ね ずみ 男 が 現れ 、 獲 他人 は 死ん で 村 か ら 
獲 が 消え た と 報告 し て きた 。 し か し その 和 夜 、 ね ずみ 男 は 毒 人 
り 酒 を 鬼太郎 に 飲ま せよ うと する 。 猪 仙 人 が ね ずみ 男 に 乗り 
移り 、 休 郎 の 毒 数 を 際 っ た の だ 。 第 太郎 は 妖術 で 甘 仙 人 の 
魂 を 岩 に 移し て 封じ 




















戸 に 投げ 入れ て 葬る 。 





原作 


| 「 導 仙 人 」 が 原作 。: 
i ア ニ メ で は 猫 仙人 : 
: が ね ずみ 男 に 乗り : 
: 移る が 、 原 作 で は 
: 村 の 少年 に 猪 仙人 : 
: が 乗り 移り 、 鬼 太 : 
! 郎 を 毒殺 し よう と : 
i する 。 





- 作画 監督 久我 雪 宏 





演出 人 山口 康 男 脚本 


魔女 人 形 


1968 年 5 月 5 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 


魔女 の 陰謀 を 阻止 せよ ! 

鬼太郎 と ね ずみ 男 が 旅 の 途中 で 立ち 寄っ た 旅館 の 娘 ・ 商 子 は 
魔女 が 空 を 飛ぶ 姿 に 憧れ て 魔女 に 弟子 入り し て し まう 。 魔女 
に 魂 を 渡し た 尚子 は 、 ほ か の 少女 を 魔女 に する た め に 誘 い 出 
し レ た 。 悲鳴 を 開い た 鬼太郎 は 少女 た ち を 発見 。 救 出し 、 商 子 
を 捕まえ る 。 と ころ が 尚子 は 隙 を みて 逃走 。 追い か けた 上 鬼 太 
郎 は 魔女 の 家 に た どり 着き 、 魔 女 と 対決 する 。 妖 力 で 魔女 を 
紀 り 付け 、 尚 子 の 魂 を 取り 戻し た 鬼太郎 。 そ し て 魔王 の 命令 
で 動い て いた 魔女 を 逃がし 、 魔 王 に 対し て 「 来 る な ら 来 い 」 
ee は お OR 半 り や 
人 形 を 売る 普通 の 老 姿 に な っ て し まっ た 。 





























原作 


| 基本 的 な 話 の 流れ | 
: は 「 魔 女人 形 ] に : 
i 同 じ 。 原 作 は マン : 
| 「 が と いう より 絵 物 : 
i 語 に 近い 構成 の 、! 
| ! い わ ば 「 特 別 編 ] 
: で ある 。 








演出 人 村山 銀 雄 脚本 人 安藤 豊 弘 作画 監督 落合 道 正 








[第 019 話 一 


吸血 木 


1968 年 5 月 12 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 


人 間 が 木 に な る 奇病 が 流行 、 鬼 太郎 も 木 に ! 


奥山 村 で 、 人 聞 が 木 に な る 奇病 が 流行 し て いた 。 和 鬼太郎 た ち 
は 現地 を 訪ね 、 妹 が 木 に な っ て し まっ た 少年 ・ 光 一 に 会 う 。 
そこ で 日 玉 お や じ は 話 を 聞き 、 吸 血 木 の 種 を ば ら ま いて いる 
妖怪 ・ の びあ が り を 発見 する 。 そ の 夜 、 鬼 太郎 は の びあ が り 
に 種 を 植え つけ られ て し まう 。 の びあ が り は 人 間 を 木 に する 
こと で 地上 を 妖怪 の 世界 に し よう と 考え 、 じ ゃ まな 鬼太郎 を 
に 封じ よう と し た の だ 。 昨 太郎 の 体 か ら は 翌朝 に は 芽 が 出 
て 、 の びあ が り を 追っ て いる うち に 木 に な っ て し まっ た 。 や 
む な く 村長 た ち が 此 太 郎 の 木 を 切 ろ うう と する と 、 木 の 実 か ら 
鬼太郎 が 復活 。 鬼 太郎 と の びあ が り の 最後 の 激戦 が 始ま っ た 。 
原作 | 

の デ 

i! の びあ が り が 登場 : 
: す る な ど 、「 吸 血 : 
i 木 」 と 大 部 分 は 同 : 
| じ だ が 、 原 作 で は : 
: 木 に な っ た 鬼太郎 
! を 村人 が 倒 そう と : 
: す る シー ン な ど は ! 
: 登 場 し たい 。  : 




















演出 人 白根 徳重 脚本 人 @ 辻 真 先 作画 監督 欠落 合 道 正 





SEASON 1 





ー イ 第 020 話 


猫娘 と ね すみ 男 


1968 年 5 月 19 日 放映 


い 


STORY 
ウデ 
「 ね ずみ 男 を 殺せ 」 の 指令 が 鬼太郎 に 下る 


人 間 の 体 の 中 に は 、 そ の 人 の 悪事 を 間 麻 大王 に 告げ る 「 三 虫 ] と 
いう 虫 が いる 。 間 魔 大 王 は 三 虫 の 報告 を 受け 、 そ の 人 を 殺す 命令 
を 書い た 「 赤 紙 ] を 妖怪 に 渡し て 殺さ せる と いう 。 半 妖 怪 で ある 
ね ずみ 男 の 三 了 虫 の 報告 を 受け た 導 魔 大 王 は 、 赤 紙 を 鬼太郎 に 送る 。 
し か し 殺せ な い 鬼 太郎 は 、 せ め て ね ずみ 男 の 息 事 を 止め よう と 、 
ネコ 娘 に 皿 ん で ね ずみ 男 を 志 わ せ た 。 ね ずみ 男 は 観念 し 、 時 事 は 
し な いと 約束 。 し か し 間 魔 大 王 の 命令 に 送ら っ た た め 、 目玉 お や 
じ が 人 質 に 取ら れ て し まう 。 困 っ た 鬼太郎 は 、 三 虫 が その 人 間 の 





























栄養 で 生き て いる と 知り 、 ね ずみ 男 に 断食 させ る 。 三 虫 を 殺し て 
報告 を 途絶 を させ 、 ね ずみ 男 が 死ん だ と 





思わ せよ うと し た の だ 。 


原作 

1 rg 1 
: 原作 「 猫 娘 と ね ず : 
i み 男 ] で は 赤 紙 と : 
: い う 設 定 は な い 。i 
: 間 魔 大 王 は ね ずみ : 
: 男 の 退 治 を 求め る 

作 症 きま り 

殺す こと まで は 妥 
! 求 し な い 。 











演出 人 高見 義雄 脚本 久 雪 室 讐 一 作画 監督 人 古沢 日 出 夫 








【 第 021 話 】 


ゅ 


STORY 
PP デ 
タヌキ の 集団 が 日 本 を 征服 し よう と 大 暴れ ! 


四国 の 狩 山 が 爆破 され 、 至 し られ て いた 妖怪 タヌキ の 集団 ・ 
八 百 八 提 が 復活 。 彼 ら は 日 本 を 乗っ 取 ろ うと 巨大 な 「 第 二 の 
月 」 を 呼び 出し て 、 そ の 妖力 を 見 せつ ける 。 上 鬼太郎 は その 月 
に 追い か けら れ て 逃げ ば まわ っ て いた が 、 タ ヌキ の 群れ に 遭遇 。 
政府 代表 と と も に タヌキ に 捕まっ て し まう 。 そ こ で 朱 太 郎 た 
ち は 政権 を タヌキ に 渡す 約束 を し て 時 間 を 稼ぎ 、 隙 を みて タ 
スキ た ち を 封印 。 し か し 約束 を 破っ た 鬼太郎 は 、 刑 部 旬 の 呪 
いで タヌキ に な っ て し まっ た 。 和 鬼太郎 を 元 に 戻す た め 、 日 玉 
お や じ と ね ずみ 男 は 封印 を 再び 解く 。 タ ヌキ た ち は 約束 を 破っ 
た 人 間 た ち に 報復 すべ く 、 第 二 の 月 か ら 妖 怪獣 を 誕生 きせ た 。 
: 。 硫 作  : 
の 1 
! 全 126 ペ ー ジ の 長 : 
: 編 「 妖 怪獣 ] の 前 
: 半 を 、 ほ ほぼ 皿 実に ! 
: 再現 。 た だ し 八 百 
: 八 狼 に さら われ た : 
: 政府 の 人 間 は 、 科 : 
! 学 庁 長官 で は な く !: 
! 総理 大 臣 だ っ た 。: 



























































演出 人 明 比 正行 脚本 人 高久 進 作画 監督 氏 細 田 誠 雄 

















第 023 話 】 


峠 の 妖怪 
1968 年 6 月 9 日 放映 


0 


STORY 
人 間 の 体 を 冷や す 妖 怪 ・ ぶ る ぶる が 復活 ! 


車 の 事故 が 多発 する 峠 が あり 、 妖 怪 の 仕業 と 考え た 源 爺 さん 
は 鬼太郎 に 手紙 を 出す 。 バ イク で 落下 し た 人 に 話 を 聞く と 、 
突然 体 が 寒く な り 操 縦 不能 に 陥っ た と いう 。 そ の 人 後 、 源 爺 さ 
ん が 体 を 冷や す 妖 怪 ・ ぶ る ぶる を 封印 し て いた 絵 を 焼い て し 
まい 、 封 印 を 解い て し まっ た こと が 判明 。 鬼 太郎 は 峠 へ 行き 、 
ぶる ぶる と 対決 する 。 そ し て ぶる ぶる を 毅 の 毛 針 で 木 に 貼り 
付け た 昨 太郎 は 、 目 玉 お や じ に 詩 印 し て も ら う た め に その 場 
を 離れ る 。 そ こ に ね ずみ 男 が 現れ 、 ぶ る ぶる を か すみ の 干物 
と 勘違い し て 食べ て し まう 。 晃 太郎 は 凍っ て し まっ た ね ずみ 
男 を 湯 に 入れ て ぶる ぶる を 追い 出し 、 再 び 退 治し た 。 

原作 

H os 人 1 
i 峠 の 妖怪 ] で は : 
: 目玉 お や じ は 登場 : 
し な い 。 そ の た め : 
! 鬼太郎 が みず か ら : 
| ぶる ぶる の 正体 を : 
i つか むべ く 、 妖 怪 : 
i 大 辞典 を 調べ に 行 ! 
! こ うと する 。 
























































[第 022 話 ] 


い 


STORY 
bb、 


妖怪 獣 や 巨大 ナマ ズ と の 死闘 ! 

妖怪 獣 は 、 そ の 強大 な 力 で 東京 を 破壊 。 政府 は 苦肉の策 と し て 、 
政権 を タヌキ た ち に 譲る と 決定 。 そ の 間 に 鬼 太郎 は 妖怪 獣 を 
攻撃 する が 返り 討ち に 遭い 、 彼 ら が 飼っ て いる 巨大 ナマ ズ の 
エサ に され る 。 その後 、 な ん と か 大 ナマ ズ か ら は 逃す る が 、 
再度 妖怪 獣 に 遭遇 。 鬼 太郎 は 何で も 溶かす 胃液 で 、 妖 怪獣 を 
自分 の 体 と 一 緒 に 溶かし て し まう 。 そ こ か ら 再 生 粉 末 で 復活 
し た 上 鬼太郎 は 、 今 度 は 暴れ まわ る 大 ナマ ズ を 倒す た め 体 に 入 
り 込 み 、 北 極 へ と 導く 。 そ の 間 に ね ずみ 男 と 日 玉 お や じ は 狗 
を 封じ る た め 、 四 国 へ と 飛ん だ 。 鬼太郎 は 大 ナマ ズ を 水 漬け 
に する こと に 成功 し 、 日 本 の 危機 は 回 避 さ れ た の だ っ た 。 


原作 

『 ーー 0 
妖怪 獣 ] で は 、 ア : 
i ニ メ よ り も 大 ナマ : 
i ズ と の 死闘 が 激 し 
い 。 毅 が 抜け 、 目 
を つぶ され た 児 太 : 
郎 の 左目 に 、 目 : 
お や じ が 入る 場 
: な ども ある 。 






































演出 信明 比 正行 脚本 人 高久 進 作画 監督 久 細 田 誠 礁 








第 024 話 オー 


山 坊 


1968 年 6 月 16 日 放映 


ゅ 


STORY 
デー 


鬼太郎 、“ 虹 の 恩返し” に 助け られ る 

邊 殺 二 前 に 古 狐 の 妖怪 ・ 自 山 坊 に 助け られ た 正吉 は 、 娘 の 花 
子 が 16 歳 に な っ た ら 、 自 山 坊 の 嫁 に 出す 約束 を し て 金持ち に 
な っ た 。 だ が 娘 を 妖 任 の 嫁 に な ど 出 し た く な い 正 吉 は 、 砂 か 
け 普 に 相談 。 そ し て アド バイ ス に 従っ て 、 娘 と 同じ 生年 月 日 
の 少女 を 殺 そ うと し た 。 そ れ を 知っ た 鬼太郎 は 正吉 を 止め 、 

連れ 去ら れ て し まっ た 花子 を 取り 返し に 向かう 。 そ の 道中 で 
内 臓 を 食い つぶ す 映 ・ 鬼 農 を 発見 。 ね ずみ 男 は 踏み 潰 そ うと 
する が 、 鬼 太郎 は それ を 止め る 。 その後 、 敵 地 に 乗り 込み 、 

岩 に 変化 し た 自 山 坊 に つぶ され る 鬼太郎 。 だ が 、 白 山 坊 は 鬼 
太郎 が 助け た 鬼 敗 に 卵生 みつ けら れ 、 死ん で し まう の だ っ た 。 


原作 

ーー デ ! 
農 の 卵 を 生み つけ : 
られ 白山 坊 が 死ぬ : 
と ころ は 「 白 山 坊 
に 同じ だ が 、 峨 の : 
卵 を 生み つけ る の : 
: は ひめ ば ち 。「 恩 : 
i: 返 し ] と いう 設定 
! は な い 。 

























































































演出 @ 久 岡 敬 史 脚本 念 雪 室 俊一 作画 監督 免 古沢 日 出 夫 





演出 人 @ 白 根 徳重 脚本 人 辻 真 先 作画 監督 氏 落 合 道 正 








【 第 025 話 】 


電気 妖 尾 


1968 年 6 月 23 日 放映 


0 


STORY 
ho、 





"カミ ナリ 様 ” も 妖怪 だ っ た !? 


1 年 も 日 照り が 続き 、 困 っ て いた 三角 








I の 農民 が 、 鬼 太郎 に 





雨 を 降ら せ て くれ る よう に 頼み に 来る 。 


その ころ ね ずみ 男 は 





【 第 026 話 】 


海 座頭 


1968 年 6 月 30 日 放映 


0 
STORY 
PP デ 
海 で 起こ る 神隠し を 鬼太郎 は どう 解決 する ? 
連 一 は 、 海 の 上 で 燥 然 と 霧 の 中 に 消え て し まっ た 妹 ・ フ ミ 子 
を 助け て も ら お うと 、 鬼 太郎 に 依頼 する 。 し か し 鬼太郎 は そ 














三角 山 で 、 雨 を 降ら せる 約束 を し て 農民 か ら 金 を だ まし 取っ 
て いた 。 そ し て 科学 者 を 巻き 込み 、 人 工 降雨 の 実験 を その 村 
で させ て いた 。 じつは その 実験 が 、 天 気 を 司る 電気 妖怪 の 怒 
り を 買っ て いた の だ 。 実験 の た め 雨 雲 の 中 に 入っ た へ リコ プ 
ター が 隊 落 し 、 乗っ て いた 人 た ち が 姿 を 消す 。 空 の 上 に 向かっ 
た 鬼太郎 と 子 泣き 爺 は 電気 妖怪 を 発見 。 鬼 太郎 は 敵 か ら 送り 














の ころ ノイ ロー ゼ ぎ み で ふせ っ て いた 。 それで も お 礼 が 欲し 





いね ずみ 男 は 、 





を 沈め よう と する 。 
で 、 海 座頭 に 魂 を 奪わ れ て 


鬼太郎 を 無理 や り イ カ ダ 
に 連れ 出し た 。 狙い どおり 夜 に 
話 を 聞く と 彼ら は 事故 に 遭 
し まっ て いる 





四 場 付近 の 海 






な る と 規 幽 3 





っ た 元 船乗り 
と いう 。 そこ に 海 座 








込ま れ た 電気 を 吸い 取り 、 逆 に 妖怪 に 
日 贈 り が 続い た 村 に 雨 が 隆 る よう に な り 、 








こ 返 し て 倒し た 。 す る と 


負 健 は 解消 され た 。 


H 原作 : 
1 Reyc 細 
| 電気 妖怪 ] を は : 
! ぽ 皿 実に 再現 。 た : 
! だ し ね ずみ 男 は 絡 : 
: まず 、 原 作 の 戦い : 
: の ほう が 、 ひ と 晩 : 
以上 続く 長 時 間 の 
戦い と し て 描か れ : 
ji て いる 。 H 








演出 多 高 見 義 雄 脚本 欠 安 藤 豊 弘 作画 監督 細田 大 雄 








mm 


で 


演出 多 白 根 徳重 





頭 が 現れ 、 船 紗 霊 た ち を 連れ 帰ろ うう と する 。 鬼 太郎 は 船 虹 霊 





の 魂 を 解放 し 、 海 座頭 の 本 拠 地 に 乗り 込ん だ 。 そ し て 体 か ら 
電気 を 起こ し て 海 座頭 を 退治 し 、 フ ミ 子 を 救っ た 。 
原作 
6 0w、- 半 1 
| 海 座頭 」 が 原作 。! 


: ね ずみ 男 が ノイ ロ : 

ー ゼ に な っ た 太 : 
1 郎 を 励ま し 、 旅行 
Na 誘い 出す 。 その ! 
| 海 で 船 晃 電 に 頼ま 
: れ 、 海 座頭 を 倒す ! 
: こと に な る 






作画 監督 久生 頼 昭 憲 





演出 人 村山 貸 雄 脚本 信 鈴 椅 三 千 夫 








【 第 027 話 


お どろ お どろ 


1968 年 7 月 7 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 





研究 熱心 な 科学 者 の 悲し い 末路 


鬼太郎 の 家 に 
ん で 組み 立て る 。 と ころ が 鬼太郎 が それ ! 
の まま 勝手 に 飛ん で 行き 、 無 人 島 ( 








た 。 事 件 は 妖怪 の 仕業 で あり 、 

















に 突然 プラ モデ ル の 飛行 機 が 届け られ 、 鬼 太郎 は 喜 
に 乗り 込む と 制御 不能 
に 墜落 し て し まう 。 そ れ は す 
で (に 30 人 も の 子ども を 誘拐 し て いた 、 不思議 な 
自分 の じゃ ま を し そう な 鬼太郎 





k ト プラ モデ ル だ っ 


を 実験 合 に し て 研究 








を 無人 島 に 追い や っ た の で ある 。 そ れ を 知っ た 衝 太 郎 は 、 誘 拐 
きれ た 子ども た ち を 追跡 。 そ の 先 に は 自分 
を 行い 、 子 ども の 























ろ お どろ に な っ て し まっ た 科学 者 が いた 。 


を 吸わ な けれ ば 生き て いけ な い 妖 怪 ・ お ど 


鬼太郎 は 子ども た ち 


を 救う べく 、 妖 怪 ・ お どろ お どろ と 対決 する 。 





脚本 人 @ 鈴 樹 三 千 夫 





ge ge 8e no 


soyoLASON 1 


作画 監督 久 落 合 道 正 


: 硬 作  : 
Mo H 
お どろ お どろ ] : 
! で も 、 お どろ お ど : 
i ろ に な っ た 父 を 助 : 
| みよ うと 息子 が 旧 
i 太 郎 を 説得 する : 
が 、 上 鬼太郎 は 息子 : 
の 言葉 を 聞か ず に : 
! 倒 し て し まう 。 : 





第 028 話 】 


まく ら 返 し 


1968 年 7 月 14 日 放映 


STORY 

の デ 
夢 の 世 界 に 取り 込ま れ た 少年 を 救え ! 
妖怪 ・ ま くら 返し は 、 少 年 ・ 夢 吉 が 夢 の 世 界 を 荒らし た た め 
に 把 っ て いた 。 夢 吉 は 日 中 で も 虐 る よう に な り 、 心 配 し た 坪 














親 は 鬼太郎 に 手紙 を 出す 。 鬼 太郎 が 訪ね る と 、 す で に 夢 吉 は 
夢 の 世 界 ( に きす すり 8 込ま れ て 姿 を 消し て いた 。 大 郎 は 導 の 
世界 へ 入り 、 夢 吉 を 連れ 帰ろ うう と する が 、 そ こ に まく ら 返 し 


が 現れ て 、 鬼 太郎 は その 妖術 で 眠ら きれ て し まう 。 そ こ で 目 
玉 お や じ は 、 ま くら 返し の 苦手 な バク を 樺 か ら 放ち 弓 撃 。 上 第 
太郎 を 起こ し て 夢 吉 と と も に 逃げ 出し た 。 ま くら 返し の 追撃 
戻っ た 鬼太郎 た ち は 、 バ ク の 科 に 逃 
そし て 、 バ ク は まく ら 返 し を 食べ て し まう 。 
原作 
1 ーー デ 
「 ま くら 返し ] で は : 
i バク を 連れ て 行く ! 
: こ と は せ ず 、 ね ず : 
! み 男 が 塩 だ け で 倒 
: す 。 ま た 、 鬼 太郎 ! 
! が カメ レオ ン の よ : 
う に 舌 を 伸ばす 技 : 
i も み ら れ る 。 








を 振り 切っ て 現実 世界 に 
げ 込 む の だ っ た 。 そ 











演出 人 村山 貸 雄 脚本 人 @ 辻 真 先 


作画 監督 氏 鑑 島 嘉 継 





[第 029 話 上 


5 合戦 


1968 年 7 月 21 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 
鏡 妖 怪 の 親玉 に 、 鬼 太郎 危機 一 髪 ! 


銅鏡 寺 と いう 寺 が 火事 に な り 、 封 魔 の 鏡 ・ 照 魔 鏡 が 浴 ま れ た 。 
その 話 を 聞い た 目玉 お や じ は 、 照 魔 鏡 が 封じ 込め て いた 妖 
係 ・ 雲 外 鏡 が 復活 する の で は な いか と 心配 する 。 そ こ に ね ず 
み 男 が 、 鏡 の 中 に 閉じ 込め られ た 少女 を 助け て ほし いと や っ 
て きた 。 鬼太郎 は 砂 か け 湊 た ちと 協力 し 、 少 女 を 数 出 。 そ の 
鏡 を 壊 そ うと する が 、 逆 に 隙 を つか れ て 鏡 に 封じ 込め られ て 
し まう 。 じ つ は その 少女 こそ 雲 外 鐘 で 、 ね ずみ 男 と 共謀 し て 
の 犯行 だ っ た 。 し か し ね ずみ 男 は 最後 に 補 返 り 、 妖 怪 た ち は 
順 魔 鏡 を 見 つけ 出し て 鬼太郎 を 数 出 。 鬼太郎 は 銅鏡 か ら 生 ま 
れ た 雲 外 鐘 の 層 点 で ある 塩水 を 使っ て 、 雲 外 鏡 を 倒す 。 

原作 

! ! 
i「 鏡 合戦] で は 、: 
汗 呼 び 出 し の 歌 」: 
! の 後 で 、 砂 か け 朗 : 
や 子 泣き 爺 、 山 小 : 
僧 ら は 、 雲 外 鏡 の : 
妖力 を 日 の 当たり : 
に し て 戦わ ず し て : 
! 逃げ て し まう 。 ! 
































演出 欠 西 沢 信孝 脚本 久 雪 宇 俊 一 作画 監督 旬 生 頼 昭 写 





ミーー テ ーーーー テ ーー モー 第 09 衣 た ーーーー デ ーーー デーー 


も うり ょ う 


い 


STORY 
ウデ 
墓 を 守る 少年 が 見 た 妖怪 は 一 体 !? 


ある 村 で は 親族 が 死ぬ と 1 ヵ月 間 、 死 体 に 乗り 移る 妖怪 ・ 明 
煽 が 現れ な いよ う 、 見 張る 風習 が あっ た 。 祖 父 を 亡くし た 少 
年 ・ 玉 吉 が 墓 を 見 張っ て いる と 、 数 日 前 に 死ん だ 村人 ・ 再 郎 
の ミイ ラ に 豆 わ れる 。 話 を 聞い た ね ずみ 男 は 、 お 礼 目 当て に 
第 次 退治 を 買っ て 出 て 、 鬼 太郎 に 押し 付け た 。 昨 太郎 は 大 学 
病院 に 運ば れ た 五郎 の 遺体 を 追い 、 そ れ を 燃やす こと で 毅 区 
を 退治 する 。 そ れ で 事件 が 解決 し た か と 思い き や 、 再 び 妖 気 
を 感じ る 沙 太 郎 。 少 年 が 墓場 で 懸 汐 と 格闘 し た 際 に 引き ち 
ぎっ た 指 に 、 黄 門 が 生き 残っ て いた の だ 。 正体 を 表し た 米 事 
だ が 、 寄 生 先 で ある 指 を 焼 か れる と な す 術 $ も なく 消え 去っ た 。 
原作 

H 0 H 
[モウ リョ ウ ] を : 
: ほぼ 忠実 に 再現 。: 
: た だ 原作 で は 大 学 : 
! 病院 の シー ン は 出 : 
5 穫 人 か Vo まあ 
: ね ずみ 男 が 珍し く : 
: 妖怪 退治 料金 を 取 : 
: る こと に 成功 。 : 


























演出 人 水樹 凡人 脚本 久安 藤 豊 弘 作画 監督 欠 我 雪 宏 















演出 傘 白 根 徳重 





【 第 030 話 】 


時 魔 ベリ アル 


1968 年 7 月 28 日 放映 


9 


STORY 
悪魔 に 恐る べき 魔力 が 復活 ! 激戦 開始 


カラ ス 天 狗 に 魔力 を 春 わ れ た 避 魔 べ リ アル は 、 監 店 で 手品 

し な が ら 100 年 以上 の 日 々 を 過ごし て いた 。 魔力 を 取り 戻し た 
い ベ リア ル は 、 偶 然 現 れ た ね ずみ 男 に 、 カ ラス 天狗 に 奪わ れ 
た 金塊 を 取り 戻し た いと 嘘 を つく 。 そ れ を 聞い た ね ずみ 男 は 、 
金塊 を 独り 占め し よう と カラ ス 天 狗 を 訪ね た 。 ベ リア ル は そ 
の 後 を つけ て 、 ま ん ま と 封 じ ら れ た 魔力 を 取り 戻し 、 カ ラス 
天狗 に 復讐 。 カ ラス 天狗 は 鬼太郎 に 助け を 求め た 。 鬼太郎 が 
べ ベリ アル の いる と いう 山 へ 行く と 、 ベ リア ル は その 光る べき 
魔力 で 大 地 震 を 起こ す 。 鬼 太郎 が 砂 か け 疲 の 別荘 に 退避 する 
と 、 ベ リア ル が 異形 の 姿 に 変身 し て 毅 っ て きた 。 











原作 

の デ ! 
| 悪魔 べ ベリ アル 」 : 
: で は 、 体 の 各部 を : 
i100 倍 に し て 襲っ ! 
: て きた ベリ アル に : 
: 対 し 、 鬼 太郎 は 木 ! 
: の 葉 に 隠れ て 前 に 
! 降り 立ち 、 指 鉄砲: 
! を 使っ て 倒す 。 : 





演出 多 村 山 銀 雄 脚本 僅 鈴 和樹 三 千 夫 作画 監督 旬 落 合 道 正 





第 032 話 ナーーーーーーーーーー 


ー す に 
妹 化 
1968 年 8 月 11 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 
亡き 両親 が 娘 を 見 守る 思い が “ 妖 花 ” と な る 


花子 の 家 に 舞い 込ん で きた 白い 綿毛 が 鉢 に 落ち る と 、2 一 3 
日 の うち に ベラ ンダ ー 杯 に ツル を 張り 、 花 を 咲か せ て いた 。 
その うち 部 屋 の 中 に も 伸び て くる よう に な り 、 花 子 は この 花 
の 正体 を 知る た め に 鬼太郎 に 手紙 を 出す 。 し か し 鬼太郎 に も 、 
その 花 の 正体 は つか め な か っ た 。 し か も 花弁 を 飛ば す な ど し 
て 攻撃 し て くる その 花 は 、 花 子 の 言う こと だ け は 聞く よう な 
の だ 。 た だ ひと つ 、 南 方 に 咲く 花 だ と いう 手がかり だ け を 頼 
り に 、 衝 太 郎 た ち は 上 内 の 船 で 南方 の 島 へ 向かう 。 導 か れる か 
の よう に ジャ ング ル の 奥 地 に 向かっ た 一 行 は 、 問 題 の 花 が 咲 
く 大 木 を 発見 。 そ の メッ セー ジ に 了 芽 を 傾け る 。 






































原作 
デデデ 1 
i「 妖 花 ] で も 貝 の 船 
i (ハマ グリ の 船 ) に : 
! 乗 り 込み 、 南 方 の : 
i 島 の ジャ ング ル に : 
1 向かう 。 た だ し 
「 ジャ ング ル に 住む : 
中 南方 の 小 鬼 ] は 登 : 
i 場 し な い 。 









































脚本 @@ 辻 真 先 作画 監督 代 窪 認 之 


で る 


1 








【 第 033 話 士 
sa 
さざえ ん 叔 
1968 年 8 月 18 日 放映 


ゅ 


STORY 
ウデ 
鬼太郎 、 さ ざ え 鬼 に 食わ れ て 絶 体 絶命 に 


ね ずみ 男 は 釣り の 帰り に 、 に せ 叔 太郎 (= さざえ 鬼 ) に 会 い 、 

毅 力 を 振る 920 だ 
れ て し ま う 。 鬼太郎 は 真相 を 探る た め 年 を 脱出 。 捜査 の た め 
に 現場 で ある 海 に 行く と 、 さ ざ え 鬼 が 待ち 構え て お り 、 衝 太 
郎 は 食べ られ て し まっ た 。 や が て 目玉 お や じ と ね ずみ 男 の 前 
に 現れ た 衝 太 郎 は 、 傍 若 無人 の 限り を 尽く す 。 そ の 正体 は さ 
ざ え ぇ 上 鬼 だ っ た 。 それ に 気がつい た 目玉 お や じ は 「 さ ざ え ぇ を 海 
岸 で 売る と 儲かる 」 と そそ の か し て 、 さ ざ え 昌 を 秋天 下 に 担 
ぎ 出 す 。 そ し て 太陽 の 封 で 腹の中 の 鬼太郎 を 気化 させ 、 毛 穴 
か ら 蘇 ら せ た 。 鬼太郎 と き ざ え 抱 の 、2 度目 の 戦い が 始ま っ た 。 


原作 。 : 
| oo 1 
[さざえ 鬼 ] で は さ : 
| ざ え 鬼 に 生 の ビ フ ! 
i テ キ の よう に 食べ 
! られ た 鬼太郎 は 、: 
| と に き き 
: え 鬼 の 本 体 (目玉 : 
: の つい た 舌 ) を 締め :! 
上 げ て 倒す 。 






































演出 人 の 古沢 日 出 夫 脚本 念 雪 室 讐 一 作画 監督 人 系 池 城 二 





【 第 034 話 】 


さら 小僧 


1968 年 8 月 25 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 


河童 ・ さ ら 小 僧 の 歌 が 一 躍 大 ヒッ ト ! 
無名 の バン ド 、 ザ ・ ビ ン ボ ー ズ は 、 ど こ か ら か 聞こ えて くる 音 
楽に 開き ほれ て いた 。 そ し て つい 魔 が 差し て その 歌 を 盗作 する 
と 、 一 曜 大 人 気 に 。 TV か ら 流 れる その 歌 が 妖怪 ・ さ きら 小僧 の 
歌 だ と 気づい た 昨 太 郎 は 、 歌 う の を 止め させ よう と する が 追い 
深き れ て し まう 。 そ の 直後 、 ザ ・ ビ ン ボ ー ズ は さら 小僧 に 誘拐 
され る 。 さら 小僧 は 自分 の 歌 が 他人 に 歌わ れる の を 、 も っ と も 
嫌う の だ 。 鬼 太郎 は さら 小僧 に ザ ・ ビ ン ボ ー ズ の 行方 を 問い 詰 
め る が は ぐら か し 続け られ 、 耐 え 切れ ず に 攻撃 。 戦 い の さ な か 
に 忠 が 乾き 、 お か し く な っ た さら 小僧 を 追う と 、 隠 れ 里 の 年 に 
閉じ こめ られ て いる ザ ・ ビ ン ボ ー ズ を 発見 し た 。 


























原作 

! 人 

i 叶 きら 小僧 で は 、! 
| ピン チ の 鬼太郎 を 救 
! う た め 、 ね ずみ 男 が : 
: 自分 の マン ト を きら 
: 小僧 に 投げ つけ る 。 
: その 具 さ に さら 小僧: 
! が お か し く な り 、 事 : 
! 件 は 解決 へ 。 | 





演出 信久 岡 散 史 脚本 信 辻 真 先 作画 監督 人 細田 誠 雄 











ーーーーーーーーー イ 第 035 話 


こま 妖 避 


1968 年 9 月 1 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 


あま め は ぎ と の こま 対決 で 目玉 お や じ が 大 活躍 
キノ コ 狩 り を し て いた 子ども た ち が 、 妖 怪 に 足 の 皮 を は き 取 
られ る 事件 が 発生 。 鬼太郎 は 、 犯人 を 捕まえ る た め ワ ナ を 苦 る 
に ね ずみ 男 が 現れ 、 こ ま 妖 怪 ・ あ まめ は ぎの 冬眠 を 起こ 
し た こと を 打ち 明け られ る 。 す で に 村 で は あま め は ぎ が 暴れ 
て お り 、 上 鬼太郎 は あま め は ぎ に 「 妖 怪 こま 勝負 」 を 挑 ま れ た 。 
対決 で は 、 こ ま 代 わり に 回 る 目下 お や じ が 、 あ まめ は ぎの こ 
ま の 回 転 を 止め て 騰 利 。 諦 めき れ な いあ まめ は ぎ は 、 ね ずみ 
男 に 鬼太郎 を え 呼 び 出 きせ 、 妖 気 消滅 地帯 の 岩 で 押し つぶ す 。 
提 太 郎 は 隙 を つい て 逃げ 出し 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 反撃 。 あ ま 
め は ぎ は 、 二 度 と 人 里 に 来 な いと 約束 する の だ っ た 。 
原作 
1 or h 
i「 コ マ 妖 怪 」 で は 、: 
| ね ずみ 男 が あま め : 
! は ぎ に 火 を つけ て ! 
「 トド メ を さそ うと :! 
: し た と ころ を 、 鬼 : 
: 太郎 が か ば っ た た : 
! め 、 あ まめ は ぎ は :! 
改心 する 。 







































































演出 信 白 根 徳重 脚本 候 鈴 樹 三 千 夫 作画 監督 欠落 合 道 正 





| 


| ge ge ge nO 


soLASON 1 


oN | 


ーーーー イ 第 036 話 】 


も の 


い 


STORY 
デー 


輝く 宝石 に 秘め られ た ワナ 

地獄 山 で 鉱物 を 研究 し て いた 学者 が 、 大 き な ダ イヤ モン ド ひ 
と つ を 残し 色 然 と 姿 を 消す 。 話 を 聞き 、 そ の ダイ ヤ が 怪し い 
と 感じ た 鬼太郎 は 、 そ れ を 買い 取っ た 宝石 店 に 足 を 運ぶ が 、 
店 員 も 姿 を 消し て いた 。 店 員 は 地獄 山 に ある ダイ ヤ モ ン ド 妖 
條 ・ 輪 入道 の 住み か に 誘い 出さ れ て いた の だ 。 披 太郎 は ね ず 
み 男 と と も に 現地 へ 。 ダ イヤ に 興 藩 し て いる 店 員 2 人 と ね ず 
み 男 は 、 危 険 だ か ら 帰 ろう OAM りつ け て 気絶 き 
せる 。 そ こ に 輸入 道 が 現れ 、3 人 を "炭素 光線 "で ダイ ヤ に 
変え て し まう 。 目覚 め た 彼 太 郎 は 、 輸 入道 の 光線 を 鏡 で 反射 

て 、 輸 入道 自身 と を ダイヤ に 変え て 退治 し た 。 


























| : 原作 
| 人 ! 
ダイ ヤ モ ン ド 妖 : 
: 怪 ] で は 、 ダ イヤ : 
モン ド が 採れ る 穴 ! 
に ね ずみ 男 が 鬼 太 : 
郎 を 誘う 。 行 方 不 ! 
明 捜 し の 依頼 を 受 
け て 動く アニ メ の : 
! 設定 と は 異な る 。: 








演出 信明 比 正行 脚本 久安 藤 豊 弘 作画 監 督 久我 雪 宏 





【 第 037 話 】 


手 の 目 


1968 年 9 月 15 日 放映 


STORY 
Bo、 人 


勝手 に 手 が 動き 出し て 悪事 を 働く !? 









































再 に 浮か ぶ 巨 大 な 日 を 見 た 少年 は 、 自 分 の 手 が 勝手 に 動く よ 
うに な っ て し まう 。 その 手 は 母親 を 打ち の めす 、 強盗 する な ど 、 





























悪事 の 限り を 尽く す の だ 。 鬼太郎 は 少年 を 家 に 連れ て 帰り 、 
砂 か け 婆 に 相談 する と 、 人 の 手 を 操る 妖怪 ・ 手 の 目 の 仕業 だ 
と いう 。 そ し て 鬼太郎 は 、 少 年 が 強盗 し た お 金 を 取り に 来 た 
手 の 目 と 対決 。 し か し 返り 討ち に 遣い 、 鬼 太郎 も 手 を 操 ら れ 

て し まう 。 一 旦 退却 し 、 改 め て 砂 か け 婆 の 妖術 で 、 手 の 目 の 
住み か を 暴 き 出す 鬼太郎 。 再 度 の 対決 は 、 妖力 の 源 で ある ” 手 



































0 を 毅 の 毛 針 で 撃つ こと で 、 鬼太郎 の 勝ち が 決ま る 。 
手 の 目 は 


度 と 妖力 を 使 を な く な っ て し まっ た 。 











原作 
1 ec 1 
i「 手 の 目 ] で は 、 操 
! ち れ た 手 を 包丁 で : 
切っ た り 、 鬼 太郎: 
の 左上 日 に 入り 込ん : 


4 
| いま り を みせ る 。 : 





作画 監督 免 落 合 道 正 


演出 信 村 山代 雄 脚本 久安 藤 豊 弘 





【 第 038 話 } 


お り た た み 入 道 
1968 年 9 月 22 日 放 B 
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STORY 
Bb、、 人 
に せ ね ずみ 男 が 登場 し て 、 鬼 太郎 を 狙う 


ね ずみ 男 が 子ども た ち を ダマ し た と 開い た 上 衝 太 郎 は 、 ね ずみ 
男 に 詰め 寄る が 、 ど う や ら 本 当 に 覚え を が な い 様 子 。 逆 に 「 つ 
い に に せ も の が 現れ た 、 俺 も 有名 に な っ た 」 と 喜ぶ 始末 だ 。 
その 直後 に 本 当 に 姿 を あら わし た に せ ね ずみ 男 は 、 弟 と 名 乗っ 
て ね ずみ 男 に 近付き 、 妖 怪 ・ 折 り た た み 入 道 を 見 せ 物 に し て 
金もうけ し た いと 相談 し て くる 。 じゃ ま に な り そ う な 和 朱 太郎 
を 倒 そ うと する 2 人 の ね ずみ 男 。 折 り た た み 入 道 に 襲わ れ た 
鬼太郎 は 、 0 MR を 食わ せ 
て 撃退 。 そ の 後 、 再 度 挑戦 し て きた に せ ね ずみ 男 は 、 ね ずみ 
男 の 弟 で は な く 、 そ の 正体 が な じ な で あっ た こと が 暴 か れ た 。 
原作 
ho、 H 
「 お り た た み 入 道 
は 、 ね ずみ 男 が 兄 | 
弟 の 情 を みせ て 此 
: 太郎 を 陥れ る くだ : 
i り は な く 、 子 ども : 
! の お 金 を む じ な に ! 
i: 代わ り 立て 替え る ! 
: の み に と ど ま る 。 : 



































脚本 念 寺宝 俊一 作画 監督 免 江藤 文 男 


演出 念 古 沢 日 出 夫 





ー 第 40 話 } 





【 第 039 話 ナー 





妖怪 還 団 
1968 年 9 月 29 日 放映 


0 


STORY 
ho、 


南方 妖怪 が 来襲 し 、 ね ずみ 男 が 日 本 代表 に !? 
妖怪 の 地位 向上 の た め 、 妖 怪 ・ ア カマ タ と や し 落と し ら 妖 怪 
軍団 が 南方 か ら 来 日 。 2 人 は ね ずみ 男 を そそ の か し 、 じ ゃ ま 
に な る 鬼太郎 を 読 い だ す 。 ア カマ タ は 上 鬼太郎 を 粘液 で 攻撃 。 

鬼太郎 は 砂 か け 疲 の 砂 を 粘液 と 混ぜ 合わ せ て 投げ 返し 、 ア カ 
マタ を 石 に し て 撃退 し た 。 と ころ が その 石 を 運ぶ ね ずみ 男 が 
や し 落と し の 指示 で 石 を 割る と 、 ア カマ タ が 復活 。 ね ずみ 男 
の 上 腹 に 寄生 し て し まう 。 ア カマ タ は ね ずみ 男 を 操り 、 ま ん ま 
と 擬 太郎 を だ まし て 生気 を 吸い 取る 。 し か し その 量 が 多 す ぎ 
て 、 腹 が 爆発 。 溢 れ た 生気 が 鬼太郎 に 戻り 、 鬼太郎 は 復活 する 。 
復讐 に きた や し 落と し も ゃ も 、 つ る べべ 火 に 焼 か れ て 退治 され た 。 


原作 


i 怪 軍 団 ] で は 、 

: や し 落と し は アニ : 
! メ と 違い 口 が きけ : 
! る 設定 。 ア カマ タ : 
: と も 五 分 の 付き 合 : 
i いで あり 、 日 本 代 : 
: 表 に ね ずみ 男 を 推 : 
: 薦 する 。 



































演出 人 設楽 博 脚本 佑 合 樹 三 千 夫 作画 監督 旬 生 頼 昭憲 





お べべ 治 の 妖怪 
1968 年 10 月 6 日 放映 
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STORY 
PP デ 
イタ ズラ 妖怪 が ね ずみ 男 と 最強 タッ グ !? 


お AP で 
谷 っ た 。 気が付い た ね ずみ 男 が 戻っ て くる と 、 鬼 太郎 は 

ら の 中 か ら 神 様 の フリ を し て 「 一 日 一 善 を 続け れ ! 192 
し て や る 」 と 言う 。 き っ そく ね ずみ 男 は 、 あ る 村 で 病床 の 母 
を 養っ て いる と いう 少年 の 漁 を 手伝う が 、 だ まさ れ て 散々 な 
目 庄 首 っ で し まみ 。 その 年 オタ ズラ 好き の 羽 人 が わり 
そ だ っ た 。 ね ずみ 男 は か わ う そ と 意気 投合 し 、 水 路 を せき 止 
め て お 人 金 を 要求 する な ど 、 度 を 越し た 悪事 を 働き 始め る 。 イ 
タ ズ ラ に 過ぎ な いと 放置 し て いた 鬼太郎 も る 止め に 入り 、 か わ 
うそ の 手 に 乗り 移る “鬼太郎 十 き "で 、 か わ う そ せ た 




















を 降参 き 


1 原作 
1 re ! 
i「 オ べべ 沼 の 妖怪 」 
: で は 、 カ ワリ ウソ は 

「! ア ニ メ ほ どの 悪 き : 
! は し な い 。 ね ずみ : 
i 男 と 共謀 し て 村人 

: が 馴 築 に だ まさ れ : 
: る よう に な り 、 鬼 : 
: 太郎 が 乗り 出す 。 














o 





【 第 042 話 】 








【 第 041 話 】 


ば け 獲 
1968 年 10 月 13 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 人 


化け 猫 の 悲し い 思 い を 鬼太郎 が 波 み 取る 
怪し い ト ラッ ク に あお られ て の 事故 が 多発 。 事故 に 遭っ た ド 
ライ バー は 、 ネ コ の 真似 を し て し まう 奇病 「 ね こ 打 ち 症 ] に 
か か っ て し まう 。 鬼太郎 と ね ずみ 男 が 、 ね ずみ 男 の 持つ 霊 
車 で 現場 近辺 を 探っ て いる と 問題 の トラ ッ ク が 現れ 、 朱 太 郎 
た ちゃ も ろ と も ゃ 走 界 へ と 迷い 込ん で いく 。 移 太郎 は その まま ト 
ラッ ク を 追い 続け 、 霊 界 の 第 岩 に 到着 。 岩 場 の 奥 へ 進み 、 化 
け 猫 と 対 剛 す る 。 トラック の 正体 は 化け 猫 で 、 事 故 は 車 で ひ 
か れ た ネコ た ち が 、 ゴ ミ 同 然 に 扱わ れ て いる こと に 対し て の 
復讐 だ っ た 。 鬼太郎 は 化け 獲 と 戦い 勝利 し て 、 そ の 人 臨終 の 言 
業 ど お り 、 ネ コ の 感 霊 塔 を 建て て その 霊 を 鎮め た 。 

原作 

の デ H 
「 ば け 獲 ] で は 大 き : 
い 化 け 猫 は 登場 せ 
ず に 、 化 け 猫 た ち が ! 
集団 で 襲っ て くる 。! 
それ を マタ タビ で : 
: や りす ご し 、 そ こ か : 
: ら 退散 し て か ら 慰 
: 電 碑 を 建て る 。  : 










































































演出 傘 茂 野 一 清 千 夫 作画 監督 免 江藤 文男 


脚本 旬 鈴 椅 三 








人 食い 島 


恐怖 ! 
毎月 2 人 の 生 
郎 は 、 


























さら に 追っ て きた 鬼 太郎 を 


け 費 を 差し 出す 人 食い 島 へ 向かっ た 。 と こ 
り に マネ キン を 差 
津波 を 起こ され て 
と と も に 再び 人 食い 島 へ 。 
レー に し て 撤 き 、 








引 分 と 母親 に その 
で 鬼太郎 に 手紙 を 出す 。 
村 を 救う 仙人 と いう 角 


1968 年 10 月 20 日 放映 
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STORY 
Bb、 人 

















し 出す ね ずみ } 





島 を 月 壊さ せる こと に 























演出 信明 比 正行 脚本 念 雪 室 俊一 





ひで り が み 


1968 年 10 月 27 日 放映 


ゅ 


STORY 
lo、 
強敵 ・ ひ で り 神 に は 野 づ ち で 対抗 ! 


雑誌 に 「 妖 怪 に マン ガ を 描か せる 」 企画 を 持ち 込ん だ ね ずみ 
男 は 、 妖 性 漫画 家 の ふ り を し た ひで り 神 の 家 に 編集 部 員 を 送 
り 込 む 。 そ れ は ね ずみ 男 と ひで り 神 が 共謀 し た 、 身 代金 目的 
の 診 拐 だ っ た 。 事情 を 聞い た 鬼太郎 は 、 ニ セ の 札束 を 持っ て 
受け 渡し 場所 へ 行き 、 現 れ た ひで り 神 と 対決 する 。 火山 の マ 
/ マ を 吸っ て 強大 化し た ひで り 神 に て こ ず っ た 第 太郎 は 、 そ 
こ に 封印 され て いた 何で も 吸い 込む 妖怪 ・ 野 づち を 解放 し 、 


























ひで り 神 を 吸い 込ま せる 。 そし て 野 づち に 生気 を 吸わ れ て 弱っ 
た ひで り 神 か ら 、 診 拐 し た 2 人 の 居場所 を 聞き 出し 二 け る こ 
と に 成功 。 最 後に 野 づち を 眠り 草 で 眠ら せ て 、 再 び 封 印 し た 。 

原作 

! デー 

| ひで り 神 」 で は 


: ひで り 神 が 媒 れ ま 
: わ り た いと 主張 す 








な ど は 同じ 。 


演出 人 山口 康男 脚本 欠 安 藤 豊 弘 作画 監督 氏 生 頼 昭憲 





ドー 


ge ge ge nO 


sosyoLASON 1 


で 


! る こと は な く 、 気 : 
! 象 条件 が 整い 現れ : 
: た だ け 。 マ ン ガ 編 : 
! 集 者 を 誘拐 する 点 : 





委 0 1 二 


ゅ 


STORY 
の デ 


H し て い 


人 間 を 食う 島 を どう 退治 する ? 
け 偶 を 海神 様 に 差し 日 
順番 が 人 っ た た め 、 助 か り た い 一 バ 
その 手紙 を 先 に 読ん だ ね ずみ 男 
まれ 込み で その 村 か ら 大 金 を せしめ る 。 
自分 の 弟子 と 偽り 


る 漁村 で 暮らす 三 





よ 、 


、 連 れ 立 っ て 生 


ろ が 生け 偽 の 代わ 





の 作戦 は 海神 の 篤 り を 買い 、 
し まう 。 事態 を 収め る べく 、 第 太郎 は 村長 
何で も 溶かす 
成功 し た 。 














分 の 胃液 を ス フ 











原作 
H 人 
i「 人 食い 島 」 が 原 
! 作 。 ね ずみ 男 が 先 
: に 手紙 を 読み 、 注 
! 車 賃 が な く 徒 歩 で 
: 来 る と いう 鬼太郎 
! を 置い て 村 に 到 
着 。 村 人 か ら 100 万 
! 円 を だ まし 取る 。 














作画 監督 旬 我 雪 





げた > 合戦 


下駄 を 倒す に は 、 下 駄 し か な い !? 


妖怪 ・ 
人 気 に 。 し か し 


に 勝手 に どこ か に 行く 始末 。 相 談 を 受 
発見 する 。 これ 幸い と 


ま 逃 亡 中 の 丸 毛 を 
太郎 の 下駄 が 勝手 
まう 。 提 太郎 の 





操 ら れ 2 日 間 踊 ら さ れ た 挙げ 旬 、 


丸 毛 が 化 けた か わい い 貯 金 箱 が 、 
その 誠 金 箱 は 開け よう と し て も 開か ず 、 夜 中 
: け た 上 鬼太郎 は 、 た また 


子ども た ちの 間 で 大 





尋問 し て いる と 、 衝 


こ < 動き出し 、 あ る 山寺 に 連れ て 行か れ て し 





下駄 は すり 替え られ て いた の だ 。 そ の 下 駄 に 
是 幕 の 妖怪 ・ 


導 柱 か ら 仲間 


に な れ と 命令 され る 鬼太郎 。「 本 物 の 僕 の 下駄 きえ あれ ば 」| と 


鬼太郎 が 思 

















演出 多 白 根 徳重 


1 っ た 矢先 【 
護 の 封印 が 解 か れる 。 披 太郎 は 


脚本 @@ 雪 室 俊一 





に 、 ね ずみ 男 に よっ て 偶然 、 提 太 郎 の 下 




















分 の 下駄 で 反撃 を 開始 し た 。 


硬 作 


叶 げ た 人 全 埋 」 が 原 

本 
: れ な いよ う 下 駄 ( 
! な っ て いる 。 目 : 
:! お や じ が 本 物 を 
: り 返 し て 倒す 。 鼻 
! 毛 ミサ イル と いう ! 
! 変わ っ た 技 る 披露 。! 





Z で て rf ふ 


作画 監督 欠落 合 道 正 














【 第 045 話 ] 


の っ べ ぺら ぼう 
1968 年 11 月 10 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 


顔 の な い 人 間 が 街 に 溢れ た 日 

死人 の 顔 を 盗む 妖怪 が いる と 聞き 、 ね ずみ 男 は 死体 を 守る 商 
売 を 始め る 。 そ し て 墓場 で 見 張っ て いる と ころ に 、 の っ べら 
ぼう が 姿 を 現し た 。 の っ ぺら ぼう は 人 魂 で 作っ た 料理 を 人 に 
食べ きせ る こと で 、 人 の 顔 を 奪う 妖怪 で ある 。 それと 知ら ず 
に 人 魂 料 理 を 振る 舞 わ れ た ね ずみ 男 は 、 顔 を 奪わ れる 。 さ ら 
に 此 太 郎 す ら 策略 に は まり 、 人 魂 料理 を 食わ きれ て し まっ た 。 
その うえ の っ ぺら ぼう は “より 都会 的 な 顔 " を 求め て 、 街 に 
出 始め た 。 そこ で 素 太 郎 は レス トラ ン で 待ち 伏せ し 、 逆 に の っ 
べら ぼう に 人 魂 入 り ア イス を 食べ きせ る こと に 成功 。 顔 を 取 
り 戻 し た うえ で 、 の っ ぺら ぼう と の 戦い に 突入 する 。 


原作 

1 cs 
の っ ぺら ぼう 」 : 
! で は 、 和 鬼太郎 が ね : 
: ずみ 男 の 顔 を 取り : 
i 戻す た め に の っ べ : 
i ら ぼ う の 家 に の り : 
i こみ 戦う 。 街 に 出 : 
: て 戦う くだ り は 原 : 
! 作 に は な い 。  : 























演出 信 古 沢 日 出 夫 脚本 人 居室 傘 一 作画 監督 念 江藤 文男 








第 047 話 


大 邪 思 


1968 年 11 月 24 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
強敵 の ヒネ クレ 妖怪 ・ 天 邪 此 と の 激闘 


ヒネ クレ 者 で 、 周 囲 の 幸せ が 憎い 為 助 爺 さん は 、 夢 の お 告げ 
に 従い 妖怪 ・ 天 邪 の 封印 を 解く 。 別 荘 地 に 土砂 前 れ を 起こ 
す な ど 、 そ の 人 怪力 を 生か し て 暴れ まわ る 天 落 鬼 。 相 談 を 受け 
た 衝 太 郎 は 、 小 包 に 入り 天 邪 此 の 住み か に 潜入 。 し か し 爆 製 
語 の に 本条 利 が きり 
に され て し まう 。 そこで 天 落 暑 の 部 下 に な っ て いた ね ずみ 男 
が 鬼太郎 を 発見 し 、 水 に 浸し て 復活 させ る 。 鬼 太郎 は 、 今 度 
は 為 動 に 化け て 天 邪 抱 に 近づく が 、 見 破 ら れ て 生き 埋め に さ 





























れる 。 ふ た た び ね ず み 了 男 と 為 助 に 助け て も らい 脱出 し た 鬼 太 
郎 は 、 さ ら に 


一 計 を 案じ て 、 天 邪 鬼 を 底なし 沼 に 誘い 込む 。 


原作 。 : 
H 0 H 
| 「 天 那 鬼 ] より 。: 
| : 鬼太郎 は 怪力 の 天 : 
: 那 鬼 に 対し て 、 大 : 
! き な 石 を 頭上 に 掲 : 
: げた 瞬間 に リモ コ : 











「 ン 手 で くす ぐり 、: 

: 石 の 下敷 き に し て : 

: か ら 封 印 す る 。 
に 利 








ーーーーーーーーー イ 第 048 話 





【 第 046 話 】 
= や 
うぶ め 

1968 年 11 月 17 日 放映 


ゅ 


STORY 
hb、 人 


千 獲 鳥 の “赤子 コレ クシ ョ ン " を 止め ろ ! 
鬼太郎 は 、 あ る 町 で 10 人 も の 赤ん坊 が さら われ た と いう 手紙 
を 受け 取る 。 そ れ は 赤子 を さら っ て 育て る 妖怪 ・ 外 獲 鳥 の 仕 
業 だ っ た 。 生 意気 な 少年 ・ 優 一 に 「 妖 怪 な ん か いな い 」 と 言 
われ た ね ずみ 男 が 、 獲 鳥 石 か ら 復 活 さ せ て し まっ た の だ 。 
鬼太郎 は 子 泣き 爺 を お と り に し て 粘 獲 鳥 を 捕まえ る が 、 隙 を 
つか れ て ね ずみ 男 を さら われ る 。 さらに 助け に 向かっ た 鬼 太 
郎 も る 返り 討ち に 遭い 、 千 獲 鳥 に 食わ れ て し まっ た 。 自 分 の 巣 
に 戻り 、 鬼 太郎 を え 吐 き 出し て 権 に 入れ る 獲 鳥 。 し か し 晃 太 
郎 は ちゃ ん ちゃ ん こ を 腹の中 に 残し て つま ら せ 、 最 後 は つる 
べ 火 の 力 を 借り て 和 獲 鳥 の 羽 を 燃やし て 、 退 治す る の だ っ た 。 


原作 
っ 
i「 始 獲 鳥 ] で は 、: 
: 病 獲 鳥 は 子供 を き ! 
: ら う だ け で な く 、 
! 布団 に 足跡 を 付け 
| て 絆 小便 を させ る : 
: の が 趣味 。 あ えて ! 
: 優等生 に 絆 小 便 を 
: させ て いる 。 
































演出 信久 岡 敬 史 脚本 欠 安 藤 豊 弘 作画 監督 念 細田 唆 








著 ん 子 
1968 年 12 月 1 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
冷凍 妖怪 トリ オ が 鬼太郎 に 襲い か か る ! 


北海 道 ・ 大 雪山 で 村人 が 次 々 と 冷 纏 され 、 魂 を 抜か れる 事件 
が 起き る 。 姉 が 凍っ て し まっ た と いう 少年 か ら の 依頼 を 受け 
て 、 鬼 太郎 は 現地 へ 飛ん だ 。 そ の 美人 の 姉 を 見 て 、 や る 気 に 
な っ た ね ずみ 男 は 、 先 走っ て 事件 現場 に 向かう 。 し か し そこ 
で 魂 を アイ スキ ャ ン デ ィ ー に し て 食べ る 妖怪 ・ 雪 ん 子 に 出 会 
い 、 あ っ きり と 魂 を 抜か れ て し まっ た 。 ね ずみ 男 の 異変 を 知り 、 
鬼太郎 も 現場 へ 。 そ し て 雪 ん 子 、 雪 男 、 雪 女 の 冷凍 妖怪 トリ 
オ と の 対決 と な り 、 体 内 で “妖怪 原子 炉 " を 起動 。 品 か ら 笑 
を 吐き 、 雪 の 3 妖怪 を 退治 し た か に 見 えた 。 し か し 彼ら は そ 
の まま 合体 し 、 冷 凍 巨人 と し て 鬼太郎 を 襲い 始め た 。 


原作 

6 < 旨 1 
i「 雪 ん 子 」 が 原作 。: 
: 日 玉 お や じ は 登場 ! 
: せ ず 、 ね ずみ 男 と 
: 児 太郎 の み で 北海 
: 道 に 行く 。 ね ずみ 
: 男 が すぐ に 魂 を 抜 
: か れ て し まう の は 
: 原作 の まま 。 


























演出 信明 比 正行 脚本 急 辻 真 先 作画 監督 信 我 麦 宏 








【 第 049 話 】 


大 独 


1968 年 12 月 8 日 放映 


0 


STORY 
Bb、 
化け 狐 た ちの ささ や か な 望み 


地下 の 工事 現場 か ら 大 藤 の 水 が 噴 出す る 事故 が 発生 。 人 間 た 
ち が 調 査 の た め 洞 窟 に 入る と 、 細 火 が 現れ て 化 か され る 。 そ 

















【 第 050 話 


妖怪 関ヶ原 


1968 年 12 月 15 日 放映 


9 


STORY 
hb、 人 
鬼太郎 も 目玉 お や じ も ガマ ガエル に な る !? 


ね ずみ 男 は 、 あ る 沼 で 出会っ た カエ ル に だ まさ れ て 封印 を と き 、 
身代わり に カエ ル に 変身 し て し まう 。 カ エル の 姿 か ら 復 活 し た 








こ は 妖 狐 の 巣 で 、 狐 た ち は 住 みか を 荒らす 工事 を 止め よう と 

し て いた の だ 。 だ が 工事 を 強行 し た た め 、 再び 事故 が 発生 する 。 
鬼太郎 は 地下 へ 向かい 、 妖狐 の 親玉 ・ 天 狐 に 会 いた いと 頼む が 、 
ONIMIOIIRSRRIESRR 
の 攻撃 を 消し 止め た 。 そ こ に 天 狐 が 現れ た の で 、 鬼 太郎 は 地 

下 を 人 間 に 少 し 明け 渡し て まし いと 交渉 。 5 は 人 間 た ちの 

侵略 に 加え 、 人 間 が 稲荷 を 散 わ な く な っ た た め 怒 っ て いた と 

いう 。 鬼太郎 は 人 間 に 供え 物 を する よう 伝え た 。 


妖怪 ・ 邪 漂 は 、 元 に 戻り た けれ ば 身代わり を 探せ と いう 。 そこ 
で 今度 は ね ずみ 男 が 鬼太郎 を だ まし 、 封 印 を 解 か せ て 身代わり 
に する 。 そ こ で 凶悪 妖怪 ・ 邪 克 の 復活 を 知っ た 目玉 お や じ は 
邪 魅 退治 の た め 鬼 太郎 の 身代わり NSR だ が 、 鬼 太 
郎 は 邪 魅 の 吐く “毒気 "に 操 ら れ 、 手 下 に な っ て し まっ た 。 目 
BE が PP 人 あの 
元 に 向かっ た 。 そ し て ガマ 仙人 は 邪 和 光 を 封じ る た め 、 み ず か ら 
作り 出す 異 次 元 世 界 「 妖 怪 関 ヶ 原 ] に 鬼太郎 を 誘い 込む 。 


| 原作 | 
1 1 
| 妖怪 関ヶ原 ] が 
原作 。 は じ め に ね : 
) ずみ 男 が ガマ の 持 : 
! 印 を 解く シー ン は : 
: な く 、 直 接 鬼 太郎 
: が 解い て いる 。 ほ ! 
: か の 部 分 は 原作 と : 
i ア ニ メ は 同じ 。 























原作 | 
1 cc 1 
i「 天 狐 ] で は 、 空 狐 : 
: 代表 の “ 九 尾 の 狐 ": 
と 鬼太郎 が 戦う 。: 
指 鉄砲 を 使い 鬼 太 : 
郎 が 騰 つ が 負け を : 
認め ず 、 天 狐 が 出 : 
i て く る と こ ろ は 同 
! 人 2 | 








ID 演出 多 新 田 義 方 脚本 念 辻 真 先 作画 監督 久生 頼 昭 意 














ーーーーーーーーーーー 一 [第 051 話 第 052 話 
穴 ぐ ら 入 道 吸血 妖怪 団 
1968 年 12 月 22 日 放映 1968 年 12 月 29 日 放映 
》 り 
STORY STORY 
Bo、 ho、 


人 間 を 改心 させ る 効き 目 バ ツ グ ン “良心 カビ " 
縁日 で 商売 を する ね ずみ 男 は 、 商 売 敵 の 暴力 団 ・ マ ン ガ ー 家 
に わ れる 。 そ の 場 は 衝 太 郎 に 撃退 され た マン ガー 家 だ が 、 
今度 は ね ずみ 男 を 利用 し 、 妖 怪 の 見 せ 物 で 稼ご うと 思い つい 
た 。 ね ずみ 男 は この 話 に 乗り 、 お と な し い 妖 怪 ・ 穴 ぐら 入道 
を 捕まえ に 行く 。 し か し な か な か うま くい か ず 、 親 分 は 役 に 
立た な い 子 分 を 叱り 飛ば し て 、 み ず か ら 穴 に 入っ て いっ た 。 
事態 を 知っ た 鬼太郎 は 一 家 を 説得 する が 、 彼 ら は 聞く 了 芽 を 持 


鬼太郎 が ミイ ラ に な っ ちゃ っ た ! 


小 和 釜 原 に 数 千年 生息 する 吸血 妖怪 樹 は 、 か つて の 力 を 取り 戻 
す た め に 妖怪 の 血 を 欲し て いた 。 その 仲間 の ドラ キュ ラ は 、 
世界 の 吸血 妖怪 た ち を 集め “吸血 妖怪 団 " を 組織 。 恐山 に あ 
る 妖怪 血液 銀行 で 血 を 盗む た め に 、 ま ず は じゃ まな 鬼太郎 を 
始末 し よう と する 。 鬼太郎 は そ を の ワナ に は まり 、 吸 血 妖怪 綿 
に 血 を 吸わ れ ミ イラ に な っ て し まっ た 。 一 方 危機 を 知っ た 日 
玉 お や じ た ち は 、 恐 山 で 吸血 妖怪 た ちと 戦う が 、 奮 闘 む な し 




























































































と うと も し な い 。 そこで 目玉 お や じ は 、 吸 うと 悪事 が で き な く 自 を 盗ま れる 。 し か し 、 そ の 戦い で 捕らえ た 吸血 妖怪 の 血 
く な る 良心 カビ ” を 彼ら に 吸わ せよ うと 提案 。 穴 ぐら 入道 を 鬼太郎 に 輸血 し 、 見 太郎 を 復活 させ る こと に 成功 。 鬼 太郎 
を 連れ 出 そ う と する 一 家 に 、 良 心 カ ビ を 振り まい た 。 と 仲間 た ち VS 吸 血 妖 怪 団 の 、 小 筐 原 決戦 が 始ま っ た 。 














原作 
hb、 1 
「 穴 ぐら 入道 ] を ほ : 
ぼ 皿 実に 再現 し て : 
: い る 。 だ 着 も し ね すう 


原作 。 : 

Bb、 ! 
ji 血 戦 小笠 原 ] が : 
! 原作 。 原 作 で は 吸 : 
i 血 樹 を 焼き 払っ た : 












































! み 男 は 原作 に は 登 : : 後 、 吸 血 樹 の 左 が : 
! 場 せ ず 、 穴 ぐら 入 : : 群れ で 復活 する 。! 
: 道 の 危機 を コ オ ロ !: MA 
: ギ が 鬼太郎 に 知ら ! : り 虫 を 連れ て き ! 

に くる 。 で 、 MWL 


演出 人 山口 康男 脚本 欠 鈴 樹 三 千 夫 作画 監督 久我 考 宏 
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【 第 053 話 】 


尾 大 統 人 


ゅ 


STORY 
PP デ 


浦島 太郎 の “老化 の 煙 ” が 世界 を 減 ぼ す !? 
鬼太郎 は 浦島 太郎 の 子孫 ・ 浦 島 子 太郎 博士 か ら “人 類 老化 の 
煙 *” の 入っ た 玉手 箱 を 、 人 間 の 手 の 届か な い 直 所 に 捨て て は 
し いと 頼ま れる 。 と ころ が 帰り 道 に 供 眠 術 を か けら れ 、 玉 手 
箱 を 盗ま て れ て し まっ た 。 鬼太郎 は 妖気 を 追い 、 犯 人 の 妖怪 ・ 
こう も り 獲 を 追い 詰め て 事件 を 裏 で 操る 妖怪 ・ 葬 頭 河 婆 の 存 
在 を 知る 。 と ころ が 隙 を つか れ 、 玉 手箱 と 目玉 お や じ を 礁 わ 
れ て し まっ た 。 昨 太郎 は 追跡 し て 洞穴 に 入っ た も の の 、 葬 頭 
河 疲 に 簡単 に コン クリ ー に され て し まう 。 し か し 邊 太 
郎 は そこ に 残し た ちゃ ん ちゃ ん こ で ね ずみ 男 を 操 っ て 洞穴 内 
で 玉手 箱 を 開け させ 、 葬 頭 河 婆 と こう も り 独 を 追い 詰め る 。 


: 硫 作  : 
H Bd 
i「 妖怪 大 統領 」 で : 
: は 、 砂 か け 疲 、 子 : 
! 泣 き 釣ら も 玉手 箱 : 
! の 煙 で 者 いて し ま : 
! う 。 解決 後 は 浦島 
博士 の 家 で みん な 
「 ラ イス カレ ー] 
: を 食べ て いた 。 : 















































演出 久山 口 康男 脚本 人 小沢 洋 作画 監督 代 細 田 雄 
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【 第 054 話 】 


妖怪 ラリ ー 
1969 年 1 月 12 日 放映 


0 


STORY 
ho、 人 


ラリ ー 勝 負 で 日 本 を 守れ ! 

妖怪 ラリ ー 大 会 を 開い て 、 そ の 映像 を TV に 売る こと で 金 儲 
け を 思い つい た ね ずみ 男 。 佐 渡 ヶ 島 を 賞品 に 、 世 界 の 妖怪 を 
出場 者 と し て 呼び 集め た 。 そ し て 鬼太郎 は 渡島 を 守る た 
め 、 レ ー ス に 参加 する こと に 。 し か し 目玉 お や じ が スタ ー ト 
前 に 、 鬼 太郎 の 妖怪 自動 車 を 変 に いじ くり 回 し た た め 、 夏 障 
し て 出遅れ て し まう 。 レ ー ス は すす み 、 ほ か の 妖怪 た ち は 攻 
撃 し 合い な が ら ト ッ プ 争い を し て いた 。 し か し 徐々 に 詰 
寄っ て きた 鬼太郎 を 見 て 、 鬼 太郎 を 妨害 し 、 優 勝 賞品 の 領土 
を 山分け し よう と 協力 し 始め る 。 鬼太郎 は 行く 手 を 阻む 妖怪 
た ち を 蹴 散 らし な が ら 、 ゴ ー ル に 向かっ て 突き 進ん で いく 。 


原作 

1 ko 

| 妖怪 ラリ ー] で は 、) 
i 本 来 は レー ス を 和楽: 
! し む 「 妖 怪 ラリ ー] ! 
: が 、 西 洋 妖怪 と 提 大 | 
| 郎 の ケン カ で 、 優勝! 
「 者 の 命令 を 聞く と 
: い う ル ー ル に 変更 
! され る 。 
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【 第 056 話 








攻 公 宅 羽 衝 現 


了 


STORY 
鬼太郎 の 今度 の 相手 は “恐竜” だ !? 


鬼太郎 と ね ずみ 男 は 、 子 ども た ちの 行方 不明 事件 が 頻発 
ある 村 を 訪れ る 。 村 人 は 子ども た ちの 捜索 で 、 み ん な 0 
に 出 て いた 。 そこで 鬼太郎 も う 山 に 向かい 、 誘 拐 きれ て 魂 を 抜 
か れ た 子ども た ち を 発見 。 そ の 犯人 を 探し て いる と 、 山 奥 の 
神社 に 妖怪 ・ 毛 羽毛 現 が 現れ る 。 毛羽 毛 現 は 化石 に な っ た 恐 
竜 を 蘇ら せる た め に 、 子 ども た ちの 魂 を 抜い て 化石 に 入れ て 
いた 。 人間 の 文明 が 気に入ら な い 毛 羽毛 現 は 、 世 界 を 古代 の 
姿 に 戻 そ を うと し た の だ 。 子 See め 寄 る 各 太 郎 
を 得 9b た 8 意 が 毛羽 毛 現 の 命令 で 細 っ て くる 。 鬼太郎 は 
苦戦 の 末 、 毛 羽毛 現 を 捕獲 し 、 子ども た ちの 魂 を 取り 返 攻 し だ 8 


原作 
| |[ 毛 騙 毛 現 」 でも: 
| : 催 眠 術 を 使っ て 毛 : 
羽毛 現 を 倒す と こ : 
ろ な ど は 同じ 。 ち : 
な み に 毛 羽毛 現 の : 
| ズー ズ 一 弁 は 、 ア : 
i ニ メオ リ ジ ナ ル の : 


ヨル 


! 設定 c 




































































































































































演出 欠 西 沢 信孝 脚本 信 辻 真 先 作画 監督 今田 島 実 





磯 女 


1969 年 1 月 26 日 放映 


い 


STORY 
デー 


磁 女 の テリ トリ ー に 入る と 呪い が 振り か か る 
立ち 入り 禁止 の 岬 で 釣り を し て いた 男 が 、 磯 女 に きら われ た 。 
知ら せ を 受け た 此 太 郎 た ち は 、 岬 で 目玉 お や じ と と も に 海中 を 
探る 。 す る と 磯 女 が 現れ 、 人 間 に 味 方 する 鬼太郎 を 攻撃 し て き 
た 。 そ の 場 に いた ね ずみ 男 は 海 へ 落ち 、 磯 女 に きら われ て し ま 
う 。 住み か に 連れ 込ま れ た ね ずみ 男 は 、 保 身 の た め 磯 女 の 赤 ん 
坊 の 子守 り を 始め る 。 一 方 、 赤 ん 坊 に 海 の 中 に 誘い こま れ た 鬼 
太郎 は 、 タ コツ ボ に 入れ られ る が 、 何 と か 自力 で 脱出 。 赤 ん 坊 
と 対 財 す る も 、 知 み 込 まれ て し まう 。 と ころ が 赤ん坊 の 腹 は ど 
ん どん 肥大 化 。 磯 女 は 破裂 し な いよ うに 抑え つけ る が 、 や が て 
妖力 を 使い きり 、 2 人 と も 石 に な っ て し まっ た 。 



































: 硬 作 
H cd ま 1 
i「 磯 女 ] で は 、 移 : 
i 太郎 が 赤ん坊 に 耕 
1 み 込ま れ た 彼 、 空 ! 
i 気 ポ ンプ の 術 ” と 
: いう 技 で 赤ん坊 の 
! 腹 を 破裂 させ て 、 
i 磯 女 ご と 粉々 に し 
: て し まう 。 





演出 人 古沢 日 出 夫 脚本 人 小沢 洋 作画 監督 代 昆 進 








演出 人 設楽 二 脚本 人 





演出 人 宮崎 一 脚本 念 雪 室 俊一 


ドー2 
で 


で 





【 第 057 話 ] 


隊形 魔法 


1969 年 2 月 2 日 放映 


0 


STORY 
の デ デ 
鬼太郎 、 若 さ を 吸い 取ら れ 老 人 に な る ! 


沖縄 か ら ト ラジ と いう 少年 が 、 鬼 太郎 の 家 を 訪ね て きた 。 村 
の 若者 が みん な 、 魔 法 で 姿 が 見 えな い 妖 怪 に 若き を 吸い 取ら 
れ て 困っ て いる と いう 。 退治 に 行っ た 鬼太郎 も る も 、 や は り 姿 の 
見 えな い 敵 に 苦戦 し 、 若 さ を 吸 い 取 られ る 。 そ こ で 鬼太郎 は 
一 計 を 委 じ 、 口 か ら 毒 ガス を 吐き 、 敵 の 周り に ハエ を 集め た 。 
そし て ハエ が 集まり 敵 の 姿 が 見 える よう に な る と 、 そ れ は 巨 
大 な 妖怪 ・ ぬ っ べら ぼう だ っ た 。 そ の ハエ に 集まっ た 小鳥 に 
突 か れ て 血 を 流し た ぬっ ぺら ぼう は 、 ヒ ル の 大 群 に 吸い つか 
れ て 倒れ る 。 鬼太郎 は ぬっ べら ぼう の 住み か か ら 若 き の エ キ 
ス が 入っ た つぼ を 春 い 、 村 の 人 々 と と も に 若き を 取り 戻し た 。 
原作 


! Io 1 
: 朝鮮 魔法 | が 原 : 
: 作 。 沖 縄 で は な く 朝 : 
: 鮮 か ら 老 化し た 少 

: 年 が や っ て き て 、 妖 : 
: 怪 退 治 を 頼ま れる 。! 
: 倒し 方 な ど 、 残 り の : 
! シー ン は 原作 を は ほ : 
! ほ 実 再現 。  : 






























































TEOB 拉 





だ る ま 


1969 年 2 月 16 日 放映 


人 


STORY 
アー 
アパ ー ト 乗っ 取り を 企む だ る ま と 対 決 


“4” の つく 部 屋 や モノ に 住ん で いた 妖怪 が 、 縁 起 を 担 が な く 
な っ た 人 間 に 住み か を 奪わ れ て 困っ て いる と いう 。 そ ん な な か 、 
4 の つく 下駄 箱 な どか ら 、 大 量 の 子 だ る ま が 転 が り 出 て くる 事 
件 が 発生 。 ね ずみ 男 は 癌 題 解決 の た め 、 ビ ル の 4 階 に 見 つけ た 
妖怪 住宅 問題 相談 所 に 行こ うと する 。 し か し 、 な ぜ か 4 階 に た 
どり つか な い 。 管理 人 が 言う に は 、 な い は ず の 4 階 を 大 金 に 釣 
られ て 妖怪 ・ だ る ま に 貸 し 、 そ れ 以 来 ア パー ト に 妖怪 が 住み つ 
いて 了 困っ て いる と の こと 。 鬼太郎 は 妖怪 た ち を タバ コ の 煙 で い 
ぶり だ し 、 だ る ま と 対 決 。 大 量 の 子 だ る ま の 中 か ら だ る ま の 心 
臓 を 見 つけ 出す と 、 だ る ま は 手 も 足 も 出 ず 隆 参 し た 。 


硬 作 
6 Ne H 
[だ る ま 」 が 原作 。: 
: 革 場 の 霊気 を 吸い : 
: に 来 て いた 鬼太郎 : 
! が 、 ビ ル の 管理 人 ! 
: の 会 話 を 聞き 、 妖 : 
: 怪 ・ だ る ま 退 治 を : 
みずから 買っ て 出 : 
! る 。 | 




















作画 監督 久 岡 田 敏 靖 





ge ge geno 


soyoLASON 1 





第 059 話 ーーーーーーーーー 一 


ーーーーーーーーー 第 060 話 





【 第 058 話 】 


お ぼろ ぐる ま 


1969 年 2 月 9 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


鬼太郎 が 水木 の 家 に や っ て きた !? 

漫画 家 ・ 水 木 し げ る の 前 に 提 太 郎 が 現れ 、 興 奪 し た 水木 は 鬼 
太郎 を 家 に 招待 する 。 ち ょ うど その 日 、 不 思 議 な 大 嵐 「 怪 気 
象 ] に 街 が 包み 込ま れ 、 一 日 で 街 は 妖怪 に 支配 され て し まっ た 
そし て 公 気 象 の 中 心 に ある 水木 家 に 、 妖 侍 総理 大 臣 を 名 乗る 
ぐ わ ご ぜ を は じ め 、 多 く の 妖 怪 た ち が 入 り 込 ん で くる 。 太 
郎 は 怪 気象 の 原因 を 暴 こ うと する が 、 怪 気象 を 作り 出し て い 
た 妖怪 ・ 騰 車 の 光線 を 浴び て 石 に され る 。 し か し 鬼太郎 は 、 
石 に な っ た まま 膜 車 を 攻撃 。 さ きら に ぐ わ ご ぜ に 食わ れ た 目玉 
お や じゃ 、 逆 に ぐ わ ご ぜ を 操っ て 鬼太郎 に 協力 。 騰 車 を 退治 し 、 
怪 気象 を 吹き 飛ば すこ と に 成功 し た 。 
































原作 

W ーー ! 
i「 騰 車 」 で は ぐ わ ご 
! ぜ に 春 まれ た 月 
「 お や じ が 体 を 乗っ : 
i 取 り 、 妖 気 定着 装 ! 
: 置 を 逆 に 回 す 。 そ 
「 れ に より 怪 気象 を ! 
! 地上 か ら 離 し 、 事 : 
! 件 は 解決 する 。  : 











pl 


























演出 多 勝 問 田 具 治 脚本 久 辻 真 先 作画 監督 氏 落 合 道 正 








位 地 大 
コム た 
1969 年 2 月 23 日 放映 


9 


STORY 
hb、 
「 笠 地蔵 」 の ゲゲゲ バー ジョ ン 


88 の 妖怪 を 倒し た た め 、 悪 霊 に と り 温 か れ た 鬼太郎 は 、 治 療 
の た め 東 北 に 向かう 。 そ こ で 座敷 童子 に 会 い 、 そ の 地方 に 一 
軒 だ け 、 幸 福 を 呼ぶ は ず の 座敷 章子 を 招き 入れ な い 老 夫婦 が 
いる こと を 知っ た 。 鬼太郎 が 理由 を 尋ね る と 、 招 し すぎ て 座 
敷 章子 を 歓迎 で き な い か ら だ と いう 。 だ が その 日 は 内 職 で 仕 
ト 上 げた 笠 を 売る の で 、 よ う や く 迎 えら れる と いう の だ 。 と こ 
ろ が 結局 ひと つも 笠 は 売れ ず 、 寒 そう な お 地蔵 さま に 被せ て 
あげ て か ら 帰 宅 し て きた 。 話 を 聞い た 鬼太郎 は 仲間 た ちと 壇 
カカ し て 、 こ っ そり 老夫婦 に 食べ 物 を 届け る 。 老 夫婦 は 、 お 地 
蔵 様 の お か げ で 座敷 童子 を 歓迎 で きる 、 と 喜ぶ の だ っ た 。 
原作 

6 
i「 釜 地蔵 ] が 原作 。! 
! 元太郎 が 主体 の 話 : 
) で は な く 、 ざ し き : 
わら し と 老夫婦 が : 
| [中 心 の 、 い わ め ゆる: 
! メ ジャ ー な 民話 | 
i| 邊 地蔵 ] に 近い ! 
! 語 に な っ て いる 。 
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【 第 061 話 


後 神 
1969 年 3 月 2 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 


寂し が り 屋 の 後 神 で も 、 人 を 食う の は NG で す 
過 太 は ある 祭り で サボ テン を 買っ た 翌朝 、 行 方 不明 に な っ て 
し ま う 。 衝 太 郎 と ね ずみ 男 が 凡 太 の 家 に 行く と 、 ほ か の 家族 
た か 2 人 が 様子 を 探る た め に 家 に 泊まる と 、 サ ボ 

不思議 な 花 が 咲き 、 そ れ が 移 太 郎 を 奉 み 込ん で し まう 。 
和 2 NSCA 後 神 が 現れ た 。 後 
神 は 妖怪 サボ テン と 手 を 組ん で 、 凡 太 の 家 を 乗っ 取 ろ うと し 
て いた の だ 。 彼 太郎 は 指 鉄 区 を 使っ て サボ テン か ら 脱 出 。 後 
神 を ちゃ ん ちゃ ん こ で 締め る と 、 後 神 は 雷 に 打 た れ て 消え て 
し まっ た 。 和 披 太 郎 は 凡 太 た ち に 後 神 は ひと り で 寂し か っ た の 
だ と 説明 し 、 後 神 を 祭っ た 社 を 大 切 に する よう に 伝え た 。 


原作 
1 < H 
i「 後 神 」 に ほぼ 同 : 
: じ 。 た だ し ね ずみ 
! 男 は 登場 せ ず 、 日 : 
! 下 お や じ は 後 神 に 
i 釘 で 打ち 付け ら ! 
| れ 、 動け な く な る 。: 
後 神 を 祭っ た 神社 : 
: な ど は 登場 し な い 。: 








wi 





演出 念 古沢 日 出 夫 脚本 念 小沢 洋 作画 監督 久 鍋 島 厚 継 








【 第 062 話 】 


1 N3 
海 じ じい 
1969 年 3 月 9 日 放映 


ゅ 


STORY 
の デ 
育 中 に と り 少 く ク ラ ゲ 妖 怪 が 現れ た ! 


海 で 洒 れ る 与太郎 を 助け た 朱 太 郎 。 偶 然 病 院 で ね ずみ 男 に 
会 っ た 与太郎 の 母 は 、 息 子 が あれ 以来 具合 が 悪い 、 と ね ずみ 
男 に 話す 。 ク ラ ゲ の 妖怪 ・ 海 菊 が と り 遇 いた せい だ と 知っ た 
ね ずみ 男 は 、 金 も うけ の た め に 、 海 爺 を 追い 出す イン チキ 呪 
文 を 教え ん る 。 す る と な ぜ か 呪文 が 効き 、 海 爺 は 今度 は ね ずみ 
男 に と り 皿 いた 。 各 太 郎 が 、 海 爺 が 苦手 と する 三 杯 酢 を ね ず 
み 男 に 飲ま せる と 、 今 度 は 海 爺 が 鬼太郎 に と り 居 く 。 鬼太郎 
は 海 爺 を 弱 ら せる た め 、 三 杯 酢 の 池 に 飛び 込ん だ 。 上 鬼太郎 は 
弱っ た 海 爺 か ら 、 体 電 気 を 使っ て 脱出 する 。 し か し 海 爺 は 双 
りな が ら ゃ も 、 妖 力 で 池 を 塩水 に し て 復活 し て きた 。 


原作 
で m デ 


! 鬼太郎 以外 の 水木 ! 
: 作 品 『 海 じじ い ] 
: は 、 イ ンチ キ 呪 文 : 
: で 海 爺 が ね ずみ 男 : 
: に 乗り 移っ て 終わ : 
! る 。 鬼 太郎 以外 に : 
! 原作 を 求め た 初 の } 
エピ ソー ド 。 
































演出 人 高 如 勲 脚本 久 雪 宝 偽 一 作画 監督 人 落合 道 正 
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な ま は げ 


1969 年 3 月 16 日 放映 


ゅ 


STORY 
bb、 
な ま は げに 顔 を 奪わ れ た 青年 の 不運 な 一 日 


妖怪 を 信じ な い 青 年 ・ 東 が 社 の 中 を 開け る と 、 な ま は げ の 面 が 
あっ た 。 そ こ で 、 東 は 無知 な 人 間 を だ まそ う ゃ 。 面 を 被っ て 披 
太郎 や 村人 を 鳩 か し て いた 。 す る と 和敬 いた 拍子 に 、 六 平 し いき 
全 死ん で し まう 。 慌 て た 東 が 面 を 外す と 、 東 は 顔 も な ま は げ 
に な っ て し まっ て いた 。 そ の 夜 、 鬼 太郎 が 昼間 に 会 っ た な ま は 
げ が 気 に な り 村 へ 行く と 、 東 が 村人 に 追わ れ て いた 。 鬼太郎 は 
東 を か ば い 、 一 緒 に 村人 に 捕らえ られ て し まう 。 そ こ に 死ん だ 
は ず の 六 平 が 現れ た 。 昼間 に 死 ん だ 六 平 は 、 本 物 の な ま は げ が 
化け て いた の だ 。 東 の 顔 を 取り 返 を うと 、 な ま は ば げ を 追う 鬼 太 
郎 。 つ り 橋 で な ま は げに 東 の 面 を 落と させ 、 顔 を 取り 返す 。 
: 屋 作  : 
so 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
: 作品 「 な ま は げ ] : 
! は 、 片 田谷 の イン ! 
: テ リ が な ま は げ の : 
i 面 を か ぶり 、 人 々 : 
| を 驚か し て いた ら ! 
: な ま は げ の 顔 に : 
「 な っ て し まう 語 。: 
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演出 宮崎 一 


陰 歴 維 鬼 


1969 年 3 月 23 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
死体 を 操る 座る べき 妖怪 ・ 陰 摩 羅 鬼 が 登場 ! 


恋人 ・ 産 子 の 中 に 妖怪 が 入り 込ん だ と 、 青 年 ・ 哲 夫 が 鬼太郎 
に 相談 に くる 。 と ころ が 入れ 條 い に 啓子 が 鬼太郎 の 家 に 現れ 、 
妖怪 は 倒し た か ら と 大 金 を 渡し て きた 。 そ の 夜 、 不 審 に 思 
た 上 擬 太 郎 が 見 張っ て いる と 、 茂 子 が 哲夫 の 首 を 絞め は じ め る 。 
じつは 、 す で に 侯 子 は 死亡 し 、 陰 摩 維 鬼 に 操 ら れ て いた の だ 。 
鬼太郎 は 陰 摩 比 披 を 妖術 で 紙 に 封じ 込め 、 燃 や し て 退治 し た 。 
と ころ が その 夜 、 誤 っ て 眠り 薬 を 飲ん だ 鬼太郎 は 、 魂 と 体 を 
分 離さ せ て 難 を 逃れ て いた 陰 摩 弟 鬼 に 身体 を 乗っ 取ら れ て し 
まう 。 そ こ で 鬼太郎 は 、 自 分 の 魂 に 入っ て いた 眠り 薬 を 陰 摩 
雑 鬼 に 流し 込ん で 眠ら せ 、 再 び 退 治す る こと に 成功 し た 。 
原作 
H 1 
i| 陰 摩 抑 ] で は 鬼 : 
| ! 太 郎 は 身体 を 乗っ ! 
1 : 取ら れず 、 稚 麻 旧 : 
| | | は ね ずる 男 に 乗っ : 
i 取ら れる 。 ま た 、 ア 
: ニ メ で は 見 られ な 
| い 見 大 郎 の 映 畑 


本 ン も 登場 。 
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【 第 065 話 】 





妖怪 ほう こう 
1969 年 3 月 30 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 


古木 が 化け た 漬物 好き の 妖怪 が 鬼太郎 を 襲う ! 

村 で 大 根 が 大 量 に 盗ま れん た た め 、 衝 太 郎 は 現地 へ 向かう 。 し 
か し 鬼太郎 の 人 気 を 始 ん だ ね ずみ 男 が 鬼太郎 を る 殴り 倒し 、 自 
分 が 代わ り に 犯人 を 的 し に 行っ て し まう 。 そ こ に 大 根 泥棒 の 
犯人 ・ 杉 山 が 現れ 、 ね ずみ 男 を そそ の か し て 盗み を 手伝わ せる 。 
鬼太郎 は 回 復 し て 村 に 向かう が 、 ね ずみ 男 と 杉山 に は め ら れ 、 
毒 を 食らい 漬物 に され て し まう 。 杉山 の 正体 は 漬物 好き の 妖 
怪 ・ ほ うこ うだ っ た 。 目玉 お や じ は 鬼太郎 を 助け よう と 濱 物 
の 樺 へ 。 そ し て ね ずみ 男 は 、 ほ うこ う を 消し 去る べく 注 物 小 
屋 に 火 を つけ る 。 し か し ほう こう は 小屋 か ら 脱 出 。 復活 し た 
鬼太郎 と ほう こう の 、 激 し い 戦 い が 始ま っ た 。 












































く 第 1 部 > を まとめ て 観る な ら コ レ ! 





IT 原作 = 
[ほう こう Je は 、 | ps 
の 鬼太郎 は 十 物 に さき: 77 め 上 太郎 
れる が 、 目 玉 お や : 














| じ が 鬼太郎 を 助け : 
: る た め に 持っ て き : 


ゲゲゲ の 鬼太郎 第 1 シリ ー ズ 1968DVD-BOX 
ゲゲゲ BOXGO0's 





! た 消 し で 、: 全 65 話 を 完全 パッ ケー ジ ソ フ ト 化 。 描き 下ろ レイ ラス ト 入り 送 華 ポッ 
較 : 元 の 美 に 戻る こと : クス に 当時 の 貴重 な 資料 を 収録 し た ブッ クレ ッ ト を 収納 。 特 典 映像 
中 i が で きる 。 も 満載 ! 完全 予約 制 の 限定 生産 で 11 枚 組 \45.150。BOX70's 


と の 2 セッ ト で \78,750。 
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放映 タイ トル 


放映 タイ トル 
































































































































































































































68.1/3 | 1 | お ば け ナ イタ ー さら 小僧 
1/10 2 | 夜叉 9/1 こま 妖怪 
1/17 3 | 妖怪 城 ダイ ヤ モ ン ド 妖 怪 
1/24 4 | 吸血 上 鬼 ラ ・ セ ー ヌ 手 の 目 

1/31 5 | 大 海獣 (前 編 ) 9/22 | 38| お り た た み 入 道 
2/7 6 | 大 海獣 (後編 ) 妖怪 軍団 
2/14 7 | ゆう れい 電車 お べべ 沼 の 妖怪 
2/21 8 | 鐘 代 ば け 猪 

2/28 9 | 見 上 げ 入 道 人 食い 島 

3/6 10 | 妖怪 大 戦争 (前 編 ) ひで り が み 
3/13 | 11 | 妖怪 大 戦争 (後編 ) げた 合戦 
3/20 | 12 | 妖怪 ぬら り ひ ょ ん 11/10 | 45 | の っ ぺら ぼう 
3/27 | 13 | 地 鍼 流し 11/17 | 46 | うぶ め 

4/7 14 | 水 席 11/24 | 47| 天 邪 昨 

4/14 15 | 吸血 鬼 エ リー ト ( 前 編 ) 12/1 48 | 雪 ん 子 

4/21 | 16 | 吸血鬼 エ リー ト (後編 ) 12/8 | 49| 天 狐 

4/28 | 17 | 猫 仙 人 12/15 | 50| 妖怪 関ヶ原 
5/5 18 | 魔女 人 形 12/22 | 51| 穴 ぐ ら 入 道 
5/12 | 19 | 吸血 木 12/29 | 52 | 吸血 妖怪 団 
5/19 | 20 | 猫娘 と ね ずみ 男 69.1/5 | 53 | 妖怪 大 統領 
5/26 | 21 | 妖怪 獣 (前 編 ) 1/12 | 54| 妖怪 ラリ ー 
6/2 22 | 妖怪 獣 (後編 ) 1/19 55 | 妖怪 毛羽 毛 現 
6/9 23 | 峠 の 妖怪 1/26 | 56| 磯 女 

6/16 | 24 | 坊 2/2 57 | 隠 形 魔法 
6/23 | 25 | 電気 妖怪 2/9 58 | お ぼろ ぐる ま 
6/30 | 26 | 海 座頭 2/16 | 59| だ る ま 

7/7 27 | お どろ お どろ 2/23 | 60| 釜 地蔵 

7/14 | 28 | まく ら 返 し 3/2 61 | 後 神 

7/21 | 29 1 鏡 合 3/9 62 | 海 じ じい 
7/28 | 30 | 悪魔 ベリ アル 3/16 | 63 | な ま は げ 
8/4 31 | も うり ょ う 3/23 | 64| 陰 摩 比 鬼 
8/11 | 32 | 妖 花 3/30 | 65| 妖怪 ほう こう 
8/18 | 33 | さ ぎ ぇ 鬼 % 
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第 1 部 ・ 第 2 部 | 鬼太郎 役 


- 野沢 雅子 インタ ビュー 


今 で も た ん た ん 功 と 戦っ てい 


双 1 部 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 が 始ま っ た の は 、1968 年 。 数 々 の アニ 
作品 で ヒッ ト を 連発 し て いる 野沢 雅子 さん に と っ て も 、 こ れ が シリ ー 
スズ 物 で は 初 の 主演 作品 だ っ た と いう 。 す で に 40 年 近く 経っ て いる 
に も か か わら ず 、 驚 く ほ ど 鮮 明 に 当時 の こと を 語っ て くだ さっ た 。 














PROFILE 
: の ざわ まさ こ 東京 都 出 
) 身 。 舞 台 女 優 ・ 声 優 。 声 
: 優 と し て の 代表 作 は 『 ど 
i 根性 ガエル (ひろ し 役 ) 」 
。 ! 「 銀 河 鉄道 999( 星 野 鉄 
i 郎 役 )] 「 ド ラゴン ボー ル ! 
i (孫悟空 ほか 役 )」 な ど 。! | 
i 劇団 ムー ン ラ イト 主宰 。 
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録音 中 に 心臓 が 止ま る か と 


鬼太郎 ファ ミリ ー は 最初 か ら 
も う 「 フ ァ ミ リー| だ っ た ん で す 


野沢 さん に と っ て 、 こ の 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 』 の 第 1 部 が シリ ー ズ も の 
の 初 主演 と いう こと で す が 、 ど ん な お 気持 ち で し た か ? 


当時 の 私 は 、 単 発 で の 主演 は ご ざい まし た が 、 シ リー ズ も の で の 主 
演 作 品 は 初め て で で し た 。 オ ー デ ィ シ ョ ン の お 話 を いた だ き 、 受 か っ た 
時 は 、 嬉 し か っ た で す 。 





初 の 顔合わせ か ら 、 第 1 …2 部 合わ せ て (プラ ンク 含め ) 5 年 近く の 
お 付き 合い に な る わけ で す が 、 現 場 の 款 囲 気 は いか が で し た か ? 


これ が ね 、 と て も や りや すか っ た ん で す よ 。 い い 環 境 で し た 。 な ぜ か 
と いえ ば 、 メ イン の 3 人 が も と も と 同じ 劇団 だ っ た ん で す 。 大 塚 さん 
(大 塚 周夫 : ね ずみ 男役 ) と 田 の 中 さん ( 田 の 中 勇 : 目 玉 お や じ 役 ) 
は も う 劇 団 は 辞め て いら し た の で す が 、 同 じ 舞 台 も 何 度 も 経験 し て 
いた 仲間 で し た か ら ね 。 舞 台 の 場合 だ と 、 ひ と つの 作品 を 創る まで 
に 長い 間 「 稽 古 ] が ある わけ じゃ な いで すか 。 そ うい う も の を 何 度 も 
超え て きた 仲間 で し た か ら 、 最 初 か ら 息 は ピッ タリ だ っ た ん で す よ 。 
鬼太郎 ファ ミリ ー は 、 最 
初 か ら も う 「 フ ァ ミ リー」 
だ っ た ん で す ( 笑 ) 。 

『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] と い 
う 作 品 の 初 の アニ メ 化 と 
は いっ て も 、 そ うい う 慣 れ 
親しん だ 環境 だ っ た こと 
も あり 、 演 じ る うえ で の 
「 迷 い 」 と か は 一 切 あ り ま 
せん で し た 。 も と も と 私 は 自分 の 役 に 対 し て 、「 ど ん な 声 な の か な 」 
「 ど ん な キャ ラク ター な の か な 」 と いう 迷い を 持っ た こと が 、 今 まで 一 
回 も な いん で す 。 現場 で スタ ジオ に 入っ て 初め て 絵 を 見 て 、 マ イク 
の 前 に 行く 問 に フウ ッ と ( 役 に ) 入る ん で す よ 。 それで ワッ と 出 た た 最 
初 の ひと 言 に 対し て 、 今 の と ころ プロ デュ ー サ ー さ ん と か 原作 者 さ 
ん と か 、 デ ィ レ クタ ー さ ん に 「 ち ょ っ と 違う ね 」 と 言わ れ た こと が 一 回 
も な いん で す 。 だ か ら 、 今 の と ころ は それ で いい の か な と 思っ て いま 
す 。 た ぶん これ か ら も 、 そ うな ん じゃ な いか と 思い ます 。 

周り の 皆さん は 勉強 家 で すか ら 、 ち ゃ ん と 骨組 み を 立て て くる ん で 
す 。 場 面 ご と に 「 こ こ は こう 演じ よう 」 と か 、「 こ の シー ン は この 間 で 
行こ う 」 と か 。 私 は 、 そ うい う 話 に 関し て は 「 聞 き 手 ] に な っ て いる ん 
で す 。 「 へ えー、 そ うな ん だ 。 そ うだ よね 」 っ て 。 「 私 は こう よ 」 と か 言っ 
た こと は な いで すね 。 何 も 言 えな いし 、 い い 加 減 に 思わ れ ち ゃ イヤ 
だ か ら ( 笑 )。 も ちろ ん 、 い い 加 減じ ゃ な いで す よ 。 私 な り に 真剣 に 





守 
| 


で さ 





や っ て いる の で すけ れ ど 、 迷 っ た 記憶 は 一 切な いで すね 。 


アフ レコ の 前 に 、 原 作 の 漫画 を 読ま れる こと は あり ます か ? 


第 1 回 目 だ け は 、 録 り に 入る 前 に 原作 を 読ん で 行っ た ん で す 。 で 、 
台本 を 読ん で 「 今 日 は こう いう お 話 だ ] と いう の を 簡単 に 頭 に 入れ 
て 行き まし た 。 で も 、 原 作 を 事前 に 読ん だ の は その 一 冊 だ け 。 絶 記 
に 先 に は 読ま な いで す 。 こ れ は 鬼太郎 に 限ら ず 、 ど ん な 作品 で どん 
な 役 を 演じ て いて も 同じ 。 先 を 読ん で し まう と 、 例 えば 「 次 は ぬら し 
ひ ょ ん が 出 て くる ん だ な 」 と か 、 話 が わか っ て し まう じゃ な いで すか 
そう する と 新鮮 味 が な く な る と 思う 。 鬼 太郎 と し て 「 今 日 は どん な 人 
と 出会え る の か な 」 っ て いう ドキ ドキ 感 を 、 私 は 大 切 に し た いん で 
す 。 一 期 一 会 と いう か 、 鬼 太郎 と し て 驚き 、 感 動 す る た め に は 読ん 
じゃ いけ な いと 思う ん で す よ 。 

で も 、 録 り が 終わ っ て か ら 読む こと は あり ます よ 。 ア ニ メ に な る こと て 
演出 と か 話 の 展開 が 変わ る こと も ある じゃ な いで すか 。 そ れ を 「 ぁ 、 
この へ ん は こう 変わ る の か 」 な ん て 楽し ん だ り も し ます 。 た ぶん 、 視 
聴 者 の 方 々 と 同じ 感覚 な ん じゃ な いで すか ね 。 


録 り は 東映 の 大 泉 ス タ ジ オ だ っ た と 伺っ て いま す が 、 こ の 作品 を や - 
て いて 怪奇 現象 みた いな 怖い 目 に 道 っ た 記憶 は な いで すか ? 





一 切な いで すね ー。 た だ 大 泉 の スタ ジオ っ て 、 す ご く 鬼 太郎 の 世界 
観 に ハマ っ て いる ん で す 。 こ れ は 現地 の スタ ッ フ さん も お っ し ゃ っ て 
いる ん で す が 、 鬱 着 と し た 界 囲 気 で 薄暗く て 、 冷 た こい 感じ の スタ 
ジオ で ( 笑 ) 。 ス タッ フ さん 
が 夜 に 編集 作業 を し て 
いる と “出る "な ん て 話 は 
聞き ます けれ ど 、 私 た ち 
は 全然 見 た こと も 感じ た 
こと も な いで す 。 大 塚 さ 
ん と か と 「 私 た ち は 鈍 感 
で す よ ね ー」 な ん て 話し 
て いた りす る ん で す が 。 
鬼太郎 の 現場 っ て 、 録 音 前 か ら も う 「 ゲ ゲ ゲ の 礎 」 な ん で す よ 。 私 
は 現場 に 着く の が 早い ほう な は ず な ん で すけ れ ど 、 だ いた い 現 場 に 
着い た ら も うお 二 人 (大塚 さ ん と 田 の 中 さん ) は いら っ し ゃ る 。 で 、 私 
は 「( 此 太郎 の 声色 で ) 悪 いな 」 な ん て 言っ て 入る ん で す が 、 そ うす 
る と 大 塚 さん が 「( ね ずみ 男 の 声 色 で ) あ ら キ タ さ ん 一 」 な ん て 返し 
て くる 。 田 の 中 さん も 「( 目 玉 お や じ の 声色 で ) キタ ロウ と いう 感じ 
な ん で す 。 

スタ ジオ の 中 で は 、3 人 と も ほとん ど み ん を な 「 役 」 で 会 話し て いる 。 
で 、 ス タ ジ オ を 一 歩 出 た ら 大 塚 さん が 普通 に 「 メ シ で も 食っ て いく 
か ?」 な ん て 言う 。 私 も 野沢 雅 子 ” で 「 い いで すね 、 行 きま し ょ う 
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か ] っ て 返す ん で す 。 一 歩 前 の スタ ジオ で は 、 何 だ っ た ん だ と いう 感 
じ で す よ ね 。 ス タッ フ さ ん も 見 て いて 、 相 当 変 だ っ た と 思い ます よ 。 
アフ レコ が 終わ っ て お 茶 し た り 、 食 事 し た り は た ま に あ り まし た ね 。 だ 
いた い 、 そ うい うと き に イニ シア チ ブ を 取る の は 大 塚 さ ん な ん で す 。 
そこ で 何 を 話す か と いえ ば 、 も う 芝 居 の 話 ば っ か り 。 ホ ント 私 た ち ど 
うし よう も な いで す よ ね 。 普通 の 話 と か ほとん ど し な い の 。 「 あ の と き 

台 は どう だ っ た 」 と か 「 あ の 芝居 は 思い 出し た くも な い 」 と か そ 
ん な の ば っ か り 。 今 で も そう で す が 、 お 芝 居 が 楽し く て 仕方 な か っ た 
ん で す 。 





今 で も と きど き 、 夜中 に 。 デン デ 
ん た ん 坊 " に うな され る ん で す よ 





テレ ビシ リー ズ で 全 110 話 (第 1 部 65 話 、 第 60 の 0 
特に 記憶 に 残っ て いる エピ ソー 中 


覚え て いま す よ っ 。 私 、 結 構 水 を 向け られ る と 思い 出す ん で す よ 。 
演じ て いて “すご く 怖 か っ た シー ン " が 2 つ あ っ て 、 特 に それ は 鮮明 
に 覚え て いる ん で す 。 ひ と つ は 、 鬼 太郎 が コン クリ ー ト の 壁 に 囲ま 
れ た 通路 を 、 霊 安室 に 向かっ て ずーっと 歩い て いく シー ン (※1)。 
た ぶん 「 も うり ょ う ]」 (第 1 部 ・31 話 ) と いう 話 だ と 思い ます 。 
廊下 を 歩い て いく 音 が 、 鳴 り 響 いて いる ん で す 。 も ちろ ん アフ レコ 
前 で すか ら 、 私 が 絵 を 見 た 段階 で は 音 な ん て 入っ て な いん で す よ 。 
で も 私 の 中 で は 、 鬼 太郎 クン の 下駄 の 音 が カタ 、 カ タ 、 カ タ っ て 聞 
こえ る わけ で す 。 も う 自 分 は 鬼太郎 クン に な っ て いる か ら 、 聞 こえ て 
きち ゃ うん で す よ 。 そ れ で 霊 安室 前 に 着く の で す が 、 も ちろ ん 擬 太 
郎 ク ン だ か ら 開 け て 確認 し な きゃ 、 と 思っ て いる 。 で も 、 そ こま で 行っ 
て ピタ ッ と 止ま る ん で す 。 で 次 の 瞬間 [ドゥ ワー ッ 」 と 開い た ドア か ら 
「 る もう りょう 」 が 出 て くる わけ で す 。 思わ ず 怖 く て ぴっ くり し て 、 「 ウ ワ ァ 
て 朋 | っ て 叫ん じゃ っ た の を 覚え て いま すね 。 
も う ひ と つが 「 了 ょ 霊 電車 (第 1 部 ・7 話 ) と いう 話 で す 。 そ れ が チン 
チン 電車 みた いな ん で すけ れ ど 、 も う 満 席 な くら い 客 が 乗っ て いる 。 
普通 の サラ リー マン みた いな 人 が ズラ ッ ー と 座っ て いて 。 で 、 あ る 
瞬間 フー ッ と 風 が 吹く と 、 窓 の 外 は 荒野 な ん で す よ 。 向こう の ほう 
に 木 が 一 本 立っ て いて 。 も うそ こま で 視覚 と し て 覚え て いる ん で す 
が 。 駅 らし い 駅 は な いん で す 。 それ で 第 1 部 の (まだ 鬼 太郎 ファ ミ 
ー に 入る 以前 の ) 砂 か け オ ババ が 、 白 髪 を 風 で た な び か せ て カン 
テラ を 下げ て 「 ほ ね つぼ 一 。 ほ ね つぼ ーー」 っ て 駅 の 名 前 を 言う ワケ 
で す よ 。 で 「 ク ヒヒ ヒヒ ……」 っ て 笑う の (※2) 。 「 骨 専 ?] っ て ヒ ョ ッ 
と 見 る と 、 周 り に いた 今 ま で サラ リー マン だ っ た 人 が 、 み ん な 戦 骨 に 
な っ て いる ん で す 。 こ れる も 怖 か っ た で す よ 。 

トー リー と か 相手 の 妖怪 と か じゃ な く て 、 シ ー ン と し て 怖い も の を 
覚え て いる ん で す 。 も ちろ ん 台本 は 前 も っ て 見 て いる ん で す よ 。 そ 
れ で も 現場 に 入っ ちゃ うと 、 自 分 は も う 鬼 太郎 クン な ん で す 。 一 緒 
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に 驚い ちゃ う 。 今 の 台本 と 違 っ て 、 手 書き の 大 雑 把 な 台本 で すか 
ら 、 シ ー ン まで は 細か くわ か ら な い 。 絵 を 見 て 一 緒 に ぴっ くり し ちゃ う 
ん で す 。 心 臓 が 止ま る か と 思っ ちゃ いま し た よ 。 

びっ くり する の も 「 鬼 太郎 ] と し て ぴっ くり し て いま すか ら 。 「 野 沢 雅 
子 ] じ ゃ な いん で す 。 鬼太郎 の 声色 で ビビ っ ちゃ う 。 で 、 大 塚 さん た 
ち が 「 キ タ さ ん 一 (ね ずみ 男 の 声 )]」 っ て すぐ に 言っ て くる ん で す 。 大 
塚 さ ん も 、 私 が 本 気 で びっ くり し た っ て の は わか っ て 、 ね ずみ 男 で 
ツッコ ミ を 入れ て くる ん で す 。 「 悪 か っ た な (鬼太郎 の 声 ) ] っ て アド 
リブ で 応え る ん で すけ れ ど ね 。 田 の 中 さん だ っ た ら 目 玉 お や じ で 
言っ て きま すか ら ね 。 こ の へ ん が 劇団 の 良さ と いう か 、 息 の 合っ た 良 
さと い \ う か CCCD 


現場 を 見 て みた いで すね ( 笑 )。 ゲ スト 妖怪 で 、 特 に 印象 に 茎 っ た 妖 
怪 と か エピ ソー ド は あり ます か ? 


印象 に 残っ て いる 妖怪 は 、 断 然 「 た ん た ん 坊 」 (※3) で すね 。 自 分 
で も 不思議 な ん で すけ れ ど 、 今 で も 夢 で うな され る と き は 「 た ん た ん 
坊 ] が 出 て くる ん で す よ 。 ウ ワ ァ ーッ て 、 自 分 の 声 で 目 が 覚め る の 。 
いっ た い 何 年 、 戦 っ て いる ん で し ょ う ね ( 笑 ) 。 

た ん た ん 坊 っ て 、 と て つも な く 大 きい じゃ な いで すか 。 それ が 私 の と 
ころ に グ ワ ーッ て 人 迫っ て くる ん で す よ 。 も う ホ ント 、 怖 いと いう か 不 思 
議 で 仕方 が な い 。 あ の ころ か ら 、「 こ の 人 、 顔 だ け な の に な ん で こん 
な 大 きい の ?」 っ て いう の が (た ん た 
ん 坊 の ) イメ ー ジ な ん で す 。 も ちろ ん 
怖かっ た の も 確か で し ょ う が 、 印 象 に 
残っ た 一 番 の 理由 は 「 不 思 議 だ か 
ら 」 だ と 思い ます よ 。 だ っ て 不思議 で 
す よ 。 ほ か の 妖怪 っ て 、 だ いた い ど こ 
か 人 間 っ ぽい じゃ な いで すか 。 人 間 
じゃ な いか も し れ な いけ れ ど 、 則 骨 で 
も 手 が あ っ て 足 が あ っ て 、 み た いな 。 
あの 人 、 顔 だ け で すか ら ……。 あ ん 
た 、 ご 飯 ど う や っ て 食べ る の ? な ん て 
聞き た いく らい で す よ 。 今 で も 出 て くる くら い だ か ら 、 き っ と 当時 も 
ずっ と 思っ て いた ん で し ょ う ね 。 た ん た ん 坊 、 は ぁ 、 怖 い ( 笑 )。 





N 


る 2 部 に 入る と 、 メ イン の 3 人 以外 で も 鬼太郎 を 取り 巻く 仲間 た ち 、 
いわ ゆる 「 上 鬼太郎 ファ ミリ ー」 が 形成 され て いき ます 。 仲間 た ちの な 
いで 、 印 象 に 残っ て いる の は 誰 で し ょ うか ? 





鬼太郎 の 仲間 の な か で は 、 砂 か け の オバ バ (※4) が 好き な ん で 
す 。 ま る で 自分 の 祖母 みた い に 、 す ご く 身 近 に 感じ て いた ん で す よ 。 
保護 者 みた いな も の で 、 す ご く 愛 情 を 持っ て くれ て いる うえ に 、 ダ メ 
な も の は ダメ っ て 言っ て くれ る 。 で や 系 太郎 クン は 自分 が こう だ と 
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思っ た ら 曲 げ な い コ で すか ら 「 そ れ は オバ バ が 違っ て いる ん だ よ ]」 な 
ん て 口 を と が らし て 言い 合い し た り し て 。 オ ババ っ て じつは 怖い 顔 し 
て いる ん で す よ ね 。 で も 、 大 好き だ っ た 
ん で す 。 

あと は 2 部 で 仲良 く な っ た 、 ネ コ 娘 。 鬼 
太郎 クン の ガー ルフ レン ド だ か ら 。 お 
隣 に 住ん で いる っ て いう 感じ 。 隣 っ て 
どこ な ん だ ? と 言わ れ た ら 困 っ ちゃ うん 
で すけ れ ど 、 私 の 中 で は 隣 な ん で す よ 
ね 。 も うす ご く 仲 良し だ と 思い ます よ 。 
ネコ 娘 ち ゃ ん が いて くれ た お か げ で 、 
ね ずみ 男 だ けが 友達 だ っ た 鬼太郎 ク 
ン が 救 わ れ た 感じ が し まし た 。 


断然 1 部 が 好き で す 
モノ クロ の ほう が 生か され る と 思う 


野沢 さん た ち が 作 り 上 げ て きた アニ メ の 鬼太郎 の 世界 な の で す が 、 
その 世界 観 に つい て 、 プ ロ デ ュ ー サ ー さ ん と か ほか の キャ スト の 皆 さ 
ん と 話 を する こと な ど は あり まし た か ? 


プロ デュ ー サ ー さ ん と は 、 そ れ ほ ど 話 さなか っ た で すね 。 最初 に 、 大 
塚 さ ん と 田 の 中 さん と 私 、 あ と プロ デュ ー サ ー の 4 人 で 一 度 だ け 
テー ブル に 着い て 話し た こと が ある ん で す 。 そ こ で 、 擬 太郎 っ て どう 
し て 生ま れ た の か 、 っ て いう 話 を 聞き まし た 。 そ れ だ け で すね 。 あ と は 
妖怪 の 世界 で すけ れ ど 、( キ ャ スト の ) みな さん の 好き な よう に や っ 
て くだ さい 、 と 言わ れ た ん で す 。 私 は 「 鬼 太郎 クン は 決し て 妖怪 だ と 
思っ て いま せん 。 普 通 の 少年 だ と 思っ て いる ん で す 」 と 言っ た ら 「 そ 
れ で 結構 で す 。 そ れ で や っ て くだ さい 」 と お っ し ゃ られ まし た 。 全部 お 
任せ し て くだ さっ た の で 。 そ の 先 は ご く 自然 に 3 人 で 入っ て いっ て 、 
作っ て いっ た ん で す よ 。 


先ほど か ら 伺 っ て いま す と 、 第 1 2 部 を 通し て 演じ て いら し た 野沢 さ 
ん で す が 、 比 較 的 第 1 部 の ころ の お 話 が 多い よう に 思う の で す が 。 


鬼太郎 の 世界 は 、 や っ ぱり モノ クロ で す よ 。 モノ クロ の ほう が 、 鬼 太 
郎 の 世界 の 非常 に 大 切な 要素 で ある 「 怖 さ ] も 「 お どろ お どろ し さ 」 
も 生き て くる と 思う ん で す 。 例え ば 、 原 作 は 顔 が 怖い で す よ ね 。 カ 
ラー に な っ ちゃ うと 、 や っ ぱり どう 考え て も 明る く な っ ちゃ うじ ゃ な い 
で すか 。 雰 囲 気 と か スト ー リ ー 以 前 に 、 物 理 的 に 「 明 る い 」 で し ょ 。 
例え ば 山 の 描 写 だ っ た ら 、“ 緑 "が 鮮明 に 出る こと に な る 。 こ れ を グ 
レー と 黒 の 二 色 の 濃淡 だ け で 表 そ うと する と 「 え ッ 」 っ て 引く も の が 
ある じゃ な いで すか 。 例え る な ら 、 水 墨 画 の 持つ 怪し さ み た いな 感じ 
で す よ ね 。 ぼ ば や ぼや て っ と し な が ら も 、 引 き 込 まれ て いく よう な 。 そ れ 
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が 鬼太郎 の 世界 観 の 中 で 、 す ご く 生 か され て いた ん だ と 思い ます - 
あと は 第 2 部 に は 教訓 っ て いう か 、 社 会 に 対す る “風刺 "が 、 わ り と 
色濃く 含ま れ て いる じゃ な いで すか 。 こ れる も 、 違 っ て きた ん だ な あと 
いう イメ ー ジ に な り ま す よ ね 。 

メッ セー ジ 性 が 強く な る こと に 関し て は 、「 世 の 中 が 変わ っ て きた ん 
だ な あ 」 っ て 思う 感じ で す 。 世の中 が 移り 変わ っ て いく 中 で 自分 世 
身 は 変わ っ て いな いか ら 、 好 き と か 嫌い じゃ な く て 、 客 観 的 に 眺め ら 
れる 。 ス タ ジ オ に 入っ て いる と き は 自分 は 鬼太郎 クン で すか ら 、 そ ん 
な に 違和感 は な いん で す よ 。 な ん た っ て 永遠 の "小学生" です から 
ね 。 同 じ 9 歳 と か 10 歳 の 視点 で 「 世 の 中 が 変わ っ て きた ん だ な 」 っ 
て いう の を 感じ る こと が で きる 。 し か も 妖怪 だ か ら 長 く 生き られ る ん 
で す よ 。 だ か ら 世 の 中 も 変わ る 。 得 し た 気分 が 味わえ ます ね 。 

自分 (が 演じ た ) 以外 の 鬼太郎 も 、 少 し は 見 まし た よ 。 で も ちょ っ と 
不満 が ある 。 第 3 部 だ と 、 よ く ユ メ コ ち ゃ ん の た め に 鬼太郎 クン が 動 
くじ ゃ な いで すか 。 あ れ は 私 の 中 で は NG で す よ ね 。 「 ど うし ちゃ っ た 
の 、 鬼 太郎 クン 。 ア ンタ 、 そ ん な コ じ ゃ な か っ た の に 」 っ て いう 感じ な 
ん で す よ 。 

第 4 部 は チラ ッ と は 拝見 し まし た が 、 も う “ 別 の 作品 "です よね 。 変 
わっ ちゃ っ た な 、 と いう の が 印象 。 怖 さと か 、 お どろ お どろ し さと いう 
も の が な いん で す 。 今 の お 子 さ ん は 、 耐 えら れ な いん で すか ね 。 例 
えば 泥 の つい た 石 と か 拾っ た り し た ら 、 親 御 さ ん が 「 や め な さい ッ !」 
な ん て 言っ て 止め る で し ょ 、 今 は 。 超 過 保 護っ て いう ん で すか ね 。 そ 
ん な コ た ち が お どろ お どろ し い 鬼 太郎 を 見 た ら 、 シ ョ ッ ク を 受け ちゃ 
う の か な 、 と は 思い ます 。 

第 1 部 や 第 2 部 は 、 相 手 の 妖 怪 も 犠牲 者 の 人 た ちる 結構 死ん だ り 
する ん で す よ 。 “殺し "が 出 て くる 。3 部 以降 に な っ て くる と 、 そ うい う 
描写 も すご く 気 が 使わ れ て いる 。 死 ん で る も 復活 し て きた り と か 。 良 
い 悪 いじ ゃ な く て 、 時 代 の 流れ な ん だ ろう な 、 と は 思い ます 。 


世の中 が 変わ っ て も 
変わ ら な いも の が 詰まっ て いま す 


アニ メ の 世界 も この 4O 年 間 で 非常 に 様変わり し た か と 思う の で す 
が 、 あ の ころ の 自分 と 今 の 自分 、 そ し て 自分 を 取り 巻く 環境 で 、 変 
わっ た な と 思う と ころ な ど は あり ます か ? 


自分 た ち 俳優 が や っ て きた こと 、 や っ て いる こと は そん な に 変わ ら な 
いで す よ 。 た だ 、 セ ル 画 か ら CG に 変わ っ て いま す が 、 私 は 人 間 の 手 
で 描い た セル 画 の ほう が 好き で すね 。CG は と て も キレ イ な ん で す 
けれ ど 、 温 か み が な いと いう か 。 私 の 好き 嫌い で は 、 昔 の ほう が 好 
き 。 演じ や すさ と か は 、 別 に 変わ らち な いで すけ れ ど 。 

あと 、 今 現場 に いる 若い 人 た ち は 、「 声 優 ] を 目指 し て きま す よ ね 。 
昔 は 「 劇 団 の 人 」 が 多かっ た ん で す 。 そ れこ る そ 現場 に 行っ て も 「 あ 、 
あの 人 は あそこ の 劇団 の 人 だ 」 と か 、 声 優 と し て 知り 合う 前 か ら 結 
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鬼太郎 っ 


構 知り 合い な 感じ 。 狭 い 世 界 で すか ら ね 。 


そこ の 差 と いう か 、 一 概 に は 言え な いん で す が 浅 さ 深 さ で 言え ば 、/ 以 


劇団 の 人 間 の ほう が 深い の か な と 思い ます 。 も ちろ ん 今 の コ で も 、 
や る コ は や り ま す よ 。 た だ 
| 言え る の は 、 声 を つぶ し 
ちゃ う 人 が 多い で す よ 
ね 。 劇 団 の 人 は 、 め っ た 
に 潰さ な いで す よ 。 マ イク 
な ん か な いと ころ で 、 広 
い 小 屋 中 に バー ッ と 声 を 
届か せな けれ ば な ら な い 
で すか ら ね 。 

今 の 「 声 優 さ ん 」 も 、 学 校 の カリ キュ ラム で お 芝居 を や っ て は いる 
ん だ と 思い ます 。 で も 劇団 の 人 は 「 芝 居 ] に どっ ぷり 漬かっ て いる わ 
け だ か ら 、 や っ ぱり そこ の 差 は 表れ て くる と 思い ます 。 声 を つぶ す 人 
が いる と 、 感 じ ち ゃ いま すね 。 

若手 の 声優 さん た ちか ら 、 相 談 を 受け る こと は あり ます よ 。 も ちろ ん 
私 で 答え られ る 男 囲 で は 答え ます 。 で も 自分 か ら 言 う よ う な こと は し 
ませ ん 。 彼ら に と っ て も 、 大 き な お 世話 で すか ら ね 。 ウ ル サ い 、 な ん 
て 言わ れ て も イヤ だ し 、 つ まん な いで し ょ ( 笑 ) 。 

自分 は これ まで 40 年 以上 や っ て き て 、 自 分 で 「 変 わっ た な 一 」 っ て 
思う よう な と ころ は 驚く ほど な いん で す 。 変わ ら な いと 思い ます よ 。 
年 を 取っ て いる と も 思わ な いん で す 。 い つの 日 か ら か 、 年 は 誕生 日 
の た びに 捨て て いる ん で す 。 だ か ら 、 若 い 人 た ちがい つの 間 に か 追 
い 越 し て いき ます よね ( 笑 ) 。 自 分 と し て は 、 こ の 先 も きっ と 変わ ら な 
いで す よ 。 世 の 中 の 変化 に 合わ せ て 、 変 わっ て いく べき と ころ 、 取 り 
入れ て いく べき と ころ は ある の か も し れ ま せん 。 で も 野沢 雅子 個人 
と し て は 「 変 わっ て な いな あ 」 と 思う ん で す よ 。 考 える と 、 ま さ に 妖怪 
の 世界 で す よ ね 。 








2 数 多く の 役 を 演じ て こら れ た 野沢 さん で す が 、 こ れ ま で の な か 
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よく 聞か れる ん で す が 、 ひ と つ だ け 選 ぶ こ と が で き な い ん で す よ 。 あ 
えて 選ぶ と し た ら 、3 つ は 同じ くら い 印 象 に 残っ て いる ん で す 。 そ の 
うち の ひと つが 鬼太郎 で 、 も う ひ と つ は 『 銀 河 鉄 道 999」 の 鉄郎 、 あ 
と は 『 ド ラゴン ボー ル 」 の 孫悟空 。 こ の 3 つ は 、 甲 且 が 付け られ な い 
ん で す よ 。 

共通 し て 言え る の が 、 世 の 中 の 非常 に 多く の 人 た ち に 愛さ れ た キャ 
ラク ター だ と いう こと で す 。 「 週 刊 文春 ] と か 「 週 刊 新潮 ] ま で 、 鬼 太 
郎 の 特集 を 組ん で いた ん で す よ 。 あ の 当時 で は 、 と て も 考え られ な 
か っ た こと な ん で す 。 今 で は 珍し くも な い ア ニ メ の イベ ント も 、 鬼 太 
郎 が 初 だ っ た と 思い ます 。 全国 どこ に 行っ て も 、 こ の 3 人 は 誰 も が 
知っ て くれ て いた 。 こ れ っ て すご く 嬉し いこ と な ん で す 。 


, 全然 あり ませ ん で し た 。 一 回 も 考え た こと な いで すね 。 考え 始 る 





て 
"ガキ 大 将 の 優等 生 " な ん で す 


で も この 3 作品 に 関し て も る 「 こ れ は ヒッ ト す る な 」 と いう よう な 予 守 < 
ら 、 逆 に プレ ッ シ ャ ー に な っ ちゃ いま すか ら 。 ヒ ッ ト は 後 か ら 付 いて 
る も の だ と 思い ます 。 

後 か ら 聞 いた の で す が 、「 ド ラゴン ボー ル 」 の 悟空 役 は 鳥山 (明和 
之 お お 私 も 」 ド ラゴン ボー ル 
の オー ディ ショ ン の と き 、 鳥 山 先 生 の 絵 を 見 て 、 す ご くい いな る ぁ る て と 
思っ た ん で す 。 前作 の 「 アラレ ちゃ ん 」 の 脚本 も 読ん だ こと が あっ て 
「 ヒ ッ ト し そう だ な 」 っ て 思っ た こと が あっ た 。 自分 の 作品 に 関し て に 
(ヒッ ト の 有無 は ) 考え な いん で すけ れ ど 、 人 の 作品 は 客観 的 に 易 
られ ます か ら 。 だ か ら 鳥 山 先生 の こと は 存じ て いま し た 。 鳥山 先生 ミ 
私 の 名 前 は ご 存じ だ っ た よう な の で す が 、 名 前 に 左右 され な いよ う 
に 、 録 音 し た テー プ は 名 前 を 伏せ て 聞い て も ら っ て いた そう で す . そ 
うし た ら 「 悟 空 役 は この 人 し か いな い 」 っ て 言っ て くだ さっ た そう で 
その 言葉 は 、 今 で も 私 の 宝物 で すね 。 


今回 DVD 化 さ れる 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 』 第 1…2 部 を ご 覧 に な < 
に 、 こ の 各 太 郎 で 何 を 感じ て ほし い 、 な どの お 考え は よ あ り ま す メ 








鬼太郎 クン っ て 、 ひ と 言 で いえ ば 「『 ガ キ 大 将 の 優等 生 」] な ん で す 
正義 漢 で 、 弱 い 者 を いじ め る こと は 大 嫌い 。 一 見 優等 生 っ ぽい け 
ど 、 父 親 を け な さ れ て すね て し まう と ころ な ど 、 子 供 っ ぽい と ころ は 
山 ほ ど あ る ん で す 。 あ と 妖怪 た ちと 戦っ て いて も 、 結 構 負 け て いま 
す よ ね 。 演じ て いて ハラ ハラ する こと は し ょ っ ちゅ う あ る 。 それ で も 
「 ダ メ な も の は ダメ 、 い いも の は いい 」 と いう の が ハッ キリ し て いる 。. 
人 間 と 変わ らち な い ご く 一 般 的 に いる 普通 の 少年 な ん で す 。 だ か ら 
いい ん で す 。 

「 父 さん 、 茶 碗 風呂 が 沸き まし た よ 」 と いう セリ フ が 、 大 好き な ん で す 
よ 。 こ の 茶碗 風呂 が 、 ま た キレ イ な 茶碗 じゃ な く ヒ ビ が 入り か け て い 
て 、 で も 大 切 に され て い 
る 。 そ し て 、 父 さん の た め 
に いつ も お 風呂 を 入れ 
て あげ て いる 少年 。 今 の 
世の中 の 親子 関係 より 
も 、 ず っ と ある べき 姿 に 
近い で す よ ね 。 ね ずみ 男 
も 愛す べき 人 。 ち ゃ らん 
ぽ ら ん だ けれ ど 、 で も 助 
け て くれ た り も する じゃ な いで すか 。 妖 怪 の 話 な が ら 、 そ ん な 信頼 関 
係 、 人 間 関 係 が 太 郎 の 世界 に は ある ん で す 。 だ か ら こ そ 、 今 こそ 
皆さん に 鬼太郎 を 見 て くだ さい と 言い た い 。 世 の 中 が 変わ っ て も 、 
変わ っ て ほし く な いも の が 詰まっ て いま す 。 大 人 も この 作品 か ら 学 
ぶ こ と は た くさ ん ある と 思う 。 で きれ ば 親子 三代 で 見 て ほし いで す 
ね 。 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] は 、 そ れ が で きる 作品 だ と 思い ます 。 
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ケ グ ク ケ の 上 朱 太 郎 
第 2 部 の 世界 
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「 週 刊 文春 」 な ど で も 特集 が 組ま れる ほど の 

2 テナー ト 4 の ョ ピピン や スレ ルン ルム /) 
鬼太郎 」 は 、69 年 3 月 に その 幕 を 閉じ た 。 し か し その 
余波 は 残り 、「 鬼 太郎 」 に 関し て 当時 と し て は 珍し 
い ア ニ メ の イベ ント も 各地 で 開催 され る 。 さ ら に 妖 
怪 マ ン ガ に 妖怪 特集 、 妖 怪 ア ニ メ 、 映 画 『 妖 怪 大 戦 
争 ] (68 年 ) に 代表 され る 妖怪 特撮 も の な ど が 続々 
生ま が 妖怪 ブー ム , 社 会 現象 の レベ ル に まで 達し て 
いっ た 。 そ ん な な か 2 年 半 の 歳 月 を 経て 、71 年 10 月 、 
第 2 シー ズン が スタ ー ト する 。 そ れ は 前 作 の テイ スト を 
引き 継ぎ な が ら も 新た な 境地 を 切り 開い た 点 で 、 ブ 
ラン ク の 短 さ が 生ん だ 理想 的 な リメイク 作品 だ っ た 。 
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社会 風刺 を 盛 り 込ん だ 珠玉 の スト ー リ ー 


カル ト 失 、 ア ング ラ 失 の な か に メッ セー ジ 性 あり 
71 年 は 高度 経済 成長 が 円 熟 期 に 入り 、 そ の マイ ナス 要素 で ある 
公害 問題 、 ゴ ミ 問題 、 過 密 ・ 過 疎 問 題 な ど が クロ ー ズ アッ プ さ れ て 
いた 時 期 で ある 。 そ ん な な か で 、 社 会 派 テ ー マ を 盛り 込ん だ 「 タ イ 
ガー マス ク 』 の 製作 に 当たっ て いた 「 鬼 太郎 」 第 1 シー ズン の ス 
タッ フ が 、 大 きく スキ ル ア ッ プ し て カム バッ ク 。 そ れ に より 、 夢 の 島 
の ゴミ 問題 や ハエ の 大 量 発生 事件 か ら 第 28 話 [あか な め 」 や 、 人 
間 の 限り な い 欲 望 を 友 肉 っ た 第 18 話 「 幸 福 と いう 名 の 怪物 」 な 
ど 、 社 会 派 テ ー マ に 寄っ た 作品 が 生ま れ て くる 。 

そし て その 方 向 性 は 、 原 作 の 選定 に も 当て は まる 。 ス トッ ク が 底 を 
つき つつ あっ た マン ガ 版 の 鬼太郎 を 補完 する 形 で 、 他 の 水木 短 
編 に 原作 を 求め た の で ある 。 そ れ に より 鬼太郎 は 、 “主人公” より 、 
狂言 回 し 的 な 役割 が 求め られ る 場面 が 増え る 。 第 37 話 「 地 相 
眼 」、40 話 「 原 始 さ ん 」 な ど 、 上 旧来 の 鬼太郎 より 重厚 な テー マ を 
扱っ た 原作 や 、 第 10 話 「 ア ンコ ー ル ワッ ト の 亡霊 」、 第 35 話 [イー 
スタ ー 島 奇談 ] な ど 、 世 界 の 現存 ミス テリ ー を モチ ー フ に し た ミス 
テリ アス な 原作 な ど は 脚本 に も 色濃く 反映 され 、 全 シー ズン の な 
か で も 独自 の 境地 を 切り 開い て いく 。 さ ら に 、 タ ブー を 犯し た 人 間 
が 崇 り に 遭い 命 を 落と す 、 な どの 怪奇 系 描写 が 増え て いる こと も 
た せな い 。 湊 う カ ルト 楽 、 ア ング ラ 夷 の な か に 感じ られ る 細い た 人 9 に 第 43 拉 [時 の 邊 粒 へ の セー ジ 522EHueT 折 
メッ セー ジ 性 が 、 第 2 シー ズン の スト ー リ ー の 特徴 な の だ 。 怪 ]。 ト ラウ マ に な り そ うな グロ さだ 。 始 さ ん | の と きも 、 鬼太郎 は 何 も で きず 。 



































ネコ 娘 の レギ ュ ラ ー 化 処 太 郎 ファ ァ ミ リー の 前 身 
"鬼太郎 を 取り 巻く 仲間 た ち "が 徐々 に 定着 


第 1 部 で は 1 エピ ソー ド の み に 登場 し た ゲス ト 妖 怪 で あっ た ネコ 娘 
が 、 鬼 太郎 の 幼なじみ と し て レギ ュ ラ ー に 昇格 。 そ れ に より 、 鬼 太 
郎 の 日 常 生 活 の 描写 が 大 きく 広がっ た 。 さ ら に 、 砂 か け 婆 や 子 泣 
き 苑 、 一 反 も めん な ど が 、 鬼 太郎 の 仲間 と し て 徐々 に 定着 し て く 
る 。 し か し 彼ら が “ 拓 太 郎 ファ ミリ ー" と し て つね に 鬼太郎 と 行動 を 

共に する まで に は 、 ま だ 13 年 も の 月 日 を 要 し た 。 こ の 時 点 で は 、 鬼 
太郎 親子 の 求心力 に 惹か れ て 集まっ て きた と いう より 、 同 じ "妖怪 
仲間 "と し て ツル ん で いる と いっ た イメ ー ジ が 強い 。 








れ た は ず 。 その 分 た 
み 男 の 役割 が 役 刀 こ 
変わ っ て き て いる 。 











アニ メ ・SF ブー ム の 源流 と し て の 鬼太郎 
第 12 シ ー ズ ン の 鬼太郎 は 、 “妖怪 "と いう オカ ルト ・ フ ァ ン タ ジ ー 
的 要素 を アニ メ 界 に 持ち 込ん だ 。 さ ら に 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼 太郎 」 シ リー 
ズ と 同じ スタ ッ フ が 移行 し て 製作 し た 作品 『 デ ビル マン ] (72 年 ) の 


スマ ッシュ ヒッ ト に より 、 そ こ に ヒー ロー 的 要素 が 加味 され 、 大 学生 大 了 」 を 見 て = 
以上 の アニ メ SF ブ ー ム の 先駆 け と な る 。 そ れ ら の 作品 の “少し 大 2 


支え て いく 。 端 的 に ! 
えば 「 ア ニ メ フ ァ ン が 
大 人 に な っ た 」 と 言え 
還る か も し れ な い 。 


人 向け の 演出 技法 "が 『 マ ジン ガーZ」 (72 年 ) 、『 宇 宙 戦 艦 ヤマ ト ) 
74 年 ) か ら 、 今 な お 名 作 と 語り 継が れる 「 機 動 戦士 ガン ダム ] (79 
年 ) へ と 続く 、 巨 大 な アニ メ ブ ー ム の 潮流 を 生み 出し て いく 。 
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【 第 001 話 】 





妖怪 復活 
1971 年 10 月 7 日 放映 


い 


STORY 
デデデ 


鬼太郎 復活 ! 迫る 泥 田 坊 の 群れ 

行方 不明 の 鬼太郎 を 探し て いた ね ずみ 男 は 、 ネ コ 娘 に 鬼太郎 
の 居場所 を 開い て 、 あ る 漁村 に 向かう 。 そ こ で ね ずみ 男 が 見 
た も の は 、 妖 怪 退 治 を せ ず に 漁村 で 居候 し な が ら 千 物 を 作る 、 
の どか な 鬼太郎 親子 だ っ た 。 開け ば 妖怪 退治 か ら 身 を 引い て 、 
晴耕雨読 の 生活 に 入っ て いる と いう 。 だ が その 漁村 に 妖怪 ・ 
泥 田 坊 が 出現 。「 田 を 返せ ] と 叫び な が ら 口 か ら 吐 く 液 体 で 漁 
船 を 転覆 きせ 、 人 々 を 固め て し まう 。 や む な く 泥 田 坊 と 対決 
する 鬼太郎 は 体内 電池 を 発火 させ て 、 泥 田 坊 を 船 ご と 爆破 す 
る 。 し か し 、 消 滅 し た か と 思わ れ た 泥 田 坊 は 、 雨 が 降る と た 
くさ ん の 小 き な 泥 田 坊 と な り 、 復 活 し て し まっ た 。 


原作 

5 ンー 1 
i け 泥 田 坊 」 で は 、 吉 : 
: 空 基地 が で き て 錯 : 
: 圧 され た 農民 た ち : 
! の 死霊 が 泥 男 坊 と : 
: な り 事 散 を 引き 起 : 
! こす 。 鬼太郎 の 「 コ : 
! プ お と し 」 と いう : 
披 も 見 られ る 。 : 
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【 第 003 話 


妖怪 大 裁判 
1971 年 10 月 21 日 放映 


STORY 
OOP デ 
鬼太郎 に 仕掛 けら れ た 百々 苑 の ワナ 


映画 会 社 に 営業 に 来 た ね ずみ 男 は 、 妖 怪 映画 の 企画 を 提案 。 
鬼太郎 の 名 を か た っ て 妖怪 パー ティ を 開催 し た 。 そ の 様子 を 
撮影 し た 映画 は 大 ヒッ ト す る が 、 妖 怪 の 生前 を 知ら れる こと 
は 禁忌 で あっ た た め 、 鬼 太郎 は 罪 を 着せ られ 妖怪 裁判 に か け 
られ て し まう 。 こ れ は 和 鬼 太郎 に 取っ て 代わ ろう と する 妖怪 ・ 
百々 鈴 の ワナ だ っ た 。 妖怪 ポ リス に 引っ 立て られ た 昨 太郎 を 
救 お うと 詩 坪 する 日 主 お や じ だ っ た が 、 傍 聴 席 の ほとん どの 
妖怪 た ち も 百 々 爺 の 手中 に あっ た 。 そ し て ね ずみ 男 の 偽証 も 
あり 、 擬 太郎 に 妖怪 刑 500 年 の 判決 が 言い 渡 き れる 。 し か し 鬼 
太郎 は みず か ら 濡 れ 衣 を 晴らす べく 、 刑 執行 前 に 脱走 し た 。 

1: 硬 作 : 
H 5 1 
妖怪 大 裁判 ] を ! 
: ほぼ 忠実 に 再現 。 
: た だ し 、 オ チ メ 映 ! 
! 画 株 式 会 社 の 撮っ 
: た フイ ルム は TV: 
! 会 社 に 売ら れ た ら : 
! し く 、TV で 放映 
! され て いる 。 
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演出 久山 口 康男 


e ge ge nO 


> SEASON 2 





【 第 002 話 】 


妖怪 反物 
洋 
1971 年 10 月 14 日 放映 


9 


STORY 
0 人 


妖怪 を 反物 に する チー。 そ の 正体 と は !? 
ぬり か べ を は じ め 日 本 の 妖怪 た ち が 、 丸 薬 に よっ て 反物 に 変 
えら れ て し まう 。 そ の ころ 鬼太郎 の も と に 、 あ る 少年 が 訪れ 
て いた 。 両親 が ある 反物 屋 か ら 購 入 し た 布 で 作っ た ハン テン 
を 着 た と ころ 、 山 に 入っ て 戻っ て こない と いう 。 そ の 布 が 妖 
怪 反 物 で ある と 看破 する 日 下 お や じ 。 次 々 と 妖怪 を 反物 に す 
る 英 の 正体 は 、 妖 性 反 物 を 着せ て 人 々 を 意 の まま に 操り 、 日 
本 征服 を 企む 中 国 の 妖怪 ・ チ ー だ っ た 。 上 鬼太郎 た ち は チ ー の 
城 に 侵入 。 と ころ が チー と 対 財 し た 人 太 郎 も 、 稚 戦 む な し く 
反物 に 変え られ て し まう 。 そ こ で 目玉 お や じ は 鬼太郎 を 元 に 
戻す べく 、 中 国 妖 術 に 詳し い 井 戸 仙人 の も と を 訪れ る 。 


原作 

1 1 1 
妖怪 反物 ] を 、 は ほ ! 
: ぼ 中 実に アニ メ に : 
i 再現 。 た だ し 原作 
! で は 、 サ トリ が 人 : 
! の 心 を 読む 能力 で 、: 
「 チ ー に 会 う や 否や 
i: 企 み を 見 抜き 、 鬼 : 
: 大 郎 の も と へ 。  : 
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【 第 004 話 上 


雨 ふ り 大 移 


1971 年 10 月 28 日 放映 


い 


STORY 
hn、 


手術 室 で メス を 向け られ た 目玉 お や じ 
天狗 村 に 完成 し た ドラ イブ ウェ イ で は 、 暴 風 が 発生 し 人 間 が 
消え る 現象 が 多発 し て いた 。 調査 を 開始 し た 鬼太郎 た ち が 現 
場 の 風 人 峠 を 訪れ る と 、 人 間 の 自然 破壊 を 憎む 天狗 が 現れ る 。 
天狗 の 攻撃 を か わし た 鬼太郎 の 毛 針 で 、 天 狗 は 片目 を や られ 
て 退散 し た 。 そ の 直後 に 村 で は 、 鬼 太郎 た ち が 泊 まっ て いる 
病院 の 医師 が 天狗 の 来訪 を 受け る 。 負傷 し た 朋 を 治す よう 近 
られ 、 医 師 は 日 玉 お や じ を 使っ て 目 を 和信 れ 蒼 えよ うと する 。 
注射 を 打 た れ 手 術 室 に 運ば れ た 目玉 お や じ に メス が 人 入る 寸前 、 
鬼太郎 と ネコ 娘 が これ を 阻止 。 鬼 太郎 は 再度 天狗 と 戦う 。 そ 
の 時 、 雷 雨 が 降り 始め 、 天 狗 の 体 に 変化 が 現れ た 。 


| 作 : 
H hb、、 人 1 
中 雨 ふ り 天狗 ] で : 
! は 、 指 鉄砲 で 天狗 
i の 目 を 測 し た り 、! 
目下 お や じ の 手術 
が 行わ れ て し まっ : 
て 犠牲 に な る な : 
ど 、 ア ニ メ に 朋 
i て 多少 過激 な 描 
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【 第 006 話 】 








【 第 005 話 ] 


あし まがり 


1971 年 11 月 4 日 放映 


0 


STORY 
0 人 


再開 発 で 絶 減 寸 前 、 妖 怪 花 の 運命 は !? 
ネコ 娘 と ね ずみ 男 は 、 そ れ ぞ れ の 目的 地 に 向かっ て 珍し く 門 
中 を と も に し て いた 。 し か し ネコ 娘 が 向かっ た 妖 任 花 の 花畑 
は 、 ホ テル な どの リゾ ー ト と し て 乱 開 発 さ れ て いた 。 た っ た 
一 輸 残 っ た 花 を 、 ホ テル の 鉢 に 植え 替え て や る ネコ 娯 。 す る 
と ホテ ル で は 人 々 に 奇行 が 発生 し 、 こ れ を 調査 する た め 鬼 太 
郎 が 呼ば れる 。 その 夜 、 妖 尾花 の 精 が 鬼太郎 の 夢 の 中 に 現れ た 。 
彼女 は 自分 た ち が ホ テル の 起 開発 に よっ て 絶 小 十 前 で ある と 
訴え て いた 。 妖 任 花 を か ば う 鬼 太郎 に 、 ホ テル 側 に つい た ね 
ずみ 男 は 妖怪 ・ あ し まがり を 呼ぶ 。 そ し て あし まがり が 操る 
怪し い 雲 に より 、 鬼 太郎 は 捕らえ られ て し まう 。 


























: 硬 作  : 
間 間 人 1 
i 妖怪 花 ] を ほぼ 
: 忠実 に 再現 。 た だ ! 
! レネ コ 娘 は 登場 せ ! 
! ず 、 最 後 の 一 輪 を : 
: 植え 替え を る くだ り : 
: は な い 。 あ し ま が : 
i り の 倒し 方 な ど : 
! は 、 ほ ぼ 同 じ 。 : 


























死人 つき 


1971 年 11 月 11 日 放映 


9 


STORY 
Bb、、 人 
ね ずみ 男 、 美 し い 娘 に 求婚 され る !? 


夜道 を 行く ね ずみ 男 に 声 を か ける 美しい 娘 。 彼 女 は ね ずみ 男 
に 結婚 を 申し 入れ て きた 。 相 手 は 町 長 の 娘 で あり 、 ネ コ 娘 や 
鬼太郎 た ち は ど こ か に 違和感 を 感じ る 。 そ こ で 真相 を 確か め 
よう と 町 長 の 家 を 訪れ た 鬼太郎 た ち は 、 驚 情 の 事実 を 知っ た 。 
娘 は 、 3 日 前 に 病気 で 亡くな っ て いた の だ 。 安置 きれ て いる 
娘 を 見 て 、 鬼 太郎 は 弟 斑 が 萌 いて いる か も し れ な いと 吊 い に 
来 た 坊主 に 話す が 、 証拠 も な いと 追い 出さ れ て し まう 。 その 夜 、 
娘 は 急 に 立ち 上 が り 、 恐 ろ し い 形 相 で 坊主 に 襲い か か っ た 。 

町 長 に 上衣 怠 退治 を 依頼 され た 鬼太郎 は 、 時 竣 渡 き の 娘 と 対決 。 
そこ へ ほか の 睦 莉 た ち が 、 大 群 で 現れ る 。 






























原作 
1 Nd 1 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
! 作品 「 異 形 の 者 』: 
i 死人 つき 』 を モ : 
ii チーフ に し た 作 : 
i 品 。『 異 形 の 者 ] 





作画 監督 旬 国 保 誠 








演出 久 高 畑 勲 脚本 信 柴 田 夏 余 作画 監督 氏 森 利夫 演出 信 茂 野 一 清 脚本 念 安 藤 豊 弘 
ーーーーーーーーーー 一 【 第 007 話 】 ーー 【 第 008 話 】ーーーーーーーーーーーーー 

思 や ーー ee 

独 又 マン モス フラ リ 
1971 年 11 月 18 日 放映 1971 年 11 月 25 日 放映 
め N 
STORY STORY 
の デ の デ 


長く 生き 、 妖 怪 と な っ て も 主人 を 想う ! 
ボロ ゴン 島 か ら の 客人 ・ バ ンダ は 鬼太郎 に 、50 年 以上 生き て 
いる 飼い 猫 ・ ジ ー タ の 殺害 を 依頼 し て きた 。 島 の 言い 伝え で は 、 
猫 は 50 年 生き る と 妖怪 ・ 獲 又 に な る と いう 。 この 独 又 の せい で 、 
一 人 娘 が 結婚 で き な い と いう の だ 。 一 方 、 バ ンダ の 家 の 前 で は 、 
ある 僧 但 が 行き 倒れ て いた 。 介 抱き され た 僧 人 は 娘 を 狙っ て い 
る の は 妖狐 だ と いい 、 娘 に 呪術 を か ける 。 そ れ に より 顔 半 分 
が 黒く な っ た 娘 は ショ ッ ク で 寝込ん で し まう 。 ね ずみ 男 は 呪 
術 の 解き 方 を 盗み 聞き し 、 娘 と の 結婚 を 条件 に 顔 の あざ を 消 
し た 。 す る と 妖狐 が 出現 。 鬼 太郎 の 攻撃 は 効か ず 、 と うと う 
娘 は さら われ て し まう 。 そ こ に 娘 を 守る た め ジ ー タ が 現れ る 。 
。 原作 1 
hp、 人 
鬼太郎 以外 の 水木 : 
作品 『 獲 叉 の 恋 」: 
が 原作 。 猪 語 を 研 
完 し て いる 青年 : 
が 、「 不 思 議 な 猪 : 
i の フ ン 」 の うわ き : 
: を 聞い て ボロ ゴン !* 
: 島 に 行く 。 




















作画 監督 氏 大 工 原 章 


演出 外 新 田 義 方 脚本 欠 雪 室 俊一 


と ころ で 君たち の うち は 大 丈夫 ? 


ゴミ が 山積 みさ れ た 夢の島 に 、 突 如 巨 大 な 花 ・ マ ン モ ス フ ラ 
ワー が 出現 。 猛 烈 な 勢い で 東京 中 に 生 い 繁 っ て いく 。 駆除 し 
よう に も その 茎 は 固く 、 ブ プ ブルドーザー で も 歯 が 立 た な い 。 対 
策 本 部 の 人 間 が 鬼太郎 を 訪ね 、 マ ン モ ス フ ラ ワー を 駆除 し て 
ほし いと 大 金 を 積む が 、 擬 太郎 は これ を 拒否 。 し か し 不潔 に 
し て いた ね ずみ 男 の 硝 中 に も 、 マ ン モ ス フ ラ ワー が 発芽 し て 
し まう 。 ま すま す 増 える 花 に は 空軍 の ミサ イル も 効か な い 。 
事態 を 打開 すべ く 、 目 玉 お や じ は 妖怪 ・ あ か な め に 連絡 を 取っ 
た 。 鬼 太郎 は あか な め に 会 うた め に 、 東 京 湾 へ 。 し か し 、 水 
中 で 対 財 し た あか な め の 返 答 は 、 厳 し いも ゃ の だ っ た 。 

原作 | 
1 No 1 
i 児 太郎 以外 の 水木 : 
! 作品 『 マ ン モ ス フ : 
: ラ ワー』 は 、 物 語 ! 
: 自体 が 今 の 世の中 
: と 政治 家 に 不満 を : 
衝 っ た 、 夢の島 に : 
i 勤め る 臨時 清掃 員 : 
! の 屋 夢 だ っ た 。: 
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2 3 1 





【 第 009 話 } 


胡 さ ま 
シン ーー 
1971 年 12 月 2 日 放映 


い 


STORY 
0 人 
生け 党 の 島 で 髪の毛 の 大 群 が 暴 走 ! 


鬼太郎 宅 で 留守 番 す る ね ずみ 男 の と ころ に 、 1 羽 の カラ ス が 
助け を 求め て きた 。 可愛 が っ て くれ た 少女 ・ 花 子 が 「 閉 様 」 
と 呼ば れる 神 へ の 生け 埋 に な っ て し まう の を 、 助 け て ほし い 
と いう 。 ね ずみ 男 は 島 に 向かい 、 花 子 を 助け 出す こと に 成功 。 
し か し 髪 様 に 仕 を る 神主 の 妖怪 ・ 毛 日 玉 に 捕まっ て し まい 、 
代わ り に 生け 埋 に され る 。 し か し 髪 様 は 満足 せ ず 、 村 長 に 、 
代わ り の 生け 昔 100 人 を よこ す よ う 命 じ て き た 。 そ の 約束 が 時 
た され な い の で 、 激 怒 し た 毅 様 は 、 島 民 の 髪の毛 を 頭 か ら 分 
離さ せ て 操り 始め る 。 そ の ころ 島 か ら 逃 げた 花子 に 話 を 聞い 
た 鬼太郎 と ネコ 娘 は 鳥 に 向かい 、 友 様 と 対決 する 。 















































原作 

i「 胡 を の 毛 大 戦 」 で 
は が 村 を 上 人 
: し て お り 、 鬼 太郎 : 
| が 「 八 タ の 鏡 」 の : 
: ある 場所 に 着い た : 
時 に は 居 な か っ た : 
: の で 、 戦 わ ず し て 
: 鐘 を 割れ た 。 











演出 人 の 山口 康男 脚本 久栄 田 夏 余 作画 監督 代 江 藤 文男 





【 第 010 話 } 


アン コー ル ワ ッ ト の 霊 
1971 年 12 月 9 日 放映 


0 


STORY 
うる う 年 に 徒 条 す る 亡霊 に 隠さ れ た 赤 語 


カン ボ ジ ア の 遺跡 ・ ア ンコ ー ル ワッ ト で は 、 4 年 ご と に 鎧 武 
者 の 亡霊 が 出現 する と いう 。 武 者 の 亡霊 に きら われ た 娘 を 助 
け て ほし いと 頼ま れ 、 朱 太郎 た ち は 現 地 を 訪れ る 。 現 地 の 笠 














察 に よる と 、 武 者 の 亡 寺 に よる 誘拐 事件 は 4 件 発生 し て いた 
鬼太郎 が 事件 の 行方 を 追う と 、[ 死 の 村 ] と いう 廃 村 に た どり 
着く 。 鬼 太郎 親子 は そこ へ 向かう が 、 そ の 迷路 の よう な 路地 
を 見 た 目玉 お や じ は 、 こ こ は 日 本 人 が 作っ た 街 だ と 謎 の 指摘 
を する 。 そ し て 古井 戸 を 覗き 込ん だ 途 端 、 鬼 太郎 は 井戸 の 中 

突き 落と きれ た 。 浴 
太郎 だ っ た が 、 つ い に 力 尽き 








た い 水 で 纏 え な が ら 犯 人 の 話 を 聞く 上 
、 水 の 中 へ 沈ん で し まう 。 


| 原作 
人 ! 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
作品 「 ア ンコ ー ル : 
: ワッ ト の 女 ] で は 、 
: 行方 不明 の 女性 は 
! 4 年 後に 戻っ て く : 
: る が 、 本 人 の 中 で 
! は 数 分 間 の 出来 事 
i だ っ た と いう 。  ! 














脚本 久 雪 宝 俊 一 作画 監督 念 白土 起 


演出 西沢 信孝 








【 第 012 話 】 








第 011 話 ナーーーーーー 


土 こ ろ び 


1971 年 12 月 16 日 放映 


0 


STORY 
Bo、 


鬼太郎 の エネ ルギー が 狙わ れ た ! 

ガソリン 輸送 車 に 乗せ て で もらっ た ね ずみ 男 が 山中 で 降り る と 
車 の 前 に 妖怪 ・ 土 
残っ た ガソリン を 飲む 土 こ ろ び 。 じつは ね ずみ 男 は 土 こ ろ び 
と グル で あり 、 土 ころ びに ガソリン 料金 を 請求 する 。 一 方 ね 
ずみ 男 か ら 温 泉 へ 招待 され て いた 鬼太郎 は 、 ひ と り 温 泉 地 へ 
向かっ た 。 その 地 で は 怪物 が 出る た め 、 客 足 が 遠 の いて いる 

と いう 。 ね ずみ 男 が 和 宿 の 主人 に 怪物 退治 料 を 要求 し て いる こ 
ろ 、 そ の 地 に ある 発電 小屋 で 、 鬼 太郎 も 妖気 を 感じ て いた 。 
そこ に ネコ 女 の 悲 喝 が 聞こ えて くる 。 な ん と ネコ 娘 は 土 こ ろ 
びに エネ ルギー を 吸い 取ら れ 、 老 婆 に な っ て し まっ て いた 。 


原作 
1 8 
i「 土 ころ び 」 で は 


















































: 方 な ど は 同じ 。 


脚本 久安 藤 豊 弘 作画 監督 念 野田 卓雄 





演出 急 白 根 徳重 


SN ge ge ge no 


。 1sSiesoLASON 2 


| 


ころ び が 出現 。 運転 手 は 驚い て 逃げ ば て し まい 、 


RSSWIRSWA 了 
工場 排水 が 混 : 
| な っ た 水 を 飲み 続 : 
けた 結果 、 巨 大 な : 
: 肉 塊 に 変化 し た と : 
! い う 設 定 。 や られ ! 





や また の お ろ ち 


1971 年 12 月 23 日 放映 


STORY 
ho、 
「 解 放 石 ] に 触っ た 者 は 、 捕 ち わ れ る ! 


八 俣 大 蛇 を 探し て いた ね ずみ 男 は 、 呼 子 と いう 妖怪 の 存在 を 
教え られ る 。 そ し て 山中 で ね ずみ 男 が 遭 遇 し た の は 、 足 が 根 
に な っ た 妖怪 ・ 呼 子 だ っ た 。 呼子 が 持つ 大 き な 宝 石 に 目 が く 
らん だ ね ずみ 男 は 、 そ の 石 「 解 放 石 」 に 触り 中 に 吸い 込ま れ 
て し まう 。 し か も 石 の 中 に は 、 八 修 大 蛇 が いて 毅 い 掛か っ て 
きた 。 ね ずみ 男 は 呼子 に 懇願 し て 出し て も ら っ た が 、 そ の 代 
償 と し て 呼子 と 入れ 奉 わ り 、 足 が 根 に な っ て し まう 。 解 放さ 
れ た いた め に 次 の 身代わり を 探す ね ずみ 男 は 、 助 け に きた 上 鬼 
太郎 た ち を だ まし て 解放 石 に 触ら せる 。 そ し て 石 に 吸い 込ま 
れ た 鬼太郎 た ち に 、 八 俣 大 蛇 が 毅 い か か っ た 。 














1 原作 

1 hb、 ! 
i 見 太郎 以外 の 水木 : 
: 作品 「 や また の お 
: ろ ち ] は 、 八 俣 大 : 
! 蛇 に 興味 が ある 子 : 
| ども が 山 の 中 で 呼 
! 子 に だ まさ れ 、 身 : 
: 代 わり で 呼子 に 
「 な っ て し まう 語 。: 








演出 全 茂 野 一 清 脚本 人 辻 真 先 作画 監督 旬 大 工 原 章 





【 第 013 話 】 


か ま ぼ こ 


1971 年 12 月 30 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 
鬼太郎 、 な ん と か ま ぼ こ に な る !? 


鬼太郎 は 半 魚 人 に 食わ れ そ うに な っ た カメ を 赤い 、 半 魚 人 の 手 
・ 巨 大 イカ に 食わ れ て し まう 。 そこ で 此 太 郎 は 巨大 イカ の 意 
識 を 支配 。 魚 を 100 t 獲れ ば 元 に 戻す と いう 半 魚 人 の 言葉 を 信 
じ 、 魚 を 獲 り 続け る 。 そ の 魚 で か ま ぼ こ を 作り 大 金持ち に な っ 
た 半 魚 人 は 、 鬼 太郎 イカ を も だ まし て 爆破 。 そ の 了 肉片 も か ま ぼ 
こ に し て し まう 。 目玉 お や じ た ち は その か ま ぼ こ を 買い 占め 、 
妖怪 病院 へ 。 復活 し た 昆 太郎 は 半 魚 人 の 家 に 忍び 込み 、 半 魚 人 
を そそ の か し 人 間 に な る 手術 を 受け させ る 。 人間 に な っ た 半 魚 
人 の も と に は 税務 署 や 保険 勧誘 員 が 押し 寄せ 、 そ の わずらわし 
さ に 半 魚 人 は 人 間 に な っ た こと を 後悔 する の だ っ た 。 


原作 

1 1 1 
[かまぼこ 」 を 恵 実 : 
! に アニ メ に 再現 。: 
! 妖 尾 か ら 人 間 に な ! 
1 り 後悔 する 半 魚 人 : 
i に 対し て 、 人 間 と 
: し て 永吉 に 普 し め : 
i と 鬼太郎 が 言う : 
! シー ン が ある 。  : 






































演出 人 設楽 坪 脚本 信栄 田 夏 余 作画 監督 信 病 池 城 二 














【 第 014 話 】 


怪 目 動車 


1972 年 1 月 6 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
人 食い 河 層 で で きた 暴走 自動 車 は いか が ? 


激安 車 を 買っ た 夫婦 が その 車 に 乗り 込む と 、 車 が 勝手 に 走り 
始め た 。 そ し て その 「 怪 自動 車 ] は 夫婦 を 乗せ た まま 、 池 の 
中 に 飛び 込ん で し まう 。 夫 婦 が 「 マ イカ ー を 持た な い 」 と 池 
の 中 で 宣言 する と 、 よ う や く 車 の ドア が 開き 解放 ほれ る 。 こ 
れ は 、 マ イカ ー ブ ー ム の せい で 、 毎 日 大 が ひき 殺さ れる こと 
に 乱 っ た 妖怪 ・ す ね こす り の 仕業 だ っ た 。 人 食い 漆 層 で 作ら 
れ た 怪 自動 車 を 操り 、 車 を 持ち た が る 人 々 に 浪 を 与え て いた 
の だ 。 事 件 の 解決 に 乗り 出し た 鬼太郎 は 、 暴 走 する 怪 自動 車 
を 発見 。 ト ラン ク の 中 に 忍び 込む が 、 そ こ で は 妖力 が まっ た 
く 効 か ず 、 人 食い 藻 層 が 待つ 池 の 中 に 引き ずり 込ま れ て し まう 。 


原作 
1 - 6 
! 鬼太郎 以外 の 水木 : 
: 作 品 「 妖 怪 自動 : 
: 車 」 が 原作 。 わ ず : 
_ ! か 7P の 短編 で 、 
| 妖怪 自動 車 を 購入 
: し た 夫婦 は 、 山 に 
i 連れ て 行か れ 、 食 ! 
! べ られ て し まう 。: 

















































































































演出 久山 本 定 巳 脚本 久 三 芳 加 也 作画 監督 信 白 土 武 








【 第 015 話 】 


二 虹 


1972 年 1 月 13 日 放映 


9 


STORY 
Bb、 
鬼太郎 が 凶暴 な 和牛 鬼 に 変身 し て し まう ! 


ね ずみ 男 と 少年 た ち は 、 立 ち 入り 禁止 で ある 和牛 鬼 岩 の 周り で 
釣り を し た た め 、 妖 怪 ・ 和 牛 鬼 の 怒り を か う 。 町 まで 追っ て 来 
た 二 を 倒 そ うと 町 民 た ち が 攻 撃 す る が 効果 な し 。 駆 けつ け 
た 鬼太郎 が 退治 し た も の の 、 今 度 は 鬼太郎 が 牛 鬼 に 変身 し て 
し まう 。 邊 鬼 は 、 退 治さ れる と 本 体 が 体 か ら 抜け 、 退 治し た 
も の に 乗り 移る 厄介 な 妖怪 だ っ た の だ 。 鬼太郎 の 危機 を 知っ 
た 目玉 お や じ は 、 か つて 牛 鬼 を 封じ た 池 楼 維 様 を 住民 あん な 
の 念力 で 呼び 出す し か 道 は な いと 断言 。 出 現し た 迎 楼 難 様 に 
より 、 牛 鬼 は 桜山 へ 放 導 され 、 燃 え 盛 る 火口 へ 落ち て いく 。 
太郎 は 自分 の 妖力 に よっ て 、 火 口 か ら 復 活 し て きた 。 
原作 
人 ! 
i「 生 鬼 ] で は 、 生 : 
: 鬼 の 正体 は 、 細 胞 : 
を 変化 させ る 生き !: 
! た 気体 で あり 、 生 : 
! 物 が 死ぬ と 最も 近 : 
: く の 生物 に 寄生 す : 
: る 、 と 週 楼 引 様 が : 
! 鬼太郎 へ 説く 。 
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演出 人 山口 康男 


{第 016 話 一 





南 か ら の 招き 


1972 年 1 月 20 日 放映 


0 


STORY 
ho、 
テレ パシ ー を 持つ ガマ 人 が 息子 を 呼び 寄せ る 


毎日 同じ 秘境 を 探 栓 する 夢 ば か り 見 る と いう 男 ・ 下 田 が 、 鬼 
太郎 の も と に 相談 に 来る 。 人 間 を 夢 で 呼び 寄せ る 能力 を 持っ 
た 怪物 を 研究 し て いる 大 学 教授 が 、 正 田 の 夢 は その 超 能 力 で 
見 せら れ て いる と 断言 し て 、 そ の 怪物 が いる と いう ニュ ー ギ 
ニア へ の 冒険 に 同行 する よう 求め られ た と いう 。 鬼太郎 も 正 
田 に 同行 を 求め られ 、 快 語 。 ニ ュー ギニア に 着き 河 を 進む と 、 
正田 の 夢 と 同じ 沼 に た どり つく 。 し か し 一 行 は 、 そ の 集落 で 
ガマ ガエル の 外見 で 人 語 を 話す ガマ 人 に 苗 わ れ て し まう 。 水 
上 で 行き 場 を な くす 一 行 だ が 、 鬼 太郎 の 体内 電気 で が マ 人 を 
一 網 打 尽 に する 。 そこ に 正田 の 父親 だ と 名 乗る ガマ 人 が 現れ た 。 


原作 

1 ーー H 
本 』 i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
: 作品 「 南 か ら の 招 : 
: き 」 が 原作 。 が ガマ 
: 人 と 交わ る な ど 生 : 
活 を 共に する こと : 
i で 「 呼 ば れ た 人 」! 
!: は 徐々 に ガマ 人 に : 
な っ て いく 。 1 
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演出 欠 設 楽 博 





第 017 話 】 


辺 切り 下 


1972 年 1 月 27 日 放映 


ゅ 


STORY 
デー 
縁切り 虫 が 戦争 まで 起こ し ちゃ う !? 


刺さ れ た ら 人 間 嫌 い に な る 下 ・ 緑 切り 虫 が ある 結婚 式 に 現れ 、 
新婦 が 刺さ れ て 突然 離婚 宜 言 し た 。 そ の 場 で 縁切り 虫 を 捕 ま 
えた ね ずみ 男 は 「 縁 切り 問題 相談 所 」 を 開設 。 相 談 所 に 来 た 
男性 か ら 「 世 界 平和 会 議 で 縁切り 虫 を 使え ば 、 戦 争 に な り 武 
器 会 社 の 株 が 高騰 し て 大 儲け で きる 」 と そそ の か され る 。 そ 
ん な 一 大 事 に 、 ね ずみ 男 に 縁切り 虫 の 実験 台 に され た 鬼太郎 
は 、 日 下 お や じ に 暴言 を 吐い て ふて寝 する 始末 。 ネ コ 娘 は 強 
引 に 鬼太郎 を 平和 会 議 へ 連れ て 行く 。 火 山 の 硫 昔 を 吸い 正気 
に 戻っ た 鬼太郎 は 、 縁 切り 虫 に より 混乱 し た 会 議場 に 硫黄 臭 
を 注ぎ 込む 。 参加 者 は 正気 に 戻り 、 会 議 は 無事 に 終了 し た 。 


: 硫 作 : 
H ペー 

鬼太郎 以外 の 水木 
作品 縁切り 昌 』 
! は 、 さ きえ な い 男 が 
! 縁切り 虫 を 捕まえ 、! 
! 離婚 相談 所 を 開業 。! 
! 成功 する が 最後 に : 
! 虫 に 逃げ られ 、 絶 ! 
: 望 だ けが 残る 話 。 
































脚本 久 雪 室 人 一 作画 監督 人 白土 起 





【 第 018 話 】 


生 偽 こ いう 名 の 伴 物 


い 


STORY 
Bb、、 


欲望 で “幸せ” に は な れ ま せん ! 

山 で 拾っ た 不思議 な 玉 を 鬼太郎 の 家 に 持っ て 行く ネコ 娘 。 そ 
れ は 妖怪 が 持つ と 単なる 下 だ が 、 人 間 が 持て ば 欲 を 吸っ て 
大 化し 、 最 後 は 爆発 する 危険 な 地獄 玉 だ っ た 。 鬼太郎 は 目玉 
お や じ に その 玉 を 井戸 に 捨て る よう に 言わ ん る が 、 ね ずみ 9 
の ワナ に は まり 渡し て し まう 。 き えな い 男 ・ 中 村 を 見 つけ た 
ね ずみ 男 は 、 地 獄 玉 を 夢 が 叶う 魔法 の 下 だ と うそ を つき 、 
世 払 いで 売り つけ る 。 中 村 が 試し に 出世 を 願う と 叶い 、 
も 宝くじ が 当たる 。 玉 を 信じ る 妻 は 外出 時 も 持ち 歩き 、 礁 
返 そう と し た ネコ 娘 も 失敗 。 と ころ が 、 人 より 巨大 化し た ヨ 
は 爆発 し 、 豪 穫 な ど 欲 で 得 た も の すべ て を 消し 去っ て し まっ た 


原作 。 | 
1 7 1 
i 鬼 太郎 以外 の 水木 : 
! 作 品 「 幸 福 と いう 
i 名 の 怪物 」 で は 、! 
: 幸福 の 卵 が 肌 化 し : 
! て 半 福 と いう 名 の 
! 怪物 が 産ま れ 、 怪 : 
! 物 を 成長 させ て 往 ! 
| 望 を 叶え る 語 。 
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釜 鳴り ふ ぶ ふくろ さ げ 
1972 年 2 月 10 日 放映 1972 年 2 月 17 日 放映 
0 9 
STORY STORY 
ho、 





守 
@ の る 
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演出 多 山 本 寛 巳 脚本 念 辻 真 先 作画 監督 久 江 藤 文男 


lx、 ーー コ 
妖力 を 奪う 強敵 ・ 釜 鳴り 登場 ! 

鬼太郎 は バラ ンス を 崩し て 岩 を 転げ 落ち 、 そ の 拍子 に 化け 釜 に 
頭 が は まり 、 髪 の 毛 を 槍 わ れ て し まう 。 妖力 の 源 で ある 髪の毛 
が 抜け 、 人 間 の 子ども 並み に 弱っ て し まっ た 鬼太郎 を 救う べく 
目玉 お や じ は 髪の毛 を 取り 戻し に 行く 。 一 方 、 ね ずみ 男 は 妖怪 
ボス ト の 依頼 に 応え 、 子 ども の 行方 不明 が 続発 する 釜 ヶ 原 へ 。 
そし て そこ に いた 化け 釜 に 飲み 込ま れ て し まう 。 釜 の 中 は 異 次 
元 に な っ て お り 、 目 玉 お や じ や 子ども た ち も そ こ に いた 。 晶 玉 
お や じ が 釜 の 中 か ら 妖 気 を 送り 、 気 づい た 砂 か け 婆 は 妖怪 ア 
パー ト の 住民 を 駆り 出し て 化け 釜 の 正体 ・ 釜 鳴り を 攻撃 。 鬼 大 
郎 の 髪 も 戻り 、 釜 の 中 の 人 々 も 無事 救出 され た 。 
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: 硫 作  : 
1 ーー 1 
由 釜 な り ] で は 、: 
1 平凡 な 釜 が 鬼太郎 : 
! の 髪 を 吸い 込ん だ ! 
! こ と で 、 文 福 茶 金 
: 風 の 証 い 釜 に 復活 : 
i す る が 、 鬼 太郎 に : 
! 胡 を 取り 戻さ れる ! 
と 元 の 釜 に 戻る 。 : 
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演出 多 西 沢 信孝 脚本 久 柴 田 夏 余 


妖怪 の 敵 ・ ふ くろ さげ を や っ つけ ろ ! 


山 で お 宝 を 探す 2 人 の 泥棒 と 会 っ た ね ずみ 男 は 、 古 代 の 地区 
か ら つ ぼ に 入っ た 妖怪 ・ ふ くろ さげ を 発見 。 ふ くろ さげ は 、 
人 間 の 要望 に は 何で も 従う が 、 妖 惨 エ ネル ギー を 吸い 取る の 
で 、 妖 怪 は 近づけ な い 人 危険 な 妖怪 だ っ た 。 ふ くろ さげ の お か 
げ で 銀行 か ら 大 金 を 盗め た 泥棒 た ち は 、 ふ くろ さげ が 満足 す 
る よう 鬼太郎 の 妖怪 エネ ルギー を 吸収 させ よう と 、 第 太郎 を 
ホテ ル に 呼び 出す 。 鬼太郎 は 体 に 入り 込ん だ ふく ろ さ げ を 倒 
す た め 、 プ ー ル に 飛び 込み 体 電気 を フル 放出 し て ふく ろ さ げ 
を 苦し め る 。 弱っ た ふく ろ さ げ か ら エ ネル ギー を 吸い 取っ た 
鬼太郎 は 、 ふ くろ る さげ を つぼ に 閉じ 込め る こと に 成功 し た 。 
| 半生 東 0 | 原作 
『 Noa 請 3 
中 ふく ろ き さげ 」 で : 
: は 、 鬼 太郎 を 襲っ : 
| た ふくろ さげ の 欲 : 
: が 強 す ぎ て 、 自 分 : 
: の 体 に 入ら な い ほ : 
| どの 強い エネ ル : 
」、「 ギー を 吸い 込ん だ ! 
! た め に 自爆 し た 。! 



































































































































作画 監督 人 第 池 城 二 








【 第 021 話 】 


心配 屋 


1972 年 2 月 24 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
“モー レツ 社員 ” に 効く 特効薬 は ね ずみ 男 ? 


製薬 会 社 の 社長 が 息子 ・ 凡 太 の 無気力 な 姿 を 心配 し 、 熱 血 社 
員 に し て ほし いと 第 太郎 へ 依頼 する 。 人 間 の 尊厳 に 関わ る こ 
と は し た く な い 、 と 断る 鬼太郎 親子 。 し か し お 金儲け の チャ 
ンス を 逃す まい と する ね ずみ 男 は 、 妖 怪 ・ バ リバ リ の 卵 を 体 














内 に 入れ れ ば 、 平凡 を 非 久 に で きる と 目玉 お や じ か ら 聞き 出す 。 











そし て 卵 を 見 つけ 「 心 配 屋 」 を 始め た と ころ に その 社長 が 訪 
れ た 。 息子 に バリ バリ を 電 め 込む 手術 を 行う と 、 望 み ど お り 
凡 太 は モー レツ 社員 に 変身 。 し か し 度 を 超 し た 働き 方 が 不安 
に な っ た 社長 は 、 今 度 は 元 に 戻し て ほし いと 頼む 。 鬼 太郎 が 
ね ずみ 男 の 爪 の 垢 を 飲ま せる と 、 元 の 過 太 に 戻っ た 。 


原作 
8 ーー デ H 
i 称 太郎 以外 の 水木 : 
: 作 癌 [心配 屋 | で: 
: は 、 凡 太 を 元 に 戻 : 
! す 代金 と し て ね ず : 
! み 男 は 社長 に 1 億 : 
円 を 請求 。 下 剤 で : 
| バリ バリ を 下 し | 
: で 、 元 に 戻し た 。: 




















脚本 信栄 田 夏 余 作画 監督 久 第 池 城 二 


演出 欠 白 根 徳重 








逆 餅 殺し 
1972 年 3 月 9 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 
目玉 お や じ の 妖術 ・ 逆 餅 殺 し が 誕 裂 ! 


母 の 遺体 が 妖怪 ・ 火 車 に 盗ま れ た の で 取り 返し て ほし いと 、 
少年 が 鬼太郎 に 頼み に 来 た 。 そ れ に 対し て 目玉 お や じ は 、 鬼 
太郎 で も か な わな い 妖 怪 が いる と 断っ て し まう 。 少年 が 泣く 
姿 に 一 念 発起 し た ね ずみ 男 が 遺体 を 取り 返 そ うと 火車 に 挑む 
が 、 人 簡単 に 魂 を 抜か れ て し まっ た 。 そ し て 火車 に 挑ん だ 系 太 
郎 も や や は り 魂 を 抜か れ 、 火 車 と 体 を 入れ 替え られ て し まう 。 
駆け つけ た 日 玉 お や じ は 火車 の 餅 攻撃 を 逆手 に 取り 、 火 車 
日 玉 餅 で 細 っ た 。 火車 は 降参 し 、 永 久 に 穴 ご も りす る と いっ 
て 少年 の 母 の 遺体 も 返す 。 鬼 太郎 た ちる 復活 し 、 目 玉 お や じ 
は 数 年 ぶり に 妖術 を 使っ た の で 、5 年 寿命 が 縮まっ た と いう 。 
ll | 原作 
1 で 1 
i「 逆 餅 殺 し 」 の 火 : 
自分 の 老い を ! 
し 、 昔 の 元気 : 









































































「 て いる 。 勝負 に 負 : 
: けた 後 も 、 死 体 を : 
: 格 楠 に 戻す 体力 が ! 
: な か っ た 。 








脚本 久安 藤 豊 弘 作画 監督 多野 田 卓 雄 


演出 人 白根 徳重 


演出 久山 口 康男 


第 023 話 一 ーーーーーーーー 一  - 一 一 一 ーーーーーー 第 024 話 】 


【 第 022 話 】 


地獄 の 水 


1972 年 3 月 2 日 放映 


い 


STORY 
デデデ 


水神 の 秘密 を つか ん だ 登山 家 が 狙わ れる 
ヒマ ラ ヤ の 水神 の 秘密 を 知っ た 登山 隊員 ・ 深 谷 を 減 す る た め 
に 、 水 神 使い が 日 本 まで 追い か け て 来 た 。 そ の 力 に よっ て 東 
京 の ビル 街 が 高波 に 襲わ れる が 、 鬼 太郎 の 妖力 で 水 を 引か せ 
る 。 水神 使い が 姿 を 消し た こと を 不審 に 思っ た 鬼太郎 は 、 水 
を 飲ん だ 人 の 姿 が 消え た こと で 、 水 源 地 に 水神 が いる だ ろう 
と 推測 。 水神 の 正体 が 、 深谷 が 考え を る よう に 透明 な 細胞 を 持っ 
た 高等 液体 動物 な ら ば 火 で 燃え る だ ろう と 、 ガ ソリ ン を 搬 い 
て 燃やす 方 法 を 思い つく 。 そ し て 水源 地 に いた 水神 使い を 燃 
や す と 、 水 神 本 体 も 燃え 尽き て いく 。 よ う や く 人 々 は 次 が 消 
える こと を 心配 せ ず 、 安 心して 水 を 飲め る よう に な っ た 。 


原作 


1 ーー H 
: 上 太郎 以外 の 水木 
: 作 品 「 地 狂 の 水 
! が 原作 。 水神 の 秘 
! 密 を 知っ た 父親 が 
| 「 命 を 奪わ れ 、 息 子 
| が 仙 を 討つ 話 。 ガ : 
i ソ リン で 退治 され 
し る の は 同じ 。 























脚本 信者 室 讐 一 作画 監 叔 氏 白土 式 





傘 ば け 


1972 年 3 月 23 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 
ね ずみ 仙人 が 傘 化 け の 願い を 叶え る !? 


人 間 み た い に 幸 福 に な り た いと 叶い た 傘 化 け に 対し て 、 下 太 
郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ が あ れ ば 望み が 叶う 、 と 仙人 の ふり を し 
た ね ずみ 男 が 助言 。 傘 化け に 追わ れ た 鬼太郎 は 砂 か け 婆 の 妖 
怪 ア パー ト に 逃げ 込む が 、 傘 化け が 家 に 火 を 着け る の で 、 ち ゃ 
ん ちゃ ん こぐ らい 貸し て や れ 、 と 砂 か け 疲 に 責め られ 仕方 な 
く 貸 し て し まう 。 ち ゃ ん ちゃ ん こ に より 人 金持ち の 子ども に 変 
身 し た 傘 化 け は 、 豪 妃 で リガ ママ に 暮らす 。 し か し 、 傘 化け 
を 妖怪 だ と 教 ん 、 そ れ を 追っ 払っ て 親 か ら 金 を あぁ ふん だ くろ う 
と し た ね ずみ 男 の 計 画 は 、 称 察 に 見 つか り 失 敗 。 傘 化け も 鬼 
太郎 の 機転 で 傘 を 燃やさ れ て 降参 し 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ を 返し た 


| 硬 作 : 
1 OO 1 
[ 傘 ば け 」 で は 、: 
| ね ずみ 男 の 悪巧み 
: に 利用 され た 傘 化 ! 
: けが 、 鬼 太郎 を 熱 
: 光線 で 攻撃 する も 
: の の 、 鏡 で 反射 き : 
: れ 倫 が 燃え て 消滅 
tb 地 も 委 9。 1 
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【 第 025 話 】 【 第 026 話 】 


まぼろし の 泊 車 犬 首 








1972 年 3 月 30 日 放映 1972 年 4 月 6 日 放映 
ゅ 9 
STORY STORY 
PP デ ho、 人 
鬼太郎 が 吸血 鬼 に な っ て し まっ た ! 巨大 な 首 だ け の 妖怪 が 魂 を 求め て 戦う 


南方 か ら 来 た 吸血 鬼 ビ ピー は 、 日 本 征服 の 拠点 と し て ある 村 を 原因 不明 の 「 ポ ッ ク リ 病 ] で 急死 する 、 将 来 有 望 な 若者 た 
襲う 。 助 か っ た 村人 が 技 太郎 に 助け を 求め に 来 た 。 村 に 行き 、 が 激増 。 妖 怪 ・ 大 首 が 優秀 な 魂 を 食べ る た め 、 骨 女 を 使っ て 
吸血 時 の 嫌う 鐘 の 音 を 鳴ら そう と し た 叔 太 郎 は 、 吸 血 時 と 魂 を 集め て いた の だ 。 ね ずみ 男 も 急死 し 、 墓 を 見 張っ て いた 
な っ た 村人 た ち に より 、 鐘 の 中 に 閉じ 込め られ 蒸し 焼き に さ 鬼太郎 た ち は 骨 女 と 遭遇 。 一 戦 交 えた 後 、 ネ コ 娘 は 骨 女 を 慣 
れ て し まう 。 そ し て ちゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ て 出 て きた 衝 太 行 す る が 、 逆 に 何で も 言い な り に な る 毒 を 盛 ち られ て し まう 

郎 を 、 治 し て あげ る と だ まし て 持っ て いく 美女 が 現れ た 。 と ネコ 娘 は 毒 キ ノコ を 鬼太郎 に 食べ きせ よう と する が 、 気 づ ! 
ころ が 彼女 は ピー の 手下 で あり 、 邊 太 郎 は 吸血 鬼 と な っ て 復 た 鬼太郎 が キノ コ 鍋 を 捨て 、 事 な き を 得る 。 一 方 ね ずみ 男 
活 し て し まっ た 。 息 子 の 危機 を 救 お うと 、 目 玉 お や じ は 時 間 魂 は 井戸 に 捨て られ 、 ね ずみ 男 は 称 生 。 第 太郎 は 仲間 た ちと 
を 戻せ る 「 ま ぼろ し の 汽車 ] を 呼び よせ る 。 それに 無理 や り 敵 の 本 拠 地 へ 向かう 。 苦 戦 し た 第 太郎 だ が 、 自 分 の 貴 液 と 胃 
乗せ 、 過 去 へ と 戻る こと で 昨 太郎 と 村人 た ち は 正 気 に 戻っ た 。 液 で 作っ た 特製 風船 で 防御 し 、 毒 を 使い 大 音 を 倒し た 。 










































































原作 原作 
i「 ま ぼろ し の 汽車 」! 


: を ほほ 下 実 に 再現 。! 
i 原作 で は 吸血 鬼 と ! 
! 化し た ね ずみ 男 が 5 


「 ピー の 命令 に お び ! 

















」 ! 尾 の 缶詰 を 送り つ 
! え たり 、 鬼 太郎 に : | : け 、 住 民 が 喜ん で 
! 義理 を 感じ る な ど : 上 Epe | 開け る と 、 衛 撃 で 
! や や 正気 を 保つ 。 : B ! 屋根 が 飛ん だ 。 






























































演出 人 茂 野 一 消 脚本 代田 夏 公 作画 監督 白土 式 演出 人 西沢 信孝 脚本 人 雪 室 佐 一 作画 監督 生 癌 昭憲 
【( 第 027 話 】 【 第 028 話 】 
いや み あか な め 
1972 年 4 月 13 日 放映 1972 年 4 月 20 日 放映 
STORY STORY 
hb、 ho、 人 


鬼太郎 、 骨 抜き の 色 ボ ポケ に な る ! ゴミ か ら 生 まれ た 妖怪 が 街 を 襲う 




















山 の 中 で 冬眠 し て いた 妖怪 ・ い や み が 復 活 。 居 合わ せ た ね ず 夢の島 の ゴミ か ら 、 突 如 巨大 な 妖怪 ・ あ か な め が 出 現 。 東 京 
み 男 は 、 い や み の 吐 き 出す 楽し み の エ キス 「 イ ロ 気 ] を 吸っ の 街 を 破壊 し 始め る 。 火 秋 放 射 し て も 、 あ か な め は 受け た も 
て 色 ボ ケ 状 基 に な り 、 少 女 を 誘拐 する 。 さ ら に 鬼太郎 を 誘い の を 吸収 し て 体 が 巨大 化す る だ け 。 あ か な め 自 身 も 、 街 中 を 








出し た いや み は 、 イ ロ 気 を 吸わ せ 上 鬼太郎 を も 骨抜き に し て し 
まう 。 そ し て 人 間 の 楽し み を 吸う いや み の せ いで 人 間 た ち は 
気力 を 失い 、 街 は 静まり返っ て いた 。 目玉 お や じ は 鬼太郎 の 
体内 に 入っ て 汚さ れ た 魂 を 取り 出し 、 神 社 の 水 で 洗い 清め る 。 
それ に より 正気 に 戻っ た 鬼太郎 は 誘拐 きれ た 少女 を 救い 出し 、 
つる べべ 火 で 家 ご と 燃やす 。 そ し て いや み の 集 め た 「 楽 し み ] 
の 入っ た 袋 を 解放 し 、 街 に 活気 を 戻す こと に 成功 し た 。 


1 原作 
H 人 
汗 い や み 」 で は 、 





ゴミ で 埋め 尽く すま で 止ま る こと が で き な い の だ 。 鬼太郎 親 
子 は あか な め と 話し 合 お うと し た が 、 問 答 無 用 で 符 み 込ま れ 
て し まう 。 そ こ に ゴミ の 増加 に よっ て 人 語 を 話す まで 進化 し 
た 知恵 バエ が 、 生 命 力 が 異常 に 強い 古代 の 種 を 持っ て くる 。 
最後 の 願い を 込め て ネコ 娘 が あか な め の 体 に 種 を 埋め 込む と 、 
体内 の ゴミ を 養分 に し て 一 夜 で 巨木 へ と 成長 。 そ の 木の実 が 
割れ て 鬼太郎 た ち は 脱出 し 、 東 京 は 一 面 の 緑 に 覆 わ れ た 。 


原作 
No 
i「 あ か な め 」 で は 、: 
































いや み の 吐く 息 を : 
! 受 け て 、 目 玉 お や : 
i じ は 風呂 に 入っ て : 
! も 楽し く な く 、 鬼 : 
「 太 郎 は 生き て いた ! 
!: く な い 気 持ち に !: 
! な っ て し まう 。 








: 種 を 植え る 行為 に 
: 危険 を 感じ た ね ず !: 
み 男 が 猫 子 (ネコ 
: 娘 ) に 種 を 託す 。 

: その 結果 、 猫 子 も 
!: あ か な め に 符 み 込 ! 
: まれ て し まう 。 : 
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第 029 話 + 


ダイ ダラ ボッ 
プ 2< ナ 
1972 年 4 月 27 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 
「 伝 説 の 巨人 」 の 復活 を 防げ ! 


体 を バラ バラ に され 、 日 本 各地 に 封じ られ て いた 伝説 の 巨 
人 ・ ダ イダ ラボ ッ チ 。 そ の 復活 を 期す 手下 た ち は 、 巨 大 な 鍵 
を 使っ て 封印 を 解い て 回 る 。 鬼太郎 は その 鍵 を 奪う こと に 成 
功 す る が 、 す で に 復活 し て いた 巨大 な 目 に 見 張ら れ 、 わ ず か 
隙 に 鍵 と も ども さら われ て し まう 。 そ し て 完全 復活 し た ダ 
イダ ラボ ッ チ は 、 日 本 を 食い つく そう と する 。 ダ イダ ラボ ッ 
チ が 体 を 脳みそ で 遠隔 操作 し て いる と 知っ た 鬼太郎 は 、 脳 み 
0 SYS 
て いた ね ずみ 男 に 谷底 に 笑 き 落 と され た が 、 手 首 か ら 先 を 
ずみ 男 に くっ つ ! ) て 残し 、 遠隔 操作 で 脳みそ を 破壊 し た 。 
原作 
4 No 肖 1 
[ダイ ダラ ボッ : 
: チ | で は 、 洞 禄 で : 
コウ モリ に 血 を 吸 : 
: われ て 意識 が 戻っ 
: た 鬼太郎 が 、 コ ウ : 
| モリ の 先導 で ダイ : 
:! ダラ ボッ チ の 脳 み ! 
! その 場所 に 行く 。: 
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第 030 話 】 


死神 


1972 年 5 月 4 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 人 


人 間 が 公害 で 減 び た 後 の 地上 の 王者 は ? 
人 間 亡 き 後 の 地上 の 王者 を 目指 す 死神 は 、 じ ゃ ま に な る 和 鬼 太 
郎 親子 を 消 そ うと 企ん で いた 。 ま ず は ね ずみ 男 を だ まし て 日 
玉 お や じ を 拉致 し 、 大 砲 に 入れ て 空 に 飛ば す 。 続 いて 彼 太 郎 
に は に せ の 母親 を 用 意 し 、 毒 人 り の ジュ ー ス を 飲ま せる 。 し 
か し 毒 は 効か な か っ た た め 、 に せ の 母親 を 演じ て いた 魔女 は 
抵 太 郎 が 寝 て いる 隙 に 血 を 吸っ て 殺 そ うと する 。 そ し て 毒 の 
入っ た 血 を 吸っ て 命 を 落と し た 。 死神 と の 戦い で 鬼太郎 は 、 
死神 の 吐く 息 を 浴び て 老衰 し 、 さ ら に 魂 を 抜か れ て し まう 。 
逃亡 する 死神 だ が 、 空 高く 打ち 上 げ ら れ 巨 大 に 膨張 し た 目玉 
お や じ が 落ち て き て 死神 を 包み 込み 、 鬼太郎 の 魂 を 取り 返し た 。 


: 碑 作 : 
H ーー 
死神] で は 、 死 : 
: 神 は 目 に 見 えな い : 
: 地下 を 通っ て や っ : 
「 て くる “あの 世 交 : 
! 通 公 社 " の 汽車 を ! 
: 使い 、 親 の な い 子 : 

に 親 を 与え る 運動 : 
! を し て いた 。 





















































演出 人 木 登 喜 司 脚本 欠 雪 室 人 一 作画 監督 介 森 利夫 














【 第 031 話 オーー 


赤 古 


1972 年 5 月 11 日 放映 


い 


STORY 
の デ 
赤 舌 が 目玉 お や じ の 策略 に は まる ! 


水 を 自由 に 操る 妖怪 ・ 赤 舌 は 、 王 に な る た め 鬼 太郎 を 亡き 者 
に し ょ うと 舞う 。 妖 尾 ア パー ト ご と 飲み 込む 赤 逢 に 仲間 た ち 
も みな 水分 を 吸い 取ら れ 、 ひ と つの 石 に な っ て し まっ た 。 人 
員 の 妖力 を ひと つ に し て 、 石 の まま 立ち 向かう 妖怪 た ち だ が 、 
一 撃 で 粉々 に 打ち 砕 か れる 。 そ こ に 遅れ て 駆け つけ た 目玉 お 
や じ は 赤 舌 の 手下 に な っ て いた ね ずみ 男 に 、 鬼 太郎 の 遺体 の 
うち 、 胃液 だ け は 不老 不死 の 妙薬 の た め 
それ を 春 い 取り 飲む 赤 舌 だ が 、 そ れ は 目玉 お や じ の ワナ だ っ 
た 。 何 で も 溶かす 胃液 を 飲ん だ 赤 知 か ら は 水 が 溢 れ 出し 、 み 
ず か ら 流 ほれ て し まう 。 そ の 水分 で 妖怪 た ち も 元 に 戻っ た 。 


原作 


で は ね 
! ずみ 男 が 集め た 人 : 
: 間 た ち が 大 き な 口 
: の 赤 天 に 飲み 込ま 
: れ 、 体 内 の 水分 を : 
i 奪わ れ て 赤 舌 の 肛 : 
門 か ら 出 て 川 に : 
: か ぶ 事 件 あり 。 
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分 に 欲し いと 嘆願 。 





一 [第 032 話 + 


目 目 連 


1972 年 5 月 25 日 放映 


9 


STORY 
meー 
見 た も の は 総じて 死ぬ と いう 無数 の 目 ! 


時 り が ある と いう 家 を 壊し た 工事 現場 の 親方 が 、 媒 朝 に は 無数 
の 月 の 形 を し た 妖怪 ・ 日 目 連 に 襲わ れ て 死ん で いた 。 報 酬 目 当 
て で 日 日 連 退 治 を 買っ て 出 た ね ずみ 男 だ が 、 日 目 連 に マン ト に 
取り 付か れ て 苦し め ら れる 。 そ し て 鬼太郎 は 寝返っ た ね ずみ 男 
に 、 有 目 目 連 が 取り 付い て いる あ ば ら 家 に 誘い 出さ 0 
を 自在 に 操る 目 日 連 の 能力 で 家 ご と 押し つぶ きれ 、 石 に 変え 

れ て し まう 鬼太郎 。 そ れ を 発見 し た 目玉 お や じ は 、 8 
て 石 に な っ た 鬼太郎 と 会 話す る 。 そ こ で 鬼太郎 は 目 目 連 の 倒し 
方 を 教え た 。 そ の 作戦 は 光 の 妖怪 で ある 日 目 連 を ネコ 娘 が 下 眼 
鏡 で 一 つ に まとめ 、 妖 怪 カ メラ で 封じ 込め る と いう も の だ っ た 。 


原作 
! 人 
i「 目 目 連 ] で は 、! 
: 目 目 連 を 妖怪 カメ : 
! ラ に 収め た あと 、 
: 日 目 連 に 幽霊 に き : 
: れ た 鬼太郎 が 、 民 : 
! 気 楼 の 中 の 世界 へ : 
: 妖怪 カメ ラ を 捨て ! 


! に 行っ た 。 
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【 第 033 話 】 


構 魔 プ エ ル 


1972 年 6 月 1 日 放映 


い 


STORY 
アー 
西洋 悪魔 VS. 日 本 の 妖怪 ! 


少年 は ある 人 に も ら っ た 左手 が 勝手 に 動き 、 仕 事 に 失敗 ば か 
り し て いた 。 そ の 手 を 付け た 量 魔 プ エ ル は 、 他 人 の 手 を 付け 
堆 え て 操る こと で 、 何 度 も 戦争 を 起こ し て きた と いう 残虐 な 
吉 魔 で ある 。 少年 か ら 相 談 を 受け 、 第 太郎 は ブ エ ル と 対決 する 。 
すぐ に ブ エ ル は 鬼太郎 を た だ 者 で は な いと 見 抜き 、 そ の 正体 
を 現し て 、 と て つも な い 数 の 悪魔 軍団 を 召 司 。 鬼太郎 た ち は 
どう に か 逃げ 出し て 天 の 岩 戸 に 向かい 、 悪 魔 軍 団 を 和 奉 み 尽く 
す 大 食い 妖怪 ・ ヤ カン ズル の 封印 を 解い た 。 首尾 よく ヤカン 
ズル は 悪魔 軍団 を 食べ 尽く し た も の の 、 そ の 食欲 に は 底 が な 
い 。 封印 を 解い た 者 = 鬼太郎 を 食べ る まで は 止ま ら な い の だ 。 


原作 
1 1 1 
[悪魔 プ エ ル ] で : 
i は 、 封 印 者 と し て : 
i「 ヤ カン ズル | に 春 : 
! み 込ま れる 凡 郎 
: が 、 生 け 賞 に な る こ 
「 と に 対し て 涙する 。i 
! だ が 、 目 玉 お や じ に 
! な だ め ら れる 。  : 
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ーーーーーーーーー 和 第 035 話 


イー スタ ー 島 奇談 
1972 年 6 月 22 日 放映 


0 


STORY 

Bo、 人 
命 を 軽 ん じ た こ と へ の 恐怖 の 代償 
占い 師 の 男 は 、 大 第 盛 し て いる 商売 英 ・ ア レス を 殺し て 国外 輝 
亡 す る 。 霊界 テレ ビ で アレ ス の 殺さ れ た 様子 を 確認 し た 鬼太郎 
た ち は 、 男 を 追っ て イー スタ ー 鳥 に 向かう 。 そ し て 偶然 船 中 で 
男 は 、 父 親 の 残し た 日 記 に よっ て 「 命 も 幸福 も 思い 通り に で き 
る 術 ]」 が イー スタ ー 島 で 手 に 入る こと を 知っ た 。 と ころ が 島 で 
は 男 の 行 動 を 操る た め に 、 鬼 太郎 た ち が 待 ち 伏 せ し て いた 。 男 
は 鬼太郎 に 言わ れ た と お り 石 像 の 下 を 掘り 、「 地 獄 の 入口 」 と 











呼ば れる 洞窟 に 入っ て いく 。 言い伝え に よる と 、 赤 い 月 が 昇り 、 


13 匹 の コウ モリ が 出現 し た と き 地 獄 の 使者 が 現れ る と いう 。 そ 
し て 条件 が 揃い 、 地 獄 の 使者 、 ア クア ク が 現れ た 。 





| 原作 
! の デ H 
i 鬼 太郎 以外 の 水木 : 
: 作 品 『 イ ー ス ター: 
! 島 庁 談 ] が 原作 。! 
! ほ ぼ ス トー リー は : 
i 同 じ だ が 、 殺 され : 
i た 占い 師 の 身内 が : 
! ア クア ク の 力 を 借 ! 
1 り て 作 を と る 形 。 : 
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【 第 034 話 】 





死神 と サト リ 


1972 年 6 月 15 日 放映 





9 


STORY 
Bb、 人 


予知 能力 を 持つ 敵 と どう 戦う ? 





原因 不明 の 痛み の 発作 に 悩む 男 


・ 氷 島 が 、 鬼 太郎 に 助け を 求 


め て きた 。 病気 の 正体 を 探る た め 、 予 知能 力 を も つ サ トリ を 
訪ね る 鬼太郎 。 し か し 旧知 の 仲の 死神 が 圭 魂 を 集め る ノル マ 
に 困っ て いる た め 、 サ トリ と し て は 永島 が 死ぬ ほう が 望ま し 


か っ た 。 和 鬼太郎 た ち を 、 死 神 を 使っ て 足止め し 、 








きら に 永島 





に 「 今 の 地位 、 金 すべ て を 捨て れ ば 、 痛み が 取れ る | と 伝え る 





その 一 言 で 、 永島 が 峠 か ら 谷 底 に 落ち る と サト リ に は 


"分 か ウ 


て いた " の で ある 。 し か も サト リ の 予知 で は 、 太 郎 も 永島 
の 碧 殺 を 止め る 過程 で 死ぬ は ず だ と いう 。 一 方 永島 は 、 や は 








脚本 の 宝 信 一 


第 036 話 





り 地 位 を 捨て きれ ず 、 家 族 と 心中 し よう と 考え て いた 。 


原作 


ーー 1 
鬼太郎 以外 の 水木 : 
i 作品 「 ね た み 』】 が : 
: 原作 。 サ トリ と 死 : 
: 神 は 共 護 し て ある 
エリ ー ト を 死に 追 : 
いや り 、 サ トリ は 
! ア ル バ イ ト 料 と し : 
: て 3 万 円 を 得る 。: 

















作画 監督 人 白土 起 








妖怪 屋敷 


1972 年 6 月 29 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 
鬼太郎 危う し ! 強敵 影 女 登場 


ある 少年 の 父親 が 購入 し た 屋敷 は 、 一 見 妖怪 屋敷 の よう に 渉 








れ て いた 。 少 年 が 中 の 様子 を 信 
出現 する 。 命からがら 逃げ 出し 
て し まう 。 話 を 聞い た ね ずみ 男 
よう と 考え る が 、 逆 に 人 魂 に 翻 
まり 、 妖 怪 ・ 影 女 が 現れ た 。 そ 
ませ られ た 少年 は 魂 の 世界 に 閑 








い 存 在 に な っ て し まっ た 。 少年 








少年 を 助け よう と 幽霊 屋敷 に 向 
する 鬼太郎 だ が 、 











演出 多 設 楽 博 脚本 久 辻 真 先 作画 監督 氏 我 厩 


うと 、 謎 の 人 影 や 足跡 な び が 
た 少年 は 、 ね ずみ 男 と 衝突 し 
は 屋敷 に 現れ た 人 魂 で 商売 し 
弄 され る 。 そ の うち 人 魂 が 集 
し て 影 女 に な りや り 寺 石 を 飲 
じ 込 め ら れ 、 周 囲 か ら 見 えな 
の 母親 に 頼ま れ て 、 太 郎 は 
か い 、 影 女 と 対決 する 。 苦 戦 























目玉 お や じ は 影 女 の 弱点 を 思い だ す 。 


原作 
H ed 1 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
: 作品 『 妖 公 屋 敷 」 
: が モチ ー フ 。 原作: 
! の 影 女 は 、 元 に 戻 : 
「 る た め の 霊 石 を 、: 
i! は じ め か ら 少 年 の : 
: ポ ケット に 忍ばせ ! 
! で くれ て いる 。 














【 第 037 話 ] 


地 相良 


1972 年 7 月 13 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 
財閥 の 将来 と 息子 の 未来 、 ど ちら を 優先 ? 


か つて 地 中 の 暑 魅 鵜 炉 の 世界 に 迷い 込ん だ 安井 は 、 そ こ で 地 
相 眼 と いう 珠 を へ そ に 付け て 以来 、“ 地 " に 関す る 事業 で 大 財 
内 に まで 成り 上 が っ て いた 。 し か し 粗 た ち が 、 そ の 地 相 眼 
を 持ち 出し た 代償 と し て 、 彼 の 息子 が 20 歳 に な っ た 時 、 そ の 
息子 を 地 相 眼 に 作り 変え る と 言っ て くる 。 息子 の 命 と 財閥 の 
将来 を 計り か ね た 安井 は 、 0 今 の 世 
の 中 と 人 間 に 疑 問 を 持つ 息子 は 地 相 限 に て も いい と 言い 
NR 
限 に な り に 行く と 聞い た 安井 は 、 急 ぎ 息 子 の も と に 向かう 。 
よう や く 得 た 親子 の 時 間 だ っ た が 、 人 息子 の 決意 は 固かっ た 。 


原作 
1 ーー デ H 
: 鬼太郎 以外 の 水木 
: 作 品 「 地 相 眼 」 で : 
! は 、 父 は 悩み な が : 
! ら も 財産 を 選ぶ 。: 
: 息子 は 地 相 眼 に 変 
:! え られ な が ら 、 社 : 
会 に お ける 人 間 の : 
: 存在 意義 を 考え る 。 























演出 久 位 井 由 勝 脚本 人 柴 田 夏 余 作画 監督 氏 生 頼 昭憲 





【 第 038 話 】 


隙 れ 里 の 死神 


1972 年 7 月 20 日 放映 


0 





STORY 
ho、 人 
永遠 の 命 は 幸せ か 不幸 せ か 








村 祭 り の 夜 、 ね ずみ 男 は 着物 を 着 た 少年 に 出会う 。 その 少年 は 、 
Ms 化し て し まっ た 。 一 方 鬼太郎 は 、 死 神 が 村 の 子 ど 
を 誘拐 し て いる と ころ を 発見 。 死 神 は その 子 を か くれ 座頭 
に 
黒幕 の か くれ 座頭 の も と へ 向かう 太 郎 。 そ こ は 貧 乏 な 子 ど 
も た ち が 連 れ て こら れ た 、 年 も 取ら な い 国 「 隠 れ 里 ] だ っ た 。 
し か し 何 百 年 も 前 か らい る 里 の 子供 た ち は 、 自 分 の 村 へ 戻り 
た が っ て いた 。 和 鬼太郎 は か くれ 座頭 と 戦い 、 倒 すこ と に 成功 。 
し か し 現実 に 戻る と 、 何 百年 と いう 時 間 が 子ども た ち に 競い 
掛か る 。 ね ずみ 男 が 最初 に 会 っ た 少年 と 同じ よう に ……。 
原作 
の 1 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
: 作品 『 藻 発 】 で は 
i 恋し た 女 が 死に 
: 悲し む 暇 な く 魂 を : 
「 取 る シビ ア な 死神 
「 が 主人 公 。 子ども ! 
! で は な く 大 人 の 男 ! 
「 が 神隠し に 補う 。 : 













































































第 039 話 


燃 怪 水 車 


1972 年 7 月 27 日 放映 


ゅ 


STORY 
デー 


海 で 死ん だ 霊 は 猛 霊 八 惨 に な る と いう 
ある 少年 が 、 海 で 候 難 し た 両親 の 扱 索 を 鬼太郎 に 依頼 する 。 
目下 お や じ が 、 両 親 は 海 で 死ん だ も の が な る 亡霊 ・ 猛 土 人 惨 
に な っ た か も し れ な いと 告げ る が 、 HE 
れず に いた 。 そ の 夜 、 PA え 火 を 尊 

お り 、 そ の 存在 を 確か め よ うと し た 少 5 上 IL 
霊 人 人 惨 を 目撃 し て し まう 。 猛 霊 人 人 惨 の 主 に よっ て 亡 圭 に され 
そう に な っ て いる 少年 を 助け に きた 鬼太郎 。 亡 圭 た ちと 戦う 
が 、 少 年 は いずれ 海 で 死ぬ と 言い 残し て 猛 霊 人 人 惨 の 主 は 退散 
し て いく 。 そ し て 鬼太郎 た ち が 船 で 海 へ 出る と 、 船 の 行く 手 
に は 渦 を 巻い た 大 津波 | 妖怪 水車 ] が 巻き 起こ る 。 

| 原作 

1 OO 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
i 作品 「 妖 怪 水車 』: 
! が モチ ー フ だ が 、: 
> 原作 で は 主人 公 の : 
ーー: 少 年 が 洞窟 の 僕 式 : 
、! を みて も 、 猛 圭 人 : 
、! 惨 に 呪 わ れる こと ! 
は な い 。 









































演出 人 高見 義雄 脚 配 安藤 豊 弘 作画 監督 念 森 利夫 











演出 久山 口 康男 脚本 久 雪 室 偽 一 作画 監督 旬 小 松原 一 男 


第 040 話 】 





原始 さん 


1972 年 8 月 10 日 放映 


9 


STORY 
デー 


いつ か きっ と 人 間 は ひと り 残 ら ず 後悔 する 
スモ ッ グ が 立ち こめ る 街 に 、 ビ ル 群 を 破壊 する 巨人 妖怪 ・ 
始 さ ん が 出現 。 人 々 は 逃げ 惑 い 、 見 か ね た 鬼太郎 は 街 に 向かう 。 
鬼太郎 は 原始 さん に 立ち 向かう が 歯 が 立 た ず 、 そ の 間 に も 巨 
人 の まい た 植物 の 種 が 成長 し て いく 。 原始 さん を 、 破 壊さ れ 
か けた 自然 の メッ セー ジ だ と 知っ た 目 王 お や じ は 、 鬼 太郎 に 
攻撃 を 止め きせ る 。 そ し て 巨人 の お か げ で 、 都 市 は 人 間 の 住 
みや すい 緑 の 街 に 様変わり し て いっ た 。 だ が 都市 開発 で 儲け 
て いる 会 社 の 社長 が ね ずみ 男 を 使っ て 、 原 始 き ん が 攻撃 され 
る よう ワナ に は め る 。 原始 さん は 鬼太郎 が 止め る の も 聞か ず 、 
歩み 続け る 。 そ し て 原始 きん に 軍隊 の 大 砲 が 向け られ た 。 


原作 

を Neue 滅 * 
! 鬼太郎 以外 の 水木 
: 作 品 『「 原 始 さん 』 
で は 、 文 明 の 建物 
! を 破壊 し 、 自 然 の : 
: 種 を まく と 10 年 ほ : 
! ど で 原始 の 世界 に 。! 
! そ し て 原始 きん は 
! アメ リカ に 渡る 。 


河 








山 




















演出 人 白根 徳重 脚本 信 辻 真 先 作画 監督 多 我 奏 宏 
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【 第 041 話 】 


霊 形 手術 


1972 年 8 月 17 日 放映 


由 


STORY 
ce 
顔 和 盗 り 妖怪 ・ ズ ン ベ ペラ が ね ずみ 男 に だ まさ れ 


整形 手術 を 結 0 婚約 者 の 不 細 
工 な 顔 が 気に入ら な い 。 PORN と 月 子 に 突き 
放 き れ た 男 は 「 顔 の 土 公 を な くし た い 」 と 咳 き 、 ね ずみ 功 は 
その 男 に 顔 盗り 妖怪 ・ ズ ン ベ ラ を 紹介 し た 。 普 段 は 死人 の 顔 





を 盗り 、 コ レク ショ ン し て いる ズン ベラ は 、 ね ずみ 男 に そそ 
の か され て 生き て いる 人 間 の 顔 を 盗る よう に な っ た の だ 。 顔 
を 盗 ち られ た 男 は 嬉々 と し て 月 子 の 前 へ 。 そ れ を 見 て 、 も っ と 
MP の 

に 顔 を 盗 っ て も らい 、 き さら に ズン ベラ と 結婚 し て 顔 の コ 
102cebyee 注 は OH の 


原作 


| 太郎 以外 の 水木: 
! 作品 「 霊 形 手 術 』: 
: で は 、 月 子 ・ ズ ン : 
: ベラ ・ 三 吉 が 協力 : 
! し て 好き な 顔 に 取 : 
り 甘 えら れる 霊 形 : 
: 手術 を 日 本 中 に 広 
: め よ うと する 。 : 





{第 042 話 ] 


死神 と 貧乏 神 


1972 年 8 月 24 日 放映 


9 


STORY 
0 


この 世 と あの 世 の 最 凶 タッ グ が 動き 出し た ! 
貧乏 人 お よび 自殺 者 を た くさ ん 作り た い 貧 乏 神 と 死神 は 、 一 
流 企業 「 シ ン シ ン 工業 ] に 潜り 込む せ 。 そ こ 時 
葬 ま で 面倒 を 見 る 新 商品 「 ゆ りか ご か ら 墓 場 の マス コ 
ミ 発表 会 に お いて 、 火 葬 の デモ ンス トレ ー シ ョ NM 
すこ と で 企業 を つぶ そう と 考え る 。 絶対 に 死な な い 死 神 が 死 
の 抽 宮 は E2L。。: 人 人 凍 半 へ ご 和 5 油 二 和み 
どこ 吹く 風 の お 気楽 2 代目 社長 を よそ に 、 2 人 の 思惑 を 知 
り 捜索 し て いた 擬 太郎 は 、 シンシン 工業 の 工場 に 潜入 。 し か し 
待ち 受け て いた 2 人 に 「 ゆ りか ご か ら 墓 場 ま で 」 の 中 に 閉じ 
込め られ 、 火 葬 の うえ 、 骨 奄 に 入れ られ て し まう 。 


原作 


大 郎 以 外 の 水 本 
: 作品 枯れ 業 ] で は 、: 
: 死神 と 貧乏 神 は 酒 : 
: び た り の 日 々 。 貧 ! 
「 乏 神 が 死 神 に 借金 
: を 追わ O せ たこ と で 、: 
: 貧 乏 人 を 増やす 上 
! 的 を 達成 | 











演出 信 西 沢 信孝 脚本 信 雪 室 俊一 作画 監督 信 国 保 誠 





演出 念 新 田 義 方 脚本 信栄 田 夏 余 作画 監督 免 小松原 一 男 











Q 第 043 話 寺 


足跡 の 怪 


1972 年 9 月 7 日 放映 


ゅ 


STORY 
SS テー 


“上 果 り ” を 信じ ず バ カ に する 男 の 哀れ な 末路 
ある 村 で 起き た 神 隠 し 事件 の 原因 を 調べ て いた 鬼太郎 は 、 そ 
の 村 に 祭 ら ちら れ て いる 自然 を 支配 し て いる 神様 ・ タ イタ ン ボ ウ 
の 聖地 の 石 が 前 られ て いる こと に 気が付く 。 そ の 石 が 限 石 で 
ある と 考え て 、 削 っ て 持ち 帰っ た 2 人 組 の 学者 が いた の だ 。 
鬼太郎 が その 学者 の 所 在 を 突き 止め る と 、 そ の うち の ひと り ・ 
山田 の 小指 が 委 然 と 消え る と いう 不気味 な 現象 が 起き て いた 。 
そし て 山田 は 赤い 足跡 を 残し て 、 耳 、 日 、 濃 か ら 顔 全体 、 体 
すべ て が 消え て し まう 。 事 態 の 急 を 見 た 鬼太郎 は 、 残 り の ひ 
と りか ら 削 り 取 っ た 石 を 無理 や り 礁 っ て 幅 地 へ と 返し た が 、 
それ で も タイ タン ボウ の 怒り は お きま ら な か っ た 。 























碑 作 
大 MB2 の | 
! 作 品 『 足 跡 の 怪 [ 


| が 原作 。 神隠し に 
: 遭 っ た 人 は お ら : 
! ず 、 岩 を 削っ た 2 : 
: 人 が 同じ * 体 の 各 : 
! 部 が 消 を て いく 県 : 
で 命 を 落と す 。: 





演出 多 茂 野 一 滞 脚本 久安 藤 弘 作画 監督 念 森 利夫 


【 第 044 話 + 


雨 神 ユ ム チャ ッ ク 


1972 年 9 月 21 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 
名 誉 と 財宝 と 時 間 と 愛 、 な に が 大 切 !? 


マヤ 文明 を 支配 し た 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク の 遺跡 探検 隊 2 人 と 、 
HAP 
コ に 着 を 聞こ うと する が 、 ユ ムチ ャ ッ ク の 名 を 出す と 
SO 
ル メ ン が 、 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク の 生け 理 と し て 捧げ られ る こと 
を 知る 。 探検 隊員 の ひと り は カル メン に 惚れ て お り 、 鬼 太郎 
に 止め て くれ と 頼む 。 鬼 太郎 は 儀式 に も ぐり こみ カル メン を 
助け 出 そ う と する が 、 カ ル メ ン は 自分 の 意思 で 生け 坦 に な る 
と いい 、 そ の まま 大 渦 に 飲ま れ て いく 。 後 を 追う 探検 隊員 が 
見 た も の は …… 。 そし て カル メン に 惚れ た 男 の 行 く 末 は ? 


原作 。 : 
0 で デ ) 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
i 作 癌 「 雨 神 ユ ム : 
i チャ ッ ク 』 で は 、 



































: 氷 遠 の 国 に 残ら : 
: ず 、 探 検 際 は 2 人: 
と る 命 を 落と し て : 
: し まう 。 1 





演出 久 及 部 保雄 脚本 介 辻 真 先 作画 監督 多 我 雪 宏 
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【 第 045 話 】 








死神 の ノル マ 


1972 年 9 月 28 日 放映 


M 


STORY 
PP デ 


日 本 の 死神 、 ア ラビ ア の 死神 に 利用 され る !? 
圭 魂 集め の ノル マ に 苦し む 人 死神 は 、 ア ラビ ア の 死神 ・ パ シャ 
に 会 う 。 パ シャ は 日 本 に 、200 個 の 霊魂 を 集め に 来 て いた 。 死 
神 は パシ ャ の 口 車 に 乗り 、 人 を 殺し て 零 魂 を 集め て は いけ な 
いと いう 禁忌 に 目 を つぶ り 、 手 数 料 1 割 で 協力 を 決め る 。 そ こ 
に 死神 の 女房 と 子ども が 、 日 本 に 尋ね て きた 。 パ シャ と 死神 
が 人 間 を だ まし て 殺す た め の ツ アー 企画 を 組ん で いる こと を 
知り 、2 人 は 猛 反 対 。 そこ に 鬼太郎 が 乗り 込ん で くる が 、 パ シャ 
の 餌食 に な り 魂 を 抜か れ て し まう 。 死神 の 息子 ・ 骨 太 は 、 父 
を 止め る た め 鬼 太郎 の 霊魂 を 取り 返し 、 協 力 を 要請 。 鬼 太郎 
は 死神 を 止め る た め に 、 ツ アー を 追っ た 。 
































| 硬 作 : 
1 ee 1 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
作品 「 涙 の の る : 
i ま ] は 、 ノ ル マ に : 
i 苦 し わ 死 神 が 、: 
i 訓 っ て 生ま れる 前 
: の 自分 の 息子 を 殺 : 
| も ま も き すず 6 
i ブ ラッ ク な 内 容 。 




















演出 多 中 村 一 脚本 欠 雪 訟 人 一 作画 監督 氏 野 田 吾 雄 


く 第 2 部 > を まとめ て 観る な ら コ レ ! 








に カコ 


ゲゲゲ の 鬼太郎 第 2 シリ ー ズ 1971DVD-BOX 
ゲゲゲ BOX70's 

全 45 話 を 完全 パッ ケー ジ ソ フ ト 化 。 描き 下ろ し イラ スト 入り 豪華 ポッ 
クス に 、 特 製 フォ ル ダ ケ ー ス と 、 当 時 の 貴重 な 資料 を 収録 し た ブッ 
クレ ッ ト を 収納 。 完 全 予約 制 の 限定 生産 。8 巻 組 \33.600。 
60's BOX と の 2BOX セッ ト で \78.750。 








mcastust ケ ケ ケ ( の 鬼太郎 : 第 2 部 > 放映 リス ト 




























































































































流 味 タル 
71.10/7 | 1 | 妖怪 復活 傘 ば け 
10/14 2 | 妖怪 反物 25 | まぼろし の 汽車 
10/21 | 3 | 妖怪 大 裁判 | 大 首 
10/28 4 | 雨 ふ り 天狗 いや み 
1174 5 | あし まがり あか な め 
11711 6 | 死人 つき ダイ ダラ ボッ チ 
11/18 | 7 | 猫 叉 死神 
11/25 | 8 | マン モス フラ ワー 赤 舌 
12/2 9 | 髪 さ ま 目 目 連 
12/9 10 | アン コー ル ワ ッ ト の 選 霊 悪魔 ブ エ ル 
12/16 | 11 | 土 こ ろ る び 死神 と サト リ 
12/23 | 12 | や また の お ろ ち イー スタ ー 島 奇談 
12/30 | 13 | か ま ぼ こ 妖怪 屋敷 
72.1/6 14 | 怪 自動 車 地 相 眼 
1713 15 | 和牛 鬼 隠れ 里 の 死神 
1/20 16 | 南 か ら の 招き 7/27 39 | 妖怪 水車 
1/27 17 | 縁切り 虫 8/10 | 40 | 原始 さん 
2/3 18 | 幸福 と いう 名 の 怪物 8/17 41 | 霊 形 手術 
2/10 19 | 釜 鳴り 8/24 42 | 死神 と 貧乏 神 
2/17 20 | ふく ろ さ げ 9/7 43 | 足跡 の 怪 
2/24 | 21 | 心配 屋 9/21 44 | 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク 
3/2 22 | 地獄 の 水 9/28 | 45 | 死神 の ノル マ 
3/9 23 | 逆 魚 殺 し 
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第 1 部 ・ 第 2 部 | ね すみ 男役 





PROFILE 





_ 大 塚 周夫 イン タ ピ ュー 


お お つか ちか お 1929 
年 生 。 俳 優 ・ 声 優 。 代 表 作 は 
チャ ー ル ズ ・ ブ ロン ソン 、 リ 
チャ ー ド ・ ウ ィ ド マー ク の 

















ね すず み 男 オン ・ ス テー ジ 


作品 全般 の 吹き 替え 、 ア ニ 
メ 『 美 味 し ん ぼ ]( 海 原 雄 山 
役 ) ほか 多数 。 














2006 年 に 喜寿 を 迎え て 、 な お 現役 バリ バリ の 俳優 ・ 大 塚 周夫 さん 。 数 多い “当たり 役 " の 中 で も お 気 に 入 
り で ある と いう 「 ね ずみ 男 」 の 役 作 りか ら 、 役 者 と し て の 生き 方 論 ま で 、 ま さ に オン ・ ス テー ジ な イン タ 


ビュ ー を お 楽し みあ れ ! 


昔 の 劇団 の 役者 っ て の は 
みん な 身内 みた いな も の だ っ た ん だ 


第 1 2 部 の 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 で 、 ね ずみ 男 を 演じ る こと に な っ た 過 
程 を お 教え くだ さい 。 


オー ディ ショ ン で 決ま っ た ん で す よ 。 い ろ ん な 劇団 の 連中 が 来 て いた 
けど ね 。 大 体 、 昔 の 劇団 員 と いう の は 新劇 か 中 小 劇団 し か な か っ た ん 
で す 。 新 劇 の 人 た ち は 、 テ レビ の 仕事 は 一 切 や ら な か っ た か ら 。 
僕ら みた いな 中 小 劇 団 は 、 
小さ な 小屋 を 借り て 自分 
た ち で 勉強 資金 出し な 
が ら 、 芝 居 し て いま し た ね 。 
目  / マス コミ か ら 仕 事 な ん て 、 
間 E ほとん ど な か っ た ん で す 
か ら 。 マ スコ ミ 自 体 が な い 
時 代 だ か ら ね 。 
だ か ら 荷 車 を 引い て 学校 
へ 行っ て 公演 打っ て 、 何 千 円 か も ら っ て 、 そ れ を 自分 た ちの 勉強 費 と 
か 生活 費 に 充て る 、 み た いな 状態 だ っ た ん だ 。 
要する に 、 芝 居 を 好き な 奴 だ けが 集まっ て 、 お 金 を 持っ て いる 者 が そ 
の 日 の 食い 物 を 買っ て 、 劇 団 の みん な を 食べ させ る 。 そ ん な 運命 共同 
体 みた いな 組織 だ っ た ん だ よ 。 
戦後 な ん か 特に 生活 で き な か っ た で す よ 。 今 は た くさ ん の 劇団 が ある 
けど 、 み ん な アル バイ ト で 食べ て いけ る で し ょ 。 僕 た ちの ころ は 、 本 当 
に 食え な か っ た で す よ 。 食 えな いこ と を 覚悟 で 、 ホ ント に 芝居 が 好き 
な 連中 が 集まっ て くる か ら 、 本 物 だ っ た わけ 。 
[ゲゲゲ の 提 太 郎 | は 、 決 まっ て みれ ば 主役 の 野沢 君 も 田 の 中 君 も も 
と も と 同じ 劇団 に いた 2 人 だ っ た だ け 。 も ちろ ん や りや すか っ た けど 、 
芝居 や っ て いる 連中 は みん な 身内 みた いな も の で し た か ら ね 。 
東京 だ け で 10 個 の 劇団 が あっ た と し て も 、 ひ と つの 劇団 の 中 に は 、 10 
人 か 20 人 し か いな いわ け で す よ 。 そ うす る と 、 オ ー デ ィ シ ョ ン と か 見 て 
いて も [アレ は どこ どこ の 誰 だ | っ て 、 顔 を 見 れ ば わか る わけ 。 そ の な 
か で 同じ 劇団 だ な ん て いっ た ら 、 も う 家 族 み た いな も の 。 着 る も の な 
ん か も 、 い つの 間 に か 共有 し て た り し て 。 そ ん な 関係 だ っ た ん だ よね 。 
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大 塚 さ ん が 演じ て いる ほか の 役 は 、 低 く 潜め の 声 が 多い 気 が し ます が 、 
ね すみ 男 は 違い ます ね 。 ね ずみ 男 の 声 は すぐ 出 ま し た か ? 





で 
守 
で 





や っ ぱり 、 す ぐ は 出 な いで す よ 。 最 初 は 手探り で し た ね 。 ね ずみ 男 の 天 
子 を 絵 で 見 て いて 、 ウ ン と 調子 よく や っ た ほう が 面白 いん じゃ な い : 
な と 思っ て や っ て いた ん だ よ 。 ち ょ っ と ハイ トー ン に し て 。 

それ が 、 以 前 に 洋画 の 吹き 替え で や っ た 役 の ずる 賢 さ と ピタ リ と 午 
な っ た ん だ 。 役 者 の 引き 出し と ピタ ッ と 合っ た の ね 。 

僕 は 自分 で 言う の も 何だ けど 、 い ろ ん な 役 で 大 当たり し て いる と 思う 
ね ずみ 男 や っ て も 大 当たり する し 、 ヨ ミ (「 バ ビル 2 世 |) で も 当たる し 
ブラ ッ ク 魔 王 ( チ キチ キマ シン 猛 レ ー ス !) も 当たっ て いる し ね 。 な ぞ 
か と いう と 、 僕 は ちょ っ と ずる い の ( 笑 )。 普 通 の 人 より ずる く て 、 下 ん 
が ちょ っ と 強い ん だ 。 

テク ニッ ク と し て 、 普 段 を 悪く 見 せ て いて 、 そ の 人 の 人 間 的 な 温か 
と ころ を チラ リ チ ラ リ と 見 せ た り する ん で す よ 。 そ うす る こと に よっ 
て 、 そ の 役 の キャ ラク ター は 幅 が 出 て くる ん で す よ 。 た だ 単に 悪い 人 
な ん じゃ な く て 、[ 何 で そん な こと や る ん だ よ 、 馬 鹿 だ ね ー」「 だ けど ぞ 
か し い 奴 だ ね | っ て 言わ せ た ほ う が 得 で し ょ う ? 

[美味 し ん ぼ ! の 海原 雄山 を 演じ た っ て そう 。 何 た っ て [死ね ! っ て 大 
鳴り つけ る ん で すか ら 。 だ けど チラ チラ と 人 間 的 な 、 温 か い 感じ の と 
ころ を 見 せる 。 だ か ら 、 憎 まれ な いん だ よね 。 





当時 の 制 人 有 場 は 、 ど ん な 状況 で し た か ? 


ね ずみ 男 で も 、30 分 の 番組 を 作る の に 4 早 間 ぐら い 、 こ ん な ハイ トー 
ン な 声 を 出し っ ぱな し で す よ 。 ホ ント 、 キ ツ い よね 。 そ れ で 、 ク ッ タ クタ 
に な り ま すか ら ね 。 そ れ で も 、 や め る わけ に は いか な い 。 

ギャ ラ っ て 当時 、 ア ニ メ 1 本 いく ら だ っ た か な 。 と に が く 1 本 で は 飯 が 
食え を な か っ た で す よ 。 最 低 3ー4 本 持っ て いた だ ろう ね 。 だ か ら 、 そ れ 
だ け に 全力 投球 と は いか 
な いけ れ ど も 、 役 者 っ て の 
は お 調子 者 で すか ら ね 。 気 
分 が 乗れ ば 、 全 部 乗っ か る 
ん で す よ 。 自 分 を 乗せ られ 
る か どう か で す よ ね 。 


第 1 一 2 部 の [鬼太郎 」 の | 
現場 で は 、 収 録 が 終わ る と 5 0 
大 塚 さん が 先頭 きっ て 飲み に 出 た と 聞き まし た が 。 
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昔 は そう いう の が 当然 だ っ た ん だ けど ね 。 そ の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 
中 で 、「 迫 力 が な いと 目玉 お や じらし くね え ぜ | と か 話し た り し て さ 。 年 
上 の 役者 が [行く ぞ ] っ て 言う と 、 だ いた いみ ん な 付い て 来 た も の ね 。 
それ が 、 今 で は 普通 じゃ な く な っ た か ら 困 っ ちゃ うん だ よね 。 時 代 の 
流れ と いう の か …… 。 昔 だ っ た ら 当 然 だ っ た こと が 、 で き な い 奴 が 出 
て きた 。 後 募 に コー ヒー も お ご れ な いよ うな 奴 が 出 て きた ん だ よね 。 
結局 僕 な ん か は 、 ひ と 音 前 の 役者 の 世界 の 人 間 で 、 そ の 和 郷 敬 の 匂い み 
た いな の が 好き な ん だ よね 。 め ちゃ くち ゃ 男 臭 い 中 に いて 、 キ ッ と 目 を 
光ら せ て いる よう な ね 。 野 沢 君 と か は 、 僕 が 劇団 に いた ころ は まだ 研 
究 生 で し た か ら ね 。 僕 と は 10 歳 以上 年 が 違う し 。 彼 女 が 18 べ らい の 時 
に 、 僕 は 30 ぐ らい だ っ た 。「 メ シ 食 い に 行 く ぞ | な ん て 言っ た ら 、 付 いて 
来る わけ で す よ 。 で 、 話 す の は 芝居 の 話 。 も ちろ ん 鬼太郎 の 話 も あっ た 
し 、 ほ か の 芝居 の こと も あっ た よね 。 


リチャード ・ ウ ィ ド マー ク 役 は 
も と も と 演技 を 盗み た く て 
吹き 替え の 役 を 志願 し た ん で す よ 
当 画 の 吹き 替え で の ご 活躍 も 印象 に 残っ て いま す が 、 ご 自 届 


役 で ある チャ ー ル ズブ ロン ソン 、 リ チャ ー ド ・ ウ ィ ド マー ン 
の お 話 を 聞か せ て くだ さい 。 

















例え ば ブロ ン ソ ン は ね 、 演 じ る 前 か ら 好き だ っ た ん で 、 い ろ い ろ 調 べ 
た ん で す よ 。 で 、 ブ ロン ソン を 僕 が 演じ る と きど うす れ ば いい か が を 考 
えた ん で す が 、 ま すず 普通 に 喋っ た ら 終わ りな ん で す よ ね 。 

ブロ ン ソ ン は 男 っ ぽ さ が 売り な ん で す 。 こ いつ は 絶対 僕 よ り 、 声 の 
トー ン が 低い ほう が いい な と 。( 低 い 声 で 話し 始め る ) こ の へ ん (トー 
ン ) の 声 で 喋れ ば 、 ブ ロン ソン に な る な 。 

よー し 、 こ こ か ら 高 い 音 は 出さ な い 、 低 い 音 は バン バン 出 そ う と 。 あ と 
も う ひ と つ 大 事 な こ と は 、 言 葉 の 選び 方 。 で きる だ け 柔 ら か い 言 葉 を 
選 ぼ うと 思い まし た ね 。 攻 撃 的 な 行動 を する ん だ けれ ど 、 ふ っ と 優し 
い 言 葉 で 語り か ける 。 

' 水 を 一 杯 くだ さい ……|( チ ャ ー ル ズ ・ ブ ロン ソン の 声色 で ) と か ね 。 
キザ だ けど 、 そ うい う イ タ ズ ラ を ずい ぶん し まし た ね 。 そ れ が ブロ ン ソ 


ン の 魅力 な ん だ も の 。 
そう や っ て 、 役 の 魅力 を と こと ん 探る 。 そ れ は 、 役 者 に と っ て 当然 な こ 
と で も あり 、 面 白かっ た で すか ら 。 


リチャード ・ ウ ィ ド マー ク は 、 自 分 で 売り 込み まし た ね 。「 こ の 役 を や ら 
せ て くれ | っ て 。 僕 も る プラ イド が 高い か ら 、 や っ て 見 せ た う え で 、「 こ れ 
で ダメ な ら 使 わな く て いい で す よ 」 っ て 、 執 着 は し て いな い フ リ を し 
て 売り 込ん だ ん だ けど 、 気 に 入っ て も ら え た ん で すね 。 

この リチャード ・ ウ ィ ド マー ク っ て の が 、 ニ ヒル な 感じ で 目 が ギョ ロッ 
と し て 、 本 当 に 嫌 な 芝居 だ っ た ん で す よ 。 す ご い ワ ル だ っ た わけ 。 映 画 


貞和 遇 人 や っ て も いい j っ て 本 が 言っ た の 


館 で さん ざん 、 そ れこ そ 1 日 34 回 も 見 て 、 そ の 芝居 を 一 生 懸 命 次 
ん だ ん で す よ 。 も と も と (この 吹き 替え を や る ) 目 的 は 、 彼 の 芝居 の 研 
究 で し た か ら 。 

で 、 あ る と きわ か っ た ん で す 。「 あ あ そ う か 、 初 め っ か ら 凄 ん で や る か ら 
いけ な いん だ | と 。 イ ス に ふん ぞ り 返っ て 「 オ ウ ! 」 な ん て や っ て いて る 、 
ホン ト は 全然 大 く な ん か な い 。 ニ タッ と 笑っ て お 辞 儀 と か し て お いて 、 
「 あ あ そ う で すか 、 わ か り ま し た | っ て 言っ て お いて か ら 、 テ ー ブ ル の 
下 か ら ピ スト ル を お も むろ に 取り 出し て 「 す いま せん 、 商 売 な ん で ] と 
ニタ リ と 笑い な が ら バ ン ! と 。 こ うい う の が 凄み が あっ て 面白 いわ け 
で す よ 。 

僕 は そう いう 演技 を いき な り テ レビ で や っ た の で 、 一 時 は 悪役 ば っ か 
り 依 頼 が 来 ま し た ね 。 局 に 入る と き の 道 の 両 脇 に ジャ リ が 積ん で あっ 
た ん で すけ ど 、 ス タ ジ オ 入り する 時 に 「 テ レビ の 悪者 が 来 た で !」 っ て 
子ども か ら 石 ぶつ けら れ た こと が あっ て 。 そ れ を 追っ か け ま わし た り 
し て ね 。 そ れ ほ ど 、 悪 役 が 定着 し て いた 時 期 が あっ た ね 。 

そう いう 変 な 芝居 を 絶対 盗み た か っ た ん で す よ 、 僕 は 。 そ こ を 盗ん で 
お いて 時 々 チラ リ と 優し さ を 見 せ た り する と 、[ い いじ ゃ な い 、 ア 
レ !」 っ て こと に な る ん だ よね 。 


水木 先生 と 作り 上 げた 
ね ずみ 男 像 


100 本 以上 ね ずみ 男 を 演じ て き て 、E 印 名 
的 な 場面 や スト ー リ ー な ど 覚 えて い 
らっし ゃ いま すか ? 


よく 聞か れる けど 、 ほ と ん ど 覚 えて な 
いで すね 。 即 興 で 演じ て ます か ら ね 。 例 
えば 、 鬼 太郎 が 「 あ あ 」 と 言っ た と し ま 
す よ 。「 何 が 、 あ あ 、 だ よ 」 っ て 即興 で ね 
ずみ 男 が 返す 。「 ま た そん な こと 言っ 
て 」 と 鬼太郎 が 門 る と 、「 言 っ て な い ? 
あー あ 、 そ う で すか 、 言 っ て な いよ ね ぐー。 
悪い の は いつ も 俺 で す よ 。 ご めん な さい ね ーー っ て 、 こ れ も ア ドリ 
ブ で 続け ちゃ うわ け で す よ 。 

そう いう こと は 、 台 本 に は あり えな いわ け で す よ ね 。 そ れ を 水木 先生 
は バン バン や れ っ て いう ん で す 。 ね ずみ 男 し か いな いん で す よ 、 こ う 
いう こと を や れる の は 。 

ほか の キャ ラク ター は みん な 妖怪 で すか ら 。 妖 怪 っ て いう の は 、 軽 々 
し くも の を 喋っ た りす る と 、 そ の 持ち 味 が な く な る わけ で す 。 一 反 も め 
ん に は 一 反 も めん の 義務 ・ 責 務 が あっ て 、 そ れ な り の 自負 が ある わけ 
で す よ 。 ね ずみ 男 だ け で す よ 、 鬼 太郎 の キャ ラク ター の 中 で そう いう 
制約 が 何 に も な い の は ね 。 
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ね ずみ 男 の | ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ! の 中 で の 役割 と いう の を 、 ど う 意 識 し て 


いま し た か 。 


[ 天 怪 世界 の 妖怪 じゃ な い 、 と いっ て 、 人 間 世 界 の 人 間 で も な い 。 年 は 
200 歳 で ね 、 ま だ 妖怪 に な れ な い の ] と 水木 先生 が お っ し ゃ っ た ん で 
す 。 ね ずみ 男 だ け 妖 区 に な れ な いで 、 ウ ロウ ロ し て いる 。 一 生 懸 命 妖怪 
に オペ ッ カ 使っ た り し な が ら (※ 1)、 妖 翌 に し て も ら お うと 思う ん だ 
けど 、 み ん な に 嫌 わ れ て いる か ら ダ メ だ と いう 設定 。 

ね ずみ 男 は 、 思 を 売れ る と き に は ホン ト に 徹底 的 に 売る あわ け で す よ 。 
それ で いて 、 逃 げ る と き に は これ 以上 な いっ て ぐら い 素 早く 裏切っ て 
逃げ る わけ で す よ ね 。 

「 そ う 、 ね ずみ 男 は 何 や っ て も いい か ら 。 死 ん で も すぐ 生き 返ら せる か 
ら ね 」 っ て 水木 先生 は お っ し ゃ っ て まし た ね 。 こ の 言葉 が 、 ね ずみ 男 
と いう 役 を すご く や り が い の あ る 役 に し て くれ た ん で す よ ね 。 

だ か ら っ て むやみ や た ら に 適当 な こと 言う わけ に いか な い 。 台 本 を 忠 
実に 守り な が ら 、 そ の 中 で 人 間 の 調子 の いい と ころ 、 腹 の 底 み た いな 
も の の 出し 方 を 、 チ ョ ロ チ ョ ロロ 変え な が ら 演 じ て い か な きゃ いけ な 
いっ て いう こと 。 自 由 な 分 、 す ご く 難し い 役 で も ある ん で す 。 

ね ずみ 男 っ て 面白 く て 、 あ る シー ン で みん な が 歩い て いる と き に 、 な 
ぜ か ね ずみ 男 だ けが つま ずく ん だ よね 。 そ こ で 水木 先生 に 「 先 生 、 あ れ 
気 に は っ て し ょ う が な いん で すけ ど 。 あ れ 、 ね ずみ 男 だ け で す よ ね 」 っ 
て 聞い た ら 、「 そ うだ よ 。 あ の と き 誰 か つま ず か な いか な っ て 思っ た ん 
だ 。 そ し た ら 、 ね ずみ 男 し か つま ず か な い だ ろ うか ら 。 い いで し ょ ?] っ 
て 言う ん で す よ 。 そ れ で 「 そ の ニュ 
アン ス 、 使 わせ て いた だ きま す 」| っ 
て な っ た 。「 計 算 さ れ て いる つま ず 
き | っ て いう か 、 ね ずみ 男 も 、 そ う 
いう ずる い 面 っ て た くさ ん ある ん 
で す よ ね 。 | 





チラ リ チ ラ リ と 見 せる こと に よっ 
て 面白 さ を 感じ させ る 、 っ て ね ず | 
み 男 で も 同じ こと で すか ? 





も ちろ ん そう で す よ 。「 人 間 の 魅 

力 ] っ て 何 か 、 っ て 考え て みた と き に どう な る か 。 普 段 の その 人 か ら 
考え て 、 何 か 事件 が あっ た と き に 、 そ れ に 対し て の 一 般 的 な リア ク 
ショ ン が ある じゃ な いで すか 。 そ こ か らち ょ こっ と 外れ た も の が チラ 
リ と 見 えた と き に 「 あ ら 面 白い ん じゃ な い ?|」 っ て こと に な る わけ で 
す よ 。 そ れ が 出 た と き に 、 初 め て 役者 な ん で す 。 ね ずみ 男 っ て 、 誰 が 見 
て も いい か げん な キャ ラク ター で し ょ 。 こ れ は か な り 人 間 臭 い キ ャ ラ 
クタ ー な わけ で す よ 。 で を 普段 の 生活 で は 、 僕 ら は ね ずみ 男 ほど 露 骨 
に 本 音 で 進め な いし 、 手 の ひら も 返せ な い 。 そ ん な 自分 が 隠し て いる 
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* 本 背 ' が 、 ね ずみ 男 を 見 る と 、 チ ラチ ラ と 見 える わけ で す 。 露 骨 に 見 モ 
て いる よう で あく まで も チラ チラ 。 そ れ が 面白 いん だ と 思う ん で す よ :- 


大 塚 さ ん の ね ずみ 男 っ て 「 笑 い 方 | に 特徴 が あり ます よね 。 





ね ずみ 男 に 限ら ず 、 役 作り の うえ で 笑い 方 を 研究 し た こと が ある ん で 
す 。 例 えば 、 リ チャ ー ド ・ ウ ィ ド マー ク っ て 「 ニ マ ァ ー」| っ て 、 音 の な い 
笑い 方 し か し な い の ね 。 そ れ を 見 て いる と 、[ こ りゃ 、 ヤ バイ ぞ ……| っ 
て 思わ され る ん で す 。 同 じ よ うに 笑い 方 ひと つ で 、 い くら で も 役 を 表 
現 で きる ん で す よ 。 

それ じゃ 、 ね ずみ 男 の 笑 い 
方 っ て どう いう も の な の 
か っ て 考え る と 、 ひ と 言 で 
いえ ば 「 坦 えき れ な く な っ 
た 笑い ] な ん だ よね 。 
[クー ッ ク ッ ク ク ク クッ ]」 っ 
て 搾り 出す よう な 笑い っ 
て 、 ね ずみ 男らしい 笑い 方 
じゃ な いで すか 。 相 植 を 打 : 
ちな が ら の 笑い と か 、 何 か 企ん で いる と き の 笑 い (※2) と か ……。 笑 
い の シ ー ン に も いろ いろ あっ て 、 そ の た びに 考え て や っ て いた か ら ね - 
で も 基本 に ある の は 、' 笑 う ” っ て こと は 喜び の 表現 な ん だ よね 。 堪 え 
て いた の を 、 あ る キッ カケ で 出し ちまっ て 「 ク ーッ | っ て や る と 楽し 
いじ ゃ な い ? そん な こと を 考え て や っ て いる か ら 。 そ ん な 中 で 「 今 の 
笑い は 面白 く な い の で 、 考 えて くだ さい 」 な ん て スタ ッ フ に 言わ れる と 、 
[な ぁ に 、 コ ノ 野 郎 ! | っ て 思っ て いた り し た ん だ けど ね ( 先 )。 





ほか の 役者 さん の ね ずみ 男 を 見 て 、 ど の よう な 感想 を お 持ち で すか ? 


ご 覧 に な っ た こと は あり ます が ? 


ほか の 役者 が 演じ て いる ね ずみ 男 は 、 一 切 見 ませ ん 。 意 識 し て 見 ませ 
ん ね 。 意 地 に な っ て も 見 ませ ん 。 第 3 部 の 富山 くん も 、 第 4 部 の 千葉 く 
ん だ っ て 後輩 だ し 、 ど うい う 濃 技 す る か も だ いた いわ か っ て いる し 。 う 
まく や っ て て 、 悔 し い 思い を する の も シャ ク に さわ る じゃ な い ? ( 腕 ) 

僕 に と っ て は 、 絶 対 に 僕 と 同じ よう な ね ずみ 男 は で き な い 、 っ て いう 
自負 が ある か ら ね 。 な ぜ か っ て 言え ば 、 そ こま で いろ いろ 水木 先生 と 
話し 合っ て 、 人 類 と 妖怪 の 世界 と いう 、 違 う 世 界 の 中 を 一 人 の た うち 
まわ っ て 生き て いる (※3) ね ずみ 男 の 頭 の 中 に つい て 掘り 下げ る っ 
て いう 行為 を し て いる は ず が な い 。 ね ずみ 男 が みん な に 妨 を 売っ て 生 
きる (※4) っ て いう 姿 を 根底 に 作っ て 、 そ こ から 笑 い を 生み 出し て い 
こう っ て いう 基本 姿勢 で す よ ね 。 

[ね ずみ 男 像 | を 、 必 死 で 掘り 下げ まし た か ら 。 ア ニ メ で も そこ まで いけ 
ば ね 、 本 物 に を な る わけ で す よ 。 

だ か ら こ そ 、 昔 の 自分 の 作品 に 関し て 、 僕 は 絶対 の 自信 を 持っ て いま 
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。 今 回 みた い に DVD に な っ て 販売 され て 、 初 め て モノ クロ で 見 て く 
れる 人 が いる の は 嬉し いで すね 。 


な ん で 上 自分 は 芝居 を や る の か 
人 の 心 を 打つ た め だ ろ 、 っ て 思う 


若手 の 俳優 さん 、 声 優 さ ん を ご 覧 に な っ て いて 、 ど の よう に 感じ て い 
らっし ゃ いま すか ? 


今 の 若い 人 た ち に 一 番 感じ て いる の は 、 役 者 と し て の 号 | き 出し "が な 
いこ と な ん で す よ 。 も ちろ ん 幅広 く 、 数 多く の 引き 出し を 持っ て いれ 
ば 、 そ れ に 越し た こと は な いと 思う 。 そ れ が で き な い な ら 、 せ め て [こう 
いう 形 の 役 が 来 た ら 絶対 負け な い ぞ !」 っ て いう の を 持っ て な きゃ 
ダメ だ ね 。 

昔 は 、 本 当 に 芝居 を や り た い 奴 が 集まっ て いた か ら 、 今 より も っ と 、 い 
わ ゆ る 芸 の " 技 " に 重き を 置い て いま し た か ら 。 そ うい う 意 味 で は 、 感 性 
が ハイ レベ ル だ っ た と 思う よ 。 

な ん で 俺 た ち は 芝 居 や る の か ? 人 の 心 を 打つ 以外 に 、 人 を 感動 さ 
せら れる こと な ん て で きる ? 人 の 心 を 打つ っ て こと は 何 ? それ 
が 芝居 だ ろう っ て こと で す よ 。 

今 の 若い 人 た ちの 受 居 を 見 て いる と 、 思 わ ず 言 っ ちゃ うん で す 。 あ な 
た た ち 何 を や っ て る の ? っ て 。 ジ ェ ス チャ ー だ け じ ゃ な いか っ て 。 悲 し 
い 顔 の ジェ スチ ャ ー を し て 、 誰 が 心 打 た れる ? っ て 。 

目 分 の 欠点 を 隠 そう と する の が 本 当 で すけ ど 、 ジ ェ ス チャ ー っ て いう 
の は 強調 する か ら ね 。 強 調 し な いと で き な い か ら 。 そ うい いう" ジェス 
チャ ー 役 者 "が 増え て きま し た ね 。 

例え ば 時 代 劇 で 、 芸 者 さん が 「 あ ら ? な ぁ に 、 初 め て お 会 いで き て 書 
し いわ | っ て いう セリ フ が ある と する で し ょ う ? その 全部 を ジェ ス 
チャ ー で や っ ちゃ うわ け で す よ 。 

お 客 を ) 見 た 。 ハ イ よ ろ け た 、 ハ イ ビ ッ クリ し て 持ち 直し た 。 っ て 、 全 部 
ジェ スチ ャ ー で し ょ 。 疲 れる で し ょ 、 っ て 言っ て あげ た い ぐ ら いや っ て 
いる ん で す よ 。 セ リフ だ っ て そう で す よ 。 自 分 の 欠点 を 隠 そ うと する の 
が 本 当 で すけ ど 、 ジ ェ ス チャ ー 役 者 は 強調 する か ら ね 。 役 者 の [演技 ] 
と いう の と は 、 反 対 な ん で す よ 。 

先ほど の [演技 の 幅 | の 話 じ ゃ な いで す が 、 隠 そう 隠 そ うと し て いる 本 
音 が チラ チラ 見 える か ら 面 白い 。 全 身 で 感情 を 解放 され て も 、 そ の 
キャ ラク ター の 持つ 幅 は 見 えて こない ん で す 。 

つま り 、 有 芝居 は "心理 "な ん で す 。 お 客 様 と 私 た ち 役 者 の 心理 の 格闘, 僕 
の 友人 の 俳優 は 「 お 客 は 芝居 を 見 に 来 て いる ん じゃ な い 。" 盗 み 見 "し 
て いる ん だ | っ て 言う ん で す よ 。 

才 席 と の 間 に " 壁 "が あっ て 、 お 客 は 何 干 円 か 出す と 、 そ の 壁 に 穴 を 開 
けら れる 。 自 分 の 好み に あっ た 穴 を 開け て 、 そ こ か ら ジ ーッ と 見 て いる 
わけ 。 そ の 状態 か ら こ れ か ら 始 まる 物語 に 対し て 、 こ の 人 は どん な 性 


格 な ん だ ろう 、 ど ん な 物語 が 始ま る ん だ ろう 、 と 見 て いる っ て 言う ん 
で す 。 

そん な な か で 、 ジ ェ ス チャ ー 芝 居 な ん か 見 ちゃ っ た ら 、 ゲ ェ ー ッ と な る 。 
せっ か く 覗 き 見 し て いる の に 、[ 見 て ちょ うだ い | っ て な 芝居 を 見 せら 
れ た ら シ ラ け る じゃ な いで すか 。 そ の くら い 、 芝 居 と は リア ル な 芸 と い 
うこ と だ と 思う ん だ よね 。 

それ が 今 の 芝居 と いえ ば 、 出 番 に な る と お 立ち 回 り し て 目立た せ て さ 。 
歌舞 伎 の せい も ある ん だ けれ ど 、 も う ' 受 居 " で も な ん で も な いよ ね 、 
歌舞 伎 の " 舞 ' の ほう で すか ら 。 歌 舞 伎 みた い に き ちっ と 区 別 さ れ て 、 
歌 も あっ て 、 型 も ある よう な 芸術 な ら 結構 だ けど 、 一 般 人 に と っ て ワ 
ケ の わか ら な い 芝 居 な ん か 、 し た く な いん だ よね 。 


半 世 紀 以 上 を "役者 "と し て 生き て きた 大 塚 さ ん 。 も し 役者 を や っ て い 
な いと し た ら 、 何 を や っ て いる と 思い ます か ? 





考え る こと も で き な い よね 。 僕 は 70 歳 過ぎ て か ら 「 あ あ 、 一 番 大 事 な こ 
と は 、 い つま で 自分 が 役者 と し て 過ごし て 生き て いけ る か っ て こと な 
ん だ ] と 思え る よう に な っ た ん だ 。 そ れ ま で は 大 変 で し た よ 。 売 れ て い 
る と きっ て 、 基 本 的 に 生意気 な ん で す よ 。 も っ と ギャ ラ 高 くし て くれ 、 
ぐら いし か 考え て いな いで すか ら 。 ほ ん と に 役者 っ て 、 み ん な そう だ と 
思う 。 

で も 僕 は 50 歳 代 く らい の ころ 、 井 上 ひさ し さん 脚本 の 芝居 に ら 5 年 間 で 
10 本 出演 し た ん で す よ 。 芸 能 座 で 日 本 中 歩い た ら ね 、 も う 当 分 芝居 が 
いら な く な っ ちゃ っ た 。 稼 ぎ も 欲し く な く な っ ちゃ っ た ん だ 。 

だ か ら 僕 は 60 歳 くら いか ら 、20 年 間近 く 芝 居 を し な く な っ ちゃ っ た 
ん だ 。 こ の 年 に な っ た ら 、 お 金 が どう の と いう 気 は ほとん ど な く な 
ちゃ っ た 。 ご 飯 だ け 食 べら れれ ば いい ん だ よ 。 家 も 古く て 、 女 房 も 年 だ 
し お 金 は いら な いじ ゃ な いで すか 。 生 活 す る だ け の も の が あれ ば 。 
そう する と 、 ガ ツガ ツ 仕 事 
くだ さい っ て こと も な い 
じゃ な い 。 そ うな る と 、 お 
金 が どう の で は な く 、 役 者 
と し て 生き る 、 と いう こと 
が いか に 自分 に と っ て 大 
切 か が わか っ て きた ん で 
す よ 。 

今 は 、 役 者 じゃ な く 生 きる 
な ら 、 死 ん だ ほう が いい っ て 思っ て いる ん で す 。 役 者 じゃ な い 自分 な 
ら 、 一 日 も いら な い 。 だ か ら こ の ご ろ 若 いこ ろ の 作品 に も 、 思 い 入れ が 
生ま れ て き て いる 。 ね ずみ 男 な ん か も 自分 の や っ た こと だ か ら 責 任 が 
ある し 、 そ うい う "* 役 に 対し て の 追 憎 ' が ある ん で す よ 。 そ れ は この 先 も 、 
自分 で 守っ て いか な けれ ば いけ な いな 、 と 思っ て いる ん で す よ ね 。「 お 
金 に こだわ ら な いね ずみ 男 ]」 と いう の も 、 な ん か 変 な 感じ だ けれ ど ね 
(。 
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85 年 10 月 12 日 一 88 年 3 月 21 日 放映 


グ ク ク の 上 鬼太郎 
第 3 部 の 世界 


gegege no kitaro third season 





第 2-3 シ ー ズ ン ま で の 間 に は 、13 年 間 も の フ 

ラン ク が ある 。 そ の 間 に 「 ウ ルト ラマ ン | 仮面 ラ 
イダ ー]| に 代表 され る 特撮 ブー ム 、「 機 動 戦士 ガン ダ 
ム 」 な ど SF ブ ー ム は よう や く 一 段落 を 見 せ 、 純 粋 に 
子ども 向け の エン タメ 作品 が 求め られ る よう に な っ 
て いた 。 今 シリ ー ズ の スタ ッ フ 陣 に は 、 昔 の シリ ー ズ 
を 見 て いた 若い 世代 は も ちろ ん 、 旧 シリ ー ズ か ら の 
ベテラン 勢 も 参加 。 な に が し か が 上 鬼太郎 に 思い 入れ 
の ある 者 た ち が 、 鬼 太郎 に 新た な 息吹 を 吹き 込ん 
だ と いえ る 。 そ の “ 低 年 齢 層 向 け の 大 幅 リ ニュ ー ア 
ル ” は 、 旧 来 か ら の ファ ン に は 、 現 在 に 至る まで 賛 
否 両 論 あ る と ころ だ が 、 そ れ も 80 年 代 を 代表 する 
ヒッ ト 作品 と な っ た ひと つの 勲章 の よう な も の だ 。 


や み ゃ や 
13 年 ぶり の 復活 ・ 大 プレ イク 

最高 視聴 率 29.6% の 大 ヒッ ト | | 
第 3 シー ズン は 、13 年 の ブラ ンク か ら 視聴 者 の 世代 3 

意 、 完 全 な 新作 と し て スタ ー ト する 。 鬼 
太郎 役 と ね ずみ 男役 に は 、 時 の 人 気 声優 で ある 戸 
田 恵子 と 富山 敬 。 目 玉 お や じ の み 、 過 去 2 シ リー ズ と 
同じ く 田 の 中 勇 が 演じ る こと に な る 。 そ し て 各種 ムッ 
ク 本 や LP、 キ ャ ラク ター グッ ズ な ど 、 ス ポン サー の 講 
談 社 や バン ダイ の 力も あり 、 他 シリ ー ズ と は 比較 に な 二 
ら な い 規 模 の マー チャ ンダ イジ ング が 行わ れ た 。 放 物語 後半 ! に 定着 し た シー サー。 第 3 シー ズン に 最高 視聴 率 を 記録 し た の は 、 第 24 話 [子供 が 消え る !? 妖 怪 
映 は フジ テレ ビ の 毎週 土曜 日 18.30 一 。 週 末 、 団 らん お ける ファ ン シ ー な 妖怪 の 代表 格 だ うぶ め ]。29676 と し う 驚 異 的 数 字 を マー ク 。 
の ひと 時 を 過ごす 親子 が 、 一 緒 に 見 られ る 番組 を 求 
め る 時 間 帯 で ある 。 そ の 方 向 性 に 合わ せ 、 仲 間 同士 
の 協調 が 強く 意識 され る スト ー リ ー 展 開 が 増え て く 
る 。 さ ら に 妖怪 の デザ イン は お どろ お どろ し さ の 感じ ら 
れ た 過去 作 と は 異な り 、 フ ァ ン シー で 低 年 齢 層 向 け 
の リ ・ デ ザイ ン が な され る 。 そこ に 後述 の さま ざま な 要 
素 が 加わ り 、 第 3 シー ズン は 最高 視聴 率 29.6%、 平 
均 視聴 率 23.39%% と いう ケタ 外れ の 大 ブレ イク と な っ 
た 。 ま さ に 、80 年 代 を 代表 する アニ メ 作 品 の ひと つ で 


ー 較 少年 向け 作品 の ヒー ロー に 欠か せな い の が 、 宿 敵 ' の 存在 。 鬼太郎 役 は 「 ア ン パ ンマ ン ] な ど で 知 られ る 戸田 恵子 。 声 
ある こと は 疑う 余地 も な い 。 ぬら り ひ ょ ん の 果たし た 役割 は 大 きい 。 色 よ も 緩急 の 使い 分 け で 湯 る 名 優 だ 。 








ダイ ナミ ッ ク な 演出 を オリ ジ ナ ル 





ヒー ロー と し て の 鬼太郎 像 の 定着 

まず 作画 技術 の 大 幅 な アッ プ を 背景 に 、 第 3 シー ズン の 戦闘 シー 
ン で は 空中 戦 が 非常 に 増え て いる 。 さ ら に 目まぐるしく 変わ る カメ 
ラ ア ング ル や 、 新 た な 武器 “オカ リナ "を 駆使 し た バト ル 、「 鬼 太朗 
ファ ミリ ー] の 確立 を 背景 に し た 、 複 数 の 妖怪 同士 で 戦う コン ボ 戦 
の 増加 な ど 、 展 開 の 多様 さ が 子供 た ちの 心 を 捉え た 。 そ し て 本 
シー ズン の 熱血 正義 漢 な 鬼太郎 の 性 格 も 手伝い 、“ ア クシ ョ ン 派 
衝 太郎 "と し て の イメ ー ジ を 定着 させ て いく 。 ま た 、 ぬ ら り ひ ょ ん と い 
う " 宿 敵 " の 存在 に より スト ー リ ー も グッ と 厚み を 増し た と いえ る 。 さ 
ら に 前 シー ズン に お いて 、 タ ブー に 触れ た 人 々 が 悲劇 的 な 結末 を 
迎え る スト ー リ ー が 多かっ た の と は 対照 的 に 、 人 間 の 犠牲 者 は ほ 
と ん ど 描 か れ て いな い 。 そ れ ど ころ か 敵 妖怪 を 退治 する 際 に も 条 
さ ず 、 逆 に 反省 や 和解 を 促す な ど 、 平 和 的 な 解決 の パタ ー ン が 増 
える 。 こ れ も 低 年 齢 層 向 け を 意識 し た 改定 の ひと つ で ある 。 

さら に 基本 が 第 1 一 2 シー ズン の リメイク で あり な が ら 、 時 お り 混 ぜ 
込ま れ た オリ ジ ナ ルス トー リー が また 面白 い 。 妖 怪 が 出 て こない 水 
木 し げ る の SF 作品 「 宇 宙 虫 ] を 原作 に 、 か ぶ そ と 赤 頭 と いう 妖怪 
を 絡め て 、 さ ら に 鬼太郎 を 入れ 込ん だ 第 93 話 進化 妖怪 か ぶ そ ] 
ほか 、 複 数 の エピ ソー ド を 盛り 込ん だ 脚本 も 多数 登場 。 さ ら に 第 
101 話 「 妖 怪 捕物 帖 猫 騒 動 ] な ど 、 遊 び 心 の ある オリ ジ ナ ル で 
昨 太郎 た ちの 意外 な 一 面 を 垣間見 られ る の も 楽し い 。 


月 に 行っ た 妖怪 - か ぶ そ が 禁断 の "知恵 の 実 * 
べ て いさ か しい を 起こ す 「 進 化 妖怪 か ぶ そ ]。 








を 食 


設定 









SctroStot 計 癌 ③ 蘭 沼 計 環 凍 





>S 半 人 WMINYNE ( 選 末 豆 cyoyet 務 庄 w 


C 圭 還 





Po 


賠 ゆる 才 日 時 9 











全 


舞台 を 江戸 に 移し た [妖怪 捕物 帖 猫 騒動 ]。 
バブ ル の 生ん だ 心 の 余 栓 か 、 遊 び 心 満載 。 











鬼 太郎 ファ ミリ ー の 確立 ユメ コ の 登場 





“仲間” の 存在 と 人 間 と の 共存 が 描か れる 
第 1 話 [ 謎 の 妖怪 城 出現 中 より 、 鬼 太郎 & 目 玉 お や じ に 加え 、 砂 か 
け 婆 、 子 泣き 苑 、 一 反 も めん 、 ぬ りか べ が 顔 見 せ 興行 の よう に 登 
場 。 第 2 話 に 登場 し た ネコ 娘 も 加え 、 こ の シリ ー ズ が 過去 作 と は 一 
線 を 画 し 「 鬼 太郎 と その 仲間 た ち 」 の 物語 で ある こと が 強調 され 
る 。 さ ら に テー マ と し て “人間 と 妖怪 の 共存 "を 掲げ け 、 そ の 象徴 と し 
て ユメ コ と いう 人 間 の キャ ラク ター を 登場 させ る 。 ユメ コ の 存在 は 
鬼太郎 の 世界 に これ まで な か っ た ラブ コメ の 要素 を 加味 し 、 さ ら に 
「 わ か りや すい 面白 さ ] を 視聴 者 に 提供 し て いっ た 。 





コメ コ の 登場 で 、 鬼 
計 大 郎 に ば 美女 に 避 

議 い と いう 新た な 設 
定 が 加わ る 。 そ の ほ 
か 砂 か け 波 と 子 泣き 
苑 の 恋 な ど 、 突 っ 込 
みどころ 多数 の わか 
りや すい 面白 さ を 追 
| 求 し て いる 。 


























腔 の 母 を 求め て 地獄 を 仲間 と 旅 す る 

第 3 シー ズン 最後 に 放映 され た シリ ー ズ [地獄 編 」 は 、7 本 連続 の 
等 別 編 で あり [月 刊 少年 マガ ジン 」 に 連載 され た 「 鬼 太郎 地獄 編 ] 
の TV アニ メ 化 で ある 。 こ こ で 初め て 鬼 太郎 の 誕生 秘話 が 映像 化 
され 、 第 3 シー ズン の 独自 設定 「 鬼 太郎 が 妖怪 と 人 間 の ハー フ で 
る る] と いう こと が 明確 に 描か れる 。 加 えて 美少年 ライ バル ・ 地 獄 
章子 、 お よび 美形 の 母親 の 登場 と いう 、 本 来 の 水木 作品 の タ 
ブー と も いえ る 要素 が 続々 映像 化 。 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 は 原作 者 
の 手 を 離れ 、 す で に 一 人 歩き し 始め て いた の で ある 。 





7 話 連続 の シリ ー ズ 
[地獄 編 ] は 、88 年 
2 月 8 日 より 月 曜 
19:00… の 放送 で 、 
油 すま し な ども 活躍 
。 視 聴 率 は 最高 で 
132%% と 、 本 編 に 比 
べ て や や 振る わな か 
っ た 印象 も ある 。 











ーーーーーーーーー [第 003 話 


演出 信 両 西 治 


【 第 001 話 】 


読 の 丸 怪 城 出 現 ! 


1985 年 10 月 12 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 


鬼太郎 ファ ミリ ー 集 結 ! 妖怪 城 を 撃破 せよ 


工事 現場 に あっ た 石塚 を 作業 員 が 崩し 、 妖 怪 城 の 封印 が 解 か 
れ て し まう 。 そ れ と 同時 に 子ども た ちの 誘拐 事件 が 続発 。 都 
会 の 真ん中 に 、 巨大 な 妖怪 城 が 出現 する 。 妖怪 城 に 住む 妖怪 ・ 

た ん た ん 坊 、 か まい た ち 、 二 品 女 の 3 人 は 、 誘 拐 し た 子ども 
た ち を 妖怪 に 変え ん 、 こ の 世 の す べ て を 支配 し よう と も くろ ん 
で いた 。 彼ら は ね ずみ 男 を 部 下 に し て 、 も っ と 子ども た ち を 
誘拐 する よう に 命令 する 。 事 件 を 知っ た 鬼太郎 は 、 砂 か け 婆 、 
5 一 反 も めん ら と 乗り 込ん だ 。 激闘 の 未 、 鬼 太郎 た 
を 救出 。 工 事 現場 の 石 
妖怪 城 は る ふたたび 地 中 に 封印 され た 。 


| 原作 

! 0 

i「 妖 怪 城 」 で は 、: 
! 3 妖怪 が 村 に 生け : 
: 堆 の 子ども を 求め : 
| て いる が 、 そ こ を 
! と お り が か っ た 鬼 : 
! 太郎 が 解決 。 ア ニ : 
: メ で は 、 ね ずみ 男 : 
: が 誘拐 を 敢行 。 






































ち は 3 妖 怪 を 退治 し て 無事 子ども た ち 
塚 を 元 に 戻す と 、 




















脚本 信 星 山 博之 作画 監督 人 清 山 滋 崇 


ネコ 仙人 


1985 年 10 月 26 日 放映 


い 


STORY 
ウデ 


将 の 大 群 に 襲わ れ た ユメ コ た ち を 助け 出せ ! 

ね ずみ 男 が 猫 塚 村 で 「 宝 の 玉 」 を 盗み 出す 。 す る と 、 猪 塚 村 
に 遠足 に 来 て いた ユメ コ の クラ ス に 犯人 が いる と 疑わ れ 、 ネ 
コ の 大 群 に 豊 われ る 。 そ こ に 抄 太郎 た ち が 助 け に 来 た が 、 突 
如 現 れ た 化け 猫 に ユメ コ と ネコ 娘 を さら われ て し まう 。 そ の 
後 を 追う と 、 石 塚 の 奥 の 洞 欠 か ら ネ コ を 操る 猫 仙 人 が 登場 。 

宝 の 玉 に は 猪 仙人 の 魂 が 封じ て あり 、 そ れ が な けれ ば 彼 の 魂 
も 肉体 も 滅ん で し まう と いう 。 ね ずみ 男 が 宝 の 玉 を 盗ん だ こ 
と を 知ら な い 鬼 太郎 は 、 宝 の 玉 な ど 知 ら な いと 猫 仙 人 に 告げ 
る 。 す る と 猪 仙 人 は 怒り 、 ユ メ コ に 乗り 移っ て 暴れ 出し た 。 
鬼太郎 は 妖術 で 、 ユ メ コ か ら 獲 仙人 の 魂 を 追い 出し た 。 


原作 

0 で デ 

財 猫 仙人 ] で は 、: 

! 鬼太郎 の 家 が 道路 

! 工 事 で 立ち 退き に 

: な る と 聞き 、 鬼 大 

! 郎 は 旅 に 出 よ うと : 

9 そこ に ネ : 
コ に 襲わ れ た 村人 : 

: が 逃げ て くる 。 : 
















































































演出 多 抑 沢 除 脚本 人 直上 純 希 作画 監督 人 石黒 育 
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【 第 002 話 】 


旨 レ 
遂 し じい 
1985 年 10 月 19 日 放映 


い 


STORY 
ウー 
ユメ コ ち ゃ ん 初 登場 。 鏡 爺 に さら われ る 


遊園 地 で 消え た ユメ コ を 捜し て ほし いと 、 弟 ・ 是 郎 が 妖怪 ポス ト 
を 使っ て 移 太 郎 に 助け を 求め て きた 。 指 太郎 は ミラ ー ハ ウス で 
“ 姿 ′” を 礁 われ た ユメ コ を 発見 。 目 下 お や じ は 鏡 妖 怪 の 仕業 だ と 

見 破り 、 鐘 苑 を 鏡 の 中 か ら お びき 出す 。 し か し そこ は 鏡 爺 の 独 壇 
場 ・ ミラ ー ハ ウス 。 役 大 朗 は 「 合 わせ 鏡 の 術 ] に よっ て 鏡 に 閉じ 
込め られ 、 鏡 ご と バラ バラ に され て し まっ た 。 し か し すぐ に 砂 か 











け 肖 の 妖術 と 妖 具 に よっ て 復活 し た 太 郎 は 、 鏡 爺 の 妖気 を 追い 、 
その 住み か を を 発見 。 鏡 苑 は 今度 は 、 合 わせ 鏡 を 利用 し て 分 身 し 


KA で 目玉 お や じ は 、 ユ メ コ が 鏡 爺 の 憧れ の 女性 の 
に 気がつき 、 鐘 爺 の 説得 ! 





孫 で ある こ か か る 。 


原作 
i「 鏡 爺 」 1 の mo 
0 の 

Me 
CPM 
| て 「 美 少 女 を 見 る 
:! と た ちの わる いい : 
): た ずら を する 」 こ : 
| と が 好き らし い 。! 





則 つ 


第 004 話 


妖怪 ぬら り ひ ょ ん 


1985 年 11 月 2 日 放映 


い 


STORY 
ho、 
ぬら り ひ よん 登場 ! 鬼太郎 コン クリ 詰め に 


自分 の 建築 会 社 が 大 も ふう け す る た め に 、 手 下 を 利用 し て 次 々 
と ビル を 破壊 し て いく ぬら り ひ ょ ん 。 彼 は じゃ ます る 鬼太郎 
を 誘い 出し 、 コ ンク リー ト 詰 め に し て し まう 。 と ころ が その 
RNN ぬら り ひ ょ ん の 右手 が 勝手 に 動き 始め る 。 蛇 骨 基 
る と 「 上 鬼太郎 着き] と いう 術 で 、 鬼 太郎 が 生き て いて 、 
8 今度 こそ 確実 に 殺し て や ろ 
うと 、 助 け 出さ れ た 鬼太郎 を 魔法 の 喜 に 封じ よう と する ぬら 
り ひ ょ ん と 蛇 骨 婆 。 2 SHE 
と する 2 人 だ が 、 返 り 討 ち に 遭い 、 不 思 議 な 石臼 を 使っ て 証 
人 も 212 ある 


原作 

! bo、 1 
叶 ぬ ぬら り ひ ょ ん : 
DA 
: を 働く 妖怪 ・ 
還 : り ひ ょ ん の 話 。 に 
ー MP 紅 !「 す み 男 は ぬら り 



























































中 








: ひ ょ ん と パチ ンコ ! 
AN 鬼太郎 





























を 紹介 する 。 








演出 人 今沢 哲男 脚本 久 大 括 志 


作画 監督 免 山 本 福 雄 











【 第 005 話 ] 


ダイ Y 妖怪 輸入 首 


ゅ 


STORY 
Bb、 
ダイ ヤ に 変え られ た 仲間 た ち を 救え ! 


出所 不明 の ダイ ヤ モ ン ド の 売買 で 儲け る 会 社 社長 ・ 横 田 の 秘 
密 を 吊 ぎ まわ っ て いた ね ずみ 男 は 、 偶 然 会 っ た ユメ コ と 一 緒 
に 、 横 田 が 入っ て 行っ た 洞窟 の 中 へ 。 そ こ は 大 量 の ダイ ヤ が 
有 眠 る 採掘 現場 だ っ た 。 妖気 を 追っ て そこ に 現れ た 上 鬼太郎 は 、 
ここ が 「 炭 素 光線 ] で 人 々 を ダイ ヤ に 変え る 妖怪 ・ 輪 入道 の 
住み か だ と 気づく 。 そ し て この 場所 は 危険 だ と 警告 する が 、 
誰 も 聞く 耳 を 持た な い 。 そ ん な な か 輸入 道 が 出現 し 、 ね ずみ 
男 や ユメ コ ら も みん な ダイ ヤ に 変え て し まう 。 系 太郎 は 鏡 を 
利用 し て 光線 を 反射 させ 、 輪 入道 自身 と を ダイ ヤ に 変え て 退治 
し た 。 す る と みん な は 元 の 姿 に 戻り 、 ダ イヤ も すべ て 消え た 。 
: 原作  : 
1 1 
[ダイ ヤ 妖 怪 」 で : 
: は 、 ダ イヤ を 発見 : 
! し た ね ずみ 男 が 、! 
! 鬼太郎 を 気絶 きせ ! 
! 持ち 逃げ ば し よう と : 
: す る が 失敗 する 。: 
! ダイ ヤ を 売る 商社 
! は 登場 し な い 。 



























































演出 人 葛西 治 脚本 候 並 木 敏 作画 監督 久山 口 泰弘 











第 007 話 


す 玉 然 儲 機 


い 


STORY 
一 
悪徳 レジ ャ ー ラ ンド 開発 を 漬 せ ! 


鬼太郎 は 、 浜 辺 の 村 で 磯 女 に 子ども を きら われ た と 開い て 、 
現地 を 訪れ た 。 そ し て さら われ た 子ども の 祖父 か ら 、 村 長 が 
ね ずみ 男 を と お し て 悪徳 レジ ャ ー 会 社 と 組み 、 浜 辺 を 埋め 立 
て て レジ ャ ー ラ ンド を 建設 する と いう 計画 を 知る 。 殆 太郎 は 
事件 の 原因 が そこ に ある と し て 、 磯 女 と 話し 合う た め に 浜辺 
へ 。 と ころ が 磯 女 の 子ども ・ 赤 ん 坊 に 食べ られ て し まう 。 し レ 
か し すぐ に 腹 を 破っ て 脱出 。 子 ども を 失い 悲し む 磯 女 を 見 て 、 
砂 か け 疲 に 頼ん で 赤ん坊 を 復活 させ る 。 鬼太郎 は 磯 女 と 和解 
し て さら われ た 子ども を 取り 戻し 、 海 に 住む ほか の 妖怪 た ち 
と と も に 、 ね ずみ 男 や 村長 、 レ ジャ ー 会 社 社長 を 懲らしめ た 。 


: 販 作 : 
『 ーー ! 
i「 磯 女 」 で は 、 赤 : 
: ん 坊 に 入り 込ん だ : 
: 捉 大 郎 が 、 膨 らむ ! 
: 赤ん坊 を 抑え よう ! 
i と する 磯 女 と も ど 

: も 爆発 きせ る 。 環 : 
: 境 開 題 的 な 視点 は : 
! TV オ リ ジ ナ ル 。: 






































演出 錠 田 浩 樹 脚本 久 式 上 純 負 作画 監督 鍵 森 義則 














【 第 006 話 】 


地獄 行 ! 幽 吉 電 車 ! 


1985 年 11 月 16 日 放映 


い 


STORY 
hb、 
"お 化け を 信じ な い 男 ” を 襲う 恐怖 体験 


会 社員 ・ 黒 川 は 、 自 分 の 身 に 起こ っ た 恵 怖 体験 を 語り 始め た 。 
ある 夜 、 黒 川 は 後 理 の 吉永 と 飲み 屋 を ハシ ゴ し て 泥酔 。 と あ 
る ラー メン 屋 に 入る 。 店 に 居合 わせ た 鬼太郎 と ね ずみ 男 の 前 
で 、 妖 怪 は いな いと 大 声 で 騒い だ 黒川 は 、 そ れ に 反論 し た 更 
太郎 の 頭 を 殴り 、 コ ブ を 作っ て し まう 。 そ の 後 、 終 電 ギ リ ギ 
リ で 臨時 最終 電車 に 滑り 込ん だ 2 人 は 、 酔 い が 醒 め て 様子 が 
お か し いこ と に 気付 く 。 周 囲 を 見 渡す と 、 車 堂 は 鬼 太郎 、 乗 
客 は 亡者 や ガイ コツ に 妖怪 軍団 まで 登場 し て きた 。 殴 き 慌 て 
て 窓 か ら 飛 び 降 り た 2 人 が 、 翌 朝 ホ ー ム の ベン チ で 目 を 覚 ま 
す と 、 鬼太郎 の も の と 同じ 大 きる さ の コブ が 頭 に で き て いた 。 

























































































: に 乗り 込 な と 、 た : 
! くさ ん の 駅 が 線 } 
! 香 を も っ て 集 ま 
i り 、 死 を 褒め 称え 
! る お 経 の よう な 歌 : 
: を 歌い 始め た 。 





第 008 話 


だ る ま 妖 避 相 談 所 
1985 年 11 月 30 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


だ る ま が ア バ パート の の っ と り を 画策 ! 

4 を 不吉 な 数 字 と し て 、4 階 部 分 を 5 階 と 呼ん で いた アパ ー 
ト で 、 だ る ま は ある は ず の な い 4 階 を 貸し て くれ と 大 人 金 を 積 
む 。 営 理 人 が それ に 目 が くら み 承 諾 する と 、 悩 み を 持っ た 妖 
怪 た ち が 「 4 階 ] に ある だ る ま の 妖怪 相談 所 へ と 殺到 。 ほ か 
の 人 居 者 た ち は 気 味 悪 が り 、 次 々 と 引っ 越し て し まう 。 そ こ 
で だ る ま は 管理 人 を 追い 出し 、 ア パー ト を 乗っ 取 ろ うと 面 策 。 
管理 人 か ら 依 頼 を 受け た 鬼太郎 は 、 妖 怪 の 嫌がる 具 い で 、 だ 
る まや ほか の 住み 付い た 妖怪 た ち を いぶ し 出す 。 そ し て 屋上 
で だ る ま と 対 決 。 腹 の 中 か ら 現 れ た た くさ ん の 子 だ る ま の 中 
か ら 、 だ る ま の 心臓 を 見 つけ て 捕まえ 、 退 治 に 成功 し た 。 


| 原作 
8 rd 1 
| だ る ま 」 で は 、! 
: ビル で 「 ふ し ぎ 間 : 
! 是 解 決 事務 所 」 を : 
: 開い た だ る ま 。 し : 
: か し 人 間 が 騒い だ : 
: の で 、 商 売 が 始ま 
: る 前 に 太 郎 か ら : 
i 追い 出さ れ た 。 : 




















演出 人 西沢 信孝 脚本 信 星 山 博之 作画 監督 @ 入 好 さ と る 
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【 第 009 話 】 【 第 010 話 】 


不死 身 の 妖怪 水 虎 盟 魔 の メロ ディ ・ 人 夜叉 




























































































1985 年 12 月 7 日 放映 1985 年 12 月 14 日 放映 
0 0 
STORY STORY 
PP デ ho、、 人 

中 症 020 店 の 介 才 の 引 の 2 ね ずみ 男 の “ 尼 " が 鬼太郎 た ち を 救う !? 
いじ め ら れ っ 子 の 新 一 は 、 証 いつ ぼ の 中 に あっ た 液体 を 飲ま ユメ コ の クラ ス に 現れ た 、 キ ザ な 特別 音楽 講師 ・ 響 ワタ ル 。 
され 、 の 0 人 彼 が 奏で る ギタ ー は 、 人 を 慮 に する 不思議 な カカ が あっ た 。 彼 
配 し た 両親 は 、 ね ずみ 男 を 信用 し て お 蔽 い を 頼む が 、 当 然 効 は ユメ コ に 「 完 成 し た 曲 を 呑 だ け に 聞か せる 」 と 言い 、 演 奏 
果 は な い 。 把 っ た 母親 に [料金 分 の 働き は し ろ ] と すご まれ 、 を 始め る 。 そ こ に 、 あ る 少女 が 魂 を 抜か れ た 事件 を 調べ て い 
仕方 な く 夜中 に 出 て 行く 新 一 の 後 を つけ た ね ずみ 男 は 、 妖 た 鬼太郎 が 登場 。 響 の こと を 、 ギ ター を 使っ て 魂 を 抜き 取る 
惨 ・ 水 虎 を 追っ て いた 鬼太郎 と 鉢合わせ する 。 新 一 は 水 虎 に 妖怪 ・ 夜 叉 だ と 見 破り 、 攻 撃 す る 。 し か し その 時 点 で は 証拠 
と り 婚 か れ て 、 水 虎 の メ ス が 封印 され た つぼ を 探し て いた の が な く 、 逃 が し て し まう 。 その後 鬼太郎 は 、 や は り 導 が 夜叉 
だ 。 鬼 太郎 は 新 一 の 中 か ら 水 虎 を 追い 出し 、 水 虎 に 対し て 雪 だ と 和 突き 止め 、 耳 栓 を 用 意 し て 対決 に 臨む 。 し か し 耳 栓 は 簡 
の 隆 る 寒い 日 の 決闘 を 申し 込む 。 そ し て 対決 の 日 、 鬼 太郎 は 単に 吹き 飛ば され 、 魂 を 礁 われ て し まう 。 そ こ で 、 音 痴 の た 
水 虎 に と り 還 か れ て 操 ら れ 、 雪 月 に 巻き 込ま れ て し まう 。 め に 妖怪 音楽 が 効か なかい 、 ね ずみ 男 の 出番 が や っ て きた 。 

原作 H | 原作 | 

H oc ! ! 9 の た 1 

「 水 虎 」 を 比較 的 忠 : 較 で は 、 夜 : 

: 実に 再現 。 古 いつ : 叉 に 魂 を 抜か れ た 

: ぼ の 中 の 液体 を 飲 ! 鬼太郎 を 助け る た : 


! ん だ 少年 が 操 ら : 
! れ 、 メ ス を 探し て : 
地面 を 掘る 。 ち な : 
! み に 少年 の 名 る も 原 : 
: 作 と アニ メ で 同じ 。: 


め 、 日 玉 お や じ が : 
| : 夜 叉 の 家 か ら 和 太 : 
| : 郎 の 魂 を 取り 戻 ! 

: し 、 夜 叉 本 体 の 毛 : 
i に 火 を 付け た 。 
























































演出 信 斉 西 治 、 棚 沢 隆 脚本 多 式 上 純 希 作画 監督 久石 軒 育 














































































































【 第 011 話 】 【 第 012 話 
w w さ ヶ ラフ 
妖怪 キツ ネ 白 山 坊 ざし きわ らし と 人 潤 地 蔵 
1985 年 12 月 21 日 放映 1985 年 12 月 28 日 放映 
いり 0 

STORY STORY 

PP デ Bb、 人 
弱み に 付け 込む 白山 坊 に キツ い お 仕 置き ! 心 優 し い 老夫婦 を 貧乏 神 か ら 救 え ! 
15 年 前 、 事 業 に 失敗 し て 心中 を 図っ た 春子 の 両親 は 、 妖 怪 ・ 東北 の ある 村 に 、 貸 し くも 誠 突 に 生き る 老夫婦 が いた 。 そ の 
帳 山 坊 に 命 を 救 わ れる 。 そ の と き 、 白 山 坊 より 事業 資金 の 援 姿 を 見 た 座敷 章子 は 、 老夫婦 の 家 に 住み つい た 。 そん な ある 日 、 
功 を 受け る 見 返り と し て 、 女 が 16 歳 に な っ た ら 嫁 に 差し 出す お じい さん は 作っ た 人 笠 を 売り 、 そ の お 人 金 で 正月 の も ち を 買お 
よう に 約束 きせ られ て いた 。16 歳 を 迎え た 春子 は 、 父 親 の 様 うと 町 へ 出かけ て いっ た 。 し か し 科 は 売れ ず 、 そ の 帰り に 雪 
了 チ が 変 だ と 気づき 、 鬼 太郎 に 相談 。 砂 か け 婆 の 占い で 一 同 は を 被っ た お 地蔵 様 が か わい そう だ か ら と 、 笠 を 被せ て きた と 
事実 を 知る 。 春 子 を 救う た め 、 卑 大 郎 た ち は ネ コ 娘 に 花嫁 衣 いう 。 そ の ころ 、 座 敷 章 子 は 老夫婦 を 苦し め て いる 貧乏 神 を 
装 を 着せ て 神社 へ 。 そ こ で 会 っ た ね ずみ 男 の 情 報 に より 、 鬼 見 つけ て いた 。 追い 出 そ う と 試み る が 、 逆 に 貧乏 神 に 退去 を 
太郎 は 白山 坊 が いる と いう 山 の 中 に 向かっ た 。 し か し その 情 迫 ら れ て し まい 、 座 敷 章子 は 地元 の 妖怪 ・ 呼 子 と 、 そ こ に 遊 
報 こ そ が 白山 坊 の 部 下 に な っ て いた ね ずみ 男 の ワ ナ で あり 、 びに 米 て いた 鬼太郎 に 相談 。 鬼 太郎 た ち は 貧乏 神 を 追い 出し 、 
































山 坊 は その 隙 に 礎 子 を 礁 うた め 、 春 子 の 家 に 現れ て いた 。 老夫婦 に 年 越し の た め の 食 料 を プレ ゼン ト す る 。 
































! 原作 WT ビ が 旧 2| 原作 
1 bo、 コ の H 1 
財 白 山 坊 ] で は 、!: 中 釜 * 地 蔵 」【 こ 貧 乏 
i 娘 の 花子 が 砂 か け !: : 神 1 は 登場 し な い 。: 
i 疲 の 家 に 相談 に 行 : : 老夫婦 が 寂し い 正 : 
: き 、 白 山 坊 と の 約 ! : 月 を 迎え な いよ ! 

















: 東 を 知る 。 白山 坊 : : う 、 座 敷 章 子 が 鬼 
: を 退治 する 方 法 も : : 太郎 と と も に 老 夫 ! 
原作 に 皿 実 に アニ : - 入 「 婦 に 食料 を プレ ゼ : 
! メ 化 き れ て いる 。 : 計 穫 工 ! ン ト す る 。 


演出 人 芝田 浩樹 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 念 下田 正美 





演出 人 今沢 哲男 脚本 欠 星 山 博 之 作画 監督 念 山本 福 雄 


> SEASON 3 





【 第 013 話 


お り た た み 人 入道 


い 


STORY 
Bb、 


ね ずみ 男 に は 生き 別れ た 弟 が いた !? 

正月 で の ん びり ムー ド の ある 日 、 ね ずみ 男 が 子ども の お 年 玉 
を 盗ん で 捕まっ た と いう 連絡 が 届く 。 真 犯人 は 別に いる と 訴 
える ね ずみ 男 を 信じ て 、 移 太郎 た ち が お と り に な る と 、 ね ず 
み 男 に そっ くり な 男 が ワナ に か か り 、 妖怪 ・ 折 り た た み 入道 
を 使っ て 攻撃 し て きた 。 鬼 太郎 た ち は 協 力 し て 、 折 り た た み 
大 道 を 退治 。 す る と その 男 は 、 ね ずみ 男 の 生き 別れ た 弟 だ と 
名 乗る 。 突然 現れ た 肉親 に 喜ん だ ね ずみ 男 は 、 彼 を 住み か に 























招待 。 し か し 衝 太 郎 は 、 男 の 正体 を 妖怪 ・ む じ な だ と 見 破り 、 
ね ずみ 男 を だ まし た む じ な を 懲 らし め る 。 そ の うえ を で 第 太郎 
は ね ずみ 男 の た め に 、 





む じ な に ひと つ だ け 頼 みごと を し た 。 


原作 


り 0 だ た み 入 | 
で は 、 鬼太郎 ! 
: は 折り た た み 入 道 ! 
! に 食べ られ て し ま : 
: う 。 し か し 体 を 足 : 
: 首 だ け に 縮小 し て : 
i 身 を 守り 、 毒 まん : 
| じゅ う で 殺し た 。: 





演出 今 訂 川 有 天 脚本 欠 式 上 純 希 作画 監督 銘 和 人 好 さ と る 





【 第 014 話 】 


不老 不死 !? 妖 怪 る さえ 上 鬼 


1986 年 1 月 11 日 放映 


いり 


STORY 
Bb、 人 


鬼太郎 が 人 魚の 子ども を 診 拐 ? 

工場 排水 で 汚染 きれ て いく 町 で 、 ね ずみ 男 は 人 魚の 子ども を 
売り 歩く 鬼太郎 を 目撃 。 そ ん な 鬼太郎 の 姿 を 喚 い て いる と 、 
突然 きら われ た 人 魚の 親 が 襲い か か っ て きた 。 駆 けつ けた 衝 
太郎 に 助け りら れ た ね ずみ 男 は 、 事 の て ん まつ を 鬼太郎 に 話す 。 
先 に 現れ た に せ 叔 太郎 の 正体 は 、 妖怪 ・ さ ぎえ 鬼 。 公 害 に よっ 
て ボロ ボロ に な っ た さざえ 鬼 は 、 若 い 妖 健 細胞 を 持っ た 鬼 太 
郎 を 食べ て 疲 し 、 長 生き する た め に 、 鬼 太郎 を 読 い 出 そ う と 
し て いた の だ 。 鬼太郎 は さざえ 鬼 に 捕らわれ 、 食 べら れ て し 
まう が 、 警 異 的 な 再生 能力 で 復活 。 最後 に 降参 し た さざえ 衝 
か ら 、 汚 洒 の 元凶 で ある 工場 を どう に か し て くれ と 頼ま れる 。 


原作 

1 人 
[さざえ 鬼 ] で は 、: 
「 さ ざ え 叔 を 鬼太郎 : 
! が 退治 する と 、 住 み : 
: か を 奪わ れ た 人 魚 ! 
の 子 が 平和 な 日々: 
| が 戻っ た と 吾 ぶ 。 押 
汚 果 の 話 は アニ : 
MAN 









































Et AMEE3 








演出 今 小山 思 、 福 留 政彦 脚本 欠 大 橋 志 吉 作画 監督 代 古 川 達也 


[第 015 話 


准 績 丸 怪 ・ 雪 ん 子 
1986 年 1 月 18 日 放映 


い 


STORY 
デー 


雪男 、 雪 女 、 雪 ん 子 に 凍ら され る 鬼太郎 
皮膚 病 と 診断 され 、 究 いと ころ で の 転地 療養 を 勧め られ た ね 
ずみ 男 は 、 妖 怪 ポ スト に 来 た 北 海道 か ら の 手紙 以外 を 捨て て 
し まう 。 そし て 首尾 よく 、 鬼太郎 た ちと 一 緒 に 大 当山 へ 向かっ 
て いた 。 村 で 多発 し て いる 、 人 間 が 凍り つく 事件 の 解決 を 差 
出入 ・ よ し 夫 に 頼ま れ 、 調 査 を 始め た 擬 太郎 。 一 方 、 ス キー 
を 満喫 し て いた ね ずみ 男 は 、 突 然 現 れ た 妖怪 ・ 雪 ん 子 に 練 ら 
きれ て し まう 。 彼 太郎 は 雪 ん 子 の 住み か へ と 穫 り 込む が 、 そ 
こ に いた 雪男 と 雪女 に 返り 討ち に 遭い 、 凍 らき され て し まっ た 。 
目玉 お や じ た ち は 化 火 の 力 を 借り て 、 六 っ た 上 鬼太郎 を 溶かし 
て 助け 出す 。 そ こ か ら 朱 太 郎 の 反撃 が 始ま っ た 。 




















原作 


汗 ん 子 」・ で は 、: 
傘 凍 妖怪 を 退治 す 
: る た め に 氷 を 溶 か : 
そう と エネ ルギー: 
: を 使い 果たし た 移 : 
: 太郎 は 、 洞 銚 で 失 : 
: 神 し 村人 に 区 出 き : 
: れ た 。 

















脚本 人 直上 純 希 作画 監督 念 兼 森 義 則 





第 016 話 


妖怪 の っ ぺら ぼう 


1986 年 1 月 25 日 放映 


い 


STORY 
デー 


" 願 が 盗ま れる " と いう 怪 事件 に 挑む ! 

人 間 の 顔 が 消え て し まう 謎 の 事件 が 続い て いる 村 で 、 村 人 は 
鬼太郎 に 助け を 求め る 手紙 を 出す 。 し か し ね ずみ 男 が 、 礼金 
目当て で その 手紙 を 持ち 去っ て し まっ た 。 鬼太郎 より ひと 足 
くに 行き 。 の っ ペ ら ば う が 到 人 で ある SD et 








発見 。 っ は は その Pe は ぬら り ひ ょ ん が いて rr 8 
うに 盗ま せ た 顔 を 、 顔 を 変え た い 指名 手配 犯 に 高額 で 売り つ 
け て いた の だ 。 そ し て ね ずみ 男 も 返り 討ち に 遭い 、 顔 を 盗ま 
れ て し まう 。 鬼太郎 は ね ずみ 男 か ら 話 を 聞い て 、 悪 事 を 止め 
る べく の っ ぺら ぼう の 住み か へ と 向かっ た 。 








原作 

1 Mg 1 
の っ べら ぼう 」 
で は 、 ぬ ら り ひ ょ : 
ん は 出 て こない 。 
き 、 用 | ね ずみ 男 が の っ べ : 
ーー | 上 還 還 馬連 位 | うに 疾 を 取ら : 

に : れ た が 、 鬼 太郎 に : 
: 助け て も らい 、 顔 | 
! を 取り 戻す 。  ! 


















































演出 人 芝田 浩樹 脚本 欠 星 山 博 之 作画 監督 念 山口 奈 弘 














【 第 017 話 】 


十 代 妖怪 ・ 万 羽毛 現 


@ 


STORY 
ho、 


人 間 嫌 い の 妖 怪 が 、 太 古 の 森 を 出現 させ る ! 
鬼太郎 と ユメ コ は 化石 採集 に 出かけ た 森 で 、 恐 竜 の 姿 を 目撃 
する 。 そ し て 山 の 中 の 村 で 、 交 い 少女 ・ キ ク に 出会う 。 そ の 
村 で は 、 子 ども た ち が 集 団 で 姿 を 消し て いた 。 そ こ へ ね ずみ 
男 が 巨大 な ニワ トリ に 穫 っ て 現れ 、 キ ク と ユメ コ を 乗せ て 飛 
び 立 っ て し まう 。 事件 と の 関わ り を 感じ た 抄 太 郎 は 、 ふ ら り 
火 の 足 に 飛び つく が 、 ふ ら り 火 も ろ と も 落下 。 そ こ で 魂 を 抜 
か れ 、 化石 に な っ て いる 子ども た ち を 発見 する 。 そ れ は 妖怪 ・ 
毛羽 毛 現 の 仕業 で 、 子 ども た ちの 魂 を 使っ て 恐竜 を 復活 させ 
て いた の だ 。 そ し て ユメ コ も 魂 を 抜か れ て し まう 。 し か し 、 
毛羽 毛 現 は ユメ コ や 子ども た ちの 魂 に 触れ て 変わ っ て いく 。 
原作 

1 Rg 6 
「 毛 羽毛 現 ]」 で は 、: 
i 鬼太郎 が 毛羽 毛 現 : 
に 催眠 術 を か け て : 
! 勝負 が 決ま る 。 毛羽 : 
毛 現 は 自分 の 存在 
! を 秘 審 に する と い : 
1 う 条 件 で 、 子 ども た 
: ち を 解放 する 。  : 








玲 
































演出 人 石田 昌久 脚本 依 大 橋 志 吉 作画 監督 代 清 山 滋 県 
第 019 話 ナーーーーーーーーーーーー 
や 
ゆめ 妖怪 まく ら が え し 
1986 年 2 月 15 日 放映 
0 
STORY 
0 


消え た ユメ コ を 追い 、 夢 の 世界 へ ! 
真夜 中 に 突然 、 姿 を 消し た ユメ コ 。 和 鬼太郎 は 夢 の 世 界 の 番 人 ・ 
まく ら 返 し の 仕業 と つき と め 、 ね ずみ 男 と と も に 夢 の 世 界 へ 
と 向かう 。 ま くら 返し は きれ いな 夢 を 見 る ユメ コ を 使っ て 、 
夢 の 世 界 の 修復 を 行っ て いた 。 太 郎 た ち は 、 ま くら 返し の 
弱点 で ある 塩 を 桶 い っ ぱい に に か け て 撃退 。 ユ メ コ を 助け 、 
夢 の 世 界 か ら 脱 出す る 。 し か し まく ら 返 し は 眠り 砂 を まい て 
鬼太郎 た ち を 眠ら せ 、 ユ メ コ を 再び 連れ 去 ろ うと する 。 さら 





こ 「 妖 怪 香炉 ] の 煙 を 使っ て 鬼太郎 た ち に 部 芝 を 見 させ る が 、 
NOS SR ソン 
返し は 、 二 度 と 悪 き を 





な いと 約束 し た 。 


原作 


[まく らち 返し] で: 
: は 、 欠 は 登場 せ : 
! ず 、 ま くら 返し は : 
: 樽 いっ ぱい の 塩 を : 
: 被 せら れ て 事 切 れ : 
る 。 塩 に よっ て ナ ! 
: メ クジ の よう に 浴 : 
: け て いっ た 。 





演出 食 今 沢 哲男 脚本 多 式 上 純 布 作画 監督 久山 本 福 雄 


に | 
1 の 
で 


g ge ge TO 


sweLASON 3 





【 第 018 話 】 


妖怪 大 狐 地底 王国 の 逆襲 


1986 年 2 月 8 日 放映 


の 


STORY 
ho、 人 


狐 一 族 が 人 間 た ち に 復讐 する ! 

地下 鉄 の 工事 現場 で 働く 作業 員 は 、 突 如 現 れ た 謎 の 美女 に 診 
われ る よう に つい て 行き 、 姿 を 消す 。 彼ら が 目 を 覚ます と 、 
都市 の 地下 に 存在 する 狐 た ちの 聖地 、 巨 大 な 地 虐 王国 の 和牛 に 
捕らえ られ て いた 。 工 事 を 人 間 た ちの 侵略 だ と 考え た 狐 一 族 
の 統率 者 ・ 天 狐 は 、 さ ら っ た 作業 員 を 人 質 に 工事 中 止 を 要求 
し て きた の だ 。 知ら せ を 聞い た 鬼太郎 は 、 交 渉 人 と し て 地底 
王国 へ と 向かう が 、 人 間 の 手先 だ と 思わ れ て 「 空 狐 元 人 上 衆 」 
に 執 振 な 攻撃 を 受け る 。 そ れ で も 何と か 、 天 狐 の 前 に た どり 
着い た 鬼太郎 。 対 し て 天 狐 は 、 鬼 太郎 と の 戦い に 敗れ た ら 人 
質 を 解放 し 、 地 底 王 国 を 佑 う 場 所 へ 移す と 約束 する 。 


原作 
人 


| 「i「 天 狐 ] で は 、 代 ヶ 
: 関 ビル の 地下 計 事 
| ! 場 建設 工事 が 、 狐 : 
! の 妨害 で 進ま ず 死 ! 
「 者 も 出る 。 鬼 太郎: 
: は 人 間 か ら 狐 と の : 
: 仲介 を 依頼 きれ 、 
i 天 狐 と 会 う 。 




































































演出 氏家 沢 隆 脚本 人 星山 博之 作画 監督 久松 





生生 


半 魚 人 


1986 年 2 月 22 日 放映 


9 


STORY 
デー 


人 間 に 惚 れ た 妖怪 ・ 半 魚 人 の 運命 は !? 
人 間 の 海女 ・ あ か ね を 嫁 に 欲し い 半 魚 人 は 、 IO 
を 頼み 込む 。 ね ずみ 男 は 見 合い の 段取り を する が 、 相 手 が 妖 
が RC 
突き 止め た 鬼太郎 が 海 へ 行く と 、 化 け イ カ に 海 に 引き ずり 込 
まれ 、 具 の 中 に 閉じ 込め られ て 真珠 に され て し まう 。 あ か ね 
は 鬼太郎 を 救う た め 、 半 魚 人 と の 結婚 を 承諾 。 飲 め ば 相 手 を 
氷 久 に 好き に な る と いう 「 括 公 地 れ 楽 」 を 飲ま され る 直前 に 
何と か 元 の 姿 に 戻っ た 提 太 郎 が 阻止 する 。 そ れ で も 人 間 に に 借 


の N 











れる 半 魚 人 は 、 人 間 に な る 手術 を 受け る 。 し か し 人 間 の わ ず 
ら わ し さ を 知 り 、 


妖怪 に 戻り た いと 後悔 する の だ っ た 。 


原作 

ーー デ 
「 か ま ぼ こ 」 で は 、! 
自作 の か ま ぼ こ で : 
儲け て 家 を 買っ た 
半 魚 人 が 、 手 術 を ! 
受け て 人 間 に な : 
1 
を 取り 立て ら 
嘆く 結末 の 語 。: 
















脚本 久 式 上 純 希 作画 監督 代 入 好 さ と る 





演出 借 上 川 有理 








第 021 話 


コマ 妖怪 あま め は ぎ 


1986 年 3 月 1 日 放映 


9 


STORY 
0 
負け ず 嫌 い の あ まめ は ぎ が 上 鬼太郎 に 逆 上 


ね ずみ 男 は 、 山 の 中 で 100 年 近く 冬眠 し て いた 妖怪 ・ あ まめ は 
ぎ を 起こ し て し まう 。 あ まめ は ぎ か ら 身 を 守る た め 、 鬼 太郎 
の こと を あま め は ぎ に 話す ね ずみ 男 。 す る と あま め は ぎ は 聞 
志 を 燃やし 、「 負 けた 者 は 相手 の 言う こと を 聞く | と いう 妖怪 
の 探 を か けた こま 合戦 を 鬼太郎 に 挑む 。 鬼 太郎 は 目玉 お や じ 
を こま に し て 勝負 に 勝ち 、 お と な し く 山 へ 帰る よう に あま め 
は ぎ に 命 じ た 。 勝負 に 納得 が いか な いあ まめ は ぎ は 、 ね ずみ 
男 を 使っ て 鬼太郎 を キノ コ 谷 に 誘い 出す 。 そ こ は 日 本 で 唯一 
妖力 の 効か な い 、 妖 気 消 減 地 帯 だ っ た 。 妖力 の 使え な い 鬼 太 
郎 は 、 あ まめ は ぎ に 巨 大 ご まで 生き 埋め に され て し まう 。 


1: 原作  : 
H 0 1 
| コマ 妖怪 ] で は 、: 
: 鬼太郎 を 妖気 消 小 : 
i 地帯 に 誠 い 込ん だ : 
! あま め は ぎ が 、 鬼 

: 太郎 を こん 棒 で 区 | 
i り 倒し 、 さ ら に 大 

! 岩 を 投げ つけ て 提 
: レ つ ぶし た 。 | 






































演出 人 白土 武 、 山 寺 昭 夫 、 脚 本 人 並木 敏 作画 監督 人 清水 明 











【 第 022 話 】 


いじ わる 妖怪 天 邪 児 


1986 年 3 月 8 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 
天 邪 史 が 人 間 を 手下 に し て 町 で 大 暴走 


老人 ・ 源 次 は 夢 の お 告げ に 従い 、 妖 怪 ・ 天 邪 鬼 の 封印 を 解い 
て し まう 。 天 著 は 源 次 と 、 手 下 と な っ た ね ずみ 男 と 一 緒 に 
町 で 困 れ 始め る 。 止 め よ うと し た 上 沙 太 郎 は 相手 の 心 を 読め る 
政 鬼 に な す 術 も な く 捕 ら え られ 、 灯 製 に され そう に な る 。 
そこ で 子 泣き 爺 た ち は 、 大 発 鬼 に 眠り 草 の お 茶 を 飲ま せ 、 隆 
眠 中 に 鬼太郎 を 助け 出す 。 さ ら に 封印 を 試み る が 失敗 。 そ こ 
で 鬼太郎 は 、 心 を 読め る 天邪鬼 対策 と し て 日 主 おやじ の 指示 
を 受け て 何 も 考 え ず 全 力 で 走り 、 天 邪 鬼 を 誘導 する 。 そ こ を 
子 泣き 欠 が 爆弾 で 岩 を 崩し て 、 天 邪 鬼 を 押し つぶ し た 。 そ し 
て 魔よけ の 昆 沙門 天 を そこ に 供え て 、 よ う や く 封 印 す る 。 
原作 


! で ツー 
[天邪鬼 ] で は 、! 
: 戦争 で すべ て を 失 : 
i い 根性 が 曲がっ た : 
! 老人 が 天 修 を 復 | 
i 活き させ る 。 最 後に : 
: 昨 太郎 が 、 老 人 の : 
: た め に 国 に 交渉 し 
: て 家 を 得る 。  : 




































































演出 多 芝 田 浩樹 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 念 松本 朋之 














第 023 話 ーー 【 第 024 話 す 
電気 妖怪 か みな り 子供 が 消え る !? 妖 怪 う ぶ め 
1986 年 3 月 15 日 放映 1986 年 3 月 22 日 放映 
0 い 
STORY STORY 
PP デ PP デ 


科学 の 力 に 激怒 し た か みな り の 復讐 

雨 山 博士 は 、 雷 か ら 電 気 エ ネル ギー を 吸収 する 機械 ・ エ レキ 
テル IL の 実験 中 に 、 電 気 妖怪 か みな りか ら 電 気 エ ネル ギー を 
吸い と っ て し まう 。 ね ずみ 男 は 電気 を 売っ て 金儲け し よう と 、 
弱っ た か みな り に 話 を も ちか ける が 、 か みな り が 送電 線 か ら 
電気 を 吸収 し て 体力 を 取り 戻し た 途 端 、 追 い 払わ れる 。 復讐 
の た め 雨 山 博士 を 拉致 し た か みな り に 対し て 、 鬼 太郎 は 話し 
合い を 試み る が 、 か な わ ず 戦 い に な る 。 エ レキ テル II に 触れ 
て 巨大 化し た か みな り は 、 人 問 か ら も 電気 エネ ルギー を 春 い 








は じ め 、 街 を 停電 に 陥れ る 。 ひと り で は 勝ち 目 が な い 鬼 太郎 は 、 





雨 山 博士 に 科学 の 力 を 借り る こと を 思い つく 。 








原作 

H に H 
i | 電気 妖怪 ] で は 、: 
科学 的 に 人 工 雨 を : 
i 隆 ら せる た め 、 ド : 
! ライ アイ ス を へ リ : 
: か ら 搬 い た こと で : 
: か みな り が 激怒 。: 
: その へ ヘリ を 隊 落 さ : 
: せる 。 








演出 久石 田 昌 久 脚本 欠 式 上 純 希 作画 監督 久山 口 泰 弘 








赤ん坊 を さら う 妖 怪 ・ 嬉 獲 鳥 を 封じ ろ ! 


山奥 で 「 千 獲 鳥 石 ] と 「 始 獲 鳥 の 羽 ] を 見 つけ た ね ずみ 男 は 、 
立ち 寄っ た 屋敷 の 主人 ・ 村 山 に 獲 鳥 で 金儲け を し よう と そ 
その か され 、 妖 怪 ・ 和 獲 鳥 を 呼び 出し て し まう 。 そ の 夜 、 復 
活 し た 外 獲 鳥 は 病院 か ら 生 まれ た ば か り の 赤ん坊 を 誘拐 。 村 
山 の 息 子 ・ 秀 夫 と ね ずみ 男 も 、 誘 拐 し た 赤ん坊 の 子守 り 役 と 
し て さら われ た 。 捜査 に 乗り 出し た 擬 太 郎 も る 、 突 如 現 れ た 始 
獲 鳥 に 襲わ れ 、 和 春 み 込ま れ て し まう 。 隠れ 家 に 連れ て こら れ 
た 鬼太郎 は 、 拾 っ て いた 獲 鳥 の 羽 を 直 獲 鳥 の 頭 に か ぶせ て 、 
元 の 好 獲 鳥 石 の 姿 に 戻す こと に 成功 する 。 そ し て 石像 を 奉り 、 
二度と 獲 鳥 が 現れ な いよ うに 処置 し た 。 
































: 旧 作 : 
1 6 
i「 始 獲 鳥 」 で は 、: 
1 子ども に お ね し ょ ! 
: を させ る の が 、: 
! 獲 鳥 の 趣味 。 ア ニ 

! メ で は 外 獲 鳥 の 出 : 
| 産 意 話 が 語ら れる 
: が 、 原 作 で は その ! 
「 描写 は な い 。  : 





演出 代 西 沢 信孝 脚本 人 山崎 晴 哉 作画 監督 氏 清 山 滋 祭 








演出 多 宛 沢 麻 








【 第 025 話 } 


妖怪 ぶる ぶる 
1986 年 3 月 29 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 


ユメ コ の 入浴 シー ン は 必見 ! 

鬼太郎 の 名 前 を か た っ て ユメ コ を 温泉 に 招待 し た ね ずみ 男 は 、 
きれ いな 旅館 に 泊まっ て も らい た い 一 心 で 、 体 を 冷や す 妖 
怪 ・ ぶ る ぶる を 封じ た 古い 絵 を 燃やし て し まう 。 復活 し た ぶ 
る ぶる は 次 々 と ドラ イ バ ー に と り 還 き 、 交 通 事 故 を 起こ させ 
る 。 ユ メ コ の 弟 ・ 星 郎 か ら の 手紙 で 駆け つけ た 鬼太郎 は 、 妖 
惨め が ね を 使っ て ぶる ぶる を 見 つけ 、 髪 の 毛 針 で 木 の 幹 に 貼 
り 付 ける 。 し か し 提 太 郎 が 警官 を 呼ぶ 間 に 、 ね ずみ 男 が それ 
を キノ コ と 勘違い し て ユメ コ に 振る 多 っ て し まう 。 鬼太郎 は 
末 り 付い て いく ユメ コ を 温泉 に 入れ 、 ユ メ コ の 体内 か らぶ る 
































ぶる を 追い 出す 。 そ し て 鬼太郎 と ぶる ぶる の 再戦 が 始ま っ た 。 
原作 
hs、、 


i「 峠 の 妖怪 ] か ら 、: 
「 ぶる ぶる が 峠 の ド 
ライ バー を 細 う 部 : 
: 分 、 鬼 太郎 が ぶる : 
: ぶる を 木 に 髪の毛 
! 針 で 貼り 付け る 部 : 
i 分 な ど が 生か され : 
て いる 。 1 


脚本 欠 直 上 純 鍛 作画 監督 人 金子 康 良 








【 第 026 話 】 


お ば け ナ イタ ー 


1986 年 4 月 5 日 放映 


い 


STORY 
hb、 人 


鬼太郎 た ち 妖 怪 が 本 気 で 野球 試合 ! 

10 割 打者 ・ 万 年 の 活躍 が 、 少 年 野球 チー ム ・ ラ ッ キ ー ズ を 日 
本 一 に 導い た 。 万 年 が 使う バッ ト は 墓地 で 拾っ た も の で 、 福 
の 神 が 妖 怪 チ ー ム の た め に 、 樹 齢 2000 年 の 霊 木 か ら 作っ た 特 
別 な バッ ト だ っ た の だ 。 鬼太郎 は バッ ト を 返す よう に 頼む が 、 
万 年 は 離 そ うと し な い 。 そこ で 鬼太郎 は バッ ト を 賭け て 、 ラ ッ 
キー ズ と 妖怪 チー ム の ナイ ター 試合 を 申し 込ん だ 。 試合 は 延 
長江 に 入っ て も 0 対 0 の 引き 分 け で 、 日 を 改め て 再 計 合 する 



































こと に 。 衝 太 郎 は バッ ト の 力 に 頼っ て 努力 を し な い 万 年 を 心 
配 し 、 福 の 神 に 頼ん で バッ ト の 力 を 失わ せる 。 試合 で 功績 を 
残せ な く な っ た 万 年 だ っ た が 、 








努力 する 心 を 取り 戻し た 。 


原作 


[おばけ ナイ ター 1 
寺 6 
を 賭け た 試合 に : 
な っ て いる 。 圧 騰 : 
: し て いた 妖怪 チー: 
「 ム だ が 、 朝 日 が 昇 ! 
: る と 同時 に 逃げ て ! 
いく 。 








演出 食 今 沢 哲 男 脚本 信 星 山 博之 作画 監督 今 山 本 福 座 














第 027 話 】 


妖怪 ふく ろ さ げ 


1986 年 4 月 12 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 


間 魔 大 王 あ か ら も ら っ た 妖怪 エネ ルギー で 退治 ! 


ね ずみ 男 は オサム と アキ ラ と いう コン ソ 泥 2 人 か ら 、 妖 怪 文字 








で 書か れ た 地図 の 解読 を 頼ま れる 。3 人 は 記さ れ た 場所 に 着き 、 











宝 と 期 違い し て つぼ を 開け る と 、 妖 惨 エ ネル ギー を 吸収 する 
妖怪 ・ ふ くろ さげ が 現れ た 。 半 妖怪 の た め 、 妖 怪 エ ネル ギー 
を 半分 吸収 さき れ た だ け で 助かっ た ね ずみ 男 は 、 晃 太郎 に 助け 
を 求め る 。 そ の ころ ふく ろ さ ば げ は 、 NE 222 
ネル ギー を 吸い 取り 、 コ ソ 泥 を 連れ て 銀行 か ら 金 を 盗み 出し 
て いた 。 の 挿 太郎 は 妖怪 を 犠牲 に どん どん 強く な っ て いく ふく 
ろ さ ば げ を 倒す た め 、 間 魔 大 王 か ら 強 力 な 妖怪 エネ ルギー を 借 
り 受 け 、 そ の エネ ルギー を 限界 まで ふく ろ さ る げに 吸収 きせ る 。 


! 原作 

0 の デ 

ふく ろ さ げ 」 で 
! は 、 ふ くろ さげ は : 
! つ ぼ か ら 出 て くる : 
! 人 魂 の よう な 形 で ! 
! あ り 、 手 の 姿 は し : 
! て いな い 。 自爆 す : 
: る 上 末 は アニ メ に : 
「 生 か きれ て いる 。 ! 


























演出 多 芝 田 浩樹 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 多 入 好き さと る 


守 
IO 


に | 


| ge ge ge nO 


soswLASON 3 


トミ Ei: 





【 第 028 話 】 


妖怪 沈 田 坊 


田 を 返 


1986 年 4 月 19 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 人 


泥 田 坊 退 治 に 化 火 が 大 活躍 ! 

ね ずみ 男 に そそ の か され て 田んぼ を 売っ た 山中 は 、 怪物 に [B 
を 返せ | と 追い か けら れる 夢 に 悩ん で いた 。 そ の ころ 、 雨 の 
降る 夜 に 新幹線 が 襲わ れる 事件 が 続発 。 鬼太郎 が 現場 に 張り 
込む と 、 妖 怪 ・ 泥 田 坊 が 出現 する 。 鬼太郎 は それ を 退治 し 、 
事件 は 解決 し た よう に 見 えた 。 と ころ が 泥 田 坊 は 雨 に よっ て 
再生 する 能力 を 持ち 、 何 十 体 に も 増殖 し て 町 で 暴れ 始め た 。 
目玉 お や じ は 化 火 を 呼び 、 鬼 太郎 の 体内 に 入れ て 鬼太郎 の 体 
温 を 上 昇 さ せる 。 熱 が 弱点 の 泥 田 坊 は 熱き に 耐え 切れ ず 、 水 














































































































た まり へ と 逃げ 込ん だ 。 鬼 太郎 は その 場所 を ま に し 、 泥 
田 坊 の 一 時 的 な 住み か を 作っ て 、 氷 動 を 鎮静 化 き せ た 。 
原作 
! 人 
i「 況 田 坊 ] で は 





! 鬼太郎 が 泥 田 坊 を : 
) ち ゃ ん ちゃ ん こ で ! 
| 一度 は 倒す が 、 雨 1 
! が 降り 復活 する 。: 
: その 他 、 況 田 坊 が : 
熱 に 憶 い 設定 な ど : 
も 原作 に 同じ 。 























山寺 昭夫 脚本 信 山 崎 晴 哉 作画 監督 人 清水 明 








【 第 029 話 】 


妖怪 ひで り 神 


1986 年 5 月 3 日 放映 


0 


STORY 
hb、 


妖怪 マン ガ 家 ・ ひ で り 神 が 誕生 !? 

採掘 場 で ダイ ヤ を 探し て いた ね ずみ 男 は 、 洞 穴 で 壁画 を 描く 
妖怪 ・ 
り 込む が 、 編 集 者 の 森田 は 原 稽 を 見 て 、 使 い 物 に な 20 
ダメ 出し する 。 そ こ で 方 針 変 更 し 、 ね ずみ 男 は 森田 を 人 質 
LE 守る し 見 け 和 
「 妖 伴 ホ バー クラ フト 」 に 
り 神 を 火山 口 に 落と す が 、 熱 が エネ ルギー 源 の ひで り 神 は 巨 
大 化し て し まう 。 そ こ で 鬼太郎 は ひで り 神 を 野 づち 塚 へ 謗 い 
こみ 、 妖 怪 ・ 野 づち に ひで り 神 を 吸い 込ま せ た 。 ひ で り 神 は 
降参 し 、 ね ずみ 男 と 2 人 で 漫画 を 仕上 げ る こと に な っ た 。 


原作 

1 の デ 

i「 ひ で り 神 ] で は 、: 
! 妖怪 に マン ガ を 捕 
:! か せよ うと し て ひ : 
! で り 神 に 連れ 去ら ! 
! れ た 編集 者 は 、 解 
: 放さ きれ て か ら よ う : 
! や く 妖 怪 の 存在 を ! 
| : 理 解 し た 。 























































吾 脚本 信 武 上 純 希 


LEOSZS 
ーーーーーーーーー イ 第 031 話 


オ べ べ 沿 の 妖 尾 
1986 年 5 月 17 日 放映 


0 


STORY 
デー 


ね ずみ 男 が の け 者 に され る 胸中 を 語 

ユメ コ た ち に 読 われ 、 田 舎 で 田植 を を し て の ん びり と 過ごす 
鬼太郎 。 ね ずみ 男 も 他 間 に 入れ て も ら お うと する が 、 入 れ て 
も . ら えな か っ た 。 そ ん な 時 、 ね ずみ 男 は 河辺 で 少年 と 出会う 。 























その 少年 は 、 村 人 か ら 相 手 に され ず 、 寂 し く て イタ ズラ を 燥 
り 返 す 妖怪 ・ か わ う そ だ っ た 。 他人 と は 思え の 4 





か わ う そ と 一 緒 に 水 距 を 破壊 し 、 田 ん ぼ を 水浸し に する な 

悪質 な イタ ズラ を 繰り 返す 。 そ ん な か わ う そ を 退治 し よ 

し た 鬼太郎 だ っ た が 、 許 し て や っ て くれ と ね ずみ 男 に 懇願 き 

れ 、 考 え 方 を 改め る 。 か わ う そ た ちと 一 緒 に 、 田 ん ぼ を 元 通 
に し 、 村 人 た ちと の 仲 を 取り 持つ 鬼太郎 だ っ た 。 


原作 

|[ オ べべ 崩 の 妖 企 
i を ほぼ 忠 突 に 再 : 
現 。 た だ し 原作 で : 
: は 、 村 人 た ち へ の ! 
イタ ズラ を 反省 し : 
: た か わ う そ は 、 人 : 
10 離 : 

れ 、 沼 に 帰る 。 












































演出 人 @ 芝 印 浩樹 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 人 松本 勝 次 


ひで り 神 に 出会う 。 ね ずみ 男 は ひで り 神 を 漫画 誌 に 売 


乗っ て 現れ た ひで り 神 と 対決 。 ひ で 















【 第 030 話 】 


妖怪 見 上 上げ 和 人道 


9 


STORY 
PP デ 


鬼太郎 が 妖怪 学校 の 生徒 に な っ ちゃ っ た !? 
イタ ズラ 好き の 俊夫 が 、 妖 怪 ・ 見 上 げ 入 造 に 連れ 去ら れ た 。 
行き 先 よ は 、 イ タ ズ ラ 好 き な 動 物 や 人 間 を 妖怪 に 育て る 「 妖 怪 








学校 」 で ある 。 ユ メ コ か ら 相 談 さ れ た 鬼太郎 は 俊夫 の 表 出 へ 





向かう が 、 











挑発 し て 小さ くさ せる と 、 
し か し 衝 太 郎 は 巨大 化し た 見 上 げ 入 道 に 
込め られ て し まっ た 。 上 鬼太郎 と 助け に 来 





た 砂 か け 疲 た ち ! 








妖気 を 放出 し て 異 次 元 を 破り 脱出 。 VONW 
ざと 吸い 込 


、 ま れ 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 喉 を ふさ いで 退治 し た 。 
原作 


: は 、 鬼 太郎 は 見 上 
i げ 入道 か 





演出 人 石田 昌久 脚本 欠 星 山 博之 作画 監督 人 山口 泰弘 


第 032 話 


拓 郎 危 うし ! 妖怪 大 裁判 


1986 年 5 月 24 日 放映 


9 


STORY 
抑 太 郎 が 漏れ 表 で 有 基 判決 、 大 ピン チ に ! 


妖怪 の 秘 審 パー ティ の 映像 を 人 間 に 撮 ら せ た 罪 【 
郎 は 逮捕 され て し まう 。 これ! 
配 を 企む 妖怪 





見 上 げ 入 道 に 生徒 と 勘違い され て 、 授 業 を 受け る 
こと に な っ て し まう 。 彼 太郎 は 脱出 する た め 、 見 上 げ 入 道 を 
俊夫 や ほか の 生徒 た ち を 助け 出す 。 
こ 、 凌 次 元 空間 に 3 


ei 
[見 上 げ 入 遺 」 で: 


ら 子ども 
を 教 っ た 後 
見 上 げ 入道 の 縄 中 | 
i り を 荒らし た か ら 
! だ 」 と 子ども た ち : 
「 を た し な め て いる 。:! 








に より 、 指 太 
は 無 実 の 罪 で あり 、 妖 怪 界 の 支 
・ 百 々 苑 の ワナ だ っ た 。 裁判 で 鬼太郎 側 の 証人 
る は ず の 子 泣き 爺 た ち は 足 止め され て 出廷 で きず 、 さ きら 


に 百々 爺 と 結託 し た ね ずみ 男 の 偽証 に より 、 鬼 太郎 は 有罪 判 





決 を 受け て し まう 。 し か し 鬼太郎 は 、 真 犯人 を 捜し 出 そ う と 
鬼太郎 に 
百々 爺 の 仕業 だ と 


刑 執行 前 に 逃亡 。 代 わり に 目玉 お や じ が 捕まる が 、 
は 処罰 の 時 間 ま で の 猫 予 が 与え られ る 。 
知っ た 鬼太郎 は 仲間 た ちと 合流 し 、 そ の 居場所 へ と 向かう 。 




















鬼太郎 ファ ミリ ー と 百々 苑 率 いる 妖怪 軍団 の 対決 が 始ま っ た 。 











原作 


: は 、 本 来 








演出 信明 比 正行 脚本 欠 直 上 純 希 作画 監督 代 清 山 滋 貯 


lb 1 
「 妖 怪 大 裁判 ] で : 
は 鬼太郎 
! の 味方 で ある 妖 任 
「 も 、 数 判 後 も 鬼 太 
! 郎 の 英 に 回 っ た ま ! 
「 ま 。 アニメ の よう : 
: に 黒 太郎 を 助け た ! 
i り は し な か っ た 。: 














【 第 033 話 】 


妖怪 あか な め 衣 し み の 逆 抽 


1986 年 5 月 31 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 
人 間 た ち が 捨 て た ゴミ の ガス で 、 あ か な めか が 巨 大 化 ! 


ね ずみ 男 が ゴミ 捨て 場 で 食べ 物 を 漁っ て いる と 、 人 間 の 言葉 








を 話す ハエ ・ ブ ン 太 か ら 、 逃げ る よう に 伝え られ る 。 そ の 直後 、 


巨大 化し た 妖怪 ・ あ か な め が 現 れ 、 街 で 暴れ 始め た 。 太 郎 
は 現場 へ 駆け つけ 、 あ か な め を 説得 する が 、 癌 答 無用 で 奉 み 
込ま れ て し まう 。 ブ ン 太 が 言う に は 、 あ か な め は 人 間 が 捨て 
た ゴミ か ら 発 生 し た ガス を 吸い 込み 、 巨 大 化し て し まっ た と 





いう 。 第 太郎 は 、 あ かなめ の 腹の中 か ら 間 魔 大 王 に 連絡 を 取り 、 








あか な め の 体 の 中 に 「 豊 の 木 ] の 種 を 入れ て 、 毒 を 洛 化 する 
方 法 を 教わっ た 。 そ こ で 、 仲 間 た ち が あ か な め に 豊 の 木の実 
を 食べ きせ る と 、 あ か な め の 体 に 変化 が 現れ る 。 


: 硬 作 : 
8 0 1 
[あか な め 」 で は 、: 
: 鬼太郎 親子 は あっ : 
! さ り と あか な め に : 
: 在 み 込ま れ 、 ね ず 
! み 男 が あか な め 退 
: 治 に 動き 回 る が 、 
: 世間 に は 認め て も : 
: ら え な か っ た 。  : 


演出 信 氷 丘 昭典 、 今 沢 哲男 脚本 劉 星 山 博之 作画 監督 旬 平 田 か ほる 





演出 多 葛 西 治 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 免 松本 朋之 


に ー 
LO 
| 





第 035 話 


妖怪 赤 古 の 千年 王国 


1986 年 6 月 28 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 


ね ずみ 男 に 猛 ア タック する 骨 女 が 登場 
千年 の 眠り か ら 目 覚め た 妖怪 ・ 赤 舌 は 、 理 想 卿 「 千 年 王国 」 
を 作ろ うと 企ん で いた 。 手下 の 骨 女 は 、 千 年 王国 の 人 柱 に す 
る た め に 人 間 た ち を 集め て いく 。 そ し て 水 を 自在 に 操る 赤 舌 
が 、 人 間 た ちか ら 水 分 を 吸収 し て 固め 、 千 年 王国 の 柱 に し て 
いっ た 。 続い て じゃ ま 者 の 鬼太郎 を 排除 し よう と 、 赤 舌 は 鬼 
太郎 に 竹 い を 定め る 。 赤 舌 は 、 鬼 太郎 と その 仲間 が 集まっ て 
いた 家 ご と 存 み 込み 、 や は り 柱 に し て し まっ た 。 と ころ が も 
と も と 石 に 変身 し て いた 子 泣き 爺 が 難 を 逃れ 、 鬼 太郎 た ち に 
お 湯 を か け て 復活 させ る 。 鬼太郎 は 炎 の 妖怪 五 人 衆 を 集め て 
赤 舌 の 体内 に 入り 、 熱 を 発し て 赤 舌 の 水分 を 蒸発 きせ て いく 。 
eo 』 原作 ( 
ウデ 
i「 赤 舌 」 で も 鬼太郎 
i は 赤 知 に 奉 み 込ま : 
: れ る 。 し か し 渡 体 : 
i! の まま だ っ た 叔 太 : 
: 郎 の 胃液 を 飲ん だ : 
: 赤 震 は 、 強 力 な カカ: 
: で 溶かさ れ て 液体 : 
! に な っ て し まう 。 ! 









































のみ 




















ge ge ge nQO 


WSEASON 3 














【 第 034 話 】 


ば け 獲 国道 0 号線 


1986 年 6 月 14 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 
鬼太郎 が 化け 猫 と の 戦い を 放棄 する 


健二 の 父親 は 、 国 道 0 号線 で 事故 に 遭っ て 以来 、 猫 の 真似 を 

し て し まう 奇病 ・ 獲 うち 症 に か か っ て し まう 。 健二 か ら 相 談 

を 受け 、 化 け 猪 の 仕業 と 考え た 鬼太郎 は 現場 へ 直行 。 現 れ た 

惨 し い 車 に 鬼太郎 が 飛び 移 あ うと する と 、 そ の 車 は 消え て し 

まう 。 そ れ が 幻覚 だ と 知っ た 鬼太郎 は 、 堂 の 死骸 で 作っ た 蛍 

光 塗 料 で 車 に 目印 を つけ る 。 そ し て 正体 を 現し た 化け 猫 を 追 

うと 、 交 通 事故 の 犠牲 と な っ た 猫 た ちの 急 念 が こも っ た 場所 

へ た どり つく 。 鬼太郎 は 人 間 の すべ て が 和 悪い わけ で は な いと 

話し 、 化け 猫 と の 戦い を 放棄 。 化け 猫 は どこ か へ 去っ て いっ た 。 
鬼太郎 は 国道 0 号線 に 、 猫 の 慰霊 碑 を 作っ て 供 洒 し た 。 


原作 

1 ーー 1 
[ば け 猫 」 で は 、 化 : 
「 け 獲 退治 に 行っ た 
! 鬼太郎 が 、 化 け 獲 た 
! ち に 問答 無用 で 襲 : 
! われ る 。 猫 の 心情 を : 
i 察 し て 道 に 司 
! を 作る と 、 猫 の 呪い : 
! が 収まっ た 。 








































































演出 多 芝 田 浩樹 脚本 信 星 山 博之 作画 監督 谷 入 好き さと る 





第 036 話 オーーーーーーーーーーー 


異 次 元 妖怪 か まな り 


1986 年 7 月 5 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 
鬼太郎 、 釜 の 中 へ 吸い 込ま れ 妖力 を 礁 われ る 


手紙 で 何者 か に 呼び 出さ れ た 上 鬼太郎 は 、 妖 力 の 源 で ある 髪 の 
毛 を 奇妙 な 釜 に 奪わ ん て し まう 。 そこ で 鬼 太郎 は ね ずみ 男 に 
頼み 、 釜 を 誘い 出す が 、 ね ずみ 男 も 釜 の 中 へ と 吸い 込ま れ て 
し まう 。 砂 か け 婆 に よる と 、 妖 怪 ・ 釜 鳴り の 仕業 だ と いう 。 
仲間 に 迷惑 は か けら れ な いと 、 鬼 太郎 は ひと り 戦 い に 向 か う 
が 、 や は り 釜 の 中 へ と 吸い 込ま れ て し まう 。 人 金 の 中 か らち ゃ 
ん ちゃ ん こ を 解い て 、 ロ ー プ に し て 脱出 を 図る も の の 、 釜 鳴 
り に 気付 か れ て し まい 失敗 。 そ ん な 時 、 救 援 に か けつ けた 妖 
怪 た ち が 協 力 し て 釜 鳴り を 攻撃 し 、 鬼 太郎 の 髪の毛 を 取り 戻 
す 。 妖力 が 復活 し た 鬼太郎 と 、 釜 鳴り の 再戦 が 始ま る 。 


原作 

1 Ne 1 
中 釜 な り 」 で の 朱 : 
i 太郎 は 、 髪 の 毛 も! 
i 取 られ 下駄 の 由 緒 
も 切れ 、 つ いて な : 
i い から と 昼 で も 布 : 
i 団 で 寝 て お り 、 多 
i 鳴 り へ の 反撃 に 関 : 
i わら な か っ た 。 





























演出 久山 寺 昭 夫 脚本 人 式 上 純 鈴 作画 監督 騙 清 水 明 





【 第 037 話 】 





妖怪 お どろ お どろ 


ゅ 


STORY 
の デ 


妖怪 に な っ て し まっ た 人 間 の 悲哀 

子ども の 計 掲 事件 が 続き 、 鬼 太郎 の も ふと に 「 事 件 に 手 を 出す 
な | と いう 盆 追 状 が 届く 。 ワ ナ だ と 知り つつ 、 ユ メ コ を お と り 
に 捜査 する 鬼太郎 。 し か し 誘拐 犯 が 妖怪 で は な か っ た た め に 、 
ユメ コロ を さら われ て し まう 。 後 を 追っ た 鬼太郎 は 、 誘 拐 犯 が 潜 
む 洋 館 に 到着 。 そ こ に は 強い 妖気 が 立ち 込め て いた 。 そ し て 自 
分 が 開発 し た 薬 の 副作用 で 妖怪 ・ お どろ お どろ と 化し た 、 誘 拐 





























犯 ・ 隆 の 父親 が 現れ る 。 降 は 父親 に 新鮮 な 血液 を 与え る た め に 、 


子ども を 誘拐 し て いた の だ 。 お どろ お どろ と 鬼太郎 の 対決 は 、 
所 太郎 が お どろ お どろ の 妖気 を 吸い 取っ て 決着 が つく が 、 親 子 
の 悲し い 運 命 に は 鬼太郎 に も 手 の 出 し よう が な か っ た 







閲 臣 。 


き 


作画 監督 念 松本 勝 次 


演出 久石 田 昌 久 脚本 人 星山 博之 


【 第 038 話 本 


タタ リ だ -ー!? 妖 怪 土 ころ び 


1986 年 7 月 19 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 
住み か を 奪わ れ た 妖怪 の 悲痛 な 叫び 


村 が 原因 不明 の 停電 に な り 、 祖 母 が 以 り だ と 騒い で いる 、 と い 
う 手 紙 を 受け 取っ た 上 鬼太郎 。 そ の 祖母 は 、 最 近 で きた ダム に 沈 
ん だ 村 の 県 り だ と いう 。 そ ん な 時 、 ね ずみ 男 が 村 に 電気 を 売り 
に くる 。 怪 し いと 思い その 後 を 追っ た 鬼太郎 は 、 ね ずみ 男 が 妖 
怪 ・ 土 ころ びに 「 村 の 電気 を 止め れ ば ダム が な く な る 」 と 話し 
て いる の を 耳 に する 。 擬 太郎 は それ が 嘘 だ と 土 こ ろ び に 伝え る 
が 、 土 ころ び は 聞く 耳 を 持た ず に 水 の 中 へ 逃げ 出し た 。 電気 を 
食う 土 こ ろ び は 、 ダ ム の 電気 を 吸収 し 、 巨 大 化し よう と 考え て 
いた の だ 。 鬼太郎 は 士 こ ろ び の 退治 を 考え 直し 、 ダ ム の 中 へ と 
沈ん だ 土 こ ろ び の 住み か を 丘 の 上 へ と 移 そ うと する 。 


原作 

1 lec 1 
i[ 土 ころ び 」 は 、! 
: 工場 排水 で 汚染 き ! 
: れ た 人 間 が 、 妖 怪 
: と 化し て 最後 は 殺 
「! さ れる 哀れ な 結 : 
i 末 。「 憎 むべ き は : 
! 工 場 排水 」 と 鬼 大 
: 郎 が 断言 する 。 














室 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 人 稲 野 義信 














【 第 039 話 ] 


三 途 の 河 の だ つえ ば ば あ 


0 


STORY 
OOP デ 
若 さ を 望 ん だ 礁 衣 婆 の 結末 は ? 


和服 の 美女 に 詳 わ れ て 、 夜 の 繁華 街 か ら 3 人 の 男 が 姿 を 消し た 
美女 と 聞き 、 張 り 切っ て 調査 に 向かっ た ね ずみ 男 も 、 や は り 
さら われ て し まう 。 鬼太郎 た ち は 被 害 者 た ち が 地 獄 に いる と 
知り 、 地 獄 行き の 列車 に 乗る 。 美 女 の 正 体 は 、 地 獄 に 来 た 者 
の 罪 を 測る 仕事 を する 、 礁 衣 竣 だ っ た 。 彼女 は 人 間 の 魂 で 作っ 
た スー プ を 飲ん で 、 若 さき を 取り 戻 そ うと し て いた の だ 。 代 衣 
濾 は 「 万 有 自 在 玉 ] で 地獄 の 番犬 を 操り 、 鬼 太郎 た ち を 攻撃 。 
と ころ が ネコ 娘 が 地獄 を 駆け 回 っ て 手 に 入れ た 針 で 万 有 自 在 
玉 を 割る と 、 礁 衣 婆 の 力 は 消滅 し た 。 激 唱 し た 間 魔 大 王 は 、 
座 衣 波 に 赤ん坊 に な っ て 人 間 界 で 生き る と いう 前 を 与え る 。 
原作 

H Re 1 
i「 礁 衣 枯 」 は 、 万 : 
: 有 上 自在 玉 を 持ち 出 : 
: し た 礁 衣 婆 が 、 若 : 
i 者 と の アパ ンチ ュ 
:ー ル を 夢見 て 現世 |: 
: を 訪れ る 話 。 ね ず ! 
| み 男 が 引っ か か る !: 
: が 、 鬼 太郎 が 退治 。: 







































演出 信明 比 正行 脚本 人 @ 武 上 純 大 作画 監督 氏 入 好 さ と る 


o 





【 第 040 話 


富士 山大 噴火 !? 妖 怪 大 首 


1986 年 8 月 9 日 放映 


い 


STORY 
に 


目玉 お や じ が 告 詰 に され ちゃ っ た ! 

骨 女 は ね ずみ 男 を 強引 に 、 妖 怪 ・ 大 首 の エネ ルギー 源 の 「 霊 
魂 の 缶詰 ] を 作る 工場 へ と 連れ て 行く 。 大 首 は 富士 山 を 噴火 
させ て 東京 を 死 の 町 に し て 日 本 を 支配 し よう と 考え 、 そ の た 
め に じゃ ま 者 の 鬼太郎 を 抹殺 し よう と し て いた 。 オ ナラ を 巨 
大 な 缶詰 に し た ね ずみ 男 は 、 鬼 太郎 を 倒す べく 家 を 訪れ る が 、 
直前 で 気付 か れ て 計画 は 失敗 。 ね ずみ 男 の 後 を つけ た 叔 太郎 
は 缶詰 工場 に 乗り 込む 。 し か し 隙 を つか れ 、 日 玉 お や じ を 和 抽 
詰 に され て し まう 。 和 鬼太郎 は それ を 追っ て 大 首 の いる 富士 山 
の 洞 鶴 へ 向かい 、 日 玉 お や じ を 無事 救出 。 真 空 キ 作り 出し て 
攻撃 する 大 首 に 対し 、「 霊 食 キノ コ 」 を 使っ た 反撃 に 出 た 。 


原作 

h ーー デ ! 
i「 大 首 」 で は 、 鬼 : 
: 太郎 は ね ずみ 男 か : 
! ら 送 られ た 「 必 の ! 
1: 向 詰 」 に 驚き 、 ね : 
: ずみ 男 を 操る 黒 問 : 
i を 感じ て 、 大 勢 の: 
: 仲間 た ちと 大 首 の 
! 住 みか へ 向かう 。: 














演出 信 今 沢 哲男 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 欠 平 田 か ほる 





ts 


2 








【 第 041 話 】 
汰 戦 ! 妖怪 関ヶ原 
1986 年 8 月 23 晶 放映 
し 


デデデ 

鬼太郎 た ち が 次 々 と カエ ル の 姿 に ! 

ね ずみ 男 は カエ ル の 姿 に 封じ られ て いる 妖怪 ・ 邪 枝 に だ まさ 
れ 、 封 印 石 を 動か し て 身代わり に カエ ル に な っ て し まう 。 そ 
の 後 、 第 太郎 は ね ずみ 男 に だ まさ れ て カエ ル に な り 、 そ の 朱 
太郎 の 身代わり に 目玉 お や じ が カエ ル に な る 。 元 の 姿 へ と 
戻っ た 鬼太郎 だ が 、 す ぐに 那 魅 の 「 毒 気 ] を 浴び て 操 ら れ 、 
さま ざま な 剖 事 を 働い て し まう 。 ユ メ コ は 事情 を 知り 、 日 玉 
お や じ と と も に 、 か つて 部 魅 を 封じ し た ガマ 仙人 の 元 へ 。 ガマ 
仙人 は 鬼太郎 を 異 次 元 「 妖 怪 関ヶ原 ] に 引き ずり 込み 、 正 気 
に 戻さ きせ る 。 朱 太 郎 は 邪 区 と 対決 し 、 苦 戦 の 未 が マ 仙 人 か ら 
借り 受け た 枯 で 那 克 を 打ち つけ 、 再 度 カ エル の 姿 に 詩 印 し た 。 


「 硬 作 
i Bo H 
i [妖怪 関 ヶ 原 ] で 
! は 、 邪 魅 が 女性 に : 
i 化け る シー ン な ど : 
: は な い 。 さ ら に 最 : 
: 後に は 鬼太郎 で は : 
: な く ガ マ 仙 人 が 、: 
: 牙 区 を な ふたたび 封 : 
: 印 し て いる 。  : 




















演出 傘 高 西 治 


脚本 信 直 上 純 希 





作画 監督 念 清 山 滋 罰 











ーーーーーーーーー イ 第 043 話 】 


さら 小僧 丸 怪 油 庄 大 党 


1986 年 9 月 6 日 放映 


い 


STORY 
ウー 


河童 一 族 の 歌 が 人 間 界 で 大 ヒッ ト ! 
歌手 を 辞め よう と 悩ん で いた タケ シ は 、 た また ま 妖 怪 ・ さ ら 
小僧 の 歌 を 聞く 。 そ し て 自分 の グル ー プ ・ ビ ン ボ ー ブ ラ ザー 


ズ か ら | 闇夜 に 気 を つけ ろ 」 と いう タイ トル で その 曲 を 発表 し 、 


一 虫 ス ター へ と の し 上 が っ た 。 と ころ が 河童 一 族 の 歌 を 勝手 
に 歌わ れ た と 怒る さら 小僧 は メン バー を 誘 拐 し 、 も う 二 度 と 
歌う な と 砂 辿 し て くる 。 し か し タケ シ は 、 病 床 の 娘 の た め に 、 
どう し て も 歌謡 大 賞 を 取ら な けれ ば な ら な か っ た 。 擬 太郎 た 
ち は 河 童 た ちの 住み か へ 向かう 。 激しい 戦い の 末 、 タ ケシ の 
事情 も 知っ た さら 小 倍 は 、「 自 分 も 歌謡 大 賞 に ゲス ト で 出 た 
を 歌う こと を 許可 する の だ っ た 。 


: 原作  : 
1 2 1 
きら 小僧 」 が 原 : 
: 作 。 売 れ な い 歌手 
: が さら 小僧 の 歌 を : 
盗作 する 部 分 は 同 
: じ だ が 、 ア ニ メ で ! 
i は 「 べ っ た ら べ た ! 
i ら ちこ] で は な く 、: 
: オリジナ ル の 歌 。 : 









































い 」 と いう 条件 付き で 、 

















【 第 042 話 】 


妹 怪 牛 鬼 


1986 年 8 月 30 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
鬼太郎 、 今 度 は 牛 息 に の っ と られ る ! 


立入 禁止 の 場所 で 釣り を し て いた 上 忠吉 は 、 封 印 の 石 を 安易 に 
動か し て し まう 。 す る と そこ か ら 生 じ た 和 気体 に と り 好 か れ 、 
思 吉 は 妖怪 ・ 牛 披 に な っ て し まっ た 。 数 日 後 、 同 じ 場 所 で 釣 
り を し て いた ね ずみ 男 は 、 突 如 現 れ た 和牛 に 呑み 込ま れる 。 
知ら せ を 受け た 鬼太郎 は 、 和 牛 鬼 を 退治 し て ね ずみ 男 を 助け 出 
し た 。 す る と 和牛 鬼 は 忠吉 の 姿 に 戻り 、 今 度 は 鬼太郎 が 和牛 鬼 に 
と り 開 かれ て し まっ た 。 太 郎 は 牛 持 へ と 姿 を 変え て 、 林 れ 
始め る 。 駆け つけ た 子 泣き 爺 た ち は 、 か つて 和牛 披 を 退治 し た 
と いわ れる 迎 楼 苺 様 し か 鬼太郎 を 救え を な いと 考え 、 村 に 祭 ら 
れ て いる 神社 で 、 村 人 た ちと と も に 祈り を 捧げ る 。 

原作 


ーー 
i「 和 牛 鬼 ] と ほぼ 同 : 
: じ 。 邊 鬼 を し と め ! 
i た 凶 楼 如 様 は 、 塚 : 
: を 作る よう に 村人 : 
! に 指示 。 塚 を い : 
1 じ っ た の で 和牛 が | 
: 世 に 出 た と 戒め 
! て 、 座 を 消し た 。: 






































濁 

































演出 久石 田上 昌久 脚本 人 星山 博之 作画 監督 久 松 本 朋之 





ーーーーーーーーー イ 第 044 話 ーーーーーーーーーー 


あの 世 か ら の 使者 死神 


1986 年 9 月 13 日 放映 


い 


STORY 
po、 ニコ 
死神 に 狙わ れ た 鬼太郎 の 未来 は !? 


母親 へ の プレ ゼン ト を 買う ユメ コ に 付き 合っ た 此 太 郎 と ね ず 
み 男 は 、 母 親 が いな い 汐 し さ を 感じ て いた 。 その 晩 、 ね ずみ 
男 の 前 に 死神 が 現れ る 。 死神 の 仕事 に 嫌気 が 差し 、 鬼 太郎 を 
亡き 者 に し て この 世 を 支配 し よう と 考え た の だ 。 死神 は まず 、 
自分 が ね ずみ 男 の 父 親 で ある と だ まし て ね ずみ 男 を 味方 に つ 
ける 。 さら に 目玉 お や じ を だ まし て 宇宙 へ と 打ち 上 げ 、 鬼 太 
郎 に は に せ の 母 親 を 用 意 し て 、 毒 入り の 料理 を 食べ きせ た 。 
し か し に せ の 母親 は 鬼太郎 に 情 が 移り 、 鬼 太郎 を 助け る た め 
に 、 鬼 太郎 か ら 毒 を 吸収 し て 死ん で し まう 。 に せ と は いえ 母 
を 殺さ れ た 乱 り を 爆発 させ 、 挿 太郎 は 死神 に 襲い か か っ た 。 


: 硫 作 
1 1 
i 死神 ] で は 、 家 系 : 
: 図 を 見 て 死神 の 弟 

: と 信じ た ね ずみ 男 : 
! が 、 人 間 が 減 び た : 
: 後 に 世界 の 支配 者 : 
! に な ろう と 死神 に : 
! 誠 わ れ 、 投 太郎 殺 : 
! し に 協力 する 。 


























































































































































































































演出 久生 頼 昭 喜 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 人 松本 勝 次 





演出 欠 白 土 式 脚本 久 武 上 純 希 作画 監督 人 清水 明 


|SEASON 3 








【 第 045 話 】 【 第 046 話 】 


妖怪 花 を 救え ! 妖 怪 大 統 右 こ う も り 獲 








1986 年 9 月 20 日 放映 1986 年 9 月 27 晶 放映 
0 0 
STORY STORY 
Bb、 人 ho、 
ね ずみ 男 の お 陰 で ホテ ル は 大 盛 !? 地獄 を 舞台 に 「 玉 手箱 」 の 争 礁 戦 ! 


妖怪 花 が 咲く 原野 の 人 ら に ある 朋 れ た ホテ ル が 
アド バイ ス に 従っ て 改装 。 NSH 

大 繁盛 し て いた 。 そ れ に 目 0 り ひ 
の 社長 と ね ずみ 男 UE 、 社 長 ! 


乗っ 取り を 開始 し た 。 さ ら に ぬら り ひ ょ ん は 








ね ずみ 男 の こう も り 猫 は 妖怪 大 統領 選挙 で 1 票 し か 取れ ず に 落選 し 、 控 
わ ! に より 国外 追放 され る 。 そ し て 報復 を 考え る こう も り 獲 は 

ヽ 葛 頭 河 婆 か ら 万 人 を 老人 に し て し まう 玉手 籍 の 存在 を 聞き 、 

ホテ ル の 手 に 入れ よう と 考え た 。 一 方 、 玉 手箱 を 作っ た 博士 は 、 世 を 
滅ぼし か ね な いそ の 玉手 箱 の 存在 を 持て 余 し 、 鬼 太郎 に 廃棄 
場所 も 遊技 場 に し よう と 、 工 事 を 開始 する を 依頼 し て いた 。 そ の 研究 所 か ら の 帰り に 鬼太郎 は 、 こ う も 
を 求め られ た 第 太郎 が 現場 へ 向かう と 、 ぬ ぬら り ひ ょ ん の り 猪 に 催眠 術 を か けら れ 、 玉 手箱 を 使わ れ て 老人 に な っ て し 
棒 が 現れ 、 鬼 太郎 は 竜巻 の 中 に 閉じ 込め られ て し まっ た 。 き さ まう 。 そ の ま AS う も り 猪 を 地獄 まで 追い か ける が 、 
ら 2 うに 頼ま れ た 目 や じゃ や 砂 か け 今度 は 例 頭 河 党 に 石 に 三途の川 に 沈め られ て し まう 。 
商 た ちゃ 、 社 長 を 人 質 に 取ら れ て 捕まっ て し まう NR 町 護 大 王 に 助け を 求め た 。 


原作 

H ーー デ 

妖怪 大 統領 | で 
: は 、 鬼 太郎 が ね ず : 
! み 男 を 使っ て 、 こ : 
! う も り 猫 と 三 頭 河 ! 
! 滞 を 三途の川 に 閉 : 
| じ 込 め 、 玉 手箱 を 
1 開封 し て 老 化 きせ : 
! て 倒し た 。 
























































































































































































































































































演出 信明 比 正行 脚本 信貴 山 博 之 作画 監督 人 稲 野 義信 演出 人 @ 高 西 治 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 免 入 好 さと る 
ーー 第 047 話 】 第 048 話 
y N ヾ y 
丸 尾 の びあ が り と 吸血 木 妖怪 いや み 
1986 年 10 月 4 日 放映 1986 年 10 月 11 日 放映 
り 0 
STORY STORY 
ho、 人 Bb、 人 
自然 破壊 を する 人 間 へ の 警告 鬼太郎 と ね ずみ 男 が ユメ コ を 奪い 合う !? 
山奥 の 村 で は 、 人 間 が 赤い 木 に 変わ る と いう 怪 事 件 が 起こ っ 100 年 近い 眠り に つい て いた 妖怪 ・ い や み が 目 覚め た 。 い や み 
て いた 。 鬼太郎 が 現場 に 到着 する と 、 犯 人 で ある 妖怪 ・ の び は 人 々 の 「 楽 し い 気持 ち 」 を 吸い 取っ て し まう 妖怪 で あり 、 
あがり に 襲わ れる 。 の びあ が り は 、 自 然 を 破壊 する 人 間 を 木 それ に より 人 々 は や る 気 を 失っ て し まう 。 そ し て 上 鬼太郎 に も 
に 変え よう と 企ん で いた の だ 。 こ の 赤い 木 は 人 間 の 血 を 吸っ その 兆候 が 出 始め て いた 。 ま た 、 ね ずみ 男 は 、 い や みか らい 
て 成長 する た め 、 吸 血 木 と 君 ば れ て いた 。 吸血 木 を 切っ て 金 い 気 持ち に な る 「 イ ロ 気 ] を 吸わ せ て も 際 守 ま 開 0 れれ 5 し まゆ め 、 
儲け を し よう と 考え て いた ね ずみ 男 は 、 の びあ が り と 結託 し ユメ コ を 誘拐 し て 結婚 を 迫る 。 系 太郎 は 即座 に 駆け つけ る が 、 
て 鬼太郎 に 痺れ 薬 を 飲ま せ 、 吸 血 木 の 種 を 植え 付け た 。 そ の や は り い や み に イ ロ 気 を 吸わ され て し まい 、 ね ずみ 男 と ユメ 
痛 日 、 木 に 姿 を 変え て し まっ た 鬼太郎 を 、 ね ずみ 男 の チ ェ ー コ を 礁 い 合う 始末 。 ね ずみ 男 は 強烈 な 慣 で ユメ コ を 春 い 取り 、 
ン ソ ー が 細 う 。 ネ コ 娘 が それ を 阻止 する と 、 擬 太 郎 は 吸血 木 いや み の も と へ 。 一 方 、 正 気 に 戻っ た 鬼太郎 は 、 再 び い や み 
の 実 か ら 復活 し 、 の びあ が り を マグ マ に よっ て 消し 去っ た 。 と 対決 。 よ う や くい や み が 、 そ の 正体 を 現し た 。 
原作 原作 
! 人 bb、 H 
| 吸血 木 」 で は 、: Ne 「 い や み 」 で は 、 い ! 
: の びあ が り は 人 の : や み に よ り 条 けた : 
: 目 に 見 えな い 。 地 ! 殆 太 郎 と ね ずみ 男 : 
! 下 生物 が 、 人 間 を : mm は 、 魂 が 汚れ て 広 ! 
: 赤い 木 に 変え て 地 i ! 弱 し て いた の で 、: 
i 上 征服 を 竹 っ て い : : ね ずみ 男 の 「 最 : 
! る 、 と 鬼太郎 が 解 ! = ! 後 っ 慣 | に より 2: 
! 説 し た 。 人 と も 気 を 失っ た 。: 











演出 人 今沢 哲男 脚本 依 式 上 純 希 作画 監督 旬 平 田 か ほる 





演出 久石 田 昌 久 脚本 人 星山 博之 作画 監督 免 松本 朋之 


2 5 








【 第 049 話 】 


妖 任 殺人 事件 お ん も らき 


い 


STORY 
Bb 人 


名 探偵 ・ 鬼 太郎 が 事件 を 解決 !? 

披 太 郎 と 目玉 お や じ が 、 ユ メ コ の 叔父 ・ 伊 集 院 が いる 伊豆 の 
別荘 へ 遊び に 行く こと に な っ た 。 す る と 現地 で 伊集院 は 婚約 
者 の ルリ 子 を 紹介 し 、 夜 中 に 動き 出す 小さ な 妖怪 に 困っ て い 
る と 相談 し て きた 。 そ れ く らい な ら と 、 ね ずみ 男 と 目玉 お や 
じ が 捜査 を 開始 。 す る と 確か に 小さ な 妖怪 が 現れ 、 魔 除け の 
お 札 を 狙っ て きた 。 そ し て 民 日 、 密 室 で 死ん で いる ルリ 子 が 
発見 され 、 鬼 太郎 が 誤認 逮捕 され る 。 し か し 鬼太郎 は 生 屋 か 
ら 抜け 出し 、 単 身 捜査 に 向かう 。 そ の ころ 妖怪 ・ 陰 摩 維 息 が 
死ん だ は ず の ルリ 子 に 乗り 移り 、 動 きま 回 っ て いた 。 鬼太郎 は 
探偵 に 変装 し 、 封 印 術 で ある 74 の 質問 を 陰 摩 座 擬 に ぶつ ける 。 
1 原作 

] 2 1 
| 陰 摩 編 盾 ] で は 陰 : 
! 摩 鬼 に 乗り 移ら : 
: れ た 女性 が 、 恋 人 ! 
: を 殺 そ うと する 。: 
: そし て 解決 の 過程 
| で ね ずみ 男 も 、 際 : 
i 摩 座 抑 に 乗り 移ら : 
: れ て し まう 。 





















































UI EL JIIlmES74 








世界 妖怪 ラリ ー 
1986 年 11 月 1 日 放映 


い 


STORY 
デデデ 
鬼太郎 が カー レー ス で 大 激走 ! 


優勝 すれ ば 負け た 国 の 妖怪 を 支配 で きる と いう 、 世 界 妖怪 ラ 
リー が 開催 され る 。 妖怪 の 頂点 を 狙う ぬら り ひ ょ ん と 朱 の 各 
が 企画 し た も の だ が 、 手 配 ミ ス で 各国 の 強豪 妖怪 が 集結 し て 
し まい 、 お じ け づい た 彼ら は 逃げ 出し て し まう 。 そ し て 日 本 
代表 を 鬼太郎 に 押し 付け た 。 そ れ を 知っ た 太 郎 は 、 日 本 の 
妖怪 を 救う た め に ラリ ー に 参加 。 一 方 、 ね ずみ 男 は ラリ ー を 
録 曽 し て テレ ビ 局 に 売り つけ よう と 、 一 反 も めん を 中 継 車 が 
わり に 実況 を 行う 。 レ ー ス は 妖力 で 相手 を 攻撃 する な ど 何 で 












































も あり で 、 ルール 無用 の 大 荒れ 模様 。 リ タイ ア が 続出 する な か 、 














終盤 に は 太 郎 と バッ クベ アー ド の 一 騎 打 ち に な る 。 
川 1 原作 


| ーー H 
妖怪 ラリ ー」 は 、: 
: ラ リー の た め に 来 : 





! い る 。 


演出 念 白土 式 脚本 旬 星 山 博之 作画 監督 信 清 水 明 





ge ge geno 


> SEASON 3 





: 目 し た バッ ク べ : 
! ア ー ド が 海 坊主 を : 
i 畔 いて し まい 、 ラ : 
リー が 終わ っ た 後 : 
! で し ぶし ぶ 謝 っ て : 





【 第 050 話 + 


妖怪 海 座頭 の 径 り 


1986 年 10 月 25 日 放映 


9 


STORY 
海 座 頭 が 気付 か せ た 祖 先 を 敬う 心 


瀬戸 内 海 で は 、 船 が 次 々 に 沈む 事故 が 起き て いた 。 父 親 が 海 
で 消息 を 絶っ て し まっ た 少年 ・ ア キオ か ら の 手紙 で 、 鬼 太郎 
は 調査 に 向かう 。 と ころ が 偶然 そ を こ に いた ね ずみ 男 と 一 関 着 
ある うち に 、 船 幽霊 と 巨大 ザ メ に 細 わ れ て し まう 。 そ し て 人 光 
げ 遅 れ た ね ずみ 男 は 船 了 ょ 霊 の 犠牲 に な っ て し まっ た 。 鬼太郎 
た ち が 助 け に 向かう と 、 今 度 は 課外 授業 の た め に 船 に 乗っ た 
アキ オ た ち が 船 幽霊 に 襲わ れ て いた 。 盾 太郎 は 巨大 ザ メ を 退 
治し 、 捕 まえ た 船 較 霊 た ち に 話 を 聞く と 、 彼 ら は 妖怪 ・ 海 座 
頭 に よっ て 魂 を 奪わ れ 、 姿 を 変え られ た 人 間 た ち だ っ た 。 そ 
こ に 現れ た 海 座頭 は 、 鬼太郎 た ち に 伝え た た いこ と が ある と いう 


原作 

ho、 ! 
「 海 座頭 」 が ベー 
i ス だ が 、 船 鯛 霊 と : 
海 座頭 と の 関係 の ! 
み 原作 が 生か され : 
て いる 。 原作 の 海 
座頭 は 、 船 電 を : 
使っ て 宝 を 集め る : 
i 強欲 妖怪 だ っ た 。: 
















































































トー コビー ゴー 
還 C い 品 





演出 代 生 頼 昭 宮 脚本 人 大 UE AE 








策 051 話 オーーーーーーーーーーー ーー 一 ーーーーーーー イ 第 052 話 オーーーーーーーーーーー 


炒 え る ネズ ミ 男 けた 合 W 


1986 年 11 月 8 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bi 人 
妖精 ・ 花 子 に 信頼 され 、 ね ずみ 男 が 走る ! 


な ぞ の 男 か ら 、 大 量 に 招き 獲 形 の 貯金 箱 を も ら っ た ね ずみ 男 。 
と ころ が 花 の 妖精 ・ 花 子 が その 貯金 箱 に お 金 の 代わ り に 花 び 
ら を 入れ る と 、 時 金 箱 は 怒っ て 去っ て いく 。 ほ か の 妖怪 た ち 
も ね ずみ 男 か ら 貯 金 箱 を 譲り 受け 、 中 の お 人 金 ご と 逃げ 出 き れ 
た た め 、 ね ずみ 男 に 猛 抗 議 す る 。 珍しく 身 に 覚え の な いね ず 
み 男 は 、 潔 白 を 証明 すべ く 動 き 始 め た 。 そ ん な 時 、 昨 太郎 の 
下駄 が すり 替え られ 、 鬼 太郎 は に せ 下駄 の 妖力 で 踊り 続け る 
ハメ に 。 そ し て 素 太郎 の 下駄 を 盗ん で 逃げ る 招き 猫 を 発見 し 
た ね ずみ 男 は 、 必 死 で 下駄 を 奪い 返す 。 そ の 招き 猫 の 正体 は 、 
妖怪 ・ 逆 柱 に 操 ら れ て いた 妖怪 ・ 丸 


























うだ 。 





原作 

人 p 
「 げ た 合戦 」 が 原 : 
作 。 花 の 妖精 ・ 花 : 
子 も 登場 する が 、: 
アニ メ と 正反対 の : 
高飛車 な 性 格 で 、: 
ね ずみ 男 の こ と な : 
ど 抽 に し て 見 向き ! 
! も し な い 。 











演出 多 高 西 治 脚本 人 式 上 純 希 作画 監督 銘 入 好 さ と る 














【 第 053 話 】 【 第 054 話 】 
皿 屋敷 の 妖怪 モウ リョ ウ 避 魔 ベリ アル 
1986 年 11 月 15 日 放映 1986 年 11 月 22 日 放映 
0 0 
STORY STORY 
Bb、 


この 世に 未練 を 残し た 女 の 募 劇 

ね ずみ 男 は 屋敷 の 古井 戸 に 現れ る 貫 霊 の 退治 を 引き 受け た が 、 
手 に 負え ず 鬼 太郎 に 押し 付け て きた 。 屋敷 の 主人 ・ 9 の 人 徴 
慢 さ に 腹 を 立て た 卑 太郎 だ が 、 幽 霊 の 正体 は 、 悲 運 な 事故 で 
生生 WEE の お 
助け る た め に 依頼 を 受け る こと に し た 鬼太郎 。 し か し 提 太 郎 
の 前 に 現れ た 町 子 に は 、 な ぜ か 実体 が あっ た 。 調 べ て みる と 、 
町 子 の 死体 は 妖怪 ・ 交 に 乗り 移ら れ て いた 。 第 太郎 は 化 火 
亡者 の 世界 


こそ 退治 すべ く 、 





























の 力 を 借り て 、 町 子 の 体 か ら 毅 環 を 炎 り 出す が 、 
に 逃げ られ て し まう 。 鬼太郎 は 貞 交 を 今度 
槽 桶 の 中 に 


入っ て 敵 を 待ち 伏せ る 。 
原作 
人 の 1 
由 宅 か り ョ ウ 」 で 
: は 、 死 者 に 乗り 移 : 
: る 妖怪 ・ 穫 を 退 
: 治 し て 謝礼 もら : 
| お うと し た ね ずみ : 
: 男 だ が 、 結 局 鬼 太 : 
! 郎 に すべ て を 押し : 
! 付 け て し まう 。 














演出 錠 田 浩樹 脚本 介 大 橋 志 吉 作画 監督 久松 本 騰 次 





演出 仙石 田 品 久 脚本 信 武 上 純 希 作画 監督 角野 義信 


bb、 

132 年 の 時 を 経て 最強 悪魔 が 復活 ! 

132 年 前 に 日 本 征服 ( に 来 た 西 洋 悪 魔 ベ リア ル は 、 カラ ス 天 狗 の 
長老 に よっ て 魔力 を 八 尽 協 の 赤玉 に 封印 され て いた 。 そ の ま 
ま ヨ ボ ヨ ボ に な りな が ら 魔 力 を 探し 求め て いた ベリ アル は 、 
た また まね ずみ 男 が 持っ て いた 八 尺 環 の 赤玉 を 割っ て 、 魔 力 
を 取り 戻す 。 そ し て カラ ス 天 狗 の 長老 を 、 地 中 へ と 封印 し た 。 
一 方 、 妖 怪 ア パー ト の 完成 式 に 集まっ た 妖怪 た ち は 、 ベ リア 
ル の 復活 を 知る 。 鬼 太郎 た ち は ベ リア ル の 次 の 目標 で ある 妖 
怪 図書 館 に 急行 。、 そ を こ で ベリ アル の 翌 点 を 調べ る が 、 結 局 わ 
か ら な いま ま 戦 い に 突 入 す る 。 し か し 目玉 お や じ が 引き 続き 
悪魔 の 書 を 調べ 続け 、 ベ リア ル の 翌 点 を 突き 止め た 。 


原作 

1 の 1 
i「 悪魔 ベ リアル] : 
: で は 、 悪 魔 の 肉体: 
: 構 造 を 見 抜い た 鬼 : 
! 太郎 が 、 指 鉄砲 で 
! ベリ アル を 倒し た : 
: と 、 鬼 太郎 は 砂 か : 
i け 婆 に 撃退 方 法 を 
: 聞か れ て 説明 。 







































































【 第 055 話 】 


秘 指 信 ! ね ずみ 男 は 死刑 だ 


1986 年 1 1 月 29 日 放映 


い 


STORY 

ho、 
ね ずみ 男 の 行 動 に エン マ 大 王 が 激 ! 
ね ずみ 男 が お 年 寄り を だ まし て 、 大 金 を 手 に 入れ て いた 。 そ 
の こと を ね ずみ 男 の 体 内 に いる 、 悪 事 を 見 張る 虫 ・ 三 了 虫 が 韻 
魔 大 王 へ 知ら せる と 、 間 魔 大 王 は 罪 を 重ね る ね ずみ 男 に 死刑 
判決 を 下 し 、 死 刑 執行 の 役目 を 第 太郎 に 命じ た 。 し か し 、 ね 
ずみ 男 の い い 所 も 知っ て いる 彼 太郎 に は で きる は ず も な い 。 
悩む 鬼太郎 を 見 か ね た ネコ 娘 は 、 ユ メ コ と 一 緒 に ね ずみ 男 を 
東生 させ よう と 作戦 を 立て る 。 ネコ 娘 は 仲間 の 妖怪 た ちと と 
も に ね ずみ 男 を 懲らしめ て 、 ね ずみ 男 に 自分 の 罪 を 自覚 させ 


の 命令 に 背 



























































に 成功 し た 。 し か し 、 絶 対 で ある 間 魔 大 王 
いた 鬼太郎 








な っ て いた OCT 8 


: 硬 作 : 
W の デ 『 
中 獲 娘 と ね ずみ : 
i 男 」 で は 、 和 鬼太郎: 
) は ね ずみ 男 を 懲 ら : 
: し め る た め に 、 初 : 
: 対面 時 は ネコ 娘 を : 
| ね ずみ 男 の 花 辺 人 
: 補 と し て だ まし て ! 
i 紹 介し て いる 。 : 


に は 、 厳 六 が 下さ れる こと に 























演出 人 今沢 哲男 脚本 信 是 山 博之 作画 監督 欠 平 田 か ほる 





【 第 056 話 】 


タメ キ 還 団 日 本 入 服 ! く 前 編 > 


1986 年 12 月 6 日 放映 
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STORY 
Bb、 
八 百 八 旬 が 日 本 征服 の 野望 に 突き 進む ! 


人 間 た ちの 開発 に よっ て 、 日 本 征服 を 企む 八 百 八 旨 の 封印 が 
解 か れん て し まう 。 タ ヌキ た ち は 、 じ ゃ まな 鬼太郎 と 日 本 の 首 
相 を 、 ボ ス の 刑部 旨 の 前 に 連行 。 タ ヌキ に 政権 を 渡す よう に 
飼 り 、30 時 間 の 猫 予 を 与え て 解放 し た 。 そ の 猫 予 の 間 に タ ヌ 
キ た ち を 封印 し た 鬼太郎 だ が 、 刑 部 狩 の 呪い で 苦し み 始 め る 。 
鬼太郎 を 救う た め 、 日 玉 お や じ た ち は タヌキ た ち を 解放 。 鬼 
太郎 は 暴れ 始め た タヌキ た ちの 部 下 、 妖 t 
目玉 お や じ た ち を 人 質 に され 、 晃 太郎 自身 も 捕らえ られ て し 
まう 。 八 百 八 狩 は さら に 大 ナマ ズ を 暴れ させ 、 地 震 を 起こ す 。 
つい に 首相 は 、 タ ヌキ に 政権 を 渡す こと を 決意 し た 。 
原作 

H ーー デ 
「 妖 怪獣 ] で は 、 
! 一 反 も めん が 妖 公 : 
i: 獣 に つい て の 知識 : 
: を 目玉 お や じ た ち : 
に 詳し く 説明 し て 
: お り 、 そ の 意外 に 
i 博 学 な 側面 を 撤 和 | 
: し て いる 。 















































演出 信 六 川 有 理 脚本 信 星 山 博 輝 作画 監督 代 松本 朋之 


共 獣 ・ 凌 竜 を 退け る が 、 


1 


2 





演出 久川 有難 











【 第 057 話 】 


タヌキ 軍団 日 本 祉 股 ! く 後編 > 


1986 年 12 月 13 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 
八 百 八 刈 に 征服 され た 日 本 を 取り 戻せ ! 


政権 を 奪っ た 八 百 八 狩 は 、 人 間 た ち を 駆り 出し て 城 の 建設 を 
始め る 。 5 2 
れ 、 刑 部 旨 に コ ー ル され て いた 。 一 方 、 捕 ら わ れ て い 
ED に 
ある 富士 山 の 地 底 へ と 向かう 。 そ し て そこ に 現れ た 妖怪 獣 
遇 竜 を 倒す た め 、 み ず か ら 胃 液 と な り 岐 竜 と 一 緒 に 溶け て し 
まう 。 そ こ か ら 披 太郎 は 「 再 生 粉 末 ] に よっ て 復活 し 、 大 ナ 
マズ の 脳 に 侵入 。 大 ナマ ズ を 水 漬け に する た め 、 南 極 ま で コ 
ント ロー ル し て いく 。 その間 に 日 本 の 妖怪 た ち は 、 八 百 八 狗 
元 の 姿 に 戻っ た 。 


原作 

1 0 1 
i | 妖怪 獣 ] で は 、: 
: 政権 を 奪っ た 八 百 
! 八 独 は 独自 の 政策 
「 を と ろう と する 。: 
i 美人 は タヌキ に 仕 : 
「 え 、 男 は みん な : 
ソー セー ジ に され ! 
[その 人 な あ 。 | 



































を 改め て 洞窟 に 封印 し た 。 日 本 は 無事 、 




















脚本 信 是 山 捕 之 


コミ ( 】IImE ゴ 7 


第 059 話 】 





【 第 058 話 】 


妖怪 城 の 日 目 連 


1986 年 12 月 20 日 放映 


9 


STORY 
PP デ 


目 の 妖怪 ・ 目 目 連 の 巡 る べき 力 と は !? 


ぬら り ひ ょ ん の 手下 ・ 朱 の 盤 は 、 下 校 途 中 の ユメ コ を 怪し げ 
な 家 へ と 誘う 。 そ し て ユメ コ は 、 そ の 家 に いた 妖怪 ・ 目 目 轄 
に よっ て 妖怪 城 へ 連れ 去ら れ て し まう 。 これ は 太 郎 を 抹殺 
し よう と 企む 、 ぬ ら 作 ん の ワナ だ っ た 。 第 太郎 は 妖怪 城 
へ 乗り 込む が 、 日 日 連 に 攻撃 され て 、 体 を 石 に 変え られ て し 
まう 。 目玉 お や じ は 霊 3 気 を 吹き か ! け て 、 鬼 太郎 の 霊 体 だ け を 
表 出 。 そ の 頃 、 ユ メ コ の 優し き に 心 動か され た 朱 の 盤 は 、 ユ 
メ コ を 連れ て 妖怪 城 か ら 脱出 し よう と する が 、 目 目 連 に 見 つ 























か っ て し まう 。 駆け つけ た 和 鬼太郎 は 、 目 目 連 の 弱点 で ある 光 
を 目 目 連 に 手鏡 で 当て 、 妖 怪 フ ィ ル ム に 








焼き 付け て 退治 し た 


原作 

1 人 

i「 目 目 連 ] で は 、: 
: 月 目 連 に 操 ら れ た : 
ね ずみ 男 が 、 日 目 : 
連 が 支配 する 家 に : 
鬼 太郎 を だ まし 人 ! 
: れる 。 上 鬼太郎 が 石 : 
に な る と ころ な ど 
原作 と 同じ 。 




















人 待ち 人 人 


ゅ 


STORY 
一 
恋人 を 想う 妖怪 の 情念 と 悲し い 真実 


縁日 で 、 あ る 花 売 り の 女性 か ら サ ボテ ン を 買っ た ね ずみ 男 と 、 
ユメ コ の 友だち の 花屋 の 娘 ・ カ オリ が 、 2 人 と も 行方 不明 に 
な っ て し まう 。 そ の 花 売り の 女性 は 「 緑 色 の 三角 屋根 の 花屋 」 
に し か 花 を 売ら な いと いう 。 心配 し た ユメ コ が 鬼太郎 と と も に 
カオ リ の 家 に 向かう と 、 そ の 女性 が 花屋 の 店 番 を し て いた 。 不 
審 に 思っ た 2 人 が 裏口 か ら 忍 び 込 むと 、 妖 怪 サ ボテ ン に 邊 み 込 
まれ て し まっ た 。 女 の 正体 は 妖怪 ・ 後 神 で 、[ 緑 色 の 三角 屋根 
の 花屋 ] を 乗っ 取り 、 そ こ で 行方 知れ ず の 恋人 を 待 と うと し て 
いた の だ 。 鬼太郎 た ち は サ ボテ ン か ら 脱 出し 、 妖 怪 情報 網 を 















































使っ て 後 神 の 恋人 を 近 し た が 、 恋 人 は 事故 で く な っ て いた 。 
原作 
hb、 


i「 後 神 ] で の サポ テ : 
ン と 後 神 の 関係 は 、: 
: 妖 性 サポ テン が 人 : 
! を 耕 み 込ん だ 後に 、! 
後 神 が 家 を の っ と : 
i! る と いう “共生 関 : 
: 係 と で も いう べ : 
! き も の だ っ た 。  : 

















演出 欠 白 土 式 脚本 念 大橋 志 吉 作画 監督 人 清水 明 
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【 第 060 話 】 


巨人 妖怪 ダイ ダラ ボッ チ 


9 


STORY 
デー 


また し て も ぬら り ひ ょ ん の 陰謀 が 露見 する 
ね ずみ 男 は 、 マ ント 姿 の 男 た ち が 地 面 に 大 き な 鍵 を 差し 込み 、 
巨大 な 目玉 を 復活 させ よう と し て いる の を 目撃 する 。 彼 ら が 
伝説 の 巨人 ・ ダ イダ ラボ ッ チ を よみ が えら せよ うと する ダイ 
ダラ ボッ チ 教 の 信者 で ある と 見 た 日 お や じ は 、 ダ イダ ラ 
ボッ チ の 復活 を 危 恨 する 。 調査 を 始め た 鬼太郎 が ある 洞 痛 を 
調べ る と 、 ね ずみ 男 に 遭遇 し 、 1 金儲け に 利 
上 し よう と する ね ずみ 男 に 、 谷 底 に 落と され て し まう 。 そ の 
か RI 放す 
れ て 、 町 で 暴れ 始め て いた 。 ぬ ら り ひ ょ ん と ダイ ダラ ボッ チ 


を 止め る べく 、 谷 底 か ら 遣 い 上 が っ た 衝 太 郎 が 後 を 追う 



























































活 
で 


1 


「 ダ イダ ラボ ッ チ ] 
は 、 大 昔 に 巨人 が : 
i 宮 士 山 を 背負 お う : 
「 と し て 走 を つき 、: 
| 「 湖 が で きた な ど 、: 

: 日 本 各地 の 巨人 伝 : 
: 説 を 景 に 持つ ス 
! トー リー。 


演出 人 石田 曲 久 脚本 人 星山 博之 作画 監督 今 松本 勝 次 











【 第 062 話 








【 第 061 話 + 


まぼろし の 流 車 


0 


STORY 
PP デ 


吸血 擬 に な っ て し まっ た 鬼太郎 を 救え ! 


ね ずみ 男 の 前 に 現れ た 美女 ・ モ ン ロ ー は 、 ね ずみ 男 に 洋館 の 
地下 室 に ある 檜 桶 を 開け させ る 。 そ こ か ら 吸 血 鬼 ビー が 現れ 、 
ね ずみ 男 は 襲 われ て 吸血 時 に な っ て し まっ た 。 そ し て また 、 
ね ずみ 男 に 表 わ れ た 村人 た ち は 、 み ん な 天 血 鬼 に 変貌 。 事 情 

を 聞い て 村 に 入っ た 鬼太郎 は 、 吸 血 鬼 の 動き 1 「 妖 怪 
鐘 ] を 鳴ら し 続け る 。 し か し 妖怪 鐘 の 効か な い ビ ー に 科 の 中 





















































へ 閉じ 込め られ 、 蒸 し 焼き に され て し まう 。 さら に 仮死 状態 
の まま 、 鬼 太郎 は モン ロー に 連れ 去ら れ 、 吸 血 抱 に され て し 








まっ た 。 目玉 お や じ が 閲 魔 大 王 に 助け を 求め る と 、 時 間 を 遡 
れる 「 ま ぼろ し の 流 車 ] を 使う よう アド バイ ス を 受け る 。 


原作 
hs、 H 
2 






















! ろ し の 汽車 を 呼 : 
! び 、 過 去 に 戻し て ! 
: みん な を 助け た 。 


脚本 人 大 橋 志 吉 


作画 監督 久松 本 朋之 





演出 信 師 西 治 


演出 人 明 比 正行 脚本 念 武 上 純 希 


妖怪 火車 逆 モ チ 殺 し ! 


1987 年 1 月 17 日 放映 


い 








STORY 
Bb 
目玉 お や じ の 秘技 ・ の 69 
妖怪 ・ 火 車 に 母親 の 遺体 を 奪わ れ た 幸吉 は 、 鬼 太郎 に 助け を 














求め る 。 鬼太郎 は 、 火 車 の 恐 ろ 7 お 日 玉 お や じ の 制 止 
を 振り 切り 、 火 車 の も と へ 。 無事 遺 体 を 取り 戻す が 、 な ぜ か 
鬼太郎 は 幸吉 に 報酬 を 求め て 金 を 受け 取り 、 ね ずみ 男 と 一 緒 
に 夜 の 街 へ と 繰り 出す 。 さ ら に そこ で 暴力 団 を 力 で ね じ 伏 せ 
て 、 衝 太 郎 組 を 結成 する 。 じ つ は 卑 太郎 の 魂 は 、 火 車 の 魂 と 























入れ 奉 わ っ て いた の だ 。 砂 か け 婆 た ち は 、 モ チ を 使っ て 火車 
を 封じ る 「 モ チ 封 じ 」 を 試み る が 、 
じ 」 され て し まう 。 目玉 お や じゃ 一 緒 に 
た が 、 こ こ で 目玉 お や じ の 秘技 ・ 


ea 「 首 モチ 封 
きれ て し まっ 
逆 モ チ 殺 M 製 する 。 


原作 

了 人 1 
| 逆 モ チ 殺 し | で : 
: は 、 称 太郎 に 乗り : 
i 移っ た 火車 は 、 実 : 
i 際 に 悪事 を 働く 前 
































が 、 逆 モチ 殺し の : 
: 術 に 敗れ る 。 H 


作画 監督 久松 本 朋之 








【 第 063 話 上 


悪魔 プ エ ル と ヤカン ズル 


1987 年 1 月 24 日 放映 


9 


STORY 
Bo、、 人 


鬼太郎 ファ ミリ ー、 悪 魔 の 大 群 に 追わ れる ! 
治療 し た 手 が 勝 手 に 動き 出し 、 職 業 を 失う 人 が 続出 する 。 医 
者 に 失 し た 悪魔 プ ェ ル が 、 人 間 を 悪魔 に 変え て 、 悪 魔 軍団 を 
作ろ うと し て いる の だ 。 朱 太 郎 が ブ プ エ ル の も と に 乗り 込む と 、 
プ ブ エ ル は 申 魔 た ち を 呼び 集め て 鬼太郎 を 攻撃 する 。 砂 か け 婆 
は 鬼太郎 に 頼ま れ 、 何 で も 吸い 込む 大 食い 妖怪 ・ ヤ カン ズル 
を 呼び 出し た 。 鬼 太郎 た ちの 思惑 どおり 、 悪 魔 た ち を 吸い 込 
ん だ ヤカン ズル 。 し か し その 食欲 に 終わ り は な く 、 あ た りか 
まわ ず 呑 み 込み 始め る 。 さ ら に 止め よう と し た 鬼太郎 も ヤ カ 
ンズ ル に 吸い 込ま れ て し まう 。 砂 か け 疲 た ち は ヤ カン ズル を 
止め る べく 一 計 を 案じ 、 風 神 を 呼び 出し た 。 




















原作 
ウデ 
i| 臣 魔 ブ ェ ル | で : 
| ヤカン ズル は : 
鬼太郎 親子 を 春 み : 
人 
衣 肖 の 中 に に 帰 : 
鬼太郎 : 
1 チイ 生か り て 1 
: 復活 する と され た 。: 


局 











脚本 欠 星 山 博之 作画 監督 旬 平 田 か ほる 


演出 佑 今 沢 哲男 








[第 064 話 】 


妖怪 穴 ぐ ら 入 道 
1987 年 1 月 31 日 放映 
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STORY 
Bb、 人 


お と な し い 穴 ぐら 入道 が 、 つ い に 類 る 
妖怪 ・ 穴 ぐら 入道 を 捕獲 し て 金儲け を し よう と 、 そ の 住み か 
の 敵意 に 壮大 を 浅 信 し た 人 社長 の 野上 。 で ら 入道 見 て 
一 目 散 に 逃げ 出し た 社員 た ちの 中 で 、 逃 げ 遅 れん た ミナ コ だ け 
が 穴 ぐ ら 入道 と 接し 、 そ の 優し さき を 感じ て いた 。 その後 、 社 
員 た ち は 穴 ぐら 入道 の 捕獲 に 成功 。 テ レビ 局 へ 連れ 込む が 
明る いと ころ が 苦手 な 穴 ぐら 入道 は 、 地 下 鉄 へ 逃げ 込ん で し 
まう 。 事 件 を 知っ た 鬼太郎 も 地下 鉄 に 鹿 け つけ る が 、 穴 ぐら 
入道 は 人 間 た ちの 勝手 さ に 怒っ て 、 大 脚 昧 を 呼ん で 暴れ 始め 
た 。 そ し て 機動 隊 は 穴 ぐ ら 入 道 に 発砲 し 全面 対決 か と いう 瞬 
間 に 、 穴 ぐら 入道 の 優し き を 知る ミナ コ が 動い た 。 

原作 
H ce 調 1 
i「 穴 ぐら 入道 」 で : 
! は 、 ヤ ク ザ の よう : 
: な 強権 的 な 社長 が ! 
! 欠 ぐら 入道 で 儲け ! 
! よう と 企む が 、 穴 












































か ら 運 び 出 し た 直 

i 後に 「 良 心 カ ビ 」: 

: で 改心 し た 。 
演出 人 天川 有 吾 脚本 佑 大 橋 志 吉 作画 監督 僅 柳 瀬 譲二 











2 6 3 








{第 065 話 】 【 第 066 話 】 


妖怪 百 日 ・ 地 狼 流 し 韓国 妖怪 ぬっ べら ぼう 




































































1987 年 2 月 7 日 放映 1987 年 2 月 14 日 放映 
り い 

STORY STORY 

ho、 人 pm プ 
鬼太郎 が 刑務 所 に 潜入 し て 大 活躍 ! 妖怪 に 国境 な し ! 韓国 の 村 の 救出 劇 
凶悪 犯 が 脱 稔 し 、 足 取り が 途絶 える 事件 が 相次い で いた 。 敬 芋 国 の 少年 ・ ト ラジ が 、 鬼 太郎 を 訪ね て きた 。 話 を 聞く と 村 
察 の 依頼 を 受け て 、 鬼 太郎 は 調査 を 開始 。 老 人 に 拉 し て 則 務 の 人 々 が 妖怪 に 若き を 吸い 取ら れ て 困っ て いる と いう 。 村 で 
所 へ 潜入 し 、 能 虎 と いう 男 と 知り 合う 。 熊 虎 は 妖怪 ・ 百 目 と は 妖怪 を アリ ラン 様 と 呼び 、 導 ちえ ば 魔法 を 使わ れる と 恐れ 
演 絡 を 取り 、 脱 銘 を 計画 し て いた 。 8 られ て いた 。 鬼太郎 は 現地 へ 飛び 、 調 査 を 始め た 導 端 に 世 大 
た が 、 手 錠 で 繋が れ た 鬼太郎 も 一 緒 に 連れ て いく ハメ に な っ 5 に を PRIN 
に し PR 填 し 始め た 。 鬼 太郎 は 再び 現れ た 巨大 な 石像 に 挑む が 、 
ち が 戦 う も 、 逃げ 切ら れ て し まっ た 。 その まま 態 虎 と 鬼太郎 は 、 5 な お に UI の 
百 目 と 待ち 合わ せ た 神社 へ 。 そ こ に 現れ た 百 目 は 、2 人 を 地 正体 を 暴く た め に 、「 何 か 」 に 蜂蜜 を か ける 。 す る と 蜂 の 大 竹 
獄 へ 連れ て 行く 。 再 日 の 真 の 目的 は 、 犯 罪 者 の 目 と 体 を 使っ が 現れ て それ を 覆い 、 巨 大 な ぬっ ぺら ぼう が 次 を 現し た 。 和 
て 自分 の コビー を 作り 、 地 上 上 を 支配 する こと だ っ た 。 太郎 は 村人 た ちと 協力 し て 、 ぬ っ ぺら ぼう を 退治 する 。 




















原作 

1 の デ 

!「 朝 鮮 魔法 ] で は 、 
! 鬼太郎 の 吐い た 「 変 1 
: な 息 」 で 巨大 な ぬっ : 
1 べら ぼう は キン バ : 
0080 
! に 雀 に 2 突っ つか れ 、 
i 箇 を 也 し て 逃げ 出 : 
! し た 。 1 


NSR 1 原作 

hp 1 
! TV アニ メオ リ ジ 
i ナル の ス トー リー。! 





























演出 信 生 頼 昭 定 脚本 信 式 上 純 希 作画 監督 久山 口 泰弘 演出 人 山寺 昭夫 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 念 清水 明 





















































































































































第 067 話 ナ 【 第 068 話 】 
SW ゃ て や と 、 で や! 
室 林 の 大 海 大 海獣 色 り の 逆襲 
1987 年 2 月 21 日 放映 1987 年 2 月 28 日 放映 
0 0 
STORY STORY 
PP デ ip、 
大 海 伺 に され て し まっ た 鬼太郎 温厚 な 鬼太郎 が 怒り を あら わ に ! 
3 億 年 前 に 絶滅 し た は ず の 巨大 獣 ・ ゼ で オ クロ ノド ン が 発見 され 山田 の 妹 ・ 啓 子 は 、 大 海獣 が 持つ お 守り が 、 自 分 が 鬼太郎 に 
た 。 鬼 太郎 は 調査 隊 の 一 員 と な り 、 現 地 で 若き 学者 ・ 山 田 と 託し た も の だ と 気がつく 。 そ し て 大 海獣 は 鬼太郎 で は な いか 
緒 に 行動 。 大 海獣 を 発見 し て 血液 の 採取 に 成功 する 。 し か し と 考え 、 山 田 を 問い 詰め た 。 一 方 、 目 玉 お や じゃ 、 大 海獣 は 
怒っ た 大 海獣 に よっ て 、 調 査 隊 員 の 多く は 命 を 落と し て し まう 。 鬼太郎 だ と 思い 始め て いた 。 そ ん な 時 、 大 海獣 が 政府 に 攻撃 
大 海獣 の 血液 を 預かっ た 鬼太郎 も 、 毒 蛇 に 噛ま れ て 倒れ て し され 始め る 。 大 海獣 を 鬼太郎 で は な いか と 考え た 妖怪 た ち は 
まっ た 。 そ こ で 栄光 を 独占 し た い 山田 は 、 鬼 太郎 か ら 血 液 を 礁 攻撃 を 妨害 し て 大 海獣 に 接触 。 鬼 太郎 だ と 確信 する に 至る 。 
い 、 さ ら に 秒 太 郎 を 置き 夫 まり に し よう と する 。 それで も 生き そん な な か 、 罪 が 露見 する こと を 恐れ た 山田 は 、 お と な し く 
残っ た 叔 太 郎 に 、 山 田 は 帰り の 船 の 中 で 大 海獣 の 血液 を 注射 。 し て いた 大 海獣 に 興奮 弾 を 打ち 込み 、 無 理 や り 暴 れれ さ せ た 。 
する と 作 太 郎 は 、 体 の 変化 を 訴え な が ら 海 に 落ち て し まう 。 そ し か し 目玉 お や じ た ち に その 証拠 を 突き つけ られ て つい に 観 
の 数 日 後 、 大 海獣 に 姿 を 変え た 鬼太郎 が 日 本 に 現れ た 。 念 し 、 鬼 太郎 が 元 に 戻れ る 薬 の 開発 に 着手 する 。 
原作 原作 
H で ツ デ 1 ウー 
i「 大 海獣 ] に ほぼ ! i「 大 海獣 ] で は 
i 思 笑 。 た だ し 、 原 : :! ロ ボット に 乗っ て : 






: 作 と 第 1 部 で 登場 | 
! し て いた 山田 が 操 
: 縦 する ロボ ッ ト が : 
: 第 3 部 で は 登場 し 
i な く な っ て いる 。 





! 大 海獣 と 戦っ た 山 
: 田 が 、 大 海獣 の 手 : 
: に より 放射 能 か ら : 
i 守 られ て 、 そ こ で : 
改心 する 。 鬼太郎 
は 稀 ら な い 。 









































演出 人 @ 高 西 治 脚本 人 @ 星 山 博之 作画 監督 代 稲 野 義信 演出 欠 高 西 治 脚本 欠 時 山 博之 作画 監督 倫 入 好 さ と る 





に こ 2 


SN R ge ge ge nO 


syoELASON 3 


ぐさ 








第 069 話 + 


妖怪 風 の 双 三郎 


1987 年 3 月 7 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 





ne 


道路 を 千 


号 








、 峠 の 自然 を 破壊 する 人 間 に 怒 っ た 又三郎 は 、 工 
0 風子 を る さらう 。 し か し 又三郎 は 、 














自然 が 大 好き な 風子 と すぐ に 打ち 解け 、 妖 精 が 集まる 「 風 の 
谷 ] に 案内 する 。 そ し て 両親 か ら 風 子 捜し の 依頼 を きれ た 鬼 


太郎 の 前 に 
の 攻撃 で 又三郎 は 傷 を 受け 、 医 者 に 行く こ 3 放 


、 又 三郎 が 現れ た 。 風子 を 助け る べく 戦う 鬼太郎 
し か し その 


医者 は 、 鬼 太郎 の 変装 だ っ た 。 話 し 合い で 解決 し よう と する 


鬼太郎 だ が 、 


う 。 風神 を 呼ん だ 鬼 林 郎 は 、 風 に 
う え で 道路 は 峠 を と お さ ず ! 





演出 多 明 比 正行 





正体 を 見 破 ら れ た うえ 又三郎 に 逃げ られ て し ま 
乗っ て 又三郎 を 追う 。 そ の 
こ < こ 、 ト トン ネル に する と 約束 し た 。 


原作 
「 ヤ アニ メオ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 





脚本 信 武 上 純 希 作画 監督 旬 清 山 滋 団 


招待 され た 鬼太郎 た ち は 、 


外 鏡 で 、 
の だ 。 ユ メ コ は 鏡 爺 か ら 、 出 雲 大 社 の 照 魔 鏡 な ら 雲 外 鏡 
せる と 聞き 、 


[第 070 話 二 


鏡 地 獄 ! 妖怪 うん が い 競 


1987 年 3 月 14 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 


濡れ 衣 を 着せ られ た 鏡 爺 の 災難 


ね ずみ 男 が 持っ て きた 鏡 の 中 に は 


、 少 女 が 閉じ 込め られ て い 
た 。 鬼 太郎 た ち 7 人 の 妖怪 は 歌 を 歌い 、 音 の 妖力 で 少女 ・ ク 
モコ を 救い 出す 。 話 を 聞く と 、 彼 女 は 鏡 爺 に 閉じ 込め られ た 
と いう 。 鬼太郎 は 強引 に 鏡 谷 を 封印 。 そ の や り 方 に 、 ユ メ コ 
は 強い 人 違和感 と 慣 り を 感じ る 。 一 方 、 お 礼 に と クモ コ の 家 に 
深い 霧 の 中 を 案内 され 、 い つの 間 
に か 和 鏡 の 世界 に 幽閉 され て し まう 。 じつは クモ コ は 妖怪 ・ 雲 
自分 の 層 点 を 知る 鏡 谷 を 封印 する こと が 目的 だ っ た 
を 倒 





鬼太郎 た ち を 救う べく 出雲 へ と 飛ぶ 。 


販 作 


i「 鏡 合 小 」 を 基 に 

人 
に アレ ンジ 。 原作 
| 「 で は カラ ス が 照 魔 
: 鏡 を 、 雲 外 鐘 の そ ! 
: ば で 待つ 目玉 お や : 
: じ の と ころ まで 運 : 
: ん で きた 。 




















イ 第 071 話 】 


妖 花 の 森 の が し ゃ どく ろ 


1987 年 3 月 21 日 放映 


9 


STORY 
ho、、 人 


戦争 で 命 を 落と し た 男 の 悲し い 思 い 


用 
正 


f 


と 鬼太郎 た ち は 、 本 体 の 木 が ある と いう 南 の 島 へ 


華子 の アパ ー ト に 、 一 夜 に し て 奇妙 な 花 が 咲き 乱れ る 。 花 の 
: 体 は 妖 花 で 、 本 体 の 木 が ある 限り 咲き 続け る と いう 。 華 子 
そし て 妖 
E の 妖気 が 漂う 島 を 発見 。 一 行 は 本 体 の 木 を 見 つけ る と 、 芋 








起こ し て みる と ガイ コツ と 、 
そこ へ 鬼太郎 た ち 


子 の 耳 に 「 木 の 根元 を 掘れ ] と いう 声 が 聞こ えて くる 。 掘り 
華子 の 叔父 の 遺品 が 出 て きた 。 
NN の 9 





どく ろ が 細 っ て くる 。 鬼太郎 は が し ゃ どく ろ に 苦戦 する 
な ん と か 撃退 。 そ し て 叔父 の 封 魂 が 現れ て 華子 すう きる 
う 思 い 残 すこ と は な いと 成仏 し 








演出 外岡 崎 稔 脚本 大橋 





て いっ だ た 。 


計 碑 作 

人 は 区 穫 の 

| エピ ッ ー ド を 
1 実に 再現 。 そ : 
、「 大 妖怪 が : 
1 し ゃ どく ろ の 衝 
i 活 」 人 42 























志 吉 作画 監督 氏 平 田 か ほる 











演出 人 洋 川 有 吾 脚本 候 武 上 純 基 作画 監督 人 松本 騰 次 
第 072 話 】 
ケ ・ け ・ . モ ! 妖怪 大 帝 様 
1987 年 3 月 28 日 放映 
STORY 
Bb、、 人 


ネコ 娘 が 髪 を 奪わ れ 泣き 叫ぶ ! 


ある 島 で 2 人 の 漁師 の 髪の毛 が 、 一 本 も 残ら ず 消え て し まう 


SE 自分 が な い が し ろ に され て いる と 考 
えた 人 様 の 仕業 だ っ た 。 髪 様 は 毛 日 玉 に 少女 ・ 花 子 を 生け 洲 








に する よう 、 の し か し 、 島 民 は ね 
ずみ 男 を 生け 賞 と し て 差し 出し た た め 、 血 様 は 激怒 し 、 村 人 
員 の 敵 の 毛 を な くし て し まっ た 。 そ こ に 花子 を 葬 け る た め 
鬼太郎 と ネコ 娘 が 到着 。 ネ コ 娘 は 敵 を 奪わ れ な が ら も 、 代 わ 
に 生け 旨 に な り に 神社 へ 向かう 。 鬼 太郎 は 、 姿 を 現し た 遂 








様 と 戦う が 、 髪の毛 に よっ て 捕らえ られ て し まう 。 鮨 地 に 陥っ 
た 鬼太郎 を 助け て くれ た の は 、 妖怪 ・ あ みき り だ っ た 。 
原作 
hp 人 


i | 髪の毛 大 戦 」 で 
: は 、 鬼 太郎 の 留守 |: 

に 花子 を 助け て : 
! も ら う た め カ ラス : 
: が 現れ る 。 留 守 番 : 
! の ね ずみ 男 は 「 カ : 
| ラス 評 典 ] を 駅 
: 使 し て 会 話す る 。: 











【 第 073 話 】 第 074 話 】 
シー サー 登場 ! 沖 縄 大 決戦 妖怪 万 年 竹 
1987 年 4 月 4 日 放映 1987 年 4 月 11 日 放映 
い 0 
STORY STORY 


鬼太郎 に 弟子 入り 希望 の シー サー 初 登場 ! 
畑 を 荒らす 鎧 武者 に 困っ た 沖縄 の 妖怪 ・ キ ジム ナー た ち は 、 
鬼太郎 に 相談 。 ク ジラ に 乗っ て 沖縄 へ 向かっ た 鬼太郎 は | 白 
分 が 沖縄 を 守る 」 と 息巻く 妖怪 ・ シ ー サ ー に 戦い を 挑 ま れる 。 
そし て シー サー を 軽く 負かす と 、 弟 子 に し て くれ と 慕 わ れ て 
し まう 。 ね ずみ 男 は これ 幸い と 、 シ ー サ ー に 沖縄 の 観光 案内 
を させ て いた が 、 そ の 最 中 に 何者 か に より 砂 の 中 へ と 引き ず 
り 込 まれ て し まう 。 一 方 、 鬼 太郎 た ち が 鎧 武者 を 倒す と 、 黒 
幕 の 妖 怪 ・ 大 百 足 が 登 場 。 大 百 足 は ね ずみ 男 を 人 質 に し 、 鬼 
太郎 を 有毒 な 硫黄 ガス の 湧く 洞窟 に 閉じ 込め た 。 鬼太郎 は 助 
け に 来 た シ ー サ ー と 協力 し て 、 大 百 足 と バト ル す る 。 


| 原作 
H っ 

: [妖怪 大 百 足 ] は 、 

i 舞台 は 沖縄 で は な : 
1 い 。 促 間 た ちと ハ : 
i! イ キン グ に 出 た 晃 
! 太郎 一 行 と シー サー: 
: が 、 大 百 中 に だ ま : 
: され て 洞 窒 に 閉じ : 
! 込め られ る 。 | 
































演出 信 生 頼 昭 家 脚本 例 式 上 純 希 作画 監督 久山 口 秦 弘 








竹 人 間 に さ れ た 仲間 た ち を 救え ! 


竹林 を つぶ し て 、 ビ ル 建 設 を 計画 し て いた 金 林 。 そ の 人 竹林 で 
アル バイ ト を し て いた ね ずみ 男 は 、 鬼 太郎 の 弟子 に な る た め 
上 京 し て きた シー サー に 会 う 。 その 日 の 前 で ね ずみ 男 は 竹 人 
間 に 襲 われ 、 竹 人 間 に な っ て し まっ た 。 シ ー サ ー か ら 話 を 開 
いた 抄 太 郎 は 、 竹 林 に 直行 。 し か し ビル の 建設 予定 地 に いた 
人 は 、 す べ て 人 竹 人 間 に な っ て し まっ て いた 。 妖怪 ・ 万 年 竹 の 
仕業 と 考え た 鬼太郎 た ち は 、 方 年 作 の 場所 を 知っ て いる と い 
う 金 林 の お 手伝い さん に 案内 し て も ら う 。 し か し 彼女 こそ が 
あか 。 お 人 作 2 ナ 婆 た ち も 竹 人 間 に き され る 。 
苦戦 する 鬼太郎 を 助け て くれ た の は また も シー サー だ っ た 。 























! ーー 

i「 妖怪 万 年 竹 」 で : 
! は 、 鬼 太郎 も 竹 人 : 
ま ! 間 に な っ て し まう 。: 
: し か し それ は 、 竹 : 
人間 に な る こと で : 
! その 本 体 を 見 破 ろ : 
: う と いう 、 和 鬼太郎 
! の 作戦 だ っ た 。  : 





演出 人 白土 武 脚本 人 星山 博之 作画 監 上 ウ 欠 清水 明 





第 076 話 】 








妖怪 小豆 連合 還 


1987 年 4 月 18 日 連 


由 


STORY 
ho、 人 
人 間 の 体 を 畑 に 小豆 を 栽培 する !? 


小豆 の 畑 が 枯れ て 困っ て いた 小豆 婆 、 小 豆 は か り 、 小 豆 洗 い 
の 3 人 に 、 小 豆 の 神様 は 容赦 な く 、 奉 納 を 出す よう に 迫っ て 
くる 。 そこで 3 人 は 、 自 分 た ちの 小豆 を 使っ た 食べ 物 を 人 間 
た ち に 無料 で 配っ た 。 そ し て 彼ら が 夜中 に 大 疲 を た た く と 、 

0 の その 人 の 著 分 を 吸収 し た 小豆 が 
収穫 で きる よう に し た の だ 。 調査 に 向かっ た 鬼太郎 も る 、 小 忌 
の と ぎ 汁 を か けら れ 、 人 小豆 の 湧き 出る 体 に な っ て し まう 。 養 
分 を 吸わ れ な が ら も 3 匹 と 激しい 戦い を 繰り 広げ 、 降 参 き せ 
た 鬼太郎 。 そ こ に 小豆 の 神様 が 現れ る 。 そ の 正体 は 凶作 時 に 
神様 の フリ を し て 現れ 、 農 民 を 困ら せる 妖怪 ・ 畑 外 潜 だ っ た 。 


砂 作 





























演出 @@ 芝 還 浩 樹 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 人 稲 野 義 信 





Nm ge ge ge nO 


。 SSssEASON 3 


で 


[小豆 連合 連合 宇 」 で | 
「 は 、 鬼 太郎 は 小 : 
の 生え る 顔 を 元 に : 
: 戻 す た め 、 一 度 降 
i 参 し て いる 。 小豆 : 
3 妖怪 は 、 ね ずみ : 
: 男 の 金儲け の 片棒 : 
: を 担 が きれ て いた 。: 





人 喰い 鳥 と 海 和 軸 


1987 年 4 月 25 日 放映 


い 


STORY 
ho、 
ウン チ に な っ て し まっ た 鬼太郎 !? 


ひと り の 若者 が 、 村 で 敬 わ れ て いた 伺 神 様 に 、 バ チ 当 た りな 
行為 を し て し まう 。 怒っ た 島 神 様 は 妖怪 ・ 人 食い 島 と な り 、 
娘 の 生け 音 を 要求 し て きた 。 手紙 を 受け た 鬼太郎 は 、 島 の 洞 
究 へ と 入っ て いく が 、 それ は 人 食い 島 の 胃袋 だ っ た 。 児 太郎 は 
強力 な 人 食い 島 の 胃液 に よっ て 溶かさ れ て 排 港 物 と な っ て し 
まう 。 そ れ を ね ずみ 男 に 発見 され 、 砂 か け 婆 の 秘薬 に よっ て 、 
何と か も と の 姿 へ と 戻る こと が で きた 。 そ の ころ 、 島 で は 長 
老 の 娘 ・ お と と が 、 生 け 旨 と し て 人 食い 島 に 捧げ られ て いた 。 
駆け つけ た 鬼太郎 が 、 お と と を 追っ て 人 食い 島 の 中 に 入る と 
人 食い 鳥 に 寄生 し て いた 妖怪 ・ 海 和尚 が 姿 を 現し た 。 


原作 
1 人 1 
: ね ずみ 男 が 先 に 現 
り 、 村 民 を ! 
i だ ます 点 な ど は 
叶 人 食い 島 」 に 同 : 
: じ 。 た だ し 海 和尚 
: は 登場 せ ず 、 此 大 
: 郎 は 胃液 で 人 食い ! 
: 島 を 溶 か せ て 退治 。! 






































演出 多 堪 川 有 吾 脚本 信 式 上 純 希 作画 監督 人 柳瀬 譲二 








【 第 077 話 】 


妨 怪 手 の 目 と 地獄 の 僚 児 


1987 年 5 月 2 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bi 人 
自分 を 封印 され た 手 の 目 の 復讐 劇 


立ち 入り 禁止 の 「 入 ら ず の 山 」 に 入り 、 珍 し い キ ノコ を 採っ 
て いた 六助 と 叔父 。 2 人 は 奇妙 な 扉 を 見 つけ て その 中 へ 入り 、 
地下 神殿 に ある 若返り の 泉 で 妖怪 を 見 つけ る 。 六助 た ち は 逃 
げ 出 し て きた が 、 そ れ 以 降 、 村 で は 妖 惨 ・ 餅 鬼 に 人 間 が 細 わ 
れる 事件 が 多発 。 鬼 太郎 は 村 へ 駆け つけ る が 、 す で に 村 は 餅 
鬼 の 襲撃 を うけ て いた 。 第 太 郎 は 村人 を 救う た め 入 ら ず の 山 
へ 向かう が 、 現 れ た 妖怪 ・ 手 の 日 の 金縛り 光線 を 受け て 捕 ら 
われ て し まう 。 手 の 目 は 自分 を 餅 鬼 と 一 緒 に 封印 し た 人 間 に 
恨み を 持ち 、 餅 児 を 掌握 し て 人 間 を 襲わ せよ うと し て いた の 
だ 。 隙 を 見 て 脱出 し た 擬 太 郎 は 、 再 び 手 の 目 に 戦い を 挑む 。 


原作 
5 5 
i 鬼太郎 の 登場 し な : 
i い 作品 「 迷 路 | は 、: 
僚 鬼 の いる 山 に 入 : 
っ た 人 間 が 、 し つ : 
こく 鱗 鬼 に 付き ま : 
: と われ 、 謀 われ る 
そこ に 「 手 の : 
を 絡め た 。 : 





























冊 





















話 
i 目 」 


演出 佑 明 比 正行 脚本 人 星山 博之 作画 監督 旬 清 山 滋 財 








[第 078 話 】 


マン モス フラ リー と 山男 


1987 年 5 月 16 日 放映 


STORY 
hb、 


妖怪 と 文明 の 力 を 融合 し た 妖怪 戦車 が 街 を 救う 
ね ずみ 男 が 宝探し を し て いる と 、 凍 っ た 原始 人 を 発見 する 。 
原始 人 の 正体 は 妖怪 ・ 山 男 だ っ た 。 ね ずみ 男 は TV に 売っ て 大 
も うけ を 考え る が 、 文 明 を 嫌う 山男 は 逃げ 出し て し まう 。 そ 
し て 山男 が 町 を 耕し 、 マ ン モ ス フ ラ ワー の 種 を まく と 、 町 は 
太古 の 巨大 植物 に 覆 わ れ て いっ た 。 き さら に その 胞子 を 吸い 込 
ん だ 人 間 た ち は 、 文 明 を 捨て て 原始 時 代 へ の 志向 を 持つ よう 
に な る 。 切り 倒せ な い 古 代 植 物 に 困っ た 鬼太郎 た ち は 、 夜 行 
さん か ら 妖 尾 と 文明 の 力 を 融合 し た 妖怪 戦車 を 借り 受け る 。 
それ に 乗り 込ん だ 上 擬 太 郎 は 町 へ と 向かい 、 マ ン モ ス フ ラ ワー 
を 撃退 。 鬼 太郎 に 説得 され た 山男 は 、 再 び 眠 り に つい た 。 


原作 1 
! 2 H 
: 鬼太郎 以外 の 水木 
: 作 癌 「 マ ン モ ス フ : 
: ラ ワー』 と 原始 ! 
! さん 』 を 、 ア レン : 
しみ 論 だ! 
i リ ー。 山 男 が 原作 | 
i: の 原始 さん の 役割 
: を 果たし て いる 。: 















































演出 人 葛西 治 脚本 信 武 上 純 負 作画 監督 代 清 山 滋 崇 














[第 079 話 】 ーーーー【 第 080 話 ナーーーーーーーーーーーー 
妖怪 や また の お ろ ち 妖怪 吹 消 党 プロ レス 地紋 
1987 年 5 月 23 日 放映 1987 年 5 月 30 日 放映 


鬼太郎 が 呼子 の 「 山 彦 の 術 」 で 分 身 ! 

ユメ コ の 友だち の 弘 が 、 遠 足 先 で 姿 を 消し た 。 犯人 は 呼子 だ 
と いう が 、 無 実 を 主張 する 呼子 は 、 鬼 太郎 と ユメ コ と 一 緒 に 
現場 へ と 向かう 。 現場 で 開 こ えた 呼子 の 声 を た どる と に せ 呼 





子 が 現れ 、 に せ 呼 子 が 持つ ダイ ヤ モ ン ド に 触れ た 鬼太郎 た ち は 





八 俣 大 由 の 待つ 異 次 元 へ と 引き ずり 込ま れる 。 そ こ で 弘 を 発 
見 する が 、 鬼 太郎 た ちゃ 捕まっ て し まっ た 。 八 俣 大 蛇 に 生け 
費 を 捧げ る た め に 、 に せ 呼 子 が 人 間 を 謗 っ て いた の だ 。 し か 
し に せ 呼 子 も 、 八 俣 大 蛇 か ら 解 放 ほ れ た が っ て いた 。 そこで 
呼子 と に せ 呼 子 が 協力 し て 、 脱 出し た 鬼太郎 に 「 山 彦 の 術 」 





を か ける 。 それ に より 鬼太郎 が 分 身 し て 八 俣 大 蛇 に 立ち 向かう 。 


原作 
4 人 H 
i 鬼 太郎 以外 の 水木 : 
: 作 品 「 や また の お 
! ろ ち 」 を モチ ー フ : 
! に し た スト ー リ ー。! 
! 原作 の 中 で は 八 俣 : 
i 大 蛇 の 住 むせ ダイ ヤ 
モン ド は 「 解 放 石 | 
: と 呼ば れる 。 





演出 久石 田 昌 久 脚本 僅 大 橋 志 吉 





作画 監督 代 松 本 朋之 





鬼太郎 が プロ レス の リン グ に 上 が っ た ! 
ね ずみ 男 は ポン コツ 女子 プロ レス ラー・ タ ンク 松竹 を 強く し 
て 、 人 金儲け し よう と 考え る 。 そ こ で 人 の 運命 すら 吹き 消せ る 
妖怪 ・ 吹 消 姿 に 、 タ ンク の 運命 を 変え て も ら っ た 。 凶暴 化し 
た タン ク は “スー パー タン ク ” と な り 、 チ ャ ン ピ オ ン を 倒す が 、 
暴力 の 衝動 を 抑え きれ ず 、 ゴ ング の 後 も 戦い 続け る 。 観 客席 
に いた 鬼太郎 は 、 バ ッ ク に 妖怪 の 影 を 感じ て リン グ に 上 が る 
が 、 逆 に 痛め つけ られ て し まう 。 そ し て ね ずみ 男 は 、 タ ンク 
を 利用 し て 銀行 強盗 を 企む 吹 消 婆 の 計画 を 知り 、 行 きす ぎ だ 
と 感じ て 鬼太郎 に 相談 。 鬼 太郎 は 、 勝 っ た 者 に 従う と いう 控 
つき の 「 妖 怪 挑戦 状 ] を タン ク と 吹 消 疲 に 突き つけ た 。 
原作 

1 人 1 
i「 吹 消 詞 ] で は 、 ど ! 
: ん くさ い レ スラ ー・: 
! 太鼓 の ドン 子 が 吹 
: 消 疲 の 「 手 相 が を 
: し |」 の 衛 の 機 牲 に な : 
| る 。 ね ずみ 男 も 最後 
: まで 、 吹 消 婆 に 加担 ! 
! し て いる 。 





演出 久生 頼 昭 憲 脚本 信 武 上 純 希 作画 監督 僅 入 好 さと る 





ト こ 
に = 
で 











【 第 081 話 } 【 第 082 話 】 


コン ビビ 妖怪 手長 足 長 妖 民 串刺し 入道 




























































































































































































































































































1987 年 6 月 6 日 放映 1987 年 6 月 13 日 放映 
いり 0 
STORY STORY 
5 了 ee 凍 
ね ずみ 男 、 計 算 外 の 大 手柄 !? 妖怪 標本 に され て し まっ た 鬼太郎 
鬼太郎 は ユメ コ と 一 緒 に 、 ね ずみ 男 が 始め た 「 タ コタ コ 大 変 動物 た ち を 標本 に し て 、 そ の 能力 を 自分 の も の に で きる 妖 
化 シ ョ ー」 を 見 に 行く 。 そ こ で は さま ざま な 動物 の 顔 を し た 怪 ・ 貼 刺し 入道 は 、 今 度 は 子供 の 標本 が ほし いと 部 下 に し た 
タコ が 芸 を し て いた 。 鬼太郎 に は どう 見 て も 作り 物 に は 思え ね ずみ 男 に 命令 する 。 ね ずみ 男 は 昆虫 採集 を し て いた 少年 ・ 
ず 、 タ コ た ち に 事情 を 聞く と 、 コ ン ビ 妖怪 ・ 手 長 足 長 に 姿 を ツトム を 、 串 刺し 入道 の いる 寺 へ と 導い た 。 ツ トム は 帳 刺し 
変え ら れ た と いう 。 それは 300 年 前 に 海 で 暴れ て いた 手長 足 長 入道 に 捕まり 、 標 本 に され る 恐怖 を 味わっ た こと で 初め て 命 
を 封じ 込め た 、 大 ダコ へ の 復讐 だ っ た 。 事 件 を 解決 すべ く 動 大 功 き を タ え る 。 そし て ッ ト ん が が し で や っ クワ カク 
いた 叔 太 郎 も 手長 足 長 に 襲わ れ て 、 仲 間 た ち を タコ に され て 、 鬼 太郎 に 事件 を 知ら せ て くれ た 。 邊 太 郎 は 串刺し 入道 に 
し まう 。 そ し て 毎 太郎 は 目玉 お や じ の 助言 に 従い 、 手 長 足 長 昌和 今度 は 妖怪 の 能力 を ほし が っ た 串 刺し 入道 に きま ざ 
を 封じ 込め る た め に 要 石 を 手 に 入れ る 。 し か し 手長 足 長 を 使 Ph ます 
い 金 儲け を し た いね ずみ 男 に 、 要 石 を 奪わ れ て し まう 。 絶 体 絶命 の ビンチ を 救っ た の は 、 砂 か け 婆 の 妖術 だ っ た 。 
原作 。 : 原作 
H 人 ! H 人 
i| 手 長 足 長 ] を 比 : | 車 刺し 入道 ] に 、: 
! 革 的 忠実 に 再現 。: : 標本 作り が 趣味 の : 
1 の 23 の ヨー 1 
! を 初め に 見 に 行っ : i が 登場 。 標 本 に し : 
| た 砂 か け 姿 は 、 タ i た 動物 の 唐 
i コ た ち が 作 り 物 で : : に 入れ られ る と いう : 
: は な いこ と を 第 太 : : の は 、TV オ リ ジ ナ : 
に 力説 する 。 : ル の 設定 。 
脚本 人 星山 博之 演出 多 岡 崎 稔 作画 監督 久 平 田 か ほる 脚本 念 大 橋 志 吉 演出 代入 川 有 吾 作画 監督 氏 稲 野 正 信 
[第 083 話 } 【 第 084 話 
0 ご 3 本 還 記 り と こう 間 
雨 神 ユ ム チャ ッ ク 伝 説 地獄 一 周 ! 妖 怪 マ ラ ソ ン 
1987 年 6 月 20 日 放映 1987 年 6 月 27 日 放映 
り 0 
STORY STORY 
ho、 人 ho、 人 
人 間 の 欲 に よっ て 封印 され た ユー トピ ビア 目玉 お や じ が マラ ソン 大 会 を 企画 !? 
は る か 背 、 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク は 美しい 心 を 持つ 人 々 の 楽園 ・ 鬼太郎 が 町 で 見 か けた 少女 が 飛び 降り 自殺 を 図り 、 意 議 不 明 
ユー トピ ビア の 番 人 に 雨降り 小僧 を 指名 し 、 金 の 笛 を 託し た 。 の 重体 に な っ て し まう 。 彼女 は 梅 ノ 木 花子 と いい 、 全 国 大 会 
現代 、 考 古 学者 の 内 田 は 、 そ の 向 を 所 有 し て いる 娘 ・ カ ル メ で 2 連 加 を 果たし た 優秀 な マラ ソン ラン ナー だ っ た 。 し か し 
ン か ら 強 引 に 笛 を 奪っ て 吹か せ 、 財 宝 を 日 当て に ユー トピ ア 今期 は 予選 で 破れ 、 生 きる 希望 を と 失っ て 自殺 を 図っ た の だ っ 
に 入る 。 そ し て 財宝 を 手 に し た が 、 外 に 出る た め に も 向 が 必 た 。 花 子 に 生き る 希望 を 取り 戻さ せよ うと 、 目玉 お や じ は 地 
要 で ある た め 、 笛 を 吹け る カル メン を ユー トビ ア に 呼 ぼ うと 獄 マ ラ ソ ン の 計画 を た て る 。 地獄 で 花子 が 目 を 覚ます と 間 席 
雨降り 小僧 を 懐柔 。 雨 降り 小僧 に カル メン が 信仰 する 雨 神 ユ 大 王 が 現れ 、 妖 怪 た ちと と も に 地獄 を 一 周 す る マラ ソン に 参 
ムチ ャ ッ ク の ふり を させ て 、 カ ル メ ン を 生け 吾 に 要求 させ る 。 加 し て 、 ゴ ー ル まで 走り ぬく よう に 命令 。 初 め は や る 気 を 見 
カル メン の 妹 ・ ア ル メ ラ か ら 相 談 を 受け た 鬼太郎 は カル メン せな か っ た 花子 も 、 鬼 太郎 の 挑 玩 に よっ て 持ち 前 の 負け ん 気 
を 救 お うと 、 子 泣き 爺 ら ちら と と も に ユー トピ ビア に 乗り 込む 。 を 刺激 ほれ 、 ゴ ー ル を 目指 し て 走り だ し た 。 
原作 en 原作 
1 ンコ ! で 
財 雨 神 ユ エム チャ ッ : 地獄 マラ ソン ] | 
! ク 」 が モチ ー フ 。 :「 を ほぼ 忠実 に | 
! 原作 で は ユカ タン ! : 現 。 原 作 で は 、 地 
「 半 島 の 町 を 舞台 ! 獄 マ ラ ソ ン で ゴー! 
! に 、 雨 神 ユ ムチ ャ : : ル し た 花子 が 、 そ : 
「 ッ ク の 生け 連 に な : : れ と 同時 に 病室 で ! 
: る カル メン を 内 田 : i 目 覚め る と ころ で ! 
! ら が 止め る 。 : 物語 が 終わ る 。 : 








脚本 信 直 上 純 希 演出 多 芝 田 浩樹 作画 監督 旬 松 本 勝 次 脚本 欠 星 山 博之 演出 人 白土 起 作画 監督 人 清水 明 


ge ge ge nO 


< | 計 SEASON 3 








【 第 085 話 } 


河 章 一 族 と た くろ う 火 


9 


STORY 
Bo、 人 
ユメ コ の 弟 ・ 星 郎 が 河童 に な つっ ちゃ っ た 


学校 に 嫌気 が 差し た 星 郎 は 、 の ん びり 過ごせ る 妖怪 に 憧れ て 
いた 。 そ し て 星 郎 は 、 人 間 に 憧 れ て いる 河童 の 少年 ・ 三 吉 に 
会 う 。 そ こ へ 妖怪 ・ た くろ う 火 が 現れ 、 あ る 徳利 を 河童 天国 
へ 持っ て いく こと を 条件 に 、 星 郎 と 三吉 の 体 を 入れ 替え た 。 
そし て 徳利 に 入っ て まん ま と 河 童 天国 に 潜り 込ん だ た くろ う 
火 は 、 河 童 天国 を 支配 し よう と 暴れ 始め る 。 一 方 、 や は り 人 
間 の 生活 が 合わ な い 三 吉 は 鬼太郎 の 家 を 訪れ 、 河 童 に 戻し て 
ほし いと 頼む 。 2 人 の 姿 を 入れ 替え た の が 、 怠 け 者 の 乱 耕 妖 


























怪 ・ た くろ う 火 だ と 知っ た 日 玉 お や じ と 叔 太 郎 は 、 よ か ら ぬ 
こと が 超 き て いな いか と 心配 し 、 








駆け つけ た 。 


: 硫 作  : 
H Nr 3 
: 鬼太郎 以外 の 水木: 
: 作品 河童 の 三平 ]: 
は 、 少年 ・ 三 平 が 、 

! 河童 と と も に 募ら : 
1 し て 時 々 河童 と 入 : 
: れ 茜 わる 。 こ れ が : 
i 下 敷き で は な い だ 

! ろう か 。 


河 章 天 国 に 





演出 久石 田 昌 久 作画 監督 久松 本 朋之 


脚本 念 大 橋 志 吉 





脚本 久 武 上 純 希 演出 欠 葛 西 治 
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9 


STORY 
ho、 人 
獅子 頭 に と り 革 い た ペナ ン ガ ラン の 復讐 劇 


北陸 の 城下 町 で ね ずみ 男 は 、 泥 棒 が その 家 の 獅 子 頭 を 封じ て 
いた 魔 除け の 札 を は が 6 ころ を 日 撃 す る 。 封印 を 解 か れ た 
獅子 頭 は その 家 の 娘 ・ を きら い 、 彼 女 の 体 を 使っ て 悪事 


を 働き 始め た 。 Me か つて ユミ の 先祖 に 封印 され た こと 
に 対す る 復讐 だ と いう 。 現 れ た 卿 子 頭 を 鬼太郎 が 攻撃 する と 、 
苦し む ユ ミ の 声 が する 。 獅子 頭 へ の 攻撃 は 、 ユ ミ を 傷つけ て 
し まう の だ 。 何 も で き な い 鬼太郎 は 、 一 度 は 獅子 頭 に 火 だ る 

ま に さ れ て し まう 。 し か し 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 竜巻 を 起こ し て 、 
ユミ か ら 獅 子 頭 を 追い 出す こと に 成功 する 。 す る と 獅子 頭 の 
中 か ら 、 











寄生 妖怪 ・ ペ ナン ガラ ン が 現れ た 。 
原作 


! ーー : 
財 ペ ナン ガラ ン 」 : 
: が 原作 。 笑子 頭 に : 
: と り 還 いた ペナ ン ! 
: ガラ ン が 、 そ の 家 : 
: の 娘 を 寄り 代 に 悪 : 
: 事 を 働く 。 攻撃 す 
る と 娘 が 苦し むと : 
: いう 設定 は な い 。: 








作画 監督 人 柳瀬 譲二 





脚本 人 星山 博之 演出 多 生 頼 昭 憲 
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妖怪 香炉 問 芝 の 軍団 


ゅ 


STORY 
hb、 
ぬら り ひ ょ よん が 鬼太郎 の 下駄 を 履く ! 


氷 ら り ひ ょ ん は ね ずみ 男 に 太 郎 の 下駄 を 盗ま せ 、 そ れ を 履 
いて 夢 の 世 界 へ と 向かっ た 。 そし て まく ら 返 し か ら 春 っ た 「 妖 
性 香 炉 ] を 使い 、 人 間 た ち に 悪夢 を 見 せ 始 め た 。 そ の せい で 
人 間 た ち は 、 総 じ て 寝 不足 に な っ て し まう 。 こ の 事件 が 夢 の 
世界 に 渡っ た ぬら り ひ ょ ん の 仕業 と 知っ た 鬼太郎 た ち は 、 夜 
行き ん か ら 借り た 「 く じ ら 飛 行 船 ] に 乗っ て 夢 の 世界 へ 。 し 
か し ぬら り ひ ょ ん は 妖怪 香炉 の 力 で くじ ら 飛 行 船 を 撃墜 、 鬼 

太郎 た ち は 捕え られ る 。 そ こ か ら 何 と か 脱出 し た 鬼太郎 は 、 
改め て で ぬらりひょん と 対決 。 ぬ ら り ひ ょ ん は 妖怪 香炉 を 使い 、 
鬼太郎 に 恨み を 持つ 妖怪 の 魂 を 実体 化 さ せ て 襲っ て きた 。 


原作 

1 る 1 
| 再生 妖怪 軍団 の 反 : 
: 撃 ! の 巻 ] で は 、: 
ね ずみ 男 が ぬら り ! 
ひ ょ ん の 命令 で 掘 
り 出 し た 妖怪 香 炉 
か ら 、 鬼 太郎 が こ 
: れ ま で 倒し た 英 妖 
! 怪 が 復活 し た 。 
















































































作画 監督 信 清 員 
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不 思 議 な 妖 犬 タロ ー 


1987 年 8 月 1 日 放映 


ゅ 


STORY 
の デ 


うぬぼれ る 鬼太郎 を 目玉 お や じ が 制裁 !? 
鬼太郎 は シー サー に 、 こ れ ま で の 戦い を 振り 返っ て 自慢 げに 
語っ て いた 。 そ ん な 鬼太郎 の 自信 過剰 ぶり を た し な め る べく 、 
目下 お や じ は ある 計画 を 進め て いっ た 。 そ ん な ある 日 、 ユ メ 
コ は 一 匹 の 野良 犬 を 拾う 。 タ ロー と 名 づけ られ た その 大 に 妖 
力 を 感じ た 鬼太郎 は 疑念 を 抱い て 、 ユ メ コ を 守る た め に 戦い 
を 挑む が 、 鬼太郎 の 妖力 は まっ た く 通 用 し な い 。 じつは タロ ー 
の 正体 は 、 鬼 太郎 を た し な め る べく 目玉 お や じ に 請 わ れ て 日 
本 に 来 た 、 チ ベッ ト の 仙人 だ っ た の だ 。 仙人 は 正体 を 現し 

鬼太郎 に 自分 の 弟子 と 戦っ て みる よう に 命令 する 。 し か し そ 
の 弟子 に も 、 鬼 太郎 の 攻撃 は まっ た く 通 用 し な か っ た 。 

1 原作 
、。 1 Mo 6 
| | 「「 妖 犬 ] で は 、 欲 : 
| 「 望 を 捨て る た め に 
"人" を 捨て 、 犬 : 
! と し て 生き る こと : 
: を 選ん だ 仙人 が 、: 
| : 鬼 太郎 た ち に 正体 

気づか れる が 返 
り 討 ち に する 話 。 





































































































































































脚本 久 大 橋 志 吉 演出 久川 有 吾 作画 監督 氏 松 本 朋之 








【 第 089 話 】 【 第 090 話 】 


木 の 子 と 妖怪 山 天狗 妖精 ニク ス の 青い 涙 
























































1987 年 8 月 15 日 放映 1987 年 8 月 22 日 放映 
0 0 

STORY STORY 

ウー ウー 
人 間 と の 暮らし を 選ん だ 妖怪 た ち 人 間 の スト レス が 怪獣 に な っ て 襲っ て くる ! 
5 年 前 に 少女 ・ モ モコ が 行方 不明 に な っ た 「 天 狗 の 森 ] に 松 上 級 妖精 に な り た い 西 洋 妖 精 ・ ニ クス に 、 日 本 で 時 間 に 追 わ 
茸 採り に 入っ た ね ずみ 男 は 、 足 を 滑ら せ て 「 妖 怪 の 森 ] に 入る 。 れ て 働く 100 人 の 人 間 を 解放 し ろ 、 と いう 試練 が 与え られ た 。 
そこ で モモ コ を 見 つけ た ね ずみ 男 は 、 モ モコ を 離し た く な い ニク ス は 日 本 人 の スト レス を 、 青 い 涙 に 変え て 回 収 し て いく 
木 の 子 た ち に 捕まっ て し まう 。 し か し モモ コ は ね ずみ 男 と する と 人 間 は 働か ず に 、 遊 ん で 暮らす よう に な っ て し まっ た 。 
会 っ て 次 第 に 外 の 世界 を 思い 出し 、 帰 り た いと 思い 始め て い ユメ コ は 働か な く な っ た 父親 を 心配 し 、 指 太郎 に 相談 する 。 
た 。 そ の ころ 鬼太郎 は ね ずみ 男 を 捜す た め 、 幼 いこ ろ モ モコ 犯人 の 検討 も つか な い 鬼 太郎 は 、 井 戸 仙 人 に 相談 。 そ し て 井 
と 友だち だ っ た ユメ コ を 連れ て 、 森 へ と 向かう 。 そ し て 森 に 戸 仙 人 か ら 、 人 犯人 の 妖精 ・ ニ クス の こと を 聞い た 鬼太郎 は 
現れ た 鬼太郎 を 見 て 、 モ モコ を 連れ て 行か れる と 思っ た 木 の ニク ス を 説得 し よう と 試み る 。 そ ん な と き 青 い 涙 の 入っ た 小 
子 た ち は 、 鬼 太郎 と 戦う 。 し か し まっ た く 歯 が 立た ず 、 や む 六 が 割れ 、 青 い 涙 は 巨大 な スト レス の 塊 と な っ て 禁 れ 始め て 
を 得 ず 封印 きれ て いた 凶悪 妖怪 ・ 山 天狗 を 解放 し て し まう 。 し まう 。 そ し て 鬼太郎 も る 、 そ の 中 に 存 み 込ま れ て し まっ た 。 


原作 
H の デ H 
i[ 木 の 子 ] で は 、 雑 ! 
: 誌 に スク ー プ され 
: た 森 の 中 の モモ コ : 
19 生計 4 
: 金持ち に な っ て い : 
| た モモ コ の 両親 が : 
i 鬼太郎 に 頼ん で 達 
! れ 戻 そう と する 。 : 


原作 

H hd H 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 





























演出 例 岡 崎 稔 脚本 傘 式 上 純 希 作画 監督 氏 平 田 か ほる 演出 人 芝田 浩樹 脚本 久 星 山 博之 、 金 巻 兼 一 作画 監督 代 稲 野 義 信 

第 091 話 】 第 092 話 

怪 ハ ンタ ー ヒ 一 族 人 喰い 家 と 妖怪 家 鳴 
妖怪 ハン 一 族 ! い I 
1987 年 8 月 29 日 放映 1987 年 9 月 26 日 放映 

STORY STORY 

の デ の デ 
め ぬらりひょん た ち 悪 党 妖 怪 と 協力 する ! 夜行 さん の 妖怪 戦車 が 大 活躍 ! 
妖怪 の 天敵 ・ ヒ 一 族 に より 、 妖 怪 た ち が ぬ い ぐ る み に 姿 を 変 ユメ コ か ら ラ ブレ ター を も ら っ た ね ずみ 男 が 、 待 ち 合 わせ の 
えら れ て し まう 事件 が 続発 。 日 本 の 妖怪 界 を 支配 し た いぬ ら 場所 へ と 向かう と 、 そ れ は 骨 女 の ワナ だ っ た 。 骨 女 は 大 金 を 
り ひ ょ ん は 、 と ヒ - ー 遇 まあ 邊 も みす の が DBRON 6 に あい 、 チラ つか せ て ね ずみ 男 を 誘惑 し 、 人 喰い 家 の 食糧 と な る 人 間 
ぬい ぐる み に さ れ て し まっ た 。 必 死に 逃げ 出し た 朱 の 盤 は 、 を 調達 させ る 。 人 喰い 家 は 人 を 食べ る た びに 立派 な 家 へ と 姿 
鬼太郎 に 助け を 求め る 。 そこ に ヒー 族 が 現われ 、 鬼太郎 を 胡 っ を 変え る た め 、 行 方 不明 者 を 捜し て いた 鬼太郎 た ち は 気 が 付 
て ぬい ぐる み に し て し まう 。 目玉 お や じ た ち は 、 ヒ ー 族 を 退 か な か っ た 。 その 後 、 トス CE る の マシ = ン 
治し よう と 妖怪 決死 隊 を 組織 する が 、 ヒ ー 族 と 聞く と みん な が 人 喰い 家 だ と 知っ た 鬼太郎 た ち は そ の 家 に 乗り 込み 、 人 喰 
及び 腰 に な っ て し まい 、 人 数 が 集まら な い 。 し か し 討ち 入り い 家 の 家主 の 妖怪 ・ 家 鳴 と 戦う が 、 人 喰い 家 に 飲み 込ま れ て 
当日 、 そ ん な 危機 を 救っ て くれ た の は 、 一 度 は 同 四 を 断っ て し まう 。 そ こ で 鬼太郎 は シー サー に 璧 を 破 ら せ 、 人 喰い 家 か 
きた 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 配下 の 悪党 妖怪 た ち だ っ た 。 ら 脱出 。 夜 行き さん の 妖怪 戦車 の 力 を 借り よう と 考え る 。 

1 原作 原作 
妖怪 危機 一 髪 」 : 鬼太郎 以外 の 水木 : 


: で は 、 ヒー 族 に や : 
: ら れ た 妖怪 た ち は ! 
! ぬいぐるみ で は な : 
く 、 飲 食 店 の メ : 
ニュ ー と し て 調理 : 
され 、 テ ー ブ プル に 
上 っ て いた 。 


作品 『 一 万 人 目 の : 
男 」 で は 、 成 長 す : 
る 人 喰い 家 が 1 万 
i 人 入居 可能 な マン 
人 な り 、 満 
な っ た 瞬間 に : 
導 旨 














演出 多 高 西 治 脚本 候 武 上 純 布 作画 監督 代入 好 さ と る 





演出 人 寺 川 有 天 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 代 松 本 朋之 


| 議 KSEASON 3 


【 第 094 話 








【 第 093 話 ] 





進化 妖怪 か ぶ そ 


1987 年 10 月 3 日 放映 


0 


STORY 
ウー 
知恵 の 実 を 食べ た 妖怪 か ぶ そ の 悲劇 


人 類 の 文明 を 嫌う 月 の 妖怪 ・ 赤 頭 は 、 月 へ の 無人 探査 機 に 薔 
り 込 ん で いた 純朴 な 妖怪 ・ か ぶ そ に 「 知 恵 の 実 」 を 渡す 。 知 
恵 の 実 を 食べ た 生き 物 は 、 心 を 忘れ 知恵 に 振り 回 さき れる よう 
に な っ て し まう 。 かぶ そ と 、 か つて 知恵 の 実 を 食べ た と いわ 
れる 人 類 と の 戦争 を 期待 し た の だ 。 急激 に 進化 し 、 要 塞 を 築 
き 始 め た か ぶ そ の 文明 を 見 て 、 驚 く 鬼 太郎 。 そ の 日 の 夜 、 好 
奇 心から か ぶ そ の 要 褒 に 潜入 し た ユメ コ と ね ずみ 男 は 、 か ぶ 
そ た ち に 捕らえ られ て し まう 。 第 太郎 は 仲間 た ちの 助け を 僅 
り て 、 2 人 を 救出 する 。 そ し て か ぶ そ た ち が 誤 っ て 要 寒 の 中 
で 自爆 する と 、 月 か ら 黒 幕 の 赤 頭 が 姿 を 現 わ し た 。 


原作 
攻 o 
i 鬼太郎 以外 の 水木 : 
作品 [宇宙 取 』 で : 
: は 、 宇 宙 か ら 米 た : 
! 虫 が 、 人 類 の 進化 ! 
: の 過程 を わずか 4 : 
! -5 ヵ月 で 成 し 遂 : 
「! げ 、 ロ ケッ ト で 星 : 


! に 帰っ て いっ た 。! 






































UES= ト JllmES77A 


i 樹 脚本 人 直上 純 希 








高熱 妖怪 ぬけ 首 


1987 年 10 月 10 日 放映 


9 


STORY 
hb、 


妖怪 ブー ム に ぬけ 首 が 物申す ! 

妖怪 ブーム の な か 、 妖 怪 ・ ぬ け 首 は 自分 の 知名 度 が な いこ と 
に 腹 を 立て て いた 。 そ れ が 移 太郎 の せい だ と 思い 込ん だ ぬけ 
首 は 、 高 熱 を 発する 頭 を 分 離し て 鬼太郎 を 攻撃 。 鬼 太郎 が 誤 
解 を 解 こ うと する と 、 ぬ け 首 は 事実 を 確認 する た め に 、 ひ と 
まず その 場 か ら ま る 。 ま ず は ぬけ 首 を 冷静 に させ よう と 、 冷 
却 す る 役割 を 持つ 胴体 を 探す 鬼太郎 だ が 、 ね ずみ 男 が TV 番組 
に 出演 させ る た め に それ を 持ち 去っ て いた 。 熱 を 調整 で き な 
いぬ け 首 の 頭 は 、 膨 張 し 爆発 士 前 に 。 鬼 太郎 は 冷凍 妖怪 た ち 
を 呼び 冷却 を 頼む も 、 ぬ け 首 は 限界 を 感じ て 姿 を 消し た 。 事 
上 を 解決 する た め 、 鬼 太郎 た ち は ぬ け 首 の 胴体 を 必死 で 探す 。 


原作 

人 ! 
「 ぬ け 首 」 を 比較 | 
的 忠実 に 再現 。 原 
作 で は ね ずみ 男 に ! 
より 、 ぬ け 首 の 胴 : 
体 が 「 冷 気 を 発 す 
る 胴体 」 と し て 、: 
単独 で TV で 紹介 : 
され て いた 。  ! 











































演出 念 白土 式 脚本 人 @ 是 山 博之 作画 監督 で 清水 明 


【 第 096 話 





第 095 話 


天 い 妖怪 ヘン ラ ヘ へ ヘラヘラ 
1987 年 10 月 17 日 放映 


ゅ 


STORY 
に 
鬼太郎 が ヘン ラ ヘ ラ ヘ ラ と 笑い 出し た 


笑わ な い 少 年 ・ 金 大 を 心配 し た 母親 は 、 カ ウン セラ ー の ね ずみ 
協 に 治療 を 頼む 。 ね ずみ 男 は 金太 の 頭 を [妖怪 ケラ ケラ トン カ 
チ 」 で 叩き 、 金太 そっ くり の 笑み を 浮か べた 「 ヘ ン ラ ヘラ ヘラ 」 
を 誕生 きせ て 、 金 太 と 入れ 替え て し まっ た 。 と ころ が ヘン ラ ヘ へ 
ラ ヘ ラ は 、 塾 や を ゲー ムセン ター を 壊し 始め る 。 鬼太郎 が ヘン ラ 
ヘラ ヘラ の 後 を 追い か ける と 「 笑 い の 世 界 ] に た どり 着い た 。 
鬼太郎 は そこ で 入れ 区 えら れ た 子ども た ち を 見 つけ 、 家 へ 帰る 
よう に 説得 する が 、 子 ども た ち は 笑 い の 満ち た 世界 か ら 帰 り た 
が ら な い 。 そ こ へ 妖怪 ・ ケ ラ ケ ラ 女 が 登場 。 持 太郎 に 「 笑 い 粉 ] 
を 浴び せ て 、 ヘ ン ラ ヘラ ヘラ に し て し まっ た 














況 
当 
主 


i 笑 い を 強要 する ! 
| ケラ ケラ 学校 ": 
: を 開設 する 「 け ら ! 
: け ら 女 ] に 、 鬼 礎 : 
: 郎 以 外 の 水木 作品 : 
ヘン ラ ヘ ラ ヘ ラ 』: 
! の キャ ラ を 生か し 

! で 再 構成 し た 話 。 








演出 人 @ 今 沢 哲男 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 久 平 田 か ほる 








決戦 妖怪 吸血 軍団 


1987 年 10 月 24 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
スー パー 血液 で 鬼太郎 が 復活 


吸血 妖怪 樹 は 復活 する た め に 、 恐 山 に ある 強力 な 妖怪 の 血 を 
ブレ ンド し た 、 ス ー パ ー 血 液 を 狙っ て いた 。 ド ラキ ュ ラ は そ 
の じゃ ま に な る 鬼太郎 を 抑え を る た め 、 提 太郎 を 誘い 出し て 、 
し びれ 薬 を 飲ま せる こと に 成功 。 そ し て 鬼太郎 が 薬 を 飲ん で 
動け な く な っ て いる 間 に 、 南海 吸血 一 族 に 恐山 を 紅 わ せ 、 ス ー 
パー 血液 を 奪っ て いっ た 。 鬼太郎 は 島 の 2 人 の 子ども に 救出 
され た が 、 吸 血 妖 怪 綿 に 襲わ れ て 、 ミ イラ に され て し まう 。 
































し か し 子供 た ち が 機 転 を 利 か せ て スー パー 血液 の 入っ た つぼ 




















を 割り 、 床 に 流れ た 血液 を 鬼太郎 に 吸い 取ら せ て 復活 させ る 。 
吸血 軍団 と 鬼太郎 の 、 最 後 の 戦 い が 始ま っ た 。 
原作 | 
PP デ ! 
戦 | 小笠原 」 で 
: は 、 吸 血 妖怪 樹 は : 
i 復活 の た め に 妖怪 : 
: の 血 を 欲す る に と ! 
i ど ま る 。「 ス ー パ ー: 
: 血液 | と いう も の ! 
は 、 アズ メ オリジ! 
i ナル の 設定 。 
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【 第 097 話 】 【 第 098 話 


夫婦 妖怪 !? 皿 数 え 津波 妖怪 猛 霊 は っ きん 














































































































1987 年 10 月 31 日 放映 1987 年 11 月 7 日 放映 
0 り 
STORY STORY 
Bi 人 ho、 
ハタ 迷惑 な 夫婦 愛 に 振り 回 され る !? 両親 を 海 で くし た 少年 の 願い 
が 料理 を 乗せ た まま 、 ど こ か へ 消え て し まう 事件 が 頻発 し 祭り 見 物 に きた ユメ コ と 是 郎 は 少年 ・ 短 彦 に 出会う 。 智 彦 は 海 
て いた 。 そん な と き シ ー サ ー は 、 突然 現れ た 空 飛ぶ 皿 に 乗っ て 、 で 死ん だ 人 が な る と いう 妖怪 ・ 猛 霊 人 惨 が 現れ る 祭り の 日 に 
その 上 で 眼 り に お ち て いた 。 そ れ を 日 撃 し た ね ずみ 男 が 鬼 太 海 で くし た 両親 SN 抱 り の 日 、 立 ち 入 
郎 に 知ら せ 、 一 行 は 皿 の 後 を 追う 。 皿 が 行き 着い た 先 の 井戸 り 禁止 の 小鳥 に 行き 、 な い 箇 彦 を 心配 し た ユメ コ は 鬼太郎 
に いた の は 、 妖怪 ・ 皿 数 え を だっ た 。 皿 数 え は 妖力 を 失っ た 夫 ・ に 相談 する 。 0 着 す る と 、 水 精 徐 が 死体 を 猛 圭 
大 入道 に 食事 を 与え る た め に 、 事 件 を 起こ し て いた の だ 。 則 八 惨 に 変え て いた 。 猛 霊 人 惨 を 従え 「 妖 怪 水車 ] で 村 を 襲 お う 
数 え は 妖力 で 、 鬼 太郎 た ち を 皿 に し て し まう 。 鬼太郎 た ちと と する 水 精 人 徐 。 し か し 目玉 お や じ が 叶 び 寄 セ た 水 の 妖 性 た ち が 
の 戦い で 妖力 を 使い すぎ た 皿 数 を は 、 そ の 場 を 大 入道 に 任せ まこ 人 追っ て 、 猛 沿 人 惨 の 世 
て 井戸 の 中 へ 入ろう と する 。 その 隙 に 鬼太郎 た ち は 大 入道 を 界 へ 到着 する と 、 そ こ に は 智彦 の 姿 が あっ た 。 太 郎 は 化 火 を 
人 質 に し 、 怒 数 え に 妖術 を 解 か せる こと に 成功 し た 。 在 み 込み 、 て 水 折立 ちか う 。 
原作 原作 
H 人 ! で H 
i「 皿 合戦 ] で は 皿 : : 鬼太郎 以外 の 水木 
1 数 え の 狂 烈 な 攻撃 1 作品 「 妖 健 水車 」: 


で は 、 猛 霊 八 惨 製 : 
: 造 工場 を 見 た 少年 : 
「 は 、 猛 箸 人 惨 に 
i! な っ た 両親 に 会 : 

、“ 猛 霊 人 人 惨 の : 


: 世界 "を 垣間見 る 。! 


: に タジタジ に な っ 

: た 鬼太郎 は 、 一 度 : 
i は 退却 し よう と し : 
i: た が 「 ね な り 皿 ] : 
: の 術 に か か り 、 皿 ! 
: 数 え に 食わ れる 。: 

















演出 急 山 寺 昭夫 脚本 欠 大 


演出 久石 田 旧 久 脚本 食 星 山 紅 之 作画 監督 念 松本 朋之 
















































































ーーーーーーーーーー 一 第 099 話 【 第 100 話 ーーーーーーーーーー 
7 旧 巫 女 の 上 鬼太郎 抹殺 作戦 
は きも の 妖怪 化け ぞう り } の ! 4 
1987 年 11 月 14 日 放映 1987 年 11 月 21 日 放映 
り いり 
STORY STORY 
bo、 bb、 
捨て られ た 靴 が 人 間 に 逆襲 ! 操 ら れ た ユメ コ が 鬼太郎 の 魂 を 盗ん だ ! 
タダ シ は 、 十 い 洪 を 履き 続け る 居候 の ハル コ の せい で 新しい 女王 人 魚 と 半 魚 人 の 結婚 を 祝福 する 鬼太郎 た ちの 前 に 、 長 寿 
靴 が 買っ て も ら え な いと 思い 、 自 分 の 靴 と ハル コ の トゥ ー の た め に 女王 人 魚 を 狙う 鬼 道 が 現れ た 。 鬼 太郎 に 撃退 され 
シュ ー ズ を 捨て て し まう 。 す る と 夜中 に 靴 が 勝手 に 歩き 出し 、 た 鬼 道 衆 は 、 首 領 の 八 百 比丘 尼 に 報告 。 八 百 比丘 尼 は 鬼太郎 
どこ か へ 行っ て し まっ た 。 じ つ は ハル コロ の トゥ ーシュ ー ズ は を 倒す た め に ユメ コ を 捕らえ 、 上 
下 親 の 形見 で あり 、 そ れ を 知っ た タダ シ は 、 慌 て て 鬼太郎 に 換 し て 、 ユ メ コ の 姿 を 鬼 巫 女 へ 変え て し まう 。 鬼 巫女 は 強力 
時 を 捜し て ほし いと 依頼 する 。 そ の ころ 捨て られ た 湯 は 、 町 な 圭 力 で 鬼太郎 の 魂 を 絵馬 に 閉じ 込め て し まい 、 女 王 人 魚 を 
で 暴れ 出し て いた 。 鬼太郎 は 靴 を 一 足 捕まえ て お と り に し 、 さら うこ と に 成功 。 一 方 、 結 界 で 神社 の 中 に 入れ な い 卓 玉 お 
黒幕 の 妖怪 ・ 化 け ぞ うり を あぶ り だ す 。 化け ぞう り は 、 靴 を や じ た ち に 代わ り 、 半 妖怪 の ね ずみ 男 が 潜り 込み 、 絵 馬 を 取 
粗末 に 扱う 人 間 た ち に 復讐 し て いた の だ 。 鬼太郎 は 化け ぞう り 戻 す 。 復 活 し た 鬼太郎 は 鬼 巫 女 と 戦 お うと する が 、 そ の 正 














り に 妖力 を 吸い 取ら れる が 、 砂 か け 婆 の 妖術 に 救 わ れる 。 体 が ユメ コ だ と 知り 、 困 惑 し な が ら も 必死 で 呼び か ける 。 


1 デー ! bo 1 
化け ぞう り 」 で : 「 鬼 道 衆 ] は 、 海 
: は 、 化 け ぞ うり は : 辺 で 捨 われ 、15 歳 
! は きも の 界 で 圭 の : : まで 人 間 と し て 育 ! 
管理 を し て いる 立 : て られ て いた 女王 : 
最後 に は 鬼 太 : S 



































: 人 魚 が 道 来 に 狙 
5 の リモ コン 下駄: 5 : われ て 、 鬼 太郎 が : 

、 化 け ぞ うり の : | それ を 助け る スズ: 
事 を 手伝う 。 i トー リー。 














y 沢 哲男 脚本 信 武 上 純 希 作画 監督 代 平 田 か ほる 





演出 人 今 





演出 全 川 有難 脚本 久山 崎 晴 哉 作画 監督 欠 松 本 朋之 


人 | ge ge ge no 


、 ISeSEASON 3》 


to | 








【 第 101 話 上 【 第 102 話 


妖怪 捕物 帖 獲 騒 動 お て ん ば 魔女 ジニ ヤー 































































































の 魔力 で クラ ス メ : 
を 従え て 、 銀 5 


と 思わ れる 。 長 : 
| 球 


1987 年 12 月 12 日 放映 1987 年 12 月 19 日 放映 
り 9 
STORY STORY 
hb、 Bb、 

江戸 時 代 版 妖怪 捕物 奇談 ! 父親 思い の 魔女 の 行 Mg 
時 は 江戸 時 代 。 縛 間 屋 ・ 山 形 屋 の 使用 人 が 一 夜 に し て 3 人 も アラ ビア か ら の 転校 生 ・ ジ ニヤ ー は 、 ね ずみ 男 か ら 妖 怪 病院 
殺さ れる 事件 が 起き る 。 そ こ へ 旅 の 眠 無 僧 が 現れ 、 犯 人 は 山 の 知内 し ct な 。 け を 引き 連れ て 妖怪 病院 を 襲っ 
形 屋 で 飼っ て いる 獲 ・ お 下 だ と いう 。 そ の 言葉 を 信じ 、 お 玉 た ジニ ヤー は じつは 魔女 で 、 病 に 倒れ た 父親 を 治療 し て も ら 
を 殺 そ うと する 大 人 た ちか ら 守 る た め 、 娘 の お 夢 は お 玉 を 抱 お うと 、 妖怪 病 院 か ら 腕 の いい 医者 を 誘拐 し に 来 た の だ 。 そ 
いて 家 を 飛び 出し た 。 し か し お 玉 に は 逃げ ば られ て し まい 、 お の ころ 妖 人 病院 に は 、 妖 怪 結膜 料 で 入院 中 の 目玉 お や じ が い 
夢 は 偶然 出会っ た ネコ 娘 に 、 鬼 太郎 を 紹介 され る 。 調査 を 始 た 。 異変 を 知り 駆け つけ た 鬼太郎 は 、 ジ ニヤ ー が 指輪 か ら 呼 
め 虚 無 僧 が 怪し いと 考え た 鬼太郎 は 、 山 形 屋 の 家族 を 鬼太郎 び 出 し た 吾 使い の 魔法 で ネズ ミ に され て し まう 。 し か し 和 鬼 太 
ファ ミリ ー と 総 入れ 暮 え し 、 犯 人 の 正体 を 暴 こ うと し た 。 そ 郎 は すぐ に 砂 か け 朗 の 術 で 元 に 戻り 、 ジ ニヤ ー を 追い 詰め る 。 
の 夜 、 妖 怪 ・ 板 鬼 が 現れ て 一 家 を 殺 そ うと する 。 す べ て は 山 と ころ が 彼女 の 悲鳴 を 聞い て 、 ア ラビ ア の 「 魔 法 の 国 」 に い 
形 屋 の 財産 目当て の 、 虐 無 僧 に 接し た 百々 区 の 陰謀 だ っ た 。 る は ず の 父 ・ 廃 王 が 現れ 、 鬼 太郎 を 一 方 的 に 攻撃 し 始め た 。 

原作 原作 

1 1 1 

i「 氏 駐 の 恋 ] が プ ! | 訟 女 ジニ ヤ ャ ー」 で : 

! ロット 上 の モチ ー! 「 は 、 ジ ニヤ ー は そ : 

0 











! 怪 ・ 符 又 に な り 、: ! 行 強盗 な どの 感 事 ! 
: 世話 に な 0 ! を 働く 。 魔 力 の 元 
: の 飼い 主 を その 妖 : : は 指輪 で は な く 、 

: 力 で 守る 話 。 | i 精霊 煙草 ] だ っ た 。! 


演出 欠 明 比 正行 脚本 人 星山 博之 作画 監督 人 で 山口 泰弘 演出 欠 葛 西 治 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 今 松本 朋之 





ーーーー モ ーーーーーーー テ 第 0 は ま ーーーーーーー ーーーーーー 


純愛 メリ カ べ と お し ろ い 鑑 。 謎 の 妖怪 狩り ツア ー 





第 104 話 ーーーーーーーーーー 





















































1987 年 12 月 26 日 放映 1988 年 1 月 9 日 放映 
り 0 

STORY STORY 

lb、 lb、、 
ぬり か べ と 上 鬼太郎 の 大 激闘 ! 鬼太郎 が 寂れ た 旅館 を プロ デュ ー ス 
鬼太郎 は 美女 に 、 行 方 不明 の 娘 ・ 仙 子 を 捜し て ほし いと 頼ま ユメ コ の 母親 か ら 思 師 が 経営 する 寂れ た 旅館 「 水 木屋 ] の 復 
れる 。 そ の ころ ぬり か べ は 雪山 で 迷子 に な っ て いた 少女 ・ 紅 興 を 頼ま れ た 太 郎 は 、" 妖 怪 と 遊べ る 旅館 「 を うた い 文 句 に 
子 を 助け て いた 。 つ らら で 目 を 痛め 、 0 の 夫 客足 を 伸ばそ うと 、 妖 怪 た ち に 協力 を 求め た 。 そ の 話 を 知っ 
紅子 は 、 ぬ りか べ を 祖父 の 茂 作 だ と 思い 込 そこ に 現れ た た ぬら り ひ ょ ん は 、 ね ずみ 男 を 金 で 釣り 、「 妖 怪 狩 り ツ アー」 
鬼太郎 と 美女 は 寺 。 生 交 放 二 ら 7 信和 き が と し て 宣伝 きせ る 。 す る と 暴力 団 が 客 と し て 来 て 、 旅 館 で 暴 
雨 を 知ら な い 紅 子 は それ を 嫌がる 。 そ れ を 見 た ぬり か べ は 、 れ 出 し た 。 ぬ ら り ひ ょ ん の 仕業 だ と 知っ た 鬼太郎 は 、 ま ず は 
紅子 を 守る た め に 鬼太郎 と 戦う こと を 決断 する 。 そん な と き 、 暴れ る 客 を 懲 らし め る た め 、 妖 性 狩り ツア ー と 称し て バス に 
鬼太郎 は 紅子 が じつは 女 妖怪 の 頭 傾 と な る べき 妖怪 ・ 脂 粉 仙 乗り 込ま せ 、 恐 怖 体験 を きせ る 。 お び え た 男 た ち は 妖 尾 狩り 
子 で 、 保 護 者 で ある 円 粉 婆 に 利用 きれ ぬ よ う 、 人 間 と し て 育 を や め る と 約束 し 、 お と な し く な っ た 。 一 方 、 ぬ ら り ひ ょ ん 
て られ た こと を 知る 。 美女 の 正体 は 、 妖 怪 ・ 白 粉 婆 だ っ た 。 は 鬼太郎 に 戦い を 挑 ま れ た が 、 朱 の 盤 と 逃げ 帰っ て いっ た 。 

















原作 | 
1 2 1 
妖怪 狩り ツア ー」: 
: の 野暮 は ね ずみ 男 
! で あり 、 妖 怪 た ち 
: が [妖怪 狩り ツ : 
ァ ー] に 参加 し て : 
きた 高飛車 な 人 間 : 
: た ち に 、 恐 怖 を 味 
: わ わ せる 話 。 


演出 欠 訪 西 泊 脚本 信 武 上 純 希 作画 監督 氏 新 剛 洗 美 演出 信 庁 川 有 吾 脚本 久 星 山 博 之 作画 監督 久松 本 朋之 


み 
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{第 105 話 】 





【 第 106 話 】 








妖怪 めん こ 大 狗 


1988 年 1 月 16 日 放映 


い 


STORY 
hb、 


めん こ に な っ た 鬼太郎 の 本 気 勝負 ! 

男の子 が 神隠し に あう 事件 が 多発 し 、 是 郎 も 行方 不明 に 。 調査 
を 始め た 第 太郎 の 前 に 、 妖 怪 ・ め ん こ 天 和 狗 が 現れ る 。 め ん こ 天 
狗 の 話 で は 、 ほとん ど め ん こ で 遊ば な く な っ た 子ども た ち に 、 
めん この 楽し さき を 教え る た め に 誘拐 し た と いう 。 鬼太郎 は 戦い 
を 挑む が 返り 討ち に 遭い 、 ほ か の 子ども た ちと 同じ くめ ん こ に 
され て し まう 。 そ の 後 、 め ん こ 天 狗 の 住み か か ら 是 郎 の 協力 で 








脱出 し た 鬼 太郎 は 、 カ ラス に 運ば れ め ん この 姿 の まま 家 へ 戻る 。 


翌日 、 ネ コ 娘 は めん こ 天 狗 に 、 鬼 太郎 めん こ を 使っ た めん こ 勝 








負 を 挑ん だ 。 そ し て ネコ 娘 は 見 事 全 勝 。 悔 し が る めん こ 天 狗 は 、 
みず か ら め ん こ に な り 最 後 の 勝負 を 挑む 。 





原作 1 
cd 
[めんこ 天 狗 」 で : 
i は 、 す べ て の 生物 








と うふ 小僧 と 山神 


1988 年 1 月 23 日 放映 


い 


STORY 
pb、 


鬼太郎 ファ ミリ ー が カビ だ ら け に ! 


森林 伐採 に より 体調 を 衣 し て し まっ た 山神 を 心配 し た 妖怪 ・ 
と うふ 小僧 は 、 工 事 を 中 止 き せる た め 、 全 身 に カビ が 生え る 
豆腐 を 配っ て 現場 の 人 間 に 食 べき させ た 。 そこ で 働い て いた ね 
ずみ 男 も 、 知 ら ず に その 豆腐 を 食べ て し まう 。 ね ずみ 男 に 生 
えた カビ は 取り 除い て も すぐ に 第 殖 し 、 さ ら に その 乃子 を 吸 
い 込 ん だ 擬 太郎 た ち に も カビ が 生 を て し まう 。 鬼太郎 た ち は 
カビ が 大 好物 の 妖怪 ・ 天 井 な め を 呼び 、 そ の 胃液 か ら 消毒 液 
を 作っ て カビ を 除去 し た 。 し か し 、 被 害 に 遺 っ た 人 間 た ちの 
た め に 消毒 液 を 配っ て いた 子 泣き 爺 と ユメ コ が 、 と うふ 小僧 
に 連れ 去ら れ て し まう 。 現 太郎 は 急い で 現地 に 駆け つけ た 。 


原作 
人 

! 豆腐 小 憎 」 で は 
| ね ずみ 男 は 工事 現 : 









































i を めん こ に し て し : | 場 で 働い て いな : 
: まう 「 念 写 め ん こ !: | 「 い 。 わざわざ 山 に : 
! 製造 機 ] を 使っ て 、! 入っ て と うふ 小僧 
: めん こ 天 狗 が 鬼 太 : : を 呼び 出し 、 カ ビ 
1 の | の 生え る 豆腐 を 食 
で し まみ 。 1 ! べ て し まう 。 
演出 信 白 土 式 脚本 信 里 山 博之 作画 監督 人 高田 耕一 演出 芝田 浩樹 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 監督 人 松本 朋之 
ーーーーーーーーーー【 第 107 話 ナーーー 【 第 108 話 オーーーーーーーーーーーー 
トコ ルコ か に だ > アコ 
ケム り 妖 怪 え ん ら え ん ら 鬼太郎 ファ ミリ ー は 氷 遂に 
1988 年 1 月 30 日 放映 1988 年 2 月 6 日 放映 
STORY STORY 
ho、 人 ho、 人 
子 泣き 館 の 愛 に 応え 、 砂 か け 婆 の 秘術 が 誕 裂 ! 鬼太郎 VS. ぬ ら り ひよ ょ ん 、 最 後 の 戦い ! 
街 の 銭湯 で 炎 元 も な い の に ボ ヤ 友 ぎ が 起こ り 、 人 々 の 人 金銭 が 





盗ま れる 事件 が 多発 する 。 事 件 は 煙 の 妖怪 ・ え ん ら え ん ら を 
使っ て 火事 場 泥 槍 を 繰り 返す ね ずみ 男 の 仕業 だ っ た 。 し か し 
鬼太郎 が を えん ら え ん ら を 発見 し た と き に は 、 え ん ら え ん ら は 
都会 の 有毒 な 煙 を 吸っ て 凶暴 化し て いた 。 鬼太郎 た ち は 砂 か 
け 婆 の 家宝 の 簿 木 の 煙 を 使っ て えん ら え ん ら を 誘い 出し 、 風 
の 神 に 借り た 風神 袋 に 封じ 込め よう と し た が 逃げ られ る 。 子 
煙 を 吸い 込ん で 倒れ て し ま 
大 砂 鹿 








泣き 苑 は えん ら え ん ら に 挑む が 、 
う 。 そ れ を 見 た 砂 か け 疲 は その 身 を 犠牲 に する 秘術 ・ 
を 使い 、 


し て えん ら え ん ら の 煙 を 吸い 取っ た 。 

Ni 原作 

「 え ん ちえ ん 5」 で : 

| は 、 都合 の 煙 を 吸っ 

! て 了 暴 化し た えん : 

! ら えん ら を 、 一 度 : 

は 砂 か け 敵 の 砂 太 : 

i 戴 で 抑え た が 、 最 : 
こ は 野 づち に 吸 ! 

い 込 ませ た 。 


体 を 砂 に 








妖怪 王国 を つく ろう と 企む ぬら り ひ ょ ん は 、 仲 間 の 妖怪 を 集め 
て 鬼太郎 抹殺 計画 「 本 所 七 不思議 の 刑 」 を 実行 し た 。 目玉 お や 
じ を 人 質 に され た 鬼太郎 が 、 呼 び 出 され た 柳川 の 土手 に 向かう 
と 、 雷 獣 や 狐 者 異な ど 、 妖 怪 た ち が 次 々 と 襲っ て くる 。 ね ずみ 
男 は この 計画 を 偶然 立ち 聞き し 、 砂 か け 婆 た ち に 知ら せ た 。 砂 
か け 婆 た ち は 系 太郎 を 救う べく 仲間 た ち に 連絡 。 そ の ころ 和 朱 太 
郎 は 最後 の 難関 ・ 足 洗い 屋敷 で 妖怪 ・ 足 洗い に 苦戦 を 強い られ 
て いた 。 そ こ を 駆け つけ た 仲間 た ち に 助け られ 、 鬼 太郎 は 足 洗 
い を 倒し て 目玉 お や じ の 救出 に 成功 。 ぬ ら り ひ ょ ん は 逃げ 出し 、 
< 帰っ て いっ た 。 














鬼太郎 は 仲間 た ちと ゲゲゲ の 森 に 


| 原作 
H oe H 
中 妖怪 本 所 七 ふ し : 
: ぎの 巻 」 で は 、 送 : 
: り 提 条 は 出 て こ な : 
! い 。 足 洗 い を は じ : 
! め 残り の 妖怪 た ち 
20 
ま ぼ 原 作 を 踏 : 
ee 








演出 久 岡 崎 稔 


守 
> 
< さ 


脚本 久 武 上 純 希 作画 監督 念 宮沢 康 紀 


seyoELASON 3 


| ge ge ge nO 


演出 多 高 西 治 脚本 人 星山 博之 作画 監督 久 新 財 洗 美 
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を 求め て 地獄 旅 


1988 


E2 月 8 日 放映 





い 


STORY 
SS ァ ー 
「 地 獄 編 } スタ ー ト ! 鬼太郎 窮地 の 連続 


ぬら り ひ ょ ん は 、 地 閣 界 、 


掘り 当て 、 そ れ に 


め に 地獄 へ 向かう 。 そ し て 、 


ずみ 男 一 族 の 村 で ユメ コ を 見 つけ る と 同時 に 


ね ずみ 男 も 目撃 。 そ れ に よ ! 
た 指 太 郎 は 、 隣 村 に 母親 が v 


地上 界 、 天 上 界 を 支配 で きる と い 
う 天 叢 雲 剣 を 手 に 入れ た 。 一 方 、 
触れ た ユメ コロ と ね ずみ 男 が 行方 不明 に 。 枕 
石 が 地獄 に 続い て いる と 聞い た 提 


取 上 で は ね ずみ 男 が 枕 石 を 


太郎 は 、 ユ メ コ を 助け る た 
世 と あの 世 の 境 目 で ある ね 
、 母 親 に 甘え る 

に 対す る 部 称 が 挿 き 立て られ 
ゝ る らし いと 教え られ て 先 を 急ぐ 。 





この 











し か し すべ て は 、 
亡き 者 に 





演出 多田 浩樹 脚本 依 直上 純 希 





太郎 の 母 
し よう と 企む ぬらりひょん の ワナ だ っ た 





へ の 思い を 利用 し て 、 鬼 太郎 を 











原作 
0 人 0 
i「 母 を 求め て 地 狂 : 
i 旅 ] で 、 鬼 太郎 は : 
: 地獄 に いる と いう : 
: 母 を 求め て 旅 を す : 
! る ぬら り ひ ょ ん 
| の 謀略 は な ょ い の : 
) ! で 、 ニ セ の 母親 な : 
| ど は 出 て こない 。: 





作画 監督 久松 本 朋之 
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皿 単 


三 の 川 


1988 年 2 月 15 日 放映 





9 


STORY 
ウー 
鬼太郎 の 危機 を 地蔵 菩薩 が 救う ! 


に せ の 母親 に だ まさ れ て 捕 ま 
衆 の 刀 が 無情 に も 振り 下ろ さ 
る が 、 
じ て い た 花子 が 、 

を 避け て いた 擬 太 郎 が 復活 。 
メ コ と 花子 を 人 間 界 に 戻す 方 
向かう 。 和 鬼太郎 は 三途の川 で 





が 時 太郎 の オカ リナ を 持ち 夫 





か を 仲間 の 助け で 道具 を 取り 


隆 が 人 間 を 地上 へ 運ぶ サラ メ 





演出 信 高 西 治 脚本 人 @ 武 上 純 希 





(第 


111 話 】 


鬼太郎 vs 地獄 童子 


1988 年 


2 月 22 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


鬼太郎 が 間 魔 大 王 庁 


鬼 太郎 一 行 は 間 魔 大 王 庁 へ 向かう 
: は 、 地 獄 荒 らし の 罪 で 鬼太郎 た ち に 
渡す 。 一 行 は 逃げ ば よう と する が 、 
生 に 入れ られ て し まう 。 持 太郎 は 意識 を 失 

に 母 の 声 を 開き 、 奮 い 
抜け 出し て 逆 転 の カギ を 探す 。 
ダメ ー ジ を 与え る べく 、 
り へ と 向かう 鬼太郎 。 し か し 地獄 童子 に 待ち 伏せ られ 、 





いる 間 魔 大 王 





挑 まれ 、 


れ 、 閣 魔 大 王 店 に 











庁 を 攻撃 する ! 

。 し か し 何者 か に 操 ら れ て 
死刑 を 言い 
明 心 棒 の 地獄 章子 に 戦い を 
っ て いる 
た っ て 「 カ メレ オン の 術 | で 年 を 
そし て 現れ た 地獄 で ミ に 導 か 
火山 の マグ マ 溜 ま 
列 




















な 再戦 が 始ま っ た 。 一 方 、 二 っ 人 に 現れ た ぬり か べ は マグ マ 








適 まり を 刺激 し 、 








演出 多 山 時 稚 脚本 久 武 上 純 希 作画 監督 宮沢 康 紀 





韻 魔 大 王 庁 





に 向け て マグ マ を 流す 。 











1 





























【 第 1 


人 間 界 に 残し た 赤ん坊 を 盾 に き 
それ を 止め る 。 そ 


ー ヤ の 鳩 を 1 羽 


っ た 鬼太郎 の 育 に 、 首 狩り 三 夫 
れる 。 ュ ユメ コ も 腰 き れ そ うに に 

PPPURNK 
に 秘術 ・ 亀 の 音 で 、 刀 
一 行 は 首 狩 り 三 人 衆 を 倒し 、 ユ 
法 を 見 つけ る た め に 客 の 河原 へ 
大 蛇 様 に 襲わ れ 、 さ ら ! MM 
る な どの 受難 が 続く 。 そ ん な な 

戻し て 危機 を 脱 す る と 、 地 蔵 惹 
受け て くれ た 。 


原作 
ーー デ ! 
を 求め て 地 獄 : 
: 旅 ] か ら 「 血 戦 三 途 ! 
! の 川 」 ま で の スト ー! 
「! リ ー を アレ ンジ 。! 
i 原 作 で は 邦 衣 衣 ! 
! が 、 も っ と 強烈 な : 
i 妖力 で 鬼太郎 た ち 
! を 昔 し め る 。 








母 





作画 監督 多 入 好 さ と る 





12 話 】 





一 犬 妖怪 の 記 


1988 年 2 月 29 日 放映 


い 


STORY 
hb、 
鬼太郎 が 地獄 童子 と 協力 し 、 妖 怪 を 退治 


鉄 仙 と 五徳 猫 は 鬼太郎 を 抹殺 する た め 
別れ させ る 。 そし て 地獄 章子 は 





し 、 鉄 県 と 徳 猫 ( 
放し て も ら う た め 、 
不意 2 
を 人 質 に と られ た まま 蛇 骨 


に 引き 渡し 


し た 地獄 章子 が 現れ 、 ユ メ コ 
中 か ら 腕 出し 、 傷 を 負っ た 地 
そこ で 地獄 章子 が 鬼太郎 と 同 
と が 判明 。 鬼 太郎 は 、 


2 人 に 協力 し て いた の だ 。 


地 狼 章子 に 自 


に 、 一 行 を 散り ぢ り に 
和 鬼太郎 と 離れ た ユメ コ を 誘 掲 
た 。 地獄 童子 は 恋人 ・ 幽 子 を 解 
し か し 裏切ら れ 、 
突き 落と され る 。 此 太 郎 は ユメ コ 
に 春 ま れ て し まう 。 そ こ に 復活 
国人 
獄 童子 を 病院 へ と 轄 れ て 行く 。 
じ 妖 怪 と 人 間 の ハー フ で ある こ 
分 の 血 を 提供 する 。 
































演出 人 白土 武 脚本 人 @ 大 橋 志 吉 


碑 作 | 
1 yg 1 
中 世紀 の 妖怪 アイ : 
: ドル 、 幽 子 の 巻 」! 
に 、 鉄 條 と 五徳 獲 : 
に 地獄 童子 、 そ の : 
: 恋 人 の 幽 子 も 登 : 
: 場 。 庄 は 異な る 
: が 、 お 互い の 関係! 
: 性 は 近い ! 


作画 監督 人 高田 耕一 





Te】 


2 








【 第 113 話 】 





地獄 武者 の 処刑 作戦 


1988 年 3 月 7 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 
妖怪 科学 を 身 に つけ た 地獄 武者 を 撃退 せよ ! 


針 の 山 で ユメ コ が 熱 を 出し て 倒し ん て し まう 。 そこ で 針 の 山 の 
向こう に 見 えた ある は ず の な い 人 間 界 へ 行っ て みる と 、 見 覚 
え の あ る 町 並み が 広がり 、 ユ メ コ の 家族 が 待っ て いた 。 し か 
し その 正体 は 僚 鬼 で 、 や は り ぬ ら り ひ ょ ん が 仕組 ん だ ワナ だ っ 
た 。 餅 鬼 は ユメ コ を さら い 、 地 獄 武 者 に 引き 渡す 。 戦い を 挑 








む 鬼 太郎 も 、 妖怪 科学 を 身 に つけ た 地獄 武者 の 返り 討ち に 遭い 、 


ユメ コ を 連れ 去ら れ て し まう 。 上 鬼太郎 は 地獄 武 者 の アジ ト に 
突入 。 IN ai 体内 電気 と 合わ せ 


一 気 に 逆 流さ せ 退 治し た 。 再 び 姿 を 現し た 地獄 で ミ は 、 天 叢 
Py ある WP 








へ と 一 行 を 案内 し た 。 
原作 


| 最後 の 軸 会 い 」 

で は 、 夜 行き さん ( ア ! 
! ニ メ の 地獄 武者 )! 
! が 餅 鬼 道 の 管理 人 
! と し て 登場 。 鬼 太 : 
: 郎 は 此 の 毛 針 を 英 : 
!: の 心臓 に 座り 込ま ! 
! せ て 退治 し た 。 : 

















演出 信二 川 有 吾 脚本 信 武 上 純 布 作画 監督 念 松本 朋之 
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血 の 池 久 怪 ス ルリ 坊 


ゅ 


STORY 
Bb、 人 


鬼太郎 と 目玉 お や じ の 誕生 秘話 が 明らか に ! 
鬼太郎 た ち は 地 獄 の 身 の 院 の 番 人 ・ 火 男 に 見 つか っ て し まっ 
た 。 やむを得 ず 血 の 池 地 獄 に 飛び 込む と 、 ズ ブ ズ ブ と 体 が 沈 
ん で いく 。 い よい よ 最 期 の と き と み た 目玉 お や じ は 、 母 親 に 
つい て 、 そ し て 第 太郎 誕生 の 上 朋 間 に つい て 語り 始め る 。 そ こ 
へ ぬる り 坊 が 現われ 、 逃 げ 切 れ は し た も の の 、 一 行 は バラ バ 
こ は ぐ れ て し まっ た 。 そ し て 上 殆 太 郎 は 、 地 獄 の に 前 を 受 
時 生 親 と 再会 。 母 親 の 身代わり に な ろう と する が それ は や 












































は り 幻 覚 で 、 駆 けつ けた ユメ コ の 声 で 正気 に 戻る 。 そ こ に ぬ 
ら り ひ ょ ん が 姿 を 現 わ し た 。 鬼 太郎 は 天 叢 雲 剣 の 光 を 見 な い 
よう に 、 ユ メ コ の ハン カチ で 日 隠し を 








し て 最後 の 決戦 に 挑む 。 
原作 
人 


「 最 後 の 出会い 」 

i で も 、 火 協 に 追い : 
i 詰 め ら れ て 血 の 池 ! 
地獄 に 落ち た 鬼 太 : 
郎 た ち は 、 ぬ る り : 
: 坊 に 環 わ れる 。 鬼 : 
: 太郎 は リモ コン 手 : 
! 指 鉄砲 で 撃退 。 





演出 凶 芝 田 浩樹 脚本 久 式 上 純 負 作画 監督 免 西城 隆 油 








【 劇 場 版 第 1 作 】 
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鬼太郎 最後 の 出会い ! 


1988 年 3 月 21 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 


つい に 上 鬼太郎 の 本 物 の 母親 が 登場 ! 

ぬら り ひ ょ ん と の 戦い に 一 度 は 敗れ る 太 郎 。 し か し 母 の 声 に 
戦う 気力 を 取り 戻し 、 仲 間 た ちか ら 妖 力 を も らい 天 叢 雲 剣 を 粉 
砕 。 ぬら り ひ ょ ん を 奈落 の 底 へ と 落と し た 。 鬼太郎 た ちと 改心 
し た 朱 の 盤 は 、 正 気 に 戻 っ た 間 魔 大 王 に 人 間 界 へ の 道 ・ 胎 内 道 
を 教わり 、 人 間 界 へ と 向かう 。 胎 内 道 に は 晃 太 郎 の 母親 が 待っ 
て いた 。 と ころ が 天 叢 雲 剣 の 影響 で 閉ざさ れ よ うと し て いた 胎 
内 道 を と お る 鬼太郎 た ちの 前 に 
し か し 朱 の 盤 が 犠牲 と な っ て 地 鍼 に 残 り 、 一 行 は 人 間 界 を 日 前 
に する 。 し か し ここ に 来 て ユメ コ が 落石 の 犠牲 に 。 鬼 太郎 の 母 
親 は 、 自 分 の 命 を ユメ コ に 授け て 地獄 へ と 戻っ て いっ た 。 


原作 。 : 
1 の 1 
[最後 の 出会い ] : 
! で は 、 鬼 太郎 の 母 : 
: は 現世 に は 戻れ な : 
: い 決 まり に な っ て ! 
!: お り 、 見 送る つも : 
「 り で 現世 に 出 て し : 















































: な っ て し まう 。 


脚本 人 直上 純 項 演出 劉 葛 西 治 作画 監督 代入 好 さ と る 、 新 岡 浩美 





gG ge ge nO 


- | 議 SEASON 3 


再び が ぬらりひょん が 現われ る 。 


j ま っ た 母 が 灰 に !: 





ゲゲゲ の 上 鬼太郎 


1985 年 12 月 21 日 公開 


9 


STORY 
hb、 


3 人 の 南方 妖怪 が 来襲 。 そ の 黒幕 は や は り …… 


鬼太郎 を 始末 すべ く 、 チ ン ポ 、 ア カマ タ 、 や し 落と し の 3 人 
の 南方 妖怪 が 来襲 。 ね ずみ 男 を を その か し て 、 ユ メ コ を さら う 。 
助け に 来 た 鬼 太郎 も 、 や し 落と し の 攻撃 で 気 を 失い 、 捕 まっ 
て し まう 。 し か し 自力 で 脱出 し 、 砂 か け 婆 、 子 泣き 爺 ら の 助 
け を 借り て 、 ア カマ タ と や し 落と し を 退け た 。 と ころ が や ら 
れ た は ず の アカ マタ は ね ずみ 男 に 乗り 移り 、 油 断 し た 鬼太郎 
の 生気 を 吸い 取っ て し まう 。 し か し その 容量 に 耐え 切れ ず ア 
カマ タ は 爆発 。 生気 を 取り 戻し た 鬼太郎 は 復活 し 、 正気 に 戻っ 
た ね ずみ 男 と と も に 、 ユ メ コ が 捕まっ て いる 船 へ と 向かう 。 

チン ポ と 船 に いた の は すべ て の 黒幕 、 ぬ ら り ひ ょ ん だ っ た 。 


原作 

|「 妖 尾 和 団 ] で は 、 
ee 
し は 「 妖 怪 解放 軍 」! 
を 名 乗り 、 鬼 太朗 
: を 始末 する た め に 
i 戦 う 。 ぬら り ひ ょ : 
: ん と チン ポ は 原作 
: に は 登場 せ ず 。 : 















































監督 人 白土 式 脚本 久 星 山 博之 作画 監督 人 山口 泰弘 











妖怪 大 戦争 


1986 年 3 月 15 日 公開 





い 


STORY 
の デ 


西洋 妖怪 た ち が 日 本 来襲 
ホウ キ ボ シ 島 を 救え ! 
バッ クベ アー ド を 頭領 に 、 ド ラキ ュ ラ 、 フ ラ 
ン ケ ン な どの 西洋 妖怪 た ち が 、 ホ ウキ ボ シ 島 
を 占拠 。 PE じ て 、 鳥 
に 婦 褒 を て る べく 暴れ 始め た 。 島 か ら 逃 
寺 BE K め 、 鬼太郎 の 

も と へ 。 要塞 完成 を 阻止 し 、 西 洋 妖怪 を 退治 
MKCAAA ミリ ー が 立ち 上 が る ! 

| 中 作 | 
i 妖怪 大 戦争 」 と る 
i 第 1 シー ズン の TV: 
! アニメ 作品 と も 暴 : 























































この 作品 の 
2 1 





【 貞 場 版 第 3 作 】 





最強 妖怪 軍団 ! 
日 本 上 陸 ! 


1986 年 7 月 12 日 公開 


0 


STORY 
Bb、 


チー の 妖術 に 翻弄 され 
鬼太郎 まで 反物 に ! 

提 太 郎 た ち が の 人 踊り 大 
会 ] を 開 こ うと し て いる さなか 、 中 国 妖 怪 


チー が 現れ 、 日 本 を 支配 すべ くそ の 妖術 で 
日 本 妖怪 を 反物 に 
城 を 2 
ち を 従え て いく 。 鬼太郎 は 妖怪 域 に 


従え て 
む が 、 返り 討ち 


し て し まう 。 さ ら に 妖怪 
邊 築 し 、 そ の 反物 を 身 に 着け た 人 間 た 


乗り 込 





: 硫 作 
! テー 
i「 妖 怪 反物 」 に 、 第 
ji3 シーズン ら し く ! 


中 妖怪 と 人 間 の 友 
i 好 委 踊 り 大 会 」 の : 
よう な 味付け を 施 
区 だ 





監督 信 社 川 有 吾 脚本 


上 コミ JES7A 


に 遭い 反物 に きれ て し まっ た 。 





1986 年 12 月 20 日 公開 
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STORY 
Bb、 


妖怪 戦車 も 登場 し 大 活躍 
次 ほ 因 務 の 下 み を 汗 せ 1 

fk 903 が 間 

まれ 、 生 0。 これ EN を 人 
天国 に し ょ ) とり 、 計 の 的 人 の 人 
だ っ た 。 そ の 部 下 ・ ぐ わ ご ぜ は 、 娘 の カロ 





























リー ヌ を 使い 、 鬼太郎 を 妖怪 た ちの 本 拠 地 ・ 























| 原作 

「 腹 車 」 を モ : モモ デジ 
: と する が 、 原 作 の 
i! ボ ス は ぐ わ ご や ぜ 。 
妖怪 皇帝 ・ ぬ ら り 


i! ひ ょ ん は 出 て こ な 








監督 旬 芝 田 浩 樹 脚本 例 式 上 純 希 作画 監督 


念 入 好 さと る 新聞 





グ ク ク の 鬼太郎 く 第 3 部 > 放映 リ スト 










































































































































































放映 日 . 話 数 放映 タイ トル 放送 タイ トル 放送 日 語数 放送 タイ トル 
85.10/12 | 1 | 謎 の 妖怪 城 出 現 8/ 和 5 富士 山大 噴火 !? 妖怪 大 党 5/23 79 | 妖怪 や また の お ろ ち 

10/19 2 | 鏡 じ じい 8/23 41 | 激戦 ! 妖怪 関ヶ原 5/30 80 | 妖怪 吹 消 婆 プロ レス 地獄 
10/26 3 | ネコ 仙人 8/30 42 | 妖怪 牛 鬼 6/6 81 | コンビ 妖 怪 手長 足 長 
11/2 4 | 妖怪 ぬら り ひ ょ ん 9/6 43 | さら 小僧 妖怪 歌謡 大 党 6/13 82 | 妖怪 串刺し 入道 

1179 5 | ダイ ヤ 妖 怪 輪 入道 9713 44 | あの 世 か ら の 使者 死神 6/20 83 | 雨 神 ユ ムチ ャ ッ ク 伝 説 
11/16 6 | 地 狼 行 ! 國 趣 電 車 ! 9/20 45 | 妖怪 花 を 救え ! 6/27 84 | 地獄 一 周 ! 妖怪 マラ ソン 
11/23 7 | 子連れ 妖怪 磯 女 9/27 46 | 妖怪 大 統領 こう も り 猫 7/4 85 | 河童 一 族 と た くる ろう 火 
11/30 8 | だ る ま 妖 怪 相談 所 | | 10/4 47 | 然 怪 の びあ が り と 吸 血 木 7/11 86 | 妖怪 香炉 悪夢 の 軍団 
12/7 9 | 不死 身 の 妖 怪 水 虎 10/11 48 | 妖怪 いや み 7/25 87 | 寄生 妖怪 ペナ ン ガ ラン 
12/14 | 10 | 悪魔 の メロ ディ ー・ 夜叉 10/18 | 49 | 妖怪 殺人 事件 お ん も らき 8/1 88 | 不思議 な 妖 犬 タロ ー 
12/21 11 | 妖怪 キツ ネ 白 山 坊 10/25 50 | 妖怪 海 座頭 の 怒り 8/15 89 | 本 の 子 と 妖怪 山 天狗 
12/28 12 | ざし きわ らし と 笠 地 蔵 1171 51 | 世界 妖怪 ラリ ー 8/22 90 | 妖精 ニク ス の 青い 涙 
86.1/4 | 13 | お り た た み 入 道 1178 52 | 燃え る ネズ ミ 男 げた 合戦 8/29 91 | 妖怪 ハン ター ヒー 族 ! 
1711 14 | 不老 不死 !? 妖怪 さざえ 鬼 11/15 53 | 皿 屋 敷 の 妖怪 モウ リョ ウ 9/26 92 | 人 喰い 家 と 妖怪 家 鳴 

1718 15 | 冷凍 妖怪 ・ 雪 ん 子 | 11/22 | 54 | 悪魔 ベリ アル 1073 93 | 進化 妖怪 か ぶ そ 

1725 16 | 妖怪 の っ ぺら ぼう 11/29 | 55 | 和 ー 指 令 ! ね ずみ 男 は 死刑 だ 10/10 | 94 | 高 部 妖 怪 ぬ け 首 

2/1 17 | 古代 妖怪 ・ 毛 潤 毛 現 12/6 56 | タヌキ 軍団 日 本 征服 !! (前 編 ) 10/17 95 | 笑い 妖怪 ヘン ラ ヘ ラ ヘ ラ 

2/8 18 | 妖怪 天 狐 地底 王国 の 逆 可 12/13 57 | タヌキ 軍団 日 本 征服 ! (後編 ) 10/24 96 | 血 戦 ! 妖 怪 吸血 軍団 

2/15 19 | ゆめ 妖怪 まく ら が え し 12/20 | 58 | 妖怪 城 の 目 目 連 | 10/31 97 | 夫婦 妖怪 !? 四 数 え 

2/22 20 | 半 魚 人 の 恋 | | 12/27 | 59 | 家 待 ち 草 の 後 神 11/7 98 | 津波 妖怪 猛 畔 は っ さん 

371 21 | コマ 妖怪 あま め は ぎ 87.1/3 | 60 | 巨人 妖怪 ダイ ダラ ボッ チ 11/14 | 99 | は きも の 妖怪 化け ぞう り 

378 22 | いじ わる 妖怪 天邪鬼 | 12o 61 | まぼろし の 汽車 11721 100 | 昨 巫女 の 鬼太郎 抹殺 作戦 
3/15 23 | 電気 妖怪 か みな り | 1717 62 | 妖怪 火車 逆 モ チ 殺 し ! 12712 | 101 | 妖怪 捕物 帖 猫 騒動 

3/22 24 | 子供 が 消え る !? 妖怪 うぶ め 1724 63 | 悪魔 ブチル と ヤカン ズル 12/19 | 102 | お て ん ば 魔女 ジニ ヤー 
3/29 25 | 妖怪 ぶる ぶる 1731 64 | 妖怪 穴 ぐら 入道 12/26 | 103 1 数 愛 ヌメ リカ べ と お し ろ い 女 

4/5 26 | お ば け ナ イタ ー 2/7 65 | 妖怪 百 目 ・ 地 獄 流し 88.1/9 | 104 | の 妖怪 狩り ツア ー 

4/12 27 | 妖怪 ふく ろ る さげ 2714 66 | 韓国 妖怪 ぬっ ぺら ば ぽう 1716 105 | 妖怪 めん こ ご 天 狗 

4/19 28 | 田 を 返せ !| 妖怪 泥 田 坊 2/21 67 | 密林 の 大 海獣 1/23 106 | と うふ 小僧 と 山神 

573 29 | 妖怪 ひで り 神 2/28 68 | 大 海獣 起り の 逆襲 1730 | 107 | ケム リ 妖 怪 え ん ら え ん ら 
5/10 30 | 妖怪 見 上 げ 入 道 377 69 | 妖怪 風 の 又三郎 2/6 108 | 鬼太郎 ファ ミリ ー は 永遠 に 
5/17 31 | オペ べべ 沼 の 妖怪 3/14 70 | 鏡 地 獄 ! 妖怪 うん が い 凍 

5/24 32 | 鬼太郎 危う し ! 妖怪 大 米 判 3/21 71 | 妖 花 の 森 の が し ゃ どく ろ 地獄 編 

5/31 33 | 妖怪 あか な め 哀しみ の 逆襲 3/28 72 | ケ ・ け ・ 毛 妖怪 大 髪 欄 88.2/8 | 109 | 母 を 求め て 地 狼 旅 

6714 34 | ばけ 猫 国道 0 号線 | 4/4 73 | シー サー 登場!! 沖縄 大 決戦 2/15 110 | 血 戦 三 途 の 川 

6/28 35 | 妖怪 赤 舌 の 千年 王国 ] 4/11 74 | 妖怪 万 年 竹 2/22 111 | 鬼太郎 VS 地獄 童子 

7/5 36 | 異 次 元 妖怪 か まな り 4/18 75 | 妖怪 小豆 連合 軍 2/29 112 | 二 大 妖怪 の 戻 

7/12 37 | 妖怪 お どろ お どろ 4/25 76 | 人 喰い 島 と 海 和尚 3/7 113 | 地獄 武者 の 処刑 作戦 

7/19 38 | タタ リ だ っ!? 妖怪 土 ころ び 5/2 77 | 妖怪 手 の 目 と 地獄 の 錠 鬼 3/14 | 114 | 血 の 池 妖怪 ヌル リ 坊 

8/2 39 | 三 途 の 河 の だ つえ ば ば あ 5/16 78 | マン モス フラ ワー と 山男 3/21 115 | 鬼太郎 最後 の 出会い ! 
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第 3 部 | 鬼太郎 役 


PROFILE 





戸田 恵子 イン タビ ュー 


と だ けい こ 女優 * 声 優 。 
女優 と し て TV 舞台 、 映 画 
に 、 声 優 と し て 洋画 や アニ 
メ ま で 活躍 の 幅 は 広い 。 代 





選 に ちょ こん と 上 水 太 郎 が 乗っ か っ て ます 


表 作 に 「 ラ ヂ オ の 時 間 [( 映 
画 )「 そ れい け ! アン パン マ 
ン ] (アン パン マン 役 ) な ど 。 








俳優 陣 総 入れ 替え で 望ん だ 第 3 部 は 最高 視聴 率 298% と 、80 年 代 を 代表 する 大 ヒッ ト 作 と な っ た 。 数 々 の 
ヒッ ト 作 を 演じ て きた 戸田 さん に と っ て 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | と は どの よう な 作品 な の だ ろう か 。 


新しい キャ スト に よる 
新しい 鬼太郎 を 見 せ た か っ た 


ゲゲゲ の 鬼太郎 』 の 原 体験 は いつ ご ろ で 、 ど ん な 印象 が あり まし た 


が か? 


第 1 部 の 、 野 沢 雅 子 さん が 演じ て らし た シリ ー ズ を 見 た の が 初め て で 
すね 。 私 は 子ども の ころ か ら 仕事 を し て いた の で 、 テ レビ や マン ガ を 
あま り 見 て いな か っ た ん で す 。 そ ん な 私 で も 、 印 象 に 残っ て いる 作品 





で し た 。 何 より も 歌 が E[ 象 に 残っ て いま す 。 鬼 太郎 の 歌 は すご く 有 名 
だ っ た し 、 圧 倒 的 に 人 気 が あ り ま し た か ら ね 。 番 組 を 見 て いる か 否 か 
に か か わら すず 、 誰 も が 知っ て いる 存在 で し た か ら 。 だ か ら 、 テ レビ を あ 
まり 見 て いな い 私 で も 知っ て いた ん で し ょ う 。 


各 太 郎 の 声 に 選ば れ た 時 は 、 ど ん な 気持 ち で し た か ? 


まず 、 と て も 有名 な 作品 だ な あ 、 と 思っ た の を 覚え て いま す 。 あ と は 何 
より 、 憧 れ の 存在 で ある マコ (野沢 雅子 ) さ ん が 演じ て らし た 作品 だ っ 
た の で 、 お 話 を 頂い た と き は ホン ト に 驚き まし た 。 鬼 太郎 と いえ ば マ 
コ さ ん で し ょ ! 主役 を 誰か が チェ ンジ する と いう こと が ある の か 、 
そう いう こと が 起こ る の か と ぴっ くり し まし た ね 。 

当時 は 劇団 に 所 属し て いた ころ で し た 。 自 分 が 抜 握 さ れる な ん て ホン 
ト に 意外 だ っ た ん で す 。「 私 …… で すか ?」 っ て 感じ で 、 寝 耳 に 水 と い 
う 感 覚 で し た 。 


し 
F* 


ぐさ 





繰り 返し ます が 私 に と っ て は 、 あ まり に も 野沢 雅子 さん と いう 方 が 停 
大 すぎ る ん で す 。 お 仕事 も 一 緒 に させ て いた だ いて いま し た し 、 大 好 
き な 憧 れ の 、 リ スペ クト し て いる 先輩 で し た か ら 。 し か も |! ゲゲゲ の 喝 
太郎 ] と いう 作品 自体 が 、 国 民 的 人 気 の あ る 作品 で すか ら ね 。 プ レ > 

シャ ー が な か っ た と 言え ば 、 嘘 に な り ま す 。 

で も そこ まで 条件 が そろ うと 、 送 に と ら わ れ な く な っ ちゃ う も の な の 
か も し れ ま せん 。 マ コ さ ん の 「 太 郎 ] に 追い つこ うと は 決し て 思わ な 
いし 、 同 じ よ うに 演じ る こと な ん て で きる わけ が な い ! と 開き 直 れ 
た ん で す 。 さ ら に 、 第 3 部 は 目玉 の お 父さん 以外 俳優 電 が 総 入れ 替え 
に な っ た こと も 大 きか っ た で す 。 新 し い キ ャ スト の 私 た ち が こ の 作 中 
に トラ イ す る こと で 、 新 し い [ ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 を 新しい 世代 の 人 た ち 
に 見 て いた だ ける ん じゃ な いか 、 と 考え た の が 、 こ の 役 を 受け る 気持 
ち を 後押し し て くれ た 要因 で すね 。 ヒ ッ ト し た 作品 の キャ スト を カ 
ラッ と 変え る わけ で すか ら ね 。 製 作 ス タッ フ の 意図 と し て も 、 そ うい う 
の は あっ た ん じゃ な いか と 思い ます 。 キ ャ ラク ター も 以前 の お どろ お 
どろ し い 感 じ か ら 、 可 愛 い 究 囲 気 に な り ま し た か ら ね 。 


第 3 部 で は 、 ア クシ ョ ン シ ー ン (※1) が 多用 され た り 、 人 間 の ユメ ニ 
ちゃ ん が レギ ュ ラ ー で 出る な ど 変 わり まし た が 、 違 和 感 は あり ませ / 


で し た か ? 





まっ た く な か っ た で すね 。 正 直 、 コ ア な ファ ン の 方 の よう な 、 細 か い 知 
識 と か こだわ り と いう も の は 、 私 の な か に は まる で な か っ た ん で す 。 
鬼太郎 に 関し て は 、 誰 も が 知っ て いる レベ ル で 私 も 知っ て いた 、 と い 
う 感 じ な の で 。 む し ろ そ れ が 良かっ た と 思い ます ね 。 多 く を 知り すぎ て 
いる と 、 や り づ ら か っ た ん じゃ な いか な と 思い ます し 。 
以前 の シリ ー ズ の 鬼太郎 が どう だ っ た と か 、 そ うい う の は も ちろ ん 参 
考 に させ て いた だ く こ と は ある ん で すけ ど 、 ほ か の アニ メー ショ ン の 
仕事 で 新しい キャ ラク ター を いた だ いた 時 と 同じ よう な 感じ で し た 。 
(アニ メ の 絵 を 見 な が ら ) こ の 絵 を 初め て 見 て 、 こ の で らい の 男の子 
を どう いう ふう に 生か す の か 、 ど う 命 を 吹き 込む の か と いう の が 私 の 
仕事 だ と 思っ て や っ て いま すか ら 。 
前 シリ ー ズ で は 、 ち ょ っ と 怖い 感じ が する な と か 、 と っ て も 水木 先生 
の 原作 に 近い な 、 と いう の は 感じ て いま し た けれ ど 。 そ れ と 比較 し て 
どう する 、 と いう の は な か っ た で すね 。 









鬼太郎 は 普通 の 男の子 
と し て 演じ た か っ た 


鬼太郎 の 絵 を 見 て 、 ど の よう な 声 に する か 、 と いう の は すぐ 決ま り まし 
た か ? 


私 が アニ メ で 声 を 収録 する 場合 は 、 あ ん まり 考え ず 、 イ ンス ピ レ ー 
ショ ン を 大 切 に し て いる ん で す 。 そ の 時 に 、 そ の 子 の 動き を 見 て 、 自 然 
と 出 た も の を 信じ る よう に し て いま す 。 自 分 が その 役 に 乗 り 移っ た 感 
じ で 、 最 初 に 出 た 第 一 声 が 正しい ん だ と 。 映 像 を 見 て 初め て 感じ た イ 
マジ ネー ショ ン か ら 、 こ の 子 に どん な 命 を 吹き 込め ば いい の か な っ て 
いう の を 大 切 に し て いま すね 。 ど の 役 の 時 も そう で す 。 で も 、 そ の 声 で 
いい の か 、 最 大 公約 数 の OK を も ら わ な けれ ば いけ な い の で 現場 の 
藍 督 さ ん な どか ら 、[ こ うし た ほう が いい ん じゃ な い の ?」 と いう 意見 
が あれ ば 、 要 求 に は 応え る よう に し て いま す 。 い つも そう いう 感じ で 、 
比較 的 すん な り い きま すね 。 

"声色 "と か じゃ な いん で す よ 。 そ れ よ り も 、 シ チュ エー ショ ン を 大 事 に 
し て いき た いん で す 。 キ ャ ラク ター が 一 生 懸 命 や っ て いる 様子 と か 。 
鬼太郎 な ら 例え ば 、 必 死に 下駄 を 蹴っ て いる な と か 、 気 持ち が た く 
さん 表れ る 演じ 方 が で きる よう に 意識 し ます ね 。 の て ん びり と お 父 さ 
ん と 話し て いる と き は 、 そ うい う の ん びり さか が 声 で 伝わる よう に し た 
い 。 む し ろ 、 見 えな い 空 気 感 の ほう を 大 事 に し た いな と 思う ん で す 。 

[ 声 ] な ん て 結局 同じ 人 間 が 出す も の な の だ か ら 、 種 類 と か 幅 と か が 多 
少 あ っ た と し て も 、 や っ ぱり 限度 が あり ます 。 だ か ら 、 ど うい う 声 に す 
る か と いう より 、 い か に 状況 に 応じ て 起伏 を 豊か に 出せ る か 、 シ チュ 
エー ショ ン の 中 で の 声 に こだわ り ま し た 。 戦 闘 態 勢 の 緊張 感 の ある 声 
や 、 お 父さん を お 茶碗 に 入れ て 話し て いる 時 と か 、 友 達 の ね ずみ 男 と 
話し て いる 時 と か 、 色 を 付け る と し た ら 、 そ うい う 部 分 に こだわ っ て 頑 
張り た いな と 思い まし た ね 。 


妖怪 と いう 存在 を 演じ る に 当たっ て 、 こ だ わっ た こと や 参考 に し た こ 
と な ど は あり まし た か ? 


私 は マン ガ を 全然 見 な い 子ども だ っ た し 、 役 を 始め た 当初 は 、 水 木 先 
生 の 原作 の 知識 も ゼロ で し た 。 た だ 、 鬼 太郎 を 演じ る 時 に は 非常 に 租 
や か に 暮らす こと を 望ん で いる 子 な ん だ な 、 と いう 意識 を つね に も っ 
て いま し た ね 。 

鬼 太郎 は 、 普 通 の 男の子 と し て 演じ た か っ た ん で す 。 当 時 は 男の子 の 
役 を 演じ た こと が まだ 数 少な か っ た の で 、 妖 怪 と いう より 、 男 の 子 を 
どう 演じ られ る の か を 意識 し まし た 。 

私 は 女 な の で 、 当 然 男の子 と し て の 経験 が な いわ け で す よ ね 。 使 える 
引き 出し が な いわ け で す 。 ど こま で 行っ て も 想像 の 世界 な ん で す よ 。 
で も 男の子 を 演じ る な ん て 、 声 優 と いう 現場 以外 で は ほとん ど あ りえ 


"一 舞台 と か 、 映 像 に 映る 仕事 で は 、 男 の 子 を 演じ る こと は で き な い わけ 
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ご ー うつ 
こ -、 て も 、 ホ ント 特別 な 作品 で す 





で すか ら 。 

「 ア ン パ ンマ ン 」 に し ろ 「 ト ー マ ス 」 に し ろ 、 私 が 演じ る アニ メ の 役 は 、 
ちょ っ と 特種 能力 を 持っ た キャ ラク ター が 多い じゃ な いで すか 。 で も る 
私 は そん な 中 で も 、 普 通 の 生活 の 時 の 意識 を 強く 持つ よう に し て いま 
す 。 戦 闘 シ ー ン だ と か 、 ド タバ タ の シー ン よ り る 普通 の シチュ エー ショ 
ン の 声 。 そ れ が うま く 漂 じ ら れ れ ば 、 成 功 す る よう に 思う ん で す 。 









ベテラン ぞろい の 現場 は 
安心 し て 身 を 任せ られ まし た 


「 披 太郎 | の 声優 さん た ち は 、 ベ テラ ン ぞ ろ い だ っ た と 思い ます が . 現 坦 


の 紛 囲 気 を 教 えて くだ さい 。 


た だ た だ 、 ひ た すら すご く 楽 し か っ た の を 覚え て いま す 。 周 り に "大 人 " 
の 役者 さん が た くさ ん いて 、 安 心して 身 を 任せ られ る 感覚 が あり まし 
た ね 。 当 時 の 私 か ら す る と 、 雲 の 上 の 人 た ちば か り で し た か ら 。 

今 は どこ へ 行っ て も 私 は お 姉さん 的 存在 に な る ん で す よ ね 。 そ れ は そ 
れ で 楽し いん で すけ れ ど 。 

系 太郎 を や っ て いた 当時 は 、 よ く 飲み に 連れ て 行っ て も ら っ た り 、 ご 
飯 を 食べ に 行っ た り し て いま し た ね 。 仲 が 良かっ た で す よ 。 

言っ て みれ ば 素 太 郎 の 時 は 、 子 ども の " 玉 郎 "の 存在 その まま で 、 お 
仕事 を させ て も ら っ て いた か も 知れ ませ ん 。 甘 えて いら れ た と いう 感 
じ で すま 現場 の 中 で も 、 特 に の が の ぴ や ら せ て いた だ いた っ て いう 印 
象 が すご く あ り ま すね 。 

田 の 中 さん (目玉 お や じ 役 ) も そう で すし 、 侯 奈 見 さん (一 反 も めん (※ 
2) 役 ) は 素敵 な ジェ ント ルマン で すし 。 同 じ 名 古屋 出身 で よく 飲ん だ 
杉山 さん (ネコ 娘 役 ) と か 、 亡 く な っ た 富山 敬 さ ん (ね ずみ 男役 ) も 、 も ち 
ろ ん 含 め て 。 "素敵 な 大 人 の 方 々 と 過ごせ る 何時 間 か "が 、 定 期 的 に 訪 
れ て いた 感じ で す 。 の ぴの びと すべ て を 委ね て 仕事 が で きま し た か ら 。 
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| 女の子 の ファ ン が 超 熱狂 的 で レ 


今 と な っ て は 、 も う あ ん な 状態 で の 仕事 は な いで し ょ うか ら ね 。 思 い 
返す と すご 9 懐か し く な っ て くる 。 い い 現 場 だ っ た な と 思い ます 。 と っ 
て も 、 和 気 論 々 と し て 楽し か っ た 。 


放 


第 3 部 の 115 話 の シリ ー ズ の 中 で 、 特 に 印象 残っ て いる 話 は あり 
し た か ? 


印象 に 残っ て いる キャ ラク ター は 、 ぬ ぬらりひょん と 朱 の 盤 (3) で す 
か ね 。 何 度 も 出 て きま し た し 、 名 前 が イン パク ト あ る じゃ な いで すか 。 

スト ー リ ー は :… っ 正直 、 コ レ と いう の が 思い 出せ な いん で す 。 第 3 部 
の DVD は 事務 所 の ほう に も ちろ ん 頂い て いる ん で す が 、 全 伏見 られ な 
いん で す よ 。 ロ ング スパ ン の アニ メ 作 品 に 参加 する こと が 多い の で 、 
な か な か 覚え て いら れ な い 。 ア ン パ ンマ ン で 19 年 で すし ね ( 笑 )。 鬼 太 


郎 の 場合 は 、 確 か 「 玉 郎 音 頭 ] と いう 挿入 歌 も あっ た と 思う ん で す が 、 


それ る 今 と な っ て は ……( 牙 )。 


野沢 玲子 さん の お 話 が あり まし た が 、 ベ テラ ン の 俳優 さん と いう の は 、 
どう いう 点 が 違う と 感じ ます か ? 


マコ さん と は 、 自 分 が 鬼太郎 を 演じ る 以前 に [ふし ぎ な コア ラ ・ ブ リン 
キー と 「 み つば ち マ ー ヤ の 冒険 ! の 2 本 を ご 一 緒 さ せ て いた だ いて い 
た と 思い ます 。 一 言 で いう な ら 、 も う 「 天 才 」 で すね 。 私 が そん な ふう に 
口 に する の も 、 お こ が ま し い 話 な ん で すけ ど 。 

現場 で の ニュ アン ス な の で 、 口 頭 で 説 有明 する の は 難し いん で すけ ど 。 
感 杜 と いう か 、 感 覚 と いう か ……。 天 性 な ん で す よ ね 、 演 じ る こと が 。 
それ は も ちろ ん 、 ユ ー モ ア の セン ス で あっ た り 、 い ろ ん な も の を 含め 
て で すけ れ ど も 。 有 瞬時 に 頭 が 働く し 、 切 り 返 し て いけ る し 、 ア ドリ ブ が 
効い て どん な こと に る 対応 で きる 。 言 うま で も な く お 芝 居 が お 上 手 だ 
し 、 す べ て 兼ね 備え て いる 。 人 と し て も 、 大 変 素晴らし い 方 な ん で す 。 こ 
ん な 年 下 の 私 で も 手 を 差し 伸 べ て くだ さい ます し 。 も う 、 す べ て 違い 
ます ね 。 

で すか ら 、 マ コ さ ん が や っ て いた 加 太郎 を や ら せ て も ら え る 、 と いう の 
は 、 む し ろ " あ り が た いい 気持ち”。 ホ ント に 光栄 で し た ね 。 


いつ も ちょ こん と 肩 に 乗っ て いる 
スペ シャ ル な 人 存在 


の なり 高い 視聴 率 で 、2 年 半 と いう 長い 間 放 映 さ れ ま し た が 、 
っ て 鬼太郎 の 存在 は どん な も の で すか ? 





そん な に 長かっ た ん で すか ? あま り 実 感 は な いで すね 。 視 聴 率 が 高 
いと いう の は 、 や っ ぱり マコ さん が 作り 上 げた 世界 観 が すでに 確立 し 
て いた 、 と いう の が と て も 大 きい と 思う ん で す 。 初 め に 丁寧 に 作り 上 
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げた 方 々 が いた か ら 、 期 待 する ファ ン の みな さん に 支え られ て 、 高 後 
聴 率 と いう 結果 が 出 た ん だ と 思い ます 。 

私 の 中 で の 鬼太郎 は 、 自 分 の 仕事 の 中 で も ちょ っ と し た 「 ス ペ シ ャ ル 
感 | と いう か 、 普 通 の 作品 と 違う 感覚 が ある ん で す よ 。 

仕事 柄 い ろ い ろ な 方 と 接する 機会 が ある ん で す が 、 た くさ ん の 人 か ら 
「 え ! 鬼太郎 を や っ て いた ん で すか ! |」 っ て 、 い まだ に 言わ れる ん で 
す よ ね 。 私 自身 より も 、" ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ' と いう キャ ラク ター と 作品 が 
が も の すご く 先 に 走っ て いる 。 私 が や っ て いた こと を 知ら な く と も 、 み 
ん な が 名 前 を 知っ て いる 特別 な 存在 な ん で す よ 。 

例え て 言う な ら 、 鬼 太郎 の 肩 に の っ て いる 目玉 お や じ の よう に 、 い つ 
も 私 の 肩 に ちょ こん と 座っ て いる よう な 感じ が ある ん で す 。 で 、 他 の 
人 と 話 を し て いる と き に 、 ヒ ョ コッ と 出 て くる ( 笑 )。 ど の 世代 で る も 知ら 
な い 人 は いな いと いう スペ シャ ル な 存在 と いう か 、 キ ラキ ラ し た も の 
が 乗っ て いる 感じ と いえ ば いい の か な 。 

「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 } と いう 作品 に 対し て 、 私 自身 は 特に 何 も し て いな い 
ん で す よ 。 あ まり に も 作品 が 大 きく て 「 私 が コレ を し た 」「 コ レ を 残せ 
た ] と いう の が ひと つも な い の に 、 鬼 太郎 を や っ て いた と いう こと だ た 
け で 、 周 り が 反応 し て くれ る 。 何 か が か ひとつ" お 得 感 ' み た いな も の が 、 い 
つも つい て いる ん で す 。 提 太 郎 の 話 が 出る 度 に 、 周 囲 の 反応 が も の す 
ご い の で 、 ほ か の 仕事 と は 違う な と 思い ます ね 。 


戸田 さん が 演じ る ほか の アニ SA ラク ター も 、 国 民 的 人 気 だ と 定 
う の で す が 、 そ れ で も 鬼太郎 は すか ? 





鬼 太郎 っ て 、 た だ の [良い 子 」 じ ゃ な いで す よ ね ? 妖怪 だ し 。 登 場 し 
た 当初 は 、 す ご く 斬 新 な も の だ っ た ろう し 。 し か る も 斬新 な も の っ て 飽 
きら れ や すい と 思う ん で す が 、 そ の 後 も ずっ と 愛さ れ て いま すか ら ね 。 
も ちろ ん 「 き か ん し ゃ トー マス 』 や [アン パン マン 」 も 、 ま っ た く 異 な る 
それ ぞ れ の 世界 観 が ある 作品 な ん で すけ ど 、 妖 怪 ワ ー ル ド と いう の は 
また 異人 な も の な の で 。 確 か に いく つが 国民 の ヒー ロー 的 な 役 を や ら 
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せ て いた だ いて いま すけ れ ど も 、 長 く 愛 され 続け て いる "ゲゲゲ の 鬼 
太郎 と いう キャ ラク ター は 、 や っ ぱり すご いと 思い ます よ 。 

あと 思い 出す の は 、 鬼 太郎 を 演じ て いる 当時 は ファ ン レ ター で 「 鬼 太 
郎 に 履 れ まし た ! 好き に な り ま し た !」 と いう も の が 、 も の すご く 多 





か っ た で すね 。 

鬼太郎 は と に か く 、 女 の 子 の ファ ン が 趣 熱 狂 的 で し た 。 も と も と 私 の 
ファ ン は 女性 の 方 が 多い ん で すけ れ ど 、 当 時 は も う " 安 の 子 " ば か り 。 
[鬼太郎 命 ! 」 と か 、 熱 * い ファ ン レ ター を た くさ ん 頂き まし た ( 身 )。 女 
の 私 が 演じ る 男の子 に 対し て 、 こ れ だ け 惚 れ ら れる 、 憧 れ を 感じ て く 
れる と いう の は 、 な か な か な いと 思い ます よ 。 さ す が に あそこ まで の 熱 
狂 ぶ り は 、 私 も 初 体験 で し た 。 

今 の ファ ン の 方 々 で も 、 昨 太郎 を きっ か け に 好き に な り ま し た 、 と 言 
われ る こと は 多い で すか ら ね 。 や っ ぱり 私 に と っ て 、 大 きく て 特別 な 
作 串 な ん だ と 思い ます 。 


声優 も ドラ マ も 舞 吾 も 
すべ て 大 事 な 好き な 仕事 


戸田 さん は 、 ド ラマ : 舞 台 声 
か 、 ど の 仕事 が 一 番 好 き で すか ? 
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基本 的 に どの 仕事 も 、 同 じ だ と 考え て いま す 。 ど れ が 好き と か 重要 と 
か 考え て な いで すね 。 全 部 が 役者 の 仕事 で すか ら 。 

例え ば テレ ビ ド ラマ に 出 て いる 人 で も 、 声 優 と いう 役 を 演じ な けれ ば 
いけ な い 時 が ある わけ で す よ ね 。 今 回 の ドラ マ で は 声優 の 役 、 今 回 の 
舞台 で は 映画 俳優 の 役 、 今 回 の アニ メ で は 舞台 女優 の 役 と か 。 全 部 が 
役者 の 仕事 な ん で す よね 。 役 者 だ っ た ら ど の 仕事 も で き な い と いけ な 
いと 思う ん で す 。 私 に と っ て は 、 仕 事 と し て 要求 され る か ら 、 ど ん な 役 
で も る チャレ ンジ させ て いた だ いて いる と いう こと な ん で す 。 


た また ま 私 は 運 よ く 全 部 に か か わっ て くる こと が で きた の で 、 い まだ 
に すべ て や ら せ て いた だ いて いる と いう こと で す 。 す べ て は 同じ ' 役 
者 "と し て の 仕事 別々 な 仕事 だ と 分 け て 考え て いた ら 、 き っ と 出来 な 
いと 思う ん で す よ ね 。 そ ん な ふう に 、 ギ アチェ ンジ は で き な い だ ろう と 
思い ます 。 

全部 、 役 者 が や る 仕事 だ と 思っ て いる の で 、 や り 続 けら れる の だ と 思 
うん で す 。 こ の 仕事 が 好き で 、 こ の 仕事 が 嫌い と いう な ら 、 と っ くに 謙 
いな ヤツ は 辞め て いま す よ 私 ( 笑 )。 ど れ も 好き な 仕事 な ん で す よ ね 。 
全部 、 私 に 必要 な 仕事 で 、 ど れ 一 つ 欠 け て も いけ な いん じゃ な いか っ 


て の 仕事 で 、 こ れ ま で で 特に や り が い を 感じ た も の を 数 





アニ メ の [伊勢 湾 台 風物 語 ] と いう 作品 で 少年 の 役 を や っ た の が 、 象 
に 残っ て いま す 。 確 か が ドキュメント 物 だ っ た か な 。 す ご く リ アル な 作品 
だ っ た の で 、 印 象 に 残っ て いま すね 。 

アニ メ の 世界 っ て 、 素 太郎 と か が アン パン マン の よう な 架空 の キャ ラク 
ター だ と 、 デ フォ ル メ され て いる の で 私 た ち 女性 が 男の子 の 役 を や っ 
て も 何と か な る ん で す よ ね 。 で を 普通 の 少年 と いう 設定 の 役 だ と 、 本 
当 の 少年 を 起用 する ケー ス が 多い ん で す 。 リ アル な 少年 だ と より リア 
ル さ を 要求 され る と いう こと で 。 

で すか ら 、 こ うい う 作品 に 自分 が 起用 され る と 、 と て も 嬉し く て や り が 
い を 感じ ます 。 そ うい う 意 味 で も 印象 に 残っ て いま すね 。 


も し 、 ま た 鬼太郎 を 演じ られ る と し た ら や り ま すか ? 
も ちろ ん 依頼 が あれ ば や り ま す よ ! 喜ん で 。 み ん な の ヒー ロー で す 


か ら ね 。 こ ん な 楽し い 仕事 は な いで す 。 で も 私 の 理想 と し て は 、 提 太 朗 
に は 野沢 獲 子 さん あり き 、 で すか ね ( 身 )。 
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PROFILE 





仙川 京子 ィ ン タ ピュー 


いろ か わき ょ うこ ご 声優 、 タ 
レン ト 。1963 年 11 月 7 日 生 | 
まれ 。 代表 作 に 「 ス トッ プ ! ひ 
ば りく ん !( つ ば め 役 )」、『 シ 





















ね ずみ 男 さ ん が 好き 単 


ティ ー ハ ンタ ー( 綾 力 役 )』 ほ 
か 。 現 ・ 東 京 ア ナウ ンス 学院 
声優 科 講師 











シリ ー ズ 初 の “人 間 の ヒロ イン "と いう 大 役 に 抜 所 され た 色川 さん 。 な ん と 当時 、 彼 女 は まだ 21 歳 の 新人 だ っ た 。 鬼 太朗 
を 慕う ユメ コ だ が 、 実 際 の 色川 さん は ……。 忘 れ ら れ な い プ レッ シャ ー と 、 ベ テラ ン 声 優 陣 と の 思い 出 を 語っ て くだ さっ た 。 


ベテラン 声優 陣 の 中 で 
迷 或 を か け な い よう に 必死 で し た 


ユメ コ 役 に な る まで の 声優 と し て の 活動 と 、 ユ メ コ 役 に な っ た 経緯 を 


教え て くだ さい 。 


私 の 声優 デビ ュー は 18 歳 の 時 で 、「 聖 戦士 ダン バイ ン 」 の リム ル の 
役 で し た 。 洋画 の アテ レコ も や っ て いた ん で す が 、 そ の 頃 は 「 ス トッ 
プ ! び ば りく ん な ど ア ニメーション の 仕事 が 続い て いた ん で す 。 
ユメ コ 役 は 、 オ ー デ ィ シ ョ ン で 決ま り ま し た 。 アニ メー ショ ン で は 、 す 
べ て と 言っ て いい ほど オー ディ ショ ン で 役 が 決定 し て いく の で 、 当 日 
は 各 事 務 所 か ら 大 勢 の 声優 さん が いら し て まし た よ 。 

オー ディ ショ ン で は 、 全 キャ ラク ター の 声優 さん が 対象 だ っ た の で 、 
当日 は いろ いろ な 役柄 を 試し て みる ん で す 。 そ の 時 点 で は 「 ユ メ コ 
役 ] と し て 受け て いた わけ で は な い の で 。 当時 は 21 歳 で し た 。 ま だ ま 
だ 新人 だ っ た の で 、 本 当 に ビッ クリ し まし た ね 。 正 直 、 私 で いい の か 
な っ て 思い まし た 。 








和香 ER ほか の ベテラン 声優 の 
方 と の お 仕事 は どん な 気持 ち て し た か 。 


ほか の 出演 者 の 方 の 顔ぶれ は 、 事 前 に は わか ら な いこ と が 多い ん 
で す 。 初 顔合わせ が いき な り 初 回 の 収録 な ん で す よ 。 当日 に 集まっ 
た 全員 の 顔ぶれ を 見 て 、 も う ホ ント に ビッ クリ で し た 。 

3 部 の ね ずみ 男役 は 亡くな られ た 富山 散 さ ん で 、 私 が 声優 に な 
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り た いと 思っ て いた ころ か ら 憧 れ て いた 方 だ っ た ん で す 。 い つか 共 
演 で きた らい いな と 思っ て いた の で 、 も う ド キ ド キ で し た ね 。 私 は 宇 
宙 戦 艦 ヤ マト 」 が 大 好き で 、 当 時 は いろ ん な ヒー ロー の 声 を 富山 





ん が 演じ られ て いま し た か ら ……"。 

ユメ コ は ね ずみ 男 に つき ま と わ れ る 役 (※ 1) だ っ た の で 、「 な ん と い 
う 光栄 | と いう 感じ で し た ( 笑 ) 。 富山 さん が 、 ね ずみ 男 が 言う よう に 
[ユメ コ ち ゃ て ん 」 と いう 感じ で 、 私 の こと を 「 京 子 ち ゃ て ん 」 と 呼ん 
で くれ た の で 、 内 心 ウ ハウ ハ 清 だ っ た の で す が 、 こ の こと は 未だ に 


誰 に も 言っ て いな い 、 ヒ ミツ な ん で す 。 

現場 は ベテラン の 方 々 が 多かっ た の で 、 和 気 凛 々 と し て いま し た 
ね 。 私 は フォ ロー し て いた だ き な が ら 、 仕 事 を 教わっ て いた 感じ で 
す 。 特 に 「 マ イク へ の 入り 方 ] と か 。 気 後 れ し て し まっ て 先輩 と 同時 
に 入り 込め を いこ と も ある ん で す 。 そ ん な と き の 「 こ こ に 、 入 りな 」 と 
か の フォ ロー が うれ し か っ た で す よね 。 

新人 ば か り の 現場 る 多い な か 、 鬼 太郎 の スタ ジオ は ベテラン の 方 
が 大 勢い らし た の で 、 替 囲 気 が 全然 違い まし た 。 


ユメ コ と いう ヒロ イン に 
な りき れる よう に 戦っ た 


ユメ コ は 「 人 間 で あり な が ら 妖 怪 と 友達 」 と いう 新しい 立ち 位置 て し 
た が 、 キ ャ ラク ター 像 の 指示 は あり まし た か 。 


水木 先生 か ら 直 接 聞い た わけ で は な い の で す が 、 最 初 の 打ち 合わ 
せ の 時 に 、 そ うい う 話 は あり まし た ね 。 人 間 だ けど 妖怪 と 仲 が いい ユ 


ーー バー パパ パパ WWl=z= 和 仙川 京子 イン タビ ュー 








メ コ は 、 新 し い キ ャ ラク ター と いう こと で 愛情 を も っ て 考え て くだ さっ 
た よう な の で 「 大 事 に 育て て くだ さい ね 」 と 言わ れ ま し た 。 

で すか ら 、 プ レッ シャ ー だ ら け で し た 。 収録 時 間 は ベテラン の 方 ば か 
りな の で わり と 短く て 、 足 を 引っ ぱっ て いた の は 私 だ け だ と 思い ます 
( 笑 )。 し か も 、 ユ メ コ っ て すご く か わい い キ ャ ラク ター (※2) じゃ な い 
で すか 。 こ の イメ ー ジ を 壊さ な いよ うに 演じ た い 、 と いう プレ ッ シ ャ ー 
は すご か っ た で すね 。 ど う や っ た ら ユ メ コ に な りき れる か な っ て 、 最 初 
は “戦い "で し た よ 。 

それ まで 自分 が 演じ て いた アニ メ は 、 時 間 が な く て オン エア を あま り 
見 て いな か っ た ん で す 。 で も 、 鬼 太郎 は 見 て いま し た 。 ダ ビン グ の 
現場 も 何 度 か が 見せ て も らい に 行き まし た ね 。 

昔 は 収録 時 に は 、 フ イル ム を 使っ て いた ん で す 。 フ イル ム は 一 定 の 
区 切り で 回 す の で 、 収 録 で 間違え て も 途中 で 止め られ な いん で す 
よ 。 だ か ら 、 間 違え る と 時 間 が か か る 。 間違え た 部 分 だ け も う 一 回 、 
と 言わ れる と 、 全 部 私 の セリ フ の 部 分 だ っ た りす る こと も あり まし た 。 





苦し いこ と も 多かっ た で すね 。 だ か ら 、 番 組 に 育て て いた だ いた な と 
感謝 し て いま す 。 

じつは 、 砂 か け 婆 役 の 江森 浩子 さん も 新人 か ら の 大 抜 握 で 、 お 互 
い に 仲 良く 励ま し 合い な が ら 、 仕 事 を 進め て いた と いう 記憶 が あり 
ます ね 。 


仕事 を し 
れ ま し た か ? 





私 が 緊張 し て いる な 、 っ て いう の が 、 皆 さん に は バレ ちゃ うん で す よ 
ね 。 そ うい う 時 に 面白 いこ と を 言っ て 和 ま せ て くれ た り 。 スタ ジオ の 
中 は 笑い が いっ ぱい で 、 と て も 楽し い 先輩 方 だ っ た ん で す 。 子 泣き 
元 役 の 永井 一 郎 さ ん と か 、 す ご く 楽 し か っ た で すね 。 

それ に 皆さん 頭 の 回 転 が 速い の で 、 凄 いな っ て 思い まし た 。 演じ て 
いる 役者 さん の 個性 が キャ ラク ター に も 出る の で 、 お も し ろ い で す 


ね ずみ み 男 に 付き ま と わ れ て 光栄 で し た | 


よね 。 青 野 武 さん (ぬらりひょん 役 ) も 、 と ぼけ た 感じ その まん まで す 
ご く 面 白かっ た 一 。 

妖怪 役 の 人 た ち は 、 ど ん どん アド リブ が 入り ます か ら 。 全然 台本 に 
な いと ころ で 「 ボ ヨー 
ン 」 な ん て 八奈見 さん 
(一 反 も めん 役 ) が 入れ 
て た り し て 、 す ご いな っ 
て 思い まし た 。 目 玉 お や 
じ の 田 の 中 さん は 、 私 | 
が 子供 の ころ 見 て いた 上 
目玉 お や じ さ ん 、 そ の ま | 
まで な ん だ か 感激 し まし 
た ね で て 。 

それ と 、 私 の セリ フ の 分 | 
まで 、「 こ こ は 間 が 空く 
か ら ね 」 と か アド バイ ス 
し て くだ さっ て 。 も う 職 
人 さん で す よ ね 。 当時 の 私 に は そん な 余裕 は な か っ た な 。 

















ユメ コ の 役 作り で 意識 し た こと は あり ます か ? 





役 作 り と いう の は 特に し て いな いで す 。 絵 を 見 て 、 絵 と 一 緒 に な っ 
た 時 に 出 て くる 声 な ん で す よ ね 。 当時 は イベ ント な ど で 「 ユ メ コ ち ゃ 
ん を や っ て くだ さい 」 と よく 言わ れ て いま し た が 、 絵 の な いと ころ で 
声 を 出す の は 結構 難し いん で す よ 。 絵 を 見 て 初め て 出 て くる 声 で 
すか ら 。 

例え ば 友人 の 結婚 式 で 「 ユ メ コ ち ゃ ん の 声 を し て いる 一 」 と 紹介 さ 
れる と 、 や っ ぱり や る じゃ な いで すか 。 それ で 周り が 喜ん で くれ て い 
て も 、 自 分 と し て は 違う な 、 と 思っ て いた ん で す 。 

ユメ コ ち ゃ ん の 声 に 慣れ て きた の は 、1 年 以上 経っ て か ら で す ね 。 
最初 は すご く 考え な が ら や っ て いて 、 苦 し い 部 分 が あっ た ん で すけ 
ど 、 や っ ぱり 1 年 以上 や っ て いく な か で 、 違 和 感 な く ユ メ コ ち ゃ ん の 
絵 に イコ ー ル で 、 自 分 が そこ に いる よう な 錯覚 に な り まし た 。 少し 時 
間 は か か り ま し た が 、 自 然 と 一 体 に な れ た 気 が し ます 。 ユメ コ ち ゃ ん 
の 絵 を 見 る と 、 自 分 の 声 が 聞こ えて くる よう な 感じ で 。 


洋画 と アニ メー ショ ン の 声優 と は 、 ど ん な と ころ が 違う の で し ょ うか ? 


基本 的 に アニ メー ショ ン は 、 テ ンション を 上 上 げ て いか な いと 。 向こう 
が 絵 な の で 、 人 間 と 絵 の “ 間 "が で き て し まう と 思う ん で す 。 洋画 の 
場合 は 向こう も る 人間 な の で 、 同 じ 息 で 、 同 じ 呼 吸 で 芝居 が 違和感 
な く で きる 。 で も 絵 に 命 を 吹き 込む と いう 意味 で は 、 か な り 自 分 が テ 
ンション を 上 げ で て いか な いと ダメ か な っ て 私 は 思い まし た 。 そ こ が 圧 
倒 的 に 違う と 。 
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小学 生 な の に 色っぽ い 声 に な っ て し まっ て 」 


アニ メー ショ ン の 収録 ば か り に 慣れ て し まう と 、 “ 耳 を 忘れ る "こと が 
ある ん で す 。 洋 画 の 場合 は 、 原 音 ( 元 の セリ フ の 声 ) を 片方 の 耳 で 
聞き な が ら 、 日 本 語 の セリ フ を 入れ て いく ん で す 。 アニ メ で は 、 音 が 
な い 状 態 で セリ フ を 入れ る こと に な る の で 、 感 覚 は だ いぶ 違い ます 
ね 。 当 時 の 私 は 、 洋 画 と バラ ンス よく や ら せ て いた だ いて いた か な 。 


小学 生 な の に 色っぽ い ? 
視聴 者 に は 見 抜か れ て いた 


ユメ コ を 漂 じ た 中 で 、 一 番 印 象 に 残っ て いる シー ン は 何で すか 2 


第 2 話 ( 初 登場 の シー 
ン ) で すね 。 鏡 苑 の 鏡 に 
閉じ 込め られ て 、 叫 ぶ 
シー ン (※3) か ら 入っ た 
ん で す 。 未 熟 だ っ た の 
で 、 ユ メ コ は 小学 生 な 
の に 、 叫 ぶ 声 は 大 人 に 
な っ ちゃ うん で す よ 。 何 
回 も 録 り 直 し た の で す 
が 、 叫 ば ぼう と 思う と 、 自 
。 分 の 年 齢 の まま の 大 人 
の 声 に な っ て し まう ん で 
す よ ね 。 

も う 、 最 初 か ら 戦 っ て い 
まし た 。 「 ウ ワッ ! で き な い 。 こ ん な つも り じ ゃ な か っ た の に 」 っ て 。 
可愛 く や り た い の に 色っぽ く な っ て し まう 。 叫ん だ り 、 捕 ら わ れ た り 、 
いじ め ら れ た りす る の が 多い 役 な の に …… と 不安 に な り ま し た 。 今 
見 て る 、 あ の シー ン は 恥ず か し いで すね 。 





その ほか に 思い 出 に 残っ て いる シー ン は あり ます か ? 


絵 を は っ きり と 覚え て いる の は 、 そ の 最初 の 叫ぶ シー ン と 、 ラ スト の 
「 鬼 太郎 に 忘れ られ る の は いや と 叫ぶ シー ン (※4) で すね 。 

これ も 何 テイ ク も 録 り まし た 。 鬼太郎 と 別れ る と 、 人 間 の 世界 を 忘 
れ て し まう 、 と いう 最後 の シー ン で 、 そ の 悲し み を 叫ぶ の が 難し か っ 
た ん で す 。 収録 の 時 の 雰囲気 も 、 よ く 覚え て いま すね 。 富山 さん や 
皆さん の 「 が ん ば れ 」 っ て いう 雰囲気 が と て も 伝わっ て きた ん で す 。 
みな さん に 支え られ て いる ん だ な 、 と 強く 感じ まし た 。 

あと は 最後 の 生き 返る シー ン 。 あ れ は 夢 で は な いん で し ょ う が 、 か と 
いっ て 現実 か も わからない 。 ど う 演 じ て い い の か 、 す ご く 悩 ん だ の を 
覚え て いま す 


ユメ コ を 演じ て いて 、 鬼 太郎 を どん な ふう に と ら え て いま し た か ? 


守 
に 
で 





鬼太郎 さん は 大 好き で し た 。 戸田 (恵子 ) さ ん の 鬼太郎 は 、 ヒ ー ロ ー 
と し て か っ こい いな っ て 思っ て いま し た 。 それ 以前 の シリ ー ズ は オド 
ロ オ ドロ し い 感 じ の が あっ た の で す が 、 こ の シリ ー ズ で は ユメ コ ち ゃ ん 
が 捕まる と 、 鬼 太郎 が いつ も 優し く 助 け て くれ る 。 

た だ 、 鬼 太郎 より も ね ずみ 男 の ほ う が 、 ユ メ コ ち ゃ ん へ の アピ ー ル 
が 強かっ た ん で す よ ね 。 それ に 、 私 も 富山 さん の ね ずみ 男 が 好き 
だ っ た ん で ……。 ち ょ っ と アニ メ の 内 容 と 、 声 優 の 現実 は 違う か も し 
れ な いで すね ( 笑 ) 。 

ユメ コ ち ゃ ん は 博愛 で す よ ね 。 優し く て 、 思 いや り が あっ て 。 で きす 
ぎ な ぐら い に 素 敵 な キャ ラク ター だ と 思っ て いま し た 。 





※5 


ユメ コ の よう に な り た い 、 と 思っ た こと は あり まし た か ? 


えー っ 、 無 理 で す よ ね !( 笑 )。 叫 び も 含め て ね 。 あ る 雑誌 に 「 ユ メ コ 
ちゃ ん の 声 は じつは 色っぽ ぱい 」 と 書か れ て し まっ て 、 視 聴 者 は 見 抜 
いて いる な 、 と ( 笑 )。 怖 か っ た で すね 。 

で や 実際 、 ユ メ コ ち ゃ ん 自身 の 色っぽ い シ ー ン (※5) も あり まし た よ 


ーーー 葛 召 |>zo 委 負 川 京子 イン タビ ュー 





ね 。 そ れ ま で の 押 太郎 
に は そう いう カラ ー が な 
か っ た の で 、 入 れ た いと 
いう の も あっ た の か も し 
れ な い …… か な ( 笑 ) 。 





げき な 英 の 妖怪 は 何で 
し た か ? 


断然 、 ぬ ら り ひ ょ ん 上 
(※6)。 印 象 に 残っ て 
いま す 。 ま ず 、 お か し な 農 
名 前 だ な と 。 ユメ コ ち ゃ 
ん と は 絡ま な いで すけ 
ど ね 。 

ぬら り ひ ょ ん の いか つい 顔 と 、 青 野 さ ん が 演じ られ た と ぼけ た 様子 
が 面白 い !! だ っ て 、 み な さん お か し いん で する もん 。 役 者 さん 、 声 優 
さん た ちの セン ス が いい ん で す 。 


じつは 声優 の 世界 は 
"体育 会 承 ' な の で す 


志 優 陣 と スタ ッ フ と の エピ ソー ド な ど は あり ます か ? 


みな さん お 忙し か っ た の で 、 一 緒 に どこ か に 行く と か は な か っ た ん で 
す が 「 ま ぼろ し の 旅行 ] と いう の が あり まし た ね 。 第 3 部 の メン バー 
で 2 年 ぐら い 経過 し た 時 に 、 み ん な で 番組 旅行 に 行こ う 、 と いう 話 
に な っ た ん で す 。 それ で 、 私 た ち 若い 2 人 (色川 さん と 砂 か け 婆 役 の 
江森 さん ) が 幹事 を や り ま す 、 と いう こと に な っ た ん で すけ れ ど 、 結 
局 み ん な の スケ ジュ ー ル が 合わ な い の で 、 実 現し ませ ん で し た 。 予 
定 で は 、 声 優 の レギ ュ ラ ー と スタ ッ フ 全員 で し た 。 箱根 の 高級 な 宿 
に 予約 まで 入れ た ん で すけ ど ( 笑 )。 

役者 の 世界 っ て 、 上 下関 係 が 体育 会 系 の ノリ で 存在 する ん で す 
よ 。 だ か ら 新 米 の 私 た ち が 、 幹 事 を か っ て 出 た ん だ っ た か し ら ……。 
礼 義 の な い 人 は いな く な り ま すか ら 、 こ の 業界 は ( 笑 ) 。 


累 太郎 の メン バー で 、 歌 (LP) を 出さ れ て いま す よ ね 。 


妖怪 た ち が 歌 を 出す と いう の で 、「 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 音 頭 」 の 裏 に 、 
「 ユ メ コ ち ゃ ん の 歌 」 と いう の を プロ デュ ー サ ー さ ん が 書い て くれ ま 
し た 。 歌 の 収録 は 、 私 に と っ て 最初 で 最後 で し た ね 。 ユメ コ ち ゃ ん の 
声 で 歌っ て くだ さい と 言わ れ た ん で すけ れ ど 、 当 時 の 私 に ば 難し い 
こと で し た 。 妖怪 た ち は ア ドリ ブ ば っ ちり で 、 す ご い 歌 に 仕上 が っ て 
いま し た よ ( 笑 ) 。 





も う 一 度 、『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 の 声優 に な る と し た ら 、 挑 戦 し た い 


役 は あり ます か ? 


も し も う 一 度 や ら せ て いた だ ける な ら 、 戸 田 さん の 鬼太郎 さん と 心 
を 通わ せる ユメ コ ち ゃ ん を や りき り た いで すね 。 

や っ ぱり 私 に で きる の は 、 ユ メ コ ち ゃ ん か な と 思い ます 。 ユメ コ ち ゃ 
ん は 第 3 部 だ け な の で 「 太 郎 」 で 声優 を や っ て いた と いっ て る 知 
名 度 が 今ひとつ と いう と ころ が あっ て 、 ち ょ っ と 寂し い 思 いも する の 
で す が 。 

改め て 映像 を 見 る と 、「 こ ん な に 一 生 懸 命 だ っ た ん だ な 、 で も ここ ま 
で し か で き な か っ た ん だ な 」 と いう の を 感じ ます ね 。 そ れ で も 「 意 外 
に イケ て る じゃ ん !] と いう シー ン も あり ます けど 。 


ユメ コ を や っ て 良かっ た な と 思っ た こと は あり ます か ? 





今 は 、 ア ニ メ か ら は 少し 離れ て いて 、 ナ レー ショ ン の 仕事 が 多い ん 
で す 。 舞 台 ち も し て いま し た けど 。 や っ ぱり 一 番 思 い 入 れ も あ る し 、 頑 
張れ た な っ て 思う の が ユメ コ ち ゃ ん の 役 で すね 。 

23 年 前 ぐら い に 、 富 士 急 ハイ ラン ド に 、 ゲ ゲ ゲ の 系 太郎 館 と い 





うお 化け 屋敷 が あっ て 、 息 子 を 連れ て 行っ た ん で す 。 そ の お 化け 屋 
敷 を 出る と 、 グ ッ ズ 売り 場 が ある ん で すけ ど 、 息 子 が 「 お 母さん が 
や っ た ユメ コ ち ゃ ん ある か な ?]」 と 探し て いた ら 、 フ ィ ギ ュ ア に 近い よ 
うな 置物 が あっ た ん で すね 。 そ れ で 「 ユ メ コ ち ゃ ん あっ た ね 」 っ て 話し 
て いた ら 、 ち ょ うど 隣 に いた カッ プル が 、「 ユ メ コ ち ゃ ん だ ! オレ 、 ユ 
メ コ ち ゃ ん 好き だ っ た ん だ よね 」 と 彼女 に 話し て いた ん で す 。 

何 十 年 経っ て も 、 こ うい うふ うに 、「 好 きだ っ た ん だ よね 」 っ て 思っ て 
くれ る 人 が いる と いう の が 本 当 に 嬉し いで すね 。 こ うい う 作品 を や ら 
せ て いた だ いた ん だ な 、 本 当 に あり が た いな と 思っ て いま す 。 

「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] で は 、 貴 重 な 経 験 を いっ ぱい させ て いた だ きま 
し た 。 憧れ の 方 と 一 緒 に 3 年 。 本 当 に あり が た い 経験 で し た ね 。 
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第 3 シー ズン まで の ブレ イク を 受け て 、 放 映 終了 

後 も テレ ビ ゲ ー ム や ファ ン シ ー グ ッ ズ な どの 展開 
は 続き 、 日 本 を 代表 する パー マネ ント キャ ラ の 地位 を 
獲得 し た 「 鬼 太郎 」。 じ つ は 90 年 代 に 入っ て すぐ 、 
再度 アニ メ 化 の 話 が 持ち 上 が っ て いた 。 水 木 し ける 
氏 が 新た な 構想 で 描い た コミ ッ ク ボ ン ボ ン 連 載 『 鬼 
太郎 国 盗 り 物語 」 の アニ メ 化 で ある 。TV 誌 な ど で も 
特集 は 組ま れ た が 、 残 念 な が ら 実現 に は 至ら な か っ 
た 。 と ころ が 新た な 原作 も な く 、96 年 新春 より 第 4 シ 
リー ズ の 「 上 鬼太郎] が スタ ー ト 。4 度 目 の "鬼太郎 祭 
り ” に 際 し 、 原 作者 ・ 水 木 し げ る か ら の 唯一 の 注文 は 
「 宮 崎 ア ニ メ の よう に 見 せ て くれ 」 だ っ た と いう 。 
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第 96--99 話 の 











- 隣 を 生か し た 人 不気味 を 加味 














造形 的 な レト ロ 感 と デジ タル 化 に よる 陰影 効果 所 き 
第 4 シー ズン の 「 鬼 太郎 」 が 妖怪 の デザ イン を 考え る うえ で 目指 し 
た 方 向 は 、 水 木 し げ る 原作 へ の 回 帰 で ある 。 特 に 序盤 の 小豆 洗 当 1 
いや 見 上 げ 入 道 、 明 画 な ど 敵 妖怪 の 造形 は 、 ほ ぼ 水 木 し げ る 原 # 栖 
作 、 も し く は 水木 し げ る の 描く 妖怪 画 の お どろ お どろ し い 雰囲気 を 8 
よく 再現 し 、 子 供 向け に デザ イン され た 第 3 シー ズン と は 対極 の 方 お 
向 に 進ん で いる 。 ま た デジ タル 化 の 時 代 の 波 を 受け つつ も 、 意 識 て 
的 に 手描き 風味 を 残し た ビジ ュ アル を 使用 。 第 3 話 に 登場 し た 英 1 


妖怪 ・ 夜 叉 を は じ め と し て 、 そ こ に デジ タル 作品 な ら で は の 陰影 
生か し て 、 英 妖怪 や 鬼太郎 の 表情 で も お どろ お どろ し さ を 表 現す 
る こと に 成功 し て いる 。 

逆 に 鬼太郎 ファ ミリ ー の デザ イン は 洗練 の 一 途 を た どる 。 特 に 一 
反 も めん に 乗り な が ら 髪 を な び か せ た り 、“ 欄 立て 鬼太郎 "に な る 
な ど 、 過 去 作 に な い ス タイ リッ シュ な 提 太 郎 の 描写 は 、 マ ニア ッ ク 
な 女性 ファ ン を 魅了 し た 。 さ ら に 可愛 らし く モ デル チェ ンジ され た ネ 
コ 娘 は 、 時 代 を 先取 り し た か の よう な メイ ド 服 の コス プレ を 披露 。 ま 
た 美形 の 割合 が 増え て きた ゲス ト の 人 間 キ ャ ラ も 、 作 品 を より 現 
代 的 な 雰囲気 へ と 導い て いく 。 特 に 俳優 ・ 佐 野 史郎 が 声優 を 務 
め た こと で 話題 の 第 57 話 [吸血 鬼 エ リー ト 」 は 、 第 1 シー ズン の エ 
リー ト に 比べ 、 幻 起 的 な 窪 囲 気 が 大 幅 に アッ プ 。90 年 代 後半 の 新 
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第 35 話 [鬼太郎 の 地獄 流し ] よ り 。 穏 や か な 表情 を 第 碧 目 と ぬら り ひ ょ ん ] ほ か に 登 


場 し た 呼子 。 
作 ア ニ メ で ある こと を 実感 さす て くれ た 。 怖く 見 せる 、 デ ジタル 処理 で の 陰影 。 過去 作 に 比べ て 水木 原作 に 近い デザ イン だ 。 





人 IN 


類 を 見 な い 妖 怪 設定 の 自由 度 の 高 さ 
妖怪 キャ ラ の 設定 に 関し て は 、 原 作 や 実際 の 伝承 を 離れ 、 脚 本 
家 た ちの 独自 解釈 に 要 ね られ て いる 部 分 が 大 きい 。 例 えば 過去 
作 で は 地底 王国 か ら の 侵略 者 だ っ た 妖怪 ・ の びあ が り が 、 村 人 を 
雪崩 か ら 守 る た め に 働く 、 自 己 欄 牲 の 精神 あふ れる 妖怪 に 変わ っ 
て いる 。 ま た 凶悪 妖怪 ・ 火 車 や 赤 舌 が 、 本 シー ズン で は いい 妖怪 
に 変貌 し て いる こと に 驚き を 覚え た 、| 旧 作 か ら の ファ ン も 多い こと 
と 思わ れる 。 な お 、 そ の 際 に も 妖怪 の 基本 能力 な どの 設定 は 生か 
され て いる と ころ は 、 脚 本 家 の ハ イレ ベル な 力量 を 感じ させ る 。 





赤 舌 は 過去 作 で は 「[ 
千年 王国 ] を 築 こ うと 
いう 英 妖怪 だ っ た が 、 
本 シリ ー ズ で は 水 の 
精 と し て 女の子 を 救う 
た め に 、 巨 大 化し て 暴 
走 す る 。 第 49 話 「 水 
妖怪 赤 舌 の 疾走 |。 
































ドラ マ 性 が 高まっ た ゲス ト 妖 怪 の スト ー リ ー 


サイ ドス トー リー を 詳し く 描 き 、 共 感 を 呼ぶ 
これ まで は " 折 怪 帝国 を つく る " "日 本 を 侵略 する "な ど と いう 端的 
な 動機 し か 語ら れ な か っ た 敵 妖怪 の バッ クボ ー ン や サイ ドス トー 
リー が 、 本 シー ズン の 中 盤 以降 、 そ の 心情 も 含め 詳細 に 語ら れる 
よう に な っ た 。 子 供 へ の 愛情 が 宴 返 り 、 復 讐 する よう に な っ た コマ 
妖怪 . あ まめ は ぎ な ど 、「 な ぜ 妖 怪 が 人 間 に 轄 る の か 」 と いう 理由 
が 客観 的 に 洞察 され 、 事 件 の 背景 が 次 第 に 深く 表 さ れる よう に な 
る 。 こ れ は 、 テ ー マ を 人 間 と 妖怪 、 自 然 と の 共存 に 落と し 込む 、 第 3 
シー ズン を 礼 徐 と させ る 展開 で ある と いえ る 。 





第 84 話 「 怪 奇 ! 人 食 
い 肖 像 画 ] で は 、 人 の 
息 念 が 生み 出す 怪物 
を 相手 に する 。 そ の 人 怪 
物 が 生ま れる に 至っ 
た 過程 や 、 生 み 出し た 
人 間 の 苦悩 も 詳細 に 
描写 し て いる 。 
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【 第 001 話 + 


妖怪 ! 見 上 げ 和 人道 


ゅ 


STORY 
PP デ 


何で も 吸い 込む 見 上 げ 入 道 、 即 る ! 

住み か で ある 入道 沼 を 工事 で 荒らさ きれ 、 さ ら に ほこ ら を 上 剛 
に され た こと で 妖怪 ・ 見 上 げ 入 革 の 怒り が 爆発 。 現場 の 作業 
員 た ちや 、 そ れ を 目撃 し た 小学 生 ・ 佑 子 ら が 見 上 げ 入 道 に 吸 
い 込 まれ て し まう 。 現場 で 鬼太郎 は 見 上 げ 入道 と 対決 。 し か 
し その 巨体 に 攻撃 の 効果 も な く 、 あ えな く 吸 い 込ま れ て し 
まっ た 。 さらに 見 上 げ 入 道 は 、 力 ずく で 押さ え に 来 た ぬ りか 
べ を 吹き 飛ば そう と する 。 と ころ が 息 を 吹い た 上 間 に 、 腹 の 
中 か ら 鬼 太郎 が 復活 。 鬼 太郎 は ちゃ ん ちゃ ん こ で 見 上 げ 道 
の 喉 を ふさ ぐ と 、 自 分 の 息 で 膨れ 上 が っ た 見 上 げ 入 道 を 毛 針 
で 攻撃 。 破 像 きせ て 退治 し 、 人 々 を 救っ た 。 









































| 原作 | 
6 cd H 
| 見 上 げ 入道 ] で : 
「 は 、 見 上 げ 入 道 が : 
! イ タ ズ ラ な 子 を 集 : 
!: め て 妖怪 学 校 を 開 
「 き 、 妖 怪 と し て 生 : 
「 き る 方 法 を 教育 : 
: し 、 激 し い 訓練 を : 
: し て いた 。 1 








演出 多 西 尾 大 介 脚本 信 武 上 純 希 





作画 監督 人 飯島 弘 也 


ーーーーーーーーー イ 第 003 話 


ギタ ー の 旋律 ! 夜叉 


1996 年 1 月 21 日 放映 


0 


STORY 
Bb、 
魂 を 食らう 妖怪 ・ 夜 叉 を 退治 せよ 


ギタ ー の 旋律 で 人 を 操り 、 魂 を 抜い て 食べ る 妖怪 ・ 夜 叉 は 、 
ね ずみ 男 の 魂 を 食べ た こと で 腹 を 壊し て し まう 。 そ し て 「 ど 
ん な 痛み も 忘れ る ほど うま い 」| と され る 子ども の 魂 を 狙い 始 
め た 。 子ども た ち が 消 えた 公園 に 向かっ た 鬼太郎 は 、 そ の ま 
ま 夜 叉 の 妖気 を 追っ て 地下 鉄 へ と 入っ て いく 。 そ し て 夜叉 に 
道 遇 する が 、 鬼 太郎 も ギタ ー の 演奏 で 気 を 失い 、 死 霊 の 待つ 
穴 に 落ち て し まう 大 ピン チ に 。 そ こ を 追い か け て きた ネコ 女 
に 助け られ た 鬼太郎 は 、 魂 を 茹で る た め に 用 意 し て あっ た お 
湯 を 夜叉 に ぶち まけ た 。 そ し て 舗 ん だ 隙 に 夜叉 を 死 圭 の 待つ 
穴 に 落と し 、 子 ども た ちの 魂 を 無事 、 取 り 返 すこ と に 成功 し た 。 
1 原作 

1 で | 
財 夜 叉 ] で も 子 ど : 
! も を 環 い 魂 を 取る : 
i が 、 そ れ に より 鬼 : 
! 太 郎 を お びき 出す : 
i! こ と が 夜叉 の 月: 
i 的 。 鬼 太郎 は 魂 を : 
: 取 られ 、 日 玉 お や : 
!: じ が 救助 に 春闘 。 : 









































演出 人 上 由 澤 壮 男 脚本 念 雪 宝 俊一 





作画 監督 久 木 下 和 栄 


| 議 YeEASON 4 





【 第 002 話 】 


妖怪 目 目 連 の ! 


9 


STORY 
Bo、 


住み か を 奪わ れ 報 復 する 目 目 連 ! 


幼い 姉 弟 の も と に 「 日 | の 大 群 の 妖怪 ・ 目 日 連 が 現れ る 。 鬼 
太郎 が 家 に 駆け つけ る と 、 目 目 連 は 天井 一 面 に 張り 付い て 、 
家 を 壊し 始め た 。 鬼 太郎 は 姉 弟 た ちと 協力 し 日 潰し を 贅 行 。 
日 日 連 は 涙 を 流し て 一 旦 退 却 し た 。 翌日 姉 第 の 父親 に 話 を 開 
く と 、 新 し く 建 て た 別荘 が 、 目 目 連 の 住み か ・ 木 蓮 の 里 を 潰 
し て つく られ て いた こと が 発覚 。 彼 ら は その 復讐 に 現れ た の 
だ っ た 。 街 に 出 た 且 目 連 は 、 ト ラッ ク に と り き 暴走 する な 

ど 大 暴れ 。 鬼 太郎 は 撮影 対象 を 封じ 込め る 妖 具 ・ 妖 怪 カ メラ 
で 日 日 連 を 封じ た 。 そ の 街 の 惨状 を 見 て 反省 し た 父親 は 木蓮 
の 里 を 元 に 戻す こと を 決め 、 目 日 連 は 喜ん で 帰っ て 行っ た 。 


原作 
1 ーー 3 
I「 目 倍 」 か ら 日 日 
連 の 能力 (無生物 
に と り 糧 き 、 操 る ) : 
を 生か し て リ メ イ : 
! ク 。 性 格 や 行動 は 、 
原作 で は 第 2、3.: 
! シーズ ン と 同じ く ! 
! 凶悪 な 妖怪 。 






































演出 信明 比 正行 脚本 人 橋本 裕 : 





ーーーーーーーーー 第 004 話 ーーーーーーーーーーー 


巡 怖 ! 鏡 の 国 の 鏡 爺 


1996 年 1 月 28 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
鏡 の 中 に 閉じ 込め られ た 子ども た ち を 救え 


子ども た ちの 行方 不明 が 相次ぎ 、 佑 子 の 友人 の 翔太 も 行方 不明 
に 。 目玉 お や じ は 鏡 に 住む 妖怪 ・ 鏡 低 が 怪し いと に らん で い だ 。 
現場 に 急行 し た 鬼太郎 は 鏡 爺 と 対決 する が 、 力 ずく MM に 
引き ずり 込ま れ て し まう 。 鏡 の 中 で 、 分 身 し た 無敵 の 鏡 爺 に 
戦 す る 鬼太郎 。 し か も 鏡 は 清掃 業者 の トラ ッ ク に 持っ ai 








道中 で 外 に 飛び 出し て 割れ て し まう 。 外界 へ の 通路 が 閉ざさ きれ 
て し まっ た の で ある 。 砂 か け 婆 は 鏡 の 破片 を 集め て 妖術 で 復活 
外 の 世界 へ の 通路 を 作る 。 鬼 太郎 は そこ を 通っ て 外 に 人 逃 
鏡 爺 も 釣ら れ て 外 へ 。 続 の 外 で は 妖力 が な ょ い 鐘 人 欠 は 痛い 目 
道 っ て 説得 








され 、 子 ども た ち を 解放 する の だ っ た 。 


原作 

! 1 
「 鏡 爺 ] で は 、 鏡 ! 
: 爺 は 山奥 の 小屋 の 
! 負 の 中 に 女の子 を ! 
: 捕 ちえ て いた 。 捕 ! 
「 ら えら れ た 人 は 鏡 ! 
: に 閉じ 込め られ る : 
:! の で は な く 姿 ”! 
: を 奪わ れる 。 














演出 仙川 田 武 芝 脚本 久 式 上 純 希 作画 監督 海老沢 幸男 











{第 005 話 】 第 006 話 } 


ダイ ヤ 妖 怪 ・ 輸 入道 禁 走 ! 児 太郎 邊 和 













































1996 年 2 月 4 日 放映 1996 年 2 月 11 日 放映 
0 ゅ 
STORY STORY 
PP デ Bb、 
MOMA クズ に な る !? 鬼太郎 、 牛 披 と な り 大 暴れ !? 

第 し て いる 行方 不 明 事 件 を 調べ て いた 見 太 記 は 、 ね ずみ 男 封印 を 解 か れ 、 巨 大 な 妖怪 ・ 牛 鬼 が 復活 。 け つけ た 上 鬼太郎 
が 絡ん で いる 宮寺 の 大 第 交 を 見 て 、 翌 し いと に らん で 人 が 退治 し た か に 見 えた が 、 今 度 は 鬼太郎 が 牛 鬼 に 乗り 移ら れ 、 
か ける 。 そ し て ね ずみ 男 が 最近 括 繁 に いる 廃 増 に 仲間 た ちゃ 鬼太郎 和 鬼 に 飲み 込ま れ て し まう 。 牛 鬼 と は 退治 
た どり 着い た 。 そ こ は 、 人 間 の 欲 が - 現 れ 、 光 線 し た 者 に 乗り 移り 、 そ の 者 が 新た な 牛 昨 と な っ て し まう と い 





を 浴び せ て 魂 を 食う こと で 相手 を ダ ィ ャ こえ る 妖 う 厄 介 な 妖怪 な の だ 。 目玉 お や じ が 前 に 立ち ふさ が る が 、 一 














































































怪 ・ 輸 入道 の 住み か だ っ た 。 目玉 お や じ に よる と 輸入 道 を 倒 隣 た め ら う の み で 止ま れ な い 鬼 太郎 牛 抑 は 、 生 鬼 を 封じ る べ 
す に は 、 鏡 で 自身 の 光線 を 反射 させ る し カ いう 。 輸入 く 出 現し た 通 楼 に より 、 海 に 沈め られ 封印 され た 。 目玉 お 
道 も 自分 の 弱点 は 百 も 承知 で 、 廃 壇 に ある 人 築 と いう 鏡 を 壊し や じ の 涙 に 免じ し て 、 迎 楼 座 は 鬼太郎 や 鬼太郎 牛 鬼 に 食わ れ た 
て 鬼太郎 を 追い 詰め て いく 。 徐 地 に た た 郎 を 救っ た の 者 た ち を 復活 させ る 。 鬼 太郎 は みず か ら の 未熟 き を 大 い に 反 
は 、 巨大 な 鏡 を 抱え て 突 名 現れ た 頼れ る り か べ だ っ た 。 省 し 、 さ ら に 親子 の 愛情 を 再 確認 する の だ っ た 。 

「 硬 作 

年 抑 」 と 基本 的 

i! な スト ー リ ー は 同 


: じ 。 迎 楼 多 に 助け : 
! られ た 鬼太郎 は 

E 鬼 の 退治 方 法 を : 
通 楼 苺 に 聞い て そ : 
の 麗 ろ し さ を 実 感 








演出 信吉 沢 才 男 脚本 人 橋本 裕志 作画 監督 八島 善孝 


演出 信明 比 正行 脚本 久 式 上 純 布 作画 監督 今 出 口 と し お 

















第 007 話 ナー ] 第 008 話 】 

回 o ふ に テ ゃ Oo mo = 
妖怪 の っ べら ぼう ! 妖怪 か に 坊主 と 河童 
1996 年 2 月 18 日 放映 1996 年 2 月 25 日 放映 

の 
STORY STORY 
Bb、 hb、 
ね ずみ 男 の ふ り を する 落書 き 顔 の の っ べらぼう! 2000 年 生き た カニ に 操 ら れる 河童 た ち ! 
喘 子 に マス ク を し て 、 顔 を 隠す 人 が 町 に 増え て いた 。 人 気 の 河童 淵 で 人 間 と うま く 付 き 合 っ て きた 河童 た ち が 、 突 然 人 を 
落 麦 屋 を 装っ た の っ ぺら ぼう が 、 客 の 顔 を 盗ん で いた の だ 。 細 い 始め た 。 白い 泡 を 浴び た 河童 は 目 が 赤く な り 、 凶暴 に な っ 














































































ね ずみ 男 も その 店 で 蒼 麦 を ご 馳走 され 、 顔 を 盗ま れる 。 店 に た と 聞い た 披 太 郎 は 、 子 河童 た ち に 頼ま れ 救 い に 行 く 。 と こ 
行っ た 鬼太郎 は 、 白 分 の 顔 に ね ずみ 男 の 顔 を 描い た の っ ぺら ろ が 此 太 郎 が 河童 淵 に 行く と 、 凶 暴 に な っ た 河童 に 取り 囲ま 
ぼう を 見 て 、 ね ずみ 男 本 人 と 勘違い する 。 し か し 本 物 の ね ず れ 、 海 底 へ 連れ 去ら れ て し まう 。 海底 に は 白い 泡 を 吐き 、 河 
み 男 に 会 っ て 誤解 に 気がつき 、 人 奪わ れ た 顔 を 取り 戻 そ うと 童 を 操っ て いた 妖怪 ・ か に 坊主 が いた 。 沼 を 人 間 に 埋 め ら れ 
の っ べら ぼう に 挑む が 、 素 早い 動き で ネコ 娘 、 一 反 も めん も て 恨み 、 河 童 を 使い 人 間 に 仕 返し し た の だ と いう 。 そ の 強大 
顔 を 奪わ れ て し まう 。 鬼太郎 も の っ べら ぼう が 作っ た も ち に な パワ ー を いな され 、 髪 の 毛 綱 で 締め られ た か に 坊主 は 、 妖 
体 を 包ま れる が 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ を 食わ せ て 体内 で 膨らませ 、 力 を 吐き 出し 小さ な 上 海 ガ この 姿 に な っ た 。 凶暴 に な っ て い 

腹 を 破裂 させ て 退治 。 奪 われ て いた 顔 は 戻っ て いっ た - た 河童 も 元 に 戻り 、 河 章 淵 に 普通 の 暮らし が 戻る の だ っ た 。 

原作 原作 
人 『 人 、、! 
「 の っ べら ぼう 」 旨 !1V ア ニ メ オ リ ジ : 
「 に お ける の っ べら: 






i ナ ル の スト ー リ ー。: 





: ぼう は 、 人 魂 入 り : 
: 料理 を 人 に 食べ き : 
! せ る こと で 、 人 の : 
7 

0 料理 を 食 : 
られ た 。 









































四 





演出 人 宇田 鋼 之 介 脚本 人 橋本 裕志 作画 監督 人 直 





井 正博 





演出 久川 田 起 功 脚本 久 武 上 純 希 作画 監督 欠 木 下 和 栄 





ご ィ 】 
の ぐ の 
で き 





第 009 話 】 第 010 話 】 





爆走 ! 提 太 郎 機関 車 怪 褒 ! 妖怪 万 年 竹 


































































































1996 年 3 月 3 日 放映 1996 年 3 月 10 日 放映 
り いり 

STORY 4 

アー 
血 が 欲し いと 叫ぶ 吸血 鬼 三 鬼太郎 !2 竹 と 通じ 合っ た 少女 の 物語 
日 本 征服 を 企む 吸血 抱 ビ ピー は 小さ な 村 ・ 行 き 止 まり 村 に 侵入 。 ね ずみ 男 が 不動 産 屋 と し て 扱っ て いる 家 は 、 人 性 人 間 が 現れ る 
居合 わせ た ね ずみ 男 を 含め 、 村 人 た ち を 瞬く 間 に 吸 血 持 に し と 評判 の 怪奇 屋敷 だ っ た 。 万 が 一 の た め に 鬼太郎 を 連れ 、 ね 
て し まう 。 駆け つけ た 鬼太郎 た ち は 、 ね ずみ 男 に 襲わ れ て 、 ずみ 男 は 客 と 現地 に 視察 に 向かう 。 そ し て その 夜 、 案 の 定 現 
それ を 撃 退 す る 過程 で 、 吸 血 鬼 の 毒素 は 土 に 埋め れ ば 抜け る 地 で 竹 の 姿 を し た “ 竹 人 間 " に 襲わ れ て 、 ね ずみ 男 た ち も 人 竹 

こと を 知る 。 と ころ が 鬼太郎 自身 が ビー に だ まさ れ 、 吸 血 鬼 人 間 に さ れ て し まっ た 。 妖怪 ・ 万 年 竹 の 仕業 と 見 た 鬼太郎 た 

に され て し まっ た 。 鬼太郎 た ち を 乗せ た 列車 は 次 の 町 へ と 暴 ち は 、 地 下 の 奥 に そびえ ぇ る 万 年 竹 の 元 へ と 向かう 。 万 年 竹 に 
走 。 鬼太郎 を 葬 け る べく 子 泣き 爺 が ビー を 襲 うと 、 怒 っ た ビー 話 を 開く と 、 万 年 竹 は 仲良 し の 少女 ・ エ リ の 病死 で 世 を ね 、 
は 列車 の 先頭 を 切り 離し 、 山 に 激突 きせ た 。 し か し それ に よ 人 間 を 襲っ て いた の だ と いう 。 目玉 お や じ は エリ の 魂 は すぐ 
り 列 車 が 土 YS そば に いて 、100 年 後に 竹 と し て 暴 る と 万 年 竹 に 伝え て あげ た 。 
太郎 は 正気 に 戻り 、 ビ ピー を 退治 する こと が で きた 。 する と 万 年 竹 は 泣い て 喜び 、 人 々 を 解放 し た 。 














原作 
H Mg 1 
i「 ま ぼろ し の 汽車 」: 
: で は 、 吸 血 鬼 と 化 : 
! し た 晃 太 郎 を 元 に : 
: 戻す た め 、 目 主 お : 
: や じ が 過去 に 戻れ : 
: る 「 ま ぼろ し の 汽 : 
: 車 」 念力 で を 呼び : 
i 出 し た 。 


: 硬 作 : 
1 yg 1 
妖怪 万 年 竹 」 で ! 
は 人 竹 の 精 が 万 年 竹 : 
を 操っ て いる 。 原 : 
作 で は 鬼太郎 も 竹 : 
「 に され て し まう : 
! が 、 竹 の 精 が 改心 ! 
! す る こと に より 元 : 
! の 姿 に 戻る 。 

















演出 久吉 沢 学 男 脚本 念 雪 宝 俊一 作画 監督 久 飲 島 弘 也 





演出 人 西尾 大 介 脚本 人 島田 満 作画 監督 久遠 藤 明夫 
















































































【 第 011 話 ナーーーーーーーーーーーー 一 第 012 話 
ヾ h ヾ い ま 
毛羽 毛 現 と が し ゃ どく ろ 陰謀 ! 猫 仙人 の 猫 王 国 
1996 年 3 月 17 日 放映 1996 年 3 月 24 日 放映 
0 0 
STORY STORY 
Io、 IS 
森 の 死 を 食い 止め る た め 立 ち 上 が っ た 妖怪 た ち ネコ と 人 間 の 立場 が 入れ 替わる !? 

然 の 宝庫 だ っ た 霊山 に 、 私 腹 を 肥やす 大 臣 と 社長 の 悪 企み 和 の が も 人 も に 行 ぐ る 。, ぞ 
で 高速 道路 が 作ら れ 、 自 然 が 破 填 され て いた 。 妖怪 ・ 毛 羽毛 で は ペッ トシ ョ ッ プ で 「 人 間 」 が 売ら れ て いた 。 人 間 と ネコ 
現 は 、 篤 っ た 森 の 動物 た ち を 束ね て 人 間 を 懲 ト ら し め よ うと 、 の 立 糧 が 入れ 震 わ っ て いた の だ 。 そし で 、 そ の ペッ トシ ョ ッ プ 
巨大 な 骸骨 ・ が し ゃ どく ろ を 使い 霊山 ハイ ウェ イ の 車 を 毅 う 。 の 主 ・ 大 黒 ネ コ の 正体 は 、 ネ コ を 操る 猫 仙人 だ っ た 。 そ の 日 に 
事件 を 解決 すべ く 系 太郎 は 土山 へ 入る が すぐ に 捕まり 、 毛 羽 ネコ ば か り の 会 場 で 裁判 が 行わ れ 、 ネ コ を 捨て た 人 間 に 死 刑 が 
毛 現 の 話 を 開か され た 。 そ し て 毛羽 毛 現 の 意見 に 同調 し 、 無 くだ る 。 和 鬼太郎 た ち が 助 け に 入る と 猫 仙 人 は 正体 を 表し 、 伸 縮 
差別 に 人 間 を 襲う こと を 止め る させ る か わり に 、 大 臣 た ち を 後 自在 の 手 で 鬼太郎 を 毅 呈 っ て きた 。 し か し 鬼太郎 の 策略 で 、 長 く 
らし め る た め に 協力 する 。「 人 怪奇 温泉 ツア ー」 に 大 臣 と 社長 の 伸び た 手 同士 が 絡ま っ て し まい 、 猫 仙人 は 降参 する 。 そ し て ネ 
2 人 を だ まし て 指 待 し 、 設 情 体 験 を 味わわ せ た 邊 太 郎 た ち 。 コ を 捨て た 人 間 も 反 省 し た こと を 知り 、 獲 仙人 は 引き 取り 手 の 
2 人 は 、 二 度 と 自然 を 破壊 し な いと 土下座 し て 誓う の だ っ た 。 な い ネ コ た ち を 連れ て 、 山 奥 へ と 去っ て いっ た 。 

| 原作  : | 原作  ! 
1 ーー ! ] od 1 
毛羽 毛 現 ] で は 、: 中 釘 仙 人 | を モ : 


! 文 明 嫌い な 毛羽 毛 ! 
: 現 は 、 人 間 の 横 : 
: を 胃 止 し よう と 、: 
: 恐 竜 の 化石 に 子 ど : 





! チ ナー フ に 、 捨 て ら ! 
: れ た ネコ た ちの 悲 ! 
! し み を 前 面 に 押し : 
! 出 す 形 に リメイク : 





























1 も の 殊 を 入れ て 復 】 | し て いる 。 獲 仙人 : 
: 活 きせ 、 町 へ の 進 : : の 倒し 方 な ど は 
1 加 を 企 て た 。 ほとん ど 同 じ 。 


演出 信 宇 田 鋼 之 介 脚本 人 式 上 純 希 作画 監督 人 海老 沢 幸男 





演出 條 明 比 正行 脚 配 橋本 裕志 作画 監督 旬 八 島 療 孝 


の > 
ぐ Y 


sosyoLASON 4 


2 ge ge genO 








【 第 013 話 } 


妖怪 屋敷 へ いら っ し ゃ い 


1996 年 3 月 31 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bi 人 


感情 を な くし た 子供 を 笑わ せら れる の か !? 


ね ずみ 男 は 鬼太郎 た ち を 巻き 込ん で 、 本 物 の 妖怪 を 使っ た 見 
せ 物 小屋 を 開い て いた 。 と ころ が 屋敷 の 中 で は 妖怪 を 信じ な 
い 大 人 た ち が 暴 れ て いた た め 、 鬼 太郎 た ち は 彼ら を 田 か し 懲 
らし め て いた 。 そ ん な な か 、 無 表情 に 屋敷 の 中 を 巡っ て いる 
太郎 と いう 少年 が いた 。 鬼太郎 は 太郎 の 父 か ら 、 母 親 が 死ん 
で 以来 表情 が な く な っ て し まっ た 太郎 に 、 感 情 を 呼び 起こ し 
て ほし いと 頼ま れる 。 そ こ で 、 居 が ら な い 太 郎 を 今度 は 笑わ 
せよ うと あの 手 こ の 手 を 繰り 返す 。 し か し うま くい か ず 、 父 
親 は 諦め て 太郎 を 連れ 帰ろ うと し た 。 そ の 時 鬼太郎 は 、 一 つ 
の 火の玉 が 、 ず っ と 太郎 に 寄り 添っ て いる こと に 気が付く 。 


原作 
1 6 
! TV アニ メオ リ ジ ナ : 
: ル スト ー リ ー だ が 、: 
i や や | 山守 電車 」: 
YR 
MA 






































[第 014 話 上 


胡 気 栓 放 間 みす ちら 


り 


STORY 
PP デ 
極楽 世界 ・ 乱 菜 島 か ら の 脱出 


残業 続き で 疲れ 果て た 父親 の 前 に ある 老人 が 現れ 、「 攻 薬 島 」 
と いう 夢の島 に 行く よう 勧め られ る 。 そ の まま 帰ら な い 父 を 
心配 し た 息子 ・ 健 吾 と と も に 、 和 鬼太郎 は 進 薬 島 へ 。 健 吾 は 父 
と 再会 する が 、 父 は 医 李 島 に 来る 以前 の 記憶 を な くし て いた 。 
鬼太郎 は 島 の 主 で ある 仙人 ・ 徐 福 に 相談 する が 、 本 人 の 意識 
次 第 だ と いう 。 そ ん な と き ね ずみ 男 が 海竜 ・ の 封印 を 解い 
て し まい 、 島 は 突然 渡 に 香 ま れ て し まう 。 進藤 島 は 、 遇 の 吐 
き 出す 息 が 作る 展 気 楼 だ っ た の だ 。 な ん と か 鬼太郎 が 野 を 封 
じ る と 、 鳥 は 元 に 戻る 。 そ し て 父 の 幸せ を 願っ た 健吾 は 

を 導 薬 島 に 残し た まま 、 家 に 帰る と 決意 する が …… の 


原作 
で 


ITV ア ニ メ オ リ ジ 
i ナ ル の スト ー リ ー。! 
































演出 人 川田 武 範 脚本 信 鳥 田 満 作画 監督 免 出口 と し お 演出 信吉 沢 孝 男 脚本 欠 武 上 純 鍛 作画 監督 念 直井 正二 
[第 015 話 {第 016 話 } 
。 】 
避 夢 1 妖怪 まく ら 返 し あか な め と 白 う ね り 
1996 年 4 月 14 日 放映 1996 年 4 月 21 日 放映 
0 いり 
STORY STORY 
0 ho、 
夢 の 世 界 に 染まっ た 少年 ね ずみ 男 と 2 匹 の 妖怪 の 心 の 交流 


妖怪 ・ ま くら 返し に 誘わ れ 夢 の 世界 に 入り 込ん で し まっ た 少 
年 ・ 祥 一 を 救う た め 、 和 鬼太郎 は 夢 の 世界 へ 。 そ こ で 祥 一 を 見 
つけ た 上 鬼太郎 は 、 連 れ て 帰ろ うう と する が 、 ま くら 返し に 眠ら 
され て 殺さ れ か け て し まう 。 そこ で 目玉 お や じ は ね ずみ 男 に 
指示 を 出し 、 岩 塩 で まく ら 返 し の 腕 を 溶かし て 追い 返し た 。 
そし て 和 無事 に 夢 の 世界 か ら 逃 げ 出 し た 鬼太郎 た ち は 、 今 度 こ 
そま くら 返し を 退治 すべ く 、 溶 けた 腕 を 使っ て お びき 出す 。 
郊 太 郎 や 砂 か け 疲 た ち が 待 ち 構 える お 堂 に 誘い 出さ きれ た まく 
ら 返 し 。 し か し や は り 砂 か け 婆 た ち は 眠 らき され 、 ま くら 返し 
は 祥 一 を さら っ て 再び 夢 の 世 界 に 帰ろ うと する 。 























|) 硬 作 : 
H っ 1 
[まく ら 返 し 」 が : 
i ベ ー ス 。 行方 不明 : 
: の 息子 が 夢 の 世 界 : 
1 へ 連れ きら れ た と : 
i 考 えた 両親 が 、 鬼 : 
i 太 郎 に 救出 を 頼 : 
生 i む 。 成功 する と 神 : 
! 様 と し て 散っ た 。 : 








演出 信明 比 正行 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 多 木 下 和 栄 





自分 の 家 に 住み つい た 妖怪 ・ 白 溶 診 と あか な め の 2 人 と イン 
チキ の 清掃 業者 を 始め 、 い つ し か 仲良 く な っ て いた ね ずみ 男 。 
し か し 妖怪 を 使っ て の 金もうけ を 鬼太郎 に 止め られ 、 ね ずみ 
男 は や む な く 白 溶 育 を 川 に 放す 。 す る と 折 溶 診 は 川 の 汚れ を 
含ん で 巨大 化し 、 暴 れ 始 め て 街 を カビ だ ら け に し て し まう 。 
きら に その カビ を な めす ぎ て あか な めも 巨大 化し 、 白 溶 診 を 
な め て 止め よう と する が 、 抵 抗 に あっ て 倒れ て し まっ た 。 砂 
か け 婆 は 風神 と 雷神 を 呼び 出し 、 “汚れ し で で きた 白 溶 座 を 洗 
い 流 し て 止め よう と する 。 そ の と き 、 昔 し む 白 溶 育 を 見 た ね 
ずみ 男 は 、 白 溶 育 を 助け て や っ て ほし いと 懇願 する 。 


原作 


FV アラ ニス オリ ジ : 
! ナ ル の スト ー リ ー。| 




















演出 久 宇 田 銅 之 介 脚本 信 式 上 純 逢 作画 監督 旬 飯 島 弘 也 





| 


2 





{第 018 話 





第 017 話 + 


海藻 ! 妖怪 き ぎ え 晶 


1996 年 4 月 28 日 放映 


9 


STORY 
に ニー 


鬼太郎 の に せ 者 が 現れ た !? 
NRN EN 
は 現地 へ と 向かう 。 す る と そこ に いた 人 鋼 の 子 に 、 妖 尾 ・ 
時 お 
は さざえ 上 鬼 の 住み か に 向かう が 、 海 中 で 激流 に 呑ま れ て 気絶 
し て し ま う 。 気が付く と 目 の 前 に 、 第 太郎 の 姿 を し た さざえ 
鬼 が いた 。 彼 は 妖力 の 強い 鬼太郎 を 食べ て 寿命 を 延ばす た め 
系 太郎 に 変身 し て 鬼太郎 を お びき 出し た の だ 。 し びれ 楽 で 動 
け な い 上 鬼太郎 は 、 大 岩 で プレ ス さ れ て 食べ られ て し まう が 、 
その 直後 に さざえ ぇ 鬼 の 毛穴 か ら 気体 と な っ て 復活 。 そ し て 激 
闘 の 示 、 さ ざ え 鬼 の 本 体 を 見 つけ て 攻撃 する 。 





















原作 
1 Je 3 
[さざえ 鬼 ] と ほ : 
! ぼ 同様 。 き ざ え 易 : 
! の せい で 海 の 中 が ! 
: 双 が し く な っ た と : 
: 知っ た 鬼太郎 が さ : 
! ざ え 鬼 を 退治 する : 
: と 、 今 まで の 平和 : 
: な 海 に 戻っ た 。 


深海 の 奇跡 ! 化け 鯨 


1996 年 5 月 5 日 放映 


ゅ 


STORY 

Bb、 
南国 宝探し ツア ー の 落と し 穴 
南国 の 海 で ツア ー に 参加 し て いた 静子 は 、 化 け 伏 の 研究 を し 
て いた 父 を その 海域 で 亡くし て いた 。 そ の 父 に 結婚 の 報告 を 
する た め に ツア ー に 参加 し て いた の だ 。 一 方 、 ね ずみ 男 も 宝 
探し の た め 、 一 反 も めん に 乗っ て 同じ 場所 に 向かう 。 そ し て 
鬼太郎 た ち は 、 化 け 鯨 が 出る その 海域 は 危険 だ と 伝え る た め 、 
ね ずみ 男 た ち を 追い か け て いた 。 す る と や は り 「 館 の 墓場 ] 
を 荒らさ れ 怒 っ て いる 化け 鯨 が 現れ 、 ね ずみ 男 と 静子 は 存 み 
込ま れ て し まう 。 2 人 を 救出 する た め に 化け 人 鯨 の 中 に 入っ た 
鬼太郎 。 と ころ が 静子 は 「 誰 か が 呼ん で いる 」 と 言っ て 奥 へ 























進ん で いく 。 そ し て そこ か ら 、 静 子 の 父 の 殊 が 現れ た 。 
原作 
TV アニ = メオ リ ジ | 


ナル の スト ー リ ー。: 




















演出 久 西 尾 大 介 脚本 俺 大橋 志 吉 作画 監督 念 海老 沢 幸 男 演出 急 川 田 武 範 脚本 佑 大 橋 志 吉 作画 監督 代 遠 藤 明夫 
【 第 019 話 】 [第 020 話 】 

隊 く 時 険 ! 絶海 の 人 食い 島 
入居 !) 妖怪 くびれ 9 胃 険 ! 絶海 の 人 食い 
1996 年 5 月 12 日 放映 1996 年 5 月 19 日 放映 
STORY STORY 
PP デ ご デ 


"理想 の 世界 " を 作り 出す 黄泉 の 住人 


父 が 急激 に や つれ て いく の を 心配 し た 少女 ・ 晴 美 は 、 鬼 太郎 
に 相談 する 。 話 を 開い た 砂 か け 婆 は 、 そ の 男 は 「 黄 泉 の 世界 ] 
1 
の 物 を 口 に する た びに 魂 が 削ら れ 、 最 後 は 死ん で し まう の だ 。 
旧記 た が 明 天 の 0 の 半 ま 旨み 上 。 索 の 電 宮 の 也 具 作 た 
どり 着く 。 黄泉 の 世界 は 叶 美 の 父 の 理想 の 世界 で ある 、 耳 供 
時 代 を 再現 し て いた 。 その 世界 で 晴美 の 父 を 見 つけ た 鬼太郎 
は 、 元 の 世界 に 連れ 戻 を そう と する 。 そ こ に 、 人 々 を 黄泉 の 世 
界 に 誘い 込む 妖怪 ・ く びれ 鬼 が 出現 。 戦 お うに も 黄泉 の 世界 
で は 力 が 発揮 で き な い 持 太 郎 は 、 外 の 世界 へ の 脱出 を 試み た 。 


原作 
ーー 















































iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 


1000 年 の 時 を 超え て 約束 は 守ら れる 
遺 難し た ダイ バー を 捜し て ある 島 に 向かっ た 鬼太郎 た ち は 
その 島 に ある 洞 究 の 奥 に 入り 込む 。 そ こ で 行方 不明 の ダイ 
バー を 見 つけ る が 、 洞窟 の 中 に 溢れ て いる 人 間 を 溶かす 液体 
に 阻ま れ て 脱出 で き な か っ た 。 太 郎 は 、 そ の 島 が 妖怪 ・ 人 
食い 島 だ と 気が付く 。 人 食い 島 は 1000 年 前 の 生け 将 の 娘 と の 
約束 で 人 を 食う こと を や め て いた が 、 遭 難し た ダイ バー ら 人 
間 た ち が 、 娘 の 形見 の 首飾り を 盗み か に くる こと に 怒っ て 、 
び 襲 っ て いる と いう 。 そ ん な と き 、 実 際 に 首飾り を 盗ん で い 
た ね ずみ 男 が 、 は ずみ で 海中 に 首飾り を 落と し て し まう 。 径 っ 
た 人 食い 島 は 洞窟 の 中 の 人 間 を 溶 か そ うと 暴れ だ し た 。 


原作 


人 食い 鳥 」 で は 、: 

| 人 食い 島 は 生け 企 | 
: を 求め る “海神 様 " 
! と いう 設定 。 生け! 
: 細 に され た く な い : 
: 桂 人 が 鬼太郎 に 助 : 
i け を 求め て 手紙 を : 
! 出す 。 1 




































































演出 信 明 比 正行 脚本 念 橋本 裕志 作画 監督 今 出 口 と し お 





演出 凶 吉 沢地 男 脚本 久 武 上 純 布 作画 監督 今 八 島 善孝 


ge ge ge nO 


> | 議 YSEASON 4 





【 第 022 話 j 





【 第 021 話 





白粉 局 と の っ ぺら ぼう 


ゅ 


STORY 
デー 


の っ ぺら ぼう が 疑い を は ら す た め 番 闘 
"若返る" と いう 雇い 文句 の 碧 粉 を 使っ た 人 間 が 、 顔 を 礁 われ 
る 事件 が 続発 。 鬼 太郎 は の っ ぺら ぼう を 疑う が 、 ど う や ら 犯 
人 で は な いら し い 。 し か も 甘い 言葉 に だ まさ れ て 砂 か け 牙 や 
ネコ 娘 ま で 、 DE に 絡ん 
で いる と 知っ た 上 鬼太郎 は 、 ね ずみ 男 を 問い 詰め る 。 そ こ で 犯 
人 が 白粉 婆 で ある こと を 突き 止め た 鬼太郎 は 、 PS 
に 顔 を 盗ま せ 、 そ の 選 場 所 を 突き まとめ た 。 和 白粉 遂 は 人 間 た ち 
の 顔 を 使い 、 若 返り の 薬 を 作ろ うと し て いた の だ 。 鬼太郎 は 
顔 を 返す よう に 迫る が 、 白 粉 遂 は 応じ よう と し な い 。 そこで 
同行 し て いた の っ ぺら ぼう が 白粉 婆 に 立ち 向かう 


ce | 原作 
の 6 
iTV アニ メオ リ ジ : 


i! ナ ル の スト ー リ ー。: 










































演出 人 宇田 鋼 之 介 脚本 人 @ 大 橋 志 吉 作画 監督 代 直 井上 正博 





演出 人 川田 武 範 脚本 久 武 上 純 希 


蜂起 ! 妖怪 泥 田 坊 


1996 年 6 月 2 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 
村 を 救っ た 田んぼ を 訂 し む 少 年 
ほれ だ し た 。 人 


都市 化 が 進む 村 で 、 田 を 守る 妖怪 ・ 泥 田 坊 が 竣 
間 た ち は 泥 田 坊 を 退治 する た め 消 防 車 で 放水 する 。 し か し 水 
を 得 て 、 泥 田 坊 は さら に 巨大 化し て し まう 。 田んぼ が 好き な 
少年 ・ 直 也 と 、 そ の 子 と 仲良 く な っ た ベビ ー 泥 田 坊 が 泥 田 坊 
を 説得 し よう と する が 、 泥 田 坊 は 怒り で 我 を 忘れ て いた た め 、 
耳 を 借 そ うと し な い 。 そこ で 上 彼 太郎 は 泥 田 坊 を 攻撃 する が 、 
反撃 され 泥 に 埋まっ て し まう 。 そ の 間 に 人 間 た ち は 泥 田 坊 を 

















倒 そ うと 、 巨 大 な 火 を お こし 泥 田 坊 を 乾かし て いた 。 直 也 た 
ち に 救出 され た 鬼太郎 は 、 倒 れる 寸前 の 泥 田 坊 に 
と する が 、 


攻撃 し よう 


直也 と ベビー 泥 田 坊 が それ を 止め た 。 


原作 。 : 
! 2 1 
i「 泥 田 坊 ] が 原作 。: 
1“ 田 を 返せ " とい ! 
: う セリ フ は 原作 そ : 
! の まま だ が 、 航 空 : 
: 基地 で 暴れ る シー: 
「! ン な ど は な く 、 内 : 
: 容 は 大 きく 変更 き 
: れ て いる 。 





作画 監督 倫 木 下 和 栄 











【 第 023 話 】 


風魔 ! 妖怪 雨 ふり 天狗 


1996 年 6 月 9 日 放映 


9 


STORY 

Bi 
目玉 お や じ が 鬼太郎 か ら 離 れ 大 活躍 
風吹 で ドラ イ バ ー が 車 に 乗っ た まま 行方 不明 に な る 事件 が 
頻発 し て お り 、 父 が 行方 不明 に な っ た 少年 ・ 晴 夫 が 鬼太郎 
相談 する 。 鬼 太郎 が 調査 を し て いる と 雨 隆 り 天狗 が 現れ 、 鬼 
太郎 を 攻撃 し て きた 。 戦 い の 末 、 鬼 太郎 の 下駄 で 目 を 負傷 し 









































た 天狗 は いっ た ん 退却 し て いく 。 そ し て 病院 で も ある 晴夫 の 
家 に 戻っ た 昨 太郎 た ち だ が 、 CH 
きた 。 吐 夫 の 宜 父 が 診察 し て いる 隙 を 見 日 玉 お や じ は 天 
狗 の 頭巾 に 潜み 、 事 情 を 開き だ し た 。 軍記 昌史 た 
食料 で ある 野草 が 枯れ て し まい 、 腹 を 立て て 車 を 胡 っ て いた 
と いう 。 事 情 を 知っ た 晴夫 の 祖父 は 、 霞 草 の 栽 培 を 約束 する 。 
原作 。 : 
0 っ 1 
財 雨 ふり 天狗 | で : 
i は 、 天 狗 は 「 か すみ ]: 
: が 排気 が ガス で 汚れ : 
! た こと を 怒っ て い : 





| 移動 きせ た 。 


作画 監督 旬 飲 鳥羽 也 


演出 信吉 沢 孝男 脚本 久 大 橋 志 吉 





鬼太郎 が 天狗 : 
| を 容 気 の きれ いな 


| 妖怪 保護 区 "に | 


[第 024 話 】 


怪談 ! 妖怪 陸 摩 維 挿 


1996 年 6 月 16 日 放映 


9 


STORY 

bo、 
恋 に 生き る “純情 " ね ずみ 男 は 必見 ! 
行き 倒れ て いた ね ずみ 男 を 助け た 寺 の 亡き 住職 の 娘 ・ 小 百合 
は 、「 寺 を 一 緒 に も り 立 て て ほし い 」 と ね ずみ 男 に プロ ポー ズ 
する 。 報 告 を 受け た 鬼太郎 が 、 ね ずみ 男 の お 祝い に 向かっ た 
と ころ 、 ね ずみ 男 は 村人 か ら 、 小 百合 は 随分 前 に 死ん で いる 
と 開か され て いた 。 小 百合 は 死体 に 取り 付き 人 の 精気 を 吸う 
妖怪 ・ 陰 摩 散 鬼 に 取り 付か れ て 、 荒 れ 寺 を 放置 し て いる 人 間 
た ち へ の 復 父 に 、 や む な く 手 を 貸し て いた の だ 。 鬼 太郎 は 画 
家 の ふ り を し て 小百合 に 近づき 、「 正 体 暴き の 秘術 」 で 、 陰 摩 
維 鬼 を 小百合 か ら 追 い 出す こと に 成功 。 し か し 、 そ れ は ね ず 

み 男 と 小百合 の 永遠 の 別れ も 意味 し て いた ……。 














































原作 

の デ 

「 陰 魔 毅 見 ] で は : 
鬼太郎 は 金持ち の 
少年 の 依頼 を 受 : 
け 、 そ の 子 の 彼女 ! 
: に 濃い た 陰 魔 苺 鬼 : 
! を 退治 し て いる 。: 
: 退 治す る 方 法 は 原 : 
i: 作 に 忠実 。 





演出 人 佐藤 順一 脚本 信 式 上 純 鈴 作画 監督 人 海老 沢 幸男 
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【 第 025 話 】 





硬 莉 の 妖怪 ・ お 


1996 年 6 月 23 日 放映 


0 


STORY 
Bb、 


そこ は か つて 、 主 と 過ごし た 土地 だ っ た 

妖怪 ・ 騰 車 が 公道 に 現れ 、 自 動車 事故 が 多発 し て いた 。 騰 車 
と は 般若 の よう な 顔 が 、 重 車 の 前 面 に 張り 付い た 妖怪 で ある 。 
そん な と き ね ずみ 男 が 脆 車 に 細 わ れ 、 鬼 太郎 は 後 を 追う 。 腹 
車 が 逃げ 込ん だ 先 に は 、 民 族 博 物 館 が 寂し く 価 ん で いた 。 解 
体 予定 の その 博物 館 に は 、 和 牛車 が 残る の み 。 こ れ が 膜 車 の 正 
体 だ っ た 。 博物 信 は か つて 生還 だ っ た 有 還 と 、 その 主人 が 過 
し た 思い 出 の 土地 に 立っ て いた の だ 。 膜 車 は 工事 車両 を 毅 
うこ と で 、 物 館 の 押 体 を 止め た か っ た の で ある 。 そ こ に ね 
ずみ 男 が 戻っ て き て 、 自 分 を 襲っ た 騰 車 を 燃 や そ うと する 。 
脆 車 は 激 即 し て 暴走 し 、 事 車両 の 列 に 突進 し て し まっ た 。 


お ば ぼう ク ろ 車 














































































































Pl 


原作 
MV ご コメ オリ ジ ナ : 
! ル の スト ー リ ー。! 


| 怪 気象 ] に 登場 す : 
! る 脆 車 は 、 第 1 部 ! 
8 本 居 周作 で | 

気 定着 装置 の 役 : 








第 026 話 


復活 ! 妖怪 大雅 時 


1996 年 6 月 30 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


千 人 力 の 天邪鬼 と 必死 の 対決 

ね ずみ 男 は 鬼太郎 た ち を 、 珍 し く 立 派 な 別荘 に 招待 し た 。 目 
下 お や じ と ネコ 娘 が いぶ か し が っ て いる と 、 DP 
別 料 の 娘 を 誘拐 し た と し て 、 取 り 調 べ を 受け る 羽目 に 
SR 
力ずく で 税 察 か ら 連 れ 出 し た 。 そ し て 洞 祭 で 待っ て いた の は 
ね ずみ 男 と 、 天 邪 鬼 に 誘拐 され た その 娘 だ っ た 。500 年 の 封印 
を 解 か れん た ば か り で 空腹 だ っ た 天邪鬼 は 、 全 員 を 米 製 に 
食べ よう と 洞窟 に 閉じ 込め る 。 煙 が 立ち こめ る 中 、 懸 命 に 出 
口 を 掘る 一 行 。 一 方 外 で は 、 天 邪 捉 が 警察 を 忠 嗣 。 な ん と か 
脱出 し た 鬼太郎 た ち は 、 豪 力 ・ 天 攻 此 と の 戦い に 挑む 。 


| 原作 

H 人 

天邪鬼] で は 、! 
天邪鬼 の 封印 を 解 ! 
i く の は 意地 癌 な 革 
i さ ん で 、 最 後 は 恨 : 
! み が 晴 れ て 天 良 な : 
人 に 戻る 。 アニメ: 























| 割 を 果たし て いる 。』 :! で は ね ずみ 男 が 封 


: 印 を 解い て いた 。 : 











演出 例 宇 田 銅 之 介 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 代 和 八島 善孝 





演出 信 西 尾 大 介 脚本 参 雪 室 俊一 作画 監督 葵 稲葉 仁 

















【 第 027 話 】 【 第 028 話 } 
吸 魔 ! 妖怪 野 づち 久 想 諦 ・ 獲 町 切符 
1996 年 7 月 7 日 放映 1996 年 7 月 21 日 放映 
0 9 
STORY STORY 
hb、 Bb、、 


砂 か け 婆 の 若 か り し 日 の 姿 は 必見 ! 

淳 と ね ずみ 男 が 見 つけ た 不思議 な 穴 は 、 底 な し で 何で も 吸い 込 
む 「 野 づち 塚 」 だ っ た 。 ね ずみ 男 は この 穴 を 利用 し て ゴミ 処理 
の 商売 を 始め 、 ど ん どん ゴミ を 捨て て いく 。 す る と ある 日 、 野 
づち 塚 か ら 妖怪 ・ 野 づち が 復活 。 辺 りか まわ ず 物 を 吸い 込み 始 
め 、 街 は パニ ッ ク に 陥る 。 ね ずみ 男 も 吸い 込ま れる 直前 に 、 鬼 
太郎 を 乗せ た 一 反 も めん に 救 わ れる 。 だ が 、 野 づち を 止め よう 
と し た 鬼太郎 は 自分 が 吸い 込ま れ て し まう 。 野 づち を 止め る に 
は 、 大 食い の 原因 と な っ て いる 四 次 元 化し た 腸 の ね じ れ を 正す 


鬼太郎 と ね ずみ 男 に ネコ ミミ が 生え た !? 
行方 不明 に な っ た サラ リー マン を 捜す 鬼太郎 と ね ずみ 男 。 最 後 
の 足跡 が 残る 公園 に 行く と 、 不 思 議 な 野良 ネコ に 誘わ れ て 「 独 
町 | 行き の 切符 を 手 に する 。 地 下 鉄 を 乗り 継ぎ 、 猪 町 線 に 乗り 
込ん だ 2 人 。 終点 に 近づく と 、 2 人 は ネコ に 変身 し て し まう 。 

そこ は 猫又 が 仕切 り 、 誰 も が ネコ に な っ て 生活 する 独 町 だ っ た 。 
その サラ リー マン も 獲 町 で 見 つか る が 、 人 間 に は 戻り た く な い 
と いう 。 ひ と 関 着 ある うち に 、 ね ずみ 男 の も と "ネズミ" とい 
う 正体 が ば れ て し まい 、 獲 又 に 襲わ れる 2 人 。 鬼 太郎 の 毛 針 は 










































































し か な いと わか り 、 砂 か け 婆 は 志願 し て 野 づ ちの 体内 へ 。 じ つ 猪 又 に 効か ず 、 捕 われ て し まう 。 一 方 、 鬼 太郎 が 猫 町 に 行っ た 

は 砂 か け 疲 に は 、 鬼 太郎 救出 の ほか に も 日 的 が あっ た の だ 。 と いう 情報 を 得 た ネコ 娘 は 、 目 玉 お や じ と と も に 猫 町 へ と 急ぐ 。 
原作 原作 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : i「 猫 町 切符 」 で は 、! 
| ナル の スト ー リ ー。 ある 科学 者 の 助手 
に な っ た 鬼太郎 が ! 


: 猫 町 へ 。 猫 又は 登 
! 場 せ ず 、 切 符 を 手 
! 配 する デブ 猫 が 獲 : 
町 の 親分 と な っ て ! 
1 「 い る 。 1 








演出 多 明 比 正行 脚本 欠 式 上 純 希 作画 監督 代 直 井 正博 演出 信吉 沢 孝男 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 





監督 葵 出口 と し お 


トー 
で 


宣 ge ge ge no 


soLASON 4 











【 第 029 話 】 


巨人 伝 な 説 ダ イダ ラ ラボ ッ チ 


ゅ 


STORY 
Bb、 
巨人 の 登場 に 海水 浴場 大 パニ ッ ク ! 


夏 の 海水 浴場 の 空 に 、 
や 口 が 出現 し 、 や が て 集まっ て 巨人 の 体 が 完成 し て いく 。 そ 
れ は 争い ご と を 食べ て 治め る 伝説 の 巨人 ・ ダ イダ ラボ ッ チ だ っ 
た 。 鬼太郎 た ち は 海 水浴 場 に 向かい 、 封 印 を 解い た 本 人 で あ 
る ね ずみ 男 を 尻目 に 、 巨 人 の 完成 を 防ぐ べく 春 走 する 。 そ の 
間 に ダ イダ ラボ ッ チ は 体 を 手 に 入れ 、 争 う 人 々 を 襲い 出し た 。 
第 太郎 た ち は 、 最 後に 残っ た 巨人 の 脳みそ に 杭 を 打 と うと す 
る が 、 そ の 脳みそ を 求め て きた ダイ ダラ ボッ チ に 見 つか っ て 
し まう 。 そ の 瞬間 、 鬼 太郎 は 自分 だ け 一 反 も めん に 乗っ て 、 
仲間 を 裏切り 逃げ ば よう と する 。 そ れ は 、 鬼 太 郎 の 策略 だ っ た 。 


原作 


[ダイ タッ ポッチ 」 
! で は 、 ダイ ダラ ボッ 
! チ の 急所 が 脳みそ : 
と 知っ た 指 太郎 : 
i は 、 脳 みそ が 礼 ら : 
! れ て いる 洞窟 に 妨 : 
: び 込 み 、 リ モコ ン : 


! 手 で 脳 を 破壊 。 















































演出 今川 田 武 範 脚本 人 橋本 


作画 監督 倫 木 下 和 栄 





巨大 な 目玉 が 出現 。 各 地 で も 巨大 な 鼻 





【 第 030 話 】 


妖 花 ! 夏 の 日 の 記憶 


1996 年 8 月 4 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 
南 の 島 に 咲く 妖 花 の 真相 





古本 屋 で 見 か けた 娘 ・ 花 子 に 付い て いる 不思議 な 花 の 妖気 が 気 


に な る 鬼太郎 は 、 娘 の 後 を つけ て いく 。 娘 は 3 年 前 の 夏 に 祖母 
が 行方 不明 に な っ て 以来 、 ア パー ト に ひと り 暮 らし 。 祖 母 が 消 


えた 後に は 不思議 な 花 だ け が 残っ て お り 、 以 来 夏 に な る と 、 部 





屋 中 に その 花 が 咲き 乱れ る と いう 。 太 郎 は 情報 を 集め 、 あ る 











古 美術 商 で 祖母 の 手がかり を 発見 し た 。 そ の 店 で 祖母 は 、 夫 が 





戦死 し た 場所 で ある 南 の 鳥 の 絵 を 見 つめ て いた と いう 。 花子 と 
鬼太郎 た ち は そ の 鳥 へ 向かう 。 5 か の 不思議 な 花 と 同じ 
花粉 に 導 か れ 、 大 き な 木 の も と に 
根本 を 掘り 起こ す と HI 


| 原作 
! Ng 1 
妖 花 」 が 原作 。! 
南方 の 島 に 花子 と ! 
: と も に 内 の 船 で 向 : 
! か うと ころ や 、 妖 ! 
! 花 の 木の下 に 遺体: 
: が 埋まっ て いる 部 
分 は 、 原 作 が 生か : 
: され て いる 。 














演出 信明 比 正行 





脚本 倫 島 田 満 作画 監督 代 海 老 沢 幸男 








ー[ 第 031 話 上 


妖 惨 変 化 ! 卒 化け 


ゅ 


STORY 
bb、 
楽し て 幸せ に …… な れる の か ? 


0 庫 で 、 傘 化け は の ん びり と 暮らし て いた 。 

こ に ね ずみ 男 が 現れ 、 鬼 太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ が あ れ ば す 
00 火 間 の の: 和 も ik は ちあ 、 壮 せ に な れる と そそ の か す 。 
純朴 な 性 格 の 傘 化 け は 、 言 われ る が まま に 累 太郎 を 急 細 。 供 
眠 術 や ビー ム な ど で 上 鬼太郎 を ひる ませ 、 陰 か ら の ね ずみ 男 の 
不意 ち で 、 鬼太郎 を 気絶 きせ る こと に 成功 する 。 ちゃ ん ちゃ 
ん こ を 奪っ た 傘 化 け は 、 ね ずみ 男 の 入れ 知恵 で 、 つ い 先 日 亡 
く な っ た 大 金持ち に 化け る 。 だ が 、 社 長 の 妻 は 急 に 戻っ て き 








た 夫 を 自然 に 迎え 入れ て いた 。 そ し て その 老婆 と すご すう ち 
に 、 傘 化け の [幸せ 」 に 








対す る 考え は 変わ っ て くる 。 


原作 
で デ 
:「 傘 ば け 」 で は 、: 
: 不 幸 な 自分 に 納得 : 
i! の いか な い 傘 ば け ! 
: が ね ずみ 男 に 利用 
: さ れる 。 和 鬼太郎 の : 
! ち ゃ ん ちゃ ん こ を !: 
: 槍 っ た た め 、 最 後 
: は 燃やさ れ た 。 : 


























脚本 倫 式 上 純 需 作画 監督 代 八 島 善 孝 


演出 欠 宇 田 鋼 之 介 








どり 着く 。 昌 太郎 と 花子 が 








ユ 第 032 話 ナー 


電気 妖怪 カミ ナリ ! 
1996 年 8 月 18 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 


PR 電 本 ま 千 ! 





各地 で 落雪 に よる 事故 が 多発 し て いた 。 し か も 落雷 に 巻き 込 


まれ た 人 間 が 消え て いる と いう 。 調査 を 開始 hr 


積乱雲 が 関係 し て いる こと か ら 、 電 気 妖 怪 か みな り の 仕業 だ 





と 目 星 を つけ る 。 鬼太郎 た ち が 雲 の 中 に 向かう と 、 そ こ に は 
引力 の ある 大 き な 岩 が 浮い て いて 、 行 方 不明 に な っ た 人 間 た 





ちがい た 。 鬼太郎 が 彼ら を 脱出 きせ よう と する と 、 そ こ に か 


みな り が 現れ る 。 人工 降雨 の 実験 を 繰り 返す 人 間 た ちの 思い 
上 が り が 気に入ら な いか みな り は 、 上 彼 太 郎 た ちと 対立 。 戦 い 
が 始ま っ た 。 鬼 太郎 ちら は か みな り の 電気 が 切れ た 瞳 間 を 狙う 
が 、 か みな り は 太鼓 に 貯め て いた 電気 で 反撃 に 出 た 。 

ーー 原作 

人 
: 電気 妖怪 ] で は 、: 
: 鬼太郎 と 将棋 対戦 
i 中 だ っ た 子 な き 葉 : 
記 ンー : が か みな り 退 治 に 
! 参加 。 鬼 太郎 と か : 
: みな り の 格闘 は 一 
i 胸 続き 、 か みな り ! 
! が 焼死 し た 。  : 
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【 第 033 話 】 


逆 細 ! 妖怪 さら 小僧 


1996 年 8 月 25 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


この 世 の 終わ り を 引き 起こ す !? 禁断 の 4 番 
売れ な い バ ンド ・ 愛 避 団 が 、 妖 怪 ・ き ら 小 僧 の 歌 「 べ っ た ら 
べた ら こ | を 盗み 開き する 。 感動 し て いる と 、「 4 番 だ け は 歌 
うな 」 と 念 を 押さ れ た うえ で 「 お 前 ら の 歌 に し ろ 」 と 、 こ の 
歌 で 大 儲け を 企む ね ずみ 男 に 譜面 を 渡さ れ た 。 そ の 歌 は 4 番 
を 歌う と 、 こ の 世 の 終 わり を 呼び 起こ す と いう 噂 な の だ 。 そ 
し て 愛 歌 団 は この 曲 で 大 スタ ー に 。 と ころ が 、 自 分 の 歌 を 他 
に 歌わ れる の が 大 嫌い な さら 小僧 は 、 愛 歌 団 を 誘拐 し て し 
まう 。 鬼太郎 と ね ずみ 男 は 助け に 向かい 、 ね ずみ 男 は 鬼太郎 
が 戦っ て いる 隙 に 愛 歌 団 を 助け 出す 。 さ ら に 怒っ た さら 小僧 
は その 妖力 を 使い 、 禁 断 の 4 番 を 憂 歌 団 に 歌わ せる ! 


原作 : 
1 人 1 
[さら 小僧 」 も 、 

さら 小僧 の 歌 で 一 : 
i 曜 スタ ー に な っ た : 
歌手 を さら っ て し 
! ま う 話 。 た だ し 
禁断 の 4 番 」 と 
! いう 設定 は アニ メ !: 
が サジ ナル 。 
























































【 第 034 話 】 


流浪 ! 妖 怪 あ すず き と ぎ 


1996 年 9 月 1 日 放映 


9 


STORY 
Bo、 人 


「 人 恋し い 」 気持 ち は 妖 怪 も 同じ で す 

「 自 分 が 住ん で いる 田舎 か ら 人 が 減っ て 、 寂 し い 」 と 気 の い い 
妖怪 「 小 豆 と ぎ 」 か ら 妖 怪 ポ スト に 手紙 が 届く 。 そ れ な ら ば 、 
と ね ずみ 男 は 小豆 と ぎの 居場所 を 探し 、 小 豆 と ぎ は 和菓子 店 で 
工人 と し て 活躍 の 場 を 得る 。 そこ へ 同じ く 人 恋し く な っ た 小 8 
は か り が 訪ね て くる 。 2 人 は 小豆 妖怪 コン ビ と し て 人 気 に な り 、 
店 に は 連日 長 由 の 列 が 。 し か し 多忙 に な っ た こと と 、 話 題 に な 
りす ぎ で 自分 た ち が 見 せ 物 と 化し て きた こと に 慎 り を 感じ 、2 
人 は 店 の 人 間 た ちと 仲違い し 、 彼 ら を きら っ て し まう 。 それは 
2 人 が 見 せ 物 に され た と 嘆く 小 立 湊 の 入れ 知恵 だ っ た 。 助 け に 
行っ た 鬼太郎 も 、 ま た 捕らわれ の 身 に な っ て し まう 。 


原作 


小豆 連合 衝 」 の: 
人間 の せい で 住み ! 
! か が な く な っ て し ! 
! まっ た 小豆 沈 い 、! 
小豆 は か り 、 小 豆 : 
: 疲 が 、 3 人 組 で 現 
:! れ る と ころ の み 生 : 
!: か され て いる 。 


は 
























































演出 信明 比 正行 脚本 食 大 橋 志 吉 作画 監督 供 稲 葉 仁 





演出 傘 佐 藤 順 一 脚本 傘 武 上 純 希 作画 監督 供 飯 鳥 弘 也 
第 035 話 ナー 
ま ま Py 
上 提 大 郎 の 地獄 流し 
1996 年 9 月 8 日 放映 
いり 
STORY 
ho、 


鬼太郎 が “地獄 " を 味わわ せる ! 
土地 転がし な ど で 指名 手配 中 の 犯人 ・ 大 黒 と その 手下 。 2 人 
は 逃走 中 に 、 ラ ー メ ン 店 で 鬼太郎 た ち に 遭遇 する 。 ピ スト ル 
で 償 し て も 動じ な い 鬼太郎 に 対し 、 大 黒 は つい に 発 克 。 そ の 
後 逃 げた 2 人 は 、 転 が っ て きた 巨大 な ダイ ヤ に 吸い 込ま れ て 
し まう 。 そ こ は 和 鬼太郎 が 2 人 の た め に 用 意 し た "地獄 " だ っ た 。 
恒 の が 0 ゲイ の 本 300 和 上 あの を 
ほる 2 人 。 鬼太郎 は 懲り な い 2 人 に 、 そ こ が 地 獄 で ある と 告 
時 は 何 の 価値 も な い 。 い つの ま に か 周 上 
は 砂漠 と な り 、 水 を 得る た め に は 笑顔 を 失い 、 ラ ー メ ン と 引 
き 換え に 若き を 代償 に し な けれ ば な ら な い の だ ……。 


: 原作 : 
1 ag 人 8 
i| 地獄 流し ] を モ : 
! チ ー フ に “悪人 2 
: 人 組 が 鬼太郎 の 地 : 
: 鈴 流し に あう "と : 
i い う う 本 質 部 分 は 変 

! わ ら ず 、 あ と は オ 

i リ ジ ナ ルス トー リー! 
! と な っ て いる 。  : 

































































演出 久 宇 田 鋼 之 介 脚本 傘 鳥 田 満 作画 監督 欠 出 口 と し お 





ge ge ge nO 


> 隊 SEASON 4 








ーー 第 036 話 


仰天 ! お り た た み 入 道 


1996 年 9 月 15 日 放映 


9 


STORY 
hb、 人 
"大 涯 孤独 "” の ね ずみ 男 、 号 泣 す ! 


ね ずみ の よう な 風貌 の 男 が 悪事 を 働い て いる と いう 手紙 を 受 
け 取 っ た 鬼太郎 。 そ の 犯人 は 、 ね ずみ 男 本 人 すら その 存在 を 
知ら な か っ た 、 ね ずみ 男 の 弟 だ っ た 。 礼儀 正しい 弟 は 仲間 に 
も 受け 入れ られ 、 砂 か け 婆 の アパ ー ト に 住む こと に 。 だ が 、 
その アパ ー ト に 住む 妖怪 が 次 々 と 消え て し まう 。 彼ら は じ つ 
は 、 ね ずみ 男 の 弟 が 持っ て いる つづ ら に いる 妖怪 ・ 折 り た た 
み 入 道 に 食わ れ て し まっ て いた 。 衝 太 郎 は 弟 を 追い か け て 折 
り た た み 人 入道 と 対決 し 、 苦戦 の 未 、 勝利 する 。 弟 を 許し て や っ 
て くれ と か ば う ね ず み 男 だ っ た が 、 居 直る 弟 の 尻 に は し っ ぱ ぽ 
が 生え て いた …… 。 その 正体 は 、 む じ な だ っ た の だ 。 


原作 1 
Ice 1 
| お り た た み 入 ! 
: 道 ] で は 、 折 り た : 
ラク : た み 入道 は 鬼太郎 
: し か 春 み 込ま な い : 
陸 、 ! が 、 ア ニ メ で は 油 : 
有 め ! す まし 、 呼 の 2 1 
: : 人 が 邊 み 込ま れ て : 
! い る 。 















































作画 監督 代 木 下 和 栄 





演出 人 川田 武 範 脚本 倫 大 橋 志 吉 





【 第 037 話 】 








大 追跡! 妖怪 自動 車 


1996 年 9 月 22 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 


夜行 さん の 大 発明 、 妖 怪 自動 車 が 登場 ! 


突然 死 し た 丸田 は 、 妖 怪 界 の 発明 王 ・ 夜 行 さ ん に 遭遇 。 洒 た せ 
な か っ た 息子 と の 「 夜 明け の 海 を 見 せる 」 と いう 約束 を 果たす 
た め 、 夜 行 さ ん に 現世 と 米 世 を 行き 来 で きる 妖怪 自動 車 を 借り 
る 。 約 束 は キー を 絶対 抜か な いこ と と 、 夜 が 明け 切る 前 に 返す 
こと 。 と ころ が 丸田 は 息子 と 海 に 向かう 途中 で 、 ね ずみ 男 に 車 
を 盗ま れ て し まう 。 し か も ね ずみ 男 が キー を 抜い た た め 、 妖 怪 
自動 車 が 暴走 を 開始 。 鬼 太郎 は 後 を 追い 止め よう と する が 、 苦 
戦 す る 。 そ こ に 夜行 さき ん が スペ アキ ー を 持っ て 現れ 、 鬼 太郎 は 
それ を さす こと に 成功 。 妖 怪 自動 車 は 暴走 を や め 、 そ の まま 九 
田 は 夜行 きん の 計ら いで 、 人 息子 と の 約束 を 果たせ た の だ っ た 。 


原作 
M IN 1 
ITV ア ニ メ オ リ ジ !: 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 







































































演出 信吉 沢 孝 男 脚本 食 直 上 純 希 作画 監督 葵 海老 沢 幸男 





【 第 038 話 


血 賠 ! お どろ お どろ 


1996 年 9 月 29 日 放映 


9 


STORY 
PP デ 
恐怖 の 毛 は え 薬 が 子供 の 血 を 求め る ! 


模型 飛行 機 を 贈ら れ 、 そ れ に 乗り 込ん だ 子ども が 帰っ て こない 
事件 が 続発 。 砂 か け 疲 た ち も 飛 行 機 に 乗り 込む と 、 楽 を 開発 す 
る 研究 所 へ た どり 着く 。 そ こ に は 髪 の 先 か ら 血 を 吸う 妖怪 お ど 
ろ お どろ が いて 、 ね ずみ 男 が 血 を 吸わ れ て し まう 。 駆け つけ た 
鬼太郎 も る 血 を 吸わ れる が 、 逆 に 自分 も 吸い 返し 、 お どろ お どろ 
を 倒す 。 お どろ お どろ は 、 薬 を 開発 する 化学 者 が 変化 し た 姿 だ っ 
た 。 毛 は え 薬 を 開発 し 自分 の 頭 で 実験 し た 結果 、 薬 の 効果 は 絶 
大 な も の の 、 月 の 光 で 毛 が 異 常に 伸び て 妖怪 に 3 nA 
人 間 に 戻 る に は 子ども の 清らか な 血 が 必要 な た め に 診 拐 し て い 
た の だ 。 血 に 変え よう と 試み る 。 


原作 


おぉ どろ お どろ | 
! で は 、 お どろ お ど 
: ろ は 鬼太郎 に 退治 
! され 、 元 に は 戻ら : 
! な い 。 と で は ! 
鬼太郎 * の 妖力 に : 
! よっ て 、 人 間 に 戻 
! る こと が で きる 。 


























鬼太郎 は 全 妖力 で 、 薬 を 清め た 





演出 信明 比 正行 脚本 念 橋本 裕志 








【 第 039 話 】 


妖狐 ・ 白 山 坊 の 花嫁 


1996 年 10 月 6 日 放映 


い 


STORY 

io、 人 
弱み に 付け 込む 悪 狐 を 鬼太郎 が 懲らしめ る ! 
16 年 前 、 奏 を 亡くし 仕事 に も 失敗 し た 橋本 は 、 娘 の 茜 と 心中 
し よう と し て いた 。 そ の と き 古 狐 の 妖怪 ・ 白 山 坊 が 現れ 、 ツ 
才 5 か ら 娘 が 16 歳 に な っ た ら 嫁 に よこ せ と い う 。 やむ 

く 受 け 入 れ た 橋本 だ が 、 以 後 は 茜 と と も に 幸せ に 暮らし て 

No そし て 茜 は 16 歳 に な り 、 狐 が 行列 を な し て 迎え に き て 
し まう 。 茜 は 覚悟 を 決め 、 白 山 坊 の も と へ 行く こと を 決意 。 
し か し 白山 坊 の 目的 は 、 茜 を 食べ る こと だ っ た 。 駆け つけ た 
鬼太郎 は 、 帳 山 坊 と 対決 。 激 闘 の 未 、「 狐 封じ の 電 」 に 白山 坊 
を 吸い 込み 、 退治 し た 。 自分 の 力 で 出 南 し た いと 考え た 橋本 は 、 
を 誓う の だ っ た 。 


















































昔 と と も に 再 出発 する こと を 








原作 
ウデ 
中 白山 坊 ] が 原作 。: 
RG 
i 山 坊 は 奄 に 封じ ら : 
16 の Ne は な ぐ 。 
| 甘 の 書 と 巡 の 因 を ) 
産み 付け られ 、 昌 : 
に 内 臓 を 食わ れ て : 
! 死 ん で し まう 。 


時 2 っ 
2 し) 原 





演出 介 佐 藤 順一 脚本 倫 島 田 満 作画 監督 介 直 井 正博 





【 第 040 話 】 


夜 の 墓場 は 運動 会 ! 


1996 年 10 月 13 日 放映 


い 


STORY 
PP デ 
妖怪 た ちの 運動 会 は 括 い が いっ ぱい 


運動 音 疾 の 少年 ・ 正 光 は 、 雨 降り 小僧 に 会 い 、 運 動 会 の 日 に 十 
を 降ら ちせ て ほし いと 頼ん で いた 。 そ の 運動 会 の 前 日 の 夜 、 正 光 
は お 化け が 出る と ウワサ の 墓場 に 、 友 人 た ちと その 正体 を こっ 
そり 確認 に 出かけ る 。 な ん と 墓場 で は 、 妖 怪 た ち に よる 運動 会 
が 開催 きれ て いた 。 そ の 非常 に 楽し げ な 様子 に 彼ら は 、 運 動 会 








は 競う こと より 楽し むこ と が 重要 だ と 感じ て いた 。 そ ん な と まき 、 
正光 の 依頼 どおり 雨降り 小僧 が 雨 を 降らせ 始め る 。 妖怪 た ちの 
残念 そう な 様子 に 、 
そし て そこ で 初め 

こと を 知っ て 、 


責任 を 感じ て 物陰 か ら 出 て き て し まう 正光 。 
て 、 雨 降り 小僧 が 雨 の 代償 に 、 人 間 の 魂 を 抜 
恐れ お の の いて 逃げ 出し た が ……。 








IP タグ と え 革 リド 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 





演出 久 宇 田 鋼 之 介 





EK2SE 


作画 監督 駐 飲 鳥 弘 也 


29 7 


ぐさ 


[第 041 話 】 





つけ も の 久代 ほう こう 


い 


STORY 
PP デ 


鬼太郎 が 灰 の 中 か ら 復 活 する ! 

ね ずみ 男 は お いし い ぃ 漬物 を 作る 妖怪 ・ ほ うこ うに 、 帝 物 作 り 
の 商売 を 読 わ れる 。 そ し て 、 鬼 太郎 の 妖怪 エキ ス を 入れ れ ば 
一 層 お いし く な る と 言わ れ 、 ね ずみ 男 は 鬼太郎 を 誘い 出し た 。 
披 太 郎 は 強烈 な 妖力 を 持つ ほう こう に 攻撃 され 、 漬 物 に され 
て し まう 。 砂 か け 婆 た ち は ほ うこ う を つぼ に 封じ 込め 、 さ ら 
に ね ずみ 男 が 家 に 火 を つけ た た め 、 濱 物 樽 の 中 の 鬼太郎 も 灰 
に な っ て し まう 。 と ころ が ほう こう は つぼ を 割っ て 復活 し 、 
火 ・ 地 ・ 水 ・ 風 の 4 体 に 分 裂 し た 。 逃 げ 場 を 失っ た 砂 か け 湊 
と 子 泣き 爺 は 、 鬼 太郎 を 復活 させ る べく 命 を か け て 妖力 を 送 
る 。 そ れ に より 移 太 郎 は 復活 し 、 ほ うこ う を 退治 し た 。 


原作 

5 で 
中 ほう こう 」 で は 、: 
: 潰 物 に きれ た も の : 
! の 日 玉 お や じ の 毒 : 
消し で 復活 し た 鬼 ! 
! 太郎 が 、 地 面 の 穴 : 
i に 潜り 、 ほ うこ う : 
: を 狙い 撃ち し て 反 : 
! 撃 し た 。 














演出 人 吉沢 孝 男 脚本 久 式 上 純 希 作画 監督 今 出 口 と し お 


【 第 042 話 





が ん き 小 憎 と ね ずみ 男 ! 


1996 年 10 月 27 日 放映 


り 


STORY 
lx、 
ー 宿 一 飯 の 恩義 、 ね ずみ 男 の 友 情 物語 


旅先 で 妖怪 の 声 が 入っ た 「 妖 怪 テ ー プ 」 を 売っ て いた ね ずみ 
男 は 、 弟 分 の が ん ぎ 小 僧 と 再会 する 。 そ こ か ら 行 動 を 共に し 、 
が ん ぎ 小 僧 ゆ か り の 地 で ある カッ パ 村 へ 。 そ の ころ カッ パ 村 
で は 、 乱 暴 な 一 目 入道 一 族 が 暴れ まわ っ て いた 。 義理 届 い が 
ん ぎ 小 僧 は 、 カ ッ パ 村 側 の 助っ人 と し て 参戦 。 集団 攻撃 に 遣い 、 
連れ 去ら れ て し まう 。 ね ずみ 男 は 敵 の 本 拠 地 へ 殴り 込み 、 ね 
ずみ 男 か ら の 手紙 で 駆け つけ た 上 鬼太郎 と と も に 一 目 入道 を 撃 
退 。 し か し 時 すでに 遅く が ん ぎ 小 僧 は 命 を 落と す 。 ね ずみ 男 
は 号泣 する が 、 さ ら 小 僧 が 歌う 「 さ っ た ら べ た ら こ の 歌 ] の 
テー プ で 時 間 を 戻し て 、 運 命 を 変え る こと を 思い つく 。 


原作 
Be H 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。! 
































演出 多 明 比 正行 脚本 念 大橋 志 吉 作画 監督 久 稲 葉 仁 








第 043 話 | 一 一 ーーーーー イ 第 044 話 ナーーーーーーーーーー 
反乱 ! 妖怪 化け ぞう り 西洋 悪魔 ・ ベ リア ル ! 
1996 年 11 月 3 日 放映 1996 年 11 月 10 日 放映 
0 い 
STORY STORY 
Bb、 


捨て られ た 物 た ちの 復讐 が 始ま る ! 

少年 シン ヤ の 夢枕 に 、 先 日 亡くな っ た 祖父 が 立っ た 。 天国 へ 
行く た め に 、 ご 先祖 様 が 編ん だ 草履 を 昔 に 供え て ほし いと い 
う 。 草 履 が ある と いう 蔵 に 行く と 、 廃 品 回 収 に 来 た ね ずみ 男 
が ほか の 骨董 品 と と も に 草履 を 持ち 出し て いた 。 そ れ を 骨董 
屋 に 売る ね ずみ 男 だ が 、 ほ と ん と ど 売 れず に 捨て て し まう 。 す 
る と 捨て られ た 草履 は 巨大 な 妖怪 ・ 化 けず ぞう り と な り 、 ほ か 
の 古道 具 た ち も る 妖怪 に 変身 し て し まっ た 。「 自 分 を 捨て た 人 間 
た ち に 復讐 し た い ] と 暴れ 始め る 古道 具 た ち 。 妖気 を 感じ て 
現れ た 昨 太郎 は 、 化 け ぞ うり を 攻撃 。 敗 れ て 小さ く な っ た 化 
け ぞ うり を シン ヤ が か ば い 、 祖 父 の も と へ と 送る の だ っ た 。 


H 原作 5 
1 2 1 
財 化 け ぞ うり 」 で : 
i は 化け ぞう り が 履 : 
: き も の 界 の 霊 の 整 : 
: 理 が 追い つか ず 、: 
: 粗 末 に する 人 間 を : 
i 筐 らし め よ うと : 
i100 足 の 鞭 を 引き : 
: 連 れ 、 暴れ まわ る 。! 


















































演出 人 の 川田 武 範 脚本 欠 式 上 純 希 作画 監督 代 海 老 沢 幸 男 


ho、 
黒船 と と も に 悪魔 も 上 陸 し て いた 


140 年 前 、 鎖 国 を し て いた 日 本 に や っ て 来 た 西 洋 悪魔 ・ ベ リア 
ル は 、 そ の 力 を 見 せ 付 け 妖 怪 の 王 に な ろう と し て いた 。 し か 
し カラ ス 天 狗 に より 魔力 を 封じ し られ 、 人 間 に さ れ て いた 。 そ 
し て ベリ アル は 人 間 の まま 封印 され た 自分 の パワ ー を 探し て 
いた が 、 そ ん な と きた また まね ずみ 男 が 封印 を 解い て し まう 。 
再び 妖怪 王 を 日 指し て 妖怪 アパ ー ト に いる 日 本 妖怪 を 細 い に 
来 た ベ リア ル は 、 雷 を 使っ て 妖怪 アパ ー ト を 傾け る 。 さ ら に 
「 百 倍 黒 魔術 ] を 使い 、 目 や ロ な ど 自 分 の 体 の 各部 を 100 倍 集 
め た 球体 に な っ て 襲っ て くる が 、 ひ と つ だ け あ る 本 物 を 見 分 
けた 鬼太郎 に より 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ に 包ま れ 消 減 し た 。 


原作 
『 NR 1 
け 悪 諾 リアル] : 
i! で は 、 ベ リア テル の ! 
! 眉 止め の た め 、 子 : 
i 泣 き 爺 が “相手 に : 
! シャック リ を 出さ : 
せる" レア な 技 
所 必 グ ダ キ ッ ク 、 
i の 衛 ] を 使う 。 
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演出 人 宇田 鋼 之 介 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 久木 下 和 栄 
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【 第 045 話 第 046 話 


も ち 殺 し ! 妖怪 火車 妖怪 大 裁判 (前 編 ) 



































































































1996 年 11 月 17 日 放映 1996 年 11 月 24 日 放映 
0 り 
STORY STORY 
Bb、 
“お 餅 の 魂 が ら め ” の 味 は 格別 で す !? 鬼太郎 ・ 濡 れ 衣 で 妖怪 裁判 へ 出頭 ! 

忙し く て 母親 の 通夜 に 行け な いと いう 、 親 不 孝 な 3 人 の 兄妹 間 魔 大 王 庁 か ら 門 外 不 出 の 「 地 獄 絵図 」 が 次 まれ 、 人 間 に 公 
人 4346 死ん だ 人 間 の 魂 を 開 さ れ た 。 容疑 者 と な っ た 上 鬼太郎 は 、 天 狗 ポリ ス に 包囲 きれ 
も ちと 一 緒 に 食べ る 妖怪 だ が 、 3 人 に 怒り 「 母 親 の 魂 と 一 緒 法廷 へ 出る 。 そ し て な ぜ か 鬼太郎 の 弁護 人 2 人 が 決 を 現さ な 
80 し の 江 の ら に の いま ま 、 裁 判 が 始ま っ て し まっ た 。 証言 する 妖怪 た ち は 、 声 
続け ろ ] と いう 。 そこ に 鬼太郎 が 現れ 、 火 車 と 対決 。 火車 は 敗 を そろ えて 披 太 郎 は 人 間 の 味方 で 、 妖 怪 の 恥 さ きら し と 言い 放 
れる 寸前 に 鬼太郎 に 乗り 移る 。 し か し 倒れ た 鬼太郎 は 、 自 分 つ 。 そ し て 最後 に 証言 し た 親友 ・ ね ずみ 男 の ウ ン 告 発 が 決め 
の 魂 を その 母親 の 魂 が 入っ た も ち に 入れ 、 も ち を 操り 火車 の 手 に な り 、 和 有罪 が 確定 し て し まう 。 と ころ が 上 鬼太郎 は 日 玉 お 
体 を 包み 込む 。 そ し て 鬼太郎 に 導 か れ た 母 の 魂 が 、 子 ども た や じ か ら 逃げ ろ と 言わ れ 、 み ず か ら の 手 で 真実 を 暴く べく 光 
ち を 誇り に 思っ て いる か ら 許 し て ほし い 、 と 火車 に 語り 始め た 。 走 。 砂 か け 藻 の 妖怪 アパ ー ト に 逃げ 込ん で 、 鬼太郎 側 の 証人 ・ 

火車 は 自分 の 母親 を 思い 出し 、 号泣 し つつ 3 人 を 許す の だ っ た 。 子 泣き 爺 、 一 反 も めん が 、 出 延 を 妨害 され た こと を 知る 。 
原作 原作 
! ウデ ! 1 ho、 H 
[ 逆 モ チ 殺 し | で : i| 妖怪 大 裁判 で : 
: は 、 鬼 太郎 の 身 を : : は 、 鬼 太郎 の 潜 れ : 
i 案 じ た 目 玉 お や じ : 「 衣 の 内 容 は 「 "妖怪: 
1 が 大 還 の 前 で | ! パ ー テ ィ ー" を 人 
ち に し て 食べ る : 間 に 公開 し た こと | 
も ち 殺 し 攻撃 ] を の 地獄 絵図 : 
導 手 に と り 、 先 制 「 を 次 ん で 公開 し た : 
し て や っ つけ た 。 「! こ と で は な い 。  ! 
















































































































































































演出 食 佐 藤 順 一 脚本 多 矢 鳥 大輔 作画 監督 人 八島 善孝 演出 人 明 比 正行 脚本 信 直 上 純 希 作画 監督 今 直井 正博 
【 第 047 話 ーー 一 [第 048 話 一 
回 \ 凡 みみ 必 村 シレ] デ 
妖怪 大 裁判 (後編 ) えん ま 大 王 と ね こ 娘 
1996 年 12 月 1 日 放映 1996 年 12 月 8 日 放映 
の 0 
STORY STORY 
lo、 ニコ アー 
すべ て は ぬら り ひ ょ ん の 罠 だ っ た ! 母 を 思う 娘 の 気持 ち が 奇 跡 を 起こ す 
妖怪 アパ ー ト は 天狗 ポリ ス に 取り 囲ま れ た 。 仲間 た ち は 協 力 ネコ 娘 を か ば っ て 自動 車 事故 に 遭っ た 里子 は 、 病 室 に 見 舞い 
し て 和 鬼太郎 を 逃がす が 、 自 分 た ち は 囚 われ の 身 と な っ て し まう 。 に 来 た ネ コ 娘 を 優し く 許す 。 ネ コ 娘 も 彼女 を て マ と 呼び 、 幕 
本 物 の 地獄 絵図 の あり か を 探す 鬼太郎 は 、 絵 が 発する 妖気 を う よ う に な っ た 。 そ し て ネコ 娘 は 、 里 子 に 音信 不通 の 娘 が い 
追っ て 百々 苑 の 家 へ た どり 着く 。 そ こ で 百々 苑 と ね ずみ 男 の る こと 、 里 子 が 心臓 の 病気 で 長く な いこ と を 知っ て し まう 。 
赴 だ くみ を 聞き 、 百 々 爺 と 決闘 。 化 けが ガラ ス に 助け られ 百々 女 の マ リ を 捜し 出し 、 何 と か お 見 舞い に 来 さ せよ うと する ネ 
苑 を 退治 し 、 犯人 を 聞き 出し た 。 身 代わ り の 日 玉 お や じ が 処 コ 娘 。 病 院 に 向かっ た マ り だ っ た が 、 素 直 に な れず 再び ケン 
刑 さ れる 直前 に 駆け つけ た 鬼太郎 は 、 地 獄 絵図 を 持ち 帰り 、 カ を し て し まう 。 2 人 の 和解 を 願う ネコ 娘 は 、 里 子 の 寿命 を 
百々 館 に 犯行 を 証言 させ る 。 す べ て は 第 太郎 側 の 弁護 士 で あ 延ばし て も ら う よう 、 間 魔 大 王 に お 願い に 行く 。 間 魔 大 王 は 、 
る は ず の ぬら り ひ ょ ん が 、 妖 怪 の 王 と な る た め 仕 組ん だ 計画 本 人 が 一 番 会 いた いと 思う 人 が 願え を ば 、 そ の 願い は 叶う と いう 。 
だ っ た 。 ぬら り ひ ょ ん は 二度と 戻れ ぬ 時 代 流 し の 刑 に 処 き され た 。 ネコ 娘 は マリ に 「 母 親 が 生き る よう 、 強 く 祈 っ て 」 と 伝え る 。 
| 原作 | | 原作 
1 ーー H H Nr の H 
中 妖怪 大 裁判 ] で : 5 iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
! は 、 事件 の 黒幕 は i! ナ ル の スト ー リ ー。: 
0 ぬ : 1 
「! ら り ひ ょ ん の 出番 : 


LM 共犯 の ね ! 
: ずみ 男 は 百々 苑 よ : 
: り 罪 は 軽く 、3 年 : 
! 入 年 と な る 。 




































































演出 @ 宇 田 鋼 之 介 脚本 人 小 林 千 賀子 作画 監督 免 出口 と し お 





演出 多 吉 沢 学 男 脚本 久 式 上 純 項 作画 監督 氏 木 下 和 栄 
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{第 049 話 } 【 第 050 話 】 


水 燃 怪 赤 逢 の 疾走 ! 遊園 地 の 吹 き 消し 婆 ! 








































































































1996 年 12 月 15 日 放映 1996 年 12 月 22 日 放映 
いり いり 
STORY STORY 
Bb、 Bo、 
友達 の ピン チ に 駆け つけ た 水 の 妖 精 ! 吹 消 婆 VS. 巡 が 火 が 遊園 地 で 対決 ! 
2 に AA クリ スマ ス 当 日 。 若い 女性 に 化け た 妖怪 ・ 吹 消 疲 が 街 に 現れ る 。 
中 に 銀行 強盗 の 人 質 に な っ て し まう 。 す ぐに 鬼太郎 に 助け を 本 来 は 具 の 灯り を 吹き 消し て 、 人 を 困ら せ て 章 ぶ 妖怪 だ 。 
求め る 佑子 。 と ころ が 鬼太郎 が 向かう 前 に 、 赤い 巨大 な 妖怪 が 、 し か し 最近 は 街 に 螺 燈 が な く 、 欲 求 不満 だ っ た らし い 。 灯り 
北国 か ら 現場 に 向かっ て 直進 し て き て いた 。 そ れ は 静子 が 北 を 吹き 消し た い 吹 消 油 は 、 た くさ ん の 灯り が きら めく 遊園 地 
国 に いた ころ に 友達 だ っ た 水 の 精 ・ 赤 知 の 巨大 化し た 姿 だ っ に 向かう が 、 電 気 な の で 吹き 消せ る は ず が な い 。 逆 上 し た 吹 
た 。 別 れ の と き の 「 困 っ た と き は 助け て ね 」 と いう 約束 を 守 消 婆 は 正体 を 現し 、 手 当たり 次 第 に 突風 の よう な 息 を 吹き 混 
る た め 、 赤 舌 は 静子 が 人 質 に な っ て いる ビル に 笑 進 。 犯 人 を 乱 を 起こ す 。 そ の と き 同 じ 遊 園地 に 、 男 に 捨て られ た 女 の 情 
吹き 飛ば し て 、 静 子 を 守る こと に 成功 する 。 し か し 巨大 化し 念 が 化け た 妖怪 ・ 友 が 火 が 姿 を 現し た 。 カ ッ プ ル だ ら け の ク 
て 自分 で は 暴走 を 止め られ な い 赤 舌 は 、 系 太郎 の 制止 も 開か リス マス は 、 巡 が 火 に と っ て 憎しみ の 対象 な の だ 。 そ し て 吹 
ず 、 海 に 向かっ て 自滅 する た め 和 突進 し て いく …… 消 婆 VS. 怒 火 、 宿 英 の 対決 が 始ま っ た 。 
原作 
で デ 


! TV アニ メオ リ ジ ナ : 
: ル の スト ー リ ー。: 
: 赤 枯 の “ 水 を 自在 : 

に 操る 能力 " とい: 
i う 妖 怪 能力 の 設定 : 
: の み が 生 か きれ て : 
! い る 。 








演出 人 川田 起 範 脚本 欠 矢 島 大 輔 作画 監督 人 海老 沢 幸 男 演出 多 吉 沢 孝 男 脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 人 稲葉 仁 














































































ーーーーーーーーーー【 第 051 話 】 【 第 052 話 | ーーーーーーーーーーー 一 
回 や 
雪 コ ンコ ン ! 笠 地 蔵 コマ 妖怪 ・ あ まめ は ぎ ! 
1 1997 年 1 月 12 日 放映 
0 り 
STORY STORY 
Bb、 Bo、 
ゲゲゲ の 鬼太郎 流 ・ 笠 地蔵 の 解釈 は ? 裏切ら れ た こま 妖怪 の 悲し い 復讐 が 始ま る 
キツ ネ の 幻燈 会 に 招待 され て 、 鬼 太郎 た ち は 雪 国 へ や っ て き 公園 で も や ら っ た こま を 捨て て し まっ た 子ども た ち が 、 そ の 夜 
た 。 と ころ が 、 子 ギツネ が 3 匹 帰 っ て こない と いう 。 そ の こ に 集団 失 中 する 事件 が 起き る 。 話 を 開い た 鬼太郎 は 、 妖 怪 ・ 
ろ 3 匹 は 、 妖 怪 ・ 一 本 ダ タ ラ に 追い か けら れ 、 食 べら れ て し あま め は ぎの 仕業 だ と 断定 し た 。 こ ま に 和 宿る 妖怪 ・ あ まめ は 
まう 寸前 だ っ た 。 3 匹 は 遺 端 の 地蔵 に 化け て 一 本 ダ タ ラ を や ぎ は 、 も と も と は 子ども 好き の 妖怪 だ っ た 。 し か し 500 年 前 に 
りす ご す が 、 一 本 ダ タ ラ は な か な か その 場 を 離れ な い 。 鬼 太 信じ て いた 子ども に 冷た く 捨 て られ て し まい 、 コ マ 神 木 に 引 
郎 た ち が 捜 し に 来 て 、 よ う や く 家 に 帰れ た と いう 。 そ し て 地 きこ も っ て いた 。 そ し て 500 年 ぶり に 大 雪 で 割れ た 神木 か ら 出 
蔵 に 化け て いる 間 、 雪 よ け の 笠 と お に ぎり を 供え て くれ た お て き て 、 そ の 恨み を 晴 ら そ うと 燃え を て いた の で ある 。 コ マ 神 
爺さん が いた こと を 、 親 ギ ッ ネ に 話す 。 そ の お 爺さん が お も 木 を 訪れ た 鬼太郎 に 対し 、 さ ら っ た 子ども た ち を こま に 変化 
ちゃ も 買え ず に 正月 を 迎え る らし いと 聞き 、 キ ツネ と 鬼太郎 た させ 、 襲 わせ る あま め は ぎ 。 こ ま を 攻撃 で き な い 鬼太郎 は 
ち は お 礼 と し て 、 大 量 の 食料 を 持っ て いっ た 。 目玉 お や じ を こま 代わ り に 、 あ まめ は ぎ に 向 か っ て 投げ る 。 
| 原作 属 作 
! 基 」 1 ! hb、 
財 笠 地 蔵 」 は 、 座 : i「 コ マ 妖 怪 ] で は 、: 
: 敷 章子 が 優し く 貧 : : あま め は ぎ が 叙 太 : 
: し い 老 夫婦 の も と : : 郎 の 体 に 縄 を 巻き : 
: に 、 鬼 太郎 た ちと : ! こま に し て 回 し た : 
: と も に 食料 を 届け : | : の で 倒れ る が 、 ち : 
! る 話 。 一 本 ダ タラ : 「 ゃ ん ちゃ ん こ が あ : 
: や キツ ネ た ち は 登 SN まめ は ぎの 目 を 回 
: 場 し な い 。 1 S 5 





し 逆転 勝利 。 





演出 信 佐 藤 順 一 脚本 信 式 上 純 希 作画 監督 久木 下 和 栄 演出 信明 比 正行 脚本 人 矢島 大 輔 作画 監督 代 八 島 善孝 





ge ge ge n0 
トー2 


sesyoELASON 4 


っ と 





演出 人 川田 式 範 脚本 信 式 上 純 希 作画 監督 借 出 口 と し お 


【 第 053 話 + 


計 ろ 二 人 
霊園 行 ・ 幽 霊 1 
nH 


0 


STORY 
hb、 
妖怪 を 信じ な い 人 専用 ・ 墓 場 行 き の 臨 時 電車 


Noa 
PWR の En の RA 。 その 
末 に 鬼太郎 は 、 MM の CAMP 0 
これ に は 怒り を 覚え 「 こ の タン コブ の 分 だ け お 返し し ます | 
と だ けつ ぶ や き 、 去 っ て いく 。 駅 に 向かっ た 2 人 が その まま 
最終 電車 で 帰ろ うう と し た と ころ 、 駅 長 に 化け た 鬼太郎 が 2 人 
を 特別 列車 に 癌 いた 。 そ れ は 、 乗 客 は 骸骨 や 妖怪 だ ら け 、 停 
車 駅 は 臨終 ・ 火 葬 場 ・ 骨 奄 …… eb お どろ お どろ し い 「 幽 
AN 和 に 酒 が 醒 























人 電車 ] だ っ た 怪しい 究 














原作 。 : 
[ゆう れい 電車 」: 
: と ほぼ 同じ 。 幽 寺 : 
i を 信じ な い 2 人 : 
i は 、 頭 が 弱い と ね : 
1 ずみ 男 か ら 言わ れ : 
: て 怒り 、 鬼 太郎 を : 
i 殴る 。 結 果 手痛い : 
: 仕返し を 受け た 。: 








演出 多 宇 田 鋼 之 介 脚本 念 大 橋 志 吉 作画 監督 人 直井 正博 








第 055 話 





演出 信吉 沢 孝 男 


【 第 054 話 


妖怪 政 克 と が ガマ 仙 人 ! 


1997 年 1 月 26 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
ぬら り ひ ょ ん の ワナ に は まっ た !? 


鬼太郎 は ある 村 で カエ ル に だ まさ れ て 、 封 印 石 を 動か し て し ま 
う 。 す る と カエ ル は 妖怪 ・ 邪 転 と し て 復活 し 、 鬼 太郎 は カエ ル 
に な っ て し まっ た 。 日 玉 お や じ は 事態 を 解決 する た め に 擬 太郎 
を 解放 し よう と 、 封 印 石 を 動か し て みず か ら カ エル と な る 。 レ 
か し 、 卑 太郎 は 即座 に 邪 克 の 口 か ら 出る “毒気 ′ を 吸わ され 、 
邪 条 の 手先 と な っ て さま ざま な 悪事 を 働き 始め て し まう 。 す べ 
て は ぬら り ひ ょ ん が 、 2 判 を 落と そう と 仕組 ん だ ワナ 
だ っ た 。 状況 を 知っ た 仲間 た ち は 、 邊 太 郎 の 消息 を 追う 。 そ し 
で カ ェ ル に な っ た 上 を と 合流 。 か つて 人 著 魅 を 封じ た ガマ 
仙人 の 力 を 借り る た め に 、 山 に 入っ て いっ た 。 


























1 原作 

H っ 1 
| 妖怪 関ヶ原 」 と : 
展開 は 同じ だ が 、 
ぬら り ひ ょ ん は 絡 : 
! ま ない 。 さ ら に 列 ! 
の 
シー ン は 描か れ : 
: ず 、 新 聞 記 事 で 紹 : 
! 介 きれ る だ け 。 : 

















脚本 久 大 橋 志 吉 作画 監督 飲 鳥 弘 也 








座敷 章子 と 妖怪 後 神 ! 


1997 年 2 月 2 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 


張り 切る 座敷 章子 を あさ 笑う 、 後 神 の 切り 札 ! 
「 幸 せ を 呼ぶ 座敷 章子 付き の 家 」 を 買っ た 一 家 は "幸運 グッ 

に 手 を 出す 困っ た 父親 と 、 そ れ を けなげ に 支え る 母親 、 
効い 兄弟 の 4 人 家族 だ っ た 。 座敷 章子 は すぐ に 娘 の ホタル と 
仲良 く な り 、 一 家 を 幸せ に し た いと 張り 切っ て いた 。 と ころ 
0 
起こ し て し まう 。 影 の 中 に 生き る 妖怪 ・ 後 神 の 操る その サボ 
PISA ま 和 が 
サボ テン だ っ た の だ 。 あ っ と いう 間 に 座 敷 章子 も 含め 、 家 族 
が 次 々 と 食べ られ て し まう 。 駆け つけ た 鬼太郎 も 、 後 神 の 操 
る 『 影 の 世界 " に 引き ずり 込ま れ て 大 苦戦 を 強い られ る 。 


原作 | 
H H 
i「 後 神 ] は 、 後 神 : 
! が 人 食い の 妖怪 サ : 
! ボ テン を 使っ て 、! 
: ある 家 を の っ と ろ : 
「 う まし た あさ せめ 
: を 、 鬼 太郎 が 退治 
: する 話 。 座 敷 章子 
i は 登場 し な い 。 : 


























演出 人 明 比 正行 脚本 人 @ 矢 島 大 輔 作画 監督 人 海老 沢 幸男 





第 056 話 ナー 


水 変 化 ! 妖怪 水 虎 


1997 年 2 月 9 日 放映 


9 


STORY 
bb、 
攻撃 が 効か な い “ 水 ” の 妖怪 を 倒す に は !? 


少年 た ち は 洞窟 探検 中 、 妖 怪 ・ 水 虎 の 封 印 さ れ た つぼ を 開け 
て し まう 。 封印 が 解け た 水 虎 は 、 女 房 で ある メス の 水 虎 が 封 
印 さ きれ て いる つぼ を 探す た め 、 片 っ 端 か ら 雪 を 溶かし 、 雪 月 
や 洪水 を 起こ す 。 メ ス と 合体 すれ ば 、 水 虎 は より 強大 な 力 を 
得る の で ある 。 封印 の 書か ら メ ス の 封印 場所 を 読み 取り 、 先 
回 り し よう と する 鬼太郎 た ち 。 し か し その 場所 を 水 虎 に 開か 
れ て し まい 、 合体 を 許し て し ま う 。 水 攻め を 受け る 第 太郎 だ が 、 
一 計 を 条 じ て 極寒 の 雪 宏 の 中 を 、 水 虎 を 連れ て 飛び まわ る 。 
その 後に 降下 し て 、 雪 雲 の 中 で 貯め て いた 冷凍 エネ ルギー 
一 気 に 解放 。 水 で で き て いる 水 虎 を 凍ら せ て 退治 し た 。 
原作 

8 ーー 1 
財 水 虎 ] で は 、 雪 : 
: に 潜り 自分 の 体内 
: で 水 虎 を 凍ら せ た : 
i 提 太郎 は 、 水 に ! 
: な っ た 水 虎 の 魂 を : 
| 少年 の 両親 に 粉々 : 
): に させ 、 つ ぼ に 入 : 
: れ 雷 め さ せ た 。 : 












































に 
トー2 
で の 














{第 057 話 】 【 第 058 話 】 
吸血 鬼 エ リー ト ! 冷凍 妖怪 ・ 雪 ん 子 ! 
1997 年 2 月 16 日 放映 1997 年 2 月 23 日 放映 
の り 
STORY STORY 
デデデ OS デ 


超 エ リー ト 吸 血 鬼 を 目指 す 妖 怪 の 野望 を 潰せ ! 

エリ ー ト 美女 連続 失 忠 事件 を 警戒 する 才 色 兼備 の 研究 者 ・ 綾 
子 は 、 鬼 太郎 に 警護 を 依頼 する 。 こ の 事件 は 、100 人 の エリ ー 
ト 美女 の 血 を 吸う こと で 人 間 ・ 妖 怪 ・ 動 物 す べ て の 命 を 自在 
に 操る 力 を 持つ 「 超 エリ ー ト 吸血 鬼 ] に な ろう と し た 、 吸 血 
鬼 エ リー ト の 仕業 だ っ た 。 綾子 は エリ ー ト の 奏で る ギタ ー に 
操 ら れ 、 連 れ 去 られ る 。 エ リー ト の アジ ト に 駆け つけ た 鬼 太 
郎 $ る 、 ギ ター に 操 ら れ て 脱出 不能 の 「 地 獄 谷 ] に 落と され て 
し まう 。 と ころ が 綾子 が いよ いよ エリ ー ト の 毒 中 に か か ろう 
と し た 瞬間 、 そ の 地獄 谷 か ら 虫 た ち に 助け られ て よう や く 遺 
い 上 が っ て きた 移 太 郎 が 、 エ リー ト の 前 に 再度 立ち は だ か る 。 

原作 

すず H 
中 吸血 史 エ リー ト 」 : 
: で は 、 エ リー ト は 孤 : 
: 独 な 吸血 鬼 で あり 、! 
! ア ニ メ に 出 て きた :! 
: 妹 分 の 吸血 コウ モ 
: リ の ティ ナ な ど は 登 : 
i 場 し て こない 。 










































演出 信吉 沢 孝 男 脚本 信 橋 本 裕志 作画 監督 久木 下 和 栄 





山 の 動物 へ の 思い が 雪山 に 響き 渡る ! 
北海 道 の 雪 山 で 失 味 事件 が 続い て いた 。 鬼 太郎 に な りす まし 
た ね ずみ 男 は 、 犯 人 と 思わ れる 雪 ん 子 を 捕らえ よう と する が 、 
逆 に 氷 漬け に され る 。 さ ら に 後 を 追っ て 現地 に 着い た 鬼太郎 
も 、 雪 ん 子 に 誘い 出 き され 、 雪 男 と 雪女 か ら 冷 気 を 浴び て 凍っ 
て し まう 。 洞窟 の 中 で 雪 ん 子 に 助け られ た 鬼太郎 は 、 人 間 た 
ち が 山 の 動物 を 殺す た め 、 彼 ら が 怒り か ら 村 人 を 水 漬け に し 
て いる こと を 知る 。 雪 ん 子 は 動物 を 殺し た こと が な い 叔 太郎 
を 助け よう と する が 、 秘 密 が ば れる こと を 恐れ る 雪男 ・ 雪 女 
夫婦 は それ を 許さ な い 。 擬 太郎 は 対決 の 未 に 雪男 ら を 退け 、 
氷 潰 け に な っ た 人 間 た ち を 助け る こと に 成功 し た 。 


原作 
0 Re 1 
| 雪 ん 子 」 で は 、! 
: 一 度 鬼太郎 に 溶 か ! 
: さ れ て 液体 と な っ 
! だ 冷凍 3 妖怪 た ち ! 
: は 、 ひ と つの 冷凍 
: 巨 人 に な り 、 再 び : 
i 鬼 太郎 に 襲い か : 
: か っ た 。 1 












































演出 全勝 岡田 具 治 脚本 人 雪 室 人 一 作画 監督 稲葉 仁 








【 第 059 話 】 


妖怪 オバ リヨン ! 


1997 年 3 月 2 日 放映 


9 


STORY 

Bb、 
優し い 妖怪 ・ オ バリ ヨン が 死者 の 夢 を 叶え る 
ある 朝 、 真 奈美 の 前 に た フワ フワ と 浮く 物体 が 現れ る 。 真 奈美 が 
きっ と 妖怪 だ と 考え て 友達 に 話す と 、 そ れ を 人 づ て に 開い た 母 
は 怒り 出す 。 妹 の 死 を 妖怪 の せい だ と 思っ て いる 母 は 、 妖 怪 を 
不吉 な も の と 嫌っ て いた の だ 。 鬼 太郎 に 相談 し た 真奈 美 は 再び 
その 妖怪 ・ オ バリ ヨン に 会 い 、 導 か れる まま 進む と 30 年 前 の 東 
京 に 着く 。 そ こ は に 真奈 美 を 心配 し て つい て 来 た 母 親 に は 、 懐 か 
し い 場 所 。 妹 が 死ん だ の は 妖怪 で ある 自分 の せい だ と 思っ て い 
る 母親 に 対し て 、 誤 解 を 解き た か っ た オバ リヨン は 、30 年 間 
ずっ と 母親 に 呼び か け て いた の だ 。 坪 親 と 妹 の 2 人 は 、 幻 の よ 


























うな ひと 時 を 過ごし 、 妹 は に こ や か に 天国 へ と 旅立っ て いっ た 。 


原作 
で 





演出 人 宇田 負 之 介 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 監督 介 八 島 善孝 


PTW ゲ ョ メル り ぜ | 
i ナ ル の スト ー リ ー。! 


【 第 060 話 】 


ぬら り ひ ょ ん の 陰謀 ! 


1997 年 3 月 9 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb 
妖怪 帝国 の 王 ・ ぬ ら り ひ ょ ん の 誕生 か !? 
海岸 に 妖気 を 感じ て 調査 し て いた 鬼太郎 は 、 半 魚 人 の 助け を 
求め る 悲鳴 に だ まさ れ て 毒 波 を 浴び て し まう 。 そ の 鬼太郎 を 
妖怪 イカ が 食べ 、 鬼 太郎 の 妖力 を 封 じ た 妖 人 怪 真珠 の 玉 を 産み 
落と す 。 この 真珠 で 妖怪 灯台 を 灯 せ ば 、 そ の 妖怪 は 世界 中 の 
妖怪 の 頂点 に 立て で る の だ 。 す べ て は ぬら り ひ ょ ん の 陰謀 だ っ 
た 。 半 魚 人 が ぬら り ひ ょ ん に 真珠 を 渡す と 、 ぬ ら り ひ ょ ん は 
用 済み の 半 魚 人 を 切り 捨て る 。 一 方 、 イ カ の 意識 を の っ と っ 
た 鬼太郎 は ぬら り ひ ょ ん の 待つ 妖怪 灯台 へ と 向かう が 、 イ カ 
の 姿 の まま 、 ぬ ら り ひ ょ ん に 切り 刻ま れ て し まう 。 そ し て い 
よい よ 、 妖 人 怪 灯 台 に 真珠 の 玉 が セッ ト さ れ よ うと する が ……。 
原作 
1 og 1 
[かまぼこ 」 で は 、: 
: 半 魚 人 は か ま ぼ こ : 
作り で 儲け て 家 を : 
: 買 う 。 鬼 太郎 が 大 : 
! イ カ に 食わ れ て 何 
! か に 変わ っ て し ま : 
i う と いう プロ ッ ト ! 
! の み 生 か きれ る 。 : 


























演出 人 川田 式 範 脚本 人 矢島 大 輔 作画 監督 氏 直井 正博 





ge ge genO 
トー2 


soswoELASON 4 


で の 〇 





【 第 061 話 】 【 第 062 話 】 


妖怪 いや み に ご 用 心 怪 葵 ! ば け 獲 街道 

































































1997 年 3 月 16 日 放映 1997 年 3 月 2 日 放映 
い 9 
STORY STORY 
PP デ OR デ 
いや み に 「 シ ョ ウ 気 」 を 吸わ れ て 荒れ る 日 本 人 ! 奇病 ・ ネ コ 打 ち 症 の 原因 は ? 
町 中 で 人 々 が 突然 荒れ 始め 、 反 社会 的 な 行動 を と る 事件 が 続 ネコ 打ち 症 と いう 奇病 が 発生 し た 。 患 者 は ドラ イ バ ー が 多く 、 
発 。 鬼太郎 は この 事件 を 妖怪 ・ い や み の 仕業 と あたり を つけ た 。 日 常 的 に ネコ の 仕草 を し 、 キ ャ ッ ト フ ー ド し か 食べ な く な る 
いや みか ら 「 シ ョ ウ 気 ] を 吸い 取ら れ た 人 間 は 、 建 て 前 を 忘 と いう 。 父 親 が 猫 打 ち 症 に な っ た 子ども か ら 手 紙 を 受け 取っ 
れ て 本 性 が むき 出し に な っ た り 、 笑 い を 忘れ て 凶暴 に な っ た た 鬼太郎 が 、 発 病 し た 現場 へ 車 を 走ら せる と 、 巨 大 な 化け 獲 
り し て し まう の だ 。 い や み と 対決 し た 鬼太郎 も 、 シ ョ ウ 気 を が 支配 する 別世界 に 行き つく 。 そ こ は 人 間 に ひ か れ た ネコ の 
吸い 取ら れ 目 玉 お や じ に 暴言 を 吐く 始末 。 鬼 太郎 を 正気 に 戻 圭 界 だ っ た 。 ネ コ を ひい た 人 間 は 、 三 日 三 晩 隆 り 続け ネコ 霊 
す た め に 目玉 お や じ た ち は 人 金 比 維 島 へ 行き 、 清 め の 泉 で 鬼 太 界 へ や っ て 来る と いう 。 鬼 太郎 は 人 間 に 手 出し を し な いよ う 
郎 の 殊 を 洗い 清め た 。 復活 し た 鬼太郎 は 、 い や み と 再 び 対 決 。 に と 諭す が 、 化 け 猫 は どん な 動物 に も 魂 が ある こと を 肝 に 銘 
本 性 を 現し た いや み に 苦 戦 し な が ら も 勝利 し た 鬼太郎 は 、 い じ て ほ し か っ た の だ と いう 。 話 を 聞き 入れ な い 化け 猫 だ が 、 
や み が 集 め た ショ ウ 気 を 解放 。 人 々 は 元 に 戻っ た 。 鬼太郎 が また た び 符 水 を 振る と 普通 の ネコ に 戻っ た 。 
原作 原作 

! ーー デ 1 1 人 ! 

[いや み 」 で は 、: | ば け 猪 」 で は 、: 

! 鬼太郎 が 発し た 命 : : 鬼太郎 と ね ずみ 男 

! が け の 歯 の 機関 銃 : は 霊界 で 、 多 く の : 

! が いや み の エ ネル : ネコ に 襲わ れ た が : 


ね ずみ 男 が マタ タ : 
ビ を 撤 く と 消滅 し 
た 。 巨 大 ボス ネコ : 
は 登場 し な い 。 : 


「 ギー 源 で ある キン : 
|! タマ に 当たっ た こ : 
GOG。 ゲ ウナ チリ: 
! せ て 退治 し た 。 : 








演出 例 明 比 正行 脚本 信 雪 室 俊一 作画 監督 久 海 老 沢 幸 男 





演出 信吉 沢 孝男 脚本 信田 村 意 作画 監督 人 飯島 玖 也 








ーー 第 064 話 ナ 


メン ソー レ ! 妖怪 ホテ ル 汰 独 ! 妖怪 ラリ ー 




















































































1997 年 3 月 30 日 放映 1997 年 4 月 6 日 放映 
0 0 
STORY STORY 
Bb、 ho、 人 

妖怪 と 仲良 く 暮 ら せ る 、 沖 縄 の ホテ ル に よう こそ ! 世界 中 の 妖怪 が 集まっ た サバ イ バ ル ラリ ー 
沖縄 の ホテ ル に 妖怪 が 出る の で 、 退 治し て ほし いと 依頼 され 世界 中 の 妖怪 を 集め て 妖怪 ラリ ー が 行わ れ た 。 賞品 は 、 願 い 
鬼太郎 親子 は 沖縄 へ 行く 。 ホ テル に 泊まる お 客 きん は みん な を 叶え て くれ る 伝説 の 妖怪 石 。 6 ヵ国 の 妖怪 が 参戦 し 、 鬼 太 
大 事 な 存在 だ か ら と 、 妖 怪 が 住み つい て いる こと を 内 緒 に し 郎 も 妖怪 自動 車 で 参加 する 。 ほ か の 妖怪 に は 妖怪 ラリ ー を 観 
よう と する 支配 人 。 沖 縄 の 妖怪 ・ シ ー サ ー に よれ ば 、 開 発 で 戦 で きる よう 、 宅 配 便 で テレ ビ が 送ら れ た 。 と ころ が この テ 
森 か ら 追 われ た 自分 た ち を 客 と し て 扱っ て くれ た 支配 人 に 感 レビ は 「 悪 静電気 ] を 発し て お り 、 テ レビ を 観る と 凶悪 に 
謝 し て いる と いう こと だ っ た 。 ホ テル の 再建 計画 を 指導 し に な る 催眠 術 に か か っ て し まう 。 や は り ぬ ら り ひ ょ ん の 陰謀 
東京 か ら 来 た 鈴 木 は 、 支 配 人 の ホテ ルマン と し て の 誇り に 感 だ っ た 。 完走 で き な い コー ス を 作っ て 世界 中 の 剖 い 妖怪 を 自 
動 す る 。 そ し て 妖怪 た ちゃ 協力 し 、 妖 怪 と 仲良 く 暮らせ る ホ 減 さ せ 、 凶 悪 静 電気 で 世界 中 の 妖怪 を 洗脳 し よう と し た の だ 。 
テル と し て 評判 に な っ て いく 。 さ きら に 開催 場所 が 未定 だ っ た ぬら り ひ ょ ん の 陰謀 を 知り 、 た だ ひと り 完 走 し た 鬼太郎 は 、 

第 一 回 日 本 妖怪 会 議 め 、 こ の ホテ ル で 行わ れ た 。 伝説 の 妖怪 石 を 手 に 、 レ ー ス の 犠牲 者 を 元 の 姿 へ 戻し た 。 
必 作 原作 
1 了 >- 村 6 1 ーー 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : 妖怪 ラリ ー」 に 
i ナ ル の スト ー リ ー。: ! て 佐渡 ヶ 鳥 で 行っ : 
| | : た 妖怪 ラリ ー は 、: 
審判 長 を 赤 舌 が 務 : 
め 、6 ヶ 各国 の 妖 : 
| : 怪 が 参加 し て ね ず ! 
還 : み 男 が 実況 。 鬼 太 ! 

! 郎 が 優勝 し た 。 





演出 信勝 問 田 具 治 脚本 欠 式 上 純 希 作画 監督 俺 出口 と し お 演出 信 宇 田 鋼 之 介 脚本 欠 橋 本 裕志 作画 監督 人 木下 和 栄 





3 0 3 








演出 久吉 沢 孝男 








トー】 
ぐる の 





演出 欠 明 比 正行 





【 第 065 話 


マン モス フラ リー 


ゅ 


STORY 
ho、 


巨大 な 花 に な っ た ね ずみ 男 に 戦車 の 攻撃 が ! 
ね ずみ 男 は 、 古 代 の 鳥 ・ カ ンプ ブリ ア 紀 島 よ り 持 ち 出さ れ た 古 
氏 植物 の 種 を 誤っ て 食べ て し まう 。 そ れ に より ね ずみ 男 は み 
ず か ら の 意思 で 動く 巨大 な 植物 ・ マ ン モ ス フ ラ ワー と 化し 、 
花 を 咲か せる 場所 を 求め て 街 で 暴れ 始め た 。 政 府 は これ に 、 
衛 隊 で 応戦 。 マ ン モ ス フ ラ ワー が ね ずみ 男 だ と 知っ て いる 
鬼太郎 た ち は 、 そ の 攻撃 を 必死 で 止め る 。 そ し て マン モス フ 
ラ ワ ー が 原産 地 の カ ン ブ リ ア 紀 鳥 の 土 を 求め て 暴れ て いる こ 
と を 知っ た 鬼太郎 は 、 研 究 所 に ある 土 を マン モス フラ ワー に 
与え て まず 沈静 化 。 そ し て その 実に ね ずみ 男 が 宿る こと を 信 
て 、 花 を 咲か せる べく カン ブリ ア 紀 鳥 へ の 移動 を 試み る 。 


原作 
ーー 


マゲ ミミ 
馬 英 ! 



































ー】 は 鬼太郎 以外 : 





1 場 する 部 分 、 マ ン モ : 





: 植物 と いう 設定 は 原 : 
: 作 に 同じ 。 


脚本 @ 矢 島 大 輔 作画 監督 人 稲葉 仁 





マン モス ・ フ ラ : 


| の 水木 作品 。 ね ずみ : 
: 男 や 黒 洋 情 士 が 全 


: ス フ ラ ワー が 太古 の : 





【 第 066 話 } 


風連 妖怪 城 (前 編 ) 


e 


STORY 
Bb、 
夜 に は 無敵 の 3 人 組 が 鬼太郎 に を むく ! 


ね ずみ 男 が 、 ど こ か ら か 聞こ えて くる 甘い 言葉 に だ まさ れ て で て 
封印 を 解き 、 伝 説 の 「 妖 怪 城 ] が 復活 し て し まっ た 。 妖怪 城 
に 住む 妖怪 ・ た ん た ん 坊 、 か まい た ち 、 二 口 女 の 3 人 は 夜 に 
は 無敵 だ が 、 呈 に は 満足 に 動く こと すら で き な い 。 そ れ ゆ え 
ね ずみ 男 を 部 下 に し て 13 人 の 人 間 を さら い 、 彼 ら を 妖怪 に 変 
化 き させ て か ら 生 け 費 に する こと で 妖力 を 発生 きせ 、 世 の 中 か 
ら 昼 を な くそ うと 企ん で いた 。 鬼太郎 は 行方 不明 事件 を 捜査 
し て ね ずみ 男 に 行き 当たり 、 そ こ か ら 、 夜 に し か 姿 を 現さ な 



































い 妖 人 城 に た どり 着く 。 そ し て た ん た ん 坊 ら の 企み を 陣 目 す 
べく 忍び 込む が 、 夜 は 無敵 の 3 人 に 返り 討ち に 遭っ て し まう 。 
原作 


ーー 
! [妖怪 城 ] で は 、 ね : 
ずみ 男 が 四国 に 妖 : 
: 怪 城 を 出現 きせ て 
! し まい 、 ど う せ な : 
! ら 四国 を 妖怪 の ! 
i メ ッ カ に する た め 、) 
! 子 ども を 放 公 に 変 ! 
! えよ うと 企ん だ 。 

















演出 人 川田 武 範 脚本 念 橋本 裕志 


作画 監督 免 八島 











第 067 話 】 


妖怪 城 ( 入 


1997 年 4 月 27 日 放映 


い 


STORY 
Bb 


砂 か け 婆 の 自己 冬 牲 は 花開く の か !? 

Mo に 挑ん だ 鬼太郎 は 返り 討ち に 遭い 、 た ん た ん 坊 の 巨体 
に 押し つぶ され て の し いか の よう に な っ て し まう 。 そ し て そ 
の まま 、13 人 の 人 質 の ひと り と し て 閉じ 込め られ る 。 こ れ で 
人 質 の 数 が そろ い 、 外 は 日 中 な の に 太陽 が 欠け 始め た 。 そ こ 
に 助け に 来 た 砂 か け 癖 ら は 、 3 妖怪 の 隙 を つい て 提 太 郎 を 救 
い 出 す 。 鬼 太郎 は 封印 の し め 縄 を 見 つけ 、 城 の 塔 に か ける こ 
と で 再び 封印 し よう と する 。 し か し 鬼太郎 が 人 質 部 屋 か ら 出 
た た め 外 は 昼 に 戻っ て お り 、 和 夜 に し か 存在 し な い 妖 怪 城 の 封 
印 は 不可 能 だ っ た 。 砂 か け 疲 は 鬼太郎 を 信じ 、 も う 一 度 封 印 
可能 な 「 夜 ] を 呼ぶ た め 、 み ず か ら 人 質 部 屋 へ と 入っ て いく 。 


原作 


1 Smー 
妖怪 城 」 で は 、: 
し i 學 怪 城 か ら 百年 前 


編 ) 











せ 、 と 手紙 が 来 た : 
! 村 長 が 困 貴 し 、 鬼 
: 太 郎 へ 相談 


























ーー 


脚本 @ 橋 本 裕志 作画 監督 直井 正博 


ge ge ge no 


seyoELASON 4 


! の し きた り と 同様 
に 毎月 ひと り 子 ど : 
も の 生け 燃 を 出 : 


だ 。 





【 第 068 話 


乱 海 の 伝説 ・ 儀 女 ! 


1997 年 5 月 4 日 放映 


ゅ 


STORY 
bb、 
磯 女 の 本体 は 、 赤 ん 坊 だ っ た !? 


海岸 に 遊び に 来 て いた 子ども た ち は 、 朽 ち た ほこ ら を 見 つけ 
る が それ を 無視 し て 遊ん で いた 。 そ こ へ 妖怪 ・ 磯 女 が 現れ 、 
子ども た ち を 連れ 去っ て し まっ た 。 そ の ほこ ら は 、 磯 女 が 出 
る 危険 区 域 を 知ら せ て いた の だ 。 教師 か ら の 依頼 で 、 現 場 へ 
向かう 昨 太 郎 。 地 元 民 の 証言 に よる と 、 功 れ られ て いた 磯 女 
も 今 で は 誰 も 信じ な く な り 、 忘 れ ら れ て いる と いう 。 衝 太 朗 
は 海 に 潜っ て 磯 女 と 対決 する が 、 丸 呑み に きれ て し まう 。 し 
か し 磯 女 の 腹の中 で 自分 の 体 を 膨らまし 、 腹 を 破裂 ませ て 脱 
出し た 。 磯 女 の 本 体 で あっ た 赤ん坊 も る 、 ち ゃ ん ちゃ ん こ で 妖 
力 を 奪っ て 退治 。 現場 に は 新た な ほこ ら が 建て られ た 。 
原作 。 : 
1 TS H 
i「 磯 女 」 で は 、 子 ど : 
CS ! も が 連れ 去ら れ た : 
と 聞き つけ た 鬼 太 : 
! 郎 が 直接 磯 女 を 訪 : 
: ね 、 戦 い 始め る 。: 
: 鬼 太郎 の こと を 内 | 
: 緒 に する 約束 で 、 

: その 子 を 助け た 。 
























































演出 久 寺 示 久 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 監督 飯島 弘 也 





【 第 069 話 】 


如 魔 プ エ ル と や か ん づる 


1997 年 5 月 11 日 放映 


い 


STORY 
デー 
大 食い 妖怪 ・ ヤ カン ズル に 食わ れる 鬼太郎 


ぬ ら り ひ ょ ん は 、 人 間 の “ 手 " を の っ と る 悪魔 ・ ブ エル と 共 
謀 し て 、 鬼 太郎 を 亡き 者 に 2 ょ ん で いた 。 ブ エル に 手 
を の っ と られ た 仲間 の 妖怪 た ち に 追わ れ 、 墓 場 で 待つ ブ エ ル 
の 前 に お びき 寄せ られ た 鬼太郎 。 そ こ で ブ エ ル 率 いる 悪魔 軍 
団 の 油 米 を 受け 、 切り 札 と し て 、 何 で も 吸い 込む 大 食い 妖怪 ・ 
ヤカン ズル の 封印 を 解く こと を 決意 する 。 そ し て 敵 を ヤカン 
ズル の 前 に うま く 誘 い 出し 、 封 印 を 解い て 悪魔 軍団 を すべ て 
吸い 込ま せる こと に 成功 。 だ が 、 ヤ カン ズル の 食欲 を 止め る 
に は 、 封 印 を 解い た 者 が 飲み 込ま れ な けれ ば な ら な い の だ 。 
鬼太郎 は 危険 を 承知 で 、 み ず か ら ヤ カン ズル に 飲み 込ま れ た 。 


原作 


| [ 悪 麻 プ ェ ル | で 
| は 、 ヤカン ズル に 
: 食べ られ た 鬼太郎 : 
i 親 子 は 、 体 内 で ヤ : 
! カ ンズ ル と 戦っ : 
: て 、7 年 近く か け : 
: て 復活 し よう と し : 
で た 。 








「 

















演出 人 宇田 鋼 之 介 脚本 人 田村 竜 作画 監督 人 海老 沢 議 男 








【 第 070 話 } 


英気 象 1 妖怪 ぐ わ ご ぜ 


7 年 5 月 18 日 放映 


9 


STORY 
Bb、 


漫画 家 ・ 木 水 の 望 み で 妖怪 王国 が 実現 !? 
漫画 を 描く た め に 妖怪 を 見 た いと 願う 漫画 家 ・ 木 水 の も と へ 妖 
怪 ・ ぐ わ ご ぜ が 現れ る 。 人間 の 欲望 や 容 想 を 適 え る こと で エネ 
ルギー を 奪う ぐ わ ご ぜ は 、 木 水 を 利用 し て 妖怪 王国 の 建国 を 目 
指し て いた の だ 。 木 水 は ど ん どん 妖怪 を 生み 出し 、 そ し て 妖怪 
の 町 は 怪し い 黒い 雲 ・ 公 気象 に 包ま れ て いっ た 。 朱 太 郎 と 仲間 
た ち は 怪 気象 の 中 に 突入 。 と ころ が 衝 太 郎 は ぐ わ ご ぜ の 吐く 息 
で 石 に され 、 仲 間 た ちゃ なす すべ な く 捕 まっ て し まっ た 。 し か 
し 、 ぐ わ ご ぜ に 食わ れ た 目玉 お や じ が 、 腹 の 中 で 暴れ て ぐ わ ご 
ぜ を 鏡 ら せる 。 そ こ で 復活 し た 鬼太郎 は ちゃ ん ちゃ ん こ で 風 を 
起こ し 、 ぐ わ ご ぜ も ろ と ゃ 人 怪 気 象 を 吹き 飛ば す 。 















































硫 作 
co 1 
| 脆 車 ]」 で は 、 マ ! 
i ン ガ 家 水木 家 の 周 : 
i 辺 に 入ろう と する : 
: と 弾 か れ 、 元 の 場 : 

に 戻る 怪奇 象 が 
: 起 こり 、 ぐ わ ご ぜ : 
: を 目玉 お や じ が 支 : 
! 配 し て 退け る 。 











演出 信吉 沢地 男 脚本 念 矢島 大 輔 作画 監督 念 出口 と し お 











【 第 071 話 】 


オ べ べ 沿 の 妖怪 ! 


1997 年 5 月 25 日 放映 


0 


STORY 
hb、 


大 涯 和 孤独 の ペテン 師 妖 怪 が 人 情 を 取り 戻す ! 


か わ う そ は 天涯 孤独 で 、 金 だ け を 頼り に 生き る 寂し い 妖 怪 で 
(200 の 午 お 
ほど 。 し か し 今回 は ぬら り ひ ょ ん を だ まし た た め 、 プ ライ ド を 
傷つけ られ た ぬら り ひ ょ ん に 追い 詰め られ 、 か わ う そ は 有川 に 流 
2 衝 0 た MNSARN 
忘れ て いた 温か い 気 持ち を 取り 戻し た 。 か わ う そ は 、 息 子 
まま め に 、 所 持 金 すべ て 
を 渡し て し まう 。 そ の 直後 、 再 び が ぬらりひょん の 追っ 手 に 囲ま 
れる か わ う そ 。 鬼太郎 は 一 部 始終 を 知り 、 か わ う そ を 助け た う 
に いて や れ と 伝え る の だ っ た 。 


原作 


オペ べ 沼 の 妖怪 ! 
! で は 、 貧し い 子 ど : 
! も の ふり を し て ね : 
! ずみ 男 と 手 を 組み : 
: 村 人 を だ まし て い : 
! た の は 、 山 で ひも : 
! じい 生 活 を する か : 
! わ うそ だ っ た 。  : 

















え で 、 今 し ば らく お 区 さん の 下 











演出 人 川田 武 範 脚本 依 式 上 純 希 作画 監督 免 木 下 和 栄 











【 第 072 話 


出現 ! 天 狐 の 地 底 王国 


1997 年 6 月 1 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


妖狐 の 最高 峰 ・ 天 狐 は ひと 味 違 う !? 

新装 開店 し た 三 高 デパ ー ト が 、 建 物 ご と 地下 へ 沈ん で し まう 。 
客 に 詰め 寄ら れ た 社長 は 、 自 分 た ちの 責任 で は な い の 一 点 張 
り 。 こ の 人 怪 現象 を 調べ る 鬼太郎 が デパ ー ト の 先代 社長 に 話 を 
開く と 、 キ ツネ に 有 賜 まれ る 夢 を 見 た と いう 。 更 太郎 は キツ ネ 
文字 の 文章 を 社長 宅 で 見 つけ 、 妖 狐 の 仕業 と 考え て 彼ら の 住 
む 地 底 王 国 へ 。 空 狐 と の 対決 の 末 、 空 狐 に 符 み 込ま れ て し ま 
う が 、 妖 狐 の 長 ・ 天 狐 が 現れ て 争い を 止め た 。 天 狐 は 稲荷 神 
社 の 大 切 さ を 人 間 た ち に 諭し た うえ で 、 デ パー ト を 地上 に 戻 
す 。 今 まで の 商売 繁盛 が キツ ネ の お 陰 だ っ た と 知っ た 現 社長 
は 、 新 し い デ パー ト に も 稲荷 神社 を 作る こと を 決め た 。 


原作 
1 og 1 
「 天 狐 」 で は 、 上 : 
i 下関 係 が 厳し い 縦 : 
i 組 織 で ある キツ ネ 
: が 、 地 位 が ラン ク ! 
! 付 けさ れ た ひな 壇 ! 
: に 並び 、 地 底 で 人 : 
i 間 た ち を 待ち 構え ! 
! て いた 。 





























演出 信明 比 正行 脚本 人 @ 矢 島 大 二 作画 監督 氏 八 島 療 孝 


1 の 
で の 








【 第 073 話 】 


爆進 ! 銘 り の 土 こ ろ び 


1997 年 6 月 8 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 


気 の い い 妖 怪 ・ 土 ころ び が 二 変 ! 

電気 の 無駄 遣い を 下 ま し く 思 う 発 電 所 の 所 長 は 、 ダ ム の 中 に 
沈ん だ ほこ ら に 眠っ て いた 妖怪 ・ 土 ころ び の 魂 に 体 を 奪わ れ 
て し まう 。 か つて 減 び る 前 は 山 に 住み つい て 人 里 を 守る 妖怪 
だ っ た 土 こ ろ び だ が 、 自 分 が 眠る ほこ ら を 水没 きせ て まで 
作っ た 電気 を 、 人 間 た ち が 何 の あり が た み も 感じ ず 使っ て い 
る の を 見 て 、 怒 り を 感じ た の だ 。 土 ころ び は 電線 な どか ら 電 
気 を 吸い 尽く し て どん どん 巨大 化し 、 街 中 を 停電 に し て いく 。 
駆け つけ た 鬼太郎 も 土 こ ろ び に 捕まり 妖力 を 吸い 取ら れる が 、 
送 に 強大 な 妖力 を 土 こ ろ び の 体 に 送り 込み 、 リ ミッ ト を 超え 
た 土 こ ろ び を 破裂 させ て 、 よ う や くそ の 暴走 を 止め た 。 
原作 

1 ye 害 1 
i[ 土 ころ び 」 で は 、! 
: 工場 排 水 に よっ て : 
1 変質 し た 人 間 が エ : 
! ネル ギー の 必要 な : 
! 妖怪 に な り 、 鬼 太 : 
! 郎 の 妖力 を 吸 お う : 
: と する が 、 失 敗 し : 
i 爆発 し た 。 1 












































演出 依 勝 問 田 具 治 脚本 今田 村 竜 作画 監督 久吉 井 正博 


演出 信吉 沢 孝男 脚本 人 矢島 大 還 作画 監督 人 飯島 弘 也 





【 第 074 話 】 


大 蛇 神 ヤマ タ ノ オ ロ チ ! 


1997 年 6 月 15 日 放映 


い 


STORY 
Bb、、 


ぬら り ひ ょ ん の 野望 、 再 び !? 

伝説 の 秘 剣 ・ ク サナ ギ の 剣 を 手 に 入れ た ぬら り ひ ょ ん は 、 鬼 
太郎 を 始末 する た めそ の 剣 で 8 ヵ所 の 封印 を 解き 、 八 俣 大 蛇 
を 次 々 と 時 ら せ て いた 。 た また ま 欠 乳 洞 探検 に 出 て いた 佑子 
た ち 3 人組 は その 現場 を 目撃 し 、 ぬ ら り ひ ょ ん に 見 つか っ て 
し まう 。 下 た ちの 知ら せ で 事態 を 知っ た 昨 太 郎 は 現場 に 急行 
し 、 次 々 復活 する 八 俣 大 蛇 に 応戦 する が 、 と て も 歯 が 立 た な い 。 
八 俣 大 暑 は クサ ナギ の 剣 で な いと 倒せ な いこ と を 知っ た 佑子 
た ち は 、 隙 を 見 て ぬら り ひ ょ ん か ら 剣 を 奪い 取り 、 苦 戦中 の 
鬼太郎 に 渡す こと に 成功 。 さ ら に 八 俣 大 蛇 の 本 体 を 砂 か け 朱 
が 見 破り 、 よ う や く 封 印 す る こと が で きた 。 
































原作 
0 2 0 
iTV アニ メオ リ ジ :! 
i ナ ル の スト ー リ ー。! 
N 俣 大 蛇 と いう 妖 : 
! 怪 の み 、 鬼 太郎 以 : 
i 外 の 水木 作品 『 や : 
! ま た の お ろ ち 』 よ ! 
: り 借用 。 














っ テ 」 


【 第 075 話 】 


妖術 ・ 鐘 合戦 


1997 年 6 月 22 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 


雲 外 鏡 の 天敵 は 申 魔 鏡 と …… ? 


鏡 の 妖怪 ・ 雲 外 鏡 は 、 
ね ずみ 男 を だ まし て その あり か を 提 さ せる 。 そ し て 美術 館 か 
ら 照 魔 鏡 を 盗み 、 そ れ を 封じ る た め に 天狗 岳 へ と 向かっ た 。 
照 魔 鏡 を 取り 戻し て 雲 外 鏡 を 封印 し よう と する 鬼太郎 だ っ た 
が 、 雲 外 鎧 の 妖力 で 鏡 に 封じ 込め られ て し まう 。 し か し わ ず 
か に 残っ た 妖力 で 、 順 魔 鏡 を 取り 返す こと に 成功 し 、 鏡 の 中 
か ら 復 活 。 そ の まま 室外 鏡 を 封じ よう と する 鬼太郎 だ が 、 今 
度 は 雲 外 鏡 に 呑み 込ま れ て し まう 。 し か し それ は 鬼太郎 の 生 
員 だ っ た 。 鬼太郎 は 鋼 の 鏡 が 苦手 と する 塩 を 隠し 持ち 、 そ れ 
を 雲 外 鏡 の 体 の 内 部 か ら 塗 り た くる こと で 退治 し た の だ 。 

















i 鏡 合 戦 ] で は 、 少 
i 女 に 化け た 等 外 鏡 
: は 、 ね ずみ 男 を 使 
i い 鬼太郎 を 鏡 の 中 : 
に 閉じ 込め た 後 、: 
! ね ずみ 男 を 吾 使い : 
! に し て 好き 放題 す : 
! る 計画 だ っ た 。 : 








演出 人 川田 起 範 脚本 人 雪 室 俊一 作画 監 督 人 海老 沢 幸男 


9 ge ge ge nO 
トー2 


seswoELASON 4 


分 を 封じ る 鏡 ・ 照 魔 鏡 を 処分 する た め 、 








演出 念 境 款 久 脚本 食 お お いと し の ぶ 





【 第 076 話 】 


移 熱 の 妖怪 ! ひで り 神 


1997 年 6 月 29 日 放映 


い 


STORY 
pb、 人 


妖怪 の せい で 日 照り に 苦し お 村 を 救う 
子 泣き 爺 は 旅先 で 行き 倒れ 、 酒 造 経 営 の 家族 に 助け られ る 。 
その 村 は 妖怪 ・ ひ で り 神 に より 、 例 年 に な い 日 曲り に 悩ま さ 
れ て いた 。 子 泣き 谷 に 呼ば れ た 鬼太郎 は 苦戦 の り 末 、 ひ で り 神 
が 持っ て いた 降雨 装置 を 利用 し て ひで り 神 を 退治 。 話 を 聞く 
と 、 ひ で り 神 は 年 に 一 度 の 率 納 で 飲め る うま い 酒 が 楽し み 
だ っ た が 、 今 年 の 酒 が に せ 物 で あっ た こと に 腹 を 立て た と い 
う 。 し か し それ は 、 機 械 化 さ れ た 新 方 式 で 造ら れ た た め 味 が 
落ち た だ け の 、 本物 の 酒 だ っ た 。 事情 を 知っ た 先代 の 酒造 主 が 、 
自分 が 生き て いる 限り は 奉納 分 の 酒 は 従来 び お り 造 る こと を 
約束 。 ようやく 怒り の 予 を 収め る ひで り 神 だ っ た 。 
原作 

『 1 
| ひで り 神 」 で は 、! 
天候 条 件 が 弟 っ て ! 
: 現れ た だ け の ひで ! 
i 0 神 を 、 ね ずみ 男 
: が 妖怪 取材 を 目 芋 : 
i む 人 間 と 会 わせ る : 
! こ と で 、 金 を 巻き ! 
:! 上 げ て いた 。 


















































作画 監督 免 出口 と し お 














【 第 077 話 】 


海 利 商 と 船 殴 霊 ! 
1997 年 7 月 6 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 


海 の 妖怪 は 敬 え ば 神 に 、 軽 ん じ れ ば …… 
ある 漁村 で は 、 し け で も な い 海 で 遭難 する 漁船 が 相次い で い 
た 。 調査 を 開始 し た 鬼太郎 が 夜行 さん の 妖怪 潜水 艦 で 海 に 出 
る と 、 事 改 の 鎮魂 の た め に 出し た 船 が 船 黒 に 襲わ ん れ て いた 。 
提 太 郎 は 船 幽 埋 を 撃退 する が 、 船 黒 を 操っ て いた 妖怪 ・ 海 
和尚 に 捕まり 、 海 底 に ある 船 岡 圭 の 製造 工場 に 連行 きれ る 。 
海 向 は 、 海 の 妖怪 を 散 う 年 一 回 の 儀式 も いつ の 間 に か 行わ 
な く な り 、 し か も 底 引 き 網 で 根こそぎ 漁 を する よう に な っ た 
人 間 た ち に 思い 知ら せ て や る た め に 船 較 霊 を つく り 、 事 故 を 
起こ し て いた と いう 。 鬼太郎 も 危う く 船 黒 に され そう に な 
る が 、 そ こ に 妖怪 潜水 艦 で 追っ て きた 仲間 が 駆け つけ た 。 


原作 

1 と 
i「 海 座頭 ] の キャ ラ 
! ク ター で ある 船 細 : 
! 電 が 登場 する が 、: 

利和 抽 工場] : 

! と いう 設定 は 鬼 太 : 
! 郎 以外 の 作品 「 医 怪 : 
: 水車 | の 猛 霊 人 惨 に 
! 近 い 





























演出 信明 比 正行 脚本 例 直 上 純 希 作画 監督 久木 下 和 栄 








【 第 078 話 】 


ぬら り ひ ょ ん と 蛇 骨 疲 


1997 年 7 月 13 日 放映 


ゅ 





STORY 
ho、 
鬼太郎 誕生 の 秘話 が 語ら れる 


鬼太郎 は ぬら り ひ ょ ん の 計 に は まり 、 妖 力 を 封じ る 古代 岩 
の 結界 の 中 に 、 コ ンク リー ト で 生き 埋め に され て し まう 。 つ 
い に 鬼 太郎 を 殺し た と 喜ぶ ぬら り ひ ょ ん と 仲間 の 骨 肖 。 し 
か し 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 元 に 鬼太郎 の 下駄 が 現れ た 。 2 人 は 鬼 
太郎 が 生き て いる の で は 、 と いう 恐れ を 持ち な が ら 、 下 駄 を 
相手 に 戦う 。 そ の と き 蛇 骨 婆 は 、 鬼 太郎 が 墓場 の 土 の 下 か ら 
謎 生 し た と き の 話 を 思い 出し 、 ぬ ら り ひ ょ ん に その 話 を 伝え 
た 。 ぬら り ひ ょ ん は 鬼太郎 が 死ん で いる こと を 確か め る た め 
生き 埋め に し た 現場 に 多 い 戻る 。 そ の と き 彼 太郎 誕生 の 瞬間 
と 同じ よう に 雷鳴 が と どろ き 、 古 代 岩 の 結界 が 倒れ た 。 


原作 。 : 
1 OO 1 
ぬらりひょん 」 は! 
i ぬ ら り ひ ょ ん が 六 : 
: 骨 裳 と 手 を 組ん で 
i 鬼 太郎 を コン クリ : 
1 そこ : 
: に 「 鬼 太郎 の 誕生 
1 を 混 : 
! ぜ 込ん で いる 。 : 





























演出 念 佐藤 順一 脚本 信 田 村 竜 作画 監督 氏 八 島 立 学 











【 第 079 話 (第 080 話 
中 国 妖怪 興 来 (前 編 ) 中 国 妖怪 抽 (後編 ) 
ゅ り 
STORY STORY 


中 国 妖怪 が 日 本 に 来襲 ! 鬼太郎 が 反物 に 
中 国 妖怪 の チー は 、 日 本 の 妖怪 を 全滅 きせ る た め 日 本 を 急 藤 
て きた 。 チ ー の 九 上 楽 を 飲ま され た 妖怪 た ち は 、 そ の 妖術 で 
0009 
の 手下 に な っ て し まう の だ 。 鬼 太郎 は 日 本 の 妖怪 を 集結 きせ 
て 、 チ ー に 対抗 する こと を 決め る 。 そ し て チー の 城 に 債 察 の 
つも り で 入っ た 鬼太郎 は 、 応 援 を 待つ 暇 も な いま ま チ ー と 対 
決 。 体 術 と 妖術 を 駆使 し て 戦う が 、 勝 負 が つか な い 。 その間 
に 応援 に 来 た 日 本 の 妖怪 た ち は 、 ほ と ん ど 反 物 に され て し 
まっ て いた 。 和 鬼太郎 自身 $ チ ー に 操 ら れ た 人 間 に 囲 まれ て 、 
隙 を 人 秋 か れ て 催眠 術 に 落ち 、 反 物 に され て し まっ た 。 
原作 
H hb、 人 
妖怪 反物 ] で は 、 
チー で 痢 過 し た ず か 
トリ が チー の 考え : 
: を 見 抜き 、 人 間 も : 
: 使 っ た 中 国 妖怪 の : 
: 侵略 作戦 を 鬼太郎 : 
: た ち に 報告 し 、 対 : 
! 策 を 練っ た 。 


















































演出 人 の 川田 武 範 脚本 念 矢島 大 輔 作画 監督 欠 直 井 正博 


演出 信勝 問 田 具 治 


鬼太郎 復活 ! 伝説 の 九 尾 の 狐 に 立ち 向かう 
目玉 お や じ は 和 鬼太郎 反物 を 奪い 返す こと に 成功 。 鬼 太郎 を 元 
に 戻す た め 、 井 戸 仙 人 に 助け を 請う 。 井 戸 仙 人 に よれ ば 、 反 
物 は 妖怪 石鹸 で 洗え ば 元 に 戻る と の こと 。 さ ら に 井戸 仙人 は 
チー の 正体 を 、 九 尾 の 狐 の 弟 だ と 見 破る 。 一行 は 再度 城 に 向 
か う が 、 チ ー の 前 に 手 も 足 も 出 な い 。 そ こ に 復活 し た 鬼太郎 
が 現れ た 。 さ ら に 井戸 仙人 の 石鹸 水 に より 反物 に きれ て いた 
仲間 た ちゃ 復活 し 、 一 斉 に 九 尾 の 狐 に い か か る 。 最 後 の 妖 
術 で 巨大 な ゲル 状 物質 に 変化 し 、 す べ て を 麻 み 込 も うと する 
チー。 そ こ で ね ずみ 男 が 盗ん で いた 丸 薬 を ば ら ま く と チー 自 
身 が 反物 と 化し 、 よ う や く 日 本 の 危機 は 救 わ れん た の だ っ た 。 
原作 

W hb、 人 

中 妖怪 反 物 ] で は 
: チ ー が 反物 に な っ : 
た 後 で も 、 チ ー の : 
: 妖術 に か か っ た 人 ! 
: 間 が 鬼太郎 た ち に : 
! 反撃 し た の で 、 服 : 
: を 脱が せ て 正気 に : 
: 戻 し た 。 

















































































































脚本 人 @ 矢 島 大 輔 作画 監督 人 飯島 弘 也 





IS 
トー 
で の 〇 


【 第 082 話 





【 第 081 話 】 


子育て 妖怪 ! うぶ め 


1997 年 8 月 10 日 放映 


0 


STORY 
PP デ 


赤子 へ の ゆがん だ 愛情 が 暴走 ! 

ね ずみ 男 は 、 子 守 の スペ シャ リス ト の 女性 を 使っ て 24 時 間 営 
業 の 保育 園 を 経営 。 近 所 の 母親 た ちか ら 重 宝 き ほれ 、 大 繁盛 し 
て いた 。 と ころ が ある 夜 、 若 い 女 性 の 子守 が その 正体 を 現す 。 
それ は 子ども を さら い 、 小 さき な まま 面倒 を 見 る こと を 生き が 
いと し て いる 赤子 好き の 妖怪 ・ 獲 鳥 だ っ た 。 そ し て すべ て 
の 赤ん坊 を 住み か へ 連れ 去っ て し まう 。 和 鬼太郎 は 保護 者 た ち 
と と も に 、 類 獲 鳥 の 住み か へ と 向かう 。 そ し て 和 獲 鳥 の 注意 
を 自分 が 引い て いる 間 に 、 保 護 者 た ち が カ ラス ゴン ドラ を 
使っ て 赤ん坊 た ち を 救い 出す こと に 成功 し た 。 獲 鳥 は つる 
べべ 火 に 焼 か れ 、 も と の 「 和 獲 鳥 石 ] に 戻る の だ っ た 。 

: 硫 作 
: ーー ! 
i「 始 獲 鳥 ] は 、 人 : 
i の 赤子 を 自分 の も ! 
! の に する 妖怪 ・ う 
: ぶ め の 話 。 ね ずみ : 
! 男 は 婚 鳥 を 自家 
: 用 飛行 機 に する つ : 
i も り で 、 姉 首 鳥 有 : 
: か ら 復活 させ た 。 

































































演出 @ 明 比 正行 脚本 人 小林 千賀 子 作画 監督 信 海 老 沢 幸男 





演出 多 境 


古代 妖怪 ・ 大 首 ! 
1997 年 8 月 17 日 放映 


い 


STORY 
Bo、 


古代 王国 の 復活 を 期し て 生き 続け る 悲し い 妖 怪 


ね ずみ 男 は 骨 女 に だ まさ れ て 、 人 間 を 向 詰 に する 缶詰 工場 で 
働い て いた 。 そ の 缶詰 は 骨 女 の 主 で ある 妖怪 ・ 大 首 の 食料 で 
ある 。 だ 人 骨 を 食べ 続け て 
巨大 な 骸骨 と な っ た 姿 だ っ た 。 2 
5 し は 、 骨 女 
が 差し 向け て きた 刺客 の 後 を つけ 、 大 首 の アジ に た どり 基く 。 
と ころ が 突入 し た 鬼太郎 に 応戦 する 骨 女 を 、 な ぜ か 大 首 は 止 
め る 。 大 首 は 、 王 国 復活 を 大 義 に 2000 年 間 も 人 を 殺め 続け た 
自分 の 罪 に 苦し ん で いた の だ 。 大 首 は 王国 復帰 を 諦め よう と 
骨 女 に 語り 、 自 分 た ち を 封印 し て ほし いと 鬼太郎 に 頼む 。 


硫 作 
os8 1 
i 叶 大 首 ] で は 、 大 ! 
、! 首 が 鬼太郎 か ら 電 : 
| : 色 キノ コ を 食べ き ! 
: せ られ 、 岩 の よう : 
! に な り 死 ん で し ま : 
| 「 う 。 肉 介 の 金 カ で ! 
! 動 か され て いた 骨 : 
! 女 も た だ の 骨 に 。 ! 



































記 









































宗久 脚本 信 式 上 純 希 作画 監督 信 出 口 と し お 








3 話 】 


第 08 
ゲタ 合戦 ! 妖怪 逆 杜 


9 


STORY 
ho、 人 


逆 柱 の 強い 恨み の 念 が 鬼太郎 に 襲い か か る ! 














工事 現場 に 妖怪 ・ 逆 柱 が 現れ た 。 その 強い 恨み の 念 を 気に入っ 
た ぬら り ひ ょ ん は 、 鬼 太郎 を 亡き 者 に する た め に 導 柱 を 利 / 
する 。 ま ず ぬ ら り ひ ょ ん は 、 逆 柱 で 鬼太郎 の 下駄 の に せ 物 を 
つく り 、 本 物 と すり 替え る こと に 成功 。 に せ 物 の 下駄 を 履い 
て し まっ た 鬼太郎 は 下駄 に 操 ら れ 、 逆 柱 の 前 まで 引き ずり 出 





























され る 。 そ し て その まま 逆 柱 の 結界 の 中 に 閉じ 込め られ て し 
まっ た 。 さ きら に 、 此 太 郎 ご と 送 柱 を 燃やし て し まお うと する 
ぬら り ひ ょ ん 。 と ころ が 現場 に 来 て いた ネコ 娘 が 、 朱 の 盆 か 
22E 衝 PH 

で きた 香 太 郎 は 、 ぬ ら り ひ ょ ん に 








色 り の 一 撃 を 食らわ せる 。 
原作 
ho 














: 衝 柱 に 操 ら れ た 上 鬼 : 
: 太 郎 と ね ずみ 男 だ : 
! が 、 目 玉 お や じ が : 
! 本物 の 下駄 を 見 つ : 
i け て 解放 。 ぬ ら り : 
i: ひ ょ ん や 朱 の 殴 は : 
: 場 し な い 。  : 





演出 多 川 田 武 範 脚本 念 矢島 大 輔 作画 監督 令 木 下 和 栄 


SEASON 4 


IT げた 合戦 」 で は 、 





演出 信 佐 藤 順 一 脚本 久 大 橋 志 吉 





【 第 084 話 】 


怪 褒 ! 人 食い 肖像 画 


1997 年 8 月 31 日 放映 


い 


STORY 
Bi 人 


青年 画家 の 健 念 が 生み 出し た バケ モノ 


ある 青年 画家 の 部 屋 に ある 肖像 画 は 、 部 屋 で その 画家 に よっ て 
描か れる 肖像 画 の モデ ル を 、 次 々 と 飲み 込ん で し まう 。 そ の 
「 人 食い 肖像 画 ] は 、 母 親 が 死ん だ と き に 世の中 へ の 恨み を 込 
め て 、 青 年 が 描い た 母親 の 絵 だ っ た 。 青 年 は 、 モ デル の 命 を 
次 々 と 送り 込め ば 、 母 親 が 生き 返る と 信じ て いた の だ 。 そ の た 
め 妖 力 の 強い モデ ル を 求め て お り 、 砂 か け 婆 、 そ し て 移 太郎 に 
モデ ル を 依頼 。 2 人 を 絵 に 取り 込ん で し まう 。 さ ら に 暴走 する 
肖像 画 は 、 部 屋 の 中 の 青年 と 母 の 思い 出 の 品 まで も 壊し て し ま 
う 。 そ こ で 青年 は 初め て 、 そ の 絵 が 母親 な ど で は な く 、 た だ 自 
分 が 生み 出し た 息 念 の 塊 で し か な いこ と に 気が付く の だ っ た 。 


原作 

阪 > 1 
iTV ア ニ メ オ リ ジ ! 
i! ナ ル の スト ー リ ー。:! 








































































































作画 監督 @ 八 島 療 孝 





【 第 085 話 】 





魔境 ・ 土 凌 昧 の 山 ! 


1997 年 9 月 7 日 放映 


ゅ 


STORY 
PP デ 
傷つけ られ た 土 其 昧 が 最強 の 体 を 求め る 


金塊 を 強奪 し た 2 人 の 泥棒 は 、 和 警察 に 追わ れ て 妖怪 ・ 土 時 昧 
が いる と いう 賜 昧 の 巣 山 へ 入り 込む も 。 そ し て 土 野 昧 に 遭遇 し 
た 2 人 は 応戦 し 、 銃 で 土 次 昧 を 傷つけ て し まう 。 傷つい た 体 
を 取り 替え る た め に 4 体 の 体 が 必要 に な っ た 土 凌 味 は 、 そ の 
2 人 と 人 金 電 を 追っ て きた ね ずみ 男 、 そ し て 泥棒 を 追っ て きた 
刑事 を 駒 昧 の 糸 で 捕らえ て し まう 。 妖気 を 追っ て きた 衝 太 郎 は 、 
土 財 昧 と 対 財 。 次 昧 の 糸 で 妖気 を 春 わ れ 、 食 べら れ て し まう 。 
そし て 土 賜 味 は 、 4 人 の 体 と 泥棒 が 持っ て いた 金塊 を 混ぜ 合 



































わせ 、 最 強 の 体 を 作っ て 乗り 換え よう と し た 。 そ う は させ じ 
と 鬼太郎 は 、 土 野 昧 の 腹の中 で 妖力 を 全開 に する 。 
原作 
iTV アニ メ メ 計 リ ジ : 


! ナ ル の ス トー リー。! 





正行 脚本 欠 田 村 竜 作画 監 叔 欠 直井 正博 








【 第 087 話 】 


迷い 家 の 倉 ほぼ っ こ 
1997 年 9 月 21 日 放映 


0 


STORY 
po、 人 


山奥 の 妖怪 屋敷 で 掴ん だ も の は 「 幸 運 」 か 1 


上 業 に 失敗 し 家族 も 失っ た 村上 は 、 自 殺し よう と 山 の 中 を 


ま よ っ て いた 。 そ の と き 小 さ な 屋 敷 で 会 っ た 妖怪 倉 ぼっ こ に 、 


幸運 を 呼ぶ 朱 塗 り の 茶碗 を も ら う 。 そ の 屋敷 ( ょ 妖怪 た ち が 静 
か に 住ん で いる 「 迷 い 家 ] だ っ た 。 村 上 は それ 以来 すべ て が 
うま くい き 、 成 功 し て いた 。 村 上 に 話 を 聞い た 欲 深い 友人 ・ 














安田 は 、 自 分 も 幸運 を 手 に 入れ よう と 山 へ 向かう 。 首尾 よ く 
迷い 家 を 見 つけ 、 妖 怪 ・ 倉 ぼっ こと 納戸 疲 に 茶碗 を よこ せ と 
詰め 寄る と 、 妖 怪 は 鞭 金 の 茶碗 を 出し て きた 。 安田 は その 茶 
碗 を 強奪 し て 逃げ よう と する 。 そ こ に 
妖怪 と 協力 し 























現れ た 鬼太郎 は 屋敷 の 
て 、 安 田 を 懲らしめ る た め の 作戦 を 練る 。 
原作 
H Ng H 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 




















【 第 086 話 】 


死 の 使い ^ モ ウリ ョ ウ 


1997 年 9 月 14 日 放映 


ゅ 


STORY 
Bb、 人 


死体 に 乗り 移り 、 実 体 を 持た な い 妖 怪 の 悲哀 
死体 に 乗り 移っ て 肉体 を 得る 妖怪 ・ 琴 本 は 、 火 圧 が 党 議 に な 
り 乗り 移 れ る 体 が な く な り 困っ て いた 。 そ こ に 役者 ・ 長 島 が 
近々 死ぬ と いう 情報 を 得 て 、 す ぐに 乗り 移ら ろう と 付き まとう 。 
情報 どおり 突然 の 発作 で 倒れ た 長島 は 、 魂 の 状態 で 自分 亡き 
後 の 撮影 現場 を 見 て 、 ま だ まだ 自分 が 必要 と され て いる と 感 
じ 、 生き 返り た いと 願う 。 そし て 長島 は 病院 で 息 を 吹き 返し た 。 
ヤケ に な っ た 机 郊 は 、 街 で 変 を 見 せ て 暴れ まわ り 、 強 引 に 死 






































人 を 生み 出 そ う と し は じ め る 。 彼 太郎 は 問 を 止め る た め 
自分 の 体 を 提供 。 喜 ん で 鬼太郎 の 体 に 入り 込ん だ 鵜 油 だ が 、 
それ は 鬼太郎 の 策略 だ っ た 。 





原作 

! 人 
[モウ リョ ウ 」 に 登 : 
! 場 する 、 死 体 に 乗 : 
「 り 移る 妖怪 ・ 租 本 
: を ベー ス に し た オ 
i リ ジ ナ ルス トー 
リー。 原作 で は 乗 : 
1 り 移 っ た 死体 を 焼 ! 
か れ て 倒さ れる 。 





演出 人 吉沢 才 男 脚本 欠 お お いと し の . ぶ 作画 監督 念 飯島 弘 也 





第 088 話 


妖怪 ふく ろ さ げ の 芯 


1997 年 9 月 28 日 放映 


い 


STORY 

Bo、 
玉 負 に 「 欲 望 ]」 を 溜め 込む 妖怪 が 登場 ! 
人 間 の 欲望 を 叶え た うえ で 、 そ の 人 を 取り 込ん で 欲望 を 妖力 
と し て 溜め 込む 妖怪 ・ ふ くろ さげ が 復活 し た 。 ふ くろ さげ は 
人 々 の 欲望 を どん どん 取り 込み 大 きく な っ て いく 。 移 大 郎 た 
ち は 取 り 込 まれ な いよ う 、 無 心 に な っ て ふく ろ さ げ と 対 財 。 
し か し 「 皆 を 葬 け た い ] と いう 思い が 欲望 と みな され 、 鬼 太 
郎 た ちち も 取り 込ま れ て し まう 。 そ こ に 放 MM な 
い 」 と いう 思い を 持っ た ぬり か べ が 取り 込ま れ 、 袋 の 中 で 巨 
大 化 。 ふ くろ さげ の 正体 で ある 、 縄 文 時 代 の 古 ダ ヌキ の 玉 袋 
を 内 側 か ら 破 る 。 こ れ ま で 溜め 込ん だ 妖力 も ちゃ ん ちゃ ん こ 
に 吸い 取ら れ 、 ふ くろ さげ は 元 の 豆 だ ぬき に 戻っ た 。 


原作 
6 人 
[ふく ろ さ げ ] で : 
| は 、 震 秒 な 物体 の | 
1 ふく ろ き げ は 人 間 
の 命令 に 従い 、 妖 : 
: 怪 エネ ルギー が 好 ! 
| 物 の 妖怪 。 鬼 太郎: 
Je を 吸い 過ぎ ! 
、 爆 発し た 。 ! 


本 











演出 多 還 浩樹 脚本 欠 大 橋 志 吉 作画 監督 人 海老 沢 幸 男 





演出 今川 田 武 範 脚本 久 式 上 純 希 作画 監督 出口 と し お 


こ ロ 
に 2 
で る 








【 第 089 話 ] 【 第 090 話 } 


遂 の 毛 地 獄 ! ラク シャ サ 峠 の 妖怪 ・ ぶ る ぶる 


























1997 年 10 月 5 日 放映 1997 年 10 月 12 日 放映 
の 0 

STORY STORY 

hb、 ho、 
大 人 の 姿 に な っ た 、 ネ コ 娘 は 必見 親子 の 愛情 は 恐怖 心 よ り も 強い ! 
大 人 の 女性 に 憧れ て いた ネコ 娘 は 、 街 で 会 っ た 美しい 人 に 導 峠 の トン ネル で 行方 不明 事件 が 頻発 。 峠 の 旅館 の 主人 も 、 客 
か れ 喫 茶店 に 入る 。 そ し て そこ で 床や 磨 か ら 湧 いた 無数 の 髪 を 迎 2 ょ か っ た 。 ね ずみ 男 が 信 官 と トン ネ 
の 毛 に 包ま れ て し まう 。 そ の まま イン ド の 妖怪 ・ ラ クシ ャ サ ル に 向かう が 、 妖 気 の 渦 に 引き ずり 込ま れ て し まう 。 犯人 は 
に 取り 付か れ 、 此 も $ 背 も 伸び 大 人 の 女性 へ と 変身 し て し まっ 層 滑 者 に し か 次 が 見 え ず 、 人 の 懲 怖 心 を 生気 と する 妖怪 ・ ぷ 
た 。 砂 か け 婆 た ち も "一 番 会 いた い 人 " に 化身 し た ラク シャ る ぶる だ っ た 。 鬼太郎 は 、 旅 館 の 息子 ・ 正 広 と と も に 現場 へ 。 
サ に だ まさ れ 、 ボ ロボ ロ に な っ て いた 。 ネ コ 娘 と し て 鬼太郎 鬼太郎 の ちゃ ん ちゃ ん こ を 借り た 正広 は 、 父 親 を 助け る べく 
を 呼び 出し た ラク シャ サ が 、 正 体 を 現し て 鬼太郎 に 襲い か か トン ネル の 中 へ 。 ぶ る ぶる は 正広 を 住み か に 引き ずり 込む 。 
る 。 妖怪 の 心 を も て あそぶ ラク シャ サ に 篤 り 心頭 の 鬼太郎 。 そこ で 息子 の 危機 を 救う た め 、 父 親 が 勇気 を も っ て ぶる ぶる 
日 玉 お や じ が 連れ て きた イン ド の 行者 が ラク シャ サ の 動き を に 立ち 向かう と 、 恐 怖 心 が エネ ルギー の ぶる ぶる は 玖 体 化 。 
封じ 、 鬼 太郎 は ラク シャ サ を 喫茶 店 ご と 炎上 させ た 。 そこ を 鬼太郎 が つる べ 火 で 追い 出し 、 蒸 発 さ せ て 退治 し た 。 











原作 
た H 
iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 


原作 
1 で 1 
叶 峠 の 妖怪 ] か ら 熱 ! 
に 憶 い と いう ぶる : 
: ぶ る の 性 質 は 生か ! 
! さ れ て いる 。 た だ : 
: し スト ー リ ー は ほ : 
: ぼ オリ ジ ナ ル 。 碑 : 
i: 作 で は 自動 車 事件 : 
| 「 を 起こ きせ る 。 : 

































































演出 久 角 鑑 博 之 脚本 信 小 中 千昭 作画 久木 下 和 栄 演出 信明 比 正行 脚本 佑 田 村 竜 作画 念 八島 善孝 

【 第 091 話 】 第 092 話 】 

テー 
のり 
夜 の 怪 ! 百 抄 夜行 の 鬼 百 目 と ぬら り ひ ょ ん 
1997 年 10 月 19 日 放映 1997 年 10 月 26 日 放映 

STORY STORY 

Bb、 hb、 
仲間 想い の まち が っ た 行動 を 正す ぬら り ひ ょ ん の 妖怪 植物 兵器 が 飛ぶ 、 撃 つ ! 
閣 魔 大 王 か ら 「 最 近 魂 が あの 世に 来 な い 」 と 相談 を 受け た 目玉 砂 か け 婆 が 預かっ て いた 百 目 の 坊や が 迷子 に な っ て し まう 。 
お や じ は 、 鬼 太郎 、 ネ コ 娘 と と も に あの 世 へ 向かう 魂 の と お り そし て ね ずみ 男 は 百 目 の 坊や を 見 つけ 、 金 儲け に 使 お うと 企 
道 を 調べ る 。 道 は 昧 の 巣 状 の 妖気 の 結界 に より 、 廃 表 の 病院 む 。 退 屈し て いた 百 日 の 坊や は 「 遠 目 ] で 、 美 し い 花 を つけ 
へ と 導 か れ て いた 。 魂 の と お り 道 の 番 人 で ある 百 鬼 夜行 の 鬼 た た 妖怪 樹 を 見 つけ た 。 本物 見 た さ に 百 目 の 坊や は 、 妖 怪 樹 の 
ち が 、 ね ずみ 男 を 使い 魂 を 集め て いた 。 兄貴 分 の 鬼 の 病気 を 治 ある 工場 跡 へ 足 を 運ん だ が 、 そ こ は 人 間 界 と 妖怪 界 の 支配 を 
す た め に 、 人 間 の 魂 が 一 番 効 く と 信じ て いた の で ある 。 ね ずみ た くら む ぬ ら り ひ ょ ん の アジ ト だ っ た 。 植物 兵器 と 化し た 妖 
男 の ワ ナ で 鬼太郎 た ち は 捕らえ られ て し まう が 、 鬼 太郎 が 髪 の 怪 樹 は 木の実 爆弾 で 攻撃 し 、 鬼 太郎 、 砂 か け 婆 を 捕らえ て 妖 
毛 を 操り 、 砂 か け 疲 た ちの 助け を 呼ぶ 。 戦 いで 仲間 の た め に 最 惨 エ ネル ギー を 吸い 取 ろ うと する 。 昔 し む 砂 か け 癖 の 「 今 こ 
後 の 力 を ふり 絞っ た 兄貴 鬼 は 倒れ る が 、 目 玉 お や じ の 診断 で 薬 そ 男 気 を 出せ ! | と いう 言葉 に 、 騰 病 だ っ た 百 日 の 坊や は 妖 
草 で 治る こと を 知る 。 魂 は 解放 きれ 、 無 事 に あの 世 へ 向かっ た 。 術 ・ 金 績 り を 成功 させ 、 一 人 前 の 百 目 と な る こと が で きた 。 






















| 原作 | 2 と 放 。 叶 こ 
iTV アニ メオ リ ジ | 時 ンー 紀 旧 リク ITY ア ニ メ オ リ ジ | 
ナル の スト ー リ ー。 ン バ と レク | う ル の メス トーリ ー。 | 





演出 多 境 示 久 脚本 人 @ 大 橋 志 吉 作画 人 直井 正博 演出 久吉 沢 才 男 脚本 移 お お いと し の ぶ 作画 念 飲 島 弘 也 





- 隊 SEAsSoN 4 











【 第 093 話 】 


月 より の 妖怪 ・ 桂 男 ! 


1997 年 11 月 2 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 
夜 で も 明る い 現代 の 、 妖 怪 の 苦悩 


その 満月 の 夜 は 、 月 か ら の 使者 ・ 月 女 が 月 へ 帰る 夜 だ っ た 。 
月 女 は 地球 で は 800 年 し か 生き られ ず 、 今 夜中 に 石 の 舟 で 帰ら 
な いと 消え て な く な っ て し まう の だ 。 部 下 の 妖 怪 ・ 桂 男 は 石 
の 舟 を 飛ば す た め 、 上 昆虫 を 巨大 化 き させ 街中 の 明か り を 破壊 す 
る 。 石 の 舟 は 美しい 月 の 光 を 集め な いと 、 飛 ぶ こ と が で き な 
い の で ある 。 鬼太郎 た ち は 事 情 を 知り 、 8 
カリ ナ の 音色 で 鳥 を 呼び 寄せ 、 街 中 の 明か り を 隠さ きせ た 。 そ 
































し て ぬり か べ を ピカ ピカ に 磨き 、 月 光 を 反射 させ 船 に 光 を 集 
め た 。 そ し て よう や く 月 女 は 月 へ 帰る こと が で き 、 槍 男 は み 
ず か ら の 使命 を 終え た こと に 満足 





し 、 海 へ 入っ て いっ た 。 


: 砂 作 : 
1 Re 和 5 
i 月 の 妖怪 ・ 桂 男 ] : 
: で は 、 桂 男 は 「 生 | 
: 更 」] と と も に 、 地 : 
UE 
! な と 玖 告 に 来 た 。: 
太郎 は 杜 男 の 上 
: 力 に よっ て 、 小 さ : 
: く され て し まう 。 








演出 川田 式 範 脚本 念 矢島 大 輔 作画 念 海老 沢 幸男 





【 第 094 話 】 


鬼太郎 魚 と 置い て け 堀 
































1997 年 11 月 9 日 放映 
0 

STORY 

テー 
魚 に な っ た 少年 が 見 た 、 水 中 の 世界 
退屈 に 任せ て 釣り を する 少年 に 00 魚 眼 丸 を 
差し 出す 。 そし て その 主 を 口 に し た 少 FE は 、 魚 に な っ て し まっ 
た 。 上 鬼太郎 と ね ずみ 男 は 少年 を 助け る た め 、 同 じ 玉 を 手 に 入 
れ 魚 と な り 少 年 を 捜し に 行く 。 魚 に な っ た 少年 を 海 で 見 た 水 
仙人 は 、 元 に 戻れ る 回 復 丸 を 渡 そ うと する が 、 助 け に 来 た 鬼 


太郎 た ち を 怪し い 魚 だ と 思い 飲み 込ん で し まう 。 そ の た め 激 
し い 腹 痛 を お こし た 水仙 人 を 日 玉 お や じ た ち が 見 つけ 、 鬼 太 
郎 と ね ずみ 男 を 元 の 姿 に 戻す 。 そ の 間 に 、 少 年 は 漁船 に 釣り 





上 げ ら れ て し まう 。 す し 屋 で まさ に 包丁 が 振り 下ろ され る 瞬 
聞 に 鬼太郎 た ち が 駆 けつ け 、 


一 命 を と り と め た の だ っ た 。 
原作 
ho、 


内 イソ アニ メオ リ ジ : 
本 4 ナル の スト ー リ ー。 





演出 念 細田 守 


脚本 久 式 上 純 希 作画 佑 出 口 と し お 











1 第 095 話 } 一 


丸 力 泥 棒 ・ 釜 な り ! 


1997 年 11 月 16 日 放映 


ゅ 


STORY 
spー 
妖力 を 失っ た ツル ツル 頭 の 鬼太郎 


ね ずみ 男 は 、 お 堂 の 中 に 礼 ら れ た 古い 釜 の 占い の 声 に そそ の 
か され 、 和 鬼太郎 を その 釜 の 元 へ 誘い 出す 。 そ し て 朱 太 郎 は 妖 
怪 ・ 釜 鳴り に 髪の毛 も ちゃ ん ちゃ ん こも 下駄 も 奪わ れ 、 妖 力 
を 失っ て し まっ た 。 和 鬼太郎 の 強力 な 妖力 を 手 に 入れ た 人 金 鳴 り 
は 鬼太郎 に 失 し 、 妖 怪 た な ち を こら し め る 。 が 、 父 親 で ある 目 
玉 お や じ に は その 妖力 も 意味 を の Re 

は 、 釜 鳴り を 追っ て 多 の 中 へ 入り 込み 、 後 か ら 寝 込ん で いた 
鬼太郎 も か けつ ける 。 戦い の 末 鬼 太郎 は 、 の ちゃ ん ちゃ 





































ん こも 下駄 も 取り 戻し て 妖力 を 央 復 。 釜 鳴り は 、 た だ の 和 釜 へ 
戻る ろう と 決め 、 一 同 は 釜 の 外 へ 脱出 し 一 件 落着 と な る 。 
砂 作 

人 な り 」 で は 旧 大 | 

「 郎 の 生気 が 詰まっ 

: た 髪 で 復活 し た 金 : 


i な り が 子供 た ち を 

襲い 取り 込ん で し : 
:! ま う 。 し か し 、 鬼 : 
i 太郎 の 仲間 の 活躍 ! 
! で 元 の 釜 に 戻る 。 : 


作画 久木 下 和 栄 





演出 @ 田 浩樹 脚本 欠 大 橋 志 吉 


二 第 096 話 ナ 


妖怪 王 ・ ぬ ら り ひ ょ ん 


1997 年 11 月 23 日 放映 


い 


STORY 
Bb、 


妖怪 島 の 復活 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 野望 

妖怪 王 の 座 を 狙う ぬら り ひ ょ ん は 、 苑 悪 な 妖怪 島 を 復活 させ 
る た め の 鐘 の 破片 を 探し て いた 。 そ し て ぬら り ひ ょ ん の 指示 
の も と 、 日 本 各地 で 西洋 妖怪 が 日 本 の 妖怪 を 操っ て 大 暴れ し 
始め た 。 鬼太郎 は 北海 道 へ 、 ネ コ 娘 た ち は 妖 気 で 走る 妖怪 バ 
ス で 大 阪 へ と 駆け つけ た が 、 い ずれ も 妖怪 た ち は 色 然 と 姿 を 
消し て し まう 。 後 を 追っ て いく と 、 東 京 の ぬら り ひ ょ ん の と 
ころ へ 集結 し て いた 。 妖怪 た ちの 妖力 を 得 て 力 を 増し た ぬら 
り ひ ょ ん は 、 鬼 太郎 の 攻撃 を も の と も せ ず 、 集 まっ た 封印 の 
鏡 の か けら を 合体 きせ 、 紗 悪 な 妖怪 島 を 復活 させ て し まう 。 

















だ が 、 ぬ ら り ひ ょ ん の 陰謀 は それ だ け で は な か っ た 。 
原作 
RS = メオ リ ジ | 


| ナル の スト デー リーg 1 





















































演出 信明 比 正行 脚本 久 矢 島 大 博 作画 信和 八 鳥 療 孝 





1 





【 第 097 話 } 








追撃 ! 西洋 妖怪 四天王 


1997 年 11 月 30 日 放映 


ぬら り ひ ょ ん は 妖怪 島 を 復活 させ 、 





9 


STORY 
ho、 
ぬら り ひ ょ ん の 尽き な い 野 望 


さら に 妖怪 津波 を 起こ し 世 





界 を 海 に 沈め よう と 企ん で いた 。 こ う も り 猫 た ちと の 戦い で 妖 


カカ を 失い ひ 
れる 。 そ こ へ 一 向 に 回 復 し な い 鬼 太郎 を 狙い 、 
・ グ ル マ ル キン が 現れ 、 さ ら っ て いこ 
キン の 妖力 を 吸い 取り 一気に 回 
復 。 グ ル マ ル キン は 笛 で 巨大 な 魔物 ゴー レム を 操り 、 
攻撃 を し か ける 。 の 鬼太郎 は ゴー レム を 倒し 、 ぬ ら り ひ ょ ん と 丁 
立ち 向かう べく 日 本 


の ひと り 


で 鬼太郎 は 、 機 を 見 て グル マ 〕) 


洋 妖 怪 た な ち に 


か ら び て 

















し まっ た 鬼太郎 は 、 妖 怪 病院 へ か つぎ こま 


西洋 妖怪 四天王 
うと する 。 そ こ 





提 太 郎 へ 














の 妖怪 を 呼び 寄せ る こと に 


【 第 098 話 】 


試練 ・ 妖 魔 城 へ の 道 ! 


1997 年 12 月 7 日 放映 


い 


STORY 
ho、 人 


日 本 妖怪 が 集結 し 、 鬼 太郎 の た め に 助太刀 ! 


ぬら り ひ ょ ん は 妖怪 津波 を 起こ し 、 妖 怪 の 楽園 を 作ろ うと し て 
いた 。 風 太郎 は 日 本 中 の 妖怪 に 二 け を 求め つつ 、 相 次 ぐ 異 変 を 
防ぐ た め 妖 魔 城 へ 向かう 。 海 か ら は 西洋 妖怪 四天王 の 一 角 ・ ブ 
イイ が 現れ 行く 手 を 阻む が 、 駆 けつ けた 日 本 妖怪 た ちの 助け で 
プ ブイ イ を 届 退 。 つ い に ぬ ら り ひ ょ ん と の 対決 が 始ま る が 、 あ ま 
り に 強大 な 力 を 得 た ぬら り ひ ょ ん は 、 使 いこ な せ ず 苦し み 始 め 
る 。 束 権 的 な ぬら り ひ ょ ん に 不満 の 溜まっ て いた 西洋 妖怪 た ち 
は 、 ぬ ら り ひ ょ ん を 煮え た ぎる 溶岩 へ 落と し て し まう 。 鬼太郎 
た ち は 先 を 急ぐ で が 、 ワ ナ に は まり 遅 々 と し て 進ま な い 。 さ きら に 



































する 。 妖怪 津波 が 起こ る まで 残さ れ た 時 間 は わずか 2 日 ! 


四天王 最強 の ジャ イア 


ント が その 行く 手 に 立ち ゃ さがっ た 。 


原作 


iTV ア ニス オリ ジ : 
| ナル の スト ー リ ー。| 





演出 多 吉 沢 孝男 脚本 人 矢島 大 輔 作画 念 直井 正博 


eq 靖 
iTV ア ニ メ オ リ ジ ! 
i! ナ ル の スト ー リ ー。: 








5260 











第 099 話 ナ - 


決戦 ! 妖怪 王 対 等 太郎 


1997 年 12 月 14 日 放映 


0 
STORY 
lo、 
ね ずみ 男 、 得 意 の 尼 で 活躍 !? 
鬼太郎 は ジャ イア ント を 倒し 、 さ ら に ジャ イア ント は 仲間 割れ 
し た 西洋 妖怪 た な ち に と ど め を ささ れ そ うに な る 。 そ こ に 溶岩 へ 
落ち た は ず の ぬら り ひ ょ ん が 現れ 、 西 洋 妖怪 た ち を 片付け て 鬼 
太郎 を 襲っ て きた 。 彼 は 強大 な 力 を 我 が 物 と し 、 本 物 の 妖怪 王 
と な っ て いた 。 鬼太郎 は 満身 創 参 だ っ た が 、 仲 間 の 妖怪 た ちの 
祈り に より 力 が 回 復 。 そ こ へ ね ずみ 男 が 強烈 な 必 を か まし 、 並 
20 か RE り co に 倒れ 込む 。 そ の 隙 
に 反撃 し た 鬼太郎 は 妖魔 城 の 水晶 を 壊し 、 津 波 の 阻止 に 成功 。 





T 








一 同 は 化け 飯 に 乗り 、 OF アー WPUMEOW 激 し 
い 戦 い を 終え 、 鬼 太郎 た ち 





は 化け 鯨 の 背 で 眠り こむ の だ っ た 。 
原作 
ウデ デ 

















iTV ア ニ メ オ リ ジ : 
i! ナ ル の スト ー リ ー。! 











ーー ズバ 第 100 話 


間 闇 の 搭 き ・ 妖 怪 女 


1997 年 12 月 21 日 放映 
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STORY 
PP デ 
人 間 の 悪意 を 利用 する 、 地 獄 か ら の 使者 


アイ ドル 歌手 ・ 渡 辺 千里 が 妖怪 ・ 影 女 に 在 み 込ま れ て 行方 不明 
に な る 。 鬼太郎 た ち は 影 女 を 捕まえ よう と する が 、 逆 に 影 の 世 
界 に 引き ずり こま れ て し まっ た 。 影 の 世界 で は 引き ずり 込ま れ 
た 人 間 た ち が 寺 意 の 塊 ′” と 化し て いた 。 鬼太郎 も 悪意 に まみ 
れ そ うに な る が 、 上 日 下 お や じ の 激励 で 気 を 取り 直し 、 脱 出 を は 
か る 。 外 の 世界 で は 砂 か け 疲 た ち が 妖 力 を 送っ て 出口 を 作り 、 
鬼太郎 は 脱出 。 と ころ が 1000 人 に 達し た 悪 の 塊 た ち も 、 地 上 に 
出 て いっ て し まう 。 鬼太郎 は 千早 の コン サー ト 会 場 へ 影 女 を 誘 
い 込 み 、 ラ イト の 強烈 な 光 を 浴び せ て 退治 し た 。 塊 た ち は 人 間 
の 姿 に も どり 、 千 里 は 無事 、 コ ン サ ー ト を 開催 し た 。 


原 原作 


TV アニ 沈 ジ : 
ナル の スト ー リ ー。』 












































演出 殺 境 款 久 脚本 人 橋本 裕志 作画 人 海老 沢 幸 男 


SN 了 ge nO 


sesoLASON 4 


演出 久 芝 田 浩樹 脚本 信 田 村 竜 作画 多 出 口 と し お 











【 第 101 話 } 


言 寺 使 い の 記 ! 


1997 年 12 月 28 日 放映 


ゅ 


STORY 
ウー 
世の中 に “存在 する "っ て どう いう こと !? 


先 家 の 約束 で ぬら り ひ ょ ん の 頼み を 聞か ざる を 得 な い 陰 陽 師 ・ 

一 刻 堂 は 、 鬼 太郎 た ち を は ら う こと を 承諾 。 鬼太郎 た ち は 小 学 
校 の 校庭 に 読込 まれ 、 言霊 の 術 に は まっ て し まう 。 | 一 普 星 」 
の 中 に 入れ られ 名 前 を 忘れ た 妖怪 た ち は 、 存 在 を 消 き れ て し ま 
う の だ 。 ぬ りか べ は 「 朽 ち た 壁 」 に 、 一 反 も めん は 「 布 切れ 一 
枚 ] に 。 一 刻 堂 の 言葉 の まま 変化 する 妖怪 た ち 。 そ し て 上 鬼太郎 
の 番 が き て 、 ぬ ら り ひ ょ ん は 思わ ず 「 ざ まあ みろ 、 鬼 太郎 」 と 
は や し た て る 。 そ の 声 で 名 前 を 思い 出し た 太 郎 は 、 術 か ら 逃 
れる こと が で きた 。 も と も と 気 の 進ま な い 仕事 で あっ た 一 刻 堂 

















は ここ で 叙 太 郎 た ちと 和解 。 ぬ ら り ひ ょ ん は 逃げ 帰っ て いっ た 。 


原作 
H で H 
iTV アニ メオ リ ジ : 
! ナ ル の スト ー リ ー。: 








演出 @ 角 信博 之 脚本 信 京 抜 夏彦 作画 久木 下 和 栄 








【 第 102 話 】 


困 問 ! 中 国 妖怪 刑 天 


1998 年 1 月 4 日 放映 


9 


STORY 





Bb、 
暴れ ん 坊 妖怪 、500 年 越し の 復讐 戦 


CM 刑 天 の ミイ ラ が 盗み 出さ れ 
軍 ば れる 途中 、 毅 が 壊れ 波 に 打ち 上 げ ら れる 。 


。 そし て 日 本 に 


Ms を 見 つけ た ね ずみ 男 は 、 詩 印 を と き 
活き せ て し まう 。 


ー の 術 を か け 


一 作れ る 茶 伊那 道士 を 捜し 出し 、 石 に 変 


と ころ が 利 太 郎 


を 持っ て 現れ た 。 鬼太郎 は 正気 に 戻 
戦い 、 刑 天 の 額 に 護 
を 和 失っ た が 、 







演出 信明 比 正行 





刈 天 を 復 
キョ ン 





砂 か け 疲 た ち は 偶 然 刑 天 と 出会い 、 


















































原作 
H ーー H 
ITV ア ニ メ オ リ ジ ! 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 


脚本 @ 矢 島 大 輔 作画 念 直井 正博 


られ 操 ら れる 。 さ ら に 刑 天 は 、 半 印 の 護符 を 唯 
変え 粉々 に し て し まう 。 

と 刑 天 の 戦 い の 最 中 に 、 茶 伊那 道士 の 霊 が 護符 
戻っ た 砂 か け 疲 た ちと と も に 

符 を 貼り つけ 再び 封印 。 茶 伊那 道士 は 肉体 

ミイ ラ と な っ た 刑 天 と と も に 中 国 へ 帰っ て いっ た 。 














【 第 103 話 】 


化け ネズ ミ ! 妖怪 旧 師 


1998 年 1 月 11 日 放映 


@ 


STORY 
Bb、、 
ネズ ミ に な っ た ネコ 銀 !? 


ね ずみ 男 は 廃寺 に 住む 妖怪 ・ 旧 亡 の 退治 を 引き 受け た が 、 旧 肌 
に 魂 を 奪わ れ て し まう 。 痩せ こけ た ね ずみ 男 が 街中 で ネズ ミ を 
配る 様子 を 見 た ネコ 娘 は 、 心 配 で 後 を つけ る が 、 旧 恋 に 捕 ら わ 
れ 、 ネ ズミ に 変え られ て し まっ た 。 ね ずみ 男 は わずか な 妖力 を 
CN 科す W は まあ 5800 半 2A0 
た 人 間 た ち は 、 ネ ズミ に 変身 し て し まっ て いた 。 衝 太郎 ! 








前 半 肖 し 。 
取り 戻し た 。 小 さ な 旧 遇 は 荒れ た 寺 に 集まる 悪い 埋 と あい まっ 
て 、 強 大 に 
れ 、 寺 は 村人 た ち 








な っ て いた の だ っ た 。 岩魚 坊主 に よっ て 霊 は 鎮め ら 
ち に よっ て 手入れ され る こと と 


な っ た 。 
原作 
っ 


FTW の テオ ます 炎 1 
i ナ ル の スト ー リ ー。: 














演出 信二 沢 寺 男 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 信和 八島 善孝 


ゴ 第 104 話 ナー 


深 愉 ! 吸血 妖怪 の 島 


1998 年 1 月 18 日 放映 


ゅ 


STORY 
デー 


仲間 の 血 ま で 吸う 、 吸 血 樹 の 條 欲 さ 


ぬら り ひ ょ ん は 、 

の 完全 復活 を 期 
べく 、 和 鬼太郎 を { 
れ 、 吸 血 妖怪 綿 





アジ ア の 吸血 妖怪 が 集まる 居 血 島 で 、 吸 血 樹 
し て いた 。 そ し て 復活 の た め 第 太郎 の 血 を 使う 
に せ の 手紙 で 呼び 寄せ る 。 鬼 太郎 は 毒 を 飲ま さ 
に 丸呑み に され て し ま う 。 鬼太郎 の 下駄 か ら 異 


























変 を 知っ た 目玉 お や じ た ち は 移 太 郎 を 助け 出し 、 と も に 吸血 樹 


の も と へ 向かう 
を 飛ば し 、 吸 




















胡 ま で 追い 詰め 
か すこ と 
ん だ が 、 


に 成功 。 ぬ ら り ひ ょ ん た ち 
助け は 











。 戦い の 中 で ぬら り ひ ょ ん は 樹 に 火 を 放っ て 種 
樹 を 増 既 させ て 攻撃 し て きた 。 朱 太 郎 た ち は 絶 
られ る が 、 化 け 鯨 が 海水 を 浴び せ て 吸血 樹 を 溶 
も 樹 に 追わ れ て 海 に 飛び 込 
来 ず いつ まで も 浮い て いた 。 


原作 
hb、 


i「 血 戦 小 泡 原 ] で も : 
: 鬼太郎 は 手紙 で 島 
i に 呼び 出さ れ 、 吸 
i 血 樹 は 倒さ れ た 
増殖 する 。 中 : 
i 皿 妖 性 の ボス は ぬ : 
ら り ひ ょ ん で は な : 
! く ドラ キュ ラ 博 士 。: 























藻 














演出 川田 武 多 脚本 矢島 大 博 作画 人 信 実 節子 
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1 








演出 信組 田 守 脚本 介 橋 本 裕志 








【 第 105 話 


・ 災 倍 だ る ま 下 還 


ゅ 


STORY 
Bo、 人 


だ る まだ ら け の 「 だ る まさ ん 、 転 ん だ 」!? 


鬼太郎 た ち が 見 た も の は 、 人 が みん な “だ る ま " に な っ た 町 
だ っ た 。 そ の 町 の 「 だ る ま 王 国 」 と 書か れ た 建物 の 中 で 、 鬼 
太郎 は 町 の 人 々 を みな だ る ま に 変 えた 妖怪 ・ だ る ま に 遭 遇 する 。 
だ る ま は 、 世 の 中 に だ る まだ け の 清らか な 場所 を 作ろ うと し 
て いた 。 人 間 が だ る ま に 求 め る こと が “願い "で な く 、 す べ 
て “ 欲 ” に な っ て きた こと に 腹 を 立て た の だ 。 人 々 を 元 に 記 
す よ う 説 得する 鬼 太郎 た ち に 、 容 束 な い 攻 撃 を し て くる だ る ま 。 
ピンチ の 鬼太郎 た ち に と ど め を 刺す べく 、 だ る ま は 自分 の 腹 
詰め られ る 
鬼太郎 は 相手 の 動き を 止め る ある 案 を 思い つく 。 

原作 

! 人 

[だ る ま 」 で は 、: 
"4" と いう 数 字 に : 
i に こだわ り ア パー 
! ト を 乗っ 取 ろ うと ! 
: する 妖怪 ・ だ る ま : 
: の 話 。 だ る ま 王 国 : 
: と いう の は アニ メ * 
: オリ ジ ナ ル の 設定 。 














か ら 子 だ る ま を 無数 に 出し て 移 太 郎 を 襲う 。 追い 
な か 、 
































作画 監督 人 海 老 沢 幸 男 








演出 人 芝田 浩樹 脚本 念 矢島 大 輔 


mm 


で で 


【 第 106 話 


時 夢 ! 妖怪 地獄 


1997 年 2 月 1 日 放映 


い 


STORY 
デデデ 


夢 は いつ も 悪夢 、 脅 える 鬼太郎 が ノイ ロー セ ゼ に 
妖怪 ポス ト に 届い た 赤い 字 の 手紙 を 手 に し た 瞬間 、 鬼 太郎 は 

夢 で 妖怪 た ち に 襲 われ 、 夢 と 同様 に 現実 に も 体 に 傷 を 負い 始 
め た 。 井戸 仙人 に 診 て も ら う と 、 妖 怪 ノ イロ ー ゼ だ と 診断 き 
れる 。 治療 に は 「 入 ら ず の 山 」 の 恐 ヶ 淵 か ら 飛 び 降 り る し か 
な い が 、 恐 怖 心 が 残 っ て いれ ば 、 飛 び 込 ん だ まま 死ん で し ま 
うと いう 。 仲間 みん な の 励ま し を 受け て 、 鬼 太郎 は 恐 ヶ 淵 に 
向かう 。 ノ イロ ー EN し た 楽 品 付き の 手紙 を 送り 、 
この 病 を 引き 起 し た の は 、 朱 太郎 に 恨み を 持つ 妖怪 ・ 百 々 苑 
だ っ だ っ 義人 た する 恐怖 心 を 克服 で き な い まま 、 



































鬼太郎 は 百々 爺 に 恐 ヶ 淵 か ら 落 と され て 鋼 地 に 陥る 。 
砂 作 
iTV ア ニ = メオ リ ジ | 


i ナル の スト ー リ ー 1 





演出 人 境 寺 久 受 本 旬 田 村 竜 作画 監督 氏 出 口 と し お 








第 107 話 】 


山の神 ・ 穴 ぐ ら 入 道 


1997 年 2 月 8 日 放映 


0 


STORY 
ho、 人 


山 と 人 間 の た め に 生き た 妖怪 の 最後 の 決断 


山神 山 に 住む 優し い 妖怪 ・ 穴 ぐら 入道 が つい に 把 っ た 。 今 ま 
で 道路 工事 や スキ ー 場 の 建設 な ど 、 人 間 の 都合 で 住み か を 追 
われ て も 上 黙っ て いた が 、 山 神山 を 壊す トン ネル 工事 に は 色 り 、 
人 間 の 生気 を 奪う 病 虫 を 操っ て 組 わ せ た の だ 。 さ きら に 容 ぐ ら 
人 道 は 、 病 虫 を 合体 きせ た 大 百 足 で 工事 現場 を 襲 う 。 その と き 、 
工事 に よっ て あけ られ た 穴 か ら 水 が 溢 れ 出 て し まう 。 穴 ぐら 
入道 は 自分 の 都合 だ け を 優先 する 人 間 で も 見 捨て られ ず 、 大 
百 足 と と も に 自ら 犠牲 に な り 水 の 放出 を 防い だ 。「 お 前 は 人 間 
を 救え 」 と 究 ぐ ら 入 道 か ら 言 い 残 され た 鬼太郎 は 悔し 涙 を 流 
し 、 自 分 勝手 な 工事 足 任 者 を 殴り つけ る の だ っ た 。 


原作 


財 容 ぐ ら 入 道 | で : 
i は 穴 ぐ ら 入 道 を 捕 : 
区 より 送 な 人: 
! 間 に 、 鬼 太郎 が 良 : 
: 心 カビ を 吸わ せ て : 
: 解 放さ せ た 。 病 中 : 
| や 大 百 足 は 登場 し 
! な い 。 1 














































































































作画 監督 久木 下 和 栄 


ge ge ge no 


sosoLASON 4 





【 第 108 話 】 


不老 不死 ! 猫 シ ョ ウ 


1997 年 2 月 15 日 放映 


ゅ 


STORY 
ho、 人 


鬼太郎 、 今 度 は 赤ん坊 に な る !? 


あめ 5 し て いた 、 大 学 教授 の 論文 が 持ち 出さ れ た 。 

の 論文 を 食べ て 若返り の 方 法 を 知っ た 猪 又 は 人 間 に 江 い か 
0 相手 を 瞬時 に 老人 に する 勢い で 若 さ を 吸収 する 。 そ し 
て 猫又 は 知能 が 上 が り 、 無 限 に 生き る 力 を 与え られ た 妖怪 ・ 
首 シ ョ ウ へ と 進化 し た 。 鬼 太郎 も 独 シ ョ ウ に 若 さ を 吸 い 取 ら 
れ て し まう が 、 対 抗 し て 吸い 取り 返す 。 し か し 藻 さ の エキ ス 











の 使用 法 を 知ら な い 鬼 太郎 は 、 赤 ん 坊 に な っ て し まう 。 そ こ 
で 彼 太 郎 は 巨大 化し た 猫 シ ョ ウ の 体 に 入り 、 体 内 ( 
授 の 論文 を 読む こと で 元 に 戻る こと に 成功 。 
に 若き を 吸収 され 、 普 





こ あ っ た 教 
殺 シ ョ ウ は ちゃ 
通 の 猪 に 戻っ て いっ た 。 


原作 

! ーー 

i「 妖怪 猪 症 は 

: や は り 猫 又 が 論文 : 
! を っ て 、 若 返り 
! の 秘法 を 手 に 入れ : 
: る 話 。 最初 | 
: を 奪わ れ た の は 、! 
! ある 人 慢 な 男子 中 


!: 学生 だ っ た 。 





ん ちゃ ん こ 











演出 信明 比 正行 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 監督 久 直井 正 博 











【 第 109 話 】 【 第 110 話 】 


雪山 の 怪異 ・ の びあ が り 八 百 八 旬 の 反乱 (前 編 ) 













































































1997 年 2 月 22 日 放映 1997 年 3 月 1 日 放映 
0 り 
STORY STORY 
PP デ Bb、 
怪 現 象 の 裏 に ある 村 の 人 々 へ の 愛 タヌキ 王国 の 建国 を 目指 す 八 百 八 提 の 陰謀 
雪山 の 冬 皆 で 、 人 々 が 木 に な っ て し まう と いう 怪 現 象 が 起き る 。 四国 の 工事 現場 の 爆弾 で 、 作 百人 亀 は 400 年 の 封印 を 解 か れ 虐 り 
その 木 は 人 間 の 血 を 吸っ て 生き る と いう こと で 、 吸 血 木 と 呼 か ら 覚 め た 。 タ ヌキ 王国 の 建国 を 目指 す 八 百 八 刈 た ち は 、 東 京 の 
ば れ て いた 。 鬼太郎 は 手紙 を くれ た 少女 ・ 春 の 祖父 が 語る 、 空 に も う ひ と つの 月 を 出現 させ 、 人 間 た ち を パニ ッ ク に 陥れ る 。 
10 年 前 の 出来 事 を 聞い た 。 誠 の 父親 は 山 に 落ち た と いう 飛行 政府 は 2 つめ の 月 を 破壊 し ょ うと する が 、 そ れ が 括 怪 鱗 を 呼び 覚 
機 を 落 助 に 向かい 、 そ の まま 帰ら ぬ 人 と な っ て いた 。 実際 に まし 、 妖 怪獣 ・ 野 意 が 東京 で 暴れ は じ め た 。 そ し て 人 自 八 卿 は 人 
は 落ち た の は 限 石 で あり 、 祖 父 は 限 石 の 穴 の 前 で 息子 の 忠 価 間 と 仲の よい 鬼太郎 に 、 政 府 を 説得 する よう 命令 する 。 鬼 太郎 
を 発見 する と 同時 に 、 謎 の 物体 ・ の びあ が り を 目撃 し て いた 。 その 場 を 凌ぐ た め 一 度 は 了承 する が 、 タ ヌキ の 根城 か ら 出 て すぐ 
提 太 郎 は 山 へ 行き 、 春の 父親 の 魂 と 会 話し て 「 山 の 安全 を 守り 、 に タヌキ た ち を 封印 する 。 し か し 八 百 八 卿 の ボス 、 刑 部 犯 と の 約 
人 々 を 助け た い 」 と いう 強い 意志 が の びあ が り と 合体 し 、 雪 東 を 破っ た 称 太郎 は 、 体 が タヌキ に 変化 し て し まう 。 そ し て 目玉 
崩 か ら 村 の 人 々 を 守る べく 人 々 を 木 に し て いる こと を 知る 。 お や じ と ね ずみ 男 は 鬼太郎 を 助け る た め 再 度 タヌキ の 封印 を 解く 。 
原作 原作 
1 ーー ーー 
「 吸 血 木 」 で は 、 i「 妖 怪獣 ] で は 

















: タ ヌキ 政権 発 を 民 の | 
i 際 、 総理 大臣 が 5 
叶 こ の 惨状 を 招い : 
! た の は 鬼太郎 の せ : 


: 鬼太郎 も 赤い 木 に 
: な っ て し まい 、 実 : 
! の 中 に 宿っ て 脱出 : 
、! し た 。 地下 に 封じ : 




































































































































: られ て いた の びあ ! i い だ 」 と し て 南 任 ! 
: が り の 目的 は 地上 : j を な すり 付け る よ : 
! 優 略 だ っ た 。  : ! うな 描写 が ある 。! 
演出 の 内 脚本 @ 大 柏 証 作 画 宅 革 @ 人 宮子 
【 第 111 話 】 【 第 112 話 】 
み 必 必 計 全 鞭 
八 百 八 狩 の 反乱 (後編 ) 妖怪 鬼 券 と 黒 交 切 
1997 年 3 月 8 日 放映 1997 年 3 月 15 日 放映 
いり いり 
STORY STORY 
ho、 人 Bb、 
妖怪 獣 お よび ナマ ズ スズ 神 と の 死闘 ! 髪の毛 妖怪 の 控 を 破る 抑 髪 に 鉄 つい を 
目下 お や じ を 救出 に 来 た 鬼 太郎 は 、 八 百 八 刈 の 部 下 で ある ナ 妖怪 ・ 鬼 髪 が 、 ね ずみ 男 の 悪 巧み に より 封印 か ら 復活 する 。 
マズ 神 に 食べ られ て し まう が 、 電 気 を 放出 し て よう や く 脱 出 。 誠也 な の の 
八 百 八 旬 た ちの 妖力 の 源 ・ NNNG OCT 毛 針 は 相手 に カカ を 与え て し まい 、 霊 手 ち ゃ ん ちゃ ん こも 封じ 
し 、 東 京 の 街 を 荒らす 妖怪 獣 ・ 竜 と の 対決 に 向かう 。 鬼 太 られ て し まう 。 そ こ へ 妖怪 ・ 黒 髪 功 が 現れ 鬼 愛 を 退治 し よう 
郎 は 映 意 の 体 に 入り 込み 、 (SARA と 挑む が 、 妖 力 が 衰え て いる 黒髪 切 で AM 
倒し た 。 続 いて 地上 に 現れ た ナマ ズ 神 を 北極 へ 導き 、 冷 凍 し 髪の毛 妖怪 の 長老 の 命 に 従い 300 年 前 に 鬼 髪 を 封印 し た の は 黒 
て 退治 する こと に 成功 。 一 方 日 本 政府 か ら 政 権 を 礁 っ た 八 百 VN 導 PMP 
八 独 た ち は そ うと 知ら ず 、 タ ヌキ 内 閣 を 作り 日 本 を タヌキ 王 ず に 過ごし て いた の だ 。 話 を 聞い た 妖怪 アパ ー ト の 住人 た ち 
国 に し よう と 着 々 と 進め て いた 。 目玉 お や じ ら は 四国 の 八 百 は 、 迷 を 少し ずつ 提供 。 黒 髪 切 は 鬼 髪 を 清め の 秋 で 消 減る せ 
八 狩 の 穴 を 封 EH。 八 百 八 狩 と の 長い 戦い は 終わ り を 告げ た 。 る べく 、 自 ら 犠牲 に な っ て 秋 に 入り 、 燃 え 尽 き て し まう 。 
原作 原作 
0 ツテ デ 
i「 妖 怪獣 ] で は 、! TV テ ニス オリ ジ : 
: 米 軍 に よる タヌキ : ナル の スト ー リ ー。: 
i 討伐 の 水爆 投下 と : 1 
! 妖怪 た ち が タ ヌキ : 


: を 封じ た 瞬間 が 同 : 
| 「 時 だ っ た た め 、 鬼 : 

i 太郎 の 功績 は 気 が : 
! 付 か れ な か っ た 。: 





演出 欠 境 款 久 脚本 信田 村 竜 作画 監督 人 直井 正博 





演出 多 明 比 正行 脚本 人 大 橋 志 吉 作画 監督 人 出口 と し お 


5 


1 





【 第 113 話 } 


鬼太郎 対 三 匹 の 刺客 ! 


1998 年 3 月 22 日 放映 


9 


STORY 
ho、 人 


ぬら り ひ ょ ん も ヤキ が 回 っ た か !? 
ぬら り ひ ょ ん は 第 太郎 を 倒す た め に 助っ人 を 雇 お うと 考え 、 
朱 の 盤 に 探さ せ て いた 。 和 朱 の 盤 が 因 っ て いる と 、 ね ずみ 男 が 
現れ て 事情 を 聞き 、 金 日 当て で 「 オ レ が 見 つけ て や る 」 と 豪語 。 
し か し 鬼太郎 に 勝て る 妖怪 な どい る わけ が な い の で 、 適 当 な 
こ 押 し 付け よう と 考 
五徳 猫 、 如 意 白 在 、 山 
し か し 、 ぬら り ひ ょ 
けし か ける 。 相手 
ょ が ら 形 だ け は 戦う が 、 鬼 太 
日 減 し て いく の だ っ た 。 








妖怪 を アル バイ ト と 称し て 集め 、 朱 の 盤 ( 
える 。 そし て 集め られ た 3 人 の 妖怪 ・ 
爺 は 、 どれ も へ ヘナチョコ の 食い 詰め 妖怪 。 
ん は 3 人 を 強い 妖怪 と 勘違い し 、 鬼 太郎 に 
が 紫 太郎 と し 聞い た 3 人 は ビビ リ な 
郎 が 打 然 と 見 て いる 間 に 


























原作 作 


iTY ア ニ ュ メ オリジナ: 
! ル の スト ー リ ー。 








演出 信組 田 守 脚本 例 矢 島 大 輔 作画 監督 欠 木 下 和 栄 





【 貞 場 版 第 ] 作 】 











演出 久川 田 起 範 脚本 久 式 上 純 基 作画 監督 人 海老 沢 幸 男 





[第 114 話 】 


絶 体 絶 命 ! 死神 の 工 


1998 年 3 月 29 日 放映 


9 


STORY 
Bo、 人 
ヒー 族 と 死神 が 共謀 、 危 うし 鬼太郎 ! 


目玉 お や じ ・ 砂 か け 疲 ・ 子 泣き 爺 ・ ね ずみ 男 の メ ン バ ー で 、 
天国 の 妖怪 た ちと の 再会 が で きる 妖怪 天国 ツウ アー に 出発 。 だ 
が これ は 死神 と ヒー 族 の 巫女 が 、 鬼 太郎 を 亡き 者 に し よう と 
仕組 ん だ ワナ だ っ た 。 太 郎 の 家 に は 母 を 名 乗る 女性 が 現れ 、 
迎 いも な く 信 じ た 和 鬼太郎 は 毒 を 盛 ち られ て 死に か け て し まう 。 
母 に 変装 し た の は ヒー 族 の 巫女 だ っ た 。 タ イミ ング よく アゲ 
ハ 葉 が 解毒 剤 を 運ん で くれ て 、 難 を 逃れ る 鬼太郎 。 一 方 妖怪 
天国 ウツ アー は 、 入 っ た ら 出 られ な い 和 無明 彼岸 の 世界 へ 進ん で 
いた 。 そこ に 太 郎 は 妖怪 自動 車 で 駆け つけ 、 何と か 助け 出す 。 
の 存在 を 感じ て いた 。 


原作 

1 Ne 細 1 
| 死神] で は 、 死 神 : 
: は ヒ 一 族 の 巫女 で : 
: は な く 、 魔 女 と 組 : 
: ん で 鬼太郎 毒殺 を 

「 諾 る 。 目玉 お や じ : 
! は ね ずみ 男 に だ ま ! 
: され 、 宇 宙 に 打ち : 
! 上 げ ら れる 。 




































































鬼太郎 は アゲ ハ 蝶 に 、 亡 き # 
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MD) 
大 海獣 
1996 年 7 月 6 日 公開 


ゅ 


STORY 
Bb、 人 


アカ マタ の 思惑 に は まり 大 海獣 と 化す 鬼太郎 ! 


南 太平 洋 ・ バ ルル 島 に ある 大 海獣 ・ ゼ で オ クロノ ドン の 聖地 。 
村 の 探 を 破り 、 そ の 聖地 に ズ カ ズ カ と 入っ て くる 日 本 人 に 腹 
を 立て た 妖怪 ・ ア カマ タ は 、 彼 ら を 次 々 と さら う 。 事件 を 調 
べ る た め に 現地 を 訪れ た 素 太郎 は 、 キ ジム ナー た ちの 一 斉 攻 
撃 を 浴び 、 き さら に アカ マタ に より 妖気 を 吸い 取ら れ 、 薬 を 飲 
まさ れ て 大 海獣 に きれ て し まっ た 。 そ し て 太 郎 が 変貌 し た 
大 海獣 を 失 兵 と し て 、 日 本 に 乗り 込ん 


で くる アカ マタ 、 や し 
落と し ら 南 方 妖怪 。 鬼 太郎 は 仲間 た ち に 、 大 海獣 が 自分 で あ 


























る こと を 何と か 伝え よう と する が その 声 は 届か ず 、 気 が 付け 
惑 ど お り 、 


ば アカ マタ の 思 東京 を 破壊 し て し まう 。 


| 原作 
H 0 H 
i 鬼太郎 が 大 海獣 に : 
! な っ て し まう と こ ! 
j ろ は 「 大 海獣] か ! 
i ら 。 ア カマ タ ら 南 : 
i 方 妖怪 が 攻め 込ん : 
! で くる と と ろ は : 
i 妖怪 軍団 」 を ベー! 
スス 人 に LGS る お 。 




















監督 信勝 問 田 具 治 脚本 欠 星 山 博之 作画 監督 荒木 伸 知 / 姫 野 美智 
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【 劇 場 版 第 2 作 】 


お ば け ナ イタ ー 


1997 年 3 月 8 日 公開 


ゅ 


STORY 
PP デ 
2 


野球 は 好き だ が あま り に 下手 で 、 つ い に 野 球 チ を クビ に 
な っ て し まっ た 少年 ・ 三 太郎 が 、 MO SS 還 汰 5 
怪し い バ ッ ト 。 そ れ は 、 思 う が ま ま に ムラ ン が 打てる 代 
わり に 、 打 者 の 魂 を 吸い 尽く す 危 険 な My ト 」 だ っ た 。 
チー ム は その 後 ホ ー ム ラン を 量産 し 、 常 勝 チ ナー ム に 。 人 間 た 
ち が 妖 怪 バ ッ 0 こ 依存 し て いる 状況 を 見 て 危険 を 感じ た 鬼 太 
郎 は 、 そ の チー ム に 、 バ ッ ト と 魂 を 賭け て の ナイ ター 勝負 を 
申し 込む 。 バッ 1 試合 を 受け る 少年 た ち 。 
し か し 鬼太郎 ファ ミリ ー を 中 心 と する 妖怪 と の 試合 で は 、 そ 
の バッ ト は まる で 効力 示さ な い の だ っ た 。 




















原作 

1 ad 二 8 
i「 お ば け ナ イタ ー」: 
: で は 、 妖 怪 チ ー ム : 
i) は 一 番 半 に 驚い て 
: 功 場 か 逃げ 帰 ! 
る 。 "バッ ト が 打 
: 者 の 魂 を 吸う "な: 
: ど は 、 ア ニ メ オ リ ! 
: ジ ナ ル の 設定 。 : 


監督 人 佐藤 順一 脚本 念 島田 敏 作画 監督 氏 窪 和己 


ーーーーー ト 劇場 版 第 3 作 】 


【OVAj 


【 イ ベン ト 上 映 】 一 一 一 一 





妖怪 特急 ! 
まぼろし の 汽車 


1997 年 7 月 12 日 公開 


0 


STORY 
ho、 


西洋 妖怪 が 世界 を 支配 !? 
" 幻 の 汽車 " を 止め ろ ! 








目下 お や じ の 夢枕 に 聞 魔 大 王 が 立つ 。 吸血 鬼 、 











コビー 故人 対 朱 大 人 


各種 セミ ナー で 上 映 


り 


STORY 
Bb、 人 


粗悪 な 不正 品 を 生み 出す 
コピ ー 妖 怪 に 広 り の 鉄拳 


企画 ・ 監 修 は 不正 商品 対策 協議 会 。 知 的 財産 





フラ ン ケ ン ら 西洋 妖怪 た ち が 、 
汽車 を 盗ん で 地獄 か ら 脱出 。 
に も 行け る 「 ま ぼろ し の 注 車 
へ 行き 、 妖 怪 を 支配 する 力 を 
と し て いた 。 則 魔 大 王 の 命 を 受け て 、 汽 車 
を 止め る べく 昌 太 郎 フ ァ ミ リー が 乗り 込む 。 

原作 

で ウデ 
[まぼろし の 流 車 」 
の 設定 を 0 In 
VS. 形 
こ リ メ は ク 。 完全 
オリ ジ ナ ル の スト ー 


人 し の 

















四 























































権 に つい て 学ぶ 各種 セミ ナー で 上 映 さ れる 。 
人 気 商品 を 市 価 の 1/3 で 買え る と 評判 の 、 ね ず 
み 男 の | コビー 商会 |」。 し か し その 商品 は 粗悪 
な コビー 商品 ば か り 。 一 方 、 有 名 デザ イナ ー 
な どの 謎 拐 事件 が 多発 。 犯 人 は 人 の 生気 を 吸 
い コ ピー 商品 を 作り 出す コビー 妖怪 だ っ た 。 
原作 
ペー 
: 本 編 に も 登場 し て : 
きた 妖怪 ・「 輸 入 !: 
道 ] を モチ ー フ に : 
: し た 、 和 完全 オリ ジ 


ナル 作品 。 










風雲 ! 妖怪 城 


東映 太秦 映画 村 に て 上 映 


い 


STORY 
hb、 


妖怪 城 の 三 妖怪 に 加え 
見 上 げ 入 道 ま で 結託 ! 
東映 秦 喘 面 村 に て イベ ント 上 肛 き れ た 、 約 
13 分 の 短編 。 復活 し た 妖怪 城 に 蒼 む た ん た ん 
坊 、 二 日 女 、 か まい た ちの 3 妖怪 に 砂 か け 普 、 
泣き 欠 、 ネ コ 娘 が 誘拐 され る 。 抑 太郎 は 


反 も めん ら と 協力 し て 3 妖怪 を 次 々 撃破 。 し 
か し 背後 に いた の 
吸い 込む 妖怪 ・ 


は 、 巨体 生か し て 何で も 
見 上 げ 入 道 だ っ た 。 


原作 
ho、 

| 妖怪 城 」 を 原作 に 

i| 見 上 げ 入道 ] を 加 

だ * オリ サジ ナル 

: の スト ー リ ー。 





監督 久 西 尾 大 輔 脚本 人 西尾 大 輔 


作画 監督 氏 松 本 朋之 





ゲゲゲ の 児 太郎 く 第 4 部 > 放 史 リス ト 





















































































































































CDE 議 証 HE 放映 タイ トル 放映 日 。 話 数 放映 タイ トル 
96.1/7 1 | 妖怪 ! 見 上 げ 入 道 | | 1o/20 民 41 | つけ も の 妖怪 ほう こう ! 8/10 81 | 子育て 妖怪 ! うぶ め 
1714 2 | 妖怪 目 目 連 の 涙 ! 10/27 | 42 | が ん ぎ 小 僧 と ね ずみ 男 ! 8/17 82 | 古代 妖怪 ・ 大 首 ! 
1721 3 | ギタ ー の 戦 憶 ! 夜叉 | 11/3 | 43 | 反乱 ! 妖怪 化け ぞう り 8/24 83 | ゲタ 合戦! 妖怪 逆 柱 
1/28 4 | 恐怖! 鏡 の 国 の 鏡 促 | | 11/10 | 44 | 西洋 悪 放 ・ ベ リア ル ! 8/31 84 | 人 怪奇! 人 食い 肖像 画 
274 5 | ダイヤ 妖 怪 ・ 輸 入道 11/17 | 45 | も ち 和 殺し ! 妖怪 火車 9/7 85 | 魔境 ・ 土 次 昧 の 山 ! 
2711 6 | 暴走 ! 鬼太郎 生 鬼 11/24 | 46 | 妖怪 大 裁判 (前 編 ) 9714 86 | 死 の 使い ・ モ ウリ ョ ウ 
2718 7 | 妖怪 の っ ぺら ぼう ! 12/1 | 47 | 妖怪 大 裁判 (後編 ) 9/21 87 | 迷い 家 の 倉 ぼっ こ 
2/25 8 | 妖怪 か に 坊主 と 河童 12/8 | 48 | えん ま 大 王 と ね ご 銀 9/28 88 | 妖怪 ふく ろ さ げ の 己 ! 
3/3 9 | 爆走 ! 鬼太郎 機関 車 12/15 | 49 | 水 妖怪 赤 舌 の 疾走 ! 10/5 89 | 髪の毛 地獄 ! ラ クシ ャ サ 
3710 10 | 怪奇! 妖怪 万 年 竹 | | 12/22 | 50 | 遊園 地 の 吹き 消し ! 10/12 | 90 | 峠 の 妖怪 ・ ぶ る ぶる 
3717 11 | 毛羽 毛 現 と が し ゃ どく ろ 12/29 | 51 | 雷 コン コン ! 笠 地蔵 10/19 | 91 | 夜 の 怪 ! 百 鬼 夜行 の 鬼 
3/24 12 | 陰謀 ! 猫 仙人 の 猫 王国 97.1/12 | 52 | コマ 妖怪 ・ あ まめ は ぎ ! 10/26 | 92 | 百 目 と ぬら り ひ ょ ん 
3731 13 | 妖怪 屋敷 へ いら っ し ゃ い 1719 53 | 霊園 行 ・ 貫 圭 電 車 ! 1172 93 | 月 より の 妖怪 ・ 桂 男 ! 
477 14 | 情 気 楼 海 童 ・ み ず ち 1/26 54 | 妖怪 邪 多 と ガマ 仙人 ! 1179 94 | 鬼太郎 魚 と 置い て け 堀 
4/14 15 | 悪夢 ! 妖怪 まく ら 返し 2/2 55 | 座敷 童子 と 妖怪 後 神 ! 11/16 | 95 | 妖力 泥棒 ・ 釜 な り ! 
4/21 16 | あか な め と 白 うねり 2/9 56 | 水 変化 ! 妖怪 水 席 11/23 | 96 | 妖怪 王 ・ ぬ ら り ひ ょ ん 
4/28 17 | 海 奇 ! 妖怪 さざえ 鬼 2716 57 | 吸血鬼 エ リー ト ! 11/30 | 97 | 追撃 ! 西洋 妖怪 四天王 
5/5 18 | 深海 の 奇跡! 化け 鱗 2/23 58 | 冷凍 妖怪 ・ 雪 ん 子 ! 12/7 98 | 試練 ・ 妖 魔 城 へ の 道 ! 
5/12 19 | 麗 怖 ! 妖怪 く びれ 鬼 3/2 59 | 妖怪 オバ リヨン ! 12/14 99 | 決戦 ! 妖怪 王 対 鬼太郎 
5/19 20 | 冒険 ! 絶海 の 人 食い 島 3/9 60 | ぬら り ひ ょ ん の 陰謀 ! 12/21 100 | 暗 間 の 招き ・ 妖 怪 影 女 
5/26 21 | 白粉 婆 と の っ ぺら ぽう 3716 61 | 妖怪 いや み に ご 用 心 12/28 言 寺 使 い の 四 ! 
6/2 22 | 蜂起 ! 妖怪 泥 田 坊 3/23 62 | 怪 椅 ! ば け 猫 街道 98.1/4 | 102 | 凶悪! 中 国 妖怪 刑 天 
6/9 23 | 風魔 ! 妖怪 雨 ふり 天狗 3/30 63 | メン ソー レ ! 妖怪 ホテ ル 1711 103 | 化け ネズ ミ ! 妖怪 旧 県 
6/16 24 | 怪談 | 妖怪 陰 摩 角 4/6 64 | 激 争 ! 妖怪 ラリ ー 1/18 | 104 | 恐怖 ! 吸血 妖怪 の 島 
6/23 25 | 古都 の 妖怪 ・ お ぼろ 車 4713 65 | 驚異! マンモス フラ ワー 1/25 | 105 | 迷宮 ・ 妖 怪 だ る ま 王 国 
6/30 26 | 復活! 妖怪 天邪鬼 4/20 66 | 風 桂 ! 妖怪 城 (前 編 ) 271 106 | 悪 基 ! 括 怪 地 狼 
7/7 27 | 吸 魔 ! 妖怪 野 づ ち 4/27 67 | 風雲! 妖怪 城 (後編 ) 278 107 | 山の神 ・ 穴 ぐら 入道 
7/21 28 | 幻想 護 ・ 猫 町 切符 5/4 68 | 荒海 の 伝説 ・ 夷 女 ! 2/15 | 108 | 不老 不死 ! 猫 シ ョ ウ 
7/28 29 | 巨人 伝説 ダイ ダラ ボッ チ 5/11 69 | 悪 麻 ブ エ ル と や か ん づる 2/22 | 109 | 雪山 の 怪異 ・ の びあ が り 
8/4 30 | 妖 花 ! 夏 の 日 の 記憶 5/18 70 | 怪 気象 ! 妖怪 ぐ わ ご ぜ 371 110 | 八 百 八 揚 の 反乱 (前 編 ) 
8/11 31 | 妖怪 変化 ! 傘 化 け 5/25 71 | オペ べべ 沼 の 妖怪 ! 378 111 | 作 百 八 独 の 反乱 (後編 ) 
818 32 | 電気 妖怪 カミ ナリ ! 6/1 72 | 出現! 天 狐 の 地底 王国 3/15 | 112 | 妖怪 鬼 髪 と 黒髪 切 
8/25 33 | 逆 能 ! 妖怪 さら 小僧 6/8 73 | 爆進 ! 門 り の 土 こ ろ び 3/22 113 | 鬼太郎 対 三 匹 の 刺客 ! 
971 34 | 流 注 ! 妖怪 あず き と ぎ 6/15 74 | 大 六 神 ヤマ タ ノ オ ロ チ ! 3/29 | 114 | 絶 体 絶命 ! 死神 の 異 
9/8 35 | 鬼太郎 の 地獄 流し 6/22 75 | 妖術 ・ 鏡 合戦 | 
9715 36 | 仰天! お り た た み 入 道 6/29 76 | 
9/22 37 | 大 追跡! 妖怪 自動 車 7/6 77 | 海 和尚 と 船 羅 寺 ! | 
9/29 38 | 血 闘 ! お どろ お どろ 7713 78 | ぬら り ひ ょ ん と 生 骨 婆 
10/6 39 | 妖狐 ・ 白 山 坊 の 花嫁 7/20 79 | 中国 妖怪 衣 来 ! (前 編 ) 
10/13 40 | 夜 の 墓場 は 運動 会 ! 873 80 | 中国 妖怪 襲来! (後編 ) 





























第 4 部 の DVD-BOX も 、07 年 に 


売 が 決定 ! 


1 7 
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第 4 部 | 鬼太郎 役 X 第 4 部 | ね ずみ 男役 








奴 岡 洋子 X 


千葉 繁 


10 年 越し の 爆笑 対談 
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い 可 3 





鬼太郎 は 絆 いか らい om Y? 





鬼太郎 と ね ずみ 男 の 、 夢 の 対談 が 実現 し た ! 2006 年 時 点 で は 最新 の アニ メシ リー ズ で ある 第 4 シー ズン で 、 前 作 と キャ ライ メー ジ 
が ガラ ッ と 変わ っ た メイ ン の 2 人 を 演じ た の は 、 松 岡 洋子 と 千葉 緊 。 同 じ 事務 所 の 2 人 が 、 お 互い 突っ 走り な が ら も 絶妙 の バラ ン 
ス を 取り つつ 進ん で いく 、 第 4 シー ズン の 本 編 さ な が ら の 対談 を どう ぞ 。 


鬼太郎 の 弱 さ っ て 
必要 だ と 思う ん で す よ ね 


千葉 鬼太郎 っ て 見 て まし た か ? 僕 は 子ども の ころ 、 モ ノ ク ロ で 見 
て いま し た が 。 

松岡 名 前 は 知っ て いた ん で すけ れ ど 、 作 品 と し て は 見 た こと が な 
くっ て 。 役 に な っ て か ら 初 め て 見 た ん で す 。 本 当 は 鬼太郎 役 の オー 
ディ ショ ン を 受け る 予定 は な か っ た ん で す 。 な の に マネ ー ジ ャ ー が 
「 松 岡 洋子 だ け は どう し て も や ら せ て くれ | っ て 先方 に 言っ た らし い 
ん で す 。 千 葉 さ ん と は 同じ 事務 所 だ っ た ん で すけ ど 、 フ ィ ー ル ド が 違 
うん で 、 レ ギュ ラー で 一 緒 に や っ た の は 鬼太郎 が 初め て で で し た ね 。 
千葉 そう で すね 。 現 場 の 雰囲気 も 、 あ の ころ か ら ガ ラッ と 変わ り ま 
し た よね 。 僕 ら の 時 か ら フ ィ ル ム か ら ビ デオ に 変わ っ て 。 ま っ た く 違 い 
ます ね 。 す ご い ス タ ジ オ が 明る いん で す よ 。 映 写 だ と 、 室 内 が 暗く な い 
と ダメ で 、 そ れ で みん な 目 
を 悪く し ちゃ うん で すけ ど 。 
松岡 昔 は 、 モ グラ みた い 
に 、 人 生 暗 か っ た で すね ~ー。 
それ と 、 作 業 効率 的 に すご 
く 早 く な り ま し た ね 。 デ ジ 
タル 化 最初 の 作品 だ っ た 。 
実際 に 収録 に 入る 前 に は 、 
前 の 第 1-3 シ ー ズ ン は 、 チ 
ラッ と だ け 見 まし た 。 私 は 鬼太郎 と し て 3 代目 な の で 、 あ まり 前 の 方 
に ひっ ぱら れる の る も 嫌 だ っ た し 。 自 分 な り の 鬼太郎 を や り た か っ た の 
で 、 で きる だ け 見 な いよ うに し て いま し た 。 鬼 太郎 っ て 、 無 敵 の ヒー 
ロー じゃ な いと ころ が いい の か も し れ な いで すね 。 制 作 ス タッ フ の 方 
と 、 最 初 の ころ に 話し た ん で す 。 い か に も 無敵 な ヒー ロー と いう 感じ 
じゃ な く て いい 。 ど こ か 暗い カゲ が あっ て 、“ や る 気 の な さ " が あっ た ほ 
うがい いっ て 。 
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千葉 鬼太郎 は 弱い 。 そ れ が いい ん じゃ な いで すか ね 。 無 敵 だ っ た ら 
た ぶん つま ら な いと 思い ます 。 無 敵 で あれ ば 目玉 お や じゃ 必要 な け 
れ ば 、 ネ コ 娘 も 必要 な い 。 好 き に や れ ば いい じゃ ん 、 と な り ま すか ら ね 。 
松岡 仲間 の 良さ と か も ある も ん ね 。 
千葉 お 互い が 補い あっ て 、 パ ズル の ピー ス を 1 個 1 個 は め て いく 
よう な も の で す よ ね 、 鬼 太郎 ファ ミリ ー は 。 そ の 1 個 が 各 キ ャ ラク 
ター で 、 ピ ー ス を 組み 合わ せる こと で 、 事 件 や 状況 を 変え て いく 力 が 
出 て くる 。 で な いと 、 ド ラマ と し て 成り 立た な いも の 。 
松岡 普通 の アニ メ だ と 、 男 の 子 が 大 ヒー ロー で 突出 し て 、 あ と の 
キャ ラ は その 下 に いる 。 で も 鬼太郎 っ て 、 み ん な が 主役 な ん で す よ ね 。 
そう いう 横 の 広がり を 感じ られ る の が 、 逆 に いい な っ て 。 
千葉 人 間 ら し いか ら 、 見 て いる 人 も キャ ラク ター に 共感 で きる ん 
だ と 思い ます ね 。 あ あ 、 私 も や こん な こと ある な と 。 だ か ら 人 気 が あ る 作 
品 な ん じゃ な いで すか ね 。 例 えば 、 ゴ ル ゴ 13 が イボ 導 だ っ た らい い 
な っ て 。 一 見 渋く て カン ペ キ で も 、 大 事 な と き に イボ 洗 が 痛く な っ て 
的 を 外し ちゃ っ た と か ね ( 笑 )。 あ る 部 分 ば 憧れ る ん で すけ ど 、 中 身 は 
同じ 人 間 だ ぜ 、 っ て いう 。 そ うい う ス タン ス で こそ 、 キ ャ ラク ター が 
生き て いく ん じゃ な いか な 。 


アド リブ は 必然 的 に 出る も の 
それ が キャ ラ を 育て て いく ん で す 


松岡 朱 の 交 が 好き だ っ た ん で す 。 お 茶 目 で 、 ド ジ で 、 可 愛 いし 。 卿 里 
( 輔 朱 の 衣 役 ) さ ん が カワ イイ 方 で すか ら 。 

千葉 鬼太郎 に 出 て くる 妖怪 っ て いう の は 、 基 本 的 に 悪く は な いで 
すか ら ね 。 あ る 意味 、 人 間 が 侵害 し た 生活 に 対し て 、 警 告 を 与 えた り 
する よう な 。 い わ ゆ る 悪 諸 と は 違い ます も ん ね 。 

松岡 ね ずみ 男 っ て 可愛 いで す よ ね 。 

千葉 一 番 人 間 っ ぽい 感じ か も ね 。 

松岡 ね ずみ 男 っ て 悪さ を する けど 、 あ まり 邪険 に し た く な いん で 
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す よ 。 "ね ずみ 男 ら し さ ” で 逆 に 助け て も ら っ て いた り も する の で 、 
や っ ぱり 指 太郎 か ら す る と 仲 避 で す よ ね 。 

千葉 ね ずみ 男 を 担当 する の が 決ま っ た と き に 、 プ ロ デ ュ ー サ ー と 時 
間 を か け て 話し 合っ た ん で す 。 今 回 は 、 ど ん な ふう に や り ま し ょ うか と 。 
僕 は ね 、 ね ずみ 男 は 妖怪 だ と は 考え て な いん で す よ 。 人 間 の 持っ て い 
る 弱 さ を 表現 し て いる 、 席 民 の 代表 だ と 。 悪 いこ と を し よう と し て いる 
わけ じゃ な くっ て 、" 貧 し | 





い " ん で す よ ね 、 た だ 単に 。 
それ で 、 や る こと が は た か 
ら 見 る と 危な っ か し いん 
で すけ ど 、 自 分 の 生活 を 守 
る た め に 必死 に な っ て い 
る わけ で 。 彼 は いい 環境 で 
あれ ば 、 悪 さ を し な く て も 
生き て いけ る は ず で すか ら 。 庶 民 の 代表 な ん で す 。 

松岡 人 っ て そう で す よ ね 。 環 境 に よっ て 、 言 動 も 表現 の 仕方 も 随分 
違い ます か ら 。 累 太郎 も ね ずみ 男 を 見 て いて 、 ち ょ っ と いき すぎ だ 、 と 
いさ め る 程度 で 。 最 終 的 に こっ ぴ ど く や る と いう の は な い 。 ね ずみ 男 
を 懲らしめ る っ て いう の は な いん で す よ 。 

千葉 第 1-2 シ ー ズ ン で 大 塚 (周夫 ) さん が や られ て 、 次 に ちょ っ と 知 
的 な 富山 ( 散 ) さ ん と な り 、 じ ゃ あ 僕 が や る と き に どう し よう が か が 。 そ う 考 
えた と き 、 庶 民 の 代表 みた いな 感じ で や り た い 、 と 思っ た ん で す 。 た だ 、 
いわ ゆる 脚本 が ある わけ で すか ら 、 僕 は こん な ふう に 思う ん だ っ て い 
う の を 、 ど う や っ て 制作 者 の 方 た ち (役者 や 監督 ) に 訴え て いく か っ て 
いう と …… 「 ア ドリ ブ ] し か な いん で す よ 。 

松岡 どの 作品 も そう な ん で すけ れ ど 、 シ リー ズ の 最初 の 1-2 話 は 試 
行 錯 誤 す る じゃ な いで すか 、 役 者 は 。 ど こ か 手探り な ん で す よ 。 後 で 見 
る と 、 全 然 違う じゃ な いっ て 思う こと が ある ん で す 。 

千葉 少し ずつ 役柄 を 作っ て いく 過程 で 、 ア ドリ ブ が 出 て くる 。 そ の 
アド リブ の な か で 、 僕 は こう 思う と いう の を 一 生 懸 命 ア ピー ル す る 。 
も ちろ ん 脚本 どおり に や る こと は で きる ん で すけ れ ど も 。 キ ャ ラク 
ター と 俳優 と いう の は 、 ど うし て も だ ん だ ん と 同化 し て いき ます ね 。 そ 
の な か で 、 こ うい う 状 況 に な っ た ら 、 僕 だ っ た ら …… と 思う と 、 ど うし 
て も アド リブ に な っ ちゃ うん で す よ 。 本 当 に 、 役 と 役者 が 一 体 化し た 
と き に は 、 自 然 と 出 て くる ん で す 。 役 者 っ て そう いう も ん だ と 。 

松岡 それ が また 、 次 の 叔 本 を 作っ て いく うえ で 生か され て いく 。 
千葉 た だ 単に お も し ろ い こと を 狙っ た アド リブ と 、 役 の 本 質 か ら 
突っ 走っ て し まう も の と 、 ア ドリ ブ で も 2 種類 ある ん で す 。 単 な る 言葉 
遊び の アド リブ っ て 、 僕 は 死ん で いる も の だ と 思う 。 ど うし て る 言わ 
ざる を えな い 、 そ うい っ た 役者 の アプ ロー チ を 監督 が 見 て いて 、 次 の 
シナ リオ に その 要素 を 使っ て いた だ いて 、 軌 道修 正 し な が ら や っ て い 
くん で す 。 そ れ が だ ん だ ん 、 ア ドリ ブ を や ら な く て よく な っ て いく 。 と 
いう の は 、 シ ナリ オ が そう いう ふう に 書か れ ま すか ら 。 だ か ら 、 最 初 の 
うち は あ が く ん で す よ 。 こ うい う ア プロ ー チ を や り た いん だ っ て 。 そ う 








ネ 且 っ て みん な が 主役 な ん で す よね | 


し た ほう が 、 キ ャ ラク ター と し て 大 きく 育つ と 思う ん で す よ ね 。 

松岡 で も 、 千 葉 さ ん は 何 を 言い 出す か わか ら な いで すか ら ね 。 ほ か 
の 作品 の 話 で すけ れ ど 、 台 本 に 一 部 セリ フ が な く て [千葉 さん 1 分 お 
願い し ます [好き に や っ ちゃ っ て くだ さい ] と か 書か れる 人 な の で 
( 身 )。 絡 む お 人 は みん な ドキ ドキ で す よ 。 こ っ ち が ト チ っ ちゃ いま すか ら 。 
千葉 シー ン に 合っ て いれ ば 、 こ っ ちの ほう が 効果 的 か な と 思う と 、 
バー ッ と 人 台本 に 書い ちゃ うん で す 。 

松岡 テス ト の と き は 、 み ん な 爆笑 し て ます よ 。 本 番 は こら えま すけ 
どら 

千葉 テス ト ・ ラ スト ・ 本 番 っ て 3 回 や る ん で す が 、 テ スト で や っ て み 
て 、 こ の まま じゃ つま ん な いな と 。 じ ゃ あ 違 う 方 法 で や っ て みよ うと 。 
一 応 台本 に 書く ん で すけ ど ね 。 本 番 で 言い た く な る か は また 別 な ん で 
す よ 。 ま っ た く 違 うこ と が 浮か ぶ 場 合 が ある ん で 。 本 番 で 、 バ ッ と 言っ 
ちゃ う 場 合 が 、 多 々 ある ん で す よ ね ぇ 。 


提 太 郎 フ ァ ミ リー に 入れ た 
それ は 素直 に 嬉し いで すね 


松岡 今日 の 対談 な ん で すけ れ ど 、 私 は ちょ っ と 気 が 重 か っ た ん で す 
よ 。 昨 日 の こと も 覚え て な い の に 、10 年 前 の 話 な ん て …… ( 身 )。 
千葉 題名 を 見 て も 、 あ まり 映像 を 思 
い 出 せな いな あ 。 記 憶 を 辿る っ て いう 
の は 不可 能 に 近い 。 な ん で 思い 出せ な 
いん だ ろう っ て 考え て みた ん で すけ 
ど 、 僕 ら は その 話 に は 、 収 録 の 2 時 間 半 
し か 接し て いな いん で す よ 。 収 録 は 
バッ と や っ て 終わ り 。 そ の 後 は 、 次 の 
現場 で 列 の 作品 を と る た め に 、 頭 が 初 
期 化 さ れる ん で す よ ね 。 で 、 オ ン エ ア 
は だ いた い 見 られ な い 。 

” 松岡 いろ ん な キャ ラク ター を 仕事 
人 洋 チ PROTLE 。。 で や り ま すか ら ね 。 内 容 と な る と …… 
東京 者 出 身 。 志 居 : 元 気 な 少年 役 短い か ら 染 み 込 ん で いる 、 と いう わけ 
み | (マジ ョ バニ ラ 役 )、『 ヒ カル の 千葉 身 も フタ も な いよ うな こと 
基 | 人 和 介 役 ) な ど が ある 。 言っ て .……。( 一 同 爆笑 ) 

た だ 、 鬼 太郎 ファ ミリ ー に 入れ た っ て いう の は 、 独 特 な アニ メ な の で 
素直 に 嬉し いで す よね 。 

松岡 私 も 自分 の 代表 的 な 作品 で ある し 、 未 だ に ファ ン レ ター に は 鬼 
太郎 の こと が 書い て ある の で 。 

千葉 鬼太郎 の 世界 は 、 周 り が どん な 時 代 に な ろう が 、 人 間 の 営み の 
本 質 的 な と ころ で 構築 され て いる か ら 、28 世 紀 で 放送 し た と し て も 
OK だ と 思い ます よ 。 人 間 そ の も の っ て 大 きく 変化 し て な いし 。 た ぶん 
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| ね ずみ 男 は ぜひ 実写 で や っ て みた まい 


室町 時 代 で も 変わ っ て な いと 思う ん で す よ 。 ト イレ が 水洗 に な っ た と 
いう 変化 は あっ て も 、 ウ 氏 コ する こと は 変わ っ て な いで すか ら ね ( 邊 )。 
松岡 毎回 ちゃ ん と テー マ が あっ て 、 訴 え か け る も の が ある 作品 と い 
う の も すご いで す よ ね 。 
千葉 “美しい 日 本 "っ て 、 日 本 の 伝統 文化 と か 暮らし の 良さ を も う 
一 度 掘り 起こ し て と か 言っ て いま すけ ど 。 政 府 の 人 、 み ん な 鬼太郎 を 
見 た ほう が イイ で す よ 。 
松岡 環 議 題 の こと と か ね 、 い ろ ん な こと を テー マ に し て る し 。 
千葉 人 人 っ て どう よ !? っ て こと を いっ ぱい 言っ て る 。 こ うい う 作 品 っ 
て レア で す よ 。 
松岡 今 の 人 た ち に 見 せ て あげ た いな っ て 思う 作品 で す よ ね 。 で も 
鬼太郎 は 、 あ ん まり 馬鹿 な こと 言え な いか ら 。 ハ メ を 外せ な いと いう 
か 。 人 間 の 本 質 を 出し づら い 立 場 な の で 、 収 録 で つら いこ と も あり ま 
し た ね 。 思 わ ず 言 いた く な る こと も あり まし た けど ね 。 
千葉 鬼太郎 が 言っ ちゃ あ 、 お し まい だ よ 。 
松岡 舞台 と か だ っ た ら 、 平 気 で 言っ ちゃ える ん で すけ ど 、 鬼 太郎 の 
キャ ラ を 背負 っ て いる と 、 あ ん まり つら れ て は いけ な いな と 思っ て 。 
千葉 そう いっ た 意味 で 、 ね ずみ 男 の キ ャ ラ は 、 ど ちら に 振れ て も い 
いよ うに 自由 だ っ た な ぁ 。 時 に は ね ずみ 男 の ク セ に 、 す っ ご い 熱 い セ 
リフ 吐い た り し て ね 。 こ の 小百合 さん と の エピ ソー ド と か (2 語 )。 
松岡 いい な あ 、 っ て 思っ て まし た 。 私 も ね ずみ 男 は や っ て みた か っ 
た 。 難し いけ ど 、 す ご い 楽 し そう で す よ 。 
千葉 鬼太郎 の 中 で や っ て みた い 
役 っ て いっ た ら 、 目 玉 お や じ は お も し 
ろ い ね 。 元 祖 の 田 の 中 ( 勇 ) さ ん の 真似 
を し て も 勝て る わけ が な いか ら 、 あ の 
トー ン を 使わ ず に 、 博 多 弁 な ん か で 
や っ て みた い 。 
松岡 私 は ね ずみ 男 、 や っ ちゃ う ? 
いい で すね ぇ (。 
千葉 役者 と し て は 、 え 一 僕 が この 役 
で いい の ? っ て いう 意外 性 ある 役 を 振 
られ た と き は 嬉し いよ ね 。 僕 な ん か 宴 ape 
千葉 繁 PROFILE 
黙 な 役 が な くっ て 、 い つも 口数 が 多い ちば し げ る 1954 年 生ま れ 。 熊 本 
じゃ な いで すか 。 だ か ら [ め ぞ ん 一 刻 | の 2 5 ag 
の 四谷 さん を 振ら れ た と き は 、 ビ ッ ク の 疾 | (2 代目 ナレ ー タ ー 役 )、[ ハ 
リ し た な ぁ 。 ビ ッ ク リ し すぎ て 、 一 度 衣 Da 休 面 組 !( 一 堂 夫 彼 ) 
断っ ちゃ っ た も の 。 話 を し て みて [千葉 
さん の 好き な よう に | っ て 言わ れ た か ら 、 安 心して 受け られ た ん だ け 
ど ね 。 
松岡 千葉 さん っ て 、 い つも 声帯 が 疲れ る 役 ば か り だ も の ね 。 大 丈夫 
か な 、 っ て 心配 し ちゃ うけ ど 。 
千葉 声帯 が ね 、 東 急 ハ ンズ と か で 売っ て れ ば いい ん で すけ ど 。[A の 
4 番 ち ょ うだ い 」 カ チャ 、 み た い に 。( 一 同 爆 笑 ) 
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主人 と 1 旧 玉 と 鬼太郎 ] ご っ こし 
娘 が 人 癌 ん で し ょ う が な いん で す よ 


千葉 そう いう わけ で | 記憶 に 残る セリ フ を 」 と 言わ れ て も な か な か 
出 て こない 。 呼 び か け と し て は 「 素 太郎 !] っ て 呼び か けが 一 番 多かっ 
た よね 。 

松岡 私 は や た ら 「 ハ イ 、 父 さん ] っ て セリ フ が 多かっ た で すね 。 う ち 
の 主人 が 、 目 玉 お や じ の マネ が スッ ゴイ 上 手 な ん で す よ 。 声 が 高く て 
田 の 中 さん の 感じ に そっ くり な ん で す 。 家 で ご 飯 を 食べ な が ら 、「 オ 
イ ! 太 郎 ] と か 「 ハ イ 、 父 さん | っ て 言う と 、 子 ども に 「 お 母さん 、 ま た 
『 ハ イ 、 父 さん | っ て 言っ て | っ て 。 一 時 期 は それ ば っ か りや っ て まし 
た か ら ね 。 あ と は 、 娘 の 小学 
枝 と か に 行く と 、 私 が 鬼 太 
郎 を や っ て いた の を 知っ 
て いる ん で す 。 子 ども た ち 
が 集まっ て き て 「 ハ イ 、 父 さ 
ん | っ て 言え っ て 。「 言 えま 
せん 、 ア ニ メ の 顔 を 見 な 
きゃ | っ て 。 私 は 、 映 像 を 見 
な いと 声 が 出 て こない 。 
千葉 よく イベ ント と か で も 言わ れる ん で す よ 。 で も 、 似 た よう な 声 
は 出る けれ ど 、 絵 を 見 て 言う の と 違う ん で す よ ね 。 僕 ら は 絵 に 命 を 吹 
き 込 む わ け で す よ ね 。 例 えば 、( 松 岡 さん を 見 て ) こ う 見 た ら 松岡 さん な 
ん で す よ 。 提 太 郎 で は な い 。 僕 も ね ずみ 男 で も な い 。 絵 を 見 る と 瞬 表 的 
に 頭 が 切り 替わる ん で すけ ど 。 あ 、 こ の 声 だ ! と か ね 。 

松岡 鬼太郎 の 声 を 出し て くだ さい 、 っ て 言わ れ て も 、 あ れ ? っ て 感じ 。 
千葉 極端 に 変え て いる 場合 は 、 出 る と 思う ん で すけ ど 。 僕 は 、 や っ て 
いる こと 自体 は 、 何 を や っ て も 同じ で すか ら 。 性 格 を 変え て いる だ け 
な ん で す よ ね 。 声 は 基本 の 3 オク ター ブ を 、 ど の 役 で も 使っ て いる の 
で 。 だ か ら "ガヤ "で き な い ん で す よ 。 す ぐ バ レ ち ゃ う 。 

松岡 自分 の 中 に ある も の を 引き 出し て も ら え る キャ ラク ター と 出 
合う と きっ て いう の は 、 俳 優 と し て 幸せ で す よ 。 

千葉 ね ずみ 男 っ て いう の は 、 遊 び の 要素 を ドン ドン 引き 出し て くれ 
た の で 、 す ご い キ ャ ラク ター と 巡り 合え た な と 思っ て いる ん で す 。 ぜ 
ひ 、 実 写 で や っ て みた いな と 思っ て 。 


声優 と いう 職業 は な いん で す 
商品 と し て 多面 性 が な いと 


千葉 日 本 で は 声優 と いう 職業 は な いん で す よ ね 。「 俳 優 ] と 「 タ レン 
ト 」 し か が 税金 申告 書 の 職業 欄 に も 明記 され て いな く て 、 声 優 っ て 俗称 
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な ん で す 。 僕 ら も 基本 的 に 映画 も ドラ マ も 舞台 もち やり ます し 。 仕 事 の 
一 部 と し て 、 声 優 を や る ん で す 。 

松岡 それ が 今 は 、 声 優 に な り た いと 思っ て 、 声 優 学校 を 出 て きた っ 
て 人 が 多い 声優 だ か ら 舞 台 は で きま せん 、 と いう 人 が 出 て きた ん で 
すず 声優 "も "や っ て いた は ず が 、 声 優 "だ け " を 目指 す 、 と 。 別 々 な も る の だ 

思っ て いる 人 が 、 か な り 多 く な り ま し た ね 。 

千葉 ね ずみ 男 を や っ て いま す 、 と いう の は ひと つの 仮面 な ん で す 。 
いち アー ティ スト と し て は それ ぞ れ の キャ ラク ター を 付け 替え られ る 
けれ ど 、 全 部 の 仮面 取っ た と き に 俳優 - 千 葉 繁 が 存在 し て いな いと 
駄目 だ と 思う ん で す よ 。 仮 面 取 っ ちゃ っ た ら 、 た だ の フリ ー タ ー に 


な っ ちゃ っ た と いう 人 が 多く な っ て いる 。 俳 優 の 基盤 が な い 人 だ と 、 


ひと つの 番組 だ け で 業界 か ら 消え て し まう こと に も な り ま すか ら わ ね 。 
松岡 や っ ぱり 、 大 切な の は "ハー ト " で すか ら 。 若 い 子 に [ 今 の 声 は 高 
い ほ う が 良 か っ た で すか ?| な ん て 言わ れる と 、| 問 題 は 声 じ ゃ な いん 
だ よ 」 っ て 言っ て あげ た い 。 ハ ー ト で 出し た 声 が 大 切な ん だ 、 と わか っ 
て な いな と 思い ます ね 。 

千葉 ベテラン に な る と 、 自 分 の 多面 性 を 引き 出す 役 に 出合 いた く な 
る 。 真 送 の も の を や っ て みた く な る ん で す よ ね 。 ホ ント 二 枚 目 や っ て い 
る 人 は 、 ほ と ん ど が 三 覆 目 を や っ て みた いん だ か ら 。 だ いた い 、 ア ニ メ 
で いう 二 枚 目 な ん て 、 実 際 に いる ワケ が な い 。 あ る 意味 、 は た か ら 見 れ 
ば パカ で すか ら ね 。 あ ん な 人 が 街 を 歩い て いた ら 逮 捕 さ れ ま す よ ( 扶 。 
松岡 や ら せ て いた だ いて 嬉し か っ た 役 が ある ん で す 。[ ス ター・ ト 
レッ ク ヴォ イジ ャ ー」 の キャ スリ ン ・ ジ ェ イ ン ウ ェ イ 艦長 の 役 。 じつは 
演出 家 の 方 が 捉 太 郎 み 見 て いて 、 役 を いた だ いた ん で す よ 。 で も 、 役 柄 
は 全然 違い ます 。 知 性 豊か で 、 冷 静 だ けど 猪突 狐 進 な トコ ロ も ある 。 





千葉 カラ ー の 全然 異な る 役 を 振る こと は 、 演 出 を する 人 間 と し て は 
冒険 な ん で す が 、 す ご く 楽 し いん で す 。 こ の 役者 さん は どの 色合い が 
出る ん だ ろう 、 っ て 試し て みる こと も で きる し 、 ベ テラ ン な らい ろ ん 
な 引き 出し を 持っ て いる か ら 、 違 う 引 き 出し を 見 せ て くだ さい よ 、 っ 
て 振っ て みる 。 二 枚 目 に 凝り 固まっ て いた ベテラン の 役者 さん に 、 デ 
タラ メ に ギャ グ を 入れ た 台本 を 渡し て みる と 、 そ の うち 面白 が っ 





ちゃ っ て 台本 の あちこち に ギャ グ が 入っ て きた り し て いる 。 

松岡 ビッ クリ し た の が 「 ワ ン ピ ー ス 」 で アル ビ ダ の 役 を 演じ た の で 
す が 。 す ご い オ デブ ちゃ ん の 役だっ た の が 急 に 美人 に な っ て 。 あ れ に 
は 供 て まし た ね 。 ド ン ! と 構え て いて 、 こ れ で ずっ と や る つも り だ っ た 
ん で 「 え ! こん な こと に な る ん で すか ! | っ て 。 も と も と アニ メ で 女性 
の 役 自体 が 少な か っ た の も あっ て 、 ち ょ っ と 焦り まし た 。 

千葉 本 当 の 役者 さん は 、 み ん な 商品 と し て "売り "も 持っ て いる けど 、 
同時 に "多面 陸 " も 持っ て いる 。 そ うじ ゃ な きゃ いけ な いん で す 。 


学校 の 裏庭 に 埋め た 
タイ ムカ プ セ ル み た いな 存在 


松岡 鬼太郎 を 見 て くだ さっ て いる 昔 か ら の ファ ン の 方 は 、 今 回 の 
DVD 発売 を 喜ん で くれ て いる ん で し ょ う ね 。 

千葉 鬼太郎 み 見 な が ら 、 作 り 手 . 送 り 手 側 と 受け 手 と が 、 同 じ 時 間 を 
共有 し て いた わけ で す よ ね 。 お の お の バラ バラ な 生活 を 日 ご ろ は し て 
いる ん だ けれ ども 、 あ る も の を ボン と 持っ て きた 瞬間 に 、 時 間 が ボン 
と 戻る よう な 、 そ うい うす ご い 作 品 だ と 思い ます ね 。 鬼 太郎 は 。 

松岡 だ か ら 見 る 側 も そう だ ろう けど 、 私 た ちる 映像 を 見 た と き に 、 
「 あ 、 そ うだ よ な 、 こ ん な こと あっ た な 」 と この 時 間 に 付随 する る の を 
いっ ぱい 思い 出せ る 気 が す る 。 

千葉 学校 の 裏庭 に 埋め た タイ ムカ プ セ ル の よう な 。 こ の 作品 が そう 
いっ た 作用 を し て くれ た ら と 思い ます ね 。 

松岡 私 自身 も 、 こ うい う DVD が 出る の が 嬉し く て 。 今 、 ま た 鬼太郎 
ブー ム が き て いる と 聞い て いる し 、10 年 ご と に アニ メ に な っ て [1O 年 
お 化け ] っ て 言わ れ て いる よう に 、 ま た 始ま っ た ら 嬉 し いで すね 。 
千葉 鬼太郎 と 水戸 黄門 を 一 緒 に し て 、 各 都 道 府 県 潜 ん で いる 妖 
怪 と 出会い な が ら 全 国 行脚 する 作品 っ て 面白 く な いで すか ? そ ん な 企 
画 が 成立 し な いか な 、 っ て 思っ て いる ん で す よ 。 妖 怪 は 、 子 ども を 守 
る と か 村 の 規律 を 守る こ 

と に 役立っ て いた 。 沼 に 近 
づく な と か 、 危 険 を 知ら せ 
る よう を な 役割 を 、 妖 怪 が 
担っ て きた 。 僕 も る 、 も っ と 小 
さい ころ か ら そ うい う 話 に 
接し て いれ ば 、 も っ と 面白 
か っ た の に な 、 と 思う ん で 
す よ ね 。 

松岡 そう いう 作品 を 作れ ば 、 ま た 鬼太郎 の 面白 さ が 再 認識 され ます 
か ら ね 。 私 た ち が 演じ た シリ ー ズ の ファ ン だ っ た 方 々 も 、 も う 10 年 経っ 
て いる わけ だ か ら 、 私 た ちと 同じ で 忘れ て いる か も し れ な い ( 身 )。 
千葉 そう いう 方 々 に も [一 緒 に 10 年 、 年 を と っ て くれ て あり が と 
う | っ て 言い た いで すね 。 
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田 の 中 細 イ ンタ ビュ ー 


た の な か いさ お む 1932 年 
生ま れ 。 東 京都 出身 。 声 優 。 
目玉 お や じ 役 ほか 、 代 表 作 














38 年 おい! 鬼太郎] 


『DRAGON QUEST- ダ イ の 
大 冒険 -』( ブ ラス 役 )、「 ド ラ ゴ 
ン ボ ー ル Z」 (ビビ ディ 、 ラ イチ 
役 ) な ど が ある 。 








「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 |] の メイ ン キ ャ スト の な か で 、 た だ 一 人 全 シ ー ス ズン を 通し て 一 つの 役 「 目 玉 お や じ 」 を 演じ 続け て いる 
田 の 中 さん 。 40 年 近く の 間 、 目 玉 お や じ と し て 見 て きた 現場 、 世 の 中 、 そ し て ご 自分 の こと を 、 じ っ くり と 伺い まし た 。 


初期 の 日 下 お や じ の 声 は 
僕 も 聞い て みた いん で す よ 


今回 の "ゲゲゲ の 鬼太郎 , の DVD ボッ クス ・6O 年 代 、7O 年 代 の シ 
リー ズ 発 売 に 関し て 、 ど う 思 われ ます か ? 


いや 、 僕 も 見 た いん で す 。60 年 代 の モノ クロ 版 な ん か 、 全 然 自 分 で 
は 見 て いな いん で すか ら 。 その 当時 は 昼間 は 家 に いな か っ た し 、 テ レ 
ビ を 持っ て な か っ た の か な ? オン エア で 見 て いな いん で す 。 収 録 
後に 視聴 する わけ で は な いで し ょ 。 だ か ら 、 話 の 内 容 も 全然 覚え て 
いな いん で す よ 。 

昔 の 収録 は 、1 話 を 10 ロ ー ル ぐら い に 分 割 し て 、 リ ハー サル な ど は 
な し で いき な り 出 力 か ら や っ た か ら 、 そ の 場面 に 登場 し な い キ ャ スト 
は 行か な く て も よかっ た ん で す よ 。 だ か ら 、 よ く ス トー リー 全体 の 筋 が 
わか ら な いん で す 。 

DVD で 発売 され る っ て いう の は 、 和 驚く よう な こと は な いで すね 。 今 は 
何で も DVD ば や り で し ょ 。 当然 、 鬼 
太郎 の も 出る と 思っ て いま し た 。 劣 
化し な いか ら 本 当 に 便利 で す も ん 
ね 、DVD は 。 





あの "目玉 お や じ の 声 " の 、 誕 生 の 秒 
密 を 教え て くだ さい 。 











あの 声 は 、 前 か ら 使っ て いた 声 な ん 
で す よ 。 僕 が 仕事 し て いた 「 お は よ 
W 5 う ! こども ショ ー」 っ て いう 番組 が 昔 、 
あっ た ん で すね 。 それ に 出 て くる ロバ の 声 を や っ て いた ん で す 。 そ れ 
は お しろ 子ども の 声 な ん で すけ ど 、 そ れ を 老人 っ ぽく 出し て 、 利 用 し 
た だ け な ん で す 。 

最初 に 目玉 お や じ の 絵 の サ ンプ ル を 見 せ て いた だ いた と き に 、 と て 
も ちっ ちゃ いと いう 話 を 聞い た ん で す 。 そ ん な ちっ ちゃ い の が 野 太い 
声 で は ダメ だ ろう と 思い まし て ね 。 た だ 、 初 期 の 目玉 お や じ っ て 結構 
グロ テス ク な 、 気 持ち が 悪い 感じ だ っ た ん で す よ 。 最初 の モノ クロ の 
ころ の 絵 は 、 だ いた い が お どろ お どろ し い の ね 。 

だ か ら あ の 声 で 、 も うち ょ っ と 凄み を 増し て 話し て いた は ず な ん で す 、 
最初 は 。 そ れ が どれ くら い の 声 だ っ た の か 、 初 期 の ころ の 目玉 お や じ 
の 声 を 自分 で も 聞い て みた いん で す よ ね 。 
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第 1 シー ズン を 終え て 第 2、 第 3、 第 4 っ て だ ん だ ん や っ て いく 間 に 、 
絵 が だ ん だ ん 可愛 く な っ て き て 、 声 も それ に 合わ せ て 可愛 く な っ て き 
ちゃ っ た ん で す よ 。 絵 が 変わ っ て きち ゃ っ た か ら 、 自 然 と 見 て いる うち 
に 、 変 わっ ちゃ うん で し ょ う ね 。 仕草 や な ん か で ね 。 


それ は お や じ と し て は 
鬼太郎 が 可愛 い だ ろ うと 思う よ 


シリ ー ズ ご と に 目玉 お や じ の キャ ラ が 変わ っ て いく の は 、 台 本 を 見 た ら 
わか っ て いく 感じ で し た か ? 




















目玉 お や じ は ね 、 も と も と あん まり 、 人 を 感動 させ する よう な こと を 言わ 
な い 人 な の よね 。 そ れ と 昔 は あん まり 喋ら な か っ た ん で す よ 。 [オイ | 
鬼太郎 」 [な ん と か 一 する ん じゃ で らい で 。 長 い セ リフ な ん て な か っ 
た ん で す 。 出 て いな いと きも 多かっ た くら いで 。 話 の 要 所 要 所 を 押さ 
える くら いで し た ね 。 

それ が 、 第 3 部 の ころ に は 、 1 ペー ジ く らい の 長い セリ フ も 出 て くる よ 
うに な っ ちゃ っ て 。 長 々 と 妖怪 に つい て 説明 する こと が 多く な っ た ん 
で す よ 。 長 ゼリフ が 続く と 、 声 が 出 な く な っ ちゃ うん で す よ ね 。 こ の 


声 っ て 一 発 芸 だ か ら ( 笑 ) 。 

それ と 第 3 部 の ころ は 、 や た ら と 興奮 し て 泣い ちゃ う シ ー ン (※1) が 
あっ て ね 。 鬼太郎 が 危な く な っ て 心配 で ね 。 そ の と きも 大 変 で し た 。 
あの 声 で 悲し む 演技 と か 泣く 演技 は 、 ホ ント 難し いん で す よ 。 目 玉 お 
や じ は 泣く と きっ て 、 基 本 「 ト ホホ ッ ……」 て 泣く ん だ よね 。 タ ダ で さえ 
泣く 演技 っ て 難し い の に 、 あ の 声 だ か ら ね ぇ 。 


第 1 部 第 4 部 | 目 ミ ぉ や じ 役 田 の 中 勇 イ ンタ ビュ ー 








「 さ す が ワ シ の 息子 じゃ 」 と か 「 そ れ で こそ 自慢 の 鬼太郎 」 な ど 、 選 保 
護 以 上 に 、 親 バカ な 発言 を ずい ぶん し て いま す よ ね 。 


私 、 そ ん な こと 言い まし た か ? そう 見 え ち ゃ うん だ ね 。 自分 で や っ て 
いる と 、 そ うい う 感 じ は な か っ た で すけ ど ね 。 

だ っ て 、 目 玉 に な っ て 飛び 出し て き て まで 、 鬼 太郎 を 守 ろ うと し て い 
る ん だ か ら 、 ま 、 可 愛 い だ ろう と 思い ます よ 。 母親 は 早く 死ん じゃ っ て 
いる ん で すか ら 。 

鬼太郎 は な ん て っ た っ て 、 命 を 張っ て 戦っ て いる わけ で 、 心 配 する こ 
と が 多い じゃ な い ? だ か ら や っ ぱり 、 親 心 は 強調 され ます よね 。 

第 34 部 に な る と 「 目 玉 お や じ は な ん で も 知っ て いる 」 と いう ふう な 
立ち 位置 に 描か れ ち ゃ っ て 、 結 構 偉い ん だ な 、 と か 私 も 驚き まし た 
よ 。 「 ワ シ は ナン ト か じゃ 、 一 を よく 知っ て いる ん じゃ 」 と が か 言う も の 
ね 。 間 魔 大 王 と か と 顔見知り に な っ て いた り し て ね 。 
目玉 お や じ の 好き な 、 茶 碗 風呂 の こと も よく 聞か れる ん で すけ ど 。 酒 
風呂 (※2) っ て や り ま し た か ね ? ほか で も 言わ れ た こと が あっ て 
ね 、 酒 風呂 に 入っ た っ て いう 記憶 が な いん で す よ ね 、 私 に は 。 
(資料 を 見 な が ら ) 西洋 泡 風 呂 と か 、 コ ー ヒ ー カ ッ プ に 入っ た こと も あ 
る ん で すか 、 へ ぇ ー。 鬼太郎 が 帰っ て くる まで 茶碗 風呂 を 断っ た っ て 
話 は 、 ち ょ っ と 覚え て いま すね 。 


収録 の と き に 記憶 に 残っ て いる 思い 出 を 、 何 か 伺え ます か ? 


第 1 部 の ころ は 、 横 浜 に 住ん を で いた ん で す よ 。 だ か ら ス タ ジ オ の 大 泉 
まで 2 時 間 半 も か か る の を 、 毎 週 通っ て いた ん で す 。 初期 の ころ の 
俳優 は 同じ 劇団 の 仲間 だ っ た し 、 入 っ て くる な り 、 み ん な 役 の 声 で 
話し て いた り し た ね 。 野沢 さ ん な ん か は 、 鬼 太郎 の 声 で 「 お は よう !」 
と か 言っ て いま し た よ 。 

も と も と 、 大 塚 さ ん (第 1 部 、 第 2 部 ね ずみ 男役 ) と は 、 同 じ 事 務 所 で 
し た ね 。 あ の 人 は 、 花 形 俳優 だ っ た ん で す よ 。 ス ー ツ な ん か いつ る を 着 
て いて 、 ダ ンス と か や っ て いた 人 で すか ら ね 。 舞 台 で は 3 回 で らい 公 
演 を や っ た か な 。 野 沢 さん (第 1 部 、 第 2 部 鬼太郎 役 ) は 、 そ の 事務 
所 に 僕 が 辞め て か ら 入 っ た ん で す よ ね 。 そ ん な 感じ だ か ら 、 顔 合わ 
せ の と きか ら 、 と っ くに 顔見知り で すか ら ね 。 野沢 さ ん と は ほか の 仕 
事 で も 会 っ て いた の で 、 顔 見 知り も いい と ころ で す よ 。 第 1 一 2 部 
は 、 ス ター ト か ら 現 場 の や りや すさ は 大 きか っ た で す 。 

全 4 シ ー ズ ン や っ て いて 一 番 覚え て いる の は 、 現 場 で の 話 じ ゃ な い 
ん だ よね 。 む し ろ 、 現 場 へ 行け な く な っ ちゃ っ た と き の 話 。 た だ 1 回 だ 
け 朝 起き た ら 心臓 が お か し く な っ て いて 、 行 け な く な っ た と き が あっ て 
大 変 だ っ た ん で す 。 実 家 へ 「 死 ん じゃ う よ 」 っ て 電話 し た の ( 笑 )。 そ 
れ で 「 今 日 は 具合 悪い か ら 出 られ な い 」 っ て スタ ジオ へ 電話 し た ん で 
す よ 。 そ の と きだ け 、 大 竹 宏 さ ん が 1 回 だ け 目 玉 お や じ を 演じ て くれ 
た (※3) ん で す よ ね 。 あ まり 知ら れ て いな いと 思う ん で す が 。 

で 、 私 は 放送 を ほとん ど 見 られ な いん で すけ れ ど 、 1 回 だ け 鬼 太郎 





を 再 放送 で 見 た こと が ある ん で す 。 そ の 回 が 偶然 それ だ っ た ん で す 
よ 。 あ れ ? この 絵 見 た こと な いな 、 っ て 見 て いた ら 、 大 竹 さ ん が 変 
わっ て くれ た 回 だ っ た ( 笑 ) 。 (第 2 部 ・4 話 [ 雨 ふり 天狗 ]) 
今 だ っ た ら 後 録 り と か で きる ん だ ろう けれ ども 、 昔 は で き な か っ た ん だ 
ね 。 も う 現 場 も 大 変 だ た っ た で し ょ うけ ど ね ーー。 そ の こと は よく 覚え て い 
ます よ 。 


僕 か ら 言 わせ る と 
4 部 が 一 番 ス タン ダー ド に で きた か な 
全 4 シ ー ズ ン す べ て を 見 て きた 田 の 中 さん に お 伺い し た い の で す が 、 


「 鬼 太郎 」 は 時 代 に よっ て 比較 的 スト ー リ ー や 役柄 の 変化 が 激しい 
よう に 思わ れ ま す 。 自 分 と し て 直 和 感 と か は あり ませ ん で し た か ? 























時 代 と と も に 、 鬼 太郎 の 性 格 と か スト ー リ ー と か が 変わ っ て いく っ て 
いう の は あり ます よね 。 

3 部 だ と 、 公 害 が 出 て きた り だ と か 、 鬼 太郎 の 友達 と し て 、 人 間 の 女 
の 子 の ユメ コ ち ゃ ん が 出 て きた り し て 。 1 、2 部 と は 全然 違う な 、 と 最 
初 は 思い まし た 。 こ う や っ て 変わ っ て いく ん だ な っ て 。 こ れ は 、 自 分 が 
そっ ち に 付い て いか な くち ゃ いけ な いな と 思い な が ら 、 演 じ て い まし 
た よ 。 も と も と 3 部 は 、 メ イン キャ スト を 僕 も 含め て 、 す べ て 入れ 替え 
て 作り た か っ た みた いな ん だ よね 。 目 玉 お や じ に 関し て も 、 オ ー デ ィ 
ショ ン を し た っ て 話 を 聞き まし た 。 で も 、 結 局 僕 の と ころ に 依頼 が き 
て 。 正 直 「 ほ ら 見 ろ ] く らい に は 思い まし た よ ( 笑 ) 。 

あと 3 部 で は 鬼太郎 が 幼く な っ た り 、 デ ザイ ン と か 作り 方 が ちょ っ と 
子ども 向け っ ぽい 感じ に な っ た り し て いま し た よね 。 目玉 お や じ の 体 
も ちょ っ と 違う し ね 。 足 の 長 さ と か 、 お 腹 の 出っ張り 方 と か 。 第 1 4 







































































部 全部 を 並べ て 見 て みた いね 。 そ うじ ゃ な いと 、 わ か ん な いも の ね 。 

で も 、 ね ずみ 男 は 、 第 3 部 の 富山 ( 敬 ) さ ん の 芝居 が 好き だ っ た な 。 
大 塚 さ ん と 同じ くら い 良 か っ た と 思う 。 演技 も 大 塚 さ ん と すご く 似 て 
いた し 、 弾 け 方 の バラ ンス が 良かっ た ん じゃ な いか な 。 第 4 部 の 千葉 
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( 繁 ) く ん は 、 ち ょ っ と 弾け すぎ た 感じ が ある か も 。 ア レ も コレ も 一 生 懸 
命 に や っ ちゃ うか ら 、 ね ずみ 男 の ズ ル っ こさ が 薄 ま っ て いる の か も し 
れ な いね 。 

あと 、 第 4 部 で 鬼太郎 を 松岡 洋子 さん が 演じ た と き は 、1 回 目 か ら 横 
で 聞い て いて 「 こ の 人 は 野沢 さん に そっ くり だ な あ 」 と ビッ クリ し た の 





※8 


を 覚え て いま す 。 僕 は 知ら な か っ た 女優 さん な の で 、 よ く 見 つけ て き 
た な ぁ 、 と 思い まし た ね 。 

少し 真面目 さ が 際 立つ けれ ども 、 喋 り 方 か ら 演技 な ん か は ホン ト に 
そっ くり 。 「 (野沢 さん の ) 真似 し て いる の ?] っ て 聞い た ら 、「 い いえ 別 
に 、 そ うい うこ と は な いん で すけ ど 」 っ て お っ し ゃ っ て いま し て 。 初 期 の 
鬼太郎 は 見 て いな か っ た ん で し ょ う ね 。 野 沢 さ ん は 演じ 方 と か 声 に 
ガラ ッ パ チ 的 な と ころ が ある けれ ど 、 そ れ が な か っ た だ け 。 間 の 取り 
方 と か その ほか は そっ くり で 、 も う ビ ッ ク リ し た も の 。 

僕 か ら 言わ せる と 、 第 4 部 が 一 番 スタ ンダ ー ド に で きた か な っ て 思う 
ん で す よ 。 な ん か "鬼太郎 らし い 鬼太郎 "と いう 感じ が し ます ね 。 野 
沢 さ ん の ガラ ッ パ チ さ が な く な っ て 、 松 岡 さ ん だ と ちょ っ と 大 人 に な っ 
た 感じ が し た けど 、 僕 は あの 感じ が 好き で し た よ 。 

まあ 、 全 部 に 出演 し て いる 唯一 の 役者 っ て 言わ れ て も 、 結 構 、 間 が 
空い ちゃ う で し ょ 、 シ リー ズ ご と に 。 その 間 に 前 の こと な ん か 忘れ ちゃ 
うん で す よ ね 。 

あと は 、 実 写 版 TV ドラ マ の 声 を あて た と きのこ と は 覚え て いる か な 。 
目玉 お や じ な ん て 、 人 形 を 置い て いる だ け な の 。 「 こ れ で や っ て くだ 
さい 」 な ん て 言わ れ て 、 な ん か や り づ ら か っ た ん だ よね 。 東 映 の アフ 
レコ 室 っ て 、 真 っ 暗 な ん で す よ 。 ほ か の 役者 さん た ちと は 一 緒 じ ゃ な 
いか ら 、 暗 いと ころ で すご く 小さ な 灯り で や る の 。 アニ メ の アフ レコ 現 
喝 と は 全然 違う 。 で も 覚え て いる の は 、 現 場 で 目玉 お や じ の 声 で 第 
一 声 を 出し た ら 、 ス タッ フ さ ん が 歓声 を 上 げた こと な ん だ よね 。 「 す 
げ ぇ 、 本 物 だ !] っ て 。 ち ょ っ と あれ は 面白 か っ た か な 。 


ほか の ゲス ト 妖 怪 や キャ ラク ター で 、 印 象 に 残っ て いる も の は あり ま 
すか 。 


守 
で 
で る 


気 」 が 足り な いん で す よ | 


第 2 部 以降 に な る と 、 妖 怪 は 、 基 本 は いい 奴 な ん だ けど 、 人 間 の 自 
分 勝手 に よっ て 悪さ を し て いる と いう 設定 が 多かっ た よね 。 グ レ 
ちゃ っ て る の ね 。 そう いう 話 の 内 容 が 、 時 代 の 先 を 行っ て いる な と 
思っ て た 。 わ り と 悪い こと を する 妖怪 を 演じ る 役者 は 、 同 じ よ うな 人 
た ち が 来 る ん で 、 妖 怪 の 印象 も 混ぜ っ こ ぜ に な っ ちゃ うん で す よ ね 。 
声優 に 関し て の 思い 出 は 、 ゲ スト で 登場 し た 作家 の 京極 (夏彦 ) さ 
ん が 出 た と き と か 、 佐 野 史郎 さん が 来 た と き は 覚え て いま すね 。2 人 
と も お 上 手 で し た よ 。 佐 野 さん 
は 俳優 さん だ か ら と も か く 、 京 極 
さん も 。 

あと 、 敵 妖怪 で と に か く 覚 えて 
いる の は 、3 部 の ぬら り ひ ょ ん 
(※4)。 青 野 ( 武 ) さ ん の ぬら り 
びょん は 面白 か っ た ーー。 あ の 人 
は ね 、 現 場 で 見 て いて 笑っ ちゃ 
うん で す よ 。 コ ワ モ テ な ん だ け 
ど 、 な ん か 面白 いと ころ が ある 。 
そう いう と ころ が うま いん で す 
よ 、 ス ゴ く 。 

それ か ら 死 神 ね 。 亡くな っ た 神山 卓 三 さん が 演じ て いた 死神 は 面白 
か っ た 。 な ん か 、 本 人 に 似 て いる ん だ よね ぇ 、 愛 婚 と か 哀 著 と か が 。2 
部 以降 に 何 度 も 出 て き て いて 、 印 象 も 強い し 。 顔 も 面白 いよ ね 、 死 
神 っ て 。 ち ょ っ と アゴ が 出 て いて ね 。 


目下 の 声 を や っ て な か っ た ら 
この 業界 か ら 0 * る 6 


目玉 お や じ の 役 を や る の 








第 4 部 の 終盤 の ころ の イン タビ ュ 
は 、 4 に 2 て いま す が 。 








そう 思っ て いま し た よ 。 だ か ら 、4 部 の 10 年 後に 実写 映画 が 企画 され 
て 、 自 分 が その 声 を あて る こと に な る と は 、 正 直 想 像 も し て いな か っ 
た で すね 。 

『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] で 目玉 お や じ を や っ て な か っ た ら 、 も うと っ くに 、 
この 世界 か ら 去 っ て いる ん じゃ な いで すか ね 。 最 初 は 定年 の 65 歳 ぐ 
らい まで 演じ られ れ ば いい と 思っ て いま し た か ら ね 。 そ れ が も う 74 歳 
で し ょ 。 予定 より 10 年 も サー バー し ちゃ っ た ( 笑 ) 。 

第 3 部 の 後半 ぐら いか ら 、 目 玉 お や じ に 関連 する 仕事 が 多く な っ 
ちゃ っ た ん で す よ 。 む し ろ そ っ ちの ほう が 稼ぎ が 良く な っ ちゃ っ て ね 。 
パチ ンコ も あっ た し 、 目 覚まし 時 計 だ と か 、 最 近 じ ゃ あ 着 信 ボ イス と 
か ね 。 あ と は ゲー ム の 声 と か 、 音 の 出る 雑誌 な ん て の も あっ て ね 。 妖 
怪 ば っ か り の 写真 集 が 出 て 、 そ の 声 を 演じ た り し た ん で す よ 。 
あと は 、 日 本 テレ ビ の 「 女 子 ア ナ 給 湯 室 』 っ て いう 番組 の ナレ ー シ ョ 
ン も 、 目 玉 お や じ の 声 で や っ て いた ん だ よね 。 あ れ は あと か ら 野 沢 さ 


ん も 一 緒 に な っ て 、 太 郎 と 目玉 お や じ で や る よう に な っ た ん だ よ 。 


“その 声 "を 求め られ る こと が 多かっ た 、 と いう こと で す よ ね 。 


面白 か っ た の が CM な ん だ けれ ど 、 名 古屋 の パチ ンコ 業界 の 大 き な 
会 社 が ある ん で す よ 。 そ この CM で 名 古屋 まで 行っ て 「 目 玉 お や じ 
は 、 出 玉 お や じ !| っ て 言う だ け の 仕事 が あっ た ん だ よね 。 あ れ は 面白 
か っ た …。 わ ざわ ざ 名 古屋 まで 行っ て 、 そ の 一 言 だ け 言っ て 帰っ て き 
た ん だ か ら ( 笑 ) 。 

それ と 関西 テレ レビ で 、 や し きた か じん さん の 番組 の ナレ ーション を 目 
玉 お や じ の 声 で や っ た ん で す 。 そ れ が と に かく 政界 の 人 を けなす 番 
組 で 、 政 治 家 の VTR に 対し て 「 こ の 野郎 は XXX メ じゃ ーー! みた いな 
感じ で 、 ケ チョ ン ケ チョ ン に けなす ん だ よ 。 鬼 太郎 も う 出 て くる ん だ け 
ど 、 青 二 塾 ( 田 の 中 さん 所 属 プ ロダ クシ ョ ン の 育成 部 門 ) の 若手 が 
鬼太郎 の 役 を や っ て 。 あ れる も 面白 か っ た な ぁ 。 東京 で は ああ いう 企 
画 は や ら な いで すね 。 や っ ぱり 大 阪 だ よ な あ 、 と 強く 思っ た ん で す 。 
も う 数 年 前 の 番組 だ けれ ど 。 








子ども た ちか ら 、 目 玉 お や じ の 声 を せ が ま れる こと な ども ある の で は ? 


お 正月 に 親戚 で 集まっ た りす る と 、 子 ども か ら せ が まれ まし た ね 、 最 
初 の ころ は 。 実は 、 第 3 シー ズン の 収録 中 に 親父 が 死ん で 、 第 4 
シー ズン の と き お ふく ろ が 死ん で 、 な ん か の 因縁 か と 思っ て ね 。 
NM 5 回 目 は や ら な いよ ( 笑 ) 。 

お 通夜 に 行く と 、 親 戚 の 子ども た ち が み ん な 集まっ て 、 声 だ し て く 
れ っ て 言う ん で す よ 。 め っ た に や ら な いで すけ ど ね 。 で も 琴 儀 屋 が ナ 
レー ショ ン で 流す ん だ よね 。 [三男 の 勇 様 は 、 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 の 
ーー と か 言っ ちゃ っ て 。 困っ た も ん だ よ 。 


実写 版 の 仕上 が り 0 は 
ご く 楽 じみ だ ね ーー 


も う 4O 年 以上 日 本 アニ メ と 関わ っ て き て 、 変 化し て いる 部 分 な ど を 
感じ ます か 。 


も うず いぶ ん 変わ り ま し た よね 。 近 ご ろ の 収録 現場 で は 、 絵 が 全然 
な いん で す よ 。 収 録 する 声 を 入れ る 段階 で 絵 が な いか ら 、 役 柄 で 誰 
が 何 色 っ て いう 線 が 決ま っ て いて 、 セ リフ の と き に その 線 が 出る の で 
ね 、 そ の タイ ミン グ で セリ フ を 言う ん で す 。 そ れ が どこ に 出る か わか ら 
な い の で 、 あ れ は 難し い 。 と いう か 、 で き な い ん で す よ 。 演技 に な ん て 
な ら な いも の 。 役 の 表情 も な ん に も な いん だ か ら 。 だ か ら 最 近 は アニ 
メ は 全然 や ら な く な っ ちゃ っ た 。 お 断り し て いる ん で す よ 。 

そう いえ ば この あい だ は 、 先 ほど 言っ た 2007 年 GW 映 画 の アフ レコ 
現場 に 行っ た ん で す 。 あ の 、 ウ エン ツ ( 瑛 士 ) さ ん が 鬼太郎 役 の 作 








第 1 部 一 第 4 部 | 目 ぉ や じ 役 田 の 中 勇 イ ンタ ビュ ー 





品 ね 。 実 写 版 の 目玉 お や じ の アフ レコ っ て 、 そ うそ う あ る も の じゃ な 
いで すか ら 、 久 し ぶり だ っ た の で ちょ っ と 面白 か っ た か な 。 こ れ も 絵 が 
ポン と 出 て き て 、 こ れ で や っ て くだ さい と 言わ れ て 録音 し まし た 。 も う 
収録 は 終わ っ た ん だ けど 、 こ れ か ら 処理 に 時 間 が か か る らし いか ら 、 
どん な 目玉 お や じ に な る の か 全然 わか ら な い の で 、 す ご く 楽 し み で 
すね 。 出番 も 結構 多かっ た し 。 


多く の 人 が 目玉 お や じ の 声 を 真似 し ます が 、 本 家 と し て は どん な 気持 
ち で すか ? 





くす ぐっ た いと いう の と 、 や っ ぱり 嬉し いよ ね 。 目玉 お や じ の 声 っ て 、 
聞き や すい 声 で は な いじ ゃ な いで すか 。 高い 声 と いう の は 、 ホ ント は 
テレ ビ で は いけ な いん で すっ て ね 。 お 年 寄り に も 悪影響 が ある らし い 
と いう 話 で す よ 。 

昔 は CM に も よく 出 た ん だ けれ ども 、 だ ん だ ん 「 高 音 は よく な い 」 っ て 
いう 研究 結果 が 出 て きた 関係 か ら か 、 使 われ な く な っ て きた ん だ と 思 
いま す よ 。 高音 は 、 耳 に 異常 が 出 た りす る と か で 。 だ か ら 、 ア レ に 近 
い 声 が ほか の 作品 で (ほか の 声優 で ) 出 て くる こと も な く な っ て いる 
ん じゃ な いか な 。 

目玉 お や じ の 物真似 を する 人 の 声 は 、 い か に も 裏声 な の ね 。 弱 々 し 
いん で す よ 。 声 は 似 て いる ん だ けど 、 も っ と キッ と 力 が 入っ て いる ん 
だ よね 、 実 際 の 目玉 お や じ は 。 

目玉 の 声 で CM を や っ た と き 、 一 緒 に や っ た 人 が 「 こ ん な 軸 気 が ある 
と は 思い ませ ん で し た 」 と 言っ て いま し た よ 。 柔らか く 聞 こえ る らし い 








けど 、 実 際 に 聞く と 番 気 が 違う ん で し ょ う 。 自分 で も 、 ど う や っ て 出し 
て いる ん だ か 、 よ くわ か ら な い の で す が 。 ひ と つ 言 える の は 、 裏 声 じ ゃ 
あな いん で す よ 。 だ か ら 、 す ぐ 疲 れる の ね 。 

それ と 、 ヒ ソ ヒ ゾ ソ しゃべ る こと が で き な い ん で す 。 目 玉 の 声 で は ヒ ソ ヒ 
ソ 声 に な ら な いん で すね 。 喉 を 使わ な いで 息 だ け に し ちゃ うと 、 全 然 
ちがう 声 に な っ ちゃ うん で す 。 

まぁ これ だ け 、 た くさ ん の 人 が 真似 し て くれ る っ て いう の は 、 愛 され て 
いる キャ ラク ター で す よ ね 。 
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「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ] で 忘れ て な ら な い の が 、 お な じみ の 主題 歌 だ ろう 。 水 木 し げ る 作 
詞 、 い ずみ た く 作曲 の OP は 、 シ ー ズ ン が 変わ っ て も ずっ と 歌い 継が れ て いる 。 そ ん な 第 
3、4 部 を 手がけ た 2 組 の アー ティ スト に 、 曲 に つい て の 一 言 ア ン ケー ト を 実施 し た ぞ 。 


singers questiomnaire の 大 アー ティ ス ト ア ン ケ ー ト 


立 K 。-- 旦 目 72 年 歌手 デビ ュー。77 年 、 吉 義 ドー2 
0 第 3 部 ・ 主 題 歌 担当 三 に 改名 。84 年 の 「 俺 ら 東京 さ 
に 


行 ぐ だ ] ほか 、 数 多く の ヒッ ト 曲 を 








75 年 、 ブ ルー スバ ンド 「 愛 歌 団 
結成 。「 天 性 の ダミ 声 ] を 持つ 
村 充 揮 を リー ド ボ ー カ ル に 、 長 年 に 


第 4 部 ・ 主 題 歌 担当 
渡り 活躍 する 。 99 年 「 邊 歌 団 | 
無期 限 活動 休止 に 入り 、 現 在 ボ 


胡 歌 団 
カル 木村 充 揮 は ソロ と し て 活動 中 。 


| と の よう な 経緯 で 主題 歌 の 担当 を する こと に な っ た の で すか ? 
0 2 ん 旧 大 郎 の 7= メ 上 き で し た か や っ 9 朋 09 5 いま 











持つ 。 現在 は 、 楽 曲 の 提供 、 
CM ソン グ 製 作 か ら 映画 、 ド ラマ 
出演 に 至る まで 、 幅広 く 活躍 する 。 


⑯ | と の よう な 経緯 で 主題 歌 の 担当 を する こと に な っ た の で すか ? 
@⑳ | 舌 然 レコ ー ド 会 社 の ディ イレ クタ ー が も っ て きた の で 、 即 OK で し た 。 

















ぐ ⑩ | ぉ な じみ の 主題 誤 を アレ ンジ する に あたり 、 何 か 意識 され た こと は ? 
9 お っ た < 抽 な に させ て いた だ きま し た 。 スムーズ に で きた と 思い ます 。 


| エン ティ ング 曲 ゆ は けが イク ブー] で 苦し た 点 や 、 意識 し た と ころ は あり ます か ? 

















お 化け の 頂き を 出さ な いよ うに 。 


よ 、 と の よう な イメ ー ジ で 作ら れ た の で すか ? 
た K ゃ っ ぱり 元 の 前 が いい で す よ ね ( 笑 )。 


⑩ | 主 呈 歌 を 担当 され て 、 周 り の 反応 は いか が で し た ? 


⑩ エン ティ ンク 男 [ イ ヤン な っ ちゃ 2 委 」 
@⑳ | 子ども か ら 妖 怪 の 人 と 言わ れ た 。 て 介 


しい 了 が で K た buu な ぁ と っ 


ぐ | 現在 で も 歌わ れる 機会 は あり ます か ? 
| 貞 爽 程度 で す 。 


⑩ | アニメ に 出演 する と し た ら 、 ど の キャ ラ を 演じ て みた いで すか ? 
や は り 、 鬼 太郎 か な ? で も な まり が 


⑩ | " 先 太 郎 初 体験 ' は いつ で すか ? 
い 】 TV で 初め て 観 ま し た 。 妖怪 の イメ ー ジ が 変わ っ た 。 


@: 誠 歌 を 担当 され る 前 に 、 ア ニ メ [ ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 は 観 た こと が あり ます か ? 
⑳ | いく つか 観 まし た 。 歌 は 昔 か ら 知っ て まし た が 


⑩ | お 気に入り の 妖怪 が いた ら 教え て くだ さい 。 


⑳ | 一緒 に クレ ジッ ト され る [wih HAKABAS」 と は 、 ど の よう な 人 た ち ? 
@⑳ よく わか り ま せん ( 笑 ) 。 

《⑳ | 玩 歌 団 が アニ メ に 登場 し アテ レコ も 担当 され まし た が 、 い か が で し た か ? 
@9 |「 目 玉 お や じ さ ん 」 が 昔 の まま の 声優 きん で 、 と っ て も 感動 し まし た 。 





⑩ | " 兎 太郎 初 体験 ” は いつ で すか ? 
@⑳ 子ども の と き に TV で 観 ま し た 。 





《⑳ | 還 険 を 担当 され る 前 に 、 アニ メ [ゲゲゲ の 見 太朗 は 鈴 た こと が あり ます か ? 
も ちろ ん で す ! 


⑳⑩ | お 気に入り の 妖怪 が いた ら 教え て くだ さい 。 


ぬり か べ と 一 反 も めん 。 みん な 好き で す 。 


⑩ [ゲゲゲ の 鬼太郎 ] の 魅力 は どん な と ころ だ と 思い ます か ? 
0 : 現代 と 未来 、 リ アル と 夢 、 そ し て 人 と 自然 。 


⑩ | 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 の 魅力 は どん な と ころ だ と 思い ます か ? 
| 家族 や 仲間 を 大 切 に し て いる と ころ 。 


| 児 太郎 に 関し て 、 ほ か に な に か あれ ば お 願い し ます 。 
@⑳ | 本当 に 好き な アニ メ の ひと つ で す ! 


ぐ ) | 見 太 郎 に 関し て 、 ほ か に な に か あれ ば お 願い し ます 。 
0 今 の 教育 現場 を きえ る と 、 イジ を な くす よう な ドラ マ を 作っ て ほし いで すね 。 
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/0ー22/Cー2/K 一 1 1/H ロ ー9/Lー7/Pー2/Oー1 5/O 一 23/B 
ー5/Gー6/Hー6/A97Gー3T2/Hー5/A5T2/Aー7/Gー 1 
/Gー2/Qー 1/Cー 1/0 一 6T2/Lー2/ カラ ンコ ロン の うた 


ゲゲゲ の 押 太 郎 /Pー4/Qー 1 3/Gー5/Pー3/Aー2T2/A 一 
8/Pー5/Fー1/Gー4/O 一 28/O 一 30/O-ー32/O 一 33/O-34 
/0 一 35/Oー36/O 一 37/L 一 6/Qー10/F 一 2/Hー4/Qー5/L 
ー9/Oー7T2/O 一 1 4/O 一 1 0/L 一 5/K 一 9/O 一 20/Qー12/K | 購 
ー1 0/Gー7/Gー9/Gー8/Gー7/Kー17/Qー117/K-7/P 一 6/Q |_ 
ー8/K 一 3/Qー9/O 一 5/A 一 3/Kー5/A 一 1/L 一 1/ カラ ンコ ロン の | 
うた / ゲゲゲ の 系 太郎 / カ ラン コロ ン の うた / 鬼 太郎 な いな い 音 頭 / 鬼太郎 
し た ニレ ョ リル スニ ピル た 2 コレ ぱん シミ レバ ニン ルレ だ みず ルルル ェ の と 1 


1 、 2 部 の BCM が 発売 ! 


中 。CD 化 は 望め 
れ て いわ れ て いた 幻 の BGM と 、 


ク 表 を 右 に 掲載 し た の で 購入 の 参 
い 。 思う存分 “鬼太郎 " ワー ルド を 拭 能 し よう 。 








(UMMUUTJE】 


07 年 4/28 は 公開 
[上 司 実 映画 
児 太朗 


日 本 が 誇る 不朽 の 妖怪 コミ ッ ク が 、 
GW 待 望 の 実写 映画 化 決定 ! 公開 
前 か ら 、 早 くも その キャ ステ ィング や 最 
先端 の CG 技 術 が 話題 を 呼 ん で いる 。 
アニ メ フ ァ ン を 失望 させ な い 、“ 新 感覚 
の ゲゲゲ ワー ルド "に と うこ 期待 ! 





葉 本 木 克 英 原水 木 し げ る 関羽 原 大 介 出 ウエ 
ン ツ 敵 二井 上 真央 。 田中 記 奈 大泉 洋 ン 間 更 
平 / 室 井 滋 (07 松 人) 

















銀髪 の イケ メン 鬼太郎 が 
スク リー ン 狂 し と 飛び 回 る ! 
| 完全 オリ ジ ナ ルス トー リー で 了 臣 お 初 の 実写 
喘 画 が 2007 年 GW に 登場 | 長い 歴史 
の 中 で も 初 の 銀髪 鬼 大 郎 や 、 最 高 
、 水 進 の 特殊 効果 スタ ッ 陣 な ど 、 公 開 は 
発 な が ら 語 十 は 尽き な い 。 ち ゃ ん ちゃ ん こ 
ヨン 下駄 、 髪 の 毛 針 な どの 必殺 技 
が 、 相 像 を 超え た リア ル な 描写 で スク リー 
ン に よみ が える 。 ウ エン ツ 拍 士 の イケ メン 
鬼太郎 、 大 泉 洋 の ね 考 み 男 、 田 中 肛 奈 
の ネコ 娘 な ど 、 華 や か な キャ ステ ィング に 
_ も 大 注 還 目下 お や E も フル 6GG で 登場 。 


























































































ウエ ン ツ 鬼太郎 が 迫り 来る 
魔 の 手 を な き 例 し 大 暴れ ! 


い 














| 上 弄 は 変わ ら な い が 、 見 大 郎 は その 歴 
史上 初 の 銀 愛 に 。 か つて な い ス タイ リッ 
シュ な 変 時 気 に 期待 大 ! 
0 見 と ころ 2 
| 太 郎 の 皿 れ る 仲間 た ち 、 子 泣き 区 と 
肖 に 問 寛平 と 宇井 滋 、 ヒ ロイ ン 
的 春 作 に 井上 真央 と 、 豪 草 な 出 演者 


















エイ ター た ち が 技 を 駆 便 


























ASIAfy た SGLCASLINT 提 肌 に に MLSNeNNGBW 


。 で oy 梁 趣 と の 血 へ 四 。H 放 と ざき 中 員 舞 中 還 半 と で OCeSFNrvS 
> 融 汗 衣 ③ 導 S 半 は OKAm さ 00k 宇 AXIINI でき さ 人 星 


際 yu 
に KK で ROYPAOS や SO1h< 


りき 風 郊 





その 他 の 鬼太郎 


KitaP00theps 


1968 年 の テレ ビシ リー スズ で 初め て 映像 化 され た 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ]。 現 在 まで 約 40 
年 の 歴史 の な か で は 漫画 や アニ メ だ け で は な く 、 実 写 版 の ドラ マ 、 映 画 、 演 劇 、3D ア 
ー メ など 、 さ まさ ま に 個 性 の 光る 鬼太郎 が 誕生 し て きた 。 そ ん な 作品 を 一 挙 紹介 ! 


ジテ 3 史 表 妖怪 奇 伝 ゲゲゲ の 晃 太 郎 魔 償 エ ロイ ム エ ッ サ イム 


水木 御大 が 生ん だ 
2 大 キャ ラ が 夢 の 競 演 ! 

肛 V オバ ケタ や ゃ 』 の 人 後 番組 と し て 
企画 きれ た テス が | 月曜 ド ラマ ラ 
ンド 」 に 移行 。 は 間 昌 Po 
ズン 開始 を 受け 、 オ リ ジ ナ ルビ デオ と いう 
形 に 決着 し た 。87 年 に 発売 きれ た が 、 現 
在 は 廃 版 だ 。 水木 作品 の な か で も 人 気 の 
悪魔 くん と の 競演 や 、 仮 面 ライ ダー シリ ー 
ズ な ど を 手がけ た レイ ン ボー 造型 企画 が 担 
当 し た 妖怪 の 造型 な ど 、 見 どこ ろ 満 載 。 








見 どこ ろ 1 


悪魔 く ん と の 競演 は 特筆 
すべ き 点 。 鬼 太郎 の 奪わ 
れ た ちゃ ん ちゃ ん こ に 構 魔 
くん が 救 わ れ 、 そ の 可 魔 く 
ん が 敵 に つか まっ た 鬼 太 
郎 を 救う と いう 美しい 構図 。 











































見 どこ ろ 2 
) 


特撮 に は か か せな い 、 レ イ 
ン ボ ポー 造型 企画 の 造型 に 
加え 、 監 督 も 宇宙 刑事 シ 
リー ズ の 小林 義明 氏 が 務め 
る 。 東映 の 特撮 チー ム が 、 
出 惜 し みな し の 全力 投球 ! 





SIBBHHIHEHHHHE し .】 1 人 
鬼太郎 は 親友 ・ 悪魔 く ん の 「 大 好き な 先生 が 妖怪 
に 訟 を し て 生気 を 抜か が れ 、 ミ イラ 男 に な っ て し まっ た 。 
今 は 廃 壇 に いる らし い 。 先生 を いっ し ょ に 探し て くれ 日 
どの 悲痛 な 叫び を 史 け て 走り 出し た 。 下 駄 と ちゃ ん 
ちゃ ん こ を 鶴 わ れ な が ら も 、 趣 魔 く ん と の 友情 や ファ ミ 
リー の 強力 で 妖怪 た ち に 立ち 向かう ! 


IN と な 人 ウル ムク ) 









監 小 林 義 明 脚 大 原 清 秀 田 和 田 求 由 同和 ( ) 加瀬 悦 導 うえ だ 央 プ 奥村 公 延 プ 不 
破 旋 作 西尾 徳 ( 声 ) 市 川田 プ 余 中 美子 吉田 淳 汐 路 章 / 水 林 し げ る (87 東映 ) 





















その 後 の “ゲゲゲ " 要素 を 
色濃く 含ん だ 初 実 写 化 作品 
81-87 年 表 送 の 、 単 発 コ メデ ィ ド ラマ 枠 「 月 
曜 ド ラマ ラン ド 」 の 作品 。 現 在 まで 未 ソ フ 
ト 化 作品 で は ある が 、 ラ スト の ボス と し て 
の ぬら り ひ ょ ん 、 ま た 人 間 で 鬼太郎 と 同 世 
代 の 女の子 が ヒロ イン と し て 登場 する な 
ど 、 そ の 人 後 の 作品 の 要素 を 最初 に 盛り 込 
ん だ も の に な っ て いる 。 一 反 も めん に 肩 や 
足 の ` 人 間 的 "ライ ン が 出 て いる 点 や 、 目 
まお や じ の 独特 の 造型 な ど 、 笑 っ 込み ど 
ころ 満載 。 当 時 この 時 間 枠 で は 驚 が く の 、 
SM や 赤ちゃん プレ イ も 衝撃 的 だ 。 














ーーーーーーーーーーーーーーーーー STORY ---ーーーーーーーーーーーーーー 
披 太 郎 の 元 に 女の子 か ら 届 いた 手紙 は 「 最 近 、 家 
で 変 な も の を 見 る 。 お 父さん の 様子 も お か し く て ……」 
と の SOS だ っ た 。 女の子 の 家 に 現れ た の は 、 吸 血 
鬼 エ リー ト 、 あみ きり 、 お っ か むろ 、 そし て 影 で 操る 女 ・ 

だ っ た 。 彼ら の 罠 に は まり 、 砂 に され て 










馬飼野 康二 制 フ ジテ レ 
) 中 直 人 夏樹 陽子 石山 
律 雄 木 村 有 里 プ 赤星 昇一 郎 佐 渡 稔 汐 路 章 
"うえ だ 到 秦 映 花 / 後 根 宣 将 プ 水木 し げ る 由 














@ 水 木 プロ ・ 東映 で 水木 プロ ・ 東 映 ア ニメーション 東映 ・ ダ イナ モビ クチ ャ ー ズ 早稲 田 大 学 演劇 博物 館 所 基 











鬼太郎 & 
目玉 お や じ 
助け を を う 三 太郎 に 






























ね ずみ 男 “ 
悩め る 三太郎 に 、 
恐 頂 が 待っ て いる と 
知り な が ら あ えて す 
ず め る 、" ね ずみ 男 っ 
ぶり は 健在 。CG 
だ と 少々 男前 。 


の お 尻 が キュ ー ト 。 








アニ メ の 世界 観 は その まま に 


ちょ っ と 人 力 ある 霊界 を 表現 夫 

鬼太郎 初 の 立体 CG アニ メー ショ ン 。 こ の Fil 

人 II 村上 大 戸松 | 1 
岡 洋子 田 | 1 





用 意 き 宛 怒 。 主人公 は 和 昌 太 郎 で は な く 、 
出 場 版 開 旧 6 ター」| に も 合 場 し た 三 
太郎 。 約 13 分 と 少々 短 ぬ な 作品 な が ら 、 
テレ ビデ アニ メ の ちょ っ と アナ ログ 的 な 世界 観 3 6 | 6 
を その まま 表現 じ し で いる た め 、 究 囲 気 が HRP 
面白 く 、 き さらり と 楽し め る 。 メ イン キャ スト は 
第 4 シー ズン に 同じ 。 
















































呈 役 人 は な い が 、 更 太 
郎 は 提 玉 郎 ら し い 正義 
感 で 主 六 郎 を 善導 大 
人 が 見 で も うな ず け る 道 
徳 的 スト ー リ ー。 


専用 の 偏光 レン ズ 方 式 
メガ ネ を か け て スク リー ン 
を 観る と 、 妖 怪 た ちの 映 
像 が と び だ し て 見 える 大 
迫力 。 鬼 太郎 初 の 3D。 


ナス ト CO 取っ て し まっ た 大 朗 は [ 昨 昌 に 

で テス ト を や り 直 し た い 」 と ぼや いて いた 。 了 に ね 
ずみ 男 が 現れ 「 願 い を 書い た 手紙 を 鬼太郎 に 出せ 」 
で た きつ づける: 手紙 を 出し た 三太郎 は 、 過 去 を 旅 す 
る 幽 吉 電 車 に 乗る が 、 悪 事 を 働く 過去 の 自分 を 目 に 
し て 改心 じ で いく 。 























に ーー STORY ーー 


いじ め 問 題 に 一 石 投じ る , いじ め られ っ 子 の マキ オ は 、 ヒ ー ロ ー 
劇団 3 つ 〇 の 代表 作 の 1 つ 2 半生 記 語 2 
100 人 収容 ホー ル に 350 人 も の 観客 を 太 郎 が マキ オ を 助け に 来 た の だ 。 
動員 し た と いう 、 劇 団 3 〇 C 





つの 代表 作 。 て 、 それ を 和 太 取 が 接 層 ば す 。 
いじ め ら れ っ 子 マキ オ は 、 座 長 ・ 渡 キオ は 、 鬼 太郎 と と も に マキ オ の 



























創り だ し た 魔境 を 駆け 抜け る 。 
辺 え り 子 の 実 の 弟 を モナ ー ツ に し て い ーーーーーーーーーーー 
だ 際 の い 疾 を も と に 、 自 分 FT 
全 | INR | えり 子 出 管 野 久 夫 新 
や 後 を 含め た 声 な き 犠 牲 者 た ちの 鎮 / 中 進 「 東 銀 之 介 白石 





魂 員 と な る よう 願い が 込め られ て いる 。 - 稲 二 広 貴 前 党員 
魂 劇 と な る よう 願い が 込め られ て いる . 2 Fi 


第 27 回 岸田 較 上 江 曲 を 受賞 
























































アニ メ が さら に 
お も し ろく な る 


ク ケ の 叔 太 郎 原 作 | 完全 リス ト 





妖怪 の 章 、 ス トー リー の 章 の コラ ム 「 原 作 と の 対比 1 で 紹介 し た 、 コ ミッ ク 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 の リス ト で す 。 紹 介し た 単行 本 は 比較 的 入手 し や すい も 
の を 挙げ て お り 、 単 行 本 未収 録 作 品 は で きる か ぎり 掲載 誌 を 載せ て いま す 。 ま た この リス ト に は 、 コ ミッ ク 以外 の 小説 や 絵本 な ども 掲載 し て いま す 。 





収録 単行 本 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1959 妖奇 伝 ① 一 家 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ①] (2006) 

1959 妖奇 伝 ④ 幽霊 一 家 ・ 墓 場 鬼 太郎 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ①] (2006) 

1959 墓場 鬼太郎 ① | 地獄 の 片道 切符 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ①] (2006) 

1959 墓場 鬼太郎 ② | 下宿 屋 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ①』 (2006) 

1959 墓場 鬼太郎 ③ | あう 時 は いつ も 死人 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ①] (2006) 

1960 三洋 社 刊 鬼太郎 夜話 ① 吸 血 鬼 と 猫娘 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ②] (2006) 

1960 三洋 社 刊 鬼太郎 夜話 ② 地 獄 の 敵 歩道 貸本 角川 文庫 「 筑 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ④】 (2006) 

1960 三洋 社 刊 鬼太郎 夜話 ③ 水 神様 が 町 へ や っ て きた 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ③] (2006) 

1960 三洋 社 刊 鬼太郎 夜話 ④ 顔 の 中 の 敵 貸本 角川 文庫 貸本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ③] (2006) 

1962 兎 月 書房 刊 怪奇 一 番 勝負 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ④] (2006) 

1962 兎 月 書房 刊 霧 の 中 の ジョ ニー 貸本 角川 文庫 「 貸 本 まん が 復刻 版 墓場 鬼太郎 ④] (2006) 

1964 束 月 書房 刊 お か し な 奴 貸本 朝日 ソノ ラマ [墓場 鬼太郎 ① < 水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 >」 (2001) 
1964 佐藤 プロ 刊 ボク は 新入 生 貸本 朝日 ソノ ラマ 「 墓 場 鬼太郎 ② < 水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 >] (2001) 
1964 佐藤 プロ 刊 アホ な 男 怪奇 オリ ン ピ ッ ク 貸本 朝日 ソノ ラマ 墓場 鬼 太郎 ⑦ < 水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 >] (2001) 
1964 東 考 社 刊 な いし ょ 話 貸本 朝日 ソノ ラマ 「 墓 場 鬼 太郎 ③ < 水木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 >] (2001) 

1965/08/01 | 週刊 少年 マガ ジン | 手 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1994) 

1965/10/10 | 週刊 少年 マガ ジン | 地 狼 流し ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 披 太郎 ①] (1994) 
1965/10/24~10/31 | 週刊 少年 マガ ジン | 猫 仙人 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1966/01/15 | 別冊 少年 マガ ジン | 水 虎 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 披 太 郎 ③](1994) 

1966/03 月 刊 ガロ 鬼太郎 の 誕生 (幽霊 一 家 ) 水木 し げ る 黄金 時 代 部 『 別 冊 水木 伝説 鬼太郎 外伝 】(1989) 

1966/04/03 | 週刊 少年 マガ ジン | 吸血 木 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③ (1994) 

1966/04/15 | 別冊 少年 マガ ジン | ゆう れい 電車 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④1(1994) 
1966/04/17~05/08 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 大 戦争 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③1(1994) 
1966/05/1507/03 | 週刊 少年 マガ ジン | 大 海獣 ちく ま 文庫 「 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③1 (1994) 

1966/08/01 | 別冊 少年 マガ ジン | おばけ ナイ ター ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 披 太郎 ①] (1994) 

1966/08/15 | 別冊 少年 マガ ジン | だるま ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 提 太 郎 〇 ](1994) 
1966/10/09~10/16 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 城 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ①1(1994) 

1967/01/28 | 週刊 少年 マガ ジン | お どろ お どろ ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1967/04/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 鏡 苑 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ④』 (1994) 

1967/04/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 夜叉 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 
1967/05/07~06/25 | 週刊 少年 マガ ジン | 吸血 鬼 エ リー ト ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 戦争 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③1 (1994) 
1967/06-1969/04 | 月刊 ガロ 鬼太郎 夜話 (ガロ 版 ) 嶋 中 書店 ・ ア イラ ンド コミ ックス Primo「 ゲ ゲ ゲ の 指 太郎 鬼太郎 夜話 』(2004) 
1967/07/02-09/03 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 獣 ちく ま 文 庫 『 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④】(1994) 

1967/09/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 猫娘 と ね ずみ 男 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①] (1994) 
1967/09/10~09/24 | 週刊 少年 マ 見 上 げ 入 道 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 披 太郎 ①] (1994) 
1967/10/01-10/08 週 19 ゴン ぬら り ひ ょ ん ちく ま 文庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ②】 (1994) 

1967/11/01 | 別 ジン | 魔女 人 形 絵 物語 講談 社 「 デ ゲ ゲ の 鬼太郎 解体 新書 』 (1998) 

1967/11/12 | 週 毛羽 毛 現 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④! (1994) 

1967/11/19 | 週 1 ン | 峠 の 妖怪 ちく ま 文 庫 『 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④1(1994) 

1967/11/26 | 週 1 ジン | 電気 妖怪 ちく まき 文庫 『 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1967/12/03 | 週 1 ダイ ヤ モ ン ド 妖 怪 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1967/12/10 | 週 白山 坊 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1967/12/17 | 週 海 座頭 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1968/01/01 | 過 磯 女 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 

1968/01/01 | 週 さら 小僧 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 披 太 郎 ①] (1994) 

1968/01701 | 別 笠 地 蔵 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 

1968/01/14 | 週 ] まく ら 返 し ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ②』 (1994) 

1968/01/21 | 週 和 ] お り た た み 入 道 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 衝 太 郎 ①! (1994) 

1968/02/04 | 過 ジン | 手 の 目 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 
1968/02/11~02/18 | 週 ] ン | 鏡 合戦 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1994) 
1968/02/25~03/10 | 周 朝鮮 魔法 ちく ま 文 庫 「 妖 怪獣 ゲゲゲ の 鬼太郎 の ] (1994) 

1968/03/17 | 週 和 モウ リョ ウ ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤](1994) 

1968/03/24 | 週刊 コマ 妖怪 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 

1968/03/31 | 週 和 妖 花 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ②] (1994) 

1968/04/07 | 週刊 少年 マガ ジン | さざえ ぇ 鬼 ちく きま 文庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 披 太 郎 ⑤] (1994) 

1968/04/14 | 週刊 少年 マガ ジン | 悪魔 ベリ アル ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 提 太 郎 ①] (1994) 
1968/04/21~-04/28 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 軍団 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②] (1994) 

1968/05 月 刊 ぽ ぎく ら じ ご く な が し の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ ぼく 5] 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 絵 物語 訪 > < 水木 し げ る 叢書 別巻 の >】(1993) 

1968/05/05 | 週刊 少年 マガ ジン | 人 食い 島 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②] (1994) 

1968/05/12 | 週刊 少年 マ ば け 猫 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 

1968/05/19 | 週刊 少年 マガ ジン | の っ ぺら ぽう ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 
1968/05/26~06/02 週刊 少年 マガ ジン | ひで り 神 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤】 (1994) 

1968/06 月 刊 ぼ くら 妖怪 バッ ト の 巻 絵 物 語 か ご めし ゃ 「[ ぼ くら |] 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 絵 物語 騙 > < 水木 し げ る 薩 書 別巻 ⑰>] (1993) 

1968/06/09 | 週刊 少年 マガ ジン | オペ べ 沼 の 妖怪 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 朱 太 郎 ①](1994) 

1968/06/16 | 週刊 少年 マガ ジン | 雪 ん 子 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 披 太 郎 ⑤] (1994) 

1968/06/23 | 週刊 少年 マガ ジン | 始 獲 島 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 
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1968/06/30 | 週刊 少年 マガ ジン | げた 合戦 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 

1968/07 月 刊 宝石 鬼太郎 サイ ゴン へ 行く 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 主 ②>] (2000) 

1968/07 月 刊 ぼ ば くら ゆめ うれ い 電 車 の 巻 絵 物 語 か ご めし ゃ 上 「 ぼ くら] 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 < 徐 物 語 穫 > < 水木 し げ る 普 書 別 き ⑦>| (1993) 
1968/07/07~07/14 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 関ヶ原 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤| (1994) 

1968/07/21 | 週刊 少年 マガ ジン | 穴 ぐら 入道 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③⑤| (1994) 
1968/07/28 | 週刊 少年 マガ ジン | 天 狐 ちく ま 文 庫 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 提 太 郎 ⑤! (1994) 

1968/08 月 刊 宝石 危う し ! 披 太 郎 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春秋 『 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 主 ②>| (2000) 
968/08/04~08/11 | 週刊 少年 マガ ジン | 天邪鬼 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①] (1994) 
968/08/18~-09/01 | 週刊 少年 マガ ジン | 血 戦 小 笠原 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③⑤| (1994) 

1968/09 月 刊 宝石 ゲバ ラ 、 ベ トナ ム に 現 わ る ! ! 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 人 怪異 庫 ②>] (2000) 

1968/09 月 刊 ぼ くら こま 妖怪 の 巻 絵 物 語 か ご めし ゃ ぼく ら ] 版 ゲゲゲ の 鬼 大 朗 < 衝 物語 訪 > < 水木 し げ る 峡 書 別巻 ⑦>| (1993) 

1968/09/08 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 ラリ ー ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1994) 
968/09/15-09/29 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 大 統領 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 統領 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1994) 

1968/10 月 刊 宝石 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 現 わ る 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春 秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 召 ②>」 (2000) 

1968/10 月 刊 ぼく ら 西洋 妖怪 の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ ぽく ら ] 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 総 物語 計 > < 水木 し げ る 革 書 別巻 >] (1993) 
968/10/06~10/27 | 週刊 少年 マガ ジン | 騰 車 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 東 太 郎 ⑥| (1994) 

1968/11 月 刊 宝石 裁 か れる 日 本 人 の 爪 あと 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春秋 鬼太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 主 ②>」 (2000) 

1968/11 月 刊 ぼ くら 妖怪 まく ら が え し の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ [ぼく 5] 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 < 総 物語 計 > < 水木 し げ る 華 書 別巻 >| (1993) 

1968/11/01 | 別冊 少年 マガ ジン | お どろ お どろ 対 吸血 系 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 衝 太 郎 ⑥] (1994) 
1968/11/03 | 週刊 少年 マガ ジン | 後 神 ちく ま 文 庫 「 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦1(1994) 
968/11/10~11/24 | 週刊 少年 マガ ジン | 陰 摩 座 鬼 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑥] (1994) 

1968/12 月 刊 宝石 血 ぬ られ た サイ ゴン へ の 道 鬼太郎 ベト ナム 戦記 | 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 人 怪異 課 ②>』 (2000) 

1968/12 月 刊 ぼく ら ダイ ヤ モ ン ド 妖 怪 の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ 「[ ぽ くら] 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 総 物語 訪 > < 水木 し げ る 叢書 別巻 >】(1993) 
968/12/01~12/08 | 週刊 少年 マガ ジン | ほう こう ちく ま 文 庫 『 妖 怪 反 物 ゲゲゲ の 太 郎 ⑥⑤] (1994) 
968/12/15~12/22 | 週刊 少年 マガ ジン | 牛 鬼 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑥] (1994) 

1968/12/29 | 週刊 少年 マガ ジン | 雨 ふ り 天狗 ちく ま 文 庫 『 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦1(1994) 
1969/01 月 刊 ぼ ば くら モウ リョ ウ の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ [ぼく ら ] 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 和 物 語 篇 > < 水木 し げ る 間 書 別 き ⑦>| (1993) 
1969/01/01 | 別冊 少年 マガ ジン | ね こ 屋 の きょう だ い 講談 社 KC デ ラッ クス 「 ゲ ゲ ゲ の 昨 太 郎 鬼太郎 魔界 編 」(1997) 
969701/05~01/12 | 週刊 少年 マガ ジン | 髪の毛 大 戦 ( 髪 様 ) ちく ま 文 庫 『 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑥] (1994) 
1969/01/26-02/16 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 大 裁判 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 大 裁判 ゲゲゲ の 鬼 太郎 ①」 (1994) 

1969/02 月 刊 ば くら 水 虎 の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ 「[ ぽ くら] 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 < 絵 物語 偏 > < 水木 し げ る 業 書 別巻 の >](1993) 
1969/02/23~03/23 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 反物 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 反 物 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑥] (1994) 

1969/03 月 刊 ぽ くら 妖怪 手 の 目 の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ 「「 ぼ くら 」 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 < 絵 物語 訪 > < 水木 し げ る 業 書 別巻 >] (1993) 

1969/04 月 刊 ぽ くら | 磯 女 の 巻 絵 物語 か ご めし ゃ [ぼく 5] 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 < 絵 物語 訪 > < 水木 し げ る 叢書 別巻 の >] (1993) 

1969/04/01 | 別冊 少年 マガ ジン | かまぼこ ちく ま 文 庫 「 妖 怪 反物 ゲゲゲ の 提 太 郎 ⑥| (1994) 
1969/05/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 泥 田 坊 ちく ま 文 庫 「 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦」(1994) 
1969/06/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 妖怪 花 ( あ し まがり ) ちく ま 文 庫 「 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 の ⑦』(1994) 
1969/07/01 | 別冊 少年 マガ ジン | 土 こ ろ び ちく ま 文 庫 「 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦|(1994) 
1970/07/01 | 別冊 少年 マガ ジン | その後 の ゲゲゲ の 鬼太郎 ちく ま 文庫 『 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦1(1994) 

1971/09 小学 一 年 生 みず どら 1971/09 小学 一 年 生 

1971/09 小学 二年生 タイ トル な し 

1971/09 幼稚 タイ トル な し | 

1971/09 幼稚 園 タイ トル な し 

1971/09/26 | 週刊 少年 サン デー| 釜 な り ちく ま 文 庫 『 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦」(1994) 

1971/10 小学 一 年 生 タイ トル な し 

1971/10 小学 二年生 よう か いか が み の ま き 1971/10 小学 二年生 

1971/10 小学 四 年 生 どろ た ぼう の まき 絵 物語 1971/10 小学 四 年 生 

1971/10 幼稚 園 さら こぞう の お は な し 1971/10 幼稚 園 

1971/10/03 | 週刊 少年 サン デー| ふ くろ さげ ちく ま 文 庫 「 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦1(1994) 
1971/10/10 | 週刊 少年 サン デー | 逆 も ち 殺 し (火車 ) ちく ま 文 庫 『 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦] (1994) 
1971/10/17 | 週刊 少年 サン デー| 傘 化け ちく ま 文 庫 「 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦](1994) 
1971/10/24 | 週刊 少年 サン デー | まぼろし の 汽車 ちく ま 文 庫 『 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦1(1994) 
1971/10/31 | 週刊 少年 サン デー| 赤 舌 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦] (1994) 
1971711 タイ トル な し 
1971/11 よう 怪 ほ うこ う の ま き 1971/11 小学 二年生 
1971/11 地 ご く 流 し の まき 1971/11 小学 三 年 生 
1971/11 南 の 国 の よう 怪 の まき 絵 物語 1971/11 小学 四 年 生 
1971/11 うみ ぼう ず の お は な し 1971/11 幼稚 國 
1971/11/07 | 週刊 少年 サン デー | 大 首 ちく ま 文 庫 「 妖 尾花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦](1994) 
1971/11/14 | 週刊 少年 サン デー | 死神 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②| (1994) 
1971/11/21 | 週刊 少年 サン デー | あか な め ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 提 太 郎 ④] (1994) 
1971/11/28~<12705 | 週刊 少年 サン デー | ダイ ダラ ボッ チ ちく ま 文 庫 『 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 披 太 郎 ④】 (1994) 

971/12 小学 一 年 生 いそ 女 の ま き 1971/12 E 

971/12 小学 二年生 毛 う 毛 げん の まき 1971/12 

1971/12 小学 三 年 生 よう か い 「 釜 な り ] の まき 1971/12 

971/12 小学 四 年 生 赤 舌 の まき 絵 物語 1971/12 

971/12 幼稚 園 みあ げに ゅ うど う の お は な し 1971/12 幼稚 園 
1971/12/12 | 週刊 少年 サン デー| い や み ちく ま 文 庫 『 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑦」(1994) 
1971/12/19 | 週刊 少年 サン デー | 目 目 連 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 花 ゲゲゲ の 鬼太郎 の ⑦』(1994) 
1971/12/26 | 週刊 少年 サン デー | 悪魔 ブ エ ル ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④』 (1994) 

972/01 小学 一 年 生 か さば け の まき 1972/01 小学 一 年 生 

972/01 小学 二 年 ダイ ヤ モ ン ド よ う 怪 の まき 1972/01 小学 二年生 

1972/01 小学 三 よう か い 髪 さま の まき 1972/01 生 

972/01 小学 四 年 生 火車 の まき 絵 物語 1972/01 E 生 
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1972/01 幼稚 こま お ば け の お は な し 1972/01 幼稚 
新年 増刊 号 小学 一 年 生 タイ トル な し 

1972/02 小 紀 E お どろ お どろ の まき 1972/02 小学 一 年 生 

1972/02 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/02 よう か い 墓 鬼 の まき 1972/02 

1972/02 小学 四 年 生 びょう ぶ の ぞ き の まき 絵 物 語 1972/02 

1972/02 幼稚 園 きゅう けつ きえ り ぃ と の お は な し 1972/02 

1972/03 小学 一 年 生 あか な め の ま き 1972/03 

1972/03 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/03 小学 三 年 生 悪魔 ベリ アル の まき 1972/03 小学 三 年 生 

1972/03 小学 四 年 生 ね こむ すめ あら われ る の まき 絵 物語 1972/03 小学 四 年 生 

1972/03 幼稚 園 お ば け や し き や き ゅ う 大 会 の お は な し 1972/03 幼稚 園 

1972/04 小学 一 年 生 ダイ ダラ ボッ チ の まき 1972/04 小学 一 年 生 

1972/04 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/04 小学 四 年 生 よう 怪 だ る ま の まき 絵 物 語 1972/04 小学 四 年 生 

1972/04 幼稚 園 うぶ め の お は な し 1972/04 幼稚 園 

1972/05 小学 一 年 生 ゆう れい で ん し ゃ の まき 1972/05 小学 一 年 生 

1972/05 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/05 小学 四 年 生 ぬっ ぺら ぼう の まき 絵 物語 1972/05 小学 四 年 生 

1972/06 小学 一 年 生 の びあ が り た いじ の まき 1972/07 小学 一 年 生 

1972/06 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/06 小学 校 四 年 生 | タイ トル な し 絵 物 語 

1972/07 小学 一 年 生 よう か いぬ ら り ひ ょ ん の まき 1972/07 小学 一 年 生 

1972/07 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/07 小学 四 年 生 タイ トル な し 絵 物語 

1972/08 小学 一 年 生 よう か いふ くろ さげ の まき 1972/08 小学 一 年 生 

1972/08 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/08 小学 四 年 生 タイ トル な し 絵 物語 

1972/09 小学 一 年 生 ね こせ ん 人 の まき 1972/09 小学 一 年 生 

1972/09 小学 二年生 タイ トル な し 

1972/09 小学 四 年 生 魔女 人 形 ( い た ずら 魔女 を や っ つけ ろ の まるき) 絵 物 語 1972/09 小学 四 年 生 

1972/10 か みき り た いじ の まき 1972/10 小学 一 年 生 

1972/10 ? タイ トル な し 

1972/10 4 大 首 の まき 絵 物語 1972/10 

1972/11 ィ きた ろう ひる ね の まき 1972/11 

1972/11 タイ トル な し 1971/09 二年生 
1973/08/01 | いん な あと り っ ぷ | 毒 ネ コ の 巻 ソフ ト ガ レー ジ 「[ 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」 (1999) 
1973/09/01 | いん な あと り っ ぷ | 死 の 評論 家 の 巻 ソフ ト ガ レー ジ 『 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 ] (1999) 
1973/10/01 | いん な あと り っ ぷ | 猫 神 孝 ソフ ト ガ レー ジ 「[ 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」(1999) 

1974 学研 死神 大 戦記 ば る 出版 「 死 神 大 戦記 | (1993) 
1976/01/26 | 少年 アク ショ ン | 狼 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/02/09 | 少年 アク ショ ン | 水 精 ( ヴ ォ ジ ャ ノイ ) 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite | ゲゲゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/02/23 | 少年 アク ショ ン | 妖怪 大 パー ティ 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 系 太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/03/08 | 少年 アク ショ ン | 妖怪 七 人 の 侍 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文 庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 (1991) 
1976/03/22 | 少年 アク ショ ン | ドラ キュ ラ 親 分 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 | (1991) 
1976/04/05 | 少年 アク ショ ン | 砂 妖怪 (エキ セル ) 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 |(2003) 
1976/04/19 | 少年 アク ショ ン | 魔女 サー カス 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・C Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 」(2003) 
1976/05/03 | 少年 アク ショ ン | 吸血 鬼 ( キ ー エ フ ) 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/05/17 | 少年 アク ショ ン | 蛇 人 ゴー ゴン 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文 庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 (1991) 
1976/05/31 | 少年 アク ショ ン | 狼 男 と ゴー ゴン 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文 庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 ](1991) 
1976/06/14 | 少年 アク ショ ン | 決闘 コロ セ ウ ム 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 ] (1991) 
1976/06/28 | 少年 アク ショ ン | ろう 人 形 妖怪 (カリ ー カ ) 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 | (1991) 

1976/07 月 刊 少年 ジャ ンプ | 鬼太郎 対 悪魔 くん (復活 ! 悪魔 くん ) 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 護 ②>」 (2000) 
1976/07/12 | 少年 アク ショ ン | ベル サイ ユ の 化け 猫 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/07/26 | 少年 アク ショ ン | 霊魂 爆弾 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | ちく ま 文庫 「 鬼 太郎 の お 化け 旅行 (1991) 

1976/08/09 | 少年 アク ショ ン | ベア ー ド 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 
1976/08/23 | 少年 アク ショ ン | ブー ド 鬼太郎 の 世界 お 化け 旅行 | 中 央 公論 新 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 鬼太郎 の お 化け 旅行 (2003) 

1977/07 小説 マガ ジン | 蓮華 王国 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 語 ②>】 (2000) 

1977/07/21 | 週刊 実話 貧乏 劇画 家 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ①] (1995) 
1977/07/28 | 週刊 実話 幽霊 家主 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | ちくま 文庫 京極 夏彦 が 選ぶ ! 水木 し げ る の 奇妙 な 劇画 集 ] (2001) 
1977/08/04 | 週刊 実話 皮 は ぎ 魔 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ①} (1995) 
1977/08/11 | 週刊 実話 悪魔 払い 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④] (1995) 
1977/08/16~09/20 | 週刊 漫画 サン デー |UFO の 秘密 鬼太郎 挑戦 シリ ー ズ | 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン |>] (1995) 
1977/08/18 | 週刊 実話 妖 虫 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その後 の ゲゲゲ の 鬼太郎 ④| (1995) 
1977/08/25 | 週刊 実話 中 猿 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ②] (1995) 
1977/09/01 | 週刊 実話 ダメ な 死神 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その後 の ゲゲゲ の 鬼太郎 ④| (1995) 
1977/09/08 | 週刊 実話 タコ 人 間 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④】 (1995) 
1977/09/15 | 週刊 実話 招 か さる 客 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④] (1995) 
1977/09/22 | 週刊 実話 H 盤 じい さん 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 太 郎 ③| (1995) 
1977/09/27~10/03 | 週刊 漫画 サン デー | 太古 の 秘密 鬼太郎 挑戦 シリ ー ズ | 講談 社 KC ス ペ シ ャ ル 『 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①] (1985) 
| 1977/09/29 | 週刊 実話 精 露 丸 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③』 (1995) 
| 1977/10/06 | 週刊 実話 立体 テレ ビ 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③』 (1995) 
1977/10/20 | 週刊 実話 ろく ろ 大 合戦 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③』 (1995) 
1977/10/27 | 週刊 実話 尻 子 玉 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 KC ス ペ シ ャ ル 『 新 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1986) 
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977/11/03 | 週刊 実話 チン ポコ 紛失 新 ゲ ゲ ゲ の 各 太 郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③| (1995) 

1977/11/10 | 週刊 実話 羽衣 新 ゲ ゲ ゲ の 指 太 郎 | 扶桑 社 文庫 Tl その後 の ゲゲゲ の 鬼太郎 ③⑬] (1995) 

977/11/17 | 週刊 実話 浮気 部 長 新 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 | 扶桑 社 文庫 f そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③] (1995) 
1977/11/22~12/13 | 週刊 漫画 サン デー | 地上 絵 ( ナ スカ ) の 秘密 鬼太郎 挑戦 シリ ー ズ | 角川 文庫 天界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>| (1995) 

977/11/24 | 週刊 実話 猫 女 新 ゲ ゲ ゲ の 指 太 郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ①] (1995) 
1977/12/01 | 週刊 実話 肉 ぶ と ん 新 ゲ ゲ ゲ の 指 太郎 | 扶桑 社 文庫 lf その後 の ゲゲゲ の 各 太 郎 ③] (1995) 
1977/12/08 | 週刊 実話 運命 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③] (1995) 

977/12/15 | 週刊 実話 貧乏 くじ 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その後 の ゲゲゲ の 鬼太郎 ③| (1995) 

977/12/22 | 週刊 実話 キノ コ 新 ゲ ゲ ゲ の 人 太 郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③] (1995) 

1978/01/05<03/16 | 週刊 実 語 スポ ー ツ 狂 時 代 ・ 相 撲 の 巻 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 「 そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ②](1995) 
1978/03/23~<06/22 | 週刊 実話 スポ ー ツ 狂 時 代 ・ 野 球 の 巻 (野球 狂 の 巻 ) 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ①] (1995) 

978/06/29 | 週刊 実話 UFO 宇 宙 突 撃隊 新 ゲ ゲ ゲ の 系 太郎 | 角川 文庫 [天界 の ゲゲゲ の 提 太 郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>l (1995) 

978/07/06 | 週刊 実話 タイ ム マ シン 新 ゲ ゲ ゲ の 指 太 郎 | 東京 三世 社 ・ マ イコ ミッ クス 「SF 新 鬼太郎 < 新 世話 怪 包 想 綺 誠 集 >1(1980) 
1978/07/13 | 週刊 実 計 北 趣 自 動車 新 が ゲゲゲ の 各 太 郎 | 扶桑 社 文庫 [その 後 の ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ③] (1995) 

978/07/20 | 週刊 実 ロケ ッ ト ハ ウス 新 ゲ ゲ ゲ の 兎 太郎 | 角川 文庫 [天界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>』 (1995) 
1978/07/27 | 週刊 実話 竹やぶ の 小 人 新 ゲ ゲ ゲ の 失 太 郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 エン バン 実験 (2002) 
1978/08/03 | 週刊 実話 火星 人 現 る 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 天 界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>] (1995) 
1978/08/10 | 週刊 実話 エン バン 実験 新 ゲ ゲ ゲ の 押 太 郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 エン バン 実験 ] (2002) 

978/08/17 | 週刊 実 不思議 な 家 新 ゲ ゲ ゲ の 指 太郎 | 久川 文庫 [天界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>l(1995) 

978/08/24 | 週刊 実 猫 町 切符 新 ゲ ゲ ゲ の 失 太 郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 捉 太郎 大 首 」(2003) 
1978/08/31 | 週刊 実 計 宇宙 人 落下 新 ゲ ゲ ゲ の 加 太 郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 エン バン 実験 ] (2002) 
1978/09/14 | 週刊 実 計 ムー ン 大 王 新 ゲ ゲ ゲ の 失 太 郎 | 東京 三世 社 ・ マ イコ ミッ クス [SF 新 鬼太郎 < 新 世 括 怪 幻 想 綺 誠 集 >| (1980) 

978/09/21 | 週刊 実 旬 ば や し 新 ゲ ゲ ゲ の 人 太 郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 大 首 」(2003) 

978/09/28 | 週刊 実 i | メキ シコ の 石 新 ゲ ゲ ゲ の 失 太 郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン I>l (1995) 
1978/10/05 | 週刊 実 i | か くれ 壮 新 ゲ ゲ ゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン I>I (1995) 

978/10/12 | 週刊 実 記 終末 株 式 会 社 新 ゲ ゲ ゲ の 各 太 郎 | 角川 文庫 「f ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン I>』 (1995) 
1978/10/19 | 週刊 実話 海 坊主 新 ゲ ゲ ゲ の 捉 太郎 | 角川 文庫 寺 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 想 >】 (1995) 
1978/10/26 | 週刊 実 奪 衣 波 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 第 太 郎 悪魔 ブ エ ル |(2001) 
1978/11/02 | 週刊 実話 透明 人 間 新 ゲ ゲ ゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 | ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン I>| (1995) 
1978/11/09 | 週刊 実 計 悪魔 博士 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン I>】 (1995) 
1978/11/16 | 週刊 実 二 人 刈 新 ゲ ゲ ゲ の 衝 太郎 | 角川 文庫 「 ア ゲゲゲ の 礎 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン M>] (1995) 
1978/11/16 | プレ イコ ミッ ク | 妖怪 ロッ キー ド 文藝 春秋 「 鬼 太郎 の ベト ナム 戦記 < 水木 し げ る 特選 怪異 計 ②>」 (2000) 
1978/11/23 | 週刊 実話 わん た ん 妖怪 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 [天界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>](1995) 
1978/11/30 | 週刊 実話 くい 猫 新 ゲ ゲ ゲ の 披 太 郎 | どう ぶつ 出版 「 妖 猫 夜話 < 水木 し げ る 猫 漫画 短編 集 >](1996) 
1978/12/07 | 週刊 実 死人 列車 新 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 久川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン I >I (1995) 
1978/12/14 | 週刊 実 衣 つき も の 新 ゲ ゲ ゲ の 第 太郎 | 中 央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 大 首 」(2003) 
1980/04/09 | 週刊 少年 マガ ジン | 海 坊主 先生 ちく ま 文 庫 「 妖 怪 軍団 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④| (1994) 

1980/04/18 |DONDON 完全 車 の 巻 大 ボラ 鬼太郎 ソフ ト ガ レー ジ 「 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」 (1999) 
1980/05/02 |DONDON 未来 テレ ビ の 巻 大 ボラ 鬼 太郎 ソフ ト ガ レー ジ 「 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」(1999) 
1980/05/16 |DONDON だ 切 病 の 巻 大 ボラ 鬼太郎 ソフ ト ガ レー ジ 「 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」(1999) 
1980/05/30 IDONDON 横 取 男 の 巻 大 ボラ 提 太 郎 ソフ ト ガ レー ジ 『 水 木 し げ る 珍 提 集 大 ボラ 鬼太郎 」(1999) 

1980/06 ポプラ 社 お どろ お どろ 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 ゆ うれ い 電 車 < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-2) >| (1995) 

1980/06 ポプラ 社 お ば け 野 球 チ ー ム 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 お ば け 野球 チー ム < 水木 し げ る の お ば り け 学 校 文庫 (G-1) >| (1995) 

1980/06 ポプラ 社 ゆう れい 電車 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 ゆ うれ い 電 車 < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-2) >」 (1995) 

1980/06 ポプラ 社 妖怪 学校 水木 し げ ける の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 お ば け 野 球 チ ー ム < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-1) >] (1995) 

1980/06 ポプラ 社 妖怪 ラリ ー 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 ゆ うれ い 電 車 < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-2) >] (1995) 
1980/06/27 |DONDON 夢 男 の 巻 大 ボラ 鬼太郎 ソフ ト ガ レー ジ 「 水 木 し げ る 珍 撰集 大 ボラ 鬼太郎 」(1999) 

1980/08 月 刊 少年 ポピー | 雪 姫 ちゃ ん 登場 時 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼 大 朗 | 角川 文庫 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 想 >】(1995) 

1980/08 ポプラ 社 ブル ー ト レイ ン お ば け 号 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 ブ ルー トレ イン お ば け 号 < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-3) >](1995) 

1980/09 月 刊 少 年 ポピー | ニセ 鬼太郎 時 尋 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン >| (1995) 

1980/10 月 刊 少年 ポピー | 宇宙 人 レス トラ ン 寺 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼 大 郎 | 角川 文庫 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげ る コレ クシ ョ ン 皿 > (1995) 

1980/11 月 刊 少年 ポピー | 狐 つき 置 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン 想 > (1995) 

1980/12 月 刊 少年 ポピー | ね ら わ れ た 雪 姫 ちゃ ん 時 旭 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 しげる コレ クシ ョ ン >| (1995) 

1980/12 ド お ば け 宇 宙 大 戦争 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 お ば け 宇 宙 大 戦争 < 水木 し げ る の お ば け 学校 文 庫 (G-5) > (1995) 

1980/12 猫 町 キッ プ 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 お ば け 宇 宙 大 戦争 < 水木 し げ ける の お ば け 学 校 文庫 (G-5) >| (1995) 

1981/01 妖怪 いや み 言 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげる コレ クシ ョ ン 四 >] (1995) 

981/02 鬼 妖 怪 寺 旭 ちゃ ん と ゲゲゲ の 拓朗 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 衝 太 郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン >| (1995) 
1981/03 妖怪 実力 選手 権 試合 当 旭 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 太 郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン 想 >】 (1995) 
1981/04 化け グモ 計 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼 大 朗 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 四 >| (1995) 

981705 大 ダコ 時 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 拓 郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 還 > (1995) 
1981/06 妖怪 傘 化 け 置 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼 大 郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ち ゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン 由 >] (1995) 
1981/06 3 年 A 組 お ば け 教 室 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「3 年 A 組 お ば け 教 室 < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-4) >] (1995) 

981/06 吸血 擬 チャ ラン ボラ ン 水木 し げ ける の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 吸 血 鬼 チ ャ ラン ボラ ン < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-6) >] (1995) 

982/07 の らく ろ 大 戦争 水木 伝説 [水木 伝説 I&ll 鬼太郎 誕生 40 周 年 記念 !(1994) 

1983/02 妖怪 大 戦争 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 妖 怪 大 戦争 < 水森 しげる の お ば け 学 校 文庫 (G-7) >] (1995) 

1983/03 お ば け レ スト ラン 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 お ば け レ スト ラン < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G- の >] (1995) 

1983/10 お ば け マ イコ ン じ ゅ く ポ 「 お ば け マ イコ ン じ ゅ く < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 (G-10) >] (1995) 

983/12 ラジ コン 大 海獣 水木 し げ る の お ば け 学 校 | ポプラ 社 「 ラ ジコ ン 大 海獣 < 水木 しげる の お ば け 学 校 文庫 (G-11) >」(1995) 

小学 館 「 入 門 百 科 

1985 シリ ー ズ 鬼太郎 の | 鬼太郎 の 地獄 めぐ り 角川 文庫 鬼太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン |>』 (1995) 

天国 ・ 地 獄 入門 ] 

1985/10 コミ ボン | 大 妖怪 が し ゃ どく ろ 復 活 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 生 ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 衝 太 郎 ①] (1986) 

1985/11 月 刊 コミ ッ ク ボ 妖怪 本 所 七 ふ し ぎの 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①』 (1986) 

1985/12 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボン | 妖怪 コン ビ ! ワイ ラ と サガ リ の 巻 最新 版 ゲ ケ ゲ の 鬼太郎 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 太 郎 ①J (1986) 
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発表 年 初出 タイ トル シリ ー ズ 収録 単行 本 

1986/01 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 電 木 妖怪 さか ば し ら の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①] (1986) 

1986/02 朋 出現 ! 妖怪 総 大 将 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ボン コミ ックス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ①] (1986) 

1986/03 用 ドン | 百 鬼 夜行 軍団 の 登場 ! の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼 太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②③] (1986) 

1986/04 用 霊界 大 決戦 ! の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 各 太 郎 バン ボン コミ ックス 『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②] (1986) 

1986/05 用 地獄 の 妖怪 獣 出現 ! の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 | 講談 社 ・ ボ ポン ボン コミ ックス 「『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②③ (1986) 
1986/05/07 | 週 妖怪 万 年 竹 新編 ゲゲゲ の 朱 太 郎 | 角 | 十 「 ケ ゲ ゲ の 末 の 此 太 郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン M>] (1995) 

1986/05/14~05/21 | 週 1 妖怪 危機 一 映 新編 ゲゲゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 「 ゲ アゲ ゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン M>] (1995) 
1986/05/28 | 週 1 ジン | 妖怪 ラー メン 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 [ゲゲゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン MV>]l (1995) 

1986/06 朋 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 恐怖 の 地獄 童子 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③④] (1986) 
1986/06/04 | 週刊 少年 マ ガマ 妖怪 新編 ゲゲゲ の 宮 太 郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげる コレ クシ ョ ン 皿 >] (1995) 
1986/06/11 | 週刊 少年 マガ ジン | 吹 消 波 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中央 公論 社 ・Chuko コ ミッ ク Lite 「 ゲ ゲ ゲ の 捉 太郎 エン バン 実験 | (2002) 
1986/06/18 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 猫 事 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン II>』 (1995) 
1986/06/25 | 週刊 少年 マガ ジン | 妖怪 大 百 足 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1>』 (1995) 

1986/07 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 再生 妖怪 軍団 の 反撃 ! の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 和 喝 太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ②] (1986) 
1986/07/02 | 週刊 少 ジン | 月 の 妖怪 ・ 桂 男 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 f れ ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 昨 太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン T>](1995) 
1986/07/09 | 週刊 少 寺 軍 団 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1+ >] (1995) 

1986/07/16<07/23 | 週 煙 弘 煙 羅 新編 ゲゲゲ の 衝 太 郎 | 角川 文庫 「 天 界 の ゲゲゲ の 披 太 郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>] (1995) 
1986/07/30 | 週刊 少 手長 足 長 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 し げ る コレ クシ ョ ン 由 >】 (1995) 

1986/08 朋 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | ぬら り ひ ょ ん 、 最 後 の 戦い の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1987) 
1986/08/06 | 週刊 少年 マガ ジン | 小豆 連合 軍 新編 ゲゲゲ の 朱 太 郎 | 角川 文庫 [ゲゲゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン M>](1995) 
1986/08/13 | 週刊 少年 マガ ジン | めんこ 天 狗 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ゲ ゲ ゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン MV>』 (1995) 
1986/08/20 | 週刊 少年 マガ ジン | 逆さ 首 新編 ゲゲゲ の 朱 太 郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1988) 

1986/08/27 | 週刊 少年 マガ ジン | 化け ぞう り 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ゲ ゲ ゲ の 森 の 鬼 太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン M>l』 (1995) 

1986/09 妖怪 警察 VS 極悪 妖怪 し ょ うけ ら の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1987) 
1986/09/03 串 ざ し 入道 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 し げ ける コレ クシ ョ ン II>』 (1995) 

1986/09/10<09717| 吸血 鬼 ラ ・ セ ー ヌ 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 
1986/09/24 豆腐 小僧 新編 ゲゲゲ の 披 太 郎 | 中央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 

1986/10 ン | 霊界 ビデ オ の 逆襲 ! の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③| (1987) 
1986/10/01 | 週 家 獣 新編 ゲゲゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 「 れ ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 しげ る コレ クシ ョ ン II>] (1995) 
1986/10/08 | 周 麻 桶 毛 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③] (1989) 

1986/10/15 | 周 妖怪 クリ ー ニ ング 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 天 界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン V>』(1995) 
1986/10/22 ji 石 妖 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「f ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 擬 太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン T>l (1995) 
1986/10/29 | 週 ] 針 女 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 

1986/11 月 刊 コ ミッ クボ ポン ボン | 無限 増殖 妖怪 、 ど くろ の 怪 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 系 太郎 ③| (1987) 
1986/11/05 | 週刊 少年 マガ ジン | 魔女 ロン ロン 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげ ける コレ クシ ョ ン II>』 (1995) 
1986/11/12 週刊 少年 マガ ジン | 人 竹 切り 旬 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ゲ ゲ ゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン M>l(1995) 
1986/11/19 週刊 少年 マガ ジン | 黒 坊主 新編 ゲゲゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 「 ム ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン T>] (1995) 
1986/11/26 | 週刊 少年 マガ ジン | 土 転 び 新編 ゲゲゲ の 披 太 郎 | 角川 文庫 [ゲゲゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン MV>] (1995) 

1986/12 朋 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ポン | 妖怪 以 津 真 天 、 悪 魔 の 契約 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ③| (1987) 
1986/12/03 | 週刊 少年 マガ ジン | 地獄 マラ ソン 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 捉 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1 >] (1995) 
1986/12/10 | 週刊 少年 マガ ジン | 魔 獲 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげる コレ クシ ョ ン I>l (1995) 

1987/01 有 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 暴走 ! 妖怪 超 特 急 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1987) 
1987/01/01 | 週 1 妖怪 王将 戦 新編 ゲゲゲ の 各 太 郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 

1987/01/02&08 | 週 1 ペナ ン ガ ラン 新編 ゲゲゲ の 各 太 郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 
1987/01/10& 15 | 周 木 の 子 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤](1989) 
1987/01/29~02/04 | 周 ン | こ そこ そ を 岩 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 | ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン T>] (1995) 

1987/02 用 ン | 恐怖 の 妖奇 病 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 「 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1987) 
1987/02/11 |i 妖 犬 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 天 界 の ゲゲゲ の 系 太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン V>](1995) 
1987/02/18 カニ 妖怪 新編 ゲゲゲ の 提 太 郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 想 >] (1995) 
1987/02/25 喜 仙 人 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 天界 の ゲゲゲ の 太 郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン V>l (1995) 

1987/03 世紀 の 妖怪 アイ ドル 、 幽 子 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1987) 
1987/03/04 | 周 手足 の 怪 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 | ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン I>l (1995) 
1987/03/11 | 週刊 少年 マガ ジン | ぬけ 首 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「 天 界 の ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水森 しげる コレ クシ ョ ン V>』(1995) 
1987/03/18 | 週刊 少年 マガ ジン | 皿 合戦 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤】 (1989) 

1987/03/25 | 週刊 少年 マガ ジン | 井 守 新編 ゲゲゲ の 朱 太 郎 | 角川 文庫 「 ゲ ゲ ゲ の 森 の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン M>」 (1995) 
987/04 朋 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 妖怪 水 こ ろ が し の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス 『 最 新版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ④] (1987) 
1987/04/01 | 週刊 少年 マガ ジン | けら けら 女 新編 ゲゲゲ の 提 太 郎 | 中 央 公論 社 「 愛 蔵 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 ⑤] (1989) 
1987/04/08 | 週刊 少年 マガ ジン | 魔女 ジニ ヤー 新編 ゲゲゲ の 鬼太郎 | 角川 文庫 「f ね ずみ 男 と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン I>] (1995) 
1987/04/1504/22 | 週刊 少年 マガ ジン | 鬼 道 衆 新編 ゲゲゲ の 提 太 郎 | 角川 文庫 「 雪 姫 ちゃ ん と ゲゲゲ の 鬼太郎 < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン 想 >] (1995) 
987/05 月 ドン | 地獄 の 妖怪 な べ の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 朱 太 郎 講談 社 ・ ボ ン ボ ンコ ミッ クス [最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ④] (1987) 

1987/06 月 ドン | 妖怪 狩り ツア ー の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 披 太 郎 | 水木 伝説 別冊 水木 伝説 鬼太郎 外伝 2](1991) 

987/06 月 刊 少年 マガ ジン | 母 を 求め て 地 狼 旅 鬼太郎 地獄 編 | 角川 文庫 [鬼太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1 >](1995) 
987/07 月 判 コミ ッ ク ボ ン ボン | 武器 を 奪わ れ た 鬼太郎 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 | 水木 伝説 別冊 水木 伝説 鬼太郎 外伝 2](1991) 

987/07 月 血 戦 三途の川 鬼太郎 地獄 編 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1 >](1995) 
987/07 4 うみ の ぼう けん ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 う み の ぼ うけ ん < ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに ⑧>」 (1987) 
987/07 ポ よう か いえ ん そく ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 よ うか いえ ん そく < ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (①>』 (1987) 

1987/08 月 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | ぬらりひょん 復活 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 披 太郎 | 水木 伝説 「 別 冊 水 木 伝説 鬼太郎 外伝 2](1991) 

987/08 月 刊 少年 マガ ジン | 間 魔 危う し ! 白骨 軍団 鬼太郎 地獄 編 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ る コレ クシ ョ ン 1 >] (1995) 

1987/08 ポプラ 社 お ば けむ ら た ん けん ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 お ば けむ ら た ん けん < ゲゲゲ 0 の 鬼太郎 お ば け の くに ②>] (1987) 
1987/08/30 | スー パー ボン ボン | 幽 趣 大 戦争 水木 伝説 別冊 水木 伝説 鬼太郎 外伝 2』(1991) 

1987/09 朋 隙 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 最後 の 決戦 の 巻 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 提 太 郎 | 単行 本 未収 録 

1987/09 月 刊 少年 マガ ジン | 最後 の 出会い 鬼太郎 地獄 編 角川 文庫 「 鬼 太郎 の 地獄 めぐ り < 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン 1 >』 (1995) 

1987/09 ポプラ 社 よう か いて じ な し ゲゲゲ の 提 大 郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 よ うか いて じ な し < ゲゲゲ の 此 太 郎 お ば け の くに ③>』(1987) 

1987/10 ポプラ 社 よう か い キ ャ ン デ ィ ー ゲゲゲ の 叙 太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 『 よ うか い キ ャ ン デ ー < ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに (④>] (1987) 
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1987/11 ポプラ 社 よう か いた こ が っ せん ゲゲゲ の 沙 太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 よ うか いえ ん そく < ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば まけ の くに ⑤>』 (1987) 
1987/12 ポプラ 社 火 の た ま 大 が っ せん ゲゲゲ の 鬼太郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 火 の た ま 大 が っ せん < ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 B ば け の くに ⑥>] (1987) 
1988/01 ポプラ 社 トイ レ よ うか い ゲゲゲ の 衝 太 郎 お ば け の くに | ポプラ 社 「 ト イレ よう か い * ぉ お ばけ の くに ⑦>』 (1987) 
1990/11 月 刊 コ ミッ クボ ン ボ ポン | 妖怪 雷 虎 の 襲撃 の 巻 ( 雷 虎 の 巻 ) 鬼太郎 国 盗り 物語 | ポプラ 社 [ミス テリ ー サ ー ク ル の 謎 を と け < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 ①>』 
_ | ミステリー サークル の 謎 を と け の 巻 ( 怪 エ ン ポプラ 社 「 ミ ステ リー サー クル の 謎 を と け < 水木 し げ る の お ぉ お ば! 
1990/12 月 刊 コ ミッ クボ ン ボ ン | . 6 
バン の 巻 ) 文庫 ①>」 (1996) 
1991/01 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 魔 人 軍団 奇襲 の 巻 ( 妖 怪 大 口 の 巻 ) 』 「 ミ ステ リー サー クル の 謎 を と け げ る の お 
1991/02 月 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 奇怪 な も ぐら 人 間 の 巻 ( お どろ 砂 の 巻 ) ポ ミス テリ ー サ ー ク ル の 誌 を と け し げ る の お 6 
1991/03 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボン | ドブ ね ずみ 、 大 王 あ ら わ る の 巻 ( 旧 魚 王 の 巻 ・ 前 編 ) [ミス テリ ー サ ー ク ル の 謎 を と け げ る の お 
1991/04 月 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 鬼太郎 が ね ずみ 男 に な る の 巻 ( 旧 劉 王 の 巻 ・ 後 編 ) ボ ポプラ 社 「[ ミ ステ リー サー クル の 謎 を と け し げ る の お ( 
1991/05 朋 判 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 吸血 花 ラ グレ シア の 巻 ( ラ グレ シア の 巻 ) ボブ プラ 社 [ 謎 の 車 ゴ コー スト カー の 正体 は !7 げ る の お [ 
1991/06 用 ン | 妖怪 金 回 あ ら わ る の 巻 ( 金 圭 の 巻 ) ポプラ 社 [ 謎 の 車 ゴ コー スト カー の 正体 は !? げ る の お ば 
1991/07 用 ※ ン | 壇 輪 軍団 登場 の 巻 (決戦 ! 箱根 城 の 巻 ・ 前 編 ) | 鬼太郎 国 盗り 物語 | ボブ ラ 社 [ 話 の 車 ゴー スト カー の 正体 は !? げ る の お 
1991/08 用 ン | 妖怪 城 の 大 攻防 戦 の 巻 ( 決 戦 ! 箱根 城 の 巻 ・ 後 編 ) | 鬼太郎 国 姿 り 物語 | ボブ ラ 社 謎 の 車 ゴー スト カー の 正体 は !? げ る の お 
1991/09 用 ン | お そろ し い 八 百 比丘 尼 の 巻 ( 八 百 比丘 尼 の 巻 ) 語 | ポプラ 社 「 謎 の 車 ゴー スト カー の 正体 は !? げ る の お [ 
_ | 謎 の 車 ゴ ー ス トカ ー の 正体 は !? の 巻 ( ゴ ー ス ポプラ 社 『 謎 の 車 ゴ コー スト カー の 正体 は !? < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文 
1991/10 月 刊 コミ ッ ク ボ ポン ボン 1 
トカ ー の 巻 ) 庫 ②>」(1996) 
、 。 . . | 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 の 巻 ( ム ー の 潜水 ポプラ 社 「 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 < 水木 し げ ける の お ば け 学 校 文 叶 
19917/11 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボン 
艦 の 巻 ) ③>』 (1996) 
1991/12 月 刊 コミ ッ ク ボン ボン | 寄生 妖怪 人 面 痛 の 巻 (人 面 癒 の 巻 ) 鬼太郎 国 次 り 物語 | ボブ ラ 社 [ 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 < 水木 し げ ける の お ば り け 学 校 文庫 ③> 
eSg20] 0 が TYO 請 二 の 1? の 巻 ( ガ ジュ マロ の 二 了 国 央 0 条 ポプラ | 続 の 皇 衝 で 昌 ボッ 郎 < 水木 し げ る の お ば 
精 の 巻 ) ⑧>』(1996) 
1992/02/01 |TV マ ガ ジ ン 浪 小僧 の 巻 1992/02 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/02 月 刊 コミ ッ ク ボ ン ボ ン | 化 猫 あ ら わる の 巻 (五徳 猫 の 巻 ) ポプラ 社 「 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 < 水森 しげる の お ば け 学 校 文 庫 ③> 
1992/03/01 | TV マガジン ゲド ガキ の バケ モン の 巻 1992/03 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/03 月 刊 コ ミッ クボ ン ボ ン | 西洋 妖怪 ゴル ゴー ン の 巻 ( ゴ ル ゴ ー ン の 巻 ) ボ プ ラ 社 [ 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 < 水森 しげ ける の お ば け 学 校 文庫 ③> 
1992/04/01 |TV マ ガ ジ ン 火星 ちゃ ん の 巻 1992/04 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/05/01 | TV マガ ジン 坊主 旬 の 巻 1992/05 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/05 月刊 コミ ッ ク ボ ン ボン | 鬼太郎 の カン ヅ メ の 巻 (鬼太郎 カン ヅ メ の 巻 ) ポプラ 社 [ 謎 の 怪物 と ロボ ッ ト 鬼 太郎 < 水木 しげる の お ば け 学 校 文庫 ⑨>] 
1992/05 ポプラ 社 悪魔 リュ ー と モグ ラ 軍 団 の 対決 の 巻 ポプラ 社 「 鬼 太郎 と 所 人 怪 大 相撲 < 水森 しげる の お ば け 学 校 文庫 >」 (1996) 
1992/05 ポプラ 社 怒り くる う 地 下 マ ン モ ス の 巻 ポプラ 社 「 門 りく る う 地 下 マ ン モ ス < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 6>] (1996) 
1992/05 ポプラ 社 奇怪 万 年 グモ 対 天 空色 ゲ ゲ ゲ 号 の 巻 ポプラ 社 [ 起 りく る う 地 下 マ ン モ ス < 水木 し げ ける の お ば け 学 校 文庫 6>| (1996) 
1992/05 ポプラ 社 鬼太郎 ムー 帝国 と 対戦 前 夜 の 巻 ポプラ 社 「 起 りく る う 地 下 マ ン モ ス < 水木 し げ ける の お ば け 学 校 文庫 6>| (1996) 
1992/05 ポプラ 社 鬼太郎 ムー の 国 へ の 巻 ポプラ 社 「 鬼 太郎 と 妖怪 大 相撲 < 水木 しげ る の お ば け 学 校 文庫 ⑰>』 (1996) 
1992/05 ポプラ 社 古代 法 を つか う 魔 道 師 の 巻 鬼太郎 国 盗り 物語 | ボブ ラ 社 「 鬼 太郎 と 妖怪 大 相撲 < 水 林 し げ る の お ば 学校 文 庫 の >] (1996) 
1992/05 ポプラ 社 さら ば 鬼太郎 の 巻 鬼太郎 国 盗り 物語 | ボブ ラ 社 [ 息 り くる う 地 下 マ ン モ ス < 水木 し げ る の お ば け 学 校 文庫 ⑤>』(1986) 
1992/05 ポプラ 社 ふし ぎ な 妖怪 元 異 寺 の 巻 鬼太郎 国 盗り 物語 | ポプラ 社 「 鬼 太郎 と 妖怪 大 相撲 < 水 林 し げ る の お ば 0 学校 文庫 の >] (1996) 
1992/05 ポプラ 社 幽霊 海賊 船 と 妖力 船 ゲ ゲ ゲ 号 の 対決 の 巻 鬼太郎 国 盗り 物語 | ポプラ 社 [ 引 り くる う 地 下 マ ン モ ス < 水木 し ける の お ば け 学 校 文庫 ⑮>] (1996) 
1992/05ー06 | ポプラ 社 鬼太郎 と 妖怪 大 相撲 の 巻 ポプラ 社 「 鬼 太郎 と 妖怪 大 相撲 < 水森 しげる の お ば け 学 校 文庫 の ⑰>| (1996) 
1992/06/01 | TV マガジン か くれ ば ば あの 巻 1992/06 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/07/01 |TV マ ガ ジ ン 大 ぐも の 巻 1992/07 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/08/01 |TV マ ガ ジ ン あく ま 躍 の 巻 1992/08 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/09/01 |TV マ ガ ジ ン ヤマ ン ボ の 巻 1992/09 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/10/01 |TV マ ガ ジ ン 虎 男 の 巻 1992/10 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/11/01 |TV マ ガ ジ ン 歯痛 殿下 の 巻 1992/11 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1992/12/01 |TV マ ガ ジ ン 倉 ぽ っ この 巻 1992/12 
1993/01/01 | TV マガジン めし 食い ゆう れい の 巻 1993/01 
1993/02/01 | TV マガ ジン つら ら 女 の 巻 1993/02 
1993/03/01 | TV マガ ジン な まず 神 の 巻 1993/03 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/04/01 |TV マ ガ ジ ン わら い 地 蔵 の 巻 1993/04 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/05/01 | TV マガジン いわ な 坊主 の 巻 1993/05 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/06/01 | TV マガジン 化け ちゃ わん の 巻 1993/06 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/07/01 |TV マ ガ ジ ン ぼろ ぶ と ん の 巻 1993/07 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/08/01 | TV マガジン 水 じ いさ ん の 巻 1993/08 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/09/01 | TV マガジン いち も く ご 先生 の 巻 1993/09 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/10/01 |TV マ ガ ジ ン ね こ お に の 巻 1993/10 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/11/01 |TV マ ガ ジ ン そん つる の 巻 1993/11 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1993/12/01 |TV マ ガ ジ ン そん ぶ お ば け の 巻 1993/12 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/01/01 どろ ん こ 足 の 巻 1994/01 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/02/01 ノッ カー の 巻 1994/02 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/03/01 ば けが える の 巻 1994/03 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/04/01 は っ ぱ 男 の 巻 1994/04 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/05/01 赤 ぼ ぽう し の 巻 1994/05 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/06/01 つば め 神 の 巻 1994/06 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/07/01 スプ リガ ン の 巻 1994/07 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/08/01 天子 の 巻 1994/08 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/09/01 |TV マ ガ ジ ン ほう き 神 の 巻 1994/09 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/10701 | TV マガ ジン こん に ゃ くう れい の 巻 1994/10 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/11/01 土 用 ぼう ず の 巻 1994/11 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1994/12/01 | TV マガジン ゆう れい 金魚 の 巻 1994/12 テレ ビ マ ガ ジ ン 
1996/02 ビッ グ ゴ ー ル ド | 披 太郎 霊 団 阿倍 奉 連 想 ちく きま 文庫 「 京 極 夏彦 が 選ぶ ! 水木 し げ る の 奇妙 な 劇画 集 ] (2001) 
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協力 株 式 会 社 フッ クア ウト 、 株 式 会 社 ポニ ー キ ャ ニオ ン 、 株 式 会 社 
角川 エン ター テイ メン ト 、 株 式 会 社 81 プ ロ デ ュ ー ス 、 和 有限 会 社 
グラ ン パ パプ ロダ クシ ョ ン 、 株 式 会 社 青 二 プ ロダ クシ ョ ン 、 株 式 会 
社 オフ ィ ス 野沢 、 東 映 ア ニメーション 株 式 会 社 、 東 映 株 式 会 社 、 
早稲 田 大 学 坪内 博士 記念 演劇 博物 館 、 株 式 会 社 ダイ ナ モ ピク 
チャ ー ズ 、 有 限 会 社 ダン ディ ライ オン 、 有 有限 会 社 吉 プ ロモ ーション 、 
社団 法人 日 本 映像 ソフ ト 壇 会 、 松 竹 株 式 会 社 、 株 式 会 社 水木 
プロ ダク ショ ン 、「 水 木 伝説 | (順不同 ) 




















定価 は カバ ー に 表示 し て あり ます 。 

落 丁 本 ・ 乱 丁 本 は 、 購 入 書店 名 を 明記 の 上 、 

小 社 業務 部 宛 に お 送り くだ さい 。 

送料 小 社 負担 に て お 取り 替え いた し ます 。 

な お 、 この 本 の お 問い 合わ せ は 『1 週 間 | 編 集 部 あて に お 願い いた し ます , 
⑥ ぐ 講談社 2006 ⑤⑧ 本 書 の 記事 ・ 写 真 を 無断 で 複写 (コピー) 、 転 載 
する こと を 禁じ ます 。 

KODANSHA 2006 @All right reserved.Printed in Japan 

⑥ 水 木 プロ ・ 東 映 ア ニメーション 
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ゲゲゲ の 鬼太郎 謎 全 史 JTB、 ね ずみ 男 流 生き 方 の すす め オデ ッ セ ウス 出版 、 悪 魔 くん 世紀 未 大戦 河童 の 三吉 上 下 





[ 貸本 版 ] 以上 チク マ 秀 版 社 、 


水木 し 


げ る 猫 漫画 短編 集 妖 


猫 夜話 どう ぶつ 出版 、 水 木 し げ る の 妖怪 の 世界 ゲゲゲ の 鬼太郎 妖怪 占い ぶん か 社 、 日 本 妖怪 大 辞典 墓場 披 太 郎 ①--④ 貸本 まん が 復刻 版 ン ホラ ー コ ミッ ク 傑作 選 第 2 集 虹 





悦 録 一 水木 し げ る の 世界 一 水木 し げ ける コレ クシ ョ ン TーV ノ 鳥山 石 燕 画図 百 鬼 夜 行 全 画集 / 猫 楠 南方 熊楠 の 生涯 
、 テ レビ マガ ジン デラ ックス 69 
みつ 大 図鑑 アテ レビ マガ ジン デラ ックス 74 決定 版 ゲゲゲ の 鬼太郎 妖怪 大 事典 ゲゲゲ ゲ の 鬼太郎 誕生 編 プ 最新 版 ゲ ゲ ゲ の 玉 郎 ① 〇 ー④ ン 水木 し げ る 不 
怪 世界 遺産 THE YOUKAI PLANET 総員 玉砕 せよ ! ご コミ ッ ク 昭和 史 ( 全 8 巻 ) 完全 版 マン ガ 水木 し げ る 伝 ( 全 3 巻 ) , 
礎 ①…④. 生 まれ た と きか ら 「 妖 怪 ] だ っ た ノ ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 解体 新書 
録 プ 水木 し げ る 世界 の 妖怪 大 百科 水木 し げ る 妖怪 大 百科 水木 し げ る 鬼太郎 大 百科 水木 
行く 日 本 ぐる うり 妖怪 めぐ り 以上 小学 館 、 水 木 し げ る の 日 本 妖怪 紀行 新潮 社 、 復 刻 版 妖奇 伝 墓場 鬼太郎 
ン ガ 選書 水木 し げ る 貸本 モダ ン ホ ラー 上 下 ン QJ マ ン ガ 選 書 水木 し げ る 貸本 時 代 ロ マン 上 下 ノ クイ ッ ク ・ ジ ャ パン Vol15 以上 太田 出版 、 
ゲゲゲ の 披 太 郎 ( 全 7 巻 ) 吸血 妖 魅 考 / 水 木 し げ る 妖怪 まん が 集 8 鬼太郎 夜話 ( 全 ) 
水木 し げ る 未収 録 短 編集 水木 し げ る の ラバ ウル 戦記 | 
水木 し げ る 短編 傑作 集 ( 全 5 巻 ) 日 本 林 人 伝 / 水 木 し げ る 幻想 と 怪奇 ①…⑪ 猫又 水木 し げ る 貸本 漫画 傑 
ー④ ノ ゲゲゲ の 鬼太郎 別巻 ①② 死神 大 戦記 (上 下 ) ン 水 木 し げ る 貸本 漫画 傑作 選 悪魔 くん (上 、 下 ) 

公式 ガイ ドブ ッ ク ン 大 水木 し げ る 展 以上 朝日 新聞 社 、 水 木 し げ る 妖怪 傑作 選 ①-③ ノ 河童 の 三 ヨ 





上 角川 書店 、 水 木 し げ ける ロー ド の 妖怪 た ち 境港 市 観光 協会 

















木 し げ る 幻想 怪 





日 出版 、 妖 怪 ワ ンダ ー ラ ンド ( 全 8 巻 ) 
か みそ こね た 男 プ 京極 夏彦 が 選ぶ ! 水 木 し げ る の 奇妙 な 劇画 集 
太郎 第 4、5 巻 中 央 公論 社 、 悪 魔 くん ( 全 ) 


京極 夏彦 が 選 








水木 し げ る の 続 ・ 世 界 妖怪 事典 東京 党 
ゲゲゲ の 披 太 郎 妖怪 百 物語 宝島 社 








決定 版 ゲゲゲ の 鬼 太 自 





図説 】 日 本 妖怪 大 全 以上 講談 社 、 妖 怪 博 ] 








青 林堂 、 本 日 の 水木 サン 


/ そ の 後 の ゲ ゲ ゲ の 各 太 郎 ①-③ 





秘 家 列 伝 其 ノ 壱 
超 百 科 プ テレ ビ マ ガ ジ ン グレ ー 




















ト 百 科 91 


KWAI 怪 水木 版 妖怪 大 戦争 以 


ゲゲゲ の 捜 太郎 ひ 


ト 思 議 な 世界 ①…④/ 妖 
^ の ん の ん ば あと オレ ノ 生 まれ た と きか ら 「 妖 怪 ] だ っ た ノコ 
上 の 朝食 ①②/ 木 植 の 誘 





誠 い 東西 奇 ツ 怪 紳士 


し げ る 妖怪 大 図解 水木 し げ る 妖怪 百 物語 百 鬼 夜行 絵巻 妖怪 た ち が 騒 ざ だ す ノ 鬼太郎 と 
思わ ず 心 が ゆる お 名 言 366 日 草 思社 、QJ マ 
水木 し げ る の ノストラダムス の 大 予言 


辰 











"悪魔 くん 千年 王国 





( 全 ) 劇画 


近藤 田 星 を つ 

















霊 艦長 以上 筑摩 書房 、 

















F ( 全 3 巻 ) 以上 嶋 d 


出版 、 木 圭 論 (こだま ろ ん 》 白水 社 、 耳 な し 芳 一 / 東 海道 四谷 怪談 の 悪魔 くん ( 全 3 巻 ) 


書店 、 マ イコ ミッ クス 新 世 妖 怪 幻 


綺 生 SF 新 上 


以上 扶桑 社 、 水 木 し げ る 特選 怪異 麻 ①…② 


愛蔵 版 ゲゲゲ の 鬼 
墓場 鬼太郎 ① 


\as 
選 


以上 朝日 ソノ ラマ 、 水 木 し げ る 記念 館 





g 太 郎 東京 三世 社 、 
文藝 春秋 、 
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